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例  一一 一一 口 

全般に 亘 つて 

能 樂の演 麦に は、 シ テ 方. ヮ キ 方. 狂 言 方. 嗨 子方 等の 役柄が あります が、 そ の 主 體 を な 

す もの はシテ 方で • 一般に 行 はれて ゐる謠 本 も 亦シテ 方の もので あ b ます。 そし 

て， こ の シ テ 方に は觀 世. 寶 生. 金 春. 金剛. 喜 多の 五 流 (si 膽 ぉ請？：^ 紅^、 ず) 

が あ b まし て. 各 流 二百 十番 乃至 百 八十 番を 現行 曲と して ゐ ます。 そ し て. そ の 大 

0 分 は 各 流 共 通の もので あ b ま す が、 そ の 間に 多少の 出入が あ b まし て， 五 流 現 行 

to は 凡て 二百 三十 五番と なる ので あ b ます。 ぉ、！25.55ま^ほ、！^浦？紅""| 

流布して ゐな ン 

省略し まし た。 」 

本書 は 上述 二百 三十 五 番を、 〔翁〕 は 別 曲と して 第 一 に ^ げ， 〔鸚 鹉 小 町 S 下 を 曲名の 五 

十 音 順に 從 ひ， 每 曲、 解 說. 本 文. 語 釋. 口 語 譯. 考 異の 五部 門に 分って， これ を褐げ ました C 

そして. 本 文. 語 釋. 口 語譯の 三^ は、 彼 此對 照す る 便 {且 を 考 へ て、 上 中 下の 三 段 に， 互 に 

相對 する やうに 記しました が、 そ の 間に 自ら 繁簡の 差異が あつ て、 多 少 前後す る こ 


と を 免 V ませ < か ら 二 曲を數 節に 分って 【一】 〔二】 【一二】 等の 符號 を附 し. 識別し お L 

やうに しまし た。 

なほ^ 郃 I： を 通じて. 謠 曲名 に は必す 〔 〕 の符 號を附 けて これ を 表示し • 流 名 に i 

往 々觀 (觀 世). 资 (寶 牛 T 春 (金 春). 剛 (金 剛 3: (喜 多) の 略符號 を用ゐ ました。 

解說に ついて 

解説に 於て q ま た 能 柄 人 物. 所. 時 A 稱. 作 者 .梗 槪. 出 典. 槪 評 の詣项 に 細 分 して 記し ま 

ン こ o 

ィ能柄 

能樂 五番 立の 分類. 脇 能 丄 一 番 三 ^  n 等の 分類 は. 確乎たる 根據の ある ものと もい 

へません が、 そ の 曲 柄 を 知る のに は^だ 便芘な もので あり メダ幻 能. 劇 能 等のお 稱は 

著者の 私に 與へ たもので あります が、 こ れも 脚色の 大體を 知る のに s-fr: でな から 

ラ 力と 思 ひました の で. 兩 者と も 毎^に これ を ^げ まし で。 

n 人物 

絮臺に 登場す る每 曲の 役 柄. 人 物 は， 發 聲順叉 は 登場 顺-: よつ て&ダ まし こ。 


ハ 所 

謠 曲に 描かれて ゐる場 所 は. 一 曲の 中で も 多少 移動す るの が 普通であります が、 こ 

こ に は. そ のキ； 要な 場所 を擧げ ました」 前後の 二 段に 於て 主要 場所の 移る 場合に 

は、 これ を 表示し ました C 

一一 時 

謠 曲に 描かれた 時 は. 明 確で ない ものが 少くぁ b ません。 さう し た 場合に は. 能 樂 

實演の 取扱 上 指定して ゐ る 季節 を • 括弧 を 施して. ( 一 月 )0 一月) の や うに 記し ま し た。 

木 作者 

謠 曲の 最も 著しい 作者が 世阿彌 である ことに は 疑 ひが あ， o ません が * ど の 曲が だ 

れの 作で あるか は、 明 言 し 難い ものが 少 Z, ありま せ ん。 本 書 に は. 世 阿彌の 著書に 

よって 明らかな もの は 勿論 これ を 明示 し、 な ほ 後世の 書で は あ， o ますが、 作者 目錄 

として 相 當有 力な ものと 認められて ゐる吉 田 兼 持の 能 木 作者 註 文、 觀 世 元 章の 二 

百 十 番謠目 錄の說 を も 掲げて 置きました。 な ほ こ め 外、 作 者. 制 作 時代 等 を 知る 旁 

證 となる ベ き 古 記 錄. 金 春禪 竹の 著 書， 室 町 時代 公卿 日記 等の 所見 を も 掲げました。 

この 項に 就て は、 丸 岡 桂 氏の 古今 謠 曲解 題から 得た ものが 多い ので あ. o ますが. 著 

例  言  一一 一 


者 自身 も 亦 同様の 捜索 を 試みました ので. 同書の 遺漏 を 多少 補 ひ 得ました。 なに 

筧文 學士の 言 經卿 記に 就ての 研究に 負 ふ 所も少 くありません。 

へ 梗概 

一 ^を 通じた 口語 譯を 試みた のであります か ら、 梗 槪に 一 見して その 大耍 を 知 り 

得る 程度に とぐ めました。 

ト 出典 

謠 曲の キ： 材は 大部分 先進 文藝 から 得た もので ありまし て、 こ れを 知る こと は. 謠 曲 

作者の 創作 態度 を 見る 上に も、 謠 曲 を 正しく 解釋 する 上に も， 必 ^な ことで ありま 

す か ら、 典 據の 索め 得た もの は、 な る ベ く 詳しく これ を 引 い て. 謠 ^文と 對 0 す 乙 .^ 

に 供へ ました。 

チ槪評 

す \、 て 文學藝 術の 批評 鑑賞 は. そ の 人々 の主觀 から 出る もの で. 客觀 的な 一定の 某 

準 は 定め 難い もの だと 思 ひます。 著者の 主觀 から 出發 した 批評な ど を 述べ 乙の 

は. 誠 に を こが ましい ことで はあります が. 初 心の 人々 に は 多少 參 考 に な 乙 こ と も 

あらう かと 思 つ て. 欣 て 卑見 を 略述し ました。 


本文に ついて 

ィ 底本の 選定 

謠 曲の 木 文 は、 諸 流と も 大體同 一 であります が， そ の 間に 多少 詞章の 出入した 所が 

あります。 それ で、 本 書の 底 木に は. 謠 曲の 大成 者觀阿 彌. 世 阿 彌の流 系で あ そ の 

後引續 いて 現在 も 最も 流布して ゐる觀 世 流の もの を 採 り、 觀 世 流で 行 はれて ゐな 

いもの は、 上 懸 として 觀 世に 最も 近 い. そ して 現在 觀 世に 次いで 廣く行 はれて ゐる 

寶生流 を 採 b, 上 懸 二流に 行 はれて ゐな いもの は， 下 懸 三流の 中で 流 系の 最も 古い 

金 春 流 を 採 り， 次 いで 金剛 流 を 採 り、 最 後に 五 流の 中 最も 新しい 喜 多 流の 文 を 採 

ました。 

a 本文の 校訂 

本文の 底本に は、 そ の 流の 現行 謠本を 採りました が、 漢 字 .假 名 遣 等 は. 古 謠本 及び 諸 

流謠 本を參 酌し て. そ の 穩當な ものに 從 ひました。 

用 語^ 字 は 各 流 を 通じて， 一 定の樣 式に 統 一 しました が、 句讀 はすべ て その 流 現行 

曲の 主張に 從 ひました。 

荚 字に は、 「^- 々にて 候/何 々にて 候へ ば」 の 外 は. - さん 候」 な ど と， 候 を 濁 音 で謠ふ 場 合 も 


すべて 扳假名 を 施し まし た" そして その 振 假名 は 字 泞 假 名 遣^ お 假名 流に 從ひ 

ましたが、 謠 曲に は 持 殊な謠 ひ 方が 少くぁ b ません の で. さ うした 場合に はすべ て 

その 謠ひ 方の 發 音 に 從 つて， 「御 宇」 「靑 慕」 「危 く」 な どと 記し ，「謠 ふ」 「榮 う る」 な ど も 、「う タ 

う」 「さ 力 う る」 と 謠は ない こと を 明示す る爲 に. ー謠 ぷ一 「榮 うる」 と 記 し. 假 名 で も. 讀 A  ^ 

る 恐れの ある もの は * 「今： n 見す は」 な ど と. 待 に片 假名 を 傍に つけて、 これ を 明 ：* 小し ま 

ン こ o 

し ナ 

謠^ で は， 上 の 音 が 字 音 の タ行 又は 撥 音 ン で， その 次の 音 が アサ ャ 行. ヮ 行、 乂 は ハ 行 

「は」 であ る 時 は， そ の 音が タ行 叉 はナ行 或は その 拗音に 轉 じて. 今 日 は/御 入 .o 候/^  ^ 

などと. 謠ふ もので あ ます。 かう した 場 合. 漢 字の. 扳 假名に は その 發音 假名 を ^ 

しました が. 假 名 書きの 場合に は、 こ れに 一 々傍訓 を 施す の は、 餘 b に W はしい ので * 

省略し ました。 それら は す ベ て、 「善 神 は/他 生の 歉 あ て/利 ^ を」 など 上 謠 ふので あ 

b ま す。 

章 句. 節 附 S 名 稱. 次 第. 道 行 • 下 歌. 上 歌. ク リ.サ シ. ク セ*  口 ン ギ等 は. す ベ て謠 木の 指定に 

從っ てこれ を附 し. 呼 掛.¥ 待 謠等 S 名稱も 括弧 を 施して これ を 記しました。 たく 

力 、 ケ打切 は 本書の 如き 性質の ものに は. g はしい ばかりで 必要の ない ものと 思 


つ て 省きました c 

なほ 謠 がかり の 部分 と， 節 を つけな 

者に は 「 の 印を附 けて * これ を辨別 

は 引用文 を 表示した もの で. こ れ と 

ハ 本文の 補修 

能樂の 實演を 一 度で 

の謠 曲註釋 書に 記し 

れてゐ ない 狂 言 詞 や 

理解す る ことが 出来 

家に 相傳 して ゐるだ 

して これ を 見出す ことが 

ほどの 詞 は.： g れな くこれ 

シ テ 詞.ッ レ詞 は、 そ の 流 

ヮキ詞 は， 現 在家 元の 存 

り、 寶 生 流に 求め 得な かつ 


いた-、、 詞の 部分と は. そ の 句 頭に、 前者に は 『 後 


も S 

て ゐ 

ヮ キ 

な い 

ナ で- 


た  こ と 

る 詞章 

詞 (時と 

ので あ 

世間に 

出來ま 

を 收 め 

現行の 

精して 

たもの 


しまし た- 

は  全く  意 

あ る 人 は、 

-能樂 詞章 

て はシテ 

ます C た 

殆ど 出て 

た の で、 す 

やうに 力 

の に 從 ひ • 

る 唯一 の 


は、 高 安 流 • 春 


(口 エロ 


等に 附 けたつ 1 は， 會 話 文 又 


味 を 異にして ゐ ます) 

誰でもす ぐ氣づ くやう に， 謠 木 ゃ從來 

の 全部. ではありません。 謠 木に 記さ 

詞 を も) を 知らな，'、 て は. 精 細に 謠曲 を 

-、 これらの 詞は寫 木と し て. 役 者の 家 

ゐな いので あ、 り ま す が、 著 者 は 幸 ひに 

ベ て "曲 を 通じ て、 舞 臺で 述べ ら れ る 

めました。 その 中、 

ヮ キ方 である 脇寶生 流の 古寫 本に よ 

藤 流な どに 從 ひまし た。 へ寶 生流以 外 


言  七 


例  言  八 

に據 つた 場合 は. そ の 都度 そ £ 旨を斷 つて 置き ま す) 

狂 言 詞 は、 も と 狂 言 には大 藏. 和 ^，效 の 三流が あ 现 在 は そ の中大 藏. 和 泉の 二流 

が 行 はれて ゐ るので あります が、 ュ、 の 詞は謠 曲の 他の 部分に 比べ て 流動性の 多 い 

もので あ まし て. 現 在 行 はれて ゐる もので も、 同 じ 流の 巾に も. 例 へ ば大藏 流の 茂 

山 派と 山 本 派， 和 泉 流の 三ち 派と 山 脇 派と 野 村 派な ど、 そ れ ぐ 可な b の相逮 が あ 

るので あります。 それ で. 本 書で は 成るべく 古い^ 形に 近い ものに 據 b たいと 思 

ひ， 森 川杜闳 舊藏の 大蔵 流 古^本 (推定 寬政 頃) に據， ^大^ 流 にない もの は 和^ 流に 

據 6 ました。 

- 型 附 

能樂は 一 種の 劇で あ り、 從 つて^^ は 一 種の 脚本と n たられる ので あ. o ます。 そ れ 

で， 「ト書 き」 の ない 脚本 が、 舞 臺 を 想像す るに 不都 八！： である や う に. 型 附の 記されて ゐ 

ない 謠曲文 は. 能 樂の演 茇を想 察する ことの 困難 な， 從 つて 謠^ として 十分に 鑑赏 

する ことの 出來 ない もの だと 思 ひます。 それ で. 本 ^に はこ s 型附 を 「ト 畨 き」 風 に 

記して 見 まし た。 そ し て. そ の 型附は 著者 所 藏の觀 世 大夫淸 親 型 附木を 本と し. 帝 

國圖書 館 所 藏觀世 流 舞 木 その他の 型附 木、 木 下 敬 賢 氏の 能樂 蘊奥^. 大和 3 建榭氏 


の 「能 の桀」 、池內 信嘉氏 

載 の 「能 の 型」 等 を叁酌 

尤 も、 能 の 型附は 極め 

ない もので あ b ます 

も な く、 又 却って 全篇 

想像し 得る 程度に 略 

なほ、 現行 曲 二百 三十 

の 参照す ベ きもの も 

く， 型 附も 殆ど 見當ら 

知る に 力めました が， 一 

まった ものが あります ( 

* 活字の 差別 

以上 擧げ ました、 謠木 

作る 爲に 必要な 條件 

分と に は， 可 な， o 輕重 

阿  言 


の 「能 の 見方 

し、 妹 に 著者 

些細な 點 
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0 
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は 謠 
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すると 
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て 置 き ま す 

て、 體 裁 を 整 

いて 

語句の 解釋 

抄に 於て 一 

謠曲 評釋， 九 

れ て、 著者. の 

かと 思って 


記 さ れ て 

し て、 活 字 

る こん 一 力 

ある S- に 

文 を 參 考 

• そ の謠本 

ま し た G 
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と し 


は 夙く  ， 臣 

度 大成した 
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こ れ 

の 場 

大差 
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A 口、 そ 

あ る 


,0 ます か ら、 そ の 差 

ト、 そ の 他の 詞は九 

しまし た。 —— 狂 


とに 拘^ 


の 文が赏 演に 

時には 著者の 

れ にして も \ て 
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お ii! の謠 

.大 求 は ：；？ 

こ れ を 眩 


が， 多少 は修 正 


本書に 掲げた 語 釋 は * な る ベ 

し た が、 引 歌 • 引 用 句な ど はな 

指摘す. る やうに 心掛け まし 

語釋は 本文の 上段に 置いた 

の 末尾 に 「附 記」 と して 揭げ ま 


く 煩 

る ベ 


な い 

く 揭 


や 


ラ に、 要領 を 

る やうに し ■ 


記す や ラに注 意 し ま 
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ので あ， o ます が. ュ、 れ ではい ひ 足りない 時に は. そ の 曲 

.) こ o 


口語 譯 について 

謠 曲の 口 語 譯， 謠 曲 文 

みられた ことがない 

の やうな もの だ. な ど 

と考 へて ゐた 人が 少 

二三 十 を 謠曲界 に 連 

曲に 一 且つて 口 語 譯 を 

節が 少 くな い， 將來大 
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^言  1 二 

考 異につ いて 

ィ 諸流異 S 

^に述 ベ ました 迎 b  、五 流の 詞章に は 多少の 異同が あ b まして. この 差 买を辨 別す 

る ， J と は、 各 流の if 張 を 見る 上に も、 謠 曲 を解釋 する 上に も， 參 考 となる もので あ.^ 

ま す が、 些 細な 相異 まで 一 一指 摘し ます と. 非 常に 炽 雑な ものと な り.. A 數も^ しく 

增 加し ますの で. 些 細な もの はこれ を 省略 し. や 、著しい 相 異は必 す これ を报げ 乙 

ことと しました o 

a 古謠本 異同 

謠 曲の 詞章 は， 殆 ど^ 形の まヽ傳 へられて 來 たので あ b ます が、 元 祿 以前と そ の 以 

後と で は、 や 、著しい 差異の 認められる もの がないでも あ h- ません。 J 、し て. こ の 

古 謠 本， 從 つて^ 形に 近い もの を 知る こと は. い づれ の&か ^ て も. 太 S な こと だ 

と 思 ひます の で、 慶 長 光 悅本を はじめ 元祿 以^のお 謠 本の 索め^ ました もの は， そ 

の 最も 古い ものに 從 つて-これ を 現行^と 比較し て. そ の 相異は 大小と なくす ベ て 

原文の ま、 で 指摘し ました"" 


な ほ、 世 子 六十 以後 申樂談 儀、 金 春禪 竹の 五 音 次 第. 五 一昔 三曲 集 等に 謠 曲の 一節 を 引 

いて ゐ ます もの は. こ れ こそ 原形 を 知る 最も 大切な 資料で あ， o ます か ら. 本 項の 末、 

又は 解說の 作者の 項に 於 て、 そ の 全文 を擧げ 又は 現行 曲との 異同 を辨 じて 置き ま 

ゾ こ o 

能畫 につ い て 

每曲 冒頭に 揭げ ました 演能圖 は、 緖 言 に 申し述べ ました 迎 り. す ベ て 深 見 坦郎畫 伯 

の 揮毫に 係る もので あ， o ます。 これまでに も、 演 能の 版畫 又は 寫眞 は數 多く あ b 

ま す が、 現 行 曲す ベ て を 網羅した もの は、 深 見畫 伯の ものが 最初で あると 思 ひます。 

畫 伯が 本 爵の爲 に 苦心して 終に これ を 完成せ，， T れ たの は. ま た 一 に は 斯道の 劃期 

的 事業で あつたと 信じる ので あ ます。 
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まつ  かぞ 

M 觀 (寶 春剛 -バン 


舞  二  Is 

【能 柄】 三番 目 單式 夢幻 能 

〔人物〕 ヮキ 旅僧、 狂言 所の 者， シテ 海 士女 (松風 

の 靈)、 ッレ 海士 女 (村 雨 の 靈) 

【所】 攝津國 須磨浦 

【時〕 秋 (九 月) 

【異 稱〕. 古く 〔松風 村雨〕 ともい つた。 

【作者】 世子 六十 以後 申樂談 儀に 世 阿彌の 作と して 擧 げてゐ るが、 能 作 

書に 「松風 村雨、 昔汐汲 也」 といって ゐ るから、 古曲 を 世 阿彌が 改作し 

たので あ らう C 能 本 作者 註文 に は 世 阿彌の 作と して ゐ るが、 二 百 十番謠 

目 錄に觀 阿の 作と して 擧げ てゐ るの は、 古曲 を觀 阿の 作と 見た もの か。 

世 阿 彌の五 音曲 條々 に 「松風 村雨の 後段、 班 女、 みそぎ 川 >  是等は 皆 

戀 慕の もっぱら 也. 一 とい ひ、 金春禪 竹の 五一 W 三曲 集に 幽玄 骨 味の 例と 

して 本 曲の 第一 一節 シテ サシ 「心 づ くしの」 より 初 同 「朽ち まさり 行く 袂 

かな」 まで を 擧げ、 拾 玉^ 花に 十體 風姿の 第三 戀 慕の 例に 本 曲 を擧げ 


てゐ る。 春日拜 殿方 諸 日記に K 德四年 四月 十三 日、 轧河 原勸 進猿樂 記に 宽正 五^ 四月 七日、 親元 にお.. i/、：，r:;::: 九：：； 本 曲 を^ じた 

こと >  言經卿 記に 文 祿四年 三月 一 I 十七 日本 曲 を註釋 した ことが 見えて ゐ る。 

【梗 槪〕 諸國 一見の 旅僧が 西國に 下る 笾次、 須磨 浦. て 松風 • 村雨 二人の 海 士女の 舊 跡の 松を兑 て、 あはれ を 催し、 〈ふ 怫 して！？ ひ、 秋の：：： の 

早く も 暮れて 來 たので、 と ある 鹽 尾に 立ち寄り、 二人の 海 士女が 夜汐を 汲んで 歸 つて 来たの を 待ち受け、 一夜の 宿 を. た C そして、 

行 平の 歌 を 口ずさみ  >  松風 • 村雨の 跡 を 弔った 事 を 話す と、 二人の 女が 泣く ので、 旅^ は 不^に 思って その子 細ん み？.；： た。 二人の 女 は 包 

みかねて、 「私達 は 松風. 村雨の 幽靈 です」 とうち 明け、 行 平に. M 愛せられた 次第 を 語り、 殊に 松風の^ は 1 化お の^り 狂 はしくな つて、 行 

平の 形見の ds 子 • 狩 衣 を 着けて、 舞 を 舞 ひ、 妄執の 苦しみ を 述べて I! 向 を 乞うた、 と 思 ふうちに、 肘の 夢は赀 めて、 二人の^ は 消え 失 

せ、 た t 松 吹く 風の 音ば かりが 殘 つて ゐた。 

〔出典〕 在 原 行 平が 须 朥 に 配流せられ たこと は、 古今 集雜 下に、 

W 村の 御 時 (文 徳) に、 事に あたりて、 津の國 の (め 磨と いふ 所に こもり 侍りけ るに >  宮の うちに 侍りけ る 人に つか はしける 

わくら はに とふ 人 あらば 須 磨の 浦に、 薙鹽 たれつ、 わぶ と 答 へ よ 在 原 行 平 朝臣 

と あり、 海士 のこと は、 撰築抄 第 八、 「公任 進 レ位幷 行 平遷流 事」 に- 

昔 行 平中納 言と いふ 人い ま そかり ける。 身に あやまつ こと 侍りて、 須 磨の 浦に 流されて、 もし ほた れつ 、浦 傅 ひし ありき^り しに.：^ 

島の 浦に て、 かづきす る あま 人の 中に、 世に 心 と^まり 侍りけ るに、 たより^ ひて、 いづ くにやすむ 人に かと 尋ね 給 ふに、 この^い： と 

り あ へ ず、 

白波の よす る 渚に 世 をす ごす、 あまの 子 なれば 宿 も 定めず  - 

とよみて 紛れぬ。 中納 言いと にかな しう おぼえて、 涙 も かき あへ 給 はずと なん。 

と あるが、 本 曲 は 前掲 古今 柒の歌 を 本と し、 1 源氏物語に、 行 平の^ によって 源氏 君の^ i-ffi 流の^ を 構想して >  「おはすべき 所 は 行. や 

の中納 言の もし ほた れつ & わびけ る 家居 近き わたりな りけ り ，- とい ひ- 

海士 ども あさりして、 かいつ もの もて 參れる を、 召し出で て御覽 ず。 浦に 年 ふるやう など 問 はせ 給 ふに、 さま..^、 の 安げ なきせ のう 

ナ ひ を す。 そこ はかと なくさへ ずる も、 心の ゆく ゑ は 同じ ことなる かなと あはれ に 見 給 ふ。 御衣 ども かづけさせ^ g ふ を、 いける か 


ひ ありと 思 へ り o( 須 磨卷) 

などと あるに よって、 新しく 構想した もので あらう。 

【概評】 世 阿彌は 「松風 村雨、 寵深花 風の 位歟」 といって、 彼 自身 旣に會 心の 作と して 居り、 爾來 >  戀慕 曲の 逸品と して 推賞せられ、 J?J 

も 「熊 野 • 松風 米の 飯」 とい はれ 持て 離されて 來 たやう に、 目に も 耳に も、 見る 度 毎に 聞く 度每 に、 美しい 快い 感じ を與 へる 曲で ある。 脚 

色の 形式から いへば、 シテの 前後 中 入し ない 單式 である にも拘らず、 初 同の 後に、 シテ サンに 始まって 地上 歌で 結ぶ 一節の 次 こ ロンギ 

があって、 はじめて ヮキ. シ テの掛 合と なり、 クドキ があって クセ となり、 物 着の 後、 シ テ狂亂 となって、 中 舞が あり 破 舞が あると いふ、 

世阿彌 自身が 「松風 村雨、 事 多き 能 なれ ども、 これ はよ し」 といって ゐる やうに、 まことに 事の 多い 能-て あるが、 これによ つて 情緒の 纏 

綿た る 趣、 哀情の 切なる 感じ を與 へ こそ すれ、 冗漫な 煩し さ、 陰慘 乃至 執拗な 不快 を與 へ な いのが、 さすが 本 曲の 秀れて ゐる所 て ある。 


0 津の國 —掭津 の 古名。 

〇 須 磨の 浦 I 攝津國 武庫 郡 

〇 樣 ぁリげ なる— 樣 子の あ 

リさラ な o 


【I】 

後見、 松の 立 木の 作物 を 正面 先に 出す C 

名乘 笛に て、 ヮキ旅 13、 角 精子 • 着附 無地 ^斗 0> 水 衣 • 腰帶 • 

扇 • 数珠の 装束に て 出で 名乗 座に 立ち、 

ヮキ 「これ は 諸國ー 見の 儈 にて 候。 われ 未だ 西國 

ふ 1  ほど  たび おも  た  さい こく もん ぎ や こ * ろ V.J 

を 見ず 候 程に。 こ の 度 思 ひ 立ち 西國 行脚と 志し 

て 候 

とい ひ、 はや 须 磨に 着きた る 心に て、 

ヮキ 「あら 嬉し や 急ぎ 候 程に。 こ れ はは や 津の國 

す 4i  うら  まう  At: 

須 磨の 浦と か や 申し 候。 8 物の 方に 向き リ又 これな 

いそ ベ  &  や まつ 

る 磯邊 を 見れば。 樣 ありげ なる 松の 陵。 いかさ 


舞 H は 初め 何處 であるか 明かで ない が、 リキ 旅佾 

登場。 

佾 「私 は諸國 を遊歷 して ゐる 僧です が、 ま 

だ 西國の 方へ は 行った ことがない の-て、 

今度 思 ひ 立って、 西國 行脚 しょうと 思 ふ 

のです」 

VJ 見物人に 自己 瀕介 をし、 西 画の 方に ft 掛けて、 

もはや 須 磨まで 來た 想で、 舞 g ば 須 磨の 海 

港ミ な so 

憎 「あ、 嬉しい、 旅 を 急いだ ので、 もはや 

こ \ は攝津 國須磨 浦と い ふ 所 ださう だ。 

(正面； の 松 * 見て) この 濱邊を 見る と、 W 

だか わけの ありさうな 松が ある。 確かに 
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〇 痛 はしゃ- 1 氣の 毒な こと 

だ C 

〇 身 は 土中に 埋もれ ぬれ ど 

も— 和漢 朗詠 集白樂 天の 詩 

句 「龍 門 原 上 土、 埋レ骨 不レ埋 

レ名」 に掾 つた。 

〇 綠の秋 を殘^ i. 松の 1 年 

中 變らな ぃ綠 色から 秋の 空 

色に かけて 秋 を 出し、 昔の 

漾 はすべ て 消え失せ たが， 

た ビ荽瞜 の 松 だけが 淋しく 

殘 つて ゐ ると いったの であ 

る o 

〇 經念佛 —讀經 念佛。 

〇 秋の 日の 習 ひ I 秋 は 日が 

短くて 暮れ 易 いから，." 

〇 山 本 の 里— 山 の楚 にある 

里 C 須磨村 を 指す C 固有 名 

詞 ではな い。. 

〇 鹽屋— 鹽水を 煮て 鹽を造 

る 粗末な 家。 

【二】 


〇 汐汲 車— 汐水を 汲み 入れ 

て 運ぶ 車。 車の 掾語 輪に い 

ひかけ て 「僅か」 を 呼び出し 

た C 

〇 浮世に 廻る I 浮世で 暮ら 

し を 立てて 行く。 廻る は 車 

の緣 語。 

松 


士の舊 跡 かや。 痛 はしゃ その 身 は 土中に 埋もれ 

ぬれ ども。 名 は殘る 世の し る しとて。 變らぬ 色 

のお 一 木。 綠の秋 を殘す ことの あはれ さよ 。一 か 

き やう ねん ぶ つ  と むら  , P 

やうに 經念佛 して 弔 ひ 候 へ ば。 c 右の 方に 向き： >げ に 

ぶ  ひ  なら  ほど  く  やま もと 

秋の 曰の 習 ひとて 程な う 暮れて 候。 あの 山 本の 

里まで は 仏 遠く 候 程に。 ハ脇 座に 向 さ これなる 海士 

の 鹽屋に 立ち寄り 0 1 夜 を 明かさば やと 思 ひ 候 

と い ひて 脇 座に 行き 下に 居る。 

後見、 汐汲車 を 目附柱 際に 出し、 その上に 水 桶 を 一 つ 載せ 

置く。 

眞 一 聲の離 子に て、 シテ 松風、 面 若 女 *鬉，«~帶. 襟 白 • 着附 

摺箔， 赤地 鏠箔腰 卷* 白水 衣， 臊帶， 扇の 装束、 ッレ 村雨、 面 

連 面 帶* 襟 赤 • 着 附摺箔 • 赤地 鏠箔腰 卷* 白水 衣 • 腰 帶* 

扇の 装束に て 水 桶 を 持ち、 ッレを 先に 立てて 橋懸に 出で、 ッ 

レは 一の 松、 シテは  一二の 松に 立留 りて 向 合 ひ、 

しほ くみぐ る ま  ラき よ  めぐ 

* 『汐汲 車。 ゎづ かなる。 浮世に 廻る。 はかな 


【二】 


さよ 


二人とも 正面に 向き. 


ふ 二人の 海 士女の 舊跡 なのか。 あ、 氣の 

毒な こと だ。 その 身 は 土中に 埋もれて し 

まった が、 名 は 後世まで 殘 つて、 その 墓 

じる しと せられた 一本の 松 だけが、 いつ 

も變 りの ない 綠の色 をた、 へて、 秋の あ 

はれ を 示して ゐる こと だし 

ミ i して、 

倌「 この やう に讀經 念佛し て 囘向 して ゐ 

るう ちに、 秋の 日の ことと て、 もはや 夕 

暮 となった C あの 山の 麓の 里まで 行く に 

は 大分 道のりが あるから、 こ k の 海士の 

鹽屋に 立ち寄って、 一夜 を 明かす ことに 

しませう」 

6 いって、 asal へ 行き 主人の 歸 りみ-待って ゐる想 

【二】 


シテ 松風の 茧、 ッレ 村雨の 茧、 在世 當 時の 诲士姿 

で 水 桶み-持って 登場 0 


二人 「汐汲 車 を 引く やうな、 辛い 思 ひ をし 

て、 やっとの こと、 この 世の 暮らし を 立 

てて 行かねば ならない と は、 ほんと に果 

敢 ない ことです C 

波の そば 近くう ち 寄せて くる この 淑し い 

須磨 浦. て は、 汐 水の 爲に袂 を 濡らす ばか 


風 


二八 二 五 


〇 波 こ こもと や I- 以下 一 翻 

吹き 越 ゆる」 までの 語釋、 本 

曲の 末に 記す。 

〇 波の 夜々 は— 波の 寄る を 

夜に いひ かけた。 

〇 里 離れなる I 須麼 の卷に 

「昔 こそ 人の 住みかな ども 

ぁリ けれ、 今 は いと 里 離れ 

心す ごくて、 海 士の家 だに 

まれに 」 

〇=: よ リ外は 友 もな し— 金 

法捣忠 命の 欲に 「^枕 

こ の 旅.；^ こそ 思 ひ 知る H よ 

リ外 S 友な かリ けリ」 

〇 つたなき 海士 小舟の— 同 

じ 浮世の 業ながら、 殊に は 

かな い 海士の 身上で あると 

いひ かけ、 舟の 緣で 「渡 リ， I 

とつ ぐ け た C 

〇 住む とや いはん I この 世 

に 住んで ゐる とも いひ かね 

る、 あはれ な^ 活 である。 

〇 うたかた— 泡沫。 ^の 世 

に對 して 出し、 汐を 出す 料 

とした C 

〇 寄る ベな き— たよ リ のな 

い e 寄る は 审の緣 お。 

〇 思 ひ を 乾さぬ I 物 a ひ に 

淚も 乾く 暇がな い G 

G 力く け カリ 終， R たく 见ゅ 

る^  3 屮 に I 拾遗第 膝 

光の 淤 e 下句  一，^ ましく も 

すめる 月 力な」 

〇s 汐— HJ の 出と 共に さし 

來 る汐。 滿汐。 


I 風  

ッ レ 二 句 『波 こ こもと ゃ须 磨の 沛。 つ レス 向 介 ひ X 月 さ へ 

濡らす。 袂 かな 

と *1 ひて 舞ぶ-に 入リ、 ッレ は！ E 屮、 シテは 常 座に 立ち、 

シ テ サ シ 『、いづく し の ^風に。. ^は 少し 遠 けれ ども。 

かの 行： ャ の中納 言。 つ. ス向合 ひ〕 『關 吹き 越 ゆると 詠 

め 給 ふ。 浦 わの 波の 夜々 は。 げ に 音 近き 海士の 

家。 里 離れなる 通 ひ路の 月より 外 は 友 もな し 

シテ (正面に 向き) 『げ にや 浮世の 業ながら。 殊に つ た 

なき^  士 小舟 の。 フス 向 合 3 『渡り かねた る^ の 世 

に。 住む とやい はんうた か た の。 汐汲車 寄る ベ 

なき。 身 は 海士人 の。 袖と もに。 思 ひ を 乾さ ぬ。 

心 かな 

地下 歌 「か くば か り： ^がたく^ ゆる 世の中に。 羡 

ましく も、 没む 月 の 出汐を い ざ や、 汲ま うよ 出 

汐を いざや 汲まうよ。 h 欲 『影沁 かしき わが ^ぉ 


 二八 二-ベ  

りで なく、 月 を 兌て さへ、 もの 悲しくな 

つて 來 て， ： 沢 に 袂 を^ら す - J と. てす。 

*  J  >- は 海 際 か ら は少 し 離れ てゐ るの だけ 

れど、 入の 心 を 悲しく させろ 秋風が 强く 

吹いて くるので、 あの 行 平中納 言が 『關吹 

き 越 ゆ る須栴 の 浦風』 とお^み になった 

やうに、 浦風が きつ くて 、殊に 夜な ど は 波 

が ひどく うち 寄せ て來て >  敉晋が ほんと 

に 耳 近く えてく る こと. てす。 その上、 

この やうな 海士の 住家 は 人 俎から 離れて 

ゐ るので、 誰 一 人 往き来す る もの もな く、 

た^ 月 を 見て^め とする より 外に、 話し 

合 ふ 友 もない、 ほんと に 淋しい こと. てす。 

いづれ 浮^の； に樂 しい ことの あらう 

箬 もない けれど、 その 中， てもとり わけつ 

まらない 海士の やうな 仕ポ をして、 その 

日 その 日 を も 過し かねて ゐる や， r- な 者 

は、 この 世に 生きて ゐる とい ひかね る 有 

様-て、 かう して 汐汲难 を 引いて、 ^たよ 

る 者 もな く 過して ゐろ 身上 を 思 ふと >  汐 

水の 爲ば かりで はない、 悲しい 泯に 袖が 

:小1 れ 通しで、 乾く 時と てはありません」 

•、J^.5« の 培遇を はかなんで、 互に.^ ち *- こ I* して 

ゐ たが、 罾 さし；^ る：；：； を 見て、 

二人 「この やうに 浮世 は^ らしに くいもの 

だと 思って ゐ るのに、 あの 月 は 何の 心配 

もな ささう に^み 股って ゐ ます。 まあ ほ 

ん とに 茨 まし、 、こと。 さう， た、 私たち も 

こんなぐ ちば かりこ ぼして ゐ ないで、 さ 

あ 月が 出て 滿汐 になった の を 幸 ひ、 氣を 

^り^し て ^水 を 汲み ませう」 


〇 忍び 車 I 人目 を 憚つ て 忍 

びくに 引く 車。 ー 

〇 引く 汐の， ー 車 を 引く を 引 

汐に いひ かけた。 

〇 すみ は果っ ベ き I 水の 澄 

むと こ の 世に 住む と、 雨 意 

を 兼ねた C 

〇 寄 藻 かく一上げ 汐で 磯邊 

に 流れ 寄る 藻 を搔き 集める 

〇 海 士の捨 草— 海士の 捨て 

た 海草 e 

〇 朽ち まさ リ 行く— 捨 草の 

次第に 朽ちて 行く 樣を、 わ 

が 身の この 世に あるか ひも 

なく 死んで 行く のに 比べ、 

これ を 思 へ ば 悲しみ の溟に 

袂も 朽ちて 行く と 9 意。 

【三】 

〇 馴れても 須 磨の— 馴れて 

も 住む と い ひかけ た。 

〇 海士の 呼び 聲— 漁師が 仕 

事 をしながら 互に 話し合 ふ 

聲。 須 磨の 卷に 「沖よ リ船 

どもの 謠 ひの、 しリて BS ぎ 

行くな ども 閗ゅ」 

〇 影 幽かなる 月の 纽 I 沖に 

は 小さな 漁 舟の 影が 幽か に 

M. え、 空に は 月の 光が 幽か 

に 見える と の 意。 額 はた 

=j に 添 へ ただけ である。 

〇 雁の 姿 や 友 千鳥— 月の 顔 

に對 して 雁の 姿と いひ、 空 

の 雁に 對 して 水上の 友 千鳥 

を 出した。 須 磨の 卷に 「か 

松 


を^、 りせ )0 影 恥 かしき わが 姿。 忍び 車 を 引く 汐の 

跡に 殘れ る、 溜り 水い つまです みは 果 つ ベ き。 

のなかく さつ ゆ- ひ かゆ き 

野中の 草の 露なら ばハと 右の 方に 向き)。 日影に 消え 

もがす ベ き にこれ は 磯邊に 寄 藻 かく？ 一足 つ め、 

^士 の捨草 徒らに 朽ち ま さ り 行く (と 正面に 向き 一一 

足 退 き r  ft か な朽 らま さり 行く 狭 かな o 面 を 争り す) 

【三】 ， .  . 。、 - b 

おも しろ  な  すま  ゆ ふ  も ま 

シ テサシ 『面白 や 馴れても 須 磨の 夕まぐれ。 海 土の 

よ  こる! かす  おき  * つ ひ-で  いさり ぶお  かゆ かす 

呼び 聲幽 かにて。 お 『沖に 小き 漁 舟の。 影 幽かな 

つき  かほ かり  すがた  ij も ち どり の わき しほ かぞ 

る 月の 顔。 雁の 姿 や 友 千鳥。 野分汐 風い づれも 

AJ ころ  あき  こ * ろ  よ 

げに。 かかる 所の 秋な りけ り。 あら 心す ごの 夜 

すがら やな c と 面 を 伏 S 

シテ 『いざい ざ汐を 汲まん と て o レと向 合 ひ、 汀に 

みち ひ  しほ： ろ も 

満干の 汐衣の 

ッレ 『袖 を 結んで 肩に かけ 

シテ 『沙 汲む ためと は 思へ ども 

犀 


.、J 海 際に 立って 水に 映る わが 姿な 眺め、 

二人 「お、、 水に 映る この 姿が 恥 かし い "こ 

の やうな あさまし い 姿 を 我慢して 生きな 

がら へ ようとした ところで、 汐の 引いた 

跡で 濱 邊に殘 つて ゐる 溜り 水と 同 樣>  0 

く 後 ま， て殘 つたと ころで、 いつまでも 殘 

り 通す こと は 出来ない のです もの。 それ 

も、 同じ 亡くなる にしても、 野原の 草の 

露な ど Vm めれば、 日が さすと 一 緒に きれ 

いさつば りと 消えて しまって、 却って 氣 

持が よいので すが、 私達 は、 上げ 汐で磯 

邊に うち 上げられた^ か、 それ も 海士の 

搔き 集めた 殘 りの 捨 草の やうに、 次第 次 

第に みぢ めな 姿に 衰 へて 行く と は、 何と 

いふ あはれ な ことで せう。 これ を 思 ふと、 

悲しくて く- 涙の 爲に袂 まで 朽ちて 行 

くやう てす 一 

しても に gB つたが、 また 1» を-取り直して 

【三】  -, 

松風 「 い く ら見馴 れてゐ て も 須 磨の 夕暮 

の 景色 は、 ほんと に 面白い ことです。 沖 

合 か らは 小さな 漁 舟で 漁師 の 互に 話し合 

ふ聲が 幽かに 聞え て來、 空 に は 月の 光が 

幽かに 輝き、 上に 雁の 姿が 見えれば、 下 

に は 友 千鳥が 嗚き澳 り、 野に 野 分が 吹け 

ば、 賓 に は汐 風が 吹く、 あちら を 見ても 

こちら を 見ても、 この あたり はほんと に 

秋ら しい 氣色. てす。 まあ 何とい ふ 淋しい 

友 V- せう。  さあ 汐水を 汲み ませう」 

と 汀に 出て、 

村き 「かう して 袖 を 結んで； 眉に かけ …… ，1 

松風 「これ も 汐水を 汲む 爲 だと 思つ てはゐ 

る けれど  」 


きつら ね 昔の事 ぞ思ほ ゆる 

職 は そのよの 友なら ね ど 

も」 又 同じ 卷の 欲に 「友 千 

^諸^に^ く嘵は ひと リね 

ざめ の 床も弒 もし」 

〇 野 分汐風 1^ 分 は 秋 吹く 

强風 C 野 を 吹き分ける 風の 

意で、 沙 風と 拉べ た。 

〇 かかる 所の 秋な りけ リ— 

须 磨の 卷に 「またな く あは 

れ なる もの は、 か、 る 所の 

秋な リけ り」 

〇 心す ご の I も の 寂し い。 

〇 汀に 滿 千の 汐衣— 汀に 出 

ると いふ 心で、 j;; の 文字 を 

出し 「滿 干の」 を 文字 鐡 とし 

て汐 衣と 獠 けた C 汐 衣は汐 

汲み に 着る 衣。 

〇 よし それ とても I 汐を汲 

む ほどの 仕事で も、 女の 槳 

に は涉々 しく 出來 かねる と 

いひ かけて、 女 I を 呼び出 

レ. J こ^ 

〇 女 取 I 以下 こ の 節の 語 

釋、 本 曲の 末に 記す G 

【四】 

〇遝 ぶ は 遠き 陛 奥の— 前に 

「松 島 や」 と い つ た緣 で、 幢 

峨天^ 5 御 時融大 E が 六條 

河原 の院 に、 松 島に 隣接し 

た 千 賀？ 跑^ を 模造し、 難 

波から 汐を 運ばせた 故事 を 

思 ひ 起した ので ある。 こ の 

事 〔^〕 に 作らる。 


ッ レ 『よし それ とても 


シテ 『女 車 


地上 耿 『寄せ ては歸 るかた をな ケ (二人とも 汜 面に 向き、 

ッレは 大小 前に 下リて シーアと 5)。 寄せ て は歸 るかた を 

みし ベ  た づ  = ゥ> 

なみ。 蘆邊の (シテ 右の 方に 向き)。 田 鶴 こ そ は 1=1 ち A 

げ 四方の 嵐も£ 面に 直し S 音 添 へ て 夜寒 何と 過 さ 

ん (と而 伏せ リ。 更け 行く 月 こそ さやか なれ C と见 上げ： >。 

汲む は 影 なれ ゃハ下 を，^ 燒く鹽 化せ よ。 さの み 

も 森 •  HltJ  う  あき  すつ- 

など 海士 人の 憂き 秋の み を 過 さ ん C と 一 一足 返き 面 を 

*4 つ... i*  * で じ ま  あ **  つき  か 力  C. 

曇らし：^ 松 島 や 小島の 海士の 月に だ に^ を 汲む 

こ そ、 も あれ 影 を 汲む こ そ 心 あれ 

シ テ 「松 鳥 や」 と汐汲 車の 前に 行き、 下に 居 立ちて 扇に て汐 


【四】 


を 汲む 心 を 示し >  次の 口 ンギに 常^に^ リ_ 


地 " ン ギ 『運 ぶ は 遠き 陸 奥 の その 名 や 千賀 の 鹽 ffi 

しづ  しほ き  よ こ  あこぎ  うら  ゾ  .£ 

シテ 『賤が 鹽木を 運びし は 阿漕が 浦に：^  く^ 

地 『その 伊勢の、 海の 二見の 浦 二度, にも !3 で 、ま 


二八 二八  

村 * 「汐水 を 汲む 位 は 何でもない やうです 

けれど …… 」 

松 紙 「それ. て も、 力の 弱い 女に は汐汲 本 を 

引く だけで も 苦しくて  0 お、 波の 寄 

せて は歸 る蔚邊 に、 鶴が 鳴き 赜ぃ. てゐま 

す。 嵐 もき つく 吹いて 來 ます。 この 塞い 

夜 を ど、， 1- して 凌ぎ ませう。  でも- あ 

の 夜更の 月の 澄み渡って ゐる こと。 お、、 

汐水を 汲む と、 それに 月 彩が うつって ゐ 

る。 どうぞ- 鹽燒く 煙 を あまり 多く 立て 

て、 月 を 暴ら さない やうに、 ^をつ けて 

おく^。 海士 だからと て、 いつも/ \辛 

い 秋 を 過して ゐる ばかり-て もない、 この 

やうに 月 を 眺める 風流な 味 ひも あるの. て 

す。 かう して、 汐 水と 一 絡に 月 彩 を 汲み 

入れるな ど は、 ほんと に 風流な ことです 」 

W  二人 は汐水 *-« に 汲み 人れ なが...，、 

【四】 

村！ m 「汐水 を 運ぶ. ので 有名な 胞^ は、 所 は 

遠い 陸 奥です けれど、 千^の gtffi とい ふ 

名 を 聞く と、 何だか 近い 所の やうな 感じ 

がします ね」 

松風 「鹽木 を 運ぶ ので 有. 名な の は、 伊勢の 

阿漕が 浦" てす ね」 

村雨 「伊勢と い へば、 あの ニ^の 浦と いふ 


〇 そ の 名 ゃ千賀 の翳镒 1 陸 

奧と い へ ば 遠い が、 そ の 名 

は 近いと い ふ 昔 を 持った 千 

賀の鹽 竈で あるとの 意。 鹽 

鼇は 陸前國 宮城 郡。 

〇 賤が鹽 木 を 運びし は— 績 

古今 集 藤 原 家 良の 歌 「伊勢 

の 海 あま の荡驢 木 こ り もせ 

で 同じ うらみ に年ぞ |1 にけ 

る - などと あるに 據 つた。 

盥木 は鹽を 燒く爲 3 薪。 

〇 阿漕が 浦に 引く 汐— 古今 

六 帖讀人 不知の 缺 「逢 ふこ 

と を 阿漕が 浦に 引く 網 も 度 

重なれば あら はれ やせん」 

に據 つて 「引く 汐」 と いった 

ので ある。 阿漕が 浦 は 伊勢 

國 安濃 郡。 〔阿漕〕 參照。 

〇 二見の 浦 I 伊勢 國度會 郡 

伊勢の 緣で 出し、 「ふた」 の 

昔 を 重ねて、 二度 を 呼び 起 

す 料と した C 

〇 松の むら 立ち— 金 葉集大 

中臣 S 弘の歌 「玉く しげ 二 

見の 浦の 貝し げみ^ 耮に見 

ゆる 松の むら 立ち」 を 引い 

た o 

〇 鳴 海 潟 —遠くな ると いひ 

かけた。 尾張國 愛知 郡。 

〇 鳴 尾 Is 律國 武^ 郡。 鳴 

海と 文字 頭が 同じで あるか 

ら、 遠近の 雨 所を對 せしめ 

た 

〇 月 こそ さはれ 蘆の 匿 —月 

松 


や 

まつ  だ  かす  ひ  T- ほ ぢ 

シテ 『松 の むら 立ち 霞む 日に 汐路ゃ ハ 右の 方 を 眺め)、 

遠ぐ 鳴 海 潟 

地 『それ は 鳴 海 潟 こ こ は 鳴 尾の^ 薩 て 2® に 直し)。 

月 こそ さはれ 蘆の 屋 

シ テ 『灘 の 汐 汲む 憂き身 そと 人に や、 誰も 黄楊 の 


地 『さし 來る沙 を 汲み分けて。 貝 れば月 こ そ 涌に 

あ.^ (とッ レ 車の 前に 行き 下に 居て 桶 を 車の 上に 載せ) 

シ テ 『これに も 月の \り た る.^  (と 車 の 前に 行きて 前の 桶 

を 見) 

地 『g? しゃこれ も 月 あり (と 手前の 桶 を 見) 

ッレこ の 間に 車の 引 紐の端 を 取上げて 立ち、 シテ にこれ を 

持たせて 常 座に 立つ。  、 

シ ーァ 『Hrt< 一  つ (と 上 を 見〕 

か &  ふた  ふ  しほ  よる  くる -Is  つき  の  う 

地 『影 は 一 一 つ 満っ汐 の 夜の 車に 月 を 載せて。 憂し 

風 


名の やうに、 も 一 度 世に出た いもの. てす 

けれど  」 

松風 「二見の 浦と いへば、 あの 松林の やう 

な、 こん もりした 松林に 春 日が のどかに 

霞み 渡る 時、 汐路の 遠くなる の は、 鳴 海 

潟が 一 等で せう ね」 

村雨 「鳴 海 潟 は 遠い 所です けれど、 この 近 

い 所では 鳴 尾 の 松 蔭が 面白う ノ .- ざいます 

ね。 -て も、 蘆 葺の家 は 月の さし 入る のに \ 

都合 の惡ぃ 邪魔物で ノ .- ざいます ね」 

松風 「昔の 歌の 『蘆の 屋の灘 の 鹽燒 き』 で は 

ない けれど、 私達 も 汐汲みの あはれ な 身 

上 だとい ふこと を、 誰に も 知らさないで 

ゐる こと-てす」 

村雨 「お  >- 、さし 沙を 汲んで 桶に 人れ ると、 

月が 桶の 中に 映って ゐ ま寸」 

松風 「この 桶に も 月が 映つ てゐ ますよ」 


村雨 「あ 、 嬉、 

す」 


この 桶に も 月が ありま 


松風-. S に 照る 月 は 1 つ だけれ ど、 桶に は、 

あちらと こちらと、 月影が 二つ 映って ゐ 

る。 かう して 滿汐を 汲み 入れた 汐汲車 も、 

二八 二 九 


松 

がさし 入る のに 妨げと なる 

蘆の 蘆の 屋は蔬 で屋极 

を^いた 海士の 家の^に、 

武^ 郡の 地名 ^屋 を 兼ねさ 

せた e 

〇 灘の汐 汲む I 伊勢 物：^ の 

欲 「恧 の Ms 灘 5 翻 烧き暇 

なみ つげの 小 櫛 もさ k ず來 

にけ り」 を 引 いた。 

〇 誰も 黄极の 櫛— 誰も 吿げ 

ない とい ふ の を 黄楊に い ひ 

かけた。 黃揚は 櫛の 材 とし 

て 古くから W ゐられ た <ぉ綠 

灌木。 

.0 さし 來る沙 を I さし は樹 

の緣 語。 

〇 影 は 二 つ 滞つ 汐の— 空に 

照る：：； ； は 一 つ、 袖に る 月 

影 は 二 つ、 と 数へ て、 一 一一 つ 

を 滞つ に、 TO: つ を 夜に いひ 

かけて 文の あやとした。 

【五】 


〇 卟 ふま じき I. 出來な い 


風  

とも 思 はぬ 沙路 かな や 

シ テ 「影 は 二 つ」 と 桶 を 見、 「滿っ 汐のー と 紐 を 引きて 大小 前 

に 引き、 ー汐路 かな や」 と 紐 を 拾つ C 後見、 ^を 引く" シテ宋 

儿 にか 、リ、 ッレは シテの 右側に 下に 居る。 ヮキ 立ちて、 

【五】  . 

ヮキ 「鹽； ¥ の 主の 歸り て 候。 宿 を 借らば やと 思 ひ 

候。 C シテ に) い かに これなる 鹽屋の 內へ案 內屮し 

侯 

ッレ (立ち リー ^に て.^ り ま ぞ 

ヮキ (ッ， 5 「こ れ は諸& 一  見の 儈 にて 候リ 一 夜の 

宿 を 御 貸し 候へ 

ッ レ 「暫く 御 待ち 候 へ 。主に その 由 申し 候べ し。？ ン 

テに向 ひ 下に S て) いかに 申し 候。 旅人の 御 入り 候が。 

一 夜のお 宿と 仰せ 候 

***  み ぐろ  しほ や  ほど  . やど  かの 

シテ 「餘り に 見苦しき 鹽^ にて 候 g: に。 お 宿 は 叶 

ふま じきと 屮し候 へ 

ッレ S ち ヮキに リ 「主に その 由 中して 候 へ ば。 鹽！^ の 
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月 を魃 せて 行く の だと 思 ふと、 辛い とも 

思 はれない、 風流た 氣持 がします ね」 

•t いひながら、 水 桶に汐 水 * おみ 人れ、 それ *«■ 

に 載せて »w に 18 る。 

【五】 

旅 W は； ： 人の； » 七 女が おって 來 たの ％ 兌て、 

W 「锞 ^のお 入が 歸っ て 来た。 宿 を 借り ま 

せう。 (松風に) もうしこの 照 Is の 方に ぉ麒 

ひします」 


村雨 「どなたで ございます， 一 

«T 私 は 諸^ を 遊歴して ゐる 肘です。 1 夜 

お泊め 下さい」 

村- S 「暫くお 待ち. ト さい e  、工人に お 傅へ 致 

します から C  (松風に) もうし、 旅人が お出 

で に なって、 一夜 泡 をして くれと 仰し や 

いますが  」 

松風 「あまりに 兑苦 しい 锂屋 ですから、 お 

抦致す こと は 出来ません と、 ぉ斷 りな さ 

い」 

村-. s(w に) r 卞人 にこの^：. を 巾し ましたと 


〇 苦しから： < ^— 構 はな い 

差 支へ ない。 

〇 平に I 是非とも。 


〇 世を捨 人— 世捨 人、 出家。 

月の 夜、 世 を、 よし./ \ と 

「よ」 の 音 を 重ねた。 

〇 松の木 柱に 竹の ぼ：— 須磨 

の卷に 「竹 編める S し 渡し 

て、 石の 階、 松の 柱、 おろ 

そかなる ものから 珍ら かに 

を かし」 と ある を 引いた。 

〇 夜寒— 竹の節つ よ) を 夜に 

いひ かけた。 

〇 蘆 火 1 蘆 を 焚く 火。 


【六】 


內见 苦しく 候 程に。 お 宿 は 叶 ふま じき. S 仰せ 候 

ヮキ 「 い や いや 見苦しき は 苦しから ず 候。 出家の 

事に て 候へば。 平に 一 夜 を 明かさせて 給 はり 候 

へ と 重ねて 御 申し 候 へ 

ッレ 「いや 叶 ひ 候 まじ 

しはら  つき  よ か； 6  ，s たて i つ  よ  すて びと 

シ テ ハツ レ にリ 「暫く。 『月の 夜 影に 見 奉れば 世を捨 人。 

よしよ しか かる 海 土の 家。 松の木 柱に 竹の 坦。 

夜^ さ こそと 思 へ ども。 1 火に あたりて お 泊ま 

り あれと 申し 候 へ 

ッ レ 「こなた へ 御 入り 候へ 

ヮキ 「あら 嬉し やさら ばかう 參 らうず るに て 候 


【穴】 


キ 二三 足 出て 下に 居る。 ッレ もとの 座に 坐す。 


松 


シテ (ヮキ に〕 「始めより お 宿參ら せた く は 候 ひつれ 

あま  ふ ぐる  ほど  いな  **ぅ 

ども。 餘り に 見苦しく 候 程に" さて 否と 申して 


ころ、 鹽屋が 見苦しい から、 お 宿 致す こ 

と は 出来な い と 申されます」 

僧 「いやく、 見苦し いのは 構 ひません。 

出家の 事です から、 是非 一 夜お 泊め 下さ 

いと、 も I 度 賴んで 下さい」 


村雨 「いえ、 お 宿す る こと は 出来ません 」 

松風 は 憎の 姿み-見て、 村雨に、 

松風 「 一 寸 お待ち。 月影-て 旅の 方 をお 見 上 

げすれば、 御 出家で いらっしゃる C それ 

ならば、 まあ この やうな 侮士の 家で、 松 

の 木 を 柱と し、 竹-て 垣根 を 編んだ あばら 

家， て、 夜寒が 隨分 ひどい 事と は 案じられ 

ます けれど、 蘆 火に あたって 暖み をお 取 

りに でもな つて、 一夜お 泊り なさい ませ 

と、 かう ぉ傳 へ なさい」 

村雨 (僧に) 「では、 どうぞ こちら へ お入り 下 

さい ませ」 

憎 「あ & ありがた い、 では、 お 邪魔し ます」 

./.- 家に 入つ た 想で、 舞 蔑 1SI の 室内 *A- なる。 

松風 (憎に) 「始めから お泊め 申し あげ た い 

と 存じた のです が、 あまり 見苦し いの-て、 

それで、 ぉ斷 りした ので ございます」 

二八 一一 一 一 


松 


〇 心 あらん 人— 風雅な 心 の 

ある 人， 

〇 わざと も 佗びて こそ— 次 

に 引く 行： 牛の 歌の心 持 を 味 

ふ^に、 殊； 史； re 住居 をす ベ 

き 所で あるとの お。 

〇 わくら はに 問 ふ 人 あらば 

幼^の^ に雜 S たれつ っ坨 

ぶ と 答へ よ I 古 今 集 在 原 行 

平の 欲。 解說參 照。 「わくら 

はに」 はた まさかに、 稀に 

の 意。 「li 鹽 たれつ k」 は鹽 

を 作 る^に 海^に 汐水を 幾 

度 も かけて 鹽分 を 濃く す る 

意 を、 悲しみ 欽く 意の 「し 

ほ たれ」 にい ひかけ たので 

ある C 

〇 逆緣— K 緣に對 する 語。 

謠 曲で は迎 りが かりの 緣と 

い ふ 意に 用ゐ る。 


〇 思 ひ. 2 にあれば I 孟子 吿 

子 篤に 「淳于 髡 曰、 思 有 n 於 

中？ 心 形 二 於 外 こ 新 古今 集 

眞名 序に 「心 動レ内 雷顯レ 外」 

〇 執心の 阀浮 の淚— この 世 

に 執 翁 3 心が 残って 出る 淚 


おん - 


ヮ キ 「御 志 ありが たう 候。 出家と 申し 貧と い ひ。 

泊り はつべき 身なら ねば" いづく を 宿と 定 むべ 

き。 その上 こ の須 磨の 浦に 心 あ らん 人 は。 わざ 

とも^び て こ そ 住む ベ けれ e  、わくら はに 問 ふ 

人 あらば 須 磨の 浦に。 「藻鹽 たれ つ つ 佗ぶ と 答 

へ よと。 行 平 も 詠じ耠 ひし と な りズ 作物に .2*0 又 

あの 磯邊に 一 木の 松の 候 を 人に 尋ねて 候へば。 

松風 村雨 二人の 海 士の舊 跡と かや 申し 候 程に。 

逆緣 ながら ザ ひて こそ 通り 候 ひつれ。 C! シテ • ッレし 

をる ヮキ これ を 見て：. あ ら 不 思議 や。 松風 村雨の 事 を 

申して 候へ ば。 一 一人と もに 御 愁傷 候。 これ は 何 

と 申した る 事に て候ぞ 

S  (し をリ 乍ら〕 『げ にや 思ひ內 にあれば。 色 外に 現 

れ さむら ふぞ や。 わくら はに 問 ふ 人 あらば の 御 


ものがたり あ ** 


えん ぶ 


物語 。餘り にな つかしう 候 ひて。 猶 執心の^ 浮 
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«T 御 親切 ありが たう -- i ざ い ます b 出家 の 

ことで あり、 旅に 出て ゐる身 -て あり、 ど 

こにした ところで、 落ちつ い て 住む わ 

け. てない のです から、 どうい ふ 所に 泊ま 

りた いなどと 宿 擇びを する^ はな いの. て 

す。 殊に この 須^の 浦な どで は、 風流な 

心^の ある 人で あれば、 殊更に でも 佗^ 

居 をす る 答. てす。 こ て  

『わくら はに 問 ふ 人 あらば 須 g の 浦に、 

wg® たれつつ 佗ぶ と 答へ よ』 

(.H 分の 事な 5ヽ めったに 茚 ねて くれる 人 もなから 

うが、 たまにで も、 5= フ して ゐ るか •、、.！；！： 分の ポ *- 

^ねて くれる 人が あったなら は、 SSB の で ^ し 

い 思 ひ をして、 うち 沈んで お.. X- して ゐる w 答へ て 

くれ) 

と 行 平 もお 詠みに なった とい ふ こと-て 

す。 それから、 あの 濱邊に 一本の 松の木 

の あるの を (SE 面の 松な 兑) 人に 尋ねる と、 

松風 • 村雨！ 一 人のお 土 女の w 跡 だと い ふ 

^なので、 通りが かりの 緣で、 ^向して 

來 たこと-てす」 

松風. 村-. s の！ 一人 は が いばれて、 思 はや R 

を 落す。 W はこれ めて、 

これ は 不思談 だ 。松風 • 村雨の^ を屮 

したら、 お 二人ともお 悲しみになる が、 

これ は 一 體 どうした^ なのです」 

二人 「まんと に、 ，二い.；.^ り、 、ひの 中に 

思 ひ^が あると、 n 然は 子に 现れ てし ま 

ふ もの. て ございます。. 唯今の 『わくら は 

に 問 ふ 人 あらば』 と 仰し やった お &i を M 

つて、 あまりに 昔が なつかしく 思 はれ、 

やはり この 世に 執心が つて、 ^が 流れ 


须彌 四洲の 1 で、 もと 印度 

を 指した ので あるが、 後に 

は廣く この 世 をい ふこと と 

な つ た e 


〇 汐 じみて —I i ほじむ は 物 

に 馴れる こと。 こ i では こ 

の 世 を 思 ひ 馴れる 意。 須磨 

の卷に 「世に しほ じみぬ る 

齢の 人」 

〇 こりず ま の 1 懲リ もしな 

いでと いふ 意の 「こりず ま 

に」 を 地名の 須 磨に、 須磨 

の 浦 を 恨めしに いひ かけた 

須 磨の 卷に 「こりず ま の 浦 

のみる め も ゆかしき を齒ゃ 

く あま の 如何 思 はん」 

〇 111 年が 程— 行 平が 須 磨に 

流された こと は、 解 說に擧 

げた 古今 集の 歌の 詞 書に 出 

てゐ るが、 =1 年と は 何 書に 

も 見えな い。 源氏物語の 源 

氏 君の 謫居 がー II 年で あるの 

に 思 ひ 寄せた の であらう。 

〇 月 に 心 は 須磨 の —HC に 心 

は 澄ます を 地名に いひ かけ 

た o 

〇 おと ど い— おととえ の韓 

兄弟 姉妹。 

〇 月に も馴 るる 1 新 後 撰 集 

藤原爲 氏の 歌 「汐 風の 波 か 

け 衣 秋 を經て 月に 馴れたる 

须 磨の 海 士人」 を 引いた e 


の淚。 


度 袖 を 濡らし さむら ふ 

えん ぶ 


ヮ キー 猶 執心の 閻 浮の 淚と は。 今 はこ の 世に なき 

人の 言葉な り： 又 わくら はの 歌 もな つかしい な 

う D たま は  ふ しん  に にん 

どと 承 り 候。 かたがた 不審に 候へ ば。 二人とも 

に 名 を 御名の り 候へ 

3 『恥 かしゃ 申さん とすれば わ くら は に。 言 問 

ふ 人 もな き 跡の。 世に 沙 じみて こりず ま の" 艮 

めし かりけ る 心 かな。 o ドキ) こ の 上 は 何 を かさ 

のみ 包む ベ き。 これ は 過ぎつ る夕暮 に。 あの 松 

蔭の 苔の 下。 亡き 跡 弔 はれ 參らせ つ る，" 松風 村 

雨 一 一人の 女の 幽靈 これまで 來 りたり。 さても 行 

平 三ぎ が 程。 御 つれづれの 御舟 遊び。 月に 心 は 

須 磨の 浦 夜汐を 運ぶ 海士 少女に。 おと どい 選 は 

れ參ら せつつ。 折に ふれた る 名 なれ やとて。 松 

風 村雨と 召されし より。 月に も馴 るる 須 磨の 海 


落ち、 また 袖 を 濡らした ので ございます」 

佾 「この 世に 執心が 殘 つて 涙が 出る と い 

ふの は、 今 現在 は旣 にこの 世に ゐ ない 人 

のい ふ 言葉です。 その上 『. わくら はに』 の 

歌が なつかし いなどと 仰し やる 所 を 見る 

と、 憨 * 不審に 思 はれます。 お 二人とも 名 

をお 明かし 下さい」 

二人 「お 恥 かしい 次第で ございます。 申し 

あげよう とすれば、 まづ 私達の 亡くなつ 

た 後、 たまさか にも 弔って くれる 人の な 

い、 あはれ な 境遇が 恨めしく 思 はれる の 

でございます。 かう してお 尋ね 下さい ま 

す 上 は、 何 を さう ぉ隱 しし ませう。 私達 

は 先程の 夕暮、 あの 松 蔭の 苔の 下に 埋れ 

た亡靈 として 御囘向 下さ い ま した、 松 

風 • 村雨と 申す 一 一人の 女の 幽靈 が、 こ、 ま 

で參 つ たので ございます。 思 ひ 出せば、 

行 平 朝臣が 三 年の 間 この 須 磨の 浦に お出 

で 遊ばしました 頃、 御 退屈な ま \ に 御舟 

遊び を 遊ばしたり、 月 を 眺めて お 心 をお 

慰めに なったり 遊ばした 時、 夜汐を 運ん 

でゐ る海士 少女の 中から、 私達 姊 妹が 選 

び 出されまして、 この場合に ふさ はしい 

名で あると い" ので、 松風、 村雨と お 呼 

びに なりました。 そして、 それ以来、 お 


松 


松 


〇鹽燒 き. 凝燒 きに 翁る 

粗木な 衣。 

〇 嫌の 衣の 空燒— 縑 は堅綠 

の 約で、 細 絲で地 を 固く こ 

まかく 綠 つた It ぃ紹。 その 

一昔が 香-取に 迎 ずるので 空燒 

と镜 けた C  ^烧は どこから 

ともなく 匂 ひ來る やうに 番 

をた きしめる こと G 

〇 いつ の 世の 音 づれ— 音信 

を 待つ を 松風に いひ かけた 

〇 须磨 の あま リ に —戀を さ 

へ する を須 磨に、 须麽の 海 

^を 餘リ にい ひかけ た。 

【七】 

〇 戀草— 戀 しく 思 ふ 種 を 草 

に 寄せて い ふ 語。 

〇 なれ 衣 を— 狂 氣と爲 る を 

馴 衣に、 衣の 身 を 巳の 日に 

いひ かけた. - 

〇 巳の 口の， 威— 一 11 =: 上句の 

巳の 日に 水遂で 身を赦 ひ^ 

める こと。 须^ の卷に 源氏 

君が 巳の 口の 祓 をした 事 を 

記して ゐる。 

〇 木綿 £ 手— 楮で 作った 幣 

祓に川 ゐる幣 の 紙 を祌に い 

ひかけ た- 

〇 波 2 上— 祌の 助け も 無き 

を 波に * 波 の 泡 を あはれ に 

いひ かけた e 


^の 

しほ や  -V ろ も いろ  かとり  き u  t だき 

シテ 『鹽燒 き 衣。 色 かへ て。 レア 『縑の 衣の。 空燒 なり 

A ふせ  す  ゆ  ゆき ひら ふや こ のぼ  たま 

シテ 『か く て 三年 も 過ぎ行けば。 行 平 都に 上り^ 

ひ 

ほど  よ  はよ  Ki  た 4，  ？ 

ッレ 『い く 程なくて 世 を 早う。 去り 給 ひぬ と^き 

しょり 

シテ 『あら 戀 しゃさる にても。 又い つ の 世の.： 首づ 

を 

i つ か f  むら ラめ  そ で  a  ，ひ 

地 『松 阈も杓 雨 も 袖の み： れて よしな やな。 身に 

A よ  こ ひ  す っ& ふだ  f 

も 及ばぬ 戀を さへ。 須 磨の あまりに、^ 深し 跡 

弔 ひて たび^へ？ ヮキに 合 8 

【七】 

地 卜： 歌 『戀 草の。 露 も 思 ひも 亂 れつつ (ヮキ S- ッょ山 

こ * ろき？' うき  |ゾ ろ も 

ぼ I に 坐す)。 露 も 思 ひも 亂 れつつ。 心狂氣 になれ 衣 

の。 巳の 曰の。 祓ゃ 木綿 四手の。 神の 助け も 波の 

上。 あは れ に 消え し、 憂き.^ なり ハと シ テ 面を举 りす. - 


側近くお 劇れ 申し上げて、 こ.？ で須蘑 

の海士 らしい 镍燒き 衣 を 着 てゐ ました も 

のが、 すっかり 樣子 が變 つて、 ^しい^ 

物 を珩 て、 粥 物まで たきしめる やうに な 

つたので ございます」 

松 A 「かう して、 三年の 年月 も 過ぎて しま 

ひます と、 行 平 朝-に は 都に ぉ歸 りに なり 


村雨 「それから 間もなくお 亡くなり になつ 

たと 伺 ひました ので j 

松風 「あ 、戀 しい、 この やうに お亡くなり 

にな. つた 上 は、 いつまでお 待ちした とこ 

ろ. て、 お便りの 戴けよう "もない と、 松 

風 も 村雨 も、 二人とも^に 袖 を^ら すば 

かりで ございま したが、 泣いた ところで、 

どうに もなら ない ので ございます C  ^分 

違 ひな、 及び もない 戀 をし ましたの は、 

ほんと に 罪業の 深い ことで ございます" 

どう 力 御;^, I； 下さ いませ」 

【七】 

松 A 「私達 は 戀の爲 に 思 ひが 亂れ、 心が 狂 

ひまして、 神に も兑 離されて、 どの やう 

にお 祈りしても、 お助け を 受ける ことが 

出来ず、 かの 波の 上の， 泡の やうに^ 敢な 

くこの 世から 消えて しまった、 情ない-せ 

上で ございます。 


〇 こ こに 須 磨の 浦 —— こ X に 

iH むと い！ ：；> かけた。 


〇 思 ひぐ さ— 思 ひ の. 種。 戀 

草に 同じ。 

〇 葉末に 結ぶ 露の間 も— 草 

の緣で 葉末に 結ぶ と續 け、 

露 を 呼び出す 料と した。 露 

の 間 は 暫くの 間。 

〇 ぁぢ きな や I つまらない 

〇 形見 こ そ 今 は あだなれ こ 

れ なく は— 古今 集^人 不知 

の 歌。 下句 「忘る 、時 も あ 

らまし もの を 一 

〇 宵々 にぬ ぎて わが 轻る狞 

衣— 古今 集紀友 則の 歌。 下 

句 「かけて 思 はぬ 時の 問 も 

なし」 上句 「かけて」 の 序。 

〇 かけて ぞ 賴 む— 本 歌の 

「かけて」 は 心に かけての 意 

であるが、 こ、 では 將來に 

かけて と いふ 意。 

〇 枕より あとよ リ戀の 責め 

くれば— 古今 集讀人 不知の 

mo 下句 「せん 方な みぞ 床 

中に 居る」 

松 


(居 クセ )。 後見、 次の クセ に長弒 に 小 立 烏 精子 を 添 へ て 持 

ち 出で、 「行 平の 中納 言」 に シ テ の 左手に 持た す。 

1  1  J.JJ しへ  おも  い  ga- 

址クセ 『あはれ 古 を。 思 ひ 出づれ ばな つかし や。 行 

t3s  >?o な ん A とせ  す ま  ラら A や こ のぼ  たま 

平の 中納言 三年 はこ こに 須 磨の 浦。 都へ 上り 給 

I  ほど  かた A  おん たて ゑ ぼ し かり ぎ Q 

ひしが この 程の 形見と て。 御 立 烏帽子 狩 衣 を。 

殘し 置き 給へ ども。 これ を 見る度に o テ長絹 を 見リ。 

ド  おひ  4i:H,al  むす つゆ  ま  わす 

い ゃ增 しの^ ひぐ さ 葉末に 結ぶ 露の間 も。 忘ら 

ればこ そぁぢ きな や (畏絹 を 下して 膝に つけ )0 形 SJP こ 

If  ヮ  わす  ひま 

そ 今 は あだなれ これな く は 04 び 上げ T 忘る る 隙 

も ありなん と (見入 リ)。 詠みし も 理ゃ猶 思 ひ こ そ 

は^ Ml^  t  (としをる) 

シ テ 『宵 々 に。 ぬぎて わが 寢る狩 衣。 

地 『かけ て ぞ賴む 同じ 世に ハ床儿 を 離れ ：}。 住む かひ あ 

らば こ そ 忘れ 钐見 もよ しなし と (： 長 親 を 下げて 前に 出 

で S 捨てても 置かれず 取れば 面^に 立ち 增 さり 

c 長 絹を兩 手に 抱き y 起臥 わ かで 枕より ハ 右へ 廻- :}。 あ と 


あ、、 昔の事 を 思 ひ 出す と、 ほんと にな 

つかしう ございます。 行 平中納 言が 三年 

の 間 この 須磨 浦に お 住 ひに な りました 

後、 都へ ぉ歸 りに なり ましたが、 その 時、 

また 再び 會 ふま-ての 形見と して、 御 立 CI! 

帽子と 狩 衣を殘 してお 置きに なりました 

が、 再びお 會 ひする ことの 出来ない 今と 

なって は、 このお 形見 を 見ます 毎に、 戀 

し い 思 ひが 愈-、 漠く なり まさつ て、 ほん 

の 束の間 もお 忘れす る ことが 出来ない の 

でございます。 ほんと につま.. T ない こと 

でございます。 昔の 人が —— 

『形見 こそ 今 は 仇 なれ これな く は、 忘る 

る 時 も あらまし もの を』 

(なつかし かるべ き 形見が、 今 は 却つ て 恨めしい。 

もし これがなかったなら は、 少し は 忘れる 時 も あ 

らうが、 形見 を 見て は戀し い 思 ひが »? す！ * かりた) 

と 詠んだ の も、 今の 私達の 身上から 推し 

て、 ほんと に 尤もな こと だ と 思 はれます。 

昔の 人 はまた —— 

『宵々 に脫 ぎて わが 寢ろ狩 衣、 かけて 思 

はぬ 時の 間 もな し』 

(ほんの 一 時 も あなたの 事 を 思 はない 時 w て はな 

い ) 

とも 詠まれ ましたが、 それ も 同じ この 世 

に 生きて ゐて、 また 會ふ 時が あると いふ 

あてがあって こそ、 思 ひ 甲斐 もあります 

が、 亡くなって しま はれた 後. て は、 忘れ 

形見 を 見たところ. て、 何の 甲斐 もたいの 

でございます。 一層の こと、 捨てて しま 

つた 方が まし かと も 思 はれます が、 V- も、 

二八 一一 1 國 


松 


【八】 

〇 三 瀨川絕 えぬ 涙の 変き 瀨 

にも 乱る る戀 の^は ぁリけ 

リ I 出 所 不明。 三 濑川は 地 

獄* 餓鬼 • 畜生 の 三惡适 に 通 

ずる 冥途の 川、 絕 えぬ 浜の 

^に S ゐた。 


〇^ 婆 —％:f,isabha、 雜界 

と 課す。 .1 ハ逍の 衆生が 雜^ 

する 所 C こ の 世。 


〇 うたて の —愦な い。 あん 

まりな." 

〇 たと ひ 哲 し は 別る ると も 

—後に 引く 行 平の 欲 を 指し 

ていふ。 


la  I  

より 戀の めくれ、 ま^！ 懸を义 廻し ヾ せ ん 方 炅に： 

し 沈む 事ぞ 悲しき 

と 常 座 に 退 リて安 坐 し 長耥を 戴く やうに してし を る 。【杓 谙〕 

シテ水 衣を脫 ぎ、 烏帻子 • 長 絹 を 着く。 物涪濟 みて 下に W た 

る ま 、し を H- ながら 

【八】 

シテ 『三 瀨川絕 え ぬ。 淚 の 薆き瀨 にも： 亂 るる 戀 

の。^ はありけ り。 あら 嬉し や あれ に 行 平のお 

立ち あるが？ 作物 を见 入りて 居 立ち ヾ 松風と 召され さ 

むら ふぞ やいで 參 らう？ 立ち 作物へ 行く リ 

ッレ、 シテ の 立つ を 見て 立ち、 シ テ の 後 を 追 ひ て その 袖を控 へ 、 

おんこ-ろ ゆ ゑ  しふ しん  つ, « 

ッレ 『あさまし やその 御 心 故に こ そ。 钧 心の 罪に 

も 沈み^ i へ。 娑婆に ての 妄執 を猶 ニー 人と も 少し 退 リー。 

忘れ 給 はぬ ぞゃズ 作物へ 向 さあれ はがに てこ そ 候 

へ。 行 平 は 御 入り もさ むら はぬ もの を 

シテ 「う たての 人の い ひ 事 や。 あの 松 こ そ は 行 平 

よ G 『たと ひ 暂しは 別る ると も。 恃っ とし 問 かば 


 二八 三-: へ  

やはり 捨てて^く こと も 出來す =• といつ 

て、 手に 取れば、 戀 しい 方の 而釤が 服に 

ちらついて、 結局 形见を 松て る^も 出來 

なければ、 乎に 取る にも 堪 へ られ す、. おて 

ゐ ても覺 めて ゐて も、 始終 戀 しい 思 ひに 

K め られ て、 どうす る こと も出來 ず、 た に 

^に 沈んで ゐ るより 外 はな い の， て ござい 

ます。 ほんと に 悲し い ことで ございます」 

•A_ いって、 せ 1.3 しさ に 形 W の <w!w チ. て、 

【八】 

松 *. 戀 の 歎き は - J の 世ば かり かと 思って 

ゐ ましたのに、 あの世の 三途の川 を 渡つ 

た 後に も、 まだ もっとつ らい 戀の 苦し さ 

があった ので-こざいます。 (お て) あ、 

K しい。 あそこに 行 平 朝に がお：/ て 遊ば 

して、 『松風 JI とお 召しに なって いらつ し 

やる。 さあ 參り ませう」 

ぐ. -咪^ の 松の も.、. - へ 行きかける。 

村 B 「まあ、 あさましい。 その や、 リ なお 心 

だから こそ、 亡くなった 後 ま， て 執心が 離 

れず、 その 罪で 地獄に お沈みに なった の 

-て すよ C この ての 妄執が まだお 忘れに 

なれな い のです か。 あれ は 松て すよ。 行 平 

朝臣な どお い. てに なり はしません のに」 

松 S! 「まあ 何と い ふ 情な いこと をい ふ 人で 

せう。 あの 松が 行 平 g お. てす よ。 『たと ひ 

i; くの il は 別れても、 待つ と 聞いたなら 

ば、 すぐ 歸 つて 来よう』 と 仰し やった ぢ 


〇 こなた は 忘れず 松風 の— 

忘れず 待つ を 松風に、 風の 

立つ を 立ち 歸リに いひ かけ 

た o 

〇 村雨の— 松風に 對 して 妹 

海 士の名 を 出し、 濡る V の 

序と した。 

〇 ま つ に變ら で— こちらで 

待って ゐ るのに 對し、 行 平 

の 心が 變ら ないで。 まつに 

常 綠の松 をき かせた。 


〇 立ち 別れ いなばの 山の 峯 

に 生 ふるまつ とし 聞かば 今 

歸リこ む— 古今 集 在 原 行 平 

の 歌。 「いなば」 は 往なば を 

因幡に、 ま つ は 待つ を 松に 

いひ かけた ので ある C 行 平 

が 因幡 守と して 任國に 下つ 

た 時の 詠で あらう C 


〇 それ は I 行 平の 歌 を 指す 


松 


歸 り來ん と。 つらね 給 ひし 言の葉 は^ 何に . 

わす  し & 

ッレ 『げ になう 忘れて さむら ふぞ や。 た と ひ暫し 

は 別る ると も。 待た ば來ん との 言の葉 を 

シテ 『こ なた は 忘 れず 松風の 立ち 歸り t ん御音 

づれ 

ッレ 『つ ひ にも 聞かば 村雨の。 袖暫 しこ そ濡 るる 

とも 

シテー 「まつに 變 らで歸 りこば 

ッレ 『あら 賴 もしの 

シテ 『御 歌 や 

地 『かち 別れ 

とッレ はし をリ ながら 笛 座 前に 行きて 下に 居リ、 シ テ は 橋 

懸 一 の 松へ 行き、 

〔中 舞〕 (シテ 舞臺に 入りて 舞 ひ) 

t  A ね  亡 ォ  き 

シテ ワカ 『いなばの 山の 峯に生 ふる。 まつと し 聞か 

ば。 今歸り こ ん。 それ はいな ばの 1^ 山 松ハと 橋懸の 

風 


やありません か。 さう すれば、 まつ (松) 

とい ふこと が 何より 大切 ぢ やありません 

力」 

村甫 「 ほんと に まあ 忘れ て 居りました 。『た 

とひ 暫くの 間 は 別れても、 待って ゐ たな 

らば 歸 つて 來 よう』 と 仰し やい ましたの 

に」 

松 ® 「こち らで は 決 し て 忘れず に、 歸 つて 

來 ると いふお たより をお 待ちして ゐ まし 

たのに」 

村雨 「たと ひすぐ ぉ歸り にならない にして 

も、 いっか は歸 らうと いふお たより を 伺 

ふこと が 出来れば、 その 間暂 くの 間、 こ 

の 村雨の 袖が 涙に 濡れましても …… 』 

松き-ほんに、 待つ と 聞いたならば 歸 つて 

來 ようとの 御 約束に 間違 ひがな く、 ぉ歸 

り 下さったならば、 それ こそ あの 御 歌が 

ど んな にか 賴 もし い の です が … … 」 

-t いって 狂 亂の心 持で、 

〔中 舞〕 (を 舞 ひ) 

松き， 行 平 朝臣 は II 

『立ち 別れ いなばの 山の 峯に生 ふる、 ま 

つと し 聞かば 今歸 りこん』 

(今 別れて 遠く 闵蟠阔 に 行っても、 待って ゐ る.、. -SB 

いたなら &、 す ク歸 つて 来よう) 

とお 詠みに なりました。 そのお 歌に 詠ま 

二八 一一 一七 


松 


〇 これ は —H 前の 松 を 指す 

〇 松 S 行 平. I 松 を 行 平に 見 

立てて いふので ある。 

〇 磯馴松 21 行 平に 馴れ 睦 

ばんと いひ かけた e 


〇 職 も 狂 じて— 松風の 狂亂 

に對 して いふ。 

〇 見み ゆる I 見たり、 見せ 

たりす る。 會ふ。 


〇 歸る 波の— 亡 遝の歸 ると 

波の » ると。 

〇 須磨. の沛 かけて— 一音の 澄 

むと いひ 力け た， 

〇 後 S 山葳— 後の 山 は須磨 

寺の 後に ある 山。 須 磨の 卷 

に 「後の 山に 柴と いふ もの 

ふす ぶるな リ」 

〇 關路 の. B. も —須^ に は 古 

く 關听が あつ たから。 


〔考 異〕 


風  

方 を n5 

地 『これ はなつ かし 君 こ こ に？ 作物へ 向き S 须 磨の 

沛 わの 松の 行 平ハ脇 正面 を 5; 立ち 歸 りこば われ も 

^0 に 0K 小 前に 行き リ。 いざ 立ち寄り てへ 作物へ 行 きり。 磯 

P 松の C 松に 寄り添 ひ： >。 なつ かしゃ (と 少し 返リ てし をる〕 

〔皮 舞〕 (松 を 1 廻りして 舞 ひ あげ.) 

地 (キリ) 『松に 吹き 來る風 も 狂 じて。 须 I； の .-:M 波烈 

しき 夜す がら。 妄執の 夢に 見み ゆるな り。 わが 跡 

ひ て。 * こ び 拾 へ (と 眞屮 にて ヮキに 合^) 。暇 申し て (と 

a して 立ち)。 歸る 波の音の。 須 磨の 浦 かけて 吹く や 

.っ しろ やまおろし  せき ゲ〕 £o ヒほ AX ゆ ゆ 

後 の 山 S8 柱の 方を见 上げ：^ 關路 の 鳥も聲 々 に 夢 も 

もと  よ  み  むら さめ ,..  ^  P ふ  、 

跡な く 夜 も 明けて 村雨 と^き し も 今 # 見れ は 

松風ば かりや 殘 るらん 松風ば かりや 殘 るらん 

と 舞 ひ あげて 常^ にて^ 拍子 を^む。 
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れた松 は、 遠い 闪幡の 山に 生えて ゐる松 

です が、 これ はなつ かしい わが 戀 しい^ 

のお 住みに なった 須^ 浦の 松て、 行平^ 

臣が このお 耿の 通りお 歸り になったなら 

ば、 私 もこの 松の木^に 立ち寄り、 お 側 

に 寄つ て 馴れ/ \ しくお 話しす る ことが 

出來 ませう のに ：… あ X、 おなつか しい - 

ぐ. J 愈 の はが 烈しくな つて、 

〔破 舞〕 (を鋒 ひ) 

松 st 「松 吹く 風 も 狂 ひ亂れ て、 须將 浦に 高 

波の 烈しく うち 寄せる g& 中に、 この 世 

におす ろ 妄執の 爲 に、 夢の 中に お 目に か 

かるので ございます。 どうか 私達の 跡 を 

御^, M 下さい ませ C では、 お 暇し て^り 

ます」 

とい ふかと 思 ふと、 寄せ 返る 波の^ も 

澄んで、 须 -M 浦 一 體に 後の 山から 山 M 

が 吹き 渡り、 關路 のおも^ 々にぬ いて、 

旅： S のが は 跡 かた もな く覺 め、 夜 も 明 

け そめ て 、今まで 松風 • 村雨 の 聲 と S い 

てゐ たの も、 今朝 兑れば 、た^-松に 吹き 

渡る 風の^が 殘 つ て ゐる だけで あ つ た 


諸 流 (五 流) 

【一〕 ヮキ 名乗の 前に (下 懸ヮキ 次第 「須磨 や 明 石の 浦傳 ひく： 《 もろともに 出で うよ) 【二〕 "レニ 句 「^乙 こもと や •：：. 快 かな (下 1次、# 

「秋に 馴れたる 須磨 人の。 く。 月の 夜汐を 汲まうよ〕 

古謠本 (光悅 本) 

【1〕 ヮキ 「 これ は諸國 一 見の ：：： われ^^た 西國を 見ず 候 程に この度 思 ひ 立 リ (光此 ほと は 都に 候て C 洛 陽の 名所 舊 跡の ゾ"^ い、 一 ^^^v 

て 候 C 又 これよりも) 西國 行脚と …… ヮキ 「あら 嬉し や (光ナ シ) 急ぎ 候 程に これは^!' (光此 あた リを は) 津の國 …… 又 これなる 磯邊 を 見 

れば  いかさま (光 ふしき やな 是 なる 松 を 見れ は C 札 をう ち 短册を かけられて 候。 此 松に つ いて) 謂れの なき 事 は …… ヮキ 「さて はこの. 

松 は …； 海 士の舊 跡 かや (先にて ありけ る そや) 痛 はしゃ …… 【五〕 ヮキ 「これ は |s 國 一 見の 僧に て^ (光 旅人の 道に ゆき 暮て 苠) 一 夜の 招 

を ；… ッレ 「暫く •：•： 一 夜のお (光ナ シ) 宿と 仰せ 候。 -ンテ 「(光 やすき 程の 御 事 なれ 共. }餘 りに 見苦しき 鹽屋 にて (光く) 候 程に …… ッレ 「(光 

心得 申 候〕 主に その 由 ；… 鹽屋の 內八光 殊に) 見苦しく ；… 叶 ふま じき 叫 (光ナ シ) …… ヮキ 「いや いや (光お ほせ はさる 事 ひて 候へ 共) 見 苦 

しき は  ンテ 「暫く (光 ナシ ：} 月の 夜 影に …… 【六】 ヮ キ 「#1^ ありがたう 候 (光 いやくみ くるしき はさら にくる しからす^) 出家と 

し…… その上 ハ光 殊更 ソ この 須 磨の …… 又 ^ (光 あれなる) 磯邊に 一 木の ；… 松風 村雨の (光行 平の 御) 事 を 中して …； 御 愁傷 假 (光、 の i 

しき 見え 給 ひて 候) これ は 何と 申した る (光 御) 事に て.…： ヮキ 「猶 執心の …； <f ゆ (光 これ は) この 世に ：：： かたがた (光い か 樣.) 不 * に… 

… 〔八】 シテ 「III 瀨川 ；… 行 平の I お， 立ち (光 御 入) あるが …… 

金春禪 竹の 五 音 一一 I 曲 集に 引いて ゐる もの を 現行 曲に 比べ ると、 「げ にや 浮 の 業ながら」 の 世が 身と ある 外、 變 りがない C 

P  -111。 

〇 波 ここ もと や I 源氏物語 須 磨の 卷に 「 一 人目 を さまして 枕 を そば だてて 网 方の 嵐 を 聞き 給 ふに、 波た ビこ .1 もとに 立ち 來る 心地して」 

と ある を 引いた。 

〇 月 さへ 濡らす —汐 水の 爲に袂 を 濡らす ばか リで なく、 月 を 見て さへ、 もの 悲しくて 淚に袂 を^ら す。 

〇 心づ くしの 秋風に— 須 磨の 卷に 「心 づ くしの 秋風に、 海 は 少し 遠 けれど、 行 平の 中納 言の、 關 吹き 越 ゆると いひ けん 浦波、 夜々 はげに 

松 風  „  二八 三 九 
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松 尾寶 

. ^  きが 

【能 柄】 脇能 複式 夢幻 能 

【人物】.. ヮキ 當今 臣下、 ヮ キッレ 同從者 (一 一人)、 

前シテ 老翁 (松 尾 明 神々 靈 y 前ッレ 男、 狂言 

所の 者、 後シテ 松 尾 明 神 

【所】 山城 國 松 尾  ， 

【時〕 九月 

【作者〕 能 本 作者 註文に は 世 阿彌の 作、 二百 十 番謠目 錄には 觀阿彌 の 作 

とす" 親元 日記に 文明 十五 年 三月 十二 日演 能の 事が 見えて ゐる e 

〔梗槪 3 當 今に 仕へ 奉る 臣下が 松 尾 明 神に 參詣 して、 折 柄來合 はせ た老 

翁に 明 神の 謂れ を 尋ねる と、 老翁 は 種々 神德を 述べた 後、 今夜 夜神樂 

を 奏する から 拜み 給へ と い つ て， 消え失せる。 やがて 松 尾 明 神が 現れ 

て、 秋の 夜長に ありがたい 舞 を 舞 ひ、 限りなき 御代の 御榮ぇ を壽ぐ C 

【出典〕 とり 立てて 擧げる ほどの もの はない。 

【概評】 脚色の 形式 は 脇能と して 尋常な 方式 をと つた もので、 特異な 點 


松 
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も 不自然な 點 もない。 その 內容は 多分に 佛說 をと り 入れて ゐ るが、 松 尾 明 祌を主 想と した M 等の 個性がない。 is- めて 平凡な 作 や ある。 


〇 梢の 秋ぞ 久しき— 風が 靜 

かなので、 梢の 紅葉が い つ 

ま で も 散 らな いといって、 

久し い 御代の 太平 を 祝った 

〇 常 今— 今上陛下。 

〇 西 山 I 京都 の 西部に ある 

4  。 

〇 松の 尾の 叨祌— 山城 國ぉ 

野 郡 松 尾 山の 麓に あり、 大 

山咋命 • 市 仵島姬 命 を^る。 

今せ 幣. K 社に 列す。 

〇 朝に 隙な き— 朝廷に 出仕 

して 公務が 忙しくて tif かな 

、 o 

〇 嵯峨の 山 御幸 絶えに し 芹 

川の— 下句 「千代の 古 近 跡 

はぁリ けり」 で、 後 撰^に 

「仁 和の 帝 嵯峨の 御^の 例 

にて >  芹 川に 行幸し 給 ひけ 

る」 と詞 書した 布 原 行 平の 

歌 e 嵯峨 はれ？ 野 郡、 松 尾の 

北、 嵐 山の 艰 にあり、 芹 川 

は 下 嵯峨を 流れる 小川 G 

〇 大 井の 入江 IHi 山の 麓 を 

流れる 大 井河の 入江。 天雲 

の^ひと いひ かけた。 

C- お の 山 屈 I 山 から 吹き 

お ろす 風。 


【I】 

次第の 嘥子 にて- ヮ キ^ 今 臣下、 大臣^ 幅 子， 上顼掛 た心 附^ 

枳， 拾 狩 衣 •.£« 大口  • 腰 帶* 扇の 裝朿、 ヮキヅ レ從者 二人、 ヮキ 

同锬 9 裝泶 にて 舞裘に 出で 向 合 ひて、 

r 匸 次第 『四方の 山風 靜か に て。 g: 方の 山風 靜か 

こず ま  あき  ひ. で 

にて 梢の 秋ぞ 久しき 

地 取に ヮキは 正面に. き、 

そら そ  たう ぎ ん  っ^  たてまつ  しん か 

ヮキ 「抑 もこれ は當 今に 仕へ 奉る 臣下な り。 さて 

も 西 山 松の 尾の 明 神 は。 靈神 にて 御座 候へ ど 

てう  ひま  ふ  い さり けい まう  あ ひご 

も。 朝に 隙な き 身 なれば。 未だ 參詣 申さず 候 §!:。 

たび ** み  おんに i**  まう  ^  / い *4 まつ  を  & や-つじん  さん 

こ の 度 君に 御 暇 を 申し。 唯今 松 の 尾の 明 神に 參 

けいつ がまつ 

詣 仕り 候  - 

とい ひて ヮ キグレ と， M 合 ひ > 

ヮヮキ匸 道行 『嵯峨 の 山 御幸 絕ぇ に し 芹 川の。 御幸 絶 

えに し 芹 川の。 千代の 古道 跡 ふりて。 行方 正し 

も t ぐ も  お ほ る  いり え うへ  もらし  やま か ザ 

き 天雲の 大 井の 入江 霧 こめて。 上 は 嵐の 山風の。 


舞 S は 初め 京都で、 リキ *2 今 KK 下、 

を随へ てお 


キヅ レ從者 


ほ 下 「四方の 山々 が、 いづれ も 山風が 靜か 

なので、 梢の もみ ぢ紫 がいつ まで も 散り 

落ちず、 秋の 美し さ を 永く 留めて ゐて、 

まことに のどかな 太平な こと だ」 

V」 次第 を つ ての- ビ かな 御代 * 祝 ひ、 

臣下 マ 自分 は 今上陛下に^ 仕へ. S. して ゐる 

臣下です。 さ て 京 の 西 山 松 尾 S 祌は^ 驗 

の あらた かな 神 機です が、 -UI 分 は 朝廷に 

出仕して 公務に 忙しく、 少しの 隙 もない 

ので、 まだ 參詣 した ことが ないから" こ 

の 度 帝から 御 暇 を 賜 はって、 これから 松 

ESS 神 に 參詣す る の です， 一 

•、. /見物人に 自己 弒介 なし、 

臣下 「昔の 人が 11  . 

『is 峨の山 御幸 絕ぇ にし 芹 川の、 千代の 

古适跡 はありけ り』 

と 詠まれた やうに、 ^蛾の 方 へ 行く ^ は 

隨分 古い ものであるが、 笾 筋が はっきり 

として ゐて >  ^に： H の拖 うた 大井 河の 入 


〇 松の 尾の I 風の 緣で松 を 

出し、 松 を 地名に いひ かけ 

た o 


圍 


〇 和 光 同座— 佛 菩薩が その 

德光を 和らげ そ の 本 地を隱 

して 俗塵の 世に 交 はリ、 衆 

生を濟 度し 給 ふ こと。 こ 乂 

では 佛が祌 となって 現れる 

意。 老子に 「和 „ 其 光 1 同 „ 其 

寧1 J 

〇 忌垣 —神社の 玉坦。 

〇 般若の 眞文— 般若 は大般 

若經。 眞文は 原文、 梵語の 

ま の經文 C 

〇 利 生 方便の— 衆生 を 利益 

する 方便と して 現れ 給うた 

神の 社。 

〇 如 布— いますが 如き。 佛 

が 眼前 に 居られる やうな。 


公 

も 


聲も通 ひて 松の 尾の。 神の 宮居に 着きに けり 神 

の 宮居に 着きに けり 

ヮ キ 「上 は 山風 の 山風の」 と 正面に 向きて 三 四 足 出で、 またも 

とに 歸 りて 松 尾に 着きた る 心。 道行 濟 みて ヮキは 正面に 向 

き 

ヮ キ 「急ぎ 候 程に 松の 尾の 宮居に 着きて 候。 心靜 かに 神拜 申さ 

する 二て 宾 

-ヮ キヅ レ 「尤も 然るべ う 宾 

とい ひて 脇^ に 行き 下に 居る。 

圍 

眞ー聲 の 蛾 子に て、 シテ 老翁、 面 小尉 *尉髮* 着附小 格子， 水 

衣 • 白 大口  • 腰 帶. 扇の 装束に て 杉 箒 を 持ち、 ッレ 男、 直面 • 

着附 熨斗目， 鹩水衣 • 白 大口  • 腰 帶. 扇の 装束に て、 ッレを 先 

に 立てて 橋懸に 出で、 ッ レ 一 の 松、 シ テ 三 の 松に て 向 合 ひ、 

r レア i 称 風の。 架 吹き 添へ て 松の 尾の。 神 さび わ 

け しき 

たる。 氣色 かな 

二人とも 舞臺に 入り、 ッ レは眞 中、 シテは 常 座に 立ち、 

シテ サン 『ありがた や 和が 同 塵の 忌垣の 內に は。 年 

v,p  はんにゃ  しん もん  ^う  また り しゃう はう 

を迎へ て 般若の 眞文を 講じ。 ジス 向 合 5 又 利 生 方 

べん  やしろ まへ  ひ  亡ジ  ぢょ さい  れいでん  あお 

便の 社の 前に は。 日を逐 うて 如 在 の 靈殿を 仰 
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江の あたり、 霧の たちこめて ゐる 中をノ 

嵐 山から 吹き 下して 來る 嵐が >  松風と 調 

子 を 合 は せて ゐ る聲を 聞きな が ら進 ん- て 

行く うちに、 松 尾の 社に 着いた」 

途中の 情景 を 述べ てゐ るう ち に 松 M に 着いた 怒 

で、 舞 臺：！ i 山城^ 松 wijg- 神の 垵內ミ なる。 i 


【二】 


シテ松 尾 明 神の 神 茧、 龙 翁の 姿 を 装うて、 ッレ若 

い 男 V」 共に 松 尾 TO 神に 參詣 する 態で 登場。 


宠翁 「松の梢に 秋風が 吹き 渡る につけて 

も、 松 尾 明 神のお 社 は、 いよく 神々 し 

く 感じられる こと だ。 

あ \ ありがた いこと だ。 われく は 年 を 

逡り迎 へ る につけて、 衆生 を濟 度す る爲 

に垂跡 遊ばされ たこのお 社-て、 梵 文の 般 

若 經を讀 誦し >  又 月日 を 過す につけて、 

衆生 を 利益す る爲 に、 色々 の 方便 を 示し 

給 ふこの 社に 參 つて、 神靈が 眼の 前にお 

はすが 如き 心 持を以 て 禮拜し てゐる こと 
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〇 納受— 衆生の 願^ を鸱き 

人れ 狯ふ こと C 

〇sr 取— 佛が慈 悲心を 以て 

来 生 を； W 架へ 迎へ とる こと 


〇 長月 I 九お C 

o 紅葉 も 四 方の— 四方 紅葉 

の 景色 で C 

〇 立つ や 日数 も— 雲霞の 立 

つ を 日数 のた つに いひ かけ 

た C 

〇 月の 都路 に— 春の 花に 對 

して 秋の 月 を 出した。 都 を 

た V へて、 花の 都と も 月の 

^ともい ユ 

〇 秋 ゆたかなる 穀が登 

かに^; のって、 K の や -沽 が 

覺 かなので ある。 

【三】 


〇 見馴れ^-さぬ 御^ .— 見な 

れな いお 方" 


〇见 て ある もの ——氣の つ い 

たもの C 

〇 祌館— 神社の 建物 e 


I 尾  

ぐ。 神明の 經受疑 ひなく。 攝 取の 願望お のおの 

成就 圓 の お 地。 今に 始めぬ 神拜な れ ど も。 ま 

ことに 貴き。 社內 かな 

とき  い な^ づき  JDA  V  よも  け しき 

1 1 下 歌 『時 しも 今 は 長月 の 紅葉 も 四方の 氣色 に 

て。 上 歌 『春 見し は 花の 都の 雲霞。 花の 都の 雲霞。 

立つ や 日數も 移り 來 て。 今ぞ 時なる 秋 の 空 曇ら 

つき  & ゃこぢ  ゆ  き  しひ  もろ びと  あき 

ぬ 月の 都路に 。往き来 も繁き 諸人の。 秋 ゆ た か 

なる、 丄 かな 秋 ゆたかなる 心 かな 

"ッレ よ 


【三】 


「秋 ゆたかなる」 と シ テ*ッ レ入替 り、 シ テ はお；.： 

脇 正面に 立 つ C ヮ キ 立ち、 


ヮキ- いかに これなる 老人に 尋 ぬべき 事の 候 

シテ 「老人と は 此方の 事に て 候 か。 まづ： ^姿 を 见 

奉れば。 この あたりに て は 見馴れ 申さぬ 御 事な 

り。 都より の 御ぎ 詣に て 御座 候 か 

ヮ きげ に よく 兑 て ある もの かな。 都より 始め て 


,f  r 


當 社參詣 の 者な り。 山の 姿 神 館 の^. 01 さに 園め 
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だ。 かう して 居れば >  祌は はわ. れ くの 

願 Si をお 聴き 人れ 下さる に 遠 ひなく、  a 

も 彼 も、 その 願 やの： 汕り 極^ 淨 土に ぉ迎 

へ 取り 下さる に逮 ひな い の だ。 何も 今始 

めて このお 社に^^ したわけ. て もない の 

に 事新し さう にい ふの も を かしい やう 

だが、 ほんと にこのお 社 は W い あらた か 

な 所 だ。 

丁度 今 は 九月、 あちら もこち らも 紅^の 

美しい 景色. て、 春 兌た 時 は 都 中 一而の 花 

で、 雲 か 霞の やうに 見えた もの だが、 そ 

れ から 月日の 過ぎた 秋の 今日 この^ はま 

た、 澄み渡つ た络に 月が 照り 渡つ て、^: に 

つけ 秋に つけ、 都 大路 を往來 する 人が 多 

く、 - 誰も 彼 も $1 のどかな ゆかな 心 持で ゐ 

る こと だ」 

ど 神ぬな た , へ 、 御代 を柷 ひなが 社 前に 近づく 

臣下 はこれ を 見て、 

【三】 

臣下 「おい 御 老人、 お尋ねし たいの だが… 


龙 翁 「老人と お呼び になる の は 私の こと. て 

すか。 …… お 姿 をお 兑ぁ げすれば、 この 

迹 では 見馴れな いお 方. ていら つし やる 

が 、 都 か ら御 參詣 になった の. て ご ざ い ま 

す 力」 

臣下 「お、 >  よく 分った. な。 都から 始めて 

このお 社へ 參詣 した 者な の だ。 そして、 

山の 姿と いひ、 社のお 建物と いひ、 まこ 


〇 梅津— 萬 野 郡、 桂 川を隔 

てて 松 m の 東に ある C 

〇 秋の 葉— 紅葉 e 

〇 河水に 浮かむ 綾錦 |,ば 葉 

が 桂 川の 水に う つった 樣は 

綾錦 を綠っ たやう だ C 

〇 織り. かく 雲 も— 錦 を 織リ 

かく を 美し い 彩雲の 形界と 

して 雲 を 出し、 雲 も 小 1= き 

を 小 倉 山に いひ かけた。 

〇 小 倉 山し ぐるる 頃の 朝な 

朝な— 續後撰 集 藤原定 家. の 

欲 C 下句 「昨日 は 薄き 四方 

の もみ ぢ葉」 小 倉 山 は嵯峨 

の 西に ある C 

〇 西 ぐれな ゐの— 紫 式部の 

詠と 傳 へ られ てゐる 「北 は 

黄に 南は靑 く^ C 西^に 蘇 

命路？ 山】 に據 つた か。 

〇 稍 3 秋なら で— 秋に な つ 

て も 梢の 葉 は 紅葉し な いで 

〇 年 ふるや— 時雨の 降る を 

年 HJ を經 るに いひ かけた。 

〇 時 知らぬ— M 季 ともに 變 

リ のな い 常綠の C 

〇 塵 9 世に 交 はる— 袼葉だ 

けが 塵と なると い つて、 和 

光^ 塵の 文字 を 和らげて 用 

ゐた e 

松 


ゐて 候。 當 社の 御 謂れ 委しく 申し 候へ 

VJ ふら ふ  さん りん  ふた かふ  おん しき ぢ  こ. -i 

シテ- さん 候 この 山林 は" 皆 神の 御 敷地な り。 誠に 

御代 千秋の 君が 住む。 都 は 間近き 神前に て 

むめ づ  あ a  は  r. す _0  う  あや にしき 

ッレ 『むか ふ 梅津の 秋の 葉 は： 河水に 浮かむ 綾錦 

シテ 『織り かく 雲 も 小 倉 山。 し ぐ るる 頃の 朝な 朝 

な 

ヮキ 『昨日 は 薄き もみ ぢ 葉の 

け ふ  こぞめ  いろ ふ^ 

シ テ 『今 日 は 濃染 の 色 深き 

にし  ふね っゾ 

ヮキ 『西 ぐれな ゐの 峯續き 

シテ 『さながら 四方の 

お 『錦 なれ ども 

まつ  * タ  や t  I 1 ず ゑ  あぎ 

地 『松の 尾の 山 は 梢の。 秋なら で C 山 は 梢の 秋なら 

しぐれ  ふし  し-o  のち ゆ き  ふゆ さ 

で。 ただ 時雨の み 年 ふるや。 霜 の 後。 雪 の 冬 木 に 

-こき し  ふき は ぎ  い * ゝ ひ- で  か ふまつ 

なる まで も。 時 知らぬ 常 磐 木の。 幾 久し 神 松の C 

落葉ば かり は 塵の 世に。 交 はる 誓ひ賴 もしゃ 交 

尾 


とに 結構な ので、 眺めて ゐ るの だ。 この 

お 社の 謂れ を 委しく 閗 かせて くれい 」 

老翁 「はい、 この あたりの 山林 は、 皆 この 

明 神のお 敷地な のです。 殊に この 社 は、 

千代 八千代に 限りなく 御榮ぇ 遊ばす 都 か 

ら 程近い 所， て …… 」 

男 「向 ふ の 梅津の もみ ぢ 葉が 桂 川 の 水に 

映る さま は、 宛 も 緩 錦 を 織った やうで… 

:•」 

宠翁 「雲 の爲に 薄晴く 見える あの 小 倉 山の 

あたりに、 時雨の 降る 頃は每 朝見る 毎に 

 J 

E 下 「昨日まで まだ 色 薄 か つた もみ ぢ葉 

が、 今朝 はもう 濃くな つて ゐる とい ふわ 

けだね」 

鬼 翁 「はい 一 日の ことで、 今日はす つかり 

濃い 紅色に 染まって ゐ まして …… 」 

臣下 「西の方 も 紅葉で 眞赤 になった 峯が續 

いて ゐる わ」 

宠 翁 「はい、 どこも かしこ も、 全く 紅 紫の 

錦. て ございま すが、 松の木の 多い この 松 

尾 山で は、 秋に なっても、 拊は 秋の やう 

に 紅葉す る こと はなく、 年々 歳々、 秋に 

時雨が 降って、 それ か ら 霜が 降り て 、 冬 

雪が 木に 降りか^-る やうに なっても 1 わ 

が 祌松は 四季 を 通じて 何の 變り もな く、 

常に 同じ 綠の色 をた X へ てゐ まして、 落 

葉 だけが 塵に 交 はるに 過ぎな い のです— 
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八ム 

も 

【四】 

〇 人 夭— 人間界と 天上界。 

〇 本 地 寂 光の —本来の 住 地 

たる 常 寂 光 土、 極樂 世界 を 

出て と いふ 意。 

〇閻 浮^— 须彌山 の 南方に 

ある 洲 C 轉 じ. て 鹿く 人 問の 

住む 世界。 現世。 

〇 五衰の 眠リ— 天人の 五衰 

(〔羽衣〕 〔揚貴 如〕 の肩參 照〕 

とい ふこと は ある が こ 、 

に は それで は^ が 迎じ難 

い。 犯 戒五衰 (戒律 を 犯した 

人間の 受ける-五 種の袞 耗) 

の^か、 或は 午睡の 誤り か。 

〇 無上 正 覺の月 I こ の 上 も 

ない 佛 リを =： に喩 へた 

Sao 

〇 和 光 同 塵 は 結 緣の御 始め 

I 止觀に 「和 光 同 鹿 钴緣之 

始、 八 扣成逍 以論二 其 終 こ 

結緣は 衆生と 緣を 結ぶ こと 

〇 八 相— 佛が この 世界に 出 

現し 衆 牛； に钴緣 して 一 生の 

間に 示し 給 ふべ 種の 相。 降 

都 率 天 • 托眙 • 降 生，逾 城 • 降 

魔 .成逍*說 法 *人湼 槃。 

〇 成^— 佛近を 成就す る 事 

〇 利 物— 衆 A を 利益す る 事 

〇 有無 屮逍— 有に 偏せ ず 空 

に 著せず、 偏 邪 を 離れた 巾 

T1 の 逾。 りせ.， - 

〇 濟度— 衆生 を 救って 秘 樂 

の 彼岸 に^す こと。 

〇 悲願— 慈悲 深 い $)！ 願。 

〇 水 波の 隔て— 佛は本 地、 


尾 

はる 誓ひ賴 もしゃ 

地謠の 初めに ッ レ笛 鹿 前に 行きて 坐し、 ヮキも 下に 居る。 シ 

テ ！ S 屮に 行き 下に 居て、 

【四】  ,, 

地クリ 『それ 天 は 陽 を 以て 德と し。 地 は 陰 を 以て。 

シ テ サ シ 『然れ ば 神 は 人 天 10! 王の 守護神と して 

ほん ぢ じゃっく わう A や こ い  た **  えん ぶ だ い  じ ゆん 

地 『本 地 寂 光の 都 を 出で 铪ひ。 こ の 閻浮提 に 示現 

し。 五衰の 眠り を. Si し 上正覺 の 月に 覺 まし 

こく ど ゆた  た& あつ 

シーア 『國 土豐 かに 民 厚 かれと 

みん せん よも 

地 『安全 を 守り おはします 

C 居クセ ) 

わ くわう ど-つ S ん  けち えん おん はじ  はつ さ. つじ や. つ だ. つ o 

地クセ 『和 光 同 塵 は。 結 緣の御 始め。 八 相 成 道 は 利 

もつ  を は  み  おん ちか  もく ザん 

物の 終り を 見す る 街 誓 ひ。 げに 目前に あらたな 

り。 佛は又 常住。 不滅の 相を顯 し。 有無 中道 を 離 

れて" 人を濟 度の 方便 こ 


以て 同じ 悲願な り- 


か& 


とい ひ佛と い ひ ただこれ。 水 波の II てに て- 
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—いや その 魔に 交 はる ことが、 やがて 和 

光 同 塵の ありがたい 祌の御 膂願を 示して 

ゐる やう. て、 g もしく 思 はれる の. てす」 

翁 はくつ ろいで、 なほ S8* つ け、 

【四】 

i_l 1 si 天 は 陽の 徳を備 へ、 地 は^の 働 

きをす る もの v-> その 間にお はす 祌は、 

人間界 天上界 を 通じ て 、 御^代 の ^：丄 い 

{寸 謹祌 とならせられ、 その 本 地^ 檠£ 土 

から 出て、 この 世の中に 現れ、 衆生の 迷 

ひ を 晴らして >  この 上 もない 怫 の^り を 

得しめ、 國 土が^ かにな り、 民が 榮 える 

や- a にと、 國土蓖 民の 安全 をお 守りに な 

るので ございます。 

かう し て、 佛が 『德光 を 和らげ て 俗^ の 

に 交 はるの は、 衆生と 綠を 結ぶ^ 初の 手 

段で あり、 八^の 相に 變 化して 佛^ を 成 

就す るの は、 衆生 を 利^. r る M 後 の 目的 

である』 と 仰せられた 御^: 願が、  <.-= の 

前に 現れて ゐ て、 ほんと にあら たかな こ 

と でノ 】 ざ い ます。 佛 は-お 作 不滅 の 相 を^ 

してお いでになる のです が、 それが 偏 邪 

に^る ことのない 中正の ffl、 怫 の^ん， 離 

れ て、 衆生 を濟 度す る^ に>  色々 の 御 方 

便 をお 示しになる の は、 全く 祌と M じ 御 

^願 か ら出 たもの. て， 結局 神と い ひ佛と 

申した ところで" 极 本に は 何の 差別 もな 

い、 臀 へば 水と 波との 差異の やうな もの 


祌は その 垂 跡で， 譬 へば 水 

と 波との 關 係の 如く、 本来 

. 同一 の ものであるとの 意。 

この 句 〔道 明 寺〕 にも 見 ゆ。 

〇 本地垂 跡— 佛 がそ 9 本 地 

を 離れ 衆生 利益の 爲に こ の 

土 に 跡 を 垂れて 現れる こと 

〇  一一 | 世 了 達— 佛の智 禁は過 

現 未の I 一一 世 を達觀 して 了々 

分明で あるとの 意。 

〇 現當 二世— 現世と 來世。 

〇實 相. の聲— 山風が 實相眞 

如の 佛法 を傳 へ てゐる やう 

であると の 意。 

〇 閗法— 佛法 を閗く こ と。 

〇 大 井の 波の— 便りの み 多 

きと いひ かけた— 

〇 常樂 我^— 佛 * の 四德" 

生死の 無 い 常、 偏 邪の な い 

樂、 大 自在 を 得た 我、 三 惑 

を 離れた 淨を いふ。 盛衰 記 

祇王祇 女の 條に 「風 嶺松を 

吹く 折 は 近く 常 樂我掙 の觀 

をぞ りす 一 

〇 桂 I 山城 國莴野 郡、 松 尾 

の i にある C 

〇 茜 さす I 日 も菌色 にさす 

とい ひかけ、 萬 葉 第 額 田 女 

王の 歌 「茜 さす 紫 野 行き 標 

野 行き」 に據 り、 紫 野 を 出 

した。 こ \ の 紫 野 は 京都 西 

匕 つ ま。 

〇 北 野— 松 尾の 東北に 當 

リ、 北 野 神社が ある C 

松 


本地垂 跡と あら はれ 三世 了 達 の 智慧 を 以て。 現 

當ー 一世までの 道 を 照らし 給へ り。 されば にや こ 

やしろ  こと  と ころ  一： のへ 

の 社。 いづく もとい ひながら" 殊に 所 も 九重の。 

くも &  にし  .pi  は  て  ひ？ *, り  to- ふ づき  tv-.A 

雲居の 西の 山の端 を。 照らす や 光 も 夕月の。 空 

5  あらし や t  じつ さ. つ  こ ゑ ふ  もん &ふ 

冴えて 嵐 山 の。 峯には 實相 の 聲満 ちて。 聞 法の 

便り のみ。 大 井の 波の音まで も。 常 樂我淨 の 結 

えん  こ、 ろ 

緣を なす、 丄 なり 

シーア 『梅津 桂の 色々 に 

ひ  あかね  むらさきの きた の ひら の  か.. 0  5 ぶね ぎ ， でん 

地 『日 も 茜 さ す 紫 野。 北 野 平野 や 賀茂貴 船。 祇園 

林の 秋の 風稻 荷の 山の もみ ぢ 葉の。 靑 かりし 惠 

み も樣々 に。 誓 ひの 色 は變れ ども。 こ の 神 はわ 

よ  つきじ ぢ う  *c\  し  わう じ やう  しん ふく 

きて 世の 。月 常住 の 地 を 占め 王城 を 守 る神德 の 。 

ジ う  ，、に  あと た  じ そん  ね  あ？ 1 つき  まつ  を 

久しき 國に跡 垂れて。 慈 尊 三 會の曉 を。 松 の. 尾 

の 神 垣變ら ぬ色ぞ 久しき 


【五】 


地 。 ン ギ 『げ にや 誓 ひ の 秋久 に。 げ に や 誓 ひ の 秋久 
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で、 或は 本 地の 佛 として、 或は この 地に 

垂跡 遊ばした 神と して、 いづれ にしても 

過現未の 三世に 通達した 智慧 を 以て、 現 

世ば かりで なく > 來 世まで も われく の 

進むべき 道 をお 照らしになる のです。 そ 

れで、 いづれ の神樣 にしても、 あらた かで 

ない もの はない のです が、 殊に この 松 尾 

のお 社 は、 帝都の 西に あって、 西 山 を 照 

らす 夕月の 光 も 殊更 空に 冴え渡り、 嵐 山 

から 吹き 下す 山風 は、 佛 法の實 相眞如 を. 

傳 へ る 聲 の やうで、 佛法聽 聞の 心 を 起さ 

せる 便りと なり、 大 井河の 波音まで が、 • 

常 樂我淨 の 佛果を 得しめ る 因緣を 作つ て 

ゐる やうに 思 はれる ので 43。 

この あたりに は、 梅 津ゃ桂 や、 その外 色 

色の 名所が ありまして、 あの 紫 野 、北 ©、 

平野、 賀茂、 贵船、 或は 秋風の 吹く 祇圜 

林、 或は 『もみ ぢ 葉の 靑 かりし より』 と 歌 

に 詠まれた 稻荷 山な ど、 いづれ の祌佛 も、 

そ れ^- 惠み漦 い 御 誓願 を お示しになる 

のです が、 わけても この 松 尾の 明 神 はこ 

の搖 ぎな き 土地に 垂跡 遊ばされて、 京の 

都 を 御 守護 遊ば し、 遠い昔に 御垂跡 遊ば 

されて よりこの 方、 遙か 後の世の 彌勒菩 

薩が 出生 し て 三會を お催しに な る 時 を お 

待ちに なり、 この 久しい 間、 變り のない 

ありがた ぃ神德 をお 示しになる の， て ござ 

います」 

【五】 

臣下 「ほんと に 遠い昔から、 御代々 の 帝 を 

二八 四 七 


 松 - 

0: 牛 野 I 北 野の 西北 隣で、 

； 牛 野： t 社が ある C 

〇 贺茂— 山城^ 愛お 郡、 松 

尾の 血 北に 常リ、 卜：！；：； 茂 下 

賀 茂の 社が ある C 

〇贵 船， じく 愛お 郡、 贺 

茂より 遙か 北に 常リ、 ^船 

&利 力 ある C 

〇 祇園 林 —京都の^ 部、 祇 

園 社の 迻。 

■o 嵇 荷の 山 5 もみ ぢ 葉の— 

小：： 今^ Is^ の^ 「し r れす 

る稻 荷の 山の もみ ぢ葉は あ 

をかリ しょ リ思 ひ そ め て 

き」 を 引いた C 稻荷山 は？^ 

南 紀^ 郡 深^-山の 北部。 

OS  111^=— 慈^ は 彌^^ 

薩で、 释迦 人滅艽 十六 位 七 

千 の 後 この^に 出生し 

一一 一 囘の法 會說敎 を 行 ひ 二百 

八十 二 億 人に 阿 雜漢を W し 

める。 これ を =1 會と い ふ。 

〇 松の 尾の 神 一. S— 哓を 待つ 

と いひ かけた e 

【五】 

〇 木綿 四手— 挤の 皮で 作つ 

た lw。 言 ふ を 木綿に、 幣の 

紙 を 利に いひ 力け た e 

〇 すずし め— 神の 心 を 慰め 

〇 瓱炝 I 祌樂 の咔庭 上に た 

く 火 e 

■〇 榊^— 神^の m 名： 

〇 都人— 神の 吿を见 給 へ と 

いひ かけた e 
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よ ,  it  1-- しん i.、  s,、 すゑ 

に C 代々 を 守りの ftwi^ なほ 行末 ぞ賴 もしき 

ュ 『時し も 今日の 御 神拜。 ありが たしと も 木綿 

四手の。 祌の 夜神樂 面々 に 神 をす ずしめ 中さん 

とき  よ か ぐら  -51  も- |は  ャず / ゝ 

地 『さ て は 時し も 夜神樂 の 。 ^も 普き 數 々 に 

t にァ 『す はや 照り そふ 夕月の 

地ヒ庭 燎の光 

ひァ 『榊 葉 を 

うと  を i め  A- で  よな  & すそ  い ろ / ゝ 

地 『^ふ 少女の 袖 はえて。 花の 裳裾 も 色々 に (と シ テ 

立ち W 。紅葉 を か ざ し 松の^の 神の 小 2 を 都人，： 仪神 

樂を It み 給 へ とよ。 神 樂を拜 み^ へ とよ 

と 常. にて ヮキ へさし、^ I して M かに 屮 人。 ッレ も械 いて 

慕に 人る。 

【問】 

ヮキ (ヮキ ヅレに y いかに 誰か ある 

ヮ キグ レ (辭 儀して) 「御前- 

ヮキ 「所の 者 を 呼びて 來り 候へ 

ヮ キヅレ 「畏 つて 候。 (仕手 柱 際に 出で) 所の 人の 渡り 候 か 

狂言 所の 者、 着 附搞^ 斗 =• 狂 盲 上下. 陂帶 • おの 装^に て 橋 懸 一 の 松に 立ち. 


 二八 ™: 八  

御せ M 遊ばす^ 德は >  ほんと にあり が 

たいこと-て、 なほ 將來も 御^; 願が： < しく 

うち 紛く ことと、 顿 もしく はれます- 

茏翁 「折よ くも、 今 H 御矮 お下さい ました 

の は、 ほんと にあり がたい こと. てす C わ 

れ. く 一  同で 夜 祌樂を あげて、 祌か； お IS 

めし ませう」 

E 下 「すると、 今 丁度 夜に なった が、 では、 

これから 多勢で 夜 神樂を あげ るの-てす 

力」 

龙翁 「お  >-、 もう 夕月が り 出して 來 まし 

た」 

臣下 「祌樂 の 庭炝 の 光も雠 いて ゐる」 

榊 紫 を讅ふ 少女の 袖が、 この 々=:> 

庭 嫁の 光に 照り映え、 その § は 色々 に 

花の やうに 美しく、 頭に は 紅 M を かざし 

てゐる —— これ は 松 M 明祌の おおです 

ぞ。 都の 方、 よく 夜 祌樂を ぉ拜 みなさい」 

.Z い つ て^え 失せる 想で は， slo 


【間】 


〇 やがて I すぐに。 


〇 寂 光の 都— 械樂淨 土。 


〇 なんぼう— いかほど。 非 

常に o 

松 I 


狂言 「所の 者と 御 尋ね ある。 罷り出で 承らば やと 存 する。 (ヮ キヅレ に) 所の 者と 御 尊ね は。 いか やう 

なる P- 用に て 候 ぞ 

ヮキヅ レ 「ちと もの を 尋ねた き 由 仰せ 候。 近う 來 つて 袷 はり 候へ 

狂言 「田ズ つて 奐 (ヮ キヅレ と共に 舞 « に 入リ眞 中に 坐し) 

ヮキヅ レ 「听の 者 を 召して 參 りて 候 (と いひても との^に つく) 

狂言 「所の 者 御前に 候 

ヮキ 「これ は當 今に 仕へ 奉る 臣下なる が。 この 所 はじめて  一 a の 事に て 候。 當 社の 御 謂れ 語って 閬か 

され 候へ 

す A* ひ 

狂言 「これ は 思 ひも よらぬ 事み-承り 候 もの かな。 我等 もこの あたりに 住居 仕り 候へ ども。 左様の 事委 

しく は 存ぜす 候 さりながら。 始めて 御 目に か ゝり御 尋ねな され 候 事 を。 何とも 存ぜ ぬと 申す もい か 

がに て^へ ば。 凡そ 承り 及びた る 通り 御物 語り 申さう する にて 候 

ヮキ 「やがて 語られ 候へ 

狂言 「さる 程に 當社 松の 尾の 明祌と 申す はつ 君の 間近く 御鎭 座な され。 王位 を 守護し 御 申し あり？ 天下 

安全に 守り 袷 ふ。 然れば 神 は 百 王の 守護神と して。 本 地 寂 光の 都 を 出で 給 ひ。 五衰の 眠り を覺 ませ" 

民 安全に 守り 給 ふ。 これ 偏に 和 光 同 塵 は 結緣の 始め。 八 相 成 道 は 利 物の 終り を^せ 給 ふ。 さるに よ 

つて 神と e. すも佛 とい ふ も。 これ 皆 水 波の 隔てに て。 本地垂 跡と 顯れ C 三世 了 達の 智慧 を 以て。 現 

當 二世までの 道 を 照らし。 誠に ありがたき 御 事に て 候。 さて 又 この 御社と 申す は。 文武 天皇の 御宇。 

大寶 元年 辛 丑の年 御 建立 ありて よりこの 方 。毎日 貴賤 群集 仕り。 參り 下向 は 夥しき 御 事に て 候。 所 

は 九重の 西の 山の端に 現じ。 地形 も 殊更に 勝れ。 向 ひ は 嵯峨の 原。 下は大 井河。 その 川 波の音まで 

も 常 樂戋淨 の诘緣 なり。 なん ほう めでたき 震 地に て 候。 まづ 我等の 承り 及びた る はかくの 如くに て 
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【穴】 

〇 今 とても— 佛 法澆季 の^ 

代で も C 


【七】 

〇 御影 山— 愛お 郡 修學院 村 

にある C 御藤の 緣で 出した。 

〇芄 日の 風 も— 太平の ffl リ 

王充の 論銜に 「太平 之 世、 

艽日 一風、 十日 一雨、 風不 

レ鳴レ 條>  雨不レ 破レ？ 


御座 候が。 何と 思し召し 御 尊ね なされ 候ぞ。 近^ 不審に^ じ 候 

ヮキ 「懇に 語られ 候 もの かな。 方々 以前に 老人と 若き 男の 來られ 候 程に ち 雷 紫 を か はして 候へば。 

當 社の 御 謂れ 唯今の 如く 懇に 語り。 神の 告を 見よ とい ひも あへ す。 その ま、 姿 を 見失うて 候よ 

狂言 「これ は 奇特なる 事 を 仰せ 候 もの かな。 さて は 常 社明祌 現れ 給 ひ。 御言 粱を交 はし 給 ふと 存じ 攸 

間。 暫く 御 逗留な され。 重ねて 奇特 を御覽 あれ かしと^ じ 候 

ヮキ 「愈、、 信心 を 致し。 重ねて 奇特 を 見う する にて 候 

狂言 「御 逗留に て 候 はば 重ねて 御用 仰せ 候 へ 

ヮ キ 「賴み 候べ し 

狂言 「心得 申して 候 

とい ひて 狂言 は 引く C 

-中 


【穴】 

^^上 歌 ハ待 謠 X げ に 今と て も 神 の 代の。 げ に 今と 

て も 神の 代の。 誓 ひは盡 きぬ し るし とて。 祌と 

君との 御惠 み。 誠な りけ り ありがた や 誠な りけ 

り ありがた や 

【七】 出端の 蛾 子に て、 後ジテ 松 尾 明 神、 面邯鄹 男， 黑垂 • 透 冠 • 色 

鉢 卷， 着附 厚板 • 拾 狩 衣， 白 大口， 腰 帶， 扇の 装束に て橋懸 一 の 

松に 出で、 

せん し-つ  *i つ  え  はん ザい  & どり とき は 

後ジテ 『そ れ 千秋の 松が 枝 に は。 g 歲の綠 常 磐に 

て。 御代 を 守り の 御影 山。 君 安全に 民榮 え。 五日 


S 


後 段 

臣下 「今日の やうな 末世. て も、 祌 代の あり 

がたい 御 狩 願は盡 きず、 その 證據 に、 わ 

れ われが この やうに 神と 大君との 御^み 

を 受ける ことの 出來 るの は、 ほんと にあ 

りが たい 忝い こ 一と だ」 

ミ紳 徳^^に 威 «す る。 

【七】 

後ジテ 松： 神 な：«" 

明 神 「千年の 齡を經 た 松の 枝に、 萬 年の 後 

まで も變る ことのない 綠の色 をた 乂 へ 

て、 わが 大君が その やうに 幾久しく 御染 

え 遊ばす やう に と 御守り. E- しあげ、 大君 


〇 袖 も かざしの 玉 かづ ら— 

袖 も かざす を 頭の かざしと 

する 玉 葛に いひ かけ、 玉 か 

づらを かけて の 序と した。 

〇 玉 松の— 玉 は 美稱。 散る、 

露 は 玉の 緣語。 

〇 白 鏠の— 露の 緣で 白と つ 

づけた。 白 鏠の袂 とか  >- る 

ので ある C 


【八】 

〇 朱の 光— 玉垣の 朱色の 光 

〇 こ や— これ や。 

〇 更け 行^ ^— 神風の 吹く と 

いむ 力け た 


の 風 も 枝 を 鳴らさぬ。 松の 尾の 神と はわが 事な 


り 


まひ  たちと 


松 


地 『八 少女の。 袖 も かざしの 玉 かづら 

シーア 『かけて ぞ 祈る 玉 松の 

ひ^り ち  つゆ  しらね ひす S  さつく 

地 『光 も 散る や 露 も 白 鏠の鈴 も颯々 の。 舞の 袂は n 

お. 0 しろ 

面白き C と 舞 に 入り) 

〔神 舞〕 

を 舞 ひ、 引績き 次の 謠に 合せて 舞 ふ C 

【八】 

あき  よ かぐら こ ゑ す 

地。 ンギ 『秋の 夜 神樂聲 澄み て。 秋の 夜 神樂聲 澄み 

,J A  しん ^う  あげ  ひがり 

て。 神 さび わたる 深更の 朱の 光 はありが たや 

に は び  あき  I？ き は うと  めう ちん 

シテ 『庭 燎の影 も 明らけ き。 榊 葉 謠ふ妙 文の。 こや 

まつ  を  かふか^ ふ  ゆ  あき  を 

松の 尾の 神風 更け 行く 秋ぞ 惜しまる る 

地 『げに 惜しむ ベ し 惜しむ ベ し。 今宵の 時 も 逢 ひ 

にあ ふ 

シテ 『月の 光 も 照り 添 ふや 
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が 御 安らかに おはす やうに、 民も榮 える 

やうに、 五日 每に穩 かな 風 を 吹かせて、 

木の 枝 を も 鳴らさない やうに、 御代の 太 

平 をお 守りして ゐる松 尾 明 神 は 自分で あ 

る o 

ぉ&、 多勢の 少女 達が 袖 を かざし， 玉 か 

づらを かけて、 祈りの 舞 を 奏する と- 松 

の 露が 玉の やうに 光 を 放って 散り、 鈴が 

さらく と 鳴る。 それに つれて 白 縫の 舞 

, 袖の 飜る さまが 實に 面白い」 

ミ K 女の 舞に 興じた 想で、 

〔神舞〕 

み-舞 ひ、 

【八】 

臣下 「夜 神樂 の 聲が 澄み わたって- いかに 

も祌々 しい 感じの する、 この 秋の 夜の 眞 

夜中に、 玉垣の 朱色の 光り輝いて ゐ るの 

は、 實 にあり がたい 貴い さま だ」 

明 神 「庭燎 の 火影 も 明らかで、 ありがたい 

榊 葉の 歌を謠 つて ゐ るう ちに、 かう して 

松 尾 の 神風が 吹いて、 次第に 夜が 更け て 

行く ので、 ほんに 殘り 惜しく 思 はれる」 

臣下 r あ  ほんと に 殘り昔 し い ことで ござ 

います。 今晚 はこの やうな 都合の よい 時 

に 逢 ひまして …… 」 

明 神 r 月 の 光 も 照り 添う て、 玉垣の 朱色が 

一； 八 五一 


松 


〇 さしひ ^ ^1 扉 を さすと い 

ひかけ た。 さす も 引く も 舞 

の 手の 名 e  , 

〇 袖の. 露— 袖 括 2楮 の 垂れ 

〇 小 忌 衣 1 祭官义 は 舞 人の 

着る 装朿。 

〇 雪 を 廻らし 1 舞^の 獒し 

〇 千 早 振る 1-巫 女の 涪 るち 

はや (禅) を祌の 枕詞に いひ 

かけた、 

〇 おの づ から— 松 尾のお の 

音 を 重ねた。 

〇 畏 きおの— 秋の 長き 夜に 

畏き を 兼ねた。 


尾  

みけ  た i がき 

地 『朱の 玉垣 

シーア 『玉のと びら 

地 『さしひく  ig の 露 かけて" 光 も 散るな り 小 忌 衣。 

立ち It ふ 花も^ 妙の。 雪 を 廻らし 千 早き る。 W 

ぞ 久しき 松の 尾の。 おの づ から 長き 夜の 。祌 樂ぞ 

めでた かりけ る 神樂ぞ めでた かりけ る 

と 舞 ひ 納め、 常^に て 拍子 を^む。 


 二八 五 二 

籽 明い こと だ」 

と. お 舞 ひになる、 さす 手、 ひく の 

舞の 手に つれて、 舞 衣の 袖の つゆの 動 

くさ ま は、 光が 散る やう. て、 花の やう 

な 美し い 舞 姿 は 雪 を 散らした やうで あ 

る。 かう して、 松 尾 叨祌が 秋の 夜長の 

長い間、 御代の 長久 を 祝って、 祌樂を 

奏された の は、 資 にめ-て たいこと. て あ 

つた。 .. 

松お 明紳、 めでたく 舞 ひ 納めて！ K 場。 


觀 (寶春 


喜) 


解 說 


四 番目 複式 夢幻 能 

ヮキ 阿倍野 市人， 前シテ 男 (男 

の 靈)、 前ッレ 友の 男 (三 人)、 狂 言 

天 王 寺の 者、 後シテ 男の 靈 

攝津國 阿倍野 

九月 

能 本 作者 註文 ニー 百 十番 謠目錄 ともに 世阿彌 

の 作と す。 申 樂談儀 後人 加筆の 項に 永 正 十 一 年 十月 

言經卿 記に 文 祿四年 四月 二日 本 曲註釋 のこと が 見えて 


【人物】 


〔所】 

^ 時 〕 


廿 八日 南都 雨 喜びの 能に 演 能、 光源 院御 元服 記に 天文 十五 年 十一 一月 廿 一 一日 演能 ■ 

ゐる *- 

〔梗概】 攝津國 阿倍野の 邊に 住んで ゐる 男が 、市に 出て 酒を賣 つて ゐ ると、 いつも 友と 連立って 來て、 酒宴 をす る 男が あつたが、 或 日、 

その 男が 「松 蟲の音 を 聞いて 友 を 忍ぶ」 といった の を 聞き咎めて、 その 謂れ を 尋ねる と、 その 男 は、 昔 この 阿倍野 を 二人の 親しい 友が 通 

つたが、 その 一人が 松 蟲の聲 にう ち 興じて、 千草の 中に 分けて 入った ま \、 叢の 中に 死んで しまったと 語り、 自分 は その 幽靈 であると 

打明けて 歸 つてし まふ。 市人が その 囘向 をして ゐ ると >  かの 亡霊が 現れ 出て、 酒 友の 情を謠 ひ、 千草に すだく 蟲の音 にう ち 興じて、 舞 


IKS 


松 


一一 仄五四 


を 舞 ふ。 

〔出典】 古今 集の 序に 「富士 の 煙に よそへ て、 松蟲の 音に 友 を 忍び」 と ある 句から、 想 をお たもので あらう。 阿^ に松豳 塚が あるが、 そ 

れは 恐らく この 曲に よって 作られた もので あらう。 

【槪 評】 室町 時代 かち 色物の 文藝が 現れて 來 て， お伽草子に は 幾 種 か 作られて ゐ るが、 謠 曲に はさう した もの は 見えない。 たに 本 曲 は、 

男性 同志の 濃 やかな 友情と いふよりも、 今一 歩 進んだ 戀 慕の 情 を 描かう とした ものの やうに 察せられ るが、 それ を 男女の alB、 親子の 

愛憐の やうに 鮮明に 描いて ゐな いので、 主 想の 捉へ 難い ものに なって ゐる。 しかし、 作者の 企阏 したと ころも、 秋の 酐に すだく 齒の昔 

を 背景と して、 戀 慕の 情 を ほのかに 描き出し、 何となく もの 淋しい、 もの 哀しい 情趣 を寫 さう としたの であって、 念 友の^^ を 鮮 かに 

描く こと は 好まなかった ので あらう。 形式 方面に 於て は、 第 四 節に、 「人影に 隠れて 阿倍野の 方に 歸り けり」 といって、 普： i ならば、 これ 

で 中 入と なるべき 所 を、 ロンギで 再び 前 ジテを 呼び 房して ゐる のが、 珍しい 手法. て ある。 


【二 


〇 阿^野 ——大阪市の 南、 天 

王 寺から 住吉に 至る 一 帶の 

平地。 今 大阪市 天 王 寺^の 

阿倍野に 松蟲 塚と いふの が 

ある e 


〇5| る さ— 歸リ 方、 歸り が 

け。 


一 1 


名乗 笛に て、 ヮキ 市人、 着 附段熨 キ=> 素袍 上下 • 小刀 の 

装束に て 出で 名乘 座に 立ち、 


ヮキ 「これ は 津の國 阿倍野の あ たり に 住 居す る 

者に て 候。 われ こ の 阿倍野の 市に 出で て 酒を寶 

ところ  こ  わ だ  * でと こ  あ ** た きた 

り候處 に。 いづく とも 知らず 若き 男の 數多來 り 

，けの  ^へ  えん  ^へ  なに 

酒 を 飲み。 歸る さに は 酒宴 をな し ており 候。 何 

ふ しん  あ ひだ け ふ  きた  い 

とやら ん 不審に 候 間。 今日 も來 りて 候 はば^ 

何な る 者 ぞと名 を： ねば やと 存じお 

とい ひて 脇 座 に 行き 下に 居る。 


【 I 】 

前 段 

市人 「私 は磺 阿^野の あたりに^/」 で 

ゐる者 V- すが、 この 阿倍 W の 市に 出て、 

酒を赍 つ て ゐ ます と、 どこか ら來る の か 

分らない が、. 若い 男が 多勢 や つて 来て、 

酒 を 飲み、 歸り がけに は： 盛り をして、 

そして 歸 つて 行く ので 15。 その 樣子が 何 

だか 不審に 思 はれる ので， 今 U も來 たな 

らば、 どうい ふ 者 か >  お を站 ねて 見よう 

と 思 ふので す」 

w 見 は 人に 自 Qsg 介 * して、 * 件の 述べ、 

市！？ で 待ち受けて ゐる 


【二】 

〇 もとの 秋 を も松蟲 の— 昔 

の 秋に また 逄 ふこと を 待つ 

を 松に いひ かけた。 

〇 友 をし のぶらん— 古今 集 

序に 「富 士の堙 によ そ へ て 

人を戀 ひ、 松蟲の 音に. K を 

しのび」 と ある に據っ た。 

〇 更け 行く まま に— 秋風 の 

吹く と いひ かけた。 

〇 長月— 九月 C 

〇 有 明— まだ 月 9 入らな い 

うち に 夜の 明ける こ と。 

〇 袖 ふれ つづく— 市人の 絡 

え 間な くう ち績 いて 行く さ 

ま を いふ o 

〇 深綠— 衣の 色に かけて い 

、 o 

〇？； お 代 衣— 蓑の 代リに 着る 

衣。 合羽の 類。 色々 の 身 を 

蓑に いひ かけて こ の 語 を 出 

し、 衣の 緣語 紐に いひ かけ 

て 「日 も」 を 呼び出す 料と し 

た o 

〇 遠 里な が ら— 住吉 の 遠 里 

小 野 は 名 は 遠 里で あるが、 

赏際 はこ の 近くに あるとの 

意。 

〇 こ や 住の 江の— これ や 住 

吉の。 こや を 攝津の 毘陽池 

にい ひかけ た。 住の 江は朿 

成 郡住吉 (今 大阪市に 入る) 

の 古名。 

〇 岸 野— 住吉の 岸。 夫木抄 

藤 原 公繼の 歌に 「夕され ば 


松 


【二】 

次第の 嗨子 にて、 シテ 男、 直面 • 着 附段弒 斗 目 ，絰 水 衣 • 白大 

口， 腰 帶. 扇の 装束に て 笠 を 被リ、 ッ レ男 三人、 着附 無地 熨斗 

0>縷 水 衣 • 白 大口  • 腰 帶. 扇の 装束に て 舞 辜： に 入 リ向合 ひ、 

あき  まつ VL 

"レア 次第 『もとの 秋 を も极蟲 の。 もと の 秋 を も松蟲 

ね  H- も 

の。 音に もや 友 をし のぶらん 

地-取 に シ テ は 正面に 向き、 

*a  かぜ ふ  ゆ  たが づき  あり やけ さ；：！ 

シ テ サ -ン 『秋 の 風 更け 行く ままに 長月 の 。 有 明 寒き 

もさ 力 1J.1  そ で  いち びと  i も 卜. *  い 

朝風に。. な (向 合 ひ) 『袖 ふれ つづ く 市人の。 伴 ひ 出 

A ち  くさ は  つ ふかみどり たつ  ゆ 

づる 道の ベ の。 草葉の 露 も 深綠。 立ち 連れ 行く 

いろ /ヽ  の しろ-ごろ も ひ  い  あべ  いち ぢ  い 

や 色々 の 蓑 代 衣 日 も 出で て。 阿倍の 市路 に出づ 

るな り 

. な 下 歌 『遠 里ながら 程近き こ や 住の 江の 浦傳 ひ。 

しほ かぞ  ふ  -? しの  みき くさ 

上 歌 『潮風 も。 吹く や 岸 野の 秋の 草。 吹く や 岸 野の 

まつ  ひ Z  お A  なみ きこ  こ ゑ A\  ib さそ 

秋の 草。 松 も 響きて 沖つ 波。 聞え て聲々 友 誘 ふ 

こ の 市人の 數々 に。 われ. も 行き 人 も 行く。 阿倍 

野 の 原 は 面白 や。 阿倍野 の 原 は 面白 や 

「阿倍野の 原 は」 と ッレは 地謠. iii 前 に 行き て 立ち、 シテは 常 

蟲 


【二】 

シテ 男の 亡茧、 昔の 姿 を こて、 ？' レ男 多努 VJ うち， 

連れて 登場。 

男 「親しい 友の 生きて ゐた 頃の、 昔の 秋に 

また 逢 ふこと が 出来ようかと- 心待ちに 

待 たれて、 松蟲の 鳴く 昔 を 聞く と、 とか 

く 亡 き 友 の 事が 思 ひ 出される こと だ」 

.、J 次第に 懐 S の心挂 を 述べ 、 

男 「秋風が 吹 い て 、 夜が 次第に 更け て 行く 

につれ て、 さすが 九月、 秋の 長夜 も、 有 

明の 月 を 空に 殘し たま  >- 明けて 行って、 

朝風が うすら 寒く 吹き 渡る。 そ の 中 を I 

物 を賣る 市人 達が、 草葉に 露の どつ さり 

とか、 つて ゐる道 を、 うち 連れ立 つ て 陸 

績 として 行く。 そのうちに、 日 も 空に 出 

て來 たの， て、 自分 達 も 色々 の 姿 をして、 阿 

倍 野に 行く の だ。 遠 里の 小 野と いへば、 

名前 は 遠 い やうで あるが、 實は こ  >- から 

餘り 遠く もない 所 を、 住吉 の浦傳 ひに 行 

くと、 潮風が 住吉の 岸の 秋草に 吹き 渡つ 

て、 松風 も 響けば、 沖の 波 も 高く うち 寄 

せ. 風の 聲、 波の音、 色々 聞え る 中 を、 

また 友達 を 誘 ひ 合った 市人が、 てんでに 

話しながら 行く C さう した 仲間に 自分 達 

も 立ち交って、 同じ やうに 話し合 ひなが 

ら>  阿倍野の 原に 行く の は >  ほんと に 面 

白い こと だ」 

二八 五 五 


 松 

錦と 見 ゆる 住 吉の岸 野の 萩 

を 洗 ふ 白波」 

o 松も憨 きて 沖つ 波— 古今 

第 凡 河 內躬恆 9 歌に 「住の 

江の 松 を 秋風 吹く からに 獰 

うち 添 ふる 沖つ 白波」 

【三】 

〇 白樂 天— 名 は 居 易、 樂天 

は その 號。 支那 唐 代の 著名 

な 詩人で、 その 白 氏 文 a は 

最もよ くわが 國 人に 愛！ 1 せ 

られ た。 〔白 樂灭〕 參照。 

〇 洒功賛 —白 樂天が 洒の功 

德を稱 焚した 詩の 題名。 和 

漢 朗詠 第に その 序 「唐 太子 

お.：！ t 白樂： 人、 亦 嗜レ洒 作 一一 洒 

功賛 I 以繼レ 之」 の 句を收 む。 

〇 琴詩洒 の. KI 和漢 朗詠 集 

白樂 夭 の 寄 二股 協 律 一 の 句に 

「琴 詩洒友 昝拋レ 我、 雪 》: 花 

時 最憶レ 君」 から 出た 詰。 

〇 市 館— 市の 物 を資る 家。 

〇 わが 宿 は 菊賣る 市に あら 

ね ども— 古歌 を 引いた ので 

あらう が、 出 所 は 分らな い。 

〇 面 々—各々 方。 

〇酺 洒— 美洒。 

〇 今日は いつよ リ— 今日は 

、 

いつもより。 

〇 遊樂遊 舞— 管絃、 舞樂の 

趣び。 

〇 なかなか の 事 —然 りと い 

ふ 意の 時代 言葉。 


【三】 


座に 行き 笠を脫 ぎて 手に 持つ。 ヮキ 立ち、 

ヮ キ 『律 へ 聞く 白 # 天 が 酒功賛 を^り し 琴 詩 酒 の 

友。 今に 知られて 市 館に。 樽 をす ゑ 盃を竝 ベ て。 

寄り 來る人 を 待ち ゐ たり ズシテ に 向 ひ〕 「いかに 人 

人 酒 召され 候へ 

シテ 『わが 宿 は菊+ 買る 市に あらね ども。 「四方の 門 

邊 に人騷 ぐと。 詠みし も 古人の 心な る ベ し。 い 

ひと <\ めんく  れい しゅ < 

かに 人々 面々 に？ ヮキに 向き リ。 醞酒を 酌みても て 

なし 給へ 

** た  ひふ  きた  b ふ  fj ゆ 

ヮキ 『又 かの 人の 来れる ぞゃ 。「今日はい つより 酒 

を湛 へ 。 遊 熟 遊 舞 の 和歌 を 詠 じ。 人の 心 を 慰め 

辦へ。 早くな 歸り給 ひそと よ 

シテ 「何 われ を 早くな 歸り そとよ 

ヮキ 「なかなか の 事 暮れ 過ぐ ると も。 月 を も兒捨 

て 給 ふなよ 
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•/J いひながら、 市 3« に く。  ， 

【三】 

市人 「話に 聞けば、 .H 樂天は 酒の 功德 を稱 

讚す る 詩 を 作って、 琴と 詩と 酒と を わが 

友と したと いふ こと だが、 今 もこの 市場 

で、 .21 分 は 酒 © を 置いて、 盃を竝 ベ、 洒 

を飮 みに 來る人 を 待って ゐ るの だ。 S 速 

を 見て) さあ 皆搽、 お 酒 を 召し 上れ」 

男 「昔の 人が 『ほ 分の 家 は 菊 を？ K る 市場で 

はない の だが、 多勢の 人が 欲しがって、 

門 ゆと ころで 大騷ぎ をして ゐる』 とい ふ 

歌 を 詠んだ の も、 かう した 心 持 をい つた 

もの. てあらう。 さあ 酒屋さん >  皆の 者に 

旨い 酒 を 酌して、 御馳走して 下さい」 

* 人 「お、 また 例の 人が 來たぞ をい 

ひ) 今日 はいつ も より 洒をど つ さり 仕込 

んで りきましたがら、 昔 樂ゃ 舞樂の 遊び 

をし >  また 和歌^も 詠んで、 ゆっくりお 

慰み 下さい。 早くお 歸り なさって はいけ 

ません よ」 

男 「何で 寸、 私達に 早く 歸 るな とい はれる 

のです か」 

市人 「さう-てす。 日が 暮れても、 また 月の 

景色 をお 見捨てなさい ますな」 


〇 花 の もとに 歸 らんこと を 

I 和漢 朗詠 集 白樂天 の 詩句 

「花 下 忘 レ歸因 II 美景 T 櫞前 

勸 レ醉是 春風」 を 引いた。 卽 

ち 前， の 「古き 詠」 は 白 樂天を 

指す。 

〇 暧め洒 —身 を 暖める ため 

に飮 む洒。 

〇 藥と 菊の花の— 漢書 食貨 

志に 「夫 鹽食肴 之將、 酒 百 

藥之長 - と あり、 洒は藥 で 

あると 聞く と いふの を 菊に 

いひ かけ、 なほ 彭龃が 菊の 

水 を 飮んで 七 百 歳の 壽を保 

つ た 故事 を 匂 はせ た 〔猩々 〕 

にも 類句が ある。 

〇 馴衣— 着 馴れた 衣。， 友に 

馴れ と いひ かけた， 

〇 袂に受 けたる 月影— 盃を 

W に喷 へ、 又眞の 月が 盃に 

う つ る 意 を^ね た。 

〇 移ろ ふ 花の— H: が盃 にう 

つ る 事 を、 色の 移り 衰ふ花 

にい ひかけ、 花の 顦ば せと 

續 けた。 

〇 まさ リ草— 菊の 異名。 額 

色が 次第に 美しくな り まさ 

ると い ひかけ た e 

〇 千年の 秋 を も— 菊 も 松 も 

千年の 壽を祝 ふめで た いも 

ので あるから、 まさり 草 を 

承け て、 こ の 句 を 出し、 松 

蟲の 松に いひ かけた。 

〇 いつまで 草— 壁 生 草、 き 

づた。 いつまでもの 序に 用 

ヘム 

も 


お  なに  し s  r.y  a 

シテ 「仰せまで もな し 何と て か。 こ の 酒 友 をば 見 

捨 つべき。 古き 詠に も 花の もとに 

だへ  こと  わす 

ヮキ 『歸 らん 事 を 忘る る は 

シテ 『美景に 因る と 作りたり 

そん  まへ  ゑ ひ  す *  はる  かぞ 

-な 『樽の 前に 醉を勸 め て は。 これ 春の 風と もい 

へり 

とシテ ヮキの 方へ つめ、 これより 謠に 合せて 仕 科。 

いま  あき  か ザ あた *  y け  ふ  し  くすり i ？、 

地下 歌 『今 は 秋の 風。 暖め 酒の 身 を 知れ ば。 薬と 菊 

の 花の もとに。 歸 らん 事 を 忘れ い ざ や、 御酒 を 

愛せん。 上 歌 『たと ひ暮 るると も。 たと ひ暮 るると 

や いう  と.0  なれ ごろ も  たら i  う  つ A ケゅ  うつ 

も。 夜 遊の 友に 馴 衣の。 袂に 受けた る 月影の。 移 

ろ ふ 花の 顏 ばせ の。 盃に向 へ ば 色も猶 まさり 草。 

ち とせ  あき  かぎ  まつ むし ， ね  つ 

千年 の 秋 を も 限ら じ や。 松蟲 の 音 も 翁き じ。 い 

つまで 草の い つまで も。 變らぬ 友 こそ は 買 ひ 得 

たる 市の、 寳 なれ 買 ひ 得た る 市の 寶 なれ 

と 常 座に 立 つ。 

蟲 


男 「いや 仰し やる まで もありません、 どう 

して この 酒飲み 友達 を 見捨てる ことが 出 

来る ものです か。 昔 白 樂天は 『花の木 m 

に^ん-て ゐ ると、 景色の 面白さに 歸るこ 

と を 忘れる』 と 詠みました …… 」 

市 入 「さう./ \-、 その 次に 『のどかな 春風 

に 浮かされて， つ い 酒 を飮み 過して 醉ぅ 

てし まふ』 とい ひました な」 

男 「ところが、 今 は 秋風の 吹く 頃で、 から 

だ を 暖める 爲に酒 を飮む の に よ い 時節. て 

すから、 春の 花なら ぬ 菊の花の もとで、 家 

に歸る こと も 忘れて、 百藥の 長の 酒を大 

に飮 みませう。 な あに、 たと ひ 日が 暮れ 

たと ころで、 友達と 一緒に 夜まで 遊ぶ こ 

とに は 馴れて ゐ るの だし、 かう して 月影 

の 映る 盃を 受けて ゐれ ば、 空の 色ば かり 

- てない、 顔の 色も憨 * あかくな り まさる 

， 、 

とい ふ ものです。 さう いへば. その まさ 

り 草の 菊 は 限りの ない 長壽を 祝 ふ もの 

で、 松 も 同樣 …… 、 さう だ、 松と い へば > 

松蟲の 鳴く 音 を 聞く につけても、 いつま 

でも 忘れられな いのは 無二の 親友. て、 こ 

れこ そこの 市場. て 得た 隨 一 の寶 だ」 

ミ， われ 知ら ゃ萑友 追慕の £S を 洩らす。 

二八 五 七 
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 も  

ゐた。 堀 河 W: 首に 「壁に 生 ふ 

るいつ まで 草の い つまで も 

かれす. と ふ ベ き篠 原の 里 」 

【四】 


◎ それにつ きて I 刊行 會本 

に は 「それ について - と あ 


〇 心 もとな く 思 ひ I 氣が か 

に 思 ひ。 


I 蟲  

ヮ キー. いか に 申し 候。 唯今 の 言葉 の 末に。 松蟲の  ー|曰 

"も.  - つけた S は  いか  いは 

に 友 をし の ぶ と 承り 候 は。 如何なる 謂れ にて 候 

ぞ 

y ふ^ふ  ものがたり  かた  き 

シテ 「さん 俊 それ に つきて 物語の 候 語つ て 問 か 

せ 申し 候べ し 

おん もの がた 

ヮ キ 「さらば 御物 語り 繁 へ 

シテ眞 中に 行きて 下に 居る。 ッレ • ヮキも 下に 居る。 

t** し  6  ベの  i つ はら  ひふ ，£ た >  T 

シ テ 昔 こ の 阿倍野 の 松原 を。 ある 人 二人連れ 

ふ"  をり ふし まつ むし  こ ゑ おも f-ろ  きこ 

て 通りし に。 折節 松 蟲の聲 面白 く^え しかば。 

一 人の 友人。 かの 蟲の | 曰 を 慕 ひ 行き し に。 今 f 

人 の 友人。 や や 久しく 待て ども 歸ら ざり し S に。 

心 もとな く 思 ひ 尋ね 行き 見れ ば。 か の 者 草 露 に 

臥して 空しくなる。 『死なば 一 所と こそ 思 ひし 

に。 こ は そ も 何と い ひたる 事ぞ とて。 泣き 悲し 

め どか ひぞ なき 


二  \  It!  r-* 

【四】 

市人 「もうし、 今のお 話の 中に、 松蟲の at 

く 音 を 閗 くにつ けて、 友の 事 をな つかし 

く 思 ふと 仰し やった が、 それ は ど 5 した 

わけなの です」 

男 「さ やう、 それにつ い て 物語が ありま 

す。 話して お^かせし ませう 」 

市人 「 どうぞお 話し 下 さ い 一 

男 「昔、 或 時 この 阿^ W の 松原 を、 一 一人の 

仲の よい 友達が 述れ立 つて 通った の です 

が， 丁度 その 時 松蟲の ％ く- 蹈が而 白く 聞 

えたので、 その 中の 一 人の 友が、 その 蟲 

の 音 を 慕 つ て閗き に 行つ たの. てす。 も 一 

人の 友 は 暫く その 友の 歸っ てく るの を 待 

つて ゐ たの. てす が、 いつまでも 歸 って來 

ない の， て、 心配して、 その 友 を 探しに 行 

つて 見る と、 その 友 はおの WI いた 草の 上 

に 倒れて、 死ん. てゐ たのです。 『死ぬ 時に 

は 後れ 先立たず、 必ず 一 緒に 死なう と 思 

つて ゐ たのに、 これ はま あ  一^ どうした 

こと. てあらう』 と 泣き 悲ん だが、 今 はも 

うどうす る こと も 出来ません。 致し方 も 


〇 土中に 埋 木の 1 土中に 埋 

れ ると いひ かけて、 古今 集 

序の 句 「色好みの 家に 埋木 

の 人知れぬ ことと なりて」 

を 弓 レ た 

〇 朽ち もせで， t 浮 名が 朽ち 

消え もしな い で。 

〇 松蟲の 1 待つ と いひ かけ 

た o 


〇 立ちす がりた る— 解し 難 

い。 「多勢 寄り集まって ゐ 

る」 とい ふ ぉ思 にと りたい 句 

である C 


【五】 


松 


ど ちう  む もれ ひと し 

地下 職 そ のま ま。 土中に 埋 木の。 人知れぬと こそ 

思 ひしに。^ ち もせで 松蟲 の。 一 | 曰に 友 をし のぶ 

名の 世に 扁れ ける ぞ 悲しき ハ としを =0。 上 歌 『今 も そ 

の。 お をし のびて 松蟲 の。 友 をし のびて 松蟲 の。 

音に 誘 はれ て 市人の。 身 を變へ て 亡き 跡の。 亡 

靈こ こに 来りたり C 恥 か し や これまで なり。 立 

、| ち びと  ひと かゆ  かく  あにの  力た 

ちす がりた る 市人の。 人影に 隱れて 阿倍野の 方 

に、 歸り けり 阿倍野の 方に 歸り けり 

シ テ 「亡靈 こ こに 來 りたり」 と 笠 を 持ちて 立ち 橋懸 一の 松に 

ラく。 ッレも 同 #- に 立ちて その ま、 幕に 入る。 

【五】 ， し ぎ  , な ぶ 

地 n ンギ 『不思議 やさて はこの 世に も。 亡き 影 少し 

のこ  i_- と  と も び. こ  な ごむ  しほ  た. ** 

殘 しつつ。 こ の 程の 友人の。 名 殘を暫 しとめ 給 

へ 

をり ふレ あき  くれ t つ むし  な  ^ 

シテ 『折節 秋の 暮。 松蟲も 鳴く もの を われ を や 待 

つ |§ ならん (と 舞 裏に 歸る〕 

こ * ろ  むし  ね  **  こ ゑ 

地 『そ も 心なき 蟲の 音の。 われ を 待つ 聲ぞと はま 


なぐ、 その 友 を その ま、 土の 中に 埋めた 

のです。 そして、 この やうな 浮 名 は 人に 

は 知られ はしまい と 思つ てゐ ました の 

に.、 友 は 死んでも 浮 名 は 消えず 『松蟲 の 

鳴く 音 を 聞く と、 友の 事 をな つかしく 思 

ふ』 とい ふ 浮 名が、 世間に 漏れた の は、 

ほんと に 悲しい ことです。 實は今 も、 そ 

の 亡き 友の 事が なつかしく 思 はれて、 松 

蟲の 鳴く 音に 誘 はれて、 かう して 町の 人 

の 姿 を 装うて、 昔の 亡 靈がこ K へ 現れて 

來 たのです。 あ \ お 恥 かしい、 ではお 暇 

します」 

と， そこに 多勢 立って ゐる 市人の 影に 

隱れ て、 阿倍野の 方へ 歸 りかけ た。 

【五】 

市人 はこれ を 呼. ひ 留めて、 

t 人 「これ は 不思議 だ。 すると、 もはや こ 

の 世に ゐ ない 人の 亡靈 なのです か。 それ 

にしても、 今少し こ、 に居殘 つて、 昔の 

友達との 名殘 をお しのびなさい」 

男 「さう だ , 今 は 丁度 晚秋， て、 松 蟲が鳴 い 

て ゐる、 あれ は 私 を 待 つ て ゐる聲 でせ う」 

(VJ 立歸 る) 

市人 「 1 體、 何の 心 もな い 松蟲の 鳴く 聲を， 

1 二八 五 九 


松 


〇 言の葉に も かかる I 歌に 

も 詠まれる。 

o 秋の 野に 人 松 蟲の聲 すな 

リ われ かと 行きて いざと む 

ら はん— 古今 集讀 人知らず 

の 欲。 歌の 「とむら はん」 は 

尋ね 訪ふ 意で ある の を、 囘 

向の 弔 ふ 意に とって、 市人 

が亡靈 9 囘向 をす る 意 に轉 

じ、 「ありがた や」 とつ け 

た o 


【問】 

〇 たべ— 飮 む。 

〇 怠り. S- し 候— 無沙汰し ま 

した o 


蟲  

ことし からぬ 言葉 かな 

シ テ 『蟲 の 音 も。 蟲 の 音 も。 し の ぶ 友 をば 待 てばこ 

そ 一一 目の 葉に も か かるらめ 

地 『げ にげに 思 ひ 出 だしたり。 古き 歌に も 秋の 野 

に 

ひ と ** つ VO  こ w 一 

シテ 『人 松 蟲の聲 すなり 

地 『われ かと 行きて： い ざと むら はんと 思しめ す 

か 入々 ありがた や これ ぞ 誠の 友 を。 しのぶ そよ 

松蟲の 音に。 伴 ひて 歸 りけ り蟲の 音に つれて 歸 

り サ り 

と 左 へ 廻リ常 座に て 開き 靜 かに 屮入； 

【問】 狂言 天 王 寺の 者、 着附段 熨斗 H> 長 上下 • 腰帶， 扇， 小刀の 貌 束に て名乘 座に 出で： 

狂言 「かやう に 候 者 は。 天 王 寺の あたりに 住居す る 者に て 候。 今日は 阿 估 野の 市に て 候 間。 參 りて 酒 

を もた ベ 申さば やと 存 する。 さても，/ \- 今日は 思 ひの 外の 市立に て。 一段と 賑やかに ぉ< よ (と se; 屮に 

出で 下に 居て)。 今日は 忘り. &し 

ヮキ 「何とて/  j の^は 御出で^ まぬ ぞ 

狂言 「尤も 前々 より 參り. S- したく 候へ ども。 卟 はぬ 用 _s 事 候て。 忘り. E. して 候 
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自分 を 待って 呼んで ゐ ろの. た >  などと い 

はれる の は、 變な、 ほんと らしく もない 

話， てす が …： 」 

w 「いやさ うぢゃありません。 たと ひ 心の 

ない 蟲 だとい つても， その^く の は、 戀 

しい 友 を 待つ 心から 出れば こそ >  歌に も 

詠まれて ゐ るので す」 

市人 「なる 程、 それで 思 ひ 出しました。 古 

歌に 『秋の 野に …： 」 

S" さう， てす  

『秋の 虾に人 松蟲の すなり、 われ かと 

行きて いざと むら はむ』 

(秋の 野で 松 S が 入 待ち 顔に s いて ゐ る-その 待 人 

は 自分で あらう かミ、 一つ 行って 來て 見よ ラ) 

と； 廊 まれて ゐ るので す。 あなた 方 も 私共 

の をして やらう と 忠し召 すので す 

か。 あ.^ ありがたい、 これ こそ 誠の 友と 

い ふ ものです」 

と、 友 をし のん. て 鳴く 松蟲 の^に^ は 

れる やうに して、 この^ は歸づ て 行つ 

た。 


ヮキ 「ゆにく 尤もに て 候。 さて 方々 に 尋ねた き 事の 候 

狂言 「御 尋ねな された きと は 如何 やうなる 御用に て 候ぞ 

ヮキ 「思 ひも よらぬ 申し 事に て 候へ ども。 松蟲の 音に 友 を 忍ぶ と 申す 事に は。 樣々 子細 あるべし。 御 

存じに 於て は 語って 御 聞かせ 候へ 

狂言 「これ は 思 ひも よらぬ 事 を 御 尋ねな され 候 もの かな。 我等 もこの あたりに 住み 候へ ども。 左様の 

事 委しく は 存ぜす 候 さりながら。 凡そ 承りた る 通り 物語り 申さう する にて 候 

ヮ キ 「5 頃に て険 

狂言 「さる 程に 變らぬ 友の 子細と 申す は。 古 この 所に 器量 骨柄 人に 勝れた る 若き 者の 二人 ありし が。 

仲の よき 事 類 ひなく。 春の 花 秋の 紅葉。 何事 も 申し 合 はせ。 連れ立って 步行 候が。 ある 時 夜に 入り 

この 阿倍野の 原 を 通りし に。 二 尺の 者 松蟲の 音に 聞き入り。 下へ 行き。 今 一 人 は 立ち 留まり 今や 今 

やと 待ち 居た るに。 歸らす 候閒。 不審に 思 ひ 尋ね 行きて 見 候へば。 と ある 所に 空しくなりて 打 臥し 

候 故。 一人の 者 致すべき やう もな く。 日頃 約せ し 事 なれば。 我等 も 共に 空しくならん とて。 その ま 

ま 自害し 失せ 申し 候 間。 痛 はしき 事な りと て。 二人ともに 一つの 塚に 築き 込み 申して 候。 それ故に 

變らぬ 友の 事 は隱れ なく 候。 まづ 我等の 承り 及びた る はかくの 如くに て 御座 候が。 何と 思し召し 御 

尋ねな され 候ぞ。 近頃 不審に 存じ 候 

それがし 

ヮキ 「懇に 御物 語り 候 もの かな。 尋ね 申す も餘の 儀に あらす。 この 程 いづく ともなく 若き 男來 り。 某 

が 酒 を 愛する 者の 候。 則ち 今日 も 參られ 候 程に。 いかなる 人ぞと 尋ねて 候へば。 變らぬ 友の 事 を 身 

の 上の やうに 申され。 松原に 入る かと 見て 姿 を 見失うて 候よ 

狂言 「これ は 奇特なる 事 を 承り 候 もの かな。 さて は 古の 變らぬ 友の 幽靈 現れ 出で たると 存じ 候 間。 俗 

在 出家に はよ る まじく 候 間。 一 ； 人の 跡 を 御 弔 ひ あれ かしと 存じ 候 

^蟲  二八 六 一 


〇 俗 在 出家— *i 俗と 出家 リ 

俗人と 儈。 


 松 

〇J^ 俗に あらず— 諺。 佾も 

俗人 も 誠經囘 向の 功德 に^ 

リ はな いとの ま息。 


蟲 


二  ^六 二 


【穴】 


〇 草の 假^のと こと はに— 

草の 刈リ、 假. M の 床、 と こ 

と は (永久) と 次第に いひ か 

けて 行った。 

〇 御 法 をな して— 佛事を 行 

つて。 

〇 夜もすがら I 終夜。 

【七】 


〇 秋霜に 枯 るる— 秋 9 霜の 

爲に 草の 枯れる やうに、 力 

が 弱る。 

〇^： は I 须彌 四洲の 一 、 南 

閻浮投 S 略。 この 世。 

〇 郊 原に 朽ち 殘る —郊原 は 

00, こ k では 阿 侪野を 指 

す。 和漢 朗詠 集 藤 原義 孝の 

句に r 暮爲ニ 白骨 一 朽 一一 郊原ー 一 

〇 魄邈— 幽 靈。 


ヮキ 「近-ぬ 不思議なる 事に て 候 問。 佾俗 にあら すと 申す 事の 候へば。 かの^: の 跡を懇 に？？ ひ. S- さう す 

るに て 候 

狂言 「われら も 御 跡より 參り弔 ひ 申さう する にて 候 

ヮキ 「やがて 御出で 候へ 

狂言 「心得 申して 候 

と いひて 狂言 は 引く。 

ヮキ上 歌 (待 謠^ rfe 風 寒き こ の 原の。 松風 寒き こ の 原 

の。 草の 假寢 のと こと はに 御 法 をな して 夜 もす 

がら。 かの 跡 弔 ふそ、 ありが たき かの 跡 弔ふぞ 


ありがたき 

【七】 

一 萆の雠 子に て、 後ジテ 男の 靈、 面 =1 日月 *黑頭* 金 緞鉢卷 • 

襟 花色， 着附 厚板 • 法被 • 半切 • 腰帶 • 扇 の 装束 にて 出で 常 座に 

立ち、 

後ジ テサシ 『あら ありがたの 御 弔 ひやな。 秋霜 に 枯 

むし  ねき  えんぶ  あき かへ こ. -ろ ぷほ yo ゆん 

るる 蟲 の 音 聞けば。 閻 浮の 秋に 歸る 心。 狱郊原 

に 秒ち 殘る。 魄靈 こ れ ま で來り たり。 嬉しく^ 

ひ 給 ふ もの かな ハ と ヮキに 向く) 


【穴】 


後 段 

市人 「松風の 寒く 吹き 渡る この 阿倍^の 草 

原で、 一 夜 を 過す ことと して、 夜通し 怫 

事讀經 をして、 かの 男の ^向 をす るの は、 

ほんと に ありが たいこと だ」 

-Z い つ て IHT..^:- をす る o 


【七】 

後ジテ 男の 亡 *K、 巿 人の^に 現れる 想で 

男 「あ >- ありがた い 御 I! 向で ござ い ます。 

秋の 霜. て 力 も 弱って、 絕ぇ くに 鳴いて 

ゐる蟲 の 聲を閗 くと、 #：： この 世に ゐた時 

の 事が 思 ひ 出されて なつかしくて、 この 

野原に 朽ち 殘 つた S の 幽^が、 こ、 ま. て 

やって 來 たのです。 よくこ そ 御 H 向 下さ 

いました。 ほんと に 嬉しう ございます」 


〇 夕 影 も 深綠— 夕 影 も 深き 

を深綠 に、 綠を 草に いひ か 

けた e 

〇 ぁリっ る 人— 先程の 人。 


〇 浦 は 難 波の— 衣の 緣語裏 

を 浦に いひ かけた。 難 波 は 

今の 大阪。 


〇 いにしへ 今 こ そ I 亡靈の 

住んだ の は 昔、 市人の 住む 

の は 今。 


〇 難 波 人 蘆 火 焚く 屋— 萬 葉 

集卷十 一 の 歌 「難 波 人 蘆 火 

焚く 屋の 煤して あれ ど 己が 

妻 こそと こ 珍しき ■ 一  を借リ 

た C 

〇 忍ぶ 草— 草の 名。 忍 草に 

對 して 忘 草と い ふ 草 も ある 

ので.' 忘れと つ^けた" 


松 


ヮ キ 『は や 夕 影 も 深綠。 草 の 花色 露 深き。 そなた を 

,c  ひと か i  かす  &  ひと 

見れば 人影の。 幽かに 見 ゆる はあり つ る 人 か 

シテ 「なかなか なれ や もとより の。 昔の 友 を猶し 

のぶ。 蟲の 音と もに 現れて。 『手 向を受 くる 草 衣 

の 

うら  なに は  さ 4  ちか 

ヮ キ 『浦 は 難 波 の 里 も 近き 

もべ  いち びと な 

シテ 『阿倍の 市人 馴れ 馴れて 

と； J ろ  ひと 

ヮキ 『弔 ふ 人 も 

シテ 『弔 はるる われ も 

ヮキ 『いにしへ < ^こ そ 

シーア 『變れ ども 

地上 歌 『古里に。 住みし は 同じ 難 波 人。 住みし は 同 

じ 難 波 人。 蘆 火 I 火く 屋も市 館 も？ 正面に 出 3。 變ら 

ちぎ  しの  ぐさ  わす  え  と も 

ぬ 契り を、 忍ぶ 草の 忘れ 得ぬ 友 そかし あら。 な 

つ かしの、 しゃ C とヮキ へさして 行く) 


市人 一 もう 夕日 も とつぷり 暮れて、 草の葉 

にも 花に も 露が どつ さり か 、 つ て ゐる野 

原の 向 ふの 方 を 見る と、 かすかに 人影が 

見える が、 あれ は 先程 逢った 人で あらう 

か 知ら」 

男 「さう-てす、 もと/ \- 昔の 友 を戀 しく 田 3 

つ て ゐた 上、 蟲. の 音 を 聞 いて、 一層な つ 

かしく 感じられ たので、 かう して 出て 來 

て、 御 囘向を 受ける のです」 

市ん 「こ の 所 は 難 波の 里に 近 い 所で •：：• 」 

男 「それ-て、 阿倍野の 市人と もお 親しくす 

る ことが 出来まして …… 」 

市人 「なる 程、 かう して IP- 向す る 私 も  - 


男 「御 囘向を 受ける 私 も、 時代 こ そちが 

へ 、 故鄕は 同じ 難 波の 者で、 焚火 を燒く 

里人の 家 も、 また 市人の 家 も、 昔の ま、 

變り のない の を 見る につけ、 行末 長く 變 

るまい と 約束 をした 友の 事が 忍ばれて、 

忘れられな いのです。 あ、 なつかしい」 


二八 六 =1 


【八】 

〇 忘れて 年 を- 1 以下  一^る 

波の」 まで I： 融〕 にも 同じ 句 

力 w る— 

〇 古に 歸る 波の lit る は 古 

と 波と 上下に か 、る。 

〇 難 波の こと— 何事と い ふ 

怠。 波のと なの 頭領 を 履み、 

H: 難 波の 地名 を いひ かけた 

〇 よしあし I 善惡を 草の 名 

に いひ かけた. - 蘆は雜 波の 

名物で 「よし」 とも 「あし」 と 

もい ひ、 同じ 草の 名で ある 

から、 隔てな きの 序と した。 

〇 朝に 珞花を 踏んで— 和^ 

朗詠 集白樂 天の 詩句 「朝站 こ 

落花 1 相伴 出、 基隨, 一飛 鳥 一 

一 t-KJ を 引いた。 友情の 

濃 やかな 樣を 詠んだ 詩で あ 

る o 

〇^< 筵— 玉の 如く 美し いお 

會の 席。 李 白 9 詩に 「開 二 攻 

筵 1 坐レ花 I 

〇 風 W の 友— 風流な 友。 

〇^ 葉に すだ く— 草葉に 集 

まる r 

〇 心の 友— 風雅の 友。 

〇 一 樹の. 藤の 宿り も— 平家 

物語^^ 落 3 倐に 「一^の 

蓝 におる も 前^の 契 リ淺か 

らず、 M じ 流れ をむ すぶ も 

他^の 緣 なほ 深し」。 說法叨 

SI に 「宿- 一 一 榭下 T 汲 こ 一 

河流 一 ：. 皆 是先世 粽緣」 

〇， 奥山の 深 谷の 下の—— 周 移 


0 

【八】 


地クリ 『忘れ て 年 を經し もの を。 ま た 古に 歸る波 

の。 難 波の ことのよ しあし もげに 隔てな き 友と 

かや 

シ テ こ の 間に 大小 前に 行き、 

シ テサシ 『朝に 落花 を 踏んで 相伴つ て出づ 

地 『夕に は 飛ぎ に隨っ て 一 きに 歸る 

し；'  くわ てう いう が,、  けい えん 

シテ 『然れ ば 花鳥 遊樂の 0 筵 

ふ ゆつ  とも  さ IV-  はる  やま ベ  あき  の  -、. TJ 

地 『風月の 友に 誘 はれて。 春の 山邊ゃ 秋の 野の 草 

葉に すだく 蟲 まで も。 聞けば 心の。 友なら ず や 

シテ次 9 謠に 合せて 舞 ふ。 (舞 クセ) 

地クセ 『 一 樹の 蔭の 宿り も 他生の 緣と 聞く もの を。 

一 河の 流れ 汲みて 知る その 心淺 からめ や。 奥山 

の 深 谷 の 下の 菊の 水。 汲め ども。 汲め どもよ も 

盡 きじ。 流水の 盃は 手まづ 遮れる 心なり。 され 

ば ^ 山の 古 虎溪を 去らぬ 室の 戶の。 その 戒め を 

破りし も。 志を淺 からぬ。 忍 ひ の 露の 玉 水の け 
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【八】 

男 「長い 年月 忘れて 過して ゐ ましたが、 ま 

た 昔の^が 思 ひ 出される のです。 思 へ ば、 

あの 男と は、 何^-につけても、 よ， きに つ 

け惡 しきに つけ、 全く わけ 隔ての ない 友 

情 を 持って ゐ たのです。 

古人 も、 『友と 親しくして、 朝 は：^ くから 

落花 を 踏んで、 一緒に 遊びに 出かけ 、夕 

暮に はまた、 鳥の 塒に歸 るの を 兌て、 一 

緒に 迚れ 立って 歸 つて 来る』 と 申し まし 

たが、 私達の 友情 も それと 同じで、 花が 

^s? が 歌 ふに つけて、 一緒に 梁し く歜 

舞の 宴 を 催し、 風の 吹く につけ 月の^る 

につけ、 互に 誘 ひ 合って >  ^は 春の 山邊 

に、 或は 秋の ® 原に 遊んだ もので、 かう 

した 樂 上い 心 持. て けば、 な m に 集まつ 

て 鳴く 蟲の a» までが、 風雅の 友の やうに 

思 はれる のです。 

世 問 の 諺に 『问 じ 木蔭で 一 絡に 雨宿り を 

する の も >  前， からの W 緣^. て ある』 と 

いはれ てゐ ます やうに、 ：！： じ 河の 水 を 汲 

んだ りして、 一 つ^を^に するとい ふの 

は、 S 緣の漦 い、 友情の はい こと だと 思 

はれます。 水と い へば、 かの 奥山、 縣 

山の 漦 谷に 流れる め， てたい 菊の 水 は、 ど 

ん なに 汲んでも 翁き る ことがない とい ふ 

こと-て あり、 又お めでたい 曲水の 实に、 

水に 流れる 盃 がわが 前に 来れば、 ^がま 

だ 作れなくても >  まづ これ を 手に 持つ と 

いふの も、 仍に樂 しむ 心 持から 出た もの 

-て ありませ う。 ^とい へば、 洒に關 係し 


王の 臣慈 童が 酈縣 山で 菊の 

下水 を 汲み 八 百 歳 9 壽を保 

つたと いふ 故事 を 指す。 〔菊 

慈 童〕 〔枕 慈 童〕 參照。 

〇 流水の 盃 111! 月 一一 一日 禁中 

に 行 はせられ た 曲水の 宴 を 

指す。 

〇 手まづ 遮れ る —和漢 朗詠 

集 曲水 宴 を 詠んだ 菅原 雅规 

の 詩句 「礙レ 石 遅 來心竊 待、 

牽レ 流遄過 手先 遮」 を 引い 

た o 

〇 廬 山の 古— 以下 こ の 節の 

語釋、 本 曲の 末に 記す C 


【九】 

〇 雪 を 廻らす— 舞 姿の 美し 

い 形容。 雪に 對 して 花の 袖 

といった。 

<)- きりはたり ちょう 1 機 を 

綠る音 • 機 綠蟲の 鳴く 萆。 

〇 つづ リ させて ふ I 古今 集 

* 原 棟梁の 歌に 「秋風に ほ 

ころびぬ らし 藤 持 つ^-りさ 

せて ふ きり |^\" す 鳴く， f つ 

づ りさせ」 はつ れ、 着物 

の 綻び を 刺し 耩 へとの 意で 

きり... 5:\ すの |g 聲。 きりぎ 

りす は 今の 総 蛑( こ ほろ ぎ) 

である。 


松 


い せき を 出で し 道と かや 

シーア 『それ は 賢き 古の 

地 『世 もた け 心さえ て。 道 ある 友人の 數々 積善の 

よ けい ぃ〈 /ヽ  あ ミ ね ひろ  &ち  い. -*  ぢょ くせ  にん 6 ん 

餘慶家 々 に 普く 廣き 道と か や。 今 は 濁世 の 人間 

殊に 拙き われらに て。 心もう つろ ふや 菊 をた た 

へ 竹 葉の。 世 は皆醉 へり さらば われ 一 人 醒め も 

せ で 。 萬 木 皆 紅葉 せ り 。 唯松蟲 の獨 音に。 友 を 待 

ち 詠 をな して。 舞 ひかな で 遊ばん 

と 舞 ひ 上げ、 

【九】 

シテ 「一 ^の。 雪 を 廻らす 花の 袖 

f 黄 鐘 早 舞〕 

を 舞 ひ、 引績き 次の 謠に 合せて 舞 ふ。 

おも しろ  ち ケ さ  VL  ね 

シテ ワカ 『面白 や。 千草に すだく。 蟲の 音の 

地 『機 織る 音の 

シ テ 『きりは，^ りちよ A ゥ (と 扇 を 打合せて 拍子 を 踏み) 

地 『きりはた りち よう。 つ づ りさせ て ふ 蟋!. 茅蜩。 

蟲 


た 故事が 思 ひ 出され ますが、 昔 かの 廬山 

で、 虎溪 より 外に 一 歩 も 出ず、 庵室に 籠 

つ て ゐた慧 遠 禪師が 飮酒戒 を 破った の 

も" 深い 友情から 起った ことで、 禪師は 

その 爲に 思 はず 禁戒 の 虎溪か ら外 へ 出た 

ので ありました。 尤も これ は 昔の 賢人. 

世間の 人情に も 長 じ、 心 もさと く、 聖人 

の 道を辨 へ た 人 々 が 集ま つ て 、 友誼 を 結 

ん だもので、 色々 善行 を 積み重ねた 餘德 

を 以て、 子々 孫々 まゼ 廣く榮 えたので あ 

ります が、 今 は 濁惡の 末世で、 殊に 私達 

は 前世の 戒 行の 拙い つまらない 人間の こ 

ととて >  最初から 飮洒戒 を 守らうな どと 

いふ 了簡 はなく、 めでたい 菊 を 眺めて は 

酒を飮 み、 誰も 彼 も、 世間の 者が 皆醉っ 

てゐ て、 從っ て 自分 だけ は醉 はない、 醒 

めて ゐ ると いふ 事 もな く、 皆眞 赤な 顏を 

して ゐる —— いや、 人間ば かりで はない、 

す ベ て の 木が 皆 紅葉し て 赤くな つて ゐる 

のです。 さう だ、 たに 紅くなら な いのは 

松 だけ だ …… いや、 松と いへば、 松蟲が 

獨り S しく 鳴いて 友 を 待って ゐる、 その 

やうに、 私 も 友 を 待って、 歌 を 謠ひ舞 を 

舞って 遊び ませう」 

【九】 

男 「花の やうな 袖を飜 して 舞 ふ 舞が、 實に 

美しい こと. た」 

〔黄 鐘 早き 

み-舞 ひ、 

男 「お、 面白い こと だ。 色々 の 草に 集まつ 

て 鳴く 蟲の聲 が、 機 を 織る靑 の やうに、 き 

二八 六 五 


〇 茅蜩 1裒 の 末 、ル秋 ^ 

初、 主として 夕菘に 鳴く」 

^の 1^ 後 撰^お 入 匁ら す 

の^に 一 茅蚓， ゾ錄^ く 力ら 

に松& の 名に の みムを S3." 

かな」  £  . 

〇 色 音- 1 昔 色 ^色 ， - 

〇 りん リん I- 松蟲の 鳴き^ 

O めいめ いた リ I- 評 4 に， 

辭 w に は 冥々 の 字 を充 

つ。 浚 者に 從ふ べきで あら 

か。 光悅 本に も 「冥々」 の 

^を充 つ e 

〇 雜 波の 鐘— 難 波 寺卽ち 夭 

王 寺の 鑌" 、 

〇 あさま 1 朝と あ 力ら さ 

まと、 兩意を 兼ねて 緩つ た 

〇 ほのかに I 尾花の 穂と い 

ひかけ た C  ？ 

〇 あしたの 原— 大和のお^ 

であるが、 こ、 では 翠に朝 

の 原と い ふ 意。 


だ々 のおず のなかに。 わきて わ が 忍 ぶ。 松蟲 の 

§。 りんりん りんりん として。 夜の 聲め いめい 

たり 

地 『す if ゃ辦 まの 鏠も明 方の。 あさまに もな りぬ 

ベ し、 さらばよ おお 4! 癒の 袖 を。 招く 尾花の ほ の 

かにお えし。 駆^え て 二 早 たる あしたの 原 

に。 草茫 々たる あしたの 原に。 蟲の 音ば かり や。 

殘 るらん 蟲の 音ば かりや 殘 るらん 

と 舞 ひ 納め 常 斑に て §5 扣子を 踏む 
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+S たり • ちょう、 きり • はたり. • ちょう 

と、. ふ。 きりぐ 十 は 『つ ビ れを 刺せ』 と 

いふ" その外、^ 網 や 色んな^ が、 色んな 

ぜ色で 鳴く が、 そ の 中で も、 私 のな つ 力し 

く お ふ松蟲 はりん • りん， りん • りんとば 

て- ほ 夜中に 淋しい 璲を 立てて ゐる。 

…… ぉ乂、 夭 王 寺の 明 方の 鐘が 鳴って、 

朝が たと なりました。 かう 叨 るくな つて 

ま、 私の 姿 も あら はに なり ませう。 そォ 

ではお 別れし ます。 名殘 は^き ません 

と、 袖 を ふって 招く 姿が ほのかに 見え 

たかと ふと、 もう 消え失せて 跡 かた 

もな く- たに 草の 茫々 と 生 ひまって ゐ 

る 朝の 野原に、 ^く 蟲の昔 だけが おつ 

てゐ るば かりであった。 


〔考 異 〕 

0 流 (ョ. 流)      ^、ド 系 P づ 7v--f  0 はこお でて. め を裒^ (下懸 る 者に て 候 

、、、、、、う 、. つ ^  ^1 (下懸 ぬ) 男の 數 S 叫^^  (下懸 某が 洒 を 5 飲み 攸が. 史に， おる さに はや tf して" リ 

さても この 程) いづく とも 知らす も き (T あ r」 5 ゾ *き3  f  、き rt.lF、J、 ノソ を 乍り し (存剛 

、、、、  3519  、Fi トノン ヶ J も…… 【三】 ヮキ 「傅へ 聞く，； 3榮夭 が (^ra; 作リ し) ^"刃 i を. 1 ？  H 

(下懸 を 知らず) 候 何と やらん 不審に 候 間 (S ナシ) 八-曰 も ： r 一一 一し y「 J—f-?? お へ (i ナ .vr き に-.. -S に 

、の) i …… 【s シテ 「さん 候 、(、下 1>) 、の^.、： 、ヮキ 「さらば 御物 r 候へ (下？  ノ 

11^,^1 (下 懸：. に^ t し 者 二人 伴 ひ 或 夕 S この t を) ？ しに …… 

古謠本 (光悅 本) 


【一 1 ヮ. 「これ は 津の國 ；… 住居す る (光、 仕、 る) 者 …： われ "「の. (光 『5 阿倍野の ；… 河 を飮み (光 候 か〕 f は」 に は ： ... 【四】 シテ 「昔 

この …； がの (光 ナシ〕 蟲の？ 慕 ひ …：. 今一 人 S 人 (光、 と、 も〕 ：… 地上 歌 「今 も その ：… 人影に 隱れ (.光ま きれ) て 阿倍野の ：••： 

己 

〇廬 山の 古 I 晉の 霞禪 師 13 に 籠居して 農 さ 外 S なな £、 或 時 陶淵， 陸 1st. ？、 管 ，てま 飮み、 二 

人 を 送って 計らず 虎溪の 外に 出た とい ふ 故事 を 指す。 「-三 笑〕 參照。 

〇 室の 戶 I 庵室。 

0 その 戒め I 飮 酒の 佛戒。 

〇 志を淺 からぬ —友情 を 深く 思 ふ 。 

OS ひ の 露 la ひの 繁 きを 露に 喩 へた 語。 

〇 けいせき I 大和 田 氏の 評 釋には 「戒石 また は警 石」、 丸 岡 氏の 辭 解に は 「影 跡」 であ、？ とい セー けい」 は溪 で、 溪石 でな 力ら. ぶ 

〇 世 も， たけ 1 世間の 人情に 長 じ。 

O.K 人の 數々 I 慧遠は 所謂 十八 賢と 白蓮 社 を 結んだ。 

〇 镜 善の 餘慶 I 周易 繋 辭傳に 「镜善 之 家必有 ^ 餘慶こ 

〇 濁世 I 道義 の 暧れた 濁惡の 末世" 

〇 拙き われら I 前世の 戒 行の 不十分な 我等。 

〇 心もう つろ ふや I 友情が 移り 變リ 易い とい ひかけ て、 霜で 色のう つる 菊と つ r けた 

〇 竹 葉 |洒 の 異名。 竹の節 (よ) を 世に いひ かけた 

〇* は昝醉 ヘリ I, 屈 原の 漁 父辭に 「舉 レ世昝 濁、 我 獨涛， 衆人 昝醉、 我 獨醒」 

〇 紅葉せ リ— 洒に醉 うて 額の 赤くなる に 寄せて い つ た。 

〇 唯松蟲 の— 萬木昝 紅葉す るのに >  たぐ ひとり 常綠 である 松と いひ かけて 松蟲 とつ V けた 

〇 獨ー 昔に！ K に 別れて 獨寢 すると いひ かけた 


松 


厂 
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【能 柄】 五番 = 劇的 夢幻 能 

【人物】 子方 姬、 ヮキ 越後の 者 (父 y ッレ 母の 靈、 

シテ 俱生神 

【所〕 越後 國 松の 山家 

〔{時 〕 (無 季〕 

【異稱 〕 德川 初期 に 作られた 八 卷本 花傳書 に は 〔松の 山 鏡〕 と ある。 

【作者〕 能 本 作者 註文に 作者 不明と ある 外、 古記 錄は 見當ら ない。 

【梗 槪】 越後 國 松の 山家の 者が、 先妻の 三年 忌に、 持佛 堂に 行つ て燒香 

しょうと すると >  その 忘 形見の 姬が 物を隱 したので、 さて は^の 通 

り、 繼母 を呪咀 する ので あらう と， 姬を 疑った が、 實は 母の 形見の 鏡 

に 映ろ わが 姿 を 母と 想つ て、 追慕して ゐ るので あった。 やがて 母の 亡 

靈が 現れ て、 姬に 詞を かけて ゐ ると、 俱生祌 が 出 て 、母 を 地獄に 連れ 

歸 らうと したが、 その 淨 玻璃 鏡に 映る 姿 を 見れば、 母 は姬の 孝行の 功 

德 によつ て 、 菩薩の 姿と な つ て ゐた の で , 俱生神 は 驚 いて、 自分 ひと 
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りで 地獄に 立ち 翳った。 

【出典】 鏡 は 夙く 神代の 北 n からあった ものであるが、 一般に は、 室町 時代に 入った 後 も、 なほ もの 珍しく 思 はれて ゐ たので あらう、^ に 映 

る 影の 不思議 さから、 悲 .1*喜 劇を缚 する ものに、 謠 曲に 本 曲が あり、 狂言に 「土產 鏡」 が あり、 小^に 「銥破 翁 縛？！」 が ある。 ^败ぉ パ：^ 

は、 近 江 國の賤 の 翁が 鏡の 靈 異に 恐れて、 酐 となく 山と なく 逃げ走って、 遂に 仙境に 入る とい ふ 筋で、 趣の ちがった もの-て あろが、 ^ゆ 

の 〔松 山 鏡〕 と 狂言の 「土產 鏡」 と は 同 趣な、 互に 冈果關 係の ある もので、 舞 辜" も^ # とも； 1： じ 松の 山家 V- あり、 文お も 「^どもが 封へば 某 

が 影が 映る、 扇 を 映せば 扇の 影、 これほど 目の前に 映す ものの 影が 見 ゆる」 (狂言) などと 问搽の 筒 所が あるので ある。 そして、 その^に 

映る 影 を 見て 嫉妬す る 想が、 法苑珠 林に、 若い 夫婦が 酒 翻に 映る わが 姿 を 見て、 互に 仇し 男 • 仇し 女と 思 ひ 誤って 嫉妬す ると ある 說話か 

ら出 たものと すれば、 狂言の 方が その 本 形に 近 いものと 見られよう。 

【槪 評】 ^話 物の 謠曲 として 、興味の あろ 题材を 採った ものである。 殊に S 女の 嫉妬 をホ 想と. しないで. 孝子の 思 B を 中心とし たの は >  い 

かに も 謡 S 作者ら し い よ い 構想で ある。 從っ て ヮ キの中 入まで は、 劇 能と して 穏當 な圆^ な 脚色て あろが、 その後 をが 幻 能の 形式に とつ 

て 、ッレ 母の 亡 靈とシ テ俱生 神と を 出した の は、 甚だ-小.：！ 然な、 拙劣な 工夫で あつたと 思 ふ。 i 十方姬 とソキ 父との w 向に よって、 母の 亡 

靈が 現れる とか、 或は 〔鹈 飼〕 の やうに 俱生神 だけ を 出す とか、 した 方が よかった やうに 思 ふ。 結局， 而， H: い IS 想で あろが、 全^の 脚色と 

して 失敗した もので、 「土. 楚鏡」 や 「鏡 破 翁 ：1 詞」 がその 極の 文藝 中で， 相當 高い 地位 を 占めて ゐ るの に 反し、 これ は 謡 仙 中の 秀れ たもの と 

は 見られな いので ある。 
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〇 松の 山家— 今の 越後 國^ 

頸 城 郡 松 之. E 村 逡の鄕 名。 


【 I】 


後 は、 銃^ を正而 先に 出す。 

子方 姬、 签* ^帶 • 襟 赤 • 着附 招^.^ 跺^ 流の^ 來 にて 川 

地^ 阼 前に 下に はる。 

名^ 饬 にて、 ヮキ 越後の 者 (父)、 涪附 K 熨斗 =• 素袍上 H 

b 刀 つお. 数珠の 装 東に て 出で 名 乘咴に 立 ち 、 


ヮキ 「これ は 越後 の 國：^ の 山家 に 住居す る 者に て 


【 I 】 


^  0 は 松 s 山.； *a  " キ い せ！：  §m.0 


父 「私 は 越 後¥ 松 の 山家 に 仆 ん で ゐ る^; 


〇 妻に 後れ I 妻に 死別し。 

〇 對の屋 —平安朝 時代の 寢 

殿 造に、 中央に 母屋つ 好 殿) 

を 造つ て 主人の 住む 所と し 

その 柬 西に 相對 した 楝を造 

つて、 妻妾 又は 女な ど を 住 

ませ、 これ を 對の屋 と い つ 

た。 但し 室町 時代 以降 一 般 

に 行 はれた の は 書院 造で、 

こんの は 離れ 屋の 意で 用ゐ 

た のか も 知れな い。 

〇 持 怫堂— 日夕 禮拜 する 佛 

や^^ を 安置した 室。 

【二】 

〇 雲と なリ 雨と なり— 宋玉 

の 高唐賦 に、 楚襄 王が 陽臺 

とい ふ 所に 行幸した 時、 夢 

に 神 女が 來て會 合し、 別れ 

に 臨んで >  「妾 在-一 巫 山 之 陽 

高 丘之蛆 T 且爲 11 朝 雲 1 基 爲 II 

行 雨？ 朝々 暮々 陽 辜： 之 下」 

と 誓った と ある 故事 を 指す 

夫婦の 契りの はかな い 例に 

擧 げた C 

〇陽臺 —四川 省 巫 山 蝶に あ 

る o 

〇 金 谷の 春 I 晉の石 崇が金 

谷の 別館で 綠珠 とい ふ 美人 

を寵 して ゐ たが、 趙王 倫に 

襲 はれて、 綠 珠は樓 から 飛 

んで 死に、 崇は柬 市で 斬ら 

れた 故事 を さす C 金 谷 は 河 

南 省 洛陽縣 の 西に ある。 

〇 月日 の 道に 關守 なければ 


それ ¥-11 ひ.？  &  つま  おく  き の ふ 

候。 さても 某 久しく 添 ひなれ し 妻に 後れ。 昨日 

今日と は 存じ 候へ ども。 はや 三年に なり て 候。 

t た わす  V- た ふ  ひめ  いち にん も  もま  はわ 

又 忘れ形見に 姬. を 一 人 持ちて 候が。 餘 りに 母が 

事 を 歎き 候 程に。 對の屋 を 造り 傍 に 置きて 候。 

こん にち  はわ  めい にち  ほど  ちぶつ _u う 

又 今日は かれが 母の 命日に て 候 程に。 持佛 堂に 

立ち 出で。 燒 香せば やと 思 ひ 候 

子方 その 場に て、 

【一一】  , „、  i で， 

子方 サ シ 『雲と な り 雨と なり。 陽 臺の時 留め 難く。 

花と 散り 雪と 消え。 金 谷の 春 ゆく へ もな し。 月 

日の 道に 關守 なければ。 母御に 離れて 今年 はは 

や。 旣に 三年の その 日な り 

ヮキ これ を きゐて、 

ヮキ 「あら 無慙 や。 何事 やらん 姬が獨 言 を 申し 候。 

(子方に S ひ) い かに 姬が あるか。 父が 來 りたる ぞ。 

持 佛堂を 開け 候 へ 。 あら 不思議 や。 何 や らん 物 

を 立ち 翳す やうに 院。 いかに 姬。 さても 汝が 母に 
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ノ しす。 さ て 私が 永年 連れ添つ て ゐた 妻に 

死別した の は、 つ いこの 間の こと、 昨 曰か 

今日の 事の やうに 思って ゐ たのに、 も は 

や あれから 三年に なった のです。 その 忘 

形見に 一 人の 姬がゐ るので すが、 餘 りに 

母の 事 を 歎き 悲しむ ので、 對の屋 を 造つ 

て、 そこに； 1H ま はせ て 置く の-てす。 ところ 

で 、今日は その 母の 命日に 當る の で 、持佛 

堂に 行って、 燒香 しょ、 「と 思 ふので す」 

w 見物人に 自己紹介 をす so 

【二】 

子方 姬は對 の 屋にゐ て、 

姬「 昔 支那 の 陽臺 で 『朝 は 雲 となり、 夕暮 

に は 雨と なって、 通って 来よう』 と 約束 

した 人の 契り も， はかなく 絕 えてし まひ、 

金 谷で 夫婦 樂 しく 過した 人 も、 忽ちに 花 

の 散り 雪の 消える やうに、 はかなく なつ 

てし まった とい ふ 事です が、 私のお 母樣 

も、 その やうに 早くお 亡くなりに なって、 

それ以来、 月日の 經 つの はほんと に 早い 

もので >  お別れし てから、 今年 はも はや 

三年、 今日は 丁度 その 御 命日な のです」 

-/J 獨 言 をい つ て 母 を 追慕して ゐ る。 父 はこれ を 閔 

い て、 

父 「あ \ 可哀想 に、 姬が何 や ら獨言 を い つ 

て、 悲しんで ゐる わ。 (S に) これ 姬はゐ 

やる か。 お 父 さまが 來 たよ。 さあ 持怫堂 

をお 開けなさい。 .：.： おや、 これ は變だ 

ぞ。 何やら 物 を隱す やう だ。 これ 姬， そ 
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—  ：=!:!:! は 誰も W める ことが 

出來 ず、 ずん^^と 過ぎて 

行く から。 

〇 無慙ゃ |罪 を 造って.：：： ら 

W ぢな い こと。 轉 じて 殘 酷 

な こと、 三轉 して 可哀想な 

氣 の^な こと。 

〇 元 結 切り— 昔 は 男 も髮を 

結って， 0 たから。 


〇 今の 母— 姬 2 緞母。 

〇 呪 のろ ひ靳る こと。 


〇 お こと —そなた。 

〇M じ 述の綠 —供に： W 架 S; 

土の 逑^ 察に 上る 緣 を^る 

〇 たくまば— 企て 謀らば。 

〇 浮かむ ベ き |械 樂に 生ま 

れ るべき。 

〇^ 珞—！ -IsiNaraka 地：：！ 


後れし 昨。 元結^り 迥 世せば やと 存じ 候 ひ つ れ 

ども。 一 族 どもの 諫め に よ り。 今まで 浮世の 住 

ひたり。 汝 男子なら ば 父と .一 所に あるべ けれど 

も。 女子 なれば！ t の IS を 造り？ ほくな り。 それに 

父が 來り て姬 よと 呼ばば。 さも 嬉しげ にて 立ち 

迎ふ ベ きにさ はなく し て。 やらん 物 を 立ち ほ 

す氣 色の见 えて 候。 さて は 人の 申す も眞 にて 候 

ひけ る ぞ や。 げに汝 は 今の 母 を 木像に 作り。 明 

暮呪咀 すると い ふは眞 か。 何とて さやう にあ さ 

ましき 心 を ば 持ち て ある ぞ。 母 を戀し く 忍 は ば。 

^念 佛 して 弔 ひて こ そ。 死した る 母 も成佛 し。 

おな は：- す えん 

おこと も； 1! じ述 の ^ となる べきに さはな くし 

て。 さやう に S ろしき 車 をた く ま ば。 正しく 浮 

かむべき 母 も 奈落に がみ。 おこと も： 1： じ 卵に 沈 

む ベ き 事 の あさまし さよ。 何と て 物 を ば 申さ ぬ 
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なた の お 母 さまが 亡くな つ た 時 >  .H 分 も 

髮を剃 つて 出家した いと 思った の だが 、 

親族の 者 どもに 諫められ たので >  今まで 

かう して 俘 世に 蘇らして ゐ るの だ。 それ 

につけても、 そなたが 男の 千で あつたな 

らば、 この 父と 一 所に^ら す^だ けれど- 

女 の 子 だか ら、 對の屋 を 造 つ て 、そこ に S 

いて g くの だ。 それ だのに， お 父 さまが 

來て 『姬 よ』 と 呼んだならば、 いかにも 秘 

しさう にして、 すぐ 迎 へに 來 さうな もの 

だのに、 さう はしない. て， 何やら 物 を^ 

す 様に 兌え たが、 すろ と， 人が いって ゐ 

たの も、 ほんと だった の だな。 そなた は 

今の 母 さまの 木侬 を^って、 始終の ろつ 

てゐ ると いふ^な の だが、 それ はほんと 

なのか。 どうして その やうな あさましい 

心 を 持って ゐ るの だ。 お 母 さま を戀 しい 

と 思 ふの ならば、 暇經念 怫を し て す 

れば、 それ こそ 死んだ お 母 さま も 成 佛し、 

又 そなた も！： じ やうに^ ^に^まれる こ 

とが 出來 よう もの を、 さう はしな いで、 こ 

の やうな 恐ろしい のろ ひな ど をし て は > 

折^: 成佛 せられる に 遠 ひな いお 母 さま 

も、 地獄に^ ちて しま ふこと となり、 そ 

な た も 亦 地 ほ に^ちなければ ならない の 

だ。 何とい ふ あさまし いこと だら 5。 … 


〇 痛 はしゃ— 氣の 毒な こと 

である C 

〇 今 を 限りの 御 時— 臨終の 

御 時。 

〇 わ ごぜ —そなた。 女 を 親 

しんで 呼ぶ 對稱の 代名詞。 

〇 面 だて I 弒の氣 色。 

〇 猶若 やぎて， ー 生前よ リも 

1 曆 若々 しく。 

〇 亡 からん 跡 I 死後。 

〇 添 ひ 添 はれん— 母が 姬に 

添 ひ、 又 姬に添 はれようと C 

〇 面影 を— 添 はれん と 思 ふ 

を 面影に いひ かけた。 

〇 鏡 山 立ち寄り 給 へ— 古今 

集 大伴黑 主の 歌 「鏡 山 いざ 

立ち寄りて 見て 行かん 年經 

ぬ る 身は老 いやしぬ ると」 

に據 つた。 鎗山は 近 江國^ 

生 郡に ある。 

【三】 

〇 きつ と li \ つと。 

〇 漢の武 帝の 后 李 夫人— 白 

氏 文集 一 漢武帝 初 喪 二 李 夫 

人 T 夫人 病 時不レ 竹レ別 、死後 

留,1 得 生前 恩 T 君恩 不レ盡 念 

未レ 巳、 甘 泉 殿 裏 令レ寫 レ眞、 

丹 靑寫， 出竟何 益、 不レ言 不 


ぞ 

子方 『さやう に 御.^ り 候 はば。 隱 さず 申し^べ し。 

痛 はしゃ ® 御前。 今 を 限りの 御 時。 この 鏡 を わ 

ごぜ に 取らす るな り。 母が 姿 を殘す 形見な り。 

戀 しき 時 は 見る ベ しと。 仰せ 候 ひ し 程に。 ある 

とき  か.！ •  &  ふ  はわ  おも  う つ  力 ほ 

時 こ の 鏡 を 見れば。 母の 面 だて 映りし より。 猶 

若 やぎて 見え 耠 へ ば 

地上 歌 『さて は 亡 からん 跡まで も。 さ て は 亡から 

ん 跡まで も。 添 ひ 添 はれん と 面影 を。 殘 させ 給 

はわ ご  じひ  ふしん  お ぼ 

ひける。 母御の 慈悲 ぞ あ り がた き。 不審に 思し 

，な  まる  か ふや ま たよた ち *  -ご 

めされば。 見せ 參 らせん 鏡 山 立ち寄り 給 へ 父御 

ぜん 

前 立ち寄り 給へ 父御 前 

【三】  ふ r  ？ぶ 

ヮキ 「これ は 不思議なる 事 を 申す もの か な。 空し 

くな りし 母の 何し に 鏡に 映りて 見え 候べき。 但 

しきつ と 甲 5 ひ 出 だした る 事の 候。 漢の武 帝の 后。 
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…何故 もの を 言 はない の だ」 

姬 「その やうに お叱りになります のなら 

ば- 隱 さないで 申します。 お 母 さま はお 

可哀想に、 お亡くなりになる 時、 私に 『こ 

の 鏡 を そなたに あげよう。 これが 自分の 

姿を殘 して 置く 形見な の だ >  母 さまの 戀 

しい 時には、 この 鏡 を 見なさい』 と、 かう 

仰し やった の で， 或 時  >  」 の 鏡 を 見 ます と、 

お 母 さまのお 顏 つきが そっくり 映って、 

前よりも もつ と 若々 しくお 見えに なり ま 

したので、 さて はお 亡くなり になった 後 

まで も、 私に 添って ゐて やらう、 お 母 さ 

まに お 添 ひする やうに と、 お 姿 をお 殘し 

下さった のかと 思 ふと、 お 母 さまのお 慈 

悲 がほんと にあり がたいの-てす。 もし 不 

審 にお 思 ひになる ならば、 お見せし ませ 

う e お 父 さま、 この 鏡の そばへ 寄って 御 

覽 なさい ませ」 

【三】 

父 「これ は 變な事 を い ふ もの だ。 死んだ 母 

さまが" どうして 鏡に 映って 見える 喾 が 

あらう。 だが、 ふっと 思 ひ 出した ことが 

ある。 昔 漢の武 帝の 后 李 夫人が おかくれ 

になった 後、 帝 は 夫人との お別れ をお 悲 

二八 七 一一 一 
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レ笑愁 II 殺人 7 亦 余 W 方士合 II 

笫藥 T 王签^ 練金爐 焚， 九 

華 帳； ゆお im 々、反 魂 香 降 n 夫 

人魂 T 夫人 之 魂 有 二 何^ T み 

^引 到 >ぉ ク^ぬ 之 旣來 何お 

不 = 须贝 T  ^緲 悠^^ 滅去」 

によった C この 事 〔花：^〕 に 


〇 ^ 武ゥ： 帝の 后 光叨^ 后— 

W 武灭 ^は 第 m 十 K 代の 帝 

光明な 后 は 藤^ 不比 等の 女 

ともに 佛法 をお も^お 遊ば 

された が、 本 曲に 記されて 

ゐる やうな 俾說の 出 所 は 分 

ら ない 〔安宅〕 の 勸進 帐參照 

〇 梵； 人 —梵灭 王。 色 界仞^ 

天 屮の大 梵天の 主。 

〇^ 王— 地狱の 主、^ 魔 下；。 


李.！ k 人な くなら せ 給 ひて 後。 帝 后の 御 別れ を^ 

しみ i ひ。 御 姿 を 甘 泉 殿の 權 にう つ し。 明暮锒 

覽 あり し か ども。 もと より 紛 にかけ る 形 なれば。 

物-: 门 はず 笑 はず。 なかなか 憂 ひぞ墦 ると^ しみ 

給 ふ。 ある 時 仙人の 吿げ て 曰く。 まこと 后の 御 

姿 を叙覽 あ りたく^し めさば。 B の 夜の 隈 なか 

らんに。 反 魂 香 を i 火き 給へ と あり しかば。 敎へ 

に 任せて 月の 夜の 隈 なきに。 反 魂 香 を 焚き^ へ 

ば。^ のうちに 后の 御 姿 まみえ^ ひした めし も 


あり。^ わが 朝の 聖武皇 帝の 后。 .^gMHSj 后な く 

ならせき ひて 後。 これ も 后の 御 別れ を^し み 給 

ひ。 梵天に 祈誓し 給 へ ば。 ヒ憐み 給 ひ。 玉 の I 

に乘せ 奉り。 一 一度 娑婆に 送り！^ ひした めし も あ 

り。 さりながら それ は 上代の 事。 こ れは 末世の 

今の 世に。 さやう の 事の あるべき とは^ じ攸は 


ふ - 


ニ乂ヒ 3* 

しみ 遊ばして、 李 夫人のお P を卄^ 殿の 

^に 描かせて、 始終 御 3i ばした が、 も 

とく^に 描いた^ なの-て、 物 も：.：！： はな 

ければ、 笑 ひもしたい、 却って 歎きが * 

すば かりだと お^しみ 淤 ばした。 すると、 

戒時仙 入が 『ぬ せ>  夫 入のお^ を 御 2i 

ばしたい と 思しめ すなら ば、 月が 隈なく 

照り 澳 つて ゐる 夜、 K 魂 杏 をお 焚き 遊ば 

す やうに』 と 奏上した ので-その 敎の やう 

に、 月の 隈なく 照り 渡った 夜" K 魂^ を 

お焚き 遊ばす と. その の 中から 夫人の 

お 姿が ぉ兑 えに なった とい ふ 例 も あり > 

又 わが 國 でも、 聖武 天皇のお^ 光 叫.：.」 卩 

がおか くれ 遊ばした 時 も、 * が. MI^ との 

お別れ をお 悲しみ 遊ばして、 梵天王に お 

祈り 遊ばす と， 閣魔 玉が お；^ の^に 思つ 

て、 皇后 を 玉の 興に ぉ乘せ 巾して， ニ^ 

この^に お： おり 巾した とい ふ 例 も ある。 


しかし-それ は 古い^の ことで ，末 ^^や 

の 今の^に、 その やうな^ 特な 事が あら 

うと は 思 はれない が- あれの も姬に 


〇 筋な き 事— 道理の ない 事 

つ まらな い 事。 

〇 山鳥の I 隔て て の 緣で出 

し , 山鳥 の をろ と いひ かけ 

て、 おろか の 序と した。 萬 

葉 集の 來 歌に 「山鳥の をる 

の 初 尾に 鏡 かけと な ふべ み 

こそな によ そ H- けめ」 

〇 おろか 1 おろそか。 疎界。 

〇 戀 衣の— 戀 衣は戀 する 人 

の 衣、 實 母に 寄せて いふ。 

干ぬ 袖、 異妻、 重ね、 恨み、 

見え じ、 いづれ も 衣の 緣詰。 

〇 たらち ねの 親の— 拾遗集 

(萬 葉 集に も) 柿 本人. 麻呂の 

歌 「たらち ねの 親の 飼ふ蠶 

の 繭 ごもり いぶせく も ある 

か 妹に 逢 はずて」 を借リ て、 

繭 を 黛に いひ かけた。 

0 いと 細し— 黛の 絲と いひ 

かけた。 鏡に 映る 母の 姿の、 

いと 細く 見える の は、 誰 を 

戀 ひて、 こ の やうに 痩せた 

の であらう との 意。 

〇 見ても 泣 V ^— 姬を て も 

© が 泣く ので ある。 

〇 涙が すみの —涙の 爲に物 

が 霞んで 見える。 

〇 曇 り增 鏡— 暴 リが^ す を 

^鏡に いひ かけた。 ^銃 は 

眞澄 鏡、 明かな 鏡。 


ね ども。 かれが 母 も姬に 名殘を 深く 惜しみ 候 ひ 

し 程に。 もし 又 さやう の 事 もや 候らん。 立ち寄 

り て 鏡 を 見ば やと 存じ 候。 (作物の 前に 出で) や。 され 

すぢ  こと  まう  ひめ 

ば こそ 筋な き 事 を 申し 候。 や あい かに 姬。 こ の 

か- &  はわ  かゆ  うつ  こと  なに  すぢ 

鏡に 母が 影の 映る 事 はなき ぞ とよ。 何とて 筋な 

き 事 をば 申す ぞ 

-? b  ほど はわ  おも  へだ 

子方 『恨めし や あれ 程 母の まします を。 思 ひ 隔て 

f どり  a  たも  rr>^ まへ 

て 山鳥の。 おろか に 見させ 給 ふかと。 鏡の 前に 

^き ©I た り c と 作物の 前に 行き 下に ゐ て〕。 クドキ 『げ に^ 

別れ て の。 淚も 未だ 干ぬ 袖に。 異妻を 重ね 給 ひ 

うら  こ ひごろ.. 0  ふ  お ぼ 

ぬれば。 その 恨みに ゃ戀 衣の 見え じと 思しめ さ 

るら め。 よし 父に こ そ 蘇く とも 

ふ  おや  こ.'  こ  4* ゆ -す& 

地 『われに は 見えよ たらち ねの。 親の 飼 ふ 蠶の黛 

の。 いと 細し 誰 を かも。 戀ひ瘦 せ顏ぞ 見ても 泣 

み V】  か M  そ こ  --、 ら  i す^, -ふ 

く。 淚 がすみ の 悲し やな。 底より 曇り 增鏡。 あ れ 
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深く 名殘を 惜しんだ の だから、 もし かす 

ると、 その やうな 事が あるか も 知れな い。 

鏡の 前に 寄って 見 ませう。 (接 s 前に 行って) 

や あ、 やっぱり 何でもない、 つまらない 

事 をい つて ゐ るの だ。 これこれ 姬、 この 

鏡に お 母 さまの 姿が 映る の ではない ぞ。 

どうして >  つまらない 事 をい ふの だ」 


® 「あ \ 恨めし い。 あれ 程 はっきり とお 母 

さまが お見えにな るのに 、薄情な お 心で、 

おろそかに 御覽 になる ので ご ざ いませ 

う」 

と 鏡の 前で 泣いて， 

姬 「ほんと に、 お 父 さ ま はお 母 さ まが お 亡 

くな りに なって、 まだ 悲しみの 淚に袖 も 

乾かない うちに、 後妻 をお 貰 ひに なった 

の. て、 それで、 お 母 さまが 恨んで、 お 姿 

を 見せまい とお 思 ひになる のでせ う。 た 

とひお 父 さまに は、 その やうに 分け隔て 

を 遊ばしても、 私に は どうぞお 姿 をお 見 

せ 下さい ませ。 …… まあ， お 母 さまのお 

顔の 瘦せ衰 へて いらっしゃる こと。 誰が 

戀 しくて、 その やうに ぉ瘦 せに なった の 

でせ う C まあ 私の 顏を 見て お泣きになる。 
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【四】 

〇 言語 逍斷— いひ やう もな 

く 驚き：： 木れ た^に 發 する 語 


〇 無佛 世界— 釋迦が 入滅し 

て 後、 彌勒の 未だ 現れな い 

前の 世界 C こ i で は 未 IS の 

土地の 怠 G 

〇 齒鐵漿 —齒 を^く 染める 

こと。 おはぐろ。 

〇 色 を 飾る— 杠 •  .E 粉 を， つ 

けて 化粧す る。 


〇*1 になき 事に— この 上 も 

一 なく甚 ばし いこと として。 

〇 今 はの 時— 臨終 9 時、 死 

に瞎。 


〇 不便 さ I いぢ、 りし さ。 


こ そ はよ 御 ^ぜ よと わが 影に 指 を さす。 げ にあ 

はれな りされば こ そ 幼 き 身の 心なれ 幼き..：^ の 

心なれ 

子方 こ の 問に もとの に K り 坐す。 

【四】,，  -. 

ヮキ 「言語 道斷の 事。 わが 影の 鏡に 映る を 見て。 母 

が^に て ある 由 申し 候 はいかに。 總じ てこ の 松 

の 山家と 申す は。 無佛 世界の 所に て。 女 なれ ど 

も 齒鐵漿 を つ けず。 色 を 飾る 事 も なければ。 ま 

か^- A  まう  し  それがし 

し て 鏡な どと 申す も の を も 知ら ず 候 ひ し を。 某 

一 年 都へ 上りし 時。 鏡 を 一 面 買 ひ 取りて かれが 

母に 取らせて 候へば。 世に なき 事に 悅び候 ひし 

が。 今 はの 時姬を 近づけ。 われ を戀 しく 思 はん 

ふき  かダ， 3  &  ま-つ  i ど  .fr  うつ 

時 は。 こ の 鏡 を^よ と 申しし 程に。 わが 影の 映 

る を 見て 母と 思 ひ 歎く 事の 不便 さは 候。 いやい 

ゃ听詮 鏡の い はれ を 語つ て。 歎き をと どめば や 
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あ 、悲しい、 泯 に 眼が ta んで、 - この 明か 

な^も つて 行つ て、 よくも 兌え ません。 

それ、 あれが お 母 さまです、 お 父 さま そ 

れ御 ilM 一なさい ませ」 

と 鏡に 映る わが 影 を 指して 示す。 幼い 

子供の^と て、 それに 铽 がっかない、 

誠に かわい さうな こ とで あ る。 

【0】 

父 「これ は m いた。 -H 分の 姿が 鏡に 映る の 

を 見て、 母の 姿 だとい つて ゐ るのに は 驚 

いた。 ー體 この 松の 山家と いふ 所 は 1 

けない 片出 <|« で、 女で も、 おはぐろ もつ 

けなければ 、紅お しろい もっけない ので， 

まして 鏡な どと いふ もの は、 まるで 知ら 

なか つ たの だが、 私が 先 iHM 都 へ 上った 

時、 鏡 を 一 つ 買って 来て、 この 子の 母に 

やる と、 母 はこの 上 もない ものと して？ 5;： 

んでゐ たが、 その 死に際に、 姬を 側へ 寄 

せ 『私 を戀 しく^ ふ 時には >  この 銥を兌 

よ』 といった の. て、 姬は 自分の 姿の 映る 

のを见 て、 母 だと 思って 歎いて ゐ るの だ。 

あ. 1 可哀想な こと だ。 さう だ、 何よりも 

この 鏡の わけ を 話して かせて、 歎き を 

解いて やり ませう。 1^1 


〇 父が 立ち寄れば— 以下 二 

一一 一句、 狂言 「土產 鏡」 に 類句 

が ある。 解說參 照。 


〇 一一 一吉 野の— かくと も 見る 

を II 一吉 野に いひ かけ、 古今 

集紀茛 之の 歌 「吉野 川岸の 

山吹 吹く 風に 底の 影 さ へ ラ 

つろ ひに けリ」 を 引いた o 


〇 欺 冬の 影 を あやま つ —和 

漭 朗詠 集^ 愼 公の 句 「欵夂 -I 

誤 ひも 二 暮春 風 こ を 引 き 、 影 を 

兑 て實 物と 思 ひ 誤る との 意 

に 用ゐた C 欵冬は 山^^ 


と 思 ひ 候。 や あいかに 姬。 總 じて 鏡と いふ もの 

に は。 何 にても あれ 向 ふ 物の 影の 映る そとよ。 

こ れ こ れ^ 候へ。 父が 立ち寄れば 父が 影。 ^を 

映せば 扇の 影。 ここ を 以て 思 ひ 知れ C と 仕 科 を 以て 示 

す) 

子方 『げ にげに 父の 仰せの 如く。 今 こそ かくと も 

み よし の  , 

三吉 野の 

ヮキ 『岸の 山吹 風 吹けば 

子方 『底な る 影 も 散れ ば I り 

ヮキ 『靡けば 靡く * あの - 

子方 『影 を あやま つ 

ヮキ 『はかな さよ 

地 『子な が らも これほど 母に 似け るよ とわが 影 

ながらな つかし や 

ヮキ 『父 は淚 にかき くれてや (としをり) 


八ム 

お 


これ 姬， 一 體 鏡と いふ もの は "何でも 鏡 

の 前に ある ものが 映る の だよ。 こ れ御覽 > 

お 父 さまが 側 へ 寄れば、 お 父 さまの 姿が 

映り、 扇 を 映せば 扇の 影が 映る の だ。 こ 

れ でよ く合點 をなさい」 


姬 「ほんと にお 父 さまの 仰し やる 通り、 今 

はよ く 分りました」 

父 「吉野 川 の 岸の 山吹が 風に 吹かれて 散 

ると  」 

姬 「水底に 映る 花の 影 も 散る やう な もの 

でございますね」 

父 「さう だ、 山吹が 風に 靡けば， 水に 映る 

そ の 影 も 靡く やうな もの だ」 

子 「それ を、 私 は 自分の 姿 をお 母 さま だと 

まちがって ゐ たのでした」 

父 「お X、 ほんと に いぢら し いこと だ」 

子 「お 母 さまの 子で あると は いふ ものの、 

よくも まあ この やうに お 母 さまに 似た も 

の だと 思 ひます と >  自分の 姿ながら なつ 

かしう 思 はれます」 

父 「わし も 涙に 目が 霞んで、 よくも 兑 えな 

いの だ。 明るい 鏡 を わが 心から この やう 

二八 七 七  , 
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【五】 

o 子 は 執に 似る たる も の と 

思 はれて 戀 しき 時 は 銃をぞ 

見る. ー 母 の 亡裟が 口ずさむ 

ので ある。 ^仰 作者の^で 

あらう。 

〇^1 亊渺茫 として— 和漢 朗 

詠 集 白 樂灭の 詩句 「往^ 渺 

茫都似 レ^、 1^^ 牛 歸 

レ泉」 を 引 いた。 泉は荧 泉。 

〇 これ を 水と いはんと すれ 

ば— 銥の緣 で、 和^ 朗詠 集 

源 頫の賦 111 花 光 浮 11 水上 1 の 

句 「欲： Ji 二 之 水 T 則^ 女 施 

レ粉之 鏡 淹瑩、 欲 レ謂ニ 之 ほ 

亦^ 人 濯 レ文之 錦 燦爛」 を 引 

き、 錦の 緣で 「故鄕 に 立ち 

歸リ I と紛 けた。 ^女 は^ 

國の 女、 粉 は..：：： 粉、 ^瑩は 

^く &リ の ない 貌。 ^人 は 

錦の ^地ぬ 國の 人、 文 は 錦 

の 紋拔。 評释、 辭解 笠に 「n 

前 母の 亡^ 兑ゅ とも、 ^と 

呼ばん とすれば やがて^ ゆ 

ベ き を # へた リ」 といって 

ゐ るの は 如何で あらう。 

〇 娑婆 —こ の^。 

〇 錦の 柃 I 錦 を^て 故鄕に 

5W ると い ふ！！ i によ つ て、 前 

句 を 承け て 出し、 松 を箭る 

を 君に いひ かけて、 君の 序 

とした。 ^は 姬。 

〇^ 驚かし 給 ふなよ— S の 

亡^が 姬 の^に 现れた 心で 


地 『われ こ そ は： §ら すれ。 面目なの 鏡 や 

ヮ キ 森に 入る。 

【五】 

• ァ シラヒ の * 子 にて、 ッレ 母の^, 而迚女，ぉム？帶*襟，：：.ぉ 

附摺箔 •，：！ 水 衣 • 無色 総^ 腰 卷* 嚒帶の 装^に て 杖 を つ きて 出 

で 常 座に 立ち、 

ッレ 『子 は 親に^る なる ものと m 心 は れ て。 戀 しき 

時 は。 鏡をぞ 見る 

地クリ 『往事 渺茫と してす ベ て 夢に 似たり 。お 遊 

零落して おば。，：： 水に 歸す 

この間に 大小 前に 行きて 床几に か i リ、 

ッ レ サ シ 『これ を 水と いはんと すれば 

地^ち 漢 女が 粉 を 添 ふる 銃活瑩 たり 

ぱ な  しょく じん もん  あろ にしき 

ッレ 『花と いはんと すれば。 蜀 人文 を 洗 ふ 錦 

地 『われ とても 娑婆の 故 鄕に立 ち K らば。 錦の 袴 

君が ため 

ッレ 『昔 を 語り。 申す ベ し 

ゆめお どろ  たも 

地：. 夢 驚かし。 給 ふなよ 
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に： i ら すの だと 思 ふと、 镜 に對. しても 恥 

力 しく  は.^ る」 

.11 い つ て 父 は^ »。 

【五】 

ヅ レ 《 の 亡 s、 姬の ，に 現れる «3 で st.ar 

* 『子 は 親に 似るな る ものと 思 はれて、 想 

しき 時 は 鏡 をぞ兑 る』 

口 やさ みなが,； 姬 の 前に 出で、 

* 「卜  = 人 は 『昔の事 を： S みろ と、 すべてが 

ぼんやりして、 まるで ゆの やう だ。 北口 馴 

染の友 も 老い 衰 へて、 大抵 は 死ん. てし 

まった』 といった o( 全く その 通り だ。 さ 

5 い ふ. II 分 もも はや 其 迩の 人と なって し 

まった の だ。 た^い つ 兌ても おらな い の 

+*、  に央る 影-て、 水鏡 —— 水に 映る 花 

を 見ても， +;: 人 は) 『これ をた r の 水と 兑 

ろ こと は出來 ない、 宛 も 漢^の 女が 化粧 

をす る 鏡の やうに 流ら か だ。 その 水に 映 

る 花の 彩 もた にの 花と 思 ふこと は 出來な 

い。 甓 へば 蜀^の 人が^ しい 錦の 紋はを 

洗って ゐる やう だ』 といった こと だ。 私 

も 今 娑婆の 故 鄉に歸 らう と 思 ふに つけ て 

故 鄉に錦 を 飾りたい (类 しい^ を 鏡に 映 

したい) と はふ。 さあ そなたに 話 を 話 

して^ かせよう、 ^を さまさないで、 お 

ii きなさい。 


$y を さますな とい ので あ 

る C 

〇 陳 氏— 陳 の 徐德 言 の 妻 、 

陳主叔 寶の妹 e 陳が 亡びた 

後、 德言は 妻と 別れる こと 

とな リ、 鏡 を 二分して、 互 

に 形 见 としたと い ふ 故事。 

〇 三日月 の I 鏡の 片割れ を 

一一 一 HH: に喩 へ、 11 一日 月の出 

る.^!: と つ ^けた C 

〇 古里. の I 年月 を經 ると い 

ひかけ た。 

〇 夫 は その 國の 主と なり— 

この 故事 はない。 徐德言 夫 

婦は 別離の 後、 夫 は 流浪し、 

妻が 越公揚 素に 寵 せられて 

ゐた のであった。 

〇 あらぬ 妹 背 1 自分で な い 

他の 女と 夫婦に なつ てゐて 

〇 形見の 鏡 I 逢 ふ こと も 難 

しと いひ かけた C 

〇 牛お の 山の端に —- ゥち沏 

いて 3 序。 半月 は片 割の 鏡 

に 寄せて いったの であ^。 

〇 鵲 一 つ 飛び 來り I 神異經 

に 「昔 有 n 夫婦 T 相 別、 破レ鏡 

各 執 二 其 半 T 後 其 妻 與レ人 通、 

鏡 化 レ鵲飛 至 二 夫 前 i 後 入 鑄 

レ鏡、 背爲 一； 鹘形 T  Q レ此始 

也」 と ある 破鏡の 故事 を陳 

氏の 事に 結びつけ たので あ 


(居 クセ) 

も ろ こ.， - ちんし  けん ぢょ きこ 

地クセ 『唐土に 陳 氏と て。 賢 女の 聞え ありけ るが。 

世の 習 ひ 思 はず も 夫 遠 行の 子細 あり。 これ や 限 

りと mi ひけん。 形見の 鏡 破りて 猶。 光 ぞ殘る 三 

日月の。 宵に 待ち 明け て 恨み。 文 も絕ぇ 主も來 

ず。 憂き 年月 を 古里 の 。 軒端 の 荻の 秋 更け て。 風 

のた よりのつ て 聞けば。 夫 は その 國の 主と なり 

あらぬ 妹 背の 川 波の。 立ち 歸 るべき やう もな し。 

お  -TJ  かた， 15  か- ひし J  なふだ 

さて は 逢 ふ 事 も。 形見の 鏡 われ 獨り。 淚な が ら 

に 影 見れば。 半月の 山の端に。 うち 傾い て 泣く 

ならで。 せん 方 もな き 折節に 

し 

ッ レ 『いづく よりと も 知ら ざり し 

地 『鵲ー つ 飛び 來り。 k 氏が 肩に 羽 を 休め。 飛び 

めぐり 飛び さがり。 舞 ふよと 見し が 不思議 や な。 

ありし 鏡の 割れと なり。 もとの 如くに なりに け 
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X 那に陳 氏と いって、 賢 女の 評判の 高 か 

つた 人が あつたが、 はかない 浮世の こと 

と て  >  意外 に も 夫が 遠く へ 行か なけ れば 

ならない ことが 出来- もはや 二度 逢 ふこ 

とが 出来ない と 思った のでせ う、 鏡 を 破 

つて 互の 形：^ としたの です。 そして 陳氏 

は、 その後 も その 三日月の やうに なった 

形見の 鏡 を 見て" -衧に は 夫が 歸 つて 来よ 

う か と 待ち受け 、夜が 明ければ、 今日 も歸 

つ て くれな か つたと 恨み 暮らした のです 

が、 いつまで 經 つても、 夫は歸 つても 來 

なければ 手紙 も 来ない、 古里で 辛い 年月 

を 過して ゐる うちに、 軒端の 荻に 秋風の 

吹く 頃、 噂に 聞けば、 夫 は 行った 國の國 

主と なり、 他所の 女 A 夫婦に なつ てゐ て， 

歸 つて 来さうな 樣子 もない のです。 さて 

はもう 逢 ふ 事 も 出来ない、 形見の 鏡 をな 

つかしむ の も 自分 一 人で、 夫 は 何とも 思 

つて はくれ ない のかと、 涙ながら に その 

鏡 を 見て は- た ^泣く より 外に 術 もなか 

つたので す。 

ところが、 その 時  >  どこから ともなく. - 

一 羽の 鵠が 飛んで 来て、 陳 氏の； 眉に とま 

つて 暫く 休み、 また 飛び 廻ったり 飛び 下 

つたり して、 舞 ひ 遊んで ゐる やうに 見え 

たが >  不思議な ことに、 それが 形兑 とし 

二八 七 九  I 
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〇 名 を^く— 《譽 を か や 

力 す 

〇 片^-— 哲く の 間。 

〇 冥宫— 冥土の-お 人。 地 W 

の 歧にゐ て-: ハ近の 衆 やん i 

を 裁判す る もの C  ^魔王の 

臣。 金剛 流に は 「^王」 と あ 

る C 

〇 仉 生祌— 一 切の 人と W に 

生じて 人の 苒惡を 記し、 こ 

れを践 魔王に 報 齿 する 者。 

〇 鹏恚の 燃え立 つ I 怒り の 

^し い こと を 烈火に 喩 へ て 

熱鐵に つ ビ けた。 

〇 笞— 卒が 罪人 を 打つ 杖 

〇 空蝉の— 振リ 上げて 打つ 

と いひ かけた。 

〇 骸 —死骸。 

〇 魂 は 冥！^ に— 禮記に 「魂 

氣歸 II 于天 J 形骸 歸 II 于地こ 

〇 もぬけの 衣の I 魂 は 冥途 

に 行って、 この I に 残った 

骸は 蝉の ぬけがらの やう だ 

とい ふの を、 源氏物^に 空 

IT か 衣 だけ 脫ぎ抡 てて 身 を 

| ^したと ある 話に よって 衣 

と つ V け、 衣の 緣^ 張る に 

いひ かけて 玻璃 を 出す 料と 

した o 

〇 玻璃 2 銃—^ 魔廳 にあり 

亡者 の ^前 の ^惡を 映 し 出 

す^ 玻璃 銃。 

〇 いさぎよ き — 0 リ なき。 


tA ハ 、わつ や t  ,,.  へ 》i てん  て  l*IJ 

-。 滿 n:: の 山 を 出で ^ 天 を 照らす 如くな り。 こ 

一 や 賢 女の 名 を 磨く 鏡なる ベ し 

ヅ レ床儿 を はなれ、 脇 座に 行きて 下に 3W る。 

早 笛に て、 シ テ俱 牛： 神、 面小搭 見， 赤 頭， 輪 冠， 金 緞鉢卷 • 襟紕 

色 .ゃ5 附は： ^权 • 法被 • 半切 *腰帶.1^5 骁來 にて 嵇懸 一 の 松に 

出で、 

シテ 『いかに 罪人 何とて 遝きぞ 。「片時の 暇と いひ 

つるに。 『冥官 怒り を なし 給へば。 「俱生 神 急ぎ 

苦 患 を 見せ よ と の 仰せ を 蒙り。 瞋恚 の 燃え 立 つ 

熱 鐡の笞 を 振り上げて 

と 扇 を振リ 上げ、 次の 地 謠 に 舞^に 入リ、 

地 『空 蟬の。 空蝉の。 骸は娑 婆に やと まるら ん？ 

ッレを 引立て). >  魂 は 冥途に もぬけの 衣の。 玻璃 のお 

の。 いさぎよき 面前に C ッレを 作物の 前にお しす- S 。引つ 

さげ 引き， ぼけ あれ 見よ 娑婆に て の。 ^科よ 

と^ 面に ひらき (ッ レ もとの^に 歸る) 
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た銪の 片别れ となり、 二つ 介って、 もと 

の やうな 完全な も のとな り、 ir へば 滿 

月が 山から 出て 背 空 を 照らして ゐる やう 

な， 立派な ものと なゥ たのです。 これが 

资 女の 名 眷 を搲 かした 鋭と いふ もので せ 

う」 

【穴】 

-ン チ供 神、 W の 广 l?VJS3 へ う - 一-ザ る WJ 

で 5。 

紳「 - 」 ら 罪人、 何 を ぐ づ/ \> して ゐる の 

だ。 ほんの^く の n お 暇 を 下さ つたのに、 

いつまでもぐ づ/ \ し てゐる とい ふの 

で、 閻魔 廐のお 役人が お怒りに なって、 

こ の 佤虫祌 に、 『すぐ 行 C- て^しい；：：： に^ 

はせ ろ』 と 仰し やった ので、 やって来た 

の だ」 

と、 いかにも K 立た しい 採 をして、 熱 

鐵で 作つ た笞を 振り 上げ て、 2 の 亡 ぽ 

を 打ち、 

紳 「死^ はこ の^に 殘っ て ゐ ようが、 魂 は 

もぬけの 殻と なって、 ^^に 行って ゐる 

の だ。 さあ * りの ない^ 玻^の^ の 前に 

出ろ」 

と 鏡の 前に ひつ さげて 行って、 鲩の面 

に ひき 向け、 

S 「これ 見よ、 これが C の 世で 犯し た 罪科 

なの だ」 7 いって) 

〔舞 働〕 


〇 玉釵 I 玉 のかん ざし" 

〇 かがみて— か めて。 

〇 菩薩— 菩提 薩埵 wodhi- 

sattva の 略。 佛果 を^^: し 

た佛 の. 次位に ある 者。 

〇 御 空に 花 降リ— 坐像 かと 

見る とい ひかけ た。 空 から 

花が 降リ音 樂の閗 える の は 

佛 菩薩 5 來現 する 時の 奇瑞 

〇 聞かず 見 もせぬ I 音 樂 聞 

えとい ひかけ て、 語 を轉じ 

た o 


に 罪人 を責 むる 樣を 示し、 引續き 次の 謠に 合せて 仕 科。 

シテ 『こ はいかに 不思議 やな 

地 『こ はいかに 不思議 やな、 孝子の 弔 ふ 功力に よ 

つ て。 鏡の 影 を。 よくよ く 見れば。 頭に 玉釵。 膚 

は 金色 兩臂を かがみて 手 を 合 はすれば。 さなが 

ら 菩薩の。 坐像 かと 御 空に 花 降り 1 空に 音 象。 

聞かず 見 もせぬ 冥途の 奇特。 す はや 地獄に 歸る 

そとて。 大地 を かっぱと。 踏みならし。 大地 を か 

つばと。 踏み破って。 奈落の底に ぞ。 入りに ける 

と 常 座に T に 居て 留む。 


に 母の 亡 ケ贲 める 樣 を 示した が、 

S 「これ は 不思議 だ。 孝子 の 囘 向す る功德 

の 力に よって、 今 この 鏡に 映る 女の 姿 を 

よく 見る と、 頭に は 玉の かん ざし を 挿し、 

膚は 金色 をな し、 兩臂を か にめ て 手 を 合 

はす 樣 は、 まるで 菩薩の 坐像の やう だ" 

そして 空に は 花が 降り 音 樂が閗 える。 こ 

の やうな 奇特な こと は、 見 もしなければ 

聞き もしない こと だ。 これで は、 地獄へ 

連れて行 ける もので ない。 さあ 自分 镯 り 

で 地獄に 歸 るぞ」 

といって、 大地 をづ しんくと 踏み 鳴 

らし >  踏み破って， 地獄の 底に 入って 

しまった リ 


「考 異〕 

諸 流 (觀剛 喜) 

【二】 ヮキ 「あら 無慙ゃ  獨言を 申し 候 (剛ナ シリ りたる ^ 

が，^  (剛 父が 來 らば 悅び) …； 

古謠本 (元 祿八年 本〕 


-隱す やうに 候い かに 姬 (剛ナ シ) ：.… 汝 男子 な らば …… 嬉しげ に 


二：】 ヮキ 「あら 無慙ゃ (元 候) …… 隱す や. 5 


【 一 〕 ヮキ 「これ は …； 住居^, (元 仕) 者に て 候 さても 某— (元 我. - R, (元ナ シ) 今日は …… 

に 見えて 候い かに 姬 (元 ナシ) •： ： 存じ^ ひ (元 ナシ) つれ ども ：. ：. さて は 人の 申す (元 事) も眞 に て iwo 兀 あり) ける ぞ や 汝 I ゆ (元 誠 や 


松 山 鏡 


二  ^八 


I   _ 松山镋  二八 八 二   

らん. - 今の •：：. じ^ (元 業) に ；… 【三〕 ヮ キ 「これ は 不思議の ：：• もとよ リ 0 兀も) 扮に ：.：. 存じ 候 はね (：兀 へソ ども かれが 母. も ：：： や 

あいかに 姬 o 兀惣 して) こ の 銃に …… 【四】 ヮチ 「言語 道 a … ： 知らず 候 (元 ナ シ〕 お (元 我) 一 年 …… 何に ても^.^ (. 兀ナ シ) 向 ふ 物 

の ：… 


松 山 天狗 剛 


解 說 

【能 柄】 五番 目 劇的 夢幻 能 

【人物】 ヮキ 西 行 法師、 前シテ 老翁、 狂言 木 葉 天 

狗， 後シテ 崇德 上^, 後ッレ 相 投坊， 同 

小 天狗 (二人 又は 四 人) 

【所】 讃岐國 松 山 

【時〕 鎌 倉 初期 春 (三 no 

【異 稱】 觀世流 元祿謠 本に は 〔松 山〕 と ある。 

【作者】 作者 又は 演能 に 關す る 古記 錄は見 當らな い 。 

〔梗 槪】 西 行 法師が 配所で 崩御 遊ばされた 崇德 上皇の 御 跡 を 弔 ひ 奉ら 

うと 思 ひ 立ち、 讚 岐國に 渡り、 老翁に 導かれて、 松 山の 御廟 所を拜 

し . 一 首の 詠歌 を 奉る。 老翁， は 上皇の 御所 へ ， は、 た^ 天狗ば かりが 

參內 した 由 を 物語り、 自分 も その 一 人-て あると いって 消え失せる。 

やがて、 上皇が 西 行の 詠歌 を 愛でて 現れ 給 ひ、 舞樂を 奏し 給 ふうち 

に、 昔の 御 事 を 思し召し 出して、 御 憤怒 遊ばす と、 相摸坊 以下の 天 


二八 八 一一 1 


松 山： 人狗   二八， 


狗が 現れて， 上皇 をお 慰め. 5. す。  - 

【出典〕 西 行 法師が 白峯の 御陵 を拜 した こと は、 山家 集に も兑 えて ゐ るが、 本 曲 は W: 行の 作と 傅 へ られ てゐろ 抄卷 一 「新^ 御錄^ 州-:：: 

峯有レ 之 事」 に、.  • 

過ぎに し 仁 安の 比、 西 國 はるぐ 修行 仕り 侍りし 次 LT ；… 新 院の御 草-所 を拜み 率らん とて、 £11 峯と云 ふ 所に^.;；^. り ^ りしに、 饥ム0 

一村 茂れる ほとりに、 くきぬ きしま はしたり し>  是 ならん 御 墓に やと、 今更 かき くらされて 物 も！^ えす、 まのあたり 兌^. り し^ぞか 

し。 保 紫廣の 間に やすみし 紛 ひて、 百せ にいつ かれさせ. 後宮 の 臺には >  三千の 美翠 のかん ざし 鮮 かにて- 御 まな じりに か、 ら 

ん とのみ し 給 ひし ぞ かし。 萬 機の 政 を挲に 握らせ 紛ふ， のみに 非. す、 泰は 花の 宴を專 とし. 秋 は 月の 前の 興つ きせず りき。 あに 恩 ひ 

き や、 今に か \ るべ しと は、 かけても はかりき や、 他 國邊士 の 山中の、 荆 棘の 下に 朽ち 給 ふべき と は。 貝 鐘の ：3» もせず、 法 花： 一；^ つと 

むる 佾一 人 もな き 所に、 只峯の 松風の 烈しき のみに て  >  鳥 だに も かけらぬ 有樣、 兑率 らんに すビ ろに！； g を^し^り き。 ...... AI こも かく 

にも、 思 ひ つ ヾ くるま >1 に、 涙の もれ 出て 寺り しかば、 

よしや 君 昔の 玉の 床 とても、 か、 らん 後 は 何に か はせん 

とうち ながめられて 侍りき。 盛衰 は 今に 始めぬ 態 なれ ども、 こと； 史 に心濕 かれぬ るに 侍り。 

と あるに 據っ て、 新しく 天狗 參內の 事 を 構想した ので あらう。 II 上 S 秋 成： .1=; 物語の 「，1 峯」 は 本 他に 據っ たもので ある。 

【槪 評〕 崇德 上. M 讚 岐國御 遷幸の 御 事 は、 上下 三千 年の 國史を 通じて、 最も 御 悼まし い 御^て、 謠€ 作者が 西 行 法. 帥の 御 ほ を； t した^ を、 ェ 

題と して 、本^ を 脚色す るに 當 つても、 窣 悼の 念に 堪 へなかった ことで あらう。 しかし、 諧他 作者の 道念に よれば、 赋悲の 炎に 燃えた 人 

を 極樂に 送る ことが 出来ない、 といって > 荒凉 たる 松 山の 御所に 上 ^ 唯 御 一人お はして- 誰 一人 慰め^る 者がなかった と 想像す るに は 忍 

びない。 そこ-て、 上 -M の御瞋 恚を緣 として、 魔緣の 天狗 を 出した もので あらう。 なほ 作者 は、 普： 迎の 曲の やうに 前 ジテを 後 ジテ上 の變 

身と せす- 上皇 を 慰め 奉った 天狗と し、 後ジテ 上皇に ついては- 單に御 逆鱗の 樣を 描かない-て  >  まづ こ、 を も 都と 思し召して、 舞樂 をお 入 

し 給 ふ 高雅な 趣 を 出すな ど 、細心の 注意 を拂 つ て ゐ るので ある。 然しながら かくの 如き 御 悼ま し い 御 揉 を舞臺 の 上に 想像し 奉る の は、 我 

等の 忍び難い 所で あ る。 今：；： 金 剛流 以外 に傳 はら なくなつ たの も當然 のこと であらう。 


【11 

〇 風の 行方 をし るべ にて— 

風 の 吹く 西の方 角 を H: 常て 

として o 

〇 松 山— 讃岐國 綾歌 郡崇德 

上皇 9 遷 されて おはした 所 

〇 嵯峨 の奧— 嵯峨は 京都の 

西郊に ある。 西 行が 京の 西 

山に 住んだ 事 〔西 行 櫻〕 參照 

〇 西 行 法師— 俗名 佐藤義 

(又は 憲〕 涛、 鳥 羽 上皇に 仕 

へ た 北面の 武士で あつたが 

廿 三の 時 出家して、 圓位後 

に 西 行と い つ て諸國 を遊腌 

した C 秀れた 歌人で ある。 

〇 新院— 崇德 ヒ皇。 

〇 本院— 新 院に對 する 稱で 

鳥 羽 法皇 を 申し上げ る ベ き 

であるが、 こ.、 では 本、 HT 

天皇の 意に 解して 後白河 天 

皇を 指し 奉った やうで あ 

る。 間語參 照。 

〇 位を爭 ひ— 皇紀  一- ^ニハ 

年の 保 元の 亂を 指す。 間 語 

.參 照" 

〇 程な く 崩御— 崇德 上皇 は 

保 元元 年 讚 岐國に 遷リ、 長 

寬ニ年 (一 へ 二：. fO 崩 じ 給う 

た。 御壽 四十 六。 

〇 西に 行く 月の— 西 行の 名 

を舍 ませた。 

〇 いさや 白雲の— いさ 知ら 

ずと い ふ を 白雲に いひ かけ 

た o 

〇 かかる 旅路 を— 白雲の 懸 


後見、 塚の 作物 を 大小 前に 出す。 

次第の 嗨子 にて、 ヮキ西 行 法師、 角帽 子 • 着附小 格子， 水 衣， 

白 大口 • 腰 帶 .扇. 数珠の 装束に て 出で、 名乘 座に て 大小 前に 

向き 

ヮキ 次第 『風の 行方 をし るべ に て 風の 行方 をし る 

べにて 松 山に いざや 急がん 

地 取に 正面に 向き、 

さ ガ  おく  す ** ひ  うい ぎ やう はふ し 

ヮキ 「こ れは嵯 蛾の 奥に 住居す る 西 行 法師に て 

候。 さ て も新院 本院 位を爭 ひ。 新院 う ち 負け 給 

さ Q き  くに  なが  つ やま  まう  とごろ  ほど 

ひ。 讃岐 の國へ 流され。 松 山と 申す 所に て稃な 


VI 


よしう けた ま は およ 


く 崩御なら せ 給 ひたる 由 承り 及びて 候 程に C 御 

跡 弔 ひ 申さん 爲に。 唯今 讃岐 の國へ と 急ぎ 候 

ヮキ 道行 『思 ひ 立つ 心 も 西に 行く 月の。 心 も 西に 行 

く 月の-幾 夜な夜なの 假枕 その 數 いさや 白雲の。 

かかる ぎ路を 過し 來て。 讃岐 の國に 着きに けり 

讃岐 の國に 着きに けり 

「かかる 旅路 を 過し 來て」 と 右の 方に 向きて ニー 一一 足 出で、 ま 


【I】 


前 段 

舞臺は 初め 京都で、 


キ西行 法師 sswa 


&. U-  一，！.、 句 

も .U- ヲ y 


西 行 「風の 吹く 方 を 西の方 角と， 旅の 道 案 

内に して、 さあ 西 國の松 山に 急いで 行か 

う」 

./J 次第に 旅の CH 的 地 を 述べ、 

西 行 「私 は 條哦の 奥に 住 んで ゐ る W: 行 法師 

てす。 さ て崇德 上皇に は 後白河 天皇と 御 

位 をお 爭ひ 遊ばされ、 その 結果、 崇德上 

皇は お負けに なって、 讚岐國 にお 流され 

になり、 松 山と いふ 所で 間もなく おかく 

れ 遊ばした と 伺った ので、 御； S 向 申し 上 

げたいと 存じ、 これから 讃岐國 へ 急い^ 

行く の， てす」 

./J 見物人に alrusi 介 を し、 

西 行 「自分が 思 ひ 立った 旅 も、 空の 月 も、 

みな 自分の 名と 同じく 两 に 行く の-て ある 

とうち 興じながら、 幾晚も 幾晚も >  數の 

知れない 程 旅の 宿に 假寢の 夢 を 結ん， て、 

雲路遙 かな 旅を續 けて ゐ ろうち に、 やが 

て 讃岐國 に 着いた」 

ぐ」 いって ゐる うちに、 讃岐 国に 着いた 想で、 舞 S- 
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かる を、 斯 かる 旅路に い ひ 

かけた e 


【二】 


〇 山 風諫 ふ 心— 山 ％ が 吹 い 

て 露 を 散らし、 あはれ を 催 

さ せる 風 iwG 


〇 尉— 丈の ffi 字で、 杖 を つ 

く 老人。 


たもと に^ リて ^ 岐に 着きた る 心。 ^行 濟 みて 正面に 向き、 

ヮ キ 「急ぎ 候 程 に 。 讚岐 の國に おき て 候。 人 を 相 は 

ち 新 院の御 嗨所松 山 を 尋ねば やと 思 ひ 候 

とい ひ て 脇 座に 行き 下に 居る。 

【二】 

一^の 蛾 子に て シテ 老翁 面 朝 含^ •w^. 谙附小 格子， 水 

衣， 腰帶 .Gs の 装束に て 杖 を つ きて 出で、 常 痰に 立ち、 

シテ i 『道 芝の。 露跻み 分く る^ひ 路の。 山風 誘 

モろ 

ふ 、丄 力な 

ヮ キ 立ちて シ テ に 向 ひ、 

ヮキ 「いかに これなる 尉 殿。 御，^: はこの あたりの 

ひと 

人に てまし ます 力 

シテ 「さん 候 これ はこの あたりの^; にて 候。 ぉ佾 

は いづく より いづ 方へ 御 通り^ ぞ 

み？ "こさ ^  f  す * 一  ひ  さい う そ.リ 

ヮキ 「こ れは都 嵯峨の 奥に 住居す る 西 行と 申す 

も の  しん にん  さね き  くに  なが  た ** 

者に て 候が。 新院 この 讃岐 の國へ 流され 給 ひ。 

程なく 崩御なら せぎ ひたる 由 承りて 候^に。 御 

铋を弔 ひ 申さん ため。 こ れ まで 參 りて 眩。：^ 山 


二人 \  "、 

は！ S せ «:-、.- なる o 

おひ ffl ゃュ い： た 力 一 、 ... に乂、 ^岐^に^ 

きました- こゝで 入の 来る の を 待って ゐ 

て、 崇德 上^ の 御廟 所の ある 松 山 を^ね 

ませう」 

,1> い つ て 貼 «~ で 待 つて ゐ. 0O 

【二】 

シ子龙 sgsoo 

S. はー^ の^^に か  >- つ てゐ ろ^ を 跣み 

分けて やってく ると、 山^. が 吹いて 來て 

露 を 散らして、 あはれ を 他 さ れる こと 

だ」 

ミ いひながら 西 行 の 休んで ゐる方 へ * る o 

k 行 r もうし 御 老人 >  あなた はこの 邊の方 

です か」 

茏 翁 「はい、 私 はこの 邊の 者です。 お 肘 は 

どちらから お出-て になって、 どちらの 方 

へ いらっしゃ るの. てす」 

西 行 「私 は^ 都 の ^峨 の 奥 に 住 んで ゐ る 西 

行と いふ 者です が、 崇德 上皇が この？ S 岐 

國に お流され になり、 もな くお かくれ 

遊ばした とい ふ^-を： ^ひました の-て、 御 

囘 向中し ト げたいと 思って、 こ 、まで 參 

つ たのです。 松 山の 御廟 所 をお 敎 へ 下さ 


〇 白峯— 讚 岐國梭 歌 郡 松 山 

村、 崇德 上 皇 S 御陵 の ある 

斤 o  . 


〇 道し るべ I 道案内。 


〇 行方 も 知らぬ 旅人 I 何處 

の 者 だか 分らな い、 初めて 

會 つた 旅人。 

〇 馴れ そめて— 馴れ初めて 

を 染めて にい ひかけ て、 そ 

の緣で 色々 と つ ぐけ た。 


〇 す さましき — 甚だ 淋し い 


【三】 


〇 なんぼう— 

分、 非常に。 


かほ ど， 隨 


の 御廟 所 を敎へ て ぎ はり 候へ 

シテ 「さ て は 天下に 隱れ なき 西. 行 上人に てまし 

ます かや。 まづ あれに 見えた る 太 山 は 白 峯と申 

す 高山な り。 少し あなたに 兌え 候 こそ。 新院の 

一 ご ベラ しよ i つや **  .V5 んふち  ま-つ 

御 腐 所 松 山に て 候へ。 御逍 しるべ 申さん と。 『お 

そう  い ざ な たて 念 つ 

儈を誘 ひ 奉り 

地上 歌 『行方 も 知らぬ 旅人に。 行方 も 知ら ぬ 旅人 

に。 はや 馴れ そめて 色々 の。 情 ある 言の葉の。 心 

うち  J  ふ  や ** ふ-つ  いは 

の內ぞ あり が たき。 まだ 踏み も 見ぬ 山道のに 石 

根 を 傳ひ谷 の 戸の。 苔の 下道た どり 來て。 風の 

おと  まつ やま はや  つ 

音 さ へ す さましき： ^山に 早く 着きに け り 松 山 

に 早く 着きに けり 

と 松 山に 着きた る 心に て 作物に 向 ひ、 (ヮキ も 少し 出て 作物 

に 向き) 

しん にん  ：|..,、- つ しょ まつ や A* 

こ そ 卦院の 御廟 所 松 山に て 候 へ。 なん 

ぼう あさましき 御 有樣 にて 候ぞ 


【三】 

シテ 「こ 


老翁 「すると、 あなた は 天下に 隱れ もない 

有名な 西 行 上人で いらっしゃ るので す 

か。 まづ あちらに 見える 大きな 山が 白峯 

とい ふ 高山で す。 それから 今少 し 遠く に 

見える のが、 崇德 上皇の 御廟 所の 松 山で 

す。 御案內 致し ませう」 

と、 お 佾 をお 誘 ひ 申して、 これまで 會 

つたこと もない 旅人 —— 西 行と. 早く 

も 親しい 仲と なり、 色々 風流な 話 を 交 

はす やうに なった の は- まことに 貴い 

風雅な 心柄で ある。 

かくして、 これまで 足 を 踏み 人れ たこ 

ともない 山道の 岩を傳 ひ、 谷 蔭の 荅に 

掩 はれた 道 を 迎り迎 り 行く うちに、 風 

の 音 さ へ もの 凄い ほど 淋しい 松 山に 着 

いた」 

舞 =M は 松 山の 御 IS 所 どなり、 御 翳 所に 擬 した 塚の 

作物が 大小 前にお して あ-; *<> 


【三】 

老翁 「これが 崇德 上皇の 御廟 所 の 松 山. て 

す。 實に あさまし い 御 右樣- てす」 


八ム. u-  u ゝ. E- 

も.； 1 fTN  y 
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〇 玉 換金 s—；i めて 華麗な 

御殿。 太^: 記卷 一一】 に 「昔の 

王樓佥 殿に 引き か へて 、憂 

き g しげき  一 • 

〇百宫 卿相— 大臣 • 納言以 

下 多くの 高官。 

〇 いっかれ I いっく は齊く 

で、 崇め； H へ る こ と C 


〇 よしや 君む かし 3 玉の 床 

とても かからん 後 は 何に か 

はせん— 西 行 法師の 詠。 山 

家集 • 保 元 物語 • 撰 集抄 等に 

见ゅ。 かからん 後 は 死んだ 

後との 意。 

〇 思 ひや リて —缺 の 心 が 察 

せられて。 


〇；K ざ かる— 鄙の 枕詞。 


〇 老の 波の— 老人と い ふ 意 

で老の 波と いひ、 波 2 緣で 

立ち 舞 ふとつ ビ けた。 

〇 立ち 舞 ふ— 起 は 振舞。 

〇 みやびたる— 俊类 な。 


二人とも 下に て、 

ヮキ 「さ て はこ れ なる が新院 の御嗨 にて まし ま 

む^し  ぎよ，、 ろラ きん で 人  4} ん す i ひ ひやく-、 わんけ いしゃ-つ 

す か や。 昔 は 玉樓金 殿の 御 住居。 百.：：：：： 卿相に い 

つかれ 耠 ひし 御身の こ かかる 田舍の 苔の 下。 人 

も 通 はぬ 御廟 所 の う ち。^ も史 に^まらず。 あ 

おん にた  ざ ふら ふ  おん なり さ t た A だ 

ら 御 滞 はしゃ 候。 「かく あさましき 御 有 ほ。 淚な 

がらに かくば かり。 つよし や 君む かしの 玉の 床 

とても。 かからん 後 は。 何に か はせん 

シーア 「あら 面白の 御詠歌 や。 賤 しき 身に も 忍 ひや 

りて。 『西 行 を 感じ 奉れば 

二ろ  みま 

ヮキ 『げ にや 所 も 天 ざ かる 

地上 敬 『鄙 人 なれ どかく ばかり 。鄙 人 なれ どかく 

ばかり。 心 知らる る老の 波の。 立 ち 舞 ふ 姿 ま で。 

さもみ や び た る氣色 かな。 春 を 得 て^く 花 を。 

A  ひ i  たに  と  な  -っぐ ひす  こ ゑ  4 ころ 

n 儿る人 もな き 谷の 戶 に。， おく  S の $ ま でも。 所 


\  \  \ 

ニー/  /  / 

HliT すると- これが 嬌德上 .US の 御 g 所な 

のです か。 昔 は^^ゃ 極めた 御^にお 住 

ひ 遊ばされ、 多势？ お 位 tsa の^: におめ 

か しづかれ て お は し た 御身 分で ありな が 

ら、 この やうな 片 £ 吿の 苔の ド、 &も： i 

らな い 淋し い 御 g 所の- 門に ぉ鉞り 遊ばす 

ことかと 出 心へば、 ^も 流れ出て 止める こ 

とが 出来な い。 あ V お ^ はしい 御 事 だ。 

この やうな あさまし い 御.；？ は を^して 、 

淚なが ら この や うな 歌 をお 供 へ 中 し ヒ. け 

ます。 —— 

『よしや 君む かしの： 丄 の^とても、 か、 

らん 後 は 何に か はせん』 

(. 上 a; 樣、 .V ぅぞぉ Jffl め 遊 ゆします やうに 0 た.、 j へ 

昔 のま , な 立派た 御！ g にお はした ミ 致しましても 

おかくれ になって しまった J« は、 何の かひ もない 

ので l,、J ざ いますから. > 

^翁 「 お \ これ は-; い お 歌です。 私 の 

やうな 賤 しい. せに も， お 歌の心が 拜 察さ 

れ ます. - 

と 5S 行 の 歌に 感じ 人 ろ と , 

sly いや どう.. f  、この 所 は 随分な wfM. て， 

あなた もお 兑 かけした ところ は、 全くの 

E\w 者. たが 、 この やうに 風雅な 心 をお 持 

ちに な ろ樑子 、 いや 1 蹬 の 起： W 振舞が 、 

® に 雅びやかな 御樣 子. です。 …… 今 は 丁 

度 春で、 美しく 花が 咲いて ゐ るのに、 誰 

一人 見る もの もない この 谷 ！i に、 の^ 


【四】 

〇 君— 崇德 上皇。 

〇 逆鱗 4 王の 怒 リ給ふ こ 

と。 韓非 子に 「夫 龍 之 爲レ蟲 

也、 柔可 n 狎而騎 一也、 然其 

喉 下 有 n 逆鱗 徑尺 T 若人 有 1 一 

嬰 レ之者 T 則 必殺 レ人、 入 主 

亦 有 ニ逆鳞 T 說 者 能 無レ嬰 I 一 

人 主 之 逆鱗 T 則 幾矣」 

〇 魔緣— 人 の 心 を 惑亂 し て 

魔道に 陷 らしめ る緣 となる 

者。 天狗。 

〇 相 摸坊— 白峯に 住む 天狗 

の 首領。 間 語參 照。 

〇 天狗— 想像 上の 怪物。 形 

人 に似て 鼻が 高く 翼が ぁリ 

飛行 自 * で、 常に 深山に 棲 

み、 魔道 を 行 ふと 云 ふ。 宇 

津保 物語 俊 蔭に ー遙 かなる 

山に 誰か ものの 音調べ て 遊 

びゐ たらん、 天狗の する に 

こそ あらめ」 史 記に 「天狗 

狀如 II 大奔星 T 有 レ聲、 其 下 

止 レ地類 レ狗， 一 

〇 參內— 崇德院 のお はす 松 

山の 御所に 參る 意。 

〇 翁 さびしき— 翁 さび (老 

人らしい) を 淋しき にい ひ 

かけた。 

【間】 


松 


から あはれ を 催す 春の 夕 かな 

【四】  , 

じょう ビの きふ つ 一 みん めい  一り /\  い 丁  ら の 

ヮキ 「いか に 尉 殿。 君 御 存命 の 折々 は。 如何な る 者 

か 參り御 心 を 慰め 申して 候ぞ 

きみ - ご ，でん めい , でり /ヽ  ふや こ  お ぼ  め  い 

シテ 「君 御 存命の 折々 は。 都の こ と を 思し召し 出 

おん ゆき りん  みま  ま えん  ちか  たてまつ 

だ し。 御 逆鱗 の 餘 りなれば。 魔緣 みな 近づ き 奉 

り。 あの 白 峯の相 摸 坊に從 ふ 天狗 ど も。 參 るよ 

り 外は餘 の參內 はなく 候。 『か や う に 申す 老人 

つね <=\-  *£  -  一  v-^ きょ  .ii ん こ-ろ なぐさ ネっ 

も 。常々 參り 木蔭 を淸 め。 御 心 を 慰め 申し し な 

さいぎ- f- うた，. - いま  えい か  こふ ほ きも  めい 

り。 「さても 西 行 唯今の 詠 歌 の 言葉。 肝に 銘 じて 

面白さに。 『老 の袂 をし をるな り 

地 『暇 申し て さらばと て (と 立ち r また 立ち 歸る老 

な A おきな  こ  もと  たよ  A 

の 波-翁 さびしき 木の下に。 立ち寄る と 見えし 


いて ゐる聲 を 聞く と， 場所柄 春の タ暮が 

一 層 あはれ に 感じられる こと だ」 

【四】 

西 行 「御 老人、 上皇の 御 存命の 御 時には、 

どうい ふ 者が 伺候して、 大御心 をお 慰め 

申しました か」 

老翁 「上皇 御 存命の 御 時 は、 都の 事 を 御 無 

念に 思しめ して、 非常にお 愤り 遊ばして 

おはした の. て、 魔道に 緣の ある 者が 皆お 

近づき 申して、 あの 白峯の 相疾坊 に隸屬 

して ゐた 天狗 どもが 伺候し ましたが、 そ 

の 外に は參 内す る 者はありません。 .：.： 

かう 申す この 老人 も、 始終 參 内して >  お 

庭の 木蔭 を 掃き 淸め、 大御心 をお 慰め 申 

し 上げた のです。 それにしても、 西 行 上 

人の 唯今のお 歌に は 深く 感じ入って， 餘 

りの 面白さに 涙が 流れ出て、 老の 袂も濡 

れ てし まふの.. てす 。それで はお 暇し ます」 

といつ て 出かけた が、 また 立ち 歸っ て , 

いかにも 老人ら しい 姿で、 淋しい 木蔭 

に 立ち寄つ たかと 思 ふと， 影の やうに 

消えて しまった。 


が 影の 如くに 失せに けり 

と シ テ 作物に 屮 入。 

【間】 狂言 木 葉 天狗、 面 ゥソブ キ. 頭巾. 着附 厚板 .鎪 水 衣 • 括 袴 • 腰帶 s 装束に て 杖 をつ きて 出で、 

狂言 「かやう に 候 者 は。 讃岐 S 國白峯 相 摸坊に 仕へ 申す 木 葉 天狗に て 候。 さても 人皇 七十 五代 崇德院 


天 狗 
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松 山 天狗 


二八 九 〇 


〇 長 安親 王— 重 仁 親王 を 申 

〇 美 福 門院— 藤 原 得 子、 長 

おの 女： c:! 羽 上^の 后と な 

リ、 近衞 天皇 を 生み 奉る。 

〇 本院— こ、 では 後 天 

皇を 指し 奉る。 

〇 意趣 ー 怨恨 e 


【五】 

〇-九 藉 もとよ リ— 艽 藕は色 

受 想行識 2 五で 人の 心身 を 

形成す る も 2。 謠曲 評釋に 

(校註 謠曲 叢書に も〕 「五葡 

本 來皆是 空>  W レ何平 ゆ： 愛一 一 

此 *T 守レ軀 幽魂 飛, 一夜：：： jT 

失レ 屍窮魄 * 二 秋風 こ を 引 い 

てゐ るが、 その 出 所 は 分ら 

な い" この類 句 〔峰： 田敦 盛〕 

に も ある G 


と 巾し 奉る は。 鳥 羽 第 一 の 皇子な り。 御 弟 近衞院 崩御の 後： 新院第 一 の 皇子 長 安親 丄を御 位に なし 

奉らん と 思し 召す 處に C 美 福 門院の 御 計ら ひに て。 鳥 羽 第 四の 皇子 本院と 巾す を 御 位に なし 給 ふ。 

後白河 S 院 これな り。 この 意趣に よって。 新 院本 院御仲 不和に なり。 夥しき 爭ひ ありし が： 0, 

ち 負け 給 ふに よって。 當國 この 所に 流され 給 ふ。 偏に 後世の 爲に とて。 五部の.^ 乘經を 遊ばし。 鐘 

の 音 も 聞え， さらん 所に 納 むる も 不便な り。 王城 近き 八幡 山に 溢. りたく 思し召し。 ！； 和 寺へ 御 h ぜ^ 

へば。 主上 この 由 を 聞し めし。 御手 跡-たに 御 許しな く 遂に 御返し あれば。 赋恚 の焰き はもな く： わ 

が惡 念饿悔 の爲。 この 經を 書きつ け。 さらば この 仇に 報いん とて。 魔道に 墮ち 天魔に ならん とて。 

柿の 御衣に 篠懸兜 巾 を たれ。 大乘經 の 奥に. g を 以て 御^ ひ狀を 記し。 千尋の 底に 沈み 給 ふ。 かほ ど 

憤り 淺 からぬ 事 なれば。 相 摸坊も 尤も 痛 はしく 存じ。 ヌ體に 近づき 奉り。 食^ 山の 恥 を 雪が せ 巾す 

ベ きとの 御 事な り。 新 院も御 年 四十 六に て 遂に 御菜て なされ 候。 然るに 西 行 法師 窆行 C 一予 ここの^ 

に 御出であって。 新院の 御廟に て 御 歌 を 詠まれた ると 中す。 その 御 t は。 よしやお むかしの 玉の 宋 

とても。 か、 らん 後 は 何に か はせん。 と 詠み 給へば。 .U 魂 嬉しく 思しめ し。 重ねて 玉 ！g を^し。 終 

夜 舞樂を 奏して 御對面 あら- フ するとの 御 事な れば。 相摸坊 にも 諸 天狗 を 伴 ひ。 參 内 仕れと s 御^な 

り C 皆々 その 分，： J 得 1K\  W 

とい ひて 引く。 

後ジ テ^ 德院、 面怪士 • 初 冠 .Mi. 着附. 0練. 拾 狩 衣 .緋 人口- 

腰 帶. 扇の 装束に て、 引 廻 を かけた る 作物の 巾に 床几に か、 

"r おて、 


【五】 


後ジテ 【五蘊 もとより 皆是 空。 何に よ つて 平生の 

身 を 愛せん。 軀を 守る 幽魂 夜 月に 飛ぶ。 「いかに 


【五】 


後 段 

後ジ チ 怨» 上.：： r 御 所に 作物の 中で 


h.M,,., 色受想 行識か ら 成立って ゐる この 心 

身 は、 もと./ な ものな の だ C だから、 

平 このせ を 愛する の は、 何の 理由 もな 
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〇 いひ も あへ ね ば— 「 い ひ 

も あへ ぬに」 とい ふべき 所 

を、 謠 曲で は 常に かう い ひ 

惯 はして ゐ る。 

〇 た を や か— 雅 やか。 

〇 雲居— 禁屮。 


西 行。 これまで 遙々 下ろ 心 ざし て そノ 返す返す 

も嬉 しけれ。 又 唯今 の 詠歌 の 言葉。 肝に 銘 じて 

おも しろ  すがた あら は 

面白さに。 いでいで 姿 を 現さん と 

/一  ベう しき  めい ど-つ  ぎよ,、 たい あら は 

地 『いひ も あ へ ねば 御廟 頻りに 鳴動して" 玉體現 

れ おはします (引 廻 を 下す)。 誠に 妙なる 玉體 の。 誠 

に 妙なる 玉體 の。 花の 顏ば せた を やかに。 ここ 

ミも ゐ  A や こ  そら  や いう  ぶ がく  おも しろ 

も 雲居 の 都の 空の。 夜 遊 の 舞樂は 面白 や 

と^; 物より 出で、 

〔早 舞〕 

を 舞 ひ、 次の 謠に 合せて 仕 科 C 

地 『かく て 舞 i も 時 過ぎ て。 かくて 舞 樂も時 過ぎ 

て。 御遊の 袂を 返し li ひ。 舞 ひ 遊びぎ へ ば 又 古 

の 都の 憂き 事 を 思 し 召し出 だし。 逆鱗 の 御 姿 あ 

は -b  お そ 

たり を拂 つて C 恐ろし や 

地 『あれ あれ 兑ょ ゃ白峯 の。 あれ あれ 見よ ゃ白峯 

やま かぜ あら  ふ  お  かふ な  いな づ ** しき  ふ 

の。 山風 荒く 吹き 落ちて。 神 鳴り 稻妻頻 り に充 


いこと だ。 この か らだを 守 つて ゐ る 魂 も、 

夜の 月と 共に どこ へ か 飛ん-てし まふの だ 

I  V き f いひ) e おい 西 行- 遠 い 所 を わざ 

わざ こ k まで 来て くれた 好意 を 嬉しく 思 

ふぞ。 殊に 唯今の 歌 は實に 面白くて、 感 

じ 入った から、 さあ 姿 を 現して 見せよう」 

と 仰せられる や 否や、 御廟 所が 頻りに 

鳴り 動いて >  玉體 がお 現れに なった。 

誠に ありがたい 優雅な 玉體 で、 花の や 

うなお 顔立ち を 遊ばして、 こ X も 上皇 

の お はす 所で あ る か ら都 であ ると 思し 

めして、 夜中 舞樂を 遊ばす 御 有樣は 、 

實に 結構な ものである。 

C 早 舞： J 

hy: 舞 a? 遊 ゆす so 

かう して、 舞樂を 遊ばす うちに 時刻 は 

過ぎ て 行った が、 なほ も 御 袂を飜 して 

お 舞 ひ 遊ばす うちに、 昔の 都での お 辛 

かった 御 事 を 思しめ し 出しに なって、 

御賁り 遊ばす 御 姿 は、 あたり を拂 ふば 

かり 恐ろしい 御樣 である。 

すると、 お 、あれ を 見よ、 白峯の 山風 

が 荒々 しく 吹いて 来て、 雷が 鳴り 電が 

頻りに 閃き、 雨が 降り出して、 あちら 


ヘム. U- た ft- 

4*1 .U- フォ 


〇 雨 遠近 ？  —雨落ち を ^近 

に いひ かけた" 


【六】 


〇<^= 耪を 雪が せ— 御 恥お 御 

を^ら し^ら うとの 意 

會谘 は越ェ 勾踐が 5. 犬 王 夫 差 

に 苦しめられた 所、 後勾踐 

は 央差を 破つ て 復仇した か 

ら. 雪^^ 仇す る こと を會 

掊の恥 を 雪 ぐと いひ 惯 はし 

た。 〔船 辨慶〕 參照。 

〇斜璲 —天子の 大御 心。 


ち i ち 雨 近 の ^間より。 无狗の 姿 は あら はれ 

たり 

シテ 脇. 1! にて 床几に か V る。  • 

【ノ  sfiS にて、 後 ダレ 相 投坊、 A び 小. 入狗 二人 乂は SI 人、 面 璲 

n 亇赤頭 .大 兜 巾 • 着 附^ 枳* 袷 狩 衣 • 半切 の裝朿 にて 羽^ IW を 

持ちて 出で、 橋懸に 立ち 竝び、 

後 ダレ； 「抑 も これ は。 白峯 に仵ん で 年を經 る。 相投 

坊と はわが 事な り。 「さても 新院思 はず も。 こ の 

** つ や **  ほう ぎよ  つね A\ さん だい i う  おんこ * ろ なキさ 

松 山に 崩御なる。 常々 參 内申し つ つ。 御 心 を^ 

め^さんと。 『小 天!： を 引き^れ て ？ 舞々 に 人 リ) 

地 『翅を 竝べ數 々に。 翅を竝 べ數々 に。 こ の 松 山 

に隨ひ 奉り。 逆臣の 輩 を 悉 くと りひし ぎ" 蹴 殺 

し 會稽を 雪が せ 申す ベ し。 铍盧を 慰め。 おはし 

ませ 


二八 九 二  

こちらの ^ 問 か ら 天狗 の ^が^れ た " 


テ 『その. KIT 君も^ びお はし まし 


【六】 

&ジ チ W 投坊 以下： 大狗 *tftwo 

相 投,. n 分 は， H ギに 化ん. て、 永い^ バを經 

た 坊だ。 さて ほ德 h.u は 思 ひがけな 

くも、 この 松 山で おかくれ 游 ばした の だ 

(ミ いって 上 a に 向 ひ )o 始終^. z: して. 大御 

心 をお 慰め 巾し 上げたい と^じ、 小 天狗 

を 引き 述 れて參 りました〕 冬 勢？ ものが 

翅 を竝 ベて， この 松 山で お 仕へ 屮し 上げ、 

上皇に 御 謀叛. S. した 奴^ を ひねりつぶし 

蹴 殺して. 御愦怒 をお 晴らし 巾し ませう。 

どうぞ 大御心 をお 慰め 遊ばし ます やう 

に - 


に 逆 な^っ^ まし い な 「小す 0 

これ を锒斃 あって、 も 御悅び 遊ば 


〇 白峯 の— 空 も 白き と 

かけた C 


さ れ 、 數 々 f 褒美 の 御 一一 一一 n 葉 を 賜 はった 

ので、 天狗 も 皆 頭 を 地に つけて 禮拜 し、 

『て はお 暇 申し上げます』 といって、 

小 天狗 を 引き連れて、 空中に 上り かけ 

たが、 夜 も 々と 明けて 來た折 柄、 白 

峯の 梢に 翔け 飛んで、 消え失せて しま 

つた。 


地 『その 時 君も悅 びお はし まし 御感の 御言 葉數 

數 なれば C シテ立 5 。天狗 もお の お の 頭 を 地に つ 

け拜し 奉 り。 これまで なりと て 小 天狗 を。 引き 

連れ 虛 |fl にあがる とそ 見えし が。 明け 行く 空 も 

しら こ H»s  ** た i  ヮけ 

白峯 の。 明け 行く 空 も 白峯 の 梢に。 又 飛び翔つ 

て。 失せに けり 

ッ レまづ 退場、 シテ 常^に て留 拍子 を 踏む C 


〔考 異〕 

古謠本 (鹳世 流 元 祿ニ年 本 〔松 山〕) 

【一〕 ヮキ- これ は (元ず) 嵯峨 2 ；… 本院 (. 元 §) 位 をせ ひ (元 給 ひ) 新院 うち 負け 給 ひ (元ナ シ) 讃岐 の國へ 流され (元 ナシ) ；… ヮキ 「急ぎ 候 程 

にひ兀 お^が が) ；… 【二】 ヮ * 「これ は …… 西 行と 申す 者に て條 0 兀 なる) が ：：： 地上 * 「行方 も 知らぬ …； 苔の 下道た ど リ來て (元 ふみ 

分て〕 …-: 【三】 リキ 「さて は …… かく 0 兀 誠に) あさましき 御有樣 …… 


松 山 天狗 


If 謹 | 


松 
山 

夫 
狗 


0  M 觀 (寶 春剛 喜) 


^  兌 

舟  き 

【能 柄】 二番目 複式 夢幻 能 

【人物】 ヮキ ar ヮ キッレ 從 IT 前シテ 漁 翁 (通 盛 

の 靈〕、 ッ レへ前 後) 海士 女 (小 宰相 局 v 狂 言 所 の 

者" 後シテ 平 通 盛 

【所】 阿波 國 鳴門 

〔時】 夏 (七 月) 

【異 稱】 〔道 盛〕 とも 書いた" 

〔作者】 世子 六十 以後 申樂談 儀に 井 阿彌の 作と し、 二百 十番 謠目錄 もこ 

れに從 つ てゐる C 但し 申樂談 儀に 「道 もり、 言葉 多き を きりのけ >/\ し 

てよ くな す」 といって、 世 阿彌が 原作 を 修正して ゐ るら しいので、 能 

本 作者 註文に 世 阿彌の 作と して ゐ るの も、 必す しも 誤りと はい へない。 

能 作 書 に 軍體の 例と して 本 曲 を擧げ 、 看 聞 日記 に 永 享四年 三月 十五 日 

仙 洞 御所で、 春日拜 殿方 諸 日記に 寶德四 年 一 一月 十三 日 薪 申樂に 演じた 

こと、 一一 一一 n 經卿記 に 文 祿四年 四月 四日 本 曲 を 註釋 した こと を 記して ゐる。 


盛 
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【梗概】 M 波の 鳴門-て 一 夏 を 送って ゐる佾 が、 平家の 跡 を 弔 ふ爲 に、 確 山に 出て 讀經 して ゐ ると、 沖合に 出て ゐた 一人の 漁 翁と 女と が、 

御經 を聽閱 し.^ うと >  舟 を 岸に 漕ぎ 寄せて 來 たので、 その ー盧火 や 借りて 讀經を 終り、 この 浦で 戰- 化した 入の ポ を^ね ると、 二人 は" 小 

宰相 局が 夫 通 盛の 戰 死した 事 を 聞いて、 この 海に 人 水した こと を 物語り、 二人とも 波間に 人って しま ふ。 佾は 方便 品 を II 誦して >  二人 

の^ 向 をして ゐ ると、 やがて かの 二人が 現れ 出て、 一 の 谷 合 戰の樣 を 語り 1 法力に よって 成佛得 脱した^ を^ぶ。 

【出典】 ^通 盛が 討死した こと は、 平家物語 卷九 「落 足の 事」 源平 盛衰 記卷 三十 七 「忠度 通 盛 等 © 後事 .1、 これ を いて 小 宰相 局の 人 水した 

こと は、 平家物語 卷九 「小 宰相」、 盛衰 記卷 三十 八 「小 宰相 局附慎 夫人 事」 に、 兩 書と もほ^ 同 樣の事 を 記して：^ り、 本 曲 は その いづれ か、 

或は これと 同 趣な 他の 異本に 據っ たもので あらう が、 詞章 は 特に 原文 を 襲用した と兑 られる ほどの 所 もない から、 こ i に は その 原文 を 

引く  - 」 と をお 略し て 置く。 

【概評】 夙く 世 阿彌が 申樂談 儀に 「祝言の 外に は、 井筒、 道 盛な ど、 すぐな ろ 能 也 …… 殊に 神の 御前 は、 この 屮樂に S 盛した き 也. 一、 又 「道 

盛、 忠度， よし 常、 三番 修羅が かりに はよ き 能な り」 とい ひ、 今 も 俗に 〔s 盛〕 〔盛 久〕 と 併せて 三 盛-などと 稱 して、 修 § の 中での 意い 

曲と して ゐる やうに、 本 曲は修 8 の 類型 を 離れた 特異な 曲 柄で ある。 その 著しい 點は、 武士 を 主人公と した 曲に >  女性の 戀 B を 彩つ 

たこと で、 脚色の 苦心 も 主として この 按配 調和に 向って 注がれて ゐる。 前段の シテ： ソレ： 迎盛 夫お が 漁 翁 夫婦 を裝 うて、 舟 を 蒲ぎ 寄せて 

くるの は、 小 宰相が 人 水した からであって、 蘅 火を緣 として^と 近づかし めろ の も、 而甴ぃ 手法で あるが、 小 宰相 入水の 物語 をして ッ 

レが 入水す る、 その後 を 追うて シテも 海底に 入る ことと して、 前段 を 結んで ゐ るの は、 夫婦 戀慕の 情 を 現す 上に 於ても、 よい 效 * を^ 

して ゐる。 後段の クセ に、 通 盛が 小 宰相との 名殘を 惜しむ 樣を 叙した の は、 前段との 關係を 緊密に した もので あり、 カケリ 以後 >  ：迎 盛 

奪 戰の樣 を-小し たの は、 修羅 物の 本領 を發 揮した もの-て、 始終 注意深い 脚色に 成功した ものと いはれ よう。 . 


【二 


【I 】 


名乘 笛に て、 ワキ^、 角 幅 子 .1^ 附 無地^^- =• 水 衣， 敉帶 

数珠の 装お にて 餒を 懐中し、 ヮキグ レ 從^、 ヮキ と：！ 樣 の裝 

來 にて 出で、 ヮキ は舞桌 に 入 リ名乘 痤 に 立ち、 (ヮキ ダレ は 

の 松に て 下に： WHO 


舞 S ば 阿波 S ぬ 

へ て §。 


-w、 ヮキヅ レ從 W を隨 


〇 阿波の 鳴門— 阿波 國板野 

郡大毛 島の 孫 崎と 淡路島 鳴 

門： との 間の 海峡。 卽ち こ 

の 僧 は 孫 崎で 一 夏 を 送った 

ので ある。 

〇 一 夏 I 四月 十六 日から 七 

H: 十艽 日まで 夏時 九十 日間 

安居 (籠居 修行) の 行 を修す 

る こと。 

〇 この 浦 は 1 こ の 浦で 死ん 

だの は、 黉は小 宰相 だけで 

ある o  . 

〇 痛 はしく  — ぉ氣の 毒に。 

〇 磯山— 磯邊の 山" 

〇 暂し 岩根 を 待つ 程に— 暂 

し 居る を 岩根に、 岩根の 松 

を 待つ に、 誰が 世 を 夜に、 

知らぬ を 白波に、 楫音 ばか 

リ 鳴る を 鳴門に いひ かけた 

【二】 


〇 す は I そら。 物に 驚いて 

注意 を 促す 聲。 

〇 遠山 寺の 鐘の 聲—^ 水抄 

藤 原 基 俊の 歌 「入相の 遠山 

寺の 鐘の 聲 あな 心 ぼ そわが 

身 幾 世ぞ」 を 引 いた。 

〇 入相 ごさ めれ I 人相に こ 

そ あるめれ の 約。 入相 は 夕 

暮 G 


ヮキ 「これ は 阿波の 鳴門に 一 夏 を 送る 僧に て 候。 

さても この 浦 は。 平家の 一 門 果て 給 ひたる 所な 

いた  もん  えい や  い 亡 ベ  い  ^んき やう 

れば痛 はし く 存じ。 每夜こ の 磯邊に 出で て 御經 

を讀み 奉り 候】 唯今 も 出で て 弔 ひ 申さば やと 思 

ひ 候 

とい ひて、 脇 座に 行き 下に 居り、 (ヮ キヅ レも その 次に 坐し) 

上 i, 磯山に。 暫し 岩根 を 待つ 程に。 暫し 岩根 

を 待つ 程に。 誰が 夜 舟と は 白波 揖音 ばかり 

鳴門 の 。 浦靜 かなる、 今宵 かな 浦靜 かなる 今宵 


力な 

【二】 


後見、 篝火 をつ けたる 舟の 作物 を 脇 -正 面に 出す。 

一 聲の囉 子に て、 シテ漁 翁、 面 朝 倉 尉 • 尉 髮. 襟淺黃 • 着附無 

地 熨斗 《!>茶鞋 水 衣 • 腰 帶， 扇の 装束、 ッ レ海 士女 (小 宰相 局)、 

面 連 面 帶， 襟 赤 • 着 附摺箔 • 色 入唐 綠. 扇の 装束に て、 ッ 

レを 先に 立てて 出で、 ッレは 舟の 眞 中に 乘り、 シテは 臚に立 

ちて 棹 を 持ち、 

ヮ ふ ほ fit でら  か ね  こ i  いそち か  き こ. 

サシ 『す は 遠山 寺の 鐘の 聲。 こ の 磯 近く 聞え 候 

た. -* 


テ 『入相 ごさ めれ 急が 給へ 


憎 「私 は 阿波 國 鳴門で 一 夏 安居の 修行 を 

して ゐる 僧です。 さて この 浦 は  >  平家 一 

族の 人々 のお 果てに なった 所な ので， お 

氣の 毒な こと だと 思 ひ. 每晚 この 磯邊に 

出 て • 御 經を讀 んで御 ^向 して ゐ るので 

す。 今日 もこれ から 出かけて. 御囘 向し 

ようと 思 ふので す」 

•t 見物人に 自己 弒介 み-し、 やがて 磯邊に 来た 態で 

佾 「かう して. 機邊の 山の 岩に 腰かけて、 

暫く 待って ゐ ると. 誰が 乘 つて ゐ るの か 

分らない が、 夜 舟 を 漕 いで ゐる艢 の 音 だ 

けが えて 来て， その外 は， この 鳴門の 

浦 ー體に いかにも もの 靜 かなこと だ」 

.11 い つ て 沖の 景色 ケ 見て ゐ る。 

【二】 


シ テ 平 通 盛 漁 翁 の 姿 *- し、 ッレ小 宰相 W 海 士女の 

姿 をして 漁船に 乗り、 沖から 清 いでく る憨で 登場 

女 「そら、 遠い 山寺の 鐘の音が、 この 磯邊 

まで 耳 近く 開え て來 ます よ 」 

漁 翁 「お、、 タ暮 になった の だ。 さあお 急 

きな さ い」 


盛 
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〇急 が 給へ I 急がせ 給 へ の 

略。 

〇s£ なく 基る る— そ 9 日の 

甚れ るの を >  やがて 永 い 年 

月 の ：： 十く 過ぎ行く 意 にい ひ 

かけた。 

〇 昨日 過ぎ ー 古今^^ 列 

樹の欲 「昨；：：： と い ひ Ar- 日と 

菘ら して 飛. お 川流れて 早き 

なりけ リ i に：^ つた。 

〇 老に敉 まぬ は— 老の 身に 

は 命が はかなくて、 行末の 

EJ 曰が 賴み にならない との 

ぢ 

0 いつまで 世 を ば I 世 を ば 

渡る を わ たづ みに、 泡の 海 

士を餘 りに、 ぽ も 無き を 波 

に いひ かけた。 わ たづみ は 

海の 古^。 波 小舟 は 波に ゆ 

られ てんる 小舟。 

〇 何 を賴み に I 波の なの 音 

を 重ねて 何 をと いった。 

〇 命の ために— 何 を 將來の 

樂 しみと して、 その 日く 

の ^活 の爲に 身を勞 役し よ 

ラと s  ^©o 

〇HJ  3 出汐— r: の 出 を出汐 

T 滿沙， ) に いひ かけた。 

■0 夕 波の— タ 波の 疮るを 鳴 

門に いひ かけた。 

〇 離れ^ぬ— 淡路^が 鳴 1： 

の 沖から 離れない と、 生活 

の爲に 浮世の 辛い 粱 から 離 


盛 

ッレ 『程なく 幕る る H の數 かな 

シテ 『昨日 過ぎ 

ッレ 『今日と 暮れ 

シテ 『明日 また かく こ そ あるべ けれ 

ッレ 『され ども 老に赖 まぬ は 

シテ 『身の 行末の！ H 數 なり 

^ 一  聲 『い つまで 世 をば わ たづ みの。 あまりに 隙 

も。 ^ 小， I 

ッレ 『何 を賴 みに 。きの 身の 

シテ 『命の ために 

ュ 『つか ふべき 

地に,. 薆 きなが ら。 心 の 少 し 慰む は。 心 の 少 し 慰 

つき  で じほ  あ i  4* ぶね  おもしろ  うら  みさ 

むは。 月の出 汐の^  士 小舟-さも 面 由き 沛の秋 

の 景色 かな C と 右？ 方に 向き)。 所 は 夕 波の。 鳴門の, 

に US つ づ く  (と = 附枯 のな を乂 廻し)。 淡路 の. は？ や 離れ 


二  \ し、 

二- S  Ts ズ 

女 「すぐ 日が 暮れて しま ひます が- かう し 

て 永い 年月 もす ぐ經っ てし ま ふので す 

ォ 」 

漁 翁 「ほんと にさ， つ だ- ^の ii に 昨 曰 は 過 

ぎて しま ひ  」 

*T 今日 も 暮れ て 行き …… 」 

漁 翁- 明 日 も 亦 かう して 過ぎ て 行く の だ ら 

う」 • 

女 「それにしても、 年寄った ものに は…」 

漁 翁 「これから 先 >  長い 年月が あらうな ど 

と、 あてに する こと は出來 ない の だ」 

漁 翁 「いつまで. かう したお 敢 ない ijw の 

^に-、 危げな 小舟に 乘 つて- 少しの！ g も 

なく 忙しく^ら す こと だ らう C 何 を あ て 

にして、 何を樂 しみに して. 果敢ない 命 

を 繋がう と 思 つて >  この ヤ 寄り の せな 働 

かせて ゐ るので あらう。 —— 


何から 何まで 辛い 察ば かりだが、 でも、 

少し 心の 慰められ ろの は、 月が 出て 滿汐 

になった の を 幸 ひに、 漁船 を 沖 へ 漕 ぎ 出 

す 時の >  浦の 景色で， これ はいかに も；. g 

,z: いもの だ。 この 夕 彼の 寄せて は 返す 鳴 

門の 沖の、 遙 かな かなたに 淡路. おの 絞い 

てゐろ «s こ. tv は い M 京，， JJ だ 力 し 力 


れ 得な いと、 二 意 を 兼ねた。 


〇 喑濤 s を埋ん で— 詩句ら 

し いが 出 所が 分らな い。 

〇 苫 —菅 茅な どで 編んだ、 

船の 上 を 澄 ふ 筵。 

〇 蘆 間に 通 ふ— 雨の 脚 を 蘆 

間にい ひかけ た。 

〇 波枕に— 音す る もの も 無 

きを 波枕に いひ かけ、 枕の 

緣で 夢と つ ぐけ た。 

〇 揖 音— 膽 を 潜 ぐ 音。 

〇 唐艄— 唐 風の 維。 こ、 で 

は 文の あや に 「楫 音を靜 め」 

と 同意の 事 を 重ねて いった 

ので ある e 

【三】 

〇 誰 そや こ の 鳴門の 沖に 音 

する は I 引 歌ら し いが 出 所 

が 分らな い。 この 句 〔海 士〕 

にも ある Q 


0 


得ぬ 浮世 の 業ぞ悲 し き 浮世 の 業ぞ悲 しき？ 正面 

に 直し) 

あん たう つき うづ  せいく わう 

シ テ サ シ 『晴濤 月 を 埋んで 淸 光な し 

ふね  た  あ. -*  か りび ふ  r 

ッ レ 『舟に 焚く 海士 の篝火 更け 過ぎ て 

よる  あめ  あし 1  かよ  か ザ 

S 『苫ょ りくぐ る 夜の 雨の。 蘆 間に 通 ふ 風なら 

では 1 曰す る もの も 波枕に。 夢 か 現 か お 經の聲 

の.、 嵐に つれて 聞 ゆる ぞゃ？ 聞き)。 楫音を 靜め唐 

ろ  おさ  ちゃう もん  お， 0 

艢を 抑へ て 8 を 見 r 聽聞 せば やと 思 ひ 候 

と謠 ひて ッレは 下に 居リ、 シテは 面 を^す。 

【三】  . 

ヮキ 『誰 そや こ の 鳴門の 沖に 音す る は 

シ テ 『泊り 定め ぬ 海.^ の 釣 舟 候よ 

ヮキ 『さも あらば 思 ふ 子細 あり。 こ の 磯 近く 寄せ 

た ** 

給へ 

シーア 『仰せに 隨 ひさし 寄せ 見れば (. と 棹 を さす) 

ヮキ 『二人の 儈は巖 の 上 

盛 


し、 結局 何 を 見ても、 浮世の しがな い 渡世 

から は 離れられな いのが 悲し い こ とだ」 

漁 翁 「 潮煙で - あたりが 眞唁 になって、 月 

の 光 も 見えない わ」 

女 「舟で 焚 い て ゐ る 蘆 火 の 光 も だん /ヽ 

弱って 来ました 一 

漁 翁 「た ピ閗 えてく る ものと い へば、 苫を 

くにって 舟の 中へ も 漏れ 入る 夜の 雨 の 音 

か、 藤 間に 吹き 渡る 風の 一 W か、 そんな も 

のの 外、 何もない 箬 だのに >  これ はまた 

夢で も 見て ゐ るので あらう か、 讀 經の聲 

が 嵐の 音に 交って 聞え るぞ。 艢の音 を 立 

てない やうに して、 あの 讀 經を聽 聞し ま 

せう」 

【三】 

僧ば こなた へ 漕いて 来た 舟 * 見て、 

僂， - .) の 鳴門 の 沖合で "音を立てて ゐ るの 

は 誰 だ」 

漁 翁 「どこに 落ちつく とい ふ 所 もな く" さ 

ま よ う て ゐ る 漁船で す 」 

僧 「それならば >  少し 考 へが あるから >  こ 

の 磯 近くへ 舟 をお 寄せなさい」 

舟 を 磯^に 清ぎ せた 想で、 

漁 翁 「仰せの 通り、 舟 を 漕ぎ 寄せて 見ます 

と …； 一 

僧-一 一人の 僧が 岩の 上に ゐ るの だ」 

二八 九九 


0 かりそめに I 蘆 火の 影 を 

惜り. と いひ かけた" 

〇 粱は濂 火と— 漁 笨は弒 や- 

戒を 犯す もので 惡 いこと と 

思って ゐ たがと いふの を 魔 

火に いひ かけ、 その 葳 火が 

佛經讃 lis 爲の 善き 燈 火と 

なると！ Sg けた。 

〇 鳴門の 海の— 燈 火になる 

とい ひかけた。 

〇弘 お^ 如^^ 幼 不思議— 

^ぉ^^門 品の^ 文。 弘^ 

は佛菩 降の 弘く 衆生 を濟度 

し！ ^ふ^ 願。 劫 は 無^の 永 

い^- n。- 弘 ， の 深き こと 海 

の 如く、 劫を歴 とも 思議せ 

じ I と 湖む C 

〇 五十 肢 棘— 法 華經^ 喜 功 

德 品に 出て ゐる 語で、 法 華 

锊を鹉 すれば、 その 利^ 

が 次から 次 へと 傳 へられ 

て、 五十人に 至 つても、 その 

功力に 變リ がない との^。 

〇 おもて ぞ^き I 藍 火の 光 

が 弱って 鯉の 紙而が 1= い。 

表に 對し て袅 を沛 風に いひ 

かけた。 

〇 龍女變 成— 法 華 終^ 婆^ 

多 品に 娑^ 搽龅王 の 八^の 

女が 男子に 變 成して 南方 無 

^世界に！^ 生した と ある を 

〇姥 も賴 もしゃ— 龅 女が 成 


盛   I   

シテ 『漁の 舟 は^の 陰 

ヮ キ 『蔥火 の 影 を かりそめに。 お 經を 開き 讀 誦す 

る (と 懐中よ リ經を 出して 開き) 

シテ 『ありがた や 漁す る。 業 は 蘆 火と 思 ひしに 

ヮキ 『よき 燈 火に 

シ テ ： -CIT^J の.：^ の (と； £ を 扮 てて 下に W り 介 掌) 

. な 『弘誓 深 如 海歷劫 不思議の %ぎ によりて。 五 

てん でん  す 6 き <  f ぼん 

十 展蜱の 随 喜 功徳 品 

地下 敬 『げ にあり がた や この 經の。 おもて ぞ晴き 

池 風 も？ ン テ きン。 お， 二 火 の ^を 火き た て て も 火 を 

扇ぎ。 聽 聞す るぞ ありがたき。 ト き-龍 女變 成と^ 

ふき  む tt  たの 

く 時 は。 龍女變 成と 11 く 昨 は。 姥も賴 もしゃ お 

ほぢ はいふに 及ばず。 願 ひも 三 つ の 車の 蘆 火 は 

淸く あかす ベ し猻々 ぉ經、 遊ばせ g 々ぉ經 遊ば 

せ 


 , し  

！ «ぉ 「そして こ の 漁船 は st^ に W り ま 伫」 

せ， そこで. その 蕭 火の 光 を 借りて. ぉ扭 

を 開 い て 讚 誦しよう と 思 ふ の だ」 

ミ經 *w して »s する "- 

* お 「あ >- ありがたい ことです。 漁の ほに 

使 ふ^ 火 は 、 设化 の 助け をす る もので  >  た 

だ 悪い もの だと 思って ゐ たの. てす が…」 

信-かう して-^ 經の爲 の 火影と なれば、 

衆生 を 祸樂に ゆく よ い S ほ 火になる の だ。 

…： 法華經 に、 『弘く 衆生 を辨 はう との 御 

背 願 は、 海の 如く 深い もので、 未来永劫 

變る ことがない』 と 仰せられ たや 5 に、 

佛綠 を^れば ， 讀 終の ありがたい 功徳が 

幾 十 人に も 及ぶ の だ」 

！ g 翁 「ほんと にあり がた い こと. て ございま 

す。 ：… お  >- このお 經の 紙面が 暗 か つ た 

の に 、 浦風まで が 吹き 立 てて >  の 光 

を g ろくして、 御^ 經に 都合よ くして く 

れる、 それ を聽^ する ことの 出來 ろの は、 

ほんと にあり がた い ことで ございます。 

龍 女 ま. てが a-i に變 成して- 南方 無^ ゆ 

界に 生まれた とい ふこと-て すから、 女人 

の この 婆さん も成怫 する ことが 出來 よ、 つ 

かと 顿 もしく 思 はれます。 まして、 男の 

この 爺な ど は 勿^ 成佛 が川來 ませう。 さ 

あ M 火の 光 を 滞く 明く しませう C もっと 

御 ^經 下さ いませ」 

佾は經 な» み 終 つて、 


佛 した ので あるから、 女人 

の姥も 戎佛し 得よ うと 賴も 

しく  はれる。 

〇 お ほぢ— 祖父。 老翁。 男 

子 なれば なほ 更成佛 し 得る 

との f^o 

〇 願 ひも 一一 一 つ の 車の I 願 ひ 

も 滿っを 三 つの 車に、 車の 

足 を 蘆に いひ かけた。 一一 一つ 

の 車 は 法華經 譬喩 品に、 火 

宅の 如き この 世の 煩 惱を離 

脫 する 方便に 譬 へ られた 羊 

車 鹿 車 牛車 を いふ。 

【四】 

〇 小 宰相の 局— 刑 部 卿 藤 原 

憲 賢の 女、 上 西 門院の 女^ 

であった が、 後 逝 盛の 妾と 

なった。 平家が 八 島に 落ち 

た 時、 船中で； 迎 盛の 戰死を 

閗 いて 人 水した。 時に 年 十 

し 1 

〇 馬上 を あらためて— 降 路 

騎馬で 行く こと を やめて。 


〇 緞馭廬 島— 伊 弗 諾伊弗 冊 

二 神が 高天原から 御 降臨の 

最初に 出来た 島で、 古來淡 

路島 又は その 南の 沼 島が そ 

れ であると いひ 傳 へて ゐる 

の で、 武士 の をの ことい ひ 

かけて 淡 路潟を 呼び 起す 料 

とした o 


【0】  うれ  So ふ..？ H  ひ  ひ；, り  こ-ろ 

ヮキ 「あら 結？ しゃ 赏 (と 經を拜 して 卷 き)。 火 の.^ にて、.： b 

靜 かに 御經を 讀み 奉りて 候 S を 懐 巾し、 ま づまづ 

ラら  へいけ  もん は  たま  ところ 

この 浦 は。 平家の 一門 果て 給 ひたる 所 なれば。 

每夜こ の 磯邊に 出で て 御 經を讀 み 奉り 候。 とり 

わき. § 何なる 人 こ の 浦に て 果て 給 ひ て 候ぞ委 

おん もの がた 

しく 御物 語り， 院 へ 

シテ 「仰せの 如く 或は 討 たれ。 又は 海に も 沈みぎ 

ひて 候。 中に も 小 宰相の 局 こそ。 (ッレ に 向 ひ) や。 諸 

共に 御物 語り 候へ 

ッレ 『さる 程に 平家の 一門。 馬上 を あらため。 海士 

の 小 かに 乘り 移り。 月に 棹 さす 時 も あり 

シテ 『ここ だに も 都の 遠き 須磨 の 浦。 .れ - レア 『思 はぬ-敵 

おと  な  な-  ちの の ふ  おの こ ろ じ ま 

に 落され て。 げに 名を惜 しむ 武士 の。 礮馭廬 島 

ゃ淡路 潟。 阿波の 鳴門に 着きに けり 

ッレ 『さる 程に 小 宰相の 局 乳母 を づ け。 = 『いか 


【ョ 

憎 「あ  >- 嬉しい こと だ。 この 火の 光で ゆつ 

くり 御 經を讀 むこと が 出来ました。 私達 

は、 この 浦 は 平家 一族の 人達のお 果てに 

なった 所な ので、 每晚 この 磯邊に 出かけ 

て、 御 經を讀 誦して ゐ るので すが、 この 

浦で は， 平家 一門の 中-て も. とりわけ ど 

う い ふ 人が お果てに なった の です。 委し 

くお 話し 下さい」 

漁 翁 「仰せの 通り- この 浦で 或はお 討 たれ 

になったり、 或は 自ら 海に お沈みに なつ 

たりした のです が， とりわけ 小 宰相の 局 

は …； (女に) お \  、そなた も 一 所に お話し 

申し上げ るが よい」 

女 「平家 i 門の 人々 は、 これまで 陸路 騎馬 

で 進んで 行 つたの です が 、 今 は 小さな 漁 

船に 乘り 移って、 月の 夜船 を掉 さして 行 

く 時 もあった のです」 

漁 翁 「 須磨 の 浦に ゐた 時で さへ、 都から 隨 

分離れ た、 遠い 所 だと 思って ゐ たもの が， 

そこ を も 敵に 討ち 落されて、 武士の 名譽 

を 思 ひながら、 淡 路潟を 通って、 この 阿 

波の 鳴門に 着いた のです」 

女 「その 時， 小 宰相の 局が 乳母 を 側に 寄せ 

I . I 二 九。 一 


〇 通 盛—： 牛敎 盛の 子。 沾盛 

の 甥、 敎 おの 兄。 毒 永 三年 

一 の &で戰 死した e 


〇 沈まう ずら め— 沈 まんと 

すらめ。 


〇^ のかね て 俘 かむ らん I 

沈む と 浮かむ とを對 照せ し 

&た o 

〇西 はと 問 へ ば— 西方 械 樂 

^土 の 方^:: は どちら かと 尋 

ねれば e 


〇 この 時の 物 思 ひ—. 平家 沒 

落に つ いての 悲しみ C 

〇 君— 小 宰相 を 指す。 


〇 HI じ滿 潮の — M じ 近と い 

ひかけ た。 


盛  

に 何とか 思 ふ。 われ 頼もしき 人 々 は 都に お まり。 

通 盛 は 討 たれぬ。 誰 を顿み てながら ふ ベ き。 こ 

の 海に 沈まん とて ノ土從 泣く 泣く 手 を 取り ffi み 

ふた »y の * 

1 t  J  ^plrrfs (と 二人ともし をりながら 立ち) 

ッ レ 『さる にても あの 海に こ そ 沈まう ずらめ ？右 

の 方に 向き) 

地下 i 沈む ベ き 身 の 心に や P 、のかね て Sb か むら 

ん (ッ レし をリ) 。上 歌： W はと^ へ ば 月の 入る。 西 はと 

問へば ガの 入る。 其方 も 見えず 大方の。 春の 夜 

や 霞む らん 溴も ともに 暴る らん つ ンテ而 伏せ ッレし を 

り〕。 乳母 泣く 泣く 取り つ き て (シ テツ レをリ しゃ-)。 こ 

の 時の 物 忍 ひ 君 一 人に 限らず 忍し めしと まり 

給へ と 御衣の 袖に とりつく を C 扳り 切り 泡に 入 

ると 見て 老人 も 同じ 満潮の。 底の 水：^ となりに 

けり 底の 水！ S となり にけ り 

シ テ 「御衣 の 袖に 取リ つきて」 と ッレの 右 袖 にと りつく。 ッ 


二  to  二 

て， 『そなた はどう 思 ふ、 私の 糾り にして 

ゐた 入々 は 都に SE まられ >  ： 汕盛は 討 たれ 

ておし まひに なった。 か、 つなった 上 は， 

- J れ から 誰 を^り に し て き て ； i: けよ 

う。 一 のこと、 この 海に 沈んで^ んで 

しま はう』 といって、 卞從 二人、 ^きな 

がら 手 を 取り合 ひ、 舷に 立って • さ うだ、 

あの 海に 沈む ことになるの だと 思 ひます 

と、 やが て 沈む ベ き 身の 悲し さ にか、 泯が 

兎角 浮か んで來 て ， s: 方 祸樂淨 士はぁ の 

月の 人 る 方！ W: だ と效 へられても、 # の& 

の 霰に 包まれて ゐる爲 か、 それとも 服が 

淚に 霞んで ゐる爲 か、 その 方 C も^えな 

いの. てす。 その 時、 乳母が 泣きながら 小 

宰相の 局に 取りす が つて、 『今の この^し 

みは、 あなたお 一 人で は ございません、 

平家 御 一門 皆 同じな のて すから、 どうぞ 

お 思 ひ まりになります やうに』 といつ 

て、 お 袖に とりすが つたの を、 小^. 相の 

局 は：., i り 切って、 海の 中に 人って しま ひ 

ました (ミ 今の 女 も M じ やうに； W に 人る) と、 老 

人 も 一 緒に 滿汐の 海に 人って しまった。 

ッ レ ：ンテ -/.-•、； もに 海に 人る おで 中 人。 (せ にッ 

レの中 人 しないの は、 ト .ssw* を 以て これに 

代へ たのに SSJJ3 ない) 


【間】 


〇 叶 は ぬ 用 1 避 けがたい 用 

事 

〇 方々— そなた。 


〇 小 宰相の 局と 申す は— 平 

家 物語 「小 宰相」 に 「この 女 

^と 申す は、 頭の 刑 部卿範 

方の 女， 禁中 一 の 美人、 名 

をば 小 宰相 殿と ぞ 申し け 

る" 上 西 門院 (鳥 羽院 第二 

の 御子) の 女 © なリ。 こ の 

女 BSS 十六と 申しし、 安元の 


レ 「振り切り 海に 入る」 と 入水の 心に て 舟より 出で 後：^ 座に 

く つ ろぎ、 シ テ r 老人 も 同じ」 と 舟よ リ 出で 人 水の 心に て 下 

に 居リ、 直して 靜 かに 中 入。 (ッレ は その ま、 後. ^座に くつ 

ろぐ)  . 

【間】 狂言 所の 者、 着附縞 熨斗目 • 狂言 上下 • 腰帶. 扇の 装束に て 名乗 座に 出で、 

狂言 「かや- フに候 者 は。 鳴戸の 浦に 住居す る 者に て 候。 こ、 に 貴き 僧の 一 夏 を 送り 給 ふが。 毎日 あり. 

がた き 御經を 御讀誦 なされ 候 問。 常々 參り御 經聽聞 仕り 候。 今日 も參 らば やと 存 する。 (眞屮 に 出で 下 

に 居て) 今日は 忘り 申して 候 

ヮ キ 「何とて 忘られて 候ぞ 

狂言 「尤も 早々 參 りたく は 候へ ども。 叶 はぬ 用の 事に て 忘り 申して 候 

-ヮキ 「ゆに/ \ 尤もに て 候。 さて 方々 に 尋ねた き 事の 候 

狂言 「御 尊ね ありた きと は 。如何 やうなる 御用に て候ぞ 

ヮキ 「思 ひも 寄らぬ 申し 事に て 候へ ども。 こ S 浦に. 平家の 一 門 數多杲 て 給 ひたる 由 承り 及びて 候 C 中 

にも 通 盛 小 宰相の 局の 御 事。 御存じに 於て は 語って 御 聞かせ 候へ 

狂言 「これ は 思 ひも 寄らぬ 事 を 承り 候 もの かな。 我等 もこの 所に は 住居 仕り 候へ ども。 左 橡の事 委し 

く は 存ぜす 候 さりながら。 そ 承り 及びた る 通り 御物 語り 申さう する にて 候 

ヮ キ 「近 ぶ- ！ て 宾 

狂言 「さる 程に この 浦に 御身 を 投け給 ひし 小 宰相の 局と 中す は C 頭の 憲 方の 御 女 上 西 門院の 上 童。 宮 

中 一の 美人に て 御座 ありた ると 申す。 又 通 盛の 卿と 御 夫婦に なり 給 ふ 御 事 は。 上 西 門院 北 野へ 行^ 

の 時 やらん。 又 女 院法性 寺へ 花見の 時と も 申し 候。 通 盛 は 中宫の 進に て 供奉せられ しに。 小 宰相の 

局 を 一目 御覽 じて。 文 玉章の 數を 送り 給へ ども。 取り あへ 給 ふ 事 もな く旣に 三年に なりに けり。 あ 
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^の！ w、 女 院法勝 寺へ 花見 

の 御幸 5 ぁリ しに、 迎 盛の 

卿 その 顷は 未だ 中宮 S 亮に 

て 供奉せられ たりけ るが、 

そめし 女& なり」 云 々 と 

委しく 記す。 

〇 わが^ は 細. 谷川の！ 及び 

女 院の御 返 欲、 平家^に 

に も 見 ゆ。 


盛 


-: 九 N 


〇 瀧 口 の 時 員—. 姓 は 見 田" 


る 時 小 宰相 里 t り 御所 へ 御参り 候 道に て。 通 盛の 使參 りん n ひ。 よき 折 柄と 悅び。 小- ¥ 相の 乘り袷 ひし 

車の 內へ 御文 を投け 入れし に。 小宰 扣御覽 すれば。 通^ S 御文に て 御^ 候 閒。 車に 置き 給 ふ^もな 

く。 その ま 、御 袂に隱 し 給 ひ。 御所へ 參り給 ふが。 所 こそ 多き に女院 S 御：. 1 にて かの 文 を 落し 給 ふ。 

女院 やがて 文 を 御^ あるに。 通 盛の 御文に て 一首の 耿の 御座 候。 その 耿は。 わが 戀は 細^ 川の 化 木 

橋。 ふみかへ されて 儒る、 袖 かなと。 かやう に 御座 候 問。 忝くも 女院 S 御返耿 に。 た V 镇め 細^ 川 

の 丸木橋。 ふみ 返して は 落ち ざち め や はと。 かやう に 御 返歌な され。 通 盛の 卿と 失^に な.^^. ふ。 

それより 御 契り 淺 からす ありた ると. E. す。 又 御 果てな された る様體 は。 平家 は 都 を 落ちて 一の 谷に 

能り 給 ふ。 源氏に 平家 を 亡 ほさん と 大手 搦手より 押し寄せ。 左右な う 打ち破り。 公達 數多 討死 あり。 

御 一門 は 御舟に 召し 四 國西國 へ 落ち 給 ふに C 折節 波 ％ 荒 くして。 御舟 散り散り になり。 小^. 相の 御 

舟 はこ S 浦に 吹きつけ 巾 す。 その 時 通 盛の 侍に 瀧 口の 咭 員と 申す^。 小 宰相の 御舟に 參. り。 一 迎盛は 

湊川 にて 討死な された ると S. しければ。 小 宰相 氣も魂 も 消え 給 ふが。 夜更け 人靜 まって 西に 向 ひ。 

十 念 ありて この 海へ 身み- 投 ゆ 空しくなり 給 ひて 候。 御 心中 痛 はしき 御 事に て 候。 まづ 我等の 承" 及 

びた る はかくの 如くに て 御座 候が。 と 思しめ し 御 尋ねな され 候ぞ。 近^ 不^に^ じ 候 

ヮキ 「懇に 御物； 詰 り 候 もの かな。 尋ね e. す も 餘の傻 にあら す。 御身 WW に 老人と 若.^ 女性の 來 られ。 

御經 を^ 聞な さ れ候 程に。 刖ち言 葉 を か はして 候へ ば。 迎盛小 宰相の 局 S 御^ を 身 の 上の やうに 中 

され。 二人ともに 海に 人り 給 ふと^て 姿を^ 失うて 嫔ょ  . 

狂言 「これ は 奇特なる 事 を 承り 候 もの かな。 さて は 通 盛 夫婦の 御 亡 心^れ。 御^御^ 1M ありた ろ」 一^ 

じ 候 間。 通 盛 夫婦の 御 跡 を 御 弔 ひ あれ かしと^ じ 候 

ヮキ 「近顷 不思議なる 事に て 候 程に。 愈.、 ありがたき 御 經を證 誦し。 かの 御 跡を懇 に？？ ひ 巾 さう する 

ニ匸 奐 


【五】 

〇 八 軸— 法 華經。 法 華經は 

八 卷廿八 品で あるから" 

〇 誓 ひ— 誓願。 利益。 

〇 方便 品— 法華經 第二 品の 

名。 その 經 文に 「若 有 二 聞レ法 

者 T 無-一一 1 不二 成佛こ 

〇 如 我 昔 所願— 以下 「皆 令 

人佛道 一 ま で 普 門 品偈文 の 

一節。 

【六】 


◎ 如 我 昔 所願— 謠 本に はな 

いが、 演 能に はシ テが 登場 

してから、 ヮキが 再び 謠ひ 

返す の である。 


〇 迎盛 夫婦の— 佛逍の 道 を 

通 盛に いひ かけた。 

〇 立ち 歸る 波の— 娑婆に 立 

ち 歸るを 波の 岸に 立ち 歸る 

に、 波の 荒き を あら ありが 

たにい ひかけ た e 

0 


狂 言 「御用の 事 候 はば 重ねて 仰せ 候へ 

ヮ キ 「賴み 候べ し 

狂言 「、： ：" 得 申して 唉 . 

と いひて 狂言 は 引く。 

【五】 

ヮ ワキ^ 上 sis 『この 八 軸の 誓 ひに て。 こ の 八 軸の 

誓 ひに て。 一 人 も 漏ら さ じ の。 方便 品を讀 誦す 

る。 C. 正面に 向き合 掌して リ如我 昔 所願 

【六】 

出端の 離 子に て、 後 ジテ平 通 盛、 面 中 將， 黑垂， 梨 打 烏 幅 子， 

白 鉢 卷* 襟 白淺黃 • 着附 鏠箔. 長 耥* 模樣大 口  • 腰帶 ，扇， 太刀 の 

装束に て 出で 常 座に てヮ キに 合掌、 ッレも 立ちて 出で 大小 

前に 立つ。 ヮキ 立ちて シテに 向 ひ、 

ヮキ 『如 我 昔 所願 

後 ビア 『今 者已 満足 

ヮキ 『化 一 切^ あ 

シ-ア 『皆 令入佛 道の 

みち ちり ふう ふ  き 9- う  ひ  たかへ  な A 

地 『通 盛 夫婦。 ぉ經に 引かれ て。 立ち 歸る 波の 

ヮキこ の 間に 脇 座の 次に 坐す。 

シ テ 『あら あり がた の。 御 法 やな？ ヮ キ に 合掌) 

盛 


【五】 

後 段 

僧 「この 法 華 經八卷 の 利益 を 以て、 一人 も 

殘ら ず成佛 せしめようと 仰せられた 方便 

品 の 經 文を讀 誦し よう。. I .『 わが 昔 の 所 

願の 如き ：… 』 

VJ 方 ffi 品な 讅 誦する n- 

【六】 

後ジ テ 平 通 盛、 ッ レ 小 宰相 局 登場 o 


僧つ II 『わが 昔の 所願の 如き ；… 』 

"、.- 讀經 する.、. -、 通 盛 もこれ に 合せて、 

f 通 盛 『 …… 今 は 巳に 滿 足せり、 一 切の 衆 

生 を 化して、 皆佛 道に 人ら しむ …… 』 

VJ 薦し、 


通 盛 「通 盛 夫婦が、 このお 經の 功德に 引か 

れ て， 娑婆に 立ち 歸 つて 来ました」 

VJ 僧の 方に 出て、 

通 盛 「あ  >- ありがた いお 經 でございます」 

二 九 〇 五 


〇 なまめ ける— 俊 維な c 


〇 阿波の 鳴門に— 波 2 泡 を 

阿波に いひ かけた。 


〇 生 S3 森— 今 神 戸市 下山 

手、 *E 神社の 境內パ 生 田 

敦盛 X 娘 〕 參照。 

〇 武將た つし— 武將 たりし 

の 促音 便。 

0 越 前の 〖11 位 I 通 盛 は 越 前 

守 淤屮， K 亮、 從！ 一一 位で あつ 

た。 譽れを 得と いひ かけた" 

【七】 

〇 一 の ハ介—«ゅ闽 武^ 郡 西 

須磨 e 平家物^ 卷 九に 「 一 

の 谷 は 北 は山ゝ 南 は^、  n 

は 狭くて 奧呔 し、 岸 高く し 

て 屛風を 立て たるに 異なら 

づ」 

〇 大手の 陣 I 城の 正面。 平 

家 § に 「西 は 一 の &に城 

廓 を 構へ、 朿は生 ES 森 を 

大手の 水 戸口と ぞ 定めけ 


盛  

ヮキ 『不思議 やな さもな まめけ る 御 姿の ？ッレ に， M 

ひリ。 波に 浮かみ て兑ぇ 袷 ふ は 。如！： なる 人に て 

まします ぞ 

ッレ 『名ば かり はま だ 消え^てぬ あだ 波の。 阿波 

の^ 門に 沈み 果てし、 小 宰相の 局の 幽 m なり 

と謠 ひながら 脇豳に 行き 下に 居る。 ヮキシ テに向 ひ、 

ヮキ 『今 一 人 は&. 冑を帶 し。 兵 具い み じく^え^ 

いか ひふ 

ふ ま。 如.^ なる 人に てまし ます ぞ 

シテ 『こ れ は 生 田の 森の 合戰 に^て。 名 を； 大 下に 

揚げ。 武將 たっし 春れ を。 越 前の 三位 通 盛。 昔 を 

： な i らん その 爲に。 これまで 現れ 出で たるな 


> り 


【七】 


シ テ 次 の 地^ に 舞^ の ほ屮 に 行きて 床儿 にか i る。 


ei  , , た-一 まう  i ゝ .1 うへ ナょ 

地サ. H 抑 もこ の 一 の 谷と 申す に 前 は：^。 上は嶮 

しき g 越。 誠に 鳥なら では 翔り 難く 獸 も。 足 を 

立つ. べき 地に あらず 

シ テ 『唯 幾 变も 大手 の 陣を心 もとな きぞ とて 


二 九 0 六 

W- これ は 不思議た . 大解 «5雅 な お^の 方 

が、 波に 浮かんで お 兌え になる が、 

どう い ふ 方な の. てす」 


w「 情な い 名ば かり は、 未だ 傳 へ ら れ て ゐ 

ます， あの 阿波の 鳴門で 海に 沈んだ 小宰 

相の 局の 幽靈 です」 

佾 「今 一 人の、 鎧 かぶと を^: て、 いかめし 

い 武具 を帶 して： ^られ るの は、 どうい ふ 

方です」 

通 盛 「自分 は 生 田の 森の 介戰 に、 功名 を 天 

下に 揚げ、 武將 としての^^: を W した、 

越 前 守從- 一一 位 通 盛-て、 の 小 を おさう と 

思って、 こ& まで 現れて 來 たの _て す」 

ミ いつ て佾の 前に 出で、 

【七】 

通 盛 「さて、 この 二 のハ 介と いふ 所 は、 前 は 

海- 上は嶮 はしい g 越-て、 ほんと に 鳥-て 

な く て は 翔け る - .- とが 出來 す、 i! でも 足 

を 立てる こ とも 出来な い 要^^ H な 所で 

すが、 たに 表口の 生 田の 方の 陣が幾 ぼ も 

氣 がかり になる の. て、 平家 一 門の 中の ^ 


〇 宗徒 —主として 賴み にす 

る 人達。 


〇宵 の 間 も， I 盃を 月に 1 に へ 

るので、 月 をい ひかけ て. W 

とつ V けた C 

〇 うたたねな リし— 假寢し 

て睦 しく 語り合 つたこと。 

〇 項 羽 高祖の 攻め を 受け I 

楚の項 羽が 潢 高祖と 戰っ て 

=K れ、 ハぶ に^^に 迫 つた *-、 

愛妾 虞 氏と 帳^ に洒を 酌ん 

で 別れ を 惜しんだ 故事 を 引 

いた。 〔項 羽〕 參照。 

〇 数 行 虞 氏 が ^—右 の 樣 を 

詠んだ、 和漢 朗詠 集 橘廣相 

の 詩句 一， 燈 1" 數行虞 氏淚、 夜 

深 m 面 楚歌萆 一 を 引 いた。 

〇 能 登の 守— 名 は敎經 e 武 

勇の 人で、 八 島の 戰に 討死 

した。 年サ 六。 〔碇 潜〕 參 服。 


地 『宗徒の 一 門 さし 遣 はさる。 通 盛 も その 隨 一 た 

しの  ぢん  ^へ  ざ い つ つぼね 

り し が。 忍 ん で わが 陣に歸 り？ 立ち ヾ 小 宰相 の 局 

に 向 ひ 

と 下に 居て ヅ レ と 向な n ひ" (居 ク セ) 

すで いくさ A やうに ち  いた  ^ん& 

地クセ 『旣に 軍。 明日に き はまりぬ。 痛 はしゃ 御身 

は 通 盛なら で こ の 中に。 賴 むべき 人な し。 われ 

ともかくもなる ならば。 都に 歸り 忘れず は。 亡 

き 跡 弔 ひ て たび t へ。 名殘 惜しみのお 盃。 通 盛 

酌 をと り (と 扇に て ッレに 酌 をし)。 さす 盃の 宵の 間 も。 

むつ ごと  もろ 二し  ^-っ .7 

うたたね なりし 睦言 は。 たと へ ば 唐土の。 現 羽 

高祖 の 攻め を 受け。 數行虞 氏が. 淚 もこれ に はい 

かで まさるべき" 燭火陪 う して。 月の 光に さし 

向 ひ。 語り 慰む 處に 

シテ 『舍 弟の 能 登の 守 

地 『はや 甲冑 をよ ろ ひ つ つ。 通 盛 は いづく にぞ。 

盛 


な もの を 遣 はされ る ことと な つたので 

す e 自分 も その 第 一 てあつた の だが >  內 

内で わが 陣に歸 り、 小 宰相の 局に —— 


『もはや 戰も 明日が 最後と なった。 可哀 

想に そなた は 通 盛の 外、 この 中. て 誰 一人 

賴 りに する ものがない の だ。 私が 死んで 

しまったならば、 都に 歸 り， 私の 事 を 忘 

れ なかったならば， よく 3： 向して 下さい』 

といって， 名殘を 惜し ん. て 酒 を 酌み 交 は 

し、 自分が 小 宰相に 酌 をしたり して、 暫 

くの 間假寢 して、 睦 しく 語り合った 樣は、 

かの 支那の 項 羽が 高祖に 攻められて、 虞 

氏との 別れ を 惜しみ、 さめ ふ、 と 泣いた 

とい ふの も  >  その 悲しみ はこれ 程. て はな 

からう と 思 はれた の-てす。 かう して 燈火 

の晴ぃ 中で、 月の 光に 向 ひ 合って、 語り 

合 ひ 慰め 合って ゐ ましたと ころ、 弟の 能 

登 守 敎經が 、 もはや 甲お の 裝束 を し て > 


『通 盛 は ど , J に お出-て-てす、 何故ぐ つ , 

二 九 〇 七 


ははの 語 o い o 

'源 木 木 に 木 ひ 近 
三 村 村 は 村 か 江 
俊 源 = 近 の け の 
綱 三 郞江源 た國 
と 成 成 m んこ 0 の 
す 綱 綱の 重 | 
°  、 、住 章 敵 
盛 人 I に 
おお 佐 半 m 

鏡;; d 々家 ふ 

に に 木 物 と 


一： 九， 八 


など 通な はり Si ふそと" 呼ば はりし その 聲 の？ 

尻立 ちて 樯懸 を兑込 み リ。 あら 恥 か し や 能 登の 守。 わが 

染 と い ひながら。 他人より 緞恥 かしゃ (と 面 を 伏せ)。 

暇屮し て さら ばと て c と 立 上 =0。 行く も 行かれ ぬ 

一 の 谷の 。所から 须 磨の 山の。 後 髪ぞ 引かる る 

と 常 座に 行きて 慕の 方を见 込み、 正而 に^して、 

〔力 ケリ 〕 

【八】  -  一： 

シ テ 「さ る^に 合戰も 半ばな りし かば。 但 馬の 守 

經政 もはや 討 たれぬ と^ゅ 

ヮキ 『さて 薩摩の守 忠 度の 来 は 如何に 

ン テ 『岡 部 の 六 彌太。 「I 澄と んで , たれし か 

ば^ あっぱれ 迎盛も 名 ある 侍 もがな) 时死 せん 

と 待つ 處に。 『す は あれ を 兌よ よき ぼに 

と 化のお へ 行き、 次のお に 合せて 仕 科 G 

地 『近 江 の國の 住人に。 近 江の 阈の 住人に。 木 村 


つして られ るの. てす』 と. 大きな 继 で 呼 

ば はった ので、 お >- 恥 かしい こと だ、 能 

登 守に 呼ばれる の は、 わが 弟と はい ひな 

がら、 他人よりも 却つ て 恥 かしい ことた、 

『それで はお 暇し ます』 と 小 宰相に 別れ を 

告げて、 一 の 谷に 向 ひました が、 とかく 

足が 進み かねて、 後髮を 引かれろ 思 ひが 

したので す」 

〔力 ケリ〕 

に 戦 S5- の ss ましい は を 示し、 

【八】 

i か 、つ し て ， 介戰が 正に 酣 にな つ た 時、 

但馬 守經政 もも はや 討死した との 知らせ 

が ありました」 

佾-. で は 、 薩摩 守忠度 の 御； S 期 は ど の やう 

であった のです」 

通 盛 「忠度 は 岡 部 六 彌太忠 潦と糾 討ち し て 

討死せられ ためで >  お、 n 分 もよ い 相手 

が 欲しい もの だ， 糾 討ちして 討^しょう 

と 待って ゐ ろと. そら、 あちら を 兌よ、 

よい 敵が 來た ぞ。 近 江 网の忭 人 木 村 源 五 

重 章が 馬に 鞭 をう つて、 驅 けて 来た e し 

かし， .U 分 は 少しも、 つろ たへ ない、 太刀 

を拔 い て 仕度 を して ゐ たので あるから、 


0 行く も 行かれぬ— 地名の 

1 の 谷 を 唯 一 つ のハ 介の 窓に 

と つ て 殺った。 

〇 後髮ぞ 引かる る I 後に 心 

残りの しご、 引戾 される 感 

じの する 喩 へ。 须 の^ 面 

の. 5 を-つ しろの 山と いふの 

で、 うしろ 髮と つぐけ た C 

【八】 

offl: 馬の 守經 政— 綏盛 の 

子、 敦 盛の 兄で、 汕 盛の 從兄 

弟。 一 の &の戰 に，！；： 匁した C 

〔經政 〕 参照。 

こ 体お ヵ^-忠^  — 忠盛 の 

子、 ^盛の 本^で  >: 汕盛 の叔 

父。 〔忠 能〕 〔俊 成 忠^; ー专 0  C 

〇^ 部の- パ彌 太— 名 は忠泣 

弒の士  e 


〇 修羅道— 六道の 一、 常に 

鬪爭を 事と する 世界-」 戰死 

した 者 はこ の 世界に 墮 ちる 

〇 讀 誦の聲 を— 以下 キリ の 

一 節 〔葵上〕 と 同文。 

〇 忍 辱 慈悲の 姿 —衆生 濟度 

の爲 に、 侮辱 惱害を 忍受す 

る 慈悲 深 い 翻 

〇 菩薩— 菩 K 薩埤 K(Kwhi- 

satta の 略 。如来の 次位に あ 

る もの C 

〇 来迎— 娑婆に 來 現して 極 

樂へ迎 へと る。 . 

〇 得脫— 生死の 苦 を 脫し得 


の 源 五重 章が 鞭 を 上げ て 驅け來 る。 通 盛 少しも 

騷 がず。 拔き 設け た る 太刀 なれば ハ 太刀 を拔 さ。 兜 

念つ かう  う  だへ  たち  ちが  とも 

の- 眞、 向ち やうと 打ち返す 太刀に て さし 違 へ 共 

に 修羅道の 苦を受 く る 9 に 居て 太刀 をす て リ。 憐みを 

垂れ： i ひ？ キ I 込み)、 よく  Hp- ひて たびぎ へ (と 平 坐^ 

次の 謠に 立ち 心 持 を 改めて 舞 ふ。 

どく じゅ  こ i  き  とき 

地 キ リ 『讀誦 の聲を 聞く 時 は。 讀誦 の 聲 を 聞く 時 

は。 惡鬼心 を 和 ら げ。 忍 辱 慈悲 の 姿に て" 菩薩 も 

こ こに 来迎す。 成 佛得脫 の。 身と なり 行く ぞぁ 

りが たき 身と なり 行く ぞ ありがたき 

と *B 座に て 合掌、 直して §3 拍子 を 踏む。 


歒を 兜の K 向から ちゃうと 打ち 下し、 返 

す 刀で 敵と 刺し 違 へて 死に、 一 一人と も修 

羅 道に 墮 ちて >  苦 患 を 受ける ことと なつ 

たのです C どうぞ あはれ と 思って、 御囘 

向 下さい」 

.11 いひ、 やがて 讀經囘 向に よって 成佛 した 心で、 


通 盛- 御 經讀誦 の 聲を閗 く 時 は、 惡鬼も 心 

を 和らげ、 菩薩 はまた 衆生 濟 度の 爲には 

す ベ て の 侮辱 を も お 忍び になろ 慈悲 深い 

お 姿て 御來 現にな つ て極樂 へお 迎へ 下さ 

れ、 生死の 苦 を 免れて、 成佛 する ことの 

出来る やうに なった の は、 ほんと にあり 

がたい こと. てす」 

-、. -威 謝して 滑え 失せる 態 VC 退場。 


〔考 異〕 

諸 流 (五 流) 

【二】 リ| ァ |「 相 ご さ , ッ： レ 「 ^^く 暮 るる 日 數 1^1  な (春 喜 ナシ) 

古謠本 (光悅 本) 

【 一 】 ヮキ 「これ は ：… 果て 給 ひたる 所 なれば (光に て 候 へ は) …… 


盛 


二 九 〇 九 


盛 


山 寶 


な i;  兌 

^  0 


C 匕 匕 

〔人物〕 


前 シ テ 

後シテ 


里 女 

桂 子 


四 番目 複式 夢幻 能 

ヮキ 良 忍 上人、 狂言 所の 者、 

(桂 子 の 靈)、 後ッレ 櫻 子の 鬣、 

の 靈 

大和 國 耳 成 山 

春 (三 5 

能 本 作者 註文、 二百 十都謠 0 錄 ともに 世 阿彌の 作と す。 親元 

寬正六 年 三月 九日 演 能の ことが 見えて ゐる。 

大 原の 良 忍 上人が 融： 迎念 佛を弘 めて、 大和^に 着き、 三 山の 

1 である 耳 成 山へ 行く と、 一人の 里 女が 来て、 三 山の 謂れ I 香久 

山の 男 かし はでの 公成が、 耳 成 山の 桂 子と 畝 傍 山の 櫻 子と、 二道 か 

けて 通って ゐ たが、 樱 子の 方に 心 を 移して しまったので、 梓 子 はこ 

れを 恨んで、 耳 成の 池に 沈んで しまったと いふ 物語 を II かせ" 「梓 子 

を 名 帳に 入れて 下さい」 と 頼んで、 池の 水底に 沈んで しま ふ。 ^忍 


【 時 】 

【作者】 

日 己 


二 九 


一一 一 


二 九  一 二 


が 桂 ナの跡 を 弔って ゐ ると >  櫻 子の^が もの 狂 ほしい 樣で 現れ 「因果の 花に つき 祟る 嵐 をのけ て 下さい」 と 饿悔の 様 を； ポす。 そこ へ、 ま 

た 桂 子の 靈が現 はれて >  うはな り 打ち をした. が、 やがて 恨み を 晴らして、 共に 成怫を 祈った。 

【出典〕 萬 葉 §1 、 天智 天皇の 御製 

つ i ゝゃ. . つ ねび , で ， で し i  A ふなし 丄も ひみら そ ひき か&ょ *r^,  r  ，、なる らし , にしへ. b し？ -i4 れニ  t  -っゥ もつ *4,vfc- ら ら し 

高山 波 ^ 根 火 雄 S 志 等 耳 梨與相 諍 伎 神代 從如此 爾有良 之 古 母 然爾有 許 曾虛蟬 毛孀乎 f 良思吉 

を 骨子と し、 同 81 十六、 有 一一 由緒 - 歌に、 

昔 者 有-娘 子 T 字 f 樱兒 一也、 于レ 時お-二 壯士 T 共 P 茈娘 T 而捐レ 生 格 競、 貧レ 死相 敵、 於レ是 娘-十！！ 欷 曰> 從レ 古来- - 于今 T 未 レ3 未レ 見、 

一女 之 身、 往適 ニニ 門 一 矣、 方今 壯士之 意、 有 レ難ニ 和平 T 不レ如 二 妾-^ 相 害 永 息 T 爾乃尋 人-一林 中 T 懸レ樹 經.： ^ 其 兩壯士 > 不 レ敢 -|( 堪 S 

哀慟 T 血 泣漣レ 襟、 各 g 二心 緒 T 作 レ歌ニ 首 (躭は 略す) 

或 or 昔 有- 1 三男 T 同 嫂 =1 女 I 也、 娘 子 嘆息 曰、 一女 之 身、 易レ 滅如レ 露- 三 雄 之 志難レ 平如レ 石、 遂乃彷 二 徨池上 T 沈- 1 沒水咴 T 於レ時 其^ 

士等、 不レ勝 二 哀頹之 至 T 各 陳ニ所 心 T 作歌 三 首 難^ 5 曰 

ふ A なしの いけ し うらめし わぎも-一が きつつ かづ^ &みづ よ. G- せ t:, し  1 

無 耳 之 池 羊 蹄 恨 之 吾妹 之 來乍谘 ^水 波將涸 

を 織り 交ぜ >  - J れを 後妻 打ち の 世話に して 脚色した ので ある。 

【概評】 三 山妻爭 ひの 說話を 原形の ま、 に 採らないで、 i, 鬉兒の 傳說と 織り 交ぜ、 それらの 傳說 が- I 一男 又は 三男が 一 女 を爭ふ もので 

あるの を、 一 男 が 二 女に 通 ふこと に 作り か へ、 更に 室町 時代の 世相に 合 はせ て、 後妻 打ちの こと を 思 ひつ いたの は、 誠に 面白い 構想で あ 

る。 前 ジテが 「これ を 知りた る 人は少 かるべし」 といって ゐる やうに、 作者の 創案し た 耳新し い 說 話-て ある から、 前段の 叙述が す ベ て リ； に 

に滿 ちて お り >  後段に >  まづ後 ヅレ櫻 子が 怨恨の 祟り を 受けて、 物 狂 ほしく |3 の 助け を 乞 ふの もパ： 迎 小町〕 の 小町な どと は 別趣な ^ しい 

趣が あり、 その後 を 追って  >  後 ジテ桂 子が 後妻 打ち をす るの も、 〔葵上〕 の やうな 凑慘な 感じがなくて よい。 むしろ 亡^の 物 狂の さまが、 

〔松風〕 に 似た 優雅な 感じさへ 與へ ろので あるが、 た^ 修辭が 〔松風〕 などより 數等 劣って ゐる のが 浩 しい G 


1 1 


次第の 噸子 にて、 ヮキ良 忍 上人、 角^ 子 • 着附 熨斗 ofe 水 

衣 • 白 大口 • 腰 帶 •IIS* 数珠の 装束に て名乘 座に 出で、 嘟 子 座 

の 方に 向き、 


【二 


前 段 

舞蠆 ば. ^め〗 が «| で 


-キ ^忍 上人^ 


〇 法 の 心 も 三 つ の 名の— 佛 

法の 三 心 を 三 の 名の 山卽ち 

三 山に いひ かけた C 三 心 は 

觀 無量 壽餒 に兑 えて ゐる至 

誠心、 深 心、 廻向 發願心 を 

いふ。 一一 一山の こと は 後に 見 

ゆ C 

〇 大和 路 I 山 を いひ かけた 

〇 大原— 山城 國 愛宕 郡。 良 

忍の 創建した 魚 山 來迎院 が 

ある。 

〇 良 忍聖— 聖は 僧の 意。 良 

忍 は 尾 張國富 田の 人、 延曆 

寺に 學び、 來迎院 を 建て、 

融 通念 佛宗 を 開い た 。天 承 

二 年 寂、 年 六十 一 。 

〇 融通 念佛— 良 忍 の 開宗。 

念 佛の融 迎を說 き、 一 人の 

稱名を 以て 衆 入の 功と し、 

衆人の 念佛を 以て 一人の 功 

とし、 1 人成佛 すれば 衆人 

も成佛 すと いふ C 

〇；ゅ^ 山— 山城 國紀 伊都。 

〇 木 幡の關 —深 草 山の 東面 

で、 往古 この 峠に 關 所が あ 

つ た e 

〇 宇治の 中 宿— 宇治 は 山城 

國久世 都に あり、 中 宿 は 京 

都から 奈 良へ 行く 途中の 宿 

の 意 o 

〇 井手の 里— 山城 國 裰喜 

郡。 以上、 京から 奈 良へ 行 

く 順路で ある。 

〇 足 引の —山， 大和の 枕詞。 

三 ■ 


ヮキ 次第 『法の 心 も 三 つ の 名の。 法の 心 も 三 つの 名 

の。 大和 路 いざや 尋ねん 


地 取に I 面に 向き、 


ねん ぶ < 

.な お 


ヮキ 「 これ は大 原の 良忍聖 にて 候。 われ 融通 念佛 

を國 土に 弘め 候。 こ の 度 は 大和 路に か か り。 念 

嗨 をも弘 めばやと 思 ひ 候 

ヮキ 近 行 『住み 馴れし だ 原 の 里 を 立ち 出で て。 大原 

の 里 を 立ち 出で て。 獪 行く末 は 深 草 山 木 幡の關 

をう ち 過ぎて。 宇治 の 中 宿 井手 の 里。 過 ぐれば 

これ ぞ足 引の。 大和の 國に 着きに けり 大和の 國 

に 着きに けり 

「宇治の 屮宿 井手の 里」 と 右の 方に 向きて 二三 足 出で、 また 

もとに 歸リ、 道行 濟 みて 正面に 向き、 


ヮキ 「急ぎ 候 間。 程な う 大和の 國に 着きて 候。 こ の 

ところ やま  まう  めい しょ  よしう けた 念 は およ 

所に 三 山と 申して 名所の ある 由 承り 及びて 候。 

この あたりの 人に 尋ねば やと 田^-ひ 候 


良 忍 「佛 の敎 への 三 心と 同じ やうに、 一二と 

いふ 名のつ いた 三 山の ある 大和の 方へ、 

さあ 出かけよう」 

W 次第に 旅の 目的地 * 述べ、 

良な 「私 は大 原の 僧 良 忍です。 私 は 融通 念 

佛宗を 諸 國に弘 めて ゐ るので すが、 今度 

は 大和の 方に 行って、 名所 も 見物し， 念 

佛宗を も弘め よう と 思 ふの. てす」 

"/J 見物人に 自己 賴 介み-し、 

良 忍 「これまで 住み 馴れた 大原 の 里 を 出 

て、 深 草 山 や 木 幡の關 を 過ぎ、 宇治で 中 

宿り をし. 井手の 里 を も 通って 行く うち 

に、 大和 國に 着いた」 

-/J 旅程 を 述べて ゐ ろうち に 大和に 着いた 態で、 舞 

S は 大和！； 耳 成 山の 邊ミな る。 


良 忍 「道 を 急いだ ので、 割合 ¥ く 大和！： に 

¥J ました レ この 所 に 三 山と いって 名所 

が あると いふ こと を 聞いて ゐ るから、 こ 

の邊の 人に 尋ねて 見 ませう」 

"、J いって、 狂言 所の 者に 三 山の 事 *-_» き、 耳 成 山 

國 三 


〇 一一 一山— 次に 出る 畝^ 山， 

^久山 >  ^成 山 を いふ。 


【二】 


U 

と い ひて 捣驟に 向 ひ、 

ヮキ 「所の 人の 渡り 候 か 

狂言 所 s 者， 谙附 斗 H.sh 下. 陂帶 小刀 s 裝朿に 

て 1 の 松に 立ち、 

狂言 「所の 者と 御 尋ね は。 い か や うな る 御用 に て候ぞ 

ヮキ 「二れ は大 原の 良 忍と. &す聖 にて 候が。 融通 念 佛を弘 め。 

f  >れ まで 參 りて 候。 この 所 は 三 山と 申して 名所の 由 承り 及び 

て 候。 敎へ て 給 はり 候へ 

狂言 「さん 候 f 〕 れ より 西に 見えた る は 畝 傍 山。 こなたな るが 耳 

成 山。 又 南に 見えた る は^: 久 山と 巾し 候。 心靜 かに 御  一 a 候 

ぺ 

ヮキ 「懇に 御 敎へ祝 着 申して 候。 さあら ば 立ち 越え 心靜 かに 一 

化中 さう する にて 候 

狂言 「御用の 事 候 はば 重ねて 仰せ 候 へ 

ヮ キ 「賴み 候べ し 

狂言 「心得 & して 候 

. とい ひて 狂言 は 扛言咴 にくつ ろぎ、 ヮキは 脇 座に 行きが、 


I 一九 1 四 


【二】 


シテ 里 女、 而射. お お 附拊^ .^ 織お 流 •：§ の裝來 にて 

ょリ 出で ながら > 


テ (呼掛 y なうな う あれなる 御 僭-な に と 御 尋ね 


【二】 

シテ梓 子の 4»、  ffi 女の 姿 を装ラ て 

女 「もうし もし、 そこ へ お出でにな ろお 佾 


〇 萬 葉 第 一 に 出 だされた る 

—解說 に 掲げた 萬 葉 集 第 一 

卷の  一二 山妻爭 ひの 歌 を 指す 

〇^ なし 山 I 耳 梨 山， 耳 無 

山な どと 書き、 今 耳 成 山と 

書く。 大和 國 磯城 郡 耳 成 村 

木 原の 東に ぁリ、 献傍、 香 

久 山と 鼎立す。 

〇 みなし 山 —身 無しとの 意 

から 出た 名で あると、 後に 

いって. ゐる。 

〇 妄執 I この 世の 事に 執着 

する 迷 ひの 心 C 

〇 閻浮— 須 彌四洲 2 一 、 南 

閻浮讼 の 略 C 轉 じて この 世。 

〇 萬 葉 集— 奈良 朝の 末に 撰 

ばれた 現存 最古の 歌集。 〔草 

子 洗 小町〕 參照。 

〇 香 久山は 夫— 萬 葉 集 三 山 

の 解說に ついて、 杏久 山 を 

女と する 說、 就 傍 山 を 女と 

する 說 など あるが、 いづれ 

にしても 二 男が 一 女 を^ ふ 

說 話と 解され て ゐ るの を、 

本 M では 一 男が 二 女 を 持つ 

意に 解した。 恐らく 作者が 

殊更 曲解した ので あらう。 

〇 杏久 山 I 高山、 番山、 香 

具 山な どと 書き、 今 香久山 

と 書く。 耳 成 山と 同 郡、 香 

久村 にある。 

〇 畝 傍 山 I 畝 火山と も 書く 

高 市 郡白檯 村に ある。 

三 


候と も。 これ を 知り た る 人は少 かるべ し。 總じ 

P  ^  まんに よふ だい  0  A つ や **  ひと 

てこの 山 は。 萬 葉 第一 に 出 だされた る 三 山の 一 

つなり。 耳な し 山と も みなし 山と も： 語る によ 

ま-つ しふ  よし  むァ し  ちの がたり  えん ぶ  さと 

りて 妄執の。 由 ある 昔の 物語。 『閻 浮に か へ る 里 

人の。 みみな し 山の 池 水に。^ みし 人の 昔 語： よ 

くよ く 問 はせ 給へ とよ 

ヮ キ脇 座に 立ちて、 

まんに よふし ふ  •  や ふ  ： に  みつ や 森 * 

ヮキ 「げ にげに 萬 葉 集に い は く。 大和の 國に三 山 

y  ,、 やま  な-つと うね ふ  なし やま  をん な 

あり。 香 久山は 夫 畝 傍耳 成 山 は 女な り。 これに 

よ つ て 三つに 爭 ふと 書け り。 この 歡れを も 委し 

く 御物 語り 候へ 

シテ この間に 舞 憂に 入り 常^に 立ち、 正面 を 見て、 

シテ 「まづ 南に 見えた る は香久 山。 83 方に 向 *0 西 

え  ラ ね A や **  ふ、. W し  み  やま 

に n 凡え たる は 畝 傍 山。 こ の 耳 成まで は 三 つ の 山。 

『 一 男 二 女の 山と もい へ り 

ヮキ 「さて 香 久山を 夫と は。 何し に 定め 置きけ る 

山 


さ ま ( -、. -良忍 み- 啄 掛け r ど ん なに お尋ね になつ 

て も， この 事 を 知って ゐる 人は少 うご ざ 

いませう。 この 山 は 萬 葉 集の 卷 一 に 詠ま 

れてゐ ます 三 山の r て、 耳 成 山と も 身 無 

山と も 申します。  この やうな 由緒の 

深い 昔話 を 申します と >  執着の 迷 ひ 心が 

出て 來て、 この 世に 歸 りたくな るの てす 

が、 昔 この 耳 成 山の 池に 身 を 投げて 死ん 

だ 人の 話 を、 よくお 尋ねなさい ませ」 


良 忍 「いかにも、 萬 葉 集に 大和 國三 山の 事 

が 詠まれて ゐ ます。 香 久山は 夫で >  畝 傍 

山と 耳 成 山と は 女で、 それで この 三つが 

爭 つたと 書かれて ゐ ます C この 話 を 委し 

く 聞かせて 下さい」 


女 「まづ 南に 見える のが 香久 山、 西に 見え 

るの が 畝 傍 山で、 この 耳 成 山と 合 はせ て 

三 山で、 一男 二 女の 山と もい はれて 居り 

ます」 

良 忍 「して、 香 久山を 夫と いふの は、 どう 

二 九 一 五 


〇 二道 かけて 1 二人の 女い 

づれへ も。 


〇 樱子— 萵 葉集卷 十六、 櫻 

兒 の傳說 によって、 この 名 

を 作った。 

〇 桂 子 I 同じく^ 兒 の傳說 

によって 作った。 


〇 花や 綠— 花 は 櫻 子、 綠は 

桂 子。 


〇 一 つ 世に— 同じ 世に。 二 

道、 = 一山と 数字 を 重ねた。 

〇 久方の— 天の 枕詞 e 閗く 

だに も 久しと いひ かけた。 

〇 わが 耳 成 や 畝 傍 山— わが 

身 や S しと いひ かけた。 


山  

か く やま  す  ひとうね &  A  * なし 

シテ 「それ は あの 香久 山に 住み け る 人。 畝 傍耳 成 

一 一 つ の 里に。 二人の 女に 契り を こめて。 一 一道 か 

けて 通 ひしな り 

ヮキ 『さて 畝 傍 山 の 女の 名 をば 

シーア 「樓 子と 聞え し 色好み 

A  » なし や **  をん な  な 

ヮキ 『耳 成 山の 女の 名 をば 

シーア 「桂 子と い はれし 優女な り 

ヮキ 『さて 爭ひは 

シテ 『花や 

ヮキ 『契りの 色 は 

シテ 『隔て もな く 

ひふ  よ  ふた A*D  み つ やま 

地上 欲 『一 つ 世に 二道 かけて 三 山の。 二道 かけて 

な  き  ひつ かた  みま  かく や t 

三 山の。 名 を 聞く だに も 久方の。 天の^: 久 山い 

つし か に。 語る も 餘听な らず。 わが^ 成 や 畝 傍 


■•,L.  一  ノ、 

して 定められた ものです」 

女 「それ は、 あの 香久 山に 住ん V- ゐた男 

が、 畝 3 山と. 斗 成 山と 一 一 つ の 里に 住んで 

ゐた 二人の 女と 契り を 結んで、 兩 方へ 通 

つ てゐ たので ございます」 

良 忍 「して、 畝 ^ 山の 女の 名 は 何とい つた 

のです」 

女 一 櫻 子と いった 突し い 女で ござ いまし 

た」 

良 忍 「耳 成 山の 女の 名 は •：：• 」 

女 「桂 子と いった、 これ も 優しい 女で ござ 

いました」 

良 S 「二人の 女の 美し さの 優劣 は……」 

女-櫻 子 を 花に 喩 へ れば、 桂 子 を絲 に^ へ 

たい、 いづれ 劣らぬ 美し さで ございまし 

た」 

良 a 「男との 愛の 桀 さは 」 

女 「兩 方變り もなくて、 同じ 世に 兩 方の 女 

に 通って、 三 山と いはれ てゐ ました —— 

それ は、 もう 隨分 遠い昔 話と な つたので 

すが、 あ V かう して^ 久 山のお 話 をして 

ゐる うちに、 いつしか 餘 所^の や、 ゥに思 

はれ なくなつ て來 ました —— ところが、 

わが 耳 成 山 の 方が 畝 傍 山 と 競爭に 負け 


〇 桂の 身の— 桂の 實 

かけた。 


【三】 


とい ひ 


〇 ならの 菜 や 1 世 も 古に な 

る を 櫓に いひ かけ、 栴の緣 

で 柏 を 呼び出した。 

〇 かし はでの 公成— 謠 W 作 

者の 假作 であらう。 

〇 玉手箱. Iffl の緣語 益に い 

ひかけ て、 二道の 序と した。 

tj ささが にの II さ さ が に は 

蜘蛛。 蜘蛛の 絲に いひ かけ 

てつ いと」 の 枕詞と した。 

〇 月の 夜 ま せ— 夜 ま せは隔 

夜。 「月の 一は 友 を 出す 呌と 

したのに 過ぎない e 

〇 采 女の 衣— 里の 緣語 畦に 

いひ かけ、 畝 傍に 通 はせ て 

采 女と いひ、 衣の 花色から 

花 を 呼び 起した C 采女は 天 

子の 陪 臍に 仕 へ る 女官。 

〇 花よ；：；！； よ 1 き 子と 桂 子と 

をい ふ。 

〇 花 心— 移 リ 易い 浮氣 な 心 


山。 爭 ひかね て 池 水に。 捨てし 桂の 身の はて を 

弔 ひ 給 へ 上人よ 弔 ひ 給 へ 上人よ 

ヮキ 地上 歌の 初-めに 下に 居り、 

【三】 ミ くき t  ,i  t  ,s  ^ 

ヮキ 「獪々 三 山の 謂れ 委しく 御物 語り 候へ 

シ テ g; 中 に 行き て 下に 居り、 

t も そ  やまと  く に ふつ やま  もの 。た-り よ 

地クリ 『抑 も 大和の 國三 山の 物語。 世 も いにしへ 

になら の 葉 や。 かし はでの 公成と いふ 人 あり 

Ait  二ろ かつら |*- さ，、 らご  ふたり  いう "よ 

シ テサシ 『又 その 頃 桂子樱 子と て。 一 一人の 優女 あり 

しに 

地 『かの かし はでの 公成に 。契り を こめて 玉手箱。 

ふた &ち  おも づま 

二道 かくる ささが にの。 い と あさ 力らぬ ^ひ 夫 

の。 月の ー仪 ませに 行き 通 ふ忭^ は 畝 傍 耳 成 山 

シーア 『里 も 二つの 采ね 女の 衣 

地 『花よ 月よ と。 爭 ひしに 

おとこ  はな ごころ  さミら ご  ラっ 

シ テ 『男う つろ ふ 花 心。 か の 櫻 子 になび き 移り て 

耳 或の 里 へ は來 ざり けり 


山 


て、 その 桂 子 は 池に 身 を 投げて 死んで し 

まった ので ございます。 どうぞ、 お 上人 

樣、 その 跡 を 御；！ 向 下さい ませ」 

【三】 

良 忍 「三 山の 話 を もつ と 委しく 聞かせて 下 

さい」 

里 女ば 良 忍の 前に 坐って、 

女 「この 大和 國の三 山の 物語と 申します 

もの は、 もう 古い 昔の事な のです が、 昔 

かし は-ての 公成と いふ 人が ありました リ 

また その 頃、 桂 子， 櫻 子と いふ 美しい 女 

がありまして、 この かし はでの 公成と 契 

り を 結びまして、 公成 は 二人の 女兩 方へ 

通って、 兩方 とも 深い 愛 を 注ぎ、 畝 傍 山 

と 耳 成 山と、 一 一人の 女の 住家 へ 隔 夜毎に 

通って、 櫻 子 を 花に 喩 へれば、 桂 子 を 月 

に 凝へ、 ：兩方 優劣な く對 立して ゐ たので 

ございま すが、 男心と いふ もの は 浮氣な 

變 り^ぃ もので、 公成の 心 はかの 櫻 子の 

方に 移り 靡いて しまって、 耳 成の 里へ は 

來 なくな つてし まった ので.. *  J ざ い ます。 

それで、 桂 子 は 待ちわびて、 『さて は 私の 

方に は 心が 變 つてし まった の だ、 すつ か 

り樱 子の 方に 心が 移って しまって、 私の 

方 は 全く 忘れて しまって、 もはや 來ては 

二 九 一 七 
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〇 變る 世— 世 は央婦 仲の 意 

ft を 夜に いひ かけて、 夢 を 

呼び 起した e 


〇忘れ 忍ぶ ^  —こなた を 忘 

る を 忘 草 忍 草に いひ かけた 

〇 かれ がれに I 草の 枯れる 

を； i ひの 離れる にい ひかけ 

た C 


〇 あり 果 つ ベ し— 添 ひ 遂げ 

られ よう C 

〇 時に 從ふ 世の 習 ひ I 諺。 


〇 花な き 桂 子 の 

は 美し い 花が 吹 

〇 秋に ならん も 

、り れ る の もと い 

た o 

〇 起き もせず 寢 

を あかして は— 

樂 平の 敬 (伊勢 

ゆ)。 下句 「春の 

がめ 基ら し つ I 

〇 入相 もつ くづ 

の錡も 掠-くと い 


—梓？ 木に 

力な レカ 

I 飽 き 架て 

ふ 意 を 含め 

もせで 夜半 

古今 集 在 原 

物語 にも 見 

ものと てな 

くと— 入相 

ひかけ たリ 


地 『その 時 桂 子 恨み わび。 さて はわれに は 變る世 

の。 夢 もしば しの 樱 子に うつり 變 りて こなた を 

、ま 

わす r~ の  のき ,、3 

シテ 『忘れ 忍ぶ の 軒の 草 

地 『はや かれ がれに なりぬ るぞゃ 

(居 クセ〕 

地クセ 『桂 子 思 ふやう。 もとよりも 救 まれぬ" 一 一道 

なれば そのまま にあり 果っ ベ しと 思 ひき や。 そ 

うへ なに ごと  とき  .L た ご  よ  なら  こと さら はる  ころ 

の 上 何事 も。 時に 從ふ 世の 習 ひ。 殊更 春の 頃な 

れ ば。 盛り な る楼子 に う つ る 人 をば 恨む まじわ 

れは 花な き ！i 子の。 身 を 知れば 春な が ら ^ 秋に 

ならん もこと わり や。 さる ほ どに 起き もせず。 

寢 もせで 夜半 を あかして は-春の ものと て 長雨 

降る。 夕暮に 立ちお で て。 入相 も つ くづ くと。 南 

かく や *1  にし  うねみ  やま  5  さく. ゥご  さと A 

は 香 久山ゃ 。西 は 畝 傍の 山に 唤く。 樱子 の 里 見 
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下さらな いの だ』 と 恨みました。 

そして 桂 子が 心のう ちに、 U. もと/ \ 一  一 人 

の 女に 通 ふや- 「な 人は顿 みに ならない も 

ので >  このま、 添 ひ 遂げられようと は 思 

はなかった の だ。 殊に、 世の中の こと は 

何でも、 時遝 に從 ふの が 普通な の だ" 丁度 

今 は 春の 季節な の だから、 花盛りの 櫻 子 

に 心の 移る の も 致し方の ない こと だ。 え 

え、 その やうな 人 を 恨むまい。 私ば どう 

せ 美しい 花の 咲く ことのない 排- 十. て、 か 

うした 身の上 を 思へば、 外の ものに とつ 

て は 美しい 春で も、 私に は 秋 同様の 悲し 

い^ 遇と なっても、 是非の ない こと だ』 

と. かう 思った ので ございます。 そして、 

捨てられた 悲し さに、 遒も はっきりと 起 

きて ゐる こと も出來 なければ、 夜 もお ち 

おち 眠ろ ことが 出来ず、 折 のこと と 

て * 長雨の 降りつ に いて ゐる 夕暮 に、 # 

を 出て、 人 W の鋅 の^るの を^く につけ 

て も、 『あ X あの 南の 方が 香久山 だ、 ；. g: の 

方が 畝 傍 山 だ C なるほど あの 樱 -1 の 化ん 

でゐる 里の 方を兑 ると、 一面に 花が^い 

てゐ て、 よそ！ H にも 花やかな、 あ V 羨まし 

いこと だ。^ きて ゐる うちこ そ あれ、 今日 

にも 死んで しまったならば、 も、 「明 H か 


〇 よそ CT も II よ そから 見た 

E にも C 

〇 生きて よも 明日まで 人の 

つ ら か ら じ I 下句 「この 夕 

暮を とへば とへ かし 一 。新 古 

今 集 式 子 内親王の 御 歌 を 原 

意と は變 へ て 引いた。 

〇 耳 成 山の 池 水の. I 解說に 

揭 げた S 兒を 詠んだ 萬 葉 歌 

に據 つて、 かう 作った。 

〇 名 も HJ の 桂の— 月世界に 

は 桂の 大木が あると いふ 傳 

說に據 つた 。〔羽衣〕 參照。 

〇 ^衣— こ 、では 寃罪の 意 

はなく、 た ビ 濡れた 衣の 意 

で、 身の 序と した。 

〇 みなし 山— 身 無し 山 C 

【ョ】 

〇w 帳— 融： 迎 念佛宗 に 入つ 

た證 として、 その 名字 を 記 

ス する 名簿 C これ を 入. IB と 

いひ、 人會 すれば 成佛 する 

と 信じられて ゐた。 


〇 十 念— 彌陀 の名號 を十矻 

稱 へる こと。 高 侰 に 十 念 を 

授けられれば、 成佛 すると 

信じられて ゐる C 

〇 さ のみ は 間 ひがたし— こ 

の 上强 ひて その 名 を 尋ねる 

こと は 出來な い。 

三 


れば。 よそ 目 も 花やかに。 羨ましく ぞ思 ゆる 

シ テ 『生き て よ も 明 日まで 人の つらから じ 

地 『こ の 夕 ぐれ を^り ぞと。 思 ひ 定めて 耳 成 山の 

いけ A づ  ふち  の， で  ^ゆ  な  つき  かつら A どり 

池 水の。 淵に 臨みて 影う つる 名 も 月の 桂の 綠の 

髮 もさな が ら 池の 玉藻の 濡衣。 身 を 投げ 空 

しく なりはてて。 この 世に は 早み なし 山" その 

名 を あはれ みて 跡 弔 はせ 給へ や 

【四】  、 

シ テ【 い か に 申すべき 事の 候。 妾 を も 名 帳に 入れ 

て 給 はり 候 へ 

ヮ キ 「易き 間の 事。 さて 御名 を 承り 候べ し 

シテ 「名 をば 桂 子と 遊ばし^ へ 

ヮキ 「なに 桂 子と 候 や 

た  f  た  >  じふ ねん ゥづ たま 

シテ 「よ し よし 名 をば 申す まじ。 唯 十 念 を 授け 給 

へ 

と  たなご 二ろ も 

ヮキ 『げ にげに さの みは 問 ひがたし と。 掌 を 合 は 

山 


ら人も 辛く は當 るまい。 さう だ、 今日の 

夕暮を 最後に、 死んで しま ひませ う』 と 

決心して、 耳 成 山の 池の 傍に 行き、 水に 

映る、 わが 名に 緣の ある 月 を 見ながら 

も、 綠の やうな 黑髮も その ま k に、 池の 

底に 沈んで しまって、 もはや この 世に な 

い、 身 無し 山と なって しまったので ござ 

います。 どうぞ その 名 を あはれんで、 御 

囘向 下さ いませ」 

-/J 昔 物語な 終り、 

【四】 

女 「もうしお 願 ひで ございます。 私 も 名 帳 

に お 人れ 下さい ませ」 

良 忍 「お 易い こと-てす、 では >  お 名前 を 伺 

ひませ う」 

女 「名 を 桂 子 と お書き下さ いませ」 

良 忍 「え  >- 可です と、 桂 子と 仰し やる ので 

す 力」 

女 「 いえもう、 名前 は 申します ま い C た^ 

十 念 をお 授け 下さい ま せ 」 

良 忍 「なるほど、 名 を 明かす のがお いやな 

ら、 强ひ てお 尋ねし ますまい」 

と Ac. 掌して、 
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と ち I 
つ P4  J  ft 
v か 分 
け な も 


の §M 我 
こ を の 成 
ハ^^: 句佛 
句き 5  。十 
^ が設 但 方 
g 釋我 し 世 

S し^ っ界 
等 た 佛 お I 
に^し 我觑 
il でと 成 無 


$ 南無 M: 彌 陀佛」  . 

女 「南無 阿憩怫 』( as 

ga_r 若し われ 成佛 せば、 十 方 世界の 念佛 

す る 衆 牛ー を^. 取 して 捨て す』 ( ミ M* し) 

女 「それで はお 暇 致します C れ 帳に は 名前 

を铕 It と ぉ爵き 下さ いませ.」 も-つ - 】 れ W 

外に は、 私の 名 は 幾度お^ ねに なり まし 

て も 申しますまい、 お 肘 さまの 仰せ も 承 

りますまい、 耳 無しの もの-て、 この 世の 

者で は ございません」 

といって、 池の 水^に 人って しまった。 


せ て 南. 薛阿 P 陀弗 (と シ テ にん" さ 

シ テ 「有.^: * 巧&它 弗 (と ヮ キ に 向き合せ ) 

に やくが じ やうぶ つ じつ ほ う せ かい ねん ぶつ し S じ や- r せつ しゅ ふ しゃ 

お 『若 我 成 佛十方 世界。 念佛 衆生 攝取 不捨 

& やうち やう  な  ^つ ら-ご 

地 『こ れ ま で なり や 名 帳の (手 を 下し)。 名 は 桂 子と 

書き li へ。 これより 外に わが 名 をば へと 立ち、 幾度 

問 はせ 給 ふと も。 いは じ や I! かじ 耳な しの-生 

もの  いけ &づ  A- こ  い 

ける 者に は あらず とて 池 水の 底に 入り にけ り 

池 水の 底に 入りに けり 

と 常 座に て ひらき、 靜 かに 屮入。 

【？ I】 狂言 立ち 名乘 座に 出で て、 

狂言 「最前の 御 僧の。 三 山 を 御 尋ね 候稈 に。 敎へ. S. し 候。 未だ あ 

する。 (ヮキ に 向 ひ) 御 傲 は 未だ これに 御座 候 か 

ヮキ 「未だ 逗留 中して 候。 まづ 近う 御 入り 候へ。 尋ねた き 事の 候  . 

狂言 「畏 つて 候。 (眞 中に 出で 下に 居て) さて 御 尋ねな された きと は。 いか やうなる 御 W にて 候ぞ 

ヮキ 「思 ひも よらぬ 申し 事に て 候へ ども。 この 三 山に つき 様々 子細 あるべし。 御^: じに 於て は？ i つて 

御 聞かせ 候へ  . 

す まひ 

狂言 「これ は 思 ひも よらぬ 事 を 承り 候 も S かな。 我等 もこの 所に 住居 仕り 候へ ども" 左 はの ポ^し く 

は 存ぜす 候 さりな^ら。 凡そ 承りた る 通り 御物 語り 申さう する にて 候 


か參っ て：^. E- さば やと^ 


〇存 過ぎて 夏來 にけ らし 白 

妙の 衣 ほす て ふ 天の 香久山 

—持統 天皇 御製。 但し 萬 葉 

集卷 一 に は 第二 句 「夏き た 

るら し 一、 第 四 句 「衣 ほした 

り」 と ある。 間 語の 歌 は 新 

古今 裏 によ つたので ある。 


ヮ キ 「近 頁- J て矣 

狂言 「さる 程に この 大和の 國に 於て。 三 山と 申す は隱れ もな き 御 事に て 候。 これなる は香久 山と 申し 

て隱れ もな き 名山に て 候。 卽ち萬 葉 集に も。 春 過ぎて 夏來 にけ らし 白妙の。 衣 ほす て ふ 天の 香久山 

と。 かやう に 御座 候。 古 この 山に。 公成と 申す 人 住み 給 ひ。 又 畝 傍 山に 櫻 子と 申す 女の 住み 給 ひ。 

耳 成 山に 桂 子と 申す 女の 御座 候。 公成 始めの 程 は 桂 子と 御 契り 淺 からす 御座 候が。 何とか 思し召し 

けん。 畝 傍 山の 櫻 子の 方へ 御出で あり。 耳 成 山へ は 御 音づれ もな く 候 間。 女性の はかな さは。 捨て 

られし 事 を 深く 歎き。 命あって も 詮なし とて。 身 を投ゅ 空しくなり 給 ふ。 公成 聞き 給 ひ。 大に 驚き。 

わが 心 故に 娃子 を 失 ひたる 事 是非な しとて。 一首の 歌に。 耳な しの 池 も 恨めし 吾妹 子が。 きつ、 な 

れ にし 水 はかれ なんと。 かやう に 詠み 給 ひ。 それより 櫻 子の 方へ も 御 通 ひなく。 愛 念 を 止め 給 ふと 

承り 候。 それより この 三 山 を 一男 二 女の. E とも. &し 候。 まづ 我等の 承りた る はかくの 如くに て 御座 

候が。 何と 思し召し 御 尋ねな され 候ぞ。 近頃 不審に 存じ 候 

ヮキ 「懇に 御物 語り 候 もの かな。 尊ね 申す も餘の 儀に あらす。 御身 以前に 女性 一 人 来られ。 三 山の 子 

細 唯今 御物 語りの 如く 懇に 語り。 桂 子の 跡とう てた ベと 申され 候 程に。 如何なる 人ぞと 尋ねて 候へ 

ば。 何と やらん 身の上の やうに 申され。 その ま、 姿 を 見失うて 候よ 

狂言 「これ は 奇特なる 事 を 承り 候 もの かな。 さて は 身 を 投ゅ給 ひし 桂 子の 幽靈 現れ 出で。 御 詞を交 は 

し 給 ふと 存じ 候閒。 桂 子の 御 跡 を 御 弔 ひ あれ かしと 存じ 候 

ヮキ 「近頃 不思議なる 事に て 候 程に。 暫く 逗留 申し。 かの 跡 を 懇に弔 ひ 申さう する にて 候 

狂言 「御 逗留に て 候 はば 重ねて 御用 仰せ 候へ 

ヮ キ 「賴み 候べ し 

狂言 「心得 申して 候 


山 


二 九 二 


【五】 


〇 恨み も— 衣の 緣褢を いひ 

かけた。 

〇 有 叨の. I こ  に 有りと い 

ひかけ、 句 を 隔てて 月 を 出 

す 4S" と I た 

【穴】 


〇 耳 成の 山風— 桂 子の 恨み 

を 受けて との 意を舍 めて ゐ 


〇 因果 5 花に つきた た る— 

闪^ は 桂 子に 恨み を與 へ た 

惡 w の 報 つ 花を樱 子に、 

说を SI 子に # へ 「つき」 を： U: 

にい ひかけ た" 

【七】 


山 


【五】 


二 九 ニニ 


と い ひて 狂言 は 一 


ヮ キ 上败 (待謠) 『耳 成 の 池の 玉藻の 濡衣。 池の 玉藻の 

濡衣。 恨み もこ こに 有 明の その 名 も 刀の 柁 子の。 

亡き 跡 いざや 弔 はん 亡き 跡い ざや^ はん 

一^の 雠 子に て， 後グ レ樱 子、 而小而 人？ぉ帶. -れ 附抬^ • 

^織 脫掛 の裝朿 にて 櫻のお を 持ちて 出で， 橋懸  一 9 松に 立 

ち、 

後 ダレー 一. なう 上人」 この 耳 成の 山風に。 吹き 誘 はれ 

て來 りたり。 これ これ 助けた び !gr 一 われ は 

- つね ふや ** す  さく ら-ご  ^んな 

あの 畝 傍 山に 住む) 樱 子と い はれし 女なる が- 

^^-  ャぅ  こ * ろ&だ  ： る 

風の 狂ず る 心亂れ に。 『かやう に 狂 ひさ むら ふ 

なり。 さりと て は 上人よ C と 舞 遵 に 人 =oc 因 艰 の 花に 

つきた たる。 嵐 を の けて たび 給へ (と 常哝 にて ヮキに 

向く) 

【七】 

後 ジテ杜 子、 而射髮 .^厶：-^.れ 附招^ 脫掛 .ぉ の裝束 

にて 桂の 校 を 持ちて、 橋懸 一 の 松に 出で、 

後ジ テ 『あら うらやま しのぎ 子 や。 又 花の^: にな 


【五】 


後 K 

良 a 「耳 成の 池に 沈んで 恨み を 55 めた 拌 

子、 この 有 明の 月と 綠の ある 接 子の 亡 ®- 

を、 さあ | ^向し 丄ぅ」 

ミ いつ て fflw„a,M する。 

【穴】 

» -ヅ レ樓 f の «r 物^ はしい S で ww。 

«?T もうしお 上人 樣、 この ネ成 山の 恨み 

を 含んだ 山風に 吹き 誘 はれて 參り まし 

た" もうしお 上人 樣 t どうぞお 助け 下さ 

いませ C 私 は あの 畝 傍 山に 住んで、 櫻 子 

とい はれ た 女-て j ざ い ますが 、 風が 吹き 

狂 ふに つけて、 私の 心 も亂れ て、 この や 

うに 狂って ゐ るので ございます C ど、 つか 

お 上人 様、 恨み を 受けた この 花の 私に つ 

き S ポる、 あの 桂 子の， M を 追 ひのけて 下さ 

いませ I 

【七】 

後ジ -す柞 子の 4»、 恨み. >■ 今！： ん でせ *o 

梓 子 「あ、 あの 樱子 が^ ましい。 また 花の 


〇 見よ か し 額 I これ 見よ が 

しな- 得意な 樣子。 

〇 花 の よそ 目— 花 をよ そ！ H 

に 見る も C 

〇 光 散る IH 光 S. 輝き 散る 

さまが 花の やうで あるとの 

意。 

〇 月の 桂 も花ぞ かし— 後 撰 

集紀莨 之の 歌に 「春霞た な 

びきに けり 久方の 月の 桂 も 

花や さくらん」 

〇 盛りと て 光を埋 む— 花 盛 

リには 月光 を も 埋め 隱 すば 

かり の 勢 ひで ある C 


〇 など や 桂 を— 櫻も靑 葉の 

頃に なれば、 桂と 變り がな 

. いのに、 何故 わけ 隔て をす 

るので あらう C 

〇 有 明の— 妄執 は 有り を 有. 

明に、 有 明の 月を盡 きぬに 

いひ かけた。 

〇 饿悔の 姿— 罪を饿 侮す る 

爲 にもとの^ を 現す。 

〇 现過 ぐる— 櫻 子の 花やか 

さが 度 を 過ぎて ゐ る。 

〇 時 ある^の 花— 疾 くべ き 

^の 時節に 會 つた 花。 

三 


るよ なう。 「忘れて 年を經 しもの を。 貝よ かし 顔 

に 櫻 子の 。『花の よそ 目 もね たまし やへ とッレ へ 向 さ 

シ テー聲 『光 散る。 月の 桂 も花ぞ かし 

挂" たれ 機 子に。 うつる らん 

〔力 ケリ〕 

うだ  ひアり うづ  はな ご ころ 

シーア 『盛りと て。 光 を 埋む花 心 

あらそ  かつら ご 

地 『爭 ひかね て 桂 子が 

シテ 『恨 みぞ まさる 。櫻 子の 

地 『花 も 散りな ば靑 葉ぞ か し 

と舞亳 に 人リ常 座に 立ち、 ッレは 大小 前に 行き、 

シテ 『など や 桂を隔 つらん 

ッレ 『恥 かしゃな ほ 妄執 は 有 明の。 つ き ぬ 恨み を 

御前に て。 懺悔の 姿 を 現すな り 

シテ 「あれ 御 覽ぜょ 機 子の ？ ヮキ へ 向き  >) よそ：：： に 

あ 4*  はな-.」 ころ こと？ りす  け レ？ 

餘る花 心。 理過 ぐる 氣色 かな 

ッレ 『もとより 時 ある 春の 花。 暌くは 僻事な きも 


咲く 春の 時節と なった の だな。 永い 年月 

忘れ てゐ たの だが、 - J れ見 よが しな、 得意 

顔な、 櫻 子の 美しい 姿 を 見て は、 よそ 目 

にも 嫉 まし いこと だ。 …… な あに、 櫻ば か 

りが f 化で はない の だ C 月の 桂 だとて、 この 

光 の 照り 散る さ ま は 花な の だ 、 そ れ だ の 

に、 誰が 櫻 子に 心 を 移した ので あらう」 

〔力 ケリ〕 

に 嫉妬に 狂ふ樣 * 演ヒ - 

子 「今 は 花の 眞 盛りと て、 月の 光 をも埋 

むば かりの 勢 ひだ C この 盛んな 勢 ひに 對 

抗 しかねて、 この 桂 子の 恨み は 愈.、 まさ 

るば かりだ。 いえ、 櫻 子 —— 櫻と いった 

ところで、 花が 散って しまへば、 靑 葉ば 

かりとな るの だ C 

それ だのに、 どうして この 桂と わけ 隔て 

をす るので あらう」 

樓子 「お k 恥 かしい、 私 はま. たこの 世に 執 

着が 殘 つて、 恨みが 盡 きないので、 お 上 

人樣の 前で、 罪 を 懺悔す る爲 に、 この や 

うな 姿 をお 目に かける の-てす」 

柞子 「まあ、 あれ を御覽 なさい ませ、 樱子 

の、 人目に も餘る やうな、 あまりと い へ 

ば 度を越え た 美し さ」 

櫻 子 「今 は 丁度 花咲く 親の 承 節 だから、 咲 

二 九 二 111 


〇 花 もの 言 は！ < J— 和漢 朗詠 

ゆ ハ义^ の 句 「誰 花不 

y0, 輕 漾激兮 影動レ 唇」 を 

引いた。 

〇# いくばく  3 身—^ の季 

0, 暂 くの 間 花咲く 身。 


〇 花のう はな リ —- つ はな リ 

は 後妻." 後^? 樓 子と いふ 

意"" 室町 時^に は 「うはな 

リ 打ち」 といって、 前 妻が 

人 を 連れて 後泰を 打つ こと 

が 行 はれた。 〔癸 上〕 參照。 

〇 立 枝— 立 木の 技 


の を 

シテ 「花 も の 言 はずと 聞きつ るに。 など 言の葉 を 


ッ レ 『春 い くばく の 身に しあれば。 影 唇 を 動かす 

なり 

シ テ 『さて サ匕， り て も 

ッレ 『またも 吹かん 

シテ 『春 は 年 々 

ッ レ 『頃 ま 

シーア 『彌 生に  . 

ッ レ 次の 地 謠に笛 座 前に 行きて 坐し >  シテ謠 に 合せて 舞 ふ。 

地 『また 花の 吹く ぞ や。 また 花の 吹く ぞゃ。 見れ 

ばよ そ 目 もね たまし き。 花のう はなり 打たん と 

て。 桂の 立 枝 を 折り 持ち て。 ： 耳 成 の 山風。 松風 春 

風 も。 吹きよ せ て 吹きよ せ て。 雪と 散れ 樱子。 雲 


 - ： 九 ： E   

くべき 花の 咲く のに、 M の. 小 都人" もない 

ぢ やありません か」 

梓 子 「花と いふ もの は >  物 を 言 はない もの 

だと 閗 いて ゐ たのに、 どうして そんな n 

、 、 

をき くので す」 

樓子 「花の 咲く 春の 季節 は、 ほんの 暫くの 

こと だから、 それで H を 励 かすので す」 

梓 子 「でも、 花 は 散つ て も …： 」 


樓子 「それ は >  また 來 年の^に は 吹き もし 

ませ 5」 

梓 子 「 そして、 その 春 は 毎年 來 ろの だもの」 

樓 子 「えい、 その 季節に は …： 」 

s 子 「三月と い へ ば、 また 花が 吹く の だリ 

また 花が 咲く の だ。 この美し い 花 を^れ 

ば、 よそ 3! にも 嫉 ましい こと だ。 さあ 後 

妻 打ち をして やらう」 

と， 桂の 立 木の 枝 を 折って 持って、 耳 

成 山の 山風ば かりで なく、 松風 や  一 K 

の 春風まで も 吹き寄せて、 

样 さあ 樱子、 © の やうに 散って しま へ 、 

雲の やうに 飛んで しまへ。 花 は 拟に歸 る 


〇 花 は 根に 歸れ— 千載 集崇 

德院の 御製 「花 は 根に 烏 は 

古 巢に歸 るな リ 春のと まリ 

を 知る 人. ぞ なき」 に據 つた。 

〇 家の 犬 櫻— 家の 犬 を 犬 櫻 

に いひ かけた。 犬 櫻 は櫻屬 

の 喬术で 花 は 白く 小さ 、リ 

〇 畝 傍の 病— 畝 傍 3 山 を 病 

にい ひかけた" 

〇 棑櫻 —赤い 花？ 櫻 e 焰の 

火と いひ かけた。 


〇 有 明 櫻—— 櫻の 一名 か。 他 

に 用例が 見 常ら な い" 

〇 西に 生まる る I 西方 秘 樂 

淨土 に 生まれる" 

〇 一 萆 Q 御 法— 一 聲 の念佛 


となれ 櫻 子。 花 は 根に 歸れ。 われ も 人知れずね 

たさ もね たしう はなり を。 うち 散らしう ち 散ら 

す。 中に 打て ども 去らぬ は 家の 。犬 櫻 花に 伏し 

ほ  ラナ  なや  &だ  はな ごころう ね ふ  ャ 

て 吠え 叫び 惱み亂 るる 花 心- 敏 傍の 病と なりし 

因果の 焰の緋 櫻 子。 さて 懲り や さ て 懲り や： あ 

ら よそめ を かしゃ。 因果の 報い はこれ までな り。 

花の 春 一 , の 。恨み を 晴れて すみ やかに-有 明 

撄光り そふ。 月の 桂 子 もろ とも に。 西に 生まる 

ひ. こ こ ゑ  み の..：' う 

る 一 聲の。 御 法を受 くるな り 跡 弔 ひて たび 給へ 

「恨み を 晴れて」 とッ レも 立ちて 大小 前に 出で、 「跡 弔 ひて」 

とヮキ に 合掌して 留む。 


のが あたり ま へ だ。 私 も 人知れ す嫉 まし 

さに 惱ん -てゐ るの だ。 この やうに 後妻 打 

ち をして 打ち 散らす のに、 いくら 打って 

も 立ち去らないで、 家の 犬の やうに 吠え 

卟 んでゐ ると ころ を 見る と、 そなた は 犬 

櫻 花 か C お X、 その やうに 惱 み亂れ て、 

病氣の やうに なって >  因果の 焰の 火に 燃 

えて ゐる ところ を 見る と、 そなた は緋擬 

か。 さあ 懲りよ. さあ 懲りよ-」 その 苦し 

むさ まがよ そ 目に も を かしい わ。 これで 

因果の 報い を 見せて やった。 

花咲く 春の やうな、 一時の 恨み を 晴らし 

た 上 は、 早く 櫻 子 もこの 桂 子 も" この 有 

明月の 傾く 西方 淨 土に 生まれる やうに、 

お 上人 檨 の念佛 をお 受けしょう。 どうぞ 

御囘向 下さ いませ」 

VJ いって 滑え 失せる 慈で^ 場。 


〔考 異〕 

古謠本 (觀世 流 元 祿八年 本〕  、 

【一】 ヮキ 「これ は …； 念佛 をも弘 I (元き：) めばやと …… 道行 「住み 馴れし ：… 木 幡の關 をゲち 過ぎて (兀 今朝 越て) ：… 【二〕 シチ 「なうな 

う ：.： 語る に.^  (元^^て ：：： 【三：！  猶々 • … •  .^ffl^ 條 7( 元 ナ シ.) …： 地 「その 時 …； 櫻 子に うつり 變り (元 心 を染) て ：：： 

【四】 ヮキ 「易き 間の …：. ^11  ベ〕 (元^ i^i 、へ、 き)。 シチ 「名 をば (元 ナン) 桂 子と -:… ヮキ 「なに 桂 子と (元 申) 候 や シテ 「よしよ し 名 をば 

申す まじ 唯 (元 fls,^ ひ 5o …； 【五】 ヮキ上 歌 「耳 成の 池？.…. いざや 吊 はん 0 兀 ナン) 【六】 後ゾレ 「なう 上人 …； 畝 傍 山に 住む 

J,  ^  .  " I  二 九 二 五 


(- 兀ナ シ ：> 權 子と いはれ (元 聞え) し 女 ：… 心 亂れに (元 地して：) …… 〔七】 接ジテ 「あら 荬 まし ；… 花の 春 (元お の 花〕 に ：… 忘れて IRJ^ 

じ^, の^- (元 ナシ) …… 地 「又 花の 咲く ：：： 1 聲の 法を受 くる (元た のむ) なリ …… 


【能 柄】 

【人物〕 


〔 時 】 

【異 稱〕 

【作者】 


水 無 * 瀨 喜 


爲 世の 子 (姉〕 、同 同 (弟 y 


四 番目 劇的 夢幻 能 

ヮ キ 僧 (爲 世)、 子 方 

シテ 爲 世の 妻の 靈 

攝津國 水無瀨 

鎌 倉 中期 秋 (九月) 

貞享 本に は 〔爲 世〕 と ある。 

作者 演能 等に 關 する 古記 錄は見 當らな い 

作を甚 しく 省略した ものら しい e 考異參 照" 

忧槪】 攝津阈 水無瀨 の 爲世 は 出家 し て 高野山 に 上って ゐ たが、 故鄕の 

事が なつかしく なって、 里に 歸 ると、 亡き母に 手 向ける 爲に 水と 花 を 

持って 出て 來た姊 と 弟との 二人の 子が、 父と は 知らないで、 これ を わ 

が 家に 請じ入れ、 母の 爲に囘 向 を 乞うた e 爲世 はわが 子の いぢら しさ 

に、 幾度 か 親子の 名乘り をしょう と 思った が、 煩 惱を斷 つて、 打明け 

す、 た^- 餘所 事の やうに して 讀經 して ゐ ると、 妻の 亡靈が 現れ 出て、 


喜 多 流の 現行 曲 は 原 


k- 嘴 2M< 

フ 


二 九 二 七 


水無濑 


二 九 二八 


父の 無情 を 恨み、 親子 を 引き合せ た。 そして.； H 分 も わが 子の 囘向 によって 成佛 した" 

〔出典】 藤原定 家の 曾孫、 爲 氏の 孫に 爲世 とい" 歌人が あるが、 果して この 人に かう した 逸話が あった もの か、 詳 かにし 難い。 

；： 槪評】 父が 出家した 爲に 起った 母子の 悲話 を 主題と した もので、 父に 捨てられ、 母 を 失った 孤兒 の、 母 を^ ひ 父 を 思 ふ 情に、 可憐な 淤 

を 注がし める ので あるが、 これ を 同樣の 材料 を 取扱った 廢曲 〔刈 萱〕 (作者 不明) に比べる と、 〔刈 SC- は 一 度 高野山に 入る や、 足 一 歩 も そ 

の 外に 出ない のに， これ は ^ 心が 弱くて、 「故鄉 もな つかしう」 立ち 歸 つて 居り、 彼の 母子 は 勞苦を 意と しないで、 父の^ を ねて ゐる 

のに、 これ はさう した 積極的な 愛慕の 情に 走って るない、 全體 として 力の 弱い 曲 柄と なって ゐ るので ある。 殊に 原作に 近いと 思 はれる 

貞享 本の 〔爲 世〕 に は、 父子 相會 して、 綿々 として 盡 きない 情愛 を 詳しく 描いて ゐ るのに 反し、 現行 曲で はこれ を 惜しげ もなく^: 略して 

しまったので、 冗漫の 弊 を 離れて 簡潔に はなった が、 情理の 盡 されない 憾みが 多い ので ある。 


【二 


〇 高野山— 紀^ 國 伊都 郡。 

山上に 弘仁七 年 弘法 大師が 

奏請して 釗 建した 金剛 輋寺 

が ある。 眞言 密敎 3 道場。 

0 水 無瀨— 攝津國 =1 島 郡、 

今の 島 本 村大ネ 瀨。 

〇 爲世— 藤原定 家の 曾孫、 

爲氏 5 子の 爲相 か。 この 爲 

相 は 新 後 撰 第， 攒千诚 集 を 

撰び， 嘉鲆四 年剃髮 して 叨 

釋と號 し >  延元 三年^ 十九 

歳で 薨 じた" 

〇- 兀結 切り I 男髮を 剃り 出 

家して。 


【I】 

名乘 笛に て、 ヮキ僧 (爲 世)、 角 幅 子 • 着附 無地 熨斗 H> 水 衣. 

腰帶 ，扇* 数珠の 装束に て 出で、 名乘咴 に 立ち、 

ヮキ 「こ れ は 高野山より 出で たる 儈 にて 候。 われ 

古 は 津の國 水 無瀨の 里に。 爲世 とい はれし 者に 

て 候が。 さる 子細 候 ひて 元 結 切り。 か やう の 姿 

と 罷りな り て 候。 次第に 故鄉 もな つかしう 候 

に。 唯今 思 ひ 立ち 水 無 瀨の里 へ と 急ぎ 候- これ 

はは や 古里 水 無瀨の 里に 着きて 候。 こ の 所に 暫 

や f  ？ 

く： i£ まば やと^-ひ 候 


【 一 1 

舞 M は 初めお 野 山の *5 で、 ヮキ佾 (WS 世) せ 

像 I 私 は 高野山から 出て 來た佾 です。 私 は 

もとは 碯^^ 水 無瀨の 里に 住ん-て、 爲世 

とい はれた 者です が、 ある 事情が あって、 

髮を 剃り、 この やうな 出家^と なった の 

です。 しかし 段々 故郷の 事 もな つかしく 

思 はれて 來 たので、 これから 急いで 水 無 

瀨の 里へ 行か、 つと 思 ひ 立った のです」 

w 見物人に 自 r」sg 介 をし、 やがて 水 無» に 着いた 

想で、 舞 S は a^s 水 無«ミ なり、 

せお、 もはや 故鄕の 水無瀨 の 里に： y 

ました。 くこの 所. て 休み ませう」 

-1> い つ て 休息し て ゐ る 想。 


【二】 

〇 花 散りし— 以下 「森の 露」 

まで、 消えて 9 序。 

〇 柞の 森— 山城 國相樂 郡 祝 

圃村 にある。 拃に母 を 含め 

て辍 つたので ある C 

〇 消えても 殘る 命— 母が 死 

ん でも、 子の 命の 今まで 生 

き殘っ てゐ るの が 不思議 だ 

と い ふ 意。 

〇 後の世の 爲世— 後の世 卽 

ち來世 に極樂 往生す る爲に 

出家す と い ふ の を爲世 に い 

ひかけ た" 

〇 拾 小舟の— 母 を も 我等 を 

も 捨て てと い ふを捨 小舟に 

いひ かけ、 舟の 緣で 水無溆 

の 川と っ^け た。 捨 小舟 は 

沖に うち 捨てられた 小舟^- 

〇 水 無 濑の川 l 大澤山 及び 

尺 代 山から 出て、 水 無瀨で 

淀川に 合する 川。 

ひ 小夜 千鳥— 夜 鳴く 千鳥。 

「共 音に 鳴く」 の 序。 

〇 共 _tj 曰に 泣きて— 母子 姊弟 

一 緒に 泣く。 

〇 花 水 を— 母の 亡霊に 花や 

水 を 供 へる ので ある C 

〇 人 は 歸らで I 父が 家に 歸 

ら ないで。 

〇 見る 夢の— 父の 事 を 夢に 

見る ので ある C 

〇 別れ 留まる— 夢に 逢 ふ 父 


とい ひ て 脇 座に 行き 下に 居る。 

【二】 

一 聲の囉 子に て、 子方 姉， 蓥*鬉帶， 襟 赤， 着附箔 • 唐 織 着 流 

の 装束、 子方 弟、 襟 赤， 着附箔 • 稚兒袴 • 扇の 装束に て 橋懸に 

出で 向 合 ひ > 

はな ち  あらし  さ； J  あき ？ J ザ  はわ！ て 

姊弟 一 聲 『花 散り し。 嵐 も 寒き 秋風に。 もろき 柞の 

森の 露。 消えても 殘る。 命 か な 

と^ひて 舞 辜； に 人リ、 

姊 『これ は 津の國 水 無瀨の 里に。 爲 世の 卿と いは 

れし 人の。 一 一人の 子に て 候な り 

姉弟 『さ て も わが^ 後の世の。 爲世は 遁世し 耠ひ 

て。 母 も われら も捨小 かの。 水 無瀨の 川の 小夜 

千鳥。 共 音に 鳴きて 過せ しに。 母 さ へ 空しくな 

た. -*  おと とひ はな &づ  た むけ  ためた  い 

り 給 ひて： われら 姉弟 花 水 を 手 向の爲 に 立ち 出 

づる 

姊弟上 歌 『かほ どまで 便りな き 身 を わが 父の。 便り 

なき 身 を わが 父の。 捨て置き 給 ふ 思 ひ 子の 戀ひ 


悲しめる あは れ さ に。 人 は 歸らで 見る 夢の。 別 


* 無^ 


【二】 

子方 二人、 莨 世の 子姊 弟が 登場 o 

姊弟 「花が 散った 後、 寒い 秋風が きつく 吹 

いて 来て、 柞の 森の 露 を 果敢なく 吹き消 

す やうに、 お母樣 は 果敢なく 死ん ておし 

まひに なった の だが、 それでも 私達 は、 

よくも まあ 後に 殘っ て、 生き 永ら へ てゐ 

られる こ とだ」 

-、. -孤獨 の 心 持な 述べ、 

姊 「私達 は 攝津國 水 無瀨の 里の、 爲世 卿と 

いはれ た 人の、 二 入の 子どもで ございま 

13」 

VJ 見物人に 自己 邾 介 をし、 

姊弟 「私達のお 父 樣爲世 卿 は、 後世 善 所の 

こと をお 考へ になって 、御 出家 遊ば し 、 お 

母樣も 私達 も捨 て られ てし まった ので、 

水無瀨 川の 千鳥の やうに、 母子 諸共た ビ 

泣き暮らして ゐ たのです が、 そのお 母樣 

さへ お亡くなり になった の で、 私達 姊弟 

はお 母 樣の御 亡靈に 花や 水 をお 供 へ しょ 

うと 思って、 出かけて 行く のです。 

私達 は こんなに まで 便り のない 身上と な 

つたので すが、 お 父樣は 私達 を 捨てた ま 

ま-てお 歸り にならず、 お 父 樣の戀 しさ、 

わが 身上の 悲し さに、 ぉ歸 りに ならない 

お 父樣 のお 姿 をた e 夢にば かり 見る ので 

二 九 二 九 


 水 無 

と 別れず に 引 める ことが 

出來る もの たらば C 

〇 よし もがな— 夢ば かりで 

なく、 現 にも 父に 食 ひた 

い。 r がな」 は 希望 の 助詞。 

【三】 

〇 古の 某が 子— n 分 

時代の m 


〇 お^ —お^。 

〇 往來の 利益— 粹迦 如來が 

衆^ 濟& 2 爲に、 寂 光 土 を 

出て この 娑^に へ 千 返應现 

する こと。 轉 じて^が 往來 

の 途中 衆生 を濟 度して： if- 

に 導く こと。 

〇 無慙— 罪 を 犯して 慙ぢな 

い こと 。轉 じて 残酷な こと。 

三轉 して 氣の 脔 に 思 ふ こと 


〇 空しき 跡の そ の 日— 八 叩！ n 


れ^まる ものなら ば-現に 逢 はんよ しもが な 現 

に 逢 はんよ しもが な 


【三】 


ヮキ 立ち- 


ヮキ 「不思議 やなこれ なる 幼き 者 を 貝れば。 古 の 

某が 子に て 候。 さらぬ やうに て 過ぎ 打 かば やと 

田^ ひ 候 (と. 止 面に 少し 出づ〕 

ち ねう へ ひ じり  と i  ^  ^  i  ^. 

い か に 姉上。 聖 の お通り 候 御 留め 候 へ 

姊 「げ によく 仰せ 候 御 留め 候 へ 

姊弟 『い か にお 聖^し めせ 。往来の 利益の 御爲な 

らば。 われらが 母の 空しき 跡。 弔 ひ てた ばせ 給 

へ なう 

ヮ キ 「無慙 やな 父と も 知らで 姉 * は。 利益 を な さ 

ん と往來 の。 儈を 供養し 給 ふ ぞ や。 さらば 留ま 

り 申す ベ し (と 子方に， M くリ 

姊弟 『嬉し や 今 m は 母上の。 空しき 跡の その： W な 


二 九 ーーー〇   

す。 あ > -、 この 夢が その ま、 消， えない も 

のなら ば、 そして， 夢ば かりで なく、 ほ 

ん とに お 父樣に お 逢 ひすろ - .- とが 出來た 

ならば …… 」 

-、. -母を 想 ひ 父 を s  L ながら、 の 休ん で & る 傍 

へ來 so  S 世 はこれ *- 見て、 

【三】 

侬， お  >- 不思議 だ。 こ  >- を： 迎る 小さな-. T を 

兑 ると 、.3 分が 在俗 の 儲け た 子ども だ G 

しかし、 ^知らぬ 振り をして、 ：迎り 過ぎ 

る ことにしよう J 

.= い つ て 出かける。 弟 はこれ な-見て、 

弟 「お 姊樣、 ぉ佾 がお 通りになります。 お 

留めなさい ませ」 

姊 「ほんに よい 事 を 仰し やった。 お 留めし 

ませう」 

姊 * 「申しお^ さまお g き 下さい ませ。 御 

道中の 途々、 衆生 御 辦度を 遊ば し て い ら 

つし やる の-てしたら、 どうか 私達の 亡く 

なりました 母の をして 下さい ませ、 

どうそし 

«T お k 可哀想た こと だ。 この 姊弟は .U 分 

を 父 だと も 知らないで ゐる の だ (-、 」SI1? 

いひ >。 功德 をしょう と 思って、 旅の； W に 

御供^な さるので すね〕 では、 お立ち 寄 

りし ませう」 

姊弟 「あ、 嬉しい * 今 H はお 3 樣の命 曰な 


〇 餘 所の あはれ に— 赏 はわ 

が 身の上で あるの に、 他人 

の 侮み を いふ やう に 装う-て 


〇 見れば 昔に— 爲 相が 久し 

ぶリ にわが 家に 歸 つて、 庭 

の樣 を：：^ た ので ある U 

〇 主 忘れぬ しるし ぞと— 大 

鏡 >  菅原道 眞の歌 「東風 吹 

かば 匂 ひお こせよ 梅の 花 主 

なしと て舂を 忘るな」 を 胸 

に 置いて 辍 つた。 

〇 もる 月影 も — 風 の もる を 

月の さし 込 む 意 にい ひかけ 

た。 軒端の 荒れ果てた さま 

を 述べた ので ある。 

〇 請じ入れ— 招き 入れ。 

水 無 


り。 御經讀 みて たび 袷へ 

" キ 「それ こそ 易き 御 事 なれと。 『落つ る渙を 抑へ 

つ つ。 お 經を讀 まんと 心 ざせば 

姊弟 『われらが 母の なき 跡 を" 弔ひ耠 ふお 聖を 

ヮキ 『父と も 知らで 

い^  また 

姉弟 『今 は 又 . 

地 『餘 所の あはれ にい ひなして" 餘 所の あはれ に 

いひな して。 さらば 留まりて。 跡 を 弔 ひ 申さん 

姉弟 『嬉し の 今の 仰せ や と 姉弟と もに 悅べ ば 

A  V ズし  v^u  に は  ケっ ら ぎ ま .AJ  むめ も る じ わ す 

地 『見れ ば 昔に 變 りたる。 庭の 桂 木 窓 の 梅。 主 忘 

れ ぬしる しぞ と。 匂 ひ をと めて 吹く 風の "もる 

月影 もす さまし や。 見苦し けれど 化 方へ と。 お 

儈を， 請じ入れければ - 

子方 二人 地謠座 前に 行き 下に 居リ、 ヮキも 下に 居り、 

ヮキ 『千度 百度 親子 そと 


の です。 ど う ぞぉ經 をお 讀み 下さ いませ」 

憎 「それ はお 易 い 御用です」 

と、 流れ 落ちる 涙 を 抑へ ながら、 ぉ經 

を 讀ま、 つと すると、 

姊弟 「私達の 母の 亡靈を 御囘向 下さ います 

ありがた いお 僧 さま  」 

憎 「それが 自分 達の 父 だと も 知ら な い で 

ゐ るの だ」 (ミ SSS いひ) 

僧 は 他人の 悔み をい ふやうな、 餘所餘 

所し い 振り をして、 

佾 「それで は 立ち寄つ て御囘 向し ませう」 

姊弟 「あ >! 嬉し い、 ありがた、. つ ござ います」 

と 姊弟は 喜ぶ。 

やがて、 わが 家に 入って 見る と、 昔と 

は變り 果てた さまで、 たに 庭の 桂 木 や 

窓際の 梅な どが あって、 もとの 主 を 忘 

れ ないしる しばかりに、 よい 匂 ひ を 漂 

はせ てゐ るが、 吹く 風 も 寒く、 月影 も 

軒端に さし 入って、 いかにも もの 淋し 

い あばら 屋 となつ てゐ るので ある C 

姊 ，#「 見苦し い 所. て. ノ J ざいます が、 ど ぅぞ 

こちら へ 」 

と、 齒を 招き 人れ ると、 僧 は 幾度 も 幾度 
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 水 無 

OS の 業— 恩愛 の 惡業 の 

爲に 生死の 迷界に 車輪の 如 

く：^ 轉 する こ と" 

〇 撫子— 愛する 子。 

〇 正覺— 佛の恬 り" 成佛。 

〇 成 等 正 资，| 等 正 登 を 成就 

す。 等 正覺は 平等の 正理を 

覺知 する こと C 成佛の 意。 

【0】 


CK ふ佛 衆生— 以下 經 文の 體 

であるが、 出 所 は 兌？：.：： E らな 

い" 作者の 勝手に 作った も 

ので あらう C 

〇 無 聚壽 如来— 阿彌 陀如來 

〇 一 代敎主 I 無量 壽如來 は 

一代の 敎 主たる 釋迦牟 尼の 

法號 であるとの 意で あらう 

〇 來迎 引攝— 佛 菩薩が こ の 

世 に 來り迎 へ て、 衆生 を秘 

t に 引きと る こと C 

◦ 更 ^ け— 夜が 更け。 更は 

夜 を 五つ に 分った 稱。 

〇 帳 門— 帳 は闔に 垂れた 慕 

門 は その 入口。 

〇 古人— 昔 契った 人。 亡き 

妻。 


地 『名乘 らば やと は 思 へ ども。 輪廻の 業と 目 を ふ 

ねん ぶつ まう  なでしこ  とむろ  のり  けち えん  しゃ うがく 

さぎ。 念佛 申し 撫子 の。 弔 ふ 法の 結緣 に。 正覺な 

らせ 給へ ゃ正覺 ならせ 給へ や 

た V い う れいじ や-つとう しゃう がく 

ヮキ 『南無 幽靈成 等正覺 


【0】 


1 聲の離 子に て、 シテ爲 世の 妻の 靈、 面瘦女 ，^ (左右 亂髮) • 

签帶 • 襟 白 • 着附摺 箔* 鏠笵腰 卷， 白練壶 折 • 腰帶 is の裝來 に 

て 杖 を つきて 出で、 

ねん ぶつ し S じ や- 

にへ 


シテ 『念佛 衆生 無量 壽如來 

ヮキ 『一代 敎ゼ釋 迦牟尼 法 i 

シテ 『来迎 引攝 ， . 

地 『あら ありがた や 

^う t  よ しづ  ちゃう もん ひら  かゆ 

ヮキ 『更闌 け夜靜 かに 帳 門 開かざる に。 影の 如く 

A  たも  よ  いにしへ び i  すがた わら は 

に 見え 袷 ふ は" この 世に はなき 古人の。 姿顯し 

ぎへ るか 

シテ 『恥 かしゃ 猻も 輪廻に 歸り來 て。^ え 參らす 

る は 憚り なれ ども。 親と 名 乘らで 情なく。 


二 九 三 二 

も 親子の 名乘り をしたい と 思った が、 

いや./ \ 愛^のお 惝に 迷って はなら な 

いと、 目 を 塞い-て S 惱を うち 拂ひ、 念 

佛 して、 

W 「どうかい とし子が M 向し ます^: 綠 に 

よって、 亡^が 成佛 します やうに. 一 

ぐ J 目 向す- -00 

【四】 

シテ爲 世の *s 亡 *s«*、  S 世の Js« の に 合せ 


1^ の唱 へ^ る 無^^ 如來 は … … I 

M 1 代の 教主た ろ 釋迦牟 尼怫の 法號で 


S 『極 樂淨土 からこの 世に 現れて、 衆^ を 

極樂へ 引きと り脍 ふ』 

塞. "あ、 ありが たいこ とで-、 J ざ い ます 」 

償. 夜が 更けて、 あたり は靜 かで、 部屋の 

戶：： も g き はしない のに、 影の やうに 現 

れて 来られた の は、 亡くなつ た^が 姿 を 

現された のです か」 

お 恥 かしう ござい ます。 未だ に 迷 ひの 

心が 殘っ て、 この 世に 歸っ て 来て、 あなた 

にお 0! にか  >- ります の は、 無 f ぉ淤な こと 

で ノ  、ざいます が、 あなたが わ が 子 に 親で 


〇 さる 事— 尤もな 事。 

〇 拾つ る 浮世の 身 I 浮世 を 

捨てた、 出家の 身。 


C-.S む —揮る、 遠慮す る。 


がま しげに おはします。 恨み 申しに 參 りたり 

ヮキ 「尤も それ はさる 事 なれ ども。 きつ る 浮世の 

身 を恥ぢ て。 親と 名乘ら ぬば かりなり 

シテ 「なう 包む も 事に よる もの をと。 『亡者 は 子 共 

の 手 を 取り て (と 子方 を ヮキの 前に 出し) 

ヮキ 『草の 枕の 一 仪の宿 

シーア 『夢に 相 逢 ふ 親と 子の 

姊弟 『抉に すがれば  ， 


3:.*-rv  i-l  oi  こ *  .C  まよ  r)  おや 

地 『爭 ひかね て捨人 は。 い とど 心の 迷 ひ 子に。 親 

たの  ラ  よ そ  ひと め 

と名乘 らん は。 餘 所の 人目 もい かならん 

シーア 『羨まし や 父 も 子 も 

おな  うきよ  み  あ ふせ 

4 同じ 浮世 の 身に あれば。 逢瀨 のた より も あ る 

そかし。 われ は 冥途 に歸り なば いつ 又 夢 にも 逢 

ふ 、、〈 き 


ま 無 


あると ぉ名乘 りに ならないで、 無情に も 

餘 所々々 しくして いらっしゃ るので、 そ 

れを お恨み 申しに 參 つたので ござ いま 

す」 

檜 「なるほど それ は 尤もな こと だけれ ど、 

浮世 を 捨てた 出家の 身が、 愛着に ほ ださ 

れ るの は 恥 かしい ことなの-て、 それで 親 

だと 名乘ら ないで ゐ るの です 」 

妻 「い、 え、 御 遠慮になる の も、 事柄に よ _ 

ります。 親子の 間 を 御 遠慮になる ことが 

あ-る ものです か」 

と、 妻の 亡 靈が子 ど もの 手 をと つて、 

一 J の あば ら屋 の 夜の 夢に、 親子 を 引き 

あはせ ると、 姊弟は 父の 袂に すがりつ 

くので、 僧 も 今 はどうに もい ひ爭 ひか 

ねて、 ひどく 心 を 迷 はし、 

檜 「かう 心 を 迷 はして-親子と 名乘 るの は 

出家の 身と して、 世間 態に も 恥 かしい こ 

とだ」 

, あ.^ 羨まし い ことです。 父 も 子 も 同じ 

この 世の 人な の だから、 またも 逢 ふ機會 

が ありませ うが、 私 は あの世に 歸 つてし 

まったならば、 又い つ 逢 ふこと が 出來ま 

せう」 
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お •= に絲 〇 畫と と 〇 囘 〇 と 〇 喩惡 〇〇 做と た 〇 具 首 衆 ぶ 〇s 
樂 かを絲 をし ぃ鹦 向かし 叫へ 因囚ぶ》 し c 罪 心 c 枷生界 をぶ 綠" 
器 v 出 竹^た ひ 敏 。やて ベた 惡果 羽た そ 業の はの は 引！ 5 子 
c るし のリ c かの う もど 。果の 玉 。れが 鬼 罪 迷 欲い^; は 
。 、 | 出鹦け 袖 の 叫 も の审の を わ | 人妄界 た ^ 三 
絲 句切し^  、を 弔べ 叶 廻の | 地が わ の 輪 i  ° ぶ界 

Tr をリ たの |  6 、な は      s>   1  ife     獄ガ 刀、 自 折 驟 a の 

は隔難 衣お || リ親 1 いず さ 善の の を 心 にす ケ子 J: お 
絃 てき。 は 切 子 夫。 1 ま 因 枕 鬼 貴 か はる 無 は, ぶ w 
樂 て の K る に 爲 叫 を 善 詞 に めら め 世 色 幼と か 
器 音緣 ^の 逢 世 ば 舉 果 ° いる 犯 る 界界兒 いせ 
と樂で の 序 ふ の う に、 ひこし 刑。 で 。 ふ 1 

ぁ樂 ざの 譏 ごへた まの は 悲 S れ鴂 g 
り 聞ミ 袖き さ 云 ど れ き 身&  4% し て 綠言 
}. 力； え をれ ま もず 提 きを 1 ほや ふ 子: 5 

1 た^ 振 -' どな 何き 居る げ责 せ^な C は え 
にけ S りもャ 力、 る 引:、 め 三 と 
i れ賈切 ，か》 はもき て ，f—  fj  f  m  % 
'も 成ミ り やな 答き 居'： す ^む ^  k  1 の 吿 

し^; なぶら や1^    g 基 ，昏 も 安） み f  p   °  IS 
1  ！ 2 び ま ぶう？；^    。 羽 ft 執 ケ、 は か 綠 1 
むプ き き P のキぬ 左5 玉ミ ^き ^  3し し 

ぶ 曰 ^い ァ\    ^--        m';  ^うの フほ で く ず 【孓 シ 

I 謹 %1 ビ， 1 ほひ 戀^ れ i 

り ， の ズ いに 2 の J    慕 ほど 途 ま i 

が %     r ま 車し^ を。 の も。 に の。 i 

き ，さ 1 ^  f  ^ ^  i  ！  f  t  f 

すな子： す ふ、 -止ん T-     -  6 りせ 科 
る び に             夂 つ り 心ミ 隙ぎ 力、 に 。 
こ き 鹦ミ             て。 も かの な ね 繋 S 

そ 音え' 鹉 む                            問 ^ 立た ら鬼 きき て 力； 

さ' とて はしし 出 は 人 菜う し 左き を かに も ごこに 通龙 s 

、-ぃ 力： '紫た か來 なにのと て-右つ K ぅ對 'ざの 思 り 子 ^ 
T 、ま 出怫 のの しな く^ 報 しもにけ めしす 忘い 世 ひ 、 は 
つす 來菩 雲て' 、い 、をいて '引て てた るォ t まへ きわ- 
碁' -ま薩 力； 、この いかにも 立き 、 、惡妄 るす 行つ が 离 
I しのた 今の て' えけ 苦 坐つ わ ひこ 業 執 こ 。く て 十 一の 
失 たおな はやす 叫て しって けつの のて とどこ^の ず i - 
t      '迎び 親う e ば もめて ゐ たさ 黑爲、 ののと る 愛； p 
。 ほへ き 子な う 答ら ゐ るり げ 髮 に 子 出 や もこに 1 
んを 、の鄭 と へれる こすた を 、の來 5 出と 引 1 
と 受^ 緣 /IT し をる ことる り あ 地 愛 なな 來も 力、 と 
に け fe を な て し の と が のパの m い V ひ な 出 ご 

+ ヽ の \M'  h<l         rf、 て -hi       T"'             CO     *  o 1 、、お 4，  i- 
ao              F*ul  IL.J         もして 7/*  uj    l   a. ナ vv        v ノし v*  ， 水 / L  |^ 

り 成 せ れ 「り 叫 く す 出 來 、ぎ-に 鬼 夫 は み の な て 巾 ， 

が 怫樂て を ぶ れ c 來 ず 立 ま 手が の ♦ 'を が け ' , 

たす 力'； 、受 こる そず 、た 繰 こ 變！： 受悲れ あ1 r 
うる 空け ともし 、坐う ^ りの； おのけし ばの ま 
ごこえ に ま がの て m らと くませ 、 1"： て う 、 リ上 す 

〔考 異〕 

古謠本 (觀世 流 威 享ミ年 本 〔爲 世〕) 

【一〕 ヮキ 「これ は ：… 水 無瀨の 里， 爲世 とい はれし …… 子細 候 ひて (貞の 者 成し か C 萬 浮世の 體 せんなき 事と 思 ひ。 一筋に) 元 結 切り.^!: 

うの (負 此) 姿と .：：. 次第に 故鄕も  水 無 瀬の 里 へ と 急ぎ 候 (良 故 鄉に妻 や 子 ともをす て 置て 候。 いか やうなる 風惜 にて 候 そ。 *sl よそ 

なから 尊 はやと 思 ひ 候)。^: ゆ は や … … 休まば やと 思 ひ II ( 离 ナシ) 【二】 姊 「これ は津の ：… 爲 世の iloaso と ...... 姊弟 「さても …… 

空しくな リ給 ひて (^け ふ は 七 曰の 逍善 也〕 われら …： 【一一 一】 ヮキ 「不思議 やな ；… 行かば やと 思 ひ 候 (負 ナ シ) 弟 「いかに 姊利 (貞ゾ i) 

聖 のお 迎り候 (貞け ふ の 追善 に なと) 御留 め 候 7, (貞は ぬ そ〕 … … 姊弟 r 嬉 しゃ … … 空し き 跡 の その 日 (X も 七日) なり ：•：• 姊弟 「われら が… 

… ぉ聖を (貞ナ シ)  地 「0- れば …… す さまし やい 衷 く) 見苦し けれど (負 は ) 此方 へ とお 僧 を (負 內 に)！ i じ,^ ければ (負け リく C  "キ 

「扭 かたく は 。いか 成人の 御子に て 候 そふ ァネ 「さん 候。 是は此 水 無瀨の 里に C 爲 世の 某と いはれ し 人の。 二人の 子に" 突ゲ 〔又^ i^l 

の爲 にと て。 憂世 を あたに 見なせの 里に。 妻 や 子供 を捨 g て C 遛 世し 給へ は。 うらむ るか ひも 涙の 袖に。 ^"？  ^いいい ^^で ^い 

あさましき 有樣 也- オト 二 い つ そや 人の 申し は。 爲世は 高 野に まし，.^ て。 さうな う 下リ恰 ふまし きと C く はしく かた リ^ ひしない ハネ 

1，- ， に、.. 、ノ. 》、、*、、、、、.》、、  、、、、、、、、、、、 ，，、尊，，，，，，， ，，，，，，，，，，，，  、、、、、、 

- なう 御 ひし リ高 野に の ほりた ま は 我等 か 母の むなしくなり C さもた ょリ なき 有さ ま を。 く はしく かた リ給 ふへ しと-" 御 ことって. H 

申た けれ 共 C 捨られ .5- せ は 親な から。 うらめ. しく も ぁリ戀 しく も。 地 「思 ひ 子の。 思 はぬ 父に ことって は C うらめし なから なつか しゃ 。口；. ン 

キ 地- ^の 形見の 懸帶 を。 く。 そふ も 思 ひの たね なれ は。 是を御 布施に 參 らせん。 オト ト 「けに もと いひて 花 若 も。 見る ひ 浜の ます^い ^ 

を も 布施に 參ら する。 地 「御用に たつ ましき 物 なれと C 今の 御 經の御 布施に C 御前に^ を さしおけ は C 父は哀 にたへ かねて。 身の K 所な 

きま、 に- レ 人 や 若 白露の。 消ても 殘る 親と 子の。 名乘 もやら であ まさ へ に。 あと をと ふこ そ哀 なれ。 く。 ヮ キー. かやう に 御な けき 攸は 

は。 定て 御^ 臥 候へ し。 暫く 御 やすみ 候へ C 我ら も 少すゐ めん さう する にて 候 C ァ ±1 心得て 候 C 花 若 も I"  く、 やすみ 候へ C がっから 

も少 まとろ み 候へ し。 オト 上 心得て 候。 ヮキ 「言語 道斷の ふせいに て 候 父に て 候と 名 乘て喜 はせ たく は 候へ 共。 りん ゑの 業に 沈み K へ 

し。 とにかくに 夜の 內に此 屋を忍 ひ 出 候へ し e ァ i, いかに 花 若。 御聖 の御歸 候と、 め 候へ-、 オト ト 「いまた 夜の 深う 御 入 候に C いっくへ 御 

出 候 そ。 こなた へ 御 入 候へ。 ヮキ 「 いや い つく へ も ゆかす 候 C はや かう 御 入 候 へ C オト トー. 未 御^ は 御^ リも候 はぬ 物 を C 唯今 父 こ を^に 見 

參ら せて 候 C ァネ 「何と 見た まひて 候 そ 。オト ト 「さん 候 父 この是 迄 御 出に て。 母の 跡 を 弔 ひ 給 ふと！ o- まゐら する 所 を。 おとろ かさせ 給 ひて 
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&が に 夢 はさめて 候へ とも。 御 面影 は 残る そや。 あら 父戀 しゃ あら 戀 しゃ。 ァネ 「うらやまし やうつ 、に 見えす は 夢に 成と も。 なと 父 こ 

は兑ぇ 4? はぬ そと。 おと、 の 夢 を うら やめ は。 オト ト 「おと、 は冇し 面影 を。 戀 しゃ 床し やとて。 卄； ハに^ をた かしつつ： 独.' おとと い 袖 を か 

たしき て。 ぬれと ねられぬ 夜 もす から。 夢 を 心に かくる 身の。 おろかな リ かほと 迄。 言葉 を か はしみ 、ゆる を。 父 共 しらぬ 無慙 やな) 千 

せ^. ば 親子 ぞと …… 地 「名乘 らば やと ：… 念 佛屮し (良 御經 をよ みちの さは リ) 撫子の …… ヮキ 「南無 脚： 盛 成 等 正 sowto お^^」 〔£】 .： チ 

「恥 かし a-  親と 名乘 らで^, な ナ シ)  シチ 「なう 包む も勒 (良 折) による …… 地 1, 同じ 浮 I の  夢にも 逢 ふべ き (貪 ナ シ) 

【五】 地-, 綠 子の …… K げ 引きす ゑ GM 牛 頭 馬 顼) 左右に …； 


&  な づき ft らひ 
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解 說 

【能 柄】 四 番目 一 段 劇 能 

【人物】 ヮキ 下 京の 男、 狂 言 所の 者、 シテ 室 君 (狂 

女) 

【所】 山城 國 賀茂 

〔時】 六月 晦日 

【作者】 能 本 作者 註文に は 世 阿彌の 作、 二百 十 番謠目 錄には 日 吉安淸 の 

作と す。 世 阿 彌の五 音曲 條々 に 「松風 村雨、 はん女、 みそぎ 川、 是等 

は 皆戀慕 の もつ はら 也， 一と ある 〔みそぎ 川〕 は 本 曲 を 指した も の であら 

うか。 古く は 一 一段 劇 能. てあつた が、 今 は 1 段 劇 能に 省略して ゐる。 

考異參 照。 

【梗概〕 都下 京の 男が、 播磨國 室の 津に 逗留 中 相 馴れた 女を迎 へ 取らう 

としたと ころ、 旣に その 女 は 室の 津にゐ なかった ので、 今日 夏 越の 鈸 

に 賀茂明 神に 參詣 して、 かの 女との 逢瀨を 祈った" すると、 そこへ 茅 

の 輪 を 持つ て 夏 越の 祓を勸 める 狂女が 来たので、 これに 物 狂の 舞 を 


演ぜし める と、 それが わが 尋ねる 女であった ので、 二人 は 神の 御 惠みを 喜んで. うち^れて 歸 つた。 

【53 典】 男女 再會の 世話物-て、 典據と 見るべき もの はない。 

【槪 評】 別離した 男女が 賀 茂の 社內で 再會 する こと は、 〔賀茂 物 狂〕 に似て ゐ るが、 彼の 曲 は 男女の 情愛が 餘 りに 冷淡で あるのに：^ し、 こ 1 

に は 男女と も 思慕の 情が 可な り强く 現れて ほり- 且 茅の 輪 を 採 物にした 曲 も あつ て、 戲曲 として 彼より は數等 勝れて ゐろ C しかし、 本 出 

と 同じく 遊女 をシテ とした 〔班 女〕 が、 その 採 物を閹 怨を訴 へ る 班 女の 扇と して、 美しい文 章 を 以て 强ぃ戀 B の 情 を抒べ てゐ るの に比べ 

ると、 これに はさう した 生彩がない。 まづ 中等の 作と いふべき もので あらう。 原作に は 前述の 如く 二 段 劇 能に 脚色して ゐ るので あるが、 

その 第 I 段に は あまり 重要性が 認められない。 現行 曲の やうに 改作した 方が 簡潔で よいと 田 5. ェれ る。 


〇 下 京— 京都の  一 II 條通 以南 

0^  9  ^：— 播 ま， 國 W 保 郡 今 

の (せ^ 村。 昔^ 名な 水驛 で、 

遊女が 居 つ た。 〔^君〕 參照。 

〇 夏 越の 祓 I 六 H 晦日 諸 社 

で 行 はれる 災厄 罪^ を祓ひ 

涛 める 神事で、 茅 义は菅 で 

茅の 輪 又は 茅^と 稱 する 輸 

を 作リ、 参詣の 人が これ を 

游り 越え、 茅 麻 s 幣を 以て 

總身を 滞め る C もと 朝廷で 

行 はせられ る 六月 十二お の 

大赦から 出た もの で、 哀 越 

と は 夏 を 越す 忍で あると も 

邪神 を弒ひ な ご (和) む 意 で 

あると も いふ o 

〇賀 茂の 叨神 I 上下の 二 社 

あるが、 こ & では 山城 國愛 

お 郡 下 鴨 村 轧 の 森に ある 賀 


【二 

匕乘 笛に て- ヮキ下 京の 男、 着附段 熨斗；；！ > 素袍 上下 • 小 刀. 

扇の 装來 にて 出で、 名乘 座に 立ち、 

しもぎ ゃラ へん  すま ひ  もの 

ヮキ 「これ は 下お 逡に 住居す る 者に て 候。 われさ 

し ^  i  ，、に くだ  ひさ  むろ  つ 

る 子細 あつ て播 磨の 國に 下り。 久しく 室の 津に 

tj- つり ラ  あ ひだ も ひ な  をん な  みやこ  のぼ  か- £ら 

逗留の IT 相 馴れし 女の 候に 都に 上りな ば" 必 

ず迎 へ 妻と なすべ きょ し 堅く 契約 申し て 候" さ 

Z  、  ほど むろ  f  っ^ 1  る ころ 

れ はこの 程 室の 津へ迎 へ を 遣 はし 候處 に。 かの 

^ん なゐ  よし *rv  あ ひだ い i  た V 

女 居候 はぬ 由 申し 候 間。 今は尋 ぬべき やう もな 

く 候。 又 今日は 夏 越の 祓に て 候 程に。 賀 茂の 明 

神に 參詣 申し。 かの 逢 瀨をも 願 はば やと 存じ 候 


】 


雜 a ^初め お^ ドぉ で、 


-下 京の 5； せ «o 


K 「私 は ド京邊 に 住んで ゐる ものです o 私 

は ある 事情が あ つ て 喷^ 阀 に 下り、 永ら 

く 室の 津に 逗留して ゐ ました 間に、 馴染 

になった 女が ありまして >  それに、 『都に 

歸 つたならば、 きっと 迎へ とってお にし 

よう』 と、 堅く 約^して W: いたの-てす。 

それで、 この 叫， 室の ほへ 迎へ にやった と 

ころ、 その 女が ゐな いとい ふこと で、 今 

は 尋ねる すべ もない の-てす。 ところで > 

今 B はお 越の 祓 だから、 贺 茂の 明 神に 參 

詣 して、 あの 女に迮 ふこと が 川來る やう 

に、 お祈り .5. さう と 思 ふので す」 

VJ 見物人に.；：！： 「し 掰 介 をし、 やがて IW 茂の 方へ 出か 


茂 御 祖祌社 を 指す。 祭神 は 

玉 依 姬と賀 茂 建 角 見 命 e 

〇 逢瀨— 逄ふ 機會。 

◎ これ はこの あたり— 以下 

本 曲の 狂言 詞、 謠 本に 記し 

てゐる 詞に從 つた。 

〇 水 無 U: 被 I 六月の 大祓卽 

ち 夏 越の 祓。 

〇 轧— 紅 9 森。 上掲 賀茂明 

祌鎭座 Q 地。 


〇 不知 案內— 樣子を 知らな 

い。 不案内。 


〇 御手洗— 御手洗 川 

の 前に ある 川。 參詣 人が 手 

を 沈 ふ 意から 出た 名。 

〇 巫— 祌に仕 へ て 祌樂を 舞 

ひ >  又祈禱 をす る 女。 

〇 水無月 祓の 輪— 茅の 輪。 

茅で 作った 輪で >  これ をく 

ぐれば、 疫氣を 避ける と い 


〇 是非 もな く— わけ もな. 


と いひて 脇 座に 行く。 狂言 所の 者、 着附段 熨斗目 • 長 上下- 

腰帶. 扇. 小刀の 装束に て名乘 座に 出で、 


す ft ひ 


狂言つ，  >れ はこの あたりに 住居 仕る 者に て 候。 今日は 水無月 祓 

にて 候 程に。 轧 "へ參 らば やと 存じ 候 

ヮキ 「なう これなる 人 は 礼へ 御 參り候 か。 某 も 御 

紫 申し 赏べ し 

狂-言 「見 申せば 都の 人に て ありけ に 候が。 不知 案内なる やうに 

^'せ 宾 よ 

ヮキ 「仰せの 如く 都の 者に て 候へ ども。 久しく 田 

な^  &か  のぼ  ゆる I  ** う 

舍に候 ひて 罷り 上り 候 故 かやう に 申し 候 

狂言 「ゆに ゆに さやう の 事 も 候べ し。 さらば 御供 申し 候 はん 

一 ごろ &ゃこ  めづら  こと 

ヮキ 「 こ の 頃 都に はい かやうな る^し き 事 か 候 

狂言 「御存じの 如く 都 は廣き 事に て 候 程に。 色々 珍しき 事 も 多 

み たらし 

く 候。 まづ この 御手洗に 參 りて 面白き 事の 候 

ヮキ 「いか やうなる 事の 候ぞ 

力.， き  ■ ： 

狂言 「若き 女物 狂の 候が。 巫の やうなる 有様に て。 水無月 祓の 

輪 を 持ち。 人々 に 茅の 輪の 謂れ を 申して く  V らせ 候が。 是非 


水 無 月 祓 


はて 行く 0 その 途で、 狂言 里人が 登 »p 

里人 「私 はこの 邊に 住んで ゐる 者です が、 

今日は 六月の 大祓 だから、 轧の 森の 賀茂 

明 神 に 參詣 しょうと 思 ふので す. 一 

ぐ」 自己 雜 介す 0 下 京の 男ば この 里人 を 見て、 

男 「もうし- あなた は轧へ 御參詣 になる の 

です か、 私 もお 連れ 下さい」 

里人 「お見受けした ところ、 都の 方の やう 

です が、 土地に 不案内の ものの やうな こ 

と を 仰し や いますね」 

男 「仰し やろ 通り、 私 は 都の 者です が、 永 

い 間 田 舍にゐ て、 近頃 歸 つて 來 ましたの 

で、 それで、 この やうに 申す のです」 

里人 「なるほど、 それならば 御尤もです。 

では. お 共 致し ませう」 ("、.- 一緒に 歩きながら) 

男 「この 頃 都で は 珍し いものに は どんな 

事が あります」 

里人 「 御存じ の 通り 、都 は廣ぃ 所です か ら 、 

色々 珍しい 事が 澤山 あります が、 まづこ 

の 御手洗 川に 參 つて 面白 いこと が ありま 

す」 

男 「それ はどうい ふ 事な のです」 

里人 「若い 女の 氣違 ひが ゐ まして、 女神 子 

の やうな 樣子 をして、 夏 越の 祓の輪 を 持 

ち、 參詣の 人々 に 茅の 輪の 謂れ をい つて、 

く^らせ るので すが、 それが とても 面白 

二 九 三 九 


水 無ガ祓 


【二 1 

〇 行く 水に 數書 くよりも は 

かなき は I 古今 集讀 人知ら 

ずの 欲。 下句 「思 はぬ 人 を 

Ed ふな リけ リ」 

〇 思 ひ 妻— こ  >- では 愛する 

夫。 上揭の 歌の 末 句 を い ひ 

かけた" - 

〇 上り 瀨— 上流の 淑。 京に 

上りと いひ かけた。 

〇 中 贺茂— 上下 兩贺 茂の 中 

間にある 流木 社。 

〇 第 ふ 君— 群リ 集まる 參詣 

の 人々。 

o 阿と も 白波 の — 何とも 知 

らずを 白波に いひ かけ、 白 

波 を 幣に见 立てて、 木綿 四 

手の 形容と した。 

〇 木綿 四手 —木綿 (§) で 作 

つた 布乂は 紙の 幣 G 

〇 御祓 川 I 御祓 をす る 川。 

夏 越の 祓には 上述 茅の 輪の 

作法と、 水迻に 齋ホを 立て 

祝詞 を！ i し 形代 を 川に 流す 

作法と が ある。 御祓 川 は 後 

者の 作法から 出た 名。 

〇 戀路を た だ す— 戀 の S 

を 正す を 地名の 轧に いひ か 

けた a 


もな く 面白う 舞 ひ 遊び 候。 これ を 見せ. &し 候べ し 

ヮ キ- さらば その物 狂 を 見う ずるに て 赏 

狂言 「何かと 物語り 申して 參り候 程に。 はや 釓へ參 りて 候。 御 

覽 候へ 殊の外 群ぎ にて 候。 かの 物 狂 を 待ちて 見せ 申し 候べ し 

ヮキ 下に 居り、 狂言 その 次に 坐す。 

【二】 

1 聲の蠊 子に て、 シテ 狂女、 面 若 女 *^*-ぉ帶. 襟 白 赤 • 着附 

摺箔 • 唐 織 着 流 • 白水 衣 • 扇の 装束に て、 麻の 抆に 茅の 輪 をつ 

けたる を かたげて、 橋懸 一 の 松に 出で、 

シ テ サ シ 『行く 水に 數書 くよ り も はかなき は C 思 は 

ひと  おも  づ i  あと  し； i  のぶ  せ  きょ 

ぬ 人 を 思 ひ 妻の。 跡 を 慕 ひ て 上り 瀨の」 淸き流 

れ や 中 I 貝 茂の。 御手洗 川に 集 ふ 君。 今 曰 の S 越 

の祓し て。 こ の^ 越えさせ 給 へ とよ 

シテ 一 灣恥 かしゃ。 人 は 何とも 白波の 

と謠 ひながら 舞 辜： に 入り、 

s ふしで  . &  Ivy  «-« 

地 『木綿 四手 かくる。 御祓 川 

〔力 ケリ〕  . 

シテ 『戀路 をた だす 祌 ならば 


 二 九 S   

く 舞 ふの. てす。 これ をお 兌せ しませう」 

S" それで は、 その物 狂 を 兌 ませう」 

S- 人 一 何かとお 話 をしながら 歩いて ゐ るう 

ちに、 もはや 礼へ 參 りました。 お、 御贤 

なさい、 大變な 人だかりです" あの 物 狂 

を 待って 見 ませう 」 

ミ S ほに 狞 いた 想で、 は下賀 茂の 内 w なる 

【二】 

檢怒は K 茂 へ す SS3 筋の 想で、 シ テ室 君、 狂 

女の 姿 vj なり、 茅の 翰 ケ 持って こ - に «*- 

女 「古 敬に —— 

『行く 水に 數迅 くよりも はかなき は、 S 

はぬ 人 を 思 ふなり けり』 

(自分 を 愛して くれない 人な ひ 苺 ふの は、 流れる 

爪 水に 文 {4-*-^£ くよりも、 もつ りない m^tt な 

いこ.、. -た) 

と 詠まれて ゐる やうな、 その やうな 頓り 

にならない 夫の 跡 を 籙 つて、 京に 上って 

來 たこと です (ミ S3 いひ) * この 流れの 淸 

•  い か な屮^ 茂 の 御^洗 川 の设 に^まって 

いらっしゃろ 方々、 さあ 今日の 夏 越の 祓 

をして、 この 茅の 輪 をお く 丈り なさい よ」 

の 人々 に^ を かけ) 

女 「あ >- 恥 か し いこと だ。 人 は 私 の 事な ど 

何にも 知らない， て、 御祓 川に 跋の幣 を か 

けて ゐる こと だ。  

こ、 の 神樣. この 神様が ほんとの 戀 をお 

守り 下 さ る神樣 V あ つ た らば 、 き つ と戀 

し い 夫に 逢 はせ て 下さろ に 違 ひない の 

だ」 

〔力 ケリ〕 (にれ ま s は *- 示し)、 


〇 在 原の I 例 はあり を 業 平 

の 姓に いひ かけた。 

〇 業 平— 平 城 天皇の 皇孫、 

阿保 親王の 第五 子。 伊勢 物 

語の 主人公。 〔杜 若〕 參照。 

〇 戀 せじと 1 伊勢 物語の 歌 

r 戀 せじと 御手洗 川に せし 

お^ 祌は うけず もな リ にけ 

るかな」 を 指す。 

〇 大幣の 引く手— 同書、 女 

の 歌 「大幣 の 引く手あまた 

になり ぬれば 思 へどえ こそ 

賴 まざ リけリ 」 を 指す。 

〇 かね こと —約束した 詞。 

〇 浮 察に 明かす I 憂き 音に 

泣き明かす を 浮寢の 水鳥 に 

水鳥の 鴨を賀 茂に いひ かけ 

た 0 

〇 夏と 秋 行き かふ 空の 通 ひ 

路は I 古今 集 凡 河 內躬恒 の 

歌。 下句 「かたへ 凉 しき 風 

や 吹く らん」 

〇 憂き 人— 薄情な 夫。 

〇 小 車の— 廻 リの緣 で 出し 

文飾 どした。 


【三】 


地 『など か逢瀨 のなかる ベ き 

シ テサシ 『げ にや 數 ならぬ 身に もた と へ は 在 原の。 

跡 は 昔に t 平の。 この 川 波に 戀 せじ と。 かけし 

ふ そぎ  お ほ ねさ  ひ  て  ひとごころ たの 

御祓 も大幣 の。 引く手あまたの 人心 賴 むかひな 

おも  また ラき U 

きかね ことかな。 と は 思へ ども われ は 又。 浮寢 

6  A づ とり 

に 明かす 水鳥の 

地下 5 賀 茂の 河原に 御祓し て 逢瀨を いざや 祈ら 

なつ  あき ゆ  そら  かよ  ぢ 

ん。 上 歌 『夏と 秋。 行き かふ 空の 通ひ路 は。 行き か 

ふ 空の 通ひ路 は。 かた へ 凉 しき 風ぞ 吹く。 御手 

しがよ  にご  す  かも  &ゃ ちかた クす 

先 川 は 濁る と も。 澄みて ます 賀 茂の 宮。 誓 ひ 礼 

の 神なら ば。 賴み を かけて 憂き 人に。 廻り 逢 ふ 

をぐ る *4  ケも  fx わ-つつ 

べき 小 車の 賀 茂の 河原に 着きに けり 賀 茂の 河 

原に 着きに けり 

「誓 ひ 轧の祌 ならば」 と 左へ 廻リ、 地上 歌の 終リに 大小 前に 


立つ e 


【三】 


狂言 (ヮ キ に) 「唯今 す 女物 狂 は， ) れ にて 候。 言葉 を かけ 輪の 一 


水無月 赦 


女 「ほんと に、 この やうな 戀に惱 む も の 

は、 私の やうな つまらない 者ば かりで は 

ない、 昔に も その 例が あるの だ。 昔 在 原 

業 平 は、 『こ の 御手洗 川で、 神に 誓つ て、 

もう 戀 はしまい と 誓った のに』 とお 詠み 

になり、 また 或 女 はこの 業 平に 向って、 

『あなた の 心 を 引き寄せ る 女が 多勢 ある 

のです から、 折角お 約束し ました こと も 

あてに ならない、 つまらない ことです』 

と 詠んだ の だ。 ほんと に、 その 通り、 男 

の 心と い ふ もの は あてに ならない もの だ 

と- 私 も 思 ふの だけれ ど、 やはり 辛い 悲 

し い. 思 ひ に 泣き明か し てゐる こと だ。 

さあ、 こ の賀 茂の 河原で 御鈸 をして、 夫に 

逢 ふこと が 出来ます やうに とお 祈りし ま 

せう。 今 は 丁度 夏と 秋との 堺 目. て、 空 吹 

く 風 もど こと はなしに 凉し いこと だ。 た 

とへ 御手洗 川の 水 は 濁っても、 こ、 に鎭 

まります 賀 茂の 明 神 は 御 誓約の 正し い、 

御利益の あらた かな 神樣 なの だから、 お 

祈り すれば、 あの 薄情な 夫に も 逢 はせ て 

下さる だら う。 …… お \、 かう いって ゐ 

るう ちに 賀 茂の 河原に 蕾いた」 * 

VJ いって &る うちに、 賀茂の 境内に 入った 想。 

S 

里人 (男に) 「今が た 申した 女の 氣違ひ と い 
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水 無 W 祓 


〇H< 照 大祌— HI 本書 紀 に 

「遂 欲卞立 II 皇孫 天津 彦火瓊 

攻柞^ T 以爲 中^^ 屮國主 h 

然彼地 多 有ニ滎 火光 祌 及 ^ 

鲚邪 祌こ廒 原の 屮っ國 は U 

本の 國號。 

〇 あらぶ る祌 —荒々 し い 邪 

〇 事 代 主の 神— 大國 主神の 

御子。 この 神が 邪神 を 平定 

し^うた 時、 ^和^..::: 和幣 

を 以て^め^ うた 事、 倭姬 

命 世紀に 見 ゆ。 

〇 さば へ なす 荒ぶ る祌 もお 

しなめ て 今日はな ごしの 祓 

なる らん— 拾 造 集鹉^ 長 能 

の淤。 仉し原 歌の 末 句 「祓 

なりけ リ」 と ある C  - なす」 

は 如くとの 意。 


れを. £• させて 聞し めされ 候 へ 

ヮキ 「承 り 候 さらば 言葉 を かけて 謂れ を かば 

やと 思 ひ 候 OS ちて シテ に) いかに これなる 狂女。 見 

れば茅 に て 作りた る 輪 を 持ち て。 人々 に 越えよ 

ど 承 り 候。 夏 越 の祓 のい はれ こ そ 聞き た う 候 

へ  ， 

き やう じん  はらへ 

シテ 「わら はは 狂人 なれ ども。 祓の いはれ を 中し 

て §1 かせ 參らせ 候べ し 

ねん-ごろ かた 

ヮキ 「さらば 懇に 語られ 候へ 

かたじけな  *? てろ お ほん V- ふ 1* めみ i ご 

シテ 「忝 くも 天照大神 皇孫 を。 

主と 定め 給 はんと ありし に。 

満ちて。 螢火の 如くな り し を。 事 代 主の 刺な ご 

め 拂ひ給 ひし こそ。 今日の 夏 越の 始め なれ。 さ 

れば 古き 歌に。 『さば へ なす 荒ぶ る 神 もお しな 

め て。 今日はな ご し の 祓な るらん 。「さて さばへ 


蘆 原の 中つ S の 御 

あらぶ る祌は 飛び 


 i 一九 ™; 二   

ふの は、 これ V- す。 言葉 を かけて、 茅の 

輪 の 謂れ を いはせ て御赀 なさ い 」 

mj 「承知し ました。 では、 言 紫 を かけて、 

その 謂れ を 閗 いて 見 ませう-二 女に) おい 狂 

女、 そなた を 見る と、 茅で 作った 綸を持 

つて、 參詣の 人達に これ を く^り 越えよ 

といつ てゐ るが、 な 越の.？ i れが きた い 

ものだね」 


女 「私 は氣遠 ひで、 よくも 分りません が、 

祓 の. 謂れ をお^ かせし ませう」 

男 「では、 委しく 話して くれ い 」 

女 「畏れ多くも、 天照大神が. M 孫 を この 日 

本の 國の 御、 m とお 定め 遊ばさう となされ 

た 時、 荒々 しい か國 中に 飛び 滿 ちて、 

螢火の やうな 光 を あちらこちら 放って ゐ 

ましたの を、 ^代 主神が 平定して、 被 ひ 

淸め 遊ばした の. が、 今日の S 越の 始めな 

のです。 それで >  古歌に —— 

『さばへ なす 荒ぶ る 神 もお しなめ て、 今 

日 はな ノ 一  しの 减な るら ん』 

(今 _u は K 越の； g たか ^、五 刀の g の やうに ラるさ 

く 荒れ^ る 疲神 も、 すべて 拂 ひのけ.，.. -れる こ •/.- で 

あらう) 

と 詠まれて ゐ ます。 この 『さばへ なす』 と 


〇 輪廻— 衆生が 業因の 爲に 

生死の 迷界を 車輪の 如く 廻 

まわる こと e 

〇：Ail:l こ X の 五 障 は 女人 

の 五 障で はなく、  ：A 善根の 

障リ となる 欺、 怠、 腐、 恨、 

怨を いふか。 これ も 法華經 

にある 語。 

〇 みなつ きぬ- -「^c 盡き ぬ」 

を 六月の 雅名水 無 W に いひ 

かけた e 

〇 時 を 得て— よ い 時期に 出 

會 つて 6 

〇 水無月の 夏 越の 祓 する 人 

. は— 公事 根源に 「今日は 家 

まに 輪 を^ -吵 る こと ぁリ、 

水無月の 夏 越の 祓 する 人 は 

千年の 命延 ぶと いふなり 

(拾 遣集讀 人知らず) こ の 歌 

を唱 ふると ぞ申 し 傳へ侍 

る 一 

〇 眞 如の 月の 輸— 茅の 輪 を 

月の輪に 喩 へたので ある。 

「眞 如の」 は 月の 形容。 


なすと は 夏の 蠅の 飛び 騷 ぐが 如くに。 障り をな 

す 神 をい へり。 『かかる 畏き祓 とも。 思ひ耠 はで 

世の 人の 

ヮキ 『祓を もせ ず 輪 を も 越 さ ず 

シーア 『越 ゆれば やがて 輪廻 を 免る 

ヮキ 『す はや 五 障の 雲霧 も 

シーア 『今み なつきぬ 

ヮキ 『時 を 得て 

ヮキ 次の 地謠に 下に 居リ、 シテ謠 に 合せて 仕 科" 

A な づき  た 2 し  はらへ  ひふ  ち 4* 

w 水無月の。 水無月 の。 夏 越の 祓 する 人 は。 千年 

の 命。 延ぶ とこ そ 聞け。 輪 は 越え た り 御祓の 8 

を 越 ゆる 形 をし y こ の 輪 A 一ば 越え ト こ 、り (と 輪 を 前に 出して 

具 如 の 月の輪の 謂れ を 知らで 人な 笑 ひそよ。 

あ  ii  ,o  はらの  まじ  ぶ  はら 

もし 惡 しき 友 あら ば祓ひ 除け て 交 へ じ 身に 祓 

ひのけて 交へ じ。 ま 越えさせ 給へ や この 輪 越え 


は、 夏の 蠅の 飛び 騷ぐ やう に >  人に 障り 

祟り をな す 神 を い ふの てす。 夏 越の 祓が、 

この やうな 恐ろしい 惡 祌を拂 ひのける、 

結構な - j とで あると も考 へないで >  世 問 

の 人 は祓を もしなければ、 茅の 輪 をく に 

り 越え もしないで ゐ るので す。 これ を 越 

えさへ すれば、 生死の 苦から 免れられる 

のです。 それ、 かう してく にれば、 五 障 

の 迷 ひが 忽ちに 消えて しま ふので す。 今 

日 は 丁度 この 夏 越の 跋の 日に 當っ てゐる 

のです。 丁度よ い 時で —— 


水無月 祓 


『水無月の 夏 越の 祓 する 人 は、 千年の 命 

延 ぶと こそ 聞け』 

とい はれて ゐ るので す。 …： それ、 かう 

して 輪 を 越える のです。 …… これで 輪 を 

く^った のです。 …… 眞 如の 月の輪と も 

いひたい、 この 茅の 輪の ありがたい 謂れ 

を 知らないで、 笑 ふ ものではありません 

よ。 茅の 輪で 拂 ひのける の は >  惡神 ばか 

りではありません、 もし 友 だち の 中に 惡 

い 者が あれば- それ をも拂 ひのけて、 つ 
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〇 千 早 振る 神の 忌垣 も 越え 

つ ベ し— 下句、 萬 葉 集卷十 

1 に は 「今 はわが 名の 怙し 

け くもなし」 伊勢 物^に は 

「大宮人の 見 まく ほし さに」 

と ある。 千 早 振る は 神の 枕 

詞、 忌 a は淸淨 な 垣で、 祌 

社の 玉垣。 

o 異方 —外の 道。 

〇 神 山の 二葉 9 终— 四月の 

贺茂 祭に、 その 神 山に ある 

二葉 葵 を S ゐ るから、 こ の 

詞を 出し、 以下 「木綿 ® の」 

まで、 祌 代の 序と した。 

〇 雲 こそ かかれ— 二葉 葵が 

雲が か る ほどの 大木と な 

るとの 意 を、 木綿 蓥が裟 に 

か M る ことに いひ かけた U 

0 木綿 S— 木綿 幣を 二葉 葵 

に 添 へ て髮 にかけ る こと。 

その 髮を 神に いひ かけた。 

〇 波の. c 和 Is— 波の 白 を 白 

和 * に いひ かけた。 木綿の 

I？ を，； n 和幣、 麻の 幣を靑 和 

幣と いふ C 

〇 捨て 衣の— 幣を 流し 捨て 

て、 お を脫ぎ 捨てる やう に 

身 を涛淨 にして と の 意。 

〇 本性に なリ すまして— 狂 

亂 をと^ め、 本心に たち 歸 

つ て e 


させ 耠 へ や。 名 を 得て こ こ ぞ賀 茂の 宮。 名 を 得 

てこ こぞ 賀 茂の 宮 に- 參らせ 給 はば 御祓 川の 波 

よりも。 こ の 輪 をまづ 越えて。 身 を淸め おはし 

ませ。 千 早 振る。 神の 忌垣 も 越え つ ベ し。 もと 來 

し 方の。 道 を 尋ね て" 迷 ふ 事 は な くと も異 方な 

通ひ耠 ひそ) 今日は： 晨 越の 輪 を 越えて 參り給 へ 

や 

か& やま  ふ ii  44  も ふ ひとし 

シーア 『神 山の。 二葉の 葵 年 ふりて 

地 『雾 こそ かかれ 木綿 鬉 の 。 神代 今 の 代お しなめ 

て。 今日は 夏 越の 祓ひ な ご め靜め て。 心 ぞ淸き 

&  が は  な A  しら にぎて  あさ  は  あ を に ぎ て 

御祓 川の。 波の 白 和幣。 麻の 葉の 靑和， いづれ 

なが  す  ： ろ. b  A  きょ  こ * ろ 

も 流し 捨て 衣の c と &枝を 捨て ：}。 身 を淸め 心すぐ に。 

本性に なりすまして い ざ や 祌に參 らん こ の賀 

茂の 神に 參 らん 

と 正面に 出で 下に 居て 合掌す。 ヮ キ この間に、 地 謠ょリ 

子を受 RHNES に のせて シテ に 向き、 
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き 合 はない ことです。 —— さあ、 輪 をお 

越えなさい ませ。 このお 《 な 茂のお 社 

へ 御參詣 なされた からに は、 御 跋^. て 水 

の淸め をす るよりも >  まづ 第一 にこの 輪 

を 越えて、 身 をお 淸 めなさい ませ。 さう 

すれば、 恐れ多い この 王圮 の， 2： へ も 入る 

ことが 出来ます。 これまで お出でになつ 

た 道筋 を 通って、 お 迷 ひに ならない にし 

て も、 今日は 外の 道 は、 お通りに なって は 

いけません。 今日は この！ S 越の 茅の 輪 を 

く：^ り 越えて お出でな さ いませ。 

この 神 山の 二葉 藥を 木綿 齧に する やうに 

なつてから、 もはや 隨 分の 年月 を經 たこ 

とで >  その 始めの 遠い 神代から 今の 代に 

至る まで、 すっと、 今日 六月の 晦日に は > 

夏 越の 祓 をして、 祟る 祌を 鈸ひ靜 め、 わ 

が 心を淸 める 爲に は、 御 * 川に，： n 和 ^や 

W 和幣を 作つ て.， すべての 汚れ を 流し 捨 

てて しま ふので す。 私 も かう してから だ 

を淸め 心を眞 直にし >  もとの 本心に たち 

歸 つて、 さあ この 賀 茂の 神様に 參詣 しま 

せう」  . 

•/■- いって 神前に 合掌す る。 


【四】 


〇 臨時の 祭— 十  一 B 下の 酉 

の 日に 行 はれる 賀茂 臨時 祭 

で >  こ の 日 内裏から 遣され 

る 舞 人に かざし の 花 を 賜 ふ 

〇 かざしの 花 I 舞 人の 冠に 

挿す 作 花。 

〇 狂 はまし— 物 狂の 舞を演 

じ ±ラ0 

〇 賀茂 川の 後 瀨 しづかに 後 

も迕 はん 妹に はわれよ 今な 

らず とも— 萬 葉 集卷十 一 の 

欲 C 但し 原 歌の 第二 句 は 「後 

瀨 しづけ く」 と讀 むので あ 


〇 手 向 草 I 神に 手 向ける， 

の。 種の 緣語で 草と いひ、 

且 たの 音 を 重ねた ので あ- 

と 御 被 川 — 可と 見る. 

いひ かけた。 

〇 水も綠 の— 水 も綠、 山. 

綠と いふ 意。 

〇 山 かげの— 賀 茂の 枕詞。 


【四】  11 う  ゑ ぼし  め  おもしろ 

ヮキ 「いかに 申し 候。 こ の 烏帽子 を 召されて。 面白 

も  おん ふ  ひと Ar\  ii* し • よ ** う  ： 

う 舞うて 御 見せ あれと 人々 の 御所 望に て 候 

シ テ 立ちて ヮキ より 烏帽子 を 受取り 大小 前にて 【物 着】 烏帽 

子 を 着、 扇 を 持ちて 立ち、  . 

シテ 「げ にや 臨時の 祭に は。 か ざ しの 花 を 賜 はる 

とか や。 わら は も 烏帽子 をう ち 着つ つ。 神の 御 

，に. 狂 はまし。 『賀^ 川の 後瀨 しづ か に 後 も 逢 

はん。 「妹に はわれよ 今なら ずと もと 聞く 時 は。 

『祈る 願 ひも 頼もし や 

ヮキ 『げ に 濁りな きこ の 神の。 御 心なれ ゃ賀 茂の 

か よ 

いま  みづ  ^ひ  ** ひ  そ で  いろく 

シテ 『今 こ の 水に 影 をう つす。 舞の 袖 こそ 色々 の 

ヮキ 『心 を! @ の 手 向 草 

シ テ 一 聲 『さ る にても。 よそ に は 何と" 御祓 川 

f 中 舞〕 

& そぎ が は &づ & どり t 

シテ ワカ 『御 裁 川。 水も綠 の。 山 かげの 
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【四】 

下 京の 男 は 烏帽子 ケ挂ち 出して、 

男 「お い、 皆の 人が 『この 烏帽子 を 着て、 面 

白く 舞って 見せて く れ』 と 御所 望 • てす よ . _ 

女 は 男から 烏帽子 を 受取って、 

女-いかにも、 賀 茂の 臨時 祭に は 舞 人に か 

ざしの 花 を 賜 はるとの ことです から ノそ 

れゼ は、 私 もこの 烏帽子 を 着て、 祌の御 

前で 物 狂 を 舞 ひませ う。 古歌に I 

『賀茂 川の 後 掘 しづかに 後 も 逢 はん、 妹 

に はわれ よ 今なら ャ とも』 

(戀 しい 女に 今す ぐ 逢へ ない にしても、 賀茂 川の 後 

瀬 の やうに、 後で ゆっくり 逢 はう) 

と 詠まれて ゐる やうに、 この 神に お祈り 

すれば、 きっと 後に 戀 しい 夫に 逢 はせ て 

下さる でせ う。 ほんと に賴 もしい ことで 

す」 

男つ いかにも その 通り。 こ の 神の 御 心 は 濁 

りの ない、 あらた かなこと だから …… 」 

女 「今 この 淸ら かな 賀茂 川の 水に 舞 袖 を 

うつす と、 色々 と美し く 見えます」 

男 「さう だ、 その 風雅な ことが、 神への よ 

い 手 向けと なる の だ」 

女 「でも、 外の 人 はこの 見苦しい 物 狂 を、 

どの やうに 御覽 になる ことで せう」 

〔中 舞〕 

を 舞 ひ、 
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水 無 H 


0 兑し にも あらず— 昔兑た 

姿の やうで もない." 

〇 齒极— ^ぐろ め。 お 澍黑。 

〇 亂れ髮 の— 髮を祌 に 通 は 

せて 賀茂を 呼び 起した e 

〇 よるべ の 水— 神前の 水。 

歩み寄る と いひ かけた。 

〇 くれはと リ— 水の 綾を漢 

服に いひ かけて^ 服 を 出し 

一 くれ」 の 音を赏 ねて 「くれ 

くれ」 といった o  くれ くれ 

は IH がく、 りむ 怠。 漢服： ，六 服 

の こと 〔臾 服〕 參照 e 

【穴】 

〇鎏 琴の— 妻 を 妻 琴に、 琴 

を 彈くを 引き か へに いひ か 

けた。 妻 琴 は 琴と； S じお" 

〇 現な き 身— 狂氣 した 身。 


〇 室 2 戶— 室の 湊 G 


地 『賀 茂の 宮居の。 御手洗 川に" I る 面影 映る 面 

影 

シテ 『あさまし や。 もとより 狂氣 の-わが 身 なれば 

地 『昆 しに も あらず？ W に 出で リ。 お の づ から" 映る 

姿は吣 かしゃ c と 下 を 見て 後へ 下 =0。 齒根も E5 もハ 左へ 廻 

リ、 亂れ髮 の。 賀 茂の 社へ すごすごと。^ みよる 

ベ の-水の あや。 くれはと りくれ くれと。 倒れ伏 

し て ぞ泣き ゐたる 

とよろ めきながら 後 へ 下り、 仕手 袢 先に 安 坐して し をる。 

【穴】 

地" ンギ 『不思議 やさて は 別れに し。 その 妻 琴の ひ 

きかへ て。 衰ふ る 身ぞ い たは しき 

こ ゑ  ひと  お， o  ラ つ-  ふ 

シテ 『聲は その。 人と 忍へ ど われながら" 現な き 身 

の 心 ゆ ゑ。 ただ 夢と しも^-ひかね。 胸う ち騷ぐ 

、まかりな り (と而 を 伏せ) 

おら  かひ たの  めぐ  あまね むろ  4 

地 『げ にや m 心 へ 、§ 賴 む。^ み^! き 室の 戶に 
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女 一 H 茂 川の 水 も 上の 山 もみな 綠 たが、 そ 

の 川 水に 映る 私の 姿 は C ；… ぁ乂 あさま 

しい こと だ。 もと/ \ この やうに：. c か 狂 

つて ゐ ろので、 昔の 姿と はう つて 變 つて、 

この 水に 映る^ は。 …； ぁ&恥 かしい こ 

とだ。 ぉ齒 S.1 も も髮 も、 みんな 亂れて 

しまって …… 」 

と賀 茂の 社 前にす ごくと 歩みお つ て 

行き、 神前 の 水に 映る わが 姿 を 見て は、 

EG もく らんで. よろ/ \ と 倒れ 代して 

泣いて ゐた e 

【六】 

男 はこの お 女が. C- が^で ある こミ に^..; 'いて、 

巧， これ は 不思議 だ。 さて は 以前 別れた^ 

が、 前と はすつ かり 變り 果てて、 この や 

うに 衰 へて しまった のか、 あ k  Is. お 想な 

こと だ」 

女 「今の^ は、 どうやら わが 夫の やうに 思 

はれる けれど、 何 をい ふに も、 .31 分. la 身 

が正氣 のない 心なの-て >  夢 やら 現 やら 見 

分けが つき かね、 た^-胸 をと^ ろかせ て 

ゐる ばかりです」 

B 「なる 探考 へ て 見れば、 自分 達のお 祈り 

し て ゐた宮 の 叨祌 は^み の ^かな て 

室の 渙の S 祌も …… 」 


〇 御名 も か はらぬ I 室の 明 

祌も賀 茂 神社で、 上贺 茂と 

同 一 體の别 雷神 を祀 る。 

〔室 君〕 參照。 

〇 誓 ひ I 誓約。 祌佛の 御 利 

益。 

〇 室 君 I 室の 遊女。 


シ テ 『立つ 神^も 隔てな き 

地 『御名 も か はらぬ 

シテ 『賀 茂の 宮居. 

ちか 

地 『げに ま こ と ありがた ゃハと 二人とも 立ち ヾ誓ひ は 

同じ 名に し 負 ふ。 室 君の 操 を 知る もた だ これ- 

礼の 御 神の 御惠 みなりと 同じく  9 に 居て 正面に 合 

掌)。 一 一 度 伏し 拜み て 妹 背う ち 連れ、 歸り けり 妹 

背う ち 連れ 41 りけ り 

ニー 度 伏し 拜み」 とシテ • ヮキ とも 立ち、 ヮキは その ま、 慕に 

人リ、 シテは 常 座に て留 拍子 を 踏む。 


女 「この 賀 茂の 神 樣と御 同 1 ？ 」 


男 「お 名前 も 同じ や、 


女 「賀茂 の 明祌 と 申し上げる のです もの。 

ほんと に ありが たいこ と-て- * 』 ざ い ます」 

男 「かう して、 賀 茂と 御 一 體の神 をお 祀り 

した. M の津 の、 遊君の 操の 深さ を 知ろ こ 

との 出來 たの も、 全く この 乱の 神樣 がお 

守り ド さ つ た お 惠み によるの だ」 

と、 一 一度 神前に 伏し 拜ん で， 夫婦う ち 

連れて， わが 家に 歸 つて 行った リ 


〔考 異〕 

古謠本 (元 祿ニ年 本) 

元祿本 は、 二  K 劇 能の 脚色で、 卽ち 【 一 】 のヮキ 「これ は 下 京^お 居 i す— る  かの 逢 瀨をも 願 はば やと 存じ 假」 の 一節が、 元祿 本に は ヮキ 

「か 樣に候 者 は 都 3 者に て 候 か。 筑 紫へ 舟 をく たす 事の 候て。 去年の^ よ リはリ まの！；^ の^に お^ 仕攸。 はや 舟 S 事 ことことく 調 ひ 候 

程に C 此 か 都へ 罷 上り 候。 又 此方に 永々 候 間 C 其方へ 參リ相 なれ 参らせ 候 程に C 近日^ 上 候 由 を 申て C 迎ひを 參らせ はやと 存 候- いか 

に 御. ii 候 か "女 一 誰に て 御 入 候 そ。 男 「いや 某か參 リて 候。 女 「何事に て 候 そ C 男 「此程 内々 申 ことく 都へ 罷上候 程に。 やかて く 御 迎を參 

らが 候へ い C 其^ はし はらく 御寺ち あらう する にて 候。 女 「赏 にや かりそめの。 逄瀨 なれ 共い もせ 川。 隔る中 ははぶ ん： うはの^ なる 月 


水無月 赦 
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 水無月 祓   二 九 四 八  

影 を。 そなたと 計都路 の。 跡に 残りて 唯獨 C 明し 菘 さん 月日の 數。 思 ひやる こそ 悲し けれ。 與 「^々仰 はさる^ たれ サ r 氏神 八幡 もせう 

らん あれ。 必 むかひ を 參らす へ し。 御 心安く 登し めせ。 女 「僞 のな き 世な リせは いか はか リ。 人の ことのは うれしから まし。 いま は 心 を 

おくて かる。 いな はの やまの 名に たつ や。 まつと しき か はわれ とても。 いつは リ あらし これ そこの。 室の 友 君い ままて は C それし-. y 一、 

待菘 の。 たのみ を かへ て みやこ 人 C ひなの 別にな リ にけ リ C  く 

と ぁリ、 00, これ は の^た^ に！^ 仕る (元 み や こ 上京の) 者に て 候  ヮキ 「なう これなる 人 は …… 」 と つ ^く  C 第二  isw. 卜に も mAZE 

が少 くないが、 餘リ 煩し いから これ を 略した。 


身 延觀 


身 延 


角  說 

【能 柄】 三番 目 劇的 夢幻 能 

【人物】 ヮキ 日蓮 上人、 シテ 女の 亡靈 

【所〕 甲斐 國 身延山 

【時】 鎌 倉 中期 秋 (九月) 

【作者】 作者. 演能 等に 關 する 古記 錄は 見當ら ない。 

【梗概〕 日蓮 上人が 甲斐 國身延 山で 法 華 經を讀 誦して かると- いつも 山 

の 麓から 一 入の 女が 來て聽 聞す るので >  その 素性 を 尋ねる と. 自分 は 

もはや この 世 に 亡き者で あるが 、 法華經 の 功德に よって、 成佛す る - 」 

とが 出來 たと 喜び をのべ、 法 謝の 舞を演 する。 

【出典】 日蓮 宗の爲 に 作られた もので、 特に 典據と い ふべき ほとの もの 

はなから う。 

【槪 評】 この ヮキ僧 は 日蓮 上人と 明示して ゐ るので はない が、 古くから 

一般に さう 認められて ゐる やうに、 〔鵜 飼〕 〔現在 七 面〕 のヮキ とと も 

に、 日蓮 上人と 見て 誤りな からう。 そして 、〔現在 七 面〕 と 本 曲と は 同 

二 九 W 九  _ 


身 


延 
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じく、 舞臺を 日蓮 宗の總 本山に とり、 法 華 經提婆 達 多 品の 所 說に據 り、 龍 女 又は 女人の 變成 S 子往 南方 無 ％ 世界の^ 特を 描いた もの， て 

あるが、 本 曲の シテを 女人の 亡^と して ゐ るのに 比べる と 〔現在 七 面〕 の シテを 龍 女と して ゐる 方が、 原據 にも 近く、 拔 おおとしても 力 

强ぃ。 本 曲に も 法 華 經の經 文 は隨分 多量に 採り 人れ てゐ るが、 たビ これ を 深い 意味 もな く 文章に^ しく 絨り 込まう とした^に- ^の 通 

じ 難い. ものと なって ゐる 所が 少 くない。 餘り 秀れた 作と は 思 はれない。 


〇 方便 现 SiH 槃 I 法 華弒毐 撮： 

品に 「爲レ 度 II 来 生 1 故、 方便 

現 一一 は槃こ 释迦が 衆生 濟^ 

の^に  >  賣問 2.1  一  f を 示す 

方便と して 入滅した こと。 

〇後. 五 百 歳 中 —法 華 經藥王 

品に 「 我滅圪 後、 後 五百歲 

中、 廣宣 流布、 於 II 閻浮提 T 無 

レ令 二 斷絡こ 後 五 百 歳 は釋迦 

人滅 後、 五 百年 づ つ w;^ に 

分った S 後の W: 百年 を いふ 

〇 妙法し ゆとう I 妙法 宗燈 

の 訛で あらう。 

〇 寂寞 無人 弊— 法 華： i 法師 

品に 「お 說法之 人 >  獨在 二 空 

K 處 T 寂寞 無 1 一人 聲！ 讀 -I 誦 

此貍典 T 我 爾時爲 現 こ 淸& 

光叨身 こ を 引 いた C 

〇 一 令 1 千— 天ム 口の 敎義" 

1 念 S 心 に 一一 一 千の^ 法 を 具 

する 事 を觀 ずる こと c  .S ち 

森弒 K 象 は 1 念の 中から 生 

すると！ ぶる こと。 

〇 一 心  一一！ 觀 I 天台の 觀法 > 

空 >  0, 中逍の 三 諦を敉 破 


ヮキ HI 述 h 人、 花^ 子 45附.：： 綾 *白 水お • 差 贯， 込 大口  • 腰 ！：で 

扇 • 数珠の 裝朿 にて、 鸫卷を 懐中して 出で、 脇 座に て 床几に 

か乂り 

ヮキサ "『凡そ 方便 現 涅槃。 星霜 一 一千 二 百餘 ぼ。 後 

五 百 歳 中 今少し。 ま宣 流布の 嚷 を^ち て。 妙法 

しゅと う 繁昌 の 曰。 めでた かる ベ き。 時節 か な 

地下 欲 『寂 * 無人 it» 誦こ の經 典の k の S 。上 5 一 


ねん 


念 三千の 花薰 じ。 一念 三千の 花薰 じ。 我 W 時爲 

6 ん しゃ ラじ やう くわう みや-：' しん  ゆ^  うへ  しん A.. ひん つ iy  & 

現 淸淨。 光明 身の 床 の 上 に) 

り。 衆生の 偸 樂もム で こ 


心 三鹳 の-月 滿て 

に。 身延 山の i 水 も。 0 


誦の聲 添へ て.： n きの 靈地 なりけ. 

【二】 

次第の 離 子に て、 シ テ 女の «r 而姥 • 姥髮 • 花 «子* 襟 朽^ 色. 

^附摺 笵. 無色 疣綠^ 流 • 数珠 の ^束に て 出で、 <sg に 立ち. 


り 


【こ 

»B は 5. 斐 sir  WI 山の 佛 殿で、 ひキ =3ト； 人 

日 速 「稃迦 如来が 衆 ^濟 度 の 方 M として 涅 

槃 にお 人り になって から、 今日まで 二 千 

二百 餘 年の 钹 月を經 て、 第五の 卽ちお 後 

の 五 百年 問 も、 もはや 残り 少く なり、 今 

は 正に 佛 法の 鹿く 流布す ベ き 好 時節 に 常 

つ てゐ る. ^ であつ て、 妙法 華の 宗 義の繁 

昌 する、 まことに めでたい 時節 だ。 

そして、 經 文に 仰せられた 通り、 あたり 

の^めて 靜 かな、 人继 もしない 所で， こ 

の 妙法 难 經を讓 誦して ゐ ると、 一 念の 內 

に 三千の 諸 法を觀 する ことが 出來、 わが 

勤行の •！： に、 佛 が：^^: 光明の 御^ を^し 

給うて、 一心に 空 ，假* 中道の 三諦を 明か 

に觀 破す る ことが 出來 るので ある。 まこ 

とに、 今の この 身延山 こそ 衆 生 の：^ も偷 

樂し おる 所. て、 この 山の 風 や 水まで が 讚 

搽 の^に 調子 を 合 はせ て、 .ぱ にあら たか 

な 所で ある」  - 

して 法 « の 威 を^べ る o 

【二】 

-ンテ 女の 亡 《SMSSa 


する こと。 これ を；：：： に^へ 

た o 

〇 身延 山— 甲斐 II 南 K 摩 郡 

日蓮 宗の總 本山 身延山 久遠 

寺 は その 麓に ある。 

【二】 

〇 聞く やい かに と— 新 古今 

集宫內 卿の 歌に 「閗 くや い 

かに 上の空なる 風 だに も 松 

に眢 するなら ひ ありと は 一 

〇 白露 のおの が 姿 を— 白露 

のま、 でも 紅葉が 置く と 紅 

色になる と の 意 。道歌に 「白 

露のお の が 姿 を そ のま、 に 

■ 紅葉に^ けば 紅の 玉」 

〇 いとけ なき 身の a- に逄ひ 

—法 華經 の 利益の 多 


へ。 藥王 

益 一 切 衆 

苦 S 也 能 

如 = 寒 者？ 

衣 ■ 如 二.^ 

母， 如-一渡 

0. 如ニ咭 得で 

〇 さ を投ぐ る 

い 時間の 喩 へ 

も 矢と も いふ 


に 「此經 能 大饒ー 1 

f.;T 充, I 滿其願 T 如ョ 

f 一  切 諸 褐乏者 T 

で 火、 如 1 一 裸 者 得 _A 

八 得 P 主、 如 一一 子 得で 

£ で 船、 如 二 病 得で 

、る 間— 極めて 短 

「さ」 は梭と 

「さ を 一 を tet 


にい ひかけ たので ある" 

【三" 

〇 心！！— 前に 述べ た 一 心 三 

，を い. 

〇 草 結びす る 女 I 草庵 を 作 

つ て 住んで ゐる女 C 

身 


i<  J  .2 一  ひ-り  一 JZ1 

シ テ 次第 『松 吹 く 風 も 法の 聲。 松 吹く 風 も 法の 聲。 

き  お 

聞く やい かにと 音す らん 

おも しろ  よ も  二 JT ゑ あき ふ  の V  ち ぐさ 

シ テサシ 『面白 や 四方の 梢 も 秋 更け て。 野邊の 千草 

にしき  C* ろ ど  しらつゆ  すが. "一 

も さまざまに。 錦 を 彩る 白露の。 お の が 姿 を そ 

のま まに。 もみ ぢに 置けば S 紅な り 

シ テ下缺 『われ もこの 身 を こ のま ま 成佛の 法ぞ賴 

もしき。 上 欲 『いとけ なき 身の 母に 逢 ひ。 いとけ な 

う  もの  じき  も と 

き 身の 母に 逢 ひ。 餓ゑ たる 者の 食 を 求め。 はだ 

S  ころも  え  ごふ  によ ど とく せん  う ふ 

かなる 者の 衣 を 得た る 如くな り。 如 渡 得 船の 海 

の 面。 ささで そのまま S る ベ き。 さを投 ぐる 間 

も 急げ 人 0 御 法に 後るな よ 御 法に 後れ 給 ふな 

【三】  , 

ヮ キ 「われ 心觀 の 窓に 向 ひ。 御 經讀誦 の 折 ごと に。 

おん ふ いち じ  ^こ M  ** 二と こ * ろざ. し  ひと  A 

御身 1 時 も 怠る ことなし。 誠に 志の 人と 見えた 

DC そ も いづく より 来れる &ぞ 

や ** はる  ふもと  C さ むす  >  ん、， .* 

シテ 「これ はこ の山遙 かの 麓に" 草 結びす る 女な 

延  I  I i I  , i 


女 「松の 枝に 吹き わたる 風まで が讀經 の 

聲 の やうな 昔 を 立てて、 この 御敎. への 聲 

を 皆の 人達 はどう 閗 くので あらう と、 佛 

道を勸 めて ゐる やうに 思 はれる。 

あたりの 景色 も 亦 ほんと に 面白 い 眺め 

で、 木々 の 梢も晚 秋ら しく 色 づき、 野邊 

の 千草 も 色々 に 美しく 紅葉して、 錦の や 

うに 染まって ゐる のて、 あの 眞 白な 白露 

も、 *> の 紅葉に 宿る と、 その ま \紅 色と 

なる のです。 

いや、 白露が その ま.^ 紅になる ばかりで. 

はない、 私達 も、 この 身 このま. > -成佛 す 

る ことの 出來 るの は、 ほんと に 頼もしい 

ことです。 私達が この 賴 もしい 佛敎に 逢 

ふこと は、 譬 へば、 小さな 子どもが 母に 

逢 ひ、 餓 ゑた 者が 袁物を 得、 裸の ものが 

着物 を 得、 渡し場で 船 を 得た やうな、 何 

よりも 嬉し い ことです。 こ の御敎 へ を受 

ければ、 何の 苦勞 もしないで >  その ま > - 

極樂淨 土に 往く ことが 出来る のです。 だ 

から、 一刻の 猶豫 もな く、 この 御数へ を 

早くお 受けに ならなければ いけません」 

-t いひながら、 日 速の 傍へ 來 る。 

【三】 

日 速 は 女人の 姿な 見て、 

日速 「自分が 一 心に  一二 ^を觀 破す る ことに 

努め、 この 御 經を讀 誦する と、 いつも あ 

なた は 一 度 も 怠らす やって来られて、 資 

に 修行の 志の 深い 人 だ と 感じ られ るが 、 

一 體 あなた は どこから 来られる のです」 

女 「私 はこ の 山の 遙か 麓の 所に、 草庵 を 作 

二 九 五 一 


   . 身 ■ 

〇 上 行 菩薩 I 法 華鸫從 地^ 

出品に 「是諸 菩薩 衆 中、 有 II 

一名 二 上 行 T  二 名 一 1 

無 遂行 こ 日蓮 を 上 行 菩薩の 

生れ 變リ であると 見た ので 

ある。 . 

〇迕 ふ ことかた き— 法 ir 經 

功德 品に 「言 此轾深 妙、 千 萬 

劫難レ 遇. 一平 家 物語に 「人身 

は 受け 雜く、 佛敎に は あ ひ 


〇 妙^ 無^— 妙 S は 近を修 

めて 佛 位に 至る 五十二 位の 

最高 位、 佛果 2 こと。 無爲 

は gi 槃 の^で 佛の 位。 

〇 妙なる 御 法の 花の 綠 I 妙 

法 華 を 和らげて W ゐた。 

〇 變成 男子— 迷 ひも 忽ち に 

變 ずと いひ かけた。 法華經 

K 娑迮多 品に 八 歳の 龍 女が 

男子に 變 成し >  南方 無坭世 

界に 生れた と ある をい ふ。 

〇K 覺— ほ 正の 资知。 成佛 

の 意。 


延   

るが。 かく 卜： 人の こ の 所に。 到り 給 ふ は 上行菩 

藤の。 『御 再誕 ぞと 忝くて" かかる 妙なる 御 法に 

は。 逢 ふこと か たき 女人の 身の。 ム r 待ち 得た る 

法の 場に。 いかで か 怠り さむら ふべき 

ことわり  はる  "もと 

ヮキ 「げ にげに これ は理 なり。 さ れ ども 遙か の 麓 

より。 時 を 違 へ ぬ 御 參詣。 なほし も 思 へ ば 不審 

なり- P. 身 はこ の 世に 亡き人な。 『委しく 語り 給 

ユ ベ し 

シテ 「早く も 心得 給 ひたり。 これ はこ の 世に 亡き 

者な る が。 さも ありが たき 上人 の 。 御 法に 値遇 

の 度重なりて) 苦 患 を 免れ 今 はは や。 『妙覺 無爲 

に 至る ベ き。 妙法 蓮華 經 の 称 ま。 不思議な る か 

な 妙なる かな。 いよいよ 佛来 を。 授け 給へ 

たへ  & のり はな  えん ふ？ *  ** よ  たち t  へ ん 

地 『妙な る 御 法の 花の 緣〕 深き 迷 ひも 忽ちに。 變 

成 男子 われな りと。 正 1 の 跡 を 追 ひ。 龍 女に い 
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つて 住んで ゐる 女で ございま すが、 上人 

が この やうに この 所へ お出で 遊ばした の 

は、 上 行 菩薩のお ^まれ 替り であらう と、 

勿體 ない ことに 存 せられ、 この やうな あ 

りが たい 御敎 へに は、 女人の 身と して. St 

易に 逢 ふこと は出來 ません のに、 今 かう 

して 御敎へ をお 受けす る ことが 出來 るの 

V- ございま すから、 どうして 怠けて ゐる 

ことが 出來 ませう」 

as 「なる 程 これ は 御尤もです。 しかし， 

この やうな 遠 い 麓から、 時 を も へ す 

に 御參詣 になる の は、 やつば り どうも 不 

審に思 はれる のです。 あなた は 亡者な の 

でせ う。 委しく お話しなさい 」 

女 「よく 年く お M づきに なりました 。^は 

私 は 亡者. て ございま すが、 上人の いかに 

も ありがた い 御 說法を 幾 皮 もお：？ ひし ま 

したお 蔭で、 其途の 苦しみ を 免れ、 佛の 

位 に 達する ことが 出来る やう になった の 

でございます。 妙法 述華經 の 御 功 德は、 

資に 不思議な ありがたい ことで ございま 

す。 どうかな ほこの 上と も成佛 させて 下 

さ いませ。 

ありが た い 妙法 華經 の 御敎 へ を 受け ます 

れば、 忽ちに 深い 迷 ひの 心 も^れまして、 

かの 八 歳の 龍 女に 劣らす >  S 子に 變 成し 

て， 佛の 位に 到る ことが 出來 るので ござ 

います。 


〇 先 だた ぬ^の 八 千度 悲し 

き は I 古今 集 閑院の 歌。 下 

句 「流る る 水の 歸リ こぬな 

り」 

【0】  ， 

〇 げ にや I 以下 「嬉しの 今 

の 機緣ゃ J まで、 クセ 1 章、 

普通に は シ テ の詞 として 解 

する ので あるが、 本 曲で は 

ヮキ 日蓮の 說 法と 解した 方 

が穩富 の やうで ある C 

〇 恩愛 愛執 の 溟 i 日蓮 上人 

諸法實 相鈔に 「父母 兄弟 妻 

子 眷屬に 別れて 流す 所の 涙 

は 四 大海の 水よりも 多し と 

い へ ども、 佛 法の 爲には 一 

滴 を もこ ぼ さず 1 

〇 四 大海 I 須彌 山の 四方に 

ある 大海。 

〇 聞法隨 喜— 佛法を 聞 い て 

II. 一一 。、い を 起し 喜ぶ こと。 

〇 衆 罪 如 霜 露 I 普賢 戳經に 

「衆 罪 如 二 霜 露 T 慧日能 消 除」 

〇 慧日 I 佛の 智慧 を 日光に 

瑜 へ た 語。 

〇卽 身 成佛— この 身 s ま& 

成 g す る こと C 

〇 調達 I 捉婆建 多。 釋迦の 

從 弟で、 初めは 不信心な、 

五 逆 罪 を 犯した 人で あるが 

終に 天 王如來 たる 記 別を受 

けた。 投娑建 多 品に 見 ゆ。 

〇 五 逆— 殺レ 父、 殺レ 母、 殺 一一 

阿羅漢 T 出 一一 佛身血 T 破 11 和 

身 


かで 劣らん 

地上 缺 『かほ ど 妙なる 御 事 を。 知ら で 過ぎに し 古 

の。 身 を 知れば 先 だたぬ 悔の八 千度 悲しき は。 

なが  よろこ  あせな ふだ  A  け 

流る る悅 びの 汗淚。 身の 毛 も よだちて さても わ 

れ。 かかる 御 法に あ ふ 事よ と。 上人の 御前に。 涕 

泣す るぞ あはれ なる 

【四】  ，  r  - - , 

シ テ 舞臺 の 眞中 に 行きて 下に 居リ 

地 タリ 『げ にや 恩愛 愛執 の 淚は四 大海 よ り 深 し。 

もん ほふ ずら き  ため  てき  • 

聞法隨 喜の その 爲に は。 一滴 も 落す ことなし 

ヒ>: 


シ テ サシ 『あり が た や 衆 罪 如 霜露慧 日の 光に 。消え 

て卽 身成佛 たり 

てう だつ  さ ぎゃく いん  しづ  な， び- 

地 『かの 調達が 五 逆の 因に。 沈み はてに し 阿 鼻の 

I 古しみ。 終に 法 儀の 臺に變 ず 

シ テ 『況 んゃ受 持し 讀誦 せん を や 

ひと ふ き  けち えん  すな は  ぶつ し A 

地 『ただ 一 寺 も 結 t せば。 それ こ そ卽ち 佛 、七な 

延 


それ だのに、 妙法 華經 のこの やうに あり 

がたい こと を 知らないで、 徒らに 月日 を 

過し ました 昔の 身 を 思 ふと、 いく 度 後悔 

しても とり 返しの つかない 悲しみに、 身 

の 毛 も よだつば かり 空恐ろしく 感じられ 

るの V- ご ざ い ますが 、でも、 今 私が この 御 

敎へを 受ける ことが 出來 たと 思へば、 嬉 

しくて たまらな いので ございます」 

と、 上人の 御前に 涙 を 流して 喜んだ の 

は、 實 にあ はれに 感じられる。 

【四】 

日 SS- は 說法を 始めて、 

日 速 「まことに、 世間の 凡夫 は 親子 夫婦 等 

の 恩愛 愛執の 爲に は、 四 大海よりも^ 漦 

い. 涙 を 流す が、 佛法 を聽閗 する ことによ 

る ありがた 涙 は、 一 滴 も 落し はしな い の 

* て ある。 

しかし、 ありがたい ことに は、 その 多くの 

罪が、 佛の御 光に よって 日に 當る 露霜の 

如くに 忽ちに 消えて しまって、 この 身 こ 

の ま  > -成佛 する ことが 出来る ので ある。 

かの 提婆達 多の 如き、 五 逆 罪 を 犯した 結 

果、 阿 鼻 地獄に 沈んで、 甚し い 苦しみ を受 

けたので あるが、 それでも、 終に は 極樂 

の 蓮華 臺に 往生す る ことが 出来た ので あ 

る。 まして、 常に 御經を 手から 離さず、 

これ を讀 誦する もの は、 勿論 成佛疑 ひ な 

いので ある C た^の 一時で も 佛緣を 結べ 

ば >  それが 卽ち佛 心なので ある。 

I  二 九 五三 


合 僭 I の 五の 大罪。 

〇 阿 鼻— 阿 鼻 至 Avici の 略。 

八 熱 地獄の^ 下で、 無 間 地 

獄と譯 す。 

〇 法 俵の 桌 I 棰樂の 運 華^ 

〇 受拧— 經を 常に 手から 離 

さず に 持 つ こ と.. * 

〇 歸命— 南無の^ 譯。 命 を 

W に 投 して 1 心に 信ずる 

窓。 

〇 一 部 八 卷四七 品— 法 華綞 

一 部 は八卷 二十 八篇 から 成 

る C 

〇 祌カ I 靈 妙な 不可思議 力 

法 華 經に如 來祌カ 品と いふ 

のが ある e 

〇 淘亂 の— 佛 法の 亂れた 濁 

せの o 

〇 こ の經は 保ちが たし— 法 

華經 見齊塔 品に 「此 經難レ 

持、 若 ！H 持 者、 我卽歡 喜、 0 

佛 亦然」 

〇 一 乘の妙 文 I 法 華の 經文 

一 乘はー 切 衆 t を 悉く 成佛 

せしめる 法。 

〇 深^ 虚妄 法堅受 不可 捨 I 

方便 品に 見 ゆ。 

〇 華厳の 御 法より— 釋迦成 

道の 初め 華厳 經を說 き、 次 

に 阿 舍經、 方 等經、 般若 經 

を說 き、 それから 法 華魃に 

及んだ。 この 問 四十 餘年を 

費した。 

〇 未顯 ほ. おの 方便. I 華厳 乃 


延 


し 


(居 クセ) 

r つめう はふ 


地クセ 『歸命 妙法 蓮華 經。 一 部 八 卷四七 品。 ^ 々 こ 


ソん しゅじ や- 


と ごとく 神 力 を 示し 演べ給 ふ。 濁亂の 衆生 なれ 

き や ラ  た. &  L^.b  w~  Jo  もの  そく 

ば。 こ の經は 保ちが たし。 暫く も 保つ 者 は。 我 則 

歡 喜して。 諸佛 もし かなりと 一 乘の。 妙 文なる 


も 


の を。 i 著虛妄 法。 堅受 不可 捨ぞ 非お 


3 しき 


シテ 『始め 華 嚴の御 法よ _ 


はん にや およ  よ ねん & けん しん じつ はう べんじ やラ ぶつ 

地 『般若 に 及ぶ 四 十餘 年。 未 顯眞實 の 方便 成佛 の 

まこと 顯れて 妙法 蓮華 經ぞ か し。 正直 捨 方便 無 

上の 道に 到るべし。 げ にあり がた や こ の經 に。 

逢 ふ こ と 難き 優曇華の。 花 待ち 得たり 嬉し の 今 

の 機緣ゃ 

【五】 づ 

シテ 『面白 や。 妙なる 法の 花の 抓 (と 立ち) 

地 『夕日 や 連れて。 めぐる らん 
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m 無 妙法 述華經 I この  一 ^八 翁 一 一 十八 

^の綏 文に は、 ^く；！：：^ 小； 5- 思 談 力 をお 

說 きになって あるので ある。 しかし" 我 

我 は？ s つた^れた 世間に 住む 衆生で ある 

から、 なか/ \ この 御經を 保持す る こと 

が出來 ない" それで T ほんの |« くで もこ 

の經を 保持したならば、 自分 は 大に喜 ば 

しく 思 ふし、 他の 諸佛 もさう 思 はれる の 

である』 と 仰せられて、 この 法 蕺經は 一 

切 の 衆生 を 成佛せ し め 給 ふ ありがた い 御 

敎へ であるのに、 ^く 虚.妄 の 法に 捉 はれ 

て >  それに 拘泥して 捨て去る ことの 出來 

な いのは、 實に 悲しい ことで ある。 

鸫 迦如來 は、 始め 華殿經 をお^ き 遊ばさ 

れて、 それから 般若 經を ぉ說 きになる ま 

でに、 四十 餘 年の 级 月を费 された が、 そ 

れらは 未だ 弒資 を顯 さな い 方便の 御敎 へ 

で、 まことの 成 佛の道 をお 說き になった 

のが、 この 妙法 華經 なの て ある。 旣に法 

華經 の御敎 へ を乖： れ^うた 上 は、 正直の 

道に 從ひ 方便 を 捨て、 無上の 笾に 到る や 

うにし なければ ならない。 思へば おに あ 

りが たいこと-て ある。 この 御經の 御敎へ 

を 受ける こと は、 優 教 華の 花の^く 時 を 

待つ やうな、 K にむ づ かしい ことで ある 

のに、 今 はこれ を 受ける 機會を 得て ゐる 

ので ある。 @ に^しい ことで ある」 

【五】 女 はありが たい 貌嫉ケ して、 « 謝 s 舞な 舞 ふ 

こ VJ7J な. 9, 

妙法 華の ありがた い 御敎 へ を 受けて、 

花の 袖 を^して， 夕日の めぐる が やうに、 


至 般若 經は 未だ 釋迦 の眞實 

の敎へ を顯 さな い、 方便の 

說法 であると いふ 意。 

〇 正直 捨 方便— 方便 品に 

「今 我 喜 無 レ畏、 於, 1 諸 菩薩 

中 T 正直 捨 二 方便 T 但說 二 無 

上 道 こ 

〇 逢 ふ こと 難き 優曇華の I 

妙 莊嚴王 品に 「佛難 レ得レ 値、 

如 = 優 曇波羅 華 こ。 優曇華 は 

三千 年に 1 度 花 を 開く と い 

ふ佛敎 想像 上 9 花で、 極め 

て 稀れ な ことの 喩 へと す。 

〇 機緣— 衆生の 機根に 佛の 

敎を受 くべ き 因緣の ある こ 

と o 

【五】 

〇 夕日 や 連れて I 舞に 從っ 

て 夕日 も 廻る との 意。 

〇ー11 つ の粹 I 三 つ は 貪、 瞋、 

癡の 一一 ー縳 をい ふか。 評釋 • 

辞 解 等. は 欲、 色、 無色の 一一 一 

界と 解して ゐる。 

〇 得脫 1 解く と いひ かけた 

生死の 苦 を解脫 する こと。 


〇 諸法赏 相— すべ てのもの 

が iK® の 相 を 示して ゐ ると 

の 意。 

〇 草木 國土 呰成佛 1 一 頌四 

句の 偈 文に r 一  佛成レ 道、 觀 こ 

la 法界 Ti 箪木國 土、 悉皆 成 

身 


〔序 舞〕 

シテ 『報謝の 舞の 袖の 上に 

地 『紫雲 たなびき 光 さし" 千草に すだく 蟲の  ー|曰 ま 

めラ はふ れん； 6 

でも。 妙法 蓮華の。 とな へ かな 

次の 謠に 合せて 舞 ふ。 

地上？ げに ありがたき 法の 道。 げ にあり がた き 

のり  ふち すゑ くら  ともしび  なが  ゃ& ぢ  て 

法の 道 e 末晴 からぬ 燈 火の。 永き 闇路 を 照ら し 

つつ。 三つ の 絆も悉 く。 得 脫成佛 の 御 法な りげ 

たの 

に。 ありがた ゃ賴 もしゃ 

みのり  ふこ ゑ  1J きす 

シーア 『御 法の 御 聲も時 過ぎて 

すで  ひ  いり やひ 

地 『御 法 の 御 聲も時 過ぎて。 旣に この 曰 も 入相の。 

かね ひ •> つきい  たへ  のりに はみ のぶ 

鐘 響き 月 出で て。 げ にも 妙なる 法の 場。 身延の 

やま  か ザ  お AJ  みづ  こ ゑ  しょ はふ じつ ララ  ひゾ 

山の 風の 音。 水の 聲も おの づか ら 諸法實 相と 響 

きつ つ。 草木 國土皆 成 佛の靈 地な りけ り 成佛の 

靈地 なりけ り 

と 舞 ひ 上げて 仕手 柱 先にて 留 拍子 を 踏む。 

延 


舞 ひめぐ るの は、 ほんと に 面白い ことで 

ご * さい ま 13」 

〔序 舞 〕 

を 報謝の 心 挂で舞 ひ、 

女 「かう して 報謝の 舞 を 舞つ てゐ ろと、 そ 

の 袖の 上に、 極樂の 紫雲が たなびき、 光 

が さし、 千草に 集まって 鳴く 蟲 の 聲 ま. て 

が、 妙法 蓮華と 唱 へ てゐる やうで ござい 

ます。 ほんと にこの ありがたい 佛 の御敎 

へに よって、 冥途の 闇に 光 を 得て、 闇路 

を 照ら し、 すべての 煩 惱覉絆 を 免れ て 成 

佛 する ことの 出來 ますの は、 ありがたい 

賴 もしい ことで ございます。 

お \  、御 讀經の 御聲を 伺つ てゐ るう ち に 、 

時 は 次第に 經 つて、 もはや 日 も 暮れ方に 

なり、 人相の 鐘が 響いて、 空に は 月が さ 

し 出で、 この ありがたい 法 場、 身延 山に 

吹き 渡る 山風の 音 や、 流れる 水 音まで が、 

すべて、 眞實の 相 を 示す やうに 響いて 來 

ます。 ほんと に、 この 山 は 山 W 草木まで 

すべ て の ものが 成佛. する あらた かな 所 V- 

ございます」 

VJ 身延 山の 讚歉 して 舞 ひ 納め、 ^か に 消え 

失せる 態で 返 場す。 


二 九 五 五 
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8 異〕 

古. 謠木 (元 祿八年 本) 

【三】 「シチ これ は •：：. 草，， 結び (元 住^) する 女なる が ：.：. 地 「妙なる 御 法の ；… 變成 男子 —4^ (- 兀ナ シ) なリと …… 地上 かほ ど 妙なる 御 

事と (元く) ：：： 悅 びの 汗淚 身の 毛 も よだちて さても われ (元 涙の) かかる …… 【四】 ； OT_T ただ 一 時 も 結緣 せば そ そ 卽ち佛 心 (元是 

そ 3£の 佛) なれ 【五】 シテ 「報謝の 舞の 袖の 上に。 ，(元く ソ 紫雲 …… 地 「御 法の 御 萆 も 時 過ぎて (元 ナシ) …… せ 成佛の W 地な りけ り 成 

佛の靈 地な りけ り (元 かな) 


御 裳 濯 春 


解 說 

【能 柄】 脇能 複式 夢幻 能 

【人物】 ヮ キ 當今 臣下、 ヮ キッレ 同從者 (一 一 人)、 前 シ 

テ 老 翁 (興 玉 神〕、 前 ッレ 男、 狂 言 所の 者、 

後 シ テ 興 玉の 神 

【所】 伊勢 國 石の 鏡 

【時】 五月 

【作者】 能 本 作者 註文、 二百 十番 謠目錄 ともに 世 阿彌の 作と す。 言經卿 

記 文 祿四年 三月 廿 八日の 條に本 曲註鞣 のこと が 出て ゐる e 

【梗概〕 今上陛下に 仕へ 奉る 臣下が 伊勢大神宮に 參詣 し、 一 一見 浦の 石 鏡 

へ 行って 、神 田 に 川 水 を 引き 入 れ て ゐ る 老翁 に、 その 川の 名 御 裳 濯 川 

の 謂れ を 尋ねる と、 老翁 は 神鏡 を 戴 いて この 國に お出でになつ た倭姬 

命が 御 裳の 裾の よごれ をお 濯ぎに なった ところから 出た 名. て あ る と 

敎 へ 、 なほ その 時 田作の 翁 興 玉 神が 御 道 しるべして、 伊勢大神宮が 鎭 

座し 給 ふこと となった ので あると 語り、 自分が その 興 玉 神で あると 打 

二 九 五 七 
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明けて 消え失せる。 やがて また， 神靈が この度 は 神の 姿の ま \ て 影 向せられ、 舞樂を 奏し、 君が代 をお 祝 ひになる- 

【出典】 倭姬 命が 伊勢大神宮 を齋き 華り 給うた こと は、 倭姬命 世紀に、 . 

二十 五 年 丙 辰 春 三月 …； 倭 姬命波 皇太祌 乎 奉 レ戴天 >  小船 乘耠 31、 御船 W 種々 神时並 忌橄梓 等乎留 K 天、 從-ー 小 河-志 天 幸 行 …； 于時、 猿 

田 彥祌裔 宇治土公 祖大 田命參 相え、 汝圃名 何 問 給、 答 白久、 佐 古 久志呂 宇 遲之國 止 白 &、 御 止 代 祌田進 免、 倭 姬命問 炝久、 吉宫處 在 哉、 答 

白久、 佐 古久志 宇治 之 五十鈴 之 河 上 者、 是大 日本 國之中 仁 殊勝 靈 地侍奈 利、 其 中 翁 卅八萬 歳 之 問 W 毛、 未視 知お 屮 物^^、  gi 郎如ニ 曰 月 一 

奈利、 惟 小 緣之物 不レ在 志、 定主 出現 御 坐、 爾時可 ャ進止 念 比 天、 彼 處&禮 祭 止屮势 利、 © 彼 ま 仁 往到給 天御赀 介ぬ 彼- はせ 大祌 锊 願 給 比 天、 豐 

葦原 瑞穗國 之 內爾、 伊勢 加 佐 波 夜之國 波、 在 二 美宮處 一止 見定耠 比： 大、 從 一一 天上 一 志- 大、 投降 坐 比 志、 天 逆 大刀、 逆鋅、 舍 鈴等是 也- 一一 於 

懐 T 言上 給 比 &。  二十 六 年 丁 巳 冬 十月 甲子、 奉レ 遷ニ于 天照大神 於度會 五十鈴 原 河 上 T …… 高天原 仁 千木 髙知刺 、下 都槃根 W 大宮柱 版数 立 

天、 天照大神 並 荒 魂 和魂宮 止鎭坐 奉留、 于時美 船 神 朝 熊 水神 等、 御船 微乘奉 天、 五十鈴 河 上 街 遷幸、 于時河 際お 志 天、 倭 姬命御 裳ね^^ 加 

禮侍介 f  、 洗 給 倍 利、 從レ其 zs、 號ニ御 裳 須曾河 一 也。  . 

と ある。 神皇 正統 記卷 二に も、 

第 十一 代垂仁 天皇 …… この 時 皇女 大倭姬 侖豐鋤 入姬に 代りて、 天照大神 をい つき 奉る。 祌の敎 により 滴國々 を めぐりて、 二十 六 年 丁 

巳 冬 十月 甲子に 伊勢の 國度會 郡 五十鈴の 川上に 宮所を 占め、 高 天の原に 千木 高 知り、 下津 M に 大宮柱 太 敷 立てて しづ まり まし まし 

ぬ。 この 所 は 昔 天孫 天降り 給 ひし 時、 狻田彥 の 神 參りぁ ひて、 「我 は 伊勢の 狹長 田の 五十鈴の 川上に 至るべし 」 と 巾し ける 所な り。 大倭 

姬命宮 所 を 尋ね 給 ひしに、 大田 命と いふ 人び 參りぁ ひて、 此の 處を敎 へ 申しき。 この 命 は 昔の 餒田彥 の祌の 苗裔な りと ぞ。 

と あるが、 本 曲 は 寧ろ 前書の 方に 據っ たものと 思 はれる"  . 

【概評】 とりたてて、 これと いふ ほどの 秀れた 節 もない が、^ 折の 少ぃ、 いかにも 脇能に ふさ はしい すぐな 脚色-て >  ？ I 章 も >  この 主題に 

添 ふだけ の莊 重味 を 保って ゐる、 動きの 少ぃ、 どっしりした 曲で ある。 同 じく 伊勢大神宮 につ いて 取扱った 〔内外お〕 に比べる と、 かの 

技巧の 多い 錯雜し た 曲 柄 に比べて、 この 方が 數等上 にある ものと 思 はれる。 


【I】 


〇 内外の 神詣で— 內外は 伊 

勢の 內宫と 外宫。 

〇 二見の 浦 I 伊勢 國度會 郡 

にある。 內外 ニ宫を 見る と 

いひ かけた。 

〇 赏今 1 今上陛下。 喜 多 流 

の廢 曲に は 雄 略 天皇と ある 

〇 内外せ. S 淨 1 心身の 淸淨。 

〔葵上〕 に 「天 潢掙 地^ 淨內 

外 涛淨六 根 涛淨」 

〇 石の 鏡— 御 裳 濯 川の 川上 

にあ リ、 鏡 石 は 高さ 二 丈 横 

五 尺 許の 巨岩で、 西 面が 鏡 

の 如くに 削られて ゐる。 

〇 五十鈴川— 御 裳 濯 川の 一 

名。 宇治 内宮の 南 を 繞リ、 

二 つ に 分れて 二見が 浦に 注 

〇 百 技の 松風 の I 百 技の 松 

は 內宫の 神木で、 祌路 山に 

あつたと いふ。 風雅 集 藤 原 

俊 成 の^に 「藤 波 も 御裳灌 

川の 末 なれば 下 枝 も かけよ 

松の 百 枝に」 

〇 を さまる 木々 の II 木々 の 

枝に 風の 烈しく 吹き 渡らな 

いのは、 太平の 相で ある。 

御 裳 


次第の 蛾 子に て、 ヮキ當 今 臣下、 大臣 烏帽子 • 上 頭 掛， 着附 

厚板， 狩 衣， 白 大口， 腰帶， 扇の 装束、 ヮキヅ レ從者 二人、 ヮキ 

と同樣 9 装束に て 舞臺に 入り 向 合 ひて、 

次第 『山 も內 外の 神詣で。 山も內 外の 神詣で。 

一 一見の 浦 を 尋ねん 

地 取に ヮキは 正 面に 向き、 

ヮ キ 「抑 もこれ は當 今に 仕 へ %• る 臣下な り。 さ て 

も われ 伊勢大神宮 にぎ 詣 申し 。內 外の 宮 めぐり。 

一一と  ない & し しんじん わたくし  また  うら 

殊に は內外 淸淨の 信心 私な く 候。 又 これより 浦 

傳 ひに 二見の 浦 石の 鏡 を も 一 見し。 それより 都 

へ 上らば やと 存じ 侯 

とい ひて ヮ キグレ と 向 合 ひ、 

r^u 道行 『五 十 鈴 川 淸き流 れの 深み どり。 淸き流 

れの 深み どり。 影 も 百 枝の 松風の。 を さまる 木 

木の 色まで も 神の 惠 みの 御影 ぞと。 所から なる 

_ 心地し て。 ながめ 妙なる 氣色 かな。 ながめ 妙な 

る氣色 かな 


【二 

前 段 

舞 は 伊勢大神宮で、 ヮキ當 今臣ド 、ゥキ ヅレ從 

者 を隨へ て 登場" 

臣下 「 伊勢 の 内 宫外宫 に 參詣 して、 二見の 

浦に 行かう」 

W 次第に 旅の 1H 的 を 述べ、 

臣下 「自分 は 今上陛下 にお 仕へ して ゐる臣 

下です。 さて、 自分 は 伊勢大神宮に 參詣 

して、 内宮 外宮 を巡拜 し、 殊に 心身 を淸 

淨 にして、 眞心を こめて 拜禮 したので す。 

そして、 これから 浦傳 ひに 二見の 浦へ 行 

き、 石の 鏡 を も 見て、 それから 都へ 歸ら 

うと 思 ふので す」 

.t 見物人に 自已弒 介 をし、 

臣下 「五十鈴川の 水 は淸ら かに 流れて、 こ 

れに深 綠の影 をう つす 百 枝の 松 も、 枝 を 

吹き 渡る 風が のどかで、 葉の 色まで が殊 

に 美しく、 さすが 場所柄 だけあって、 神 

の御惠 みが 深いた めに、 この やうに 祌々 

しいの だと 思 はれる やうな、 貲に 結構な 

眺め だ」 
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【二】 


〇 水かけ^ 1 水中に 生える 

草。 但し こ、 では 稻を 指し 

てゐる C 

〇 手玉 も ゆら 5, i 稻の銶 が 

手に か乂 るの を、 手に 鏗ぃ 

た 飾リの 玉の ゆれる の に 見 

立てた。 

〇 ぉリ 立つ 田 子 1 田に おり 

て m 桩 する 人。 

〇 御裳灌 川の— 御 裳 灌川は 

前 揭五 十 鈴 川に 同じ。 =u 火 

の 数の 多い さま を 御 裳 濯 川 

の 水お の 多い のに 喩 へたの 

である。 

〇 神の 世繼 —天 照大 神の 御 

系統。 ^統。 

〇 久方の—： 大 9 枕詞。 ^統 

が 久し いと い； ：>  力け た。 


ヮ キ - 所から なる 心地して」 と 正面に 向きて 先へ 出で、 また 

もとに 歸リて 伊勢に 着きた る 心。 道行 濟 みて 正面に 向き、 

ヮキ 「急ぎ 候 程に これ はは や。 石の 鏡に 參 りて 候。 

、ぃ淨 かに： iT 拜中 さう ずるに て 候 

ヮ キヅレ 「尤も 然るべ -フ 紧 

とい ひて 1 同 脇 痰に 行き 下に 居る。 

眞ー 聲の雠 子に て， シテ 老翁 • 面 小尉， 尉 髮. 襟淺黃 • 着附厚 

枨. ^水 衣 • 白 大口 • 腰 帶. 扇の 裝束 にて 柄 振 を 持ち、 ッレ男 > 

直面 • 襟 赤* 着 附^ 斗 =?鎪 水 衣 • 白大 ；： • 腰帶 の 装束に て、 

ッレを 先に 立てて 橋懸に 出で、 向 合 ひて、 - 

ユー 聲 『露ながら。 水 かけ 草の 種と りて。 手玉 も ゆ 

らぐ。 袂 かな 

二人とも 正面に 向き 

シ テー 一句 『おり 立 つ 田 子 の 數^! ふ や。 r ス向合 ひ) 『御 裳 

すた が は ，ひづ 

潘 川の。 水な らん 

と謠 ひて 舞袅に 人リ、 ッレ は眞中 >  シテは ^座に 立ちて、 

よ つぎ  ひさ か K  *t  むら わ 

シ テサシ 『ありがた や 神の 世繼は 久方の。 天の 村 早 

稻種 とりて 。む _ス2 合 ひ：^ 今人 の 代に 至る まで。 四 
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あたりのお -JS をた- へて ゐるぅ a に、 二見 HS 

の 方へ 來た 想で、 *_« は 石の 接ミ なる。 

ほ 下 「途を 急いだ ので、 もはや 石の 鏡に 參 

つた。 心靜 かに 參拜 しませう」 

ぐ. - いって、 ^前に 多る ほ tffis? にお る0 


【二】 


シテ 神、 * 翁の fs^ 装 ひ、 ッレ WW 共に ft 作 

の 想で s«#o 


龙 翁 「露の 病って ゐる稻 を 持つ と、 その 露 

が 手に こぼれ か、 つて >  手に 纏 ふ 飾り 玉 

力 ゆれる や 5 だ」 

男 「田に おりて S 植を する 人の、 段々 ふえ 

て 行く さま は、， 御 裳 濯 川の 水 蒿の枬 して 

行く やうです ね _ 


^翁 「あ V ありが たいこ とだ。 天照大神 の 

御 神 統が迚 綿と ぉ絨き 遊ばされて、 夭 上 

から 傳 へられた 稻も、 人 代の 今日に 至る 


〇 天の 村早稻 I 天上よ リ傳 

へ られ た稻。 むら は 群リ生 

える 意。 〔淡 路〕 參照" 

〇 人の 代— 人 代 e 祌 代に 封 

レて , >^  o 

〇 四の 時— 春夏秋冬。 

〇 祌路山 —宇治 內宫の 神苑 

を 繞る丘 地。 その 東北 は 朝 

熊 山に 至る。 

〇 種 を 薛き種 を收め し— 

〔淡 路〕 に 「伊 弗諾と 書いて 

は 種 蒔く と讀 み、 伊 弗册と 

書いて は 種を收 む」 

〇 草 も 木 も わが 大君の 國な 

れば - 太平 記卷 十六、 紀朝 

雄の 歌 。下句つ いづく か. 鬼 

のす みかなる べき」 

〇 八洲— 日本の 總名。 

〇 波靜 かにて 吹く 風の 枝 を 

鳴らさぬ— 太平の 相。 宴 曲 

祝言の 曲に 「四海 波靜 かに 

して、 九州 風お さま リ」 王 

充の 論銜に 「太平 之 世、 五 

日 一風 十日 一 雨、 風 不レ鳴 

レ條、 雨不 レ破レ 塊」 

〇 天地の— 雨 塊 を 破らず の 

雨 を 天に いひ かけた。 

【三】 


の 時日 は 曇りな く て。 千代 萬 代の 末 かけて。 國 

ど gfc  た ふ  めぐ  \ 、じ  いく ひさ  こと さら 

土豐 かに 民 あ つ き惠み の 國も幾 久し。 殊更に こ 

くら  か孓 ぢ .っ* ゥ H-  す！ C 一  かげ きょ  ふ も すそ が は 

こ は 曇らぬ 神路 山。 內 外の 末 も 影淸き 御 裳 濯 川 

の 末う けて 流す 田 面の 早苗 取る。 田 子の 裳裾の。 

色まで も。 國土豐 かに。 樂 しむな り 

.ュ下歌『德 を 薛き衝 を收め し 神代より、 上 S 草 も 

木 も わが 大君の 國 なれば。 わが 大君の 國 なれば。 

いづく も 同じ 神と 君.、 隔てな き 世に 住ま ふ 身の 

誰か 惠 みの 外な らん。 げ にや 八洲の 海まで も。 

な & しづ  ふ  かぜ  えだ  な  みめつ ち  かみ 

波靜 かにて 吹く 風の。 枝 を 鳴らさぬ 天地の。 神 

の威德 はありが たや 神の 威德 はありが たや 

「祌 の威德 はありが たや」 と謠 ひながら、 シテ • ッレ入 替リ、 

シ テは眞 中に、 ッレは 脇 正面に 立つ。 

【三】  、 

ヮキ 立ちて シテに 向 ひ 

ヮキ 「いかに これなる 老人に 尋 ぬべき 1* の 候 

シテ 「こなたの 事に て險か 何事に て候ぞ 


御 裳 濯 | 


まで 久しくう ち續 いて、 春夏秋冬 四季 を 

通じ て、 日 の 光 は 常に 曇 りなく 照り 渡り > 

千年 萬 年 いつまでも 變 りなく、 國 土は豐 

かで 民 は 富み 榮ぇ， 幾久しく 大御惠 に 浴 

して ゐる こと だ 。その 中で も、 殊に こ 、 は 

御祌德 の あらた かな 神路山 のこと とて 內 

宮 外宮の 御惠み も 一 層漦 く、 御裳潘 川の 

流れ を 引き入れて、 田に 早苗 を植ゑ る と • 

その 農夫の 着物の 裾まで が 色 美しく 見ら 

れて >  いつも 豐 作を樂 しんで ゐ るの だ。. 

國 土の 初め、 伊弊諾 神が 種 を 蒔き、 伊 弊 

册祌が 種 を ぉ收 めに なった 神代の 昔から 

- j の 國土 に ある もの は、 草 も 木 もす ベ て 

わが 大君の もので、 どこ にある もので も、 

如何なる もの-て も、 皆 わが 大君と 神樣と 

の 御 分け 隔ての ない 御協力 によって 作ら 

れ たもので あるから、 苟も この 國 土に 住 

む 者 は、 誰でも わが 大君と 神樣 との 御惠 

み を 受けない もの はない の だ。 實に 天下 

太平， 四海 波靜 かに、 吹く 風 も 枝 を 鳴ら 

さぬ とい ふ 1 おだやか さ. て あるの も、 祌 

樣の 御威德 による ことで >  實 にあり がた 

い こと だ」 

ミ 御代の 太平な 祝 ひ神德 をた ゝ へ てゐる o 

【三】 

臣下 はこの * 翁な 見て、 

臣下 「おい、 こ、 な 老人に お尋ねし たいの 

た 力  」  . 

*5 翁 「私で ございま すか、 何の 御用-て ござ 

います」 

I  二 九 六 一 


御 お 


〇 ま かせ 入れ —引き 引れ。 

〇 あぞ つ さ へ I その上。 

〇ls 仰— 1® いた 者が 水 を 望 

む a> うに、 T  くひ：： P- する こ 


〇^ 姬の 命— 幾 鋤 人 姬に代 

つて、 天照大神 を い つ き 奉 

ちれた。 委しく は 解說に い 

〇 御 神鏡— 一一 一種 神器の 一 、 

八 咫鎵。 

〇 御 裳の 裾 よごれた リしを 

—倭 姬命 世紀に 「時に 河 ぼ 

にして 倭姬命 御裳裔 長く け 

がれ 侍りけ る を、 洗 ひ 給 へ 

り。 其より 以降 御 裳 须曾河 

と號す 也」 


A*  ^  ぶ  でん * 'ゐ はた 

ヮキ 「これなる 小 田 を 見れば。 田 水 豊かなる に。 な 

ほ 河水 を 水口 に まかせ 入れ。 あまつ さ へ 渴 仰の 

氣色 見えたり。 そ もこ の 小 か につ い て 謂れ の 候 

やらん 

シテ 「さん 候 これ は 神の 御田に て 候。 また この 川 

は 御 裳 濯 川と て 神 氷なる ほどに。 田 水は豐 かな 

れ ども。 わ ざ と 河水 を 田 面に まかせ 入れ。 神德 

長久の 惠みを 仰ぐ 祭事に て 候 

ヮキ 「さてさて 御 裳 濯 川と は。 い つ の 世より 名づ 

け 候 やらん 

シテ 「抑 もこ の 川 を 御 裳 濯 川と 名づ け し y は。 人 

の ラ  だい す a にん てん のう くわ うぢよ やま i びめ ふこと かたじけな  y 

皇 十一 代垂仁 天皇の 皇女。 倭姬の 命。 忝くも 御 

神鏡 を 戴き。 國々 をめ ぐり 給 ひ し に。 當國 にて 

は あの 一 一見の 浦より。 こ の 川路に つ い て 上りぎ 

ひしに。 御 裳の 裾 よごれたり し を。 こ の 川に て 


二 九 六 二   

臣下 「こ X の W を 兌れば、 S の 水が 十分 あ 

るのに、 なほ その上に 水口へ 川の 水 を 引 

き 入れて ゐて、 おまけに、 大^ 信心して 

ゐる やうに 見える が、 1 體 この W に は 何 

力？. E れカ あるの 力 わ 」 


龙翁 「はい、 これ は 神様の 御出で ございま 

す。 それから 又、 この 川 は 御 裳お 川と い 

つて、 ； S の 水です から、 それ， て、 出の 

水 は 十分 あるの. てす が、 わざと この 川の 

水 を 田に 引き 人れ て、 幾久しく 御 祌德の 

御廢み をお 願 ひ. E- し 上げる やうに、 お 祭 

り をす るので す.」 

臣下 「なる 程、 ところ-て、 この 御 裳 W 川と 

いふの は， いつの からかう いふ 名が つ 

いたの だね」 

1_, 一  體 この 川 を 御 《痛 川と 名 づけら れ 

たの は、 人 王 十 一 代垂 仁天阜 一の 皇女 俊姬 

命が、 勿ぬな くも 御祌鉞 をぶ 4. じて、 网々 

をお 巡りに なった 時、 この では、 

あの 二 兌の 浦から この 川筋に 沿うて お 上 

りに なった のです が？ その 時 命の 御 裳の 

裾の よごれた の を、 この 川で お 洗 ひに な 

りました ので、 それで， この 川 を 御 裳 濯 


0 興 玉 の 神— 天孫 を この 日 

本に 4 き 奉った 猿田彥 命の 

別名？ 大神宮の 宮 地を讓 り 

奉って、 退き 給うた から 神 

殿 はなく、 た^ 鳥居 一 つ を 

立てた とい ふ。 今 これ を 興 

玉の 森と いふ。 诿姬命 世紀 

に 「與 玉祌 >  無二 寳殿 T 在 下 

津底祌 也、 猿 田彥大 祌是也 > 

一 書 曰、 衢祌孫 太 e 命、 是 

土祖氏 遠祖 神、 五十鈴 原 地 

主神」 

〇 天長地久— 老子に 「天 長 

地久、 天地 所 二 以能 長且久 1 

者、 以ミ其 不一 一 自生 T 故 能 長 

生」 

〇 嘉辰 令 月 —和漢 朗詠 集 謝 

偃の 詩句に 「嘉辰 令 月歡無 

レ極、 萬 歳 千秋 樂未 レ央」 


濯ぎ 給 ひしに よ つ て。 御 裳 濯 川と は 申すな り 

ッレ 『その 時 田作の 翁の あり し が。 神の 御 霞 座に 

ところ  おん たづ 

なる ベ き 所 や あると 御 尋ね ありし に 

きな まう  y ふら ふ  か は かみ 

シ テ 『か の 翁 申す やう。 さん 候 この 川上に 三十 八 

さい  も ひ-; i  や 4*  レゅ ご  もの  おん 、ひち 

萬 歳の 間。 こ の 山 を 守護し たる 者の 候が。 御 道 

しるべ 申さん とて。 こ の 川路に つ い て 上り。 下 

つ 岩根 を 敷きて 參ら するとい へ り。 その 時の 田 

う,、 おきな  いま  おき しん 

作の 翁 は。 今の 興 玉の 神 これな り 

とき たづ  い  やま  か& ぢ やま 

ッレ 『その 時 尋ね 入り 給 ひ し より。 山 をば 神路山 

と 名 づけ 

シ テ 「川 をば 神路 川と いひて 

ッレ 『流れ 久しくす める 代の 

てんちゃう ち きう .fl しん れい ； t- つ  み かゆ に _ビ  ふ も す -V が は 

口 『天長地久 嘉辰 令 月 の。 御影 濁ら ぬ 御 裳 濯 川 

しん とく ふぶ  A づた  かふ  つく 

の。 神德 深き 水田 なれば。 神に まかせて 作るな 


り 


川と 申す のです ，1 

男 「その 時 >  田 を 作つ てゐた 老人が あった 

のです が、 命が 『神様の 御 鎮座 遊ばす ベ 

き 所がな からう か』 とお 尋ねに なり ま-^ 


御裳灌 


老翁 「その 老人が、 『はい、 この 川上に 三十 

八 萬 年 の 間 この 山 を 守護し て ゐ る 者が ノ  j 

ざいます が、 御案內 申し上げ ませう』 と 

申し上げて、 この 川路に 沿うて 上り、 そ 

こに 堅固な 宮殿 をお 建て 申し上げ たと い 

ことで ございます。 その 時の 田 を 作つ 

てゐた 老人が 今の 與玉 神の ことなので ご 

ざ 》, ます」 

男 「その 時、 命が お入りに なった ので、 そ 

の 山 を神路 山と 名 づけ …… 」 

* 翁 「川-は 神路 川と 申し て  」 

男 「それ以来、 幾久しく 淸ら かに 流れて ゐ 

るので ありまして  」 

老翁 「天地の 如く 永久に 變り のない、 あり 

がたい 曰 月の 神の 御影 を 受けた、 祌德の 

漦 い 御 裳 濯 川 のこと で ご ざ いますから 1 

神 樣の思 召に 叶 ふやう に 1 この 水田に 川 

水 を 引き入れ て 作って ゐ るので ござい ま 

す」 

二 九 六 三 


御裳灌 


〇^ 所 ー お 所. 


〇 渡瀨— 徒歩 渡リ する 川瀬 

〇 山の ベ の— 萬 葉 集、 和 銅 

五 年 壬 子 夏 四月 逍ニ長 田 王 

于 伊勢 齋宮 一時、 山逮 御井 

作歌 「山逡 乃 御井 乎 見 我 S 

利 神風 乃 伊勢 處 女 等 相 見 

鶴 鴨」 原^に は祌 風と ある 

の を、 こ. ^では 「祌が 瀬」 と 

よんで、 證敬 とした。 


ヮキ 『謂れ を 聞けば ありがた や。 さ て さて 先に i5 

え つ る。 その 御 裳裾 を 濯ぎ 給 ひし。 「在所 はとり 

わき いづく の程ぞ 

シテ 「されば 先に 申す 如く。 御裳灌 川と 名づ け し 

事。 とり わきこ の 瀨の邊 なれば。 神が 瀨と こ こ 

まラ 

を 申すな り 

ヮキ 『あら 面白 や 神が 瀨とは 4 神風と こ そ 問き な 

れ しに 

シテ 「さ れ ば 常に は 神風 や。 伊勢と 申す も 神の 誓 

ひ 

ッレ 『ま た この 川に は 神が 瀨 とて。 神の 渡 瀨のぁ 

れば こそ 神路 川と は 申す なれ 

シテ 『然れ ば 歌人の 言の葉に も 

地上 5 山の ベの 御井 を 見 か へ り 神が 瀬の。 御井 

を 見 か へ り 神が 瀨の。 伊勢の 少女 等。 あ ひ 見 ゆ 


二 九 六 四  

臣下 「なるほど？ i れを 聞けば、 ^にあり が 

たいこと です。 ところで、 先 S のお 話に 

：5 つた、 命が 御 裳の 裾 をお 洗 ひに なった 

所 は どの 邊 なのです」 

宠翁 「さあ、 それ は、 先程 申しました やう 

に、 御 裳 濯 川と 名づ けられた のが、 丁度 

この 瀨の あたりな ので、 こ、 を 神が 瀨と 

も 申す ので ございます」 

臣下 「お、 これ は 面白い。 神が 瀨と いふの 

か^ 自分 達 はこれ まで 神風と き 馴れて 

ゐ たの だが」 

龙翁 「いかにも その 通り、 普通に は 『神風 

や 伊勢』 と 申します が、 これ も 神 樣の御 

利益 をい ひ 現した もので 」 

男 「しかし 又、 この 川に は 神が 瀬と いつ 

て、 神樣の 徒歩 渡り 遊ばした 所が ありま 

すから、 祌路 川と いふので ございます」 

龙翁 「それで- 歌人の 歌に も —— 

『山の ベ 井 を 見 かへ り 祌が瀨 の、 伊 

勢の 少女 等 あ ひ 見 ゆる かな』 

(山 S の 御井 * 見た 時、 よい 都合に、 荬 しい^！!;: の 

少女に ぉ逄っ た) 

などと 詠まれて W ります の も， この 倭姬 


〇 千 早 振る— 祌の 枕詞。 

〇 天の 小稻の 天が下 —天上 

の稻種 を廣く 地上に 薛き施 

したとの 意。 


【四】 


〇HZ 月 は 四 洲を 照らす— 傻 

姬命 世紀に 「口お 迥 一一 m 洲 t 

雖レ照 ニ1 ハ 合 T 須レ 照-一-一 正 直 

頭 こ四洲 は須彌 山の 四方に 

ある 世界。 


よ  -fili びめ いにしへ  .-- たて.. -1 つ こ -IC- 

るかな と 詠みし もこ の 倭 姬の古 を。 詠み 奉る 心 

なり。 千 早 振る。 神路の 山の 村雨 は。 種 を 蒔くな 

かふ  よ  ひさ  うる ほ  あ 4*  をし ね  あめ  した 

る 神の 代の。 久しき 潤 ひに。 天の 小稻の 天が下。 

廣き惠 みに 逢 ふ こ とも。 ただ 神德 にあらず や あ 

りが たの 神の 誓 ひやな ありがた の 神の 誓 ひや 

な 

地上 歌の 初めに ッ レ は 笛 座 前に 行きて 下に 居リ、 ヮ キも 下に 

居る。 シ テ謠に 合せて 仕 科 をし、 上歌濟 みて 舞臺 の眞 中に 下 

に 居る C 

s】 

亡ん こ と  4* よ  ぼん ぶ 

地クリ 『かたじけなの 御 事 や われら 迷 ひの 凡夫と 

しん とく わ-つ in  めぐ  う  あお 

して。 神德王 地の 惠み を受 くる。 仰ぎ て もな ほ 

餘り あり 

シ テサシ 『それ 人 は 天下の 神 物たり。 かるが 故に 正 

^き  もと 

直 を も つ て 本と す 

地 『日月 は 四洲を 照ら す と.， 雖も。 わきて はた だ ず； 

ざき  か ラベ  やど  たも 

直の 頭に 宿り 铪ふ 


の 故事 を 詠み 奉 つた もの で-、 J ざいます。. 

かう し て 、神路 山 に 村雨が 降 つて、 かの 始 

めて 種 をお 蒔きに なった 神代 以来の、 久 

しく 變り のない 潤 ひを與 へら .れ>  天上の 

稻種 を廣く 天下に 惠み 施し 給うた の も > 

全く 御 神德に よる もので、 神樣の 御功德 

は實 に. ありがたい ことで.、 こざいます I 


御 裳 濯 


s】 

老翁 は 更に 話 をつ ，.- けて、 

* 翁 「實 に勿體 ない ありがた い 一 一 とで ござ 

います。 私共 は 迷 ひの 漦ぃ 凡夫の 身で あ 

りながら、 大御惠 の 漦ぃ王 地に 生まれ、 

ありがたい 御 神德に 浴す ると は、 何とも 

申し や う もな い ありがた いこ とで ノ 1 ざ い 

ます。 

すべ て、 人 は 神のお 作りに なった もので、 

それで、 人 は 正直 を 根本と する ので ござ 

います。 何故 なれば、 神の 根源た る 日 H: 

は、 世界中 をお 照らしになる のです が、 

特に 正直の 頭に お宿りになる ものです か 

ら C 

二 九」 ク 九 


 御 裳 

〇 ニ所宗 には^ 勢 

と 石 倚 水と をい ふが、 こ- * 

で は內ぉ 外宮 を 指す。 


〇 皇孫—： 大津彦 火々^々 杵 

尊。 

〇 魔 原の 屮っ國 —21 本の 國 

〇 一 二 稀の 神齊— 八 咫鎵、 八 

坂瓊 曲玉。 叢雲 劎。 


〇 八 咫の鏡 は 殊にな ほ— 祌 

皇 正統 記に 「鏡 は 一物 をた 

く はへ ず、 私の 心なく して 

^象 を 照らす に， 是非 善惡 

の 姿 顯れ ずと いふ ことなし 

そ の 姿に 從 ひて 感應 する を 

德 とす。 これ 正 ^ の 本源な 

リ J 

〇 神 牀を潢 めて— 昔 は 天皇 

と 同 殿 牀 であった が、 崇 

祌 天皇の 御 時、 祌威を 憚つ 

て、 鏡 涎 を 大和 笠 縫 a に 移 

し 給うた。 


しょ そうび やう  おん 


シテ 『然れ ば 二 所 宗廟の 御 惠みを 知らん と 忍 は 

ば 

しゃ -r 'ぢき  もつ  も li 

地 『正直 を 以て。 本と すべし 

(居 クセ) 

し J«  .R ほん が&  ぢ じん  t»  くわ-つ * ん  .C し わら 

地クセ 『然るに 皇大 神。 地 神の 爲に 皇孫 を。 蘆 原の 

中つ 國に。 降し 奉らん とて。 三種の 神寶 を。 みづ 

から 授け 給 ひしに。 その 三種に もとり わき て。 

八 咫の鏡 は 殊にな ほ。 御影 を寫 しつ つ 御身 を 放 

ち 給 はず。 その 鏡の 如くに。 萬 境を寫 しなが ら 

いち もつ  たく は  しん せ.？'  きょ  しゃ うぢき ,づ 

しかも。 一物 を貯 へず。 神 牀を淸 めて 正直 を授 

け I! へり。 され ば 生きと し 生ける もの。 日月の 

因 3 德に" 預からざる はなき もの を。 これ もって 

當宮 の。 御神德 にて あらざる や 

シテ 『然れ ば 神代の 昔より 

地 『今人の 代に 至る まで。 神德は 明らか に。 垂仁 
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だから、 內宮 外宮 の 御惠み を受げ たいと 

思へば、 正直 を 根本と しなければ ならな 

いので ございます」 


*5 翁 「さて、 夭 照.； S 大祌が 地 神の 御代 をお 

g き 遊 ぱす爲 に 、 孫ぬ 々 杵！ ^を この 日 

本の 國土 にお 降し 遊ばさう として、 三種 

の 神器 を 親ら &孫 にお 授けに なりました 

が、 この 三種の神器の 中で も、 殊に 八咫 

の 鏡に は、 皇大祌 の 御 姿 をお 寫 しにな つ 

て、 御身 をお 放ちに ならす、 その 御ぬ の 

やうに、 すべての 物 を ありの ま、 になし 

て、 少しも 私心 を 狭まない やうに とお 敎 

へに なった 上、 御 鋭の 御 場所 をも淸 S に 

して、 正直の 德を敎 へお 授けに なった の 

でございます。 この やうな 次第で、 生き 

とし 生ける ものす ベて 1 日月の 恩 德に浴 

しない もの はない ので， これ 卽ち 二の 伊 

勢 大神宮 の 御神德 に 外なら な いので ご ざ 

います。 

かう して、 神代の 昔から 人 代の 今日に 至 

るまで、 §德 明らかに 渡らせられ るの 

でございますが、 垂仁 天皇の 御代に， こ 


〇 下つ 岩根に 宮居して I 地 

下 深く 宫柱を 立て、 堅固な 

祌殿を 作って。 

〇 本 覺の和 光に 交じる I 本 

地の 極 樂淨土 を 出て、 德光 

を 和らげ、 俗惡の この 世に 

垂 跡し、 衆生 を濟 度す る こ 

と o 

〇 自性眞 如— 自性は 物 貧の 

本體、 眞如 は不變 不易の 意。 

本體 9 不變を 月に 喩へ、 こ 

れ を月讀 命に いひ かけた。 

〇 月 讀の祌 —天照大神の 御 

きト C 

身 

【五】 

〇 一 河の 流れ 汲みて 知る— 

說法明 眼 論に 「宿 二 一  樹下 T 

汲 ニー  河流 T 一夜 同宿 …… 

昝是先 世結緣 一 この 意の 語、 

平家物語 今樣筝 にも 見 ゆ。 

〇 君と 神と は— こ 、 に 都人 

、 

のきた リと いふ を 君に いひ 

かけた。 

〇 隔てな き— 祌と 君との 隔 

てな きを 都人と 老翁との 隔 

てな き 物語に いひ かけた。 

〇 木綿 四手— 楮の 皮で 作つ 

た 布 又は 紙の 幣。 言 ふ を 木 

綿に、 幣の 懸かる を斯 かる 

時代に いひ かけた。 

〇 天つ 空音の I. 天つ 空、 空 

音と いひつ けた C 空音 は 

定か に は 聞き とれな い 幽か 

な聲。 


てん y う  タょ £  した  いはね  みや S  • 、わう だい 

天皇の 御宇 かとよ。 下つ 岩根に 宮居し て。 皇大 

神と なり 給 ふ。 これ 正に 本覺 の。 和 光に 交じる 

ちり  、*  まも  ため  おん ちか  ほとけ  おな  、c ごころ 

塵 の 世 を。 守らん 爲の 御 誓 ひ。 佛も 同じ 御 心 の 。 

じ しやう しん によ  つき よふ  か A  じ ゆん  たま 

自性眞 、如の 月讀の 神と も 示現し 給へ り 

【五】  - 

地 ロンギ 『げに ありがたき 神道の。 げに ありがたき 

く も  す «|  う  し  ひと  こ * ろ 

神道の。 曇ら ぬ 末 を 受けて 知る 人の 心ぞ ありが 

たき 

が  ながく  し  け i  &ャこ 

.ュ『 一 河の 流れ 汲みて 知る。 今日し もこ こ に 都 

人。 君と 祌とは 隔てな き 御物 語り 申すな り 

らう じん  たれ  く は  5 ふしで 

地 『そ も 老人 は 誰 なれば。 わきて 委しく 木綿 四手 

ュ 『かかる 御代 ぞと 仰ぎ見る 

も i  そら ね 

地 『天つ 空 一 伊の 

ほと さぎす 

.ュ 『時鳥 


地 『 一 聲鳴 くも 折からに 神の。 吿ぞと 木綿 四手の 


御 裳 濯 


の 地に 堅固な 宮殿 を 建てて、 皇 大神宮と 

おなり 遊ばされました。 これ は 全く 本 地 

の 極樂淨 土から 德光を 和らげて、 この 俗 

世間に 垂跡 遊ばされ、 衆生 をお 救 ひ 下さ 

る ありがたい 思 召で * 同じ 御 心から、 佛 

はまた 不變の 實體を 示す 月讀命 としても 

御 出現に なった の で-、 r さいます」 

【五】 

臣下 「實 にあり がたい ことです。 わが 神道 

の 末の世まで 曇りの ない こと を 知る こと 

の出來 るの は、 實 にあり がたい こと. てす」 

宠翁 「諺に 『同じ 河の 水 を 汲む の も 前世 か 

ら の宿緣 だ』 と 申す 通り、 今日 こ、. て 都 

の 方に お 逢 ひした の も、 この 世なら ぬ 御 

緣 だと 思って、 大君と 神漾 と、 お分け 隔 

ての ない お 話 をした わけで ございます」 

臣下 「 1 體御 老人 はどう い ふ 方な の-て、 こ 

の やうに 委しく お話し 下さる のです 」 

老翁 「いや、 この やうな 太平の 御代 を あり 

がた く 思って …； 」 

臣下 「お >->  空に かすかな 聲が …… 」 

老 翁 「あの 時鳥の 一 聲も、 今の 場合、 神樣 

のお 吿の やうに 思 はれます」 

とい ふ 姿 は、 普通の 百姓の 老人の やう 

二 九 六 七 


〇 木綿 四手の E 長一時 烏の 

異名 を 四手の E 長と いふの 

で 、 告ぞ と 言 ふと いひ 力け 

て この 語 を 出し、 田 長 を E 

を 作る 老人の 意に 用 ゐて下 

にっ^け た o  . 

〇 跡 も 波 に— 跡 かた も 無く 

を 波に、 跡 かた 知らず を 白 

波に いひ かけた。 

【問】 

© いかに 誰か ある— 以下 狂 

言 に對 する ヮキ 詞、 高 安 流 


に 見えた が， 

.H 分 は は 興 玉の 神 だ - 

といって、 S 裳 S 川の ゅ瀨、 祌が瀨 を 

渡って、 跡 かた もな く 川 波の 中に 消え 

てし まった。 

シチも $r 滑え 失せる 想で 退 «-、  ？  も 闫 じく 


田 長と 見え つ るが。 われ 興 玉の 神よ とて ノ御 お 

^川の き瀨 なる。 祌が瀨 を うち 渡り て。 跡 も 波 

に 入りに けり 跡 白波に 入り にけ り 

「われ 與 玉の 神よ とて」 とシテ 立ち 常^に 行きて ひらき、 靜 

かに 屮人、 ッ レも續 いてせ I に 入る。 

ヮキ 「いかに 誰か ある 

ヮキヅ レ 「御^: に 候 

ヮキ 「所の 者 を 召して 來り 候へ 

ヮキ ダレ 「畏 つて 候。 (仕手 柱 際に 出で 橋 懸に向 ひ) 所の 人の 渡り 候 か • 

狂言 所の 者、 着附段 熨斗目 • 長上 下， 小刀 *ぉ の裝來 にて 橋懸 1 9 松に 立ち、 

狂 首 「所の 者と 御 尋ね ある。 罷り出で 承らば やと^す る。 (ヮキ ダレに) 所の^と 御 尋ね は。 いか や 5 

なる 御用に て候ぞ 

ヮキ ダレ r ちと 人の 物 を 御 不審 ありた き 由 仰せ 候。 近 5 來 りて 袷 はり 候へ 

狂言 「畏 つて 候 

二人とも 舞^の 眞 中に 出で 下に 居て、 

ヮ キヅレ 「所の 者 を 召して 參 りて 候 (と いひて 元の 座に 坐す) 

狂言 「所の 者 御前に 候 

ヮキ 「所の 人に て 候 はば。 こ S 御裳潘 川に ついて 御祌祕 あるべし。 語って 聞かせられ 候へ 

狂言 「これ は 思 ひも よらぬ 事 を 承り 候 もの かな。 我等 もこ S あたりに 住居 仕り 候へ ども。 左様の 举委 

しくま 存.！ hi す 候 さりながら。 始めて 鉀目 にか ゝり御 尋ねな され 候 事 を。 何とも^: ぜ ぬと 申す もい 力 


〇 祌の 召された る— 倭姬命 

を さ す广 


〇 方々— そなた- 


が にて 候へば。  凡そ 承り 及びた る 通り 御物 語り 申さう する にて 候。 さる 程に 御 裳 濯 川の 子細と 申す 

は。 人皇 十 一 代垂仁 天皇の 皇女 倭姬の 命。 辱く も 御 神鏡 を 戴き 給 ひ。 いづく か 神の 御鎭 座になる ベ 

き 所 や あると。 國々 に 御 廻り あり。 この 川路に ついて 御上り 候へば。 これなる 御田 を かへ して 老翁 

一人 御座 候 間。 いづく か 神の 御鎭 座になる べき 所 や あると 御 尋ね 候へば C 田作の 翁 申す やう。 さん 

候 これより 上に 三十 八 萬 歳が 閒，」 この 山 を 守護し 給 ふ 御 方の。 下つ 岩根 を 占めて 参らせられ たると 

申す。 その 翁 は 今の 興 玉の 神に て 御座 候。 又 猿 田 彥の明 神と も 申し 候。 さて 又 御 裳 濯 川と. &す は。 

二見の 浦より この 川路に ついて 上り 給 ふ 時。 神の 召された る 御 裳裾 よごれた る を。 この 川に て 濯が 

せられた るに より。 御 裳 濯 川と は 申し 候。 卽ち これなる 瀨を 渡り 給 ふに より。 神が 瀨と 申し 候。 御 

通り ありた る 山々 は。 祌路 山と 申し 候。 又 これなる 御田 は。 大神宮 S 御 神 田に て 候 間。 水は豐 かに 

候へ ども C 御 裳 濯 川の 神 水 を まかせ 入れ。 神德 長久の 惠み をう くる。 かやう の 事 を 御 歌に。 山の ベ 

の 御井 を 見が てり 神が 瀨の。 伊勢の をと め 等 あ ひ 見つ るかな と。 かやう にも 御座 候。 倭 姬の古 を 詠 

み 給 ひたる と 承り 候。 まづ 我等の 承りた る はかくの 如くに て 御座 候が。 何と 思し召し 御 尋ねな され 

候ぞ。 近頃 不審に 存じ 候  . 

ヮキ 「懇に 承り 候 もの かな。 御身 以前 老人と 若き 男。 これなる 御田に 神 水 を まかせ 入れ 候 程に。 不審 

をな して 候へば。 それにつ き 御 裳 濯 川の 子細 C 倭 姬の御 事。 唯今 方々 の 御物 語りの 如く 承り。. その 

後 興 玉の 神 はわれな りと いひ も あへ す。 神が 瀕を 渡り 給 ふと 見て。 姿 を 見失 ひて 候よ 

狂言 「これ は 奇特なる 事 を 承り 候 もの かな。 この あたりに 左様の 老人 は 御座な く 候が。 典 玉の 神 かり 

に 田作の 翁の 體に 顯れ給 ひ。 神 祕樣々 御物 語り ありた ると 存じ 候 間。 暫く 御 逗留あって。 重ねて 奇 

特 を御覽 あれ かしと 存じ 候 

ヮキ 「餘り ありがたき 事に て 候閒。 今宵 はこ、 に旅寢 して。 重ねて 奇特 を 見う する にて 候 


御裳灌 
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【穴】 

〇 波枕— 水迻の 旅^。 


【七】 


O 君が代 は盡き じと ぞ es ふ 

祌風ゃ 御 裳 濯 川の 澄まん 限 

り は— 後 拾遺 集 民 部 卿經借 

の耿。 

〇 百 王 I 御 歴代の 天皇。 

〇 和 光 I 和光问 塵の 略。 

〇 八 玉垣の— 玉垣の は 内の 

枕詞。 「や」 は 接頭 ^か、 或は 

蛾 子 言葉が； g 人した もの か 

〇 月讀の 宮居— 內 宫七別 お 

の 1 。 月 讀雞と 荒 御 魂を祀 


狂言 「御 逗留に て 候 はば 重ねて 御 W 仰せ 候 へ 

ヮ キ 「賴 み. &し候 

狂言 「、い 得 申して 候 

と いひて 狂言 は 引く。 

【穴】 

上 28#寢 せ し 御 裳 滞 川の 波枕。 御 裳 濯 

川 の 波枕.、 月 も 曇 ら で 天 照 ら す 御影 をう けて 神 

In やま ふ  ゆ  つき  よ  ところ 

路山。 更け 行く 月の 夜と と：^ に。 所から にて あ 

りが たや。 所から にて ありがた や 

【七】 

出端の 嘥子 にて、 後 ジテ興 玉の 神、 面邯^ 男 • 透 冠 •£! 鉢 卷. 

黑垂， 襟 紺 赤 • 着附 厚板， 狩 衣 ..HI 大口 • 腰 帶 の裝朿 にて 嵇 

懸 一 の 松に 出で、 

よ  つ  おも  か & か ザ  &  6 すそ 

後ジテ 『君が代 は盡き じ と ぞ思ふ 神風 や。 御^ 潘 

川の 澄まん 限り は。 守るべし 守る ベ し。 百 王 守 

護の 神明と して。 和 光 あまね き 世々 の數。 なほ 

いく ひさ  おき だ **  しん  こと 

幾 久し すめらぎの。 興 玉の 神と はわが 事な， 

や た ** が うち i  &ゃ &  か a 

地 『八 玉垣の。 內 外の 宮居。 影 満ち て 

つき よみ  &ゃ ゐ て 

シ テ 『月 IS の 宮 り まさる 广と 舞な に 人 リー- 


5 り 


【穴】 

後 段 

臣下 「御 裳灌 川 の 川岸 に 旅寢 して ゐ ると、 

さすが 天 照大祌 の 御祌德 の然ら しめる と 

ころ、 この 神路 山の あたりに iii る 月 は 一 

際さ やかで， 夜の 更け 行く とともに、 月 

の 光が 愈-神々 しく、 場所柄 いかにも あ 

りが たい 感に打 たれる こと だ」 

-/J 戚潋 して、 恍 たる 欤 地に 人る o 

【七】 

後ジテ 興 紳、 膨 向の 想で 登場。 

神 『君が代 は盡 きじと ぞ思ふ 神風 や、 御 裳 

濯 川の 澄まん 限り は』 

(この 1^ 川の S み 渡って ゐる 以上 は、 わが 大 

君の 御代 は い つ まで も 雄き る こ vj がな からう VJS 

ふ) VJ いふ *3 の 和 IS を tf ひ、 

ST わが 大君 をよ くお 守りしょう。 自分 

は  >  御 歴代の 天皇 を 守護し 奉る 神と し て 、 

德光を 和らげて この 世に 乖 跡し- この 後 

とても 幾久しく 御代 ケの 天. M を 守護し 奉 

る與玉 の祌 である」 

といって 影， M せられる と， 內 お 外宮の 


〇 鏡の 宮— 月影の 鏡に 似て 

ゐる 意に かけて いふ。 宮は 

度 會郡朝 熊に ぁリ、 鏡を祀 

る。 倭 姬の鑄 奉った ものと 

いふ。 績拾遣 集 隆辨の 歌に 

「神代より 光 をと めて 朝 能 i 

の 鏡の 宫に すめる 月影」 

〇 朝 能 一 I 內宫の 東北に ある 

〇 潮干の 石— 朝 熊 9 名 石。 

神 都 志に 「鏡宫 ：… 山楚坤 

の 水涯なる 大 石の 上に 坐し 

まして、 潮に も 沈み 給 はず. 

浪 にも 流れ 铪はざ リ き と 

ぞ」 

〇 濟度— 衆生 を 救って 極樂 

のぽ3|4- に 渡す こと C 

〇 ち はや 振るな リ— 「ち は. 

や」 は 欏 と 書き 巫女の 着る 

白 布の 衣。 それ を 振って 舞 

ふ 意。 

〇 ゆだち の 袖 1 ゆだち は 衣 

の 左 袖 9 腋を 明けた 所。 櫸 

は 袖を鏠 はない から、 ゆだ 

ち の 袖と いひ、 これ を 湯 立 

(巫女が 熱湯に 竹 葉 を 浸し 

て 身に 維ぎ かける 式) に い 

ひかけ た。 

【八】 

〇 神風 や 伊勢の 濱荻 折りし 

きて 旅寢 やすらむ 荒き 濱迻 

に I 萬 葉集卷 四の 歌。 但し 

原 歌の 第三 句 祈 伏と ある。 

〇 涛き 渚の— 催 馬樂の 歌に 

「伊勢の 海の く、 涛き渚 

のし ほが ひに、 なの リ そや 


シテ 5- いさぎよき。 影 や 鏡の 宮所 

そらす  声、.. p  みさ 产ゝま 

地 『空 澄む 雲 も 朝 熊 や 

シテ 『潮干の 石と あら はれし も 

さい ど はう べん  か&  わす  ヮ 

地 『濟度 方便 の。 影な 忘れ そ。 影な 忘れ そ。 ち はや 

ぶ  そで 

振るな り ゆだち の 袖 

〔神 舞〕 

【八】 

か &かザ  いせ  は をぎ V 

シ テ ヮ 力 『神風 や。 伊勢 の 濱荻。 折りし き て 

た びね  あら  はまべ 

地 『旅寢 やすら む 荒き 濱邊 に 荒き 濱邊 に 

シテ 『淸き 渚の 玉の 數々 

と謠に 合せて 仕 科。 

ひかり あま て 

地 『光ぞ 天 照らす 

かふ  いは i  むかし 

シテ 『神の 磐 戶の昔 をう つす 

地 『k 葉の 神 歌 

ヮ  そで  ふ も すそ が は 

シーア 『ち はやの 袖 や 御 裳 濯 川の 

な ふ  しら に ぎ て 

地 『波の 白和幣 


御 裳 濯 


御 神殿が 光り輝き、 殊に 月 讀の宮 は 一 

段と 照り まさるの である。 

神 「鏡の 宮の御 鏡が、 實 に淸ら かに 瑋 いて 

ゐる こと だ。 この 神が 空 も 澄み渡る 朝 熊 

の 地に、 潮干の 石と して 御 出現な され、 

衆生 濟 度の 方便 を 示された、 その 神德を 

忘れて はならない ぞ。 …； お.^、 巫女た 

ちがち はやの 袖を飜 して 舞 を 舞 ふわ j 

•/.- 興に 乘 じて、 

〔神 舞〕 (を 舞 ひ) 

【八】 

紳 『神風 や 伊勢の 濱荻 折りし きて、 旅寢ゃ 

すらむ 荒き 濱邊 に』 

(荒々 しい 波のう ち 寄せる 伊努 ひ、 SS 荻 *- 折って 奪 

V」 し、 寒い 辛い 旅寢 をす る こ.、. - であらう) •、.- いふ 

意の 古歌 を謠 ひ、 

神 「清らかな 水際に は、 美しい 玉が 澤山こ 

ろが つて 居り、 空に はまた 玉の やうな， 淸 

ら かな 光が 照り 輝いて ゐる。 さう した 所 

，て、 神代 の 天 岩 戶隱れ の 時 の 樣を眞 似 て 、 

榊 葉の 神樂 歌を謠 ひ、 ち はやの 袖 を飜し 

て、 面白い 舞 を 舞って ゐ ると、 御 裳 濯 川 

の 波が 白 和幣の やうに、 静かな 水 は靑和 

幣の やうに 見られる」 


二 九 七 


摘まむ、 n; や 拾 はむ、 玉 や 

ュ +1 む J 

〇 神の^ 戶の昔 一天 照 メぉ 

の 天 岩戶 隠れの 時、 天鈿女 

命が 竹の 葉 を 持って 舞った 

故事 を 指す。 

〇 榊 葉— 神樂缺 の仰ぉ。 

〇 白 和 和幣 はに ぎた へ 

の 約で、 和 妙で 作った «。 

その 穀の. K から 作った もの 

を. n 和 幣、 麻で 作った もの 

を^ 和 |？ と い パ 


シテ 『水の 靑和幣 

地 『とりどり さまざまの 祌迤 び。 鏡の 宮居 4^ 

の * 嚷に。 I： より ぎんて。 白波の。 沖より 見えて。 

白波の。 S おち^り 一 一 見の m 松の。 千代の 忍 あ 

る。 神と 君 こ そ 久し けれ 

と 舞 ひ 納めて 常咴 にて 留 拍子 を 踏む 


と- かう して 鏡の 宮 で 色々 神 遊び をし 

て 居られる うちに、 湖 熊の あたり は、 

潮 の さ し 時と な つ て 、 沖の 方から- H 波 

がう ち 寄せて 来て は、 また 沖の 方へ 歸 

つて 行く。 そして ニ兑の 浦の ま 松が ザ 

代の 綠 をた 、 へ てゐる やうに、 祌 とお 

とが 幾久しく 御 惠みを 乖れ給 ふので あ 

る C 


〔考 異〕 

古謠本 (貞享 三年 本)  、、  お 1 や，^  ノ， n„ro お TT^S^O 内外 淸ゅ ：：： 

nJHM^4^  ノ v つし 比す ソ併勢 大裤宫 に參脂 巾し (良 參) 內 外の …； 殊に は广 も^し fi 

r  一， I ヮキ 「抑 もこれ は …… さても (虫 ナシ) わ i- 广. 多ラ ォ尸 ラ-  I   „  > -- ノン 

： し , ンきん こ！^^ JTT::y37s-3^sss て候ぞ (貞 ナシリ" キ 「これなる バ I を  7 

r= コヮキ 「いかに これなる (貞 ナシ) 老ゾに a-r 一き  ^  .  t »  V  >  >  、、、、、、、、、、ひ、， ノ  ：「 ゾき ： L  .H.S- リ^ 

田— as^? シ 1 濯 川と て 神 水な I、 に、 てぎ に ..  ... IAI6^?s^fiu^E^ 

Kff  ヮキ 「さて ：… i§!  -！ もこの 川" お 

f^^i ：… 國々 を，^ f し (I おい)".、… シテ 「か I す！ ん 養，"： の 

i ビー 一力 S ナシ) 萬 歳の 間 この 山 を I" したる か— 8奉者 有) 御 迫し るべ ；… この、 (：？ ナシ) 川 h  h( l,、，!i  -, 

や：—  -  天長地久 ：：： 御雷リ ($ ぎぬ ：… ヮ キヨれ を (s々.) ほけば .：•： 

... ッレ 「また この 川 は …： 祌路 川と は |(贞 も) 屮 すなれ …… 【四】 シテサ 


き—^: 貞ナ シ) 田作の …… ッレ 「おの 時 (貞 則〕 尊ね ス り- 

て  さて  先に  聞え  つん (貞  ナシ〕  … … (貞 ところ〕 はとり わ 


「それ 人 は  正直 を もつ て 本 (貞 さき〕 とす  地 「正直 を 以て 本 (負 さき) とすべ し。 地クセ 「然る に. (貞ぉ ほん 神)  地-. 今人の 代 

に ：：： 祌^ (貞 勅) は 明らかに …… 【五】 地 「そ も 老人 は …… わきて 委しく 木綿 手 (貞 しら ゆ ふ) の 地 「1 聲鳴 くも …… 跡 も ぉ1^ 

!» にけ り 跡 白波に 入りに けり (貞 見えす 成に けリ。 く) 【六】 ヮキ上 歌 「旅寢 せし 御 裳 濯 川の ：：： 所から にて ありがた や (貞ナ シ) 

【七】 後ジテ 「君が代 は  なほ 幾 久し すめらぎの (貞す へら 世 まても まも リ のかみ) 興 玉の 祌とは  シテ 「月讀 の 宮居 照リ まさる (貞な 

、 

3 …… 


御 裳 濯  二 九 七 一一 一 


御 裳 濯 


九 七 四 


觀 (寶 春剛 喜) 


解 說 

【能 柄】 四 番目 複式 夢幻 能 

〔人物〕 ヮキ 玄 賓 僧都、 前シテ 里 女 (三輪 神 靈)、 狂言 

所の 者、 後シテ 三輪 明 神 

〔所】 大和 國 三輪 

【時】 秋 (九 月) 

【作者】 能 本 作者 註文、 二百 十番 謠目錄 ともに 世 阿彌の 作と す。 親元 日 

記に 寬正六 年 三月 九日 演能、 言經卿 記に 文 祿四年 三月 二十 六日 註 釋 

の 事が 見えて ゐる。 

【梗概】 大和 國 三輪に 山 居して ゐた 玄賓僭 都の 許 へ 、每 日路閼 伽の 水 を 

持って来る 女が あって、 或 日 僧都に 衣 を 『重 戴きたい といった ので、 

これ を與 へて、 その 住家 を 尋ねる と、 一 一本の 杉の ほとりです といって 

消え失せる。 暫くす ると、 里人が 三輪の 神 杉に 僧都の 衣が か & つて ゐ 

たと 知らせに 來 たので、 僧都 は 不思議に 思って、 祌 杉の 許 へ 行く と > 

果して 杉の ァ 枝に 衣が か >| つて、 神 詠が 記されて ゐる。 やがて 三輪 明 


三  输 


二 九 七 五 


一一 一 输  ，  二 九 七 六  

神が 現れて 1 三輪の 神話 を 語り >  天の岩戸の 神 樂の樣 を 示す。 そのうちに 夜 も 白々 と 明ける と >  ^の 夢が さめた。 

【出典】 三輪の 神 婚說話 は、 夙く 古事記 崇神 天皇の 條に 出て ゐ るので あるが、 本^ は^: 接 これに 據ら ない. て、 伎 g 無名 抄 に- 

三輪 明 祌御歌 

戀 しく は 訪ひ來 ませ 千 早 振、 三輪の 山 本 杉 立てる 森 

- J れ 三輪 明 神住吉 の 明 神 へ 奉ら せ 給 へ る 歌と ぞ いひ 傳 へたる … … 

わが 宿の 松 はしる しもな かりけ り、 杉 むらなら ば 尋ね 來 なまし 

杉 を しるしに して 三輪の 山 を 尊ぬ とよむ、 皆 故 あるべ し。 昔 大和 阈に 男女 相 住みて 年来に なりに けれど、 蜜留 りて 互に 見る ことな かり 

ければ、 女の うらみて、 「年来の なか なれ ども 未だ その 體 見る ことなし」 と 恨みければ、 BRT 恨む る 所 まことに 理 なり、 但し わが 體を見 

て は 定めて ぉぢ おそれむ が 如何に」 と 言 ひければ、 「このな から ひの 年を數 ふれば 幾 そばく ぞ、 たと ひその 體見 |S しとい ふと も、 願 は 

くは體 見え 給へ」 と 言 ひければ、 「然 なり、 さらば われ その 御 櫛笥の 中に 居らむ、 開き 給へ」 と 言 ひて 歸 りぬ。 いつしか g けて 見れば、 

小き 蛇蟠 りて 兌 ゆ。 驚きて 蓋 を蔽 ひて 退きぬ。 その 男復來 りて、 -, われ を兑て 驚き 給へ り、 まことに 理 なり、 われ も 亦來ろ こと は^な 

きに あらず や」 と 言 ひ、 契りて 泣く/ \ 別れ 去りぬ。 女う とましながら 戀 しからむ こと を うれへ 思 ひて、 ^の卷 き 集めたり ける を 針 

につけて >  狩 衣の 尻に さしつ。 夜明け ぬれば、 その 苧を 知る べにて、 尋ね 行きて 見れば、 三輪の 明 神の 祠に 入れり。 その^の 殘 りの 三 

わけに 殘 りたり ければ、 三輪の 山 本と いふなり とぞ C 

と あるに 據 つたので なから うか。 ヮキ に玄賓 僧都 を 出した の は、 江談抄 第一 、 玄 賓俥師 大肘都 辭^^に、 

又 云、 去 ニ洛陽 1 赴-他 國 T 道 -ー 來合 女人、 脫レ衣 奉 之恃シ | 一 、 歌 云、  - 

三輪 川ノ渚 ノ淸キ 唐衣 ク ル ト思ナ H ット ォ乇 ハジ 

と ある 記事から 思 ひついた もので、 原書. て は 玄賓に 衣 を 贈った と あるの を、 これに は 女神が 請ふ樣 に 作った ので ある。 なほ、 三^ 明祌 

は、 古事記に も  >  大物 主神 を 三 諸 山に 意富 美 和 之 大祌と い つ き 祭 つたと あって、 男祌 であるが、 袖中抄 に 、前^ 伎 g 無名. 抄の 記^ を揭げ て 、 

今の 「訪 ひ來 ませ」 の 歌 を  >  三輪の 明 神 住 吉の明 神に 奉 給へ る 御 歌と. W. すめれば、 女神と 三輪 を も 巾すべき 鲅。 ；.！ 社の K 女 不審 なれば 

と 力く. E 'し 難し C 


と あつ て 、 當時 女神と い ふ 說も行 はれ て ゐ たので、 謠曲 作者 は 便宜上 この 女神 說 に從っ たので あらう。 

：槪 評】 神事 物で は あるが、 その 神が 女體 である 故に、 〔葛 城〕 〔龍 田〕 などと 同じく、 純 脇能と せす、 三 • 四 番目 物と して 取扱 ひ、 殊に クセ 

が戀 物語で ある 爲、 普通の 置物の やうに、 後 ジテが 「恥 かしながら わが 姿、 上人に まみえ 申すべし、 罪 を 助けてた び 給へ J といって ゐ るが、 

「罪科 は 人間に あり、 これ は 妙なる 神」 が、 「衆生 濟 度の 方便」 に、 戀 物語 を 示す ので あるから、 まさか 他の 鬉 物の やうに 墮獄の 苦しみ を受 

けさす わけに は 行かない。 〔葛 城〕 の 神 は 伎 行者 に 呪縛の 苦 を 受け たので あるから、 山伏の 囘 向に も相當 の 意義が 見出さ れ るが、 本 曲の やう 

な 場合に は、 ヮキ 僧の 佛カを 示す 餘 地がない。 それで、 この ヮキ. M 賓は 初めから、 「願 はく は 末世の 衆生の 願 ひ を 叶へ、 御 姿 を まみえ お 

はし ませ」 と、 「感涙に 墨の 袂を 濡ら」 して ゐ るので ある C さう すると、 後 ジテが 「罪 を 助けてた び 給へ」 といって ゐ るの も、 全く 無用の 

語と なって しま ふので あって、 また 實際、 この 後 ジテは 13 の 囘向を 受けないで  >  晴々 しく 神代の 神樂を 示す ので ある。 ヮキ 僧が 玄賓の 

やうな 高 |3 である. たけ、 一 層シテ とヮキ との 關 係が 妙な ものに なつ てゐ るので ある。 むしろ 〔龍 田〕 の やうに、 初めから 名所 古歌 を緣と 

して、 花やかに 劇 を 展開して 行った 方が、 餘程 自然で あり 得た と 思 ふので ある。 ヮキ との 關係 を氣に 惱ん- て、 理窟 をい ふと 1 この やう 

なつ まらない ものに なって しま ふが、 しかし、 さう した 理窟 を 離れて、 シテの 演奏 を 見れば、 戀 物語 を 語る 女性の 優し さと 1 神代の 樣 

を 示す 神 體の氣 品と を 兼ね 備 へて >  しんみりした ゆかしい 趣が 味 はれる ので ある。 


【I】 

〇ーー 一輪の 山— 大和 國 磯城 郡 

三輪 町の 東方に ある。 

〇玄贫 —河 內國の 人、 姓 は 

弓 削 氏、 弘仁 一一 一年 律師に 任 

じ、 同 九 年 寂。 古事 談に 「玄 

^^都 者、 南都 第 一 之磺 德、 

天下 無雙之 智者 也、 然 而遁 

世 之 志 深 >  不レ好 二 山 科 寺 之 

交一 只 三輪 川迻、 緩 結 二 草 

庵 I 隱居」 

〇 沙門 I 梵語 沙門 那 sra- 

mana の 略。 佾。 

三 I 


後見、 杉の 木の 作物 (庵に 引 廻 を かけ、 上に 杉 葉 を 立て、 注 

連 を 張 廻す. } を 大小 前に 出す。 

名乘 笛に て、 ヮキ 玄.！ S!: 僧都、 角帽 子 • 着附 無地 熨斗 H> 水 衣 • 

腰帶 ，扇* 數珠 の 装束に て 舞 事： の眞 中に 出で、 

わ しラ ふ わ  やま ^ゆ  す i ひ  ゆん ぴん 

ヮ キー こ れ は 和 州 三輪の 山陰に 住居す る。 玄賓と 

申す 沙 SZ にて 资。 さても この 程い づ く と もな く 

に よしやう  にん まい にち しきふみ か  みづ  ,、  ？ P  け 

女性 一 人。 毎 曰嵇閼 伽の 水 を 汲みて 来り 候。 今 

输 


舞 S は 大和 頭 三輪、 チ： a: 佾 都の 庵で、 

都 登場。 


キ 00 


玄憲 「私 は 大和 國 三輪 山の 麓に 住んで ゐる 

玄賓 とい ふ 僧です。 さて、 この頃 どこか 

ら ともなく、 一  人の 女が 谘を 摘み 閼 伽の 

水 を 汲ん. て、 私の 所へ 持って くるの. てす。 

不思議な 事 だから、 今日 も來 たなら ば、 

二 九 七 七 


〇 閲伽 I 梵語 Argha 水と 

譯す C 特に 佛に供 へる 水 を 


【二】 


〇 檢原— ni 輪 山の 北に 接す 

新拾遗 集^ 守國 夏の 歌に 

「かざし 折る 跡と も 見えぬ 

梢 かな 拚原 重なる 一 一一 輪の 茂 

山」 

〇| のなかな かに —世の中 

を 却つ て の 意の 「なかく 

に 一 に いひ かけた。 

〇|ー一 輪の 里— 今 3  一 |ー 輪 町。 

S き 年月 を 見る と いひ かけ 

た o 


【ミ】 

〇 山 頭に は 夜— 百聯抄 解の 

詩句に f 山 頭 夜 戴 二 孤 輪 

洞 口 朝 吐- 一 一 片雲 こ 


輪  

ふ  き K  い y  to  な  たづ 

日 も來り て 候 はば。 如何なる 者 ぞと名 を 尋ねば 

やと 思 ひ 候 

とい ひ て 撝.^ に 行き 下に Is る。 

【二】 

次第の 離 子に て、 シテ里 女、 面 深 井 *签*^帶. 襟淺黃 • 着附摺 

箔. 無色 廣綠着 流の 装束に て、 左手に 梂 の 小枝 を 持ちて 出で、 

S に 立ちて 大小 前の 方に 向き、 

シテ 次第 『三輪の 山 もと 道 もな し。 三輪の 山 もと 道 

もな し。 檜 原の 奥 を 尋ねん 

地 取 に 正面に 向き、 

シ テサシ 『げ にや 老少不定 とて。 世の なかなかに 身 

のこ  いく はる み，.，  おく 

は殘 り。 幾 春秋 を か 送り けん。 あ さ まし やなす 


事な く て 徒らに。 憂き 年月 を 三輪の 里に。 住居 

する 女に て 候。 c 右の 方に 向き： > 「また こ の 山陰に 玄ぉ 

そう づ  たつ ふ ひと  おん に  ほと  しきふ あ 

儈都 とて。 貴き 人の 御 入り 候 程に。 い つも 嵇閱 

y.  &づ  く  け ふ  *s 

伽の 水 を 汲みて 參らせ 候。 今日 もまた 參 らば や 

と 田 5 ひ 候 (と 正面に a して 二足 詰む) 

三】 

さん i- つ  よる こ h- ん  つき  いた ふ- ヮ こラ  したいつ 

ヮキ 『山 頭に は 夜 孤 輪の 月 を 戴き。 洞 口 に は 朝 一 
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どうい ふ 者 か、 名 を 尋ねて 見.^ うと 思 ひ 

ます」 

ミ兑物 人に 「し 紹介 をし、 庵の 中で S* して ゐる 

想。 

【二】 

シチ 三輪 明 神、 W 女の S をお ひ、 抹っ 

て 登 

女 「 三輪 山の 麓に は 道 もな いから、 道 を か 

へ て、 檜 原の 奥へ 行き ませう。 

ほんと に、 人の 命と いふ もの は 定めの な 

いもので、 老人が 先に 死ん， て、 若い者が 

後に 殘 ると は 限らない もの だから、 私の 

や 、丫な 者が 却って い つ まで も 後に 殘っ て 

生き 永ら へ 、 隨分 長い 年月 を 送り 迎 へ て 

來 たこ とです。 しかし、 たヾ in きて ゐ ると 

いふば かりで、 誠に あさましい、 何の 爲す 

事 もな く、 徒ら な 情ない 年月 を 過して > 

この 三輪の 里に 住んで ゐる 女な の. てす。 

ところで、 この 山の 麓に、 玄 賓勉 都と い 

つ て、 大變 貴い 薪 僭が お いで になる ので、 

いつも 榕を 摘み 閼 伽の 水 を 汲んで、 さし 

上げて ゐる こと-てす。 今日 もまた お 伺 ひ 

しょうと 思 ひます」 

•、J 自己 « 介 を して、 やがて 玄 _« の 許へ 來； ijgo 

【三】 

玄 S 「この あたり は >  詩の 句に 『夜 は 山の 


〇 山 田 守る そ ほ づ の 身— 镜 

古今 集に _: 備中國 湯 川 とい 

ふ 寺に て. - と詞 書した 玄賓 

僧 都の 歌 、一山 田 守る そほづ 

の 身 こそ あはれ なれ 秋 果て 

ぬれば 訪ふ人 もな し」 を 引 

いた C 「そ ほづ」 は 案山子で、 

僧都に いひ かけた。 

〇 山 影 門に 入つ て— 百聯抄 

解の 詩句に 一山 影入レ 門推不 

レ出、 月光 鋪レ地 掃 還 生」 

〇 鳥聲 とこした へ に I 詩句 

であらう が， 出 所 は 分らな 

い。 「 老生」 は穩 かで ない、 恐 

らく 借 字で あらう C 

〇柴 の 編戶— 柴で 編んだ 粗 

末な 戶。 建 保 二 年 歌合 藤 原 

有 家の 歌に 一人と はば 柴の 

編戶を おしあけて いっか 都 

の 秋 を 答 へ む - 

〇 尋ね 切 核— 尋ね 來るを 切 

に いひ かけた。 切 榕は榕 の 

切リ使 C 

〇 罪 I 摘みと いひ かけた。 

〇 軒の 松 凰う ちし ぐれ— 軒 

端の 松に 吹き 渡る 風の 音が 

時雨に 似て ゐ る。 

〇 かきし く —散リ 敷く 意。 

〇下@ —掛 樋に 對 して、 地 

中に 通した 樋 を いふ。 

〇 苔に 聞え て— 苔の 下に 聞 

えて。 或は 一 聞え て」 は 「聞 

えで」 の 誤りで、 苔の 爲に 

水 音 も 聞え な い での 意 か。 

1-1 


片の雲 を 吐く。 山 田 守る そほづ の 身 こそ 悲しけ 

れ。 秋 果て ぬれば。 謝 ふ 人 もな し 


テ、 ヮキに 向 ひ 


わん ft 1J 

シテ 「いかに こ の 庵室のう ち へ案內 申し 候 はん 

あん たい t う  きた  ひと 

ヮキ 「案內 申さん とはいつ も 来れる 人 か 

シテ 『山 影 門に 入って 推せ ども 出で ず 

& つ くわう ち  し  a ら  4* たしゃ-？' 

ヮキ 『月光 地に 鋪ぃ て 掃へ ども 又 生ず 

お 『鳥 聲 とこし な へ にして。 老生と 靜 かなる 山 

きょ 

居 

し K  み&ど  お  ひら 

地下？ 柴の編 戶を隹 し 開き C と シテ戶 を 開く 形 をし リ。 か 

く しも 尋ね 切嵇？ 眞 中に 出て 下に 居 《0。 罪 を 助けて 

t**  あき さむ  ど  うち 

た び 耠へハ とヮキ に 合き。 上 歌 『秋 寒き 窓 の 內。 秋 寒き 

窓の 內。 軒の 松風う ちし ぐれ。 木の葉 かきし く 

じは  ら1 も かど む 4/ ら と  した ひ  &づ おと  こけ 

庭の 面。 門は锋 ゃ閉ぢ つ らん。 下 樋の 水 音 も 苔 

に ひと 水 音 を 聞く 形 をし： >  。聞え て 靜 かなる こ の 山 住ぞ 

翰 


頂に 淋しい 月が 照り、 朝 は 岩穴から ちぎ 

れ 雲が 出て 行く』 とい はれて ゐ る 通りな 

所で —— 

『山 田 守る そ ほ づの身 こそ 悲し けれ、 秋 

果て ぬれば 訪ふ人 もな し』 

(山 田の 番をして ゐる案 山 子 の 身上 はほん w にあ 

はれな ものた。 秋の 珉 人れ が 終れ は、 もラ维 1 人 

訪ねて くれる 者がない、 佾 都の 身上 も その 案山子 

の や. うな ものた) 

と い ふ 境遇 だ 」 ( .、.-s=5 い ふ ) 

女 「もうし、 この 庵室の 方に ぉ賴み 申しま- 

す」 

玄？. 案内 を賴 むの は、 いつも 来る 人です 

力 J 

女 「お  >- この 月夜の 景色- 山の 影 は 門の 中 

に 人って、 いくら 推しても 出ようと もし 

ません」 

玄 W 「月の 光 は 地面 一ば いに 照り 映 つ て 、 

いくら 掃いても、 またす ぐ 月影が 出来る 

とい ふ 有樣 です」 

女 「鳥の 聲が絕 えず 聞え て， 老人の 心靜か 

に 住む のに 似合 はしい 山家 住 ひで J ざ い 

ます」 

玄 S. 全く その 通り-てす」 

やがて、 女 は 荣 て 編んだ 戶を 開けて 中 

に 入り、 

女 「かう して、 筏 を 切って はお 伺 ひ 致して 

ゐ るので ございます" どうか 私の 罪業 を 

お 救 ひ 下さ いませ」 (VJ.1HW に 合掌す) 

晚秋、 このう すら 寒い 僭 庵の 内 は、 軒 

の 松に 吹き 渡る 風の 音が 時雨 の やうに 

二 九 七 九 


【s】 


〇 わが ii は 三輪の 山 もと 戀 

しく は— 古今 集讀 人知らず 

の 歌。 下句 「とぶら ひ來ま 

せ 杉 立てる 門」 


I 輪  

寂しき 

【四】  一ん  . 

シテ 「いかに 上人に 申す ベ き 事 の 候。 秋 も 夜^ に 

おんころ も  ひと へ た 龜* 

なり 候 へ ば。 御衣 を 一 重 賜 はり 候 へ 

ヮキ、 地 ぼよ リ茶水 衣 を 受取 リ兩 手に 持ちて、 

ヮキ 「易き 間の 事 こ の 衣 を 參らせ 候べ し 

シ テ ヮ キの 前に 出で 下に 居て 水お を兩 手に て 受取 リ、 もとの 

座に 歸 りて、 

VJ ふら ふ  おん に う 

シテ 「あら ありがた や 候。 さらば 御 暇 中し 候 はん 

と 立ちて 仕手 柱 際 へ 行き か、 る。 

しはら  おん ,<  す  ひと 

ヮ .f 暫く。 さ て さ て 御身 はい づ くに 住む 人ぞ 

シ テ 常 座に 立 ま リ てヮキ に 向き、 

す2< か  ふわ  さと やま  ちか  .£ ころ 

シ テ 「わら は が 住家 は 三輪 の 里。 山 もと 近き 所な 

り。 その上 わが 庵 は。 三輪の 山 もと 戀 しく はと 

は 詠み たれ ども。 何し にわれ をば 訪ひ給 ふべき。 

なほ も 不審に 思しめ さば。 『訪 ひ來 ませ 

地 『杉 立てる 門 を しるしに て。^ ね 給 へ とい ひ扮 


二 九 八 〇  

聞え、 庭に は 木 紫が 散りし いて 居り、 

門 は：. 1 草に 閉ぢ こめられ、 地に 引いた 

涎の 水 が 苔の 中から il え， いかにも 

靜 かな 寂しい 有様-て ある。 

【四】 

里 女 は佾の 前に 坐して、 

.W お 上人 拔、 お 願 ひで ございます。 秋 も 

おけて 夜 恋に なりました から、 御衣 を 1 

枚 頂戴 致 したう ございます」 

玄 J»- それ はお 易い こと だ- この 衣 を あげ 

ませう」 

.t 衣 を鬼 女に 與 へ る。 S 女 はこれ を受 坂って、 

女 「おりが たう ございます。 それ では、 こ 

れ でお 暇 致します」 

•、J 立って ffi かける o 

1. 1 寸 お待ちなさい、 I ^あなた は ど 

こに 住んで ゐる 人な の * てす」 

里 女 は 立 « つ て、 

*T 私の 住家 は 三輪の 里の、 山の 麓に 近い 

所な ので ございます。 そして、 歌に も 

『わが 庵 は 三輪の 山 もと 戀 しく は、 とぶ 

らひ來 ませ 杉 立てる 門』 + 

と 詠まれて 居ります が、 どうして、 ぉ訪 

ね^ける やうな 所では ございません。 で 

も、 もし 御- jf 審に 思し 召すならば、 その 

杉の 立って ゐる門 を H じる しにして、 お 


【間】 


〇 赏社は 御社 もな く I 奧僙 

抄に 「此 II 一輪 明 祌は社 もな 

くて、 祭の 日 は 茅の 輪 を 三 

っ作リ て、 岩の 上に 置き そ 

れを 祭るな り」 

み もろ や 4* 

〇三 室 山— 三 諸 山の 訛。 

〇 溝杭姬 I 活玉 依姬。 

〇 する^-と— 滞りな く。 


てて。 かき 消す 如くに 失せに けり  尋ね 下さい ませ」 

と ；  >陰 て て . 肖え るが やう - - 」、-< く.； よ 

シテ 「尋ね 給へ とい ひ 捨てて 一と 右へ 廻リ 作物の 右側に 來て  1 せ スス 力" 力 

つてし まった。 

正面に 開き 作物に 中 入。  - 

後見、 シテの 持ちた る 水 衣 を 作物の 上に 掛く。 

【問】 狂言 所の 者、 着附段 熨斗目 • 長 上下 • 腰 帶 ，扇， 小刀の 裝束 にて 仕手 柱 先に 出で、 

狂言 「かやう に 候 者 は。 和 州 三輪の 里に 住居す る 者に て 候。 この間 は 宿願の 子細あって。 大明 神へ 七 

日の 日參 仕り 候。 今日 满參 にて 候閒。 急いで 參 らば やと 存 する。 誠に 我等 如きの 者の 口にて。 神道 

の 事 を 申す は 如何 なれ ども。 當社 三輪の 明 神と 申す は。 伊羿諾 伊^ 冊の 尊。 天の 岩 倉の 苔 筵に て 男 

女の 語ら ひ をな し 給 ひ。 一女 三男と 申して 四 人の 御子 を 儲け 給 ふ。 一女 天照大神 は女體 にて まし ま 

す。 叉 三男 は 月 神 蛭 子 素轰嗚 尊と 申して 御座 候が。 この 所へ 御 心 を 留められ。 御 魂 を 留め 給 ふ。 卽 

ち 三輪 大明 神の 御 事と やらん 申し 候。 又 大物 主の 御 神と も 申して。 天照大神と 御 同一 體 とも 承り 候。 

さる 閒餘の 御 神 は 御社 拜 殿な ども 結構に 御座 候が。 當社は 御社 もな く。 杉 を 御 神木と も 御神體 とも 

崇め 申し 候。 叉 當國三 室 山に 溝 杭姬と 申して 御座 候が。 これへ 御 通 ひなされ。 當 社の 若宫に 事 代 主 

の 御 神と 申して 御座 候 ひし を。 信 濃の 國諫訪 明 神に 祝 ひたる と. S. す。 ■ 誠に かほ ど ありがたき 御 神 を 

信仰 申さぬ は。 愚かなる 事に て 候。 (脇 正面に 向き) いや 獨言を 申す. 2： に 神前に 參り 着いて 候。 (作物 

に 向き 片膝 をつ き〕 やがて 神拜 申さう。 あら ありがた や。 七日の 日參 する くと 成就 致し。 満足 申し 

て 候。 やがて 下向 申さば やと 存 する。 (立ち かけて 水 衣 を 見て〕 あら 不思議 や。 御 神木の 一 の 枝に 御衣の 

か、 つて 候。 これ は 正しく この 山陰に 御座 候 玄賓佾 都の 御衣 かと 存じ 候 間。 これより 僭 都へ 參り。 

御衣の 様體 尋ねば やと 存 する。 (仕手 柱 先にて ヮキに 向 ひ 下に 居て) いかに 僧都の 御 入り 候 か。 この間 は 

怠り 申して 候 


論 
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ヮ キ 「何とて 窓ら，^ て候ぞ  . 

狂言 「尤も 毎日 參り 申した く 候へ ども。 この 稈は大 明 神へ^ 願の 子細 候 ひて。 日參 仕り 候が。 今日 滿 

參 にて 神前に 於て 結願 仕りて 候。 さて 唯今 參る事 餘の絛 にあら す。 御 神木の 一の 枝に 御衣の か、 つ 

て 候が。 僧都の 御衣 かと 存じ 候。 何とて かけ 置き 給ふぞ 不審に 存じ 候 

ヮキ 「II： と御祌 木の 一 の 枝に。 愚佾が 衣に 似た るが 掛り たると 仰せ 候 か 

狂言 「なかく の 事 

ヮキ 「それにつ き 思 ひ 合 はする 事の 候。 この 程 いづく ともなく 女性 一人 C 钸 m 嵇^ 伽- S 水 を 持ちて 來 

り 候。 刖ち 今日 も 來られ 。愚 佾に衣 を 所望 申され 候 程に 參ら せて 候。 その後 栖を 尋ねて 候へば。 杉 

立てる 門 をし るべ にて 尋ね 來れ とい ひも あへ す。 かき 消す やうに 姿 を 見失うて 候よ 

狂言 「これ は 奇特なる 事 を 仰せ 候 もの かな。 さて は 疑 ひもな き 三輪 大明祌 にて 御座 あらう するとな じ 

候。 それ を 如何にと. & すに。 神に も 五衰三 熱の 御 苦しみの 御座 あると 申し 候 間。 左様の 御 苦 患 免れ 

難く 思し召し。^ 日桉閼 伽の 水 を 持ちて 御出で あり。 末世の 荥生濟 度の ため。 御衣 を 御所 望 あ，^ た 

ると 存じ 候。 かやう に 申せ ども 我等 如きの. S- す こと。 眞 しからす と 思し 召さば。 唯今 にても 神前へ 

御出であって。 御衣の 様體 を御覽 あれ かしと 存じ 候 

ヮキ 「近頃 不思議なる 事に て 候 程に。 立ち 越え 衣の 様體を 見う する にて 候  . 

狂言 「さあら ば 我等 も 御 跡より 參ら うす る に て奐 

ヮキ 「ケ々 も^; より で ^ へ 

狂 1 百 「心得 申して 候 

と いひて 狂言 は 引く" 


【五】 


キ 立ちて 


〇 松 はしる しもな かりけ リ 

—今昔 物語 卷ニ 十四 大江匡 

銜妻 赤染讀 和歌^の 歌 「わ 

が 宿の 松 はしる しもな かり 

けリ杉 むらなら ば 尋ね 來て 

まし」 (玄々 集に も！ a ゆ〕 を 

p.- レた 

〇 祌垣は いづくなる らん— 

昔 I 一一 輸明祌 に は 社殿が なか 

つたから、 かう いった。 間 

語參 照。 


〇= 一 つの 輪は^く^ き ぞ唐 

衣く ると 田" ふな 取る と E- いは 

じ I 解 說に揭 げた 江 談抄の 

歌 を 少し か へ て 引いた。 一ー1 

つ の 輸は身 口 意の =1 粱 によ 

る 衆生の 惑 ひ を 摧くー 一一  輪 を 

いふ。 唐衣 は吳の 音に 通 は 

せた 「くる」 (與 へる 意) の 序 

拾 葉抄に 「此歌 を 三 輸沾淨 

の偈 とも 又は II 一輪 空 寂の 布 

施と も 云 ふなり。 三 輪 空 寂 

と は 施 者 ，受 者 • 施物此 の 三 

を 一一 一輪と 云 ふ。 空 寂と は 施 

す 人 も受 くる 人 も とも、 .3 

に 思 はず、 無心なる 虚を空 

寂と 云 ふな リ。 此心 をく る 

と 思 ふな、 えつと S はじと 

の祌 詠な リ J 

【穴】 

〇 千 早ぶ る— 神の 枕詞。 


ヮキ上 歌 c; 待. き 『こ の 草庵 を 立ち 出で て。 こ の 草庵 を 

立 ち 出で て 。 行け ば 程な く 三^の 里？ 作物へ 向き r 

近き あたり か 山陰の a 一一 一一 足 出で y 松 はしる しもな 

かりけ り？ 正面に ニー 一 一 足 出で ：}。 杉む ら ばかり 立つな 

る 神 垣 は いづくな るら ん 神 垣 は. いづくな るら 

ん (と 作物 へ ニー ー1 足 出で) 

ふ し ぎ  すぎ  ふ {.I  t)i  A 

ヮ キ 『不思議 やなこれ なる 杉の 二 本 を 見れば。 あ 

りつる 女人に 與へ つる 衣の かかりた る そや。 

「寄りて 見れば _ 衣 のつ まに 金色の 文字す われり 

("二足 詰め)。 讀 みて 見れば 歌な り。 『三つの 輪は淸 

きょ  からころも  b  と  .5  ； も 

く 淫きぞ 唐衣。 くると 思 ふな。 取る と 田、 3 はじ 

と いひて 脇 座に！ R リて 立つ。 

【穴】 

後ジ テ 三輪 明祌、 面 |ム爷鍪帶* 風 折 烏帽子 • 着 附摺箔 • 紫 長 

絹 .緋 大口 • 腰 帶. 扇の 装束に て、 引 廻 を かけた る 作物の 內に 

床几に か&り 居て、 

ち わ や  か & ねが  s ま  ひと ち ぐう 

後ジ テ 『千 早ぶ る。 神 も 願 ひ の ある 故に。 人の 値遇 

輪 


ST この 草庵 を 出て 行く と、 問 もな く 三 

輪の 麓に 来たの だが、 三輪 明 神 はこの 近 

くな ので あらう か。 この 山陰に は 目 じる 

しの 松 はなく、 た^ 杉林が あるば かりだ 

が、 一 13 お 社 は どの 邊 なのか 知らん。— 


お.^、 これ は 不思議 だ， この 二 本の 杉 を 

見る と、 先程 女に 與 へた 衣が か  >- つて ゐ 

るぞ。 …… 傍へ 寄って 見ろ と、 金色の 文 

字が 書いて ある。 讀んで 見る ヒ>  1 首の 

歌た  

『三つの 輪 は淸く 淨きぞ 唐衣、 くると 思 

ふな 取る と 思 はじ』 

(この 衣 は 三 粱の惑 ひ を ls< 三輪の やうな、 淸 浮な 

從 つて 空 寂な ものである o たから これ を 人に 與へ 

た つて はいけ ない、 s 分 も つた s は 思 ふま 

い) ./.- いって、 神 杉の 前に 立って ゐ -0O 


後ジテ 三輪 明 神、 神 杉の 中に ゐて、 


E 神 「神に もや はり 罪 菜 を 救 はれたい と， 
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〇 衆生 濟度— 佛が 衆生 を 苦 

惱の 世界から 救って 械樂の 

^岸に 渡す こと。 これ を兩 

部 神道の 說 によって、 神の 

道に もい ひ K はした ので あ 

る o 

〇 女 姿と 三輪の— 女 姿と 見 

ゆ を 三輸に いひ かけた。 

〇 襌 —巫女の 着る 服。 白 布 

で 身 二 幅 袖 一幅に 作り、 山 

藍で 水草 蝶 鳥の 模様 を摺リ 

つけ、 袖を鏠 はずに 紙 捻で 

括る。 

〇 掛帶 I 裳 S 腰に つけた 廣 

紐で 肩に かけて 結ぶ。 

◦ 祝 子— 祌に齋 きまつる 

〇 裳裾— 裳 は 腰より 下に 着 

ける 衣。 裳裾と いふ も 裳の 


輪 

お)  ラれ 

に。 逢ふぞ 嬉しき 

ヮ キ 『不思議 やな これなる 杉の 木蔭 よ り。 妙な る 

御聲の 聞え させ 給 ふそ や。 願 はく は 末世の 衆生 

の 願 ひ を かな へ。 御 姿 を まみえ おはし ませと。 

ねんぐわん ふ \  ^ん る- o  す， 5 ころも a 

念願 深き 感淚 に。 墨の 衣 を SI らすぞ や 

シテ 『恥 かしながら わが. 姿。 上人に まみえ 申す ベ 

し。 罪 を 助けてた び 給へ 

ヮキ 『いや 罪科 は 人間に あり。 こ れ は 妙なる 神道 

の 

しゅ じ やう さい ど  に * う べん 

シ テ 『衆生 濟度 の 方便なる を 

ヮキ 『暫し 迷 ひの 

ひとごころ 

シテ 『乂、 レ^ u 

* でんな すが； i  ふ p  か A  ちわ ャ？ おび 

地上 欲 『女 姿と 三輪の 神。 女 姿と 三輪の 神。 襌掛帶 

引き かへ て。 ただ 祝 子が 潰すな る。 烏帽子 狩 衣。 

裳& の 上 に 掛け。 御影 あらた に 見え 給 ふ か た じ 


二  、人 F 

ふ 願 ひが あるから、 かう して 入に^ ふの 

を 嬉しく 思 ひます ぞ」 

玄 これ は 不思議 だ、 この 杉の 木践か ら 

锾妙 な祌の 御藤が 11 える。 どうか 祌^、 

我 々 末世の 衆生の 願 ひ を もお 聞き 人 れ下 

さいまして、 お 姿を拜 ませて 下さい ませ。 

…； かう して if  くお 願 ひ 申し あげる と > 

感激 の 淚が 溢れ出 て 、この 僭 衣 を 濡らす 

ので ございます」 

e 神 「では >  お 恥 かしながら 私の^ を 上人 

にお 見せし ませう。 どうぞ 私の 罪 菜 をお 

救 ひ 下さい ませ」 

玄 g, いえ、 罪業 は 人間に ある もので、 あ 

な た はお 妙な 神樣な の. てす から ：… 」 

明 神 「いや、 祌も 衆生 を 救って 極樂へ 渡す 

方便の 爲には …… 」 

ナ， Is, 暫く 迷 ひの 深い 人間の 心 を もお 持ち 

になる ので ございま すか」 

三輪 明 神 姿 を 現す。 

玄 《s, お、、 三輪の 明 神が 女 姿 を してお 現 

れ になり、 しかも、 權を もお 召しに なら 

ず、 掛帶を もお つけに ならずに、 た^ 普 

通の 巫女が 着る やうに、 裟の上 に 狩 衣 を 

0 . 烏 精子 を 被 つて、 あらた かな 御 姿 を 


【七】 

〇 末代 1 佛 法の 衰 へた 末の 

世。 


〇 敷 島 I 和歌。 「三つの 輸 

は」 の 歌 を 指す。 

〇 神 力ます I 祌の烕 光 を^ 

〇 五 濁— ffi に 流れる 五の 忌 

はし い 事、 劫、 見、 煩惱、 

衆生、 命。 五濁惡 世、 人界 

を： V  J 

0 塵に 交 はり— 和 光 同 塵。 

祌佛が 德光を 和らげて 人間 

界に 降る こと G 

〇 足 引の— 山の 枕詞。 心 は 

惡 しと いひ かけた。 

〇 八千代 を こめし 玉袼— 年 

久し いもの の喩。 拾 玉 集に 

「君が代 は 春に 卷 ある 時な 

がら 八千代 こめた る 玉榕か 

な」 

〇 烏羽玉の— 夜の 枕詞。 晝 

をば 何とて 薆く思 ふとい ひ 

かけた e 


けなの 御 事 や 

シ テ 「ただ 祝 子が 着すな る」 と 作物の 後よ リ 出で 常 座に 行き、 

ヮ キ 下に 居て シ テ に 合掌。 次の タリに シ テ眞中 に 行きて 立 

つ。 後見 作物の 引 廻 を 下す。 

【七】 

X よ  むだし ものがたり i つ だい しゅ じ やう 

地ク "『それ 神代の 昔 物語 は 末代の 衆生 の ため。 

濟度 方便の こ とわ ざ。 品々 以て 世の ためなり 

なか  しき し ひ と う ゃ**  しん o  & 

シ テサシ 『中に もこ の 敷 島 は 。人 敬つ て 神 力ます 

地 『五 濁の 塞に 交 はり。 暫し心 は 足 引の 大和の 國 

ふし ひさ  ふう ふ  もの  や ち よ  た** つ i$ き 

に 年 久しき 夫婦の 者 あり。 八千代 を こめし 玉 横。 

變らぬ 色を賴 みける に 

シテ 次の 謠に 合せて 舞 ふ e  (舞 クセ) 

地クセ 『され ども こ の 人。 夜 は來れ ども 晝貝 えず。 

ある よ  むつ ごと  おん ふ  S ゑ  i 丄 

或 夜の 睦言に。 御身い かなる 故により かく 年 

月 を 送る 身の。 晝 をば 何と 烏羽玉の 夜なら で 通 

ひ 総 はぬ はい と 不審 多き 事な り。 唯 同じく はと 

こしな へ に。 契り を こ むべ しと ありし かば) か 


お示しに なると は、 實 に勿體 ない ありが 

た い ことで ございます」 

【七】 

三輪 明紳は 玄萏の 前に 出て、 

明 神つ 一 體、 神代の 昔 物語 は、 佛 法の 衰へ 

た 末世の 衆生の 爲に、 その 苦惱を 救って 

^楽へ 渡す 方便と して 示された もの-て. 

その 昔 物語に は 色々 數 多く あるが、 いづ 

れも 世の 爲に 示された もの に 外なら な い 

のです。 その 中. て も、 殊に 和歌 は 尊い も 

ので、 人が これ を 敬へば、 憨.、 神の 威光 

が壻 して 行く のです" 

さて、 祌は 衆生 を 救ふ爲 に、 この 濁った 

人間界に 降り、 從 つて 一 時 は 神の 心 も 人 

間の やうになる のであります が、 その 一 

例に、 大和 國に 永年 住み 馴れて ゐた 夫婦 

の 者が ありました 。そして、 いついつ ま 

でも 互に 變ら ないやう にと 契って ゐ たの 

でした。 

ところが、 その 夫 は 夜は來 るが 黉來 たこ 

とがな い ので、 或夜睦 じく 語り合った 話 

の 序に、 『この やうに 永い 年月 1 所に なつ 

てゐ るのに、 あなた は 何故 畫を いやがつ 

て、 夜し か お出でにならな いのです。 ほ 

二 九 八 五 


 ミ I 

〇 羽^ 師の— 姿 は 恥 かし を 

山城 國乙訓 郡の 名所 羽朿師 

の 森に、 森 を漏リ てに いひ 

かけた e 


〇 苧^— ^を卷 いて 输 にし 

たもの o 


〇 靑 柳の— 絲の 序詞。 絲に 

甚だの 意 のつ いと」 を 合 ま せ 

た o 

〇 早 玉の— 煎 野 新宮の 祭神 

早 玉 男祌を いひ かけた。 

〇 さ さ が に— 蜘珠。 

〇 絲くリ 返し 行 く— 絲 をた 

r つ て 行く 事 を 蜘蛛の 瓜 を 

かける 樣 に比べ ていった。 

〇 三 わげ—！ II 卷き。 

〇 しるしの 過ぎ し— し る し 

の 杉 を 過ぎし に いひ かけた 


【八】 

〇 御 相好 I 御^。 


輪 •  I  

の 人 答へ い ふやう。 げ にも 姿 は 羽束師 の。 もり 

て餘 所に や 知られな ん。 今より 後は迎 ふま じ： 

契り も 今宵ば かり な り と。 懇に 語れば。 さすが 

f  P  力な  .3 へ  i ころし  を だ 4* き 

別れの 悲し さに。 歸る所 を 知らん と て。 苧 環に 

針 をつ け。 裳裾に これ をと ぢ つけて 跡 を ひか へ 

て 慕 ひ 行く 

シテ 『まだ 靑 柳の 絲 長く 

地 『結ぶ や 早 玉の。 おのが 力に ささ が に の" 絲く 

り 返し 行く 程に。 この 山 もと の 神 垣 や。 杉の 下 

枝に 止まり たり。 こ は そ も あさまし や。 契りし 

人の 姿 かその 絲の三 わげ 殘 りしより。 三輪の し 

るし の 過ぎし 世 を 語る につけて 恥 かしゃ 

と 舞 ひ 上げて 常 座に 立つ。 

【八】 

地。 ンギ 『げに ありがたき 御 相好 。^くにつ けても 

法の 道な ほし も 賴む心 かな 


二., j  I*  J、 

二. T-  /  ,|\ 

ん とに 不審に 思 はれて なりません。 成る 

ベくならば、 賓も夜 もずつ と、 變 りなく 

いつまで もこ.^ にゐて 下さい』 と 申し ま 

すと >  その 夫が、 『いかにも この^が 恥 か 

しくて、 笼來た な らば 、自然 外 の 人に も 知 

られ よう。 一 籽の こと 今 B 以後 は 夜 も 通 

つ て 来まい、 あなたとの 緣も 今夜 g り だ』 

と" しみじみ 申しました ので、 女 もさす 

が 別れ を 悲しんで、 夫の 歸る所 を 知りた 

いと 思って、 苧 環の 絲の 先に 針 をつ け、 

それ を 夫の 《§ にと ぢ つけて、 絲を目 あ 

てに して、 その 跡 を 慕って 行った のです。 

初めのう ち は、 絲が隨 分 長かった のです 

が， 次第にた ぐって 行く うちに、 絲の先 

が この 山の 麓の 神 杉の 下 枝のと ころで 止 

まった のです。 これ はま あ 何とい ふ 驚い 

たこと であらう。 S 分の^り を 結んだ 人 

は 一 一 れ であ つたの かと 解いた の です。 さ 

て >  その 時苧 環の 絲が 『三 わげ』 殘 つて ゐ 

たので. こ X を 三輪と いひ、 三輪の しる 

しの 杉と いふ やうに なった のです。 かう 

し た 昔話 を. &す につけて、^ の^が 思 ひ 

出されて お 恥 かしう ございます」 

【八】 

ま gl あ  > -赏 にあり がた. いお 姿、. かう した 

お 話 を 伺 ふに つけて、 愈.、 祌佛が 信仰せ 

られ るので ございます」 


〇 岩戶の その 始め 1 天照大 

神が 天 岩戸に ぉ隱れ 遊ばし 

た 事 をい ふ。 


【九】 

〇 ちはやぶる —襟の 袖 を 振 

つ て 舞 ふ 意 を祌の 枕詞 千 早 

振に いひ かけ、 句 を 隔てて 

「祌は 跡な く  - へ績 けた。 


シテ 『とても 神代の 物語 委し く い ざ や 現し かの 

しゃう にん  たぐ さ 

上人 を 慰めん 

地 『ま づ は岩戶 の その 始め。 隱れ し 祌を出 ださん 

や ほ よろ づ  かふ あ かぐら 

とて。 八 百 萬の 神 遊び。 これ ぞ神樂 の、 はじめな 

る 

とシテ くつ ろぎ て 扇 を さし 幣を 持ちて 出で、 

【九】 

シーア 『ちはやぶる 

■ 

引績き 次の 謠に 合せて 舞 ふ。 

あま  いはと  ひ  た 

シ テ ヮ 力 『天 の 岩戶 を。 引き立 て て 

地 『神 は 跡な く 入り 給 へ ば。 常闇の 世と。 はやな 

りぬ 

P ほ よろ づ  か&  いは i  ** へ  なげ 

シテ 『八 百 萬の 神た ち。 岩戸の 前にて これ を 歎き。 

神樂を 奏して 舞 ひ 給へば 

地 『天照大神 そ の 時に 岩戶 を。 少し 開き 給 へ ば。 


明紳 「では、 一層の こと  >  神代の 物語 を委 

しく 示して、 上人 をお 慰めし ませう。 —— 

まづ 、 天照大神が 天 の 岩戸 に ぉ隱れ 遊ば 

した 時、 大祌を 岩屋から お出し 申さう と 

して、 多くの 神 達が 舞樂 をな された、 こ 

れが 神樂の 起原です」 


【九】 


〔神 灤〕 

に その 樣を 示し、 

明 神 「天照大神が 天 の 岩戸 を 締め て、 中へ 

お入りに なって しまったので、 この 世 は 

忽ちに して 晝も夜 もない、 常閤の 世界と 

なって しま ひました。 —— 


多くの 神々 は、 これ を 歎いて、 岩 戶の前 

で 祌樂を 奏して お 舞 ひになる と、 天照大 

神が そ の 時岩戶 を 少し 開け て 御覽 になつ 

たので、 こ、 に 又、 常闇の 雲が 晴れて ， 

月日が 光り輝いて、 人々 の 顔が .01 々と 見 
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〇 常闈 I. 晝 夜の 差別な く 闇 

いこと C 

〇 面白 やと— 古 語 拾 造に 

「赏 二此之 t-T 上灭 初喑、 衆 

俱相 ET 面 皆 明白、 伸レ手 

歌舞、 相與稱 曰、 阿波 禮> 

阿 那於茂 志 K, 、阿那 多能 志、 

阿那 佐.^ §.3、 跃 56  j 

〇^ 勢と 三輪の 祌 一 體 分身 

—一 II 輪明祌 を女體 とした 所 

から、 女神の 天照大神と 同 

一 體と いったの であらう。 

〇 何と ^座 や —何 と 一 百 は ん 

とい ひかけ た。 磐 座 は 神の 

おはす 所を稱 へ て いふ 語。 

〇 關の戶 の —H< の 岩 戶を關 

の戶 に喩 へ、 戶の 開く と 夜 

の 明 くと を 兼ねて 次 句に つ 

づけた。 


輪 

又 常闇 の 雲 晴れ て： 日月 光り 輝けば。 んの 面白 

じろ  み 

白と 昆 ゆ る 

シーア 『面白 やと 神の 御聲の 

たへ  はじ  ものがたり 

地 『妙なる 始めの。 物語 

地 C キリ) 『思 へ ば 伊勢と 三輪の 神。 思 へ ば 伊勢と 三 

輪の 神。 ー體尔 身の 御 事 今更 何と 磐 座 や。 その 

關の戶 の 夜 も 明け。 かく ありがたき 夢の 吿。 さ 

むる ゃ名殘 なる らん さむる ゃ名殘 なる らん 

と 常 iii に て留 拍子 を 踏む." 


二 九 八 八  I   

えました e それで、 祌々 は 喜んで 『おも 

白』 と 仰し やった" I これが ありがた 

い 神代の 始めの 物語です」 


す： s「 いかにも 考へ て 見れば、 伊勢 天 照大 

神と この 三^ 明祌と は、 御 一 體 のお 分れ 

になった もので、 今更 事新しく 申す まで 

もない ことであった。 …… ぉ& もはや、 

あの 天の岩戸の 開いた 時の やうに 夜が 明 

けて 來て、 この やうな ありがたい 夢のお 

吿 もさめ てし まふ かと 思へば、 おに 名殘 

惜し. いこと だ」 

.、」 玄 S 佾 都の 成 激して ゐる うちに 夜 は 明け、 三輪 

明 神ば 萝 から 涖ぇる 想 で 000 


〔考 .. 異〕 

諸 流 (五 流) 

【五】 ヮキ上 歌 「こ の 箪庵を 立ち 出で て…：. fe は M るし もなかり けり (齊剛 喜 常 盤の 色ぞ かし)  . 

古謠本 (光悅 本) 

【 1 】 ヮキ 「これ は 和 州 .：：， さても この 程 い， 『く ともなく  4 ^性，  一 ^ 糾 (光 ナ シ) .：：. 水 を 汲み て來リ (光る 者の) 候. 


【四； 1 リキ r 易き 


間 (光 程) の亊こ の 衣 を 参らせ 候べ 


あら ぁリ がた や 候 さらば 御 暇 し 候 はん-」 リ キー ^く (光ナ シ) さ C さて 


#  # 觀 (寶春 


喜) 


"it  一 兌 

角  一 崈 


四 番目 二 段 劇 能 

前シテ 千滿の 母、 狂 言 夢 卜者、 子方 千滿、 

ヮキ 三 井寺 住僧、 ヮ キッレ 问從 |3(ー 一人)、 

狂言 能力、 後シテ 千 滿の母 (狂女) 

第 一 段 京都 淸水寺 

第二 段 近 江國三 井寺 

八 月 

能 本 作者 註文、 一 一 百 十番 謠目錄 ともに 世阿彌 の 作と す。 世 

子 六十 以後 申樂談 儀に 「人の 鐘の 能せ しに、 南む きなるに 鐘 を 右の 方 

に 置く。 左 鐘撞き しなり。 幾度 も 左に おきて、 右に 鐘 を つくべし」 

と あるの は、 本 曲に ついていつ たもの か。 金春禪 竹の 歌舞 髓腦 記に 

本 曲の 事 を 記して ゐる。 亂 河原 勸 進猿樂 記に 寬正五 年 四 月 四日、 粟 

田 ロ猿樂 記に 永 正 一 一年 四月 十四日 演能 のこと >  言經卿 記に 文 祿四年 

三月 廿 八日 註釋の ことが 見えて ゐる C 


【能 柄： 

【人物： 


【所〕 

〔 時 〕 

【作者】 


二 九 八 九 


三 井 寺 


二 九九 〇 


SB 駿 河國淸 見が 關の 者， 千 滿の母 は 人 商人の 手に 渡った わが 子の 行方 を 尋ねて、 遙々 京都まで 来て、 淸水 寺に 龍って、 親子の 再會を 

祈って ゐ ろと- 「三 井寺へ 行けば わが 子に 逢へ る」 との 夢のお 吿 があった。 母 は 喜んで 三 井寺へ 来たが、 旣に その 時 は 心が 亂れ てゐ た。 

時 は 八月 十五夜 >  寺 僧 はこの 寺へ 頼って 来た 千滿を 伴って 月兑 をして ゐた。 狂 亂の母 は 月の 興に 乘 じて 鐘を撞 き、 寺时 に^められ たが、 

色 々鐘の 故事 を 述べて 謠ひ 舞った。 そして 終に 親子の 再會を 得て、 共に 鄕 里に 歸り、 富貴の 家と なった。 

【出典】 世話物. て、 典據 とい ふべき ほどの もの はない。 ニ條爲 世の 文と 傳 へられる ものに f 千圑子 繪詞」 が あり、 三 井寺に 於け る 母子の 再 

會を 描いて ゐ るが、 本 曲と は 可な り緣 遠い ものである。 

【槪 評】 母物 狂 もの は、 おしなべて 秀れた 作が 多い が、 これ も 亦 佳作の 1 たる を 失 はない。 殊に 他の 類 曲に 比べても、 脚色が^ かで ある。 

第一 段の 淸水 寺の 祈願 も 面白い 構想で あり、 第二 段の 物 狂 も 〔櫻 川〕 の やうに 第三者から 殊更し かけられる やうな 無理がなくて よい。 第 

五節の ヮキ. シテ掛 合に は 狂女ら しくない、 多少 理窟 ぼい とい ふ 非難 は あるが、 次の 「鐘の 段.」 曲舞 は 文章 も 美しく 情 も ® やかで、 物 狂の 

演舞と 相俟って、 十分の 效 果を擧 げてゐ るので ある。 キリの 「げに ありがたき 孝行の 咸德ぞ めでた かりけ る」 は、 母子 再會 物に 與 へる^ 

套§ 末で あ つ て 、 謠曲 作者 道義 的解釋 の 現れに 外なら ない。 


【I】 

〇 南無— 梵語 Namas. 歸命 

又は 敬 禮と譯 す。 

〇 大慈大悲 Q— 戳 音の 慈悲 

の鹿大 なの を いふ。 觀音玄 

義に 「初以 ニ大悲 ー拔レ 苦、 後 

以 n 大慈 1 與 レ樂」 

〇 觀世音 I 阿 彌陀如 來の左 

の 脇士、 世人の その 名を稱 

する 音 聲を觀 じて 解脫を 

得しめ る 慈悲の 菩 蘧。 

〇 さし も 草— 新 古今 集、 涛 

水觀 音の 御 歌と 詞害 し た 

「なほ 賴 めしめ ぢが原 の さ 


【二 

シ テ母、 面 深 井 ，签* ^帶 • 襟淺黄 • 着附箔 • 無 色廣綠 着 流の 裝 

束に て 數珠を 持ち、 何事もなく 舞^に 出で、 K 屮 にて 下 こ U 

て 合 拳 して、 

なむ  だい e だい ひ くわん *- おん  ぐ 3 

シ テ サ シ 『南無 や 大慈大悲の 觀世昔 さし も 草。 さし 

ち^  すゑ  しょう  ねん なほ たの 

も か し こ き 誓 ひの 末。 一 稱 一 念猶賴 みあり。 ま 

ほど ひ  おく  かさ  たの  すゑ 

してや こ の 程 日 を 送り。 夜 を 重ねた る賴み の 末。 

など かその かひな からん と。 思 ふふぞ あはれ な 


【二 

舞 R- は 京都 漭水 寺. - シ テ千满 S 母 登場、 佛 的に 參 

つて ゐる 想で、 . 

，南無 大慈大悲の 觀齊 樣、 觀ー W 機 はお 慈 

悲 の 廣大 無邊な 方で、 一 度觀 世^ の 御名 

を稱 へ ただけ. て も、 ありがた い 御 利 S を 

賜 はるので ございます。 まして >  私 はこ 

の 間から 毎日 毎夜お 祈り 致して 居る ので 

ございま すから >  御利益の ない 箬 はない 

と 思 ふの. て ございます。 …… この やうに 


しも 草 われ 世の中に あらん 

S リはー によ リ>  次の 「さ 

しも - の 序詞と した" 

〇 誓 ひ— 大慈大悲の 誓約。 

〇 一 稱ー 念— 觀 一昔の 御名 を 

一度 稱へー 度 念じる。 

〇 枯れた る 木に だに も I 汗 

手 陀羅尼 經に 「念 二 彼觀音 

力 T 枯木 華更 開」 古今 著 聞 集 

六に 「いづれ の佛の 願よ リ 

も、 千 手の 誓 ひぞ賴 もしき、 

枯れた る 草木 も 忽ちに、 花 

^ き實 のる と說 きたれば」 

〇 若木の みどリ 子— 若木の 

綠を綠 子に いひ かけた。 綠 

子 は幼兒 C 

〇 睡眠— 眠 を 「めん」 と讀 

むの は鞾 家の 讀 法で、 眠 蔵 

「めん ざう」 などと い ふ。 

〇 あらたなる- 1 あらた かな 


る (と 手 を 下し) 

シテ下 f 憐み袷 へ 思 ひ 子の。 行く末 何とな り ぬら 

ん 行く末 何とな り ぬら ん。 上 歌 『枯れた る 木に だ 

にも。 枯れた る 木に だ に も。 花唉 くべ く はお の 

づ か ら。 未だ 若木の みどり 子に。 二度な どか、 逢 

は ざらん 一 一度な どか 逢 は ざらん。 「あ ら ありが 

たや 候 。少し 睡眠のう ちに。 あらた なる 靈夢を 

蒙りて 員 はいかに： わら は をい つも 訪ひ 慰む る 

人の 候。 あはれ 來れ 候へ かし 語らば やと 思 ひ 候 

と い ひて 立ち 常 座に 行く。 

狂言 夢 卜者、 着附 K 熨斗 H> 長上 下， 腰帶 ，扇* 小刀の 装束に 

て、 橋懸 一 の 松に 立ち、 

せいす- Q じ  す ひ 

狂言 「かやう に 候 者 は。 淸水寺 門前に 住居す る 考 にて 候。 この 

程 都より 參 籠の 女性に 御 宿 を 參らせ 候が。 最早 御 下向の 時分 

にて 候 間。 御迎へ に參 らば やと^ じ 候。 (舞 辜： 際へ 進み) はやこ 

れ へ 御 下向に て 候。 御 宿の 亭主 御迎 へ に參 りて 候。 まづ 、 J れ 

へ 御 腰 を 召され 候へ 


お祈りす る 私の 心は實 にあ はれな もので 

ノ  J  * さ い ま. 丁。 

どうか、 ぉ憐み 下さい ませ。 私の 可愛い 

子 は どこ へ 行って しまったので-こざ いま 

せう。 觀昔樣 の 御 カは實 にあら たかな も 

の. て、 枯れた 木に さへ 花 をお 咲かせに な 

るので ございます から >  まして わが 子 は 

若木の 綠の やうな もので ございま すから 

觀昔樣 の 御利益 さ へ 受ければ、 また 逄 へ 

ない 箬 はない と 存じます」 

-/J 新 願して お籠り をして ゐ るう ちに、 眠って 萝を 

見た 想で、 

母 「あ > 'ありがた い ことで ございます。 少 

し 眠って ゐる 間に >  あらた かな 夢のお 吿 

を 戴きました。 …… いつも 來て私 を 慰め 

て くれる 人が あるが、 よい 具合 に 來 てく 

れ ると よいが。 そしたら、 この 夢のお 吿 

の 事 を 話し ませう」 

そこへ、 狂 雷 夢ト 者が 来て、 


三 井 寺 


二 九九 


)r- 、へ を 

？ 參 tm 


II 一  井 寺  二 九九 二 


〇 三 井寺— 園 城 寺の 通稱。 

近 江國大 $5: の 西北に ぁリ、 

弘文 天皇の 泉 子大友 與多王 

の创建 >  负觀 年中 智澄 大師 

の 再興した 寺。 もと 延暦寺 

の 別院で あつ たが、 互に そ 

の 勢を爭 つた。 今 天 ムロ宗 寺 

門 波の 本山。 


ト考 お^りの 問に あらた かな ゆのお せ は 

ありませんでした か。 私 はこの 門前で^ 

占 ひ をす る 者です から、 何. て も 嬰のお 吿 

が あれば、 判斷 して あげ ませう」 

^「唯今 少し 眠つ てゐる 間に、 あらた かな 

夢のお 吿を 載き ました。 それ は、 わが 子 

に 逢 ひたいと 思 ふなら ば、 三 井寺 へ^れ 

と、 かう いふ あらた かなお を 戴き まし 

た」 

ト W こ おはめで たいお^で す、 ま づ近江 

といへば、 尋ねる.^ に^ ふな 味、. 三 井寺 

といへば 思 ふ 子を兑 る ^味. て、 これほど 

めでたいお 吿 はまた とあります まい。 平 

速 三 井寺へ ぉ參 りなさい」 

母 「お \ よくお 合 はせ 下さいまして、 あり 

がた うご ざいます。 ゆのお お に從 つて、 

三 井寺と か 申す 所 へ 參り ませう」 

•t 三 井寺 へ 行く 態で 

【二】 

第二 段 . 

舞 »i ほ， お 江 sn; 井 *.o 子方 千满、 ヮキ三 井寺 住 

0, ヮキ ヅレ！ S 從佾に 作 はれ、 刀见の 想で 杯ー*リ 


と^ 几 を 持ち出して シ テ に 腰 を かけさせ、 脇 正面に て シ テ に 

向 ひ 下に 居て、 

狂言 「さて 御參艇 のうちに 御靈夢 はなく 候 か。 我等 は 門前に て 

夢 を 合 はする 者に て 候。 何に て も 御璽 夢 の 候 はば 合 は せ て參 

らせ うする にて矣 

シ テ 「唯今 少 し 睡眠のう ちに。 あら たなる 御靈夢 

り て 候。 わが 子に 逢 は ん と 思 はば。 三 井寺 

れと あらたに 御！ i 夢 を 蒙りて 候 

〕 れ はめで たき 御靈 夢に て 候。 まづ 尋ねる 人に 近 江の 國 C 

思 ふ 子 を 三 井寺。 かやう のめで たき 御靈夢 は ある まじく 候。 

急ぎ 三 井寺へ 御參り 候へ  - 

シ-ァ 「あら 嬉しと 御 あはせ 候 もの か な。 吿に 任せ 

て 三 井寺と やらん へ參り 候べ し 

と 床几 を はなれて 靜か に 中 人。 狂言 も 床 几 を 取 入れて 慕に 

A る。 

【二】 

後見、 鐘樓の 作物 を H 附柱 の 側に 出す。 

次第の 離 子に て、 子方 千 滿>  襟 赤 • 羞附 鏠箔， 稚兒袴 • 腰 帶* 

ns の 装束、 ヮキ 三 井寺 住佾、 角 嵴子. 着附小 格子 *佳 水 衣 ，ぉ 

大口 • 腰 帶 .扇. 数珠の 裝朿 >  ヮキヅ レ從僧 二人 >  ヮキ 锬の 

裝朿 (造 附は 無地 ^斗 目、 水 衣 は縱) にて、 子方 を 先に 立てて 


〇 秋 もなかば の暮— 八 w 十 

五日の 日の 暮。 


〇 園 城 寺— 一一 一井 寺の 本名。 


〇 力なく— やむ を 得ず、 致 

し 方な く  C 


〇 講堂— 餒文 を講讀 論議す 

る 所で  >  七歡： P 藍 の 1 C 


〇 類 ひなき 名 を 望 H: の— 無 

齊の 月で あるとの 名聲を 持 

つと いふ を 望月に いひ かけ 

た。 望 HJ は 十五夜の 月。 宗 

砌速 歌の 發 句に 「たぐ ひな 

き 名 を 望： M: の 今宵 かな」 

〇 かねてよ リ— 十五夜に な 

らな い 前から C 

〇 おの 名賴む 日影 かな— 望 

月と いふ 名の 如くに HJ が 明 

らか である やうに と >  夕日 

影 を 仰ぎつ --、 雲 を 厭 ふと 

の 意。 


舞臺に 入り 向 合 ひて， 

あき  くれ i 

次第 『秋 もな かばの 暮 待ち て 。 秋 も なかばの 

暮 待ち て。 月に 心 や 急ぐ ら ん 

地 取に 子方と ヮキは 正面に 向き、 

ヮキ 「これ は 江 州 園 城 寺の 住儈 にて 候。 孚 方 を 兇 5 

又 これ に 渡り 候 幼き 人 は" 愚僧 を 賴む由 仰せ 候 

も ひ-た ち K ら  して 5"  けい f  STy 

間。 力なく 師弟の 契約 を なし 申して 候。 ハ 正面に 直 

また こん じ や  ぐ わち  や • めいけ つ  ほど  ^さな ひと 

と 又 今夜 は 八月 十五夜 明月に て 候 程に。 幼き 人 

ともた  まラ  &な /\  y.9  ！ に ii  0  つき  なが 

を 伴 ひ 申し。 皆 々 講堂 の 庭に 出で て 月 を 眺めば 

* ん 

やと 存じ 候 

と い ひて 向 合 ひ、 

rvl 上き-類 ひなき。 名 を 望月の 今宵と て。 名 を 望 

s ふべ i-そ ひ. j ごころ し  し 

月の 今宵と て。 夕 を^ぐ 人心。 知 る も 知らぬ も 

もろ ij も  くら い と  つき なた の  ひ 

諸共に。 雲 を 厭 ふや かねてより。 月の 名賴 む、 日 

影 かな 月の 名賴む 日影 かな 


キ 「雲 を 厭 ふ やかね てより」 と 正面に 向きて 二三 足 出で- 


佾 「今日は 中秋 八月 十五 日で、 H の 暮れる 

の を 待ち かねて、 早く 月見が したいと、 

氣 のせき 立つ こと だ」 

次第 を謠っ て！ 見の 心 持み-述べ 、 

憎 「私 は 近 江 國園城 寺の 住僧です。 又 こ k 

に 居られる 小さ い 人 は 自分 を賴 むと いは 

れ るので >  巳む を す 師弟の 約束 をした 

のです。 さて 今夜 は 八月 十五夜の 明月な 

ので、 小さい 人 を 連れて、 皆 一 緒に 講堂の 

庭に 出て、 月見 をし^う と 思 ふので す」 

ミ 見物人に 自己 弒 介み-し、 


三 井 寺 


佾 「今夜 は その 名 も 黛 月と いって、 八月 十 

五 夜、 外に 類 ひの ない 時な ので、 誰も 彼 

も夕暮 になる の を 待ち かねて、 知合の 者 

も 見す 知らす の 者 も、 皆 一 緒に うち 連れ 

て 、空 に 雲の か \ るの を氣づ かひながら > 

*  J の 名月 を 待ちう け てゐる こと だ」 

ミ いひながら 講堂の 庭へ 來た sf 

二 九九 三 
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二 九九 四 


〇 少人— 稚兒。 


〇 と めく— ざわめく。 物 

騒がしい 一昔が する。 

〇ー|1位殿—佾の敬稱に5ゐ 

たもの らしい が、 その 語原 

は 未だ 詳 かにし ない。 


またもと に 歸リ、 「=: の 名賴む 日影 か な j と謠 ひな が ら 脇 ゆ- に 

行き、 子方よ リ 順次 下に 居る。 狂言 能力、 能力 顼 巾 *涪附 無 

地 熨斗 H> 水 衣 • 括 袴， 脚半 • 腰 帶 MlIS の 装束に て名乘 に 出で 

能力 「さても く見亊 なる 月 かな。. L$ 年 名 とて 御 ^候 へ ども C 

今宵の やうに 冴えた る 月の ある まじく 候。 この. さう。 (ヮ 

キの 前に 出で 片膝つ き) いかに 巾し 候。 J, 母 年 名月と て御覽 候へ 

ども。 今宵の やうに 冴えた る 月 は ある まじく 候 

ヮキ 「ゆに/ \ -汝の 申す 如く。 今宵の 月 ほど 面白き 亊は ある ま 

じく 候。 又 少人を 伴 ひて ある 閒。 何 にても 一 曲 かなで 候へ 

能力 「畏 つて 候 

【小 舞】 をし て^の 方 を见、 

能力 「や、 そなたが と めく. は 何事 ぢゃ。 (仕手 柱 際へ 行き〕 何ぢ 

や。 女物 狂が 來る とい ふか。 これ は 面白から う。 見たい もの 

で ござる。 三位 殿へ 巾し 御 庭へ 呼び入れ 狂 はせ 巾 さう。 (ヮキ 

を 招きて) 三位 殿く 

ヮ キ 「冋 事に て唉 ぞ 

能力 「あなたが と  >  めき 候 間。 H: 事ぞと 尋ねて 候 へ ば。 女物 狂 

が參 ると 中す。 御 庭に 呼び入れ 狂 はせ. &さ うする が。 何 と 御 

.iitl あら， つす るぞ 

ヮキ 「いやく 左様の 者 は 無 W に 仕り 候 へ 

狂言 「いや 苦しう 御座 あるまい。 


【三】 

〇 雪なら ば 幾 K 袖を拂 はま 

し— 下句 「花の 吹雪の 志賀 

の 山 越」 と い ふ 古 欲で あら 

う C  〔志 賀〕 にも 引かれて ゐ 

るが、 出 所 は 分らな い。 

〇 志賀 2 山 越— 袖 中抄に 

「志 賀の山 越 は 北 白 川の 瀧 

の 傍より 登りて、 如意の 峯 

を 越えて 志賀 へ 出 づる路 な 

り」 

〇 鳩 照る— 琵琶湖 又は そ の 

周邊の 景物の 枕詞。 語原 は 

「匂 ひ 照る」 の 約と もつ 鳩 鳥 

の」 の 訛と も いふ。 

〇 比敏の 山— 山城 近 江の 雨 

國に 跨る 大山-」 山上に 延暦 

寺が ある。 

〇 上 見ぬ— 紫の 形容。 紫 は 

空 高く 翔け 上って >  下ば か 

リを 見る から、 かくい ふ。 

S の お 山— 中 印^ 摩竭陀 

國王舍 狨の柬 北に 聳える 山 

で、 釋尊說 法の 地。 比. W 山 

を これに 擬 へた C 

〇 心 あり 颜 I 信仰心 あ リ> 

田ね 慮が ぁリ さう である C 


ヮ キ 「いや 無^  - 】 て诶 

能力 「 これ はいか な 事。 一 一 一位 殿 の や うな 意地 の 惡 い 人 は ござら 

ぬ。 さりながら あの やうに いはる ， によって 見る 事 はなる ま 

い。 (幕の 方 を 見て ：} その 女物 狂 はこな たへ は 無用に て ある 間。 

追 ひ 返し 候へ。 何ぢゃ 面白う 狂 ふとい ふか。 よいく この 上 

は 三位 殿が 何とい はれう とま、 よ。 某が 心得ろ ほどに。 その 

女物 狂 を そちへ 追 ひ 返す 體 にして。 道 を廣々 と あけて こなた 

へ 通し 唉 へ 

と いひて 笛 座 前に 坐す。 

【三】 

一 聲の離 子に て、 後 ジテ母 (狂女： T 而深井 ，签*赏帶， 襟 淺黄， 

着 附摺箔 • 水 衣 • 無色 鏠箔 腰卷の 装束に て 扇 を 懐中し 笹をか 

たげ て 出で、 橋懸ー の 松に 立ち、 

後ジテ 『雪なら ば 幾度 袖を拂 はまし。 花の 吹雪と 

詠 じけん 志贺 の 山 越う ち 過ぎて 8 を 下し y 眺め 

す る1  &づぅ &  に ほ て  ひえ  T た 丁 

の 末 は 湖の ハ右の 方に 向き、 鳩 照る 比 叙の 山 高み ハ見 

上げ〕。 上 見ぬ 鷲のお 山と やらん を。 今 目の前に 拜 

こと  おん こと 

む 事よ g 面に 向 .3。 あら ありがたの 御 事 や ハ合 き。 

こ * ろ  が ほ  もの 

「かやう に 心 あり 顏 なれ ども C 手 を 下と 。われ は 物 


【三】 


後ジテ 干満の 母、 わ-が 子な 思 ふ^り 狂亂 しな： 

三 井寺の 方 <専 ね來る 想で 巷 


母 「古 欲 に 『落花が 雪 の やうに 吹き 散 つ て 

袖にか^-る こと だ。 もし これが ほんとの 

雪であった ならば， 幾度 も 幾度 も 袖を拂 

はなければ なる ま， い』 と 詠まれた 志賀 

の 山 越 を 通 つて、 遙 かに 琵琶湖 を 見渡す 

と， 彼方に 比 叙 山が 高く 聳えて ゐる。 こ 

れ >  J そわが 國 の靈鷺 山と 崇め られ てゐる 

山. て， それ を 今 眼の 前に 拜 むことの 出来 

るの は， ほんと にあり がたい こと だ」 

喜 掌し、 


三 井 寺 
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Ill 井 寺 


〇 かなし— かわ い 


〇 白絲 の— 行方 を も 知らず 

を 白 絲 に， 絲の 乱れ を亂れ 

心に いひ かけた。 

〇 都の 秋 を 捨てて— 古今 集 

伊勢の 歌 「^霞 立つ を 見す 

てて 行く 雁 は 花な き 里に 住 

みやなら へ る」 の 卷 を 秋に、 

花 を 月に か へ て用ゐ た。 

〇月 も 雪 も 古里に— 雪 も 降 

る を 古里に いひ かけた。 た 

と へ 花や 杠葉ゃ H や 雪が な 

くと も、 古里に 子が あるな 

らばと い ふ 意。 

〇 ささ 波 や— 志賀の 枕詞。 

〇 辛 峰の 一 つ 松 I 滋 贺郡滋 

贺村、 近 江 八景の 一 。 

〇 みどり 子の 類 ひ —松の 綠 

を綠 子の 仲間に 见 立てた。 

〇 今 は 厭 はじ— 花の^いて 

ゐる ® ならば 松風 も 厭 はし 

レ 力 

〇 櫻^く^ ならば— 箱 櫻の 

吹いて ゐる 時なら ば、 その 

名に ふさ はしい 花園の 地。 


に 狂 ふ よな う。 い やわれ ながら 理 なり。 あの 鳥 

類 や 畜類 だに も-親子の あはれ は 知る そかし： 

『ま してや 人の 親と して。 いと ほし かなしと^:: 

てつる 

シ テー聲 『子の 行方 を も白絲 の (と謠 ひながら 舞^に 入り) 

&だ  さ ころ くる 

地 『亂れ 心 や 狂 ふらん 

1： 力 ケリ〕 

シテ 『都の 秋 を 捨てて 行かば 

地 『月見ぬ 里に。 住み や 習 へ ると さ こそ 人の 笑 は 

め C 見 迥と。 よし 花 も 紅葉 も。 月 も 雪 も 古里に 2 而 

に 出で〕。 わ が 子 の あるな らば 田舍も 住みよ か る 

ベ し い ざ 古里 に歸 らん い ざ 古里に 歸 らん (常 座 へ 

行き W  。歸れ ば ささ 波 や 志賀辛 崎の 一 つ 松 C 正面 を乂 

込み) U みどり 子の 類 ひなら ば。 松風に 言 問 はん i 

懸の松 を 見や リ y 松 虱 も。 ム マは跃 はじ 樱 焚く  C 左へ 出で リ。 


 二 九九 六  

舟 「かう して 含搫 して ゐる樣 は * いかにも 

正氣 な、 信仰心の ありさうな 极 子に 見え 

る けれど、 は 自分 は^が 狂って ゐ るの 

だ。 …… いや、 氣の狂 ふの も、 われな が 

ら 尤もな こと だと 思 ふ。 Is なれば、 鳥 

類 や 畜類で さ へ も、 親子の 情愛 は あるの 

に、 まして 人 問 が、 親と していと し 可愛 

いと 大切に 育て て ゐた 子の 行方が 分らな 

くな つて しまったの だ も の 。 それ-て、 心 

が この やうに ^れ狂 ふ の だ」 

〔カケ リ〕 

に 狂 Si の樣 な- じ、 

母 「春^ を 見扮て て 行く 雁 を 『花な き 里に 

住み や 習へ る』 と 笑 ふやう に、 私が かう 

し て 都の 秋 を 見捨て て 行けば、 『月な き 里 

に 住み や 習へ る』 と、 さぞ 人が 笑 ふこと 

-て あらう。 しかし、 たと へ 花や 紅 紫 や 月 

やおや、 さう した 美し い 眺めが な いにし 

て も、 わが 古里に 子が ゐて くれさ へす 

れば、 どんなに W 舍. てあらう とも、 その 

方が 1 W 住みよ いこと であらう。 さあ 古 

里へ 歸り ませう。 ；… かう して、 歸り途 

につく と- ,M ふに 志賀辛 崎の 一 つ 松が 見 

える が、 あれが みどり 子に 緣の ある もの 

ならば- その 松 吹く 風に わが 子の 行方 を 

尋ね たい もの だ。 松風 II それ も樱 の 


〇 花園 —天 智 天皇 大津 の 宫 

の 御 時 作らせ 給うた 遊覽地 

であると 傳? てゐ るが、 ケ 

は 跡が な い。 

〇 杉 間 吹く— 里 を も 早く 過 

ぎ を 杉に いひ かけた。 

〇 秋の 水の— 水 は 三 井の 井 

に緣を 持たせた の である。 

【四】 

〇 桂 は赏る =lw の暮— 李嶠 

の 詩 「桂 生  一 II 五 夕、 萁開ニ 

八 時」 を 引いた。 桂 は U; 世 

界 にある 樹 C 

〇 一一 一 五 夜中の I 和漢 朗詠 集 

白樂 夭の 詩句 「三五夜屮新 

=： 色、 二 千里 外 故人 心 一 

〇 水の面に 照る 月な みを數 

ふれば— 拾 遣 集 源 順の 歌。 

下句 「今宵 ぞ 秋の 最中な リ 

ける」 SJ なみ は HJ の 順序と 

いふ 意で、 波に いひ かけた 

水の 錄語。 

〇HJ は 山風 ぞ 時雨に 鳩の 海 

—统波 集、 ニ條良 基の 發句。 

HJ は 山に 照って ゐ るのに、 

風の 一 昔 は 時雨 に 似る と いふ 

を^に いひ かけた e 

ある" 波 も 淡く 見 ゆと いひ 

かナた C 

〇 鏡 山— 蒲 生 郡、 一一 一 上 山の 

m にある。 =j は眞 澄の 鏡の 

如くに 照リ 輝く と いひ かけ 

た。 


春なら ば 花園の。 里 を も 早く 杉 間 吹く ハ 右 へ 廻 リ)。 

かぞ  みき  &づ  ふ る でら  つ- 

風す さましき 秋の 水の。 三 井寺に 着きに けり 三 

井寺に、 早く 着きに けり (と 大小 前に 行き 正面に 向く) 

【四】 . み  e. - - 

ヮ キ 『桂 は實 る 三 五の 暮。 名高き 月 にあ こがれて。 

庭の 木蔭に 休ら へ ば 

シテ 『げ にげ に 今宵 は 三 五 夜中の 新月の 色。 二 千 

里の 外の 故人の 心。 水の面に 照る 月な み を數ふ 

あき  も な だよ  と ころ  おも しろ 

れば。 秋 も 最中 夜 もなかば。 所から さ へ 面白 や 

地上 歌 『月 は 山。 風ぞ 時雨に， の； @。 虱ぞ寺 雨に i 

の 海。 波 も 粟津の 森 見えて (e 中に 出で)。 海 越し の 

かすかに 向 ふ 影な れ ど 月は眞 澄の 鏡山ハ 正面 先に 

やま だ や &せ  わたしぶね  よる  かよ  ひと 

て 眺め)。 山 田 矢 橋の 渡 舟の 夜 は 通 ふ 人な く と も 

ハ 右 S リ y 月の 誘 はばお の づ から。. | もこ がれ 

て出づ らん 舟人 もこが れ出づ らん 

と 橋懸に 行きて く つろ ぐ。 


【0】 


一一 一 井 寺 


く 頃なら ば、 花 を 散らす 心配 も あるが、 

今 は どんなに 吹かう と、 別段 構 ひ はしな 

いの だ。 … … お  >- 、あの 春の ^ならば その 

名に 適 はしい 花 阖の里 も 通り過ぎて >  杉 

の 木の 間 を 秋風 の 烈しく 吹く 中 を 通つ 

て、 もはや 三 井寺に 着いた こと だ」 

. -ゐる 問 に 三 井寺に 着いた 想 o 

—僧ば 空の 月 ケ 眺めて、 

檜 「八月 十五夜、 名月に あこがれて、 庭の 

木蔭に 休んで ゐ ると …… 」 

•/J いひ かける- /.-、 千 満の母 も IS じ やうに H: を 眺め 

一」、 

母 「ほんと に、 今夜 は、 詩に 『八月 十五夜 

の 月が 今し も 山の端から 現れ 出て、 二 千 

里 も距っ た 遠方 に ゐ ろ 友達 の 事が §r は れ 

る』 とか、 歌に 『水の面に Si る 月 を 見て、 

日 數を數 へて 見る と、 今夜が 丁度 中秋な 

の だ、 成程 月の 光が 殊の外 美しい わけ だ』 

とか 詠まれた 夜で、 殊に こ、 は 場所柄 一 

段と 面白い 眺め だ。 

山に は 月が 照って ゐ るが、 風の 音 は 時雨 

の 降って ゐる やう だ。 琵琶湖 の 波間 を距 

てた 彼方に 粟津の 森が 見える。 海 越しの 

ずっと 向 ふ. て は あるが、 あの 鏡 山 も 月の 

光で はっきり 見える。 この 月の 面 .01 さ。 

山 田 や 矢 橋の 渡 舟 も- 夜の ことと て 通 ふ 

人 はない にしても、 この 月の 面白さに 誘 

はれて は、 船頭 も 舟 を潸ぎ 出して くる こ 

と. てあらう。 舟 も 浮かれ 出て くる こと-て 

あらう」 

二. r-.n 七 


一一 一 井 寺 


〇 山 W 矢捣〜 山 m は 栗 太 郡 

草津の 西、 矢梏は じく 勢 

E の 北に ぁリ、 共に 大津に 

^ふ 渡船場であった C 

〇 舟 もこ がれて I 「漕がれ 

て」 と 「然 がれて」 と 兼ねて 

いった。 

【五】 


〇iw^ 寺— 駿河國 庵 ！£ 郡 興 

^町に ある 臨濟宗 の 古刹" 

弘 二 年叨元 孵^の 閲丼ト と 

レ ス 

〇 ささ 波 や I 一一  井の 古寺 鐘 は 

あれ ど 昔に か へ る？ t は閗ぇ 

ず— 新撰 第 歌枕 、定 M の 歌。 

〇 秀鄕 とやらん の— 三 井寺 

の 鐘 は 牛の 5： 依藤 太秀鄕 

が 蜈蚣 を S 治した 功に ょリ 

龍お か、.：' W 、りれ たもの で あ 

るとの 俾說を 指す 。こ の 事、 

太平 記卷 十： A にも 兌 ゆ。 

〇 龍 女が 成佛— 娑娲搽 龍王 

の 八 歳の 女が 男子に 變 成し 

南方. 界に： まれた 事 

を 指す C こ の 事、 法 華餒投 

婆逹多 品に 見 ゆ。 

〇 影 はさながら 霜夜に て I 

月影が 宛 も 霜夜 の やうで あ 

るから、 鐘の音 も 霜夜の や 

う に 冴え/ ^と憨 くで あら 

うとの 意。 


狂言 能力" it 塞の 眞 中に W で、 

能力 「さても く^の 大 御酒に 飮酢 ひ。 後 夜 を 忘れう と 致した。 

急いで 搲 かう。 誠に この 鐘 は 銘來大 寺。 形 平等 院。 聲^ 城 寺 

と S- して。 天下に 三つの 鍾 にて 候。 されば 撩 かう 

作物の 鐘 を 撞く形 をして、 

能力 「じ. 0- ん もん、 もん/ 

幾度 も 鐘の 昔 を 似て ゐる 間に シ テ 1 の 松に て H- をす まし 

て 聞き、 

おも しろ  ャね  ね  ふる ラ i  *- よ A で. ゥ 

シテ 「面白の 鐘の音 やな。 わが 古里に て は沽兌 寺 

の 鐘 を こ そ 常 は 聞き馴れ しに。 これ は 又 ささ 波 

や。 『三 井の 古寺 鐘 は あれ ど。 「昔に K る- は IS え 

ず。 ま こ とや この 鐘 は 秀鄕と やらん の 涩{ ほより。 

取りて！ t りし 鐘 なれば。 『龍 女が 成 佛の緣 に ま 

かせて。 わら はも 鐘を搲 くべ きなり (と 舞焱に 人リ) 

地 次第 『影 はさながら 霜夜に て。 影 は さなが ら霜 

夜に て。 月に や 鐘 は 冴えぬ らん 

地 取に シ テ ^を 拾て て お を 持ち、 鐘栊の 方へ 行き か、 る e 能 

カヮ キ に 向 ひ、 


【五】 


二し し 、 

- ヅ ヅノ 

0 の 寺 W が JK なおく-、. -、 千 * の 母 は その^に a 

き れてゐ て、 


せつ お 、鐘の 昔の 而，： n いこと。 わが .H3 里で 

は，. 淸見 寺の 錡を いつも I！ き 馴れて ゐた 

が、 こ 》 の 鐘 は 又、 欲に も 『ささ 波 や 三 

井の 古寺 鐘 は あれ ど、 せに 歸る as は^え 

ず』 などと 詠まれた、 有名な 鈍な の だ" 

さう く、 こ の^は 秀鄉 とかい ふ 人 

が 龍宫か ら. 取 つ て歸っ た 鐘 だから、 か の 

八 歳の 能 女が 成怫 したと い ふ 話に 緣のぁ 

る 鐘 だ。 私 も 佛緣を 祈って， この 鎰を搲 

きませ う」 ( €0 に； 近づ き) 

母 「月の 光で 地：. 1 が になって、 まるで 

霜夜の やう だ。 これで は、 鐘の^ も さぞ 

^ え 渡 る ことで あらう」 

-、. -sf を きかけ る0  *.w、 佾 にこの^-な 告 £る0 


〇.g 公 —鏡 樓を樓 t: に擬し 

て、 和漢 朗 詠 集 謝 觀の賦 

「曉 入- 1 梁 王 之 苑 1 雪滿 11 群 

山 T 夜 登ニ庾 公之 樓ー 月明 一一 

千里 一 - を 引いた。 庾公名 は 

亮、 晉 代の 人で、 H: 明の 夜 

部下の 者が 密か に 南 樓に登 

つ て 懐飮し た の を 咎めず、 

却って 共に 談 詠した と晉書 

にある C 

〇 心 ある 古人の 言 葉— 前祸 

朗詠 集の 句 を 指す。 

〇 圑 々として 海嶠を 離れ— 

唐の 賈 島の 詩 一： 圑々 離 1 一海 

崎 T 冉々 出 n 雲衢 T 此夜 一 輪 

滿、 洁 光何處 無」 を 引いた。 

堯山堂 外 記に は 李 先主の 時 

或 寺 僧が こ の 詩 を 作って.、 

喜びの 餘リ夜 牛に 鐘 を撞ぃ 

たとい ふ。 但し それ. に は 起 

承 二 句 「徐々 東海 出、 漸々 

上-一天 衢 こと ある。 

〇 この 後 句な かリ しかば I 

江 隣幾雜 志に 「南 唐 一 詩 僧 

賦二 中秋お 1 詩 云、 此夜 一 輪 

滿、 至 11 來秋 | 得 一 1 下句 U 

涛 光何處 無、 喜 躍 半夜 起撞 n 

寺 鐘 T 城 人盡驚 >  李 後主擒 

而訊レ 之， 旦 道- 1 其 事 1 得 レ釋」 


能力 「いかに 申し 候。 狂女が 鐘を揸 か- フ する 由 申し 候 

ヮ キ 「心得て ある (と いひて 立ち) 

ヮキ 「や あや あ 暫く。 狂人の 身に て 何とて 鐘 をば 

撞くぞ 急いでの き 候 へ 

シ テ 「夜庾 公 が 櫻に 登りし も。 月に 詠ぜし 鐘の | 曰 

なり 許さし め 

こ * ろ  こ じん  こと ほ  き やう じん  & 

ヮキ 「それ は 心 ある 古人の 言葉。 狂人の 身と し て 

鐘撞くべき こと。 思 ひも よらぬ 事に て ある ぞと 

シテ 「今宵の 月に 鐘撞く こと。 狂人と て な 厭 ひ 給 

ひ そ 或 詩に 曰く。 『圑 々とし て 海嶠を 離れ" 「冉 々 

として 雲衢を 出づ。 こ の 後 句な かりし かば。 明 

月に 向って 心 を 澄まいて。 『今宵 一 輪滿 てり。 淸 

くわう いづ  ところ  ，、 

光 何れ の 所に かな からん と。 - こ の 句 を まう け 

て あまり の 嬉し さに 心 亂れ。 高樓に 登つ て 鐘 を 


憎 「あ >- これく * 氣違 ひで ありながら 何 

故 鐘を撞 くの だ。 早く そこ をのけ」 

母 「夜】 败<ム が樓臺 に 登った の も、 月の 詩興 

に乘 じて の こ とで、 今 私が 鐘を撞 かう と 

する の も、 同じ 心 持です。 どうぞお 許し 

下さい」 

僧 「いや、 それ は 風雅な 昔の 詩人 の 言羝 

で、 全く 別問題 だ。 氣違 ひが 鐘を撞 くな 

どと は、 以ての外 のこと だ」 


母 「今夜の 月の 面白さに 鐘 を撞か うとす 

るの を， 氣違 ひだから といって >  け 嫌 ひ 

をな さるものではありません。 昔 或 詩人 

が 『丸 々とした 月が 海邊近 い 山から 出て、 

だんく と 空に 昇って 来る』 とい ふ 詩句 

を 作った が、 その後の 句が 出来なかった 

の. て. 明月に 向つ て 心 を 澄まして ゐ ると. 

『今夜の 月 は實に 丸々 として ゐる。 この 

淸ら かな 光の 到らぬ 隈 はないだ らう』 と 

いふ 句が 浮かん. て來 ました。 その 嬉し さ 
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◎ か ほどの 聖人 1 以下 ク セ 

上の 終リ 「I 一一 井寺の 銪ぞさ 

やけき」 まで を 鐘の 段と い 

〇 聖人— 一 笾に練 建した 人 

とい ふ 意。 

〇 初夜— 六 時の 一で、 六 時 

は^ 朝 (今の 午前 四時)、 日 

巾 (f 千： r 曰沒 (入相、 午後 

六 時 y 初夜 (午後 八 時)、 中 

夜 (午後 十二時)、 後 夜 (午前 

二 時)。 

〇 諸行無常— 涅. 樂經 の 句 

偶 文 「諸行無常.. 是生 滅法 > 

生滅 滅 巳， 寂滅 爲樂」 を 六 

時に 割り あてて 引い た。. 偈 

文 は 「すべ ての 现象は 比 c 無 

常な もので、 生 ある もの は 

必ず 减 びる。 すべての もの 

は、 或は 生まれ 或は 滅びる 

が、 紡 W ^滅びて しま ふ の 

である。 だから 、寂しい 滅無 

がほんとの 樂 しみで ある」 

との 意。 


〇 菩扯— 梵 ggwodhi  . 佛の 

正 鬼の 智慧。 


旅く。 人々 いかにと 咎めし にこれ は 詩 狂と 答 ふ。 

かほ どの 聖人な りし だに。 ガには S るる 心 あり。 

つたな や-つちよ 

【まして や 拙き 狂女 なれば 

地 『許し 給へ や 人々 よ o キへ 合お。 煩 隨のハ 手 を 下し ：>。 

s め  の， り こ ゑ しづ  しょ や  かね 

夢 を さます や。 法の 聲も靜 かに まづ 初夜の 鐘 を 

か. 虽く  fytK^ へ 行き) 

. ヮキ この間に 下に 居る G 

シ テ 『諸行無常と 響くな り g へ 03 

地 『後 夜の 鐘 を 撞く時 は 

ぜ しゃう めつ はふ  ひ, 

シ テ 『是生 - 威 法と 響くな り 小 前 へ 行き) 

地 『お 朝の 響 は 

しゃう めつ めつ い 

シーア 『生滅 ぜ已 c 小 廻し) 

いり やひ 

地 『入 は (正面に 開き) 

じゃくめつ 

シテ 『寂滅 

地 『爲 § と 響きて 菩提 の 道の 鐘の 聲ハ I へ 行き〉" 月 
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の 餘り、 心が^れ、 は m に 登って 鈍を揄 

きました の で、 見 てゐた 人々 が 『ど うした 

の だ』 と^: めます と、 『これ は 詩 狂 だ』 と 答 

へ ました。 あれほどの 名人. て も" 月に は 心 

の 亂れる ものです。 まして 私の やうな つ 

まらない 狂女の ことです。 どうぞお 許し 

下さ い。  

鐘 の ^を n いて 0 まの 夢 を覺ま し、 心靜 

かに 怫の御 敎へを 伺 ひませ う。 

まづ 初夜の 錢を搲 けば、 『諸行 無 贫』 と 響 


後 夜の 錡を 摘けば、 『是 生滅 法』 と. i! ノ 


盘 朝の 鉞を撞 けば、 『化 滅滅 已』 と f 


入相の 銥 を M けば、 『寂滅 爲樂』 と 響 > 


かう して 幾度と なく  if き敉る 鈍の 槃！ 


〇 百 八煩惱 1 百 八 種の 心神 

を^ 亂 せしめる もの。 楞彻 

經に六 根の 各に 好惡 平の 三 

種の 不同が あって 十八 煩悩 

を 生じ、 また 苦樂拾 9 三受 

があって 十八 煩惱を 生じ、 

以上 三十 六 煩惱を 過現未の 

三世に 配して 八煩惱 とな 

ると ぃユ 

〇• 五 障— 女人 は轉輪 王、 梵 

天 王、 帝釋、 魔王、 佛 にな 

る 事が 出來な いとい ふ 五の 

障り。 法 華 經に見 ゆ。 

〇 眞 如の 月. I 眞赏不 變の實 

體を HJ に喩 へ た 語。 

【穴】 

〇 長 樂の鑌 の萆は I 和^ 郎 

詠 集 李棕の 詩句 「長樂 錡萆 

花 外盡、 龍 池 柳 色 雨中 深」 

を 引いた C 長樂 は秦献 公の 

作った 宮殿、 龍 池 は 唐の 與 

慶宮 にあり 玄宗 の 遊んだ 

所。 

〇 ここ にも— わが 國で も。 

〇 言葉の 林の 1 言葉の 林 は 

和歌 をい ふ。 林 鐘 (六月の 

異名) の 鐘 を豫て にい ひか 

けた e 

〇 高 砂の 尾 上の 鐘 1 名 も 高 

きと いひ かけて、 千載 集大 

江 匡！ ds の 歌 「高 砂の 尾 上 の 

鐘の音すな リ嘵 かけて 霜 や 

おくらん」 を 引 い た C 高 砂 

は 播磨國 の 名所 >  同名の 曲 

參照。 


も S 添 ひ て (鐘の 紐 を 持 さ。 百 ^煩^の 眠り の S を撞 

30 驚く 夢 の 世の 迷 ひも (右へ 行き)。 は ゃ撞 きたり 

や 後 夜 の 鐘 に S を 見上げ)。 われ も 五 障の 雲 晴れ て 

{： 右へ S リ紐を 頭 9 上へ 越さ S  。眞如 の 月の 影 を 眺め 居 

りて 明かさし (と 紐 を 捨てて 大小 前に 行き 下に 居る) 


地ク "『それ *鹦 の 鐘の * は。^ の^に つきぬ 

また りょうち  やな ざ  いろ 

シテ 『又 龍 池の 柳の 色 は 

地 『雨の 中に 深し 

シ テサシ 『その外 こ こに も 代々 の 人。 言葉の 林の か 

ねて 聞く 

な  たが さ ご  をの へ  かね *£- つき  あき  しも ぐ も 

地 『名 も髙砂 の 尾 上の 鐘。 曉 かけて 秋の 霜。 曇る 

か 月 もこ もりく の 初瀨も 遠し 難 波 寺 

な どころ 亡 ほ  かね  おと 

シーア 『名所 多き。 鐘の音 

つ  のり  こ ゑ 

地 『盡 きぬ や 法の 聲 ならん 

(居 クセ) 


三 井 寺 


悟りの 道 を閗. *-/ 種々 の 煩 惱の迷 ひから 

覺め、 夢の やう な 果敢な い 浮世の 執着 を 

離れる ことが 出來 るの. てす。 ：：： お \ も 

う 後 夜の 鐘 も濟ん だ。 さあ、 私 も 五 障の 

迷 ひ を 晴らし、 澄みき つた 月 を 眺めて 夜 

を 明かし ませう」 


母 「鐘と い へば、 詩の 句に、 『長 樂 殿の 鐘の 

聲が 花の 中に 消えて 行き、 龍 池の 柳 は 雨 

の 爲に憨 、、綠 濃くな つて 来る』 とい はれ 

て ゐ ますが、 わが 國 V- も、 代 々 の 歌人が 鐘 

のこと を 色々 と 歌に 詠んで ゐ ます。 —— 


例 へ ば 有名な 『高 砂の 尾 上 の 鐘の 音すな 

り、 曉 かけて 霜 やおく らん』 とか、 その 

外、 初瀨 寺. とか 難 波 寺と か、 あちら こち 

ら 名所の 鐘の ことが 詠まれて ゐ ますが、 

それにつ けても、 限りなき 怫 の御敎 へが 

伺 へ るので す。 —— . 
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〇s るか HJ も— 霜 リ とい 

ふ詞が あるので、 秋の 霜 を 

うけて、 かろ 接け た。 

〇 こも リ くの. I 初瀨の 枕詞 

「s リ 」 と 相似 た る 音 を ffi ね 

たので ある。. 

〇 初瀨 ー 大和 國 磯城 郡の 長 

谷 寺。 詞花^ 源 兼 "：： の 欲に 

「夕霧に 拊も见 えず 初淑山 

入相の 銪の昔 ばかりして」 

〇 難 波 寺— 大阪の 天 王 寺。 

〔弱 法師〕 參照。 

〇 山寺の 春の 夕^ 來て 見れ 

ば 入相の鐘に 花 ぞ骹リ ける 

—新 古今 集 能 因 法師の 歌" 

〇 きぬ ぎぬ— 男. jJT か ffl 逢 つ 

〇 待 っ^に 更け 行く 鐘の^ 

聞けば 飽かぬ 別れの き はも 

のか は— 新 古今 集 小 侍從の 

歌。 平家物語^ 本に 詳しく 

見えて ゐる。 

〇 老 らく—. 老 ゆらく。 老 い 

て 行く。 

〇 寢覺 ほど ふる— 骁覺 めた 

時の 長い 意と、 過去の 年月 

の畏ぃ 意と を 兼ねて 川ゐ 

たゥ 

〇 思 ひ^の 夢 だに も— 昔の 

事 を 思 ひながら 寢て も、 夢 

も 兌ない と 2 意。 夢 も 無し 

を 涙に いひ かけた。 

〇 つ くづ くと— 鐘 を 掠-くと 

レ む 力け た 

〇 いつの 時に か 比べ まし— 


地クセ 『山寺の 春の 夕 暮來て 見れば 入相の 鍩 に。 

花ぞ 散りけ る - げ に 惜し め どもな ど, の 春と 

れ ぬらん。 その外 曉の。 妹 背 を 惜しむ き ぬぎぬ 

の。^ み を 添 ふる 行方 に も 枕の 鐘ゃ饗 くらん。 

又 待つ 宵に。 更け 行く 鐘の iti けば。 飽かぬ ぎ 

れの 鳥 は。 も の か はと 詠ぜ しも。 戀路の りの 

音づれ の聲と 聞く も の を。 又は 老 らく. の。 疲ぉ 

ほど ふる 古 を。 今 思 ひ 寢の夢 だに も。 淚心 のさ 

みし さに。 こ の 鐘の つくづくと。: ひ を 盡す嘵 

をい つ の 時に か 比べ まし 

シテ 『月 落ち^ 啼ぃ て 

と 扇 を 廣げて 立ち、 次の 謠に 合せて 仕 科。 

しも てん  ふ  こ. f そん  VJV4  くわ 

地 『霜 天に 満ちて す さま し く 江村の 漁火 も ほの 

かに 半夜の 鐘の 響 は。 客の 船に や。 雕 ふらん き 

f  f め  な  しほ ぢ  かぢ *| くら ラ き ね 

窓 雨した だり て 馴れし 汐 路の楫 枕。 浮寢ぞ か は 


ミ 〇〇 二   

古歌に、 『山寺の 春の 夕 释來て 兌れば、 人 

相の 鐘に 花ぞ 散りけ る』 と 詠まれて ゐま 

す やうに、 どうして 春 はこの や £ 'に^し 

ん でも、 夢の やうに 早く^れ てし まふの 

でせ う。 その外、 惜しむ とい へば- 夫婦 

が 朝の 別れ を 借し む 時に も、 恨み を 加 へ 

る やうに、 錡 の^が 枕許へ 齊 き つてく 

るので す。 それから 又、 

『待つ 宵に 更け 行く 鎰の^ I！ けば、 飽か 

ぬ 別れの. おは もの か は』 

( 今 が^ね て くれる - J  -z  ./J 待 つて ゐ るのに、 ffl! 

は 功ね て來 や、 夜 はかり； a~ け て 行つ て、 夜： A け の a 

の^を く 時 の 辛 さに 比 ぶれ £?、  ^の 別れ *- 促す 

<_« のぬ お を ra  く 辛 さな？』 ば、 Jra でもな いこ-、. -た) 

と 詠まれて ゐ るの も、 錡 の^を^の！ W り 

の 昔 づれと 開いて、 かう 詠んだ もので あ 

り ませう。 しかし 又 >  年が^って、 とか 

く-お^め 勝で、 花やかであった せの^ を 

思 ひながら， おても >  夢にも 昔の^ を：^ な 

いで、 寂しい 一. 夜 を 過して、 ^の 鈍の^ 

を^く 時 は >  どうして/ \.殘 り 惜しい ど 

ころ か、 ほんと に譬 へやう もな く 悲しく 

感じられる も ひです。 —— 

詩の 句に 『月 は ：內 に 傾き、 . に？ は啼 いて 塒 

に歸 り、 霜が 一 面に 降りて ゐる。 かう し 

たもの 寂しい 水邊に 漁火が ほのかに 光つ 

てゐ て、 夜半の 鲩の ， が 旅 船に えてく 

る』 と 作られて ゐる やうな 光 i は >  X を 

蔽ぅ た 船窓 に 兩：ゃ の W を g き 馴れ てゐる 

ものに も， 船路の 旅お を どんなにお 敢な 

く 思 ふこと でせ う C ところが、 この 琵琶 


歌に は嘵の 「鳥 はもの か は」 

と 詠まれて ゐ るが、 老の身 

には曉 ほど 悲し い 時 はな い 

と の 意。 

〇H 落ち 鳥啼 い て— 唐詩 選 

張繼 2 楓樯 夜泊の 詩 「月 落 

烏啼 霜滿レ 天、 江楓 漁火 對 II 

愁眠 T 姑 蘇 城外 寒 山寺、 夜 

半鐘 聲到ー 一 客船 こ を 引いた。 

〇 蓬 窓 1 苫を蔽 うた 船窓。 

〇 楫枕— 船中で 崧る こと。 

〇 浮 寢ぞか はる— 水上で 寢 

ると いっても、 こ、 は 湖上 

で をる から、 他の 海上な ど 

と はか はって、 波が 穩 かで 

あるとの 意。 

〇 こ の 海 1 琵琶湖。 

【七】 


〇 潢 見が 關 ー ^河！： IT 原 郡 

昔關が あつ た。 


〇 千 滿殿— 謠曲 作者の 假作 

〇 ごさめ れ IT こそ あるめ 

〇 粗忽なる— 輕卒 な、 失禮 

な。 


る この 海 は。 波風 も靜 かにて。 秋の 夜す が ら、 月 

澄む 三 井寺の、 鐘ぞ さやけ き oi 常 座に 立つ〕 

【七】  -:』 

子方？ キにリ 「いか に 申す ベ き 事 の 候 

ヮキ 「何事に て候ぞ 

子方 「これなる 物 狂の 國里を 問うて li はり 候へ 

^6  こ. こ  うけた ま は 

ヮキ 「これ は 思 ひも よらぬ 事 を 承り 候 もの かな。 

やす  も ひ _M  こ と たづ  ま- 3 

さりながら 易き 間の 事 尋ね て參ら せう ず る に 

き やう； つよ 

て 宾。 (立ちて シテに 向 ひ〕 い か に これなる 狂女。 おこ 

くに さと  もの 

との 國里は いづく の 者に て ある ぞ 

する が  くに きょ I. ひ  せき  もの 

シテ 「これ は駿 河の 國淸 見が 關の 者に て 候 

たに  きょ &  せき  もの  **ぅ 

子方 (シテ に) 『何な ぅ淸 見が 關の 者と 申し 候 か 

ふ しぎ  いま  もの お ほ  まさ 

シテ 「あら 不思議 や。 今の 物 仰せられ つる は。 正し 

くわが 子の 千满殿 ごさ めれ あら 珍し や 候 

しはら  き やう * ちょ  tv- こつ  こふ  まラ  もの 

ヮキ 「暫く。 これなる 狂女 は 粗忽なる 事 を 申す 者 

もの ぐろ ひ 

かな。 されば こそ 物 狂に て 候 


湖 は 波風 も靜 かで、 月の 澄み渡った 秋の 

夜中、 三 井寺の 鐘が はっきりと 冴え 響く 

のです」 

ミ、 錶づ くし 6 曲舞 を謠ひ 舞 ふ。 

【七】 

千満 (師 憎に) 「もうしお. 師^ さま」 

棺 rw7.VJ す 一 

千満 「この 狂女の 鄕里を 尋ね て 下 さ い 」 

僧 「これ は 妙な 事 をい はれる。 しかし. 何で 

もない 事 だから， 導ね て 上げ ませう。？ 

満の 母に) おい、 こ k な 狂女. そなた は どこ 

の國の もの だ」 


母 「 私 は駿 河國淸 見が 關の 者です」 

千满 「 何 だ と、 涛 見が 關の者 だとい ふの か」 

母 「あ X 不思議な、 今 物 を 仰し やった の 

は、 確かに わが 子の 千滿殿 だ。 お X 珍し 

い」 

憎 「これ/ \, この 狂女 は 飛んでも ない 事 

をい ふ もの だ。 だから こそ 氣違 ひだ」 


三 井 寺 


三 00 一 一 一 


三 井 寺 


〇 言 認逍斷 I いひ やう もな 

く 呆れた 時に 發 する 語。 

〇 はや 色に 出で— 母子で あ 

る J と を！^ して 置く考 であ 

つたから、 かう いった。 


シテー 「なう これ は 物に は， はぬ も の を。 物に ^ふ 

も 驰 れゅ ゑ" 逢 ふ^は 何し に 狂 ひ 候べき。 これ 

は T* しき わが 子に て 子方 へ 行 き か、 る) 

ソキ ダレ (立ち リ 「さ れ ば こ そわが 子と 申す か 筋な き 

事 を 申し 候。 急い で の き 候 へ 

と 扇に て シテを 返く。 シテ た、 り，， （\ と 返き て 安 坐す。 

子方 「あら 悲し やさの みな 御 打ち 候 ひそ 

ヮキ • ヮキヅ レ 下に リ、 

ヮキ 「言語 逍斷 はや 色に 出で 給 ひて 候。 こ の 上 は 

まっすぐに 称名の り赏へ  - 

子方 『今 は 何 を か 包む ベ き。 われ は 駿 沖 の k 。活 见 

が關の 者な りし が。 人 商人の 手に 渡り。 今 こ の 

寺に ありながら。 母上 わ れ を 尋ね 給 ひて。 かや 

くる いた も  to め  し 

うに， S ひ 出で^ ふと は。 夢にも われ は 知らぬな 


シ テ『 


また わら はも 物に 狂 ふこと。 あ の 稚兒に 別 


母 「いえ. 私 はた^ 無 S と 氣の花 ふ 者で は 

ありません。 氣の 狂った の は、 わが 子に 

別れた からで、 その わが：. T に^った 以上 

は >  どうして 氣が狂 ひませ う。 これ は 確 

かに 私の 子です」 

從 《T やつば り 自分の 子 だな ど とい ふの 

か。 分らない^ をい ふ 奴 だ。 n 卞 くこ、 を 

のけ」 

■C 千满の 母 を 打 た 5  VJ する 0 


千^ あ  >- 悲し 

な」 


そんなに お打ちな さる 


これは^いた。 も はや 額 色で それと-お 

せられた〕 この トは 正^に お名^りな さ 

ヒ 

C, ゆ 八-は 何 を^し ませう、 私 は隨河 

兑が關 の 者で あつたの， てす が、 人 商人の 

手に 渡り、 今 はかう して この 寺に 落ちつ 

くこと となった のです が、 お 母 さまが 私 

を 尋ねて、 この やうに 狂 ひ 歩いて いらつ 

しゃら うと は >  ^にも 知らなかった ので 

すし  . 


舟 「私 はまた- この やうに 氣の狂 つたの 


〇 面 伏— 不面 EC 恥 かし 


【八】 


〇 恥 かし の もリ て— 恥 かし 

を 山城 國乙訓 郡の 地名 羽 束 

師の 森に、 森 を 漏りて に い 

ひかけ た C 

〇 逢 ひ 難き 親と 子の— 容易 

に 得難い 親子の 緣。 


〇 鑌の聲 立てて— 鐘 を 高. 

つ き 鳴らして。 


れし故 なれば。 たまたま 逢 ひ 見る 嬉し さの まま U 

やがて 母よ と 名のる 事。 わが 子の 面 伏 なれ ど。 

二  まよ  ぉャ  &  はぢ  ひ.. J め  おも 

子 ゆ ゑに 迷 ふ 親の 身 は。 恥 も 人目 も 思 はれず？ 

し をる) 

【八】  、 --  , 

地。 ンギ 『あら 痛 はしの 御 事 や。 よそめ も 時に よる 

もの を 逢 ふ を 悅び給 ふべ し 

と ヮキ、 子方 を 立た せて， シテの 前に ゃリ、 

シテ 『嬉しながら も衰 ふる。 姿 はさす が 恥 かし の 

もりて 餘 れる溴 かなで をる) 

あ  がた  お？' -ー  えん  つ  ちぎ 

地 『げ に 逢 ひ 難き 親と 子の。 緣は盡 きせぬ 契り と 

シテ J 日 こ そ 多き に 今宵し も 

地 『この-三 井寺に 廻り 來て 

シーア 『親子に 逢 ふ は 

なに s ゑ  -?, ね  こる 1 た  ものぐ る ひ 

地 『何故 ぞ。 こ の 鐘の 聲 立てて 物 狂の ある そとて 


三 井 寺 


も、 あの 子に 別れた 爲 なので、 漸くに 逢 

ふ - J とが 出来た の が ほ んと に 嬉しくて . 

この やうな 姿の ま \  -て 自分が 母 だ と名乘 

るの は、 わが 子の 爲に 不面目な 事と 知り 

ながら も、 子 ゆ ゑに 迷 ^親の情と して、 

恥 も 外 閗も考 へて ゐられ ない のです」 

【八】 

愤 「お X ぉ氣の 毒な こと だ。 外聞 も 時と 場 

による ことです。 この やうな 母子 對；. S 

の 悅びを 何 遠慮す る ことが いり ませう - 


* 「わが 子に 逢った の は 嬉しい のです が、 

この やうに 衰 へ た 姿が さすがに 恥 かしく 

て、 思 はず 涙が 流れ 落ちる のです」 

佾 「親子と い ふ 得難い 宿緣は 容易 に盡き 

る もので はない ので …… 」 

母 「日 も あらう に、 今日の やうな 八月 十五 

夜に …… 」 

憎 「こ の 三 井寺で 廻り 合 はれた の は、 實に 

不思議な 宿緣 です」 

ミか うして 親子の 廻り 合 ふこと の出來 

たの も- その 因と いへば、 この 鐘 を撞ぃ 

. て、 氣$« ひだと お 好めに なった からで， 

三 〇〇 五 


一 11 井 寺 


〇 常の ％リ —男女の 契： 


かう して、 親子 迚れ 立って 故 鄉に歸 り、 

親子の 緣が 永く 盛き ず、 富^の 家と な 

つた。 これ も 孝行の 威 德の然 らしめ る 

听 で. にあり がたい ことで ある。 


お咎め ありし 故 なれば C シテ 立ち。 常の 契りに は。 

別れの 鐘と 厭 ひしに g へ 廻 己。 親子の ための 契 

り に は (招きな が、 り 子方 へ 行き)。 鐘 ゆ 表に まふ， £な り 

京？ しき、 鐘の 士聲 か な 「， と 子方 の 一 屑に 手 を かけて 鐘 を げ、 子 

方 を；：^ て し をる) 

地 oi- かくて!： ひ 立ち 歸り。 かくて 伴 ひ 立ち 歸 

り of 方 を 誘 ひて 常 座へ 行き： >  。親子の 契り 盡き せ ず も。 

富貴の 恭 となりに けり。 げに ありがたき 孝^の。 

威德ぞ めでた かりけ る 威 德ぞ、 めでた かりけ る 

「親子の 契リ II きせず も」 と 子方 は その ま、 為に 入リ ンテ 

は 「威 德ぞ めでた かリ ける」 と 常 に て ；止而 に 開き §HW 子 を 

一 

〔考 異〕 

諸 流 (五 流)  ノ 

著し い 異同 はな い。 

古謠木 (光悅 本)    .  I 

【一】 シ テサシ 「南無 や ：：： ^^(光た のむ〕 心ぞ あはれ なる ：… 3 ヮキ 「や あや あ！ "く W 人の 身に て：^ そ (光錡 つくへ 

き 事。 思 ひも よらぬ 事) 急いで ：.：• 【七】 ヮキ 「^(光 ナ シ) これなる 狂女 は .：.： 


  =50. W   

錡が 二人の 緣を 結んでくれ たのです。 普 

：迎の 女の 粱 りに は、 『別れの 鐘』 といつ 

て、 鐘 を 忌みます が、 私共 親-すに とって 

は、 鐘の 爲に逢 ふこと が出來 たので、 鐘 

の 翳 を 嬉しく 思 ふので す」 


六 


觀 (寳 春剛ン 


〔能 柄】 三番 目 複式 夢幻 能 . 

【人物】 ヮキ 都 僧、 ヮ キッレ 從僧 (二 人)、 前 シテ 里 女 

CM の 精)、 狂 言 所の 者、 後シテ 楓の 精 (女 S 

〔所】 相摸國 (武藏 ) 六 浦 

【時〕 秋 (九 月) 

【作者】 能 本 作者 註文に は 金春禪 竹の 作と し > 一 一 百 十番謠 目錄に は日吉 

安淸の 作と す。 演 能の 古記 錄 は見當 ら ない。 

【梗 槪】 都の 僧が 東國 行脚の 途次、 相摸國 (實は 武藏國 ) 六 浦の 稱名 寺 

に 立ち寄った ところ、 折し も 秋の ことと て >  山々 の 木々 が 今 を 盛りと 

紅葉して ゐ るのに、 この 寺の 庭の 一 本の 楓 だけが 少しも 紅葉して ゐな 

いので-不審に 思って ゐ ると、 一 人の 里 女が 出て 来て、 「昔 鎌 倉 中納言 

爲相 卿が 一 」 の 寺に 来た 時、 - 」 の 木 だけが 山々 に 先 だ つ て 紅葉し てゐる 

の を 見て、 一首の 和歌 を 詠 じた。 すると， この 木 は 喜ん. て、 功 成り 名 

遂げた 上 は 身 を 退く のが 天の 道で あると 信じ て 、それ以来 常 磐 木の や 

|ー一〇〇 七 
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うにな つたので ある。 實は私 は その 楓の糈 て ある」 と 告げて >  秋草の 中に 消え失せる。 その 夜 、僭が こ 、に 過して ゐ ると >  かの W の^が 

また 現れ 出て、 草木 國土 悉皆 成怫 の佛德 をた \ へて 舞 を 舞った が、 夜 も 明け方に なると、 影の 如くに 消えて しま ふ。 

【出典】 藤原爲 相の 家集 藤 谷 集に 見えた 和歌、 

いかにし てこの 一本に しぐれ けん >  山に 先 だつ 庭の もみ ぢ葉 

を主材 として 脚色した ものである。 

【概評】 草木の 精 を 主人公と した 所. 謂椅魂 物の 謠 曲の 中、 本 曲 は 〔社 若〕 ほど 華 W でな く、 〔s〕 ほど 閑寂で ない。 また 〔两 行^〕 や 〔遊行 柳〕 

乃至 〔€染 櫻〕 ほど 劇的-て もない。 まことに 淡白な 曲 柄で あるが、 た^ 一首の 和歌 を 主材 として， 欲 造に 偏す る こ ともなく、 佛效に 促. は 

れろこ ともなく、 よく その 歌 意 を體 して. こだわり のない 戯曲に まとめ 上げた ことが、 本 曲の 手柄で あらう。 


【 I 】 


〇艰—^ 國， 


〇 洛陽— 京都 を 風に 呼ん 

だ 名 r- 济陽 はもと 周の 成 王 

の 都した 地名で ある。 


次第の 雠子 にて、 ヮキ 都^、  ^幅 子， 着附 無地^ 斗 =• 茶 水 

衣 • 白 大口  • 腰帶 数珠の 裝 朿>  ヮキヅ レ從佾 二人、 ヮキと 

同樣の 装束 (水 衣 は總) にて 舞^に 入リ， M 介 ひて、 

"キゾぃ 次第 『思 ひやる さ へ遙 かな る。 思 ひやる さ へ 

あづま び い 

遙 かなる 東の 旅に 出で うよ 

地 取に ヮキは 正面に 向き、 

らく やう ほ とり  い  そ ラ 

ヮキ 「こ^ は洛場 の ^より 出で た る 曾 にて 候。 わ 

、 ま  つ * ご,.、  &  まど  あき おも  た  ふちの く 

れ 未だ 東國を 見ず 候 程に。 こ の 秋思 ひ 立ち 陸 奥 

の^まで も 修行せば やと 思 ひ 候 

と いひて ヮ キヅ レ と.. M 合 ひ、 


【I】 


前 段 

お 5 ば. ^め 京都で. 

*- 伴って せ 場0 


-都 方の は、 ヮキヅ レ從僧 


想像した だけで も、 .H に^い 思 ひの す 

る >  あの 柬國の 方へ 旅に 出かけよう」 

W 次 m に 旅の 心挣 を 述べ、 


Mr 私 は 京都の 方から 出て 來た佾 です。 私 

はま だ 東阈を 見た ことがない の， て， この 

秋思 ひ 立って、 奥の 涯ま でも 行脚し よ 

うと 思 ふの-てす」 

扨 人に ，=, し 紹介 をし、 


〇 逢坂の 關 I 山城と 近 江の 

國境 逢坂 山に あった 關所。 

京都から 東 へ 出る 要路。 

〇 關の杉 むら 過ぎが てに 1 

杉に 「過ぎ」 と 同音 を 重ねて 

文の あやとした。 後 拾 遣 集 

良逞 法師の 歌に 「逢坂の 關 

の 杉 むら ひく ほど は をぶ ち 

に 見 ゆる 望月の 駒」 

〇 湖— 近 江！" の 琵琶湖。 

〇 幾夜. な 夜な— 山 を 越え 行 

くと いひ かけた。 

〇 草枕— はかない 旅寢。 

〇 a 月夜— 鎌 倉の 枕詞 U 

〇 鎌 倉 山— 相 摸 國鎌倉 都 鎌 

倉 町の 山。 

〇 六 浦— 武藏國 久良岐 都の 

南 にある？ 

〇 千里の 行 も— 古諺。 老子 

に 「九 層 之彔起 II 於累土 f 千 

里 之行始 II 於 足下 1 J 

〇 相 摸の 國六浦 I 六 浦は赏 

は 武藏國 であるが、 缣 倉の 

北に 相 隣接して ゐ るの で 

鎌 倉と 同！： と 思 ひ^った の 

である。 

〇 こ の 渡り— 六 浦の 東部で 

六 浦 海と も金渾 入江と も い 

〇涛 澄— 安&郡 天津 町 の 北 

淸 I 山上に ある 眞首宗 の 金 

剛 寳院。 日蓮 上人の 剃髮得 

度した 寺。 

〇稱 名 寺— 今の 金澤 村に あ 


*C ふ 5  y  せき  すぎ  す 

r  二道 行 『逢坂の。 關の杉 むら 過ぎが てに。 關の杉 

むら 過ぎが て に。 行方 も 遠き 湖の。 舟路を 渡り 

や. U  こ  いく よ  く  3** くら あ  ゆ  t ら  ほし 

山 を 越え。 幾夜な 夜な の 草枕。 明け 行く 空 も 星 

づ A- よ かま くら や **  こ  す  むつら  さと  つ 

月夜 鎌 倉 山 を 越え 過ぎて。 六 浦の 里に 着き に け 

り 六 浦の 里に 着きに けり 

ヮ キ 「幾 夜な夜なの 萆枕」 と 正面に 向きて 先へ 出で、 またも 

とに 歸リて 六 浦に 着きた る 心。 道行 濟 みて 正面に 向き、 

ヮ キー 千里の 行 も 一 歩より 起る と かや。 遙々 と 思 

ひ 候へ ども" 日 を 重ねて 急ぎ 候 程に。 これ はは 

や 相 摸の 國六 浦の 里に 着きて 候。 こ の 渡り をし 

て 安房の 淸澄 へ 參 らうず る に て 候。 (右の 方に 向き リ 

また  よし  てら  ひと  tj  むつ 

又 あれに 由 ありげ なる 寺の 候 を 人に 問へば。 六 

ら  しょうふ やう じ  ま う  ほど  た  よ  けん 

浦の 稱名 寺と かや 申し 候 程に。 立ち寄り 一 見せ 

ば やと & ひ とッ レ へ 向く) 

ヮ キグレ 「然るべ -フ候 

ヮ キヅレ は 脇 座の 次に 行きて 坐し >  ヮ キは眞 中に 出で * 正面 

に 向き、 


檜 「都 を 立 つて， 逢坂の 關の 杉林まで 來る 

と， さすが 都な つかしくて、 後髮を 引か 

れる やうな 思 ひ をしながら- 行 先の 遠い 

旅 を 目 ざし て 、 琵琶湖 を 渡り 山 を 越え . 

幾夜も 幾夜も 旅 の 宿に 假寢の 夢 を 結び、 

夜が 明ければ また 旅 を續け て 行 く う ち 

に、 鎌 倉 山 を 越えて、 六 浦の 里に 着いた」 

w 旅の 殺. 過 を 述べて ゐる うちに、 舞- S ば 六 浦-、. -な 


檜 「諺に 『千里の 道 も 一歩より 始まる』 と 

いふ 通り、 あの やうに 遠い 遠い と 思って 

ゐた東 國の旅 も、 每曰每 曰 道 を 急いで 來 

たので， はや 相 摸國六 浦の 里に 着いた リ 

この 渡 場 を 渡って、 これから 安房 國の淸 

澄に 參り ませう。 ところで、 あそこに 何 

だ か 由緒の ありさうな 寺が 見えた ので、 

里人に 尋ねる と >  六 浦の 稱名寺 だと 敎へ 

て くれたから >  序に 立ち寄って 見て 行き 

ませう」 

V」 いって、 ^名 寺に 來た 想で、 舞 g は 六 浦 W 名 寺 

,0 なる。 ヮキ佾 は 今な 盛りに 紅葉して ゐる 木々 を 

眺めて 從佾に 向 ひ、 


三 〇〇 九 


リ- 文. 水 六 *m 让 した^^ 

菩松 所」 その 份に^ 

^文^が あった】 


翳 


ヮ キーな うなう 御 S 候へ-出々 の^お 今 を 盛りと 

见 えて。 さながら 錦 >>.- w せる 如くに て 候" 都に 

も かやう の杠 葉の 候べき か。 又 これなる 木 堂の 

庭に 楓の 候が。 お 立餘の 木に 勝れ。 唯^.^ 立の 

如くに て 一 葉 も 紅葉せ ず 候。 いかさま^れ のな 

き 事 は 候 まじ、 入來り て 候 はば 尋ねば やと mi ひ 


【二】 


とい ひて 妝座 へ 行き か る。 

シ テ ffli 女、 面 若 女 *^*^帶* 襟. H4S 附摺笵 流 •！：？ の 

束に て^よ リ出 でながら、 


シテ (呼 8 「なうな う 御佾は 何お を 仰せ 候ぞ 

ヮ キ 脇. H に 立ちて シテに 向 ひ > 

ヮキ 「さん 候 こ れ はぎより 始めて この 所 一 兒 の 

者に て 候が。 山々 の 紅葉 今 を 盛りと：：： 九え て 候に。 

これなる 楓の」 葉 も 紅葉せ ず 候 に。 不審 をな 

ン き 


 =10 一  〇  

«. お いお い 御 S なさ い。 山々 の i^f か 今 

が 丁度 6： 盛りと 兑 えて * まるで 錦 や W し 

たやう です よ。 ：M 都に もこの やうな れ^ 

は. とても 兌ら れな い。 -.^K08*MTW 

この 本堂の is- に » が あるが、 その 木立 は 

外の 木より ずっと 立派. て- 全く H の 木立 

の やうに、 1雜. も杠 M して ゐ ない。 これ 

に は 何 か fi れが あろに？ SI ひない。 骓か人 

が 来たならば、 筠 ねて 兑 ませう」 

•、J 人 * 待つ H で sl« へ 行 <o 


【二】 


千 wsar  S 女. なして 巧 «a 


もう しもし. お^さ ま 、 何 を いってい 

らっしゃる のです」 

は い、 私 は 都 か ら 始め て この 所へ 来て 

见 物し て ゐろ 者です が、 山 々 の 紅 紫が 今 

が 丁度 陚 盛りの やうに 思 はれる のに、 こ 

この 楓が 一 ^も 紅 紫して ゐな いので、 "小 

忠^に 思つ てゐ るの. てす」 


老さ や o いな o 

芽-も く' 〇 

十 fM  tar  S  o 

のす-' 口           # し、 救 

創って リ 。 、 な 

(- みれ い 

>'c の #,  a  45 

ノ  \  v  ノ  17]J  S^v  Jt*^J 

. g 寸 *  t ナ 卞ゝ 

に Tr  'し  ーメ  TO 

イセ 1  M  i± ま n  h 

1  r    |    r*ni ，よ  リ 

ゆ 葉ん に 

夢 1 こ ^子の 

か 出の つ 歌ぬ 
e 所 しる の 

,ノ|     L>    <w             --ノ ン J 

0  | 山し 

じ 住 慕 、卿 

まに て 

, -しつ 冷 | 

未ぐ こ 心 1 

相 さ こ 

。 'て 泉 藤 

評れ の お 入 

° ぞ一 な數 

のさの 

-お 鎌 《く  1» 

家 だ 一 

曆 倉の 定 

謠山本 ど に 

集つ 本 

= に 龃 家 
年下 ° の 

曲に の の 入 

藤 庭に 

作 さ 跡 なら 

谷の し 

六 り 母 孫 

.ン 一 ブーけ によ く徇覧 じ 名め て 候 古 鐘 倉 の 中鈉言 

爲 相の 卿と 申しし 人。 紅葉 を 見ん とて こ の 所に 

來り給 ひし 時。 山々 の 紅葉 未だな りしに。 この 

木 一 本に 限り 紅葉 色 深く たぐ ひなかり しかば。 

爲 相の 卿 とりあ へ ず。 『い かにして この 一 本に 

fci  - に tt  * ぶえ、、 

しぐれ けん。 「山に さきだつ 庭の もみ ぢ 葉と 詠 

じ 給 ひしょり 。今に 紅葉 をと どめて 候 

ヮキ 「面白の 御 ま 歌 やな。 われ 數 ならぬ 身 なれ ど 

も。 手 向の ために かくば かり。 『古り はつる こ の 

一 本の 跡 を 見て C 袖の しぐれ そ-山に さきだつ 

シ テ 「あら あり がた の 御手 向 やな。 いよいよ この 

？  めん ぼく 

木の 面 nn にて こ そ： ^へ (と 常 座に 立つ) 

ヮキ 「さ て さて さきに 爲 相の 卿の 御詠歌より。 今 

に 紅葉 をと どめた る。 謂れ は 如何な る こと やら 

ん  . 


00 よく.^ 粲カ つきました^: 錢滄 

の 中 納言爲 相 卿と 申した 方が  >  杠紫 を： 3- 

ようと 思って. この 所へ お出-て になり ま 

したと ころ. 山々 の 木ば まだ 紅槧し て ゐ 

ません のに、 この 木 一 本 だけが 色 濃く 紅 

葉して .譬 へ やう もな く 美し か つ たの. て、 

爲相 卿が 早速 II 

『いかにし てこの 一本に しぐれ けん >  山 

にさき だつ 庭の もみ ぢ槧』 

(時雨 は 山の 方 へ 先に 來る ものた のに、 "V うして こ 

の 木に たけ 早く 時雨が 降り か , つたので あちう。 

山々 の 木 はまた 紅 紫 しないのに、 この 庭の SW たけ 

が 先立って 美しく 紅葉して ゐる) 

とお 詠みに なった の. て、 それ以来 この 木 

は 紅 紫し なくなった のです」 

佾 「これ は 面白い お 歌 だ。 私 もつ まら な い 

者 だが、 一 つ 手 向の 歌 を 詠み ませう。 —— 

『古り はつる この 一 本の 跡を兑 て、 袖の 

時雨 ぞ山 にさき だつ』 

(遠い昔の 由緒の あろ » の 木 を 見て、 思 はや 成： R に 

袖 を 一 ^らし、 山に はまた 時 JS のしない 前に、 この 

袖に は 時雨が 降る やうた) 

女 「あ >| ありがた いお 手 向-て J ざ い ます。 

この 木に とって 愈-、 面目 を 施す  一 J とで- *  J 

ざいます」 

佾 「ところで  >  前に 仰し やった 爲相 卿の 御 

詠歌に よって. この 楓が 未だに 紅 紫し な 

くな つたと いふの は、 どうした わけなの 

です」 


〇 功成リ 名^げ て— 老子に 

_ 富貴 而接、 自遗 II 其狰 f 功 

成 名 浚、 身 退 天 之^」 と あ 

る を 引いた。 


0 夕の 空 も 1见 え S- さ ん と 

言 ふと いひ かけた。 


シテ 「げに 御 不審 は 御理。 さきの 詠歌に 预か リ し 

時。 こ の 木 心に 忍 ふやう。 かかる 東の 山里の。 人 

も： ^はぬ 古寺の 庭に。 われさき.^ ちて 紅葉せ ず 

か。 いかで 妙なる 御詠歌に も预 かるべき。 『功 ま 

りれ 遂げて 身^く は 4 これ 天の 逍 なり とい ふ 

ふる  二 li  :K  ふ？ *  しん  い t  も ふ ぢ 

古き 言葉 を^く 信じ。 今に 紅葉 を とどめつつ。 

唯 常 磐 木の 如くな り 

ヮキ 『これ は 不思議の 御 事 かな。 こ の 木の 心 を か 

ほどまで。 知ろ し め したる 御身 はさて。.^ 何な 

る 人^て まします ぞ 

シテ 「今 は 何 を か 包むべき。 われ はこの 木の &な 


る が。 お 僧 貴く まします ゆ ゑに。 唯今 現れ 來 


り 


たり。 『今宵 はこ こに 旅 居して。 夜もすがら 御 法 

を 說き耠 はば。 重ねて 姿 を兒ぇ 申さん と 

地下 歌 『夕の 空 も 冷し く。 こ の 古寺の 庭の 面^. と 正面 


  二。  ：  :.  

女 成报 御-： f 審 にお 思 ひになる り は御尤 

もです。 あの 御詠 湫 を^いた 時に， この 

木が 心の中. て 思 ひます ことに は、 ，：n 分 は 

この やうな 柬^ の山见 の、 人 も^らない 

古寺の 庭に あるの だから， 外の 木に 先立 

つて 紅^し なければ >  どうして この やう 

な 結構な お 歌 を 被く ことが 出來 ませう ひ 

しかし、 今 は^ 外の 名 譽を锊 たの だから 

『功名 を^た 上 は 身 を^く のが 正しい^ 

である』 とい ふこと を 深く 信じて >  それ 

で、 今に 至る まで 紅^し ないで、 た^-常 

磐 木の やうに して ゐ るので ございます」 

愀 「これ は に 不^^な ことです。 この 木 

の 心 を その やうに よく 御存知な の は、 一 

體 あな た はどう い ふ 方な の. てす」 


女 「今 は 何 を お^しし ませう。 私 はこ の 木 

の 精で. 一 j ざ い ますが 、 お 僭 さ まが 贵 い 方 

で いらせられ ますので、 唯今 こ >- に 現れ 

て來 たので ございます。 今娩 はこ.^ にお 

泊り になって  >  夜 ど ほ し 御ぬ 終 下 さ い ま 

すれば、 また 姿 をお 兑. せし ませう」 

といって、 々暮の { 仝 はもの 寂しく、 こ 

の 寺の .1 にも 垣根に も^ゃ 露のう ちし 


〇 霧の 籬— 籬 は竹柴 など を 

粗く 編んで 作った 坦。 霧の 

籬と 欲に 詠みなら はして ゐ 

るので、 「霧の」 と 冠し、 霧 を 

承け て 露 深き と つ けた。 


【問】 


を 眺め y 霧の 籬の露 深き。 千草の 花 を かき 分けて めって ゐる中 を- 庭の 千草 を かき 分け 

I  て： どこへ 行った のか、 行方 知れず 一 

行方 も 知らず なりに けり 行方 も 知らず なりに 一 なって しまった. 

ナり 

と 右へ 週リ、 常 座に て 開き. 靜 かに 中 入。 ヮキ 下に 居る。 

【間】 狂言 所の 者、 着附段 熨斗 R> 長上 下， 腰帶 .扇* 小刀 9 装束に て名乘 座に 出で、 

す i ひ 

狂言 「かやう に 候 者 は。 六 沭 の 里に 住居す る 者に て 候。 今日は 志す 日に 當 りて 候 間。 稱名 寺へ 參 らば 

やと 存す る。 (ヮキ を 兇て) いや これに 見馴れ 申さぬ 御 僧の 御座 候が。 いづ 方より 御衮詣 な さ れ候ぞ 

ヮキ 「これ は 都 方より 出で たる 僧に て 候。 御身 はこの 邊の 人に て 渡り 候 か 

狂言 「なかく この 邊の 者に て 候 

ヮキ 「さやう に 候 はば。 まづ 近う 御 入り 候へ。 尊ね たき 事の 候 

狂言 「畏 つて 候。 (舞臺 の眞 中に 出で 下に 居て〕 さて 御 尋ねな された きと は。 如何 やうなる 御 川 にて 候ぞ 

ヮキ 「思 ひも よらぬ 申し 事に て 候へ ども。 山々 の 紅葉 今 を 盛りと 見えて 候に。 これなる 楓に 限り 一葉 

も 紅 薬せ す。 唯 夏木立の 如くに 候。 謂れの なき 事 は 候 まじ。 御存じに 於て は 語って 御 聞かせ 候へ 

狂言 「これ は 思 ひも よらぬ 事 を 承り 候 もの かな。 我等 もこ S 逯には 住居 仕り 候へ ども。 さやう の事委 

しく は 存ぜす 候 さりながら。 始めて 御 目に か、 り 御 尋ねな され 候 事 を。 何とも 存ぜ ぬと 申す もい か 

がに て^へ ばで 凡そ 承り 及びた る 通り 御物 語り さう する にて 候 

ヮ キ 「近頃に て 候 

狂言 「まづ 鎌 倉の 御 事 は。 天下に 隱れ なき 御 事に て 候。 又 この 逡を六 沭金澤 と 中して。 名所に て 御座 

唉。 又 この 寺 を稱名 寺と 申し 候。 これなる 楓の靑 葉なる 子細 は。 嫌 倉の 中 納言爲 相の 卿と 申した る 


六 


一一 一 0  I 四 


〇^ を： M リ， It 話 をして < 

奔走して。 


【三】 

〇 所から 心 に卟 ふ— 寺の 名 

も稱名 (< ふ佛〕 と いふの が嬉 

しいとの 0O 


御 方。 この 寺へ 來り給 ふに。 - その 折節 は 秋 も 半ばに て。 出 々の楓  一^も 紅粱 仕らす 候に。 ごれ なる 

楓は色 笑し く 照り そ ひ 。今 を 盛りと 紅 薬 仕り 候 問。 爲相 S 卿不 * に^し？ ^ し。 ー酋 s 耿に。 いかに 

して この 一木に しぐれ けん。 山に 先 だつ 庭の もみ ぢ槳 と。 かやう になされ ければ。 その 次の 年より 

この 木紅槳 仕らす。 靑椠 にて 暮らし 候閒。 人 毎に 不審 仕り 候に。 ある 人の 巾す は。 さすが ^相の 卿 

の 御詠歌に も 預かる こと。 この 木の 面目と^ じ。 この 後紅槳 仕って は 詮なし とて。 靑^ にて 暮らす 

と^えたり。 功 成り 名遂 けて 身 退く は。 天の 道と & せば。 この 心 を 以て 紅槳 仕らぬ は。 尤もの がに 

て 候。 總 じて 當 寺の 謂れ。 楓の 子細 かくの 如くに て 候。 又 この 寺に 玉の 旅と 巾す 寳物 s 候。 我等 肝 

を 煎り 拜 ませ 5- さう する にて 候。 さて 唯今 は 柯 と 思し召し 御 尋ねな され 候. ぞ。 近 ^不 * に^じ 候 

ヮキ 「懇に 御物 語り 候 もの かな。 尋ね 申す も 餘の侬 にあら す。 御身：^ 1 に いづく ともなく 女性 一 人來 

られ。 楓の 謂れ 懇に 語り。 眞は楓 S 精な りと いひ も あへ す。 そ S まゝ 姿を^ 失うて 候よ 

狂言 「これ は 奇特なる 事 を 承り 候 もの かな。 さて はこの 木の 精 現れ 出で たると^ じ 候。 それ を 如何に 

と. E- すに。 法華^に も 藥草喩 品と やらん 屮 して。 草木まで も 成 佛の感 文 御座 あろと 巾し 候 ra。 御 法 

をな して 御 通り あれ かしと^: じ 候 

ヮキ 「近. ぬ 不思議なる 事に て 候 程に。 I： く 一？；！ 留 巾し。 ありがたき 御 經を諕 誦し。 赏 ねて 奇特 を兒 うす 

る： て^: 

狂言 「御 逗留に て 候 はば 重ねて 御 川 仰せ 候 へ 

ヮキ 「頼み 候べ し 

狂言 「心得 巾 して 候 

と いひて 狂言 は 引く。 


【三】 


パキゾ1 上 所から。 心に 叶ふ稱 名の。 心に 叶 ふ 


【三】 

後 段 

せ 「寺の 名 も稱名 寺と いつて- 稱^: 念^す 


〇 寢ら れん もの か— 寢られ 

よう もの か。 r ん」 は 未来の 

【SI】 


0 値遇— 相 逢 ふ こと) 

〇 夢ば し— 夢 をば 。「し」 は 

强め の 助詞。 ヮキ 僧の 夢に 

現れた、. 5 である。 


〇 草木 國土— 中陰 經 にある 

とい ふ 一 頌四 句の 偈 「 一 佛 

成 道、 觀見 法界、 箪木國 土、 

悉皆 成佛」 を 引いた。 

〇 妙 文— ありがたい 經文。 

【五】 

◎ 時 を 得て- 檢 本に 「時 を へ 

て」 と ある は 誤り。 元祿 本に 

も 「時 を 得て」 と ある。 

〇 花 葉— 花と 葉と。 

〇 心なし と— 草木 も 非情の 

ものと はいへ ない。 


稱 名の。 御 法の 聲も 松風 もはや 更け 過ぐ る 秋の 

夜の 、月 澄み渡る 庭の 面寢ら れん もの か、 面白 

ら れん ものが 面白 や 


や- 

【四】 


1 聲の離 子に て、 後ジ テ 綴の 精、 面 若 女 *签，«帶. 襟 白 • 着附 

摺箔 • 長 絹 • 色 大口  • 腰帶. 扇の 装束に て 常 座に 出で、 


後ジ テ 『あら ありがたの 御 弔 ひやな。 妙な る 値遇 

えん  ひ  ふた たび  き ゆめ 

の緣に 引かれて。 一 一度 こ こ に來 りたり。 夢ば し 

覺 まし |g ふなよ 

ヮキ 『不思議 やな 月 澄み渡る 庭の 面に。 あり つる 

女人と 思しく て。 影の 如くに 見え 給 ふそ や。 草 

木國土 悉皆 成佛 の。 こ の 妙 文 を 疑 ひ 給 はで。 な 

ほな ほ 昔 を 語り 給へ 

【五】 

S  さラ 6< 

シ テク "『それ 四季 をり をり の 草木。 おのれお のれ 

H-き  え 

の 時 を 得て 

と謠 ひながら 大小 前に 出で， 

地 『I 葉樣 々の その 姿 を。 厶 なしと は 誰かい ふ 


るのに ふさ はしい この 所で， 聲を あげ て 

讀經 して ゐ ると. 秋の 夜 は 早 や 更けて 行 

つて >  松風の 音は絕 えす" 月の 光 は 庭の 

面に 澄み渡って， 實に 面白い 眺め. て >  と 

て も 寢られ る もので ない」 

•、J いって ゐる うちに、 いつしか «s 睡 する 想 o 

【四】 

接 ジテ棋 の 精、 ヮキ佾 S 夢に 現れる 想で 登場" 

精 「あ \ ありが た い 御； g 向で-, J ざ い ます。 

嬉しい ことに、 またお 目に か X れ る御緣 

があって、 こ^- へ參 りました。 どうか 夢 

をお 覺 ましに ならないで， 私の 姿 を御覽 

下さい ませ」 

俏は 夢- フっ - に 棵の精 ケ兑 て、 

憎 「これ は 不思議 だ。 月の 澄み渡つ たこの 

庭に、 前に 會 つた 女性ら しい 方が 影の や 

うにお 見えになる わ。 —— 『草 も 木 も 一 切 

の ものが 悉く 成怫 す』 —— この ありがた 

ぃ經文 をお 疑 ひに ならないで >  さき 程の 

昔話 を も つ と 聞か せ て 下さ い 」 

【五】 

精 「 一 體、 四季 その 折々 の 草木 は、 それ ぞ 

れ その 時折に 從 つて、 或は 花咲き、 或は 

紅 紫す るな ど 、樣々 の 姿 を 現す の. て ご ざ 

いますから、 非情な、 心の ない もの だと 

は 申せない の. て ございます。 
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ズ 

〇 啻陽 I 卷を いふ。 

〇 か つ^きそ めて— 春と な 

る 1 方. から K き 初めて。 

〇 ただ 雲と のみ II 一吉 野の I 

雲と の み兑る を三吉 野に い 

ひかけ た。 古今^ 序に 「恭 

の あした 吉野 山の 櫻 は >  人 

丸の 心に は 雲 かとの みなん 

设ぇ ける」 

〇 千 本の 花—^ 野 山に は樱 

が 多 いので、 口 、屮、 奧の 

一 CH 千 本の 稱が ある。 


〇 移れば 變 る—^^^ a 大 

江 雅言の 歌に 「わか ざリし 

外 山 の 樱ロ數 へて うつれば 

か はる 峯の 白雲」 

〇 昨日 は 薄 き—^ 後 撰 集 藤 

原定 家の 歌 「小食 山し ぐる 

る顷の 朝な朝な 昨日 は^き 

四 方の もみお 葉」 を 引いた。 

〇 露 時雨 もる 山— 古今 鬼紀 

莨 之の 欲 「お 露 も 時雨 も い 

たく もる 山 は 下葉 残らず 色 

づきに けり」 を 引いた。 時 

雨 も 洩るを 近 江の 地名 守 山 

に い ひかけ た ので ある。 

〇 あからさまなる — 假初 

の。 こ の やうな E 合 へ來べ 

き 箬 もな い^ 人が 假 初に 來 

てと い ふ 意 C 


シ テサシ 『ま づ靑 陽の 春の 始め 

地 『色香 妙なる 梅が 枝の。 か つ 吹き そめ て 諸人 の 

心 や 春に なりぬ らん 

シテ 『又は 櫻の 花盛り 

地」 ただぎ と のみ (ニ吉 野の。 千木の 花に。 如く は 

なし 

シテ 次の 謠に 合せて 舞 ふ。 (舞 クセ) 

地クセ 『月日 經て。 移れば 變る 眺め かな。 樱は 散り 

し 庭の 面に。 咬き 續く 卯の花の 。垣根 や 雪に ま 

が ふ らん。 時 移り 夏 暮れ 秋 も 半ば になり ぬれば。 

そ ら さ だ  むら しぐれき の ふ  うす  は  つゆ 

空 定めな き 村 時雨。 昨日 は^き も み ぢ葉 も。 0 

時雨 もる 山 は。 下葉 殘らぬ 色と かや 

シーア 『さる にても。 柬の奧 の 山迅に 

地 『あ からさ まな る 都人 の。 あはれ も 深き 言 の れ水 

の 露の 淸に 引かれ つ つ。 姿 を まみえ 數々 に。 言 
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まづ 春の 始めに は， 梅の 枝に 色香の 勝れ 

た 花が ぼ つ く^き 出し て >  人々 の 心が 

春ら しくな つて 来ます。 次に 櫻の 花盛り 

に は>  眺め 波す 限り、 たに-：：: H の やうに 

見えます が、 その 中で も， 花の 名所と い 

へば， 吉野 山の 千 本の 櫻に 上越す 所 は ご 

ざいません。 . —— 


かう. して、 n-曰 の 移ろに 從 つて、 木の 

眺め も 次第 に變 つて 行きます。 そして 樱 

の 花が 庭に 散って しまった 後に は、 m い 

て 卯の花が 垣根に^い て、 3 の 降った や 

うで ； ざ い ます。 時が 過ぎ て 、s も^れ、 

秋の 中敏 になり ますと， 晴れた かと 思 ふ 

と乂 しても 時雨が 降りつ にいて >  咋 H ま 

では まだ 色 も^か つたと 思 ふ 紅葉が、 は 

や 今：：；！ は 露 や 時雨に 染まって、 ^ の 下 紫 

まで 殘らす e; 紅に 紅 m す るので ございま 

それにし ましても、 この やうな 柬^ の涯 

の 山里に、 計らす も 都の 方が お出で 遊ば 

して、 お 淸 深いお 歌 を 戴き、 そのお 情に 


〇 深き 御 法— 緣の 深き を敎 

旨の 深き に いひ かけた。 

〇 佛果— 成佛の 結果。 


【穴】 


〇 色 な き 袖— 見 ばえ のしな 

い 舞の 袖 C 靑摁の 精で ある 

から、 殊更 色な きと いった C 


〇 秋の 夜の 千夜 を— 伊勢 物 

語の 歌 「秋の 夜の 千夜 を .1 

夜に なせ リ とも 言葉 残 リ て 

鳥 や 鳴 き なむ 一 を 引いた。 

〇 八萆の 鳥— 明 方に 度々 鳴 

く雞。 朝早く 鳴く 一番 鳥 二 

番鳥 など は 過ぎて、 七聲八 

とな つたので ある-し 

〇 鑌 I 曉の 鐘。 

〇 所 は 六 浦 I 明け六つの 時 

をき か せた ので ある Q 

〇 吹きし をリ— 木 葉 を 吹き 

しぼまし o 

〇 唐紅 I 濃い 紅色。 


葉 を 交 はす 値遇の 緣。 深き 御 法 を 授け つつ。 佛 

果を 得しめ 給 へ や 

と 舞 ひ 上げて 常 ii に 立ち、 

シテ 『更け 行く 月の。 夜 遊 をな し 

いろ  -V で  だへ 

地 『色な き 袖 を や。 返さ まし 

〔序 舞〕 

引績き 次の 謠に 合せて 舞 ふ。 

みき  よ  ち よ  ひと よ  かさ 

シテ ワカ 『秋の 夜の。 千夜 を 一 夜に。 重ねても 

地 『言葉 殘 りて。 it や 鳴か まし 

や こ ゑ  とり  かず /\ 

シーア 『八 聲の鳥 も。 數々 に 

地 『八聲 の 鳥 も。 數々 に。 鐘 も 聞 ゆ る 

あけ が；. 1  そら 

シーア 『明 方の 空の 

ところ むつ ら  う ら かせ ャま か ふ 

地 『所 は 六 浦の 浦風 山風。 吹きし をり 吹きし をり 

ち  iJ  つきて  そ  から くれなる  に は 

散る もみ ぢ 葉の。 月に 照り 添 ひて 唐紅の。 庭の 

おも あ  はづ  tAJ*r*-c  かへ  や ** ぢ  ゆ 

面。 明けな ば 恥 か し。 暇 申し て。 歸る 山路に 行く 

かと 思 へ ば 木の間の 月の。 行く かと 思 へ ば 木の 


引かれて、 今 又お 佾樣 にお 目に か X り、 

色々 お 話 申し あげられ るの も、 よぐ，. （\ 

if ぃ御緣 だと 存じます。 どうぞ ありがた 

ぃ御經 をお 授け 下さいまして、 私 を成佛 

させ _て 下さ いませ」 

【穴】 

精 「次第 に 更け て 行きます こ の 月夜に、 色 

もな い 袖 を飜し て  >  お 粗末な 舞 をお 目に 

かけ ませう 一 

〔序 舞〕 

を 舞 ひ、 

精 1. —— 

『秋の 夜の 千夜お 一 夜に 重ねても、 言葉 

殘 りて 鳥 や 鳴か まし』 

(弒の 夜 は 長い ものであるが、 その 長い 夜 を 千倍し 

た 程の 夜長に しても、 戀 しい 人 w 相 た 夜 は、 

なほ 短く 威 じ^れて、 また 詰 も 雄 きないう ちに、 

夜 明の 雞が 鳴く こ.、. -で あらう) 謠ひ舞 ひ、 

精 「さう 申せば、 はや 嘵 告げる 雞が 幾度 も 

鳴き、 夜 明の 鏠も嗚 り 響いて、 空 は ほの 

ぼのと 明け初め >  この 六 浦の 浦風 山風が 

吹く につれ て、 散り 行く 紅 薬 は 月の 光に 

照り映え， 散った 紅葉で 庭が 眞紅 になり 

ました。 かう して 日が あかく 明けて は、 

お 恥 かしう ございま すから- お 暇して 歸 

り ま ^3 」 

といって、 山路に 行く かと 思 ふうちに、 

木の間の 月影が 薄くなる やうに、 搣の 


-     ノ 

〇 かげろ ふ 姿 IH 影の 薄く 

なる を 姿 2 薄 く^える 意 

—レこ 力け た 


間の B のかげ ろ ふ 象と。 なりに け 

と 舞 ひ 納めて 常^に て §5 拍子 を 踏む。 


き 一 八 

精の 姿 も 段々 溥 らい. て 行って. - ^えよ 

、なって しまった。 


〔考 異〕 

諸 流 (觀齊 ^剛) 

著し い 異同 はな い。 

古謠本 (元 祿八年 本) 

【一】、： キ 「千 S 行 も ：：： 港 々と 思 ひ^ (元い^^) ども …： ヮキ 「なうな，， ：ち を まち JJ  ： 

£ 木の) 候が ：：： 【一一：" ヮキ 「刃 iO 兀ナ きま 都より ム" めて -〕 よ ,Jffa3 本堂 S に 5 

3  、  、  、  *  、、- TV  f 者よ リ.^ ； s て  これなる 風つ 〈1y しゝ ン！  s  - ： ：  、 

よく 奮 # めて 候 (元た ぶ 4) 古 鎌 S この 木。 兀：) い 5(？)5 も ：.： 不言な し (元 申) 候。. ンテ 「げに 

ょリ ：：： ンテ 「！兀 ^御 き 5ii;Anr キ^:: Has" 兀： ii 

：.… sia, n^ip  sf ぁ鲁 i 御 さ 元 法) やな 


t ろ  さる 

室 君觀 (春) 


t 匕 匕 『 

【人物 


【時〕 

【作者】 


解  1 說 

四 番目 劇的 夢幻 能 

ヮキ 室の 神職 >  狂言 同從者 (春 は 室の 長)、 

ッレ 室 君 (三人)、 シテ 韋提希 夫人 

播磨國 室 

二月 

作者 及び 演 能に 關 する 古記 錄は 見當ら ない。 

播磨國 室 の 明 神で は、 天下 泰平の 時には  >  遊女 を 舟に 乘 せて 離 

子 物 をさせる 御 神事が ある。 今 も 天下 泰平な の • て， 神職が これ を 行 ふ 

やうに 命じる と， 遊女が 多勢 舟に 乘 つて 出で， 船歌 を謠 つて 雜し、 祌樂 

を 舞 ふ。 すると • 室 明 神の 本 地 韋提希 夫人 も 出現して 歌舞 を 奏する。 

【出典】 典據ら しい もの も 見 當らな い 。 

【槪 評】 神體 (とい ふよりも >  なほ それより 一層 貴い 箬の本 地) をシテ 

とした ものであるが、 演奏 上 四 番目 物と して 取扱って ゐる やうに、 普 

通の 脇能と は 全く 趣 を 異にして ゐる。 賑 はしい 世俗 的な 遊女 の 歌舞 
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室 


君 
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を、 王材 とした もので， その 趣 は 〔江 口〕 の 後段に 似て ゐ るが、 〔江 口〕 のク セが莊 m- であるの に比べて、 これは^め て^ 快で. その 末 段 も、 

〔江 口〕 の 遊君の 普^; 菩薩と 化する の は 雄 健な 肇 力に 充 ちて ゐ ろが、 本 曲の 韋提希 夫人の 出 s は 寧ろ^ 洒 たる 感じ を與 へて ゐる。 脚色の 

様式 も、 本 曲 は 複式 夢幻 能の 定型 を 離れた、 一段 劇 能と も兑 るべき、 しかも 普： 迎の劇 能の やうな 沈^な .1 的お 藤 を 伴 はない、 そして 劇 

の 展開に 何等 破綻 を兑 せない、 まことに 輕 快な 曲 柄で ある。 古記 錄に 少しも 曲名な どの 兌えない 所を兑 ろと >  古作. て はない やうで ある 

が、 凡手の 筆と は 侮られない。 


1 1 


〇 室の 明祌— 播^ 保 郡 

室 津の贺 茂 神社。 その 小 五 

お 祭に は 遊女 数十 人が 白拍 

子 姿 で ！e を 捧げ 船歌 を謠っ 

て 舞 ひ 奏でた とい ふ。 

〇 室 君— 室^ 2 遊女」 ^ 

は 往古^ 要， な水驛 であった 

の で 遊女が 多く ゐた。 室^ 

の 事 撰 集抄、 盛衰 記 等 諸 書 

に えて ゐ る。 

〇 蛾 子 物— 歌舞の： m 子 をと 

る樂 器の 合奏。 


◎ 御前に 候 I 檢本 


1 己 


【二 


名乘钪 にて、 ヮキ室 叨祌祌 職、 風 折 iltw 子 • 翁 附厚权 ，狞 

^•c 大 口-腰 帶 点 の 装 m にて、 狂言 從者 (浩 附搞鞑 ヰ M ふ 

言上 下， 腰帶 ，扇の 装 朿) に 太刀 を 持たせて 出で、 名 乘哝に 

立ち、 • 

& 9 'うじん  つ？ -  1 ？  しんしょ,、 

,巾统 


ヮキ 「これ は 播州 室の 明 神に 仕へ 屮す 神職の 者に 

て 候。 さて も 天 下 泰平 の 折節 なれば。 室 君 si を 

舟に 乘せ。 離 子 物 をして 神前に 參る御 神事の 候。 

今 こ の 時 もめで たき 御代 なれば。 きぎ 御 刺 事 を 

執り行 はば やと 存じ 候 

と いひて 舞- M の眞 中に 出で 狂言に 向 ひ、 

ヮキ 「いかに 誰か ある 

狂言 名乘 座に てヮ キに辭 儀して、 

狂言 「御前に 唉 


【二 


舞 蟹 は铋磨 1K 室 S 神の 社 前で、 瓧は 海に 面して. Q 

50 ワキ^ W 神の 神 IT  從 » な隨へ て «»0 


神， 私 は 播磨國 室の 明 神に お 仕へ して ゐ 

る祌 職の 者です。 さて この 社で は、 天下 

の 泰平な 時には、 室の 遊女 達 を 舟に 乘せ > 

雠子物 を して 神前に 參 ろ御祌 $ が あるの 

です が、 唯今 も 夭 下 泰平な めでたい 大御 

代です から， 急いで この 御祌^ をむ はう 

と 思 ふので す」. 

ミ兑 物 人に CS, し糾 介な して、 從 お に. II ひ、 


一  .？  tins 力 . 


從？ まい」 


©畏 つて 候— この 句 も檢本 

にある。 


【二】 


〇 室の 海— 以下 「綱手な リ 

ける」 まで 遊女の 謠ふ 船歌。 

〇 月の 御舟 I 空 行く 月 を 舟 

に喩 へ た 語。 それ を 逆に 月 

夜 に 漕ぎ 行く 舟 3 意に とリ 

なした C 

〇餒 む 空 は— 舟 を H; に、 海 

を 空に 見立てた ので ある。 

〇 磯山— 磯邊の 山。 

〇 花ぞ網 手な リ ける— 舟 を 

^いて 行く もの は、 常 は 舟 

に槃 いだ 綱で あるが、 今 は 

梅の 花が 人の 心 を 引きつけ 

て、 その 方へ 誘 ひ 出して 行 

くと い ふ 意。 

【三】 


「いそ  t ろ ？ a たち  しん ；！. -ん  おん *5  まラ 

ヮキ 「急ぎ 室 君達に 神前へ 御參り あれと 申し 候 

へ 

狂言 「畏 つて 候 

ヮキ脇 鹿に 行きて 下に 居リ、 狂言 は橋懸 に. S き、 

狂言 「いかに 宰； 君達。 とうとう 御參り 候へ 

と いひて 地謠座 前に 下に & る。 


【二】 


下端の 離 子に て、 ッ レ室君 一一 一人、 面 連 面 4乎签帶. 翁附 摺箔， 

水 衣 • 色 入 腰 卷* 腰 帶. 扇の 装束に て 棹 を 持ちて 出で、 橋懸に 

立ち 竝び、 


SIX レ) 『室の 海 


地 『室の 海。 波 も の どけき 春の 夜の。 4： の 御.^ に 

？ v  かす  そら おも しろ 

棹 さして 霞む 空 は 面白 やな 霞む 空 は 面白 や 

むめ  か 

f レ) 『梅が 香の 

ひ. V や 4* とほ  に ほ  よ  いで ぶね  こ-ろ  はな 

地 『梅が 香 の 磯山 遠く 匂 ふ 夜 は。 出 舟 も 心 ひ く 花 

ぞ 綱手な りけ る こ の花ぞ 綱手な りけ る 

r 三】 

狂言 (ヮ キ に辭 儀して) 「いかに 申し 上け 候。 室 君達の 御參 りな さ 

れて候 

君 


室 


神聘 「室の 遊女 達に、 すぐ 神前へ ぉ參 りす 

る やうに とい つ て くれ」 

從者 「畏 りました」 

w いって、 遊女 達に そ の .S な俾 へ る。 


【二】 


ッレ 室の 遊女 ^勢、 舟に 乘 つて ゐる態 で 


遊女 「 

『室の 海、 波 もの どかな 春の 夜に、 舟！ 

棹 さす 面白さ >  御 空の 舟の 三日月が、 

霞の 中 を 行く やう だ。 


『梅の 香が、 磯の 山から 匂 ひくる、 夜に 

濱邊を 漕ぎ出せば >  花が 人 をば 誘 ひ 寄 

せ、 舟 を そなたへ 引いて 行く』 

さ謠 ひながら 瓧 前に 來 る。 

【一二】 

紳喊は 遊女 達の 來 たの を 見て、 


三 〇 二 


〇 近頃 I 近顷 にな い。 非常 

に o 

〇 捣の欲 I 舟に 榨さ しなが 

ら謠ふ 欲。 舟 欲。 

0 俘 I の 一 節 I この 世の 変 

き樣を 少し。 

〇 夕 波 千 Bl 1 節 を 一 百 ふ を 

夕に いひ かけた。 夕 波の 上 

を 飛び かふ 千 fi。 怖 は^の 

綠語。 

〇 恨 みぞ まさる— 遊女に は 

恨めし いことば かリ 多い の 

であるが、 海士 少女 は それ 

を 知らないで、 遊女の 舟 遊 

び を湊ま しがる との^。 

〇 朝 妻 舟 I 近 江 國坂田 郡 朝 

0. 琵琶湖の 入江の 遝船。 

こ 、も 遊女の 多く ゐた 所リ 

山家^に 「おぼつかな 伊吹 

おろし の 風 さきに 朝^ 舟の 

あ ひやしぬ らん j 

〇 近 江の 湖— 琵琶湖。 逢 ふ 

身と いひ かけた。 

〇 海山 も 隔たる や I 近 江と 

播^と は 遠く 距 つて ゐ ると 

いふの を、 戀し い 人に 逢 ひ 

たくても； お 易に^ へない と 

の^に いひ かけた。 

〇 ぁぢ きな や— つまらな い 

こと だ。 

〇 俘 舟— 賴リ のない 身 を喩 

へ ていふ e 

〇 水 馴榨— 水に 浸って ゐる 

桉。 謠ひ 馴れたと いふ 意 を 


ヮ キ 「近頃 めでたき 御 事に て 候。 又 悉 く 掉を御 さ 

し 候 程に 。棹の 歌 を 御謠ひ 候へ 

<.J を  う ii ラ ii  ラ き よ  ひ ii ふし 

(f レ) 『棹の 歌。 謠ふ 浮世の 一 節 を 

ゆ ふ な& ち どり こ ゑ そ  S6  V4 

地 『謠ふ 浮世の 一 節 を。 夕 波 千鳥^ 添へ て。 友 呼 

びか はす 海士 少女。 恨 みぞ まさる 室 君の。 行く 

舟 や 慕 ふらん。 朝 妻 舟と やらん は それ は 近 江の 

湖 なれ や。 われ も 尋ね 尋ね て ) 1 しき 人に 近 江 

5  A や **  へだ  うき ふね  さ， で  うた 

の。 海山 も 隔たる や。 ぁぢ きな や 浮 舟の 棹の 歌 

を謠 はん 水馴 棹の 歌謠 はん 

と謠 ひて、 ッレ 1 同 te: をす てて 舞^に 人リ、 ^ヅレ は s_s 巾に 


【四】 


立ち、 ッ レ 二人 は wt: 前に 坐す。 


重グレ 次の 謠に 合せて 舞 ふ。 (舞 クセ。 以下 ッ レ謠 は^ グ レ 

一人) 

クセ 『裁ち縫 はぬ。 衣 着し 人 もな きもの を。 なに 山 

姬の。 布哂 すらん 佐 保の 山風の どかに て。 日影 

に ほ あめつち  ひら  さ を 

も 匂 ふ 天地の。 開けし もさし おろす。 棹の した 


I !11〇 ニニ  

神お ^に めでた い ことです。 あ. なた 方 は 

皆掸を さして 居られる の だから、 1 つ 舟 

湫を謠 つて 下さい」 

ST —— 

『^^の 様 を ，谋 に、 ほんの 11 ひま 

せう。 

『夕 波 千鳥の 鳴く 沖に、 友 呼び か はす 少 

女ら が 、 S き 河 竹 の 室お の、 つ ら い -せ 

上 知り もせず、 た ^面白さう に 茨んで、 

こなた へ 舟 を糟ぎ 寄せる。 

『同じ 敉^: の 遊女で も、 朝 妻 舟の 遊女ら 

は、 あ ふみの 海の^ なれば、 戀 しい 人 

にあ ひもしょう。 こ  >- は^ 朥の S い 國> 

海山 遠く 隔た つて， 戀 しい 人 に^へ も 

せぬ。 ほんに つらい ぁぢ きない。 

『 い づ れ俘^ はつらい もの、 さあく 舟 

歌謠 ひませ う』 

【四】 

遊女 はな は， ftw ひつ，. - けて、 

？ —— 

『© の やうな 裁ち縫 はぬ、 お 物 はま も范 

はせ ぬに、 誰に 着せう とて 山姬 は、 0 

の 布 を W すの か。 ト と 詠まれた 佐 保 

山の、 風 もの どかに^: の 曰 も、 のどか 

に 匂 ふこの 阈 の， g けた もとは 海原に、 


舍 めた。 

【四】 

〇 裁ち 鏠 はぬ 衣 着し 人 もな 

きもの をな に 山 姬の布 晒す 

らん I 古今 集 伊勢の 歌。 

〇 佐 保の 山— 大和 國添上 郡 

にあ リ、 こ の 山の 祌を佐 保 

姬と い ふから 山姬 をう けて 

出し、 棹の 緣 とした。 

〇 棹の した だリ —天地開闢 

の 時 伊弗諾 尊が 天 瓊矛を さ 

し 下して 海原 を さぐ リ給ふ 

と >  矛の した ぐ リが 凝り 固 

まって 島と なった と いふ 神 

話の 矛 を 棹に よそ へたので 

ある。 

〇^" 過ぎ 夏闌 けて， Ira 季. の 

港 化の 順赏 である 鋭 言。 

〇 しるしの 棹 I 昔 北 國で雪 

の深淺 を 量る 爲に 立て た竽 

夫 木抄に 「初雪の しるしの 

竿 は 立てし かど そこと も 見 

えず 越の 白山」 

〇豐 年月の— 「雪 は 璺 年の 

しるし - とい ふから fn- を 

量る 竿 はや がて 登 年 を はか 

リ推训 する 竿で あると の 意 

【五】 

〇 そと— 一 寸。 

〇 ここと て も— 室 の 叨祌も 

都の 賀 茂と 同體 であるとの 

意。 

〇 室 山 I 室津 市街の 背後に 

ある 丘 C 

〇 風 を さまれば— 風 が^か 

室 


だり なると かや 

ッ レ 『然れ ば 春 過ぎ 夏 闌け て 

あき すで  く  ゆ，  しぐれ  くも  か さ  みね しろ 

地 『秋旣 に 暮れ行く や。 時雨の 雲の 重なりて 嶺白 

たへ  ふ  つも  こし ぶ  ゆき  ふズ  し 

妙に 降り 積る。 越路 の 雪の 深 さ を も。 知る やし 

るし の掉 立てて。 豐 年月の 行く末 を。 はかる も 

さ を  うた うた  あそ 

棹の 歌謠 ひて、 いざや 遊ばん 

とクセ を 舞 ひ 上げて 常 座に 立つ。 

【五】  つ  r  . . 

ヮキ 「いかに 申し 候。 かかる めでたき 折節に。 そと 

御神樂 を參ら せられ 候へ 

ッ レ 「さらば 御神樂 を參ら せう ずるに て 候 

と いひて 後見よ リ幣を 受取 リ、 

むろ IX ま かゆ  か& がき 

ッ レ 『こ ことても。 室 山陰の 神 垣 の 

地 『I 貝 茂の 宮居 は。 ありがた や？ 幣を 戴き リ 

〔神 樂〕 

ッレ 『月影の 

地 『月影の。 更け 行く ままに 風 を さ ま れ ば。 不^ 

君 


下し 給うた 玉 矛の、 棹の しづくの 盥水 

の、 凝り 固った もの だと か。 かう して 

國 の出來 てより、 春から 夏 へ と 四の 時、 

次第 正しくめ ぐり 行き、 秋 も 暮れ X ば 

時雨 降り、 嶺に 白雪 降り 積り、 わけて 

も 越 路は雪 深く、 棹 をば 立 て て豐 年の 、 

しるし を 雪で 測る とか。 

『のどか な 御代 を壽 い . て ， さあく 舟歌 

讅 ひませ う』 

【五】 

神職 「まことにめ-てたい 御 時節 だから、 一 

寸御 祌樂を あげ て 下さ い 」 

遊女 「それで は 御 神樂を あげ ませう。 —— 

『この 室 山の 明 神 も， 都の 賀 茂と 同 膣で、 

か はらぬ 利益 ありがた や』 

.、.- 謠 つて、 

〔祌 樂〕 

を 舞 ふ U 

月 の 夜が 次第に 更け て 行く に從 つて， 

風 も菘、 、靜 かになる と >  不思議な こと 

に、 妙なる 香が あたり 一 面に 薰り滿 ち、 

13  二 三 


室 

になる と。 

〇 和 光の 垂跡— 佛が 本來の 

德光を 和らげて この 土に 降 

る こと。 こ、 では 佛の站 投 

希夬 人が^ 叨神 として 現れ 

る こと.， 

〇^^ 希 夫人— 印^ 縻訶陀 

11 頻 婆娑緙 王の 后 >  阿 世 

王の 母で、 釋 迦の說 法を受 

けた。 室 明 神の 本 地と する 

出 所 は 分らな い。 

〇 搽 綾 —うすものの 絹。 

〇 上 求 菩&の 機— 山の 高い 

の は、 上に 向って 菩 K を 求 

める 機會を 知らし め、 海の 

低 いのは、 下に 向って 衆生 

を敎 化する 樣を 示す と の 意 

こ の 類句 〔野 宮〕 にも 見 ゆ。 

〇 芄 水.— 艽濁は 世に 行 

はれる 五 つ の 忌 はし い 事、 

獨 ム^!  •  S IS  m  • 衆 や-^ n  • 

命？！ で、 これ を 水に 喩 へ た。 

相 無 漏— 眞如货 相 は 一 

切の 妄染 から 離れる ので、 

無；！ とい ふ。 そ の 鹿 大無迻 

な こと を 大海に 喩 へ た C 

〇 相好 I 姿。 

〇 虚空— 空。 


君 


やき ハ香薰 じ つ つ ？靈直 )。 称お の ifg^fe* 

夫人の。 姿 を 現しお はします 

「和 光の 垂 跡 窣投希 夫人の」 に、 シテ^^ 希 夫人、 而 f  f 

^帶， 襟 白 • 着 附摺笵 .麼 織^ 折 .緋 大口  • 腰 帶 ，ぉ の裝來 にて 

出で 舞^に 入リ、 (ッ レ はシテ の橋懸 一 の 松へ 進む 顷地謠 U 

前に 行きて 坐す) 

〔中 舞〕 

を 舞 ひ、 引績き 次の 謠に 合せて 舞 ふ。 

地 『玉の 釵」 羅 綾の 袂。 玉の 釵羅 綾の 袂。 風に たな 

うん  じょ-つ  ところ  むろ  う ふ  やま  のぼ 

びく 瑞雲に 乘じ。 所 は 室 の 泡 なれ や。 山 は 上り 

じ やう ぐ ぼ だい  ？  す *  う ふ  く VI  i> け しゅじ や-つ 

て。 上 求 菩提の 機を勸 め。 海 は 下り て 下 化 衆生 

の。 相 を 現し、 五 濁の 水 は。 實相無 漏 の 大海と な 

つ て。 花 降り 異香繫 じつ つ。 相好 誠に。 肝に 銘じ。 

感溴袖 を 潤せば。 はや 明け 行く や。 春の 夜の。 は 

や 明け方の。 ii に乘 りて。 复空 にあがらせ。 給 ひ 

ナ り 

「はや 明け方の」 と橋懸 へ 行き、^ 際にて 正面 に^して き、 

左 袖 を 返して 拍子 を 踏む。 


 一  11〇 二 四  

室 の 明祌 として ii 跡 せ られた 佛の本 地 

韋提希 夫人が 御 出現になる。 


〔中 舞〕 

神 は 玉の かん ざし を揷 し、 うす 物の 絹 

を 着て、 風に たなびく めでたい： 雲に 乘 

ひて、 この 所 室の 海に 現れ、 或は 山に 

上って、 衆生に 向上心 を 起して^ 提を 

求める やうに 勸め給 ひ、 或は 海に 下つ 

て、 下界の 衆生 を敎 化すろ 相 を 示し 給 

ふと、 この 入 間の 罪惡に 穢れた ^恧の 

水 も、 を 離れて^ りの， 界に 入る 

淸浪な 大海と なり、 天から は 花が 降り、 一 

妙なる^ n が^り 滿 ち、 まことに ありが 

た い 御 姿 "て、 拜 すろ^; は^ 感激に 堪 へ 

ず、 感淚に 袖 を 濡らした ので あろが、 

やがて 春の 丧 かほめ ぼの と 明け て 行く 

と、 祌は叫 方の まに 誰って、 ^にお 上 

りに なった。 

シ テ SS 提 希： K 人 上天の 心抟で 退 »" 


〔考 異〕 

〔一〕 ヮキ 「これ は播川 室の 明 神ね 仕へ 申す …… ，i  c 春、 の、 社、 人 VI」、 候。 まことに 天下 泰平 國 土 安全に して。 何事 もお ぼしめ すま ま 

、の i 、代、 につ 候。 、か、 か、 る、 め や、 た、 き I 、にで f^ff^f,  、にっか、 せ。 祭) を 執リ行 はば や ••：：  H^M:: ヮキ 「急 

fflf 君達に …： ：^3^7( 春ナ シ) 【二〕 地 「室の 海 …； 月の 御舟^. (春 も) 棹 さして …… 

古 m 本 c 兀祿八 年 本) 

現行 本に 同じ。 
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おあ^- 觀， (寶剛 3 


え  B 

【能 柄】 脇能 複式 夢幻 能 ■ 

【人物〕 ヮキ 早辆の 神職、 ヮキ ッレ 同從者 (二人)、 

前 シ テ 漁 翁 (龍 神)、 前ッレ 海士 女 (夭 女)， 狂 言 

海草の 嵇， 後ッレ (天女) 龍 女， 後シテ 龍神 

【所〕 長門國 (豐 前國 ：>  早辆 明： 神 

【時〕 十二月 晦日 

〔作者】 能 本 作者 註文に 作者 不明と あろ 外 >  古記 錄は 見當ら ない。 

【梗概〕 長門國 (.實 は 豐前國 であらう) の 早 鈉明祌 では" 毎年 十二月 晦 

日 寅の刻に  >  神 、王が 海中に 入って 水底の 和布 を 刈り、 神前に 供へ ろ 御 

神事が ある。 今日は その 當日 なので  >  神 職の 者が その 用意 をして ゐる 

と、 漁 翁と 海 士女と が神德 をた 、 へ ながら、 神前に 參り、 「地 祌第四 代 

彥火 々 出 見 尊 の 御 時 は、^; t の 御 女 豐玉姬 と 契り 給う て、 海陸の 隔て 

がなかった が、 姬御產 の 時、 尊が 御 約束 に 背いて， 姬の 御 氣色を 隙 見 

し 給うた 爲に、 姬は龍 宮に歸 られ、 それ以来 1 の 交通が 絕 えてし ま 


•1 一 〇 二 七 
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つた。 しかし 和布 刈の 御 神事に は、 龍神が 平坦な 海路 を 作り 給 ふので ある」 と 語り、 かの 海 士女 は 过 は 天女 V あり、 漁 翁 は 龍神， であると 

, 打明けて 立ち去る。 やがて 龍 女が 現れ 出て 舞 を 舞 ふと パ また 龍神が 沖から 現れ 出て、 敉 を^け て、 海底 を 平穏に する。 そこで 神主が 海 

に 入って 和布 を 刈る と， 波 はまた 元の 如くに なり、 龍神ば 龍宮に 飛んで 入る。 

【出典〕 . 和布 刈の 神事 は、 醍醐 天皇の 皇子 重 明 親王の 李 部 王 記に、 和 銅 三年 豐前國 隼 人の 神主が これ を 始め^-つたと あって、 ト；； くから 行 

はれた もので、 その 御 神事の 樣は、 後世の 著で あるが、 岡阈米 山の 諸國 里人 談卷 一 に、 

豐前 g 門 司 關早辆 明 神の 宮前は 海な り。 これに 石の 階 あり。 常に 二十 階 ほど は 水中に 見えて、 その 先 はしらず。 毎年 十二月 晦日の 子 

過 a の 剋の 間に、 社 人 宮殿の 賨劍を 胸に あてて、 石 階 を くだりて 海中に 入る。 その 時、 潮 左右へ 颯と ひらけり。 海 .1 の 和布 を 一 鎌 か 

りて 歸る なり。 もし 誤て 二 鎌 かれば 潮に 溺る、 の 難 あり。 此時は 社頭 民家の 燈火、 海上 掛り 船の 火、 ことぐ くこれ を 消な り。 その 

剋 限の 前半 時ば かり >  浪 大きに 立て 海 あちし、 海底に 入らん ずると おも ふころ しばらく 浪 しづ まりて、 又 前の ごとく 牛 時が 程 は 海 あ 

る. -な り。 元朝 件の 和布 を 神前に 備ふ。 又 帝都へ も 奉な り。 

と ある。 本 曲 は卽ち この 御 祌事を 脚色した もので. クセの 豐玉姬 の 事 は、 古事記. 日本書紀 等に 見えた 祌 話に 據 つた。 今祌皇 K 統記卷 一 

の 文 を 褐げ ると、 

海中に て 豐玉姬 姙み給 ひしが、 「產 期に 至： らば、 海邊に 產屋を 作りて 待ち 給 へ 」 と 申しき。 菜して その 妹^ 依 姬をひ きゐて M に 行き あ 

ひぬ。 ；… さても 產の t 見盼 ふなと 契り 中し し を、 視 きて 見 ましければ、 龍に なりぬ。 恥ぢ 怨みて、 「我に 恥み せ 給 はずば、 海 S をして 

相 通 はし 隔 つる 事な からまし に」 とて、 御子 を 捨て置きて、 海中へ 歸 りぬ。 

【概評】 和布 刈の 御祌 事の 樣を如 資に 描いた 佳作で ある。 前段に シテ漁 翁が この 明 神の 神主に 和布 刈の 由來を 語る の は 窮策. て あるが、 後段 

に 神主 をして 和布 刈の 樣を 演ぜし めろ ために、 ヮキを 他所の 者と する ことが 出来なかった の であ ら う。 神事 物で は あるが、 普： 迎の 脇能、 

複式 夢幻 能の 定型 を 離れて >  劇 能に 近い 形式 を とれば、 かう した 破綻 を兑 せす に、 もっと 與昧の 漦ぃ曲 柄に 作り 得た. てあらう のにと > 

作者の 捉 はれた 手法が 遺憾に 思 はれる。 


【二 


〇；！： 十 鈉の祌 祭— 早鈉は ^前 

國門 司と 畏門國 赤 問との 間 

の 海峡。 祌祭は 早 鈉叨祌 の 

和#メ の 剥 事 


0. 長 門の 國— 早 鈉明祌 は. K 

は 113- 前國 にある が、 もと 長 

門 赤間關 にあつ たとい ふ。 

〇 早鈉の 明祌— ^前 國門 司 

市 早 鈉顿戶 に 面した^に あ 

もい ひ、 彥火々 出 見 尊 . 豐 

玉姬， 玉 依 姬. 鹧鹚草 葺不合 

尊 • 阿 度 M 璣 ft; の 五 座 を^ 

る 0 

〇 和布 刈の 御 神事— 毎年 十 

二月 晦日に 行 はれる。 解說 

參照。 

〇{e- の 時— 今の 午前 四時。 

〇 平々— 波の 静かな 形容。 

〇 和布— 食用と なる 海藻の 

息 名。 

〇 奇瑞— 常に はな いめで た 


【二 


疊臺に 小宮の 作物 をのせ、 引 廻 を かけて 大小 前に 


後見 > 

出す。 

次第の 離 子に て、 ヮ キ早鈉 の 神職、 翁 烏帻子 • 着附厚 根 *鵜 狩 

衣. 白 大口 .腰帶 ，扇の 裝束、 ヮキヅ レ從者 二人、 着附 無地 熨 

斗 =• 素袍 上下. 小刀 • 扇の 装束に て舞辜 ： に 入り， M 合 ひて、 

r 么 次第 『今日 早 辆の神 祭。 今日 早 辆の神 祭。 盡き 

せぬ、 御代 ぞ めでたき 

地 取に ヮキは 正面に 向き、 

そ も： V  ながと  くに はや ふら  ふやう じん  つか  まう 

ヮキ 「抑 もこれ は 長 門の 國早辆 の 明 神に 仕へ 申 

しんしょく  もの  たう しゃ  おい  I ご k い さ 44  Ar\ 

す 神職の 者な り。 さても 當 社に 於て 御祭 樣々 御 

座 候 中 にも。 十一 一月 晦日の 御 神事 をば。 和布 刈 

の 御 神事と 申し 候。 今夜 寅の 時に 至つ て。 龍神 

うしほ  しゅ ご  な， C  は-つ  の  へい /\  と き 

潮 を 守護し。 波 四方に 退い て 平々 たり。 その 時 

神主 海中に 入って。 氷 底の 和布 を 刈り 神前に 供 

まう  二と . た-つ ねん  ふ し ぎ  き V ゐ ご ざ  あ ひだ 

へ 申し 候。 殊に 當年は 不思議の 奇瑞 御座 候 間。 

いよい よ 信心 を 致し。 御 神事 を 執り行 はば やと 


存じ 候 


布メ 


【 I 】 

前 段 

舞 S は 長門阔 (货は S 前^) 早鈉明 神の 社 前で、 ヮ 

キ早 « の 紳賴、 ヮキヅ レ從者 ケ随 へて 登場- 

紳整， 今日 早 g 明 神 の 和布 刈 の 御 神事 を 行 

ふの. て あるが、 この やうな 天下 泰平の 千 

代 八千代に 盡き せず 榮 えます 大御代 は 誠 

にめ. てたい こと-て ある」 

ミ 次第 を謠っ て 御代の ^平な 祝 ひ、 

神職 「自分 は 長 門 國早鈉 の明祌 にお 仕 へ し 

て ゐる祌 職の 者です。 さて 當 社に 於て は 

色々 の 御祭 禮が行 はれる ので あるが、 殊 

に 十一 一月 晦日の 御 神事 を 和布 刈の 御 神事 

と 申す のです。 そして その 當日. て ある 今 

夜 >  夜 も 明け方の 四時 頃になる と、 龍神 

が 潮 を 守護して、 荒波 を 四方に 追 ひ 退け 

られ るので、 海上 は平穩 となります。 そ 

の 時； ^主が 海の 中に 入って、 海底の 和布 

を 刈り取って、 神前に お供へ する のです。 

特に 本年 は 不思議な 實に めでた い 事が あ 

つたの-て、 憨、、 信心 を 深く して >  この 御 

神事 を 執り行 はう と 思 ふ の です」 

-/J 見物人に 自己 弒介を し て、 御 神 * の 大略な 述べ 、 
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〇 年の 垛 め一一年 の ^終 

〇 新 玉の I 年の 枕詞。 

〇 君が ため— 古今 集光 孝 天 

盘 の 御製 「君が ため^のお 

に 出で てお 荥 摘む わがお 手 

に 雪 は降リ つ V 」 を 引 い た。 

原 歌の 「君 一は 普： 迎の 第二 人 

稱 であるの を、 こ、 では 大 

君の 窓に とリ なした C 

〇 A ひ 行く末の I 一年の 早 

く 過ぎて 行く を いふ C 

〇 心 を 致し. 心を盡 しひ 


【二】 


ヮキ サン 『ありがた や 今日 早 鈉の祌 の 祭。 年の 極め 

の 御祭と い つ ば。 又 新 玉の 年の 始め を。 祝 ふ 心 

は 君が ため 

と.^ ひながら ヮ キヅレ と 向 合 ひ . 

r  二 上 歌 『春の 野に 出で て 摘む 若菜。 春の 野に 出 

お  ゆ すゑ ほど  ふし く 

で て 摘む 若菜。 生 ひ 行く末の 程 もな く。 年は暮 

るれ ど綠 なる 和布 刈の 今日の 祌祭。 心 を 致し 樣 

樣に。 君の 惠み を、 祈るな り 君の^ み を 祈るな 

リ 

ヮキ 「心 を 致し 樣々 に」 と ^面に 向きて 先 へ 出で またもと に 

歸リ、 上歌濟 みて ヮキは 正面に 向き、 

ヮキ 「潮の 時刻 も 近づき 候 問。 いよいよ 信心 を 致し 御 神事 を 執 

り 一 了 よ うす る- 一， て.^ 

ヮ キヅレ 「尤も 然る 7  -フ 候 

と いひて 脇 座に 行きて W 次竝 びて 下に 居 る。 

【二】 

0 1 聲の離 子に て、 シ テ漁 翁、 面 笑 尉 • 尉 髮* 襟淺黄 • 翁附 無地 

K や；：：： • 茶 水 衣 • 腰 帶. 扇 の裝朿 にて 釣竿 を 持ち、 ッレ海 士女、 

而迚 面ム守 お 帶. 襟 赤 • 涪附拊 ^.w^ お 流の 裝束 にて、 ッレ 
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2S. 今日 ¥s の 御神^の 執り si れ るの 

は、 W にあり がたい こと だ。 年の 終りの 

お 祭と い へば、 また やがて 来る年の 始め 

をお 祝 ひする ことと なる のであって、 新 

年に わが 大君の 御代 を 祝 ひ^-ろ^に、 ^ 

の 野に 出て sf を 摘んで よりこの 方， そ 

の 若菜の 次第に 虫 長す る やうに 月日 も 次 

第に 過ぎ去って 行つ て、 また 間もなく 年 

の暮 となった の. て あるが、 ^は^れても 

綠の 色の 變ら ない 和布 を 刈って- 今日の 

御 神茧を 執り行 ひ、 © 心を盡 して， わが 

大君 の 大御惠 を お祈り 申し上げ るの だ」 

.、/ 大ド のお 平 *w ひな^.,; -御紳 ，の なす る。 


【二】 


干 Si 神 漁 翁の 姿 を 装うて、 ッレ海 士女の 姿み-装 

尺 天女 姬 )•、.- 共に 


〇 久方の —天の 枕詞。 こ、 

では 御代 は 久しと いひ かけ 

て、 天の 意に 用ゐ た。 

〇 今日に 廻る も早鈉 の— 年 

月の 早き を 早鈉に いひ かけ 

鈉の音 を 重ねてと もに 暮れ 

行く と續 けた。 

〇 秋 津洲— 日本 國の 古名。 

〇 世界 わ たづ み— 世界 は陛 

地、 わ たづみ は 海。 人間界 

と 龍 宮界。 

〇蒗 藻の 禮贫— 菹藻は 水草 

禮奠は 捧げ 供 へる こと C 

〇 感應 I 人 の 信心 が祌佛 に 

^じる こ と e 

〇 海松 藻 浮菡— 海松 藻 は 海 

草の 一種、 浮 M は 波に 浮ん 

でゐ る菡。 

〇 花 も 咲く— 花の 如くに 碎 

け 散る 波 を 和布の 花に 擬 へ 

和布に も 花の 咲く の は 神の 

奇瑞で あると いふ。 

〇 手 向 草 I 神に 供 へる もの 

〇 塵に 交 はる— 和 光 同 塵の 

略 e 佛が本 來の德 光 を 和ら 

げ、 衆生 を 濟ふ爲 にこの 俗 

間に 降る こと。 これ を 神 

の ことに 用ゐ た。 

〇 誓 ひ— 祌佛が 衆 牛： を 利 益 

し狯ふ 誓約。 

〇 結緣— 祌佛と W 緣を 結ぶ 

こと e  - 

〇 海士の しわざ— 漁業。 

〇 花の 手 向 I 志が 何よりの 


を 先に 立てて 出で. ッ レーの 松、 シテ 三の 松に て 向 合 ひ、 

si 『天地の。 開けし 御代 は 久方の。 神と 君との。 

あ 影 力な 

二人とも 正面に 向きて、 

ッ レー 一句 『今日に 廻る も早辆 の。 つ レア (向 合 ひ) 「ともに 

れ 行く。， なれ や 

と謠 ひて 舞^に 入リ、 ッ レは眞 巾、 シテは 常 座に 立ち、 

あき つす  おい  しん 

シ テ サ シ 『あり が た やそれ 秋津洲 のうちに 於て。 祌 

しょ  ひ さい ゥ i  An  よ や とら  ケ， ス 

所 の 御祭 樣 々なれ どもぶ _1 §s この 早 鈉の神 

祭。 世界 わた づみ 隔てなくて" 蘊藻 の 禮 奠感應 

の 。海松 藻 浮 藻 の 花 も^く 波 を かざしの 手 向 草。 

ちり  ま じ  かみ - ごころ ち^  6  かた 

塵に 交 はる。 神 心。 誓 ひに 漏る る。 方 もな し 

も ゆ  は 二  か&  けち えん 

^下 i 歩み を 運ぶ こ の 神に いざ 結緣 をな さう 

ところ はや とら  ふね 

よ。. 6 『所 は早辆 の。 所 は早辆 の。 ゆきき の 舟 も 

かぢ  た  かず /\  ic:  ちの あ t  tji 

楫を絕 え 。數々 の 捧げ物 海士 のし わざに 至る ま 

で。 かひ あるべし や 志。 それ こ そ 花の 手 向 なれ 


和布 刈 


減 天地の i よりこの 方， 今日に 至る 

まで 實に 久しい 間、 いつも 神樣と 大君と 

の 御 惠みを 蒙って ゐ るの だ」 

海女 「かう して 安らかに、 一年の 年月 は 早 

くも 過ぎ去って、 また 今日は 年の 暮 とな 

りました」 

漁 翁 「あ >- ありがた いこと だ。 わが 口 本の 

國には 諸 所 方々 の 神々、 それぐ 色々 の 

お 祭が 行 はれる ので は あるが、 とりわけ 

この 早 辆の御 神事に は， 海^、 人間界と 

龍宮界 との 分け隔てが なく、 人間が 水草 

を 神に 供 へ てお 祭 を すれば、 祌も 亦御感 

應 あらせられて >  海松 藻 や 浮^に 花の 咲 

いたやうな 波の 花 をお 供へ 遊ばす のだリ 

かう し て 、 神樑は 衆生 利益 の爲 にこの 俗 

傲 間に 交 はり 給 ふので あって、 われ/ \ 

そ の 御利益 に 漏れる 者 はない の だ」 

滅 I 「さあ 明 神 へ 御參 りし て、 こ の 神様の 

御利益 を かう。 この 所 は 名 も早鈉 とい 

つて、 波風の 荒い 所， て、 往来の 船 も 難破 

する ので、 神様に 色々 澤 山のお 供へ 物 を 

して、 安穩を 祈る ので あるが、 漁業の 繁 

榮も お祈り すれば * 御利益が ある ことで 

一 I 一 
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手 向で あるとの 怠。 前の 「花 

も K く  - を 承け て 「花の」 と 


【三】 


〇 漁 翁の 罪 I 佛 戒十惡 の 一 

である 殺生" 

〇 輕き身 I 賤し い 身と いふ 

^を^さの 輕ぃ 意に とリな 

した C 

〇 浮か めん I 祯樂 往生 を 得 

よう o 

〇 なかな か— 然 リ とい ふ 意 

の 時代 霤葉。 

〇 うろく づ— 魚類。 

〇然 が る —火 の 如く 焦が れ 

苦しむ- 

〇 和 光の 影 I 和 光： M 塵の 略 


それ こそ 花の 手 向 なれ 

「それ こそ 花の 手 向 なれ」 と謠 ひながら シ テ.ッ レ入替 り、 シ 

テ ± お. u>、 ッレは 協 下- W に 立つ。 ヮキ 立ちて 正面に 向き、 


【三】 


ふ £1 


ヮキ 『不思議 やな 夕 影 過ぐ る祌の 御前に。 手 向 を 

^ぐる 人影 は。 そ もや.^ 何なる 人 やらん 

ッレ 『これ は賤 しき 海士 少女の。 數に は あらぬ う 

き 身なる が。 手 向を捧 ぐるば かりなり 

シテ 「われ は r 年經て 化 める こ の沛 の。 漁 翁の 罪 

を 恐る る ゆ ゑ) 賤 しき 者 は 輕き身 を。 浮か めん 

ためにて 候な り 

ちか  b 

ヮキ 『なかなか なれ やうろ くづ まで も。 甞 ひに 洩 

れぬこ の汕の 

シテ 『海 か の 漁火 焦がる とも" n 介 S. 和 光の 影 

は ：1 りなく 

地下 5 明らか なれ や 天地の。 開けし 神代の 如く 

にて。 すなほなる べき 人心" いやま しのお 驗ヨメ 
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あらう。 そして く US 心すろ こ. とが 何よ 

りのお 供へ 物と なる の だ」 

ミ いひながら „2B に く- 

【三】 

紳， これ は 不思^ だ、 々^も 過ぎた 今、 

神前に お供 へ 物 をして ゐろネ が あるが、 

1 K どう い ふ 人な の だら う」 

海女 「私 は賤 しい 器の 女. て、 人竝 にも 數 

へ られな い あはれ な 者です が、 たに 祌樣 

にお 供へ をして ゐ るので す」 

漁 翁 「 私 はまた この 浦に 、水 年 住 んでゐ ろ 漁 

師の 老人です が、 殺生の 罪が 恐ろしい の 

で、 賤し いこの 身が、 どうか^々 と^ 樂 

住 生の 出来る やうに と- お祈りして ゐる 

のです」 

紳 WT さう だ、 この 浦の もの は 魚類に 至る 

まで、 神樣の 御利^に； 1 れな いの だから 


漁 翁 「漁.！ として 殺生 を 行 ひ、 身を热 がす 

やうな 苦しみ を 受ける 箬.て すが、 祌 樣 の 

御利益 は 暴り のない 明らかな ものです。 

そして 人の 心 は.： K 地 の祌 代の 時と！！ 

じ やうに 素恧. て、 菘、、 多くめ でたい しる 

しの^れ るの は、 ほんと にあり がたい こ 


〇 海原 や 博 多の 海 も ー 堀川 

後 Kn 首源蒹 a: の 歌に 「海原 

や 博 多の 沖に か 、リ たる も 

ろ こし 舟- i とき つ く る な 

り」 博 多 は筑前 福！： 市の 一 

部。 

0 潮 引 島 I 汐の 引く を 引 島 

にい ひかけ た。 引 島 は早鈉 

瀨 戸の 西南に ぁリ、 彥 島と 

も： >  >ー 」 

〇 友 千鳥— 鈉の 一昔 を 重ねた 

〇 春秋 わ 雲居の— 新 勅撰集 

藤 原 公 經の歌 「春秋の 雲居 

の 雁 もとぐ まらず たが 玉章 

の もじの 關守」 を 引 い た。 

【ョ】 

〇 火々 出 見の 尊— 天照大神 

を 地 神 第 一代と し， 尊 は そ 

の 第 四 代に 常ら せ 給 ふ。 

〇 豐玉姬 —海神の 御 女。 彥 

火々 出 見 尊 釣針 を 索め て 海 

の 都に 到リ、 姬と契 リ給ふ C 

この 事 〔玉 井〕 に 作らる C 

〇 その 御產の 時— この 事 古 

事 記 • 日本書紀 等に 見 ゆ。 

解說參 照。 


〇 御氣 色— 御樣 子。 

〇 いぶかしく 1 疑 はしく、 

不安に 思 ふこと C 

〇 かいまみえ— 隙間から 硯 

き；：^ る こと。 


れ にけ るぞ ありがたき。 ヒ歌 『海原 や。 博 多の 海 も 

程 斤】 く。 博 多の 海 も 程近く。 潮 引 島 も 見え 渡る。 

s^w の S  vi-  ¥ 沖の 鷗も きれ 立つ や。 春秋の。 雲 

& の 罹 もぎめ 得ぬ。 誰が 玉章 の。 もじの 關 守と 


永 

さ 一 H 


みし 心 も。 理ゃ 詠みし 心 も理ゃ 

地上 歌の 始め に、 ヮキは 下に 居リ、 ッ レ も 笛 座 前に 行きて 下 

に 居リ、 シテ は 「s 引 島 も」 と 左の 方に 向き、 「沖の 歸も」 と 正 

面に 開き、 「もじの 關守」 と 角よ リ左 へ 廻り、 大小 前 へ 行き 眞 

fa 'に 出で て 下に 居る。 

【四】  ぢ じん - た：，  ふ i ほ 3 で み  みこと i よ た." 

地ク "『それ 地 神 第 四 の 御代 火々 出 見の 尊。 豐玉 

ひめ  ちぎ  か 5- ろく  へだ  I 

姬と 契り をな し。 海陸の 隔て • なかり しに 

つ 一 -で、 とよ たま ひめ 、ひこと V  r  の |i ま 

シ テ サ シ 『そ の 御產 の 時豐 玉姬。 尊に 向 ひ宣 は く 

地 『^ 期に 於て わが 姿 を。 敢へ て 見 給 ふ 事な かれ 

と。 御 約諾の。 詔。 互に 堅く。 誓 ひ II ふ 

(居 クセ) 

し ？-  と き いた  おん け し^; 

地クセ 『然れ ども 時 至り。 さすがに 御氣色 いぶか 

f  たま  a 

しく  H ひしけ るかと よ。 かいまみ えさせ 給り し を 
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とです。 こ X は 海 邊で、 博 多の 海に も 近 

く、 引 島 もよ く 見え >  友 千鳥 や 沖の 鷗が 

早 鈉の瀨 戸に 群れ 立って ゐ まして， 和歜 

『春秋の 雲居の 雁も^ め 得ぬ、 誰が 玉章 

の もじの 關守』 

(雁 信な^ VJ いって、 雁ば 玉章な 持って くる ものの 

やうに いはれ てゐ るが、 その 春 歸 り 秋來る 雁が 文 

字の 钫 かた を 留めて S かないの は、 ー體 誰の 玉 窣 

なので あ らう) 

と 詠まれた 心 持 も、 尤も だと^ かれます」 

【四】 

漁 翁 は 神联の 傍に 坐つ て 更に を 35 けて、 

漁 翁 「太古、 地 神 第 四 代の 彥火々 出見镎 は 

海の 豐玉姬 と 御 結婚 遊ばして、 海と ゆと 

の 分け隔てがなかった のです が、 その 御 

產の 時、 豐玉姬 が 尊に 『出逢の 時、 決し 

て 私の 姿 を御覽 下さい ますな』 と 仰し や 

つて、 お 二人で このお 約朿を 堅く お守り 

になる やうに ぉ哲 C ひに なった のです。 1 


ところが、 愈-、 御 出産の 時になる と、 筏 

は 姬の御 樣子を 御 不安に 思して、 隙間 か 

ら舰 き兑を 遊ばした ので、 姬は恥 かしい 

I 一 一〇  一 II 三 
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〇 淺 まし ー 人^の 姿で ない 

蛇體 を恥ぢ 給うた ので ある 

〇 か. V.- ち— 愚痴 を いふ こと 

〇 玉の 御子— 鹧^ 茅 ^不合 

®c  ^す 波、 波の 玉、 玉の 

御子と いひ 綾け た。 

〇 人 杏弒— ，玉 姬は 海神の 

御 女で あるから、 蛇 體の杏 

類と いった。 

〇 さか リ， I 離れ 隔っ こと。 


〇 非 想—^ 想 非 非 想 返 灭 の 

略。 無色 界の第 g; 灭、 一 I ー界 

巾の^ 上位に ぁリ、 有項灭 

とも い.^  C 

〇ss 仰— 信心 の 深い こと。 

者が 水 を 慕 ふ や う に 仰ぎ 

慕 ふ 怠。 

〇 海藏 の御齊 —海中に 蔵め 

られた 齊。 

〇 心の 如 く— 龍 女が 釋^ に 

奉った 如意 齊珠を 含めて い 

【五】 


いと 淺 ましと 恨み かこち。 長く 海路の^ ひ をた 

ちほす 波の 玉の 御子 を。^ て つ つ 璺玉姬 は 能お 

に 人り 給 ふ。 その後 潮 さし ひき の。 朝； の ゆ は 

ありながら" 人畜 類の 生 を 背き。 境 を さかりに 

き 

シテ 『然れ ば 神代の. 北 "より 

地 『 この 早 g の 神 祭。 神慮 普き 誓 ひなれ や。 上 は 

非 想の， 雲の上。 下 は 下界の 龍神まで。 渴 仰の 心 

中。 ま こ と に 深き^ 海 を。 陸地に なして こ の W 

の。 長 門の 迎ひ 隔て もな き。 ^藏 の御寶 も。 心の 

如くなる ベ し 

【五】 

地 a ン ギ 『げ にや、 いの 如くに て。 げ にや、 レの， S  くに 

て" こ の結緣 も樣々 の。 人の 願 ひの なかるべき 

ッ レ 『今 は 何 を か 包む ベ き。 わ が 估む 方 は 久方 の 

地 『天つ 少女の 雲の 袖 
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^ましい ことと >  恨み かこって、 それ 以 

來 長く 海と^と の： 迎ひ路 を 絶って、 波間 

に ^れ、 の 如き 御子 は 陸に 扮 て て £ い 

て、 g^- 姬 は^おに ぉ歸 りに なって しま 

つたので す。 そして その後 は、 朝夕に 潮 

の滿千 はあり ますが、 人 iiB ^と 龍 宮界と 

全く 別な もの となって、 交通が 絕 えて し 

まった のです。 

それ だのに、 この^ 钢の 御祌^ に は、 祌 

代の 昔から 今に 變ら. す、 祌 ほの ありがた 

い 御利益に よって、 上 はお 顶 天から、 下 

は 海底の 龍宮界 まで、 天上 地下 舉 つて^ 

い^ 心 を 表し、 かの^い^ 海 をも^ 地の 

やうに 作ります ので、 この 長 門 ^ と 海と 

の 通 ひ路も .US になって、 海の 中に^つ 

た 御お も 心の ま V に^ろ ことが 出來 るの 

です」 

【五】 

紳 ®1 全く そ の ：迎 り、 すべ て 心 のま >  にな 

ろの だから、 人々 の拔々 の 願 ひ^も、 こ 

の 神に お 願 ひ 申せば、 成就し ない 害 はな 

いの だ」 

海女 「今 は 何 を 隠さう、 ，，z: 分の 住む 所 は 天 

上界で" 天女の 舞 に^に 柿す かざしの 花 

を この 祌 へ お供へ する のです」 


〇 かざしの 花— 天女の 髮に 

挿す 花。 袖 を かざす と いひ 

かけた。 


〇 老の 波に— 老人の 釵の皺 

を老の 波と いふの で、 翁 を 

承け て 1 波の 上に 「老 の」 を 

冠した。 


【間】 


漁 翁 「自分の は、 それと は 種類 は 違って ゐ 

るが、 やはり 花の 一 種で ある 波の 花 を 海 

底 か ら 持ち出し て、 龍宫 からのお 供へ 物 

とする. の だ」 

と、 天女 • 龍神と もに 深い 信仰 を 表し 

て 、 天女が 雲 に乘 つて 天上界に 歸られ 

ると- 漁 翁の 姿 をした 龍神 は 波の 中に， 

隱れ ておし まひに なった。 


シテ 『かざしの 花の 手 向 草 

地 『色 こそ 變れ 

シテ 『わ たづみの 

はな  な & ぢ  そこ  りう ぐ-つ  もの あめつち 

地 『花 は 波路の 底よ り も。 龍宮の 捧げ物。 天地と 

もに 渴 仰の。 天 つ 少女 は 雲に 乘 れ ば。 翁は老 の 

波に 隱れ 入り 耠 ひけり や。 隱れ 入らせ 給 ひけり 

. ッレ 「龍宫 の 捧げ物」 と 立ちて 幕に 人リ、 シテ 「翁 は 老の波 

に」 と 立ちて 常 座に 出で て 開き、 來序 の孅 子に て靜 かに 屮入。 

【問】 末社 來 序の 镞 子に て、 狂言 海草の 精、 面 鼻 引， 末社 頭巾 • 着 附 厚板 ，餽 水 衣 • 括 袴 • 脚 牛. 腰 帶. 扇の 裝 

束に て 出で 名乗 座に 立ち、 

狂言 「かやう に 候 者 は。 長 門の 國早辆 の 沖に 住む 海草の 精に て 候。 さても 常 社に 於て 御神^ 數多 御座 

お ほつ ごもり 

ある 中に も。 十二月 大晦日の 御 神事 を 和布 刈の 御 神事と. & して。 とりわけ 奇端 ある 御 事に て 候。 そ 

の 故 は。 今夜 寅の刻に 龍神 立つ 波間 を 分け。 渺茫 たる 眞砂 になり. E. す。 その 時 神主 松明 をと もし 海 

中に 入って。 水底の 和布 を 刈り。 神前へ 供へ. S. さる、 事に て 候。 誠に 神代より 今に 至る まで。 わた 

づ みの 宫と 隔てな く。 今に 絕 えせす めでたき 御神拜 にて 候。 されば この 御代 めでたければ。 いよい 

よ 今夜の 御 神事 めでたく 思し召し。 龍宮の 姬宮鹽 筒 男の 翁 現れ 給 ひ。 數々 の 寳物を 捧ゅ渴 仰の 體を 

祌主 見つけ 給 ひ。 加 何なる 者ぞと 尋ね 給へば。 龍 女は賤 しき 海. H 少女と 答へ 給へば。 翁は沛 人の 様 

に 御 申し あり。 假 初ながら 地 神 第 四代彥 火々 出 見の 尊よりの 事 を 御物 語り あり。 今の 捧け物 は龍宫 
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【穴】 


〇 虎^く や！ の 贫 にかけ 

て 虎の Si を 出し、 羿餱集 「龍 

吟 fl 起、 虎 * 風 生」 などと 

いふ の で、 龍 を 出す 前^と 

した o 

〇 風：： 十鈉の I 風 早き と い ひ 

かけた C 


よりと あって。 天地と 北 ハに渴 仰の 天つ 少女と いひ 捨てて。 雪 SS に 紛れ 袷へば。 翁 は 海中に 入， り 袷 ふ。 

かやう に 奇特なる 神前 へ^る 事。 偏に この 浦に 住む 故にて 候。 か、 る めでたき 折枘 なれば。 一 さし 

奏でて 罷り 歸 らう 

とい ひて 大小 前へ 出で、 

狂言 『めでた かりけ る 時と かや。 〔一 11 段 舞〕 やらく めでた やめで たやな。 かゝる めでたき 折枘 なれば。 

我等が やうなる 海草まで も。 こ s 神前に 浮かみ 出で。 祌祕 を拜み 奉り 祌祕 を拜み 奉りて。 又お 中に 

ぞ \ り- 一け る 

と 舞 ひて 慕に 入る。 

出端の 離 子に て、 後グレ (天女) 龍 女、 而逑而 ^帶 .夭 冠- 

黑垂 • 襟 赤 • 釐附摺 箔，紫 畏糾 。.n 大口 • 腰帶 5 裝來 にて 出 

で 常 座に 立ち、 


【六】 


地 『汀に 神 幸な り 給へば。 汀に 神 幸な り^へ ば" 

虚^ に 音樂。 松風に W して。 江 月 照 ら し。 異香薰 

ずる 龍 女 は 波 を も かざし の 袖 を。 返す も 立ち It 

J 秋 力な 

〔天女 舞〕 

後 グレー 「さる 程に さる 程に 

挫-和布 t の 1 到り 虎 嘯 く や。 風早鈉 の。 ^吟ず 


後 段 

ヅレ (天女)、 酣 女 B.i 姬 


明祌が 水際まで お出 ましに なると、 .S 

中に 奏する.^ 樂は 松風と 調子 を 八：： はせ 

月の 光 は 水上 を 照らし >  妙なる 否が 黹 

り滿ち て 、 龍 女 は 波 を も かざし の 花と 

し て ， 舞 袖 を飜し て 美しく 舞 ふ ので あ 

る。 

〔天女 舞〕 

に その美し い » を 一： 小す。 

か-つして ゐる うちに、 和布 刈の 御神^- 

の  行 はれるべき-: S  の 刻限に  なると、  虎 

の喊 くやうな 早 風が 吹き 來り、 せ g の 


【七】 


〇 こ ゆるぎの —古今 集 大歌 

所 御 歌 「こよろ ぎの 機た ち 

ならし 機 菜 摘む めざし 濡ら 

すな 沖に 居れ 波」 を 引いた 

「こ ゆるぎ j は 「こよろ ぎ」 に 

同じく 相 摸 國の大 磯。 「磯 

茱」 は 海草。 「めざ し 」 は 髮を 

切 禿に した 女兒。 髮が 短く 

て 目 を剌す 程で あると の 意 

から 出た 名。 

〇 夕汐 を— 言 ふ とい ひかけ 

た C 

〇 屛風を 立てた る— 波が 兩 

方に 分れて、 中に 道 を 作る 


し 


ば 雲 起り 雨と なり。 潮 も 光り。 鳴動し て。 沖よ 


り 龍神。 現れたり 


【七】 


と 常 座 にて 幕の 方に 向 ひ 扇に て 招き、 直して 笛 座 前に 行き 

て 下に 居る。 

早 笛に て、 後ジテ 龍神、 面黑髭 • 赤 頭 (龍 戴) • 金 緞 鉢卷， 襟 紺* 

着附 厚板 • 法被 • 赤地 半切 • 腰帶の 装束に て 打 杖 を 持ちて 出 

で、 橋懸 一 の 松に 立ち、 

地 『眷 神卽 ち。 現れ て。 龍神 卽ち 現れ て？ 蒙に 入 リリ 

後ジ テ 『和布 刈 のぎの。 水底 を 穿ち 

地 『拂 ふや 朝瀨 に。 こ ゆ るぎ の 磯茱 摘む？ 角 へ 行き〕 

シ テ 『めざし 濡らすな。 沖に 居れ 左 へ 廻 リ) 

地 『沖に 居れ 波と 夕汐を 退け 屏風 を 立て たる 如 

くに 別れて？ 眞中 にて 開き リ。 海底の 砂 は。 平々 たり 

(と 右 へ 廻りて 常 座へ 行き) 


つ ろざて 狩 衣の 


を 舞 ひて、 常 座に 下に 居る。 この間に ヮキ. 

肩 をと り、 左手に 松明、 右手に 缣を 持ち、 

ヮ キ 『神主 松明。 振り 立 て て (と 立ち) 


瀨戶 に は 龍 のうなる やう な 波音が 立 つ 

て、 雲が 起り、 雨が 降り、 潮 も 光り、 

あたり I 面に 鳴り響いて、 沖の 方から 

SJHJ 神 力 現.. Tv  i! た 


【七】 


かくて 龍神が 現れ 出て、 和布 を 刈る ベ 

き 所 の M を 穿 ち拂 ひのけて、 

E 神 「磯邊で 海草 を 摘み 拾うて ゐる 女兒の 

裾 を 濡らすな、 波 は 沖の 方に 居れ」 

といって、 潮 を 追 ひのけ、 屍 風 を 立て 

たやう に、 波 を 左右に 別け隔てて、 海 

底 を 平坦な 砂路の やうに した C 


和布 刈 


に 龍 W が 彼な 追 ひのける 樣 を 一 is す- 


そ こで、  神、 王が 松明 を 振り立てて、 御 


一 §1 七 


Ifl  M カ 


〇 わ だの ！sl 海原。 「わた」 

は 海。 


o  ^  — 


地 『神主 松明 振り 立 てて？ 凌へ 卜： リヾ 御 縑を持 つ て 

(正面 先へ 出で ：}。 岩間 を傳 ひ。 傳ひ下 つ て (と 正 W を 見廻 

し、 半 町ば かりの 海底の 和布 を^: り S にて 別る 形 を 

し r 歸り給 へ ば 程なく 跡に c ワキ^ ^- Is リシ テ 立ち ：>。 

潮 さし i ち て。 もとの 如く。 荒海と な つ て c 扣子を 

踏 さ。 波 白妙の。 わ たづみ わ だの 原 ハ 右 s=0。 天 を 

浸し (上 を 00 。雲の 波 煙 の (下に 拉リ) 。波 虱 海上に^ 

まれば (と 立ち ヾ 波風 海上 に。 K まれ、 ま 蛇體 は。 1 

宮に 飛んで ぞ。 入りに ける 

と嵇 懸^ 際へ 乘リ込 み、 飛び 返りて 左 袖 を かづき、^ に 立ち 

て^ 拍子 を^む。 

〔考 異〕  . 

諸 流 (觀 寳剛 喜) 

【 1 】 ヮキ 次第 「今日 早鈉の … … ST^, 御 代 ぞ めで， 7^ (貧 ナ シ) 

古謠本 (光 悅本)  

【一】 りキ次 第一 今日 uf.1 辆 II の 「.|:.ま き ぬ 御代 ぞ めで I た *v, (光ナ シ) 。キ 「^(光 ナ シ) これ は ：.... 祌 職の^,^  (光に て. お〕 

1( 光 あた) つて …… 殊に 當年 は. (光 奇特) の 奇瑞 …… 【二】 シ テサシ 「ありがた や …… この 早鈉の 祌 (光、 の) 祭 …： 

「げ にや 心の …… 人の 願 ひの なかる ベ ^(元し) 


  一二 〇！ 一一  八  

鎌 を 持って、 岩間 傳 ひに 海に 体 ひ 下つ 

て、 半 町ば かり 下の 謂の 和布 を 刈つ 

て、 無^に 社へ 歸られ ると， その後 は 

また 間もなく 潮が さし 滿 ちて、 もと 通 

りの 荒海と なり、 波の 白々 と 立つ 海原 

は 天 を も © す やうで、 波が^ か 煙の や 

うに 見える。 そのうちに、 また 海上の 

波風が 靜 まると >  龍 祌は能 is に 飛んで 

入った。 

筏ジテ 船 神、 ； W 底に 人る 想で お »。 


人， おおの 時に 

〔五】 地 n. ンギ 


0 


月 

觀 (寶 春剛 喜) 


解 お 


i〕 

【人物】 


四. 五番 目 二 段 劇 能 

前シテ 小 澤刑部 友 房， ッレ 安田 

友 治の 妻、 子方 花 若、 ヮキ ^パ 

秋 長、 狂言 同 從者， 後シテ 小澤 

刑 部 友 房 

近江國 守 山 

(正 月) 

作者 及び 演 能に 關 する 古記 錄は 見當ら ない。 

【梗概〕 信 濃國の 安田 莊司友 治 は 同國の 望月 秋 長に 殺害 せられて、 家臣 は 皆 離散して しまった。 その 一人で ある 小 澤刑部 友 房 は 今 は 近 江 

國守 山で 甲屋 とい ふ 宿屋の 亭ホ となって ゐた。 安田が 死んで から 十三 年、 その 妻と 一 子 花 若 は 敵の 迫害 を 恐れて、 さすら へ の 旅 を續け 

た 末、 ^の 甲 屋に汕 り 着いた。 小澤は 意外の 邂逅 を 喜んで >  色々 力 添へ をした。 折も折、 その 街 敵の^ 月 もこの 宿に 泊り 合せた ので、 小 

澤の 計ら ひで、 安田の 妻 は 盲 御前に 身 を やつして 曾 我 兄弟の 謠を謠 ひ、 花 若 は 八 撥 を 打ち、 小澤 自身 は 獅子 を 舞って、 望月の 洒興を 助 

け、 その 醉に乘 じて、 仇 を 討ち 本望 を 遂げた。 

【出典〕 典據ら しい もの は 見 當らな い 。 恐らく 仇 討と 


〔所 〕 

【時】 


ふこと を 主題に して、 作者の 創作した もので あらう。 


望 


一一 121 九 


望 


一一 一 OS 


〔槪 評】 本 曲と 相似た もの に 〔放 下^〕 が ある。 兩者 とも 父の 仇 討が 主題で あるが、 舞臺 上 の 興味 は その 手段に 川 ゐる放 下 や 御 t 舞に あ 

. る。 兩 者と も戲曲 として 最も 發 達した 脚色-て >  一歩 を 外せば、 能 樂の埒 外に 出て しま ふ ものである。 危 くお； 之^に ならう とする の を 救つ 

てゐ るの が >  この 放 下 や 獅子舞-て ある。 演奏 上の 興味 はかう した 所に あるが、^ 題を沒 却す るに 至らない 所に、 m 曲の 特色が ある" 將に 

能樂 の. 埒外に 出ようと して、 危く 踏み止まり、 危く 興味本位に 墮 ちょうとして >  、王题 から 離れ きらない のが、 刚 曲の 生命で ある。 ：.！ 曲 

を 比較 すれば， 脚色の 複： i さに 於て、 しかも その 圓滑 である 點 に 於て、 演奏 興味の^ さに 於て、 その 方法の 自然で ある 點に 於-.」、 本 曲 

の 方が 〔放 ド佾〕 より 勝れ てゐ ると い ひ 得 よう。  . 


【二 


〇 守 山— 近 江 國野洲 郡の 宿 

〇 甲 星 —宿 星の 尾號 C 


〇 さる 子細— 主家の 斷 絡し 

た 事。 後に 委し い 事 惜が出 

てく る，. - 

〇 身命 を つ ざ 候— 命 を つ な 

いで ゐる C 生活して ゐ る。 


【二】 


シ テ小澤 友 &、  ^面* 襟 花色 • 着附 K 熨斗 H> 素袍 上下 ，扇- 

刀の 装束に て、 何事もなく 舞臺に 出で 常 座に 立ち、 


もの  み ふ&  くじ 60 や 4<  しゅ ,、 .3 ュ i や 

シテ 「か や うに 候 者 は。 近 江の 國守 山の 宿 甲屋の 

てい しゅ  それがし ほんつ 一く  しなの  くに  もの 

亭主に て 候。 さても 某 本 國は信 濃の 國の 者に て 

院が。 さる 子細 饒ひ て こ の 甲屋の 亭主と な- 


；り 


往来の 旅人 を 留め 申し て 身命 を つ ぎ 候。 今 H も 

たび び と  おん とほ  おんじ やど  ま-つ  * ん 

旅 入の 御 通り^ はば。 御宿 を 申さば やと 存じ 候 

と い ひて 地謠座 前に 行き 下に 居る。 

次第の 離 子に て、 ッレ 安田 * 治の 妻、 面 深 井 ，«K 翁帶， 襟 朽 

葉 色 • 着 附摺箔 ，無色 麼織 の 装束に て 杖 をつ き、 子方 花 若、 襟 

赤 • 着 附総箔 • 白 大口， 腰帶 .Es の裝^ にて、 子方 を 先に 立て 

て 出で、 子方 は 舞^の ほ屮、 ッレは 常 11 にて 向 <3= ひ、 


【二】 


： 一 


第 一 段 

as は-近 江 山で、 


, 小^ 友- 


小潘 「こ >- へ 出ました 私 は、 近 江國守 山の 

宿の 甲屋 とい ふ 宿屋の 亭主です。 さて 私 

はもと は^ 濃國の 者な のです が、 ある 事 

情が あって、 この E. ほの； ひ 生と なり、 往 

來の 旅人 を 泊めて、 くらし を 立てて ゐる 

のです。 今 t "も 旅人が お： 迪り になった な 

らば、 お 宿 をしたい もの だと 思 ひます」 

-tft 物 人に.！！ HT5 紹介 をして、 旅人な 待って ゐる S 


【二】 


舞 sift! つて « 璲 W ミな. り、 ツレ^ W 莊. 3- の 

子方 花 若 を 作って^ «。 


〇 波の 浮 鳥 —賴る もの もな 

く 漂浪し て ゐる母 H- の 身 を 

瑜へ ていふ C 

〇 下 安から ぬ— 水鳥の 足 の 

休む 隙の な いやう に、 表面 

は 安らかな やうで も、 內面 

心配が 絶えな い C 

〇 安田の 莊司友 治 1 假 作の 

人名。 

〇 望 H の 秋畏— 假 作の 人名 

觀世 以外の 四 流で は 安田 の 

從 兄弟と す。 

〇 あ へ なく— はかなく。 も 

ろく も C 

〇 從類— 家來 眷屬。 

〇 撫子— 愛撫す る 子の 喩へ 

賴む 木蓝も 無しと いひ かけ 

撫子の 花、 花 若と 镜 けた。 

〇 花 若— 安 m 友 治の 子。 假 

作の 人名。 

〇 敵の 所緣— 敵 望 月 に關係 

の ある 者 C 

〇 思 ひ 子— 愛する 子。 

-〇 信濃路 や— 旅 をす ると い 

ひかけ た e 

〇HJ を. K 寢の— 夫の 死んだ 

後 はおの み を 友と して 獨寢 

す る 

〇淺 間 の 湮 I 信 濃 11 淺間山 

から^ I； 火す る^。 古里の 

ましとい ひかけ、 立ち p ふ 

の 序と した， - 

〇 草の 枕— 辛い 旅寢。 

〇 守 山の— 憂き 涙の 漏る と 

いひ 力け た e 

望 , 


お 次第 『波 の 浮 鳥 住む 程 も。 波 の 浮 鳥 住む 程 も。 下 

安から ぬ 心 かな 

地 取に 二人とも 正而に 向き、 

しなの  Ci2  つ にん やす だ  しゃう じ と も はる 

ッ レサ シ 『これ は 信 濃 の國の 住人。 安田の 莊司友 治 

つまこ  つま  i 6 はる  どラ ； -プ、 V- う 

の 妻 や 子に て 候。 さ て も 夫の 友 治 は。 同 國の住 

人望 月の 秋 長に。 あへ なく 討 たれぎ ひし 後 は。 

多 かり し 從類も 散り散り になり。 頼む 木蔭 も撫 

子の。 花 若 ひとり 隱し 置かん と。 敵の 所 緣の恐 

ろし さに。 思 ひ 子 を 伴 ひ 立ち 出づ る？ 子方と 向 合 

ひ) 

お 下 歌 『い づ く と も 定めぬ 旅 を 信濃路 や。 上 歌 『月 

を 友寢の 夢ば かり。 月 を 友寢 の 夢ば かり。 名殘 

しの  ふる さ ii  みさ ま  けどり 仁  まよ .-、 さ  t*. 、ら  よ さむ 

を 忍ぶ 古里の。 淺 間の 煙 立ち迷 ふ 草の 枕の 夜寒 

なる。 t 寢の 床の 憂き 淚守 山の 宿に、 着き に け 

り 守 山の 宿に 着きに けり 

ッ レ 「旅寢 の 床. の」 と 右の 方に 向きて 二三 足 出で またもと に 


妻子 「波間に 浮かん-て ゐる 水鳥 は、 絕ぇず 

落ちつき のない 不安な 思 ひ を して ゐる 

が、 私達の 身上 は T 度 あの 水鳥の やうな 

もの だ」 

VJ 次第に 自分 達の 心持ケ 述べ 、 

妻 「私達 は 信 濃國の 住人の 安田 莊司友 治 

の 妻 や 子で ございます。 さて わが 夫 友 治 

は、 同國の 住人 望月 秋 長に もろく もお 討 

たれ に なりまして 、それ以来 は、 これ ま. て 

多勢 ゐ た 家来 ど もも 散りぐ に 離れて し 

まひ、 頼りに する ものと て は 誰 一 人 も あ 

りません。 たに 可愛い わが 子 花 若 だけ は 

隱 して 置きたい と 思 ふので すが" それさ 

へ、 敵の 緣 故の 者が どこで 狙って ゐ るか 

分らない の * て、 恐ろし さの 餘り、 可愛い 

子 を 逑れて 旅に 出ようと 思 ふので ござい 

ます I 

-/J 見物人に.： H 已弒 介み-し、 

妻子 「ど ことい ふ目當 もな い 旅 を 思 ひ 立つ 

て、 夫の 死後 はた^ この 月の み を 慰めに 

して ゐた信 濃國を 立ち 出る につけて、 や 

はり 故鄕の 事が 名殘 惜しく 思 はれ、 淺間 

の 煙 を 見ても、 足の 進みが 鈍り 勝ちで あ 

るが、 所々 の 宿に 夜寒の 辛い 思 ひ をし、 

悲しい 泯を 流しながら も、 旅を繽 けて ゐ 

るう ちに、 守 山の 宿に 着きました」 

*/.- 旅の 辛 さ を 述べて ゐる うちに 旅 は 進ん た 想で、 

三 〇 四 1 


HI 


〇 


北 さ 如い 


【三】 


〇 北の 御 方— 北の方の 敬稱 

處方。 身分の 高 い 人の 妻 を 


〇 痛 はしの—^ の毐 な。 

〇 やがて—：： f. 速。 


揶臺 はも-、. -の 卞 山. /.- な る<>  - 

紫 道 を 急いだ ので、 もはや 近^ 阀の守 山 

の 里に 着きました C こ、 で滔を とりませ 

う」 

【三】 

の 的に 立った M で、 

SKT もうし、 お 願 ひします」 


小 S 「どなたで ございます」 

考ぉ は^ 濃國 から 都へ 上る 者です が、 一 

晩お 宿 をお 願 ひ 致します」 

小渖 「お 易 い 御 川で ございます。 どう ぞ - j 

ちら へ お入り 下さい」 

安田の 妻子 *- 一室に 案內し (舞 _» が郎 ちその I 

室)、 &I 分ば 部； s の 外 (椅 «) に * つて、 

小 潭「^ に K. 思^な こと だ。 今お 泊めした 

方 を どうい ふ 人 かと 思ったら、 私が 

お 仕へ して ゐた 主君の 奧方拔 で、 お 小さ 

い 方 は 若 樣の花 若君. てあつた のに は 驚い 

た。 實 においた はしい i 子 だ。 早速 自分 

の 名 を 名^って 、お 力 をお つけし ませう」 

•tlgtll ない つて、 子の 前に ffi て、 


K リて守 山に 谙 きたる 心 e 上锹濟 みて 正面に 向き 

ッレ 「急ぎ 候 程に。 慰 江の 國守 山の 宿に^ きて 候。 

こ の 所に て 宿 を 借らば やと 思 ひ 候 

とい ひて 二  n 一足 前に 出で、 子方 はッ レ の 後へ 行き、 二人とも 

地^ 拖 の 方に 向きて、 

【三】 

や  - つち  あん ない **. つ 

ッレ 「いかに こ の 家の 內へ案 內屮し 候 

シテ 立ちて ッレに 向 ひ、 

シテ 「，に て 度り赏 ぞ 

しなの  cii  ふや こ  のぼ  もの  いち 

ッ レ 「こ れ は 信 濃の 國 より 都 へ 上るネ に て 候。 一 

夜の 宿 を 御 貸し 候へ 

やす  あ ひだ  二と  こなた  おんに 

シ テ 「易き 間の 事に て 候。 此方 へ 御 入り 候 へ 

. とい ひて 入替 り、 ッレ， 子方 は 地^ 座 前に 行きて 下に W リ、 

シテ は入荇 る時ッ レ を^と^ て、 嵇懸 一 の 松へ 出で、 

シ テ 「不思議 やなこ れ に 留め 申し て 候 御 方 を。 

か  ひと  もん  それがし いにしへ しゅ ，、ん 

何なる 人ぞと 存じて 候へば。 某が 古の 主君の 

の 御 方。 幼き 人 は 御子 息 花 若殿に て 御座 候 はい 

か に。 あら 痛 はし の 御.：：；： 樣ゃ 候。 やがて 某と 名 


〇 行方. も な き 者— 素性 の 確 

かで な い 者、 賤し い 者。 


〇 小 渾の刑 部 友^— 假 作の 

人名。 


〇 主君の 面影の— 花 若の 面 

ざ しが 故主 安田 友 治 に似て 

ゐ るので ある C 

望 


乘 つて 力 をつ け 申さば やと 存じ 候 

とい ひて 舞廣に 人 リツ レ の 前に 出で 辭 儀して、 

シーア 「い かにお 穿 人に 申すべき 事の 候。 信 濃の 國 

よりと 仰せ 候に つきて。 古 御 目に かかりた る や 

もん 

うに 存じ 候 

ゆく へ  もの  ほど  おも 

ッレ 「いや これ は 行方 もな き 者に て 候 程に。 思 ひ 

も よらぬ 事に て 候 

シテ 「何 を 御 包み 候ぞ。 まづ 某名乘 つて 聞かせ 申 

すべ し。 これ こそ 古 御內に 召し 仕 はれ 候 ひ k 

小 澤の刑 部 友 房に て 候へ  ：， 

いにしへ  こ JTJii  ぎ やうぶ ふ も ふさ  なつか 

ッ レ 『さ て は 古の。 小澤の 刑 部 友 房 か。 あら 懷し や 

とば かりにて。 氣て 因ぶ ばかりな り C と 面 を 伏す〕 

子方 『父に 逢 ひたる 心地して C と 立ち T 花 若 小澤に 

取り っナ、 ま (と シテの 肩に 手 を かく) 

シテ 『抓れし 主君の 面影の。 殘るも 今 は 恨め し や 


月 


小 ％ 「申し、 旅のお 方に 申し上げます。 先 

程 信濃國 から 来たと 仰せに なり ましたの 

ゼ、 氣 がつ いたので ございま すが、 私 は 

以前お 目に か \ つた ことがある やうに 存 

じます 力」 

いえ、 私 は 何も 身分 もない 者な のです 

か ら 、御存じ. てあらう 害 も-、 ございません」 

小澤 「何 をお 隱し 遊ばす ので ございます。 

では， まづ 私の 名前から 申し上げ ませう。 

私が 以前お 邸に お 仕へ して ゐ ました 小澤 

刑 部 友 房で ございます」 

妻 「すると， そなたが 昔の 小 澤刑部 友 房な 

のか、 お X 懐し い 」 

といった だけで， あと は 言槧も 出-す、 

た^ 泯に §： ぶば かりであった。 

花 若 「父上に 逢った やうな 心地が する」 

と 花 若が 小澤に 取りつ くと、 

小 揮 「お別れ 申した 御主 君と 御 面 ざしの 似 
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た 離 化 〇 は 主 は 時 未 〇 
c れを槻 し從 一代 來三 
難 受緣た の 世 かへ 世 
いけ i   c 緣 、ら かの 
緣る衆 は 夫 一け 契 

と H 生 三 婦般て リ 
レ、 緣の 世のに の 1 
ふの 機 ^ 跺， 約 過 
意 あに と は 親 束 去 
に る 佛 い 二子 。招、 
HI この ひ 世の 嫌な 
ゐと敎 惯 、緣^ 1 ス 


0 


(と 子方 を 見) 

子方 『こ は そ も 夢 か 現 かと。 主從 手に 手 を 1^ りか 

まし (とシ テも 子方の 肩に 手 を かく) 

地上 欲」. 今まで は。 た れ方も 知らぬ s 人の。 行 方 も 知 

らぬ 旅人の。 三世の 契り の主從 と。 賴む情 もこ 

れ なれ やげ に機緣 ある、 我等 かなげ に機緣 ある 

我等 かな 

シ テ 地上 欲の 初めに 子方 を 立た せて 元の 座に 坐せ しめ 「げに 

機緣 ある」 と ッレに 僻 俄、 ッレ も而を 伏す。 


シテ 「あれなる 


間に 御 入 りあって 御休み あら 


、つず るに て廣 

と いひて、 ッ レと 子方 は 雠子哝 の 後に、 シ テ は後兑 座に くつ 

ろぐ o 

【四】 

次第の 蛾 子に て、 ヮキ SiS 月 秋 長、 谙附ぉ 权，掛 尜袍 *,=火：：- 

腰帶 ，扇， 小刀の 装 來 にて 男 笠 を 被り、 狂言 太刀 持 (着 附搞熨 

斗 ；=• 狂言 上下 .腰帶.^* 小刀の 裝來) に 太 刀 を 持たせて 出 

で、 橋懸 一 の 松に て 羽 H 根の 方に 向き > 

ヮ キ 次第 『歸 る嬉 しき 古里 を。 歸る 嬉し き 古里 を。 


てい らっしゃ るの も， 今 は 却つ-てお 恨め 

しう ございませ」 

花， これ はま あ、 1 體夢 であら、 つか、 ほ 

んと であらう か」 

と卞： 從 手に 手 を 取り か はし、 

小潭 「今 ま. て は 何の 緣故 もな い 旅の 方と 思 

つて ゐ ました ものが、 糾み糾 まれる >  三 

世の 契り を 結んだ キ； 從. てあらう と は。 ほ 

ん とに 私達 は 前世 からの 深 い 御緣で *-  J ざ 

I ます」 

-A-S3 し は 互に S. 一  «の淚 にくれ た »、 


小 S 「あちらの 一間に お入りに なって、 お 

休みなさい ませ」 

娄子は » 子 座の 筏に、 小 SI は径兄 座に くつろいで 

第一 段が^る。 (シテ の 中- < ^第 .„?筋 の玆 である 

が、 解 ぉミ して はこ 、 で 段 *. 分け 5 の〃 あ 


【四】 


じ 

第二 段 

梳« は 京都で、 リ キぉ 秋 „*、 せ：：..： 從 ぉを 随へ て 

霄  . 

g 刀 「旅 は 辛い ものと いはれ てゐ るが、 こ 


【0】 


©歸 る 嬉しき 古里 を— 拚本 

に 「歸る 嬉しき 古里に - と 

あるの は 誤字 であらう C 元 


祿本、 刊行 食 本に は をと あ 


〇 生害— 命 を 失 ふ こ と。 

〇 綏怠 1 落度。 とが。 

〇 安堵— 本領 安堵の 略。 本 

の 領地 を 安心して 所有す る 

こと o 

〇 御敎書 I 將 軍からの 命令 

書。 


◎ 御前に 候 I 以下 狂言 詞、 

謠 本の 文に 從 ふ。 


望 


誰 憂き 旅 • 

地 取に 笠を脫 ぎて 正面の 方に 向き、 

したの  くに  f にん もち づき  なに がし 

ヮキ 「これ は 信 濃の 國の 住人。 望月の 何某に て 候。 

どう つ.！  く  つ にん やす だ  し. 0- うじ とも はる  ま. つ  もの 

さても 同國の 住人。 安田の 莊司友 治と 申す 者 を。 

それがし て  しゃ-つが い  とが 

某が 手に かけ 生害 させて 候 科に より。 こ の 十三 

ねん  あ ひだ ITJ いき やうつ かまつ  IJ ころ  くわん たい  よしき こ 

年が 間 在京 仕り 候處 に。 され ども 緩怠な き 由 聞 

し 召し 開かれ。 安堵の 御敎書 を赐 はり 悅 びの 色 

た，、 いま ほん 一 ごく しなの  ゆ かう つかまつ 

をな し。 唯今 本國信 濃に 下向 仕り 候 

とい ひて、 やがて 守 山に 着きた る 心に て、 

ヮ キ 「 急ぎ 候 間。 近 江の 國守山 の 宿に 着き て 候" 今 

夜 はこの 宿に 泊ら ば やと 存じ 候 人 狂 一 百 5 い かに 

たれ 

誰 力 ある 

狂言 「御前に 候 

こんに ャ  しゅく ふま  やど  ふ  また 

ヮキ 「今夜 はこ の 宿に 泊る ベ し。 宿 を 取り 候 へ ： ズ 

存 ずる 子細の ある 間-某が 名 をば 申す まじく 候 

狂言 「畏 つて 候 


の やうに 故鄉へ 歸る樂 しい 旅なら ば、 誰 

も 辛い と 思 ふ もの はなから う」 

次第に 旅の 心 持き 述べ、 

望ヌ 「私 は 信 濃國の 住人 月 何某です。 さ 

て 、 同國の 住人 安田 莊司友 治と い ふ 者 を 

私が 手に かけて 殺した 罪に よって、 この 

十三 年の 間 京都に 居ました が、 自分に 罪 

科 はない とい ふ 判決が 下り、 領地に 安堵 

する やうに との 辭令書 を 戴 いて 、誠に あ 

りが たい 事に 思 ひ、 これから 信 濃 國に歸 

るの • てす」 

-/J 見物人に 自己 湖 介 をし、 やがて 守 山に 着いた 想 

で、 

道 を 急いだ ので- はや 近 江國守 山の 

宿に 着きました。 今夜 はこの 所に 泊り ま 

せう」 

./J いつ て從 者に 向 ひ、 

望月 「おい、 誰か ゐ ないか」 

從 者 「はい、 お前に 居ります」 

今夜 はこ の 所で 泊ら う。 宿 をと つ て 

くれい」 

從者 r 畏り ました. 一 

望月 「それから 又、 少し 事情が あるから、 

自分の 名 を いって はいけ ない ぞ J 

從 *Fr 畏 りました」 


望 


◎ やれく めでた い I 以下 

「甲屋 に 取らう」 まで.^ 本 に 

はな い。 元；^ 本に は 「都よ 

リ 大名 S 此 宿に 御着に て 候 

御沾を かり 申さ ふす る にて 

M」 と ある o 


.〇 大名— 多くの 土地 を颔^ 

して ゐる將 軍の 家來。 

◎ 望お の 秋 長 殿で はな ぃぞ 

—元 祿 本に は 「望 H 殿と な 

そと 仰ら れ險 - と ある。 

〇 苦しから ず— 迷惑で な い 

旅客の 名が 明からで なくて 

も栴 はな い。 

©心 得 中し 候-— 以下 「此方 

へ 御迎リ 候へ」 まで 元^ 本 

に はな い o 


と いひて ヮキ と入替 り、 ヮキは 一一 一の 松邊に 立ち、 狂言 は 1 の 

松に て、 

狂言 一 やれく めでたい 事ぢ や。 急いで 御宿 もとり 申さう。 初 

宿ぢゃ 程に 隨分 よい 所がと りたい が。 どれ を 取らう ぞ。 屮屋 

が 律義な 宿 星と 聞いた ほどに。 5. 星に 取らう。 (舞 祭に 向 ひ〕 い 

かに この 家の 主の 渡り 睽か 

シ テ こ の 間に 立ち 常 座に 出で 狂言に 向 ひ、 

シーア 「誰に て 御座 候ぞ 

狂言 「これ は 信 濃の 國へ御 下向の 御 方に て 候。 御宿 を. S- され 候 

た 

シテ 「心得 申し 候。 さ て 御名 字 をば 佝と 申す 人に 

て 御座 候ぞ 

狂言 「これ は 信 濃の 國に 隱れ もな き 大名。 望月の 秋 長 殿、 では 

ない ぞ (と ロを拖 ふ) 

シテ (驚き を隱 し) 「苦しから ず 候。 比 方 へ 御 \ り 候 へ 

狂言 「、； In* 申し^。 (ヮキ に ) いかに. S- し 上け 唉。 此方へ 御 通り 

^ へ 

ヮキ *狂 言 舞^に 人り、 ツキ は 脇^、 狂^ は 地謠座 前に 坐す。 
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從 *f は の 前に 立つ て、 


從 * 「お 


の 家の 主人 はお 出で か」 


小 溥「 どなた. て ございます」 

こちら は 信濃國 へ お下りになる 方な 

の だ。 お 宿 をして くれい」 

小 K 「承知し ました。 して、 御名 字 は 何と 

仰し や る 方 .て*>  J ざ い ます」 

從ぉ 「こちら は 信濃國 の.^ 名な 大名で， 望 

月の 秋 長^ I  (VJ いって がっき)  ではない 

ぞ」 

小き^ き * 膝して M. いえ どなたでも 宜しう 

ございます。 どうぞ こちらへ お入り 下さ 

い」  . 

從？ S 「承知した. ズ 主人に) 巾し 上げます、 こち 

ら へ お通りなさい ませ」 

二人 舞 S に 人り、 の 一室に 人った 想。 


【五】 

〇 言語 道斷— いひ やう もな 

く 驚いた 時に發 する 語。 止 

觀に 一言^ 道斷、 心行 處滅、 

故 名 II 不可思議 境 I  I 

〇 賴み 申して 候— 主人と し 

て賴リ にした。 


〇 御 本望— 敵 討の H 的。 

〇 き つ と I 急 度。 ふいと = 

望 


【五】 


の 間 シテは 後見 座に くつろぎて、 橋懸 三の 松に 出で. 


シ テ 「言語 道斷 の 事。 われ 賴み 申し て 候 人 の 北の 

御 方。 同 じ く 御子 息 花 若殿 この 家に 留め 申して 

ところ  はな わ だ どの おん の や  かた *- も ち づき  ii  こと 

候處 に。 花 若殿 御 親の 敵。 望月が 泊り て 候 事 は 

S3 ふら ふ  よし まう  あ  .^.v 

候。 やがて こ の 由 申し上げば やと 存じ 候 

と いひて 舞臺に 行き か  る。 この間に ッ レ* 子方 一 の 松に 出 

づ。 シテ これ を 見て、 

ヮキ 「や。 い か に 申し 候。 不思議なる 事の 候。 今夜 

:J ころ  もち づ A  つ 

こ の 所に 望月が 着きて 候 

もち づき  An 

子方 一 なに 望月と 申す か (と 一一 足 詰お 

シテ 「暫く。 あたり 近く 候。 まづ靜 まって 聞し めさ 

た.' いま ** う  I ご ii  もち づき  や  ふま 

れ 候へ。 唯今 申す 如く。 望月が こ の 家に 泊り て 

てん  も丄 ォ  MJ ころ  もん 

候。 これ は 天の 與 ふる 所と 存じ 候。 いかにもし 

て^. 夜の 中に。 御 本望 達せ させ 參ら せう ずるに 

おん こ * ろ やす  お ぼ 

て 候。 御 心安く 思し めされ 候へ C  (少し 考 へ て) き つ 

し あんつ.？ i* つ  こと  rl* ごろ  しゅく 

と 思案 仕りた る 事の 候。 今頃 こ の 宿に はやり 候 

月 


ば 望月の ゐる 室の 外の 態で、 小淨こ , に 出て 

【五】 

小澤 「これ； は 驚いた。 自分のお 仕へ して ゐ 

た 御主 君 の 奥方 樣 . 若樣 の 花 若君 を  一 J の 

家に お泊めした ところへ、 花 若君の 親御 

の 敵 望月が 泊った の だ。 早速 この 事 を 申 

し 上げ ませう」 

裙 安田 妻子の ゐる 室で、 二人 はこ、 へ 出る。 

小 澤 その 前にお て、 


小渾 「申し、 申し上げます。 實に 不思議な 

事が ございます e 今夜 この 所に 望月が 着 

きました」 

花 若 「なに、 望月と いふの か」 

小 S ぉ靜 かに。 すぐそばで ございます。 

ま づ 氣を 落ち つけて お 閗 きな さい ませ。 

唯今 申しました やうに、 望月が この 家に 

泊った の-てす。 これ は 天の 與 へだと 思 ひ 

ます。 何とかして 今夜の 中に 御 本望のお 

遂げに なれる やうに して 進ぜ ませう。 御 

安心なさい ませ。 ：：，. お k 旨く 考へ つ い 

たこと がご ざいます。 この頃 この 所. て 流 

行して ゐ るの は、 肓 御前です。 なに 構 ふ 

こと は ございません。 奥方 樣は 夜に 紛れ 

||1〇 四 七 


 望 I 

〇 n 御前 I 音 曲 を 以て 旅客 

を 慰める ^ 女の 沽場藝 人。 


〇 八 撥， I 報 鼓の 一 钝。 翔 鼓 

を前帶 につけて 八 拍子に 打 

つもの C 

〇 そと I 一  寸。 

〇 獅子舞— 獅子頭 を 被って 

舞 ふ 一種の 舞。 

〇 まなび— 眞似 をす る。 


【穴】 


も の は 盲 御前に て 候。 何の 苦し う 候べ き。 夜に 

紛れ 杖に すがり。 花 若殿に 御手 を 引かれさせ 給 

めくら  ふる まひ  ざ しき  おん に  それがし  もの 

ひ。 盲の 振舞に て 座敷へ 御出で 候へ。 某 かの 者 

しゅ  す *  また なに  おん ねた 

に 酒 を勸め 候べ し。 又 何に て も 候 へ 御謠ひ あれ 

と^し 候 は ば。 そ と 御 謠ひ候 へ 。 花 若殿 は 八 撥 

を 御 打ち あらう ずるに て 候。 某 は 獅子舞 を まな 

び。 その 紛れに 近づきて 本望 を 遂げさせ 申さう 

ずるに て險 

I  £ だ  たま 

ッレ 「とも か くもよ き やうに 計ら ひて 給 はり 候 

へ 

シーア 「何事 も 某に 御 任せ 候 へ 

三人と も 後見 座に くつろぎ 〔物 着〕。 ッ レ淺 黄水 衣 を 着け、 

子方 は 羯鼓を 手に 持ちて 1 の 松に 出で、 

うれ  の も  二と  かの  めくら すがた 

ッ レサ シ 『嬉し やな 望みし 事の 叶 ふよと。 盲の 姿に 

出で立てば 

子方 『習 はぬ 業 も 父の ため 


 一一  八 —  I- 

て 杖に すがり、 花若樣 にお 手 をお 引かれ 

になって、 盲の やうな 振り をして、 座敷 

へ お出でなさい ませ。 私が あの 男に 洒を 

勸め ませう。 それから、 『何. て もよ いから 

1 つお 謠 ひなさい』 と 巾し ましたら、 一 

寸ぉ謠 ひなさい ませ。 そして、 花 若樣は 

!< 撥 を お打ち になる ので ござい ますよ。 

私 はまた 獅子舞の e: 似 をして、 その 隙に 

敵に 近づいて， 本^ を^げ ませう - 


s「 何かと- よい やうに 取 計って 下さい 」 

小淨 「何も彼も 私に お任せな され ませ」. 

【穴】 

安田の MiHa 御前の 姿 *- して、 花 若に 手 *- 引かれ 

て 出で、 

妻 あ^-嬉し いこと だ、 永年の^ みが 叶 ふ 

の だ」  . 

と、 亩 の 姿 をして 出て くると、 

花 若 一. この やうな >  爲 15 れな いこと も、 父 

上の 御爲で …； 」 


〇 蟬丸— 醍醐 天皇の 皇子で 

琵琶の 名人で あつたが、 盲 

目 の 爲に逄 坂 山に 棄 てられ 

給うた と い ひ傳 へ て ゐる人 

こ の 人の こと 〔蟬 丸〕 に 作ら 

る o 

0 道の 邊に迷 ひし も —蝉 丸 

が 盲目で 道の ほとりに 迷つ 

た 苦し さに 比べ て、 自分 達 

の 今の 身上 も それに 劣らな 

い 苦し さで あるとの 意。 

〇 習 ひ 歌 IT 習 ひ 歌」 と いふ 

熟語が ある ので はなく、 「身 

の 習 ひ、 歌 聞し 召せ」 を い 

ひ績 けたので あらう。 

【七】 


0 


ッレ 『竹の 細 杖つ き 連れて 

地上 歌 『かの 蟬 丸の 古： か の蟬 丸の 古。 たどりた ど 

,で ち 二ち  ふち  ほ. こり  ** よ  い. -*  ふ  -?; 

る も 遠近 の。 道の 邊に迷 ひし も。 今の 身の上 も。 

思 ひ はいかで 劣る ベ き。 かかる 憂き身 の 業な が 

ら 盲目の 身の 習 ひ 歌。 聞し めせ や 旅人よ 聞し め 

せ や 旅人 

「かかる 憂き身の 業ながら」 と 子方 ッ レ の 手 を 引きて 舞蔓に 

入リ脇 正面に 立ち、 シ テ その後に つ きて 仕手 柱 際に 立ち、 狂 

言に 向ひゝ 

【七】 

ま-つ  こ 4  • 

シーア 「いかに 申すべき 事の 候 

狂言 「何事に て候ぞ 

やて いしゅ  おん かう 

シテ 「こ の 家の 亭主に で 候が。 め で たき 御 下向に 

あ ひだ おん に は  しゅ  も  i 

て 候 間。 御 祝 ひの ために 酒 を 持たせて 參 りて 候。 

然るべ き や う に 御 申し 候 へ 

狂言 「心得 申し 候。 (ヮ キ. に) いかに 申し 上け 候。 この 家の 亭主 

御 下向 めでたき 由 申し 候 ひて。 御 樽 を 持たせ 參 りて 候 

ヮキ 「此方 へ と 申せ 

月 


妻 「細 い 竹 杖 を ついて、 母子 連れ立 つて ゐ 

る この 樣は …… 昔 かの 蟬 丸が 危ぃ足 どり 

で、 あちこちの 道 を 迷 ひ 歩いた の も、 今 

の 自分の 身上 も、 悲し さ 苦し さに は. い 

づ れ 勝り 劣りが ない こと だ」 

W いって、 望 H; の 部屋の 前に 立ち、 

妻 「この. やうな 情ない 身上ながら、 盲の 身 

の 習， はし. て、 歌を謠 ひます。 旅の 方、 ど 

ぅぞ お聞き 下さい ませ」 


【七】 

亭主 小澤、 望月の 從 者に 向って、 

小澤 「申し、 一 寸 申し上げます」 

從者 「何の 用 だ」 

小 澤ー私 はこの 家の 亭主で ございま すが、 

めでたい お下りで ございま すから >  お 祝 

ひの 爲に酒 を 持たせて 參 りました e どう 

かよろ しくお 取次ぎ 下さい」 

從 W 承知した。 (主人に) 申し上げます。 こ 

の 家の 亭主が、 お下り をお 祝 ひ 申して、 

ぉ撙を 持たせて 參 りました」 

04 こちら へと いへ」 

|11〇 四 九 


  0  I 

©畏 つて 候— 元 綠 本に は 

一. いか に 申 候 一と ある。 


〇 日本 一 — 最もよ みし い こ 

と C 室町 時代に 川 ゐ惯れ た 


〇 けしから ず— 惡 くな い. 

甚だよ く。 


〇 一 萬 新 王— 付 我十郎 W 成 

弟 五郞時 致の 萤名。 兄弟の 

こと 〔調伏 曾 我〕 〔元服 食 我〕 

〔小袖 會我〕 〔夜 討 富〕 〔g 

師竹 我〕 に 作らる。 


狂言 「畏っ て 候。 (シ テ に) 此方 へ 御 參り候 へ 

シテ • ッ レ .子方 下に 居る。 

狂言 (ッ レを 見て) 「又, 】 れ なる 人達 は 如何なる 人に て 候 ぞ 

シテ 「さん 候 これ はこ の 宿に 候 t: 御前に て 候。 か 

やうのお 旅人の 御着き の 時 は。 罷り出で て 謠な 

ど を 申し 候- 御前に て そと 御謠 はせ 候 へ 

狂言 「日本 一 の 事に て 候。 やがて. S- し 上け うする にて 候。 (ヮキ 

に) いかに 申し 上け 唉 

ヮキ 「何事 ぞ 

狂言 「あれに 候 は。 この 宿に ある 言 御 にて 候が。 けしから す 

面白く 謠ふ由 を 申し 候謠 はせられ 候 へ 

なん ぢ しょ まう 

ヮキ 「汝 所望し 候へ 

狂言 「畏 つて 候。 (ッレ に) なう これなる 人達。 御所 望に て 候 ぞ。 

面白 からん する 所 を 一 節 御 謠ひ候 へ 

いち まん はこ わう  おや  かたき  う  ところ  うた 

ッ レ「 一 萬 箱 王が 親の 敵 を 討 つ たる 所 を 謠ひ候 

べし 

狂言 「 いやく 思 ひも よらぬ 事に て 候 


I  1 1|1〇 だ o   

從 *T 畏 りました。 S. 主に) こちら. へお 出. て 

なさい。 ぷ田 * 子 *wro そして 又 この 入 達 

はどうい ふ 人な の だ」 

小 》 「はい、 これ はこの 里に 居ります W 御 

前で ございます。 この やうに お 旅人が お 

箭き になった 時 は、 出て^ りまして、 讅 

など を 中し ます。 御前で 一 寸讅 はせ て 下 

さい ませ」 

從 《T それ は 何よりの 本 だ。 すぐ. E. し 上げ 

よう。 (主人に) 申し上げます - 

K ぶ 「何ぢ や」 

從 *T あれに 居ります の は、 この 里に 居る 

.n 御前で ございま すが、 馬鹿に 面白く 謠 

を謠 ふとい ふこと. て ございます。 お^は 

せなさい ませ」 

»2. で. は、 お前 所^せ い， I 

從 者 「畏 りました。 に) おい、 その 人 

達、 御. 工人の 御所 gr た。 面白さう なの を 

一節 謠 つてお くれ」 

0, 一  萬 箱 王が 親の 敵 を 討つ た 所を讅 ひ 

ませう」  . 

從者， いやく、 それ は 以ての外 だ」 


綞 〇 箱 〇 
0 從王 A 
弟 三つ 


I  一一  0 五 


ヮキ 「何事 を 申す ぞ 

狂言 「これなる 人達に 謠を 所望 仕り 候 へ ば „ 


1 萬 箱 王が 親の 故 

御 前にて はいかが 


討った る 所を謠 はう する 由 申され 候 程 

と 存じい やと 申して 候 

ヮキ 「何の 苦しう 候べき 急いで 謠 はせ 候へ 

狂言 「畏 つて 候。 (ッレ に) さらば 今の 仰せられ たる 所 を 御 まひ 

候へ 

【八】 

子方 羯鼓 をッ レ の 左手に 持た す。 ッ レ これ を 持ちて、 

か りよ-つ びん が  かひ こ  ラち  こさ しょ て- ひ 

ッレク "『それ 迦陵頻 伽 は 卵の 內に して 聲諸 鳥に 

すぐ 

地 『鶩と い ふ 鳥 は 小さ けれども。 虎 を 害する 力 あ 

り 

か は づ  さむ らう  こ  ** ん はこ わう 

ッ レ サ シ 『こ こ に 河津の 三郞が 子に。 一 萬 箱 王と て。 

兄弟の 人の ありけ るが 

いつ  &  ころ  ち *  い と こ -f 

地 『五つ や 三つの 頃 かとよ。 父を從 弟に 討た せつ 

すで  とし  ひ  かさ  な *  いつ 

つ。 旣に年 ふり 日 を 重ね。 七つ 五つに なりし か 


SJH^T 何 をい ふの だ 一 

從者 「この 人達に 謠を 所望し ますと. 一 萬 

箱 王が 親の 敵 を 討つ た 所を謠 はう と 申し 

ますので、 御前で は 如何 かと 存じ、 いけ 

ない と 申しました」 

望月 「なに 構 はない、 すぐ 謠 はせ.」 

從者 「畏 りました C (安田^に) それで は- 今 

の 仰し やった 所 をお 謠 ひなさい」 

安田 妻、 次の や ラな謠 を 謠 ふ 0 

妻 「 II 『か の 迦陵頻 伽 は 巣の 中 か ら 他の 

鳥と は 勝れた 聲を 出し >  鷥と いふ 鳥 は 小 

さ いけれ ど、 虎 を W する 力 を 持つ てゐ る。 


こ、 に河逮 三郞の 子に、 一 萬 • 箱 王と いふ 

兄弟の 人が あつたが、 五つ や 三つの に、 

父を從 弟に 討 たれた。 その後 年月が 經っ 

て、 兄弟が 七つ 五つに もなる と、 幼い 心 

にも 父の 敵 を 討ちたい と 思 ふ 志が、 顔色 

にも 現れる やうに なった の は、 實に氣 の 

毒な さまであった。 . I . 


©畏 つて 候— こ の 一句、 謠 

本に はない。 


【八】 


〇 迦陵頻 伽 I 械樂に 棲む と 

いふ 想像 上の 鳥、 美音 鳥 又 

は 妙？ ». 鳥 ともい ふ。 智ぉ！ fl 

に 「如 二 迦陵頻 伽 鳥 T 在 1 ー殼 

中 一 未 レ出發 レ聲、 微妙 勝 I 一 於 

餘鳥こ 

o 鷥 1 驚 魔な ど 猛禽の 汎 

稱 C 虎 を 害すと い ふ 故事 は 

見 當らな い，' 

〇 河津の I 一一郎 1 伊東祐親の 

子 祐泰。 


や 一 一 一つ一一 萬 五歳、 

歳。 

|ェ 藤左衞 門尉祐 


望 


=i 一一 


〇 おと ど い.一 おととえ の轉 

音。 兄弟。 

〇 持佛堂 —朝 タ^ 秤す る佛 

像 や 父祖の 位 睥を安 S した 

所" 


〇 いはげ なや— あどけな い 

子供ら し い こと だ。 

〇 不動 —不動明王。 五大 尊 

の屮央 尊で、 大日 如来が 1 

切の 惡魔を 降伏す る爲 に變 

化して 忿怒 身 を 現した もの 

色眞黑 で 大火 焰の 中に 石 上 

に 坐し、 右手に 利劎、 左手 

に 索 を 持つ。 火焰は 一 切の 

煩 惱を燒 く 大悲德 を >  涎 は 

三 ^を 害する 智 S を， 索 は 

難 伏 者 を繫銶 する 111 眛を表 

【九】 


ば" 幼 かり し 心に も 父の 敵 を 討た ば やと。 思 ひ 

の 色に 出づる こそ。 げ にあ はれに は覺 ゆれ 

(居 クセ) 

地クセ 『ある 時お とどい は。 持佛 堂に 參り て。 兄の 

1 萬 香 をた き。 花 を 佛に供 ずれば。 弟の 箱 王 は。 

本尊 を つくづくと まもりて： いかに 兄 御前 閬 し 

めせ。 本尊の 名 をば わが 敵。 ェ 藤と 申し 奉り。 劎 

を 提げ 繩を 持ち。 我等 を 睨み て。 立 た せ 給 ふが 

憎ければ。 走り かかり て 御 1  ぬ をう ち 落さん と 申 

せば。^ の 一 萬 これ を 聞きて 

ッ レ 『い はげな や。 い かなる 1* ぞ佛 をば 

地 『不動と 申し 敵 をば〕 ェ 藤と いふ を她ら ざる か。 

さて は佛 にて まします かと。 拔 いたる。 刀 を 職に 

さし。 有させ 耠へ 南無 佛。 敵 を 討た せ^へ や 

【九】 

子方 「 、 ざ.^ トこ * ゥ (と W 立ちて 刀に 手 を かく) 


さ て 或 時 , 兄め は 持佛堂 に^って、 兄の 

1 萬が 杏 を燒 いて 花 を 佛に供 へ ると、 弟 

の 箱 王 は 本^ をつ くぐと 见守 つて 「お 

兄樣、 この 本^のお は、 わが 敵の 名と 同 

じ や、 つに ェ 藤と して、 劎を^ げ繩を 持 

つて、 私達 を 睨んで 立って お出でになる 

のが 佾ら しいから、 走り か、 つて、 あの 

お 首 を 落し ませう」 とい ふと、 兄の 1 萬 

が^いて、 「何とい ふ IS 是 なさ だ。 何 をい 

ふの だ、 § は 不動と. E し、 敵 は- 丄 藤と 

い ふの を 知らない のか」 「すると、 やはり 

これ は佛樣 なのです か」 と、 箱 王 は拔ぃ 

た 刀 を 糊に さし、 「どうかお 狩し 下さい ま 

せ， そして 歒を 討た せて 下さい ま 

せ」 …… 』 

花 若 は WJ はやこの； Si に 引 人れ にれ て、 


【九】 

花 若 「さあ 討た. 


狂言 「おう 討た うと は (と ヮキを 庇 ふ) 

シ テ 「暫く 候。 何事 を御騷 ぎ候ぞ 

狂言 「御用 心の 時分に て 候に。 f 〕れ なる 幼き 者が いざ 討た うと 

申し 候 程に 候よ 

シテ 「子細 をば 御存じ 候 はぬ 程に 尤もに て 候。 こ 

もの  うた ひ  4*. つ  のち  i た を さな  もの やつ £J ち  う 

の 者の 謠を 申した る 後に は。 又 幼き 者 八 撥 を 打 

ち 候。 その 八 撥 を 打た うずる と 申す 事に て 候 

狂言 「日本 一 の 事 やがて 申して 打た せう する にて 候 o( ヮキ に) い 

かに 申し 上 ゆ 候。 これなる 幼き 者が 八 撥 を 打つべき 由 を 申し 

ヮキ- 急いで 打た せ 候へ。 又 亭主 は 何に て も 能 は 

なき 力 

し ， まひ  ご しょ まう 

子方 (ヮキ に) 「獅子舞 を 御所 望 候へ 

おも しろ  こふ  まう 

ヮ キ 「あら 面白の 事 を 申す もの かな。 ゥン テ 5 いか 

に 亭主。 これな る 幼き 者の 申す は。 亭主 は 獅子 

4*  y  じ やうず  よし  ま う  ひ と  i 

舞が 上手なる 由 を 申し 候。 そと 一 さし 舞 ひ 候へ 


望 


月 


從者 「なに、 討た うと は」 

VJ 身 へ をす る o 

小洚 「お待ち 下さい、 何 をお 騷 ぎになる の 

です」 

從者 「御用 心 し て お出で になる 時 だのに、 

この 幼い 者が、 『さあ 討た う』 といった か 

ら だ」. 

小澤 「成程- 樣子を 御存じな い の だか ら、 

お驚き も 御尤もです。 この 女が 謠を 申し 

た 後に は、 又 幼い 者が 八 撥 を 打ちます。 

それで、 その 八 撥 を 打た うと 申した ので 

ございます」 

從者 「それ は 何より だ、 すぐ 打た せる こと 

にしよう。 (主人に) 申し上げます、 この 幼 

い 者が 八 撥 を 打つ と 申します」 

g 月 「すぐ 打た せよ。 それから 亭主に も 何 

か藝能 はない か」 

花 若 (2 月に) 「獅子舞 を 御所 望な さ い」 

望月 「これ は 面白い こと を 申す 奴 だ。 (な 主 

5 おい 亭主、 この 幼い 者が いふのに は、 

亭主 は 獅子舞が 上手 だと い ふこと だが、 

一寸 一 つ 舞って くれ」 

三 〇 五 =1 


間き 候 舞ュ 


望  H  =5^ra 


【 I  0】 

〇 獅子 圃亂旋 —獅子 は高據 

樂沙陀 調の 舞樂、 M 亂旋は 

唐 樂壶越 調の 舞樂。 獅子 虎 

と續 けて いひ かけた。 

〇 騒ぐ らん— 古^本に 「奏 

すらん」 と ある 方が 稳^ で 

ある o 


小？" これ は 幼い 者が. 卜ら な ぃ亊を 申した 

もの. て ございます、 思 ひも 寄らぬ 亊. て ご 

ざいます」 

2 月 「是非 舞って 兌せ て くれ」 

小潭 「この 上 は 折角 の 仰せで ござい ます か 

ら、 I 寸 御前で 舞 ひませ う 。でも. この 

姿の ま、. て は 如何で ございま すから、 獅 

子 頭 を 被って 參り ませう。 その 問に この 

幼い 者に 八 撥 を 打た せませ う。 さあ 皆々 

こちら へ お出-てなさい 」 

ミ いつ て、 小潭ば 仕度 をお へ る ほに 


【 I  0】 

人々 『聊ナ 圑亂旋 は 時 を 知る、 兩邀^ や © 

ぐらん』 

ミ遂 つて、 花 若 

〔護〕 

ふ。 この 15 に 後 ジチ. 小 #、 砌 子ぬ を 被って 登 


をゥな  もの  すぢ  こ £  & う  おも 

シテ- こ れ は 幼き 者の 筋な き 事 を 申し 候。 思 ひも 

よらぬ にて 候 

ヮキ 「ひらに 舞うて 見せ 候 へ 

シテ 「こ の 上 は 御意に て^^ に。 そ と 御前に て 

はう ずるに て 候- このままに てはい かがに て 

*? ひだ し » がしら  かづ  まる 

問。 獅子頭 を 被き て參 らうず る に て 候。 その 

を 4.- な もの  やつ ほち .7 

にこ の 幼き 者に 八 撥 を 打た せ 候べ し。 ハツ レ 子方に〕 

皆々 かう 渡り 候 へ 

とい ひて シ テ巾入 o 子方 はッ レ の 羯鼓を 受取りて ッ レの手 を 

：:? き、 ッレは 杖 を 持ちて 出で、 子方 は 後 兑. g にくつ ろぎ、 ッ 

レ は 橋懸に て 眼 を 開きた る、 い にて 仗 を^て て 森に 入る。 

【 I  0】 

子方 翔玆を 前につ け 刀 を 懐中し 撥 を 手に 持ちて 出で、 

し * とら でん  ふ き  し  あめ むら くも  さわ 

地 『獅子 圑亂旋 は 時 を 知る。 雨 叢雲 や。 騷 ぐらん 

(と 常 疣 にて 開き) 

〔錫 鼓〕 

を 舞 ひて 撥に て 幕 を さし、 撥 を 投げ捨てて H 附柱 際にて 下に 

居る。 

亂 序の 雠 子に て， 後ジテ 小澤友 |&  、赤 獅子 鉢 卷. ^附段 


〇 獅子頭— 獅子の 頭に 癡し 

た 獅子舞の 被り物。 

o 打て や— 八 撥 を 打て に 敵 

を 討て との 意 を 兼ねた。 

〇H: を 引き IE  くばせ をし 

〇 戲れ 寄りて— 獅子の 戲れ 

の やうに 装うて 敵の 傍に 寄 

り C 

〇 手 ごめ- 1 暴力 を 以て 取 抑 

へ る こと" 


〇 今 こそ 晴 るれ I 敵の 姓 望 

月を滿 月の 意の 望月に かけ 

て用ゐ た。 


熨斗目 • 白 大口， 腰帶 .扇* 小刀の 装束に て 段 厚板 を 被ぎ て 出で、 

〔獅子舞〕  . 

この間に ヮキ扇 を 傾けて 眠る。 シテ 下に 居て、 

あ 4t  ひ きょく  おも しろ 

地 『餘り に祕 曲の 面白さに。 餘り に祕 曲の 面白さ 

に。 なほな ほ 廻る 盃の。 醉を勸 めば いと どな ほ 

眠り も來 る。 ばかりな り 

後 ビア 『さる 程に さる 程に 

地 『折 こ そ よ しとて 脫ぎ 置く 獅子頭？ 厚板 卿 子 頭 を 

it  やつ ほち  う  め  ひ  そで 

脫ぎ すて)。 又は 八 撥 を 打 て や 打てと 。ぼ を 引き 袖 

を 振り C と 子方 を 立た せ： >。 立ち 舞ふ氣 色に 戲れ 寄り 

て。 敵 を 手 ごめ にしたり けり 

「又は 八 撥 を 打て や」 に ヮキ笠 を 代りに 置きて 切 戸よ リ 入る。 

子方 「敵 を 手 ご めに」 と 笠 を ヮキの 心 にて 飛び越え、 シ テ と 

相對 して 笠 を 抑 へ 、 

としつき  うら  す a 一  い. -*  は  もち づ き 

地 『こ の 年月の 恨みの 末。 今 こ そ晴 るれ。 望月よ 

おも  かたき  う 

とて 思 ふ 敵 を 討ったり けり 

と 子方 刀を拔 きて 笠を剌 し、 シテも 振 上げて 切リ、 


〔獅子舞〕 

*- 舞 ふ。 

あまりに 舞の 祕 曲が 面白い ので >  盃へ 

0  -、 めぐり、 望月 は 醉を勸 めら れて、 

すっかり 眠くな つた やうで ある。 


かう し て 、 丁度よ い 折 だ 」 

と、 獅子頭 を脫ぎ 捨てて、 『八 撥 をお 打 

ちなさい (敵 をお 討ちなさい)』 と 目く 

ばせ をし、 袖 を 振って、 立ち 舞 ふ樣子 

で 戯れの 舞の やうに 敵の 傍へ 寄り、 敵 

を 手籠めに した。 


望 


=； 


花 この 永い 年月の 恨み、 今 こそ 晴らす 

の だ、 望月よ、 思 ひ 知れ」 

といって、 望みの 敵 を 討ち取った。 


三〇 五 W 


望 


〇 弓矢の いはれ I 武逍の 名 

S: を 揚げた. 


地 『かくて 本望 遂げ ぬれば。 かくて 本望 遂げ 

ぬれば。 か の 本領に 立ち 歸り。 子孫に 傳 へ 今の 

世に。 その 名 隱れぬ 御 事 は。 弓矢の いはれ なり 

けり 弓矢 のい はれな りけ り 

と シテ刀 を 鞘に 收め、 子方 を 立た せて 仕手 柱 先 へ 連れ 行き、 

シ テは その後に て 心 晴れた る 態に て ュ ゥケ ン！ I！ し、 子方の 橋 

懸に 行く を 見送 リて留 む C 
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かくして、 本望 を 達した ので.、 かの 本 

國の 領地に 歸り、 子孫に fflit へた。 こ 

れが 今日に 至る ま. て茈く 知れ 波つ てゐ 

る- 武士と して 名 眷 の 高い 由§ 語-て 

ある。 


〔考 異〕 

諸 流 (五 流) 

〔 一 】 シ-ァ 一 かやう に 候 者 は. 


. 旅人の 御 通り 候 はば 御沾を (资 これは^^ 國 9 住人 安 S の莊司 友^ ：3 御內 にあ リし e 小^ 2 刑^. にて 

候 。さても 赖み泰 り 候 友^-は。 從 兄^の^ リと！ 3:aLC やみやみと 討 たれ 給 ひて 候。 その 折 怖 は 都に 攸 ひしが" この 山 を^き^. W へお 

リ下り 候處 に。 路次 にて 某 を 犯 ふ 由 * げ 知らせ 候 間。 この 守 山の (估 に 留まり。 甲屋の あるじと なり。 往來の 入 をお め屮し 候： 八，；：； も 旅 

人 を 留め。 下懸 モ略资 -I 同ジ) 申さば やと …… 【四〕 ヮキ 「これ は 信 濃の 國 の 住人。 望月の 何某に て 候 3,5 も 「：…^^ に 下， M 仕リ攸 (资 

秋 長に て 候。 さても 某が 從 兄弟に て 候 安 E 莊司の 友 * を。 さる 子細 候 ひて あへ なく 討って 候。 この .Eis しめさ. れ C 聊 &舞 とや^し 

めし けん 。本領 悉く 召し 放されて 候 を。 よき 緣を 以て 申し上げて 候へば。 本領 悉く 返し 賜 はリ。 歡 びの 眉 を IS き。 唯今 本 K へ^ リ下リ 

候。 下懸 モ略寶 -I 同ジ) 【五】 チ方 「習 はぬ 粱も 父の 爲。 叫レ- 竹の 細 杖つ き 迚れて (脔 下懸ナ シ) 【九】 シテ 「この 上 は ：… ijc 々かう 渡 

リ 候へ (寳 下懸 子方 「吉野 龍 田の 花 紅葉。 地 「更 科越路 の。 月 雪。 〔羯 鼓〕) 二 〇】 〔翔 鼓〕 (突 下懸 ナシ)  . 

古 m 本 (元 綠 八 年 本) 

【 一 】 シテ 「かやう に 候 者 は ：：： 今日 も 旅人の 御迎り 候 はば 御.： e を 屮さ (-兀 大名の 御迎リ のよ し永攸 II。  ^々お出て お屮 せと かたく 屮付) ば 


やと 存じ 候 【二】 ッ レサ シ 「これ は …… 莊司友 治 (元と いはれ 人〕 の 妻 や …… 討 たれ 給 ひし (元お はします) 多 かりし 從類も …； 思 ひ 

子 を 則 (元 Sb ひ …… ッレ 「急ぎ 候 程に (元 ナン) 守 山の …… 【三〕 ッレ 「いかに この 家の 内へ 案 內屮し 候 (元 申 候。 旅人に て 候 一 

支の 宿 を 御 借 候へ) シ テ 「^HT-, 渡り 候ぞ (元 安き 間 の 事に て 候。 衩是は 何 國 ょリ 御上り 候 そ) ッレ 「(元さん 候) これ は 信 濃の 國ょリ 都へ 

(元ナ シリ …… シ テ 「易き 間 の ：•：. (元 ナ シ) …… シテ 「何 を 御 包み 候ぞ …… 刑 部友屎 にて 候へ (元 あれに 御^ 候 は 花 若殿に て は 御 

座^ はぬ か。 故莊司 殿に 別れ 申此 宿に 落と \ まリ C 今 かく 御 目に か、 リ候 事。 御 面 e もな う 社 候へ〕 ッレ 「さて は 古の …… 淚に 咽ぶ ばか 

リなリ (元 今 は 何 を か つ、 むへ き。 是は 安田の 莊司友 治の。 妻 や 子供の 果なり) …… s,^^^^ 一  間に .：.： あらう ずるに て攸 (元ナ シ) 

【四〕 ヮキ 「これ は ：.：. ^rp^ (元ナ シ) 同國の 住人 …… -ンテ 「誰に て 御座 候ぞ (元ナ シ) シチ 「心， 得お レ^, 候 (元 安き 問の 事 此方へ いれ 御屮候 

へ) さて (元 旅人の) 御名 字 をば …… -ンテ 「苦しから ず 候 此方へ 御入リ 候へ (元 心得 申 候) 【五〕 -ンテ 「言語 道 斷の事 (元の 出來て 候) …… 

ヮキ 「FS に 申し 候 …… 着きて 候 (元い かに 花 若殿 密か に *• へ き 事の 候。 今夜 此屋に 御 泊候處 に。 又 望 U: か此 尾に 着て 候 はいかに ：>  子方 

「なに 望月と 元 候 や) シテ 「暫く (元 候) おたり 近く； i—.，.. リ こ，， の ¥, め 泊 リて候 (元ナ シ) これ は 天の …； いかにもし (元 仕 候 ひ) て 今夜 

の 中に ：：： 御 心安く 思しめ され 候 へ (元迚 の 事に 御 二 所な から へ 彼 者 を 御 目に かけ. 3. 度 候 そとよ) きっと .：：. 盲の 振舞に て (元ナ シ) 座敷 

へ 御出で ：•：• 某 (元は 槔を 抱きて 罷出) か の 者に 洒を … ： 花 若殿 は^ 撥 を. リ： 遂げさせ 申さう. (元洒 に 耠醉候 はん 所 を C やすくと 討て 

參らせ ふ) ずるに て .：：• 【七】 シテ 「この 家の 亭主 …… 御 ひ (元 禮) のために •：：. ヮキ 「此方へ と S- せ (元 ォカシ 「 いかに 申 候 シテ 「何事に 

て 候 そ) 【八】 地 「五つ や 一一 一つの ：… 旣に年 ふり 日 を 重^  (元日 行 時へ て) …… ッレ 「いはげ なや (元い まくし) いかなる …… 地 「不動 

と 申し …… 刀 を (元は) 筘 にさし …… 【九〕 ヮキ 「急いで 打た せ 候へ (元 こなたへ 來れと 申 候へ。 狂 一い かに 近う 來リ 候へ。 急て 八 はち を 

打 候へ。 ヮ キ) 又 亭主 は …： ヮ キ「 ひ ら に， 舞うて 見せ (元 御 舞) 候 へ 。 シ テ「 この 上 は …… 八 撥 を 打た せ 候べ し 皆々 かう 渡り 候へ (元ら れ 候へ。 

^一  セ、 ィ 「よし野た つ 田の 花 もみち。 同 「さらしな こし 路の月 雪。 カツ コ) 〔一 〇〕 地 「獅子 圑亂旋 …… 雨 叢雲 ゃ騷 ぐら ハ (元そう すらん) 

劃 (元 ナシ〕 … … 地 「折.^,、 (元 ふし) よしと て …； H を 引き 袖 を 振— リ (れ) ；… 手 ごめ にした リけリ (元 ヮキ 「抑是 は 何者 そ。 子 「御身のお 

し 安田の 莊司か 其 子に 花 若 我 そかし。 ヮキ 「执 亭主と 見へ し は 誰 なれ は。 か 程に 我 をた はか リ ける そ。 シテ 『小 澤の刑 部 友 &ょレ ヮキ- あら 

物々 しと ひった ゆけ は。 シテ 「ひっす ゆる。 ヮキ 「ふれと も きれと も。 ッテ 「はなさ はこ そ) 地 「この 年月の 


望  月  三〇 五 七 


望 ：《  .  ||1〇 五八 
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もとめ  づ h 

ま ， 寶 (喜) 

S  兌 

角 き 

【能 柄〕 四 番目 複式 夢幻 能 

【人物】 ヮキ 西國 僧、 ヮ キッレ 從儈 (一 一 人 y  0 シ テ 

里 女 (菟 名日處 女の 靈)、 前ッレ 里 女 n ニニ 人)、 

狂言 所の 者， 後シテ 菟 名日處 女の 靈 

【所】 攝津國 生 田 

【時〕 後堀河 院 御宇 春 (二月：) 

【異 稱】 〔若菜〕 又は 〔處女 塚〕 ともい つた。 

【作者】 能 本 作者 註文に 世 阿 彌の作 >  二百 十 番謠目 錄に觀 阿彌の 作と 

す。 世子 六十 以後 申樂談 儀に 本 曲の 謠 について、 

I 旅人の 道 妨げに 摘む もの は、 生 田の 小 野の 若菜な り C よしな や 何 

を 問 ひ 給 ふ」、 「よしな や 何 を 問 ひ 給 ふ」 と續 くるが 惡 きなり C- . よ し 

なや」 と い ひ 切りて . 「何 を」 と い ふべ し C 「よしな や」 をば 寄す ベ し C 

とい ひ、 金春禪 竹の 歌舞 髓腦 記に 本 曲 を廣精 風と して 擧げ， 

この 姿 こまかなる 體也、 ふと 立ち ぬれば 俗になる 所 を 知る ベ し。 た 
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だ 幽玄の こまやか 也。 

. と、 丄 

【梗揮  1 西國 方の 僧が 都に 上る 途次 >  攝津國 生 田の 里に 立ち寄る と， 里 女が 二三 人 若菜 摘みに 来たので、 求 塚の ありか を 尋ねた ところ，， s 

ら ない. と 答へ て、 雪 間の 若菜 を 摘み、 やがて 外の 里 女は歸 つてし まった が、 た^- 一人 だけ あとに 殘 つて  >  求 嫁に 案内し. 塚の IS れ、 昔菟 

名日處 女が.^ 竹 田 男と 血 沼の 大丈夫と 一 一人の 男に 戀 せられて、 どちらに 靡く こと も 出来ない。 一 一人 は 勝負 を 決する 爲に 鴛鴦 を 矢先に かけ 

たが、 遂に 勝負が つかなかった ので、 處女は 世 を はかなんで、 生 旧 川に 人 水した」 汆塚は その 女の 塚で あると 語り >  y 分 も その 塚 に^れ 

てし まふ。 僧が 一夜 こ \ に 過して 讀經 して ゐ ると 、處 女の 霞が 現れて、 鴛鴦に 苦しめられ、 二人の 男に 左右から い W めら れる £T さて は 八 

大 地獄 の 有樣な ど を 示して 消え 失 せ る 。 

【出典】 莴紫 i〕 九  . 

過 = 葦屋 處女墓 一時 作歌 一 首 拉 短歌  . 

c-にしへの ますら を とこの あ ひ il..- そ ひ つまど ひし けむ あしゅ やの う な ひ を. i め の .J ケ 、つ.？ を わがた ちみれ は ながき よの かたりに しつつ のちび ふみし 3 びに せむ 4 1>** ぼ この &ち 

古 之、 益 荒 丁子、 各 競、 妻 問爲 祁牟、 葦 i 乃， 菟名日 處女乃 >  奥 城矣， 吾 立 見者 >  永 ^乃、 ま _溺 爲 乍， 後人、 ゆ、 玉 枠 乃 >  逍 

のべち かく いは fi* へ つくれる つか を みまぐ もの そ きへの だい さり このみち， で 5.-、 ひふ-ごふに S  ， よりて いたちな； i- だ ひ わびびとよ ね に もな きつつ か t りつ y し Q びつ ざ 二し ，fi め ら V おくつ， 

邊近、 磐 構、 作 家矣、 天雲 乃， 退 部 乃 限 >  此 道. 去 人每、 行 因、 射 立 歎 日、 惑 人 者， 啼 爾毛哭 乍、 語嗣、 傯 繼來- 處女 等！ IT 奥 城 

どころ われ- つ へに is れ&? 1 なし も いにしへ おもへ 4i 

所 >  吾竝、 見者 悲裳 >  古 思 者 

K  歌 

いにしへの さ さ だ を 4 こ の つ ii ひし -っな ひ を ふめ の お，、 つき * これ 

古 乃、 小 竹 田 丁子 乃、 妻 問 石、 菟會處 女 乃， 奥 城叙此 

かたりつぐ からに も ここた こ ひし A を た^-め、 に & けん いにしへ を と こ 

語 繼>  可 良 仁 文 幾許、 戀布矣  >  節 目爾兌 兼、 古丁 子  - 

と ある を 敷衍 し た 大和 物語 

昔 津の國 に 住む 女 ありけ り。 それ をよ ば ふ 男 二人な む ありけ る。 一人 は その 國に 住む 姓は菟 原に なむ ありけ る。 今一 人 は 和 泉の 國 

になむ ありけ る。 姓 はちぬ となむ いひけ る。 かくて その 男 ども， 年よ は ひ、 顔 かたち、 人の 程た ^-11 じば かりなむ ありけ る。 志の まさ 

ら むに こそ は あはめ と 思 ふに、 志の ほど 唯 同じ やうな り 。暮 るれば 諸共に 來逢 ひぬ。 物お こすれば 唯 I！ じ やうに おこす。 いづれ まさり 

とい ふべ くも あらず。 女 思 ひ 煩 ひぬ。 この 人の 志のお ろかなら ば >  いづれ にも あ ふま じ けれど、 これ も かれ も 月日 を經 て、 家の かどに 


立ちて よろ づに志 を 見えければ. しわび ぬ。 これよりも かれよりも 同じ やうに おこす る 物 ども 取り も 入れね ど. 色々 に 持ちて 立てり。 

親 ありて T かく 見苦しく 年月 を經 て、 人の 歎き をい たづら に 負 ふ もい とほし。 ひとりひとりに あひなば. 今 一 人が 思 ひは絕 えなむ」 と 

いふに、 女 「こ \ にも さ 思 ふに、 人の 志の 同じ やうなる になむ 思 ひ 煩 ひぬ る。 さらばい か^すべき」 とい ふに、 その かみ 生 田 川の つらに、 

ひらば り をう ちて ゐに けり。 か. > -れば そのよば ひ 人 を 呼びに やりて、 親の いふ やう 「誰も 御 志の 同じ やう なれば， この を さなき ものな 

む 思 ひ 煩 ひに て 侍る。 今日い かに まれ、 この 事 を 定めて む。 ある は 遠き 所より いまする 人 あり、 ある はこ \な がら そのいた づき 限な 

し。 これ も かれ もい とほし きわ ざな り： 一 とい ふ 時に、 いと かしこく 喜び あへ り。 「申さむ と 思う 給 ふるやう は >  この 川に 浮きて 侍る 水 

鳥 を 射 給へ。 それ を 射 あて 給 へらむ 人に 奉らむ」 とい ふ 時に 、一い とよき 事な り」 とい ひて 射る 程に、 一人 は 頭の 方 を 射つ。 今一 人 は 尾 

の 方 を 射つ。 その かみ いづれ とい ふべ くも あらぬ に、 女 思 ひわ づら ひて、 

住み わびぬ わが 身 なげて む 津の國 の 生 田の 川 は 名のみ なりけ り 

と 詠みて >  この ひらば り は 川に 臨みて したりければ、 つぶりと 落ち入りぬ。. 親 あわて 騷 ぎの、 しる 程に、 このよば ふ 男 二 入 やがて 同 

じ 所に 落ちい りぬ。 1 人 は 足 を とら へ、 今一 人 は 手 を 捕 へ て 死にけ り e 

に據 つたので ある C 

【概評】 題材 は 誠に 謠 曲に 恰好な ものである。 萬 葉 集、 大和 物語、 謠 曲と， 傳說 文藝の 展開して 行く 徑路が 一 目に して 知られ、 謠曲 作者の 

創作力の 平凡-てない ことが 明らかにな るの. て ある。 た^ 前段 は あまり 冗漫に 過ぎた 嫌 ひが ある。 第 四 節 は 美しい 菜 摘みの 樣を 描き出し 

たものと して、 なほ 見るべき 點が あるが、 第三 節 は 全くの 駄辯 である。 後段の 地獄の 責め苦 を 描く 樣も、 あまりに 苛酷で ある。 謠曲 作者 

は 常に 戀愛を 否定して 、戀 慕に 死んだ 者 は 地獄に 墮 ちる として ゐ るが、 これほど 深刻に 描いた もの は 他に はない。 これに 近いの は 〔善 知 

鳥〕 であるが、 彼 は 殺生 戒を 犯して ゐ るの. て あるから、 なほこれ より は 首肯し 易い C 本 曲の 主人公の 如き 可憐な 女性 を、 かほ どま .て 苦し 

めな くと も、 よさ さうな もの だと 思 はれる。 題材 は 誠によ いもので あるが、 その 取扱 ひ 方に 多少の 不滿を 感ぜし める。 


後見、 山の 作物 を 大小 前に 出す。  前 段 

次第の 镍子 にて、 ヮ キ西國 僧、 角帽 子 • 着附 無地 熨斗目 • 水 衣 •  Is ば 初め 西 国で、 ヮキ西 W 佾、 ヮキヅ レ從憎 を 

一  nl^li^illllllll 

求 塚  I 一一 〇 六 一 


求 


〇 鄙み 畏路— E 舍 S 長途。 

遠い E 舍 からの 旅 C 

〇 都に いざや— 衣の 身と 

ひかけ た。 


〇 八 a の汐路 I 遙 かな 長 い 

海路。 八重 は 衣の 緣^。 

〇 海山 かけて— 海路 • 降 路、 

兩 方の 旅 を 綾け て。 


〇^E の 里—^^！: 武^ 郡 

今の 祌！^ 市 一 1 一お 町の 遨 C 


◎ これ は 間き 及びた る— こ 

の ヮ キ着ゼ リ フ , 元； i 二 年 

本に 據る。 


塚      I 

腰帶 •！；？• 数珠の 装朿、 ヮキグ レ從^  二人、 ヮキ 同樣の 装束に 

て、 舞 麥に 入り 向 合 ひ、 

ひた  なが V  y び 2 ろ- 0  &ゃこ 

r 仨次第 『鄙の 長 路の旅 衣。 鄙の 長 路の旅 衣都に 

いざや 急がん 

地-取に ヮ キは 正面に 向き、 

ヮキ 「こ れ は 西 國 方より 出で たる 僧に て 候。 われ 

いま A や こ み  ほど  た^- い ** みやこ のぼ 

未だ 都 を 見ず 候 程に。 唯今 都に 上り 候 

とい ひて ヮキ ヅレ と 向ん n ひ 

たび-ごろ.. 0 や へ  しほ ぢ  うら づた 

： け 道行 『旅 衣 八重の 汐路 の浦傳 ひ。 八重 の 汐路 

の浦傳 ひ。 船 にても 行く 旅の 道 海山 かけて 遙々 

と 。明かし^ら して 行く 稅 に。 名に の み il きし 

^の國 の： 生 田の 里に 着きに けり 生 田の m に^ 

きて ナり 

ヮキ 「明かし 基ら して」 と 正面に 向きて 先へ 出で、 またもと 

に歸リ て 生 田に 着きた る 心。 逍行濟 み て^ 面に 向き、 

ヮキ 「これ は 聞き及び たる 所に て 候。 あの 小 野 を ^ れば。 若菜 

摘む 人の あまた 來 り唉。 かの 人々 を 待ちて。 所の 名所 をも尋 


一 110. パニ 

随 へて SI10  . 

惟 「遠 い 田舍か ら遙か な 長 い 旅 を 核け て . 

さあ 都 へ 急いで 行かう」 

•、 」 次 笫 に旅克 の心抟 を^べ、 


0 私 は g:^ の 方 か ら 出て 來た佾 です" 私 

はま だ 都へ 行った ことがない ので >  今ぽ 

都へ 上る のです」 

WW 物 人に 自已親 介 をし、 

き， 旅 を 思 ひ 立って、 廣々 とした 海 を、 或 

は浦傳 ひに 又は 船に 乘 つて 出かけ、 ぉ路 

ばかり. て はなく 义 山路の 旅 を もして、 長 

い^ 中 を 明かし 暮らして ゐる うちに、 こ 

れ まで^にば かり^いて ゐ た^^の 同の 

生 田の 里に 着いた」 

ミ旅桉 を 述べて ゐる うちに 旅 は «~ んた 想で、 S 

は 生 田の なリ、 佾は あたり を 眺めて 休んで ゐ 


【二】 

〇 若荣 摘む— 昔 正 HJ 初子の 

日 若茱を 摘んで 内 膳 司から 

奉る 儀式が ぁリ、 後 一 般に 

正月 七日に 行 はれる やうに 

なった e 

〇 生 田の 小 野 —今の 祌 戸市 

一一 一宮 町の 東方。 若菜の 名所 

で、 夫 木 抄經季 の 歌に も 「問 

はね ども 誰が 爲 とて か津の 

國の生 田の 小 野に 若菜 摘む 

らん」 

〇 冴え かへ る— 寒さの 强 い 

こと e 

〇 木の芽 も 春の I 古今 集紀 

貫 之の 歌に 「霞 立ち木の 芽 

も 卷の雪 降れば 花な き 里 も 

花 ぞ散リ ける」 

〇 深山に は 松の 雪 だ に^え 

なくに 1 古今 集讀 人知らず 

の 歌" 下句 「都 は 野 邊の若 

菜 摘みけ り」 

〇 天 ざ かる— 鄙の 枕詞。 

〇 憂き も 命 も I 変 き な が ら 

も 命の 生き てゐ るとの 意。 

〇 生 田の 海の— 命 も 生く と 

いひ かけ 「海の」 「身の」 と间 

音 を 重ねた。 

求 


ねば やと 思 ひ 候 

ヮキヅ レ 「尤も- I て：^ 


【二】 


と い ひて 脇 座に 行き 下に 居る。 

一 聲の皤 子に て、 シテ里 女 >  面^ *鬉*鬉帶， 着 附摺箔 • 白水 

衣 .鏠 箔腰卷 ，腰 帶， 扇の 装束、 ッレ里 女 二三 人、 シテ 同様の 

装束 (面 は 小面 扇 は 持たず) にて、 ッレを 先に 立てて 出で 橋 

懸に 立ち 竝び、 

に レア 一 聲 『若茱 摘む。 生 田の 小 野の 朝風に。 猶 冴え か 

へ る。 袂 かな 

こ  め  はる  あは ゆき  もり  した く さ  3 む 

『木の芽 も 春の 淡雪に。^ 森の 下草。 なほ 寒 


ッ レ 


し 

と謠 ひて 舞臺に 入リ、 

A やま  ま つ  ゆき  き  &や - W 

シ テ サ シ 『深山に は 松の 雪 だに 消え なくに。 ^一-都 

の  わ？ - な つ  ころ  いま  お も 

は 野べ の 若菜 摘む。 頃に も 今 はなり ぬらん。 忍 

ひやる こそ ゆかし けれ 

** た  ところ  あ **  ひな びと 

シテ 『こ こ は 又もと より 所 も 天 ざ かる。 - ^『鄙 人な 

れ ばお のづ から。 憂き も 命 も 生 田の 海の： 身の 

塚 


【二】 


, テ宪名 日 處女 の莬 W 女の 態み-装- 

-共に 登場  o 


レ S 女 


女 「若菜 摘みの， 名所の >  この 生 田の 小 野 

は、 まだ 朝風が 隨分 寒い ことです ね」 

連 女 「え \ 木の 芽の 出る 春 になった の です 

が、 まだ 淡雪が 降り 殘 つて、 森の あたり 

など まだ 寒くて >  草の 芽 も 出ません」 

女 「深山で はま だ 松に か  >- つ た ^ さ へ 消 

えない のです が、 都で はもう 野邊に 出て 

若菜 を 摘む 頃に なった ことで せう。 どん 

なに 樂し いこと だら うと、 羨ましう ござ 

いますね。 II 

こちらで は、 都の 人達と は 違って. 遠い 田 

舍者 のこと とて、 辛い ことば かり 多い の 

です が >  それでも 命の ある 限り は、 た^- 

一 11 ひぬ 一 11 


求 

〇 若茱 摘む いく 里人の 跡な 

らん I 風雅 集 藤 原爲定 の 

欲 C 下句 「雪 間 あまたに 野 は 

なりに けり」 雪 間 は 雪の 消 

えた 所- 

〇 道 なしと て も— 古今 集讃 

人知らず S 歌に 「わが 沾は 

雪 降 りし きて 道 もな し 踏 

み 分けて 訪ふ入 しな けれ 

ば」 

〇 七草 I 公事 根源に 「若菜 

は 七 稀の 物な リ、 薺 • は こべ 

あ， でな ごぎ やう 

ら*芹*赞* 御 形 • す ^しろ • 

^の 座な リ。 正 七日に 七 

種の 茱羹を 食 すれば、 その 

«s* 萬^ S なし 一 音と しも to; し 

と いひ かけた" 

【三】 


〇 や： H の 森— 今の 神 戶市チ • 

E 神社の^ 內。 


塚  I 

I りに て 憂き 業の。 春と しもな き 小 野に 出で て。 

ひ ァ下歌 『若菜 摘む いく 里人の 跡なら ん雪間 あま 

たに 野 はなり ぬ。 上 5 道な しとても 踏み分けて。 

の y は わ^なけ ふつ 

道な しとても 踏み分け て。 野澤の 若菜 今日 摘ま 

ん。 雪 間 を 待つならば 若菜 ももし や 老い もせん。 

嵐 吹く 森の 木蔭 小 野 の 雪も猶 さえ て。 春と しも 

七 I 早の 生 田の 若菜 摘ま うよ 生 田の 若茱 摘ま う 

【三】  、 -5  ,  ： 

ひと  たづ  ** う  こと 

ヮキ 「い か にこれ なる 人に 尋ね 申すべき 事の 候。 

生 田と はこ の あたり を 申し 候 か 

ッレ 『生 田と 知ろ しめした る 上 は。 御 尋ねまで も 

赏まじ 

シ テ 『所 々 の 有樣 にも。 など か は 御覽じ 知ら ざ ら 

ん。 -まづ は 生 田の 名に し 負 ふ。 これに 數 ある 林 

をば。 生 田の 森と は 知ろ しめさず や 


=10 六 四  . 

辛い とば かりい つても 居られ ま. せん >  ま 

だ 春ら しく もな い 小 野 へ 出かけ ませう。 

でも • もう 隨分 多勢の 里人が 若 楽 摘みに 

來 たものと 見えて、 野原に は の 消えた 

所が 澤山 出来ました。 いえ、 たと へ 雪の 

消えた 道がなくても、 今： U は"^ %. 中 トの中 

を 踏み分けても、 野澤の 若菜 を 摘み ませ 

う。 雪の 消える の を 待って ゐ たなら ば、 

その 間に 若菜が 老 いてし ま ふ かも 知れ ま 

せんから。 森の 木蔭 に は强， い 風が 吹 い て 、 

小 野に は 雪が また 1 面に か、 つて ゐて、 

一 ，M 春ら しく もありません が、 この 生 田 

の 七草の 若菜 を 摘み ませう」 

ミぃ ひながら、 佾の 休んで ゐ る 邊へ來 る。 

【三】 

申し >  そこな 人に お尋ねし ます。 生 田 

とい ふの は、 ^の邊 をい ふので すか」 

連 女 「生 田と い ふ 名 を 御存じ の 上 は、 そ の 

やうな ことお 尋ねになる まで もな いぢ や 

ありま せんか」 

女 「この 邊 あちらこちらの 樣子を 御^ に 

なっても、 すぐお 分りになる 箬ぢゃ あり 

ません か。 まづ生 田の 名所， て、 この 澤山 

木の ある 林が、 生 田の 森 だとお 分りに な 

りさうな もの. てす」 


〇 生 田 川— 攝津 1! 摩耶 山よ 

リ發 し、 布引 瀧と なって 祌 

戶の 柬邡を 流れ、 生 W 浦に 

注ぐ。 


〇 三吉 野— 大和 國吉野 郡。 

〔嵐 山〕 〔吉 野天 人〕 參照。 

0 志賀 1 近 江 國滋賀 郡。 〔志 

賀〕 〔俊 成 忠^〕 参照。 

〇 龍 田 I 大和 國生駒 郡" 〔龍 

田， - 參"^  C 

〇 初瀨 t 同 國璣城 都 〔玉 葛〕 

參照。 

〇 歌人の 家に は— 平家物語 

卷九老 馬が 事に 「吉 野初瀨 

の 花 をば 見ね ども 歌人が 知 

り」 

〇 求 塚 I 求 女 塚 又處女 塚と 

も #:  く  e 11 一箇所に ぁリ、 一 

は 住 吉村字 御田 (御影 町の 

東)、 一は 東 明 (今 御影 町) 

1 は 味 泥 (今 都賀野 村) にあ 

リ、 相距る 各十餘 町、 御田 

塚 を 血 沼の 大丈夫、 東 明 塚 

を處 女、 味 泥 塚 を 小 竹 田 男 

の 墓と す。 今 味 泥 塚 は 削ら 

れて 民家と な つ た。 

〇 若菜 を 摘む 暇— 下に 「惜 

し」 と の 意 を 省 いて ゐ る。 

求 - 


ッレ 『また 今 渡り 給へ る は。 名に 流れ た る 生 田 川 

&づ  &ど り  はる みさ  to  ？  4*  わか なつ  のべ 

ン テ 「水 の 綠 も春淺 き。 雪 間 の 若菜 摘む 野邊 に 

ッ レ 『少き 草の 原なら ば。 小 野と はな どや 知ろ し 

めされぬ ぞ 

A よし のしが  やまざくら たつ た はつ せ  も ふぢ  か 

ュ 『三 吉野志 賀の山 櫻。 龍 田 初瀨の 紅葉 をば。 歌 

じんいへ  し  i ころす  もの 

人の 家に は 知る なれば。 所に 住める 者 なれば と 

て。 生 田の 森と も 林と も。 知らぬ 事 をな 宣 ひ そ 

よ 

もく ぞん  ふころ/^ もり  はじ  -っ& か は  かす 

ヮキ 『げに 目前の 所々。 森 を 始めて 海 川の。 霞み わ 

たれる 小 野の けしき。 -げ にも 生 田の 名に し 負 

へ る。 さて 求 爆と は いづく ぞゃ 

シ テ 「求 塚と は 名に は 聞け ど も。 眞は いづく の 程 

やらん。 妾 も 更に 知らぬな り 

ッ レ 『なうな う 穿 人よ しなき 事 をな 宣 ひ そ。 妾 も 

若菜 を 摘む 

塚 


連 女 「それから 又ぶ r お渡りに なった のが、 

有名な 生 田 川で……」 

女 「水の 綠色も 薄く、 春 景色 も淺 い、 雪の 

消えた 所 を 踏み分け て 若菜 を 摘ん， てゐる 

この 野邊は …… 」 

速 女 「若草の 少ぃ 野原と いふ ことから 考へ 

て も 生 田の 小 野と お分りに ならな い ので 

す 力」 ■ 

女 「吉野 や 志賀. の 山 櫻、 龍 田 や 初瀨の 紅葉 

などと いふ もの は、 歌人の 方が 却ってよ 

く 御 承知の ことで、 たと へその 地に 住ん 

でゐる 者で も、 風雅な 心の ない 私共 は、 

生 田の 森 だか 林 だか 何も 知らな いので 

す。 私共に こんな 事 をお 尋ねになる もの 

ぢ やありません よ」 

憎 「なる 程、 見獰 した 所々、 森 を 始めと し 

て 海と いひ 川と いひ、 霞み 渡った 小 野の 

景色と いひ、 いかにも 生 田の 森 • 生 田 川 

などと いって 有名な 所 だけあって、 趣の 

秀れ たもので す C ところ-て、 求 塚と いふ 

の は 何處. てす」 

女 「求 塚と いふの は、 名前 は閗 いて ゐ ます 

が、 ほんと は どの 邊 にある のか >  私 も 全 

く 知らな ：- のです」 

連 女 「もうし 旅の 方、 そんなつ まらない 事 

をお 尋ねなさい ますな。 私共 は 若菜 を 摘 

むのに 忙しい の-てす し •：： .-」 

三 〇 六 五 


求 


〇 旅人の 近 妨げに 摘む もの 

は I 堀 河 百 首 源 師賴の 欲 U 

下句 「生 田の 小^の^ 菜な 

sy け H> 一 

〇^= 日 野の 飛火の 野 守 出で 

て 見よ I 古今^^ 人知らず 

の 歌。 下句 一 今 幾日 ぁリて 

若菜 摘み てん」 

〇 君が ため 春の 野に 出で て 

若衆 摘む —古今 蕖 光孝 天皇 

御 IT 下句 「わが 衣手に 雪 

i 降り つ 一 


〇 ひこり— 氷 凝で、 氷の か 

たまり" 

〇 深 芹 I 根の 深い 芹。 芹 は 

七 革の 1 。 


【四】 


塚   

シテ 『御身も^ ぎの 旅な る に。 何し に 休ら ひ 給 ふ 

らん 

お 『されば 古き 歌に も 

地 (下き 『旅ん の 笾 妨げに 摘む も の は。 お 田の 小 野 

の 若菜な りよし なや。 何 を , ひ 給 ふ。 05) 『春 日 

野の 飛火の 野 守 出で て 見よ。 飛火の 野 守 出で て 

見 よ 。 若茱 摘ま んも稅 あら じ。 その 如く * 人 も。 

急がせ 袷 ふ 都 を 今 幾日 あり て御覽 ぜん。 君が た 

はる  の  い  わかなつ  ころもで き  のこ 

め 春の 野に 出で て 若菜 摘む。 衣^^し^ え 殘 る。 

雪ながら 摘ま う よ 淡雪な が ら 摘ま う よ 。 ^逡な 

る ひこり は w く 残れ ども。 水の }^ 斤 かきが け て 

卞： z: 綠 色ながら いざや。 摘まうよ 色ながら いざや 


摘まうよ 

【四】 


ンギ 『まだ 称泰の 若^に はさ のみに 種は她 ％ 


三 〇-:,、..，、  

女 「あなた もお ュ ぎの 旅. てせ うのに、 どう 

して こんなつ まらない 所に 休んで いらつ 

しゃる のです。 昔の 人の 耿 にも —— 

『旅人の 泣 妨げに 摘む もの は >  の 小 

野の 若 * なりけ り』 

(生 田の 小 好で 多 の 者 が 若 み をして ゐ るの 

は、 旅する 者に.、. - つて、 通り？ 9 の 邪 K にな *) 

といって、 旅人に 邪魔 がられて ゐ るので 

す。 ほんと につまらない こと. てす。 どう 

してお 1^ ねになる のです。 —— 

『春 H 野の 飛火の 野 守 出， てて 兌よ >  <!- 幾 

日 ありて 若な 摘み てん』 

f 春 B 野の 飛火^の * 人よ、 もう 幾日 すれ は 若 

みが 出 * るか、 圩に 出て！ a て くれ) 

と 詠まれた やうに、 多勢の 人が おな 摘み 

に來 なの も >  問 もない こと. てせ う。 旅の 

方 も、 もう 幾 曰か すれば >  M もな く逍中 

をお 急ぎ になつ た 都 を 御. お になる こ とで 

せう。 私共 は —— 

『おが 爲春の 野に W てて^ 楽 摘む、 わが 

衣手に ® は 降りつ V』 

とい ふ 御 歌の やうに、 まだ 消え残って ゐ 

る 雪 を かき 分け て 、 淡 ほ のか V つて ゐる 

ま &若榮 を 摘み ませう C 澤邊に はま だ 氷 

が M く殘 つで ゐ ます けれど、 水の 中 を か 

き 分けて >  靑綠色 をした 深^ を 摘み ませ 

う， さあ 平 く 摘み ませう」 

VJM 女達 は SfsfS みなす る 想0 

【s】 

»J 女 r まだ 初春に な つ たばかりで、 さ ほど 

よい 若菜 はありますまい」 


〇 春 立ちて あした の 原の 雪 

見れば— 拾 遣 集 平 祐舉の 歌 

下句 「まだ 舊 年の 心地 こそ 

〇 今年 生— 今年 發 芽した も 

の o 

〇 春の 野に 1- 萬 葉 集 山 部 赤 

人の 歌 「春の 野に 蓳 摘み に 

と來 しわれ ぞ野 をな つかし 

み 一夜 寢に ける」 

〇 若紫の 菜— 紫 草の 若い も 

の をい ふ。 

〇 ゆかりの 名 II 紫 を ゆかり 

の 色と いふ の で、 若紫 を 承 

けて 用ゐ、 中絕 えた 妹 背の 

橋に 緣 故が あると いった。 

〇 妹 背の 橋— 上野 國佐 野の 

船橋」 委しく は 〔船橋〕 に 見 

ゆ" 

〇 佐 野の 莖立— 萬 葉 集卷十 

四 「かみつけ ぬ 佐 野の 莖立 

折リ はやし あれ は 待たん ゑ 

な r 年來 ずと も」 に據 つた。 

莖立 はす^な の薹を いふと 

〇 長 安の なづな I 薺 は 七箪 

の 1 。 長 安 は 支那の 都で、 

「から」 を 呼び出す 料と した 

〇 からな づな —薺 9 一  種、 

辛味 の ある もの。 

〇 しろみ 草 I 芹の 異名 白极 

草の 訛。 元祿 本に は 「白ね 

^.  _ と ある C 

〇 有 明の —I - ろみ 草 も 有り 

と いひ かけた.." 

求 


シテ 『春 立ちて あしたの 原の 雪見れば。 まだ ふる 

解の な 地して。 今年 生 は 少し 古葉の 若菜 摘まう 

よ 

ふ- n よ  ij し わ^  i 一  でね 

地 『古葉 なれ ども さすが また。 年若 草の 種 なれ や。 

こ-ろ  はろ  の ベ 

心せよ 春の 野邊 

は- J  つ  す ふれつ  こ  ひと  id 

シテ 『春の 野に 春の 野に。 堇 摘みに と來し 人の。 若 

紫 の茱ゃ 摘みし 

地 『げ にや ゆかりのお をと めて。 妹 背の 橋 も中絕 

えし 

さの  たち わか 

シテ 『佐 野の 莖立 若た ちて 

地 『綠の 色 も 名に ぞ染む 

シテ 『長 安の なづな 

a  あ り やけ  ゆき  まぎ 

地 『からな づな。 し ろみ 草 も 有 明の。 雪に 紛れて 

摘みかぬ るまで 春寒き。 小 野の 朝風 また 森の し 

づぇ松 垂れて。 い づ れ を 春と は 白波の。 河 屈ま 

塚 


女 「え V 春に なった ばかり. て、 野に 雪 の 降 

り 積って ゐ るの を 見る と、 まだ 年 も 改ま 

ら ないやうな 心 持が して、 ま た實際 今年 

新しく 芽生えた のは少 いやう です。 でも 

古葉の ま、 の 若菜 を 摘み ませう： 一 

連 女 「古葉と いっても、 さすが 新年の 若菜 

らしい 感じが します。 よく 春の 野に 氣を 

つけて 摘み ませう」 

女 「春の 野と いへば、 『春の 野に 蓮 摘みに 

と來 しわれ ぞ』 と 詠んだ 人 は、 紫 草の 若 

菜 を 摘んだ ことで せう」 

連 女 「さう-,/. \<、 紫 草の ゆかりの 色と い へ 

ば、 夫婦仲の 裂かれた 人に ゆかりの ある、 

あの 有名な …… 」 

女 「佐 野の 莖立も 若々 として、 綠色も 殊更 

美しい やうです C …… お k、 なづ な、 か 

らなづ な、 それから しろみ 草 <3t) も あり 

ます。 でも、 雪の 中に 隱れ て、 摘む こと 

も 出来ない ばかりで、 小 野に は 春寒い 朝 

風が 吹き 渡り、 森の 松に は髯 ，が 垂れ、 

どこが 春 だか 分らない 有樣、 その. ^河 風 

までが ひどく 寒くて >  風の 吹き込む 袂ま 

でが 寒う ございます。 では、 若菜 を 摘み 

殘 して 歸り ませう」 

I 一 1〇 六 七 


I  求 

〇 森の しづえ I 評釋に 「し 

づぇ」 は 下校で はなく 「しづ 

れ」 (木より 雪の 瑢 ちる 意) 

の たらう と いふ C 

〇 白波の I 知らず と いひ か 

けた e 

【五】 


〇苋 名日處 女— 寓^ 集卷九 

に 詠まれて ゐる 女性。 委し 

く は 解說に いふ。 

〇 小 竹 WET 血 沼の 大丈夫 

I 宽名 日處女 を戀^ した 二 

人の 男。 解說參 照。 


塚   

でも 冴え か へ り。 吹かる る 袂も猶 寒し。 摘み 殘 

し て歸ら ん 若茱 摘み 殘し て歸ら ん 


【五】 


ッレ はこ の 問に 切戶 より 人 


キ 「 


か に 申すべき 事の 候ぶ 右茱 摘む 女性 は 皆 

皆 歸り給 ふに〕 何とて 御身 一 人殘り 給ふぞ 

シテ 「さきに 御 尋ね 候 求 嫁 を敎へ 申し 候 はん 

，  のみ  おん のし 

ヮ キー それ こそ 望みに て 候 御敎へ 候へ 

シテ 「此方へ 御 入り 候 へ (と 作物へ ニミ足 出で)。 これ こ 

そ 求 塚に て 候 へ 

ヮキ 「さ て 求 塚と は。 何と 中した る 謂れに て候ぞ 

く は  おん もの がた 

委しく 御物 語り 候へ 

シテ 「さらば 語 つ て 聞かせ 申し^べ し。 (舞枭 中に 

下に 居て：^ 昔 こ の 所に 菟名 日處 女の ありし に。 又 そ 

ころ -p  P だ .1 で i こ ち 3  ます ら を  4* う  もの 

の 頃 小 竹 田 男。 血 沼の 大丈夫と 申しし 者。 かの 

菟名 日に 心 を かけ。 M じ 口の 同じ 時に。 わりな 


=10 六 八 


-, 他のお 女 は K つてし * ふ • 


【五】 

憎 「もうし、 若 楽 を 摘んで ゐた外 の 女子 衆 

は^ 歸られ たのに、 なぜ あなた I 人 あと 

に殘 つて 居られる のです」 

W. さき 程お 尋ねに なりました 求 塚 をお 

敎 へ しませう 」 

佾 「それ こそ こちらの 望む 所です C どうぞ 

ぉ敎へ 下さい」 

女 「でば、 こちら へ お出で 下さい」 

ミ 求！ W の 所へ 案内して、 

女 「これが 求 塚で ございます」 

佾 「ところ. て、 求^と いふの は、 どうい ふ 

わけなの です" 委しく 話して 下さい」 

女 「 それで は お 話 申し ま せう。 昔 この 所に 

薬 名日處 女と いふ 女が ゐ ましたと ころ、 

小 竹 ss^ と い ふ 者と 血 沼の 大丈夫と い ふ 

者と が、 この 菟名 日處 女に 懸想して、 同 

じ 日の 同じ 刻限に 切な い^ひ を 述べた 手 

紙を處 女に 贈った のです。 處女 は、 一 人 

の 意に 從 つたならば- 他の 一 人が^ く W 


〇 ゎリ なき — 切な い-し 

〇 左右な う —容易に。 


〇 無慙 やな— 無 慙は罪 を 犯 

して 心に 恥ぢ ない こと、 轉 

じて 氣の 毒に 思 ふこと e 

〇 深綠— 契リは 深し と い ひ 

かけ、 綠の 水と 績 けた。 

〇 鴛鴦 9— 命 は 惜しと い ひ 

かけた e 

〇 番 去りに し— 雌雄の 片方 

が 射られた の をい ふ。 

〇 住み わび つ わが 身 捨てて 

ん津 の！" の 生 田の 川 は 名の 

みな リけリ —大和 物語、 蒐 

名日處 女の 歌。 

.〇 何時まで 生 田 川— い つま 

で 生きん とい ひかけ た C 

〇 夕汐の —汐 のさす を 刺し 

にい ひかけ て、 刺し 違 へ の 

？ とした C 


求 


き 思 ひの 玉章 を 贈る。 かの 女 思 ふやう。 一人に 

靡かば 一 人の 恨み II かるべし と。 左右な う 靡く 

こと  い..、 た が li  A づ どり  ふた 

事 もなかり し が。 あの 生 田 川の 水鳥 を さへ。 一 一 

h.  やさき もろ とも  ひと  つ ほさ  あた 

人の 矢先 諸共に。 一 つの 翅に 中り しかば。 『その 

i きわら はお も  V ざん  ちぎ  ふか & どり &づ 

時 妾 思 ふやう。 無慙 やな さし も 契り は 深綠。 水 

鳥まで も われ 故に。 さ こ そ 命 は 鴛鴦の。 番 去り 

にし あはれ さよ。 住み わびつ わが 身 捨てて ん津 

の國 の。 生 田の 川 は 名のみ なりけ りと 

さいご  こ AJ  &  か は な ふ  しづ 

地 『これ を 最期 の 言葉 にて どの 川 波 に 沈みし を。 

取り上げ てこの 塚の 土中に 籠め 納めし に。 二人 

を ふこ  つ^  もと  sli  いつ  いくたが は 

の 男 はこ の 塚に 求め 来りつ つ。 何時まで 生 田 川 

流る る 水に 夕汐 の。 さし 違へ て 空しくなれば。 

それさ へ わが 科に。 なる 身 を 助け 給へ とて 塚の 

中に 入りに けり 塚の 中に ぞ 入りに ける 

と 立ち 作物へ 中 人。， ， 

塚 


むで あらう と >  容易に、 どちらの 意に も 

從 はなかった のです が、 二人が 勝負 を 決 

する 爲に、 あの 生 田 川の 水鳥 を 射た とこ 

ろ、 その 矢 さへ 二つと も 同じ 翅に 中った 

ので、 その 時 私が 思 ひます のに 『あ X 可 

哀 想な こと だ、 あの やうに 深い 契り を 結 

んでゐ た 水鳥の 鴛鴦まで が、 さぞ 命が 惜 

しかった だら うのに、 私の 爲に命 を とら 

れて、 夫婦 死別して しまったの だ。 あ X 

可哀想な こと だ』 と、 そして —— 

『住み わび つ わが 身 捨て て ん 津の國 の、 

生 田の 川 は 名のみ なりけ り』 

(この 世が ほん ミ に 嫌に なった、 生 田 川に 身 を 投& 

て 死な ラ。 思へ は、 名 は 生 田で も、 生き甲斐 のな 

い 所であった) 

と、 これ を 最期の 言葉と して >  この 川に 

身 を 投げて しまった のです。 その 死骸 を 

取り上げて、 この 塚の 中に 埋めた ところ、 

また かの 二人の 男が この 塚に 求め て來 

て、 いつまで 生きて ゐても 甲斐の ない こ 

とだと、 生 田 川に 夕汐 のさし 上げる 頃、 

刺し 違へ て 死んで しまった のです e それ 

で、 二人の 男の 死んだ こと さへ 私の 罪と 

なって しま ひました。 どうぞ この 漦ぃ罪 

の 救 はれる やう、 お助け 下さい」 

といって、 塚の 中に 人って しまった。 

三 〇 六 九 


求 


塚 


一一 一 0七0 


〇 莬會 乙女 I 苋ぉ H 處女 に 

同じ？ 原本の 文字に 從っ た e 

茅淳 の^ 荒 男、 笹 E も 原本 

に從 つた。 


【問】 狂言 所の 者、 着附 ^熨 斗 目 • 長 上下 • 腰帶 小刀の 装束に て， パ乘 座に 出で、 

狂言 「かや うに 候 者 は。ぃ 生 田 の 里に 住居す る 者に て 候。 今 日 は 生 田. S 邊へ參 り 心 を 慰 めば ゥと存 す る。 

(ヮキ を 見て〕 いや これに a 馴れ 申さぬ 御 拊の御 庵 候が。 いづく より いづ 方へ 御 通. りなされ 候へば。 こ 

れには 休ら う て 御座 唉 ぞ 

ヮキ 「これ は西國 方より 出で たる 僧に て 候。 御身 はこの あたりの 人に て 渡り 候 か 

狂言 「なかく この 邊の 者に て 候 

ヮ キ 「さやう にて 候 はばま づ 近う 御 入り 候へ o 尋ねた き 事の 唉 

狂言 「畏 つて 候。 (舞秦 の SK 中に 出で 下に： W て) さて 御 尋ねな された きと は C 如何 やうなる 御 W にて 候ぞ 

ヮキ 「思 ひも よらぬ 申し 事に て 候へ ども。 この 求 塚に つき 様々 子細 あるべし。 御存じに 於て は^って 

御 聞かせ 候へ  • 

狂言 「これ は 思 ひも よらぬ 事 を 承り 候 もの かな。 我等 もこ S 邊には 住居 仕り 候へ ども。 ん .^3^ おし 

く は 存ぜす 候 さりながら。 始めて 御 目に か、 り 御 尋ねな され 候亊 を。 ：！： とも 存ぜ ぬと 申す も 如 何に 

て 候へば。 凡そ 承り 及びた る 通り 御物 語り 申さう する にて 唉 

ヮ キ 「近 K^- 一  て虔 

狂言 「さる 程に 求 塚の 子細と 申す は。 古 この 所に^ 會こ 女と 申す 女の 御座 候 ひ. しが。 又 和 枭の國 信 田 

と 5. す 所に。 茅淳 の增荒 男と 申す 者 御座 候が。 宽會 乙女 を 戀ひ慕 ひ 巾す。 又 この 所に も笹 S と 申す 

者 御座 ありた るが。 これ もこ 女 を 戀ひ慕 ひたる が。 不思議なる 事の 候。 ある S こ 女 S 方へ S じ us 

同じ 時に。 兩 人の 文通り 候が。 こ 女 は 文 を 見る に。 文體も 同じ 事に て 候 問。 いづれ へ 返事 致すべき 

やう もな く C  二親へ この. E 申しければ。 親 共 申す やう は。 兩人 ともに 牛- S 川へ 伴 ひ。 水鳥 を 射させ 

弓の 勝れた る 方 を聱に とるべし と 巾し ければ。 兩 人と も大に 喜び。 弓矢 携へ生 田 川へ 參り。 矢壺を 


〇 牡鹿の 角の— 新 古ん， 壤^ 

人知らず の 歌 一 夏野 行く 牡 

鹿の角の 束の間 も 忘れず 思 

ふ 妹が 心 は 一 に 據リ、 束と 

同音の 嫁の 序と した。 

求 


御 さし あれと. S. す。 さらば 一 羽の 鳥を兩 人に て 遊ばせと 申す に。 兩 人に て兩の 羽が ひふ-射 申し 候 問。 

こ 女の 親 も 呆れ果て 居り 申し 候が。 乙女 はま づ兩 人の 者 を 返し。 かやう の 事 も 前世の 約束な り。 こ 

の 上 は 命あって も 詮なし とて 一首の 歌に。 住み わびぬ わが 身 捨て けん 津の國 の。 生 田の 川 は 名のみ 

なりけ りと 詠 じ。 生 田 川へ 身 を投ゅ 空しくなり 申し 候 間。 その ま、 塚に 築き こみ 申す に。 兩 人の 男 

この 由 を 聞き。 塚の 前に 來り。 刺し 違へ 空しくなり 申し 候閒。 これ も 左右の 塚に 築き 込み。 求めて 

死した る 塚 なれば とて。 求 塚と は 申し 候。 まづ 我等の 承り 及びた る はかくの 如くに て 御座 候が。 

と 思し召し 御 尋ねな され 候ぞ。 近頃 不審に おじ 候 

ヮキ 「懇に 御物 語り 候 もの かな。 |寻 ね 申す も餘の 儀に あらす。 御身 以前に 女性 數多來 られ候 程に。 刖 

ち 言葉 を か はして 候へば。 所の 名所な どを敎 へ。 この 所へ 同道 候 ひて。 求 塚の 事を懇 に^り。 何と 

やらん 身の上の やうに 申され。 塚の ほとりに て 姿 を 見失うて 候よ 

狂言 「これ は 奇特なる 事 を 承り 候 もの かな。 さて は 乙女の 幽靈 現れ 出で。 御言 葉 を か はした ると^ じ 

候閒。 かの 跡 懇に御 弔 ひ あれ かしと 存じ 候 

ヮキ 「近頃 不思議なる 事に て 候 程に。 暫く 逗留 申し。 ありがたき 御 經を讀 誦し。 かの 跡 を 懇に弔 ひ .5- 

さう する 二て 虔 

狂言 「御用の 事 も 候 はば 重ねて 仰せ 候へ 

ヮ キ 「賴み 候べ し 

狂言 「心得 申して 候 

と いひて 狂言 は 引く。 


【六】 


キヅ 


:( 上 歌 待き 『 一 夜 臥す 牡蓖の 角の 塚の 草。 牡鹿 


後 段 

橹「 I 夜 こ、 に 過して. さき 程 この 塚の 草 

I 一一 〇 七 一 


求 


〇 成 等正覺 —等 正 覺 (佛果 ) 

を 成就せ よ。 

〇 出 離 生死— 生死 輪廻の 迷 

界 を解脫 して C 

【七】 


〇 わが 古 ％ ならで— 廣々 と 

した 野に はわが 古 欤の外 何 

物 もな い。 

〇 骸 をせ ふ 猛獸— 死骸の 肉 

を 食 はう と讲ひ 集まる 猛獸 

〇 罨光 朝露 —はかない 喩 へ 

〇 古欤 多く は —白樂 天の 詩 

句 「古 坑多是 少年 人」 を 引 い 

た C 

〇 生 田の 名に も IT 生く」 と 

いふ 名に も相應 したい。 

〇 故鄉— 冥途 よりこの 世 を 

指して いふ e 

〇 閻浮— 簡浮投 の 略。 須彌 

TO: 洲 3 1、 轉じ てこの 世 を 

〇 八 億 四千の —衆生の 煩惱 

に 八 億 四千 種 あると いふ。 

〇 久方の —天の 枕詞。 跡 も 

久しと いひ かけた。 

〇天 の 帝— 天皇と 同意で あ 

るが、 特に 奈良 朝の 天子 を 

指し 奉る らし い。 〔采 女〕 に 

もこの 語が ある。 こ乂 では 

聖武 天皇 か。 


ぶ  MJ- つ こ- C  liT ース. -  グ-勺  こ 5 

の 角の 塚の 草 蔭より 見えし 亡魂 を。 弔 ふ 法の 聲 

立 て て。 ヮズ 作物に 合掌し 5 『南無き 靈成 |f し正覺 。し 出 

o レ やう じ i ん しょう ぼ だい 

離 生死 頓證 菩提 (と謠 ひて 直す」 

【七】 

後ジ テ莬 名日處 女、 面瘦女 *签*签帶* 着 附摺箔 • 白練壶 折 

大口  • 腰 帶. 扇 9 装束に て 引 廻 を かけた る 作物の 中に 居て、 出 

端の 镞子 にて、 

後ジテ 『おう 曠野 人 稀な り。 わが 古墳なら で 又 何 

もの  かほね あらそ  AT9 じう  さ  のこ  つ？ -  ま も 

者ぞ。 骸を爭 ふ猛獸 は。 去つ てまた 殘る。 塚 を 守 

ひ ゆ,、 しょうふう  i  でん *-、 わうて- リ ろ なほ もつ  ** な こ 

る 悲魄は 松風に 飛び。 電光 朝露 猶 以て 眼に あ 


り 


ふん 


古墳 多く は 少年の 人。 生 田の 名に も 似ぬ 佥 


地 『去つ て 久しき 故鄕の 人の 

ふ のり  こ ゑ 

シーア 『御 法の 聲 はありが たや 

えん ぶ こ ひ 

地 『あら 閻浮戀 しゃ 

ひと いち にち いち や  ふ 

地 (上 歌) 『されば 人 一 日 一 夜を經 るに だに。 一 日 一 

夜 を經る に だ に。 八ぎ 四千の 思 ひ あり。 況んゃ 

われ ら  さ  あと  ひさ 力た  あ t  ふ^ど みよ 

我等 は。 去りに し 跡 も 久方の。 天の 帝の 御代よ 


 三 〇 七 二   

蔭から 現れた 亡 透の^ に >  讚 經^, M をし 

よう。 1 1 『どうか 幽せよ、 怙りを ^ いて、 

生死の 迷 界を解 g し、 速 かに 佛果 を^る 

やうに』  


為锊 す- 


【七】 


後 ジテ宪 名 H 返 女の K、 塚の 中から^ を 立てて、 

處女 「あ  >- この 廣々 とした 虾 原に は 來る人 

とて は 殆どな く、  -zn 分の 古墩の 外に は 何 

もない の だ。 た^ 死骸 を^ ひあって 喰 ふ 

猛獸が 往き来す るば かりだ。 この 塚に 留 

まった 寂しい 魂魄 は 松風の 昔に 悲しみ を 

傳へ： 諸行無常の^ が 眼の 前に 兑られ る 

の だ。 古の 詩人が いった やうに、 古 境の 

主 は 老死した 人で はなく、 大抵 は iwi 右 死 

した 人な の だ。 こ&は 所の 名 は 生 £ でも. 

人の 命 は それに 相應 しな いの だ」 

•til 言 を いつ て 僧に 向 ひ、 

處女 「この 世 を 去って 久しくな つた 今日、 

この 世の 方の 讀 經の聲 を^へ るの は、 ほ 

んと にあり がた； つ ございます。 …… あ > - 

この 世が 戀 しい。 

人 は 僅か 一 日 一 夜 を 過す 問に も、 八^ 四 

千の 煩惱を 起す のです。 殊に 私な ど は、 

この 世 を 去った の は f おい 昔 >  奈 良の 帝の 

御 時に 死んだ のです が、 今の 後堀河 天皇 

の 大御代に、 も 一度 この 世に 歸る ことが 


〇 後の 堀 河— 後堀河 天皇。 

一八 八  一 I 一  八 九 二 年 御 在 

〇 い つまで 草， ー 壁 生 草 を い 

ひかけ た。 

〇 火宅— 苦惱の 多い この 世 

の喩 へ。 法華經 譬喩 品に 「一 一一 

界無レ 安猶 如 11 火宅 f 衆苦充 

滿甚可 = 怖畏こ 

【八】 


〇 種々 諸惡 趣— 以下 ー悉 令 

滅」 まで 法 華 綞普門 品の 偈。 

悪 趣 は こ の 世で 惡業 をな し 

た 者の 赴く 世界で" 地獄 *餓 

鬼 • 畜生道が 卽 ちそれ であ 


〇 大 焦熱— 八 熱 地獄の 


0 おこと— そなた。 


〇 三界— 欲 界， 色 界. 無色 界 

衆生の 生死 輪廻す るすべ て 

の 世界。 

求 


り。 今 は 後の 堀 河の 御宇に 逢 はば われ も 二 一度 

!1 に歸れ かし。 い つまで 草の 蔭。 苔の 下に は埋 

もれん さらば 埋もれ も 果てず して。 苦しみ は 身 

，を 燒く 火宅の すみか 御 覽ぜょ 火宅の すみか 御 

溢 見ぜ， ^(と 引 廻 を 下す) 

【八】  、 ，  ，，  ：：  さ 

い おん なり さま  ねん 

ヮキ 「あら 痛 はしの 御 有 樣 やな。 一念 ひるが へせ 

ば： 無量 ふ. 罪 をも遁 る ベ し。 種々 諸惡趣 地獄 鬼 

ちくしゃう しゃ.？.？ つび やつし C い ん しつり やうめ つ  う 

畜生。 生 老病 死 苦 以漸悉 令滅。 はや は や 浮かみ 

1 へ 

シテ 『ありがた や こ の 苦しみの 隙な きに。 御 法の 

こる】  ふ *  ふ  だい せう ねつ  けむり .？ ヮ  はれ 4*  す 二 

聲の 耳に 觸れ て。 大 焦熱 の堙の 中に。 晴 間も少 

し 見 ゆる ぞゃ。 ありが た や C と 作物 を 出 3。 「恐ろし 

やお こと は 誰 そ。 なに 小 竹 田 男の 亡 心と や。 又 

此方なる は. 血 沼の ガ 丈夫。 左右の 手 をと つ て。 

來れ來 れと責 むれ ども。 三界 火宅の すみか をば。 

塚 


出来れば と 思 ふので す。 かう していつ ま 

で吝の 下に 埋もれて ゐるこ 之で せう。 1 

層 のこと， 埋もれて しま ふなら ば、 すつ 

かり 無くなって しまへば よい もの を、 さ 

うは 出来な いで、 苦しみ だけが 殘っ て、 

火宅で 身 を 燒く思 ひ をして ゐ るの です。 

どうぞ こ の 有漾を 御覽 下さ い 」 

S 姿 を 現す o 

【八】 

僧 「あ.^ ぉ氣の 毒な 有樣 だ。 執着の 一 念 を 

改めれば、 數 限りの ない 罪 も 遁れる こと 

が出來 ませう。 —— T 色々 の惡ぃ 世界、 地 

獄. 餓鬼 • 畜生道に 墮 ちる こと も、 生 *老* 

病 • 死の 苦しみ も、 すべて 皆 消えて しま 

ふ』 I どうか 早く 成佛 なさい』 

處女 「ありがたう ございます。 この 絕ぇ間 

なく 苦しんで ゐる者 も、 御 讀經の 御！ 1 を 

伺って、 大 焦熱地獄の 猛火の 中 "て も、 少 

し 苦しみが 晴れて 參 りました。 ありがた 

うご ざ 、- ます。 (ミ いふうち に復 地獄の 荧に 苦し 

めら れて) あ.^ 恐ろしい。 そなた は 誰 だ 。な 

に 小 竹 田 男の 亡靈 だと。 また こちらに ゐ 

るの が 血 沼の 大丈夫 だと。 二人が 兩手を 

とって、 『來 ぃ來 い』 と 責める が、 この 生 

死の 迷界 三界の 苦悩の すみかから、 何 を 

力に して 遁れ 出る ことが 出来よ え。 ：：： 

三 〇 七三 


求 


〇 鐵^ I 地獄のお。 往生 耍 

集 無間地獄 s 條に 「爾^ 便 

有 一 1餓 觜サ鳥 T 上- 一 彼 頭上 一 或 

上 二 其^ 1 探 II 味 限 精 1 而哦 -I 

食 之 こ 


【九】 


〇 標 I 地 « の 鬼が 罪人 を 打 

つ 鞭。 


塚   

何と 力に 出づ べき ぞ。 又 恐ろし や 悲魄^ び 去り 

目の前に、 來 るを见 れば ffis の。 鐡烏 となつ て 

, 、ろ がね  はし あしつ る ざ -vi  か. つべ  ずる 

黑鐵 の。 『嘴 足劎の 如くなる が。 頭 をつ つき 髓を 

喰 ふ。 こ は そ も 妾が なせる 科 かや。 恨めし や 。「な 

う 御佾こ の 苦しみ をば。 何とか 助け 給 ふべき 

【九】 

ヮキ 『げに 苦しみの 時來 ると。 いひ も あへ ねば 塚 

うへ  くわ えん ひと むら i  . あほ 

の 上に。 火焰ー 群 飛び 覆 ひて 

シーア 『光 は 悲魄の 鬼と なって 

しもと  ふ  あおた 

ヮキ 『標を 振り上げ 追つ 立 つれば 

シーア 『行かん とすれば 前 は：^ 

ヮキ 『後 は火馅 

シテ 『左 も 

&ぎ 

ヮキ 『右 も 

シテ 『水火の 責めに 詰められて 

ヮキ 『せん 方なくて 


 ミ 〇 七 円  

お k 又 恐ろしい 、魂 观 が 飛び去 づ て、 眼の 

前に 来る もの を 見れば、 あの ！a 鸯が織 鳥 

となて、 黑鐵の 嘴. 紉の やうな 足 をして、 

私の 颐 をつ k き、 骨髓 をぬ ふの だ。 一 ^ 

この やうな 資め苦 を 受ける の は >  私の 犯 

した 罪の 報いで あらう か。 あ めしい。 

もうしお ！3 さま、 この 苦しみ を 何とかし 

て 救つ て 下さい」 

【九】 

佾 「いかにも >  苦 患の 時が 來 たとい ふや い 

はすに、 塚の 上 に 火焰が 一 群 飛び 滢ぅ て 

 j 

*» 女 「 その 光 は 魂魄 をお める 地 ほの 鬼と な 


佾 「鞭 を 振り上げて 追 ひ 立てる ので ：：： 」 

虚女 「逃げて 行かう としても、 前 は 海で… 

:•」 

滑 「後に は 火焰が 燃え 上り ；… 」 

處女 「左へ 行く こと も- 右へ 逃げる こと も 

出来ず、 水と 火との W め^; に ：S ひ 詰めら 

れて、 どうす る こと も 出來す 、火宅の 柱に 

すがりつき、 ^りつぐ と- 柱 は 忽ちに 火 

焰 となって、 火の 柱 を 抱く ことと なる の 

です。 あ、 熱い 熱い。 たまらない、 から 


〇 獄卒— 地獄の 鬼。 


〇 八大 地獄 

活地 K  (鐵 

活かしめ て 

す) 黑繩地 

雜る〕 • 衆 合 

で 苦しめる 

湯 猛火で 苦 

地獄 • 炎熱 ( 

(大 焦熱) 地 

も慘 酷な 苦 


—次に 揭げる 等 

棒で 殺して は復 

苦しみ を緣 返さ 

M  (熱鐵 の 繩で 

地^  (鐵 山劎樹 

)• 叫喚 地獄. (熱 

しめる >大 叫喚 

焦熱，) 地獄 • 酷熱 

獄， 無間地獄 (最 

惱を與 へ る) を 


〇 足上顼 下— 足が 上に、 頭 

が 下に 卽ち 逆樣 になる こと 


◦ こなた を 求 尿— こなた を 

探し 求む とい ひかけ た。 


はしら  すなよ 


求 


シテ 『火宅の 柱に 

地 『すがり つ き 取りつ けば。 柱 は. 舰 ち-え となつ 

て。 火の 柱 を 抱く ぞ とよ あら あつや。 堪 へ がた 

や 五 體は熾 火の。 黑 煙と なりたる ぞゃ 

シテ 『而 うじて 起き 上れば 

y く そつ  し. -0.0  お 

地 『而 うじて 起き 上れば。 獄卒 は標を あて て。 追 

つ 立 つれば ただよ ひ 出で て。 八大 地獄の 數々 苦 

しみ を盡し 御前に て。 懺悔の 有樣 見せ 申さん ま 

と うく わつ こくしょ. つし ゆ がふ け T- くわんだ い けうく わん えん ねつ ごく ねつ む けん  そこ 

づ等活 黑繩衆 合。 叫喚 大 叫喚。 炎熱 酷熱 無 間の 底 

そく しやう づ； S!-  お  あ ひだ  & とせ ふ つき  , 、る  は 

に。 足 上 頭 下と 落つ る 間 は 三年 三月の 苦しみ 朵 

す こ  く ゆ ん  ひま  おも  亡に  さ  くわ えん 

て て。 少し 苦 忠の隙 かと 思 へ ば。 鬼 も 去り。 火焰 

？  くら やみ  いまく わ たく  かへ 

も 消えて。 暗闇と なり ぬれば。 今 は 火宅に 歸ら 

んと。 あり つ るすみ かはい づくぞ と。 くらさ は 

たづ  もとめ づ^ 

くらし あなた を 尋ね。 こなた を 求 塚 いづく やら 

んと 求め 求めた ど り 行けば。 求め 得た り や 求 

塚  I 


だ 全 體が熾 火と な， - 

つたので す。 II 


黑煙 となって しま 


漸くの こと， 起き 上る と- また 地獄の 鬼 

が 鞭 を 振り上げ て 私 を 追 ひ 立てる ので、 

よろめきながら、 そこ を 出て、 次々 と 八 

大 地獄の 色々 の 苦しみ を 受け 盡す の で 

す。 その 苦しみ を 懺悔の 爲 にお 僧 さまの 

お前で お見せし ませう。 

まづ第 一 に等活 地獄 >  次に 黑繩 地獄 • 衆 

合 地獄 • 叫喚 地^ ,大 叫喚 地^ • 炎熱 地 ほ • 

酷熱 地獄、 最後 に は 無間地獄 に 眞逆樣 に 

落ちて、 この間 三年 三 ヶ月の 苦しみ を受 

け、 これが 終って， 少し 苦 患 を 受ける 隙 

間が 出來 たと 思 ふと、 鬼 も 去り、 火焰も 

消えて、 あたり 一 而 暗^と なって しま ひ 

ます。 では、 もとの 火宅へ 歸. X う。 …… 

もとの すみか は何處 であ らう」 

と • あたり 1 面眞 暗で ある 中 を、 あち 

らを 尋ね こちら を 尊ね 一 求 塚 は どこで 

あらう」 とた どり./ \ 探し 尋ねて、 求 


求 

〇 唸 野— 山陰な どの 日の 當 

らな い 野原 C 


塚 

塚の。 草の 陰 野の 露 消えて 荜の陰 野の 露 消え 消 

えと： 亡者の ぎ は 失せに けり 亡者の 影 は 失せに 

ナり  - 

と 常 座に て留 拍子 を 踏む。 
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塚 を 探し あて、 ^野の 草の ^の やうに 

次第 に 消え て 行って、 亡 、迹 の 姿 は 見え 

なくなった。 


〔考 異〕 

諸 流 (寶 喜 ) 

【 一 】 ヮキ 次第 「鄙の 旅 衣 ::: 都に ー い • ざ I や (喜の 春に) 急がん 


一道 行 「旅 衣. 


船 にても 行く 旅の 逍 (喜 ナシ： -沲山 かけて …… 【五〕 

シテ 「さらば 語って ： … あの 生 田 川の 水鳥 を さ へ (喜 鴛翁を 射 留め 給 は ん方 へな びくべし と 屮 せば 1 …住み わびつ 0 せ 思 ひわび) わ が 身 拾 

て けん …… 【七〕 後ジテ 「(喜 古の 小 竹 出 e  の 跡に なきし。 蒐名 H 魔女の。 おき 塚 はこれ) おう 哝 野人 稀な リ .：.： 【八】 ヮキ 「あら 痛 

はし r: . 以 ^悉 き 滅^ はや 浮かみ 給へ， (喜 ナ シ)。 シテ 「ありがた や こ の 苦しみの 黑鍅の 嘴 足劎の 如くなる が.： g をつ つき || を喷ふ (喜 を 

鳥ら し "勾 むら を さく) …… 【九】 地 「すがりつき： 取りつ けば …… 火の！ g を 抱く ぞ とよ (喜 ナン) あら あつや^へ がた や ^ぬ は^ 火 0^ 


礎と なりたる ぞゃ (喜 ナ シ) 

古謠木 (戳世 流元綠 ニ^ 本) 

〔一〕 ヮキ 「これ は 西國方 .：：. ぼ (元 沙門) にて 候 ：：： 〔三〕 ヮキ 「いかに …… この あたり を 屮 し攸か C 兀シテ 「3 ん攸足 こそ iHrn にて 攸へ) 

…… シテ 「求 塚と は 名に …； #^0 兀 我等 は) 更に .：.： ッレ 「なうな 5 ::: な M^( 元 問 給) そ …… シテ 「御身 も …… 何し に (元 を か〕 休ら ひ… 

•  :  C 四〕 地 「からな づ なしろ み (元ね) 萆 …… 【五〕 ヮキ 「1  い  1^>;に¥ すべ^ ^(元 ふしき やな) お^ 摘む 女性 (元み 給 ひたる 入々〕 は 

比-"^  (元ナ シ) 歸リ！ S  (元 ひたる ：>  に 何とて (元ナ シ) 御身 一 人 (元 この 野に) 殘リ給 ふ (元 市 何の 故にて 攸) ぞ。 シテ 「さきに 御 »- ね …； 敎 へ 

屮 し 啶は^  (元 求 塚の^ をた つ ね耠 ひて 攸ょ なう ヮキ 「さん 候い つく の 程に て 候 そ シテ 「誠に： 攸は 、こなたへ 御人攸 へ敎參 せん〕 

リキ 「それ こそ …… 御 敎へ條 7  ( 元 さら は 御供 屮さ うする にて 候) シチ 「此方 へ 御 入り 候 へ (•； 兀ナ シ) ：… ひ. キ- さて (元ナ シ) 求 塚と は 何と 


求 塚  三 〇 七 七 


したる (元の) 謂れに て候ぞ 委しく 御物 語り M へ (元ナ シ) シ テ-さ ら ば ； f-i つて 聞 か ー せ し 候 ベ I し (元 ナ シ) 昔 この 所に 宽名 日處 女の ぁリ しに 

(元と. E- し 者の 塚 也) 又 その 頃 (元ナ シ) 小 竹 田 男 血 沼の 大丈夫と 申しし 者 (元ナ シ) .：：. 玉章 を 贈る (元 通 はす) かの 女 a ふやう 一 人に (元が 

なた へ〕 靡かば 一 人 (元 こなた) の 恨み 深 かるべし と (元 成 へ けれ は，) 左右な う 靡く 事 もなか リ しに (元 樣々 の あらそ ひ をせ しかと も C  ^ 

ちまけ なかり しに) あの 牛； 田 川の 水鳥 (元 鴛鴦；； を さ へ 二人の 矢先 諸. * ハ，^ (元ナ シ) …； 住 ひわび (元 思 ひ 分) つ わが 身 ；… 地- これ を 最期の 

言葉に て (元く) 【七〕 後ジテ 一おう (元 ナシ) 曠野 …： 骸を^ ふ猛 獸( 元 妄執) は ；… 【八】 シテ 一 ぁリ がた や ：… 嘴 足劎の 如くなる 

が (元 わら はか 髮に乘 移 H0 頭 を つ つ き .：•： なう (： 兀く〕 御 僧 …； 【九】 地 一而う じて …； ただよ ひが— 力 (元はて) て 八 大地 铽の數 々(元 

に) …… 亡者の 形 は …… 失せに けり (元す かたは 失に けリ く) 


求 
塚 
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^ 觀 (寳 春剛 喜) 


解 說 

〔能 柄〕 五番 目 複式 劇 能 

【人物】 0 シ テ 貴女 C. 鬼 女 y 前ッレ 侍女 三 人 (又 は 五 人)、 

狂言 侍女， ヮキ 平 維茂、 ヮ キッレ 從者 多勢， 

狂言 男 山 八幡 末社 神、 後シテ 鬼女 

【所】 信濃國 戶隱山 

c 時】 平安朝 九月 下旬 

【作者〕 一 一 百 十 番謠目 錄に觀 世 小 次郞の 作と す。 言 繼卿記 天 文 十四 年 

三月 二十 一 日の 條に 本曲演 能の こと， 言經卿 記に 文 祿四年 四パ 一 日 

註釋 のこと が 見えて ゐる。 

【梗 槪】 平 維茂が 鹿 狩 を 催し て 山 漦く人 つたと ころ、 何 入 とも 知れ ぬ 

上臈 女房が 幕 をう ち 廻して 紅葉 狩の 酒宴 を 張 つ て ゐた の "て， 維茂 は不 

審に思 ひながら も. 興 を 妨げない やうに と 心 遣 ひ をして， 馬から ドり 

て 沓を脫 ぎ、 道 を かへ て 通り過ぎよう とすると >  女房 はこれ を 留め 

て、 酒宴に 引き入れた。 維茂が 思 はす 盃を 重ねる と， 女 は 舞 を 舞つ 
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て、 與を叻 ける。 維茂 は 終に 醉ひ 伏してし まった c 女 はこれ を 兌 M けて 山中に 隠れて しま ふ。 すると >  維^の^ に 八幡 大^ 蔬の祌 勅が 

あつたの. て、 驚いて 目を覺 ます や 否や、 鬼女 は 恐ろしい 姿 を 現して. 維茂 を 襲った が、 維茂 は 少しも 瞇 がず、 これに 立ち- 问 つて， 易々 

と 討ち 平らげた。 

〔出典】 謠 曲に よつ て 著名に な つ た 傳說で . 先進 文 藝にそ の 典 據は見 當らな い " 

【概評〕 わが 國の 著名な 文 藝傳說 は、 たと へ その 原形が 謠曲 以前に ある もので も、 これが 一 般に 流布す る やうに なった の は、 大抵 諧 油の 力 

であ るが >  本 曲 の 如き は そ の 原形 を も 誰 曲 以前 に 求め 難い、 全く 謠曲 によって 著名に なった もの であ る。 さ て 本 曲 の 脚色 を兑る に、 まづ 

艷麗な 女性が 現れ、 折 柄來合 はせ た 武骨の 勇士 を、 嬌羞 を帶 びて その 酒 实に誘 ひ 人れ る e 澧艷な 場面が 展開す る >  優雅な 舞が 奏される。 

勇士 は 恍惚と して 醉 境に 人る。 と 思 ふと. 女の 態度 は ー變 して 妻壯の 氣を帶 びる C 旣 にして 女 は 恐ろしい 鬼神と 化して ゐる。 忽ちに して 

物凄い 活劇が 演ぜられ ると いふ. 場面の 變 化に 富んだ、 その 進展の 圓 滑な、 まことに 興味の 灤ぃ 曲で ある。 なほ 維茂が この 山 (間狂言に 

は - J れ を戶隱 山と 指定 し て ゐ るが  >  謠本 に は 何 山と も いってる ない ：} に來た 理由 を • 間狂言で は 鬼神 退治 の 勅命に よる ものと して ゐて、 

後世の 文藝は 大抵 これに 從 つて ゐ るが、 謠 本に はた^ 鹿 狩に 來 たものと して ゐる。 勇士が 計らず 不覺 をと るの. て あるから、 謠 本の やうな 

構想の 方が 自然で よ い と 思 ふ。 


【こ 


〇 時雨 を^ぐ I 木々 の 紅葉 

する やう に 早く 時雨が 降る 

やうに との 意と、 急いで 紅 

葉 狩 を しょうとの^ を：^ ね 

た C 


後 兌、 一^^ を 人 小 前に 出し、 そ？. ^ に 山の 作物 を 置く。 

次第 の 蛾 子に て， シ テ 貴女、 面^ ふゃ^帶* 襟 白 • 着附 摺箔， 

赤地 赓綠着 流 の 装束、 ッ レ 侍女  一一！ 人 (又は 五 人)、 面 迚而， 

黎帶 • 襟 赤 • 着 附摺箔 • 赤地 唐 織 着 流 • 扇の 装束に て 舞 辜 • に 

人 リ向合 ひ 、(狂言 侍女、 美男 遂， 着 附鏠箔 • 女 帶* 扇 9 装束に 

てッレ の 後に つきて 出で 狂言 座に 坐す) 

.ハ にァ 次第 『i 雨 を きぐ^ 葉^。 時雨 を 急ぐ 紅葉 ^ 

t ぢ  たづ 

き 山路 を 尋ねん 


【-】 

な i  乂 

舞 Is は：：； SSMa: 臨 山へ.、、 山 s 作物が 出て ゐ る。 シ 

テ 鬼女、 *; 女の 風 を 装うて、 ッレ 多くの 侍女 •、.- 共 

に 登 B»o 

女 「どうか 早く 時雨が 降つ て、 どこも かも 

紅 紫し て くれる とよい の だが 、とりあへ 

す 深山 を 踏み分けて 紅雜^ に 出かけよ 


〇 ながら へ て —生きながら 

へ て e 

〇 誰 白雲の— 誰か 知らん と 

いひ かけ、 雲の 八重、 八重 

锋と績 けた" 

〇 八重^ 茂れる 宿の さみし 

き に— 拾遺 集禁慶 法師 の 歌 

下句 「人 こそ 見えね 秋は來 

にけ リー 

〇 庭？ 白菊— 續後 拾遺 集爲 

子の 歌に 「！： ならで うつろ 

ふ 色 も 見えぬ かな 霜よ リさ 

きの 庭の 白菊. 一 


〇 下杠 葉— 下 枝の 紅葉。 

0 あしたの 原— 蘆 E の 原 は 

大和 國北葛 城 都 片闳、 今の 

王子 村。 夜の 間、 昨日に 對 

し、 朝と いひ かける 料に 出 

したので ある。 

〇 谷川に— 古今 集 春 道列樹 

の 歌 「山川に 風の かけた る 

钸は 流れ も あへ ぬ杠 葉な り 

けり」 を 引いた C 钸は 竹な ど 

で： &リ. ^をせ きとめる 物。 


也 取 にシテ は 正面に 向き、 

シ テサシ 『これ はこ の あたりに 住む 女に て 候 

とい ひて ッレ と 向 合 ひ 

つ レア 『げ にやな がらへ て 浮世に 住む とも 今 はは や。 

誰し 白雲 の 八重 #。 茂れ る 宿 のさみ しきに-人 こ 

そ 見えね 秋の 來て。 庭の 白菊。 うつろ ふ 色 も。 う 

き 身の 類 ひと あはれ なり 

シテ (正面に 向き) 『餘 りさみ しき 夕 ま ぐれ： しぐ るる 

そら  なが  よ も  こ すゑ 

空 を 眺めつつ。 四方の 梢 もな つかし さに 

"レア (向 合 ひ) 下 歌 『伴 ひ出づ る 道の ベ の 草葉の 色 も 日 

に 添 ひ て。 『上 歌 下 紅葉。 夜の 間の 露 や 染め つ らん。 

夜の 間の 露 や 染めつ らん。 あしたの 原 は 昨日よ 

り。 色 深き 紅 を 分け 行く 方の 山 深み。 げ にや 谷 

川に。 風の かけた る 钸 は。 流れ もやらぬ もみ ぢ 

葉 を。 渡らば 錦中絕 えんと。 まづ 木の もとに 立 


さ 次第に 登場の 目的 を 述べ、 

女 「私 はこの あたりに 住んで ゐる 女です」 

vj 見物人に 自 「」sg 介 をし、 

女 「ほんと に、 かう して 生きながら へ てこ 

の 世に 住んで ゐ ると はいふ ものの、 今 は 

もはや 誰 一 人 私の 事な どか まって くれる 

もの もな く、 雜 草の 生 ひ 茂った あばら 屋 

に 淋しく 暮らして ゐる ばかりで、 いつの 

間に やら 秋に なって >  庭の 白菊 も 色が あ 

せて しまったが、 丁度 あれが 私の 辛い 身 

上に 似て ゐ て、 もの 悲しく 感じられる こ 

と-てす-.. - 

あまりに ももの 淋しい 夕暮， 時雨の 降る 

空 を 眺めて ゐ ると、 次第に 紅葉して 行く 

山々 の 木々 がな つかしく 感じられる の 

-て、 女達 を 連れて、 紅葉 見に 出かける の 

- てす。 すると- 道々 の 草葉 も 昨： H より は 

今日と 次第に 色づ いて、 木々 の 下 枝 は 夜 

の 間に 露が 染めた もの. てせ うか、 昨日と 

はすつ かり 違って、 紅葉の 色が 大變 濃く 

なって ゐ ます。 さう した 中 を 踏み分けて、 

山奥へ と 進んで 行く と、 ほんと に 歌に 詠 

まれた やうに >  谷川に は 風の 吹き散らし 

た 紅葉が 流れ きらす に  >  一所に 溜って、 

褂を かけた やうで、 水の 流れに 浮かんで 


紅葉 狞 
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鳴 夕 の \t 
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ち 寄りて。 四方の 拊を 眺めて 暫く 休み 給へ や 

一. まづ 木の もとに 立ち寄りて」 と^ひながら  一 n 脇^ の 方へ 

行き、 シテ脇 座、 ッ レモの 次に 竝 びて 下に： IW る C 狂言 女 も そ 

の 下に 行きて 坐し- また 立ちて 仕手 柱 先に 出で、 

狂言 「さても く 見事なる 紅葉 かな。 この 所へ 幕う ち 廻し 鮮 a 

を 立て。 九献を 一 つ 聞し 召し 候 へ や 

と いひて 元の 座に 坐す-」 

一  聲の離 子に て， ヮキ平 維茂、 梨 打 鳥 帽子， 白 鉢 卷， 着附： li- 根， 

長 絹 ，白 大口 • 腰 帶. 扇 9 装束に て 「り 矢 を 持ち、 ヮキヅ レ從者 

多勢、 着附 熨斗 ？ 素袍 上下， 小刀 • 扇の 装束に て (一人 は 太 

刀 >  他 は 竹 杖 を 持ち) 橋懸に 立ち 竝び、 

おも にろ  ころ  なが づき はっか あ **  よ も  二ず る！ 

ヮキ サン 『面白 ゃ顷は 長月 二十日 餘り。 四方の 梢 も 

色々 に。 錦 を 色 どる 夕 時雨。 濡れ て や 鹿の ひと 

り ^く^を しるべの 狩 場の 末。 げに 面白き ぜ ii 

かな (と 一； 足 詰め) 

ヮキ ダレ ー聲 『明けぬ と て。 野邊 より 山に 入 る 鹿の 

あと ふ  おく かぞ  ^と _  -ト ま あし 

(と ヮ キ幕 S 方 を： 5。  ^吹き送 る 風 の 音に。 駒 の 足竝 

勇むな り？ - 正面の 方に， M  く〕 


ゐる紅 嘴の 美し さ" もし こ、 を 渡った な 

らば. 錦 を 中^. て斷 つてし まふ やうな こ 

とに なり ませう。 だから. こ、 を 渡る の 

はやめて、 とにかく 木^に 寄って、 暫く 

休ん. て、 あちこちの； £ を 眺め ませう」 

./J いって， 木 ほに 银 つて 紅 *w の »<な 初めた 


【二】 


ヮキ牛 維茂、 ヮキゾ L 從 多 W な 引 れ、 鹿 w の 

で 登場。 

維茂 「資に 面 A いこと， だ： 今 は 九月の 二十 

日 過ぎ. て、 タ 時雨のお 蔭で、 どちらの 梢 

も 色 美しく 紅 紫して >  宛 も 錦の やう だ。 

そ し て 鹿が その. 夕 時雨に iffi れ て， 淋しく 

ぬいて 行く C その 聲を =當 にして、 次 か 

ら次 へ と 狩 を 緩け るの だ、 蜜に ；ゅ：： .1  ^ 

色 だ」 

從者 「夜が 明けた とい ふ. の， て， W 邊 から 山 

へ 鹿が 歸 つ て 行く と >  その 跡 を 風が 吹き 

逡 つて、 鹿の ％き驗 を こちら へ 傳 へ てく 

るの. て、 馬の足 ま. て 勇み立って ゐ ます」 


0 渡らば 錦— 古今 集^人 知 

ら ずの 歌- 龍 E 川 紅 笼亂れ 

て 流る めり 渡らば 錦 屮ゃ絕 

えなん」 を 引いた e 


〇 九献 I 洒， 


【二】 


〇 長 HJ  — 九：：：； C 


〇 明けぬ とて 野 浚よ リ 山に 

人る 鹿の I, 新 古 八， 集久我 M 

光の 歌。 下句 _ 跡 吹き送る 

荻の 下風」 


◎ ますら をが— この 地上 

歌、 素謠 では ヮ キ. ヮキヅ 

レ、 演 能で はヮ キヅレ のみ 

が謠ふ こと も ある e 

〇 や たけ 心 I 彌猛心 を 矢 竹 

にい ひかけ、 梓弓の 序と し 

た" 

〇 い る 野 —「り を 射る を 入 野 

に いひ かけた C 人 野 は 山城 

國乙訓 郡大原 村の 上 羽 附近 

〇 鹿坑— しかぎ (鹿 木) の^ 

獵師 が. 鹿 を 待つ 間 身 を^す 

爲に立 木に 橫木を わたし 柴 

等 とりつけた 物。 

〇 さかし き — け はしい。 

〇 珞 ちくる— 山上から 降り 

てく る C 

〇 風 の 行方 も I. 風 の 吹き 方 

も 鹿の 聲を IS  くのに 妨げと 

ならぬ やう 氣を つけて くれ 

圍 


地上 歌 『ますら をが。 や たけ 心の 梓弓。 やた け 心の 

梓弓。 いる 野の 薄 露 分け て (ヮキ 舞桌を £ やりり。 行方 

も 遠き 山陰の。 鹿 垣の 道の さ か しきに。 落ちく 

る 鹿の 聲 すな り。 風の 行方 も、 心せよ 風の 行方 

も、 レせょ (と シ テ の 方 を 見) 

【三】  ， 

ヮキ- いかに 誰か ある 

ヮ キダ ヒ 御前に 候 

ヮキ 「あ の 山陰に 當っ て 人影の 見え 候 は。^ 何な 

る 者 ぞ名を 尋ねて 來り候 へ 

ヮキ ダレー 田ズっ て 赁 

太刀 持の ヮキヅ レ舞 寮. 際に 出で、 

ヮキヅ レ 「いかに f  3 の. 2： へ 案. M: 申し^ 

狂言 女、 名乗 座に « で、 

狂言 「案内と は 誰に て 渡り 候 ぞ 

ヮキヅ レ 「, ) れに 御座 候 は。 いか やうなる 御 方に て 御座 候ぞ 

狂言 「まづ 御 尋ね ある 御 方 s 御名 は 何と 申し 候ぞ 


雑 茂 「我々 武士が 勇み立って、 野邊の 薄の 

露 を 分け、 道のりの 實に 遠い 山路の、 鹿 

垣 を 作つ た嶮し ぃ适を 踏み 分 けて 行く 

と 、山 を 下 りて くる 鹿の 聲が 聞え てく る。 

お、 風 も 吹き 方に 氣を つけて、 よく 鹿の 

鳴聲が 聞え る やうに して くれ」 

ミ いって、 山 を け is つ てゐる うちに、 女の 休ん 

でゐる 傍へ 來た 想。 

【一一 一】 

雑き， おい 誰か」 

從者 「は いお 前に 居ります」 

維茂 「あの 山陰の 方に 人影の 見える の は， 

どうい ふ 人な のか、 名 を 尋ねて 來ぃ」 


從 *rr 畏 りました 一 


糸 ま 


=1〇 八 三 


"梦  ir* 
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〇 や ごとな き 1 つ 

〇 上 藤— ヒ^ 女 1ST 身分の 

高 い 女性 e 


〇 さる 御 方— 或 お 方。 


〇 乘リ うち— 馬に 乘 つ たま 

ま通リ 過ぎ る こと C 


〇 懸路— 岩 II の few な 細道 


ヮ キグレ 「こ れは平 S 維茂に て 御 人り 候よ 

狂言 「 よ し 維茂に て も 誰 にても あれ。 さる 御 方の 紅葉 狩とば か 

り 御 申し 候へ  . 

とい ひて-. 儿の € 一  に^ リ 、 後 切 一：；' ょリ 人る.. - リキヅ レワ キの前 

に^ リ、 

ヮキ ダレ 「名 を 尋ねて 候へ ば。 や ごとな き^ | 菔の。 

-. >  2:? ぶ  た  レ S えん な；.'  & 

慕う ちま はし 屛風を 立 て - 酒宴 半ばと 見え て 候 

程に。 懇に 尋ね て 候 へ ば。 名 をば 申さず- たださ 

る 御 方とば かり 申し^ 

ヮキ 「あら 不甲 心 議 やり この あたりに て さやう の 人 

は 思 ひも 寄らず 候。 よし 誰に て も あれ 上臈の。 

道の ほとり の 紅葉 狩 01 更酒宴 の 半ばなら ば。 

『かたがた 乘 りうち 叶 ふま じと 

地上 歌 『馬よ り お りて 水 曰 を悅ぎ (ヮキ 1  り 矢 をヮキ ダレに 渡 

し./ 馬より おり て沓 を脫 ぎ。 逍を隔 て て 山陰の。 

岩の 懸路を 過ぎ 4i ふ。 、む 遣 ひぞ、 た ぐ ひ なき、 い 


從者は 女の 所へ 茚 ねに 行つ て- 乂ち K り、 

從？ IC 名 を 尋ねに 參 りました ところ >  身分 

の 高い 女の 方が、 幕 をう ちま はして WW 

を 立 て >  丁度 今洒盛 の 最中 の や う， てい J ざ 

いました から、 T 寧に 尋ね ましたが、 名 

は 申さない て、 た^-或お 方 だと だけ 巾し 

まじた」 

維茂 「これ は變 だ。 この 邊に その や、 つな 人 

がゐ ようと は 思 ひも 寄らない こと だ。 し 

かし、 まあ 誰. て もよ い、 身分のお い：！ 人 

が >  ^の ほとりで 紅雜狩 をして ゐて、 殊 

に今洒 盛の 最中と あらば、 かたぐ 乘馬 

のま  >- 通り過ぎ る - .- とも 出來ま い 」 

と. 馬から ド りて 杏 を脫 ぎ、 女の ゐる 

所と は 道 を か へ て、 遠くの 方から、 山 

陰の 岩間の 險蛆な 細^ を 通り過ぎられ 

た： まことに 類のない 行 S いた 心逍ひ 

である。 


【四】 

〇 數 ならぬ 1 人数に 入らな 

い 、 身分 S 卑し い" 

〇 身 ほど— 身分， 分限。 

〇 色 見えけ るか— 杠 葉の 色 

づくを 入に 知られる 意に 寄 

せて い-ふ。 

〇 白眞弓 —誰 とも 知らず と 

いひ かけ， 「りの 緣認矢 を や 

ごとな きに いひ かけた C 

〇 忍 ぶ もぢ ずリ — 「 忍 ぶ 」 を 

承け て 、古今 集源融 の 歌- ：隙 

奧 のしの ぶ も ぢずリ 誰 故に 

亂れ むと 思 ふわれ ならな く 

に I を 引き 誰ぞ 一 を 出す 料 

とした o 


〇 一 村雨の 雨宿り— 說法明 

眼 論 _ 或き 一村？ 宿 二 一樹 

下？ 敬 二 一  河流 一 …： 昏是先 

世 結緣. 一 から 出た 古諺。 


遣ひぞ たぐ ひなき 

とヮ キは舞 睾； に 人リて 仕手 柱 先に 立ち、 ヮ キヅレ は 切 戶ょ 

リ樂 g に 入る。 

【0】 一 

^す  み  fi  お，、  き  ひと 

シテ 『げ に ゃ數 ならぬ 身 ほどの 山の 奥に 來て。 人 

は 知ら じとうち 解けて。 ひとり 眺 むる もみ ぢ葉 

の： 色 見えけ るか 如何に せん 

ヮ キー 「わ れ は 誰と も白眞 弓。 ただ や ごとな き 御 事 

に。 恐れて 忍ぶ ばかりな り 

しの  たれ  し  た. -*  ふち 

シテ 『忍ぶ もぢ ずり 誰ぞ とも。 知らせ 給 はぬ 道の 

ベ の。 便りに 立ち寄り 耠へ かし 

ヮキ- 思 ひ 寄らず の 御 事 や。 何し に われ をば 留め 

仏？ ふ ベ き と 4 さらぬ やうに て 遇ぎ 行けば (と 一 一 三 

足 出づ) 

シテ 『あら 情なの 御 事 や C と 立 上 =0。 一  村雨の 雨宿り 

ヮキ 『 一 樹の 蔭に 

シテ 『立ち寄り て 


杠葉狞 


【四】 

維茂が 通り過ぎよう ミ する- w  、 

女 「私 は人數 にも 入らない つまらな い 者 

で >  この やうな 奥山に 來 て. 誰も 人 は 知 

るまい とうち 解けて- ひとり 紅 紫 を 眺め 

てゐ ましたのに >  人に 見られた のでせ う 

か、 まあ どうし ませう」 

維茂 「自分 は どなた か は 知らな いが、 た e 

身分の 高い お 方 だと 聞いて， 御溱 慮して 

隱れ てゐる だけの こと. てす」 

女 「お 隱れ になって、 どなた だ と 御身 分 も 

お知らせに なりません が、 お通りが けの 

お 序です から . どうぞお 立ち寄り 下さ い 

ませ」 

維茂 「それ は 存じ も 寄らぬ 事です C どうし 

て 私 をお 引き留めになる のです」 

と、 素 知らぬ 振 をして 行き過ぎ ると. 

女 「まあお 情ない > 村雨の 降った 時 >  同じ 

木蔭に 雨宿り をす るの も >  また 同じ 川の 

水を飮 むの も、 前世からの 冈 緣事 だと 中 

しまして、 かう してお；！ 11 にか  >- るの も、 

漦ぃ御 E 緣. て-こざい ますのに、 どうぞ こ 

15 八 五 


紅 菜 狩 


〇 岩 木に あら ざれば— 木石 

の 如き 非^の もの でない か 

ら。 文選 飽 照の 詩に 「人 非 II 

木石？  ^無 レ感 一 

〇 菊の 洒 I 彭祖の 故事から 

出た、 めでた い 長 * の洒。 

〔菊 慈 童〕 參 iiie 

【五】 

〇 虎溪— ト乂 那^ 山の 麓に あ 

り、 き 遠 禪師が こ 、に 居て 

外 へ 出な か つたのに、 一日 

陶淵明 • 降修 靜と洒 を飮ん 

で 計ら ず 禁足 を 破って 大笑 

した。 こ の 事 〔111 笑〕 に 作ら 

る G 

〇 林 問に 洒を煖 め I 和漢 朗 

詠 集白樂 大 の 詩句 「林 ^ 煖 

レ洒燒 二 紅葉 T 石 上 題 レ詩拂 こ 

綠苔 一 」 

〇 片 敷，、： Mi 片妯を 下に 敷 

いて 假. M する 事。 

〇 杠葉 衣— 紅葉の 散リか y 

つた 衣.. - 

〇 この 世の 人と も —絕世 の 

美人で あるとの 意。 面色の 

紅くなる の は、 やがて 女 

の 本性が 現れ 出した ので あ 

るが、 維茂に は 愈.、 美しく 

見えた" 

〇 竹の 葉 I 洒の 異名。 ％ は 

竹の 緣語。 


地 『 一 ：！： の 流れ を 的む^ を。 いかで か觅 捨て 給 ふ 

べきと？ テヮキ へ 進み〕。 恥 か. し な が らも 袂に すが 

り留 むれば (と ヮキの 袖に 手 を かけ リ。 さすが 岩 木に あ 

ら ざ れ ば。 心 弱く も 立ち 歸 るつ テ後 へ下リ り。 所 は 

山路の 菊の 酒 何 か はおし かるべき 


【五】 


と シテヮ キ人 替リ、 ヮ キは脇 座、 シ テ は 舞^ の お； 屮 にて 下に 

ao る o 


地クリ 『げ にや 虎溪を 出で し 古 も。 志 をば 捨てが 

たき。 人の 情の 盃のノ 深き ぎりの ためしと かや 

シテ サン 『林^に 酒 を煖め て 紅葉 を燒 くと かや 

おもしろ  i ころ  いはほ  うへ  こけむ しろ かたし  そ で 

地 『げに 面， H や 所から。 巌の 上の 苔 筵。 片 敷く 袖 

も 紅葉 衣の くれな ゐ 深き 颜ば せの 

ヮキ 『こ の 世の 人と も。 思 はれず 

地^ g- うち 騷ぐズ かりなり (と ヮキ扇 を 開き ュ ゥ ケ ン 1W し J 

(舞 ク セ) 

ひ i  ろ ** だ  .. こナ  よ 

地ク 乏 さなき だに 人、 い。 ffl る るふし は 竹の 葉の。 


 三。 八- パ  

の 木 藤に お立ち^り になって >  - 一献お！^ 

しド さい ませ e お見捨て 遊ばして はいけ 

ません」 

と、 女 は 恥 かしながら も 維^の 袂に槌 

つ て 引き 留 める と、 さ すが 維^ も 非情 

の 木石で はない から， 心 弱く も 女の 方 

へ 立ち 歸る" 

女 「こ 、は 所 も 山路-て、 お 酒 はめ. てたい 菊 

の洒 でございます。 どうぞお 心 J はきな く 

お召し 上り ドさ いませ 」 

維茂 は 終に 女の 弗に 人つ て "が 始まる o 

【五】 

震- 3^0^.&^^^ つ て 、 思 はす 

虎溪の 外へ 出た の も、 友人の 親切 を 無に 

する ことが 出來 かねた 結 W て、 これな ど 

は 人情の こもった 盃を 受けて、 ^い^り 

を 堅めた 先例と い ふ もの. てせ う」 

女 「かう した 林の 中. て >  紅^ を燒 い て 酒 を 

燈 めるな ど は、 ほんと に 風流な こと. て-こ 

ざ  >, ます」 

維茂 「 いかに も 場所柄 も 面. m い 所. て、 巌の 

上の 吝の 筵に、 紅雜の 散り か k つた 着物 

の片袖 を 下に 敷いて， くつろい. ていら つ 

しゃる、 紅槧に 照り映えた^ しいお 顏、 

全く この 世の 人と も 思 はれません e 思 は 

ず 胸が どき./^、 する ば 力り てす 

かう した 美しい お 方が あられなくても、 


〇佛 も 戒めの I 佛 Q 戒^に 

五戒 十戒が ある。 殺生 • 偸 

邪 娃，妄 語， 飮洒が 五戒。 

〇 花 かづら— 亂れ 心、 心の 

花 >  花 かづ ら、 かづら か、 

る、 か、 る 姿と 順次 い ひ績 

けた" 

〇 たぐ. ひ崽 の— 類 は あら じ 

と い ひかけ た，. - 

〇 草葉の 露の— 草葉 は 露 を 

呼び出す 料。 「露の」 は 少し 

の C 

〇 かご と — か こつけ ご と。 

女 の うらみ 言。 

o うちつ サ こ —— ぶ しっけに 

初めて 逢って 直に 馴れく 

しくす る を い, Ac 

〇 人の 心— 維茂の 心。 評釋 

に は 女 の 心と 解す，. - 

〇 白雲の —心 も 知らず と い 

ひかけ、 立ち 煩 ふ を 呼び出 

した C 

S 

〇 移リ 行く 雲に 嵐の 聲 すな 

り— 新 古今 集 藤 原 雅綏の 歌 

下句 一 散る かま さきの 化？ 械 

の 山」 

〇^3 城. 2 神— 額が 醜い ので 

畫出 る こと を 恥 ぢ た 祌 であ 

るから、 その 緣で夜 を 呼び 

出した C 


露ば かりだに 受け じと は。 思 ひし かど も 盃 に。 

句へ まか は る、 しかな (シテ 立ち ヮキに 酌 をし； V さ.^ ズ 

佛も 戒め の ？ シ テ これより 舞 ふ リ0 道は樣 々 多 けれど。 

こと  おん じゅ  やぶ  じ や いん まう ご  もろ とも  ふだ 

殊に 飲酒 を 破 り な ば。 邪娃 妄語 も 諸共に。 亂れ 

- ごころ はな  すがた  よ 

心の 花 かづら。 かかる 姿 はまた 世に も。 たぐ ひ 

あらし や ま ざ くら  め  いか 

嵐の 山 櫻。 よその 見る：：：： も 如何な らん 

ヮキ はこの 間に 安 坐して 洒 に亂れ たる 葸 C シテ はな ほ も 舞 

ひ績 けて、 

シ テ 『よしや 思 へ. ば これ とても 

地 『前世の 契り 淺 から ぬ。 深き 情の 色 見えて。 か 

かる 折し も 道の ベ の。 草葉の 露の かごと を も か 

たの  、すゑ  ちぎ 

けて ぞ賴む 行末 を。 契る も は かなう ちつけ に。 

ひと  こ、 ろ  しら C も  た  ゎづら  け しき 

人の 心 も 白雲の 立ち 煩へ る氣色 かな 

とクセ を 舞 ひ 上げ、 

じこく  う つ  to-  くも  あらし  こる！ 

て 時刻 も 移り行く。 雲 に 嵐の 聲す なり ハと 

上 を 。散る か 眞拆の 葛 城の ハ と 正面に 直と。 神の^: 


【穴】 

*s 力 く 


紅葉 狩 


兎角 酒と いふ もの は、 人の 心 を亂す もの 

て- 私 も 酒な ど 少しも 飮 むまい と 思って 

ゐ たのです が、 いやはや 盃に向 ふと、 心 

が變 つてし まふ ものです C それ-て  >  佛の 

戒めに も、 五戒 • 十戒な どと いって >  色 

色 澤山ぁ る の だが 、殊 に 飲 洒戒を 破る と 、 

同時に. 邪淫 戒* 妄語戒 を も 破る ことと な 

つてし まふの-てす。 それ だのに、 この や 

うに 心の 亂れ た、 見苦しい 醉態、 全く 世 

に 類 もない こと. て、 人の 見て ゐる 手前 も 

恥 かしい 次第. てす 一 

女 「 い えく、 思へば こ れも 前世 からの 深 

い 御 E 綠 V- ございませう" さう 思って、 

深い 情 をお もてに 表し、 かう した 偶然の 

機會に 道ば た. てお 會 ひして- 少しば かり 

恨み言な ど 申して >  行末 かけての 契り を 

結びました ものの- 誠にぶ しっけな、 は 

かない 心轔 み. て、 人のお 心 はどうで ある 

やら 當て にならず、 かれこれ 氣迷 ひして 

ゐる 始末. て ございます」 

な.： 5 、 ./J 、 うち 解けて 醉は B~ つて 行く o( sg 奏で は 主 

ミ して シ チ の 仕 科で 示す) 

【穴】 

かくて、 時刻 も 過ぎて 行く と >  雲の 中 

に 嵐の 聲が 聞え る" それ は ©.拆 の 散る 

音. て-て も あらう か e やがて 夜に もな つ 

一一 一〇 八 七 


紅^ 狞 


OH: の盃— 盃を n« に喩 へた 

語。 — 

〇 さ す 袖 も — urt のさす と 

盃を さすと、 舞の さす 手と 

を #  ,ュ j 飞 

〇 雪 を 廻ら. 一 »— 舞界の 美し 

い 形^。 


〇 堪 へず 紅葉— 和漢 郎^^ 

.m 樂 天の 詩句 一 不レ埤 杠葉靑 

苔 地， 乂^ 涼 s? 暮雨： 大」 


〇H 待つ 程の— 佥葉第 源 帥 

ds の 欲に 「有 明の H 待つ 程 

のうた、 寢は 山の端の みぞ 

夢に 兑ぇ ける， 一 

〇 夢ば し— 夢 をば。 「し」 は 

强 めの 助詞- 


【間】 


〇 武. S— 武内. や^ 明 


hv の 夜 かけて £ 面へ 出て 開 さ。 月の 盃 さす 袖 も 。雪 

を 廻らす 街 かな。 堪 へず £ 葉 . 

〔中 舞〕 

舞の 間に シ テヮキ の 前に 行き、 ヮ キを 篤と 見込む。 ヮ キ eg を 


左 手 に 枕と して 眠 リ居ー 

ひ をして * 


シテ ヮキの K リを覺 まさぬ 心^ 


シテ ワカ 『堪 へず 紅葉 靑 苔の 地 

地 『堪 へ ず 紅葉 靑 苔の 地。 又 こ れ&風 れ 行く 空 

に c と 右へ 出で リ。 雨う ち 狼ぐ 夜嵐の c おき 扇 をし： r 物凄 

しき。 山陰に 月 待つ 程の 轉寢に (作物？ 文 =0。 片敷 

く 袖 も 露 深し。 夢ば し覺 まし、 & ふ な よ 夢ば し 

S まし 铪 ふなよ 

とヮキ にあしら ひて 右へ 廻り、 辜； の 上に 上り 作物の 內へ 巾 

人。 ヅレ は 幕に 入る C 

S 末社 來 序の 離 子に て、 狂言 末社 祌、 面 登 髭 • 末 社頭 

を 右手に 持ちて 出で >  名乘 座に 立ちて、 

狂言 「かやう に 候 者 は。 男 山 八幡お に 仕 へ .5- す武. 2： と. E- す 朱 社 S 

儀に あらす。 さても 平の 維茂 信 濃 S 國戶隱 出に 赴く。 その子 細 
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て、 空に 月が 出れば、 K™ は 愍.、 迥り、 

女 は 美しい 舞 を 舞 ふ の であ る" 

シテ女 は 酒お を 助ける S に、 

¥ 舞〕 

を 舞， 乙 

—— 『靑く 苔む した 所に 紅葉が 散りし 

いて- 感慨に 堪 へられな いのに、 なほ 

その上 冷い 風が 夕暮 の^に 吹き 餒 つ 

て、 一層 人 を 感傷的に する』 

ミ いふ 朗詠 を 瑤ふ。 その 問に 維茂 は醉ひ 倒れて 寢 

てし まふ 0 

女 「夜嵐が 物^じく 吹いて くる こ の 山陰 

で- 月 の 出る 頃まで 暂く の 轉ぉを してい 

らっしゃ るが、 お 袖の露 もしつ とりと 湍 

れてゐ る。 では >  夢 を WS- まさないで、 よ 

くお やすみなさい ませ 一 

V.- いって、 物^い 1W ひで 山中に 豚れ てし * ふ" 


^wfn'^A'^.fk'mv  ？  ^ に て んパ 


祌 にて 候。 唯今 これへ 出づる 事餘： 

は。 戶隱. q に 鬼神 ffi んで M 土 を 惱.. 


〇 岩 尾 I 岩の ねもと。 


〇 神 通— 祌 通力。 


〇 とう- 

便。 


【七】 


-疾 く疾く の 音 


し 候 問。 維茂に 勅使 立って。 退治せ よとの 御 事な り。 維茂 も 朝敵な ど S 御爲 にこ そ 候へ C 鬼神の 事 

は 迷惑に は 候へ ども。 勑命 なれば 是非に 及ばす。 畏 つて 候と 御請け を 申され。 戶隱 山へ 分け入り 給 

ふが。 もとより 大剛の 人 なれば C 鬼神の 事 は 心に も かけす C 道す がら 山々 の 紅葉 を 眺め、」 鹿な ど を 

狩り 悠々 として 御出で 候 を。 鬼神 ども 聞き。 何卒 I かし 命 を 取らん とて。 美しき 女と 化け。 戶隱山 

の 岩 尾の 勝れた る。 面白き 所に 酒宴 をな して 待ち 申す に。 維茂 は 夢にも 知らす。 いか やうなる 御 方 

と 使 を 立てられければ。 た. >  さる 御 方とば かり 申す 間。 いづれ 乘 りうち 叶 ふま じと。 馬より 下りて 

密かに 通られし かば c  W より 女房 出で。 維茂の 袖を捋 へ。 九 献を 一つ 聞し 召せと て 引き留め 申す。 

見れば 美しき 女 なれば。 心 もよ わくと なられ。 その まゝ酒 を飮む 程に e 追つ とり 込みて 强 ひけれ 

ば。 正體 なく 醉ひ 伏し 袷 ふ C 鬼神 は悅び やがて 命 をと らんと する を。 忝くも 八幡せ：： 御存じあって。 

急ぎ 我等に 立ち 越え。 この 事 を告け 知らせよ との 神勑に 任せ。 唯今 戶隱. E へ 赴く。 (右の 方に， M き) い 

や 神 通 を 得 たれば 戶隱 山に 着いた。 維茂 は いづ 方に 居らる、 か。 (ヮ キを兑 て) これに 居らる、。 誠に 

器量 骨柄 勝れた る 人に て 候。 急いで 神勅の 由 申し渡さう。 (ヮキ の 前に 出で〕 いかに 維茂 聞き 給へ。 最 

前の 女 は 人間に て はなし。 この 山に 住む 鬼神なる が。 御身 を 誑かし 命 をと らんと する を。 忝くも 八 

幡宮御 杯 じあって C 我等に 立ち 越え C こ. S 由吿け 知らせよ との 神 勃に 任せ。 武 内の 神 これまで^で 

て 候。 卽ち この 御 佩刀 を 下され 候 問 C 易々 と 鬼神 を 平らけ 急ぎ 上洛 あるべし り あら： 止體 もな き 體か 

な。 とう. /\ 目を覺 まされ 候へ /\- 

と 拍子 を路 みて R を覺 まさせ、 太刀 を ヮキの 前に 置きて 慕 . 

に 入る。 

ヮキ 目を覺 ましたる 心に て 面 を 上げ、 前の 太刀 を 見て 扇 を 

とリ 直し 作：^ を兑 て、 


【七】 


紅葉 狩 


三 〇 八 九 


t き 守 


一一 一 〇 九 〇 


〇 無明の 洒— 無叨 はほ^の 

极原。 

◦ あらたな リけ る— あ ら た 

力 な 

〇 驚く— 夢 S 畳める。 

〇 遠近の たづ きも 知らぬ 山 

中に— 古今 集，；： M 人 知 、り ず の 

歌。 下句 「s$f なく も 呼子 

鳥 かな」 風が 遠近に 吹く と 

いひ かけた」 


【八】 


〇 感 陽せ！： の 1^1 秦始皇 の 建 

てた. K 殿。 その 燒 けた 時 火 

炤 が 三 "餘天 を 焦がし た と 

いふので、 鬼の 降らす 火炤 

の 物^ ぃ喩 へと した。 

〇 七 尺の 屏風— 感陽 おで 荆 

軻が始 なを 殺さう とした 時 

に始皇 の 躍り 越えた 屛風。 

〔感 g! &〕 參照。 鬼女 の 偉大 

な 形^と した。 

〇 かぼく —枯木、 柯 木， 又 

は 佳木 かとの 說が あるが 常 

らな い。 或は 火木 か、 光悅 

本に は 火木の 字を充 つ。 


ヮキ 『あら 淺ま しゃ われながら。 無明の： C の醉ひ 

^ころ  ひ ** 

、い。 まどろむ 隙 もな きうち に。 あ ら た なりけ る 

ゆめ  つけ 

夢の 告と 

おどろ 4* くら  らい くわ み：！！  てん ち  ひ ク  か ザ t こち 

地 『驚く 枕に 雷火 亂れ。 天地 も 響 き 風 遠近 の 」 た 

づき も 知らぬ 山中に。 おぼつかな しゃ 恐ろし や 

ヮキこ の 間に 烏 帻 子. 畏 紹を脫 ぎて モ ギド ウ とな リ、 太刀 を 

持ちて 居 立つ。 

【八】 

後ジテ 鬼女、 而額 •• 赤 頭 地 鉢 卷. 襟^ 色 • 着附 段^ 板， 法被 • 

半切 • 腰帶 5 装束に て 打 杖 を 持ち、 次の 地上 欲に 作物の 後よ 

り 出で 一 疊辜： の 上 右側に 立つ。 

地上 歌 『不思議 や 今まで あり つ る 女。 不思議 や 今 

まで あり つ る 女 >  とりどり 化生 の 姿 を 現し 或は 

巖に 火焰を 放ち。 又は 虚空に 焰を 降らし。 咸陽 

宮の 。煙の.^ に。 七 尺の 屏風の 上に なほ。 餘 りて 

そのたけ。 一 丈の 鬼神の。 角 はか ぼく。 眼 は 日月 

i もて V 

面 を.^  くべ き やう ぞなき 

と打忟 を扳リ 上げて ヮキを 睨み、 裏より 下りて > 


維茂-. あ 、われな が ら淺ま しい こ とで あ つ 

た。 ま惱 の 本と なる？ S に^って、 - つとう 

とと 寢 たと 思 ふ 隙 もない、 つちに、 あらた 

かな 夢のお 苦 を 受けて、 N が^め た …… 

と 思 ふや 否や、 雷火が 亂れ 飛び、 大地が 

饗き； M る。 この や うな 遠近 の 見當も つ か 

ない 山中で、 心細い こと だ. 恐ろしい こ 


- ひながら、 ^女に 對抗 する をす- 


【八】 


問 もな く後ジ チ^ 女が 山中 か.，： 現れ^る の 

演奏に は、 後  >  レ 光女が 多 ISS 登 3« する こミも ある) 

不思議な ことに、 今まで^ しく 見えて 

ゐた 女が、 いづれ も 妖怪 變 化の 姿と な 

つて、 或は 巌の 上て 火焰を 放ち、 或は 

空中から 焰を 降らして、 かの 三 上 

も 天 を 焦がした と い ふ 咸陽宫 の 火炤の 

やうな 凄じい 樣を 示す。 そして かの 七 

尺の I ^風よりも なほ 高い、 身の たけ 一 

丈餘も ある 鬼神 は、 角 はか ぼくの やう 

で、 眼 は BH; の 如くに き、 とても こ 

れに^ 向 ふ こと は 出来さう にも 思 はれ 

ない。 


【九】 

〇 維茂— 平國 香の 曾孫， 兼 

忠の 子。 世に 餘五將 軍と 呼 

ばれた。 一條 天皇 顷の 人。 

〇 八幡 大 菩薩— 武士の 守護 

祌 e  〔弓 八蝽〕 參照。 


〔考 異〕 

諸 流 (五 流) 


に 恐ろしき 樣を 示して、 また睾 ；に 上る... 

【九】  さ , 

ヮキ 『維茂 少しも 騷が ずして 

地 『維茂 少 しも 騒ぎ ぎ はず。 南無 や 八, 大 菩薩と 

こ * ろ ねん  つるぎね  ま 

(太刀 を 戴き ：}。 、しに 念じ。 劎を拔 い て を拔き ：}。 待ち 

かけぎ へ ば" 微塵に なさん と ？ン テ 拍子 を路 み：^ 飛ん 

でか かる を S より 飛 下 =0  。 飛び違 ひむ ずと 組み 鬼 

じん  まん たァさ  とほ  と ころ  ケぅべ  っ^ ■  あが 

神の 眞中 刺し通す 處を頭 を 掴んで 上ら ん とす 

る を (と シ テヮキ 組合 ひ)。 斬り 拂ひ耠 へ ば劎に 恐れ て 

5* は ほの ぼ  ひ  さ  と ほた ち- -* 

巖へ 上る を Q テ臺に 上 =0。 引きお ろし 刺し通し 忽 

ち 鬼神 を從 へ 給 ふ。 威勢の 程 こ そ 恐. ろし けれ 

f 引きお ろし 刺し通し」 とヮキ シ テを臺 より 引きお ろし 太刀 

を 胸に あつ C シ テ斃れ 死した る 態に て 切 戸 ょリ 人る。 ヮキ 

「威勢 の 程 こ そ J と 太刀 を かつぎて 常睐 に て ^む。 


i〕 

に、 鬼女 恐ろしい 势ひを 示す。 

【九】 

維茂 「自分 は 少しも 驚き はしない」 

と、 維茂 は 少しも 騷 が-す 落ちつき 拂っ 

て T どうか 八幡 大 菩薩、 守護し 耠 へ 』 

と 心の中に 祈願して、 劎を拔 いて、 鬼 

神の 攻め か、 るの をお 待ちに なると、 

鬼神 は 維茂 を 木 葉 微塵に しょうと 飛ん 

でか k るの を- 維茂 は 飛び違って、 鬼 

神と むすと 組み合って、 鬼神の 虞 中 を 

刺し通される C それ を 鬼神 は 維茂の 頭 

を 摑ん. て 空に 上がらう としたが、 維茂 

はこれ を 斬り 拂 はれた ので、 鬼神 は劎 

に 恐れて 巖へ 上る と、 維茂 はこれ を 引 

き 下して 刺し通して、 忽ちに 鬼神 を 退 

治せられ た。 その 咸勢 はまこと に 恐ろ 

しいば かりであった」 


紅葉 狩 
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【 ！fj 】 i^r げ にや 虎溪を 出 で じ MM 深き，^^ I 「め しん. ^(剛 ナシ) 

古謠本 (光悅 本) 

【三】 ヮキ 「あの 山陰に 當 つて 人影の 見え (光て) 候 は …… ヮ キヅレ 「so (光ナ シ) 尋ねて 候へば …… 【五】 ^前世の 突リ淺 から^. (光す) 

. 【九】 ヮキ 「維茂 少しも 騒が ，¥, して (光き 給 はす) …… 


ク 觀 (寳 春剛 喜) 


解 說 

【能 柄】 四 番目 一 段 劇 能  . 

【人物〕 シテ 平 盛久、 ヮキ 土屋 三郎、 ヮ キッレ 輿^ 

(二人)、 ヮ キッレ 太刀 取、 狂言 土 逢の 從者 

【所 3 相摸國 鎌 倉 

【時〕 鎌 倉 初期 春 (三月) 

【作者〕 能 本 作者 註文に は 世 阿彌の 作、 二百 十 番謠目 錄には 元雅の 作と 

す。 世子 六十 以後 申 樂談儀 後人 加筆の 項に 永 正 十 一 年 十月 一 一十 < 日演 

能 >  言 經卿記 文 祿四年 三月 三十日の 條 に註釋 のこと が 見えて ゐる。 

【梗概】 主馬 判官 盛久は 源氏に 生 捕られ、 土 屋三郞 に 護送 せられる こと 

となった ので、 その 許し を 得て、 日頃 信仰して ゐる淸 水 觀世昔 に參詣 

し、 やがて 鎌 倉に 着いた が、 處 刑の B が 近づ くや、 愈 -、 懈ら す觀音 經 

を讀 誦して、 土屋 と共に 經 文の 功 德 をた X へた。 そして 少し まどろむ 

內に， 不思議な 靈夢を 蒙った。 明 方、 由 比濱の 刑場. て 斬られる ことと 

なった が、 太刀 取 は 盛久の 手に 持った 經卷の 光で 眼が 眩み、 太刀 をと 


盛. 
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り 落して、 太刀 は 段々 に 折れた。 頼 朝 はこれ を 聞いて 御前に 召し出した。 盛久が 昨夜の 钹 夢の 次第 を &し 述べる と、？ も I： じ^ を 兌た 

ので、 奇特に 感じて 一命 を 助け、 盃を與 へて 舞 を 所望した。 盛久は 命に 從 つて 舞 を 舞った 上 は、 長居 を惮 つて 退出した" 

【出典】 平家物語 長 門本卷 二十に、 

主馬 入道 盛國が 末子に、 王 馬 八 郎左衞 門 盛久、 京都に 隱れ 居け るが、 年来の 宿願に て 等身の 千 手觀昔 を 造 立し^. りて、 淸水 寺の 本錄の 

右 わきに 居 ゑ 奉りけ り。 盛久、 降る にも 照る にも はだしに て 淸水寺 へ 千日 毎日 參詣 すべき 志 深く して、 歩み を 運び 年月 を搽 ろに、 人 & 

を 知らず。 平家の 侍、 打 もらされる 越 中次 郞盛 次、 惡七 兵衞景 淸、， 主馬 八 郞左衞 門 盛久、 是等は 宗徒の 者 共な り。 ；… 北條^ 屮を ばれ 

もとめ けれども 更に 尋ね 得-す。 或 時下 女 来り て、 「誠に や 主馬 八 郎左衞 門 を 御 尋ねさ ふら ふなる か、 か の 人 は 流水 寺 へ 夜毎に 詣で給 ふな 

り」 とぞ 申しけ る C 北條悅 びて …… 召 捕て 兵衞佐 殿へ 奉る。 盛久 まだ 知ち ぬ 東 路に千 行の 泪を拭 ひ、 嘵 月に 袂 をうる ほして …… あしたの 

露に 命 を かけ、 日數も 漸く 重なれば、 鎌 倉に も 下着し ぬ。 梶原平 三景 時 兵 衞佐毆 の 仰 をう けて 盛久を 召す。 心中の 所願 を 尋ね 中す に、 

子細 を 述べす、 「盛久 平家 宽代 相傳の 家人、 秉恩 厚德の 者な り、 早く 斬 刑に 從ふ べし」 とて、 土屋 三郞宗 遠に 仰せて >  首 を 刎ら るべ し 

とて， 文治 二 年 六月 廿 八日に 盛 久を由 井が 濱に 引す へて、 盛久 西に 向って 念 怫十遍 計 巾 しける が、 いかに 思 ひけん、 南に 向って 又 念 

佛 二三 十遍計 申しけ る を、 宗遠 太刀 をぬ き 頸 をう つ。 その 太刀 中より 打 をれ ぬ" 又 打 太刀 も：；： ぬきより 折れに けり。 "小 思^の 思 ひ を 

なすに、 富 土の 裾より 光二す ぢ盛久 が 身に 差 あてたり とぞ 見えけ る。 宗遠 使者 を 立て、 此由を 兵衞佐 殿に 申す。 また 兵衞佐 殿の 室 家 

の 夢に、 &| 染着 たる 老僧 一人 出来て、 「盛久 斬首の 罪に あて ちれ 候が、 まげて 宥め 候べき」 由 申す。 室 家 夢の 中に、 「誰 人に てお はする 

ぞ」、 僧 申しけ る は、 「我 清水 邊に候 小僧な り」 と 申す とお ぼして 夢覺 めて、 兵衞佐 殿に か k ろ不思 f| の 夢 を こそ 見 たれと. K ひければ 「さ 

る 事 候、 平家の 侍に 主馬 入道 盛國が 子に 主馬 八 郞盛久 と 申す 者， 京都に 隠れて 候へ る を 尋ね 取りて、 唯今な f お に 仰せて、 .5 井が 濱に 

て 首 を 細ね よと て 遣して 候、 此事淸 水 寺の 觀 昔の 盛久の 身に か はらせ 給 ひたりけ るに や、 首 を侧ね 候なる に、 一番の 太刀 は 中より ：- 一 

に 折れ、 また 次の 太刀 は： n ぬきより 折れて、 盛 久が頸 は 斬れず 候 由 率し 候」 とて、 盛 久を召 返されたり" 

と あるに 據 つた。 II この 事、 平家物語 流布本、 源平 盛衰 記 等に は 見えない。 

【槪 評〕 不自然な g| の少 いそして 功驗の あちた かな、 觀音利 生 記と して 最も 秀れ た說 話の 一で あらう。 盛久が 終始 觀协^ を^ 仰して、 ひ 

た すら 後生^ 所 を 願 ふ 態度 も、 よく 素直に 描かれて ゐる。 劇 能の 通例と して、 場面が 幾度 か 移って ゐ るが、 その 轉換 も^だ^ かに 行 は 
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れてゐ る。 第一 節の 盛久 東下りの 條は 甚だ 長文で あるが、 〔千 手〕 の クセに 描かれた 重衡の 東下りな どに 比べて、 遙 かに 秀 れてゐ る。 殊こ 

1 曲の 起 苢にヮ キ名乘 もな く、 一， いかに 土屋 殿に 申すべき 事め 候」 とい ふ シテヮ キの掛 合から 始まって ゐ るの は、 全く 類例の ない 面白い 脚 

色-て ある。 尤も 寶生 金剛 喜 多の 三流に はこの 前に ヮキ 名乘が あり、 光悅 本で は 全く この 淸水 參詣の 條 及び 東下りの 條を缺 いて ゐ るので 

あるが、 これが 後世の 改修 (元祿 以前に 行 はれたら しい、 貞享本 等 は 現行 曲と 同樣 である) にしても、 注； HI に S する ものであると 35 ふ。 


シ テ平 盛久、 直面 • 襟 淺黃 • 着附 無色 厚板 • 水 衣， 白 大口  .掛 格 • 

腰 帶* 数珠の 装束に て經を 懐中し、 ヮキヅ レ舆舁 二人 (着附 

厚板 • 白 大口 • 腰 帶. 扇の 装束) に 輿 を さしかけさせ、 ヮキ土 

尾 一 1 一郎、 梨 打 烏帽子 • 白 鉢 卷， 着附 厚板 .直垂 上下/込 大口  .扇. 

小刀の 装束、 ヮ キヅレ 太刀 取、 梨 打 烏帽子 • 白 鉢 卷， 着附厚 

杈*侧 次 • 白 大口， 腰 帶， 扇の 装束に て 太刀 を 持ち、 シ テの 後に 

隨ひ、 橋懸へ 出で ながら > 


〇 土屋殿 I 一一 一 郞宗 遠。 土 肥 

實 平の 弟で、 賴 朝の 家臣。 

長 門 本に 據れ ば、 盛久 斬罪 

の 時の 太刀 取であった。 


〇-活 水 I 京都 東 山の^ 水觀 

音。 〔田 村〕 參照。 

〇 輿 を 立て— 輿 を 置きす 55 

る こと。 

〇 面々— 皆々、 各々 方。 土 

屋の從 者に いふ ので ある。 


シ テ「 
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かに 土屋 殿に 申すべき 事の 候 

ヮ キシテ の 後より 進みながら、 

ヮキ 「佝 事に て候ぞ 

た,、 いま くわ. <AJ- つ  . '、だ  かき 

シテ 「唯今 關 東に 下りな ば。 これが 限りなるべし „ 

きょ みづ  かた  こし 亡  たま 

淸 水の 方へ 輿 を 立 て て 給 はり 候 へ 

- 1  /  やす  おん こふ  めん く ひがし やま  かた 

ヮ t それ こそ 易き 御 事。 いかに 面々。 東 山の 方へ 

輿 を 立てられ 候へ 

久  I  I 


舞 S は 京都、 シチ平 盛久、 ヮキヅ レ與舁 の 舆に粱 

り、 ヮキ 土屋三 m、 ヮ キヅレ 太刀 取に 護 ii™ せられ 

て 鎌 食に 逸られる 途中 e 想 で 登！ »0 


盛久 「申し 士 ほ-殿 


土  a「w です」 

盛久 「今關 東へ 下ったならば、 もはや これ 

限り 京都 へ は 歸られ な いでせ う。 どうか 

淸 水の 方へ 輿 を やって 下さい」 

土 S" お 易 い 御用で す。 (舆畀 に) お い 皆の 

者、 東 山の 方へ 輿 を やってく れい」 

三 〇 九 五 
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o 觀 * 昔 1 世人の その 名 を 

稱 する 音 聲を 聞いて 皆 解脫 

を 得しめ る 慈悲 深い 菩薩。 

〇 さしも^— 新 古今 集 ^水 

觀音の 詠 「なほ 賴 めしめ ぢ 

が. g の さし も. 草 われ 世 の 中 

にあらん 限リ は」 を 指す。 

〇 一 稱 一 念— 觑世 音の 御名 

を 一度 稱へ 一 度 祈念す る だ 

けで も 孰 益が ある。 

〇 値遇の 御 紡綠— 佛菩, に 

遇 ひ 佛緣を 結ぶ こと。 度々 

參 ^する 意。 . 

〇 い つか 又 滞 水 寺の —い つ 

か又來 てと いひ かけ、 源氏 

物^ 须. M 卷 源氏の 歌 「 い つ 

か 又卷の 都の 花 を 見ん 時 失 

へ る山賤 にして 一 に據っ て 

文 を 殺った。 

〇 音に 立てぬ— 獰を 立てて 

泣かな い。 

o 昔 羽 山— 卞： s 水 寺の ある 山 

音の 字 を 重ねた。 

〇 瀧つ 心— 胸に 充ち 溢れた 

思 ひ。 ^水 寺 南 崖の 音 羽 瀧 

に 寄せて 辍 つた。 

〇 见 渡せば 柳樱を こき 交ぜ 

て— 古今 集 素性 法師の 歌。 

下句 「都 ぞ^の 錦な りけ る」 

〇 なまじ ひ に— なまじ か。 

生まれな い 方が 寧ろ 仕 合で 

あつたのに。 

0 弓馬の 家— 武士の 家。 
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この 問に 舞^に 入リ、 シテは 正面 先、 ヮキ • 太刀 取 は その後 

に 下に おて、 シテ 合掌して、 

シ テ サ -シ 『南無 や 大慈 大悲 の 觀^ 1 音 さ し もや：： 十。 さ し 

かしこ  ち^  レ. ねん  たの 

も 畏き誓 ひ の 末。 ー稱 一 念な ほ賴 みあり ¥ をぬ 

たねんち ぐ  ^ けち えん むな 

し)。 まして や 多年 俯 遇の 御結緣 空し からん や。 

あら 御名 殘 in しゃ (と 面 を 伏せ) 

シ テ i 『いっか で。 淸水寺 の 花盛り 

と 一同 立ち上 リ、 シテ輿 を さしかけさせ" 

地 『歸る 春な き" 名殘 かな 

シーア 『音に 立てぬ も 音 羽 山ハと 右の 方に， M き〕 

—2T^ つ 、い を。 人知 らじ (と K 面に 底し〕 

ふわた  やなぎ さ くら  ま  に しき  A 

シ テ サ シ 『見渡せば 柳 櫻 を こ き 交ぜ て。 錦と 見 ゆ る 

故鄕， の 空 


あづま ？ 


地 『又い つ か はと 思 出の。 限りなるべき 東路 に。 

思 ひ 立つ こそ 名殘な 

1TST 

シテ 『われな まじ ひに 弓馬の 家に 生まれ。 世上に 


 三 〇 九-; ハ  

やがて 讶 水に » き、 佛 s に參 つた おで、 

盛久 「南無 大慈大悲の 觀佌サ 薩、 あなた 

は 『なほ 紐め しめ ぢが 原の さし も 草、 わ 

れ 世の中に あら ん 限り は』 と 仰 せられて、 

I 度 御名 を稱 へ、 一 度 祈念した だけで も、 

御利益が あるの， て ございます。 まして 私 

は 永年 紐け て參詣 したので ございま すか 

ら、 御利益の ない 箬は ございません。 今 

お別れす る ことと なって、 お 名殘 惜しう 

存じます」 

VJ いって、 再， ひ舆に If り、 铱 せへ 向 ふこ VJW なり 

盛久 「この美し ぃ淸水 寺の 花盛り、 これ を 

^りに、 いつ 又歸 つて 見る こと も 出來な 

いの だと 思へば、 春のお 殘が 惜しまれる 

こと だ。 

この 胸のう ちに は、 ffiH 羽 山の 瀧の やうに、 

切ない 思 ひが 充ち 溢れて ゐ るの だが、 璲 

に 出して 泣き はしない の だから、 人 は 誰 

も 自分の 心の 中 を 知り はしない だら う" 

見 波す と、 どこも かしこ も 柳と 櫻が 入り 

交って、 まろ. て 錦の やうな 美し さ だ。 あ 

あこの 故鄉 都の 空 も、 これが 最後の 思 出 

となって、 いつ 歸る こと も 出来ない 關柬 

へ の 旅に 出かけろ ことかと 思へば、 名殘 

惜しい こと だ」 

S は 次第に 東の 方へ 進んで 行く。 

盛久 「自分 はな まじ か 武士の 家 に 生まれ 


〇 跡 白 河— 跡 知らず と い ひ 

かけた。 白 河 は 洛^ 白 川 村 

を 流れて 賀茂 川に 入る 川。 

〇 歸 るべ き— 波の 緣 語。 

〇 松 坂 I.W 城國 宇治 郡 山 科 

村、 粟田口から 日の 岡に 登 

る 坂路。 誰 を か 待つ と い ひ 

かけた C 

〇 四 の宮 河原— 同じく 山 科 

村に ある-" 

〇 四つ の 辻 —粟田口 十禪師 

辻。 ■ 

〇 これ や こ の 行く も 歸るも 

別れて は 知る も 知らぬ も迮 

坂の 關 I 後 撰集嬋 丸の 歌。 

〇 逢坂の 關 —山城 近 江の 國 

境 逢坂 山に あった 關所。 . 

〇 勢 田の 長 橋 I 近江國 琵琶 

湖 尻に 架けた 橋" 

〇 鏡 山— 近 江 國蒲生 郡。 古 

今集讀 人知らず の 歌 「鏡 山 

いざ 立ちよ リて 見て 行かむ 

年經 ぬる 身は老 いやしぬ る 

. と」 を 引 いた。 

〇 老 蘇の 森 I 同 都。 老いと 

いひ かけた。 

〇 美 濃 尾 張— 身の 終リと い 

ひかけ た— 

〇 熱 田 の 浦— 尾張國 愛知 郡 

今 名古屋 市に 入る。 

〇 鳴 海 潟— 同國 愛知 都。 野 

邊 になる とい ひかけ た。 

〇 八橋 —一一 一河 國碧海 都 知 立 

町。 〔杜 若〕 參 照。 

盛 


It ふれな き 身と て 

おも  i  ,J  りよ かう  ，ひち せき  ひ^し おも； J  あ i 

地 『思 はざる 外の 旅行の 道。 關の 東に 赴けば。 跡 

白 河 を。 行く 波の- い っ歸 るべき。 & ならん 

地下 5 ここ は 誰 を か 松 坂 や 四の 宮 河原 四つの 辻。 

上歜 『これ や こ の C 行く も 歸るも 別れて は。 行く も 

歸るも 別れて は。 知る も 知らぬ も。 逢坂の 關守も 

今の われ をば よ も 留め じ。 勢 田 の 長 橋う ちきり。 

た  よ  かひ  か s-iv? 'ま  とし へ  ふ 

立ち寄る 影 は 鏡 山。 さ のみ 年 經ぬ身 なれ ども。 

お i ろ  おい そ  J0O  す  &の. は り もった  うら 

衰 へは老 蘇の 森 を 過ぐ る や 美 濃 尾 張。 熱 田の 浦 

ゆ ふ しほ  るち  な A  ^  **は  の ベ  なる 

の 夕 汐の道 をば 波に 隱 されて" 廻れば 野 邊に鳴 

み がた また やつはし  4.:  ?! し や ** 

海 潟 又 八橋 や 高 師山又 八橋 や 高師山 

「勢 田の 長 橋う ち 渡リ」 と 一 同 樯懸へ 行き、 慕 際まで 行きて 

廻リ、 一 の 松まで 來て 立ち 留ま リ、 

地。 ンギ 『タ見 坂 橋 本の。 濱 名の 橋 をう ち 渡り 

たび-ごろ も  A  おも  ひの ち 

シーア 『旅 衣。 かくき て 見ん と 思 ひき や。 命な りけ り 

小夜の 中 山 はこれ かとよ 

久 


て >  世間に 知れ. M つた 身と なった 爲に、 

今 は 思 ひがけない 旅立ち をす る ことと な 

り、 かう して 關 東の 方へ 出て 行けば、 末， 

はどう なること だか、 後に して 行く 白 河 

の 波 はまた 立ち 歸 るの だが、 自分 はいつ 

再び 都に 歸る ことが 出来よう。 

こ \ 松 坂と い へば、 誰か を 待って ゐ るの 

か 知らないが、 自分 は 誰 一人 待って くれ 

る 人 もな く、 四の 宮河 原、 四つの 辻 も 通 

り 過ぎて、 『これ や この 行く も 歸るも 別れ 

て は、 知る も 知らぬ も 逢坂の 關』 と 歌に 

詠まれた 逢坂の 關へ來 たが， 今の 自分 は 

關守も 引き留め て くれはし ま い。 やがて 

勢 田 の 長 橋 を 渡 つて、 鏡 山に 来て は、 鏡 

に 映る わが 姿、 實 際の 年 はさ ほど 老いて 

はゐ ない ので あるが、 惱 みに 老い やつれ 

たこの 姿。 名 も老蘇 の 森 を 過ぎ、 * 」 れが 

『身の 終り』 かと 思 ひながら、 美 濃 國を經 

て 尾 張國に 入り、 熟 田の 浦まで 來 たが、 夕 

汐_ て 道が なくなって ゐ るので、 今 は野邊 

になって ゐる 鳴菌の 方へ 迺り、 八橋 や 

髙師山 を も 通り過ぎた」 

ミ 次第に 旅 は 進ん た 想で、 

盛久 「かう して 汐見坂 を經て >  橋 本. て濱名 

湖の 橋 を 渡り、 お >- この やうな 所 ま 

で 旅 を して 来ようと は 思 ひ も 寄ら なかつ 

た。 これが 『年た けて 又 越 ゆべ しと 思 ひ 

き や、 命な りけ り 小夜の 中 山』 と 詠まれ 

三 〇 九 七 


に 卜 


盛 久  IHO 九 八 


〇 高 師山— 遠 江國： お 名 郡 

二 川と 白须贺 と の 間にある 

丘 ir 

〇 汐見 坂— 白须賀 i 南の 坂 

〇 樯本— 濱名郡 新 W 町。 こ 

こに 濱名 湖り 橋が 架って ゐ 

る o 

〇 かくき て I 衣の 緣^^ て 

に いひ かけた。 

〇 思 ひき や— 新 古今 第 西 行 

の 欲 「年た けて 又 越 ゆべ し 

と 思 ひき や 命な りけ リ小夜 

の屮 山」 を 引 い た。 中 山 は 

遠江國 n 坂と 金山と の^に 

ある 坂 路。 

〇 大 井川— 逮江駿 河の 國疫 

を 流れる 大川" 

〇 宇 律の 山— 駿 河國、 丸 子 

と 岡 部との 間。 波 も 打つ と 

いひ かけた。 

〇 洁見^ —同國 庵原 郡、 今 

の淸水 港遂。 昔 こ V に關が 

あり、 關に來 てと いひ かけ 

た o 

〇||1保の入海—^見抝の南 

〔羽衣〕 参照。 

〇ra 子の 浦— 庵^ 郡^ 原 町 

吹 上の 邊。 但し 今 は 富士郡 

元 吉-£ 村の 海濱を いふ。 

〇 うち 出で て 見れば I 萬 葉 

集 山 部 赤 人の 耿 「 E 子の 浦 

ゆうち 出で て 見れば age に 

ぞ富士 の 高嶺 に 雪 は 降りけ 


た 所な の だ。 それから 淵と 瀨と. のよ く變 

る大 井川 を 渡り、 波打^ を： 逝つ て .Yee 山 

を 越え、 淸見 ；:: 保の 人 海 を 終て、 出 

子の 浦に 來て は、 『田 子の 浦に うち 出で て 

見れば 眞 II： にぞ、 士の萵 にお は 降り 

ける』 と 詠まれた： 迎 りの. ぶのお 士を 眺め、 

やがて 箱 极山を も 越えて、 なほ 旅 を綏け 

てゐ るう ちに、 もはや 銶.^ に蔚 いた」 

w 旅程 を：！ S ベて ゐる うちに »; は 逝ん i.- おで 、 麴臺 

は 鎌せ.、. - な- ぐ 0 

【二】 

盛久は « 介の 牢 3 に抝 り； S る 想で、 

盛久 「夢の やうな この^に も、 佛 ffl とい ふ 

道が あって、 これに 入れば、 一切の 俗 鹿 

から 離れる ことが 出來 るの だ。 思へば、 

どこと も 分らな いやうな 山 を 越え 水 を 渡 

つて >  この 關柬 に： US いた こと だ。 まこと 

にこの 浮世の 榮花 は、 ：c 年の 久しい 間 緩 

いたと ころで、 それ は 一 片 の^に 過ぎな 

い の だ。 それ よりも 佛 や-念ず ろ 時 こそ. 

それが たと へ ほんの 少しの て も、 砂 

の 中から 黄金 を兑出 したや うな 喜びが あ 

るの だ。 故鄉は 文字通り のよ そに 隔 

たって、 いつまでも 變 るまい と脊ひ あつ 

た 友人と も、 お ふことの 出來 ない、 變り 

巫て た 世の中と なり. •  .In: 分 ひとり この 遠 

い 鎌 * に 來てゐ るの だ。 あ、 かう いふ 辛 

い s に逍 ふの が， 人の 身上な ので あらう 


地 『變 る淵瀨 の 大 井川。 過ぎ行く 波 も 宇津 の 山 

シ テ 『きえ ても^に 淸見 お 

地 『三 保の 入海 田 子の 浦う ち 出で て 見れば： 

なる。 雪の 富 士の嶺 箱 根 山。 なほ 明け 行く や 

月夜 はや 鎌 倉に、^ きに けり はや 鎌 倉に 着きに 

ナ U 

「なほ 明け 行く や」 と 一同 舞^に 進み、 シテは 地謠座 前にて 

m 儿 にか V リ、 ヮキ • 太刀 取は眞 中まで シ テ に 從ひ來 て、 後 

見 座に くつ ろぐ C 

【二】 

シ テ サ シ 『夢中に 道 あ つ て 塵埃 を隔っ 。げ にや そこ 

とも 知ら ざ り し。 山 を 越え 水 を 渡つ て。 この 關 

東に 着きぬ。 百年の 榮花は 塵 中の 夢。 一 寸の 光， 

陰は沙 の 金。 げ にや 故鄕 は！ * 居の よそ。 千代 

もと 契りし 友人 も。； I； る 世 なれ やわれ ひとり。 

鎌 倉 山の 雲霞。 げ にか かるす の 習 ひか や。 「かく 

しょ にん おもて 

てながら へ^ 人に..^ を さらさん より。 『あつま 


る」 を 引いた。 

〇 筘根山 1 伊豆 相 摸の 國境 

にある C 

〇叨 け 行く— の緣^ 開け 

に いひ かけた" 

〇 虽月 夜— 鎌 倉の 枕詞。 

〇 鎌 倉— 相 模國嫌 食 郡、 賴 

朝が 幕府 を 開いた 地。 

【二】 

0 夢中に 道あって— 詩句 か 

出 所 未 ■ 詳。 この 逍は佛 道 を 

指した もの か。 

〇 百年の 榮花は —詩句で あ 

らう、 出 所 未詳。 白樂 天の 

詩に 「百年 富貴 夢屮 事、 一 

且榮華 風前 塵」 

0 かか る 身 |^「 力 かる 」は© 

霞の 緣語。 

〇 盛久— 主馬 入道 盛 國の末 

子。 委しく は解說 にい ふ。 

〇 披露— 貴人 に し 上げる 

こと。 賴 朝に いったの であ 


〇 御 芳志. I 御 親切， 


れ疾ぅ 斬られば やと 甲 5 ひ 候 

ヮキこ の 間に 名乘 座に 出で て シ テ謠を 聞き 居り、 

ヮ キ「 あら 痛 は し や 盛 久の獨 言 を 仰せ 候。 ？ン テ にぬ 

ひ) いか に 申し 候。 土 屋が參 り て 候 

シ テ 「え HIS 殿と 候 や 此方 へ 御 入り 候 へ 

i 床几 を 離れて 下に 居る。 ヮキも 前に 出て 下に 居る。 

おん ゆか-,. - よし  ひ ろ-T-  Aro  い^  ちラ 

ヮキ 「御 下向の 由 を 披露 申して 候 へ ば。 急ぎ 誅し 

i う  おん こと 

申せとの 御 事に て 候 

た *、 いま  ひ LJ り-ご AJ  ま. つ  つ-. -J 

シーア 「唯今 も獨 言に 申しし 如く。 かくてな がらへ 

しょ にんお もて  i  a 

諸人に 面 を さらさん よりも。 あつば れ疾ぅ 斬ら 

れば やとの 念願。 さ て は はや 叶 ひて 候よ。 さて 

最期 は 唯今に て 候 か 

ヮキ 「いや 御 最期 は こ の 曉か。 然ら ず は 明 夜 かと 

仰せ 出 だされて 候 

し： J4 ら  じ -ズ、  ほど 

シテ 「さて は 暫くの 時刻に て 候よ。 さ て もこ の 程 

つち や .どひ  I ご は-つ し  *i- つ  おろ  ** た 

土屋 殿の 御 芳志。 申す もな かな か 愚かな り。 又 

久 


か。 かう して^き 永ら へ て、 多くの 人々 

に 恥 かしい 姿 を 見られる より は、 一層の 

こと、 早く 斬られた いもの だ」 

WIS ま つて ゐ る。 土 SS ば これみ-文！ 8 して、 

土 S 「あ、 ぉ氣の 毒な こと だ。 盛 久が獨 言 

をい つて 居られる。 (ミ いって 盛 久に) し、 

土 屋が參 りました， 一 

盛久 「土屋 殿です か、 こちら へ お 人り 下さ 

と 

二人 は對 坐して、 

土屋 「お下りに なった 事 を、 頼 朝 公に 巾し 

上げました ところ、 早く 殺せとの 仰せで 

す」  > 

盛久 「今 も攝言 に 申しました 通り 、この や 

うな 恥 かしい 姿で 生き 永ら へ、 多くの 人 

人に 恥 を 曝す より は、 一層の こと！：：.  く 斬 

られた いと 祈つ てゐ たの です。 それ. て は 

もはや この 念願が 叶 ひました。 そして 最 

期 は <d「 すくな び- , てす 力 一 

土 ® 「いや 御 最期 はこの 明 方 か、 -て なけれ 

ば 明 夜 か と 仰せ 出されました」 

盛 久「 そ れ では、 あと 暫くの 時間です な。 何 

は ともあれ、 この 問 中の 土  M 殿の 御 親切、 

御禮 の. S- しゃう もありません。 なほ 亡く 

三 〇 九九 


盛 


久 


【三】 

〇 蘑楼 I 菩提 酶場 Bodhi- 

sattva の ^。截 世 一昔 を 指す。 

〇 悲願— 衆生 を 救 はう との 

大 慈悲から 立てた 誓願。 

〇^ 梁 亦 能 棘— 應 報の 

定则 によって 悪果 を受 くべ 

きもの も、 觀音の 妙 力に よ 

つ て 之を轉 ずる ことが 出來 

る。 妙樂 大師 文句 記 十に 「若 

其機感 厚、 定業 亦 能韓」 

〇 せ 5 — 迁 M せずに y に 没 

槃に 人る 适。 

〇 無緣の 慈悲— 佛綠 のな い 

衆生に も 施す 一 切： 牛 等の 慈 

悲 C 

〇 引 篛— 佛 所に 引 人れ る こ 

と。 法華經 法師 品に 「引 尊 二 

衆 や" 1 集 レ之令 レ聽レ 法」 

〇 今生の 利益— 藥^ 

に 「聞 n 此法 一已 現世^お 後 

生 善處」 

〇 二世の 願 紫— 如お 輪 に 

「若 我 誓願 大悲 屮、 一 人不 

レ成 11 二世 願望 T 我 堕 二 虚妄 罪 

過 中 こ 

〇 大聖— 觀世昔 菩^ を 指す 

〇 或 遭 王 難— 以下 「段々 壤」 

** で 法華餒 觀世音 菩薩 普 門 

品 (親 音 鋰) の偁 U 


亡 からん 跡 一 遍の 念佛を も御囘 向に 預からば。 

『二世まで の 御 芳志た るべ し。 「われ こ の 年月 淸 

水の 觀世音 を 信じへ と-化 而に， M さ。 毎 曰か の 御經を 

懈る 事な し。 さりながら 今日は 未だ 讀誦 申さず 

候 程に。 御 i を 賜 はり 候へ。 かの 御經を 讀誦屮 

したく 候 

ヮキ 「そ れ こ そ ありがたう 候 へ 。 土屋 もこ れ にて 

ちゃ-つもん まう 

聽聞 申さう ずるに て 候 

シ テ經を 懐 巾よ リ取 出し 戴きて これ を き、 

【三】  5- - ご ひ -た 、 *  ：  I  ： や 

シテ 「ありがた や 大慈大悲 は 藤 锤 の 悲願。 定業 亦 

能 崎 は 菩薩の 直 道と かや。 『願 は く は 無 緣の慈 

悲を 垂れ。 われ を 引導し ぎ へ 。 今生の #〈| もし 

か  y しゃう ザん しょ  たれ  たの  せ  な、 わん *r つ 

缺け ば。 後生 善 所 を も 誰か 頼まん。 二世の 願望 

もし 空 し くば。 大聖の 誓約 豈 虚妄に あ ら ず や。 


(と 終 を 戴く) 


三 一 00  — 

な つ た 後に、 一 遍の念 佛. て もお 稱 へ 下さ 

れば、 来^まで も ありがたく 存じます。 

私 は 永 い 年月 荷 水 の 觀世 (竹 を ^仰して 、 

〔母 n 懈らす gjw 綷を讚 誦して ゐ たの. て 

す。 しかし 今日は まだ 讚 誦しない の. て、 

この 御 經を躋 誦したい と 思 ひます" W く 

お 暇 を 下さい」 

土 屋 「それ はありが たいこと です C 私 もこ 

こで 聽^ 致し ませう」 

【三】 

盛久は isi み- ra いて、 

盛久 「あ 、 ありが たいこ と. てす。 §g 大無邊 

の大 慈悲 を 垂れ 給 ふの が、 觀 世^^: 藤の 

御 誓願で、 定業に よ つ て惡果 を受く ベ き 

もの も、 よくこれ を輕 じかへ て^ 1 ^をお 

與へ 下さる のが、 顾^ .W^M の 御利^, て 

す。 どうか 無 緣の者 を も 一 切 平^に：. 愁^ 

を垂 れ て 、私 を極樂 へ お ぬき ド さ いませ。 

佛は 『この 世に 於て 衆生 に 利益 を與 へ る 

ことが 出來 なければ、 も來^ の極樂 

往生 を 信ずる 老 がな からう。 ^^安 s 後 

生 善 所の 願 m を 達せし めなければ、 佛の 

誓約 は 全くう そ 偽りに なって しま ふで は 

ないか』 と 仰せられました。 II 『^は 王 

難の He に^ ひ て >  刑に 臨み て^ 終ら ん， と 

欲せん に， 彼の 觀竹の 力 を 念ぜば、 刀 @ 

い， て 段々 に 壊れなん』 II 」 


〇 いつば 1「 い へ ば J の 促音 

便。 

〇 王 難 IH1 命に 背いた 爲に 

受ける 難 苦。 

〇 段々— きれぎれ。 

〇 衆怨悉 退 散— 同じく 杏 門 

品の 偈に 「怖 11 畏 軍陣 中？ 念  11 

彼觌 音力 T 衆 怨悉返 散」 


〇 種々 諸惡趣 I 以下 「悉令 

域 _ まで 齊門 品の 偈。 


〇 惡趣— 惡業 によつ て 趣く 

£  arc 

0111 惡道 lul 惡趣。 地獄 • 

餓鬼 • 畜生道。 

〇 夕 露の— ありがた しと 言 

ふとい ひかけ、 露の命と 績 

けた e 

盛 


おんき や-つ  *? ャ -CS もん お んじ のち 

ヮキ 「ありがた や こ の 御 經を聽 聞 申せば。 御 命 も 

たの 

頓 もしう こ そ！^ へ 

シテ 「げ によく 御 聽聞候 もの かな- この 文と い つ 

ば。 たと ひん 王 難の 災に逢 ふとい ふと も。 その 劎 

段々 に 折れ 

また しゅ * ん しったい 3 ん  もん  いや  ふ 

ヮキ 『又 衆怨悉 退散と い ふ 文 は-射る 矢 も その 身 

に 立つ まじければ 

シテ 『げ に賴 もしゃ さりながら。 全く 命の ために 

もん  じゅ 

こ の 文 を 誦すろ にあらず 

と ヮキの 方に 向き 經卷を 見せ、 ヮキも シテの 傍へ 來て鸫 を 

見、 

お 『種 々 ii 惡ぎ 畜生，。 生 老病 死 ま 以漸悉 

,y 'うめつ 

地下 3 こ の 文の 抓く ば。 諸々 の 惡趣を も 三惡道 

は遁 るべ しゃ ありがた しと 夕 露の。 命 は 惜しま 

ずた だ 後生 こそ は悲 しけれ (シテ 經を卷 きり。 上歜 『昔 

久 


土  2j 「あ  >- ありがたい ことです。 この 御經 

を讀 誦します と、 お 命 もお 助かりになる 

ことと、 鎮 もしく 思 はれます」 

盛久 「よく 御聽 聞なさい ました。 この 經文 

によれば、 たと ひ 人が 王 命に 背いた 爲に 

苦難に 遭っても、 その 劍が 切れ切れに 折 

れ …… 」 

ちろ vf\. あだ 

土 屋 「また 『衆 の怨 悉く 退散 せん』 とい ふ 

經文を 伺 へば、 敵の 射 る 矢も^ に ^ -ぃ な 

I のです 力ら  」 

盛久 「まことに 頼もしい こと-てす。 しかし 

私が この 御 經を讀 誦す るの は、 全く 命が 

惜し ぃ爲 ではありません。 御經に —— 


『種々 の 諸の 惡 趣、 地獄 (餓) 鬼畜 生、 生 

老病 死の 苦、 以て 漸く 悉く 滅せ しむ』 

この 經文 によれば、 諸々 の 悪い 世界、 地 

獄.饿 鬼. 畜生の 三惡 道に 趲 ちる こと を遁 

れ得 られ よう、 ありがた い こと だと 思 ふ 

のです。 はかない 命 は 惜しくありません 

が、 後生が 恐ろしい のです。 

三 1 〇 一 


〇 昔 在靈山 I 南 大師の 作 

と俾ふ 谒文「 昔 在  一 | 靈山 一名 -I 

法 華 T- 今 在 = 西方 一 名 - 阿 彌 

陀？ 裟婆 示現 觀世 音、 三世 

利益 同 一 體」 を 引いた。 こ 

の 句 〔誓願 寺〕 にも 見 ゆ。 

〇 終の 道— 死んだ 後 行く 世 

界。 


【四】 


〇 あらたなる —あら た か な 


〇 八聲の 鳥— 明 方の 鵜の 鳴 

聲。 一番 鵜 二番 鵜な ど 鳴い 

て 後、 幾度 も 鳴く の を いふ。 


〇 金^の 御 終 I 紺 紙に 金 文 

字で 書いた 御經。 

o 念 ひの 珠の— 念珠 (数珠) 

を 和らげて 魂の 紡 (命) に い 

ひかけ、 同意の 命に 綾け た。 


久 , 

IT- 、, り や. 、  & な  ほっけ いちぶつ い ** さい は-つ  A ろじ また しゃ 

在靈 山の。 御名 は 法 華 ー佛。 今 西方の 主 又。 娑婆 

示現し ひて 我等が 爲の， 觀世 音。 三世の 利益 同 

ヮ  けい 0-,、  ちか  ふ  * つ fx 

じく は。 かく 刑戮に 近き 身の。 誓 ひに いかで 浊 

もり ひさ  つ ひ  みち  くら  たの 

る ベ き や。 盛久 が悠の 道よ も H か ら じ賴 もし や 


【四】 


ヮキ 地上 歌に 後 S 座に くつろ 一 

せ、 


シテ盹 眠の 心に て 而を伏 


シテ 「あら 不思議 や ハと面 を 上げ、 少し 睡眠の 內に。 あ 

ら たなる 靈夢を 蒙り て 候 は いかに。 あら ありが 

y ふ ら .1 

たや 候。 

ヮキこ の 問に 名乘 座に 出で > 

すで  や こ ゑ とり な  ごさい ご  じせった いま 

ヮキ 『旣に 八 聲の鳥 鳴い て。 御 最期の 時節 唯今な 

り (と シテ へ， M き)。 はや はや, 出で 院 へと よ 

シテ 「待ち設け たる 事 なれば。 左に は 金泥の 御經 

みぎ  おも  た *t  を  いのち 

C と 經を兑 ヾ 右に は 念 ひの 珠の緖 の (と 數珠を 見 ヾ 『命 も 

今 を 限りなれば。 こ れ ぞ この 世 を 門出の 庭に。 

足よ わよ わと 立 ち出づ る 
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佛 は、 昔ば i 山で 說 法せられ た 時には 法 

華と 名 づけ、 今， 西方 淨 土の 敎 主として は 

阿 彌陀如 來と屮 し、 また この 世に 現れて 

は、 我等 衆生 を 救 ふ 為に 觀世音 と 申す が、 

過去 現在 未来の 三世 を 通じて、 御利益に 

は變 り， が ない と 仰せられて あるので すか 

ら" この やうな やがて 斬^に 處 せられる 

者 も、 佛の 御利益に 洩れ はしない のです。 

私の 死後 冥途の 道 も阁く はない ことと" 

鈸 もしく 思 ばれます」 

觀 ！！•：= 經を ^誦した 後、 土璲は 去り、 據久は 少し 假 

睡 した 想で、 

【0】- 

盛久 「これ は 不思^ だ、 く 眠った ii に、 

あらた かな 夢のお 吿を 受けた、 これ は不 

思議な こと だ」 

土  再び 盛久の 許に 來て、 

土 SS 「も ぱゃ明 方の^ が^いて、 御：^ 期の 

時と なりました。 早くお 出-てなさい」 

盛 久は豫 期して ゐた雍 であるから、 左 

手に は 金泥の 御經 を、 右手に は 數珠を 

持って >  わが 命 も 今 を 限りに 終る， こ 

れが この 世の 門出 丄 思って、 さすがに 

Gi~ どり も 進まぬな がらに 刑場 へ E£ 掛け 

るので ある。 


な! £ 

久 


と 静かに 立ちて 舆を さ、 せ >  ヮキ • 太刀 取 その後に 從 ひ、 

もののふ ザん |ご かこ  わか とり こ 5 

ヮキ 『武士 前後 を圍 みっつ： これ ぞ 別れの 鳥の 聲 

シーア 『鐘 も 聞うる 東雲に 

ヮキ 『牢 より 籠の 輿に 乘せ 

シテ 『由 比の 汀に 

ヮ キ 『急ぎけ り 

ゆめ ぢ  い  あけぼの  のち 

地 次第 『夢路 を出づ る 曙 や。 夢路 を出づ る 曙 や 後 

の 世の、 門出なる らん 

地 次第に 舞 事； を大 廻りして、 地 取に シ テは眞 中、 ヮキは 脇 座 

に 立ち、 輿 丁 は 切！ II ょリ 入る。 

【五】 

ゆ 5-  &ぎ は  つ  5 しき  さた  しき 

ヮキ 『さて 由 比の 汀に 着きし かば。 座敷 を 定め 敷 

皮 敷かせ。 早々 直らせ I ふべ し 

シテ 「盛久 や が て 座に 直り？ 下に ほ" リ。 淸 水の 方 は 

そなた ぞと。 西に 向 ひ て觀 音の。 御名 を稱へ て 

待ち けれ、 ま (と鸫 を 問く) 

ヮキグ レ 太刀 取、 太刀 を拔 きて. 


警 固の 武士 は その 前後 を 取圑ん で、 I 

—今 鳴く 鍩 の聲、 それ は 男女の 朝の 別 

れを 急がせる 鳥の 聲 ではない、 まこと 

この 世の 別れ を 促す 聲 で、 折 か ら明方 

の 空に 鐘の 聲の 聞え る 中 を II 牢屋 か 

ら籠輿 に乘 せて、 由 比が 濱 へと 急いで 

行った ので ある。 


盛久 「夜の 夢から 覺 めた 明 方が、 やがて あ 

の 世へ 赴く 旅立の 時 だ」 

やがて、 舞 暨 は 由 比！ ffiv.- なる。 


【五】 

さて、 由 比が 濱に 着いた ので、 土屋は 

刑場 を 定め、 敷 皮 を 敷かせて、 

土 屋「 さあ 早く 首の 座に お 坐 力なさい」 

盛久 はやが て 首の 座に 着き、 「清水 觀世 

音 は あちらの 方で ある」 と、 西に 向つ 

て、 觀 i:HH^ 薩の 御名 を稱 へて、 斷罪 

の 時 を 待つ e 


〇 別れの 鳥の 萆— 常に 男女 

の 朝の 別れ を 恨む 戀の詞 に 

用ゐ るが、 今 はこの 世の 離 

別 を 知らせる 聲 であると。 

〇 牢ょリ 籠の 輿に— 牢屋 か 

ら 引出して 籠 輿に 乘せ。 

0.S 比の 汀— 嫌 倉の 海濱、 

稻瀨川 滑 川の 間 を いふ" 


1 

^敷— 坐 席。 首 を 斬る 場 


〇 座に a リ— 首の 座に 着席 


 盛 

〇 太刀 取- 1 首を切る 役人。 

〇 稱念 I 稱 名念佛 e 


久 

ヮ キグレ 『太刀 取 後に ま はり つ つ (と シテの 後へ 行き リ0 稱 

念の 聲の 下よりも ハ 太刀 を 上げ、 太ル 振り 上 ぐれば 

ヮ  おん in やラ  ひ； 4 り ** な 二 ふさ 

「こ はいか に？ 太刀 を 投げ 拾 5。 御 經の光 眼に 塞が 

り (兩手 を 眼に 常て)。 取り 落した る 太刀 を 見れば。 一 一 

つ に^れ て 段々 となる C と 太刀 を s。 『こ は そ も她 

何なる 事 やらん 

と ヮキに 辭谈し >  して 切 ょリ 人る。 

もり ひさ  おも  ssf-  f  S.- ん 

シ テ 「盛 久も思 ひ の 外 なれ ば。 ただ 茫然と あきれ 

居たり 

ヮキ 『いやいや 何 を か 疑 ふべき。 こ の 程 讀誦の 御 

もん 

經の文  • 

シテ 『臨 刑％壽 終  ： 

ね び くわん のん 

ヮキ 『念 彼觀 音力 

シテ 『刀尋 

ヮキ 『^々壌の 


三 low  I  

太刀 取 は 盛久の 後に ま はって y 盛久が 

稱名 念佛 して ゐる ところ を、 太刀 を 振 

り 上げた が、 

茈 に 太刀 を 前に 拉 ゆ 捨て、 

太刀 取 「これ は 1 蹬 どうした^-て せう。 御 

經の 光が 眼 を 射て、 思 はず 取り 落した 太 

刀 を 見ます と、 二つに 折れて きれぐ に 

なって ゐ ます。 これ は 一 體 どうした 事で 

ございませう」 

•、J 土屋に 報告す る o 


盛久も 意外な ことなので、 た^-ぼん や 

りと して、 呆れて ゐた。 

土 「いや/ \ 何も 疑 ふこと はない、 先程 

讀 誦せられた 御經の 通りで …… 」 

盛久 『刑に 臨みて 篛 終らん と 欲せん に… 

…』 

土  M 『彼 の 觀音 の 力 を 念 せば. … ： 』 

盛久 『刀尋 いで …… 』 ■ 

土 厘 『段々 に壞れ なん』 —— と ある： i りで 

す」 


〇 末世— 佛 法の 行 はれな い 

衰 へた 世。 

0 この 由 聞し 召し— 賴 朝が 


〇 缣倉 殿— 嫌な の 將軍賴 朝 


【H い 


〇 不^— 讪斷 して 失败 する 


〇 なんぼう I いかほど。 非 

常に。 


盛久 「お、 御 經の文 は 全く あらた かなもの 

. て、 劍が 段々 に 折れて ゐる。 今 も 末世 澆 

季 ではなかった の だ。 あ、 ありがたい 御 

徑だ」 7 御 親 *- 拜す) 

や が て ^朝-公 はこの 事 をお i! き になつ 

て、 「すぐ 御前へ 參る やうに」 と、 度々 

お 使が 來た の， て、 盛久 はお 召に 隨っ て、 

鎌 倉 將軍賴 朝 公 の 御前に 參 つた。 


地 『經文 あらたに 曇りな き劎 段々 に 折れ にけ り 

Q テ 太刀 を 見)。 末せ に てまな かりけ り。 あら ありが 

おん. や-つ  よし きこ  め 

たの 御經ゃ S を 戴きて 懷 中し w。 やがて こ の 由 聞し 召 

し。 急ぎ 御前に 參れと の 御 使 度々 に 重なれば £ 

面へ 辭 儀し)。 召に 隨ひ 盛久 は。 鎌 倉 殿に 參 りけ り縑 

倉 殿に 參り けり 

と 後見 座に くつろぎて 【物 着： T ヮキ 下に 居る。 

【問】 狂言 土 屋の從 者、 着附縞 熨斗 H> 狂言 上下 • 腰 帶 ，扇* 小刀の 装束に て名乘 鹿に 出で、 

か，.： "そ め 

狂言 「さても く 奇特なる 事 かな。 唯今 盛久の 様體。 目 を 驚かした る 御 事に て 候。 假 初に 御 覽ぜら る 

めしう ど 

る 御 方 は。 太刀 取の 不覺の やうに 思し召し 候へ ども。 盛久は 大切の 囚人 故に。 人を擇 み。 唯今 S 御 

方に 太刀 取 を 仰せつ けらる る 間。 なかく 左様の 事に て はなく 候。 盛久は 日頃 觀世 昔の 御 信仰 あり。 

每日觀 音經を 御讀誦 なされ 候 間。 觀世 音の 御 計ら ひかと 存じ 候。 まづ この 由 を 申さう 0  9 キの 前に 出 

で 片膝つ きて) いかに 申し 候。 唯今 盛久の 有様。 なん ほう 奇特なる 事に て 候。 これ は 正しく 佛祌の 御 

計ら ひと.^ じ 候が。 何と 思し召し 唉. ぞ  . 

ヮキ 「ゆにく 盛 久の御 事。 なん ほう 奇特なる 事に て 候。 盛久 はこの 年月 淸 水の 觀世音 を 信じ 給 ひ。 

とりわけ この 程 御經懈 らす讀 誦し 給 ふに より。 かやう の 子細と^ じ 候。 又 盛久に 烏帽子 直垂を 召さ 

れ候 はば。 御前へ 御參り あれと 中し 候へ 

狂言 「畏 つて 候。 (名乘 座 に 立ち) さても くめで た き 事 かな。 急いで この 由盛久 へ 申さば やと 存 する。 


盛 


久 
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三 I 〇 六 


【六】 


〇 君 この 暁— 畏 I： 本に 據れ 

ば、 親 朝の 妻 政 子が 靈夢を 

見た ので ある。 


〇 不取 ；止^ I わ が 智 願が 成 

就し なければ 正覺 (佛果 ) を 

取らず との 意。 彌陀 四十 八 

願 毎攻の 終に この 語が あり 

千手經 にも 「若 諸 衆生 誦ーー 持 

大悲神 呪 T 堕 ー1  一一 I 惡道 1 者、 

我 * 不レ成 - 正 鬼 こ 

〇 過去 久遠の I 遙 かに 遠い 

昔から 衆生 を惠 み 給 ふ 觀音 

の 慈悲 をい ふ。 


！. 


(シテ の 方に 向き) いかに 盛久 へ. 5 'し 候。 ^^子 垂を 召され 唉 はば。 とうく 御， ：1 へ！：^" 候へ や 


【穴】 


とい ひ て 引く。 

シ テ 經と數 珠を 後見に 渡し 掛^ を脫 ぎ、 侍 itw 子 .掛^ 垂を 

谙け 小刀 を さして 常 座に 出づ。 


ヮキ 「 いかに 盛久 御前に て 候 (シテ 下に 於て 正面に 辭 儀：^ 

君 こ の曉 不思議なる 御齓 夢の 御吿 あり。 盛久も 

も  S め  み  おん こと 

若し 夢 や 見け るとの 御 事に て 候 

シ テ 「何 を か 隱し 申す ベ き。 今夜^. 思議 の B¥ を 

蒙りて 候 

ヮキ 「さらば その 靈夢 の やう を。 御前 に て 眞直 に 

申し上げられ 候 へ 

かしこま 

シテ 「£ズ つ て^ 

-1 しゅ しやう が,、  おん ち.^  いま もつ  はじ 

シ テク リ 『それ 不取 正覺の 御 誓 ひ。 今以て 始めなら 

、す (と 謠 ひなが ら SIM 中 に 行きて 下に 居リ〕 

地 『過去.^ 遠 の 大悲の 光い づ く不 到の 所な らん 

サシ 『然るに われ こ の 光陰 を賴み 


シ テ 


【穴】 

舞 S は wffl.sss" 盛-, 人 装 改めて w-ao 

土  M 「盛 久、 將 m の 御前. てす ぞ」 

盛久 S る。  • 

土屋 「わが 君に は今曉 不思^な あらた かな 

夢のお^ があった が、 もしゃ 盛 久もゅ を 

見ない かとの 仰せです」 

盛久 「何 を隱 しませう。 今夜 不思議な あら 

たかな 夢のお を 蒙り ました」 

土 U 「それで は- その あらた かな 夢のお 吿 

を、 君の 御前で、 すっかり 申し上げ なさ 

い」 

盛久 「臭り ました。 II 

1 體、 佛が 『^生 の 願^ S せ さす こと 

が出來 なければ、 .11 分 は K 覺を 得まい』 . 

と 仰せられた 御 誓約 は、 今に 始まった 率 

ではなく、 遙 かに 遠い 大^ か ら 、 大慈大 

悲の御 光の 到らぬ 隈^な い の -て あ り ま 

す。 — 


〇 初夜よ リ後 夜の 一 點— 晝 

夜 を 六 時に 分け、 午後へ 時 

顷を 初夜- 午前 四時 顷を後 

夜と す。 1 點は その 一時 を 

五 つ に 分けた 第 一 點。 

〇 蕭然— 靜 かに 寂し ぃ貌。 

〇 六 窓— 眼 耳鼻 舌 身 意の 六 

根を喩 へ た 語で、 これ を 明 

け 六つ (午前 六 時：； に いひ か 

けた。  ， 

〇 耿然— あきらかな 貌。 

〇 八 句— 八十。 

〇 香 染— 丁字 の 濃い 煎 じ 汁 

で 染めた、 薄紅に 黄 を帶び 

た 色 o 

〇 鳩の 杖 I 頭部に 鳩の 形 を 

刻んだ、 老人の 用ゐる 杖。 

〇 妙 間 I 妙 音の 誤り か。 

〇 洛陽— 京都。 支那の 都の 

名に^ へた ので ある。 


地 『日夜 朝暮 に懈ら ず。 か の 御經を 修讀せ し に。 

とり わきこ の 時節 戮に 近き 身 を 思って。 片時 

解る% もな く 

シテ 『初夜より 後 夜の。 一 點 まで 

地 『蕭 然として 坐したり しに 

(居 クセ ) 

地クセ 『六 窓 未だ 明けざる に。 耿然 たる 一 天虛明 

なる 內に思 はず も。 八甸 にたけ 給 ひぬ と 見えさ 

たも  らラ そウ  r.7 ぞめ  けさ  X  す- 0 しやう  じ. & ず 

せ耠ふ 老僧の。 香染の 袈裟 を 懸け 水晶の 數珠を 

つま  は-J  つ え  めう もん  ふ 

爪ぐ り。 鸠の 杖に すがり つ つ。 妙 聞た だしき 御 

こ ゑ  らく や- つ ひがし や きょ &づ 

^にて。 われ は 洛陽東 山の。 淸 水の あたりより 

なん ぢ ため  きた  だいじ だい ひ  せいぐ わん 

汝が 爲に來 りたり。 もと よ り 大慈大悲の 0 誓願 


など か 空し からん。 ただ。 一 音な り とても。 わ， 

ねん 

を 念 

シテ 『況 んゃ汝 年月 


ねん  じせつ  わう なん さい  のが 

を 念ずる 時節の 王 難の 災は遁 るべ し 


盛 


久 


さて、 私 は 一 寸の時 を も 惜しん. て，；：" 夜 朝 

暮の區 別な く、 絕 えす 觀 經を讀 誦し ま 

して， 殊に この頃 はやが て 斬罪に 處 せら 

れ るべき 身上で ある こと を 思って、 少し 

も 懈ら. す、 日の暮 から 夜の 明け方 ま. て、 

靜 かに 寂しく 坐って ゐ ました。 -I 


すると、 まだ 夜の 明けない うちに、 天の 

1 方が 明るくな つて、 怠 外に も 八十 を 超 

えたと 思 はれる 老佾 が、 香染の 袈裟 を懸 

け、 水晶の 數珠を 爪ぐ り、 鳩の 杖 をつ い 

て、 お現れに なって、 妙なる 御聲 で、 『自 

分 は 京都 東 山の 淸 水の 方から、 お前 を 救 

ふ 爲に來 たので ある。 もとより 大慈大悲 

の 御利益 にう そ 偽りの あらう 害 はない、 

た^ 1 聲 でも 自分 を 祈る 時には、 王 命に 

背いた 爲の 苦難 を も遁れ るので ある。 ま 

して、 お前 は 永い 年月、 心から^く^ 仰 

して、 その 信心 は 人に 勝れて ゐ たので あ 

る。 だから 安心 するがよい、 自分が お前 

の 命に 代って やらう』 と 仰し やって、 夢 

が覺 めました。 私 は 貴い ありがた いこと 

に 思 ひ、 この 上 もな く歡 ばし く 思った の 

です」 

三 一 〇 七 


盛 


O 發心 ー 佛 法に 依す る 心 


【七】 


〇 稀 は 千代 ぞと —「花 を 受 

けたる 块 かな」 まで 翁 謠。 

H- 代 ぞと閗 く を 菊に いひ か 

けた。 菊の；. g は 彭祖の 故事 

から 出た めでた ぃ洒。 


I 久 I   

地 『多年の 誠 を 柚んで て。 發心 人に 越えたり。 心 

安く 思 ふべ しわれ 汝が。 命に 代るべし と宣 ひて 

» め  すたよ  さ  もり ひさた つと  亡 も  くわん y 

夢 は 卽ち覺 め にけ り。 盛久 貴く， 思 ひて 歡 喜の 

こ , ろかぎ 

、い 限りなし 

【七】  く- -- . 

地。 ンギ 『賴朝 これ を 聞し 召し 。こ の 曉の徇 夢想 も。 

同じ 吿ぞと あらたなる 御 信感は 限りなし 

シテ 『その 時盛久 は。 夢 の覺 めた る 心地して。 感淚 

をと めかね 御前 を 罷り t ち け れ ば？ 立ちし をリな 

がら 常 座へ 行く  ：} 

も， り ひさ し 44  .  ぎよ れん  あ  め 

地 『いかに 盛久暫 しとて。 御簾 を 上げて 召さ るれ 

、は (シ テ 元の 座に 歸る) 

かた  もり ひさ  .， ， 

シテ 『せん 方 もな き 盛 久がハ 正 而 へ ，お 

いのち せん し- r  £i ん ^い  はる  いほ  おん ウ^ づき だ 

地 『命 は 千秋ず：： 歳の^ を 祝 ふそと。 御盃を 下さる 


=1 10 八 


し 


f  (ヮキ 立ちて シ テ に £ す) 


-に 


シ テ 『種 は 千 セぞと 菊の 酉 (と 酌 を 受け) 


【七】 


^朝 公 はこれ をお 聞きに なって、 この 

曉の御 夢想 もこれ と！： じで あると、 そ 

の あらた かなこと に ^く 感動 せられた 

そ の 時、 盛 久は夢 の 覺 めた 心地が し て 、 

暗涙に咽びながら 、御前 を 退出す ろ と • 

g 朝 公 は 「これ 盛久、 W く 待て」 と>  御 

簾 を 上げて お召しに なった。 


盛久は 致し方な く 立ち 歸 ろと、 「命が 千 

年茁 年 も あろ やうに 祝 ふぞ」 と 仰し や 

つて、 ぉ盃を 賜 はった ので， 


盛久 『千代に め. てたい 菊の 洒、 S ける 袂も 


久 


o 
九 


〇〇〇 
遊 北 小 
路 山 松 

I  I 殿 
遊 京 I 
山 都 平 


地 『花 を 受けた る。 袂 かな 

ヮキ 「い か に 盛久。 盛久 は， 家譜 代の 侍 武略の 達 

者。 殊に は亂舞 堪能の 由 聞し 召し 及ばれたり。 

ひ- u ふせ 二 まつ どの き』.！ や **  たけ がり  いう ろ  ケ しゅ えん  おい 

i 年 小 松 殿。 北山に て 茸 狩の 遊路の 御酒 宴に 於 

て。 主馬の 盛久 一 曲 一 奏の 事。 關 東まで も隱れ 

一】 i さら  よろこ  をり  ひと 

なし。 殊更 こ れは悅 びの 折 なれば、) ただ 一 さし 

との 御所 望な り 急いで 仕り 候へ 

シテ 「ありがたし ありがたし。 得が たき は 時。 去り 

がた  ？ めい  もり ひさ  じ せつ  お  こと よ 

難き は 貴 命な り。 盛久か かる 時節に 逢 ふ 事。 世 

以て 例 あるべからず。 『治まり 靡く 時 なれ や。 一 

てん  かい  うち  ひと  くに  ひ  も ふ  もろ こし 

天 四海の 內 の み か。 人の 國 まで 曰の 本の。 唐 +i 

が 原 もこ の 所？ 立 5 

f 男 舞〕 

引績き 次の 謠に 合せて 舞 ふ。 

しゅ えん な？ 1  は る  きょ. つ 

地？  i 酒宴 半ば の 春の 興。 酒宴 半 ばの 春の 興。 


花々 し』 

W 小謠を 謠 つ て盃を 受ける o 

土 M 「盛 久、 盛久は 平家 累代の 侍で、 武略 

に秀れ てゐる 上に、 殊に 舞が 大層 上手 だ 

と、 わが 君の 御 耳に 入って ゐ るの だ。 先 

年 小 松 重 盛 殿が 北山で 茸 狩の 遊び を せら 

れた 時の 御酒 盛に >  ポ馬 盛久が 一 曲を奏 

した 事 は、 關 東まで 評判に なって ゐ るの 

だ。 特に 今は悅 ばし い 時な の だから、 是 

非 一 さし 舞 ふやう にと 御所 望 遊ばす の 

だ。 すぐ 舞 はれる やうに」 

盛久 「ありがたう ございます。 諺に も 『再 

び 得難 いのは 時間で あり、 辭 返し 難いの 

は 長上の 命令. て ある』 と 申します。 私の 

やうに この やうな 仕 合に 逢 ふこと は、 世 

間に 例の ない ことで せう 。(では、 1 さし 

舞 ひませ う) —— 

『天下 泰平う ち 治まって" 日本ば かり か、 

唐土と いふ、 名のつ く 原 も、 わが 國の 

S 

-t いふ 意の 今樣 を謠 ひ、 

昌〕 

を 舞 ひ、 

盛久 「 1 ,1 

『春た けな はの 洒の 宴、 のどかな 日影 隈 


〇 譜代の 侍 —先祖 代々 仕へ 

て來た 武士。 

〇 亂舞— 當時 流行して ゐた 

俗 舞。 

重 盛。 

北郊の 山。 


〇 一 さし， 


〇 去リ 難き— 斷リ がた 


〇 治まり 靡く— 以下 「唐土 

が 原 もこの 所」 まで、 今樣。 

〇 人の 國— 外國。 支那。 

〇 唐土が 原！ 相 摸 國片瀨 川 

の 東の 原。 夫 木抄忠 ESS の 歌 

に 「名に し 負 はば 虎 や 臥す 

らん 東 野に ありと いふなる 

唐土が 原， 一 


も、 判、 
く 盛、 も'、 
C 久、 も * 

'£ は * り 》 
パ 大、 ひ、 
b 事、 さ、 
、 の * は * 
& 闪、 c 

、 人、 丹、 
： '；、 後、 
7. て、 1' ず 
- 攸、 成、 
, お、 ネ II、 
ノ に * 寺、 

I  ; に * 


〇 鶴が n— 鎌 A お雪の 下、 八 

幡ぉの 所. ；トぃ 地。 千秋の 鹤、 

岡 の 松と いひ かけた C 

〇 松の 菜の— 古今 第 序 r& 

の 葉の 散リ 失せず して まさ 

き のお 長く 傳 はリ」 を 引き 

長居に いひ かけた。 

〇^ リ屮 し— 喂乞。 

〇 ゆゆしき I 雄 々しき。 え 

らい もの だとい ふ 意。 


^ら ぬ 日影 のどかに て。^ を^ ふ^^の § がお 

の。 松の 葉の^り。 おせず してき 掀の かづら 

シテ 『長居 は 恐れ あり (と g 依) 

地 『長居 は 恐れ ありと^ り. i しお r と 立ち)。 ^ 

ひさ  こ. -ろ うち 

し d る 盛クカ 、もの 中ぞ ゆゆしき 心の中 ぞ灸ゅ 

しき 

と 常 座に て §5 拍子 を跻 む。 


もな く、 君の 榮ぇを 8 いで、. その 名 も 

千^の^ ヵ岡 >  岡に 榮ぇる 松 の^も、 

長く 繁 つて 散り はせ ぬ』 

S 祝言の * を ひ、 

S 久 「餘り 長 居 をして は 恐れ入 ります か 

ら」 

とお 暇 乞 をして- 沿 W した 盛ク、 の心逍 

ひ はさす が 大した ものである。 


〔考 異〕 

諸 流 (W 流) 

n】 S ヮキ 一-これ^ の^ ^5:^4、 の J^opf  ;/ て： 4 ^ハ^^お： .、ょ。  r^\>r  

いい。：^ ,pp、\、。 いか、；；. こ y，， リ さても、 ョ；" 久は 丹 後の m 成ム： ^に 忍んで 御 m 攸 を、」 ^0fr 

い^： し W. 今 へ 御^ 仕り 候。 剛喜 モ略齊 -I 同ジ )o シーア 「いか こ  ； 

命 も 今 を 限^^ S (下 翳ナ シ) これ ぞ 


シテ 「待ち^け たる 亊 なれば 左に は^おつ 御 IjT 

フ 「それ 不取正 (乾ナ シン 


の .：：•  3 つ- 

古謠本 (光悅 本) 

卩〕、 ^v、  /二〕 (光い やま ま お。 s^^fo  ^ぶ^ 

ffn^f??? もってさ ジお い。 SAi^^""^-i。  ff^-f^ 

詠し せとの 御 事に て攸 W お. H しな、；； ゾ l-、ll,v ひゾ c-l.、n  、 

*  „  ノ  ——  、 、、ザ、 I、 "つ、 、/力 f 让. o を 盛 久に申 はやと 存候) シ チサ- ン rt お 中に 逍 あつ 

さらさし よりへ たもく.， つ， p ン さ，、.； r  ノ  >  -  ，-  ,   I    ：  -  ；  31 1 き 1" ノ.^ 广タ T-  二，； B を 

^^.^1  ,  ，  ？ ん S 下 S 山 If  (光 さして 候 へばぁざが^ ^ざぎ？？，；： の 


御 事に て 候 (光 御いた はしな から 御 最後の。 御用 意 あら ふす るに て 候) シテ 「(光 委細 承 候) 唯今 も獨 言に 申しし 如く かくてながら へ (光ナ 

シ) 諸人に 面 を さらさん-,.. (光 も くちおしく 候へ は〕 あつ ばれ .：，： さて は，^ T (光ナ シ ：} 叶 ひて 候よ (光ナ シ) …… シテ 「いや 御 最期 は (光 

ナ シ〕 こ の嘵か ：：： シテ 「さて は 暫くの 時刻に て 候.^ (光ナ シ〕 さても この 程 (光ナ シ〕 、：… 愚かな リ (光 命な から へ 候 はむ に は。 なと かこの 

御 恩 を 報せ さらん〕 又 亡 からん 跡 (光むな しくなる なら は) 一遍の …； 御 芳志 たるべし (光 又) ；… 毎日 かの 御經を (光 彼 御經を 毎 曰 毎夜)… 

…さりながら 今日は …… 御 暇 を 賜 はり 候 へ (光 殊更 今 は 最後に て 候 へ は〕 か の 御經を …… ヮキ 「それ こそ ：••： 土 屋 (光 中々 の 事 御 心しつ か 

に 御讀誦 候へ。 某) もこれ にて 鵜 聞 申さう ずるに て 候 (光 候 へ し) 【三〕 -ンテ 「げ によく 御 鵜閗候 もの. かな (光 ナシ〕 …… シチ 「げ に賴 もし 

や … … こ の，. ^(光 經) を 誦す る … … 地上 歌 「昔 在 霊山 の (光く〕 【四】 シ テ 「あ ら^-思議 や， (光 有難 や 候) 少 し …… あらた なる (光 に) 靈夢を 

,蒙 りて 候 はいかに (光 荒 有難の 御 事 や) ヮキ 「旣に 八萆の …… ，STST ^せ^ 俟 7^  (光い そいて 出させ 給 ふへ し) …… ヮキ 「武士 前後 を 

…… これ.^ (光 も) 別れの …… 【五〕 ヮキ 「いやいや …； 御 經の文 (光 シテ 「或 遭 王 難 苦) …… 地 「餒文 あらたに …… 鎌 倉 殿に 參リ けリ (光 

Z 一 「いかに 誰か 有。 盛 久の御 事餘に 奇特なる 御 事に て 候 程に。 急烏帻 子直垂 にて。 御前へ 御參リ あれとの 御 事に て 有 そ。 其 由 を a- 候へ) 

【六】 ヮキ 「いかに 盛久 (光 御參候 へ ) 御前 に て 候 (元 シ テ「 畏て 候。 ヮ キ「 い か に 申 候 仰く たさる、 事の 候) 君 (光 ナシ) この 嘵 …… 御 (光 ナ シ ) 吿 

あ リ (光 もし 盛久 も)  ンテ r 何 を か隱し 申す ベ き (光さん 候) 今夜 不思議の (光 御) 靈夢 …； ヮキ 「(光 あらきと くや 候) さらば 

その 靈夢 (光 やかて 御 夢想) の …… 眞 直に 申し上げられ (光 御物 語〕 候 へ …… シテ クリ 「それ 不琅 正覺， 地 rss 返 の .「：： 不 到の 所な らん 

(光 ナシ) . ： … 地 「日夜 朝 基 . … ： 御 經を劇 (光 誦) 讀 せし に ：… 地クセ 「六 窓 未だ ： ：： 王 難の 災は 遁纠 (す) ベ し 


久 


f! ふ 


妃 


- , さ  ひ 

楊貴妃 觀 (寶 春剛 喜) 


角  0 

【能 柄】 三番 目 一段 劇 能 

【人物】 ヮキ 方士、 狂言 所の 者、 シテ 楊貴妃 

【所】 常世 國 蓬萊宮 

【時】 唐. M 宗 (八月) 

【作者】 能 本 作者 註文 >  二百 十番讅 目錄 ともに 金春禪 竹の 作 (作者 註 

文に は 「作者 有說」 と 註す) とす。 親 長 卿 記に 長 享ニ年 二月 二十 三日 

演能 のこと >  言經鄉 記に 文 祿四年 三月 二十 六日 註釋 のこと を 記す。 

【梗 槪】 唐の 玄宗 皇帝 は 寵姬揚 貴妃を 馬蒐が 原で 殺された の "て、 0< 

歎いて、 方士に 貴妃の 魂魄の ありか を 尋ねさせた。 方士は 天上 地下 

を 尋ね 歩いた 後、 常世の 國薩宮 に 渡って、 太眞 殿に 貴 妃のゐ る こ 

と を閗き 知った。 早速 勅使と して 來た旨 を 申し入れ ると、 貴 妃は美 

しい 姿に 寂し さを帶 び、 玉の 簾 を 上げて、 方 土に 會 つた。 方 士が貴 

妃に 逢つ た證に 形見の 品 を 戴きた いとい ふと- 貴妃は 頭に 揷し て ゐ 

た 玉の 釵を與 へたが、 方士 は、 これ は 世に 類の ある 品 だから、 帝と 


三 二  w 

て 方 士が歸 らうと すると 孑 5 ぞ 。ま 
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理枝 T 天長地久 有レ 時盡、 此恨 綿綿 無- 絕期ぺ 

I 和漢の 傳 說が謠 曲に よって 一般に 流布す る ことと なった のよ、 その 喫 杉が お 隹£毫 こり 2  , 

5  4^w/  c  ( フグ P き r ゾス カ秀れ てるる 力ら て ある。 とこ マ リ- て、 も.， すビニ  は - p  J,  I 

惠 な構想|ら せば、 I として 謹な 形 をと I  、 が、 1^1 u  r 篇 S 曲に 脚色す る 場合、 作者の 創作力に 任せ て、 

カ无 をと り^、 力 先進 文藝を 尊霄し 過ぎる と、 その 原形 こ 促 ま，.， 一」、 I  S  , 

こと カ少 くない。 現に 平家物語 を 題材と して 劇能 に 脚色した 曲 こま、 こ I こ 1 つ こも 1^  r  .教 曲と しての 形式 を 害 ふ 

極めて 秀れた 名文 I 材 とした 場合 こ..、 殊， Tt^lT" ヒ： 1 つたの カー 一一 一一 あるの て ある。 本 曲の 如き I な 豪， 

in  n  i にい g^tH^orf シテ 


【I 】 


〇 わが まだ 知らぬ， I© 氏；^ 

^夕 釵卷の 歌 「古 も かく や 

は 人の まど ひけむ わが まだ 

知らぬ 東雲の 道」 を Id り、 

東雲の 道 を 仙界の 道の 意に 

と リ 做した C 

〇 玄宗 皇帝 I 唐 第 六 代の 天 

子。 楊 貴 如を寵 して 國政を 

忘れ、 安祿 山に 國を璲 はれ 

た 

〇 方士， I 仙術 を 行 ふ 者、 道 

士。 長 恨 歌の 註に 「重 士姓 

揚名 通幽」 

〇 色 を 重んじ— 女色 を 好み 


【I】 

後見、 宫 9 作物に 引 廻 を かけて 大小 前に 出す。 

次第の 镟子 にて、 ヮキ 方士、 着附 厚板. 側 次 .白 大口  • 腰 帶. 扇 

の裝 束に て 出で、 名乘 座に 立ち 大小 前の 方に 向き、 

ヮ キ秦 『わ が ま だ 抓らぬ^ II の。 わ が ま だ 知ら ぬ 

東雲の。 道 を いづく と 尋ねん 

地 取に 正面に 向き、 

_!  もろ こし ；&ん そうく わうて い  つか  i  ： 

ヮキ 「これ は 唐土 玄宗 皇帝に 仕 へ 申す 尔 4- に て 

U-CO  きふ まつり ごふた タ 

r さても わが 君 政 正しく まします お に。 お を 

おも  えん もつ. *  --  0 

重ん じ艷を 專，； り とし^ ふに より。 の き 


楊 贵 如 


【二 

雜袞 は 初め 支那で、 ヮ キ方士 登場。 

方士 「自分 の まだ 見た こと のない 仙界へ、 

どこ だか 道 を 尋ねて 行かう」 

w 次第に 旅の 目的み-述べ、 

方士 「私 は 支那の W 宗 皇帝に お 仕 へして ゐ 

る 方 土です。 さて わが 君に は、 御 立派な 

政治 を 行 はせられ るの-て あるが、 また 一 

面 4 し.. -女 力お 好きな ので， 天下無^ の 

美人 を わがものと 遊ばした のです。 その 

ミ  一 一 ^  „  1 ■ 


极對妃 


〇 构家 2 女— 抝玄琰 の 女。 

〇 5! 贵妃— 极は 姓、 字 は 太 

はせ 名。 安^山の 

奴に 馬 ST か 原で 殺された。 

年 一-一十 八。 

〇 0^ が 原— 斑 5 都 安の 

西、 ^西 省 興平踩 にあ リ、 

玄^が 安祿 山の 奴に 遭って 

遁れ、 ^如が^ 士に 殺され 

た 所" 

〇 魂魄 —淮南 子の 註に 「魄 

人 陰 神、 魂 人 陽 神」 

〇 上^^ 下黃 泉— 羿袼は 天 

上、 荧泉は 地下。 

〇 蓬 萊宮— 仙鄕と 想像 せ 、り 

れた 所。 山海 經に 「蓬萊 山 

在 I 一 海中 T 上 有 I 一 仙人 之宫象 T 

酱以二 金玉 一 爲レ 之、 鳥 獸盡白 

望レ 之如レ 雲、 在-一 渤海豳 

〇 尋ね 行く 幻 もがな つ て. に 

て も— 源氏物^^お 卷の歌 

下句 は 「魂の あ リかを そこ 

と 知るべく」 T 幻」 は 方士、 

「つて」 は 他人の 便リ。 SS 歌 

は 長 恨 歌に 據 つて 詠んだ も 

ので あるの を 逆に 引いた。 

〇 波路 を I そ こ とし も 無く 

とい ひかけ た。 

〇 ほのかに— 舟 3 帆と いひ 

かけた e 

〇 なの 假^の 枕 ゆ ふ I 革 を 

轱ん で：^ とする^ T 枕の 緣 

語 床 を 常世 にい ひかけ た。 

〇 常世の 國— 永久 變らな い 

國。 仙界。 


人 を 得 給 ふ。 楊 家の 女た るに よって その 名 を 楊 

貴 妃と號 す。 然れ ども さる 子細 あつ て。 馬 鬼が 

原に て 失 ひ 中して 候。 餘 りに 帝歡 かせ 給 ひ。 急 

ぎ 魂魄 の 在所 を 尋ね て 參れ との {H 一  匕：： に 任せ。 上 

碧 落下 黄泉まで 尋ね 申せ ども。 见 に 魂魄の 在家 

を 知らず 候ビ こに 未だ 蓬 萊宮に 至らず 候^に. 

こ の 度 蓬萊宮 にと 急ぎ 候 

ヮ 5 行 『尋ね 行く。 幻 もがな つて にても。 幻 もが 

なって にて も。 魂の ありか は そこと しも-波^ 

わ  ゆ  ふね  &  し 森 * や 念  く P 

を 分けて 行く 舟の ほのかに 兑 えし 島山の。 草の 

假寢の 枕 ゆ ふ。 常世の 國に萧 きに けり 常世の 國 

に 着きに けり 

「箪 の假. M の 枕 ゆ ふ」 と 右の 方に 向きて ニー 二 足 出で またもと 

へ 歸 リ 常世 の國 に^きた る 心。 ^行 濟 みて 正面に s き > 

いそ  ほど  ほう らい ihc  つ  4 ころ 

ヮキ- 急ぎ 候 程に。 蓬 萊宮に 着きて 候) この 所に て 

委しく 尋ねば やと 存じ 候 


一一 I 一 一  六  — 

女 は 楊と いふ 家の 娘な ので， そのお 勺お 

投 妃と. S. します。 ところが、 あろ^^ が 

あって、 こ れを馬 ffil が K で 殺し てし まつ 

たのです。 その わが^ は 非 赏 にお 漱 

きになって、 ¥ くその 魂视の ありか を 探 

して 來 いと 仰せつ けられた ので、 上 は 天 

上界から 下 は 地下 ま， て、 殘ら" す 尋ね 歩い 

たのです が、 魂魄の ありかが 全く 分り ま 

せん。 たに まだ iis へ は^しに 行かな 

いの V、 今度 i 宮 へ 急 い で 出か けろ の 

てす」 

人に 自己 新 介 をして、 形 件の 概略 * 述べ、 

方士 「歌に 『尋ねて 行って くれる 方 士がぁ 

ると よいの だが" せめて 人の 便りに でも、 

戀 しい 人の 魂が どこに あるか 知りた いも 

の だ』 と 詠まれた 通りに、 際に 魂视の 

ありか を^ね る爲 に、 どこと 限り も 知れ 

な い 海 を 渡 つ て 、辛い 船路 の 旅 や-^ ね て 

ゐる うちに、 向 ふの 方に かすかに 山が 

兌え て、 やが 一し 常世 國に IS いた」 

ミ いって ゐる ゆに、 =： 的 地に *? いた 想で、 麯！ » は 

CS 世 W 迷 菜ね. S なる。 

方士 「旅 を 急 いだの -て , . もはや に 藩 

いた。 こ の 所. て 委しく 樣子 を^ね ませう」 

ミ いって、 狂 宫 所の 者 かに »s 妃の ありか を I* ね 


〇 盤 々—まわ リ 廻る 貌。 

〇邊 際 I はてし e 限り。 

OM 々—高く 大き ぃ貌。 


橋懸？ 方に 向き > 

ヮキ 「所の 人の 渡り 候 か 

狂 言 所の 者、 着附 K 熨斗 n> 長上 下 • 腰帶 .扇. 小刀の 装束に 

て橋懸 一 の 松に 立ち > 

狂言 「所の 者と 御 尋ね. は。 いか やうなる 御用に て候ぞ 

ヮ キ 「この 所に 於て 楊 貴妃と 申す 御 方 は 御座な く 候 か 

狂言 「さん 候 この 邊に 左様の 御 方 は 御座な く 候が。 こ  >  に玉妃 

あけ..、 れ  こ 

と 巾す 御 方の 御座 候が。 明暮 漢朝 戀 しゃ 來し方 ゆかし やと 御 

S 'し 候が。 こ 力 御 方に てな く險か 

ヮ キ 「さあら ば 玉妃と 0< らん を敎 へ て |？ ばり 奐 > 

狂言 「さん 候 あれに 見えた る 森の 內に。 太眞 殿と 打った る 額の 

候。 その内 を 御 尋ね 候へ 

ヮ キ 「懇 に御敎 へ 祝 着 申して 候。 さあら ば 立ち 越え 心靜 かに 尋 

ねう する ： て 廣 

狂言 「御用の 事 候 はば 重ねて 仰せ 候 へ 

ヮ キ 「賴み 候べ し 

狂言 「心得 申して 侯 

とい ひて 狂言 は 引く。 ヮキ 舞臺の SIM 中に 出で、 

ヮキ 『あり し敎 へに 隨っ て 蓬萊宮 に來て 見れば" 

くう でん ^ん く  さら  へん さい  しゃう ごん ぎ , 

宮殿 盤 々とし て 更に 邊際 もな く。 莊嚴巍 々とし 


楊. 貴 妃 


方士 「今の 敎 へ に隨っ て 蓬 莢 宮に來 て 見る 

と、 宮殿 はま わり 廻って、 まるで はてし 

もな い 程廣 く、 御殿 は 堂 々 と 飾り 立 て ら 

一一！ 1 一七 


揚貴妃 


三 


ノ 


〇 七齊— 無 I： 壽經 によれば 

金 • 级ふ璃 .珊 糊 • 號珀 *砘 

〇 漢宮萬 里の 粧ひ— 支那 宫 

殿の 極めて is 大な こと。 

〇 長生 驪山 I 畏生 殿、 驪山 

宫。 驪山 宵 は 麼太宗 が 長 山 

の西驢 山に 逑 てた 離宮で、 

初め 溫泉宮 とい ひ、 玄宗の 

昨 華 淸宮と 改めた。 長生 殿 

は その 宮殿の  一 G 

〇 太 K 殿 —太 K は 楊 貴妃の 

字 名。 陳鴻の 長 恨 歌俾に 「柬 

極 二 大海 一 跨 n 蓬壺 T 見 二 最高 

仙 山 T 多 n 樓^ T 西 廂下有 一 一 洞 

戸 T 東向闔 I 一 其 門 T 署曰 二 玉 S 

太眞 f 一」 

【二】 


〇湍 るる 釵 なる— 古今 集 伊 

勢の 歌に 「逄 ひに あ ひて 物 

思 ふ顷の わが 袖に 宿る 月 さ 

へ fi る 、額なる 1 


〇 王妃— 玉の 如く 美しい 妃 

投^ 妃を 指す。 


て さながら 七寶を ちりばめたり。 漢 i 呂萬 里の 粧 

* ゥ やうせ い り さん  あり さま  さら  a ォ 

ひ。 長生 驪 山の 有樣 も。 こ れには 更に なぞら ふ 

うつく  ところ  * 二 i  し 

ベ からず。 あら 美し の 所 やな。 ハ 作物に 向 さ 「又敎 へ 

： と /v つ ちう  A  たいしん でん  ゲ、 う 

の 如く 宮中 を 見れば。 太眞 殿と 額の 打 たれた る 

i  二ろ  は い, 、わい  こと  よし  -3 か ダ 

宮 あり。 まづ こ の 所に 徘徊し。 事の. H を もま は 

ば やと 存じ 候 

と い ひて 脇 座 へ 行き 下に 居る。 

【二】 

シ テ楊 貴妃、 面 若 女 ，H< 冠 *^*锭帶， 襟 着 附摺箔 • 唐綠 ま 

折 *緋 大口， 腰 帶. 扇の 装束に て 作物 の 中に^ 儿 にか、 リ居 

リ、 作物の 引 廻 かけ たるま、 にて、 

む^し  h 'さん  はる  その  なが  はな  いろ 

シテ 『昔 は驪 山の 春の 園に。 ともに 眺めし 花の 色。 

うつ  か は  なら  い **  ほつ らい  あ ほら 

移れば 變る習 ひ と て。 今 は 蓬莱の 秋の 洞に。 ひ 

とり 眺む る 月影 も。 濡る る顏 な る 狭 かな。 あら 

戀 しの 古 やな 

ヮ キ 立ちて 作物に 向 ひ、 

たう  てん し  ちょく つか ひ はう じ 

ヮキ 『唐の 天子の 勅の 使。 方士 これまで 參 りたり。 

玉 妃は內 に まします か 


れ て >  宛 もす ベ て が 七 M でち りば めた や 

うだ。 支那の 宫 殿の 宏壯の 規模、 かの 長 

生 殿 ゃ驩山 宫 も、 これと 竝 ベて は >  比べ 

ものに ない。 ^に荧 しい 所 だ。 に 近づ 

いて) 又 かう して 先程 敎 へ て くれた 通りに 

宮殿へ 入って 見る と、 太筠 殿と いふ 額の 

か \ つた 宮殿が ある。 とにかく、 この 所 

にう ろつ いて、 樣子を 探り ませう」 

.= W 座 に：. 仃っ て^子 を 見て ゐ -0O 


【二】 


鋒羅 の 作 W 太- ISK の 中 i 


, IB 貴 圮がゐ て、 


贵妃 「昔 はかの 驟山宮 で、 玄 宗皋： 帝と 御 一 

緒に 美しい 春の 花 を 眺め 暮らして ゐ たも 

のが、 今 は 『移り 變る のが 世上の 習 ひ』 と 

いふ 諺の 通り、 この 1 宮で ひとり 淋し 

く 秋の 月 を 眺めて ゐ ると， 思 はず 淚に袂 

が 濡れて、 月影まで が 一緒に 泣いて くれ 

る やう だ。 あ k 昔が 戀 しい」 

-、 J_s 言 を いって ゐ -co 方士 はこれ *ra いて 太 殿 

の へ 進み出て、 

方士 「唐の 天子の 勅使と して、 方士の 私が 

こ、 まで 參 りました。 ^；妃 はこの 御殿の 

内に お出でになり ませう か」 


」 


〇 九 華の 帳— 花模樣 を剌絨 

した 垂布を 幾 枚 も 重ねて 垂 

れた 戸張。 寢 室に 用ゐ る。 


〇 雲の 鬢づら I 雲の やうに 

髮の 房々 とした 美し ぃ鬢。 


〇 梨花 1 抆— 美人の 愁 はし 

げな姿 を喩 へ た 語。 

〇 太 液の 芙蓉— 太 液 は漢武 

帝の 造った 大池。 芙鋅は 蓮 

の 

〇 未央— 漢高 帝の 建てた 宮 

〇 六 宵 I 奥御殿の 總稱。 周 

體に 「天子 后 立 二 六 宫ー」 鄭 

注に 「皇后 正寢 一 、 燕寢 五、 

是爲 "I 六宫 r 也、 夫人 以下 分 

居焉」 

【三】 

〇 後宮 —后妃の 住み 給 ふ 所 

こ では 揚贵蛇 を さす。 


シテ 『な に 唐 帝の 使と は。 何し にこ こ に 来れる ぞ 

と。 九 華の 帳 をお し 除け て。 玉の 簾 を かかげ つ 

つ (引 廻 を 下す〕 

た  い  たも おんす が. u 

ヮ キ 『立ち 出で 給 ふ 御 姿？ シ テ に辭 儀) 

シーア 『雲の 鬢づら 

ヮキ 『花の 顏 ばせ 


^ 『寂寞た る 御 眼の 內に。 瘐 を 浮かめ させ 給へ 

ば 

地上 si 木 花 一 枝。 雨を帶 びた るぎ ひ の。 雨 を帶び _ 

たる 粧 ひの。 t 液の。 芙蓉の^ 未央の 柳の 綠も 

これに はいかで 優る ベ き。 げ にや 六 宮の粉 黛の 

顏色 のな きも、 理ゃ顏 色の なき も理ゃ 

S 

ヮキ 「いか に 申し上げ 候。 さ て も 後宮 世に まし ま 

1J き  み さ^つり -ご と お - た **  いは 

しし 時 だに も。 朝政 は 怠り 耠 ひぬ。 況ん やかく 

おん - 


ならせ 給 ひて 後。 ただ ひ た すらの 御 歎きに。 今 


贵妃 「何と い ふ、 唐 帝の 勅使と いふの か、 

どうして こ >- へ 來た のか」 

と、 幾 枚 も m; ねた、 花讓 の刺繡 をし 

た 戸張 をお しのけ、 玉で 飾った 簾 を 上 

へ 引き あげて、 お出 ましに なった その 

お 姿。 

鬢は 雲の やうに 美しい。 

顏は 花の やうに 美し， い。 

そして 港し さうな お 眼に、 涙 を 浮かべ 

てい らっしゃる 御樣 子。 

たと へば， 梨の 花が 雨に 濡れた やうな 

風情-て、 そのお 顔の 美し さに 比べて は、 

かの 太 液 池の 蓮の 花の 紅 も、 そのお 眉 

の 美し さに 比べて は、 未 央宮の 柳の 綠 

も、 これに はとても 及ばな いので ある。 

唐の 御所の 奥御殿 に 數多 居ら れ る 后妃 

夫人、 その美し く 化粧した お 姿 も、 こ 

れと； 眉を竝 ベら れな いのは 尤もな こと 

である。 

【三】 

方士 「申し上げます。 あなた 樣が 人の 世に 

お いでに なった 時で さへ、 わが 君に は 御 

政治 をお なまけに なった ので ご ざ い ま 

す。 まして、 あなた 樣の おかくれ になつ 

た 後 は、 明けても 暮れても、 た^お 歎き 


楊 貴 妃 


一： 一 


九 


楊 貴 妃 


〇訪 ふ につら さ の まさ リ 

苹 I 始 古今 集 藤 原お 雅の歌 

- 吹く 風 もと ふ に つら さの 

まさる かな 慰めかぬ る 秋の 

山里」 を惜リ た。 まさり^- 

は 菊の 異名。 

〇 かれ がれ— 離れ/ \。 絕 

えく。 草の 枯れと いひ か 

けた a 

〇 舊 里— 故鄕" この 世。 

〇 魂 を 消す— 悲しみの 甚し 

いこと C 

【四】 


は 御 命も危 く  i えさせ 給 ひて 蟛。 然れ ば宣 旨 に 

任せ これまで 尋ね 參り。 御 姿 を 見 奉る 事。 『た だ 

きみ  おんこ * ろざし もさ  sat  おも 

これ 君の 御 士^ 淺 から ざり し 故と 思 へば。 いよ 

い よ 御 一 s はしう こ そ 候 へ (と^ 侥) 

シテ 「げ にげに 汝が 申す 如く。 今 はか ひなき 身の 

露の。 あるに も あらぬ 魂の ありか を。 これ ま で 

尋ねぎ ふ 事。 御 情に は 似 たれ ども。 『訪 ふに つら 

さの まさり 草。 かれが れ ならば なかなか の。 便 

りの 風 は 恨めし や。 又 今更 の 戀慕 の 淚" 舊里 を 

おら  た i しひ け 

田^ ふ, を〜 す (としをる) 

【四】 

ヮキ 『さ て しも あるべき 事なら ねば。 急ぎ 歸 りて 

圔 


聞 せん。 「さりながら 御 形見の 物 をた び 給 へ 

シ テ 後見より 天 冠の 立 物 を 受取りて 左手に 持ち、 

シ テ 「これ こ そ あり し 形見よ と て (立 物 を 5。 玉の 釵 

取り出で て。 『方 士に與 へ たびければ？ 立 物 を さし 


一一 一 1 二 〇  

になる ばかりで、 今 はお 命も危 いやう に 

拜 せられる ので ございます。 それで、 わ 

が 君の 仰せ を 蒙って、 こ、 までお 専 ねし 

て參 り、 お 姿を拜 します につけても、 こ 

れも 全く わが 君の 御. M 愛 の^い ほ. だと 思 

ひます と、 愈.、 ぉ疝 はしう 存 せられる の 

でございます」 

ft 妃 「なる 程、 そなたの いふ： 迎り、 今 は 人 

の 世から 亡くなった、 はかない 露の やう 

な、 见る影 もない この 魂魄の ありか を、 

こ、 までお^ ね 救く の は、 いかにもお 情 

^い. やうで は あるが、 お訪ね 截 くにつ け 

て、 つら さ 悲し さが 枬す ばかりで、 ほん 

の絕 えぐに お訪ね： M く ほどなら ば、 却 

つ て さう したお 便り を 恨めしく 思 ふので 

す。 今更 戀蘇 の 泯に堪 へられず、 この t 

の 事 を 思 ふと、 資に 悲しくて、 氣も失 ひ 

さう です I-  • 

【s】 

この やうな ssiw に S- が. 過 52去っ た 心で、 

方士 「かう ばかり もして 居られ ません か 

ら、 急いで 阔に歸 つて 奏上 致し ませう" 

それにつ いて、 ぉ形兑 の 品 を 戴きた ぅノ J 

ざいます」 

貴お 「これが 昔の 形見です」 

といって、 玉の 釵 を-取り出して、 方士 


楊 

せ. 

如 


〇 しるし I 證 據-. 


〇 初秋の 七日— 七月 七日の 

夜、 牵牛 • 織女の 二 星が 一 

年に 一 夜相逄 ふの をい ふ ひ 


〇 比翼の鳥— 爾雅に 「南方 

有 一一 比翼 鳥 1 焉、 不レ 比不レ 飛、 

其 名 謂 ニ之鳒 HI 一と あるが、 

特種の 鳥 を 指して いったの 

ではない。 

〇 洩れ 初む る— 私語の 洩れ 

る を 涙の 洩れる にい ひかけ 

た C 

〇 流轉 生死— 迷 苦の 世界に 

生まれ 變リ 死に 變る こと。 


出す し 

ヮキ 進みて 立 物 を受驭 リ、 二三 足下 リ 下に 居て、 

ヮキ 「いや とよ これ は 世の中に。 たぐ ひ あるべき 

もの  しん  たら  おん ふ  きみ 

物 なれば 0 い か で か 信じ 給 ふべき。 御身と 君と 

ひと し  ちぎ  4 一  *-*  こと  よ 

人知れず。 契り 袷 ひし 言の葉 あらば。 『それ をし 

るし に 申す ベ し C と 辭儀) 

シテ 「げ にげに これ も理 なり。 思 ひ ぞ出づ る われ 

もまた 。『その 初秋 の 七日の 夜。 二 星に 誓 ひし 言 

の 葉に も 

地 『天に 在らば 願 はく は" 比翼の鳥 となら ん。 地 

に 在 ら ば 願 はく は 連理の 枝と ならん と 誓 ひし 

ひそ  つ た  r-  * め - ご i  い 念 も 

こ と を。 密かに 傳 へ よ や。 私語な れ ど も 今 洩れ 

初む る淚 かな (としをろ) 

地上 歌 『され ども 世の中の。 され ども 世の中の。 流 

轉 生死の 習 ひとて。 その 身 は 馬嵬に 留まり 魂 は。 

仙宮に 至り つ っハ 作物 を 出 3。 比翼 も 友 を 戀ひ獨 り 


に與 へ られ ると、 

方士 「いえく、 これ は 世間に 類の ある や 

うなお 品， て ございま すから、 これ * て はわ 

が 君の 御 信用 遊ばす 害が ございません。 

あなた 樣 とわが 君と、 人知れずお 話し合 

ひに なり ましたお 言葉が ござ い ま し た 

ら、 それ を 證據に 致し ませう」 

贵妃 「なる 程、 これ も 尤もな こと * てす。 思 

ひ 出せば、 七月 七日の 夜 >  紊牛 • 織女の 

1 1 星が 相 逢 ふ に つけて T 天へ 上つ たなら 

ば、 どうか い つ も 翼 をなら ベ て 離れな い 

鳥と ならう。 又もし 地に ゐて 木と なった 

ならば、 どうかい つ も 枝 を竝べ て 離れな 

いで ゐ よう』 とお 約束した のです。 これ 

を 密かに わが 君へ ぉ傳 へなさい。 これ は 

人に 知ら さ な い 睦言 だけ れど 、 今 初め て 

いふので す。 あ、 思へば、 昔が 戀 しい。 

あの 時， この やうに 堅い ぉ約來 をした も 

のの、 浮世 は 生死の 極まりの ない 無常な 

もので、 私 は 死骸 は 馬嵬が 原に 留まつ て、 

魂 はこの 仙 宮へ來 てし まった のです。 そ 

して 比翼の鳥の 一 である 私 は、 友 を戀ひ 

慕って. 淋しく 獨寢 をして ゐ るので す。 連 


揚 貴 妃 


〇 かたしき I 片袖を 下に 敷 

いて 獨. M する こと。 


【五】 

〇 伴 ひ 申し— 贵 妃を 伴つ 

て。 舟の 艫に いひ かけた。 


〇 一一 一重の 帶— 戀 に- M せ 細つ 

て、 常なら ば  一 S に 結ぶ 帶 

が！ 一一  にも 結べる こと。 萬 

葉集卷 十一 一一に 「二 つなき 戀 

をし すれば <eS 帶 lllffi に ゆ 

ふ ベ くわが 身 はな リぬ」 

〇 廻リ逄 はん— 帶の緣 語。 

〇 その かざしに て— 釵を舞 

のか ざしに いひ かけた。 

〇 さす 袖の— 釵を揷 す を 舞 

のさす 手に いひ かけた。 

〇 そよ や— 畏恨 欲に 驚 破と 

ある 字の 古訓。 

〇 霓裳 羽衣の 曲— 書 言 故事 

龍神 錄に 「<*UJ 梨 日、 唐 明 

皇 與 二 申天師 一 遊 II 月 宫 T 塞 

氣邁レ 人 霜 露霑レ 衣 >  過, 二 

大 門 一 在 二 玉 光 中 一見 二 一 大 

府 一 榜曰 虚之府 T 少 

前 見 II 素 娥十餘 人 T 唯 衣 乗- 1 

白； IT 笑 二 舞 於廣庭 大桂樹 

下 T 樂音淸 魔、 上皇 歸製一 1贾 

裳 羽衣 曲 こ 


翅をか たしき。 述理も 枝 朽ち て。 忽ち 色 を變ず 

とも。 H: じ 心の 行方 ならば。 終の 逢 瀨を賴 む ぞ 

と 語り 給 へ や 

【五】 

いで ぶね  i もな  t つ  y へ 

ヮキ。 ンギ 『さ ら ばと い ひて 出 舟の。 伴 ひ 申し 歸る 

さと。 思 はば 嬉し さの なほ.^ 何な らん その 心 

シ テ 『われ は 又。 なに なかなかに 三重の 帶。 廻り 逢 

し  &  し&  4t 

はんも 知らぬ 身に。 よし さ らば 暫し 待て。 あり 

し 夜 遊 をな すべ し？ 常 使へ 行き) 

り さん  ふや  うち つき  や い. フ  ラ い  47 よく 

地 『げ にや 驪 山の 宮 の內。 月 • の 夜 遊の 羽衣の 曲 

シテ 『その かざしに て 舞 ひしと て 

ヮ キ立物 を シ テ に 渡して 少し 下リて 下に リ、 

地 『又 取り かざし 

シテ 『さす 袖の 

地 次第 『そよ ゃ霓裳 羽衣の 曲。 そよ ゃ霓裳 羽衣 の 

曲 そぞろに、 g| るる 狭 かな 


一一 ニニ  二   

理の枝 も その 一 つが 朽ちて、 忽ちに 色が 

變 つてし まった のです。 けれども- もし 

昔 と變 ら な い 御 心で あ つたなら ば-終に 

はお 目に か V る 時の 來 るの. 心^みに 

お待ちして ゐ ますと， かう 中し 上げて. 卜 

さい」 

【五】 

方士 「それで はお 暇 申し上げ ますが、 もし 

あなた 様 を 御 一緒にお 述れ して 歸る こと 

が出來 るの であ つたならば、 どん な に ！S 

し い ことで ございませう」 

a 妃 「私 はわが 君戀 しさ 懐し さに、 からだ 

も瘦せ 細った の だが、 今 別れたならば、 

またい つ 逢 ふこと か 分らない のです。 だ 

から >  暫くお 待ちなさい。 昔の 夜 遊の 钹 

をして 見せ ませう。 

さう く、 驪山宮 で、 月の 夜の 遊 宴に、 

その 釵を 頭の かざしに て、 羽衣の 曲 を 舞 

つたの. てあつた.」 

と * 先程 方 士に與 へた 玉の 釵を また 取 

り 返して 頭に 揷 し. 


a 妃 「お、 あの ^裳 羽衣. の 曲. 思 ひ 出せば. 

思 はず 知ら-す 淚に袂 が 湍れる こと だ」 


【穴】 


〇 胡蝶の 舞— 高魔樂 の 曲名 

胡蝶 を、 莊 周が 夢に 胡蝶と 

なった とい ふ 故事 (莊 子齊 

物 論篱) に 結びつけ、 果敢 

な い 意に とりなした。 

◎ 衆生— 刊行 會 本に は f 出 

生」 の 字を充 つ。 

〇 二十 五 有 I 衆生の 流轉. す 

る 生死 界を 二十 五 種に 分つ 

たもの、 卽 ち四洲 (四 有 >  四 

惡趣 (四 有>  六 欲 天 a 有〕 • 

梵天 (一有)， 無想 天 (一有 > 

K 淨居天 ( 一 有 > 四禪天 (四 

有)， 四 空處天 (四 有) を い 

ふ。 有 は 因に よつ て 必ず 果 

を 得る と の 

〇 天上の W 衰— 天人 命 終の 

時 生ずる 五つ の衰 相、 衣服 

垢 穢， 頭 t 華 萎 • 腋下 汗 流 . 

身 體臭椟 • 不樂本 座 を いふ。 

〇 須彌の 四 洲—^ 彌山 の 四 

方 に ある、 南 瞻^ 洲 

洲* 西 牛 貨洲， 北俱廬 洲 C  ； 

〇 北洲の 千年— 俱蘧洲 は 四 

汛の中 最も 勝れ、 こ k に 住 

む もの は 千年の 壽を 保つ と 


【穴】 


地-取に シ テ は 後見 座に くつ ろざて t 物 着〕 ヮ キは脇 座に 歸： 

て 下に 居る。 

シ テ天 冠に 立 物 をつ けて 常 座に 出で、 


ゆめ まぼろし た わ,， J 


つ を 衆生 


シテ 『何事 も 。夢幻の 戲れゃ 

地 『あはれ 胡蝶の。 舞な らん 

7  口へ〕 

を 舞 ひて 大小 前へ 行き、 

くわ こ ^ん のん  む^し おも 

シ テク リ 『それ 過去 遠々 の 昔 を 思 へ ば ( 

の 始めと 知らず 

地 『未来 永々 の 流轉。 更に 生死の 終り もな し 

シ テサシ 『然るに 二十 五 有のう ち。 いづれ か 生者 必 

滅の理 に 漏れん  •、 

地 『ま づ 天上の 五衰 より。 須彌 の四洲 の樣々 に。 

f し. フ  ねん つ ひ 

北洲の 千年 終に 朽ちぬ 

シテ 『況ん や 彩 少。 不定の 1 

な な な.^ 

地 『歎きの 中の。 歎きと かや 

これよ リ謠に 合せて 舞 ふ。 (舞 クセ) 


极 i 妃 


【穴】 

撂 妃は « み-頭に さして 舞 仕度 を K へ 、 

贲妃 「思 へ ば >  すべ て の 事が 夢 ま ぼろ し の 

戯れ事. て、 これ も あの 果敢ない 胡蝶の 舞 

の やうな もの だ」 

〔イロへ〕 

昔み IE ぶ 心 持 を 示し、 

贵妃 「 一 體 遠い 過去の 事を考 へ れば、 過去 

世の 前に はまた その 過去 世が あって  >  衆 

生の 始まりが 何時から かと 定める こと も 

出来ず、 また 未来 世を考 へれば、 来世の 

次に また その 来世が あって、 衆生 は その 

間 生まれ 變り 死に 變 りして、 はてしと い 

ふ ものがない のです。 

しかし、 衆生の 生死 流轉 する 二十 五 種の 

世界、 いづれ にしても 生まれた 者 は 必ず 

死ぬ とい ふ 法則に 漏れ はしな い の. てす。 

まづ 天上界に しても 五衰の 相が あり、 須 

彌四洲 の 中で 最も 秀れて ゐる北 俱跪洲 に 

しても， 千年の 後に は 命が 絕 える のです。 

まして この 娑婆 >  南 瞻部洲 では、 死の 順 

序 も 老少 不 定で、 最も 歎 か はしい 所な の 

です o 


一 II 


揚 貴 妃 


〇 上界— 灭 ヒ界。 


〇 谘老^ 穴— 詩 IT 邶 a に 

「執 二子 之 手 T 與レ子 偕老」 王 

風に 「穀 則 異レ 室、 死 則 同 

レ穴」 

〇 すむ 水の— 住む を 澄む に 

水の 泡 を あはれ に いひ かけ 

た." 

〇 たま さ か に— 稀に。 露の 

玉と いひ かけた C 

〇aw かに 語れ— 玄^^ 帝に 

〇 文 HC— 七； H:。 

〇 ^の 一 夜の I-T さ、」 の卺 

を 重ね、 笹の 一 節 を 一 夜に 

いひ かけた。 

〇 世の中に —古今 集.^ 原粱 

平の 歌 「世の 屮 にさらぬ 別 

れの なく もがな 千代 もと 歎 

く (伊勢に は 祈る〕 人の子の 

ため」 を 引いた。 

〇 人 に は —. <  は 玄宗。 

〇 會者定 離 1: 牛 家 物 維 盛 

入水の 事に 「生者必滅 者 

定離は 浮世の 習 ひ」。^ 槃經 

に 「夫 盛必 有レ衰 、 合會有 II 


地クセ 『われ も その かみ は。 上界の 諸 仙た るが。 往 

昔く の 因 ありて。 假に 人界に 生まれ 來て 。松 家の。 

に 養 はれ。 未だ 知る 人な かりし に。 君 聞し 

召されつつ。 急ぎ 召し出 だし 后宮に 定め 置き 給 

ひ。 偕 ぁ陣穴 の 語ら ひ も 緣盡き ぬ れ ば 徒ら に。 

ま. L-  しま  ii*- ひ と り  かへ  きた  み.^  I 

又 こ の 鳥に 唯 一 人。 歸り來 り てす む 水の あは 

れ はかなき 身の 露の。 たまさかに 逢 ひお たり。 

しづ  かた  う  た^し 

靜 かに 語れ 憂き 昔 

シ テ 『さ る にても。 思 ひ^ 3 づ れ ば 恨み あ る 

地 『その 文月の 七日の 夜-君と か はせ し 睦言の 比 

よく れん り  こふ  は  f: め- 

莫迚理 の 言の葉 も かれ がれになる 私語の 笹の 

一 夜の^: り だに。 名 殘は思 ふ 習 ひなる に。 まし 

て やぎ 月 馴れて 程經る 世の中に" さらぬ 別れの 

なかり せば。 千代 も 人に は 添 ひて ましよ しそれ 

とても 遁れ 得ぬ。 會者定 離 ぞ と 聞く 時 は。 逢 ふ 
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私 も 以前 は 天上界の 仙人で あ つたの です 

が、 その 昔 W 緣 があった ので， 假 にこの 

人間界に 生まれて >  楊と いふ 家. て 大切に 

育てられ- まだ 誰に も 知られなかった の 

を * わがお が^し 召して、 早 速お 召し出 

しにな り、 后の 位に おす ゑ 遊ばし T とも 

に 長生 をして、 死なば 同じ 穴に』 とお 約 

束^いた のです が、 その 御 緣も盡 きて し 

まった の， て、 また この 蓬萊が 島に 唯 1 人 

歸 つて 来て 住む ことと なった、 あはれ な 

果敢な い 身上な の です。 そわ が 今 た ま 

たま そなたと 逢 ふこと となった のです。 

よく わが 君に. E. し 上げ て 下さ い。 

それにしても" 思 ひ 出せば、 恨めしい こ 

とだ。 あの 七月 七 H の 夜、 わが^とお 約 

^した 睦言、 『天に あつ て は 比 焚の 鳥と な 

り、 地に あって は迚瑰 の 枝と なら 5』 と 

のお 約 m も、 無に なって しまったの だ" 

たと へ 一 夜の 契り を 結んだ だけ， て も >  別 

れの 名殘は 惜しまれる もの. て あるのに、 

まして 私達の 仲 は、 長い 年月 馴れ 親しん 

でゐ たもの を。 もし この 世の中に 死別と 

い ふ 別れが なかったならば  >  千年 も 萬 年 

も わが 君と 添 ひ 遂げよう もの を。 それ も 

出來 ない、 『會ふ 者 は 必ず 離れろ』 とい ふ 


【七】 


〇 袖う. ち 振れる I 源氏物語 

杠葉賀 卷の歌 「物 思 ふに 立 

ち 舞 ふべ くも あらぬ 身の 袖 

うち 振 リし心 知 H- き や」 を 

— 、 *  -  C 

nr- レた 

〇 移り 舞-— 所 を か へ て 舞 ふ 

舞の 手。 人に 眞似ズ 舞 ふ 舞。 

月日 も 移リと いひ かけた。 


〇 蓬が 島つ 鳥 I 蓬が 島、 島 

つ 鳥と い ひ 綾け た。 蓬が 島 

は蓬萊 島、 島つ 鳥は鹈 C 見 

んこ ともよ も あら じ を 蓬に 

鹈を 浮世 にい ひかけ た。 


こそ 別れな り けれ 

とクセ を 舞 ひ 上げ、 

【七】 、 

地 『羽衣の 曲 

〔序 舞〕 ■ 

シ テ ヮ 力 『羽衣の 曲。 稀に ぞ 返す。 お 女子が 

地 『袖う ち 振れ る" なしる しゃ。 心 し るし や 

シーア 『戀 しき 昔の。 物語 . 

地 『戀 しき 昔の 物語。 盡 さ ば 月日 も 移り 舞の。 し 

かん ざし  たま  いとま ** う 

るし の釵 また 賜 はり て。 暇 申し て さ らばと て。 

ちょくし  みやこ  かへ 

勅使 は 都に 歸 りければ 

シ テ 「戀 しき 昔の」 と 常 座に て 立 物 を 後見に 取らせて 左手に 

持ち、 ヮキ 「しるしの 釵」 とシテ へ 行きて 立 物 を 戴き I  ^か 

に 橋懸へ 行く。 シ テ眞屮 にて ヮキを 見送 リ、 

■  .  ,  ,.>  -,  -,  二と  よもぎ  しま  ど， ゥ .7 き よ 

地 『君に は こ の 世 逢 ひ 見ん 事 も 蓬が 島つ 鳥。 浮世 

なれ ども 戀 しゃ 昔。 は かな や 別れの。 常世の 臺 


楊貴妃 


の-て あるから、 逢 ふこと が やがて 別れと 

い ふこと になる のです」 

*、J いひな から 曲舞み-舞 ひ、 

【七】 

霓裳 羽衣の 曲に 铤 へて 舞 ひ、 

贵妃 「たまたま 霓裳 羽衣の 曲 を 奏する に つ 

けても， その 舞 振りに、 私の 心 持が はつ 

きり 表れる こと だ。 

かう した、 戀 しい 昔話 を 語り 盡さ うと 思 

へば、 長い 月日の か、 る こと-てあらう。 

い つ まで 經 つても >  語り 盡きな い 」 

そこで、 楊 貴妃が 方士に また 釵を與 へ 

られ ると > 

方士 「それで はお 暇 申し上げます」 

と、 勅使が 都へ 歸 つて 行く と， 


貴妃 「それにしても >  わが 君に はこの 世で 

二度お 目に か \ る 事 は、 よも や 出来まい。 

あ >- 浮世で あるが、 昔が 戀 しい。 あ > -果 

敢 ない 別れであった」 

と、 常世の 國の 宮殿に 伏し 沈み 歎きな 

I  一  二 五 
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i この 邗」 i ミ-っ -  i 

./、  ノー H 、「- t なれ ども」 と 一一な も？ 

リ i テ. L を fi  e-JS こ.^  Jvi 'こ し を 

5 入リ、 シテは 「常世の 案に」 と 作物に ノ 1 丁-.^ て 

リ、 立ちて 乍 物 を 出で しをり^ 


、ン 昔は驪 山の 


〔考 異〕 

諸 流 (五 流)、、、、  ヽ ：。、 

S シチ 「ハ下仏 あらものす ごの。 宮屮 やな 

r  、  「に し， ズ、 こ：： -ifis (光お と. 

si 本 (光悅 本)  I  ,y  ，一え 义 (光、 よ) i 萊宫 n( 光へ〕 と ；.： "キ 「ぁリ し i- プ 

-ー  f  ミ aiitp こ士  &す (光 奉る) .：.： こ" &广 うし^ 3,  、、ノ  run ヮキ 「、- かに ：：： ひたす？ 

【二 ヮキ 「これ は？ isvx 仕へ £,1 碑  ま 光 ナシ〕 これまで (S5 ：… § 

  -'  >•  ^  /fe  r 二.. -ヮキ 「s の 夭 T の^ ゾ.. ^ブ. 一. -., 'ヲ- 

窺 はば やと 存じ (光田 3 ひ)^  ソり 

fir (气 の 53) ...... ただこれ 君の 御 志 (光め く^ ::: 


^ 觀 (寶 舂剛 喜) 


解 說 

f 匕 匕 w:,!  ？ SB 匕 匕  iBP  r? 々 匕 匕 

【人物〕 ヮキ -雄略 天皇 勅使、 ヮ キッレ 從者 (二人)、 

シ テ 孝 子 の 父 (樵 翁/ ッ レ 孝子 樵 夫、 狂 言 

本巢 郡の 者、 後シテ 養老 山 神 

【所〕 美濃國 養老 瀧 

【時〕 雄 略 天皇 御宇 (四月) 

【作者〕 世子 六十 以後 申樂談 儀に 世 阿彌の 作と し、 能 本 作者 註文， 一 一百 

十番 謠目錄 にも 世 阿彌の 作と す。 能 作 書に こ の 曲名が 見え • 軋 河原 勸 

進猿樂 記に 寛 正 五 年 四月 十日、 親元 曰 記に 寬正六 年 二月 廿 八日 演能の 

こと、 言經卿 記に 文 祿四年 三月 廿 九日 註釋の ことが 出て ゐる。 

【梗 槪】 雄 略 天皇 の 御宇、 美 濃 國本巣 郡 に 靈 泉が 湧き出た の で、 勅使が 

その 地に 下り、 樵 夫 父子に 會っ て 、 これ を 養老 と名づ け た 謂れ を 尋ね 

ると- ありがたい 宣 旨に 感激して、 「この 子 は每日 山に 人り 薪 を 採つ 

て、 自分 達 父母 を 養って ゐた ところ  >  或 日 何となく この 水 を 飲む と , 

一一 1  一 二 七 


心が 凉 しくな り 疲れ も 癒 えたので >  家に 持ち 歸 つて 父母に 飲ませる と， 心 も 勇み 老の 泰 ひとな つたので、 かう 名 づけた のです j とお 答へ 

して >  この 藥の 水の 在所 を敎 へ、 帝に 捧げ 奉る。 勅使 は 喜んで 都に 歸 らうと すると >  天が 光り 域いて- 山 神が 現れ 出. て、 太平の 御代 を 

祝って、 舞 を 舞 ふ。 

【出典】 續 日本 紀卷七 >  元 正 天皇の 詔に" 

朕以 -I 今年 九月 1 到 ニ卖濃 國不破 行宮 T 脔述數 日 >  因覽 ニ當耆 郡 多 度 山 美 泉 T 自盟 二手 而 一 皮 做 如 レ^. 亦 洗-一 處 一 無レ. 小 u 阽憨 T 在-： 朕 之^ 一 

其 驗>  又 就而飲 -I 浴 之 I 者， 或 白髮 K レ黑 或頹髮 更生、 或 闇 目 如レ明 >  自餘 痼疾 咸皆 平愍、 昔 聞. 後漢 光武 時醴. お出、 砍 レ之# 躺疾 个憨、 

符瑞書 曰， 醴泉者 美 泉 >  可-一 以, 老， 蓋 水之糨 也、 i. 美 泉卽合 n 大瑞 T 脍雖 -I 腐虚 一 何 違 u 天貺 T 可 下 犬-一赦. 大下 一 改已 は 巾 A 

老 元年 5 

と ある 史實を 潤色した、 十 訓抄第 六の、 

昔 元 正 天皇の 御 時、 美 濃 國に貧 しく 賤 しき 男 ありけ るが、 老いた る 父 を 持ちたり。 この 男 山の $ を 取りて、 その き を 得て 父 を奏ひ 

けり。 この 父 朝夕 あながちに 酒 を 愛し ほしがる。 これによ りて、 男 なりひさ ごとい ふ 物 を 腿に つけて >  酒 を沽る 家に 行きて、 ^にこ 

れを乞 ひて 父 を 養 ふ。 或 時 山に 入りて 薪 をと らんと する に、 么！ I ふかき 石に すべりて、 うつぶしに まろびた りけ るに、 洒 の^のし けれ 

ば、 思 はずに あやしくて  >  その あたり を 見る に、 石の 中より 水の 流れ出 づる事 あり  >  その 色 酒に 似たり。 汲みて なむる に  >  め. てた き 

酒な り。 嬉しく 覺え て、 その後 日々 にこれ を 汲みて >  あくまで 父 を 茭 ふ。 時に 帝 この 蓽を閗 しめして >  笾齙 三年 九月に その 所へ 行幸 

ありて 御覽 じけ り。 これ 卽ち 至孝の 故に、 天神地祇 あはれ みて、 その 德を あら はすと 感ぜさせ^ ひて >  後に 美澳 守に なされに けり。 

その 酒の 出 づる所 をば 赛 老の 瀧と ぞ 申す。 且 はこれ によりて 同じ 十 一 月に 年號 を^ 老とぞ 改められ ける。 . 

と あ る說話 (古今 著 聞 集卷六 にも 同樣の 記事が ある) に據 つて 脚色した ものである。 

【概評】 孝子 物語 は謠曲 作者の 最も 好む ところ. て  >  この やうな 著名な 說話を 見逃さう 箬 もない。 夙く 應 永の 新作に 數 へられて ゐ るの は 常 

然 のこと であらう。 殊に 前段の 前 ジテ、 前 ヅレを 普通の 神事 物の やうに 化 人と しない-て、 常時の 赏在 人物 孝子 父子と して .1 能の 形 をと 

つたの は、 謠曲 作者の この 道念 を 強調した ものと いひ^よう。 なほ 前段の 末， 口 ンギの 後の 一 節 >  殊に その 地上 歌 は 珍しい 脚色で、 む 

しろ 後段の 始めに 来る 待謠に 近い ものである。 


【I】 

〇 枯の 葉の— 風も靜 かにな 

ると いひ かけ、 「鳴ら」 と 音 

を 重ねた。 

〇 鳴らさぬ 枝 I 太平の 象。 

王充の 論銜に 「太平 之 世、 五 

日 一風、 十日 一雨， 風 不レ鳴 

レ條， 雨不 レ破レ 塊」 

〇 雄 略 天皇— 第二 十 一代の 

天皇。 但し 養老の 年 號は第 

四十 四 代 元 正 天皇の 御宇で 

雄 略 帝と 闢係 はな い。 養老 

寺緣 起に は雄略 帝の 御宇と 

して ゐ るが. これ は 謠曲以 

後の 作で あらう。 

◎ 濃 州— 觀世 以外 (梅 若 流 

も) では 「ぢ ようしう」 と謠 

〇 本 m の 郡— これ も 誤リ。 

瀧 はもとの 多藝 0?£耆>  當 

藝) 郡 >  今の 養老 郡 多 度 山 

中に ある，. - 

〇 四方に 道 ある— 太平で 交 

0 の. 0 由で ある 意。 

〇 秋津島 根— 日本の 異稱。 

關の戶 の 開く と いひ かけた 

〇 天 ざ かる— 鄙の 枕詞。 

〇 美 濃の 中道— 不破關 と 野 

上宿との 間 を いふと。 曾 丹 

集に 「吾妻 山 美 濃の 中道 鸫 

えしよ リ わが 身に 秋の くる 

と 知りに き」 

〇 養老の si— 今の 養老 村大 

字 白 石の 山中。 


養 


次第の 離 子に て、 ヮキ雄 略 天皇 勅使、 大臣 烏帽子 • 赤 上 頭 掛* 

着附 厚板 • 拾 狩 衣 • 白 大口， 腰帶， 扇の 装束 >  ヮキヅ レ從者 二 

入 >  大臣 烏 精子. 萠黄上 頭 掛. 着附 厚板 • 赤 拾 狩 衣 • 白 大口. 腰 

帶. 扇 の 装束に て 舞 辜： に 入 リ向合 ひ、 

次第 『風 も靜 かに 横の 葉の。 風 も靜か に 横の 

葉の。 鳴らさぬ 枝ぞ のどけ き 

地-取に ヮキは 正面に 向き、 

そ も. v  s うりやく てん の. 3 つ， か た 一.；^ つ しん • か 

ヮ キー. 抑 も こ れは雄 略 天皇に 仕へ 奉る 臣下な り 

さ て も 濃 他本巢 の 郡に。 不思議な る i 水 出で く る 

が を 奏聞す。 急ぎ 見て 參れと の宣 旨に 任せ。 唯 

今 濃 州 本巢の 郡へ と 急ぎ 候 

とい ひて ヮキ ダレ と 向ん 口 ひ 、 

"キ^ 道行 『治まる や。 國 富み 民 も豐 かにて。 國 富み 

よ も  ふち  せき  と  あき./ \ しま 

民も豐 かにて。 四方に 道 ある 關の戶 の。 秋津島 

A  あ i  ひな  3.?* ひ  な  き  ふの  た 3 

^や 天 ざ か る。 鄙の 境に 名 を 聞きし。 美 濃の 中 

道程な く 養老の 瀧に 着きに けり 養老の 瀧に 着 

きこけ り 

老 


【-】 

前 段 

*»- は 初め 都で、 ヮキ雉 略 天 勅使、 ヮキ ヅレ從 

*? 隨 へ て 癸 場。 

勅使 「吹く 風も靜 かで、 木の 枝 を搖り 動か 

さない とい ふ、 誠にの どかな 泰平な 御代 

だ」 

W 次第に 御代の 泰平 を 祝 ひ、 

勅使 「自分 は 雄 略 天皇に お 仕 へ して ゐる臣 

下です。 さて 美 濃 國本巢 郡に、 不思議な 

泉が 出 て來 たとい ふ 事 を 奏上した ものが 

あって >  すぐ 見て 參れと 仰せ 下された の 

で、 これから 美 濃 國本巢 郡 へ 急 いで 行く 

のです」 

ミ 見物人に 自已弒 介み-して、 旅の HI 的み-^ ベ、 

勅使 「夭 下 泰平に うち 治まつ て>  國は 富み 

民 も榮ぇ て、 四方に 通ず る 道 も よ く 開け 、 

交通が 自由で あ るので、 遠 い 長旅 も 易 々 

と 出来て、 遙か な田舍 の 涯と名 だけ 聞い 

て ゐ た 美 濃 の 中道 も， 無事 に 通り過ぎ て 、 

間もなく 奏老の 瀧に 着いた」 

ミ いって ゐる うちに 目的地に 着いた 想で、 »B は 

美 澄《莾 龙の sis なる 0 

三  一 二 九 


養 


【二】 


〇 美 濃の お 山— 常に は不破 

郡の 南^ 山 を いふが、 こ、 

では 年 を 經し身 を 美 濃に い 

ひかけ、 老の意 をき かせて * 

養老 瀧の ある 多 度 山の こと 

に 用ゐた の である。 

〇 行く 事 易き— 太平の 世が 

樂 しくて、 老人に も 登り 易 

い 感じが すると の 意。 

〇 故人 眠り 早く  17 古 い. M は 

早く 死んで しまったとの 意 

〇 六十の 花— 新撰 朗詠 集大 

江 佐國の 詩句に 「六十 餘囘 

* 未レ飽 >  他生 定作 n 愛レ花 

人 こ 

〇 茅 店の HJ— 三體詩 溫庭筠 

の 詩句 「鹧聲 茅 店 月、 人迹 

根 橋 霜」 を 引いた。 茅 店 は 

茅葺 きの 家。 


老  

「鄙の 境に 名 を 聞きし」 とヮキ 正面に 向きて 先へ 出で、 また 

もと へ 歸リて 養老に 着きた る 心。 近 行濟 みて 正面に， M き > 

ヮキ 「急 ざ 候 程に 養老の 瀧に 着きて 候。 人 來り候 はば 所の 謂れ 

を 尋ねう する にて 候 

ヮ キヅレ 「尤も 然るべ う *K 

と いひて 脇 座の 方へ 行き W 次竝 びて 下に！ IW る。 

【二】 

眞 1 萆の雠 子に て、 シテ父 樵 翁、 面 小牛 尉， 尉 髮* 襟淺黄 • 着 

附小 格子 ，茶 排水 衣 • 白 大口. 腰帶 .eg の 裝朿 にて 杖 をつ き、 

ッ レ 孝子 樵 夫、 直面 • 襟 赤， 着附 無地 熨斗 H> 淺黃饑 水 衣 • 白大 

口， 腰 帶* 扇の 装束に て 柴を負 ひ、 ッレを 先に 立てて 橋懸に 

出で、 ッレ 一 の 松/ シテー ー1 の 松に て 向 合 ひ、 

ひ二聲 『年 を經 し。 美 濃のお 山の, 蔭に。 なほ 澄む 

水の。 綠リ かな 

二人とも^ 面に 向き、 

ッ レ 二 句 『通 ひ 馴れたる 老の 坂。 ひス向 合ひリ 『行く  i. 易 

こ-ろ 

き 、しかな 

と謠 ひて 舞臺 に 人リ、 ッレ は ！K 屮、 シ テ は 常 座 に 立 ち て 、 

シ テサシ 『故人 眠り 早く 覺 めて。 夢 は 六十の 花に 過 

こ-ろ は. ひてん  つき  う, v-し  &  はんけ-つ 

ぎ〕 ひ ス向合 ひ) 『心 は 茅 店 の 月に 嘯き。 身 は板喬 の 
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【二】 


-テ桦 翁、 ッレ SI 夫の 父子 SH れ 立って 巧 *0 


父子 「この美 濃の 養老の 水 は、 もとく 淸 

らか である 上、 お 山の 老松の 綠が影 をう 

つして、 1 翳 靑々 して ゐる こと だ」 

f  s「 ， j  \ は 通 ひ 馴れた 山路な の -て . 年寄 

の 身に も心樂 しぐ、 县々 と 登れろ こと だ。 


思へば、 古い 友達 はと、. つの 昔 死んで しま 

つて、 自分 ひとり 六十 過ぎる まで >  夢の 

やうに 暮らして 來て >  あばら 屋. て 月を眺 


〇 白顼の 雪— 頭の 白髮。 

〇 深 谷の 下 の I 荆州 記に 

「南 陽 都 縣北八 里 有 n 菊 水 T 

其 源 旁 悉芳， 菊 水 極甘馨 

又 中 有 二三 十 家 T 不二 復穿 p 井 

卽飮 n 此水 T 上壽百 二十 三 

十、 中 壽百餘 >  七十 者猜以 

爲レ 夭」 と ある 故事 を い ふ。 

〔菊 慈 童〕 參照。 

〇 長生の 家に— 和漢 朗詠 集 

慶滋保 胤の 詩句 「畏生 殿 裏 

^秋 富、 不老 門 外 暹」 

に據 つた C 

〇 千代の ためし I 拾 遗集忠 

專の 歌に 「子の 日す る K 邊 

に 小 松の なか リ せば 千代の 

ためしに 何 を 引か まし」 

〇 松 蔭 9 岩 井の— 拾遺 集惠 

慶 法師の 欲に 「松 蔭の 岩 井 

の 水 を 掬び 上げて 夏な き 年 

と 思 ひける かな」 待つ を 松 

にい ひかけ た。 

【三】 


〇 おこと I そなた- 


0 


霜に 漂 ひ。 白 頭の 雪 は 積れ ども。 老を毚 ふ。 瀧 川 

の 。水 や 心 を。 淸 むらん 

S 下 歌 『奥山 の 深 谷 の 下の ためし かや。 流れ を 汲 

むと、 よも 絕ぇじ 流れ を 汲む とよ も 絶え じ。 上 歌 

『$ゼ の 象 にこ そ。 長生 の 家に こ そ。 老いせ ぬ 門 

とし ふ  t ずみ  ち よ 

は あるなる に) こ れ も年經 る.！ d 住の。 千代の た 

めし を、 彬蔭 のぎ 井の 水 は^にて。 老を延 ベ た 

るな こ そ。 なほ 行く末 も、 久し け れ なほ 行く末 

も 久し けれ 

「なほ 行く末 も」 と謠 ひながら 人 替リ、 シ テは眞 中、 ッレは 

協 E 面に 立つ。 ヮキ 立ちて シテに 向 ひ、 

【三】  きじん た-つ  i 

ヮキ 「いかに これなる 老人に 尋 ぬべき 事の 候 

シテ 「こなたの 事に て 候 か 何事に て候ぞ 

ヮキ 「おこと は 聞き及び たる 親子の 者 か 

.  i.J ふら ふ  おや こ  もの 

シテ 「さん 候 これ こそ 親子の 者に て 候 へ 

Ay ど  ちょく レ  ヽ \  -'， 

ヮキ 「こ しま 帝より の勒货 にて ある そとよ (シテ * ッ 

老 


めたり、 板 橋の 霜 を 踏んだり して、 はか 

なく 年月 を 過して、 頭の 白髮は 憨、、 ふえ 

て 来たの だが、 養老の 瀧 川の 水が、 この 

老 い ぼれ た 心 を 洗 ひ淸め て くれる の だ。 

奥山の 灤 谷の 下 を 流れる 水で， これ を飮 

めば、 大變な 長命 を するとい ふ 支那の 菊 

水の や， o に、 この 赛 老の水 も、 いくら 汲 

ん でも 絕ぇ はしない だら う。 かの 支那の 

長生 殿に は 年 を 寄らない 不老 門が あると 

いふ こと だが、 こ \ の 水 も 年寄った 山人 

が 飮ん- て、 千年の 壽命を 得る とい ふ 結構 

な もので、 こ の 松 蔭の 岩間から 出る 水 は、 

不死の 藥. て、 これ を 飲めば、 年 を 寄らず、 

なほこ の 先 も い つ ま. て も 久しく 生きな 力 

ら へ る ことが 出來 るの だ」 

養 * 據 * 讚 へ な が ら 勅使の 方 へ 近づ <0 

【三】 

勅 《 「おい、 こ、 な 老人に もの を 尋ねたい 


戀 S 「私 をお 呼びです か、 何の 御用です」 

勅使 「そなた は 評判に 聞いた 親子の 者 か」 

00. はい、 私 どもが その 親子 の 者です 」 

勅 Si 「自分 は 帝 か ら遣 はされ た 勅使 だぞ」 

親子の 平伏して、 
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水 〇 
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掬 
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ふ 水 

意 尉 
0 は 
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す 
ぐ 

kl 

つ 
て 

で 

る。 菊 

杖 

レ 下に ！sf る) 

シテ 「ありがた や 雲居 遙 かに 兌 そな はす。 わが 大 

君の 詔 を。 賤 しき 身と して 今 承 る ことの あり 

が た さ よ T 合き。 これ こ そ 親子 の 民に て 候へ 

ヮキ 「さても こ の 本巢の 郡に。 不思議なる 泉 出で 

よし  Ivr- もん  いそ  A  せん じ 

くる 由 を 奏聞す。 急ぎ 見て 參れ との 宣 旨に 任せ。 

ちょくし  くだ  やう らう 

これまで 勒使を 下さる るな り。 ま づまづ 養老と 

名づ け そめし。 謂れ を 貧し く. i す ベ し 

シテ • ッ レ立上 リ • 

シテ 「さん 候 これに 候 はこ の 尉が 子に て 候が ハ とッ 

レ 1」。 朝夕 は 山に 入り 薪 を 採り。 我等 を 育み 候 

tj 二， つ  ある とき ゥん ろ  つか  みづ な- - 

處に 。或 時 山路の 疲れ に や。 こ の 水 を 何となく 

掬び て 飲めば" 世の 常な らず心 も凉し く 疲れ も 

^かり 

ッレ 『さながら 仙 家の 藥の水 も。 か く やと 思 ひ 知 

られつつ。 やが て 家路に 汲み 巡び。 父母に これ 


W 翁 「ありがた いこと. て ございます。 遠い 

都の 奥深い 所で、 夭 下 を 知ろ しめす わが 

大君の 仰せ^ を、 この やうな 賤 しい. せ 分 

の 者が 今お 伺 ひ 申し あげる と は、 ほんと 

にあり がたい こと. て ございます。 私共が 

親子の 民で ございます」 

勅使 「さて、 この 本 m 郡に 不思議な 泉が 劭 

き 出た とい ふ^を 奏上した も のが あつ 

て、 すぐ 見て 參れと 仰せ 下されて、 こ.^ 

まで 勅使 をお せ y 向けに なった の だ。 まづ 

第一 に、 ^老 とい ふ 名 をつ けられた？ i れ 

を 委しく 巾せ 」 


W 翁 「はい、 こ 、に！ ^ ります の は、 この 爺 

の 子で ございま すが、 ^Htt: 日 山に 入つ 

て 薪 を 採り、 私共 を^って おり ましたと 

ころ、 ^時  >  山路 に 疲れた 爲 でい r さい ませ 

うか、 何の 心 もな くこの 水 をす くって 飲 

みます と- ^：間 の 普： i の 水と は邀 つて > 

心 も 涼しくな り、 疲れ も 直りまして …… 」 

s< 「丁度 仙人の 老 不死の 藥が この や. つ 

な もめ であ らう かと 思 はれまし た の - て、 

H 十 速 汲んで わが 家へ 持って 歸り、 父母に 


〇 忘れ 水 —野中に あって 人 

に 知られな い 水 C 老を 忘れ 

とい ひかけ、 水の 淺き にか 

けて 朝 を 呼び 起 す 料と し 

た o 

〇 朝瘵の 床— 朝方の 寢 床" 

〇s®ie 水の— 心 は^すと い 

ひかけ、 絕 えずの 序と した-し 


〇 瀧壶 llsi 水の 落ちた まる 


〇 さ ざ れ石の —和漢 朗詠 集 

讀 人知らず の 歌 「君が代 は 

(古今 集に は 一 わが 君 は， D 

千代に 八千代に さ^れ 石の 

厳と なりて 苔の むすまで」 

を 引いた C さ ざれ 石 は 小石。 

養 


を與 ふれば 

シテ 「飲む 心より いつしかに。 やが て 老をも 忘れ 

水の 

ッ レ 『朝 寢の床 も 起き 憂から ず 

-な 『夜の 寢覺も さみし からで。 勇む 心 は眞淸 水 

の。 絕ぇ ず も 老を養 ふ 故に。 養老の 瀧と は 申す 

なり 

ヮキ 『げ にげに 聞けば ありがた や。 さてさて 今の 

くすり みづ  たき ； vtt  うち  ざい しょ 

藥の 水。 この 瀧 川の 內に て も。 とり わき 在所の 

あ- 


シ テ 「 


御 a 候へ この Hi! の。 少し 此^の^^: より。 

出で くる 水の 泉な り？ 右の 方 を 5 

ヮキ 『さ て は これ かと 立ち寄り 見れば。 げに 潔き 

山の 井の 

シテ 『底 澄み渡る さ ざれ 石の。 巖 となりて 苔の む 

老 


これ を與 へ ますと …… 」 

これ を飮 みます と >  いつ の 間に やら * 

そのま^- 年寄り を 忘れ てし まひまして、 

朝、 寢床を 離れる の もつ らくな く、 夜、 眼 

が覺 めても 祸 しくな く、 元氣な 心が 枬し 

て來 まして >  いつも 老を 泰 ひます ので、 

それで 奏老の 瀧と 申す ので ございます - 


勅使 「なる 程 >  謂れ を 聞けば、 ありがたい 

こと だ。 して、 今の 藥の水 は、 この 瀧 川 

の 內-て も， どこに あるの だ」 


樵 翁 「御覽 なさい ませ. この 瀧薆の 少し こ 

ちらの、 岩の 間から 湧いて 出る 泉の 水で 

ございます」 

勅使 「さて は >  これが それ か」 

と >  そばへ 立ち寄って、 

勅せ 「なる 程、 見れば 淸ら かな 山の 水で… 

…」 

is 「底 ま. て 澄み渡って 居ります。 これ を 
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養 


〇 盛りの 人— 壯 年の 人。 喑 

に 天皇 を 指し 奉る。 


〇 玉 水— 王 は 美稱。 

〇 水上 澄める— 朝政の 叨ら 

かなこと を いふ。 苟 子に 「君 

子 養 レ源、 源活則 流^」 

【四】 

〇 蓬が 島 の 遠き 世. i 始皇 

が徐福 をして 來 海の 仙鄕に 

不死の 藥を 求めし めた 故事 

を 指す。 蓬が 島 は仙鄕 蓬萊 

島。 〔揚貴 如〕 參照。 

〇 生藥— 不死の 藥。 夫木抄 

に 「君が ため 蓬が 島 もよ リ 

ぬ べし 牛； 藥 採る 住吉の 沛」 

〇 行く 川の I 以下 「久しく」 

ま e 鴨 長 明 方丈 記 胃 頭 文" 

但し 「流れに 浮かむ」 は 原文 

「よどみ に 浮かぶ」 「久しく」 

の 下 「 と^まる ことなし 」 と 

ある- 


老 

ヮキ 『千代に 八千代の ためしまで も 

ま  くす.；：' み づ 

シテ 『眼の あたりなる 藥の水 

ヮキ 『誠にぎ を 

やしの 

シテ 『養 ふなり 

地上き. 老を だに 養 はば。 まして 盛り の 人の 身に。 

藥 とならば い つまで も。 御壽命 も靈き ま じ き。 

泉ぞ めでた かりけ る。 げ にや 玉 水の。 水上 澄め 

る 御代 ぞ とて 流れの 末の 我等まで。 豐 かにす め 

る、 嬉し さよ 豐 かにす める 嬉し さよ 

地上 歌の 始めに、 ヮキは 下に^ リ、 ッ レ も 地^ 哝 前に 行き负 

柴を 下して 下に 居る。 シテは 「げ にや 玉 水の」 と 左へ 廻りて 

常^に 立つ。 上欲濟 みて シ テ眞 中へ 行き 下に リ、 

【0】  .  ， 

たづ  よもぎ  し **  ふ ほ  V*  いま 

地ク" 『げ にや 尋ねて も 蓬が 島 の 遠き 世に。 今 の 

い, 、くすり &づ ili みづ  つ 

ためし も 生藥。 水 又 水 はよ も盡 きじ 

シ テサシ 『それ 行く 川の 流れ は絕 えずし て。 しかも 


 =1  一 ||ー  四  

飲めば >  喩 へば 小石が 次第に 大， きくな つ 

て巌 となり、 それに 苦が 生える まで も、 

長い 年月 …… 」 

勅使 「その 瑜へ の やうに、 千年 も 萬 年 も… 

：.」 

SS8 「生きながら へ る 薬の 水が、 現在 服の 

前に あるので ございまして、 ほんと によ 

く 老を菱 ふので ございます。 

老人 を さへ 奏 ふので ございま すれば、 ま 

し て御壯 年の お 方 樣に藥 とならぬ 害 はな 

く， これ をお 飮み 遊せば >  御壽命 はいつ 

まで もお 盡 きになる こと は ございま すま 

い。 まことに めでたい 泉で ございます。 

これと 巾す も >  上 >  大 S の 御仁 政が 明ら 

かなので >  流れの 末に 當る 私共まで 璺か 

に 暮らす ことが 出來 るので ご ざい まし 

て  >  ほんと に^? しい こと *て ございます」 

【四】 

桦翁は 更に 誌し つ けて、 

樵翁 「ず つ と 遠 い 昔、 i 島 へ 不死の 藥を 

尋ねに 行った とい ふ 話が ございま すが、 

今 現に こ k に その 不死の 藥が ございまし 

て、 この 藥の水 はいつ まで も盡き る こと 

がご ざいますまい。 

ー體、 川 水の 流れ は絕ぇ 間ない が、 その 


〇 夏山の— 例 も 無しと い ひ 

かけた。 

〇 奇瑞— 不思議な めでた い 

しるし o 

〇 發の竹 葉 は— 和漢 朗詠 集 

白樂 天. の 詩句に 「幾 頭 竹 葉 

經レ春 熟  >  階 庭 薔薇 入レ夏 開」 

甕は洒 瓶、 竹 葉 は 酒の 異名。 

〇 缠の荻 花 は 1 出 所 未詳。 

〇 晉の 七贤— 晉の 時代に、 

嵆康 • 阮籍 • 阮咸 • 向秀， 劉 伶 

王 戎 • 山 濤の七 人、 常に 竹 

林の 下に 集ま リ、 洒を飮 み 

癀談に 耽つ たので、 竹林の 

七賢と いふ。 

〇 劉 伯 倫— 七賢の 一 人 劉 伶 

伯 倫 は 字。 最も 洒を 好み 洒 

德頌を 作 つた。 

〇 曲水 —  =  一 H; 三日 禁中に 行 

はれた、 水に 盃を 浮べ 詩 を 

作 リ洒を 飮む遊 宴。 

〇 鸚鵜— 盃の 名。 靑 貝， 鳆 

貝 • 阿古屋貝 等で 作る。 

0 石に さは リて— 和漢 朗詠 

集菅 原雅規 曲水娑 の 詩句 

「礙 レ石遲 來心竊 待、 牽レ流 

遄過 手先 遮」 を 引いた。 

【五】 


養 


もとの 水に は あらず 

地 『流れに 浮かむ 泡沫 は。 かつ 消え か つ 結んで。 

久しく 澄め る 色と かや 

シテ 『殊にげ にこれ はためし も 夏山の 

地 『下行く 水の 靜 となる。 奇瑞 を 誰か。 習 ひ 見し 

ふづ むす 

地下 歌 『いざや 水 を 掬ばん いざい ざ 水 を 掬ばん。 

上 歌 『甕 の ^葉 は。 甕の 竹 葉 は。 影 や i ビ S ぬ ら 

ほ ？>A* がき てき くわ りん え ふ あき く 

ん。 その外 籬の荻 花 は 林 葉の 秋 を、 汲むな り や。 

しん  けん たの  り-つ はく りん もてち そ  みづ 

晉の 七賢が 樂 しみ" 劉 伯 倫が 翫び。 ただ この 水 

に 殘れり ノ％ め や * め御藥 を。 君の 爲に 捧げん。 

曲水に 浮かむ 鸚鵡 は 石に さはり て遲 くと も。 手 

にまづ 取り て， 夜 も す が ら駄れ て 月 を、 汲まう 

よ や 馴れて 月 を 汲まうよ 

と 立ちて 後：^. m にく つ ろぎ 水 を 汲む 心。 常 座に 出で て、 

【五】 

や 念 ぢ  f  A づ  ひと  や しな 

地 n ンギ 『山路の 奥の 水に て は いづれ の 人 か 養 ひ 

老 


水 はもとの 水， て はなく、 水面に 浮かんで 

ゐる泡 は、 片方で 消える かと 思へば" ま 

た 片方に 新しい ものが 出来て >  いつまで 

も 同じ 狀態 ではな いのであります が、 し 

かし， 水 はいつ もい つも 變 りなく 澄み渡 

つ てゐ るので ございます。 

殊に この 水 は 外に 全く 例の ない もので、 

山の 水が 藥と なるとい ふやうな， め. てた 

いしる し は- 外に 誰も 兒 たこと がない の 

でノ 」 ざ い ます。 

さあ、 水 をす くひ ませう、 『春 は 酒 瓶の 酒 

に 濃い 綠の影 を 宿す』 とか、 『秋 は 垣根の 

荻の 花が 木の 紅葉と 同じ やうに 紅くな つ 

て、 酒に 紅い 影 を 宿して ゐ るの を 汲む』 

とかい はれて ゐ ます。 晉の 竹林 七賢が 樂 

しんだ の も >  殊に 劉 伯 倫が 好んだ の も、 

この 酒の 水で ございます。 さあ 誰も 彼 も 

この 水 を 汲め。 そして この 藥の水 を わが 

大君に 奉らう。 曲水 宴の、 水に 浮かむ 鸚 

鵡盃 は、 途中 石に 邪魔 せられて、 來 るの 

が遲れ ようと も- これに は その 心配が な 

い。 手つ とり 早く 汲み取って >  夜通し、 

月影の 宿る 水 を 汲まう」 

./.- 水み-汲み取る 想 o 

t 五】 

勅使 「山奥の 水で 老を #5 つた 人に は、 どう 

三 i  i 五 


蓥 


〇 彭矶— 列 仙俾に 「彭飢 服 

レ菊 長壽、 * 年 七 百 餘歲、 斑 

色 壯而如 一！ 十七 八 歳 一也」 こ 

の 人の 事 〔菊 慈， M〕〔 枕 慈 S 

に&ら る，. - 

〇 仙德— 仙術の 功德。 

〇 藥と 菊の— 藥と闭 くと い 

ひかけ た。 

〇 露の間に— 古今 集 素性 法 

師の缺 「湍れ て ほす 山路の 

菊の 露の 問に い つか 千年 を 

われ は經 にけ む」 に據 つた。 


〇 養 ひ^て は— 和漢 朗 詠 集 

紀畏谷 雄の 詩句 「養 得 自爲こ 

花 父^ T 洗 來寧辨 一一 藥 君臣 こ 

を 引いた。 

〇 翁 も— 露 3 置く と いひ か 

けた，" 

〇 馴れ 衣— 不斷 着) 水に 馴 

ると いひ かけた.， - 

〇 袖 ひぢて I 袖が 水に 濡れ 

て G 

〇 影 さ へ 見 ゆ る — 古今 集 序 

の 欲 「淺香 山 影 さ へ 見 ゆる 

山の 井？ 淺き心 を わが 思 は 

なくに」 を借リ た-" 

〇 若水— 年始に 汲み 初める 

水。 こ - - では 姿 も 若くなる 

とい ひかけ た t 


老 

シ テ 


彭祖が 菊の 水ビ ただる 露の 養 ひに。 仙德を 

受けし より。 七 百 歳 を、 經る こ とも 藥の 水と 聞 

くもの を 

くすり きく  みづ  やしな  est 

地 『げ にや 藥と 菊の 水。 その 養 ひの 露の間に？ 左 

へ 廻 H0 

ちとせ  ふ  みめ つち 

シテ 『千年 を 經るゃ 天地の 

地 『開けし 種の 草木まで 

はなさ  A  ことわり 

シテ 『花^き 實 なる 理 C 正面へ 出で〕 

地、 その 折々 とい ひながら 

シテ 『ただこれ 雨露の 惠み にて 

地 『養 ひ 得 て はり 花の 父母た る 雨露の。 翁 も 養 は 

ふづ  な  ごろ も  そで  むす 

れてー こ の 水に 馴れ 衣の や 。袖 ひぢて 掬ぶ 

手の (面 を 下げ C 立ち)。 影 さ へ 見 ゆる 山の 井の C 下 を 00。 

げ にも 藥と & ふ より C 右へ 老の姿 も 若水と 
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いふ 人が あつたか 知らん」 

翁 「昔 彭龃が 菊の 水、 葉に たまった 遝 を 

飲んだ ところ、 仙術の 功徳に よって 七- fa 

歳の 脔命を 保ちました) これ も 藥の水 だ 

と §1 いて ります - 


勅使 「いかにも 菊の 水 は 薬で、 これ を 飲め 

ば 暫くの 間に  」 

桷 翁 「千年の 年月 を 過し ます。 た^-人 間ば 

かりで なく、 すべ て 天地の 間にある もの、 

草木の 類に 至る まで、 その 花の^き^ の 

結ぶ の は、 それぐ 季節に 從ふ ものと は 

申しながら、 結局す ベて 雨露の 惠み によ 

る もので、 雨露の 水に、 花 を^ ふ 父母と 

なる ので ございます。 この 爺 も、 その 水 

に^ はれて ゐ るので ございまして、 この 

^老 の 水 を 飲みな れ て ， K. 斷箭の 袖 を ：旃 

らしながら * 手に 水 をす く ふと、 その 影 

が 水に 映る ほど 潦 みきった 淸ら かなもの 

で、 いかにも 藥 だと 思った だけで、 年寄 

の 姿 も 若返って 見える の は、 ほんと に 眩 

しい ことで ございます」 


【六】 


【間】 


〇 いひ も あ へ ねば l 「 い ひ 

も あへ ぬに」 と いふ 意に 用 

ゐる謠 曲の 惯用誤 法。 

〇 音 樂 聞え 花 降リ— 佛 菩薩 

の來 現に 伴 ふ 奇瑞で ある。 


見る こ そ 嬉し かり けれ？ 常 成 下に ほる ：} 

くすり &づ いそ ^へ  きふ 

ヮキ 「げに ありがたき 藥の 水" 急ぎ 歸り て わが 君 

に。 奏聞 せんこ そ 嬉し けれ 

おきな  おん めぐ  ひろ  ふ か it  た ふ. -i 

シ テ 「翁 も かか る御惠 み。 廣き 御影 を 尊め ば 

ヮキ r 勅使 も 重ねて 感淚 して。 か か る 奇特に 逢 ふ 

事よ と 

地上 歌 『いひ も あ へ ねば 不思議 やなつ ンテ 立ち：^ いひ 

も あ へ ねば 不思議 やな。 天よ. り 光 かか やきて？ 

右の 上 を =0。 瀧 の 響 も聲澄 みて 2  II 一足 出で リ。 音 裂 聞 え 

花 降りぬ リ、 これただ 事と、 思 はれず これ 

ただ 事と 思 はれず 

と 常 座に て 開き、 來 序の 雠子 にて 中 入。 ッ レも績 いて $| に 入 


勅使 「實 にあり がたい 藥の 水の こと を- 早 

速 都に 歸 つて， わが 大^に 奏上 出来る の 

は， 嬉しい こと だ」 

榑翁 「私 も  >  」 の やうな ありが た い 大御惠 に 

浴し まして  」 

と、 帝の 廣ぃ大 御影 を 尊む と. 効-使 も 

なほ 感激 の 淚を こぼして、 

勅使 「この やうな 鎏 妙な 事に 逢 はう と は… 

:•」 

と、 いふ や 否や、 不思議に も 夭から 光 

が^いて， 瀧の 響 も潦み 波り、 一 W 樂が 

聞え 花 か 降って 來た) これ はた^-事と 

は 思 はれない。 

撐人 父子 はせ，： 場て-る。 


【g】 末社 來 序の 離 子に て、 狂言 本 m 郡の 者、 引 立 烏嵴子 • 着附 K 熨斗 H> 掛素袍 • 括柃， 脚半 帶 の裝 

束に て 髭 を 掛けて 名乘座 へ 出で > 

狂-百 「かやう に 候 者 は。 美 濃の 國木巢 W 郡に 住居す る 者に て 候。 さても こ s 郡 s 内に 養老 s 瀧と 巾し 

て。 藥の 水の 出來 仕り 候。 その子 細 は。 この 所に 親子の 民の 御座 候が。 かの 荇 孝行に て 明 幕 山に 分 


0 


老 
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〇 代と なし— 洒米を 買 ふ 代 

金と し& 


【七】 


け 入り 薪 を 採り。 それ を 代と なし 老いた る 親 を 育みし に。 或 時 山路 S 疲れに や。 I： しま どみ み目覺 

めて。 瀧 壺に 至り 水 を 掬び て飮み 候に。 その 味 常の 水に 變り心 も 涼しく  C 何と やらん 若くなる やう 

に 覺ぇ候 問。 もとより かの 者 は 孝行の 事 なれば。 そ S 水 汲んで わが 家に 歸 り" 老いた る 親に 飲ませ 

しに。 老父 中す やう。 こ S 水 は 常 S 水に 變り 何と やらん 若くなる やうに 覺 ゆると. E- せば。 子 は 悦び そ 

の 瀧に 忭ひ。 思 ひの 儘に 飮 ませし に。 老父 は眞 盛りの 若^と なり 中して 候。 誠に 親 を 養 ひ 立てた る 

瀧 なれば。 養老の 瀧と 名 づけて 候。 我等 も 水を飮 まう とお じ。 これまで 出で て 候。 まづ 急いで 參ら 

う。 誠に かやう の 奇特 ある 事 も 。かの^の 親孝行に て 候 間。 天 逍の御 計ら ひと^じ 候。 我等 如きの 

者まで も。 かやうな る 時節に 生まれ 逢 ふ は。 近頃 ありがたき 亊 にて 候。 かと 屮 すうちに。 卽ち^ 

老の 瀧に て 候 

と 舞^ を 小 廻りして 養老 瀧に^ きたる 心に て n; 附柁の 上 を：^、 

狂言 「さても く淸 潔なる 事 かな。 されば 飮まぅ 

と M 附 柱の 下に 行き、 片膝つ きて 扇 を 開き 三 杯 飲み、 

狂言 「さても く 何と やらん 若くなる やうに 覺ぇ 候。 一 さし 奏でて 罷り 歸 らう (と 大小 前へ 行き) 

狂言 『 一 流く 又 一 盃 U  〔三 段 舞〕 一 盃く又 一 盃。 藥の水 を 恣 に 飲みければ。 愛の あたりお のま わ 

りが そ、 めきて。 若き^ となりたり けり (と 髭 を 取り )o かほ どめで たき 事 ある まじ や。 これまで なり 

や 歸るぞ とて。 く。 もとの 在所へ 歸り けり 

と 拍子 を 踏み て 慕に 入る。 

出端の 蛾 子に て、 後ジテ 養老 山祌、 而邯郧 男 • 透 冠 .黑垂* 金 

緞鉢卷 • 襟淺荧 • 翁 附^ 厚板 • 拾 狩 衣 *ぉ 大口  • 腰帶 ，ぉの 装束 

にて 舞 辜： に 入り 常 g に 立ち" 


【七】 


【七】 


後 段 

後ジチ #  先山 神 


九 


持 か に 體 〇 
つら 衆の 楊 
c 出生 一柳 
た の '觀 
名 願 柳 音 
。望の I 

右に 風觀 
手從に 世 
に ふ糜音 
柳と く 三 
枝の 如 十 


後ジテ 『あり が た や 治まる 御代の 習 ひとて。 山河 

.p-r-  .,?、 おで や  ご じつ  か^  しふ じつ  みめ  した て  ひ 

草木 穩か に。 五日の 風 や 十日の。 天が下 照る 日 

ひ ァり ,、も  たま ふづ  くす， り  いづ &  つ 

の 光ぶ 雲り は あら じ 玉 水の。 藥の泉 はよ も盡き 

じ。 あら ありがたの 奇瑞 やな 

ち？ 1  おな  のり  &づ つ  & よ 

地 - 「これと て も 誓 ひ は 同じ 法の 水。 畫 きせぬ 御代 

を 守るな る 

シテ 『われ はこ の 山山 神の 宮居 (と 右の 上 を 高く 見上げ〕 

地 『又は 楊柳 直 音 菩薩 C と 左 へ 廻 リリ 

シーア 『神と いひ 

地 『佛 とい ひ 

シーア 『ただこれ 水 波の 隔てに て 

しゅじ やう さい ど  は つ べん  二る 1 

地 『衆生 濟 度の 方便の 聲 

ふね  みら し  たに  ふづ おと たう /ヽ 

シ テ 『峯の 嵐 や。 谷 の 水音滔 々 と (下 を 見) 

地 『拍子 を 揃 へ て 寧 樂の. 響。 瀧つ 心 を 澄まし つ 

つ。 諸 天来 去の。 影 .i かな 


a 神 r あ \ ありが たいこ とだ。 御仁 政の 明 

ら かな 大御代の ことと て >  山 も 河 も 草 も 

木 も >  すべての ものが 穩 かで、 五日に 一 

度の 風、 十日に 一度の 雨、 雨風 も 宜しき 

を 得て、 夭 下 を 照らし 給ふ大 御稜 咸に * 

り はなく、 從っ てこの 藥の泉 も、 いつま 

でも 盡き はしまい C あ、 ありがたい めで 

/  I ぉネ/ 

これと いふの も、 神佛が 大御代の 盡 きぬ 

御 榮ぇを 守ろ 誓約 によるの であ つて、 自 

分 はこの 山の 山 神の 宮に 住む もの、 又 一 

つ に は 楊柳 觀音 とも い ふので ある。 —— 

かう して、 或は 神と いひ 或は 怫 といって、 

名は變 つても、 それ は 水と 波との 關 係の 

やうな、 形 だけ の 差異で あ つ て 、 貲質 に 

は變り はない の だ。 鹿く、 峯の嵐 や 谷の 

水 音に 至る ま _ て、 すべて 祌佛が 衆生 を 救 

ひ 利益す るた めの 手段に 外なら な い の 

だ。 かくて >  谷の 水 昔が とうくと 拍子 

を 揃 へ て、 昔 樂の響 を 奏する。 興に 湧き 

立つ 心を靜 めて 待って ゐ ると， 天上の 諸 

神が 來 現せられ る わ」 


〇 五日の 風 や I 最初に 引い 

た 王 充論衡 の 句。 

〇 天が下 I 雨と いひ かけた 

0 晷 I！ リは あら じ— 光と 玉と 

上下に か、 る。 


三 

を 


〇 水 波の 隔て— 形 は 異なる 

が、 .1 只 は 同じで あるとの 喩 

へ。 

0 方便の. 聲— 峯の嵐 や 谷の 

水 音 も 衆生 濟 度の 手段 をな 

すと の fsr 

〇 瀧つ 心— 勇み 湧き 立つ 心 

を 瀧に いひ かけた。 

〇 諸 天来 去 I 諸の 天人の 往 

來 する。 

〇 影 向— 佛 菩薩が 姿 を 現す 


養 


老 


三  一 H0 


〇 君 は 船— 荷 子 王制 篇に 

_ ^^舟 也、 庶人者 水 也 > 

水则載 レ^ 水 則^ レ舟」 


〇 君に 引かる る—^ の 仁政 

に ひきつけられる" - 

〇 返す返す も I 波の 緣 詰。 

〇 萵 歳の 道— 君の 御 榮ぇを 

祝って^ 歳と いひ、 神の^ 

に 兼ねて 川ゐ たので あらう 


〔考 異〕 

諸 流 (五 流) 


を 舞 ひ、 W 镜き 次の 謠に 合せて 舞 ふ。 

シテ ワカ 『松 蔭に。 千代 を うつせる。 -綠 かな 

地 『さも いさぎよき 山の 井の 水。 山の 井の 水 山の 

井の 

シテ 『水滔 々として。 波悠々 たり。 治まる 御代の。 

きみ  ふね 

君 は 船 

地 『君 は 船。 臣は 水。 水よ く 船 を： ゆ かめ ^ か め で。 

臣 よく 君 を。 仰ぐ 御代と て 幾 久し さも盡 きせ じ 

や^きせ じ。 君に 引かる る 玉 水の。 上 澄む 時 は > 

下 も 濁らぬ^ i つ の 水の。 浮き立つ 波の。 返す 返 

す も。 よき 御代 なれ や。 よき 御代 なれ や。 萬 歳の 

道に 歸 りなん。 萬^^の 道に 歸 りなん 

と 常 座に て §s 拍子 を^み て 舞ひ納 む」 


〔祌 舞〕  . 

に 心 一..、 舞 ひ、 

山 神 「いかにも 淸ら かな 山の^に， 千年の 

綠 をた 、 へ た 松が 影 をう つして ゐる" 

水 i- とう/ \> と 油き 出-て、 皮. は. ^つたり 

としてお か-て ある。 喩 へに 『君 は 船、 臣 

は 水の やうで ある』 とい ふが、 泰平の 御 

代に は、 その 水に^ へられた はが、 船 を 

よく 浮かべる やうに、 よく 大君 を 仰ぎ^- 

り、  大御代の 御榮ぇ は、 饯 久しくお きな 

いの だ。 そして、 水上の 浪む時 は、 下流 

も. U 然^ら ないや、 つに、 上、 大^の 御仁 

政に 浴して、 下蹈民 も： 个穩. て、 まことに 

めでたい 御代 だ。 では >  八千代の 御免え 

を 祝って、 祌の 國に歸 らう J 

御代 ケ 祝つ て 


【七： Ksr、「lt.ls^ いひ Si ^^か^^ひ。 r^o つい、 に^お、 の い。 音樂 聞え 花 降りて。 異香薰 ずる 不思議 さよく^ ジ子 「あ リ 

がた や  

古謠本 (光 悅^)  、、、  I  ： 

S  "キ 「w もこれ は…： さても 濃 刑 (光 iiil) 本 巢の郡 …：. 奏聞す (光 我 君の 宜 旨に は) 急ぎ ；… 宜 皆 (光 勅 S に 任せ …… ヮキ道 S. 治ま 

る や …… 程 (光い) なく …… 〔一一 □ ヮキ 「いかに これなる (光ナ シ〕 老人 LTS3, べき 事の 候 (光ナ シ) …… ヮキ 「さても …… 泉 出で く (光き た) 

る 由 を ；… シテ 「御覽 候 へ …… 岩間より 出 (光た〕 る 水の …… 


養 
老 


八 島 

觀 (寳 春剛 喜) 

S  兌 

【能 柄】 二番目 複式 夢幻 能 

【人物：！ ヮキ 都 IT ヮ キッレ 從佾 (二人) 

前シテ 漁 翁 (義經 の 靈)、 ッレ ：1 

夫、 狂言 所の 者、 後シテ 源 義^ 

【所〕 讃岐國 八 島 

C 時 3 春 (三 月) 

【作者】 能 本 作者 註文、 二百 十番 謠目錄 ともに 世阿彌 

の 作と 十，。 世子 六十 以後 申樂談 儀に こ の 曲名 兑ぇ， 

^河原 勸 進猿樂 記に 寬正五 年 四月 四日， 親元 日記に 寛 正 六 年 二月 廿 八日， その他 魔.、 演 能の 記事が 見え、 言經鄉 おに 文 祿四年 三月 二十 

九 日註釋 の 、 J とが 見え て ゐ る。 

【梗概】 都 方の 僧が 西國 行脚の 途次、 讃岐國 八 島の 浦に 立ち寄り 、ある 鹽屋に 一 夜の 宿 を 求めて  >  主の 漁 翁に、 昔 この 所に 於け る 源平 合戰 

の 有樣を 尋ねる と， 漁 翁 は、 三 保 谷 四 郎と惡 七 兵 衞景淸 とが^ 引きした こと， 佐藤繼 信が 討死した ことな ど を 語る。 僧 は その 餘 りに 委し 

い 物語に 驚いて、 漁 翁の 名 を 尋ねる と. 義 經の靈 である こと を ほのめかして 消え去る。 やがて その 夜 >  僧の 夢に、 義經が 甲胄 を帶 して 現 

れ 出で、 この 所の 合戰 に 思 はず 弓 を 取り 落し、 その 敵 船 近く 流れて 行った の を、 末代までの 名譽 のために、 命 を 犯して 取り戻し たこと を 


語り、 今、 修羅道で 能 登 守敎經 と餐戰 する 漾を 示す。 と 思 ふうちに、 夜 は ほの ぐと 明け そめて、 義經の 姿も兑 えなくな つてし まった。 

IC 出典】 本讪は 平家物語に 據っ たもので、 原文に 從 つて ゐる 所が 多い と 思 はれる から >  その 主な 部分 を 抄出す ろと >  卷 十一 に、 

明くる 十八 日 (元 暦 二 年 二月〕 の 寅の刻に、 讚岐國 引田と いふ 所に 落ちつ いて、 人馬の 息をぞ 休めけ る。 それより 白鳥、 丹 生の 屋 うち 

過ぎう ち 過ぎ、 八 島の 城へ ぞ 寄せ 給 ふ。 …… 判官 その 日の 装束に は、 赤地の 錦の 直 垂の紫 裾 濃の 鎧 蕾て， 鍬 形 打った る 兜の 緒 をし め、 

黄金 作りの 太刀 を 佩き、 一 一十 四 さいたる 班 生の 矢 負 ひ、 滋籐の 弓の 眞中 取り， 沖の 方 を 睨ま へ 、 大昔 凝 を 揚げて、 「 一 院の 御使檢 非違 使 

五位の 尉 源の 義經」 と名乘 る。 …； (大 K 越の 事) 

能 登 殿、 船 軍は樣 ある も のぞと て …… 王城 一 の 強弓. 精兵な りければ、 能 登 殿の 矢先に 廻ろ もの、 一人の 射珞 されす とい ふ^な し、 中に 

も 源氏の 大將軍 九 郎義經 を、 た V 1, 矢に 射 落さむ とねら はれ けれども、 源氏の 方に も 心得て …： 大將 軍の 矢面に 馳せ 塞り ければ、 能 登 

殿 も 力 及び 給 はず。 能 登 殿 「そこ 退き 候 へ 、 矢面の 雜人 原」 とて、 さし つめ 引きつめ 散々 に 射^ へ ば、 矢 に 鎧 武者 十騎 ばかり 射 落さる。 

中に も眞 先に 進んだ る 奥州の 佐 藤 三 郞嗣信 は、 弓手の 肩より 馬 手の 脇へ、 つと 射拔 かれて、 暫 しもた ま.. r す、 おより 逆様に どうと^ 

つ。 能 登 殿の 童に 菊 王 丸と いふ 大力の 剛の者、 …… 嗣 信が 首 を 取らん と 飛ん. て か、 る を、 忠 Q 側に ありけ るが、 兄.^ S を 取らせ じと よ 

つび いて、 ひやう と 放つ。 菊 王 丸が 草摺の は づれを あなたへ つと 射 貫かれて、 犬 居に 倒れぬ。 …… 後の^) 

平家 …… 弓 持って 一 人、 楣っ いて 一 人、 長刀 持って 一 人、 武者 三人. M に 上り、 源氏 こ \ を 寄せよ やと ぞ 招きけ る。 …… また 郴の^ より、 

大 長刀う ち 振 つて か > りければ、 美 尾の 屋の 十郎小 太刀 大 長刀 に 叶 はじと や 思 ひけむ、 かい 伏いて 逃げければ、 やがて 綾いて^ つかけ 

たり。 長刀 に て 薙が むず るか と 兑る處 に、 さ はなく して、 長刀 をば 弓手の 脇に かい 狭み、 馬 手 を さ し の ベ て、 美 尾の 屋の 十郞が 兜の^ 

を摑 まう とす。 摑 まれ じと 逃ぐ る。 三度つ かみ はづ いて、 四 度の 度む ずと 摑む。 暫しぞ たまって 見えし、 鉢附の 板より ふっと 引き 切つ 

てぞ 逃げたり ける。 …… その後 兜の 婭 をば 長刀の 先に 賞き、 高く さし 上げ 大： W 慇を あげて、 「遠 からん 者 は 昔に も け、 近くば □! にも 見 

給へ、 これ こそ 京 童の 呼ぶな る 上 總の惡 七 兵 衞景淸 よ」 と 名乘 りすて て、 味方の 榍の 陰へ ぞ 退きに ける。 …； 

源氏 勝に 乘 つて、 馬の 太 腹つ かる 程に、 うち 入りう ち 入り 攻め 戰ふ。 船の 中より 熊手、 雞鎌を 持って、 判せ の 兜の 鈸 にからり からりと 

うち 懸けう ち 懸け、 二三 度し けれども、 昧 方の 兵 ども 太刀 長刀の 先にて、 うち 拂 ひうち 拂ひ 攻め 戰ふ。 され どもい か^はし^ ひたりけ 

む >  判官 弓 を 取り 落されぬ。 うつ 伏し 鞭 を 以て かき 寄せ 取らむ 取らむ とし 脍 へば、 味方の 兵 ども 「た^ 捨てさせ 給へ、 捨てさせ 給へ」 


と 申し けれども、 遂に うて ぞ 歸られ ける。 おとなども は 皆 爪 はじき をして- 「たと ひ千疋 萬疋 に 代へ させ， べき 御たら し」， 

りと 申す とも- いか-て か 御 命に は 代へ させ 5 べき か」 と 申しければ、 判官 「弓の 惜し さに も 取らば こそ- 義經. が 弓と いき、 二人し 

て も f もし は 三人しても 張り、 叔父 霸な どが 丐のゃ うならば、 わ f  4 い S らす べし。 麗 たる 敵 S り 持つ」、 こ ひ」 

そ 源氏の 大將 軍九郞 鐘が 弓よ など、 嘲弄せられ むが ロ浩 しさに、 命に 代へ 5 つたる ぞ かし 一との たまへば、 皆 また これ を ぞ感 じナ 

る。 (弓 流の 事)  >  f  I 

【概評】 勝靈物 三番 (〔田 村〕 § 及び 本 89 1 として- めでたい 曲で あるば かり， てな く、 脚色 修辭 ともに 秀れた 佳作. て ある。 ま I 材 

たる 軍 物語 は、 前後 段別 趣の ものにして、 薦には 部下の 勇武 忠誠 を描 いて、 哀愁の 情 を 催さし め、 農に は大將 S の B を？ -」、 

壯烈 の感を 起さし めて f- 修辭に 於て は、 第二 節の、 義 景趣 の 描寫も 巧み.. て あるが、 殊に 第五 節の、 ラン ギに 於け るシテ f の吿白 

に 「よしつ ねの 浮世の 夢ば し 覺ま& ふなよ」 といって 聽 化し- 第 九 節の キリに、 「轚 の掛 引、 浮き 沈む とせし 程に、 春の 夜の 波より 明 

けて」 と、 いっとな く 結局に 導いて 行った など は、 夢幻 能と して、 最も 上乘な 行文で あると S ふ。 


【 I 】 


.〇H! も 南の 海原 や— H: も 南 

の 空に めぐ リ、 僧 も 南海 道 

へ 行く と の 意。 南 の 海原 で 

南海 道 (四 國) をき かせた。 

〇 八 鳥— 讃岐國 木 田 郡、 高 

松 市の 柬。 今屋 鳥と 書く。 

古謠 本に は铙 「八 島」 と 書い 

てゐ るので、 本書 もこれ に 

從 つた。 

〇 四國— 阿波 *讚岐. ^豫 • 

土 佐。 


ョ 

次第の 囉子 にて、 ヮキ 都佾、 角 «子. 着附 無地 熨斗： 》> 水 

腰帶 .扇， 数珠の 装束. ヮキグ レ從僧 二人、 ヮキと 同 漦の裝 

朿 にて 舞 臺に 入り 向 合 ひて、 

次第 『月 も 南の 海原 や。 月 も 南の 海原^だ ^ 

-？ り たづ 

の 浦 を 尋ねん 

地： 取に ヮ キは 正面に 向き > 

「  &や こがた  S-  そ- つ  ， j 

ヮキ- これ は 都 方より 出で た る儈 にて 候。 われ^ 

だ 四國を 見ず 候 程に ^ こ の！^ | ひかち 萍 i ^麟 


【I 】 

ルぇ 

舞 虽 は 初め 京都で、 ヮキ 都佾、 ヮキ ヅレ從 憎み- 随 

へ て 癸 場" 

僭 「月 も 南の 空に めぐって 行く が 、 自分 も 

同じ 南の 方、 南海 道の < 島の 浦へ 出かけ 

.H う」 

次第に 旅の； U 的 地 を 述べ、 

せ 「私 は 都の 方から 出て 來た佾 です。 私 は 

まだ 四國へ 行った ことがない ので、 今度 

思 ひ 立って 西國行 脚 を しょうと raa ム ので 


に、 


〇 浮き立つ i^ls と 波と に 

か. ^る C 

Q 巾 つ 舟 — ； a- ハ 奇。 

〇 入日の— 沖の 舟が 港に 入 

ると いひ かけた。 


〇 凝錄— 鹽を燒 く 家。 沲士 

の 家。 


【二】 


と 志し 候 

ヮキ • ヮキグ レ向合 ひ > 

はるが す& う  た  な ふ おき おね 

道行 『春霞。 浮き 立つ 波の 沖つ 舟。 浮き 立つ 波 

の 沖つ 舟。 入日の 雲 も 影 添 ひて。 そなた の 空と 

ゆ ほど はる ぐ  ふな ぢへ  や しま t つ 

行く 程に。 遙々 なり し 舟路經 てリ八 島の 沛に着 

きに けり^ 島の 、きに 着き にけ り 

ヮキ 「遙々 なりし 舟路經 て」 と 正面に 向きて 先へ 出で >  また 

もとに 歸リて 八 鳥に 着きた る 心。 道行 濟 みて 正面に， M き、 

ヮキ 「急ぎ 候 程に。 こ 

に 着きて. 候 、日の 暮れ て 候へば。 こ れ な るき 

に 立ち寄り。 一 夜 を 明かさば やと 思 ひ 候 

ヮ キヅレ 「然る- 7 ぅ矣 

とい ひて 脇 座の 方へ 行き 順次 竝 びて 下に 居る。 

lit の 離 子に て、 シテ漁 翁、 面 朝 翕 尉 ，尉髮* 襟淺赀 • ^附無 

地 熨斗？ 茶綷 水お *腰 一お • 腰 帶， 飼の 裝來， ツレ^ 夫. 0. 

襟 赤 • 着附 無地 熨斗 n> 淺黃總 水 衣 • 腰 一お • 腰帶 ，ぉ の 装束に て 

二人とも 釣 华を杼 ち、 ッレを 先に 立てて 捣懸に 出で >  ッレ 

一 の 松、 シ テ  一二 の 松に て 向 合 ひ、 


はは や 讃岐の 國八鳥 の沛 


【二】 


す」 


物 人に. U, し弒 介な. 


佾， 「春霞が たちこめ て 、 波も^; き 立 つ て ゐ 

る 沖に 舟 を 浮かべて、 入日の 雲 を 眺める 

n: 數の靈 なって 行く うちに、 非常に 長 か 

つた 船旅 も 無事に 過ぎて、 八 島の 浦に^ 

いた」 

ミ いって ゐる 問に 旅 は 進ん； i 想で、 *s は^ 岐 S 

八 ！？ミ なる o 


愤 「旅 を^いだ の. て、 もはや 説岐阀 八お の 

浦に 着いた。 ； II が 幕れ たから、 こ  >- の鹽 

屋に 立ち寄って， 一夜 を 明かし ませう」 

.11 い つて、 ； g 士 り を 待 つ てゐる g い。 


【二】 


シテ^ 被の 莰、 漁 翁の 姿 装うて、 ッレ 年若い 汲 

夫ミ 共に、 約 竿 * 持って：！； から s る 想で 巧 so 


OH 海上に 浮かんで は— 詩 

句ら しいが 出 所 未詳。 

〇 波濤 野火 に— 波 に 映る 月 

光が 野火の やうに 見える。 

〇 漁 翁 夜 西岸に I 古文 前 集 

柳宗 元の 詩句 「漁 翁 夜 傍 二 

西岸 一宿、 曉汲 las 湘ー 燒ご楚 

竹 こ を 引いた C 

〇 今に 知られて— 今 寅 地に 

思 ひ 知られて。 

〇 蘆 火 —薪の 代用と した 蘆 

の 火。 . 

〇月 の出汐 I おの 出と とも 

にさして 來る 潮。 

〇 霞の 小舟— 沖に 霞んで 見 

える 小舟" 

〇 こがれ 來て 漕がれ」 に 

湊の方 を 思 ひ 焦がれる 意 を 

兼な た.." 

〇 海士の 呼び 聲— 網 を 引く 

爲に 海士が 人々 を 呼び集め 

る聲 C 

〇 一葉 萬 里の I 一葉の 小舟 

で 萬 里の 大海 を 渡る を い ふ 

.0 雲の 波 I 波の 如くに 見え 

る 雲。 

〇 月の 行く へ に— 雲が 月の 

行く 方角に 消えて C 

〇 霞に 浮かむ— 霞の 巾に 俘 

かんで 見える。 

〇 綠 にう つろ ひて— 松 影が 

海上 にう つるの をい ふ C 

〇 知らぬ 火の I 筑 紫の 枕詞 

そこと も 知られぬ と いひ か 

けた。 

〇 筑 紫の 海— 九州の 海。 


シテ サン 『面白 や 月 海上に 浮か ん で は 波 S 野火に 

ぬたり 

二人とも 正面に 向き、 

ぎよ *v-f よ る せい « -ん  そ  しゅく  あ^つきし やうす ！0 

ッ レ 『漁 翁 夜 西岸 に 傍うて 宿す。 " - レス 向 合 ひ 〕 『曉 湘 水 

を きんで 楚ぎ を燒 くも。 今に 知られて 蘆 火の 影。 

ほの 見え そむる。 ものすご さよ ハと 正面に 向き) 

シ テ 『np の 出 夕の： &' つ 波 

かす ふ を ぶね  き . 

ッレ 『霞の 小舟。 こがれ 来て 

も 4t  よ  こ *!  さと ちか 

シテ 『海士 の。 呼び 聲。. な 『里 近し 

と謠 ひて 二人とも 舞臺に 人 リ>  ッ レ は眞 中、 シ テは常 座に 立 

ち、 

え ふ 15 ん り  ふね  &ち  はん  か； S.J  i.p 

シテサ シ『 一 葉 萬 里の 舟の 道。 ただ 一 帆の 風に 任す 

ッレ 『夕の 空の ist 。"レス 向 合 ひ" 『月の 行く へ に 立 

ち 消えて。 霞に 浮かむ 松原の。 影は綠 にう つ ろ 

ひて。 海岸 そこと も 知らぬ 火の。 筑 紫の 海に や。 

瘦く らし 


m 翁 「實に 面白い 景色 だ。 月が 海上に 浮か 

んで、 波に 映って ゐる樣 は、 まる. て 野火 

の やう. た。 

古人の 詩に 『漁 翁が 夜 は 西の 岸邊に 泊り、 

夜が 明ける と、 湘 水の 水 を 汲んで、 楚地 

の 竹で これ を 沸かす』 とい ふの が あるが、 

その 趣が 今 自分の 體驗 から >  よく 思 ひ 知 

られる こと だ。 お X 、 濱邊. て蓖 を燒 い て 

ゐる 火影が かすかに 見え 出して 來た。 實 

に 寂し い 感じ だ。 

月が 出て 滿汐 になった ので、 沖の 方に 霞 

に 包まれて ゐた 小舟 も、 次第に 岸の 方へ 

漕ぎ 寄せて 来る。 濱で海 士が網 引きの 人 

達 を 呼んで ゐる聲 が閗 えて 來て、 自分 達 

ももう 里 近くへ 来たの だ。 

自分 達 は廣々 とした 大海 を * 小さな 舟に 

乘 つて、 た^ 1 枚の 帆に 孕む 風に 任せて、 

渡り あるいて ゐる こと だ。 

夕暮の 空に 波の やうに 湧き 立って ゐた雲 

も、 月の 行く 方に 消えて しまって、 のど 

かな 夜と なる。 霞の 中に 浮かんで ゐる松 

原 は、 海面に 綠の松 影 をう つして ゐる。 

かう して 霞に 包まれた 海岸が、 どこまで 

となく 績 いて、 恐らく 九州の 海 ま V- も 績 

いて ゐる こと だら う。 


〇 家居 I 家。 

〇 釣の いとま も— 釣の 絲を 

暇に、 暇 無き を 波に いひ か 

けた e 

〇 ほのぼの と— 小舟の 帆と 

い ひかけ た。 

〇兑 えて 残る— 雷の 中に 小 

舟 だけ^え 殘る 意。 

〇 心 を 誘 ふ ら ん— のどかな 

森 景色 が 心 を 浮き立た せる 

だら う Q 


【三】 


島 

S 下 欲 『こ こ は 八 島の 浦 傅 ひ 海士の 家居 も數々 

にに S 釣の いとま も 波の 上。 釣の いとま も 波の 

かす  わた  おき ゆ  も  At  を ぶ ね 

上。 霞み 渡り て 沖 行く や。 海士 の 小舟の、 ほの ぼ 

のと 見えて 殘 る夕暮 。浦風 ま で も のどかなる。 

はる  こ * ろ  さそ 

春 や 心 を、 誘 ふらん 春 や 心 を 誘 ふらん 

シテ 「ま づまづ 應屋に 歸り木 まう ずるに て艮 

と いひて 釣^-を 扮て、 ッ レと 人^ リてほ 〈巾へ 行き 下に はる。 

ッ レ も 釣竿 を 後；^ に 渡して、 シ テ の 右側に 行きて 下に： W る。 


【三】 


ヮキ 立ちて、 


ヮ キ 「鹽屋 の 主 の^り て 候。 立ち 越え を 借 ら ば 

やと 思 ひ 候 ズシテ に 向ひリ いかに これなる 鹽 屋の內 

へ 案內 し 候 

ッ レ (立ち) 「gH に て. Li 乂り 丄.； 火ぞ 

ヮキ 「諸國 一 見の 佾に て 候- 一 夜の 宿 を 御 貸し 候 

へ 

しはら おん ま  あるじ  よし ま. つ 

ッ ヒ 暫く 御 待ち 候へ/王に その 由 申し 候べ し。 (シ 


一一 一一 M 八  

その 中. て も、 こ、 は 八^の 浦 傅 ひ. て、 漁 

師の家 も濘山 あり、 釣りに K もない ばか 

り 忙しくて、 霞み 渡った 海面 は タ暮に 包 

まれて 消えて しまっても， 沖の 方に 出て 

ゐ る海士 小舟 は、 ちら ほらと 消え 殘 つて 

ゐて、 吹く 浦風 もの どかな こと だ。 この 

のどかな 春 景色に、 心が 浮き立ち 慰めら 

れ るの だ」 

.~\ 菘れて 行 < 八お の 流お 色. Ks!s< しながら s« に 

上った 想で、. 

漁 翁 「ま づ鹽屋 に歸っ て 休み ませう」 

./」I«assK^ に瞄 つた 想 Q 

【一二】 

佾は fffi 翁 が 家に 歸 つた S ケ IW て、 

憎 「鹽 接の 主人が 歸っ た。 あそこ へ 行つ 

て- 宿 を 借り ませう」 

-、. - いって、 ^の 前に 立った 想で、 

佾 「もうし >  この 鹽 摩-の 方に ぉ顿 みしま 

すし  - 

漁 犬 「どなたです」 

«. 私 は 諸國を 遊歴して ゐる佾 です。 一夜 

の箔 をお 贷し 下さい」 


漁 人 「暫くお 待ち 下さい、 主人に さう. £■ し 


〇 平に— 是非とも- 


テの 前へ 行き 下に 居 vo いかに 申し 候。 諸國 一見のお 僧 

の。 一 夜のお 宿と 仰せ 候 

シ テ 「易き 程の 御 事な れ ども。 餘り に 見苦しく 候 

程に。 お 宿 は 叶 ふま じき 由 申し 候 へ 

ッ レ 立ち ヮキの 方へ 行き、 

やど  こ i  まう  ぁ<1  & ぐ る 

^ レ 「お 宿の 事 を 申して 候へ ば。 餘り に 見苦しく 

^程に。 叶 ふま じき 由， 卬せ 1 

ヮキ 「い や いや 見苦しき は 苦しから ず 候" 殊に こ 

&や こがた  もの  うら はじ  けん  一一と 

れは都 方の 者に て。 この 浦 始めて 一 見の 事に て 

候が。 曰の 暮れ て 候 へば。 平に 一 夜と 重ねて 御 

申し 院 へ 

ッ レ 「心得 申し 臉パシ テの 前へ 出で リ 唯今 の 由 申して 候 

たび び ij みやこ ひと  亡ん に  ひ  , 、- 

へ ば。 旅人 は 都の 人に て 御 入り 候が。 日の 幕れ 

て 候へば。 平に 一 夜と 重ねて 仰せ 候 

シテ 「なに 旅人 は-都の 人と 申す か 


ね 


ませう。 (漁 翁に) もうし、 蘭 を薔 して 

ゐ るお Is が、 一 晚宿 をして くれと 仰し や 

います」 

* 翁 「お 易い 御 W. たが、 あまり 見苦しい 所 

だから， お 宿す る ことが 出来ません とい 

へ J 


漁大 (佾 に) r お 宿の 事 を 主 入に 申しました 

が、 あまりに 見苦しい から、 お泊め 出來 

ません とい はれます， 1 

愤 「いやく 見苦し いのは 構 ひません。 こ 

とに 私 は 都の 方の 者で、 この 浦へ 始めて 

來た のです が、 • 日が 暮れた のです か ら、 

是非 一 晚 お泊め 下さ いと、 も 一度い つて 

下さい」 


漁 夭 「承知し ました。 i 翁に) 今の こと をお 

僧に 申します と、 あの 旅人 は 都の 人な の 

です が、 日が 暮れた から、 是非 一 晚 泊め 

て 下さいと 仰 しゃいます」 

漁 翁 「なんとい ふ、 旅人 は 都の 人 だとい ぷ 

のか」 

一一 一 一 四 九 


〇 痛 はしき— 氣の 毒な。 


〇 蘆の 屋— 蘆の 葉で^ 极を 

葺 いた 粗末な 家。 住家 も惡 

しとい ひかけ た"" 

〇 草枕— 草 を 束ねて 扰 とし 

又は 草の 上に. M る こと。 野 

旨。 

〇 照 リ もせ ず：^ リ も聚 て ぬ 

^の 夜の —新 古今 蕖大江 千 

里の 歌。 下句 「朧月夜に し 

くもの ぞ なき」。 そ の 「しく」 

(比べ る) を 「敷く」 に いひ か 

けた。 

〇 高 松— 八 島の 向 浦、 古 高 

松。 今の 高 松 市 は その 西で 

ある。 松の木に 見立てて 「立 

て るし といった o 

〇 苔の 筵— 松に 生えた^ を 

筵の 代リ とする。 前の 「敷く 

もの もな き - に應 じた C 

〇 慰み は 浦の 名の— こ の 浦 

で 慰みと なること は。 

〇 群れ 居る— 八 島の 南、 高 

松の i にある 地名 牟蹬を 群 

れに いひ かけた。 

〇 など か 雲居に— 新 古今 集 

藤 原^ 正の 歌 「天つ 風 ふけ 

ひ の 浦に 居る E 鸫 のな どか 

雲居に 歸ら ざるべき」 を 引 

いた。 


島 

ッレ 「さん 候 

シテ 「げに 痛 はしき 御 事 かな。 さ ら ばお 宿 を 貸し 

申さん 

か  みし  や 

ッ レ 『もとより 住家 も 蘆の 屋の 

シテ 「ただ 草枕と 思し 召せ 

ッ レ 『しかも 今宵 は^りも せず 

シーア 『曇り も 果てぬ 春の 夜の 

t け 『朧月夜に しく もの もな き海士 の 苦 (と シ テ 立 ちリ 

やし t  た  たかまつ  こけ  むしろ  いた 

地 『八 島に 立てる 高 松の。 苔の 筵 は 痛 はしゃ 

とシテ 扇に て 拂ふ形 をし、 ヮキを 招き 入れた る 心に て、 シテ • 

ヮキ ともに 下に 居リ、 ッレ は地謠 座 前に 行きて 坐す。 

地上 i さ て 慰み は 浦の 名 の。 さて 慰み は 沛の名 

の。 群れ 居る 田 鶴 を 御覽ぜ よ。 など か 雲居に 歸 

たび び-. - ふる さと  みやこ  き 

ら ざらん。 旅人の 古里 も。 都と 聞けば な つかし 

や。 我等 ももと はとて やがて 淚に 咽び けり やが 

て 局に 因、 ヌけり (と シ テし をる) 


三 1 五 0  

汲き さう. てす」  . 

漁き それ はほんと にお 氣 の^な こと だ" 

それで はお 宿 をし ませう」 

"/J、  二人 は佾に 向って、 

»夭 「もとく この 住家と い へば、 蔗葺の 

粗末な もので …… 」 

漁 翁 「た^ 野宿した つもりで、 お泊まり 下 

さい」 

漁夭 「今晩は 照り もせず  」 

漁 翁 「縈 りきり もしない、 朧； H; の 春の 夜. て、 

外 はこの 上 もない よい 景色です が、 この 

鹽屋に は 何 一 つ 敷く もの もない、 あの < 

島に 立って ゐる高 松の 荅の やうな、 粗末 

な 筵に おのせす る 次第で、 まことにお 氣 

の 毒な ことです」 

i やがて 家の 中に 銪 じ 人れ た 想で、 舞 »- は 家の 

屮の I 室 •、.- な る0 

漁 翁 「ところで、 この 浦での 慰み ごとと. £■ 

せば、 牟禮 浦の. 名の やうに、 群れ 飛んで 

ゐ る 鶴で も御覽 下さ い 。 あ の弒は 勿論 雲 

居の 都に 歸り ませう。 旅の 方の 御鄉 も 

都と 伺へば、 なつかしう 思 はれます。 私 

ども も 以前 は  」 

とい ひかけ て、 その ま&泯 に顿ん だ。 


【四】 

〇 似合 はぬ— 45 に不 似合な 

〇 合戦の 想— 合戰の 中心地 

〇 夜もすがら— 終夜、 夜 逝 

し o 

〇 元 麿 元年 三月 I 實は元 藤 

二 年 二月 十九 日で ある。 作 

者の 思 ひ 誤 リ。 

〇 錦の 直垂— この 直 垂は鏜 

直垂の 略で、 鎧の 下に 着る。 

〇 紫 裾 濃— 鎧の 狨の絲 に、 

上部 は 白、 下 ほど 濃い 紫絲 

を 用ゐ. たもの。 

〇 着 背 長 II 普： 迎 より は 草摺 

の 長い 鎧。 大將が 着る。 

〇 鞍 笠— 鞍の 上面、 前輪と 

^输と の 間の 腰 を す^る 所 

鞍壺。 

〇 一 院— 後白河 上皇。 

〇 撿 非違 使 I 非違 を撿 察し 

罪人 を 追 捕す る 職。 

〇 五位の 尉 I 義 經は從 五位 

下で 左衞門 尉で あ つ た。 

〇 源の 義餒— 左 馬頭 義 朝の 

九 男、 童 名 牛 若 又遮那 王。 

兄 賴朝を 抉け て 義仲を 討ち 

平家 を 亡ぼした が、 梶原景 

時の 謹言に よつ て賴 朝に 疑 

はれ、 * 州に 逃れ、 文治 五 

年 四月 衣川で 自殺した。 年 

三十 r 

〇 骨 がら— 人 がら、 樣子。 

〇 言葉 戰ひ— 互に 口で 敵 を 

罵 リ合ふ こ と。 


【四】  まう なに  に や しょ まう 

ヮキ 「 い か に 申し 候。 何と やらん 似合 はぬ 所望に 

いじしへ  ところ &ん ベい  か せん ちまた うけた ま は 

て 候へ ども-古 こ の 所 は 源平の 合戰の 巷と 承り 

て 候。 夜もすがら 語って 御 聞かせ 候 へ 

ン テー 易き 間 の 事 語 つて 聞かせ 申し 候べ し 

床几に か V リて、 

ころ ； t んり やくぐ わん ねん ，*、 わち にち こと 

シテ CS 「いで その 顷は 元曆 元年 三月 十八 日の 事 

なりし に。 平家 は 海の 面 一 町ば かりに 船 を 浮か 

め。 源氏 は この 汀に う ち 出で 耠ふ。 大將 軍の 御 出 

たら  あか ぢ  じしき  ひた たれ  むらさ A すそつ I  おん き せ たが 

立に は。 赤地の 錦の 直垂 に。 紫 裾 濃 の 御着 背 長。 


&ん おん つか， ひ 


鏜 ふんばり 鞍 笠に つ つ 立ち上り。 T^M の 御 使 

ん じ  たいしゃ ラ けんび る し  ゐ  じょうふな もと よし つね  な 

源氏の 大將檢 非違 使 五位の 尉ノ 源の 義經 と。 『名 

乘り給 ひし 御 骨が らノ めつ ばれ 大將 やと 見え し > 

今の や う に。 思 ひ 出で られて 候 

ッレ 『その ^平家の 方よりも 。す^ 戰ひ事 終り。 兵 

やん  そう こ  よ  な ふ ラち ぎ は  ^  た  _  く i 

^ 一  艘 漕ぎ 寄せて。 波打 際に 下り立って 「陸の 


【四】 

憎 「申し， 何だか 佾に不 似合な お 願 ひ. てす 

が、 昔 この 所 は 源平 合戰 の. 激戰地 だと 閗 

いて ゐ るので す。 どうぞ この 夜中、 話し 

て 聞かせて 下さい」 

漁翁 「お 易い ことです、 お 話 致し ませう」 

漁 翁 はくつ ろいで、 

漁 翁 「さて、 その 時 は元曆 元年 三月 十八 日 

のこと であった のです が、 平家 は 海の 上 

一 町ば かりに 船 を 浮かべ、 源氏 はこの- :!i 

にお 出に なりました。 その 時の 大將 車の 

お 装束 は、 赤地の 錦の 鎧 直垂の 上に、 紫 

裾 濃の 御着 背 長 をお 召しに なり、 鏺を ふ 

ん ばり 鞍壺に 立ち上って、 『自分 こそ 後 白 

河 上皇の 御 使で、 源氏の 大將 >  撿 非違 使 

五位の 尉 源義經 である ぞ』 とお 名乘 りに 

なった 御樣 子、 實に御 立派な 大將に 見え 

ました。 それが つい 今の ことの やうに 思 

ひ 出されます」 


漁夫 「その 時" 平家の 方から も >  もう 口-て 

の 罵り 合 ひ は 濟んで >  兵船 一艘 こちらへ 

漕ぎ 寄せて、 波打 際に 下りて 立ち、 陸に 


八 

島 


〇  一二 保の 谷の. W 郞— 武藏^ 

の仆人 。鎞引 をした の は 〔景 

淸〕 にも 四郞と あるが、 Kf- 

家 物お に は 兄の 十郞 とす。 

〇 惡七 兵 衞景涛 —平 家の 侍 

武^に 膨れて &た。 この 人 

の こと 〔大佛 供養〕 〔景 涛〕 に 

作らる。 


〇 鉞 —兜の 鉢の 後から 左右 

にかけ て 垂れ 首筋 を 被 ふ 物 


〇 鉢 附の权 I 兜の 鉢に^ ひ 

附 けた、 ® の 一 番 上部の 杈。 


敵 を 待ち かけし に 

ゆん じ  かた  つ^- つ はらの  き  な： -t 

シテ 「源氏の 方に も 續く兵 五十 騎 ばかり。 中に も 

三 保の 谷の 四郞と 名乘っ て。 莨 先 かけて 兌え し 

4 ころ 

處に 

へい け  かた  タ、  び や-つ かゆ きょ  なの  ，ひお 

ッ レ 『平家の 方に も 惡七兵 衞景淸 と名乘 り。 三 保 

の 谷 を：：： がけ 戰 ひしに 

シテ 「かの 三 保の 谷 は そ の 時に。 太^う ち 折って 

ち から  す こ  みぎ ♦*  ひ  しり 

力なく。 少し 汀に 引き 退きし に 

ッレ 『景淸 追つ かけ 三 保の 谷が 

シテ 「着た る 兜の 鈍 を 掘んで 

•T-しろ  ひ  ふお  や 

ッレ 『後へ引けば 三 保の 谷 も 

シテ 『身 を迥 れんと 前 へ 弓く 

ッレ 『互にえ いやと 

シテ 『引く 力に 

地 『鉢 咐 の 板より。 引きちぎつ て (と 前へ" き ：}。 左 


ゐろ敵 源氏の 攻め 來 るの を 待つ てゐ ます 


お 翁 「源氏の 方で も >  五十 騎ば かりの 武士 

がう ち 糠いて 攻め寄せ • その 中で も， 三 

保 谷四郞 と名乘 つて、 虞 先に 立って 驅け 

て 行きます と …… 」 

激夭 「平家の 方で も、 惡七兵 衞景淸 と名乘 

つて >  三 保 谷 を 目が けて、 戰 ひました が 

 J 

isr その 時- 一一 一保 谷 は 太刀 をう ち 折った 

ので、 是非な く 少し 岸へ 引き^き ました 

の.^ …… 」  . 

S 「景淸 は 追つ かけ て …… 」 

激翁 「三 保 谷の 蕾て ゐた兜 の^を つ か ん， て 

 j 

漁大 「後 へ 引きました ので …… 」 

i_, 一 一 一保 ハ介も 逝げ ようとして >  前へ 行き 

ます。 互にえ いやと 引く と、 その 力. て、 

三 保ハ 介の 鉢附の 板が 引きちぎれて >  二人 

は どっと 左右に 引き^き ました。 —— 


〇 判^;— 義經。 撿非違 使 判 

官 であ つた。 

〇 佐藤繼 信—^ 奧 の 佐藤莊 

司 元 治の 子、 一一 一 郞兵衞 と い 

ふ。 弟 忠信と 共に 義經に 仕 

へ て 誠忠 を盡 した 勇士  C  〔忠 

信〕 〔攝 待〕 参照。 

〇 能 登 殿— 平 敎餒。 門脇屮 

納言敎 盛の 次男" 武勇の 人 

であつ-たが、 壇の 浦で 入水 

した 年 二十 六。 〔碇 潜〕 參 

〇 菊 王— 敎經の 童。 忠信に 

殺された。 

〇 相 引き— 敵 味方と も同樣 

に 引退く こと C 引く を 承け 

て 「引く 汐」. を 呼び出した。 

【五】 

〇 あま リ 委しき—. 「海 士」 の 

音 を 重ねた。 

〇 夕 波 の —何 と 言 ふとい ひ 

かけた。 

〇 引く ゃ夜汐 も— 夜 汐も淺 

きを 朝に いひ かけた」 

〇 朝 倉 や 水の 丸 殿に— 新 古 

今 集天智 天皇 御製 「朝 倉 や 

木の 丸 殿に われ 居れば 名の 

リを しつ 、行く は 誰が 子 

ぞ 一 を 引き、 こ 、 は 木の 丸 

殿で ないから 名乗らな いと 

いふ。 木の 丸 殿 は 天皇が 筑 

前 國朝倉 山に 丸木で ぉ造リ 

になった 行宮。 


右へ くわ つと ぞ 退きに ける これ を御覽 じて 判 

ぐわん  む 4* みぎ は  よ  たま 

官 (左右 を 見廻し )。 お 馬 を 汀に うち 寄せ 給 へ ば ハ と 床几 

さ とう つぎ のぶの と どの -ゃ isi  むま 

を雕れ )- 佐 藤 繼信能 登 殿の 矢先に かかつ て 馬よ 

り 下に、 ど 、つと 落つ んぽ (と = 附 柱の 方 を 見 拍子 を 踏みて 

落馬の 態 を 示し〕 o 船 に は 菊 王 も 討 た ^ サ ^、ま (と 正面 

•H ぼ  ふね  おき  C が 

を 見 T とも に あはれ と 思しけ るか 船 は 沖 へ 陸 は 

陣に (と 船 を 見送りて 右へ 廻り)。 相 引きに 引く 汐の あと 

と き  こさ た  い そ  なみ まつ か おと さ & 

は鬨の 聲絕ぇ て。 磯の 波检 風ば かりの 音 寂 し く 

ぞ り こ ナ る (と 脇 正面 を 見渡して 下に ほる) 

【五】  „ 

地。 ンギ 『不思議な りと ょ海士 人の。 あまり 委しき 

物語。 その 名 を 名乘り 給へ や 

シテ 『わが 名 を 何と 夕 波の。 引く や 夜 汐も朝 倉 や" 

木の 丸 殿に あらば こそ 名乘り をし て も 行か ま 

し 

こ ij  f4  き  な  おい 

地 r けに や 言葉 を 聞く からに。 その 名 ゆかしき 老 


判官 義經 はこれ を御覽 になって、 お 馬 を 

波打 際 近くへ お寄せに なると、 ^藤繼 信 

は (大將 の 御身 を 案じて 御前に 立ち塞が 

り) 能 登 守敎經 殿の 矢に 射られて、 馬 か 

ら どうと 落ちました。 一 方 平家の 船. て も 

菊 王が 討 たれた ので， 敵 も 味方 も 共に 哀 

れに 感じた もの か 互に 引き上げて >  平家 

の 船 は 沖の 方へ、 源氏の 軍 は 陸の 方へ、 

雙方 とも 引き 退 い て 、 汐も 引いて 行け 

ば、 鬨の聲 も 聞えず、 た^ 磯 打つ 波晋、 

松風 の 罄ば か りが もの 寂 しく 閗ぇ るので 

ありました 一 


【五】 

僧 「これ は 不思議 だ。 漁師と して は餘り に 

委しい 話 振り。 どうかお 名前 をい つて 下 

さい」 

漁 翁 「私の 名 を 何と 申し ませう。 あの 朝 倉 

の 木 丸 殿の 御前なら ば >  御 歌に も 仰せら 

れた 通り名 を 申し上げて も 行き ませう が 


佾 「いや その お 言葉 を 聞く につけて、 御老 


4t 


〇 小 忌 衣— 祭服。 こ、 では 

老と小 忌、 衣と 頃と、 音 を 

重ねる 爲に 出した だけで あ 


〇 潮の 落つ る— 汐の 引く。 

〇 修羅の 時 I 修羅道に JW つ 

て鬪 諍に 苦しむ ベ き 時。 

〇 よしつ ね の— 名乘 ると も 

善し、 常の 浮世 のとい ふの 

を 義經に いひ かけ、 ほのか 

に 名 を 漏らした の である。 

〇 夢ば し I 夢 をば。 しは强 

め 9 助詞。 


【間】 


〇 大法- 


い 规  IT 


〇 妄^ —五戒の 

め、 うそ いつは； 


でたら 


人の 

シーア 『昔 を 語る 小 忌 衣 

ころ  いま 

地 『頃し も 今 は 

シーア 『春の 夜の 

うし ま  お  ぁァ つき  し. 9 ら  丄 き 

地 『潮の 落つ る 嬈 ならば 修羅の 時になる ベ しそ 

の 時 は。 わが 名 ゃ名乘 らんた とひ 名乘ら ずと も 

た の  き よ  ゆめ  さ  たも 

名乘 ると も。 よしつ ねの 浮世の 夢ば し覺 まし 給 

ふなよ 夢ば し覺 まし 給 ふなよ 

シ テ 「わが 名 ゃ名乘 らん」 と 立ち、 「夢ば し 畳まし」 と常拖 にて 

ヮ キ へ 開き、 静か に 中 入。 ッ レ も續 いて 幕に 入る。 

ヨ】 狂言 所の 者、 着附段 熨斗 H> 長上 下 • 腰帶 ，扇. 小刀の 裝朿 にて 名乘 座に 出で、 

1  す ** ひ 

狂 一一 目 「かやう に 候 者 は。 八 島の 沭に 住居す る 者に て 候。 久しく 鹽を燒 かせ さす 候 間。 今 n は鹽： 化 を 

見廻り。 鹽を燒 かせば やと 存 する。 (脇 座の 方 を 見て) あら 不思議 や。 鹽 星の 戸が 明いて あろ。 ^れば 

人 S 出入した る 跡 もな し。 (ヮ キを兑 て) いや これなる お 傲 は 何とて この 鹽里に は 御 鬼候ぞ 

ヮキコ 〕 れは 主に 他日り て^" 

狂言 「いやく さやう にて は ある まじく 候 C この 所の 大法に て。 人の 髒屋を わが ま 、にせす。 わが 髒 

星 を も 人の ま、 に 致す 事なら す 候。 これ は 某が 鞭 星 なれば。 餘の者 は 貸す まじく 候が。 ぉ佾 は^お 

を 仰せ 候 か 


三 一 五 £   

人のお 名前が 伺 ひたいと 思 ひます」 

漁 翁 「老人の 昔話 をして ゐる うちに、 今 は 

もはや 春の 短夜 も 過ぎました。 やがて 潮 

の 引く 朝方に なれば、 修羅道に 歸 つて 苦 

しむ 時と なります。 その 時 私の 名 を名乘 

り ませう。 いや 名乘 つても よし >  名乘ら 

なくても よし- 常の 世の、 この 浮世の^ 

を覺ま さ ないで、 お待ち 下 さ い 」 

V」 いって、 漁 翁も^ rK も浒ぇ 失せる 態. 「、、^場。 


〇 なか -/( — 然 リ とい.， J 意 

の 時代 言葉。 


〇 近顷 にて 候— 近頃に ない 

甚だ 喜ばし い こと だ。 


〇 こ &を先 迮— 膨 敗の 決す 

る 大切な 場合。 今が せとぎ 

はで ある o 


ヮキ 「いやく 妄語 は 申さす 候。 御身 はこの 星の 主にて 候 か 

狂言 「なかく 鹽 星の 主にて 候 

ヮキ 「それにつ き 尋ねた き 事の 候。 まづ 近う 御 入り 候へ 

狂 言 「心得 申して 候。 (眞中 に 出で 下に 居て〕 さ て 何事 を 御 尋ねな され 候ぞ 

ヮキ 「思 ひも 寄らぬ 申し 事に て 候へ ども。 この 浦 は 源平 兩 家の 合戰の 巷と 承り 及びて 候。 軍 物語 あつ 

て 聞かせ 候へ 

狂言 「これ は 思 ひも よらぬ 事 を 承り 候 もの かな。 我等 もこの 邊には 住居 仕り 候へ ども。 さやう の事委 

しく は 存ぜす 候 さりながら。 凡そ 承り 及びた る 通り 御物 語り. S. さう する にて 候 

ヮ キ 「近頃に て 候 

狂言 「まづ 八 島の 合戦の 年 號は。 元曆 元年 三月 中旬の 事な りしに。 平家 は 海の 面 一 町ば かりに 船 を 浮 

かめ。 源氏 はこの 渚に 御陣 をす ゑら れ C 源氏の 白旗 平家の 赤旗。 春風に たなびき a 事に て ありた る 

と 申す。 十八 日 酉の 刻と も 思しき 時分。 平家 方より 武者 一騎。 陸に 上り 名乘る やう は。 われ は惡七 

つ はらの 

兵 衞景淸 なり。 判官 殿に 見參 せんとて。 長刀 を 水車の 如く 振って かゝ る。 源氏の 方に も 縫く 兵 C 數 

しのぎ 

多 ある 中に も 三 保の 谷の 四 郞と名 乘り。 太刀 刀 をす るりと 拔 き。 鍔 を 割り 鎬を ^り。 こ、 を 先途と 

戰 ひしが。 大事の 事の 候。 三 保の 谷の 太刀が 鎺元ニ 三寸 置いて ほっきと 折れ 候閒。 三 保の 谷. & され 

候 は。 御覽の 如く 太刀う ち 折れて 刀な し。 本 陴へ歸 り。 替 りの 太刀 を 取って 勝負 をつ け 巾さん と。 

汀 を 引き 退きし を。 景淸 追つ 驅け三 保の 谷が 着けた る 兜の 鍩を つかんで 引き留められ 候が。 三 保の 

谷の さは させ じと て。 前へ 引かる、。 互にえ いやと 引く 力に。 鉢附の 板より 引きちぎって。 景淸は 

仰向けに 一 町ば かりころ ばれし 程に。 ほんのく ほに お 踏が 出來 たると 申す。 又 三 保の^ はう つ 伏に 

一町ば かりころ ばれし が。 折節 三月の 事 なれば。 鼻の 先の 落花 仕りた ると 巾す。 然れ ども 互に 揉み 


島 


三 I 五六 


〇 亡 心— 亡 HT 


【穴】 


〇 松が 极枕弒 て 

を 枕と し >  その 

を 立 てて * 

〇 思 ひ をのぶ る 

ベ る を 筵 を 敷き 

ひかけ た e 

〇 重ねて— 筵の 


て— 松の 根 

枕 を 傾け 耳 

Is ひを述 

延べ るに い 


合 ひ 木 陴へ御 引き ありた ると 承り 及びて 候。 まづ 我等の 承りた る はかくの 如くに て 御座 候が。 H: と 

思し召し 御 尋ねな され 候ぞ。 近頃 不審に^ じ 候 

ヮキ 「懇に 御物 語り 候 もの かな。 尋ね. E. す も 餘の條 にあら す。 御身 以^に 老人と 若き 男の。 主の^に 

て 來られ 候 程に。 刖ち宿 を 借りて 泊り て 候。 合戦の 様體 尋ねて 候へば。 唯今 御物^り S 如く 懇 にお 

り。 よしつ ねの 世 s 夢 心。 覺 まさで 待てと いひ も あへ す。 その ま、 姿 を 見失うて 候よ 

狂言 「これ は 奇特なる 事 を 仰せ 候 もの かな。 さて は 義經^ 御 亡 心^れ 給 ひたる と^じ 候 問。 御お 留ぁ 

つ て 赣經の 誠の 様體を 御^ あれ かしと^ じ 候 

ヮキ 「暫く-お 留 巾し。 ありがたき 御經 を！ E 誦し。 重ねて 奇特 を 見う する にて 候 

狂言 「御 返留 にて 候 はば。 a 苦しく 候 へど も あたりに 宿 を 持ちて 候 問。 御 ^を. E-さ うする にて 候 

ヮキ 「賴み 候べ し  • 

狂言 「心得 申して 候 

と いひて 狂言 は W く。 


S 


ヮキ 「14 思議 や 今の 老人の。 そ の 名 を 尋ねし 答へ 

よ  ゆめ ごころ さ  **  ？ニ 

にも〕 よしつ ねの 世の 夢 心。 S まさで 待てと^ 

えつる 

n 欲 (待 纖 架 も 更け 行く 沛 風の。 聲 も 更け 行 

ミっ  ね *T 、ら そ ほ-た  f  こけ むしろ 

く 浦風の。 松が 根 枕 S て て。 思 ひ をの ぶ る^ 筵- 

重ねて 夢 を 待ち ゐ たり 重ねて 夢 を 待ち ゐた. 


【穴】 

後 段 

$ 「これ は 不思議 だ  >  今の 老人に^: や 4れ 

ると， その 答へ にも、 よしつ ね の^の ゆ 

心地 を覺 まさな い. て 待つ てゐ よと いつ 

た。 その 鑌も 浦風 も 夜 も 更けて 行く 折 か 

ら、 松の 根 を 枕と し、 杏 を 筵と して、 よ 

く氣 をつ けて 樂 しんで、 また^に 現れる 

の を 待つ てゐ よう」. 

ミ 假^して、 待って ゐ -00 


【七】 


〇 落花 枝に 歸ら^ -I 傅燈錄 

に 「落花 難 レ上レ 枝 >  破鏡 不二 

重 照 こ 一度 死ねば 二度 この 

世 に歸り 難 ぃ喩 へ 。 

〇 妄執の 瞋恚— この 世に 残 

る 執着から！^ リ の.！ 一. 气か起 リ 

〇 鬼祌— こ  >- では 心の 鬼の 

意で あらう o 

〇 修羅 —六道の 一 。 日夜 鬪 

靜を 事と する 世界。 

〇 淺 から ざ リし —波の 緣 Si 

〇 業闪— 惡^ を受く ベ き 惡 

業。 


〇 生死の 海— 生死 流轉 する 

迷界。 その 苦しみの 深い こ 

と を 海に 命 へた o 

〇 沈淪— 沈む こと G 

〇 おろか や— 迂濶な こと だ 

〇 ほ； 如の W— 變易 なき 諸 法 

の赏 體赏性 を W に喩 へた 語 

悟れば 生死の 苦がない との 

意。 

〇 春の 夜 なれ ど— 春 は 朧夜 

が 多い からかう いった。 


【七】 

1 聲の離 子に て、 後ジテ 源義經 >  面 平 太 • 黑垂 • 梨 打 烏帽子 • 

白 鉢 卷* 襟 淺黃， 着附段 厚 根-法被， 半切 • 腰 帶 ，扇， 太刀の 装束 

にて 出で 常 座に 立ち、 

後ジ テ 『落お 枝に 歸ら ず。 破鏡 一 一度 照らさず。 然れ 

As しふ  しん に  き しん こん はく  き やうが い  かへ 

どもな ほ 妄執の 瞋恚 とて。 鬼神 魂魄の 境界に 歸 

^  , 、る  し S ら  ちまた  、* 

り。 われと この 身 を 苦しめて。 修羅の巷に 昏り 

來る 波の。 淺 から ざり し。 業因 かな 

ヮキ 『不思議 やな はや 曉 にもなる やら ん と。 思 ふ 

寢鴛の 枕より。 甲冑 を帶し 貝え 給 ふ は-もし 判 

ぐわん 

{吕 にて まします か 

シテ 「われ 義經が 幽霊なる が。 瞋恚に 引かる る妄 

執に て。 なほ 西 海の 波に 漂 ひ。 『生死の 海に 沈 き 

せり 

ヮキ 『お ろ かやな 心から こそ 生死の。 海と も 見 ゆ 

れ眞 如の 月の 

シ テ 『春 の 夜 なれ ど 暴 りなき 心 も 澄め る 今宵 の 

鳥 


【七】 

後ジテ * 義親、 佾の 夢に 現れる 想で 登場〕 

義經 「 一 度 散った 花 は 一 一度 枝に 歸ら す、 一 

度 破れた 鏡 はも はや 物 を 映さない の だ。 

一 度 死んだ もの は 二度 この 世に 歸る こと 

は 出来ない の だ。 それ だのに、 やはり こ 

の 世に 執着が 殘っ て， 怒り の 念が 起り， 

心の 鬼が 魂魄の 世界に も つ き 纏って 來 

て >  われと わが 身 を 苦しめて >  修羅の 闘 

諍に 身 を 引き入れ るの だ。 あ \ これ も 前 

世の 深い 罪業の 報いだ」 

佾ば 夢う つ - に義 親の 姿 を 見て、 

佾 「これ は 不思議 だ >  もはや 朝方に もな つ 

ただら うと， ふと 眼を覺 ますと、 枕許に 甲 

5H を 着た 方が お見えにな るが、 もしゃ あ 

なた は 判官で いらっしゃる のでせ うか」 

義親 「自分 は義經 の幽靈 だが、 怒りの 念に 

引 きづら れ、 この 世に 執着が 殘 つて、 昔 

W: 海に 漂った 時と 同じ やうに、 今 も 海の 

如き 生死 流轉の 苦し い 迷界に 沈んで ゐる 

の だ」 

佾 「これ は 迂濶な 話です。 わが 心の 迷 ひか 

ら 生死の 苦界と も兑 える のであって、 月 

の 如く 悟り 澄ませば、 そんな もの はない 

箬 です」 

義親 「なる 程. 春の 夜は朧 がちな もの. て あ 

1 一一 一 五 七 


〇 八 岛 にいる や— 武士の 矢 

を 八 島に、 矢 を 射る を 入る 

月に、 =: を 槻；. り にい ひかけ 

た o 

〇 槻 弓の— 「りの 本末に かけ 

て、 元 3 身と！ i けた。 

〇 弓箭の 遨— 武士の^。 こ 

こ に來と いひ かけた。 

〇 歸る八 島の— 魂の 還る を 

歸 る 矢に いひ かけた。 

〇 恨めし や— 八お の^と い 

ひかけ た。 


【八】 

〇 閻 浮の 故鄕— この 世。 閻 

浮 は须彌 四洲の 1 、 ^俘^ 

の き 

〇 华 波の —年数の。 波の 寄 

る を 夜に いひ かけた- 


島 

空 (と 上 を： S 

ヮ キ 『昔 を 今に 思 ひ出づ る 

ふね くが  か せん  &ち 

シテ 『船と 陸との き 戰の道 

ヮキ 『所から とて 

シテ 『忘れ 得ぬ 

もののふ  や しま  つき 

地上 歌 『武士の。 八岛 にいる ゃ槻 弓の。 八 島に い る 

み  また  き-つ 化ん  みち 

ゃ槻 弓の。 もとの 身ながら 又 こ こ に。 弓箭の^ 

** よ  まよ  しゃう じ  -T-み p*^  よな 

は 迷 はぬ に。 迷 ひける ぞ や。 生死の。 海山 を 離れ 

かへ  やし *1  うら  しふ しん 

やらで。 歸る八 島の K めしや。 と に か くに 執、 い 


の。 豫 りの： i の 深き.^ に。 謹、. S. すなり^ 物 

語 申すな り 

【八】  ， 

地クリ 『忘れ ぬ もの を閻 浮の 故鄕 に" 去って 久し 

ふし な ふ  よる  ゆめ ぢ  かよ  き  しゅ ら だつ  あり In 

き 年波の。 夜の 夢路に 通ひ來 て。 修羅道 の 0 

現すな り 

この間に シ テ 眞中 へ 行き て 床几に か > -リ、 


ゆめ ものがた.； 


一 一 一 一 ぼ 八 

るのに、 今晩は 心 も？^ み 彼る ばかり 空が 

暴り なく 晴れ てゐる こと だ」 

佾 「さう した 今、 昔の事 を 思 ひ 出す と は… 

：.」 

篛雜 「いや、 思へば 昔、 船と 陸と で 合戰し 

たこと は  」 

佾 「なる 程、 こ.^ は 場所が 場所です から… 

:■」 

義拖 「忘れられ ない-て、 武士と して この 八 

島で 戰 つた >  その 時の ま k の牵 て、 また 

こ、 に 現れて 來 たの だ。 武士の 道に は 迷 

はない が、 この 世に は 迷 ひの 心が 殘 つて、 

生^の 苦界 を 離れる ことが 出來 f、 また 

A 島へ 歸 つて 来たの は >  われながら 恨め 

しい こと だ。 しかし， とにかく この 世に 

執心が 殘 つて 出て 來 たの だから、 この^ 

夜に、 ^物語 をす るの だ」 

.ー>, これより ^物； を 始める。 

【八】 

義 親-, 忘れる ことの 出來 ない この 娑婆。 も 

はやこ &を 去って から 永い 年 數を經 た の 

だが、 今お 枬の 夜. の 夢に 現れて 來て、 修 

羅 近の 冇樣を 見せる の だ。 i 


〇：《も 今 に 冴え か へ り— 

H: も 今. の やうに^ えきつ 

て。 「か へ り」 は 上の 動詞 を 

强 める 接尾語。 それ を歸リ 

に いひ かけた。 

〇 船 を 組み— 平家の 軍勢。 

〇 駒 を竝べ I 源氏の 軍勢。 

〇 足な みに— 一 足 進む 毎に 

と の 意。 

〇 纏— ロ銜、 轡に 同じ-) 


シ テ サ シ 『甲 わ ひ ぞ出づ る 昔 の 春。 月 も 今宵 に 冴え か 

へ り 

地 『もと の 渚 は こ こなれ や。 源平 互に 矢先 を 揃 へ 。 

ふね  ，、  こま  たら  い  あし 

船 を ffl み 駒 を竝べ て/つち 入れう ち 入れ 足な み 

くつ はふ ひた  せ  た  >  こ 

に镀を 浸して 攻め 戰ふ 

ij き たに  はう 5/ わん ゆ ふ  H-  お ij 

シテ 「そ の 時 何とかした りけん。 判官 弓 を 取り 落 

し。 波に ゆられて 流れし に 

をり  ひ  しほ  はる  Mi ほ  なが  ゆ 

地 『その 折し も は 引く 汐 にて。 遙 かに 遠く 流れ 行 

く を 

シテ 「敵に 弓 を 取られ じと。 駒 を 波間に 泳がせて。 

敵 船 近くな りし 程に 

地 『敵 はこれ を 見し よりも。 船 を 寄せ 熊手に 懸け 

て。 旣に危 く 見え 給 ひしに 

シテ 「され ども 熊 手を切り 拂ひ。 終に 弓 を 取り返 

し。 もとの 渚に うち 上れば 

0 


思 ひ 出せば  >  昔 あの 時の 春の 月， 

今晩の やうに 冴えき つて ゐた。 ， 


丁度 


昔 の 波打 際 は 丁度 こ、 なの だ。 源氏 も 平 

家 も 互に 矢先 を 揃へ、 平家 は 海に 船を竝 

ベ" 源氏 は陛に 馬を竝 ベて、 どちらもぐ 

ん くと 進んで 行つ て、 源氏の 方 は 一 歩 

1 步と轡 を 水に 浸して 進み 戰 つたの だ。 

その 時 >  どうした 事 か、 自分 は 弓 をと り 

落して、 弓 は 波に ゆられて 流れて 行く。 


丁度 そ の 時 は 引汐で >  弓がず つ と 遠く へ 

流れて 行く の を >  自分 は 敵に 弓 を 取られ 

て はならない と， 馬 を 波間に 泳がせて、 

敵 船の 近くまで 行った ので、 敵 はこれ を 

見る や 否や、 船 を こちらへ 近寄せ >  熊手 

に ひつ 懸けよう として. もはや 命 も危く 

思 はれた が、 しかし 自分 は 熊 手を切り 拂 

つて、 とうく 弓 を 取り返して、 もとの 

岸邊に 上った。 II 


三 1 五 九 


 , 八 

〇 兼^—^ 尾 十郞權 頭。 義 

經 の臣。 〔安宅〕 參照。 

〇 渡邊 にて 景 時が I 元曆ニ 

年 二： fl 攝 律 國渡迻 から 四國 

へ 船出す る 時、 柅原平 三景 

が 逆 維 をつ. けようと 勸め 

たの を、 義經が 斥けた の で、 

「^g 武者と てよ きに はせ ず」 

といった 事。 

〇 千金 を の ベ たる— 千权の 

黄金 をのべ て 作った 貴重な 

弓 o 

〇 源平に 弓矢 を. 取 つ て I 源 

平の 戰 ひに 加 はつ て。 

〇 私な し I. 私心、 野心 はな 

〇 佳 名 は 未だ— わが 美名 を 

夭 下に 揚げる に は、 まだ 牛 

分に も 達しな い。 

〇 小兵— からだの 小さ ぃ武 

士  C 

〇 力なし— 致し方が な い。 

〇 さらず は— 運が 截 きて 命 

を とられない 限 リは。 

〇 弓 取— 武士。 波に 引かる 

る 弓 取らん と いひ かけた。 

〇 名 は 末代 I 古諺に 「人 は 

1 代 名 は 末代」。 本朝 文粹十 

^階铙 善の 詩 序に 「夫 形 者 

百年 之 旅館 也、 名 者 萬 代 之 

嘉^ 也」 

〇 智者 は 惑 は „\ -— 論； fs 子罕 

篇に 「子 曰 智者 不レ 惑、 仁者 

不レ 2、 勇者 不レ 懼」 


0   . 

地 『その * 兼 房 申す やう" 口惜しの 御 振舞 やな。 

なく  か& とき  まう  」 >  - m  o 

度邊 にて 景 時が 申しし も。 こ れ に てこ そ 候へ 

たと ひ 千金 を 延べた る 御 弓な りと も。 街 命に は 

,  こ p  な&だ  なが  4* う  はう ぐわん 

^ へ 給 ふ ベ きかと。 淚を 流し 申し け れ ば。 ^官 

これ を 聞し 召し。 いやと よ 弓 を 惜しむ にあらず 

(居 クセ) 

よし つ, 1  >ん 々い  S ふ や  i  わたくし  し、 

地クセ 『義經 源平に。 弓矢 を 取つ て 私な し。 然れど 

*  £ .  かたき 

も。 佳 名 ま 未だ 半ばなら ず。 されば こ の 弓 を。 敵 

i  よし つね  こ ！ S や-，  プ  *J ね. C 

に 取られ 義經 は。 小兵な りと いは れん は。 無念 

》 ピ、  ゆ ゑ  う  ナ ちから 

の 次第なる べし。 よし それ故に 討た れん は。 力 

.1*  ノ つ. f*  ラん  き t  おも  ヮ カナ. さ 

な し 義經 が。 運の 極めと 思 ふべ し。 さらず は 敵 

に 渡さ じと て 波に 引かる る 弓 取の。 名 は 末代に 

かた たよ  かね ふさ  ほ ゆ  ひと. 

あらず やと。 語り 給へば 兼 房 さて その外の 人 

みなかん ろ ！0  なが 

ま で も 皆感淚 を 流しけ り 

シテ 『智者 は 惑 はず ハと 立ち) 


— 一 一一 1 六 〇 

すると、 兼 房が いふに は 『赏 に 殘 念な お 

振舞です。 先達. 渡 邊で梶 原景 時が あな 

た を 猪武者 だと 申し ましたの も * この こ 

とです。 たと へ 千金 をのべ て 作った 御 弓 

にした ところ. て、 大切な お 命と お 取替へ 

になる ことがあります か』 と、 淚を 流し 

て 諫めた の. て >  .H 分 はこれ を 聞いて、 『い 

や 違 ふ、 自分 は 弓 を 惜しんだ の. て はな い。 


自分 は 源平の 合 戥に弓 矢 を 取って 戰 ふの 

も >  別に 外に 野心が ある わけ. て はない。 

しかし >  天下に 美名 を 揚げる に は、 まだ 

その 半分に も 達しない の だ" その やうな 

場合に、 この 弓 を 敵に 取られて >  義經は 

小男 だとい はれる の は、 殘 念な こと だ。 

たと へ、 この 爲に討 たれた ところで、 そ 

れ は 是非が ない、 自分の 運の 譫 きと あき 

ら めよう が、 死なない 以上 は、 運の 盡き 

ない 限り は >  敵に 渡して はならない と、 

波に 引かれて 行く 弓 を 取った わけ だ。 こ 

れは 末代までの 名 を 重 ん ずる 仕桀， て はな 

いか』 といって 閱 かせた ので >  兼 房を始 

め その外の 人々 も 皆 感涙 を 流した の だ。 

諺に 『智者 は 惑 はす、 勇者 は 恐れす』 とい 

ふ 通り、 勇武の 者が 敵に 弓 を 取られまい 


〇 彌猛 心— 愈々 勇み立つ 心 

〇 惜しむ は I 弓 を 惜しむ は 

〇 後記— 歷史 e 

〇 弓 筆— 武名 を傳 へ る記錄 

【九】 


〇 矢叫び— 矢 を 放つ 時の 掛 

萆。 


〇 ものものし— 仰山ら し い 

〇 手竝— 腕前。 

〇垵 の 浦— 長 門國璺 浦 郡、 

下之關 海峡の 北岸。 平家の 

滅亡した iwc 


よう しゃ  お" て  や たけ-ごころ  あづさ ゆ Afl たき  i  つた 

地 『勇者 は 恐れず の。 彌猛 心の 梓弓 敵に は 取り 傳 

へ じと。 惜しむ は 名のた め 惜しまぬ は。 一^な 

れば。 象 を き て て こ そ 後記に も。 佳 名を留 むべ 

き 弓 筆の 跡なる ベ けれ 

【九】  ， 

しゅ ら だう  とき  こま 

シ テ 『ま，. こ修 ノ羅！ N の 関の |鸯 (と 脇 正面 の 方に 向き 鬨の聲 を閗 

く 心) 

地 『矢叫び の 音。 震動 せ り ハ 拍子 を 踎み) 

〔力 ケリ〕 

に戰の 凄じき 樣を 示し、 次の 謠に 合せて 仕 科。 

シテ 「今日の 修まの 敵 は 誰 そ。 なに 能 登の 守敎經 

とや。 あらもの ものし や 手竝は 知りぬ。 ^ 思ひぞ 

出づる 壇の 浦の 

ふない くさ 、J**  ** や  えん ぶ  ク へ 

地 『その 船 軍 今 は 早。 そ の 船 軍 今 は 早。 閻 浮に 歸 

いき しに  ラみ やま  どう  しん どう  ふね  * とき 

る 生死の。 海山 一 同に。 震動して。 船より は 鬨 

こ& 

の聲 


と 惜しむ の は 名 譽の爲 で、 その 爲には 一 

命 を も 惜しまないの であって、 身 を 捨て 

てこ そ 歴史に も 美名 を殘 し、 武名 を 文に 

書き記され るの だ」 

ミ 語る うちに、 今の 修羅道の 苦に KS* れる 想で、 


【九】 

義， ま た 修羅道 に 鬨の聲 が 起って、 矢 叫 

びの 音が 震動す る」 


〔力 ケリ〕 

に 修羅 闼 諍の 樣を 示し、 

義經 「修羅道の 今日の 敵 は 誰 だ。 なに、 能 

登 守敎經 だと。 何 を 大層ら しい、 腕前 は 

分って ゐ るの だ。 

お、 あの 壇の 浦の 船 軍の 樣が思 ひ 出され 

る。 いや 今 また この 娑婆に 立ち 歸 つて、 

生死 を堵 した 戰ひを すれば、 海 も 山 もみ 

な 震動して、 平家 方の 船から は 鬨の聲 が 

あがる。  


〇 波の^— 波の やうに 立て 

竝 ベた 柅。 


〇 兜の 星— 兜 9 上に 打った 

銀の ぁ 

o 水 や 空— 新 後ね 人 

知らず の 欲に 「水 や 空空 や 

水と も^え わかす 迎ひ てす 

める 秋の 夜の 月」 

〇 空行く も 又— 空行く 雲 も 

波の やうに 見え。 

〇 擎ち合 ひ— 波の 打ちと い 

ひかけ た。 

〇 群れ ゐ る— 地名 牟醴 に い 

ひかけ た 

〇 高 松の- —地名に いひ かけ 

た C 


シテ 『陸に は 波の 榍 

地 『月に しらむ は 

つるぎ ひかり 

シテ 『劍 の 光 (と 太刀 を拔 き) 

うしほ  うつ 

地 『潮に 映る は 

かぶと  ほし  かゆ 

シテ 『兜の。 星の 影 

A づ  そら そら ゆ  ま た くも  なみ  .9  み  5  ちな 

地 『水 や 空空 行く も 又 雲の 波の 。撃ち合 ひ 刺し 違 

ふる C- 太刀に て歒を 斬る 形： T 船 軍の 掛引" 浮き 沈む とせ 

し 程に。 春の 夜の 波より 明けて S にて 形 を 示し y 敵 

み  V  かもめ ふき  こ ゑ  きこ  うら 

と 見えし は 群 れゐる 鷗。 鬨の聲 と。 聞え し は。 沛 

風な りけ り 高 松 の 浦風な りけ り。 一 ：M 松 の 朝 E 風と 

ぞ なりに ける 

と 常 座に て §s 拍子 を K む。 


〔考 異〕 

諸 流 (五 流) 

r 一  】 ヮキ 次^ 1|»!； も， ^rasl 海-..：:: 小 り- 


源氏 方の ゆに は郴が 波の やうに 竝 んで ゐ 

る o 

おの 光， て劎 が..：：：々 と 光つ て兑 える。 


潮に 兜の ぉ， 彩が 映つ てゐ る。 


水 か 空か、 g か 水 か、 ^行く 雲 も 波の や 

うに 見える 中に、 繁ち合 ひ 刺し 違 ふの だ」 

かう して 船 革の 掛 引に、 &きぬ 沈みぬ 

して ゐ ると 思 ふうちに、 卷の 夜が 波 問 

から 明けて 來て >  今まで 敵と 兌え てゐ 

たの は、 水上に 群れ 桀 まって ゐる^ • 

鬨の聲 の やうに 閗 えて ゐ たの は、 高 松 

の 浦風であった。 

夜が 明けて 佾の ia が w めれ は、 K 經の 姿.. -佾 えて 

しま ふ 0 


八 ft の 沛を尊 ねん (春 喜ナ 


裏 本 (光悅 本) I  ,lif^M(i ヮキ 「急ぎ 候 程に これ は 『や (光 ナン) Is  (光 管？、^ 

【一】 ヮ： ゾれ 、は？ 方： り 出 H ひ 光 M HJV^S  ： 「お sf  見苦しく f,、 光 御宿^ ふ" 

や TP (光と やらん 申〕 候 〔一一 一〕 ヮ *「nw  ^5  ^^光 ナン) これ は 都 R 光 ナシ) の 者に て (光 候 か) •••：■ 一見の、 事^ 

あ (光ぎ せ 候 …「いやいや (^ュ ぶ^; き は：：； P 光ぎ ur, て^  (光ぎ i  (光 £5 

ぎて 候き ナシま 1」 (光 81 して^へば^、、 "『；r やの T、 し ざ v 御、 事 v れ v ひ v に v 夜、 と 、仰、 5 ッレ 「^(光 

v 仰 f  S れ ...：• シテ 「なに 旅人 は 都の 人と n に 光、 に、 て、, ビ(； ナン〕 この 听は .：•： 承り 候 (光 叾) f す がら岡 つ， a 


3^7  (光 その 時の ありさま 委 御物 かた"^ 候、 へ、 

、に、 よ y すべら) 語って 聞かせ 申し 候 は (光 は.^ つて 御- 

【八〕 シチ 「その 時 何とかした リけ ん 1 官 (光義 經) … … 


^き II の 事 (光け 


f 候へ〉 


-s^ii^^ ぬ 御所 望に て攸 へと もさ リ な.. 

S 地 n ンギ 「不思議な リ とよ 海士 入の (光 


). 
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八  島 


II 一 一 六 四 


山 


觀 (寶 春剛 喜) 


C 能 柄】 五番 S 複式 劇 能 

【人物〕 ッレ 遊女 山姥， ヮキ 從ネ、 ヮキ 

ッレ 同從者 (二三 人)、 狂言 境 川の 者， 

前シテ 里 女 (山姥)、 後シテ 山姥 

【所〕 越後 國 上路山 

【時〕 (無季〕 

【異 稱】 「山 婆」 「山 祖母」 「山 姨」 とも 書いた。 

【作者】 能 本 作者 註文に 世 阿彌の 作と す。 二 WI 十番謠 

目 錄には 金春禪 竹の 作と して ゐ るが、 世子 六十 以後 申樂談 儀に 「山姥、 巧 萬、 是等は 皆 名譽の 曲舞 ども 也」 と あるから >  古く 曲舞と して 

行 はれて ゐ たもので、 能 作 書に 「百 萬 >  山姥な どと 申した る は、 曲舞 まひの is! 風 なれば， 大方 やす かるべし」 とい ひ、 殊に 申 樂談镞 に 「貲 

盛、 山姥 をば 當 御前に てせられ し 也」 と あるから >  世 阿 彌の當 時 能と して 實演 せられて ゐ たもの、 從 つて 世 阿彌の 作と 見る のが 正しいで 

あらう。 轧 河原 勸 進猿樂 記に 寛 正 五 年 四月 七日、 蔭 凉軒目 錄に寬 正 六 年 九月 廿 八日、 その他 瞜、、 演 能の 記事が 見えて 居り、 言 經卿記 文 

祿四年 三月 一 一十 八日の 條に本 曲註釋 のこと が 出て ゐる。 

山姥の 曲舞 を 作って、 名 も ひゃく ま 山姥と 呼ばれた 遊女が、 善 光寺へ 參 らうと 思って、 都 を 立ち途 々の 旅を續 けて. 越 中越 後の 國 


山 
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境の 境 川に 着き、 それから 險蛆な 上 路山を 登って 行く と、 俄かに 日が 杼く なった ので、 當 惑して ゐる處 へ、 一 人の 女が 出て 來て >  「お 宿 

をし ませう」 といって、 わが 庵へ 連れ 歸り、 「私が 眞の 山姥です。 私の 事 を 作った^ 舞を讅 つて、 輪廻の 苦しみ を 免れさせて 下さい」 とい 

ふ。 遊女が 驚き 恐れて 謠 はう とすると、 「暫くお 待ち 下さい、 月の出る sv」 なれば、 私 も © の 姿 を 現して 舞 を 舞 ひませ う」 といって 消え 

失せる。 やがて 夜になる と、 果して 山姥が 鬼女の 姿 を 現して 出て 来て、 山姥の 曲舞 を 舞 ひ、 山 廻りの 樣を 示し-名 殘を 惜しんで 暇 を 告げ、 

山 又 山 を かけ 廻 つ て 、 行方 知れす になって しま ふ。 

【出典】 前に 述べた やうに、 山姥の 曲舞 を 本と して >  1 篇の謠 曲に 脚色した もので、 その 原據の 曲舞 も- 山姥 は 山に 住む 女で- 所定め す 山 

山 を 廻り 歩く も の "て あ ると いふ 所から、 佛敎奥 味 の 濃 い 曲 を 創作 した もの であ つて >  取り立てて 擧ぐ ベ き ほ ど の 典故 はない。 

【概評〕 まづ本 曲の 中心. て ある 曲舞に ついて 考 へ るに、 形 は、 次第から 謠ひ 初めて 次第. て謠ひ 止める、 曲舞の 原則に 適った ものであるが、 

その 文章 は 原形の ま、 ではなく、 可な り 修理され てゐ るので あらう。 煩惱卽 菩提の 絕對觀 と. 柳 は 綠花は 紅の 差別 觀- 山姥の 山 廻りに 衆 

生 輪廻の 苦を寓 すろ の は、 - 恐らく 原文の 意を傳 へた もので あらう が、 山姥が 一 念 化生の 姿と なって 衆生 を 助ける とい ふの は、 或 作 

, 者の 補修 かも 知れない。 都へ の 言 傳を乞 ふの は、 勿論 新しい 加筆で あらう。 いづれ にしても-曲舞に 現れた 山姥の 性格 は、 佛敎 を^った- 

衆生 を 愛撫す る？ 鬼女と いふより は 寧ろ 仙女と もい ひたい ものである。 從 つて 誘 汕 全 K を： i じても、 ^慘な 趣が 少く、 お 後の、 四季の 

風光 を 賞して 山 廻りす る條 など は、 寧ろ 優雅な 趣 を さ へ與 へて ゐ るので ある。 かう した 山姥の 性格 は原據 に支酏 せられた ものと して、 

謠曲 脚色 上の 手柄 は ッ レ に 遊女 山姥 を 出した 所に あるので あ つて、 この 可憐な、 そし て 鬼女 山姥と 必然的な 關係を 持つ てゐる 女性 を、 險 

蛆 な上路 山に 導いて 行って、 こ.^ て 鬼女 山姥に 對 面させた 所に、 一曲 全體を 通じて、 脇能 や 三^ eg 物な どで は^られない、 五番： r 物ら し 

い 怪奇 さ を 示して ゐ るので ある。  . 


【一】 


【一】 


次第の 蛾 子に て、 ッ レ 遊女 山姥" 面述面 黧帶 • 襟 赤 • 着 

附招箔 ，iw 綠^ 流 ，扇 の裝 束、 ヮキ從 者、 着附段 熨斗 H> 素袍 

上下 小刀の 裝朿、 ヮキヅ レ 從者ニ 一 ー一 人、 ヮキ 同様の 装 

束に て 舞^に 入り 向 合 ひて、 


1 1 


前 段 . 

舞 g は 初め 京都で、 ッレ 遊女 山姥、 

L の從ぉ を 作って 巧： 場 U 


. キヅ 


〇 善き 光ぞ と— 善 光寺の 名 

を隱 して 用 ゐた。 

〇 ひゃく ま 山姥— 遊女の 名 

山姥の 名の 由 來はヮ キが述 

ベて ゐ るが、 「ひゃく ま 一 も 

同じ 曲舞の 「百 萬」 から 與 へ 

られた 名で あらう。 謠 本に 

は 「百 魔」 の 字 を 充てて ゐる 

の 力 多. > 

〇 山姥— 謠に いって ゐるゃ 

うに、 山に 住む 鬼女と 想像 

した もの C 

〇 曲舞 I 室町 初期に 流行し 

た 一 種の 俗 舞。 總說 第二 章 

「曲舞」 の項參 照。 

〇 善 光寺— 長 野 市に ぁリ、 

皇極 天皇の 時に 創建。 本尊 

は百濟 國傳來 の阿彌 陀如來 

本 田 善 光の^ 立と 傳ふ。 

〇 ささ 波 や— 志賀の 枕詞。 

〇 志 賀の滞 舟 I 近江國 琵琶 

湖の 渡 舟。 

0 有 乳の 山 I 近 江 國高島 郡 

劎熊 村から 越 前 國敦賀 郡 愛 

發 村に 人る 国境の 山。 

〇 玉 江の 橋— 越 前 國足羽 郡 

麻生津 にあつ た。 露 散る 玉 

とい ひかけ、 橋の 緣で次 句 

こ けち- レ 

〇 汐越— 越 前 國坂井 郡 北 潟 

村濱 坂の ！■。 名木の 松が あ 

つ た。 

〇 安宅の 松— 安宅 は 加賀國 

山 


ヮキザ 

ほとけ 


i ひかり  か& たの 

次第 『善き 光 そと 影 賴む。 善き 光ぞ と 影賴む 

& てら たづ 

佛の、 御寺 尋ねん 

地 取 に ヮキは 正面に 向き、 

ふや こがた  すま ひ つ つ もの  ま」 一 

ヮキ 「これ は 都 方に 住居 仕る 者に て 候。 又 これに 

わた  -;】 ん こと  やま t  、う ざよ 

渡り 候 御 事 は。 ひゃく ま 山姥と て隱れ なき 遊女 

-ご ^  おん た  AT7  いは  やま むは 

にて 御座 候。 かやう に 御名 を 申す 謂れ は。 山姥 

t めぐ  二と  くせ まひ  つく  おん ねた 

の 山 廻り するとい ふ 事 を。 曲舞に 作って 御謠ひ 

き や- T- わらん-へ  *4 ラ  なら  また  ごろ 

あるに より。 京 童 の 申し 贯 はして 又 この頃 

ib- ん C わう じ  おん ま，0  よしう けた i は  ほど  それがしお，； - 

は 善 光寺 へ 御參り ありた き 由 承り 候 程に。 某 御 

供 申し。 唯今 信 濃の 國善 光寺 へ と 急ぎ 候 

ヮ キサシ 『都 を 出で て ささ 波 や。 志賀 の 浦 舟 こがれ 

ゆ  すゑ  みら ち  や ** こ  そで  つ S ち  4ー** え 

行く。 末 は 有 乳の 山越え て。 袖に 露 散る 玉 江の 

橋。 かけて 末 ある 越 路の旅 "思 ひ や る こそ 遙か 

なれ 

ヮキ • ヮキグ レ向合 ひ、 

上 歌 『梢 波立つ 汐 越の。 梢 波立つ 汐 越の。 安 # 

姥 


從者 「御利益の あらた かな 善 光寺 へ ぉ參. - 

しょ-つ」 

w 次第み- 謠 つて、 旅の IH 的 を 述べ、 


從著， 私 は 都の 方に 住んで ゐる 者です。 又 

こ、 に 居られる 方 は、 ひゃく ま 山姥と い 

つて、 有名な 遊女です。 この 方のお 名 を 

この やうに いふ わけ は、 山姥が 山 廻り を 

するとい ふ 事 を 曲舞に 作って ぉ謠 ひに な 

るので、 それで 世間で ひゃく ま 山姥と 申 

して ゐる のです。 この 方が この頃 善 光寺 

へ 御參詣 になり たいと 仰し やる ので、 私 

がお 供して、 こ れか ら信 濃國善 光寺 へ 急 

いで 出掛ける のです」 

V.- 見物人に 自己 介み-し、 

從き. 都 を 出立して、 志賀の 浦から 舟に 乘 

つ て 湖 を 渡り、 それから 有 乳 山 を 越えて、 

袖に 露の 散り か-る 玉 江の 橋 を 渡って、 

まだく 行 先 の 遠 い 北 越 へ 旅 を續け て 行 

くこと か と 思 へ ば、 隨分遠 々しい 感じの 

する こと だ。  


松の梢にまで 波の か \ つてく る汐越 や. 
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能荬 郡。 今の 安宅 町 の^に 

根上リ 松と いふ 名木が あつ 

た o 

〇 消えぬ 憂き身の，. 1^ の^ 

えな いの を、 S き 身の 生き 

ながらへ る に喩 へた。 

〇 罪 を 斬る— 罪 を 着る に 通 

はせ た C 

〇 彌陀の 劎— 麼の 善導の 般 

舟 讚に 「利 劎卽彌 陀號、 一 

獰稱念 罪 传 除」 と ぁリ、 彌 

陀の 名號は 利劎の 如く 一  切 

の 罪^: を斷絕 すとの 意。 

〇 礪波 山— 越屮^ 礪波 郡に 

ある、 劎の 利きと いひ かけ 

た o 

〇雲 路 うながす— 「うなが 

す」 は. m に 掛ける 意で、 雲 

の 山に^ ひか X る をい ふ。 

〇 一 一一 越路— 越 前 • 越 中 • 越後 

の 一一 一 國を い ふ。 

〇 境 川— 越 屮國下 新 川 郡 境 

村と 越後 國西頸 城 郡 h& 村 

との 問 を 流れる 川。 


の 松の 夕 煙。 消え ぬ 憂き身の、 罪 を 斬る 彌陀の 

つろ ざ  と な ふ や **  、も ぢ  & こし さ  ，、に  4>*1 

劎の礪 波 山。 雲路ぅ な がす 三越 路の。 國の 末な 

る 里 問へ ば。 いと ど 都 は 遠 ざ か る。 境 川に も 着 

きに けり 境 川に も 着きに けり 

「雲路 うながす 一一 一越 路の」 と ヮキは 正面に 问 きて、 ニー 一一 足 出 

で、 またも. とに 歸 りて 境 川に 造き たる 心。 ト： 歌濟 みて 正面 

こ，. E* き、 


かひが は 


ヮキ 「御 急ぎ 候 程に。 こ れ はは や 越後 越 中の 境 川 

に 御着き に て 候〕 暫く これに 御座 候 ひて。 猶々 

逍の樣 體をも 御 尋ね あらう ずるに て 候 

ヮキグ レ 「然るべ ぅ宾 

ヮキ (ッレ に) 「まづ かう 御座 候 へ 

とい ひて、 ッレ *ヮ キヅレ 脇^の 方へ 行く。 ヮキ 仕手 先に 

立ち 橋懸の 方に 向き、 

ヮキ 「境 川 在所の 人の 渡り 候 か 

狂言 境 川の 者、 翁附 KJB^H. 長上 下. 腰帶 小刀の 装束に 

て嵇懸 1 の 松に 立ち、 

狂言 「境 川 在所の 者と 御 尋ね は。 如何 やうなる 御用に て候ぞ 

ヮキ 「これ は那 方の 者に て 候。 これより 善 光寺へ の路 次の 找體 


安宅の 松の あたり を： 迎 つて、 ク M の. M ち 

こめて ゐ るの を兑る につけ、 このお：！ ^に 

消す ことの 出來 ない われら 凡夫の 罪業 

を、 どうか 阿彌陀 如来の 御 力に よって 消 

滅 させて 戴きた い と 祈りな が ら、 碟波山 

を 越え， 雲の 空 を掩 つて ゐろ北 越の 涯ま 

で 来て， この 里 は どこかと 尋ねれば、 $8 

川 だとい ふこと で、 都から 隨分 遠く 離れ 

た、 この^ 川に^い たの だ」 

w いって _a る M に は 進ん iis で、 麯»- は 欤川ミ 

な- 00 從者は 遊女に 向 ひ、 

從ヵ 「旅 をお 急ぎに なった ので、 もう 越後 

と 越 中との 阈： ぬの^ 川に お 藩き になった 

のです。 暫く こ&に お休みに なって、 こ 

れ からの 道筋な ど をお 尋ねになる のがよ 

いと 思 ひます」 

從 者が 所の 者に 苒 光寺へ の 39 筋 ねる ミ、 

所の 者 は 「上 路 越が 近いが、 女で は 越え 狭い」 

vj 牧へ る 0 從 *5 がその 山な^ 女に 止；； ゆる ./J 、 


〇 十 ^位 土— 阿 彌陀經 に 

「從 レ是 西 方、 過 n 十 萬億佛 

土 T 有- 1 世界 T 名 曰11 綞樂こ 

佛土は ー佛の 支配す る 世 

界。 阿 彌陀如 來を敎 主と す 

る； W 樂^;  土 は^ 婆から 十 萬 

傥の佛 世界 を距 てた 西方に 

あると いふ- 

〇 彌陀 来迎の 直路— 衆生の 

爲 に來迎 する 阿彌陀 如來を 

本尊と した 善 光寺 參 詣の逍 

を稱 へて いった" 

〇 上 路の山 I 越後 國西頸 城 

都に ぁリ、 親 不知 子 不知の 

最も 險 な 所。 

山 


敎 へて 給 はり 候へ 

狂言 「さん 候 これより 善 光寺へ の 道 は。 上 道 下道 上路 越と 巾し 

て 御座 候が。 中に も 上 路越は 如來の 踏み分け 給 ふ 道に て 候。 

この 道 を 御 通り 候へば 如 來の 御内 證に叶 ふ 道に て 候。 さりな 

がら 險難 さか しき 道に て。 女性 女 藤な ど は 叶 はぬ 道に て 候 問 J 

その 分 御 心得 候 へ 

ヮキ 「懇に 御 敎へ祝 着 申して 候。 御覽候 如く 女性の 御供. a. して 

候 間。 この 由 申し 候べ し。 暫く それに 御 待ちあって 給 はり 候 

へ o( ッ レ の 前に 出で) いかに 申し 候 。善 光寺への 道 尋ね 申して 候 

へ ば。 上 道 下道 上路 越と あり。 中に も 上 路越を 通り 候 へ ば。 

如来の 踏み分け 袷 ふ 道と 承り 候。 さりながら 乘 物 は 叶 はぬ 由 

申し 候 

ッ レ 「げ にや 常に 承る。 西方の 淨土は 十 萬 億 土 

とか や。 これ は 又彌陀 来迎の 直路 なれば。 上路 

の 山と やらん に參り 候べ し。 『と て も 修行の 旅 

なれば、) 乘物 をば こ れ に 留め置き。 徒 跣に て參 

り 候べ し。 道 しるべして たび 候へ 

ヮキ 「さらば その 由 申し 候べ し。 (狂言に) m お前の 人の 渡り 候 か 


遊女 「 いつも 聞いて ゐ る 極 樂潘土 は , 十 萬 

億の 佛土 を距 つた 遠い 西方に あると いふ 

こと だが、 こ、 は 衆生 をお 迎へ 下さる 阿 

彌陀 如来のお 側 (善 光寺) へ すぐ 參られ る 

道な の だから、 たと へ 苦しくても 構 はな 

い、 上路 山と やら へ 登り ませう。 どうせ 

修行の 旅の こと だから 苦し いのは 厭 ひま 

せぬ。 乘 物 はこ \ に 留めて 置いて、 徒步 

で參り ませう。 どうぞ 案內 して 下さい」 
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【二】 


〇 前後 を 忘 じて— ど ラ處置 

すれば よ いか、 途方に くれ 

る 意 o 

〇 やが て— 早速。 


〇 山姥の 歌 —後に 出る 曲舞 

〇 鄙の 思 出— 都の 樣を 見ら 

れな い 田舍住 ひの 者に と つ 

て、 いつまでも 長い間の 田.し 

出の 種。 


；！ 0 り まなく 候 か 

狂言 「いや./ \ 治り はなき 所に て 候 

ヮキ 「あら 笑止 や。 誠に 前後 を 忘 じて 候 

【二】 

シ テ里 女、 面 深 井 *«.签帶， 襟 淺黃， 着附 摺箔. 無色 唐 織 着 流 

の 装束に て 墓より 出で ながら、 

シテ (呼き 「なうな う 旅人お 宿參ら せうな う 

狂言 「日本 一 の 事。 お 宿 参らせう と 申し 候。 御 借り 候へ (とい ひ 

て 狂言 座に つく) 

あゆ ろ  や **  ひと ざと とほ  ところ  ひ 

シテ 「これ は 上路の 山と て 人里 遠き 所な り。 日の 

奢れて 候へば。 妾が 庵に て 一 夜 を 明かさせ 給 ひ 

ヮ キ 「あ ら 嬉し や 候。 俄か に 日の 暮れ 前後 を 忘 じ 

て 候。 やがて 參 らうず るに て 候 

ヮキ脇 座の 次へ、 シテは 舞 辜： の眞 中へ 出で、 一同 下に 居る。 

シテ 『今宵のお 宿參ら する こと。 と り わき 思 ふ 子 

さい  やまむ a うた ひ と ふし ラた  き  たま 

細 あり。 「山姥の 歌の 一 節謠 ひて 聞かさせ 耠へ。 

ふし つ き のみ  ひな おも ひで  おら 

年月 の 望みな り 鄙の 思 出と 思 ふべ し。 『そのた 


【二】 


-テ 山 尨が 里 女の 姿 をして 登場。 


女 「もうし もし、 旅の 方、 お 宿 を 致し ませ 

う。 ：••： こ、 は 上路の 山と いって、 人里 

から 遠く 離れた 所な のです。 日が 暮れた 

のです から、 私の 家で 一 晚ぉ 過しなさい 

ませ」 


從者 「あ./ 實に 嬉しい こと-てす。 急に 日が 

暮れて、 どうしてよ いやら 闲 つて ゐ たの 

です。 早速 御 邪魔し ませう」 

やがて 里 女の 家に 來た 想で、 舞 _e は その 一 室 ./J な 

女 「今夜お 宿 を 致し ま したの は、 貲は 特別 

な 理由が あるので す。 どうぞ 山姥の 歌 を 

一 節謠 つてお 聞かせ 下さい。 永らくの 問 

聞きたい と 願って ゐ たのです。 この やう 

な田舍 での、 いつまでも 忘れられない 樂 


老 

お 


〇 いかさま にも— 是非とも 


〇 包み 耠ふ— 包み ほし 給 ふ 


〇 次第— m 舞の 首 及び 尾に 

謠ふ 文句の 名稱。 

〇 よし 足 引の— 善し 惡しを 

山の 枕詞 足 引の にい ひかけ 

た Q 

〇 山姥が 山め ぐり— 善惡の 

差別 觀に捉 はれて 六道に 生 

死 輪迥 する 意 を {呙 した の で 

あ る。 


めに こそ 日 を 暮らし。 御宿 を も參ら せて 候へ。 

い かさまに も謠 はせ 給 ひ 候 へ 

おも  こと  うけた *4 は 

ヮキ 「これ は 思 ひも よらぬ 事 を 承り 候 もの かな。 

たれ  &  **- つ  やまむ は  うた  ひと ふし  ご しよ 

さて 誰と 見 申されて。 山姥の 歌の 一 節と は 御所 

望候ぞ 

シテ 「いや 何 を か 包み 給 ふらん。 あれ に まします 

おん こと  や 44むゅ  かく  いう ぢょ 

御 事 は d ひゃく ま 山姥と て隱れ なき 遊女に て は 

まし まさず や。 まづ こ の 歌の 次第と やらん に。 

あし びき  や ** むは  やま  つく 

『よし 足 引の 山姥が。 山 めぐりす ると 作られた 

おも しろ  V.J ふら くせ まつ  V みやう 

り。 あら 面白 や 候 C 「これ は 曲舞に よりて の 異名。 

** こ.. 0  や ** た.^  い か  もの  し  め 

さ て眞の 山姥 をば。 如何な る 者と か 知ろし召さ 

れ て候ぞ 

や ** む ほ  やま  す  き くせ t ひ  み 

ヮキ 「山姥と は 山に 住む 鬼女と こ そ 曲舞に も 見 

えて 候へ 

» ぢょ  をん な おに  おに  ひふ 

シテ 「鬼女と は 女の 鬼と や。 よし 鬼な り とも 人な 
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しい 思 出と なり ませう。 歌 を g きたいば 

かりに、 日 を 暮れさせて、 お^ をした の 

です。 どうぞ 是非ともお 謠ひ 下さい」 

從 *^ これ は 意外な こと を 伺 ふ もの. てす。 

1 體 こちら を 誰 だと 思って、 この やうに 

山姥の 歌 を 一 節謠 つて くれと 仰し やる の 

- てす」 

女 「 いえ、 どうして その やうに お^しに な 

るので す。 あそこに お出， てになる 方 は、 

ひゃく ま 山姥と いって、 有^な 遊女， てい 

らっしゃる ぢ やありません か。 まづ この 

曲舞 の 次第と や ら に 、『山姥が 山 11 り をす 

るの は 苦しい、 人 も 善し 惡 しの 差別 觀に 

捉 はれて、 六道 を 輪廻す るの が 苦しい』 

と、 作られて ゐ ます。 ほんと に 面白い こ 

とです。 遊女の 方に はこの 仙 舞から 山姥 

とい ふ 異名. か ついた の です が 、 ー體 ほん 

との 山姥と いふ もの は、 どうい ふ もの か 

御存じで すか」 

從 *5 「山姥と い ふ の は、 山に 往む 鬼女 だと、 

曲舞に も！ fi はれて ゐ ます」 

女 「鬼女と い へば、 女の 鬼の こと. てす ね。 


〇 色に は 出 ださせ— 人の 前 

で 現す、 花やかな 洒 宴の 席 

で謠ふ との 意。 

〇 言の葉 草の— 言の葉 は 曲 

舞の 歌 e 草の 緣で露 ほど (少 

しばかり も) と績 けた。 

〇 道 を 極め 名 を 立て —藝道 

の 奧儀を 極め、 世に 名聲を 

舉げ て。 

〇 世上 萬 德の妙 花 を 開く— 

世阿彌 の花傳 W 奧 儀に 「世 

上 萬 德の妙 花 を 開く 因緣な 

り/世間で 妙 花の 如き 高 い 

德望を 得る 意。 

〇 聲佛 事— 聲を 出して す る 

佛 事。 讀. 經、 音樂。 

〇 輪廻 —車輪の 如く 六道に 

流轉 生死す る こと。 解脫の 

反對。 

〇 歸性 の 善 所— 本覺眞 如 の 

實 性に 還歸 して 赴く 極樂の 

善 所。 

〇 夕 山の —恨 み を 言 ふとい 

ひかけ た。 

〇 聲 を上路 の— 聲を 上げ、 

上路の 山、 山姥と いひ かけ 

た o 

〇 靈鬼— 鬼の 靈魂。 

【三】 


〇 妄執— 虚妄の 迷界に 執着 

する こと。 


山 


りと も、 山に 住む 女なら ば。 妾が 身の上 にて は 

i しごろ いろ  い  たも  こと 

さむら はず や。 一一-年頃 色 に は 出 だ させ 給 ふ。 言 の 

葉 草の 露 ほど も。 御 心に はかけ 給 はぬ。 「恨み 申 

きた  ふち  き は  た  た  せ H やう^ん 1J  く 

し に來 りたり。 『道 を 極め 名 を 立 て て。 世上 萬德 

めう くわ  ひら  こふ  きょく  s ゑ  し？ - 

の 妙 花 を 開く 事。 こ の 一 =a の 故なら ず や。 然ら 

. ,^^u  &  ふ むら  ぶ V- 亡 ん がく  f おん  こ ゑ ぶつ じ 

ば 妾が 身 を も 弔 ひ。 舞 歌音樂 の 妙 音の。 聲佛事 

を もな し 給 はば。 など か 妾 も 輪廻 を 遁れ。 歸性 

の 善 所に 至ら ざらん と。 恨み を 夕 山の。 鳥獸も 

な  そ  こ ゑ  あゆろ  やま れい き 

鳴き 添へ て。 聲を 上路の 山姥が。 靈鬼 これまで 

來 りたり 

【三】 ふ 

ッレ 『不思議の 事 を 聞く もの かな。 さ て は眞、 の 山 

姥の。 これまで 來り 給へ るか 

シーア 「われ 國々 の 山 廻り。 今日し もこ 、 に 來るこ 

と は。 わが 名の 德を 聞かん た めな り。 謠ひ給 ひ 

て さりと て は-わが 妄執 を 晴らし 給 へ 

姥  1 


まあ 鬼で あらう と 人で あらう と、 とに か 

く 山に 住む 女が 山姥なら ば、 私が その 山 

姥ぢ やありません か。 永い 年月、 美しい 

歌に はお 謠ひ になりながら、 その 本人の 

私の こと を、 少しもお 心に おかけ 下さら 

ない の を、 お恨み 申しに 參 つたの. てす。 

藝道 の 奥 儀 を 極め て 名 * を し , 世間で 

大した 評判 をお 取りに なった の も、 この 

曲舞のお 蔭ぢ やありません か。 それなら 

ば、 私の 囘向を もして、 美しい 舞 歌 靑樂 

を 奏して、 音樂 供養 をして 下されば、 妾 

も 苦しい 迷 ひの 世界 を 離れ、 本性に 立ち 

歸っ た極樂 世界 へ 行く ことが 出来よう も 

の をと、 お恨み 申す ために、 この 夕暮、 

山の 鳥 獸も聲 を あげて 鳴く 時に、 この 上 

路の 山の 山姥の 靈 魂が こ \ へやって 来た 

のです」 

【三】 

遊女 「これ は、 まあ 何とい ふ 14- 思議な こと 

でせ う。 すると、 ほんとの 山姥が こ \ へ 

いらっしゃ つたので すか」 

女 「私 は あちらこちらの 國々 の 山 を經廻 

り、 丁度 今日 こ、 へ來 ましたの は、 私の 

評判 を g きた い と 思 つた か ら です。 どう 

ぞ、 ぉ謠 ひに なって、 私の 迷 ひの 心を晴 

らして 下さい」 

三 1 七 三 


Ill 


姥 


七 

I'M 


見み て 


0 憚リ ながら —遠慮 な か 、り 

〇 時の 調子— 季節に 適 はし 

い 調子、 その 場合に 相應し 

た 調子。 

〇： 取る や 拍子 を— 調子 を 取 

る を 拍子 を-取る にい ひかけ 

た C 

0 しば させ 給へ— ！a し 待た 

せ 給へ。 

〇 す はや— 事の 急に 驚く 聲 

〇 かげろ ふ I かげる の延誥 

I® る こ と a 

O さ な. き だ に. |ぉ が & ら な 

くても 碁れ 易 いとの 意。 

0 雲 に 心 を かけ— 深山 逡 に 

雲の か、 る を、 曲舞に 心 を 

か け る 意 に いひ かけた。 

〇 夜す がら— 夜もすがら" 

やお。 

〇 あら はし 衣— 喪服の 一 名 

こ で は 姿 を 現し とい ひか 

け、 衣の 緣で袖 を 出す 料と 

した だけで ある Q 

〇 袖つ ぎて— 袖镜 ぎて、 袖 

を 交 はして と いふ 意 か。 

〇 移リ舞 I 人に 似て 舞 ふ 

0C 遊女に お 似て 舞 ふ 意。 


港 女 「この 上 は、 なほ 兎や角と^ つたなら 

ば、 それ こそ 恐ろしい、 私の 身に とって 

悪い 事が 起る かも 知れない」 

と、 遠慮しながら もこの 場合に 適 はし 

い 調子をとって、 拍子 をう ち 進める と 

女 「暫くお 待ち 下さ い。 折 角の ことです か 

ら、 日の 暮れる の を 待って、 月の 夜に お 

謠ひ 下されば、 私 もほんとの 姿 を现 しま 

せう C お  >.ヽ もう 夕月が かげって 來て、 

さう でなくて さ へ 暮れ 易い 深山に. {.I! がか 

かって 来ました。 この 夜中、 私の こと を 

おに かけて、 山姥の 曲舞 を 一 節お 謡 ひ 下 

されば、 その 時 私 も 姿 を 現して、 衣の 袖 

を か はして、 あなたの e; 似 をして 舞 を 舞 

ひませ う」 


と、 いふかと 思 ふと、 そのま^-かき 消 

す やうに 消え失せて しまった。 


ッ レ 『こ の 上 はと かく 辭 しなば 恐ろ し や。 もし 身 

の ためや 惡 しかり なんと。 憚りながら 時の 調子 

を。 取る や 拍子 を 進 むれば 

シテ 「しば させ 給へ とても さらば。 暮 るる を 待ち 

て 月の 夜聲 に。 謠ひ給 はば われ も 亦。 眞の姿 を 

現すべし。 『す はや かげろ ふ 夕月の c と 橋 懸の上 を S 

シテ上 歌 『さなき だに。 慕る る を 急ぐ 深山 逸の？ 立 

ち) 

地 『暮 るる を 急ぐ 深山 邊の。 雲に 心 を かけ 添へ て。 

む は  . ひ ij  i し  よ  -っ た  たま  とき 

こ の 山姥が 一 節 を 夜す がら 謠ひ耠 はば。 その 時 

わが 姿 を も £ 面へ 少し 出で)。 あら はし 衣の 袖つ ぎ 

うつ  まひ  £ 

广と袖 を あしら ひ T 移り 舞 を 舞 ふ べしと。 いふかと 

れば、 そのまま かき 消す やうに、 失せ にけ り 

かき 消す やうに 失せに けり 

「いふかと 見れば」 と 常 應 へ 行きて 小 廻りし、 正面に 開きて 

靜か に 屮入。 


【間】 狂言 ゝ 名乘 座に 出で、 

狂言 「さても/ \ 不思議なる 事 かな。 又 夜が 明けて 候。 まづ あれへ 參 りこの 由 を 中 さう。 (舞 案の 眞中 

へ 行き 下に 居て) いかに 申し 候。 最前 暮れ まじき に 日の 暮れて 候が。 又 夜が 明けて 候 

ヮキ 「けにく 又 夜が 明けて 候。 さて 方々 に 尋ねた き 事の 候。 方々 は 山中 近く 渡り 候 程に 御^じ 候べ 

し。 山姥に は 何が なり 候ぞ。 語って 御 聞かせ 候へ 

狂言 「思 ひも 寄らぬ 御 尋ねに て 候。 我等 も 山中に 住み 候へ ども。 さや. うの 事 委しく は^ぜす 候が。 さ 

る 人の 巾す は。 山姥に は 山中の 堂宫に 掛けて ある 鰐口が なると 申し 候 

ヮ キ 「その 謂れ は 候 

狂言 「その 謂れ こそ 候へ。 まづ 鰐口と 申す もの は。 口の 大きなる ものに て。 目に は 画 栗が なり 鼻に は 

胡桃が なる。 耳に は 茸が なり それに 手足が 出來 て。 恐ろしき 山姥に なると a- し 候 

ヮキ 「 いや/ \- さやう にて は ある まじく：^ 

狂言 「誠に 鰐口の 分に て はなる まじく 候。 また 何やら ござった。 野老 がなる と S- し m 

ヮキ 「その 謂れ は 候 

狂言 「ま づ野老 と 申す もの は。 鬆の 多き ものに て。 長雨な どが 致し。 山の 崩れ 目より 野老が 出た。 こ 

の 髭が しゃれて 白 髭と なり。 これに 目鼻が つき 頭と なり。 さてから だに は 大山の 松脂が 大風に 谷へ 

吹き 落され。 これに 塵芥が 取りつ き。 手足が 出來 山姥と なり 申し 候 

ヮキ 「 いや/ \ 'それにても ある まじく 候 

狂言 「これ もなる ま い あれ もなる ま いと 仰せ 候が。 それく. E 中の 總 構の 門の 柱が なると. S- す 

ヮキ 「その 請れ は 候 

狂言 「その 謂れと 申す は。 まづ 山中に 一 且門を 建てる 事 は 建て たれ ども。 その後 修理 も 致さねば。 扉 

姥  I 一一 一  七^ 


山 


【s】 

〇 松風と もに— 松風と 共に 

〇 手まづ 遮る— 和漢 朗詠 集 

营原雅 親の 曲水 宴の 詩句 

「礙 レ石遲 來心竊 待、 牵レ流 

遄過 手先 遮， 一 を 借リ、 谷川 

に 映る =« 影 を、 曲水の 裟 (三 

HJ 三日 禁中で 行 はせられ 

る) の盃に 見立てた" 


【五】 
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も 腐り果て 柱ば かり 殘り。 それに 目鼻 手足 も 出來て 山姥と なると. S. す。 さるに よって 山姥の 事 を 山 

に 住む 木戸と 申し 候 

ヮキ 「 いや./ \ '山に 住み 鬼女に て 候 はば。 木戶 にて は ある まじく 候 

狂言 「鬼女 木戶 C さて は 我等の 承りた る は 片言に て 候 か。 都の 御 方に 御 目に か、 り 定說を 承 o 満足 中 

して 候。 さて 又 あれに 御座 候 御 方の 名 は。 何と 申し 候ぞ 

ヮ キ 「あれ は 都に て隱れ もな きひ やく ま 山姥に て 候よ 

狂言 「さやう に 候へば こそ 最前の 女の 言葉の 末に。 山姥の 歌の 一節 御 まひ あらば。 ^の 姿 を 現すべし 

と. E- し 候 問。 急 いで 御謠 ひあって 山姥の 眞の姿 を 我等に も 御 見せ 候 へ 

ヮキ 「さあら ば やがて g はせ 申し。 山姥の 眞 S 姿 を 見う する にて 候。 方々 も それにて 見られ 候へ 

狂言 「さあら ば やがて 御謠 はせ 候へ や  - . 

いひて 狂言 は 引く。 


【s 

ッ レ 『あまり のことの 不思議 さ に。 さ ら に眞と お 

も ほえぬ。 鬼女が 言葉 を 違 へ じと 

r>t 上 歌 8 謠) 『松風と もに 吹く 笛の。 松風と も に 

こ ゑ す わた たに が は  て  さへ ぎ きょくす & 

吹く 笛の。 聲 澄み渡る 谷川に。 手まづ 遮る 曲水 

っ^. こる! す  & や ま 

の。 月に 聲 澄む、 深山 かな 月に 聲 澄む 深山 かな 

【五】 

一 聲の雜 子に て、 後ジテ 山姥、 面 山姥 *山 姥^ 襟淺黄 • 

着附 無地 熨斗目 • 厚板^ 折 • 牛 切 • 牕帶 .li の 装束に て 鹿 背 杖 

を つ きて 橋懸 一 の 松に 出で、 


s】 こ しこ 

後 段 

遊女 「あまり 不思議な ことで、 全く ほんと 

と は 思 はれない けれど、 鬼女との 約 液 を 

遠へ てはいけ ない と 思って ：.：• 」 

從荠 「松風の 吹く 中で、 笛 を 吹き 鳴らす と、 

その 聲が 澄み渡って， 深山の 谷川に 映る 

月影 は、 かの 曲水の 实 の盃、 流れに 浮か 

ベて、 自分の 前に 來れ ば、 すぐ 手に 取る 

あの 否の や 5 だ」 

【五】 

後 ジテ山 尨 «埸0 


〇 寒 林に 骨 を 打つ— 寒 林 は 

梵語 尸 多婆那 Sitavana の 

譯 語で、 摩 竭陀國 の 死人 を 

葬る 地。 阿育 王 譬喩 品等に 

死人の 霊魂が 林野に 歸リ、 

現世で 佛戒を 破って 惡 道に 

堕ちた 者 は その 死屍 を 鞭ち 

佛戒を 保 つて 夭 人と な つ た 

者 は そ の 白骨に 體拜 したと 

ある をい ふ。 平 治 物語に も 

「溫 野に 骨を禝 せし 天人 は 

平生 の 善 を 喜び、 寒 林に 骸 

をう ちし 靈鬼は 前世 の惡を 

悲しむ」 

〇 深 野— 塞 林に 同じ。 平 治 

物語に 靈 鬼の 寒 林に 對し、 

天人に は溫 野と いったの を 

引き、 それ を 「しん」 と謠ひ 

誤った の であらう か。 

〇 幾 生の 善— 光悅本 以下 皆 

幾 生 (生 々、 幾度 もの 生〕 と 

書く が、 前に 「歸 性の 善 所」 

と あると 同字 でな からう か 

〇 善惡 不二— 悟れば 善惡不 

二 正邪 一 如で、 差別が な い。 

o 萬箇 目前の— 差別 觀 から 

見た 種々 相の 森羅萬 象。 

〇 懸河. #々| 瀧の 廣々 とし 

て 落ち る さ ま o 

〇 巌峨々 —岩石 の 高く 聳え 

てゐる さま o 

〇 山 また 山— 和漢 朗詠 集大 

江 澄明の 句 「山 復山何 ェ削二 

成 靑巖之 形 T 水復水 誰家染 II 

山 


後ジ テ 『あら 物凄 の 深 谷 やな。 あら 物凄 の 深 谷 や 

な。 寒 W に 骨 を つ。 靈鬼 泣く 泣く 前生 の 業 を 

膨む。 き 野に 花 を 供ず る 天人。 返す 返 す も 幾 生 

よろこ  ！ S- 一ん なく ふ に  なに  ラら  なに 

の. 善を悅 ぶ。 い や。 善悪 不一 一。 何 を か 恨み。 何 を 

よろこ  は ん こ もく ザ ん  き ゃラ がい けん ^ ベラ /\ 

か悅 ばん や 。「萬 箇 目前の 境界。 懸河渺 々として。 

『巖峨 々たり。 山 また 山？ 上 を 見上げり。 いづれ のェ 

か- 靑巖 の 形 を。 削りな せる (と 左右 を 見渡し S 水 ま 

ふづ たれ  いへ  へき たんいろ  そい  ヽ 

た 水。 誰が 家に か 碧 潭の色 を。 染め出 だ せ る？ 

舞 裏に 人る) 

おそ  つき  こ や i ゥ ゆ  ,  ^  ^  i 

ッ レ 『恐ろし や 月 も 木深き 山陰より そ の 樣 化し 

xs^  やま (レ ほ 

たる 顏 ばせ は。 その 山姥に てまし ます か 

±  、  ことよ  けしき 

シテ 「と て もはや 穗に 出で そめし 言の葉の。 氣色 

にも 知ろ しめさる ベ し-) われに な 恐れ 耠 ひそと 

よ 

ッレ 『こ の 上 は 恐ろしながら むば 玉の。 闇 まぎ れ 

姥 


山姥 「まあ 何と い ふ 物凄い 深 谷の 氣色 だら 

う。 地獄に m; ちた 靈魂 は、 寒 林に 埋めた 

わが 白骨 を 鞭打って、 前世で 惡業を 犯し 

た爲 に、 この やうな 苦しみ を 受ける こと 

となった の を 恨み、 又 天人と なった もの 

は、 わが 骨 を 埋めた 所に 花 を 供へ て、 いつ 

も 前生で 善い 行 ひ をした 結果 だと いって 

悅ぶ とい ふこと だ。 しかし 絕對 平等 觀か 

らい へば、 善惡の 差別 もな く、 從 つて 恨 

むこと も悅 ぶこ ともないの だ C しかし 又、 

差別 觀を 以て わが 眼に 映る 千變萬 化の 森 

羅萬象 を 見れば、 大きな 瀧が 々として 

落ち、 大きな 巖が 高く 聳えて、 山 また 山 

と績 いて ゐる樣 は、 如何なる 名工が この 

やうな 面白い 靑巖の 形に 削り 作った のか 

と 疑 はれ、 水 また 水と 績 いて、 靑々 とした 

色 をして ゐ るの を 見る と、 誰が こんなに 

巧みに 染めた ので あらう かと 驚かれる」 

遊女 「まあ 恐ろし い、 月影 さ へ 遮られる や 

うな 木の 生ひ繁 つた 山陰から、 異樣な 姿 

をした 人が 見える が、 あなたが 山姥. てい 

らっしゃ るの. てす か」 

山姥 「先程 旣に 口 に 出して いったの だか 

ら、 この 漾子を 見ても お分りになる でせ 

う。 私 を こわがる ことはありません」 

遊女 「この 上 は 是非ない こと、 恐ろしい け 
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 山 II 

出お S: 之 色 こ を 引いた。 

〇 穂に 出で そめし— 外に 现 

れ 初めた。 

〇 むば 王の— お、 閤の 枕詞。 

〇 おどろの 雪— 齓れ た白髮 

を 雪の か 、つた いばらに 瑜 

へた e 

〇 さ 丹 塗 —さは 接頭^。 丹 

〇 軒の 冗の 鬼 —鬼瓦。 

〇 鬼  一 口 の —伊勢 物語 六 段 

芥 川の 倐に、 雷雨の 夜、 密 

かに 逑れ 出した 女 を^ ひ 返 

された 事 を 記して、 「鬼 は や 

女 をば  一 口 に 食 ひて けリ」 

と ある をい ふ。 

〇 白玉 か何ぞ と— そ の 夜 を 

思 ひ 知らる と いひ かけて、 

前項の 女 を^ はれた 時、 男 

の 悲しんで 詠んだ 歌 「白玉 

か 何. ぞと 人の 問 ひし 時 露と 

答 へ て 消な まし も の を」 を 

ty レ た 

〇 わが 身の上に— 自分 も 伊 

勢 物 Si の 女の やうに 鬼に.^ 

はれさう に 思 はれる との 意 

〇 浮世 si— 嵬に食 はれた と 

^間 で いひ 離される こと。 

【穴】 

〇i* の 夜の— 蘇柬坡 の 詩 

「春^ 一刻 値 千金、 花 有 こぬ 

香 1H! 有レ 陰」 を 引いた。 


より 現れ かづる。 姿 言葉 は 人 なれ ども、 

^み  ゆき  いた 

シテ 「髮に はお どろの 雪 を 戴き 

ッレ 『眼の 光 は 星の 如し 

ぉュて  いろ 

シテ 『さて 面の 色 は 

ッレ 『さ 丹 塗の 

シシ 『軒の 瓦の 鬼の 形 を 

ッレ 『今宵 始め て 見る こと を 

シテ 『何に たと へ ん 

ッレ 『古の 

おに ひ と くち  あめ  よ  か A 

地上 敬 『鬼 一 口の 雨の 夜に。 鬼  一 口の 雨の 夜に。 神 

鳴り 騷ぎ恐 ろ し き。 そ の 夜 を。 思 ひ 白玉 か何ぞ 

と 問 ひし 人まで も。 わが 身の上に なり ぬ ベ き。 

浮世 語 も、 恥 か し や 浮世 語 も 恥 かしゃ 

【穴】 

はる  よ  ひと とき  せん S ん  か  よな  せ、， 

シテ 「春の 夜の 一 時 を 千金に 代へ じと は。 花に^ 

香 月に 陰。 これ は 願 ひ の たまさかに。 行き 逢 ふ 
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れ どお ml にか > り ませう。 でも、.^ がり 

から 現れて 来られた、 その 姿 や 言葉 は 人 

問の やう だけれ ど …… 」 

化姥 「lg れ た白髮 は、 ® のか 、つたい ばら 

の やうで  」 

遊女 「眼の 光 は 星の やうです」 

山 猪 「それから 顔の 色 は …； 」 

遊女 「朱塗の …… 」 


お 「尾根の 鬼^の やうで. 


遊女 「この やうな 者 を、 今晚 初めて 兑る恐 

ろし さ。 これ を 何に たと へませ う。 昔、 

雷の 嗚り騷 いだ 恐ろしい 雨の 夜、 女 を 鬼 

に 1 口に 食 ひ とられて しまって、 その 恐 

ろしい 夜 を 思 ひ 出し て 、『白玉 か 何 ぞと人 

の 問 ひし 時、 露と 答 へ て 消な まし もの を』 

と 詠んだ 話、 丁度 その やうで、 今 私自身 

がその やうな HG に^って、 ^問の ゆに 傅 

へられる かと S へば、 ほんと に^かし 


【穴】 

山姥 「春の 夜 は、 花に は. よい^が あり、 月 

に は淸ぃ 光が あって、 僅かな 一 時に も 千 

金に も 代 へ られ ない^! 打が あると いはれ 


〇 その 程 も I 一  寸の時 も。 

〇 あたら I 惜し い。 

〇 一 聲9 山鳥— 山鳥 は 時鳥 

和漢 朗詠 集 許渾の 詩句に 

「 一 聲 山鳥 曙 雲 外、 萬 點水螢 

秋草 中」 

〇 羽 をた たく  j 「たたく」 か 

ら鼓を 呼び 起した。 

〇 鼓 は 瀧 波 1 瀧の 音が 鼓の 

代リ となる。 

0 雪 を 廻らす I 舞容の 美し 

ぃ喩 へ.。 

〇 木の 花の— 古今 集 序の 歌 

「難 波 律に 咲く や こ の 花」 に 

よ つ て 「なに は」 を 呼び出す 

料と した & 

〇 なに はの こと か— 後拾遗 

集 遊女 宫 木の 歌 「津 の國の 

なに はの 事 か 法なら ぬ 遊び 

戲れ舞 ふと こそ 聞け」 を 引 

いた。 「なに は」 は 難 波 を 何 

にい ひかけ たので ある。 

〇 よし 足 引の 1 以下 この 節 

の終リ までが 曲舞で、 S. 樂 

諉 儀に 「曲舞 は 次第にて 舞 

ひそめ、 次第にて とむ る 也」 

と ある 法則に 適って ゐ る。 

〇 山と いつば I 和漢 朗詠 集 

李浙の 句に 「泰山 不レ讓 一 一 土 

续 1 故 能 成 一一 其 高 T 河海不 

レ厭 II 細流 1 故 能 成 11 其 深 こ 古 

今 集 序に 「高き 山 も 麓の 塵 

ひぢ よりな リて 天雲た なび 

くまでお ひの ぼれ る 如く」 

ニー 


人の 一 曲の。 その 程 も あたら 夜に。 はや はや 謠 

ひ 給 ふべ し 

うへ  およ  Jfi 

ッレ 『げ にこ の 上 は ともかくも。 い ふ に 及ばぬ 山 

中に 

シテ 「 一 聲の 山鳥 羽 をた たく？ 兩手を 打合せ) 

ッレ 『鼓 は 龍き 

そで しろた へ  / 

シテ 『^ま 白妙 (左 袖 を 見) 

ッレ 『雪 を 廻らす 木の 花の 

シテ 『なに は の こ と か 

ッ レ 『法なら ぬ 

あし びき  や A*  一，， ii  4.  i 

地 次第 『よ し 足 引の 山姥が。 よ し 足 引の 山姥が 山 

めぐ  くる 

週り、 する ぞ苦 しき 

地 返しに シ テ鹿背 杖 を 後見に 渡して 扇 を 持ち、 

ちり ひぢ  亡 こ  あ ** ぐ も 

シ テク" 『それ 山と い つば。 塵 土より 起って 。天雲 

せん ぢ やう  & ね 

かかる 千 丈の 峯 

姥 


てゐ ます。 その やうな 樂 しい 春の 夜、 長 

年の 望みが 叶って、 たま-^ お出 逢 ひす 

る ことが 出來 たので、 一寸の 間 も 惜しま 

れ ます。 どうぞ 早く 歌 を謠っ て 下さい」 

遊女 「いかにも、 この 上 は 兎や角と 申す こ 

と は 出来ません …… 」 

山姥 「お  >- 山の 中に 時鳥が 一 聲 鳴いて… 

:.s- 

遊女 「瀧 は 鼓 を 打つ やうな 音を立てて ゐま 

す」 

山姥 「さあ 白妙 の 袖 を飜し て … … 」 

遊女 「美しい 舞 を 舞 ひませ う」 

出姥 「歌舞で も、 どんな こと-て も .：•： 」 

遊女 「佛 法の 敎 へ とたらない もの はない の 

ですから …… 」 

これより 曲舞が 始まる。 遊女が 謠 つて 山姥が 舞 ふ 

心で あらう。 -せ 際の 演奏に はシテ が謠ひ 舞 ふ- 

山姥 『山姥が 山 廻り をす るの は 苦しい、 人 

も 善し悪しの 差別 觀に捉 はれて、 六道 を 

輪廻す ろの が 苦しい。 II 

ー體 山と いふ もの は、 塵の やうな ものが 

積って、 終に 雲にか^-る やうな 高い 峯と 

なった ので あり、 海 はまた、 苔の 露の 零 

の やうな ものが 集まって、 終に 大波の 立 

三 一 七 九 


山 


〇 一 洞 空しき— 洞の や 5 に 

うつろに なって &る 谷。 

〇 無聲 音-— 山 彥の萆 も 無く 

とい ひかけ た。 無聲音 は茈 

子 天地 篇に 「親 II 乎 冥々 T 簡 II 

乎無獰 T 冥々， 之屮獨 见レ曉 

焉、 無 聲之屮 獨閗レ 和焉」 

〇 前に は 海水— 盛袞記 十、 

丹 波少將 上洛 事に 「入遨 指 

寄て兑 れ ™H、  Ilw 掘 hs々H: 

浮 二 ほ； 如 之 光？ 後巌松 森々 

風奏 = 常 樂之礬 T 聖 衆來迎 

之 義有レ 便、 九 品 往生 之 紫 可 

レ 凡と ヌ*开.！§?"..^ぉ*?1>,ェ去 

諫鼓苔 深鳥不 レ驚 とも!. 書れ 

たリ」 と ある を 引いた o 

〇 選々— 海の 開け 合 ふ貌。 

〇 常 樂の夢 を 破る— 原文の 

やうに 「常 樂 の^を 奏す」 で 

なければ、 意が 通らな い。 

〇 刑 鞭^ 朽ち て I 和漢 朗詠 

集 大江音 人の 詩句。 無爲に 

して 治まる 太平 を 祝 つたの 

である o 

〇 遠近 のた づき も 知らぬ 山 

中に— 古今 集讀 人知らず の 

歌。 下句 「おぼつかなく も 

呼子 鳥 かな」 

〇 伐木 丁々— 詩經に 「伐木 

丁々、 烏 鳥 嬰々 出レ自 一一 幽 

谷 1 」。 丁 々 は 木 を 伐る 音。 

〇 法 性—. 悟りの 本體。 山の 

名と して 用ゐ た。 


姥   

と謠 ひながら 眞中 へ 出で 床几に か、 リゝ 

6 A  こけ  つゆ  し si た.,' た *  t  r& 

地 『海 は 苔の 露より 滴りて。 波濤 を疊 む。^ 水た 

り 

いつ とう むな  たに  こ ゑ こ ず ゑ ひ-  や t び こ 

シテサ シ『 一 洞 空しき 谷の聲 。梢に 響く 山彥の 

地 『無 聲音を 聞く たよりと なり。 聲に 響 かぬ 谷 も 

がな と。 望みし もげに かく やらん 

こと  す  ラん か  け しき ゃ& たこ  .r-x< ちか 

シテ 『殊に わが 住む 山家の 景色。 山 高う し て沲近 

く-谷 深う して 水 遠し 

まへ  かい す >0 じ や-つ.， i\  つき しん によ  ひ 7* り 

地 『前に は 海水 演 々とし て。 月眞如 の 光 を か かげ。 

後に は 嶺松巍 々として 風 常 樂の夢 を 破る 

シ テ 『刑 鞭蒲朽 ち て 螢空 しく 去る 

地 『諫鼓 苔 深う し て。 鳥 驚かず とも。 いひつべし 

地クセ 『遠近の。 たづき も 知らぬ 山^-に。 お ぼっか 

なく も 呼子 鳥の。 聲凄 きをり をり に。 伐木" 丁々 

として。 山 更に 幽かな り。 法性峯 聳えて は ハ 右の 上 


ミ 1 八 〇  

つ 大水と なった ので ある。 

か、 つして 終に、 洞の やうな うつろな 谷に 

ic く^、  ：m に t; き 返す こだまの^、 その 

やうな^ さへ g えぬ、 靜 寂な^ 地と なる 

のであって、 昔の 人が、 5潘一 つ ^ えない 

やうな 谷が ほしいと いったの は、 丁度 か 

う い ふ 境地 を 蓥ん だので あらう。 

今 自分の 住んで ゐる この 山家の 漾は、 山 

は 高く 海に は 近く、 谷 問 は if くて^い 谷 

底に 水が 流れて ゐて、 古人の いつたべ 前 

に は 海水が 廣 々と湛 へて ゐ て、 月が 浪み 

き つ ^光 を 照らし、 後に は 山が 高く 紫え 

て、 松風が 椀 樂の音 樂を奏 して ゐる」 と 

か、 「罪人 を 打つ 鞭は柔 い^に か へられた 

が、 なほ その 鞭 を 打つ やうな 輕ぃ 罪人 さ 

へなくて >  蒲の 鞭 は 腐って >  滎 となって 

飛び去り、 君 を 諫める 時に うつ 鼓 は あつ 

てお、 政が 正しくて これ を 打つ 時 はなく、 

徒らに 苔に 埋 つて、 鳥 も 鼓の 昔に 驚かさ 

れる ことがない」 とかい ふ 趣 を 持って ゐ 

るので ある。 

どこが どこ だか 見當 もっかな いやうな 深 

い 山中で、 呼子 鳥の 鳴く かすか な^の 閗 

える 物 逸い 時な どに は、 T 々と 木 を-伐る 

昔が して、 山中が 一 肝 幽邃に 感じられる。 

法^ i の 峯 +* 高く 錄ぇ て、 上に. つて W お 


0 上 求 菩提： 上に 向って 菩 

投 (正覺 9 知 慧) を 求め。 

〇 無明 .1 煩悩の 根 原。 谷の 

名と した C 

〇 下 化 衆生— 下に 向って 一 

切 衆生 を敎 化する。 

〇 金輪際— 大地よ リ百 六十 

萬 由 句 下に あると いふ 最低 

の 所。 

〇 隔っ る 雪 の 身 1 人間と 隔 

つ を 雲の 山河 を隔っ にい ひ 

かけ、 雲の 如く 自在な 身と 

績 けた G 

〇 自^ il 眞 如法 性。 本 蹬。 

〇 1 念 化生— 一 時 方便の 考 

へ から 化生 の 者と なる こと 

〇 邪 正 一如— 善惡 不二に 同 

じ o 

〇 色卽是 空— 般 若 心 經 に 

1, 色不 \異\ 空、 空 不レ異 \ 色、 

色卽是 空、 空卽是 色、 受想 

行 識亦復 如 レ是/ 色 は 一切 

の 現象 e 

〇 世 法— 世間 法。 俗世間の 

慣習な ど o 

〇 煩 ^あれ ば— 仁王 經に 

「菩薩 未 II 成佛 I 時、 以_1 菩提 I 

爲 U 煩惱 f 菩薩 成佛 時、 以 II 煩 

惱 1 爲 II 菩提 こ 

〇 柳 は綠— 蘇 東 坡の詩 一， 柳 

綠 花紅眞 面目」 から 出た 語。 

〇 人間に 遊ぶ— 山姥が 人 問 

に 立ち交 はる こと。 

〇 五百槻 —数多くの 機。 或 

は 絲數の 多い 槻張リ の廣ぃ 

機と もい ふ C 萬 葉集卷 十に 

「棚 機の 五百撺 立てて 織る 


を 見上げ)。 上 求 菩提 を 現し 無明 谷 深き 粧ひ は。 下 

化 衆生 を 乾して 金輪際に 及べり？ 扇 逆手に して 下 を 

そ も そ T ハレ a  しゃう じょ し  やど 

さし)。 抑 も 山姥 は。 生 所 も 知らず 宿 もな し。 た だ 

くも &づ  たよ  r- た  やま  おく 

雲水 を 便り にて 到ら ぬ 山の 奥 もな し 

「抑 も 山姥 は」 に 床几 を 離れ、 これに 謠に 合せて 舞 ふ。 

シーア 『然れ ば 人間に あらず とて 

地 『隔 つる 雲の 身を變 へ。 假に自 性を變 化して。 一 

ね 》p け しや-つ ？ ぢょ  もく ぎん  きた  じ やしゃ. つ 

念 化生の 鬼女と なって。 目前に 來れ ども。 邪 正 

一 如と 見る 時 は。 色 卽是空 そ の ままに。 佛法ぁ 

れば。 世 法 あり 煩惱 あれば 菩提 あり。 佛 あれば 

しゅじ ゃラ  し S じ や-;.'  や A  二， 一は  やなぎ MS ど り はな 

衆生 あり 衆生 あ れ ば 山姥 も あり。 柳 は綠。 花 は 

くれなる いろ く  にん &ん  あそ  こと  とき  や ** がゥ 

紅の 色々。 さて 人間に 遊ぶ 事。 ある 時 は山賤 の。 

せう ろ  かよ  はな  ケ^ やす  おも に  ^た  か  つき もろ とも 

樵 路に通 ふ 花の 蔭。 休む 重荷に 肩 を 貸し 月 諸共 

やま  い  さ と  おく  で，.；'  ftfc  と き 

に 山 を 出で。 里まで 送る 折 も あり。 又 ある 時 は 

織姬 の。 ず 百 機 立つ る 窓 にんって。 枝の： 鶯絲繰 


を 求める 心 を 現し、 無明の 谷は漦 くて、 

下衆 生を敎 化する 相 を 示し、 底 深く 金輪 

際にまで 及んで ゐ るの. て ある。 

さて 山姥と いふ もの は、 生まれた 所 も 分 

ら なければ、 定まって 住む 所 もない。 た 

だ 雲の 浮かび 水の 流れる やうに、 所定め 

ず 歩き 廻って、 どこの 山奥へ も 行かない 

力な L 

ところで、 山姥 は 人間-てな いとい ふの 

で、 これと 交 はらない が、 假に 方便の 心 

から、 雲の 如く 自在な 身を變 へ、 その 本 

體の 姿を變 へて、 化生の 鬼女と なり、 人 

の 眼の 前に 現れる の-て ある。 尤も、 この 

世 に は善惡 正邪の 別 もな ぃ絕封 平等な も 

の だとい ふ 見地に 立てば、 一切の 現象が 

すべ て 空で あり 無で あるが、 又 一面、 差 

別觀 から 見れば、 佛 法が あれば これに 對 

する 世間 法が あり、 衆生の 心身 を 惝亂さ 

せる 煩惱が あれば、 一 方に は正覺 を 得べ 

き 菩提心が あり、 悟り を 開いた 佛が あれ 

ば、 また 一 方に 迷妄に 苦しむ 衆生が あり、 

人間が あれば また 鬼 形の 山姥 も あり、 柳 

は 綠の色 をして ゐ るに 對 して 花 は 紅の 色 

をな し、 千 變萬化 を 極め てゐ るの. て ある。 

さて 山姥が 人間界に 立ち交 はるの は、 た 

とへば 或 時には、 樵 夫が 山路に 疲れて 花 

の 木蔭に 休んで ゐる 時に、 自分の 肩 を 貸 


布の 秋 さ リ衣誰 か 取リ！ ft 

む 1 

〇银1 絲繰リ が絲を 繰る 

やうに 柳の 細 枝 を 飛び まわ 

る を いふ。 その やう に. E 分 

も 絲綠る と の 意 G 

〇 紡績の 宿— 絲 をと つて ゐ 

る 家。 

〇 賤の H に— 業 をす るを賤 

の 女に、 女 を H に いひ かけ 

た o 

〇= に 見えぬ —古今 集 序に 

「目に 見えぬ 鬼神 を も あは 

れと思 はせ」 

〇 世 を 空蝉の— 世 を 憂く 思 

ふ を 空蝉に、 蝉の 脫 殻を廣 

衣に、 衣 張る を拂 はぬ に い 

ひかけ た。 

〇 月に 埋もれ-—； 《 影の 白 い 

爲に 霜の 見えな いの をい ふ 

〇 うちす さむ —頻り に 衣 を 

禱っ。 

〇 千？ t 萬耀 ー 和漢 朗詠 第 白 

樂 夭の 砧の 詩に 「八月 九 W 

正 長夜 、千^ 萬獰無 一一 了 時 こ 

〇 しで @ つ— 繁く撐 つ。 後 

拾遗集 伊勢大輔の 歌に 「小 

夜更けて 衣しで う っ萆 Ira け 

ば 急がぬ 人 も 寢られ ざ りけ 

り」 

【七】 


〇 一 樹の 藤— 說 法 明 眼 論 


り 紡績の 宿に 身 を 置き 人 を 助く る 業 をのみ。 賤 

の 目に 見えぬ 鬼と や、 人の いふらん 

シテ 『世 を 空蟬の 唐衣 

はら  そで  お  しも  よ さ； J  つき  うづ 

地 『拂 はぬ 袖に 置く 霜 は 夜寒の 月に 埋もれ、 うち 

ひ と  たえ ま  せん せい ほ ん せい  き ぬた  こ ゑ 

す さむ 人の 絕間 にも。 千 聲萬聲 の。 砧に聲 の、 し 

で檮っ はた だ 山姥が 業 なれ や。 都に 歸 りて il 語 

た おも  しふ 

にせさせ 給へ と。 思 ふ はな ほ も 妄執 か。 ただう 

す  なに あし びき  む f4  や ま めぐ 

ち 捨てよ 何事 もよ し 足 引の 山姥が 山 廻りす る 

： る 

ぞ苦 しき 

とクセ を 舞 ひ 上げ. 

【七】 

あし びき 

シテ 『足 引の 

やま めぐ 

地 『山 迴 り (と 鹿 背 杖 を 持ち) 

〔立 廻〕 


に 山廻リ の 苦しき 樣を 示し. 


シテ 『 


樹の蔭 一 河の 流れ。 皆 これ 他生の 緣ぞか 


し て 霜 荷 を- M いで やり、 月 に 照ち されな 

が ら山を 出て 里 まで 途 つて やる ことがあ 

り、 又 或 時 は、 織女が 忙しく 搀 を 織って 

ゐる ところへ 入って 行つ て、 柳の 絲 をく 

ぐる 鷲の やうに 絲を 繰って やったり、 又 

或 時 は、 絲を つむぐ 家に 入って、 その 人 

を 助けて やったり する ので あるが、 賤の 

女に は それが 見えないで、 世間の 人 はた 

だ 鬼と いふの だ。 

世の中の 殊につ らく 思 はれる 秋、 袖に S 

く 霜 も、 夜靠の 月の 白い 色に 塊れ て 見え 

なくなる 頻りに 砧を棕 つて ゐた音 も 

絶えた 時、 砧を 簿 っ蹈の 界繁く ^ える の 

は、. それ は 全く 山姥の す る爲 業な の であ 

る — どうぞ 都に 歸っ て：^^ 話に 傳 へ て 

下さいと、 思 ふの も、 やはり 執 0 の 心. て 

あらう。 た^ 何^もう ち 捨て て 執お^ ふぼ 

れ なければ いけない。 

山姥が 山 廻り をす るの は 苦しい。 人 も 善 

し惡 しの 差別 觀に捉 はれて、 六道 を^ 廻 

する のが 苦しい』 

-、. - いふ S の m 舞 を ti ひ 舞って、 

【七】 

山姥 「山姥が 山 廻りす る …… J 

〔立 廻〕 

を 舞って、 山 迥 り .siw しい はケ W せ、 


山姥 「同じ 木^に^ W り をし、 同じ 河の 水 


「宿, i 一 樹下 T 汲 二 一 河流 |.: 

…呰是 先 世 結緣」 から 出た 

語で、 今樣 にも 謠 はれた。 

〔千 手〕 參照。 . 

〇 狂言 綺語， I 和漢 朗詠 集 白 

樂 天の 句に 「願以 二 今生 世俗 

文字 之 業、 狂言 綺語之 誤 T 飜 

爲 II 赏來 世々 讚 佛乗之 因、 

轉法輪 之緣こ 

〇 歸る山 Q— 歸るを 越前國 

南條 郡の 歸 山に いひ かけた 


〇 時雨の 雲の— 雲の 山 をめ 

ぐる^ 思に いひ かけた。 


〇 塵 積つ て— 輪廻の 妄執が 

镜リ 積つ て 鬼女と な つたと 

い ふ を 「塵镜 つて 山と なる」 

と いふ 諺に いひ かけて、 山 

姥と續 けた。 


し (と ッレの 前へ 行き T ま し て やわが 名 を 夕月の。 浮 

世 を 廻る 一 節 も。 狂言 綺 語の 道す ぐに。 讃佛乘 

の因ぞ かし？ 下に 居 H0。 あら。 御名 殘惜 しゃ ハ面 を 伏 

いと ま まう  かへ  やま 

せ) a  申し て。 每る. =T の (と 立ち 杖 をす て 扇 を 開き) 

はる  こず^  さ  ま 

地 『春 は 梢 に^く かと 待ちし ハ 角へ かけて s  J 

シ-ア 『花 を 尋ねて。 山 廻り 

あき  かゆ  たづ 

地 『秋 はさ やけき 影 を 尋ねて C 正面に 出 3 

つき A  かた  やま めぐ 

シ テ 『月 G5- る 方に と 山 過 り (W を眺 むる、 も. } 

地 『夂シ は^ え 行く 時雨の 雲の i を かざして 角へ 行き〕 

ゆき  さそ  やま めぐ 

地 『雪 を 誘 ひて。 山 廻り S を眺 むる 心 リ 

地 『廻り 廻り て (小 f し)。 輪廻 を 離れ ぬ。 妄執の Hi 

ちり つも  やまむ ほ 

の。 塵 積つ てハ 正面へ 出で s 山姥と なれる os 手 を廣げ )。 

き ぢょ  あり さき A  みね  かけ 

鬼女が 有樣。 見る や 見る や と。 峯に 翔り？ 乘" 込 

みリ。 谷に 響きて 今まで こ こ に ハ下を aw 。あるよ と 見 

やま  やま  や £ めぐ 

えしが 山 また 山に ハと 見上げ、 山 廻り。 山 また 山に。 


を 飲む の も、 皆 前生からの 因緣 事な ので 

す。 まして 私の 名 をい つて、 世渡りの 歌 

を謠 ふの も、 その やうな 戯れの 言葉、 飾 

り 立てた 言 紫 も、 その ま、 怫の敎 へ を 讚 

美す る ことと なる の. て rc あ >- お 名殘惜 

しい ことです。 * て は、 お 暇して 歸り ませ 


私 は、 春 は 梢に 花が 今 嘴く か 今 嘴く かと 

待ち かねて、 花 を 尋ねて 山 を 廻り、 

秋 は 澄み渡った 月影 を 尋ねて、 月の 見え 

る 方 へ と 山々 を 廻り、 

冬 は 次第 に 空 寒くな つて 来て、 時雨に つ 

いで 雪の 降る 時、 雪 を 尋ねて 山々 を 廻り、 

かう して、 年中 山々 を 廻り 廻って、 なほ 

輪廻の 苦界から 離れる ことが 出来ず、 迷 

妄執 着が 積み重なって、 かう した 山姥と 

なった の， てす。 この 鬼女の 有樣を 御覽な 

さい」 

といって、 祟に 翔り 谷を敉 つて、 つい 

今まで こ \ にゐ たと S3 ふうちに、 山 力 

ら山 へと 山々 を 廻り 廻って、 どこへ 行 


山 


山 廻り し て。 行方 も 知らず。 なりに けり 

と 常 斑に て 小 廻りして^ 拍子 を 踏む。 
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つた か、 行方 も 知れ なくなって しまつ 

た。 


〔考 異〕 

諸 流 S 流) 

【六】 「ごァ 蒲 朽ちて …… 地-. 諫鼓 …… 鳥 驚かず とも いひつ ベ し (下懸 ナシ) 地クセ 「遠近の 

古謠本 (光 悅本〕 


【一〕 ヮキ 「これ は 都 方 …： 又.， (光ナ シ ：} 善 光寺へ 參 りたき 由承リ (光 仰) 候 …： ヮキ 「御^ぎ 候 程に これ s はや (光ナ シ) 越後と… 

ヮキ 「あら 不思議 や ：… ^ て 何と 仕り 候 T^- (光ナ シ) 【二】 ヮキ 「あら 嬉し や …： 前後 を 忘 じて 候 (光に) ；… 【六】 シテ 「春の 夜の 

…まや i ゃ謠ひ (光お はし ませ) …… 地 「隔 つる 雲の …… 嵬 とや 人の いふ (光見る.： > らん - . 


ノ.、 

五 


ゆ き 


^  き 

【能 柄】 三番 目 單式 夢幻 能 

【人物】 ヮキ 旅僧、 シテ 雪の 精 (女 體) 

〔所】 攝津國 野 田 渡 

【時〕 冬 (十二月) 

【作者】 作者未詳。 演能 等に 關 する 古記 錄も 見當ら ない。 

【梗概】 奥州に 來てゐ た 行脚 僧が 、 天 王 詣を思 ひ 立って、 また 旅に 

出， て、 攝津國 野 田へ 來 ると、 俄かに 空が 曇って 雪が 降って 来たので、 

暫く 雪の 晴れ間 を 待って ゐる ところ へ、 一 人の 女性が 出て 來た。 不審 

に 思つ て 言 紫 を かける と、 それ は 雪の 精であって、 佾に讀 經を乞 ひ、 

廻 雪 の 舞 を 舞 つ て 、 消え て 行く。 

〔出典】 別段 擧 ぐべき もの もない。 

【概評〕 森羅萬 象、 如何な る もの. て もこれ を捉 へて は 一 篇の戲 曲に まと 

めて しま ふの が、 謠 曲の 一 の 特色で ある。 かう した ことに 馴れて ゐる 

謠曲 作者が 雪 を 題材と し たこと に、 何 の 不思議 もな い。 II； そのものの 
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性質から いつ て も、 これに 關 する 文 藝的 材料から いっても、 他の 草木 精魂 物に 比べ て 困難で あらう と は 思 はれな 

際 を 見る と、 その 主 想 • 脚色. 修辭、 どの 勦から 見ても、 餘り秀 れてゐ ない。 簡淡 であると いふ ことの 外に、 これ. 

場所 を攝津 の 野 田と した 理由 も 別段 據りど 一 J ろが I な い 。 現行 曲 の 中 V も 凡作、 む し ろ 愚作 に 近い もの であらう- 


ところが、 本^の. M 

ス 見. ところ. 力な い。 


〇 末の 松 山— 陛前國 お 城 郡 

今 八幡の 砂丘。 伹し i! 奧 n 

との 說も ある。 金 葉 ffi 永 成 

法師の 歌に 「君が代 は 末の 

松 山 はるみ \ と 越す 白波の 

数 も 知られず」 


〇 天 王 寺— 大阪市 荒 陵の 柬 

の 丘陵に ある 四天王 寺。 聖 

德 太子 创 建の 古刹。 


〇天 ざ かる— 鄙の 枕詞。 


〇 野 E —描 ^阈西 成 郡、 福 

島の 西、 屮津 川に 臨む 地リ 


【二 

後 上に 雪 綿 をつ けたる 山の 作物 を 大小 前に 出す。 

次第の 離 子に て、 ヮキ旅 IT 角帻子 • 着附 無地 熨斗 水 衣. 

腰帶 数珠の 裝朿 にて 名乘 座に 出で、 大小 前の 方に， M き、 

すゑ  まつ や.？ 

ヮキ 次第 『末の 核 山 はるばると J 末の 松 山 はるばる 

と パ仃方 や いづくな るらん 

地" 取に 正面に 向き > 

しょ こく  けん  そう  ほど 

ヮキ 「こ れ は諸國 一 見の 僧に て 候。 われ こ の 程 は 

も- フ しう  また おも  た  つ  くに てん のラ じ  る 

奥州に 候 ひしが。 夂思ひ 立ち 津の國 天 王 寺へ 參 

らば やと 思 ひ 候 

す& みめ  ころも  ひ  い 

ヮ キ 『墨染 の 衣 ほす て ふ 日 も 出 でて。 衣 ほす 

くも  あ **  ひな  な— 

て ふ 日 も 出で て。 そなたの 雲 も 天 ざ かる^に 馴 

れ 行く 旅の空。 野に 臥し 山 を 分け 過ぎ て。 こ れ 

ぞ 名に 負 ふ 津の國 や。 野 田の S りに 着きに けり 


【I】 

舞 |» ば 初め^ 奥で、 ひ キ旅 

«. 遠い 遠い 末の 松 山の あたりまで 来て、 

これ か らの行 先が どちら の 方角 だか 分ら 

ないやうな 有樣 だ」 

ミ、 次第 *tf つて ^旅の 心 持な 述べ、 

樹 「私 は 諸阈を 遊歴して ゐる佾 です。 そし 

て , J の 間う ち は 奥州の 方へ 來てゐ た ので 

すが、 又 思 ひ 立って、 これから 顿濘國 の 

天 王 寺に 參詣 しょうと 思 ふので す」 

W 見物人に .3: 「し 11 介 をし、 

僧 「墨 染 の 肘 衣 を も 乾 して くれる ^  = も 

出た の， て、 こ 、を 旅立って、 向 ふの 方、 

これ ま. てし 馴れた m おの 長旅 を 紐け て 、 

或は 野宿したり 或は 山 を 踏み分け たりし 

て 行く うちに、 お 名な 跶津阈 の ^出の 敉 

場に 着いた」 


〇 笑止 や I 困った こと だ。 

〇 東西 を 辨へ！ 一 -— 前後 を辨 

へずと 同じ 意で、 どうす れ 

ばよ i か、 虚 置に 困る こと。 


【二】 


〇 曉梁 王の 園に— 和漢 朗詠 

集 謝 觀の句 一， 曉入 一一 梁 王 之 

苑 I 雪滿 ー1 群 山 T 夜 登 II 庾公 

之樓 明 一一 千里 こ を， 引いた 

梁 王の 圜は梁 孝 王の 兎 園、 

瘐 公が 樓は晉 の魔亮 (字 は 

元規) の 南樓。 

〇 眞 如の 月— 不變の 實體、 

悟り の 心 を 月に 瑜 へ た 語。 

〇 妄執 の 雪— 迷妄 執着 の i ふ 

を 雪に 喩 へ た。 

〇 善 曰— 佛の 智慧 を 日光に 

喩 へた 語。 

雪 


野 田の 渡りに 着きに けり 

_ 野に 臥し 山 を 分け 過ぎて」 と 右の 方に 向きて 二三 足 出で ま 

たもと に 歸リて 野 田に 着きた る 心。 正面に 向きて、 

ヮキ 「急ぎ 候 程に こ れは はや。 津の國 野 田の 里と 

か や 申し 候。 £ を 見 5 あら 笑止 や。 晴れ た る 空 俄 

かに 曇り 雪降り。 東西 を辨 へ ず 候。 暫く この 所 

にて 雪 を 晴らさば やと 思 ひ 候 

とい ひて 脇 座 へ 行く。 

【二】 

シテ 雪の 精、 面 ^.签.«帶. 着 附摺箔 地 長？ 5, 水色 大口， 

腰 帶. 扇の 装束に て 出で、 

おもしろ  ゆき  たか 

シテ 『あら 面白の。 雪の 中 やな。 あら 面白の 雪の 中 

あ f- つきり ゃラ わう その  い  ゆき ぐん さん  2^  よる 

やな。 曉梁 王の 園に 入れ ば。 雪 群 山に 満 てり。 夜 

ゅラ こう  ろう  のぼ  つき せん り  あき 

庾 公が 樓に 登れば。 月 千里に 明ら かなり。 われ 

も眞如 の 月 出で て。 妄執 の 雪 消 えなん 法の" 慧 

日の 光を賴 むな り 

ヮキ 『不思議 や な これなる 雪の 中よりも- 女性 一 

にん あら は  たも  い か  ひと 

人 現れ 給 ふ は。 如何なる 人に てまし ます ぞ 


【二】 


ミ いって ゐる に 旅ば 進ん た 想で、 舞 S は 

野 田の 渡 どなる。 

僧 「旅 を 急 い だので、 もはや こ、 は攝 津國 

の 野 田の 里と かいふ 所 だ。 …… おや、 こ 

れは 困った。 今 まて 晴れて ゐた 空が 急に 

曇って、 雪が 降って 來て、 どうして よい 

やら 分らない。 暫く この 所に 休ん. て、 S 

の 晴れる の を 待ち ませう」 

- いって 休んで ゐる 想。 

テ S の 精 登場。 

S 「まあ 何と い ふ 面白 い ^景色-て せう。 昔 

の 人 は こ の やうな 雪景色 を、 『朝方、 桀孝 

王の 兎阖に 入って 見る と、 どの 山 もどの 

山 も 皆 雪に 掩 はれて ゐる。 夜、 庾元規 の 

南摟に 登って 見る と、 月の 光が 千里の 遠 

い 所まで も 明らかに 照らして ゐる』 とお 

詠みに なった。 私 も 月の やうな 曇りの な 

い 悟りの 心 を 持って、 迷 ひの 雪が 消える 

やうに、 日光の やうな si のお 智慧に お 

すがりして ゐ るの-てす」 

ミ獨言* いひながら 佾の谤 へ來る 0 旅僧 これな 見 

て、 

僧 「これ は 不思議 だ、 この 雪の 中から、 女 

の 人が 一人お 出に なった が、 一 體 あなた 

はどう い ふ 方な の. てす」 
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〇 白雪の— い 

いひ かけた。 


雪 


かで 知らん と 


〇 雪の 精— 雪の 精霊。 草木 

に 精魂が あると 兑た と 同じ 

やう に、 雪に も 精魂が ある 

ものの やうに 考 へたので あ 

る o 

〇 これ 法の 功力 を— 唯 これ 

法の 功力な リ、 されば 法の 

功力 を 疑 ひ 給 はずして と い 

ふ 意。 功力 は 功徳の 力。 

〇 一 乘妙 典— 一 切 衆生 を悉 

く成佛 せしめる ぁリ がた い 

經文。 法 華經。 

〇 あら かねの— 土 の 枕詞。 

疑 ふ 心 は あらず と いひ かけ 

た o 

〇 古事 I 降 るに いひ かけた 

雪の 緣 語。 

〇 結べ かし— 結べ は 草の 緣 

〇 いさや 白雪の— いさ 知ら 

ず を 白雪に いひ かけ、 镜る 

の 序と した。 

〇 有 明 塞み I いやましに 有 

.リ とい ひかけ た。 

〇 峯の雪 汀の 氷蹐み 分けて 

—源氏物語 浮 舟の 卷匂宮 の 

歌。 下句 「君に ぞ迷ふ 道 は 

迷. はず」 を 引いて、 心の 迷 

はぬ 意に 用ゐ た。 


シテ 『誰と はいかで 白雪の。 唯お のづ から 現れた 


ヮキ 『わ れ と は 知らぬ 白雪と は： さて はお こと は 

ゆき  せい 

雪の 精 か 

シテ 「いやされば こそ わが 姿。 『知らぬ 迷 ひ を 晴ら 

し 給へ 

ヮ キ 『さ て は 不思議 や 雪の 女に。 言葉 を 交 は す も 

ただこれ 法の。 功力 を 疑 ひ 給 はずし て。 とくと 

く 成 道な り 給へ 

シーア 『あら ありがたの 御 事 や。 妙なる 一 乘妙典 を。 

疑 ふ 心 は あら かねの 

つち  お  A  き  ふる こと  おも  ぐゥほ とけ 

地 『土に 落ち 身 は 消えて。 古事の み を 思 ひ 佛の 

えん  むす  しら ゆき  つも  おも 

緣を 結べ かし。 われ と はい さや 白雪の。 積る 思 

ひ はい やましに 有 明 寒み 夜半の 月 

ふね  ゆきみぎ は  こほり ふ  わ 

シ テ 『峯 の 雪 汀 の 氷 踏み分け て 
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S 「誰 だ とい ふこと も 分らない の です が、 

た 自然と 現れ て來た の でい J ざ います」 

愤 「自分に は氣 もっかないで 出て 来たと 

は …… すると、 あなた は^の^な のです 

力」 

s「 いえ、 その 私自身 の 姿 さ へ 分らな い -て 

迷って 来ました、 この 迷 ひ を 晴らして 下 

さい ませ」 

佾 「さ て は、 不思議な ことに も、 3 の^と 

言 紫 を 交 はして ゐ るの だ。 これと いふの 

も、 全く 佛 法の 功德の 力に よるの だ。 ど 

ぅぞ あなた も佛 法の 功 德を疑 はないで、 

早く 成佛 して 下さい」 

雪 「まあ、 ありがたい 事で ございます。 贵 

い 、 一 切 有情 を 成佛さ せて 下 さ います 妙 

法 蓮華 經を疑 ふやうな 心 は ご ざ いません 

それでも、 士に 落ちて 身の 消えた 後 も、 

やはり 昔の事ば かり 思 ひ 出される の "て、 

どうか 佛緣 を： Si び たいと 思 ふの でノ  j ざ い 

ます。 私自身に は それと 氣 がっかな いの 

です が、 迷 ひの 念 は 愍、、 ふえる ばかりで、 

夜明け 方の 塞い 時、 夜中 月の 照る 時な ど 

に、 うっかり 迷 ひ 出る ので ございます。 

でも — 

『峯の 雪 汀の 氷 踏み分けて、 君に ぞ迷ふ 


〇 高瀬 潜ぐ— 川 波 3 高き を 

高瀬舟に いひ かけた。 

0 袖の しがら み — - がらみ 

は 村 木 を 打ち 竝べ これに 竹 

木 を 横 へて 水流 を 塞く も 

の。 淚の 袖に 濡れる のを钸 

に喩 へたので ある。 

〇 ひぢ まさ リ — 潘 れ まさり 

〇 やる 方 —慰める 術。 船 を 

潜ぎ やる にい ひかけ た。 

〇 廻 雪の 袖— 文選 曹子 建洛 

祌賦に 「以 二流 風 S 雪 I 比 n 美 

人 之飄搖 こな どと あり、 廻 

雪 は 美し い 舞の 形容に 用ゐ 

られ るが、 こ の 場合に は 文 

字； i リの廻 雪で あるとの 意 

【三】 

〇 朝 ぼらけ— 千載 集 藤原定 

賴の歌 「朝 ぼらけ 宇治の 川 

霧た えぐに あ、 り はれ 渡る 

瀨々 の 網 代 水 ，1 を轉 用した。 


〇 峯の 横雲— 山腹に か 

てゐる i!r  rtl 々と兑 ゆ _ 

ひかけ た。 

〇柬 雲—. 夜明け 方。 


地 『君に ぞ迷 ふ： 道 は 迷 は じな 津の國 の" 野 田の 

川 波高 瀨 漕ぐ 袖 のし がらみ ひぢ まさり。？； にせ 

かるる 沖つ 舟) やる 方 もな きわが-心；： i かめ ぎ 

へ や 御 僧と。 月に ひるが へ す 花 衣げ に 廻 雪の 袖 

ならん 

【三】 

シ テ 『朝 ぼらけ 

〔序 舞〕 

引績き 次の 謠に 合せて 舞 ふ C 

シ テ 『朝 ぼ らけ。 野 田の 川霧。 絕ぇ絕 えに 

地 『あらまれ 渡る 

シ テ 『姿 もさす が 白々 と 

地 『姿 もさす が 白々 と。 峯 の 撗雲 

た  しののめ 

シーア 『立ち のぼる 東雲 も 

地 『明けな ば 恥 か し 暇 申して 歸る 山路の 梢に か 

かる や 雪の 花。 桁に かかる や 雪の 花 は 又 消え 消 


雪 


1ま 迷 よず』 

(あなたの S に は 心が 迷 ひ W れて、 * の も 江の 

氷 を も 蹄み 分けて 来ました が、 あなた を ほふ 一心 

に、 その やうな 苦しい 道に も 迷 はない t 來 ました) 

とい ふお 歌の やうに、 これから は 心 を 迷 

はしますまい。 あの 酐 田の 波の 高い 川 を 

漕 い "て 行く 高瀬舟で 袖が 濡れ る やうに、 

私の 袖 は 涙に 濡れ まさるば かり、 私の 心 

は 慰める 術 もない ので ございます。 どう 

ぞ お 僧樣、 私 を 成怫さ せて 下さい ませ」 

といって、 月夜に 美しい 袖を飜 して 舞 

を 舞 ふ、 これ こそ 文字通り 廻 雪の 美し 

い 舞で ある。 

【三】 

〔序 舞； - 

を 舞 ひ、 

雪 「 もはや 朝方に なって、 野 S の 川霧が き 

れぎ わに 絶え間が 出来て、 .t ふが 見えて 

來て、 私の 姿 もしら じらと、 はっきり 兌 

える やうに なって 來 ました C 峯に橫 雲が 

か、 つて、 夜が 明けて しまって は、 お 恥 か 

L うご ざいます c-て はお 暇し て歸 ります 」 

と、 歸 つて 行く 方、 山の 梢に 雪の 花が 

か、 つたと 思 ふと、 また 消え消え にな 

つて、 見え なくなって しまった" 

一 1 二八 九 


雪 — 

えと ぞ なり にけ る 

と 舞 ひて 常 座 にて 留 拍子 を 踏む 


皿 It  ， 觀 S 春剛 喜) 


遊行 柳 


【能 柄〕 三番 目 複式 夢幻 能 

【人物〕 ヮキ 遊行 上人、 ヮ キッレ 從 IK 一  一 人)、 前 シ テ 

老翁 (柳の 精)、 狂言 所の 者、 後シテ 朽木 柳の 

精 (老體 ) 

【所〕 岩代國 白河邊 

【時〕 秋 (九 月) 

【作者〕 能 本 作者 註文、 二百 十番 謠目錄 とも に 觀世小 次郎の 作と す。 

言經卿 記 文 祿四年 三月 一 一十 八日の 條に 註釋の ことが 出て ゐる。 

〔搜 概〕 遊行 上人が 諸國を 巡歴して、 上總國 から 陸 奥に 向 ひ、 白 河の 

關を 越えろ と、 一 人の 老翁が 現れて 来て、 先代 遊行 上人の 通られた 

古道 を敎へ ♦ 古塚の 上に ある 朽 木の 柳 を 見せる" 上人 はいかに も そ 

の 古びた 樣を 見て、 その 木の 謂れ を 尋ねる と、 昔 西 行 上人が この 所 

に 休んで、 「道の ベ に淸 水流ろ、 柳 蔭」 と 詠まれた 名木で あると 答 へ 、 

老翁 は 上人 の 十 念 を 授か ると その ま、， 柳の ほと りで 消え失せて し 

三 一九 一 


遊 ；仃 柳  .^n  一  1ー 一九二   

まつ た。 その 夜、 上人が こ、 で 念怫を ip へ て 夢心地に なると、 朽木 柳の 精が 烏 £ 子 狩 衣の 白髮の 老人と して 現れ、 上人の 十 念に 授かった 

お蔭で、 非情の 草木ながら 成怫 する ことが 出來 ると 喜び、 柳に 緣の ある 和漢の 故事 を 語り、 報謝の 舞 を 見せる" と 思 ふうちに、 夜 も 明け 

方に なって、 その 姿 は 消え失せ、 た^もとの 朽木 だけが 殘 つて ゐた。 

【出典】 . これ は、 新 古今 集、 夏、 西 行 法師の 歌、 

道の ベ に淸 水流る、 柳 かげ、 しばし とて こそ 立ちと まり つれ 

に本づ いた ものであるが、 新 古今に は 「題 知らず」 とあって、 場所 も 明らか. てない。 これ を 遊行 上人と 結びつけ たものに、 藤^ 知 リ说 覺み 

があって、 それに、 

文明 三 辛 卯年、 遊行. r 九 ft 尊皓 上人、 葦野 (下野 國那須 郡〕 修行 ありけ るに、 枯木の 柳の 精、 老翁と 化し、 k 人の 前に 来り、 札 を 受け 

て 十 念 を 授かりし 時の 歌に、 

草 も 木 も 漏れ ぬ 御 法の 聲閗け ば 、 朽ち は て ぬ ベ き 後 も鎮も し 

上人 かへ し 

思 ひき やわが 法の 會 に^る 人 は、 柳の 髮の あと 垂れん と は 

と吟じ て 柳の 蔭に 隠れぬ となん。 

と ある。 文明の 頃 は 作者 小 次郎の 在世 當時 であるから、 恐らく かう した 逸話に よって 脚色した もの， てあらう。 

【槪 評】 西 行 法師の 秀歌と 結びつけた 朽木 柳の 精、 優雅に して 閑寂、 謠 曲の 主題と して 誠に 恰好な もので、 ヮキ佾 を 遊行 上人と した こと 

も、 典據の 有無に 拘らず 、 よ い 着眼-て あつたと 思 ふ。 本 曲と 同じ やうに 老木の 糈 をシテ とした ものに 〔两行 櫻〕 が あるが、 櫻 は それ. UK が 

華麗な ものである 上に、 その ヮキを 詠歌の 主-て ある 西 行 法師と して 劇 能に 脚色した 爲に、 本 曲の やうな^ ちつ いた、 さびく とした 感じ 

を與 へない。 〔芭蕉〕 は そのものの 性質が 閑寂で あ る 上に、 その ^を 女體 と し 且 複式 能 に 脚色し て ゐ るから、 閑寂と い ふ 感じ は 十分 に 味 は 

れ るが、 蕉には 柳の やうな 優雅 さを缺 いて ゐる ばかり-て なく、 その 構想 も單 調. て あるから、 本 曲の やうな のび./ \ とした 餘裕 を與へ 

ない。 本 曲 はかう した 精魂 物の 中. ての 秀れた 一 つで あると 思 ふ C 


，-】 

〇 歸るさ 知らぬ— い っ歸る 

と い ふ豫定 もな い 旅で ある 

がと い ふ 意。 

〇 遊行の 聖— 相 摸 II 藤澤、 

涛淨 光寺 (俗稱 遊行 寺) の 住 

職 e 一遍 上人の 敎 旨を傳 へ 、 

代々 諸國を 巡滟 して 化導し 

た。 聖は 僧の 意。 

〇 一 遍 上人— 時宗の 開祖。 

伊豫の 入、 俗名 別府 通秀、 

出家して 隨緣 後に 智眞と い 

ひ、 熊野權 現に 新 願して 六 

十 萬 人頌を 感^: し、 名 を 一 

遍と 改め、 諸 國に敎 化して、 

正 應ニ年 五十 一歳で 寂した 

〔誓願 寺〕 参照。 

〇 六十 餘州— 日本 國中。 六 

十餘は 日本の 國數 C 

〇 六十 萬 人— 1 遍 上人が 能 i 

野權現 か. ら 感得した 頌 「六 

字名號 一 遍法、 十界依 正 一 

遍體、 萬 行 離 念 一 遍證、 人 

中 上々 妙 好 華」 の 四 句の 頭 

字 を 取 つ た。 〔誓願 寺〕 參照。 

0 決定 往生の 御札 I 必ず 極 

樂往 や； するとい ふ 證據の 礼 

〇 奧 —奥 羽 地方。 

〇 秋 津洲— 日本 國の ^稱。 

〇 迷 はぬ W も —道に 迷 はぬ 

を 心の 迷 はぬ に いひ かけた 

〇 白 河の 關路— 關は 岩代國 

西. Q 河 郡 古 關村旗 宿に あつ 

た C 心の 奧を 知る と いひ か 

けた e 


後見、 塚の 作物 (上に 木 葉 を 挿し  >  引 廻を掛 く) を 大小 前に 置 

次第の 蛾 子に て、 ヮキ 遊行 上人、 角 幅 子 • 着附小 格子 •！！ 水 

衣 • 白 大口 • 腰 帶 .扇. 数珠の 裝朿、 ヮキヅ レ從佾 二人、 角 W 

子. 着附 無地 熨斗 =>餽 水 衣 • 白太 口 • 腰帶 數珠 の 装束に 

て 舞 事； に 入 リ向合 ひて、 

r ゝ 次第 『歸る さ 知らぬ 旅 衣) 歸るさ 知ら ぬ 旅 衣 

の ひ こ、 ろ い， て 

法に、 しゃ #b ぐら ん 

地-取て ヮ キは下 面に 向き、 

しょ 二く ゆ ぎ や-つ ■  ひじ ひ  いつ •  へんしゃ うにん 

ヮキ 「これ は諸國 遊行の 聖 にて 候。 われ 一 遍 上人 

をし  う  ゆ ぎ や-つ .0. やく  よ し-つ  ひろ 

の敎 へ を 受け。 遊行の 利益 を 六 十餘 州に 弘め。 

-C けつ ぢゃ フ わう じゃラ  ふ ふだ  あまね  しゅじ やう  あ. U 

六十 萬， 人^ 定 往生の 御札 を U 普く 衆生に 與へ 候" 

こ の 程 は 上 總の國 に 候 ひしが。 これより 奥 へ と 

0 し 候 

とい ひて ヮキ *ヮ キグレ 向 合 ひ > 

聽 道 行ー 秋津洲 の。 國々 廻る 法の 道。 國々 廻る 法 

まよ  つき  ひかり そ  こ-ろ おく しら か は  せき ぢ 

の 道。 迷 はぬ 月 も 光 添 ふ。 心の奥 を 白 河の。 關路 

&  あき か ザ  た  ゆ ふ ぎり  z  i  ^ 

と 聞け ば 秋風 も。 立つ 夕霧の い づ く に か 今宵 は 


【 一 】 


前 段 

JiBS^ 初め 上總國 vc、 

佾を隨 へ て 登場 0 


キ遊行 上人、 ヮキ ヅレ從 


遊行 柳 


遊行 「 いつ 歸る とい ふ豫定 もな い.： HI 由な 旅 

では あるが、 佛 法を弘 めたい と 思 ふと、 

心が 急がれる こと だ」 

V.- 次第 * 謠っ て 旅の 心 持 を 述べ 、 

遊行 「私 は 諸！ i を 廻つ てゐる 遊行 .Is です。 

私 は 一 遍 上人の 敎旨を 受け 傳 へ て、 遊行 

宗の 利益 を 日本 六十 餘箇國 すべ てに 弘 

め、 一 切の 衆生が 皆 必ず 極樂 往生す ると 

い ふ 六十 萬 人頌の 御札 を 鹿く 衆生に 與 へ 

てゐ るので す。 そして この間-つち は、 上 

總 國にゐ ましたが、 これから 奥 羽の 方へ 

出掛け ようと 思 ふ の. てす」 

.1> 見物人 に 自己 親 介み-し、 

遊行 「日本の 國々 を 廻って、 佛 法を弘 めて 

ゐ ると、 曇りの ない 月の 光まで が 照り 添 

つ て、 心の奥 も 澄み渡る やうに 思 はれる。 

かう した 心 持で 旅を績 け、 今 着いた 所が 

白 河の 關 だと 聞く と、 場所柄 こ、 に は 早 

三 一 九 一一 一 


逸 行 柳 


〇 秋風 も 立つ— 後 袷 逍第能 

EI 法師 ハ馱 _ 都 をば 霞と と 

もに 出で しか ど；^ 風ぞ 吹く 

白 河の 關 一によ つ て 線った。 

0 いづく に か 今. W は 宿 を か 

り 衣— 新 古 八， 第 藤原定 家の 

歌 C 下句 「日 も 夕 暮の嶺 の 

嵐に」 宿 を 借る を狞 衣に い 

ひかけ、 衣の 緣. ^紐に かけ 

て 「日 も」 と續 けた C 


【二】 


〇 御供の 人に 申す-— 上人に 

直接 に詞を かける こと を 

リ、 從佾を 逝 じて いったの 

で、 上人 を 尊んだ の である C 


宿 を かり 衣。 日 も 夕 慕に、 なりに けり n も夕暮 

，、なり こナり 

ヮ キ 「立つ 夕霧の いづく にか」 と 正面に 向きて 先へ 出で また 

もとに 歸 り、 道行 濟 みて 正面に 向き、 

ヮキ- 急ぎ 候 程に。 音に 聞き し 白 河の 關をも 過ぎ 

ぬ。 又 これに あまた 道の 見えて 候。 廣き 方へ 行 

かば やと 思 ひ 候 

ヮキヅ レ 「然るべ う 喉 


【二】 


とい ひて 脇 座 へ 行 きか、 る -」 

シ テ 老翁、 面 阿古 父 尉 *尉髮. 襟淺黄 • 着附小 格子 • 茶 娃水 衣- 

腰帶 数珠の 装束に て 慕より 出で ながら > 


\  -  .r/「  S  *- やうし や- 「じん  おん it  ひと  まう 

シテ (呼 も- なうな う 遊行 上人の 御供の 入に 申す 

べき 事の 候 

ヮキ グレは 地謠座 前 に 下に； リ、 ヮキ は脇哝 に 立ちて シテ 

に 向 ひ、 

ヮ キー 遊行 の 聖とは 札の 御所 望 にて 候 か。 老 あな 

い £ す こ  い Jt  たま 

りと も 今少し 急ぎ 給 へ 

シテ 「ありがた や 御礼 を も 賜 はり 候べ し。 まづ 先 


I  一一 二 九 ™:  

く 秋風が 吹き タ霧が 立ち こめて ゐる。 さ 

あ 今晩は どこ-て 宿 を 借りよう か- もう 夕 

暮 になって しまった」 

.Z いって ゐ る II に 旅 は 進ん た 想で、 舞豪 は 5« 代 S 

白 河の 鹏 -、.- な る。 

遊行 「道 を 急いだ ので、 有名な 白 河の 關も 

通り過ぎ たが、 こ、 に は 幾つ も 道が ある. - 

さう だ、 鹿い 方の 道 を 行き ませう」 

■Z い つ て 行き かける o 


【二】 


テ朽木 柳 sir  * 翁 sffs? 裝ラ てお. 場。 


* 翁 「もうし もし、 遊行 上人のお 共の 方 二 

申し上げます」 


遊行 上人、 龙 翁の 方に ふり 返って、 

遊行 「遊行 佾を お呼びになる の は、 お札が 

御所 望な のです か」 御 老人の 足 だと はい 

ひながら、 も 少し 急いで お出でなさい」 

*; 翁 「ありがたう ございます- お札 も 戴き 


〇 前の 遊行— 先代の 遊行 上 

人。 遊行 寺の 住職 は 代々 遊 

行 上人と いった。 


〇 朽 木の 柳， I 解說參 照。 


〇 結緣— 佛に緣 を 結ぶ こと 

〇 老いた る 馬 1 韓非 子に 

一 き 仲 隰明從 11 於桓公 一而 伐 11 

孤 竹 往冬 K  、迷惑 失レ 道、 

^仲 曰 老馬之 智可レ 用 也、 乃 

放こ老 馬 一而 隨レ 之遂 得レ 道」 

と ある 故. PI- を い 三 ， 


ねん ゆ ぎ やう  おん ； 6 か ラ  ふき  ふる &ち  む S> し ^い だ- f  おん 

年 遊行の 御 下向の 時 も。 古道と て 昔の 街道 を 御 

通り 候 ひしな り。 されば 昔の 道 を敎へ 申さん と 

て、、 遙々 これまで 參 りたり 

ふ し ぎ  -T 、き  ゆ ぎ や-つ  &ち 

ヮ キー 不思議 やさて は 前の 遊行 も。 こ の 道ならぬ 

古道 を。 『通りし 事の ありし よな う 

むかし  &ち  A  ひ；^  ^.b 

シテ 「昔 は こ の 道な くして あれに 見えた る 一 叢 

JVO  か は し  ふ ほ 

の (；と 正面 を 見 ：}。 森の こ なた の 川岸 を。 お通り あり 

し 街道な り。 その上 朽 木の 柳と て 名木 あり。 『か 

か る 貴き 上人 の。 御 法の 聲は 草木 ま で も。 成佛 

の緣 ある 結緣 たり 

地 『こなた へ 入らせ 給へ とて。 老いた る 馬に は あ 

らね ども。 道し る ベ 申すな り。 急がせ 袷へ 旅人 

(と 舞臺に 入リ) 

と ころ  じん 

地上 歌 『げ に さぞな 所 か ら。 げ に さ ぞな所 か ら" A 

跡絕 え て 荒れ 果 つ る。 蓊蓬 生刈萱 も。 亂れぁ ひ 


遊 行 


ませう が、 それよりも、 先年 遊行 上人が 

お下りに なった 時 も、 古い かよいと い 

つ て 、昔 の 街道 を お通りに なった のです。 

それで、 お 上人 樣 にも 昔の 道 をお 敎 へし 

たいと 思って、 遠い 所 を わざ/ \ こ X ま 

で 參 つたので ございます 一 

遊行 「こ. れは 不思議 だ C すると、 先代の 遊 

行 上人 も、 この 道で ない 古い 道 を 通った 

ことがある のです ね」 

茏翁 「昔 はこの 道はなくて、 あそこに 見え 

ます 一 かたまりの 森の こちらの 川岸の 街 

道 をお 通りに なった の. て ございます。 そ 

の 上、 あちらに は朽 木の 柳と いって 名木 

がご ざいます" あなた 樣の やうな 貴い お 

上人 樣 にお 念 佛 して 戴けば、 草木まで も 

成佛す る 佛緣を 結 V で. - とが 出來 るので-こ 

ざいます。 どうぞ こちら へ お出-て 下さい.. - 

老 馬が 道案内 を し た 昔話 ぢ や ございませ 

んが、 この 老人が 御案內 申し ませう C さ 

あ、 どう ぞ お急ぎ 下 さ い 」 

い つ て 古 街道 を步 きなが ら、 

遊行-なる 程、 こトは 場所 がら 通る 人 もな 

く、 すっかり 荒れ果てて しまって、 穰ゃ 

蓬 ゃ刈萱 などが 生 ひ 茂り、 雜 草の 枯れ 朽 

f 九^ 


遊 
柳 


〇 八 一 在 〇 〇 

北一 七 位 鳥 V. 

而六九 一羽 雜 

I 年 〇 七の I 

院 崩 年 六 院 ¥ 
御 御以七 I パ 
所 。降 1 ,cs  0 

m 御 一羽 

m  i% 七大 
の 政 '乂  ： な 
武 s=.  c 

士  一^ 御 


み-で ^ う  そで  ,，  みき  しも つ. 0 わ  2 ろ.. n 

た る 淺茅生 や 袖に 朽ちに し 秋の ffi  - お分け 衣き 

て 見れば J 昔 を殘す 古^に 二」 作物へ 向 *0。 朽 木の 柳 

枝 さび て。^ 跻む道 は 末 もな く 風の み 渡る ハ と 右 

の 方 を "やり、：^ 色 かな 風の み 渡 る铽^ かな？ ヮキ 

へ，： 1： き〕 

【三】  . 

シテ 「これ こ そ 昔の 街^に て ^ へ。 ハ 作物へ，：^ 0 又 こ 

れ なる 卜：： M 、の 上なる こ そ朽 木の 柳に て 候よ く 

よ く徇 へ 

ヮキ (作物へ， Mi さ て はこ の 塚の 上なる が 名木の 

柳に て 候 ひける ぞゃ。 一げ に 川岸 も水絕 えて。 川 

そ ひ 柳 朽ち 殘る。 老木 ほそれ とも 見え わかず" 

おおのみ^ ひ かかり。 靑乂： ：拊 をき む 有樣" ぎに 

：: 卞： 中和た 牛 ふりたり _ご さ ていつ の 世よりの 名木 や 

らん。 委しく 語り 給 ふべ し ハと. ンテ へ 向く〕 

シテ 「昔の 人の 申し^きし は 羽の 院の 北面。 化 


ちた 所に、 秋のお が 一 面に おりて ゐる。 

さつ し た 露雜 の 中 を 分け て、 こ、 ま. て來 

て 見る と、 壤れ殘 つた 古塚の 上に、 朽水 

の 柳が 枯れ 枯れに 立って ゐる。 そして こ 

の 柳が 木^ を 作 つて ゐろ范 の 向 ふ は 、 は 

てし もな く續 い て 、 秋風が 吹き 敉 つ て ゐ 

る。 いかにも 寂しい 感じ だ」 

遊行 上人 は^ 翁に 案. S せられて、 朽木 柳. S 抑に 来 

た 想。 

【三】 

龙 翁 「これが 昔の 街道-て ございます。 そし 

て、 この 古塚の 上に あるの が朽 木の 柳で 

ございます。 よく 御 紫なさい ませ」 

遊行 (柳な 見て) 「さて は この 塚の. ^にある の 

が、 名木 の 柳 だ つ た の だな。 なる 川 

岸の 水 も 涸れて しま ひ、 31： 邊の柳 だけが 

朽ち 殘っ て ゐ る の だ。 いや 朽ち 殘 つ て ゐ 

ろと いっても、 どれが 老木 だか 分らない 

ほど 蔦 葛が す へ かり 這 ひか.^ つて、 靑 苔 

が 稍を埤 めて ゐる樣 子、 確かに 長い^ パ 

を經 たものに 違 ひない。 (せ 翁に) すると、 

この 柳 はいつ 頃からの 名木な の， てす か、 

委しく 話して ド さい」 

もお 「& 0 人から いひ 傅へ て來 ましたと こ 


〇 淺茅 牛： や 妯 に 朽ちに し 秋 

の 霜 —新 古今 第 源： 汕 光の 欲 

下句 「忘れぬ 夢 を 吹く 嵐 か 

な」 

〇 露 分け 衣—^? 緣で露 を 

出し、 衣ん 緣^ 治 を來に い 

ひかけ た。 

0 抆 さびて— 枝が 枯れ ふ る 

びて。 

〇 谘 ^ む SI— 新 古今 集 鵜^ 

高遠の 欲に 「うち 糜き^ は 

來 にけ リ^ 柳の 尨^む はに 

人の 休ら ふ」 


〇 末 もな く- 

遠く 摸いて- 

【三】 


•  .H て しもな く 


〇 川 そ ひ 柳— 川遨 に ゆ う た 

所に ある 柳。 


〇 佐 藤 兵 衞憲淸 —西 行 法師 

^俗の 咚の 名。 左衞 門尉康 

涛の 子で、 鳥 羽 上皇に 仕 へ 

て 北面の 武士と な つ たが、 

出家して M 位 後に ro: 行と 號 

し、 諸國 を遊歷 して 多くの 

秀歌 を 遣した 。〔江 口〕 〔西 行 

櫻〕 〔松 山 天狗〕 參昭 r 

〇 水 無 HI 六月の 雅名。 


藤 兵 衞赘淸 ^家し。 if 行 と^え し 歌ん。 こ の& 

くだ  たま  ころ  & な づき な^ 

に 下り 給 ひ し が" 頃 は 水無月 半ばなる に。 こ の 

川岸の 木の もとに。 暫し 立ち寄り 給 ひつ つ。 一 

首 を 詠じ耠 ひしな り 

ヮキ 『謂れ を 聞けば 面白 や。 さてさて 西 £ 上人の： 

詠歌 は 何れの 一 j  一一  II の 葉 やらん 

ろく じ ふ だん  おん つと  ひま 

シテ 「六 時 不斷の 御 動め の。 隙な きうち にも この 

集 をば。 一 「御覽 じけ るか 新 古今に 

ヮ キ 次の 地上 歌に 下に 居る。 

の ベ に： 淸 水流る る 柳 蔭- 淸 水流る る 柳 

蔭 C 作物 S 前 へ 行き ：}。 暫 しとて こそ 立ちと まり cis 巾 

に 立ち r 凉 みとる 言 の 葉の (下にお =0。 末の世々 まで 

も。 殘る 老木 はな つ かしゃ。 かくて 老人 上人の 

おん じふ ねん  た.. *  おん Ai へ  た 

(シ テヮ キ向合 ひ 合き。 御 十 念 を 賜 は り 御前 を 立 つ と 

見えつ るが ハシテ 立ち〕。 朽 木の 柳の 古塚に 寄る か 


〇 六 時不斷 の— 六 時 は 初夜 

屮夜 • 後 夜 •：： お 朝 • 日屮 *H 沒 

この 六 時に 絡えず 讀 經念佛 

T る を ぃ厶 C 

〇 新 古今— 後鳥羽 上皇の 院 

.1 お により 虹 具-有..^ •  .y • ぎ • 

家 隆， 雅經の 撰 進した 勅撰 

^集。 古今 集に 次 いで^ん 

ぜられ て ゐ る o 

〇 道の ベ に 活 水流る る 柳 藤 

—新 古今 集 西 行 法師の 歌。 

下句 r 哲 しとて こそ 立ちと 

まり つ れ」 

〇 凉み と る.. I 凉を 入れる、 

凉む。 

〇 殘る 老木— 欲？ 後世に 殘 

ると、 老木の 朽ち 殘 ると。 

〇 御 十 念— 念佛十 返す る こ 

と C 高^ に 十 念 を 授かれば、 

械樂往 牛： すと いふ。 

遊 行 


ろに 據 ると、 鳥 羽院の 北面の 武士で、 佐 

藤兵衞 憲淸、 後出 家し て WI 行と いった 瞅 

人が、 この 阈 へお ドり になった のです が、 

T 度 その 顷は 六月の 中旬で、 暫く この 川 

岸の 木蔭に 立ち寄つ てお 休みに なって、 

1 首の 和歌 をお 詠みに なった ので ござい 

ます」 

遊行 「 謂れ を 聞く と >  實 に 面白い 話です。 

して、. £ 行ヒ 人の 詠まれた 歌と い ふの は、 

どう い 三 歌な の， てす」 

翁 「お 上人 樣は每 日 一 日中お 勤めに ぉ忙 

しう ございませ うが、 そのお 隙に この 歌 

集 を 御覽に なった ことが ございま すか、 

新 古今 集 を。 それに —— 

『道 の ベ に 淸 水流る る 柳 蔭、 暂 しとて こ 

そ 立ちと まり つれ』 

(道 はたの、 溃 水の 流れて ゐる この 柳 蔭に、 ぼんの 

暫くの つもりで 休ん たのた が、 餘り &抹 がよ いの 

v -.、 思 はや 時な 通して しまった) 

と、 かう ぉ凉 みに なった 時のお 歌で、 そ 

の爲に 後世まで 語り 傳 へ られる やうに な 

つ たこの 老木 は、 なつかしう 思 はれます」 

やがて、 この 老人 は 遊行 上人から お 十 

念 を 授かって、 上人のお 前 を 立った と 

思 ふと、 朽 木の 柳の ある 古塚に 立ち寄 

, I 一一 一  九 七 


〇 依の 藤 太 秀鄕— 來^ :„ 、な 

顷の人 e 下野 押領使 と な 

る。 0 一一 井寺〕 參 照。 


と 見えて 失せに けり： 寄る かと 見えて 失せに け 

と 右 へ 廻リて 作物の 右側 へ 行き 正 面 に 開き、 作物の. 2： へ 巾 

入 C 

【II】 狂言 所の 者、 着附 斗 =.^h 下 • 腰帶 ，扇* 小刀の 裝來 にて^^^に 出で、 

狂言 「かやう に矣者 は。 この 邊に 住居す る 者に て 候。 ヤ U は 古塚 S 柳の 邊へ參 り。 心 を^め 申さば や 

と^する。 (ヮキ を 兌て) いや これに： ^馴れ 巾さぬ 御佾の 御座 候が。 いづく より いづ 方へ 御 通，^ なされ 

诶 へば。 これに は 木ら うて 御座 候. ぞ 

ヮキ 「これ は 諸， S 遊行の 聖 にて 候。 御身 はこの 邊の 人に て 渡り 候 か 

狂言 「なかく この 邊 S 者に て 候 

ヮ キ 「さや- フに候 はばま づ 近う 御 入り 候へ C 尋ねた き 举の候 

狂言 「畏 つて 候。 (舞臺 の眞屮 に 出で 下に 居て) さて 御 尋ねな さ れ たき と は。 いか やうな る 御 m に て候ぞ 

ヮキ 「思 ひも 寄らぬ. &し举 にて 候へ ども。 朽 木の 柳 の 謂れ。 御^じに 於て は 語って 御 聞かせ 候へ 

狂言 「これ は 思 ひも 寄らぬ 事 を 承り 候 もの かな。 我等 もこ s 邊に 住居 仕り 候へ ども。 さやう の 事 委し 

く は^ぜす 候 さりながら。 始めて 御 目に かぐり 御 尋ねな され 候 事 を C 何とも^: ぜ ぬと. E. す もい か > 

にて 候へ ば。 凡そ 承り 及びた る 通り 御物 語り. &さ うする にて 候 

ヮ キ 「斤 一^ にて 候 

狂言 「さる 程に 古塚の 柳の 子細と. E- すは" 人皇 七十 ra 代 鳥 羽の 院の 北面の 侍に。 侬 s 一 i ん秀鄕 よ"^ 

代 目。 左 衞門尉 康淸の 御 子。 佐 膝せ. 衞^ 淸。 中^ 出家お され 西 行 法師と 名 ぺ け^ひ。 諸國を 修行せ 

られ。 ^奧へ 御 下りの 時。 こ S 所 を 御 通り あ o しに。 は 水 無 R 半ばの 事な りしに。 川 添に 朽木 S 

柳 力 ありた る を 御覽 じて。 凉 しき 所 や あると 思し召し。 こ S 所へ 御出で ありし に。 案 S 如く 服凉し 


く 吹き 來り候 問。 柳に 向 ひ 一 首の 歌に。 道の ベ に淸 水流る ， 柳 蔭。 |3 しとて こそ 立ちと まり つれと。 

でんしゃ 

かやう に 詠み 給 ひたる と. E- す。 誠に 田舍 にありながら。 かゝる 歌人の 言の葉に 預かる ほど： B 木 なれ 

ばと て。 古塚の 柳と 中して 名木の やうに 申し 傳へ 候。 この 歌 は 新 古今に も 入りた ると 承り 荬。 さて 

又 昔 はこの 道 御座な く 候 。あれに 見えた る 一村 WC 少し こなたの 川岸より。 これなる 道へ 通り 候。 

旣に 遊行 上人 奥へ 御 下りの 時 も。 あの 古道 を 御 通り ありた ると. a. す。 まづ 我等 s 承り 及びた る はか 

くの 如くに て 御座 候が。 何と 思し召し 御 尋ねな され 候ぞ。 近頃 不審に 存じ 候 

ヮキ 「懇に 御物 語り 候 もの かな。 尋ね 申す も餘の 儀に あらす。 最前 あれなる 街道 を 通り 候處 に。 いづ 

く ともなく 老人 一 人來 られ。 古道と てこの 道を敎 へ。 朽 木の 柳 s 謂れ。 唯今 御物 語 S 如く 懇に 語り。 

塚の ほとりに て 姿 を 見失うて 候よ 

狂言 「言語 道斷 これ は 奇特なる 事 を 承り 候 もの かな。 それ は 疑 ふ 所 もな き 朽 木の 柳の 精に て 御 庵 あら 

うする と 存じ 候。 さやう に 候 はば 暫く この 所に 御座 ありて。 重ねて 奇特 を御覽 あれ かしと^: じ 候 

ヮキ 「近頃 不思議なる 事に て 候 間。 暫く 逗留 中し。 ありがたき 御 經を讀 誦し。 重ねて 奇特 を^う する 

にて 候 

狂言 「御用の 事 候 はば 重ねて 仰せ 候 へ 

ヮ キ 「賴み 候べ し 

狂言 「、： J  # 申して 唉 

とい ひて 狂言 は 引く C 

【四】..  ， 

ヮキ- 不思議 やさ て は朽 木の 柳の。 われに 言葉 を 

か はしける よと 


【四】 


後 段 

遊行 「これ は 不思議な こと だ、 すると、 朽 

木 の 柳が 自分に 言葉 を か はした ので あつ 


遊行 柳 


三 1 九九 


遊；：；： 柳 


〇 念 ひ 5 珠— ^珠、 数珠 U 

珠の數 を數々 に いひ かけた 

〇 仞夜— 今の 午後 八 時顷。 


【五】 

◎ 後ジテ 刊行 舍 本に は 「沅 

水 一 以下 を サ シ謠 >r 徒， り に ，ー 

以下 を 一 聲 とす。  . 

〇 沅水罹 紋， JII ー體 詩、 李 群 

玉の^ 客お に 「沅 水雜 紋^ 

燕 同、 柳 條牵レ 恨 到 二 荆蹇ー I 

柳の 緣で =S いた。 沅水は 支 

那 ぉ州沅 陵の 西に ある 川、 

荆 は 江陵府 にあ リ楚 王の 

遊樂 せられた 所。 

〇 合 竹 I 數符 を^ 時に 合せ 

て 吹く 笙の 吹き 方の 名稱 U 

御 法に 逢 ひと いひ かけ、 直 

にの 序と した。 

〇 衆生 稱念必 得 往 A I 無 景 

〇 や 木 ま で も佛^ に— 屮^ 

0 の ^文 と 降へ る もの に 

「 一 佛成 近、 氍 W 法界、 苹 

木！： 土、 悉^ 成佛 - 

〇 柳の 髮も— 和^^^ % 都 

良 香の 詩句 「氣霽 風梳, 一新 柳 

髮ー 一に 據 つた。 

〇 柳 さび— 烏 W 子の 皺の 寄 

せ 方の 名稱 C こ 、では、 た 

だ 柳ら し 、 ： 、 、- =E ヒ 


： 程の 意ハ 


r^is き； 念 ひの 珠の數 々に。 念 ひ の 珠の數 

^に。 街 法 をな して 稱名 の聲 うち 添 ふる 初夜の 

鐘。 月 も 曇ら ぬ 夜 もす が ら。 露 を かたしく、^: か 

な 露 を かたしく 袂 かな 

【五】 

後ジ テ 柳の 精， 而皺尉 • 白^. 風 折. 子 ..n 鉢 卷* 襟^^. 着 

附小挤 子 • 單狞衣 • 白 大口， 腰帶 MZS の 装束に て 作物の 内に 床 

几に かけ W リ、 引 廻 を かけ たるま 》 にて、 出端の 蛾 子に て、 

ゆん す- 0 ら もん い えん へ  ，？ つ で...' ラら  ひ  けい 

後ジテ 『沅 水羅紋 海燕 囘る。 柳條 恨み を^ い て荆 

臺に 到る。 徒ら に。 朽木 の 柳 時 を 得 て 

地 『今ぞ 御 法に 八：： 竹の 

シーア 『直に 導く。 彌陀 の敎へ 

しゅじ やうしょう ねん ひつ iK  、わ-つじ やう  ,、 りき  ひ  さ-つもく 

地 . 衆 生 稱念。 必^ 往 生の、 功力に 引かれて 草木 ま 

でも。 佛采に 至る。 老木の 柳の。 髪も亂 るる 白髮 

らラ じん こつ ザん  あら は  い  ゑ ぼし  やなぎ 

の 老人。 忽然と 現れ 出で たる 烏帽子 も。 柳 さび 

たる^:^ なり 

後 or 引 S を 下す。 ヮ キシテ に.！： ひ、 


 ミニ 〇0  

た。 •：：■ と 思って、 數珠を 手に 持ち、 色 

色の^ 經を し、 念怫 して ゐる と、 もう 初 

夜の 鐄が閗 えて 来て、 { 仝 には^み きった 

月が 出て ゐる。 . て は、 今夜 は 夜通し この 

露の 多い 所で 假錢を しょう」 

.、J いって、 念佛 して！ $ 睡 する o 

【五】 

S1 ジテ 柳の 精、 遊行 上人の »1 に、 古塚の 中から 

を かける 想で、 

柳 一  柳の こと は、 詩に も 『沉 水の 水が^ 

絹の あやの やうな 小波 を 立てる^ の に 

なると、 燕 は 海から 歸 つて 來 るが、 あな 

たは 離別の 記念と した 柳の 枝に 長い 恨み 

を殘 して、 遠い 荆臺の 方へ 行って しま は 

れる』 などと 詠まれて ゐ るが、 この 老柳 

は 今日まで 徒らに 朽ちて 來た ところ、 今 

度 仕 合な 蓮が 廻って 來て、 今怫法 の 御 W 

向 を 受けて、 は 機 阿 彌 陀如來 の御敎 へ に 

導かれ、 『衆 が W 彌陀 如來に 祈り、 その 

^：號 を稱 へ れば、 必ず^ 樂 往生す る こ と 

が 出来る』 とい ふ經 文の： i り、 ありがた 

い 功德の 力に よって、 ^木の やうな もの 

までが 成佛す ろ ことが 出來 る _ー 

と、 老木の 柳の 枝の やうな 亂れた 髮 

の 老人が、 突然 現れて 來た。 その 樣子 

は 、！： 子 ま. てが 柳 じみた もの であ る 。 

柳 佾の耍 に ^ を 現す。 


〇 あら はし 衣— 喪服の 1 名 

であるが、 こ、 で は 姿 を 現 

しとい ひかけ、 衣の 緣詰紐 

にかけ て 「曰 も」 を 出す 料と 

した だけで ある o 


〇 臺— 極樂の 蓮華 憂。 

〇 一 念 十 念 ，1 念佛の 多少に 

拘ら ず、 必ず 往生す るとの 

意。 無量 壽經. に 「乃至 一念 

乃至 十 念」 


〇 此界 一 人— 五會 法事 讚に 

【 此界 一 人 念 一一 佛名 T 西方 便 

有 一一 一 蓮 生 T 但使 一一 一 生常不 

此華還 到, ー此間 一 迎」 末 

句 は和譯 して 引いた C 


ヮ キ 『不思議 や な さ も 古塚 の 草深き： 朽 木の 柳の 

木の もとより- その 樣 化し たる 老人の： 烏帽子 

狩 衣 を 着し つ つ。 現れ 給 ふは不 m なり. 

シテ 「何 を か 不審し 給 ふらん" は や わが 姿 は あら 

はし 衣の。 日 も 夕暮の 道し るべ せし- その 老& 

に VJ 笑な り 

ヮキ 『さて は 昔の 道し るべ せ し。 人は朽 木の 柳の 

せい  - 

精 

シ テ 『御 法 の敎 へな かりせば- - 非 i ^き 心 の ^木 の C 

臺に 到る 事 あら じ 

ヮキ 『なかなか なれ や 一 今 I 十 念 

ひと こ ゑ  む 

シテ 『ただ 一 聲 のうちに 生まる る 

ヮキ 『彌陀 の 敎へを 

シテ 『身に 受けて 

し かいいち にん ねんぶつ A やう  さい はう べん ね いち 

地上 歌 『此界 一 人 念 弗备？ ァ作 f 出で、 西方 便 有 一 


港 行 「これ は 不思議 だ。 いかにも 古びた 古 

塚の 草深い 中に ある 朽 木の 柳の 木の もと 

から、 變な樣 子 をした 老人が、 烏 精子 *狩 

衣 を 着て 現れて 来られた が、 合點の 行か 

ない こと だ」 

柳 精-. どうして その やうに 不審に お 思 ひに 

なる のです。 もはや 先裎姿 を 現して ぉ會 

ひして ゐ るの-て、 私 はこの 夕 暮に道 を 御 

案內 した 老人な のです」 


遊行 「すると、 昔の 街道 を案內 して， 

人 は、 朽 木の 柳の 精だった の， てす， 


:. た 


進 行 柳 


柳 精 r 佛の御 敎へを 受ける ことが 出來 なけ 

れば、 非情 無心の 草木な ど. は、 極 樂へ行 

くこと は 出来な いでせ うのに •：•• 」 

お-行 「それ はさう-てす C 一  度-て も 十 度 で 

も、 兎に角 念怫さ へ すれば •：：. 」 . 

柳 精 「たに 一 度念怫 したたけ で、 極 樂へ生 

まれる ことが 出来る とい ふ、 ありがたい 

阿彌陀 如来 の 御 敎へを 伺って 、『この 世界 

• て 一 人が 一 度 阿 彌陀の 名 號を稱 へ れば、 

西方 淨 土に そ の 度 毎に 一つの 蓮が 生える 

ので ある C それ. て、 一 生いつ も 怠らす 念 

佛 すれば、 臨終の 時、 その 淨 土の 蓮の 花 

II 三 〇 一 


〇 上品 上 AIM 樂に九 等の 

階級が ある、 その 最上級。 

【六】 

〇 釋迴旣 に戍 し— 弗說 に、 

過去 七 佛の^ 後の 佛 印度 麼 

祸陀！ ：  s 釋迦牟 ：y 佛 r 前 佛ン 

が 死んだ 後 五十六 億 七 千 萬 

年して、 今 都率灭 の 内- お に 

ある 彌^ 菩薩 (後 佛，) が^ 娑 

世界に 出て、 人 天 を 化 益す 

とい ふ。 八， は そ の 中間 で あ 

る o 

〇 彌陀の 悲願— 阿彌 陀如來 

の 慈悲 深い 誓願。 

C 南 #; I 梵語 Namas  命 

と譯 す。 

〇 灑 淘—^ ^抄に 「彌陀 の 

水 を 我等に 灑ぎ 給へ と 云 

ふ 心な リ 一 

〇 歸 命 I 身命 を 佛に歸 し 任 

せ る 意" 

〇^ ほ— 頭识を 長者の 足に 

つけて する 最敬禮 C 

〇？a 世の 悲願— t に 膨れた 

慈悲の 巧： §」 

o 他力の 船— 他力 は 衆生の 

自力で なく、 彌陀の 本願に 

よ つ て 成佛す る こと. こ，： i 

を 船 に喩 へ た。 

〇 法の 近— 船に 乘 りと い ひ 

かけた。 

〇 彼岸— 牛； 死の 迷界を 離れ 

た 所。 ^槃。 祯樂。 

〇 黄 帝 2 货狄 —黃帝 は 支那 


れんじ や， r- たん 


蓮 生 ^ 但使 一 生常不 返。 この 花ノ 還って ここに 迎 

ひ。 上品 上 生に。 到らん 事ぞ嬉 しき 

と J£;ra.^ 则 の 前 に 下に： W てヮ キ な：！ お C 

【穴】 ャ.  *  . 

シ テ 『釋迦 旣に滅 し。 彌勒 未だ 生ぜず。 彌陀 の 悲願 

を 頼まず は" いかで 佛 おに^るべき？ 立ち リ 

地 ク リ 『南無 や ：lg^ お 命頂禮 本願 偽り まし まさず。 

超 世の 悲願に 身 を 任せて。 他力の 船に 法の^? 

作物の 前へ 行き) 

シ テサシ 『則ち 彼岸に 到らん こと。 一^の 船の 力な 

ら や 

地 『かの 黄 帝 の 貨狄 が 心 。聞 くや 秋 吹く 風の 昔に。 

散り 來る 柳の 一 葉の 上に。 蜘蛛の 乘 りて ささが 

にの。 絲 引き渡る 姿より。 ェみ出 だ せ る 船の^ 

これ も 柳の 德 ならず や 

シ テ 『そ の 外 玄宗華 淸宮に も 


が この 娑婆へ 迎 へに 来て くれる，』 と 仰せ 

られた 通りに、 ^樂の 上品 上 i へ 行く こ 

との 出來 るの は、 ほんと に しい ことで 

す」 

柳-お 「賴迦 如 來は旣 に 寂滅な され、 测； ！：に： 

薩は まだお 現れに ならない、 無怫 時^の 

今の^に 於て は、 阿彌陀 如来の^ 恋 だい 

御 誓願に ぉ頓 りする より 外に、 成佛 する 

道はありません。 どうか ありがたい W い 

II 彌陀 如来の 御 本願の 通りに、 其^に 勝 

れ亡 お 慈悲^ い 御 誓願に お任せ 致し て , 

如來 の 御 力の まに ^：士 に 生まれ 

る ことが 出来ます や、 つに。 

さ う 申せば、， ての 極樂 の 彼岸 に. 琴る の は、 

一^の 船の 力に よる もの-て、 その 船に つ 

い て は 柳が 深い 關係を 持つ てゐ るの で 

す」 と屮 すの は、 かの^ 帝の ほ 下の 竹狄 

は、 水に^ ちた 蜘蛛が 秋風の 吹く につれ 

て 水の 上に 散り 浮かんだ 柳の 一 ^に 乘 つ 

て、 次第に 岸 邊に燈 いたの を兑 て、 船 を 

造る こと を考へ 出した の. てありまして、 

>  J れも 柳の 德と. 5. すべ きも の で 一  ざ い ま 

せう。 その外、 ^^おの 華 お を 形容 

した 詩に も、 『御殿の 前の 柳、 役所の 前の 


太古 一 1 ー皇 S 一 。 货狄は その 

E。 貨狄が 船 を 造り 創めた 

事、 〔.H 然 居士〕 のクセ にあ 

る。 同曲參 照。 

〇 ささが に— 蜘蛛の 異名。 

〇 玄宗— 廣第六 代の 天子。 

〔皇帝〕 〔楊 貴妃〕 参照。 

〇 華涛宮 —唐 都の 近く 驪山 

にあり、 玄宗が 楊 貴 妃と遊 

樂 した 離宫。 

〇 宮 前の 楊柳— 一一 ー體 詩、 王 

建の 荜涛宮 の 詩に 「洒幔 高 

樓 一 百 家、 宮前揚 柳 寺 前 花、 

內 II 分 一一 は ffi 湯水 f  二：：；： 中句 

已 進 レ^」 寺は尙 書御史 の 居 

る 所 C 

〇 潢水 寺— 京都 柬山 にある 

〔E 村〕 參照。 ，■ 

0 揚柳觀 音 |>  一 il 十 ，ーー一 觀 音の 

一 。 衆生の. 願望 を閉 くこと 

柳抆の 風に 糜 くやう である 

との 意から 出た 名。 右手に 

柳 枝 を 持つ。 

〇利 生— 衆生 を 利益す る こ 

と o 

〇 あらたなる —あらた かな 

〇 四 本の 木蔭— 鞠の か」 リ 

の 四方 に植 ゑた 木。 良に 

櫻、 巽に 柳、 坤 に楓、 乾に 

松 を 植^ る o 

〇甚 に數ぁ る— タ暮に 鞠 を 

蹴 る 杏 音 が 數 多く 聞え ると 

の 意。 

o 柳 櫻 を— 古今 ％ 素性 法師 


地 『宮 前の 楊柳 寺 前の 花と て。 眺め 絕 えせぬ。 名 

木たり 

これより 謠に 合せて 舞 ふ。 (舞ク セ) 

地クセ 『そ のかみ 洛陽 や。 淸水 寺の 古。 五色に 見え 

たき S  たづ  のぼ  &な こん じき ひ^. り  ，、ち • 

し 瀧 波 を。 尋ね 上りし 水上に。 金色の 光 さす。 朽 

木の 柳 忽ちに。 楊柳 觀 音と 現れ 今に 絶えせ ぬき 

とめ て。 利 生 あらたなる。 歩み を 運ぶ 靈地 なり。 

されば 都の 花盛り。 大宮人 の 御遊に も。 膨 W の 

庭の 面。 四 本の 木薩枝 垂れて。 に數 ある、 沓の 

音 

やな ざ さくり 

シ テ 『柳 櫻 を こき まぜ て 

にしき  もろ び LJ  はな  こ す  ひま ，0 

划 『錦 をかざる 諸人め つ 花やか なるや 小 簾の 隙浊 

りくる 風の 匂 ひ よ り。 手 飼の 虎の 引綱 も。 長き 

思 ひに 樁の 葉の。 その， 柏木の 及びな き。 戀路も 

よしな しゃ。 これ は 老い たる 柳 色の。 狩 衣 も 風 


遊 行 柳 


花』 などと 詠まれて、 柳 は 眺めの 勝れた 

名木な のです。 

昔、 京都 淸水 寺の 創建 せられた 由来 を 見 

て も、 ある 僭が 五色の 色に 見えた 瀧の 水 

上 を 尋ね 上って 行く と、 そこに 金色の 光 

がさして、 朽 木の 柳が 忽ちに 楊柳 觀音と 

なって お現れに なり、 それ以来 今に 至る 

まで そこに 御垂跡 遊ばされ、 あらた かな 

御利益 を 仰いで、 人々 の絕 えず 參詣 する 

靈地 となった のです。 それで、 都の 花 盛 

りの 頃、 雲の. 人が 蹴 鞠の 御遊 をな さる 

時 も、 その 庭の か k りの 四 本の 木の 一 つ 

に は、 枝の 長く 垂れた 柳 をお 械 ゑになる 

のでありまして、 夕暮 などに その 木蔭に 

鞠 をお 蹴り に な る沓音 が しげ./ \ と閗ぇ 

ます  • 

蹴 鞠と 申せば、 柳 ゃ樱を 入れ交ぜた 錦の 

やうな、 立派な 粧ひ をした 方々 が 蹴 鞠 を 

遊ばした 折、 花やかな 御簾から、 薰 りの 

高 い 追風が 匂 つて 來て、 手 飼 の 猫が 外へ 

逃げ出した 、その 猫に つけて あった 綱の 

爲 に 御簾が 引 上が て 、 tt 木 右 衞門督 が 御 

簾の 内の 御 方 を 見初められ、 長く 忘れる 

ことの 出来ない、 叶 はぬ 戀に惝 まれる こ 

ととな つたので した。 …： いや、 それ は 

三 二 〇 三 


遊行 柳 


の 歌 「兑 渡せば 柳. 機 を こき 

まぜて 都 ぞ^"  3 錦な リけ 

る」 こ; ^つ.. u C 

〇 小餱 3^1 以下 源氏物^ 

若 茱ヒ卷 に、 六 條院で 蹴 鞠 

の あつ た 時、 猫が 旅の. S か 

ら 逃げ出して、 その 猫に つ 

いて ゐた辆 の に 簾が 引 k 

つた 隙に、 柏木 右 衞門哲 が 

女 一一 一お を兑 初めた と ある を 

、 、 o 

〇 手 飼の 虎— 飼 猫。 

〇 長き 思 ひ-— 綱の 長き を い 

ひかけ た a 

〇 枘の 葉の— 思 ひになる と 

いひ かけ、 栴の緣 で 柏木 を 

呼び 起した。 

〇 及びな き 戀路— 女 一予：？；： は 

源氏の 妻であった から。 

〇 柳 色の 狩 衣— 靑色 の 狞 

衣 C 老人に 用ゐ た。 

〇a 折 I 風 折 烏 W 子。 風の 

字 を 承け て、 風に -ill ふと 續 

けた e 

〇 氣 力なう して— 和漢 朗詠 

集 白樂天 の 詩句に 「柳 無 二 氣 

力 一條 先 動、 池 有 一 お 文 一 氷 

讒開 - 

〇<夕 人— 上人 の 夢に 現れた 

人。 柳の 精" 

【七】 

〇 月に つれて— 曇りの ない 

B に從 つて、 そ s 行く 方角 

西方^ 土 へ 行かう。 


折 も。 風に 漂 ふ 足 もとの。 弱き もよ しゃ 老木の 

柳氣 力なう してよ わよ わと。 立ち 舞 ふ も 夢 人 を。 

^と 見る ぞ はかなき 


【七】 


「氣 力なう してよ わよ わと」 とたら- と下リ 作物の 右の 

柱に 摑 まり、 r 現と njf るぞ」 とヮ キ へ ，M き、 ク セ を 舞 ひ 上げ、 


シテ 『敎へ 嬉しき 法の^ 

稗お はぬ 月に。 つれて 行かん 

〔序 舞〕 

後見より 杖 を受. 取リ てよ わ- と 舞 ひ、 

シ テ 『靑 柳に。 鶯 傳ふ。 羽風の 舞 

地 『柳 花苑 とぞ。 思 ほえに ける 

シ テ 『柳 の 邮 くも 歌舞 の 菩薩 の § へ 行き)。 舞 の 氣を 

返す 返 す も。 上人 の 御 法 を 受け C. 下に，. S  5。 悅ぶ 

報謝の 舞 も。 これまで なりと。 名 殘の淚 の？ し を 


地 『玉に もお ける。 春の 柳の 


 ； 一二〗 〇！：   

他人 事、 私 は 狩 衣 も 風 折.；： ^粉チ も 老い A 

びた 柳 色で、 足 もと も そよ 吹く 風に 漂 ふ 

やうな 弱々 とした、 ！E の氣カ もない 老木 

の 柳ながら、 よわく と 立ち 舞って ゆ に 

現れ 出て、 それ を 現の やうに 思 ふの は、 

ほんと に はかな いこと でございます」 

【七】 

柳 sr ありがた ぃ佛 の御敎 へ を 受け て、 心 

を 迷 はさず、 暴り のない =: に述 ねられて、 

•£ 方淨 土へ 參り ませう」 

ミ， 迷 ひの g= れた、 喑れ やかな 心抹 で、 

<； 序ぎ 

を、 のこ VJ ミて、 お々 ./J しなが. J-II ひ、 

柳 精 「靑 柳の 枝から 枝 へ 飛び W ふ §;! の 羽風 

の やうな この 舞 は、 柳 花苑の やうに 思 は 

1? ます 

かう して 舞 ひます 柳の 曲、 怙 りの 道に 入 

つた 歌舞の 菩薩 の 舞、 お 上入樣 の 御敎 へ 

を 受けて くれん \ も御禮 巾し 上げる 舞、 

そ れも これ も、 こ れ でお 仕舞で. - j ざ い ま 

す C お 名 殘£ しさに 出る 泯は、 ^の 柳の 

絲 枝に 露の 聯 ねた .玉 の や う. て-， J ざ い ます 

が、 もうお 暇 巾し ませう C   と. 5. すう 

ちに、 ^を げる雞 も 剥き出しました。 


〇 柳 花苑— 唐樂の 曲名。 岷 

江 人楚に - 此樂 上古に は 舞 

あり、 今 は 斷絕」 と。 

〇 歌舞の 菩薩— 械樂で 歌舞 

を 奏して、 佛を讃 歎し 往生 

人 を 賞揚す る 菩薩。 

〇 返す す も— 袖を驟 すと 

いひ かけた e 

〇 報謝— 御禮。 

〇 玉 にも t 貝け る— 古今 集^ 

正！ 過 昭の歌 「淺綠 絲ょリ か 

けて 白露 を 玉に もぬける 春 

の 柳 か」 に據 つた。 

〇 暇 申さん— 柳の 絲と いひ 

かけた。 

〇 木綿 附 3 鳥 i 鵜の 異名。 

言 ふと いひ かけた。 

〇 柳 條を綰 ぬ— 三體 詩張喬 

の!^ に 「雜別 河邊綰 ー1 柳條 T 

千 山 萬 水玉 人遙」 支那に 柳 

の抆 を折リ 輪に して 離別の 

人 に 贈る 風習が あ つ た。 

〇 た を や か— しなやか。 

〇 倒れ ふし 柳— 倒れ伏す を 

伏 柳 C. 橫に 伏して ゐる 柳) に 

いひ かけた。 

〇 一 夜の 契リ も— 說法明 眼 

論に 「汲 一二 河流 T 一夜 同宿 

；… 昔是先 世結緣 | 

〇 西 吹く 秋の 風— 西方 淨土 

の 意を舍 めた C 


遊 行 


シ テ 『暇 申さ ん と。 木綿 附 の 鳥 も 鳴き 

地. 「別れの 曲に は？ 立ち リ 

シーア 『柳 條を綰 ぬ 

地 『手 折る は 靑柳 の (お へ 行き リ 

シ テ 『姿 もた を や か にハ左 へ 廻 リ) 

地 『結ぶ は 老木の 

えだ 

-ン テ 『ぽ もす くな く 

こ と し  いふ  た... -. -ー あし 

地 『今年ば かりの £ 面へ 出で r 風 や 厭 はん と、： 票 ふ 足 

もと も、 よろよろ よわよ わと (たら/ \ と下リ )。 到れ 

ふし 柳 かり 寢 のおの？ i と。 草の ぎの 一 をの 

ちぎ  たしゃ ラ えん  しゃ-つ にん  み 0,0 

契り も 他生. の緣 ある 上人の 御 法 一 と ヮキへ ゆき ：£ ち)。 

にし ふ  あき  か はら  つ S  こよ 

西 吹く 秋の 風う ち拂ひ S ち て 扇极 ひヾ 露 も 木 の 葉 

も 散り散り に (角へ 行き)。 露 も 木の葉 も。 散り散り 

になり 果てて。 殘る朽 木と。 なりに けり 

と 右 へ 廻リ常 座に て 開き 留 拍子 を^む C 


お別れの 曲に は、 柳の 枝 を 輪に してお 贈 

りする ところで すが、 それに は 姿 もしな 

や か な靑柳 の 枝 を 手 折 つて 作る の であり 

まして、 これ は 老木-て、 枝 も少ぃ あはれ 

な もので ございます，. - では、 せめて 今年 

だけで も 命が ある やうに、 風 を 厭 ひませ 

う」 + 


といって、 風に も 漂 ふやうな、 よわよ 

わした 足 どり-て、 よろ，/ \ と 倒れ伏し、 

一 假寢の 夢に 現れて、 上人の 御 敎へを 

受ける ことの 出來 たの も >  前世からの 

宿 緣-て ある J と 喜んで、 西の方へ 吹く 

秋風 をう ち拂 ひながら 行く と、 露 も 木 

紫 も 散り散り に 消え 果 てて、 (僧の 夢 は 

覺め 柳の 精の 姿 は 消えて) 現に 殘 るの 

は、 もとの 朽 木の 柳. てあつた。 


雲 蘿 


遊 行 柳 

一： 考 異〕 

諸 流 (五 流) 

五 流の 間、 殆ど 差異が な い 

古謠 本. (光悅 本) 

現行 本に 同じ。 


夕 


觀 (剛 喜) 


IC 能 柄】 三番 目 複式 夢幻 能 

【人物】 ヮキ -豐 後の 肘、 ヮキ ッレ I： 從佾 

(一 一 人)、 前 シ テ 里 女 (夕 顏 上の お 0、 

狂言 所の 者、 後 シ テ シ ま h 

【所〕 京都 五條 

〔時〕 秋 (九 月) 

〔作者〕 能 本 作者 註文に^ 阿彌の 作と す。 親元 日記に 

寛 正 六 年 一 I 1 十八 曰演 能の こと， 言經酶 記に 文 綠 

四 年 三月 三十日 註釋 のこと を 記す。 

S 豐後國 の： 僧が 男 山 一へ 幡參詣 の爲に 都に h り、 近郊の 名所 を 見物して、 々暮、 五條の あたりへ 來 ると、 ある 家の 軒端から 女の 歌を吟 

ずる 聲が 聞え て、 やがて その 女が 現れて 来た。 僧が こ の 女に 所の 名 を 尋ねる と、 源氏物語に はた^ 何某の 院と 書いて あるが、 a は 融の大 

臣の舊 跡 河原 院で、 夕顔の 亡くなった 所-て あると 答 へ 、 なほ 僧の 尋ねる がま.^ に、 夕顔 上が 源氏と 契り を 結んで、 こ  >  に 連れて来られた 

夜、 物の 氣の爲 にと り 殺された 事 を 語り、 行方 知れずに 消えて しま ふ t その 夜、 佾が 月-卜に 法 華 經を讀 誦して ゐ ると、 夢に タ顏 上が 現れ 

て 舞 を 舞 ひ， 僧の 囘向 によって 迷 ひの 晴れた こと を 喜び、 夜 も 明け方に なると、 雲に 紛れて 消えて しま ふ。 


夕 


額 


ミニ  0 七 


【出典〕 源氏物語 夕顔の 卷に據 つた もので、 文章 も KT 原文 を 引いて ゐ るから、 その 要點を 抄出す ると、 

■ 六條 わたりの 御 忍び 歩きの 頃、 內 裏より まかで 給 ふ 中 宿りに、 大貳の 乳母の いたく 煩 ひて 尼に なりに ける をと むら はんとて， 五條 わ 

たりの 家 尋ねて おはしけ り e  ::: むつ かしげなる 大路の さま を兑， 彼し 給 へ るに ： ： きりかけ だつ ものに いと 靑 やかなる ！c? の 心地 よげ 

に はび か、 れ るに、 白き 花ぞ お のれ ひとり 笑み の 眉 開け たる C  ： . ： げ にい と 小 家が ちに むつ かしげなる わたりの、 この も か の も 怪しう 

うちよ ろぼ ひて、 むね/ \ しからぬ 軒の つま 毎に は ひ 纏 はれた る を、 「口惜しの 花の 契り や 一房 折りて 參れ」 と 食へば、 この 押し開け 

たる 門に 人り て 折る。  白き 扇の いたう 焦した る を、 「これに 置きて 參ら せよ. 枝 もな さけな げなんめ る 花 を」 とて 取らせ たれば  

惟光に 紙燭 召して、 ありつる E 御覽 ずれば …… 

心 あてに それ かと ぞ 見る 白露の、 光 そ へ たる タ顏の 花 

そこ はかと な く 書き 紛 はした ろ も、 あて はかに 故つ きたれば、 いと 思 ひの 外に を かし ぅ覺え 給 ふ。 ；… 

よりて こそ それ かと も 見め た そかれ に、 ほの. <\ -見 つる 花の 夕顔  . 

ありつ る 御隨身 し て 遣 はす" 

かくて、 夕顔との 契りが 結ばれた" ある 日の こと， 今日 も 源氏 は タ顏の 宿に 泊ま 0 た C 

明 方 も 近うな りに けり C 鷄の聲 など 閗 えて、 御嶽 精進 にゃあらん  >  たに 翁び たる 聲 にぬ かづく ぞ聞 ゆる-」 …； 南無 常來の と ぞ拜む 

なる。 「かれ g き 給へ、 この 世との みは 思 は ざり けり」 と あはれ がり 給 ひて、 

優 婆 塞が 行 ふ 道 を しるべに て、 来ん 世 も漦き 契り 違 ふな 

…： その わたり 近き なにがしの 院に おはし まし 着きて ……  • 

古 も かく や は 人の まど ひけん、 わが まだ 知ら ぬ 東雲 の 道 

なら ひ 給へ り や」 と宣 ふ。 女 はぢら ひて、 

山の端の 心 も 知らで 行く 月 は、 うはの 空 に て 影ゃ絕 えな ん 

…… 日た くる 程に 起き 給 ひて、 格子 手づ から 上げ 給 ふ。 いと 痛く 荒れて、 人目 もな く遙々 と 見； 狭され て、 木立い と 疎ましく 物 ふりた 

り。 氣 近き 草木な ど は 殊に 見所な く、 皆 秋の 野ら にて、 池の 水草に 埤 もれ たれば、 いとけ うとげ なり。 ：… 


夕 露に ひもとく 花 は玉鋅 の、 たよりに 見えし えに こそ あり けれ 

「露の 光 やい かに」 と宣 へば、 後 目に 見お こせて、 

光 あり と 見し 夕顔のう は 露 は、 た そか れ 時の そらめな りけ り 

とほの かにい ふ、 を かしと 思しな す C ；… 宵 過ぐ る 程に、 少し 寢 入り 給へ るに、 御 枕 上に いと を かしげなる 女ゐて …； 御 傍の 人 (夕顏 〕 

を かき 起さん とすと 見 拾 ふ。 ：：： まづ この 人 はいかに なりぬ るぞ とお も ほす 心錢 ぎに、 身の上 も 知られ 給 はず C 添 ひ 伏して、 や V と^ 

かし 給へ ど、 た^ 冷えに 冷え入りて、 息 はとく 絕ぇ はてに けり。 …… 夜中 も 過ぎに けんかし、 風 や k 荒々 しう 吹きた る は、 まして 松の 

響 木漦く 聞え て、 けしき ある 鳥のから 聲に 鳴きた る も 梟 はこれ にやと 覺 ゆ。 . ：. 火 は ほのかに また、 きて、 母屋の 際に 立てた る It 風の 

上、 こ、 かしこの 隈々 しく 見 ゆるに、 足 昔 ひし ノ\ と 踏み鳴らしつ、、 後より 寄り 來る 心地す。 

：槪 評】 世 阿 彌が能 作 書に 「或は 六 條御息 所の 葵の 上に つき 祟り、 タ 顔の 上の 物の 氣に とられ、 浮 舟の つきもの などと て、 見 風の たより 

ある 幽花 種、 あ ひ 難き 風 得な り」 といって ゐる やうに、 源氏物語 は謠 曲に とって、 最も 貴い 題材で ある。 同じ 源氏物語 ものの 中-て も 〔葵 

上〕 は あまりに 凄 慘-て あり 、〔浮 舟〕 はや 上 通俗に 傾いて、 源氏物語 ものら しい 典雅 優 麗の趣 を 缺く嫌 ひが あるが、 「言葉 幽艷を もとと し， 一た 

物語の 中-て も 「殊に 勝れて あはれ な」 夕顔の 悲話 を 題材と した 本 曲の 如き は、 底知れぬ 寂し さと、 そこ はかと なく 漂ふ薰 りと、 さすがに 源 

氏の 女性ら しい 雅びやか さと を 持った、 三番 目 物 .鬉 物と して、 最もな つかしい 味 ひ を 持って ゐ るので ある。 これ を 同じ 題材 を 取扱った 

〔半 都〕 に比べる と、 本 曲 は大體 原文の ま \ 直 叙して ゐ るに 對し、 〔半 都〕 は 黄昏 時 の 夕顔のお ぼ ろな 感じ を 出す ことに 意 を 注 いで ゐる e 一 

曲全體 をた^ 一  つの 感じで 掩ひ 包んで しま ふとい ふ點 では、 〔半 部〕 ほど 思 ひ 切った 曲 は 外にない e それ は 一 つの 面白い 行き方. てあつて、 

非難す る ことの 出来ない ものであるが、 題材 そのものが 旣に おぼろな 感じに 包まれて ゐる ものに 於て は、 戲曲 として は 寧ろ や、 鮮明に 

描き出した 方が 所期の 效果 を擧げ 易い。 さう い ふ 意味に 於て この 曲の 描寫 法 は 少しも 誤つ てゐ ない と 思 ふ。 兩 曲と もとりん \ に 面白 い 

が、 强 ひて 甲乙 をつ ければ、 戲曲 としてよ く 纏った、 そして 全體を 通じて、 どの 部分に 於ても 夕顏 らしい 情趣 を 漂 はして ゐろ本 曲の 方 

が 、 手際 の よ い 出來榮 えで あ ると いひ 得ようかと 思 ふ。 


夕 額  =1 二 〇 九 


【二 

〇豊 後の 國— 夕 

が筑 紫に ゐた緣 

〇 松浦筘 峰— 肥 

松茆 3 鏡み {呂 と 

箱： i- の笞 li- 八 

物語 玉莴 の卷. に 

八幡 (；男 山： ：- の 官 

かしこに て も參 

給 ひし 松 沛^ 峪 


顔の 子 玉 葛 

で 出した。 

前國 松^ 郡 

筑前 國粕屋 

幡ぉ、 源氏 

「近き 程に 

と.！ 15- す は、 

リ祈リ 巾し 

同じ 社た 


〇 誓 ひ— 祌佛の 衆 牛； を 利益 

し 給 ふ 誓願 e 

〇 男 山— 山城！： 緣喜 郡の 男 

山ん 幡お CCG べ幡〕 參照。 

〇 雲の 林— 山城 國 愛.： れ郡紫 

野に あつ た 雲 林院。 〔® 林 

院〕 参照。 

〇 紫の 野— 愛宕 郡 大^ 村の 

紫 野 C 大德 寺の ある 邊-」 花 

の 紫色 を いひ かけた C 

〇 贺 茂の 御社— 愛宕 郡上賀 

茂の 上贺 茂の 社。 ^祌 ^茂 

別 雷 命」 〔賀 茂〕 參 照。 

0^2 森— 同 郡 下 鴨、 下贺 

茂の 社 (祭 祌玉依 姬*贺 茂 建 

角 見 命) 鎮 坐の 地。 

〇 在^の— 在 原 業： 牛。 〔雲 林 

院〕 參照。 宿り はありと い 

ひかけ た e 

〇HJ や あらぬ— 伊勢 物？ i 力 

歌 「月 や あらぬ^ や 昔の 卷 

ならぬ わが 身 一 つ はもとの 

身に して」 

〇s 條— 右の 歜は粱 平が 五 


【I】 

名乘 笛に て、 ヮキ S 後 僧、 ftw 子 • 造附 無地 熨斗 桂 水 衣 • 

白 大口  • 腰帶 •！：？• 数珠の 装束、 ヮキヅ レ從^  二人、 ヮ キ同樣 

の 装束 (水 衣 は鎪) にて 舞 #• に 人リ、 ヮキ は-正面に 向き、 (ッ 

レは ヮキに 向き 下に 罟 りソ 

ヮ キー こ れ は豐 後の 國 より^で たる 僧に て 候】 さ 

て も 松 浦 箱 崎の 誓 ひも 勝れた ると は 申せ ども。 

た たか  を ふこ や **  *£  おも  ほど A や こ 

なほ も 名高き 男 山に 參 らんと 思 ひ。 こ の 程 都に 

ffi ほ  d  J  ** た た  い  ぶつ かく  ま. 0 

上りて 候-今日 も 又 立ち 出で 佛閣 に參 らば やと 

思 ひ 候 

ヮ キサ. ぶ-尋ね 見る 都に 近き 名所 は。 まづ名 も，：： M  く 

聞え ける。 雲の, の 夕日 影。 う つ ろ ふ 方 は 秋^ 

の。 花 紫の 野 を 分けて 

と謠 ひながら ヮ キヅレ (立ち〕 と 向 合 ひ、 

か も  A やしろ ふ  をが 

上 5 賀 茂の 御社 伏し 拜み" 贺茂 の 御社 伏し 

拜み" 礼の 森もう ち 過ぎ て。 歸る 宿り は、 在 原 の 

月 や あらぬ とか こちけ る。 五條 あたりの あばら 

やの/王 も 知らぬ 所まで。 尋ね 訪 ひて ぞ、 ^ら し 


1 1 】 


前 段 

舞 S は 京都で、 

へ て _*;aRO 


接の 佾、 ヮ キノ レ從 拊を随 


せ 私は幽 i 後阀 から 出て 來た 肘です。 さて 

わが 九州の 方で も、 松 浦 や 箱 崎の 八幡お 

は 御利益 の 勝れ て あらた か な 神樣で は あ 

るが、 なほ それよりも もっと 名高い 男 山 

八幡宮に 參詣 したいと 思って、 この 問 都 

に 上った の -て .re そ し て 今日 もまた 出掛 

けて、 お 寺に 參 らうと 思 ふの. てす」 

•、」a 物ん に. Hr し糾介 をし、 

構-見物して 歩く 都 近郊の 名所で は、 まづ 

第一 に 評判の 高い 雲 林 院に參 つて、 夕暮、 

秋草の 花に 日影の 照り はえて ゐろ 紫卧を 

踏み分け、 h 賀 茂のお 社に 參り >  それ か 

ら轧の 森の 下賀 茂に も參拜 して、 宿へ 歸 

^道す がら， 在 原 業 平が 『月 や あらぬ 春 

や 昔の 春なら ぬ、 わがせ 一 つ はもとの 身 

にして』 といって 歎いた 五條 あたりの、 

主 も 分らな い あばら 屋ま. て 尋ね 歩 い て、 

1 日 中 見物し て 暮ら した こと だ」 

•/.- いひな が も K 條 へ 來た懇 で、 舞 _» は W 條. A- な る 


條の大 后の 宮の 西の 對 に^ 

られた 藤 原 高 子 (ニ條 后) を 

IS んで 詠んだ もの であ リ、 

五條 はまた 夕顏 上の 假住： W 

した 所 C 

〇 主 も 知、 りぬ— 源氏が 主 を 

も 知らぬ タ釵の 宿で 花 を 求 

め、 それが 夕釵 上と 契る 緣 

となった の をい ふ" 

〇 屋づま —家の 端 C 軒端 e 


【二】 

〇 山の端の 心 も 知らで 行く 

B: は 上の空に て 影 や 絶えな 

ん I 夕 額の 卷、 タ 顔の 歌。 

〇 巫 山の 雲— 楚の襄 王が 陽 

案で 夢に 巫 山の 祌女 にあつ 

たとい ふ 故事 C  〔定 家〕 一朝の 

雲 夕の 雨 I のお 釋參 §r 

〇 湘；： £ の 雨.— 帝舜が ^枋と 

いふ 所で 崩 じた の を、 二人 

の 后娥. 女英 が菸ひ 歎いて 

楚國 9 畔に さまよ ひ、 終に 

湘 水の 岸で 死んだ C その 靈 

の 泣く 瘐が痫 前の 竹に か 》 

つて、 ^斑に 染 つたと いふ 

故事" はかない 契リの 例に 

舉 げた。 


ける 尋ね 訪 ひて そ 暮らしけ る 

ヮ キー. 五條 あたりの あばら やの」 と-正面に 向きて 先へ 出で、 ま 

たもと に 歸リ、 上歌濟 みて 正面に 向き、 

ヮ キー 急ぎ 候 程に。 こ れ はは や 五條 あたりに て あ 

りげ に^ r  (ぽ 附 柱の 方に 向. *o 不甲： -議ゃ な あの 匿づま 

をん な うた ぎん  こ ゑ  きこ  し 4i ら あ ひ t 

より。 女の 歌を吟 ずる 聲の聞 え 候。 暫く 相 待ち 

尋ねば やと 思 ひ候ハ とッレ へ 向き〕 

ヮ キヅレ 「然るべ -リ候 

とい ひて 脇 座の， 方へ 行き、 順次 竝 びて 下に ほる C 

ァ シラヒ の 蛾 子に て、 シ テ里 女、 面 若 女 ，蓥.^帶. 襟 白 • 着附 

摺笵 • 色 入唐 綠着流 • 扇 3 装束に て 橋懸ー の 松に 出で、 


【二】 


シ テ 『山 の 端の。 心 も 知 ら で。 行く 月 は。 上の空に 

て。 ^ゃ絕 えなん。 "小山の 雲 は 忽ち に。 陽 臺のも 

とに 消え 易く) 湘 江の 雨 はし ば し ば も。 楚哔の 

竹 を染 むる とか や 

「陽 の もとに」 と謠 ひながら 舞 * に 進み 常^に 立ち、 

また  -J ころな  え  ふる 

シ テサ. ン 『こ こ は 又もと より， 听も名 を 得た る 。古き 


憎 一 道 を 急いだ の. て、 もうこ、 は 五條 邊ら 

し い 「 •：.： おやこれ は 不思議 だ C あの 軒 

端から、 女の 歌 を吟ず る聲が 閱 える e 暫 

く 待って ゐて、 尋ねて 見 ませう」 

ミ 脇 座 へ 行って、 女み-待 つて ゐ る i»o 

【二】 

シテ 夕顔 上の s、  S 女の 姿で 巧： 場 "- 

女 『山の端の 心 も 知ら _て 行く 月 は、 上の空 

に て 影ゃ絕 えなん』 

(山の 心 も 知らないで、 その 方 へ 誘 はれて 行く 月 は 

空 の 途中 で 滑え てし まふ こ.、. -たら 50 男の 心 も 知 

にないで 誘 はれて 行く 私 は、 中途で 男に a 維され 

てし まふので あらう) ミ欲 *- 吟じ、 

女- 巫 山の 神 女 は陽臺 で楚襄 王の 夢に 现れ 

たが、 忽ちに して 消えて しま ひ、 帝舜の 

ts 娥皇女 英は帝 の 崩御 を 歎 い て 湘 江の 岸 

邊 で 歎き 死に、 その 悲しみの 涙 "て 楚阈の 

畔の竹 を 斑に 染めた とか。 ほんと に 男女 

の 契りと いふ もの は、 實に はかない もの 

. てす。 

この 听は 又、 昔から^ 名な 所， て、 古い 軒 


5l 


は の 軒 

隔 5 跡 さ 端 


0 忍ぶ 方々 多 き —昔 を 追 想 

させる 事の 多い。 金 笫集 g 

防內^ の缺に 「住み わびて 

われさ へ 軒の 忍ぶ^ 忍ぶ 方 

方し げき かな」 

〇 紫 式部— 嗨5§ 爲 時の 女、 

門院の 女， &、 源氏 物？ i 

の 作者： 〔源氏 供養〕 參照。 

〇 何某の 院— 夕 颜の卷 に 

-, その わた リ近き 何が しの 

,院 にお は し^きて 一 

〇 淚の 雨— 淚？  te; し ぃ喩 へ 

〇 後の 佌— 後贡、 iw 樂^^  . 

〇 つれな くも 逝 ふ— 不本意 

ながら、 魂魄が この 世へ 迷 

ひ 通 ふとの 意 G 

〇 浮 雲— 心の 迷妄 を喩 へ た 

〇 眞 如の H— 不變の ^體， 

悟リ の 心 を： M; に瑜 へ た 語。 

〇 むなしき 空— 望んでも 敏， 

み 3- 斐 のな い^  • 

【三】 


, の 忍ぶ 草-忍ぶ 方々 多き 宿 をぶ 糸 式部が 擎 

IT ただ 何某の 院と ば か り。 蚩 H き^きし 世 

た れ ど-  i しも 聞き し も對心 の .- 色 をも^: 

を も捨 て ざり し 

シ テ 下 5; 淚 の 雨 は 後の世の 障りと なれば 今 もな 

ほ 。卜お づれ なく も： 通 ふ 心の 浮 雲 を。 通 ふ 心の 

浮 雲 を。 拂ふ 嵐の 風 の ま に。^ N 、如の 月 も 晴れよ 

とぞ むなしき 空に、 仰ぐな るむな しき 空に ぐ 

なる 

-キ 立ちて シテ に，： g ひ、 

かに こ れ なる 女性に 尋ね 屮 すべき 事の 


【三】 


端 の 忍 草 を兑 るに つけても、 色々 を.：； 3 

想させる 事の 多い 家な の -て すが 、 紫 式部 

は 源氏物語 にた^ 『何某 の院』 とば かり 鲞 

かれた のでした t そして、 その £g の 時 

代 ももう 遠い昔と なった のです が、 その 

當時 見た - j と ^ いた こ とが い つ まで も 忘 

れられ ず、 その 上お 時 色^! を捨 てて 思 ひ 

切る ことが 出來 ないで 歎いた ことが、 後 

世の 障りと なって、 成佛 する ことが 出來 

ないた め、 今 だに 不本意ながら もこの 婆 

婆に 迷 ひ 通って ゐる こと. てす C あ X この 

迷 ひの 雲 を 吹く 嵐の ま、 に拂 ひのけて、 

悟. ^の 月 を 眺めたい もの だと、 とても 叶 

はぬ^みながら も、 それば かり 祈って ゐ 

る こと-てす - 

is 言ない ふ" - 佾 その 姿な 见て、 

【三】 

愤 「もうし、 こ x な 女の 方に お尋ね し ま 

す」 


シテ 「こなたの 事に て 候 か 何^に て候ぞ 

ヮ キー. さて こ こ をば いづく と 申し^ ぞ 

シ テ 「こ れ 、 j そ问某 の !i にて 候へ 


女 一 私で ございま すか、 何の || 用で V- ざい 

佾 二」 V は 何とい ふ 所-です」 

女- これが M 某の K です - 


〇 む つかしげ— 面倒ら し い 

うるさ い e 

っ融 Q 大臣— 河 海抄に 「何 

がしの 院、 河原 院歟、 彼院 

左大臣 融公舊 宅 也、 义 號 n 

六條院 i  | 融 は嵯峨 帝の 皇子 

で、 河原 院に 鹽寵 をう つ し 

て 風流に 遊んだ 人。 〔融〕 參 

照 e 

〇 その 世 を 隔て て—— 融と時 

代 を 隔てて e 

0 光 君— 源氏物^の 主人公 

桐壶 帝ん 御子で 源氏の 姓 を 

賜 はつ たと 作る。 

〇 夕釵の 露の 世— 夕顏上 に 

花の 夕 額 を かね、 夕 額 上が 

はかなく この 世 を 去った こ 

と をい ふ— 

〇 上な き 思 ひ— こ の 上 もな 

〇 鬼の 形-何某の 院 で夕瓿 

の 枕許に 女の 形が 現れて、 

忽ちに 夕^ の 息絕 え た 事 を 

いふ。 夕顔 3 卷に -南 殿の 

鬼の 某 5 大臣 を 脅した る 例 

思 ひ 出で て」 と ある-. - 

〇 河原の 院—. 融の邸 e 六條 

にあった」 鬼瓦の 意で 前の 

1 鬼の 形 . 一 を 承け てゐ る" 

ゆ 力 リ — 玉れ S は 夕 

母に 別れて 後、 乳 

；後 介に 伴 はれて 筑 

てゐ たから 「ゆか 


〇 玉 葛 

額の 女. 

母の 子 f 

紫に 下 

リ ー( 緣故， -と い 

〇 世 詰— 世間 

話 G 

3】 

0 言葉 豳艷に 


ー傳 へ た 


て— 源祕抄 


ヮ き 不思議 や な 何某の 山 何某 の 寺 は。 名の 上の 

ただ 假 初の 言の葉 やらん。 又 それ を その 名に 定 

めしやらん 承りた くこ そ 候 へ 

シテ 「されば こそ 始めより。 むつ かしげなる 旅人 

と 見え たれ。 紫 式部が 肇 の 跡 に。 た だ 何某 の 院 

と 書きて。 その 名 を さ だ か に顯 さず" 然れ ども 

ふ  tjul る  お is  す  た i  ところ 

こ こ は 古り にし 融の 大臣。 住み 給 ひに し 所なる 

を。 その 世を隔 て て 光 君。 『又 夕顏の 露の 世に。 

上な き 思 ひ を 見 給 ひし。 名 も 恐ろ し き 鬼の 形" 

それ もさながら 苦む せる。 河原の 院と御 覽ぜょ 

うれ  むかし  な  お  ところ  & 

ヮキ 『嬉し や さて は 昔より。 名に 負 ふ 所 を 見る こ 

とよ。 「我等 も豐 後の 國の 者。 その 玉 葛の ゆかり 

とも。 なして 今 又 夕顔の。 露 消え 給 ひし 世 語 を。 

かた た **  おん なと  およ  ふ  ir しら 

『語り 給へ や 御 跡 を。 及びな き 身 も 弔 はん 


【四】 

シ テ 


て <> ゆん じ 


そもそも 光源氏 の 物語。 言葉 幽艷を もと 


槽 「これ は變 だ： 何某の 山、 何某の 寺な ど 

とい ふの は、 その 名の 代りに 假に いふ 言 

葉-てす が、 これ も それと 同じ 意味な ので 

すか、 それとも 何^とい ふ 定まった 名な 

のです か、 お 伺 ひしたい もの， てす」 

女 「やつば りそんな こと を お尋ねになる、 

どうも 初めから うるさ さうな 旅の 方 だと 

思って ゐ た のです C 紫 式部 の 源氏物語 に 

は、 た^ 何某の 院と書 いて >  その 名 を は 

つきり と 出して ゐな いの-て すが、 こ >- は 

古い 昔融の 大臣のお 住みに なった 所で、 

その後ず つ と 時代が 經 つてから、 光 君が 

こ \ て 鬼の ために 夕顏 上の はかない 命 を 

とられ、 この 上 もない 悲しい 物 思 ひに お 

逢 ひに なった 所です。 名 を 聞いた だけで 

も 恐ろしい、 鬼の 形 をした 瓦、 それ もす 

つかり 苔に 埋まって ゐる、 これが その 河 

原 の 院だ と 御覧な さい ませ」 

佾 「あ、 嬉しい-. - すると、 昔から 有名 だつ 

た 所 を 見る ことが 出來 たの だ。 私達 も豐 

後國の もの. てす から、 タ顏 上の子 玉 葛と 

緣 故の ある ものと 思って、 今お 話の、 タ 

顏 上が 果敢なく 亡くなられた 話 を 聞かし 

て 下さい." 及ばず ながら 御囘， w をし ませ 

う」 

【四】 

女 は 僧の 前に 坐って、 

女- ー體、 光源氏の 物語 は、 その 文章 は 美 


夕 

序に 「我が 國の 至齊紫 式^ 

が 作 源氏 物お は， 心詞 幽玄 

にして 義^^だ 深し」 

〇 菩松 心— 正 登の 智 a を 求 

める 心." 岷江 人楚に 「煩^ 

卽菩 &、  は槃の St を 

明かに す e  «怊 卽 菩^の 文 

こ の 物お の大 おな リ I 

〇 タ^の 卷— 源氏 物お の 第 

四卷： 

〇淺 からず— 情の 近と、 契 

リと 上下に か V る： 

〇 六 條の御 息 所— 前 東宮の 

後 源氏と 契り を 紡 ばれ 

た。 〔癸 上〕 〔野 宫〕 參照。 

〇 よすが— 便リ、 つ いで。 

〇 屮宿— 中休み の 宿.」 源氏 

の 侍者 惟光 5 母大贰 S 乳母 

J え C 

ゾ- 家 

〇 玉 鋅の便 リ-— 「玉鋅 の」 は 

道の 枕詞で あるの を にせ」 

の 意に W ゐ た。 夕^の^ 源 

氏の 歌に I 夕： 露に ひもとく 

花 は玉鋅 のた よりに a えし 

えに こそ ぁリ けれ」 

〇 物 の あ やめ も— 「あやめ」 

は 物 2 よしあし の 差別" 夕 

額の 卷に 一 物の あやめ も 見 

給 へ わくべ き 人 も 侍らぬ わ 

たり なれ ど」 

〇 小 家が ち— 同じ 卷に 「げ 

に いと 小 家が ちに むつ かし 

げ なる わた リの、 この も か 

の もも あやしう うちよ ろぼ 

ひて」 


として。 .现淺 きに 似たり とい へ ども 

と^ I ひながら 人 小 前 へ 行き 下に W る。 ヮ キも 下に^る" 

地 『心 菩提心 を 称め て義 殊に^ し。 誰か は假 にも 

語り 傳 へ ん 

シ テサシ 『^にも こ の 夕顔の 卷は。 殊に 勝れて あは 

れ なる 

地、^ の 道も淺 からず。 契り 耠 ひし 六條 の。 御，：： 心 

所に 通 ひ 給 ふ。 よすがに 寄りし 中 宿に 

シテ 『ただ 休ら ひの 玉 鉢の 

地 『便りに。 立てし 御 車な り • 

(居 クセ)  . 

もの  ，{  こい： 

地クセ 『物の あやめ も 見ぬ あたり の。 小 家が ちな 

る 軒の つまに。 咬き か かりたる 花の 名 も 。えな 

らず 見えし 夕顔の。 折 過 さ じ と あだ 人の" 心の 

色 は 白露の。 情^き け る 言の葉の。 末 を あはれ 

と 尋ね 見し。 閹の 扇の 色 ことに 互に 秋の 契りと 


 一二  :-   

しい 雅 やかな もの. て、 その 內容. も、 一寸 

兑た ところ は SJi^t なやう. てす けれど、 0 

は 人に 菩提心 を勸 める、 意味の 大署壞 い 

もの-て ございます」 誰 だって、 これ を假 

初に 遭み 過す こと は 出来ません。 —— 

物語の 中で も、 殊に タ顏 の卷は 勝れて 情 

味の 漦 いもので、 情の S もしん みり と^ 

かれて ゐ るの. て ございます C それ は、 源 

氏の 君が 六 條御息 所へ お 通 ひになる お 序 

にお 立ち寄りに なりました 中休み の 所 

で、 • ほんの 一 寸 お休みになる 間、 道ば た 

にお 車 をお 留めに なりました。 I . 

この あたり は、 物の よしあし も 分らない 

やうな 賤 しい 小 家の 多い 所. て ありました 

が、 その 軒端に 何ともい ひやう のない^ 

しい々 顔の 花の 咲き か、 つ てゐ るの を 御 

覽 になって 、それや 折り 取らせに なろ と、 

浮 氣な女 は そ の 機會を 外 さず、 深い 思慮 

もな く、 情の こもった 歌 を 詠み かけ まし 

た」 それ を 源氏のお は 面白く お 思 ひに な 

つて、 尋ね 行って お 逢 ひに なり、 それ 以 

來、 班婕舒 の閨の 扇の 話と は反對 に、 お 

互に 中の 絕 える こ ともなく 情深く 契り か 


0 えならず— い ひやう もな 

く 美しく。 

0 折 過 さじ— 機 會を失 ふま 

い C 花 を 折る と いひ かけた C 

〇 あだ 入— 浮 氣な移 =4 氣な 

人。 夕顏 上。 

〇 白露の 11 心の 色 は 知らず 

とい ひかけ、 新 古今 集 藤 原 

賴贲の 歌 「.R 露の 愦 置きけ 

る 言の葉 や ほ の-,^' 見えし 

夕 額の 花」 を 引いた。 

〇 尋ね 見し— 源氏」 

〇闱 の 扇— 漢成帝 9 寵姬班 

婕妤が 龍 を 失 つ た 事 を 歎き 

秋の cs に 身を喩 へ た 故事 を 

いふ。 〔班 女〕 參照" 夕顔の 

契リは 扇に 書いた 歌が 起り 

であるから、 この 故事に 寄 

せて 綴った。 

o 秋の 契り —契りの 絶える 

こと，. - 

〇 東雲の 道— 夕 額 を 何某の 

院へ誘 ひ 出した 時の 源氏の 

歌 「古 も かく や は 入の 迷 ひ 

けん わが まだ 知らぬ 東雲の 

道」 

0^7 蝣— 朝 生まれて 慕に 死 

ぬ蟲、 

〇 命懸け た る— 夕 額 の卷に 

「命 を かけて 何の 契りに か 

かる H: を 見る らん - 

〇.w の 間 過ぐ る— 同じ 卷に 

「夜中 も 過ぎに けんかし、 

虱 や、 あら /\ しう 吹きた 


は。 な さ ざり し 東雲の。 道の 迷 ひの 言 の 葉 も。 こ 

の 世 はかくば かり。 は かな かりけ る 蜉蝣の。 命 

か  ほど  あき  ひ やす  く  は  よ ひ 

懸けた る 程 もな く。 秋の 日 易く 暮れ果てて。 宵 

*6 す  ふる さと  ** つ  ひ お- V 

の 間 過ぐ る、 古里 の 松の 響 も 恐ろ し く 

か ** た * ともしび 

シーア 『虱に 瞬く 燈 火の 

地； 消 ゆると 思 ふ 心地し て。 あたり を 1WJ れば烏 羽 

玉の。 闇の 現の 人 もな くい かに せんと か 思 ひ 川。 

うたかた \ ま. 息 消えて。 歸らぬ (一と 立ち ヾ 水の 泡と 

のみ (下 を 見)。 散り 果てし 夕顔の (常 座 へ 行き)" 花 は 一 一 

度 咬 か め や と 。夢に 来りて 申す とて (>  キ へつ めリ。 

あり つ る 女 も かき 消す やうに、 失せに けり かき 

消す やうに 失せに けり 

と 右 へ 廻 リて常 座に て 開き 静か に屮入 C 

【s】 狂言 所の 者、 着附段 熨斗目. 畏 上下 • 腰 帶 .扇. 小刀の 裝束 にて 名乘^ に 出で、 

狂言 「かやう に 候 者 は。 五條 あたりに 住居す る 者に て 候。 今日 も 東 山の 邊へ參 り。 心 を 慰めば やと 存 

する c  o キを 見て) いや これに 見馴れ 申さぬ 御 f  s 御座 候-か。 いづ 方より 御出でな され 候へば。 この 


はして、 『古 も かく や は 人の 迷 ひけん、 わ 

がま だ 知らぬ 東雲の 道』 とお 詠みになる 

程の、 深い 間柄と おなりに なりました。 

それ だのに、 この 世の中と いふ もの は、 

朝 生まれて 暮に 死ぬ 蜉蝣の やうな、 まこ 

とに 果敢ない もので、 あの やうに 命 を か 

けて お契りに なった のに、 幾程 もな く、 

秋の 曰の 短く 暮れて しまって 苻 になった 

かと 思 ふ と、 松風 の |S も 恐ろ し く 聞え て 、 

燈 火が 風に 瞬いて 消えた かと 思 ふと、 あ 

たり は 暗闇に なって 正 氣な人 もない。 こ 

れはど うしょうと 田 5 ふうちに、 この 泡沫 

の や、 つな 果敢ない 女 は 息が 絶えて 再び こ 

の^に 歸らぬ 人と なつ てし まった ので ご 

ざいます C 夕 顏の花 とても 一度 散って し 

まへば、 二度と 咲き はしない の-てす。 … 

…夢ながら 來て、 この やうな お 話 を 致し 

たので ございます. 一 

と、 夕顔の 上が 消えた やうに、 この 女 

も 消え失せて しまった e 


る は. まして 松 5 饗 木深く 

聞え て | 

〇 風に 瞬く 燈 火の-— 同じ 卷 

に 「火 は ほのかに また... -き 

て、 母屋 のき はに 立てた る 

屛風？ 」 「ものに 襲 はる X 心 

地して 驚き 給 へ れば火 も 消 

えに けり」 

〇 烏羽玉の 聞の —古ん，^^ 

人知らず の 歌 「うば 玉の 闇 

の 現 はさ だかなる 夢に いく 

らも まさら V- リけ り ； を は 

り、 あた リは哈 阁で^ ；ぺれ？ 

人 もない と ゥ 意に W ゐ た" 

〇 思 ひ 川— いかに せんと か 

思 ふとい ひかけ て、 後 撰 集 

^勢の^  _ 思 川 絶えず 流る 

る 水の 泡のう たかた 人に 逢 

はで 消えめ や」 を惜 りた。 

思 川は筑 前！： 筑紫郡 e うた 

かた 人 は 泡沐の 如き はかな 

い 人。 

〇 あり つ る 女 も— 今 物語 を 

して ゐる 女。 

【間】 


〇 御^所， |,: ハ咴御 息^。 


所に は 休ら 三し 御座 候ぞ  . 

ヮキ r, ) れは豐 後の 國 より 出で たる^! 1 にて 候。 御身 は， 〕ハ 邊ハ に- _ て I り 宾ぃ 

狂言 「なかく こ の邊の 者に て 候 

ヮキ 「さやう に 候 はばま づ 近う 御 人り 候へ。 尋ねた き 事の 候 

狂言 「畏 つて 候。 (ほ 屮 に 出で 下に g て) さて 御 尋ねな された きと は。 いか やうなる 御 川に て候ぞ 

ヮキ 「思 ひも よらぬ. S- し 事に て 候へ ども。 光源氏の 古。 夕顔の 上 S 御 事に つき 橡々 子細 あるべし。 御 

存じに 於て は 語つ て 御 聞かせ 候 へ 

狂言 「これ は 思 ひも 寄らぬ 事 を 承り 候 もの かな。 我等 もこの 邊には 住居 仕り 候へ ども。 さやう の卞^ 

しく は 存ぜす 候 さりながら。 始めて 御 目に か ゝり御 尋ねな され 候 事 を。 何とも^ ぜ ぬと e. す もい か 

がに て 候へば。 凡そ 承り 及びた る 通り 御物 語り 申さう する にて 候 - 

ヮ キ 「斤) 爲- - て 喉 

狂言 「まづ 夕顔の h: と 中した る 御 方 は。 五條 あたりに 忍びて 住み 給 ふ。 その ^光源氏 六條 の御总 所へ 

御 通 ひ ありし に。 ある 小 家に 夕顔の 花唉 き亂れ 候閒。 惟光 を 召され。 あの 花 折りて 參ら せよ と あり 

しかば。 則ち 惟光 小 家に 行き 所望 申す に。 内より 白き 扇の つまいた う 焦がした るに 花 を 折りて 參ら 

する。 源氏 御覽 する に。 一首^ 歌 S 御座 候 そ S 御 歌 は。 心 あてに それ かと ぞ 見る 白露の。 光 添へ た 

る 夕顔の 花と。 かやう に 御座 候 問。 源氏の 御 返歌に。 寄りて こそ それ かと も a めた そかれ に。 ほ S 

ほ^ 見 ゆる 花の 夕顔と。 かやう に 遊ばし。 その 花 ゆ ゑに 夕顔の 上と 御 契り 淺 からす 御座 ありた ると 

.S. す。 頃 は 八月 十五夜 源氏 かの 小 家に 御 入り 候に。 何と やらん 物騒がしく 御 ^候 Ii。  ：l:^s 院へ作 

ひ 参らせし に C 不思議なる 事に て 候。 夕顔 S 上 は 物の 氣に 取られ 空しくなり 給 ひて 候。 これと. E- す 

も 御 息 所 5 御 心中 恐ろ しき 御 方な れ ば。 御 息 所 の 御 仕業 と 巾し 候。 まづ 我等^ 承り 及びた る はかく 


〇 御 亡 心— 御 亡 靈„ 


【五 I 

〇 夜もすがら —夜通し。 終 


【穴】 

〇 五 障 I 法 華 綞投婆 達 多 品 

に、 女人 は 梵天王 • 帝 釋. 魔 

王， 轉輪王 .佛 身に 成れな い 


の 如くに て 御座 候が。 何と 思し召し 御 尋ねな され 候ぞ。 近 顷 不審に 存じ 候 

ヮ. キ 「懇に 御物 詰り 候 もの かな。 tsl" ね 申す も餘の 儀に あらす。 御身 以前に 女性 一 人 来られ。 夕顔の 上 

の 御 事 唯今 御物 語の 如く 懇に 語り。 何と やらん S ありけ にて。 その ま、 姿 を 見失うて 候よ 

狂言 「これ は 奇特なる 事 を 承り 候 もの かな。 さて は 夕顔の 上の 御. L- 心理れ 給 ひ。 御言 葉 を か はし 給 ふ 

と 存じ 候 間。 ありがたき 御 經をも 御讀誦 ありて。 夕顔の 上の 御 跡 を 御 弔 ひ あれ かしと 存じ 候 

ヮキ 「近頃 不思議なる 事に て 候閒。 暫く 逗留 申し ありがたき 御 經を讀 誦し。 かの 御 跡 を 懇に弔 ひ. S- さ 

5 する にて： 

狂言 「p: 逗留に て^: はば 重ねて 御 W 仰せ 候 へ 

ヮ キ 「賴み 候べ し 

狂言 「心得 申して 候 

と いひて 狂言 は 引く。 

【五】 

r 么上 S 待き 『いざさら ば 夜もすがら。 い ざ さら 

ば 夜もすがら。 月見が て ら に 明かしつ つ。 法 華 

讀誦 の聲絕 えず。 弔 ふ法ぞ 誠なる 弔 ふ法ぞ 誠な 


る 

【穴】 


聲の離 子に て、 後ジ テ夕颜 上、 面 若 女*^. 婁帶 • 襟 白 • 着 

附摺箔 • 紫 長 銷. 緋大 口  *腰帶* 扇 の 装束に て 出で 常^ に 立ち、 

んな  し ャ- つ つ, i  -?  ？ 

後ジ テ サ シ 『さ なきだ に 女 は 五 障の 罪深き に。 聞く 


【五】 

後 段 

佾 「さあ それで は、 月見が てら かし を 

して、 誠の 心 を 以て、 絕 えす 法 華 經を讀 

誦しよう」 


【六】 


憎が 護 解しなが^ e: 睡 して ゐる VJ, その 蓼に 現れ 

る 態で、 後ジテ 夕顔 上 登場。 

夕顔" 何がなくても 女 は 五 障の ある 罪業の 


〇 氣疎 き— 物^い、 ぞ つ と 

する。 

〇 物の 氣— 人 にと リっ いて 

惱 ます 生 靈死靈 の 類。 

〇 人 失 ひし— 入 を 殺した。 

〇 夢 人— 夢 y 現れて 來た人 

〇 末葉の 露 S— 新 古 八， 集 僧 

王 ：1 昭の淤 「末の 露 本の 举 

や 世の中のお くれさき だ つ 

ためしな るら む J を 引いた。 

〇^ 疎き 秋の 野ら —夕顔の 

卷に 何某の 院の樣 を 叙して 

1 け 近き 草木な ど はこと に 

r し 所な く、 比.：：： 秋 の 野ら に 

て、 池も^ なに 埋もれ たれ 

ば、 いとお 疎げ なり」 

〇 义 鳴き 騷ぐ の— 同に 卷 

に "松 9礬 木^く 聞え て、 

けし.：；.， ある^のから^ -に鳴 

きたる も >  梟 はこれ にやと 

閗ゅ 一 から^ は 枯らび た 物 

凄い 聲。 

〇 心の 水 I 本心の 涛 いこと 

を喩 へた 語。 

〇 俊 婆 塞が 行 ふ 道 をし るべ 

にて— 源氏が 夕顔 の 宿で 隣 

の 行者が 御お 祯 進す る聲を 

K いて^んだ 歌」 下句 「來 

ん も， 《v き 契りれ.. M- ュな」 こ 

れ を^に 來世往 や-を 願 ふ 意 

に 兼ねて 用ゐ た。 


も氣 疎き 物の 氣の。 人 失 ひ し を。 現す 今の 

夢 人の。 跡よ く 弔 ひ 給へ とよ 

ヮキ 『不思議 や さ ては^の 間の。 山の端 出でし^: 

影の。 ほの 兌え そめ し 夕顔の。 末葉の 露の^え 

易き。 もとのお 卜の 世 語 を。 かけて 現し 給へ るか 

シテ 『見 給 へ こ こもお の づ から。 氣 疎き 秋の 好ら 

となり て 

ヮキ 『池 は 水草に 埋もれ て。 古り たる 松の 蔭. 瞎 く 

シテ 『又 鳴き 騷ぐ 鳥の から 身にしみ 波る 折 か 

らを 

もの すご おも  たま 

ヮキ 一一 さも 妆凑く 忍 ひ ひし 

シテ 『心の 水 は 濁り江に。 引かれ て かかる 身と な 

れ ども。 優 婆 塞 が。 行 ふ 道 を しるべに て 

地 『來ん 世 も 深き。 契り 絶えすな 契り 絶えすな 

瞬 舞〕 


漦 いもの であ るに、 閗 いた だけ/て もぞ つ 

とする、 物の 氣に とり 殺された^ S を、 

今 夢の 中. てお 兑 せしょう と现 れて來 まし 

た 私の 3： 向 をよ くして 下さ いませ， 一 

佾- これ は 不忠 fl だ、 すると、 この. W 、山 

の 端から 月影の ほのかに 見え 出した BT 

お話しに なった、 夕顔が はかなく 消えた 

話、 人は遲 かれ：： h かれ 死んで しま ふ 無常 

な 話、 それ を 今 眼の 前にお 見せに ならう 

とする のです か」 

夕 ®, 御覽 なさ いませ、 今 こ、 も 物 後 い 秋 

の 野ら となって …… 」 

僧- お V  、 池 は 水草， て 一 面埤 まつ てし まひ 

古 い 老松の 木蔭 は 暗くて … … 」 

夕顔 「また 嗚き騷 ぐ 鳥 の 璲は 枯らび た 物 婆 

い 音で、 身に 泌み； 彼る 思 ひのしました 折 


佾 「さぞ 物凄く お 思 ひに なった こ と. てせ 

、つ 一 . 

夕 ® 「本心 を 戀の亂 れに恋 はれて、 この や 

うな 身に なった ので-こざ いますが、 源氏 

の 君 は 『優 婆^ の はせられ たの を よ い 

逍案內 として、 來^ - ても^い おりの 絕ぇ 

ないやう に』 と 仰 しゃいました" どうぞ 

この 世に 迷 はない やうに 成怫さ せ て 下 さ 

いませ」 

S 舞 3 

常時の^ を 想 ひ 出して 舞 を 舞 ひ、 佾の闾 向に よつ 

て成佛 した 心铮 で、 


【七】 

〇 々顔の 笑の 眉— 嬉し やと 

言 ふと いひ かけ、 夕 額 の卷 

一 白き 花ぞ おのれ ひとり 笑 

の 眉 開けた る - を 引き、 喜 

びの 意 を 述べ た。 

〇 法 華の 花^も— 法 華餒の 

功 德を喩 へ た。 

〇 變成 男子— 五 障の ある 女 

人 だが 成佛 した こと をい ふ 

投婆達 多 品に 八 歳の 龍 女が 

男子に 變 成し 南方 無坭 世界 

に^あれ たと あるに 據 つた 

脫— 煩惱 迷妄から 離れ 

る こと 

〇 何 を 包まん— 古今 集讀人 

知らず の 歌 一. 嬉し さ を 何に 

包まん 唐衣 袂 ゆたかに 裁て 

とい はまし を 一 を 借りた。 

〇 音 羽 山— 京都 東 山 脔水寺 

の ある 山。 この あたりに 夕 

額 を 葬った。 

〇 東雲— 前の 「東雲の 道 J の 

歌に 據 つた e 

〇 明け ぐれ— 夜明け 方の ま 

だ 薄喑 いの をい ふ。 


〔考 里 0 

諸 流 (觀剛 喜) 


【七 3  そう いま ivi  5 

シーア 『お 儈の 今の。 弔 ひ を 受けて 

地 『お 僧の 今の： 弔 ひ を 受け て (と ヮキへ 合掌 S 數々 嬉 

しゃと (開き) 

シーア 『夕顔の 笑の 眉？ 正面に 直し) 

地 『開く る 法 華の 2 一一 一足 出で) 

シテ 『サ匕 房 も (二足つ め) 

へんじゃう なん し  せが  in だつ ころら 

地 『變成 男子の 願 ひ のま まに ハ 右へ 廻 ^解脱の 衣 

の。 袖ながら 今宵 は ハヮキ へ 進う。 何 を 包まん とい ふ 

f  fei わ t ふね ** つ かぞ かよ  き 

かと 思 へ ば S 中に 出で リ。 音 羽 山。 峯の 松風 通ひ來 

あ  わた  よこ ぐ も  4*ょ  しの * め 

て (上 を 見)。 明け渡る 横雲の、 迷 ひもな し や。 東雲 

の 道より oe へ 行き)。 法に^ づ るぞ と。 明け ぐれの 

空かけ て。 雲の 紛れに。 失せに けり 

と 右 へ 廻リ常 座に て 小廻リ して 開き S 拍子 を跻 む。 


【七】 

夕顔 r ぉ儕樣 の 唯今の 御； g 向 を 受けて、 く 

れ ぐれ も 嬉しう ございます。 ほんと に 喜 

ばし うご ざいます。 法 華經の 御功德 によ 

つて、 望み通りに 男子に 變 成し、 迷妄 を 

離れる ことが 出来ました。 今 はも はや 悟 

り を 開いた 身ながら、 この 嬉し さ を どう 

してい ひ 現し ませう」 


とい ふかと 思 ふと、 音 羽 山の 峯 から 松 

風が 吹いて 来て、 夜 明の 山に 橫雲 がた 

なびいて、 

夕顔 「もう 私 は あの 雲 の やうな 迷 ひも ござ 

いません、 この 朝方から は怫の 道に 人る 

のです」 

といって、 明 方の 薄 喑ぃ. {仝 にか k つて 

ゐろ： 案に 紛れて、 消え失せ てし まつ 

た。 


殆ど 異同が な い。 

古謠本 (光悅 本)  、  

【一〕 ヮキ 「これ は (光 九州) 锼後 の ： •  ：  • 勝れた^ 7 光り) と は 申せ …； リキー^ ぎ 候 程に これ はは や 五條 あた リ にて あ り， け に 候 (光 ナン〕… 

女の 歌 を 吟^ る え (光して 來 り) 候 暫く 相 待ち (光く はしき 事 を も) 尋ねば や …… 


弓 八 M 觀 (寶 恭剛 S 


解 說 

【能 柄】 脇能 複式 夢幻 能 

【人物】 ヮキ 後宇多 院臣 下 (陪 從)、 ヮキ ッレ從 者 (一 一人)、 

前 シ テ 老 翁 (高 良の 神 靈〕、 前 ッレ 狂 言 

山 下の 者、 後シテ 高 良の 神 

【所〕 山城 國 男 山 

〔時〕 後 宇多院 御宇 二月 初 卯 

【作者】 世子 六十 以後 申樂談 儀に 「すぐなる 體は弓 八幡な り、 曲 もな く 

眞 直な る 能な り、 當 御代の 初の ために 書きた ろ 能 なれば 祕事 もな し 」 

と ある。 こ の當 御代が 足 利 義敎， て あると すれば > 永享元 年頃の 作で あ 

る。 從 つて 永享 以前の 能 作 書に 見えて ゐる 〔や はた〕 は 本 曲と は 別な、 

〔放 生 川〕 の 異稱 であらう。 演 能の. K! 記 錄は見 當らな い 。 

【梗 槪】 後 宇多院に 仕へ 奉る 臣下が、 男 山 八幡宮 一 一月 初 卯の 神事に、 陪 

從 として 參詣 すると、 一 人の 老翁が 錦の 袋に 弓 を 入れた の を 持って 

来た ので、 どこから 參詣 した 者 かと 尋ねる と、 翁 は、 自分 は當 社に 年 


 り， 八 I  I   I  I  一一；  ； 《::::  

久しく 仕 へ てゐる 者で、 桑の 弓 を わが 君に 摔 げたいと 思つ て、 御參詣 をお 待ちして ゐ たのです と 答 へ 、 弓矢 を 以て 世な 治める の はお 社の 

, 御祌 力で あると いって、 祌功 皇后の 三韓 征伐、 八幡お の. E 來 など を 語り、 實は 自分 は 八幡の 末社 高 良の 祌で あろと いって^え 失せる。 や 

がて お 山に 音 樂が閗 え I 杲 H が 簾って、 高 良の 神が 影 向せられ、 舞 を 舞って、 御代 を 祝 ひ祌德 をた、 へ^ ふ。 

〔出典】 . 當時行 はれて ゐた御 神事 を 題材と した もので、 典故 とい ふ ベ き ほどの も の はない。 

〔槪評 ：！ 本 他 は 前述の通り 申樂談 儀に 「弓 八幡 は當 御代の 初めの 爲に番 けり」 と あつ て、 その 當 御代 は吉 伍 博士が 十六 部^の.： if: 引に い 

はれた 如く、 普 廣院將 軍 義敎を 指した もので あろと すれば、 * 曲 は 世 阿 彌の足 利 幕府に 對 する 態度 を觀 察すろ のに、 おも 都合の よ い^で 

ある e 然 らば 世 阿彌は 幕府に 對 して どうい ふ 態度 をと つた か。 當時は 皇室 は 式微して 振 はず、 將 軍の； S を 極めた 時代て ある" しかも 彼 

は その 將軍 保護の 下に この 藝術 を發展 させて 來 たので ある。 彼 は どれほどまで 將 軍に 阿諛し、 大勢に： S 從し たか。 八幡 か I は武祌 である。 

弓 は 武器で ある。 〔弓 八幡〕 とい ふ 題名 は、 武を尙 び 武士 を 祝 ふに 適當 した ものである。 ^阿 彌が義 敎の將 ^を 祝って 作ったら しい 感じ 

のす るの は、 たにこれ だけで ある。 この 外に は 一 言 も 將軍を 祝ったら じい 言葉 はない ので ある C- 全篇た^ おの 萬齒を 祝ひ牵 つて ゐ るの 

である" しかも この 君 を 萬 一 將 軍と 誤認させる 危險を 避けて、 ヮキを 「當 今に 仕へ 奉る 臣下」 ともせず、 殊更に 「後 { 于 多の K に 仆へゲ ろ 

臣下」 として、 將軍を これに 擬 へる 餘 地を與 へて ゐな いので ある。 もし こ &に將 軍に 擬へ 得る もの を 求めれば、 ツキ そのもの 後^多の K 

の； i 下で あるが、 これ さへ、 他の 脇能の やうに S5. なる 勅使と しない-て、 殊更 身分の 高くない 陪從 として ゐ ろの-て ある。 將 軍を完 胸な きま 

でに 抑へ つけた ものと いひ？ およう。 更に その内.： 谷に 立ち入って 見る と、 この 祝言 は、 弓矢 を 以て 戰勝を 祝 ふので はなく、 弓 を 袋に 入れて 

武を戢 める ので ある。 彼 は軍國 主義者で なく、 平和論者 なので あろ。 武家 中心 時 代に 於て 平和 を^へ、 將， mss 時代に 於て とりわけて 

皇室 を 尊崇し 率る。 これが 一 能役者の 見識で あり 熱情であった ので ある。  - 

世阿彌 はまた この 曲の 脚色に ついて 「すぐなる 體は弓 八幡な り、 ^もな く眞 直なる 能な り」 といって ゐ るが、 この^に ついては、 總說 

第三 章 (六 二 頁). て 述べた から、 こ、 に は 繰 返さない。 

た^ 繰返して いひた いのは、 世！： 彌の 心事で あり、！ ^識 であり、 熱情. て ある" ^犬なる 藝術家 は 時流 を^く 離れ^、 遙 かに 高い 所に 立 

つ てゐろ ものである こと を、 靜 かに考 へ たいと 思 ふので ある。 


【二 

〇 御代 も榮ゅ く I 古今 集讀 

人知らず の 歌 「今 こそ あれ 

われ も 昔 は 男山榮 ゆく 時 も 

ぁリ こし もの を 一 を 借リ、 

御代 も榮 ゆく、 榮 ゆく 男 山 

といった。 

〇 男 山— 山城 國緩喜 郡、 八 

幡宫鎭 座の 地。 

〇 後宇多の 院 —龜山 天皇の 

御 後 を 承け て、 文 永 十一 年 

( 一 九 三 四) 御卽 位、 弘安十 

年 (一. 九 四 七) 伏 見 天皇に 御 

譲位。 

〇 八帱 ー 男 山 八幡宮、 又 石 

浩水 八幡と もい ふ。 貞觀元 

年 行 敎和尙 が 宇佐 八幡に 參 

籠して 祌吿を 受け、 奏請し 

て 建立した もの e 應祌 天皇 

祌功皇 后 • 玉 依 姬を祀 る。 

〇 郢曲— 催 馬 樂， 朗詠 ，今樣 

等謠ひ 物の 總稱： 

〇 みぎん. みぎ リの 音便" 

時節-" 

0 陪從— 賀茂 • 男 山 等の 祭 

に 行 ふ 東 遊の 管絃方 及び 歌 

人 をい ふ t 

〇 八幡 山— 男 山に 同じ。 

〇 四 つ の 海— 天下の 泰平で 

ある 意 C 宴 曲の 祝言に 「四 

海 波 静かに して、 九州 風 を 

さま リ、 雨つ ちくれ を 犯さ 

ず」 

〇 八洲 —日本の 古名。 

〇 九重の 道— 都の 道。 四つ 


【こ 


次第の 囉子 にて、 ヮキ 陪從、 大臣 烏 帻子， 上 頭 掛* 着附 厚板. 

拾 狩 衣 • 白 大口 • 媵帶 • 扇の 装束、 ヮキグ レ從者 二人、 ヮキ 15 

樣の 装束に て 出で、 舞 辜： に 入り 向 合 ひて、 

^^次第 『御代 も榮 ゆく 男 山、 御代 も榮 ゆく 男 山" 

名高き 神に 參 らん 

地 取 にヮキ は 面に 向き、 

そ も そ  1-1  .7 だ  ！0 ん  つか  たて i つ  しん .,p 

ヮキ 「抑 もこ れは 後宇多の 院に 仕へ. 奉る 臣下な 

り。 さても 頃 は 二 月 初 卯 八幡 の 御 神事な り。 郢 

曲 の みぎん なれば。 陪從 の 參詣 仕れ と の 宣旨を 

ぅ-r む  た V いま や わた や 4*  さん け いっか i つ 

蒙り。 唯今 八幡 山に 參詣 仕り 候 

とい ひて ヮキ ヅレ と 向 合 ひ、 

道行」. 四つの 海。 波靜 かなる § なれ や。 波靜か 

なる 時 なれ や。 八洲の 雲 も を さまり て。 げ に-九 

重の 1 すがら 。往来の 旅 も ゆたかに て。 廻る 日 

影 も 南なる。 八潘 山に も 着きに けり 八幡 山に も 

着きに けり 

ヮキ 「题る 日影 も 南なる」 と 正面に 向きて 先へ 出で、 またも 


【I】 

1^8 段 

は 初め 京羝 で、 ヮキ 後宇多 院 臣下お 從ミ して 

ヮキヅ t 從者を 睫へ て 登場" 

陪從 「わが 大御代 も 憨、、 榮 えまし、 神の 御 

威 德も愈 , 榮 えて 行く 有名な 神樣、 男 山 

八幡へ 參詣 しょう」 

.t 次第 を 謠っ て. a 充の B 的 を迖ぺ 、 

陪從 「自分 は 後宇多 天皇に お 仕 へして ゐる 

臣下です。 さて 今日は 二月 初 卯の 日で * 

男 山 八幡の 御 神事が 行 はれ、 の 催さ 

れる 時-て あるから、 陪從 として 參詣 せよ 

と 仰せつ けられた の-て、 これから 男 山 八 

幡宮 に參詣 する のです」 

VJ 見物人に 自 「し 湖 介 をし、 

gsl 「日本 國中、 海 は 波も靜 かで、 空に は 

雲 もな い、 まこと に 天下 泰平な 御 時節. て、 

殊に 都の 道中 は 往来の 旅人 も豐 かに 樂し 

ん で ゐる、 その 間に 立ち交って、 日の 廼 

つて 行く 南の 方、 八幡 山に 着いた， 一 

-/J いって ゐる 問に、 八 « 山に 苕 いた 想で、 舞 は 

男 山 八 SBgvJ なる 0 


弓 八幡 


弓 八隨 


八洲， 九茧と 數字を 重ねて 

来た e  I 

C 廻る H 影 も 南なる— 男 山 

は 京都の 南に 當 るから、 か 

ういった。 


【二】 


〇 日 も 二月 の— 日も來 ると 

いひ かけた e 


〇 おが 代 は 千代に 八千代に 

さ ざれ 石 の烧 とな り て —和 

^如^^^ 人知らず の 歌 U 

末 句 「苔の むすまで」 の 「ま」 

から 松に 轉 じた。 

〇常 磐 山，！ 山城 國ぉ 野郡雙 

岡の 西。 


と に リて 八幡 山 に^きた る 心。 逍行濟 みて 正面に.. M き、 

ヮ キ 「急ぎ 候 程に。 八幡 山に 着き て 候。 心靜か に祌 

拜を 申さう ずるに て 候 

ヮ キグレ 「尤も 然 る ベ う 候 

とい ひて 脇！： の 方へ 行き、 順次 竝 びて 下に^る。 

一 SS1 錁の蛾 子に て、 シテ 老翁、 面 小牛 尉 • 襟淺 黄， 尉髮 ふ5 附 

小 格子 .茶 桂 水 衣 • 白 大口， 腰 帶* 扇の 装束に て r り を 袋に 入れ 

て 肩に かつぎ、 ッレ 男、 ^面 • 襟 赤* ^附 無地 熨斗：；：： *淺 荧懊 

水 衣. 白大 ：！• 腰 帶. 扇の 装束に て、 ッレを 先に 立てて 橋懸に 

出で、 ッ レーの 松、 シテ 三の 松に て 向 合 ひ、 

レアー 猝 『祌 祭る。 曰 も 一 一月の 今 曰と て や。 のどけ き 

春の。 けしき かな 

二人とも 面 に 向き、 

ッ レ 一一 句 『花の 都の 空 なれ や。 .た レス 向 合 ひ) 『雲 も を さま 

り。 風 も、 なし 

と. 謠 ひて 舞袅に 入リ、 ッレは US 巾、 シテは 常哝に 立ち、 

シ テサシ 『君が代 は 千 化に 八千代に さ ざれ 石の。 巌 

となりて 苔の むす" - レア ^向 合 ひり 『松 の 葉 色 も 常^ 山 〕 


防 從「ぉ を^いだ の-て、 もう 八幡 山に 藩. 

た。 ゆっくりと； »1拜 しませう」 

w いって、 神前に * る 


【二】 


テ" s.2i"3!l、 * 翁 S 姿 を 装- _ 

に ®®u 


い W 


龙翁 「神搽 のお 祭 をす る 日 も >  二月の 今 曰 

だから か、 いかにも 春氣 色の のどかな こ 

とだ」 

® 「空 も 花の 都. たからか、 雲 もな く 風 も 吹 

きません I 


*: 翁 「わが 大御代 は 千年 もお 年 も， 小さな 

石が 大きな 巌 になって、 それに 苔が 生え 

る ま-て も、 いつま-て も/ \ 御榮ぇ 遊ばす 


〇 民 敦 く— K の 人情が 敦厚 

である"" 

〇 關の戶 ざし もさ さ ざ り き 

—太平の 御代で、 交通が 自 

由で ある。 

〇 誓 ひ— 衆生 を 利益し 給 ふ 

祌佛の 誓約。 

〇H! かげろ ふの —H; 影、 か 

げろ ふとい ひかけ た T かげ 

ろ ふの」 は 石 の 枕詞。 

〇 石 涛水絕 えぬ 流れ 2— 續 

拾 遣集龜 山灭皇 の 御製 「石 

浩水絕 えぬ 流れ は 身に 受け 

つ わが 世の 末 を祌に まかせ 

ん」 を 引 いた。 

〇 生ける を 放つ— 每年 八月 

十五 日 山の 麓の 小川に 魚 を 

放つ 神事 C 放 生會 CC 放 生 川〕 

參照. し 

o 步みを 運ぶ I 參詣 する。 

〇 鳩の 嶺.— 男 山の 異名。 鴆 

は 八幡 大 菩薩の 使者で、 こ 

の 山に 多く 放ち 飼 ひに して 

ある ことから 出た 名。 

0 久方の 月の 桂の 男 山— 御 

代 は 久しと いひ かけて、 績 

古今 集 卜 部 兼 直の 歌 を 引 い 

た C この 下句 「さやけ き 影 

は 所から かも」 月の 異名 を 

桂男と いふので、 上. 二 句 を 

男 山に 冠した ので ある。 

◎ 君 萬 歳— 申 樂談 儀に は 

「百 わう 萬 歳 .1 と ある。 

【三】 


綠の空 もの どかに て。 君 安全に 民 敦く關 の戶ざ 

しも ささ ざり き。 もとよりも 君 を 守り の祌國 に。 

わきて 誓 ひも 澄める 夜の。 月 かげろ ふの 石淸 水。 

た  なが  い  はな  Hi い ひ 

絕 えぬ 流れの 末まで も。 生ける を 放つ。 大悲の 

光。 げ にあり がた き。 時世 かな 

かふ  きふ  ふち  あゆ  はこ  ゃ奏 i 

ュ下歌 『神と 君との 道す ぐに 歩み を、 運ぶ こ の 山 

の ： 上 欲 『松 高き。 枝 も 連なる 鳩の 嶺。 枝 も述な る 

鳩の 嶺。 曇らぬ 御代 は 久方の： 月の 桂の 1 男 山げ 

かゆ  き  きふ » ん ザい  いの  か& 

にも さやけ き 影に 來て。 君 萬 歳と 祈るな る。 神 

に 歩み を、 運ぶな り 神に 歩み を 運ぶな り 

「神に 步み を」 と謠 ひながら" シテ • ッレ入 替リ、 シテ は眞中 


【三】 


に、 ッレは 脇 正面に 立つ。 ヮキ 立ちて シテに 向 ひ. 


ヮキ 「今日は 當 社の 御 神事と て。 參詣の 人々 多き 

中に。 これなる ぎ 錦の 袋に 入れて 持ちた る は 弓 

と 見えたり。 そ も いづく より 參詣 の人ぞ 

た-つ しゃ  とし ひさ  つか  ま-つ  きふ みん せん 

シテ 「こ れ は當 社に 年久しく 仕へ 申し。 君 安全と 


の だ。 それで、 松葉の 色まで がいつ も靑 

靑 として、 同じ 綠色 をした 大空 もの どか 

で、 わが 大君 は 御安穩 で、 民の 人情 は敦 

く、 天下 泰平， て 交通 も.： m 由、 關 所の 戶も 

締めない 有樣 だ。 もとく わが 國 は祌々 

が 大君 を 御 守護 遊ばす 阈柄 だが、 殊に こ 

の 石淸水 八幡 は、 澄みき つた 夜の 月の や 

うな. 御利益の あらた かな 祌樣 で、 末世 

澆季の 今日で も、 生類 を憐ん で、 魚 を 川 

へお 放しになる、 にお 慈悲 if い 御祌德 

だ。 ほんと にあり がたい 大御代 だ。 

かう して、 祌樣と 大君との 御 惠みを 仰い 

で、 我々 が參詣 する この 八幡 山 は、 上に 

は 松が 高く 枝も繁 つ て錄 え、 曇りの ない 

大御代の 幾 久しい 御榮 ぇを壽 ぎ、 實に神 

神し い 趣 を 具へ てゐる こと だ" 我々 は大 

君の 萬歲 をお 祈りして、 かう した 尊い 神 

樣 へ參詣 する の だ」 

-/J 神徳 を證 へ、 御代 を 祝 ひながら 紳 前に ，近づ く。 

從 はこれ を 見て、 

【三】 

S5 從 「今日は このお 社のお 祭 だから、 參 詣 

の 人が 多勢 あるが、 その 中. て、 この 老人 

が 錦の 袋に 入れて 持って ゐ るの は、 弓の 

やう. にこ。 いって * 翁に. M ひ) 一 體 そな 

たは どこから 參詣 した 人 だ」 

老翁 「私 はこのお 社に 永年お 仕へ して、 大 


〇 題；！：：. I 名 1H。 名稱。 

〇^ せよ— こ 、 で は 俾献せ 

よとの 意。 

〇 託宣— 神の 吿。 


〇 千 早ぶ る— 神 s 枕詞。 

〇 桑の 弓 蓬の 矢— 鱧 記 内 則 

«| に 「生 = 男子 T 設 || 弧 於 門 

左 - 以ニ桑 弧 蓬 矢 六 T 射ニ灭 

地 w 方 こ爲梁 家集に 「桑の 

弓 蓬 の やしま 治まれる 世に 

さ へ 沈む わが 身 かなし も 一 


〇 しるし— 瑞 


ぎり 申す 者な り。 又 これに 持ちた る は 桑の 弓な 

り。 身の 及びな けれ ば 未だ 奏聞 申さず。 唯今 御 

參詣を 待ち 得 申し。 君へ 捧げき に て 候 

ヮキ 「ありがたし ありがたし。 ま づまづ めで たき 

題！：：： なり。 さて そ の 弓 を 奏せよ と はつ 私に 思 ひ 

寄りけ るか。 もし 又當 社の 御 託宣 か。 『わきて 謂 

れを 申す ベ し 

シテ 「こ れ は 御言 葉と もお ぼえぬ もの かな。 今日 

御 參詣を 待ち 得 申し。 桑の 弓 を 捧げ 申す こ と。 

卽ち これ こそ W 盧 なれ 

ッ レ へその 上 ig けば 千 门 十ぶ る 

かふ  み よ  く は  ゆ A よもぎ  や  よ  * でさ 

ひァ 『神の 御代に は 桑の 弓。 蓬の 矢に て 世 を 治め 

しも。 直なる 御代の ためし なれ〕 よ くよ く 奏し 

き へ とよ 

ヮキ 『げ に げ にこれ は 泰平の。 御代の しるし は^ 


0 の 御 安； * を お祈りして ゐろ もの . てす。 

それから、 こ、 に 持って ゐ るの は > 桑の 

,p. てす。 眩しい； JT 分の 者です から、 まだ 

献上 致す  一 J とが 出来-す、 唯今 御 琴お に な 

るの をお 待ちして、 大 おへ 捽 げたいと 思 

つて ゐる 者な のです」 

as 「それ はありが たい。 まづ 何より 桑の 

:. つと はめで たい 名前 だ。 ところで、 その 

「- ノゲ -it 献し て くれと いふの は、.：；： 分 一個 

で考 へつ いた ことなの か、 それとも、 こ 

のお 社の 神のお 齿 なのか。 よく，！ i れを話 

して 聞かせい」 

龙翁 「これ はま あ 何とい ふ 御 理解の ない お 

言 紫で せう。 今 曰 御耷^ になる の をお 待 

ちして、 桑の 弓 を 献上 致す の は、 いふ ま 

でもない 祌の思 召です」 

mj 「その h、 話 二 ナ f  」 

龙翁 「 昔 神代 に は、 桑の 「り • 蓬の 矢 を 以て 

世の中 をお 治め 游ぱ した もの. て、 000 

の 正しい 大御代の め. てたい 例證な の で 

す。 どうぞ この |i れ を よくお^ し て 下 さ 

j 


「は 人 卜お ャ。 ん^ に 


〇 弓箭 を つ つ み— 詩 經周頌 

に 「明昭 有 周、 式 序 レ在レ 位、 

載戢 =1 干戈 1 載橐 II 弓矢： i 


〇 名に も 扶桑の— 名に も ふ 

さはし とい ひかけ た。 扶桑 

は 日本の 異名。 王充 の論銜 

に 「日 且 出-扶桑 一 慕 入-一 細 

柳 T 扶桑 東方 之 地、 細 柳 西 

方 之 地」 

〇 取る や 蓬の— 弓 取る、 取 

る や 世、 蓬の 矢、 八幡 山と 

順次い ひかけ て 行った ので 

ある— 

0 誓 ひ の 海 —利益の 深く. M 

い こと を 海に 瑜 へた。 

〇 君 は 船 —荀子 王制^に 

「君 者 舟 也、 庶人者 水 也」 水 

を瑞穗 にい ひかけ た。 瑞穗 

はわが 國の 異名。 

〇 あらたなる 1 あらた かな 


れ たり 一まづ その 弓 を 取り出 だ し。 『神前に て拜 

み 申さば や 

シーア 「い や いや 弓 を 取り出 だして は" 体 の 御用の 

あるべ きそ 

むかし.. P ろ こし し う  よ  払-さ  くに 

ッレ 『昔 唐土 周の 代 を。 治めし 國の ためしに は 

.?っ せん  かん -.、 わ  ^さ  ためし もつ 

シ テ 「弓箭 を つ つ み 干戈 を戢め し 例 を 以て 

ッレ 『弓 を 袋に 入れ 

シテ 『劎を 箱に 納 むる こそ 

ッレ 『泰平の 御代の しるし なれ 

r レ 『それ は 雕 の 代 こ れは 本朝。 名に も 扶桑の 國 

を 弓けば 

くよ s ふ .C  よもぎ や わ ii や ** 

地上 歌 『桑の 弓。 取る や 蓬の 八幡 山。 取る や 蓬の 八 

ちか  ぅ&  ゆた  き &  -1 ね しん A づ お 

幡山。 誓 ひ の 海も豐 かに て。 君 は 船。 臣 は瑞穗 の 

國々 も殘 りなく 靡く 草木の； 惠みも 色 も あらた 

なる 御 神託 そめで たき、 神託 ぞ めでた かりけ る 


のめで たい 例證 となろ もの だ。 まづ その 

弓 を 袋から 取り出して、 神前. て拜 みませ 

う」 

宠翁 「いえ /^、弓 を 袋から 取り出して は、 

何の 御用に も 立ちません」 

男 「昔、 支那. て 周の 代に 國を 治めました 時 

も  .」 

翁 「戰爭 がない ので、 弓矢 を 袋に 包み、 

矛 を かたづけました やうな わけで、 その 

n  一 

男 「弓 を 袋に 入れ ；… 」 

茏翁 「劎を 箱に 納めろ のが ：•：• 」 

男 「泰平の 御代の 瑞 相です」 

^翁 「例に 擧 げたの は 周の 代の こ とです 

が、 こ \ はわが 國、 名 も 桑に 緣の ある 扶 

桑國 で、 桑の 弓 や 蓬の 矢 を 持って 世 をお 

治めに なった 八幡宮 の 御利益 は 海の 如く 

廣ぃ豐 かなもので、 これ を 持てば、 君 は 

船、 臣は 水の 如く、 上下 一 致して、 日本 

國中殘 りな く  IIS の 風に 糜 くが 如くに 悅 

服し、 その 草木まで がお 惠 みに 浴す ろと 

いふ、 あらた かな 神のお を 賜 はった の 

は、 ほんと にめ. てたい 次笫. てす」 


'J 

/\ 
ft 


ノに 


寺 に 小 〇 の はき^ 顯 紫 代 統 〇 を 〇 別 崩 八 〇 今 〇 伐 仲 〇 便 〇  ^ 
。あ 倉述國 垂 よ W れ のに 記欽 天雲 。御 六 應のョ 遊 哀祌 。い  " 

つ 山朵宇 跡 ば の給國 始 卷叨上 上 八 、 一 祌 朝 m ば 乂 功 つ 

たの 寺 佐の^! 八ふ菱 めニ灭 にの 幡齊 年天鲊 | し:^ 

後 >a  | の狨 I1 幡 。 形 て に _《i  m  n お n 御 な 。 新 た の 

冷 二 璺 お な ^ 丸 我 の 神 つのへ 卿 の n 降 | 雜 c 

^町 前に リミな は 池 と 欽 御 て | 御 十 誕 御 ふ fTi 

犬 許 國弒 H 人と 顯 叨 'j- い 公 本。、 母 ^ で 
皇 リ 宇 リ後， リ ^ いれ 灭 | つ 卿 體 御 九 神 v 朝 
の 火 佐 給 に る、 と 十 ふ て -な 祌 た。。 名 七 功 高 &  第 

勅 尾 郡 ひ w 八 穴 六 所 、の': し, な^  ^0：^  m を 

m 山 、-前 幡 ひ 代 に 筑 御正 °  >!'   in  ¥  m  °  ui 


【四】 


シ テ 「取る や^の 八幡 山」 と， り を 下して 兩 手に 持ち， ヮキに 

渡す。 ヮキ 下に ^リ、 シテ 立ちて 常 座へ 行く。 ッレ は^^ 

前 に； 1: きて-下に； 1W る。 


ヮキ 「桑の 弓 蓬の 矢に て 世 を 治めし 謂れな ほな 

ほ 屮し候 へ 

シ テ お 〈屮 に 出で て 下に！ W リ、 

地ク "『抑 も 「ラ 箭を以 て 世 を 治めし 始めと いつ ば。 

人皇 の 御代 始まり て も。 卽ち當 社 の 御 神 力なり 

シ テサシ 『然るに 祌功 皇后。 三韓 を 鎭め給 ひしょり 

地 『同じ く應祌 天皇 の 御聖 遝。 御 在位 も 久し W お 

たみ  to た  ？  6 めしたい i  た  & つき 

み 民 も。 豐 かに 治まる 天が下。 今に 絶えせ ぬ。^ I 

とか や 

(居 クセ) 

か， f  - つんし や...' ； 6 つ けい  レ i-  is ん &ん  いた  たの 

地ク セ 『上 雲上の 月 卿より。 下^ 民に 至 るまで 樂 

しみの 聲^ きもせ ず。 然り と は屮 せど も。 君 を 

まも  おん めぐ  なほ  ふか  ゆ ゑ  きん めい てん のつ ，よ 

守りの 御 惠み猶 も 深き 故により。 欽明 天皇の 御 

お  ぶ ザん  くに う ゥ  こ ほ， リ れん だい じ  ふ も. *| 

宇 かと よ。 豐 前の 國。 宇佐の 郡。 蓮臺 寺の 麓に。 


【B】 

£ 從 「桑の 弓 • 迷の 矢 て 天下 を 治めた 謂れ 

を、 もっと 委しく 話して くれ」 


S. 1 體、 弓矢に よって 天下 を 治めた 始 

めと いへば、 人 代 以後の ことで、 このお 

社の 祌. の 御 力になる ことなの です。 

卽ち、 祌功， M 后が 三韓 を 御 平定 遊ばし、 

績 い て應祌 天^ の 御 盛んな 御 時代と な 

り、 その 御 在位の 御 年数 も 久しく、  ^は 

富み 民も榮 え、 天下 泰平に うち 治まって、 

それ以来 今 Ml に 到る まで、 剡 K の絕 える 

時 はない のであります。 


かう して、 上 は 禁中に お 仕へ して ゐる公 

卿より、 下 は 一 般 人民に 至る まで、 樂し 

みの^ は盡 きないの です。 しかし >  この 

神が 大^ を 御 守雜 遊ばす 御 患み は大！ ^お 

深いので、 欽明天 の 御代に、 ^前 M 卞 

佐 郡 蓮？ f 寺の 麓に 八幡お と し て お ^れ 

になり、 更に 又、 幾 tffli にもた なびいた 雲 


ば |「 い へば」 の 促音 

后— 八峤 祭神の 一 


〇 八重 旗 雲— 幾重に もた な 

びく 雲。 八幡の 名に 因んで 

いった" 

〇 しるべ I 案内。 

〇 洛陽— 京都。 

〇 靈 社と 現じ I 祌皇 正統 記 

に 「涛和 9 御 時 大安 寺の 僧 

行敎 宇佐に 詣 でたり しに 靈 

吿ぁリ て、 今の 男 山 石淸水 

に S ります 一 

〇 四 王 寺— 筑前 國筑紫 郡、 

太宰府の 西北" 今の 四 王 寺 

村 G 

〇 七 筒 日の 御 祌拜— 八幡 愚 

童訓に はこ の 事 を 記して， Q 

るが、 謠曲 以後の も の で、 

古記 錄には 見 當らな い。 或 

は仲哀 天皇 崩御 S 香 椎の宫 

で 皇后が 七日 七夜 神に 謝し 

て 神勅 を 受け 給うた 事 を 指 

〇 久方の— 天の 枕詞。 今 は 

久しと いひ かけた。 

〇 天の岩戸の— 天照大神が 

天の岩戸に 隱れ 給うた 時、 

天鈿女 命が 奏された 神樂。 

〇稱 葉 I 祌樂 歌の 曲名。 靑 

の緣 語。 

〇 靑和幣 C 和 IE1 幣帛。 靑 

は 麻、 白 は穀の 皮で 作る。 

岩戸の 前で 眞 榊の 下 枝に こ 

れを かけた と 記紀に 見 ゆ。 

〇 とり ど リ— 樣々。 幣を. 取 

リと いひ かけた e 


八幡宮と 現れ。 八重 旗 雲 を しるべに て。 洛 陽の。 

ふな ふ  や ** たか  み よ  ** も  いは し ふづ 

南の 山 高み。 曇らぬ 御代 を 守ら ん と て。 石淸水 

いさぎよ き。 靈 社と 現じ 給 へ り。 されば 神功皇 

后 も。 異ぼ返 治の 御爲 に。 九州 四 王 寺 の 峯 に 於 

.だ にち  I： じん はい ためし  いま  ひさ か |i  み A*  いは と 

て七箇 日の 御 神拜。 例 も 今 は 久方の。 天 の 岩戶 

の 神 遊び。 群 れゐて 扉 ふや 榊 葉の。 靑和幣 白 和 

幣 とりどり なりし 神靈を 

シテ 『移す や 神代の 跡す ぐに 

い t  ふち  あ ** ね  ひも ろぎ 

地 『今 も逍 ある まつ り ごと。 普し ゃ神籬 の。 を か 

たまの 木の 枝に 。黄金の 鈴 を 結びつけて 千 早ぶ 

かふ あぞ  しち にち， しち や  ご じん い As 二. こ  てん  た- A じ3 

る 神 遊び。 七日 七夜の 御神拜 誠に 天 も 納受し。 

地 神 も 感應の 海山。 治まる 御代に 立ち か へ り。 

國土を 守り § ふなる。 八幡 三 所の 神託 ぞ めでた 

かりけ る 

【五】  ち  n  -. 

地 。 ン ギ 『げ に や 誓 ひも 影 高き。 げ に や 誓 ひも 影 高 


を 道案內 として、 京都の 南の 山の 高い 所 

で、 曇りの ない 大御代 をお 守護 遊ばさう 

と、 名 も淸ら かな 石淸 水の 霜 社と してお 

現れに なった のです。 

甞て、 祌功 皇后 も外國 征伐の 御爲 に、 九 

州の 四 王 寺の 峯ゼ、 七日 間 祌を御 拜禮に 

なった 例 も ある ことと て、 今 は 遠い昔、 

天の 岩户の 前で >  神々 がお 集まりに なつ 

て、 榊 葉に 靑和幣 や 白和幣 をつ けて、 神 

樂歌 をお 謠ひ になった、 その 神代の 例に 

做って、 色々 のお 祭 をして、 神 靈をこ \ 

にお 遷し 申し上げ、 それ以来、 今日、 御 

惠 みの 屈かぬ 隈 もない、 正しい 御 政道が 

行 はれて ゐる 今日まで、 引續 いて、 御祌 

域の 榊の 枝に 黄金の 鈴 を 結びつけ、 これ 

を 振って、 昔の 祌樂に 做って、 七 B 七夜 

のお 祭 を 行 はれる ので、 これ を御覽 にな 

つて は、 天の 祌樣も 御 嘉納 遊ばされ、 地 

の 神樣も 十分 に 御 應報下 さる ことと 思 は 

れ ます。 かくして、 世 は 泰平と なり、 < 

幡 三柱の神 樣が國 土 を 御 守護 下 さ る の 

は、 誠にめ でたい ことです」 


ID 八幡 


【五】 

陪從 「資に 御利益の 大きな、 

三 ニニ 九 


の 二 月 のお 


〇 移す や— 祌 裟を遷 すと 神 

遊び をう つし 眞似 ると。 

〇 祌籬— 祌 ^ era 園に 梳ゑ 

る 常 磐 木。 

〇 を かたま 3 木— 廣 心樹。 

古來 榊の 1 名と して 用ゐら 

れた e 

〇 千 早ぶ る I 鈴 を 振る と い 

ひかけ た e 

〇 八幡 三 所— 前に 揭 げた 八 

幡宫镇 座の 三祌。 

【五】 

〇 松風の— 御^ を 待つ と い 

ひかけ た。 

〇 瑞籬の 久しき— 願 ひも 滿 

つと いひ かけて、 侪勢 物語 

の 歌 「む つましと；^ は 知ら 

ず ゃ瑞籬 の 久しき 世よ リ い 

は ひそめて き」 を 引いた。 

「瑞籬 の」 は 久しき の 枕詞。 

〇*j ける を 放つ— こ の 年 ま 

で 生く を 放 生 川に、 川 を 高 

良に いひ かけた。 

〇 お. .R の 神一男 山 八峤の 小： 小 

社。 武内 宿禰を TO る。 

〇 八幡 大菩薩 —祌^ ^統記 

に 「八幡と 申す 御名 は 御託 

宣に、 得 レ道來 不動 法 性、 樂 一一 

ベ 正道 1 垂ー 一 權跡 T 皆 得 =1 解 二 

脫苦衆 や： T 故號， X 幡大菩 

薩 こと ある。 

【間】 


き。 この 二月の 神 祭。 かかる 神慮 ぞ ありがたき 

シテ 『ありがたき。 千代の 御聲を 松風の。 更け 行く 

刀の 夜^ 樂を。 奏して 君 を 祈らん 

地 『祈る 願 ひも 瑞籬 の。^ しき 代より 仕へ てき 

シテ 『われ は眞は 代々 を經て 

ノ毳 4  とし 

地 『今 こ の 年になる まで も 

シテ 『生ける を 放つ 

かわら  しん  & よ  ** も 

地 『高 良の 神と はわれな るが。 こ の 御代 を 守らん 

と。 唯今 こ こ に來り た り (と シ テ 立ち)。 八幡 大 菩薩 

の 御 神託 ぞ疑 ふなと てかき^す やうに， 失せに 

けり かき 消す やうに 失せに けり 

「八幡 大 菩薩の 御 神託」 と 常 座へ 行きて ヮキへ 開き、 K して 

正面に 開き 屮入。 ッレも 綾いて 森に 入る。 

ヮキ 「いかに 誰か ある 

ヮ キグレ (ヮキ の 前 へ 出で 辭 儀して) 「御前に 候 

ヮ キ 「山 下の 者 を 呼びて 來り候 へ 

ヮ キグレ 「畏 つて 候。 (名 乘 座へ 出で〕 m 下 s 人の 渡り 唉か 


祭の 行. はれる について、 この やうな 祌の 

思 召が あると は、 K にあり がた い こと だ」 

*5 翁 「ありがたい 千代の 御 榮ぇを 仰ぐ やう 

に、 この 夜更け 月下に 神樂を 奏して、 大 

君のお 爲に お祈りし ませ、 つ。 かう お祈り 

すれば、 願 ひ は 必ず 成就す るに 違 ひない 

ので、 ほ 分 は. おは^い 昔から お 仕 へ して 

來て、 時代の 過ぎた >  今 この 年になる ま 

でも 生き 永ら へ て ゐる高 良の 祌 である 

が、 今の 大御代 を 守ら、 つと 思って、 今 こ 

こへ 來 たので ある。 これ は 八幡 大^ 蕨の 

ぉ吿 である ぞゝ 疑つ て はならない ぞ」 

といつ て、 かき 消す やうに 消え失せた。 


狂言 山 下の 者、 着附 鎬 熨斗 狂言 上下 • 腰 帶 .一!？ の 装束に て 橋懸ー の 松に 立ち、 

狂言つ. E 下の 者と 御 尋ね ある。 罷り出で て 承らば やと 存 する。 (ヮ キヅ レ に 向 ひ) 山 下の 者と 御 尋ね は。 

、，. ^やうな る 御 ffl にて 候- ぞ 

ヮキヅ レ 「ちと 物 を 尋ねた き 由 仰せ 候。 近う 來 つて 給 はり 候へ 

狂言 「畏 つて 唉 C. 舞 辜： に 人 リ眞中 にて 下に 居る) 

ヮキヅ レ (ヮキ の 前にて) 「山 下の 者 を 召して 參 りて 候 (と いひても との. ^に箭 く) 

狂言 「山 下の 者 御前に 候 

ヮキ 「これ は 後宇多の 院に 仕へ 奉る 臣下なる が。 御祌 事に つき 參詣 申して 候。 當 社の 御 謂れ 初 卯の 御 

神事の 子細。 語って 聞かされ 候へ 

狂言 「これ は 思 ひも 寄らぬ 事 を 承り 候 もの かな。 我等 もこの 邊に 住居 仕り 候へ ども。 さやう の 事 委し 

く は 存ぜす 候が。 何とも 存ぜ ぬと 申す もい か V にて 候へば。 凡そ 承り 及びた る 通り 御物 語". e- さう 

する にて 候 

ヮキ 「やがて 語られ 候へ  - 

狂言 「まづ この 八幡 山に 於て。 一 年の 內に御 神事の 數 七十 餘 度に 及びた る 御 神拜を 執り行 ひ. m- し候中 

にも。 今月 今日の 御 神事 を 初 卯の 御 神事と 申して。 とりわけ 子細 めでたき 御祌， 拜 にて 御座 候。 その 

子細 は。 祌功 皇后 三韓 を 從へ給 はんとて。 九州 長 門の 沖に 壇 を かざり。 を かたまの 木の 枝に 黄金の 

五十の 鈴 を 結びつけ。 七日 七夜 御神拜 ありた ると 申す。 七日の 御神拜 のうちに。 明 皇天 子 8 天干兩 

子 天降り。 皇后 を 守護し 給 ふ。 これ 卽ち詉 訪住吉 の 御 神と 中し 候。 さて は異國 退治の 事 疑 ひなし と 

て。 宇佐の 宫 にて 御船 を 四十 八艘 造らせ 給 ひ。 三百 七十 餘の神 達 異國へ 向 ひ 給 ふ。 又 異國の 夷 も： A 

十九 萬 餘十萬 八 千 艘の船 を 催し。 わが 朝へ 向 ひ 候へ ども。 皇后 桑の 弓 蓬の 矢 を 持って 易々 と 平らけ 


o 八 蟠 


き 挑 を ral 流. Is 事本紀 

に 「祌功 ザ皇 二 年 十 111 戊 

^^^^ 至レ. H  ニ新雜 1 辛 

亥譽 誕ー^ 於 築 石 T 是 

時 于レ 天 有レ 物 I！ ニ飜 於 虚 

空 一 下、 百， お 仰； DT 

出^ レ 之、 须贝而 降下、 c 

幡 £ 流赤幡 I： 流、 卽時 皇子 

誕生、 故字 云 二 八幡 尊 T 臂 

白お 二 鈉之形 T 故 名 云 一 一 譽 E 

尊 T 皇 子 生後 幡乃返 レ灭、 其 

幡是 高麗 錦 也」 と ある 傳說 

の 棘 化した もの。 


◎ 愈 、、信心 を 致し— 高 安 流 

に は 「餘リ 奇特なる 事に て 

候 間。 都に 歸リ ありがたき 

祌拜 を.^ i™ 申さう ずる に て 

候 - と ある。 


【穴】 


袷 ひ。 その後 箱 崎の 浦に て 皇子 御誕 牛； あり。 今に めでたき 御代に て 候。 又 大^; ^と顯 れ^ ふ 御^に、 - 

豐 前の 國 宇佐の 郡蓮臺 寺の 麓に。 八幡せ " と顯れ 王城 近く 御 銅 座 あり。 君 安全に 守らん とて。 赤き 旗 

を 四 流 白き 旗 を 四 流。 この 八つの 御 旗 を 都の 方へ 投け給 ひ。 こ s 旗の 落ちと まりた る 所 を 御 si 座に 

なさるべき との 御 事 なれば。 こ W 旗 雪と なり 天に 上り。 忝くも 王城の^ 木 山^ 山の^に 落ち 招 ま." 

て 候。 さて はこの 山に 御鎭座 たるべし とて。 この 所へ 御影 向の 時が 卯の 年の 卯の K の 卯の 3 の 卯の 

刻に。 この 山へ 移らせ 給 ふに より。 初 卯 S 御 神事と 中して。 子細 めでたき 御神拜 にて 候。 まづ 我等 

の 承りた る はかくの 如くに て 御座 候が。 何と 忍し 召し 御 尋ねな され 候 i て。 近- 0 不審に^ じ 候 

ヮキ 「懇に 語られ 候 もの かな。 方々 以前に 老人と 若き 男の。 錦の 袋に 弓 を 入れ 持ちて 來られ 候 程に。 

いかなる 事、； てと 尋ねて 候へば。 刖ち 君に 捧け& され。 桑の 弓 を 以て 天下 を 治めし 謂れ 懇に？ io。 高 

良の 祌 はわれな りと いひ も あ へ す。 かき 消す やうに 姿 を 見失うて 候よ 

狂言 「これ は 奇特なる 事 を 仰せ 候 もの かな。 常 社に 於て 高 良の 神と .S す は。 第一 の 末社に て 候 。唯今 

の 御參詣 を 嬉しく 思し 召され。 桑の 弓 を 袋に 人れ。 捧け 御. E- しあ o たると^ じ 候 問。 急ぎ 御 上洛 あ 

りて。 その. E 奏聞 あれ かしと^: じ 候 

ヮ キ 「愈 -、 信心 を 致し 重ねて 奇特 を 見。 その後 都へ 上らう する にて 候 

狂言 「御 川の 事 も 候 はば 重ねて 仰せ 候へ 

ヮキ 「賴み 候べ し 

狂言 「畏 つて 險 

とい ひて 狂言 は 引く。 


【六】 


キ^ 


^歌 (待き 『都に 歸り 神勅 を。 都に 歸り 神勑を 


〇 異香— めづ、 りし いよい 香 


【七】 


〇 入の 國ょリ わが 國— 義經 

記に 「八幡 大 菩薩の 御 誓 ひ 

にも、 人の 國ょリ わが 國、 

他人よりも わが 人 を こそ 守 

、りんと こ そ 承リ候 へ 」 東大 

寺 八幡 驗記 • 祌祇 正宗に も 

天平 勝寶七 年の 託宜 として 

IS 樣の事 を 記す。 

0 眞如實 相の 槻弓— 眞如は 

諸 法の 赏 體 .K 性」 これ を 

に喩 へ ゝ を槻に いひ かけ 

た." 

〇 八 百 萬 代— 弓の 矢と いひ 

かけた G 

0 二月の 初 卯の 祌樂 面白 や 

謠へ ゃ謠へ 日影 さすまで— 

蓬鹽 草に 「これ は 八幡 大菩 

薩の御 歌た リ」 として 載す C 


【八】 


こ そ-つ  あ  や i  Jf3J" ,カく  きこ 

悉く 奏し 上ぐべし と。 い へばお 山 も 音樂の 。聞 

えて 異！ 一!I 薰ず なり。 げ にあら たなる、 奇特 かな 

げ にあら たなる 奇特 かな 

【七】 

出端の 蛾 子に て、 後 ジテ高 良 神、 面邯！ |男* 黑垂 • 透 冠 • 色 鉢 

卷* 襟 白 • 着附段 厚板 • 袷 狩 衣， 白 大口 • 腰 帶. 扇の 装束に て 橋 

懸ー の 松に 出で、 

後 ビア 『もと よ り も 人の 國 より わが 國。 他の &ょ 

ひと  ちか  -ri!  あき  しん によ じつ さ-つ 

り も わが 人と。 誓 ひの 末 も 明ら け き。 眞如實 相 

の槻 弓の。 八 百 萬 代に 至る まで。 動かず 絕 えず 

きふ まも  かわ ら  かみ  こと 

君 守る。 高 良の 神と はわが 事な り 

き-でら ぎ  はつう  かぐら おも しろ 

地 三月の。 初 卯の 神樂 面白 や C と 舞 に 人リ〕 

シテ 『謠 へや 謠へ" 日影 さすまで 

地 『袖 の 白木 綿 返す 返 す も。 千^の^々。 ふと 

力 や 

〔神 舞〕 

【八】 

地。 ンギ 『げ にや 末世と いひながら。 げ にや 末^ 1 と 


しょう。 ： ： とい ふうちに、 お 山に 1HE 樂 

が 聞え て、 妙なる 香が 薰 つてく る。 寶に 

あらた かな 奇瑞 だ」 

【七】 

径ジテ 高. はの 神 登場. - 

神 「もと/ \ 『外國 より はわが 國、 外國の 

人より はわが 國の人 を 守る』 と 誓約した 

こと は、 いつまでも 明らかに 變り のない 

ことで、 八 百 萬 代の 後に 至る まで、 動き 

なく 絶え間なく、 大君 をお 守りす る 高 良 

の 神と いふの は、 自分 の >  J と-て あ る。 

二月 初 卯の 神 樂は實 に 面白い、 さあ 謠へ 

謠 へ 、 夜が 明け て 日 の さすまで も。 —— 


白木 綿の 袖を飜 して、 繰り返しく 千代 

八千代 をお 祝 ひする 歌を讅 ふの だ」 

〔神 舞〕 

神が 興に 乘 じて 舞 ひ 給 ふ 想。 

【八】 

陪從 「末世 澆 李-て あるのに、 神の 御成 光 は 


〇 しるしの 筘 I 祌 雹の 筘。 

筘の 開く に いひ かけて、 叨 

らか の 序と した G 


〇 始 吹く— 鳩の 鳴く。 それ 

を 風の 吹く に いひ かけた。 

〇 示 现大菩 S— 祌 として 現 

れた大 菩薩。 示現 は佛 菩薩 

が 機 緣に應 じて 種々 の 形で 

現れる こと。 


い ひながら。 祌の 威光 はい やましに。 かく あら 

たなる 御影 向。 拜むぞ 貴 かりけ る 

シテ 次の 謠に 合せて 舞 ふ。 

き &  まも  おん めぐ  さ だ  うへ 

シテ 『君 を 守りの 御惠 み。 もとより 定め ある 上に 

こと  きふ  しん と く てん が  ふつ  ** も 

殊に こ の 君の 神德 天下 一 統と 守るな り 

地 つげ にげに 神代 今の 代の ししる しの 箱の 明らか 

に 

さんじ やう  みャ ！0 

シテ 『こ の 山上に 宮居せ し 

地 『神の 昔 は 

シテ 『久方の 

地 『月 の 桂の 男 山。 さやけ き^は 所から。 ^mM^ 

類鸩吹 く 松の 風まで も。 皆 神體と 現れ。 げに頼 

^ふご ころ じ げか だい ぼ さつ はち まん  しん たく  ^た 

もしき 神 心 示現 大 菩薩 八幡の 神託 ぞ豐 かなり 

ける 神託 ぞ患 ！s かなりけ る 

と 舞 ひ 納めて 常 斑に て^ 扣 子を跻 む。 


慾、、 枬 して 來て、 この やうな-あら たかな 

神の 御影 向を拜 する のに、 ^に货 いこと 

だ」 


紳 「祌が 大君 をお 守りに なろ 御惠 みは、 勿 

論いつ と て も變 りが な い の -てぁ るが 、 殊 

に 今の 大 おの 御 聖德を 崇めて、 天ド 一 統 

の 安穏 を お守りす るので あろ」 

陪從 「まことに 祌の代 も 今の^ も、 御神^ 

が 明らかに おはして …… 」 

神 「この 山上に 鎭 座した の は、^ い 昔 であ 

るが、 それ以来 久しく、 祌德は 明らかで、 

こ k は 場所 がら、 畜類 も^の 鳴く^も 松 

風 も、 すべてが 皆祌 |g として 現れる、 誠 

に頓 もしい ことで、 祌 として 現れられた 

八幡 大菩薩 の 御成 德は 1.1 かな もので あ 

るし  . 

本社の 神 徳 をた  >  へ て 退 


〔考 異. 3 

諸 流 (S 流) 

著し い 異同 はな い 

古謠本 (貞享 二 年 本) 

. キ 「抑 も これ は- 


::: 唯今ん 播： ナシ) に參詣 …：. ヮキ 「急ぎ 侯 


  、 、 、 、 

S こ ： a-ar をお さ^^^に て (良 はやと 存リ候 

も I 11=?- 1 


. テっ こ れ 


よ s 一 百 葉 …… ^Try^  (貞是 社則) 神^な ォ i 


八 


ft6 
野 


も 匕 a 


〃卞 ，占 

角 該 

〈 能 柄〕 三番 目 一段 劇 能 

【人物】 ヮキ 平宗 盛、 ヮ キッレ M 從者、 ッレ w-m、 

シ テ 官； 野 

【所〕 前半 京都 平宗盛 館、 後半 水觀音 

〔時】 平家 時代 春 C 三月) 

【異 稱〕 〔遊 屋〕 又は 〔湯 谷〕 とも 書いた。 喜 多 流で は 今でも 〔湯 谷〕 と 題し 

てゐる C 

【作者】 能 本 作者 註文， 二 WI 十番 M 目錄 ともに 世 阿彌の 作と す。 金 春禪 

竹の 歌舞 髓腦 記、 拾 玉 得 花に この 曲を擧 げてゐ る」 粟 S ロ勸進 猿樂記 

に 永 正 二 年 四月 十三 日演 能の こと、 言 經卿記 に 文 祿四年 三月 二十 七日 

註釋 のこと が 出て みる C 

【梗概】 平 宗盛は 遠 江國池 田の 宿の 長 熊 野 を 都に 留め て .M 愛して ゐた。 

池 田の 宿で は 老母が 病氣 なので >  度々 都へ 迎へを 上せた が、 熊 野に 暇 

が 出ない ので、 この度 は 朝顔が 老母の 手紙 を 持って 上京した e 熊鮮は 


0 觀 (. 寳^ 剛 ふ： > 
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宗 盛に 母の あはれ な 手紙 を せて、 暇 を 乞うた が、 宗盛 はな ほ も聽き 人れ ないで、 强 ひて 花見に 述れ 出した" 熊 酐は宗 盛と 同 卑して 淸 

水へ 行く 道す がら も、 移り行く 所々 を 眺めて は 母 を 思 ひ、 寺に 着いて は 直に 佛前 に參 つて， 母の 病氣 平癒 を 祈った、 旣 にして 花兑の 酒 

宴 は 開かれ、 熊 野 は 宴に 召し 呼ばれた ので、 進まぬな がら 立って 舞 を 舞った。 折から 一村 雨が 降って 来て >  花 を 散らす の を 見て、 熊 野 

は 「いかに せん 都の 春 も 惜し けれど、 馴れし 東の 花や 散る らん」 と 詠んで、 宗 盛に 示した C 宗盛 もさ すがこの 歌に 感動して 暇を與 へた" 

熊 野 は - J れも偏 に 觀音 の 御 利 生 と 喜 んで、 その ま& 東 を さ して 歸 つて 行く。 

【出典】 平家物語 卷十 「海道 下り」 に、 

池 田の 宿に も 着き 給 ひぬ C かの 宿の 長者 熊 野が 女 侍從が もとに、 その 夜 は 三位 (重 衡) 宿せられ けり。 侍從 三位の 中 將殿を 見 奉つ て、 「日 

頃 はって にだに 思し召し 寄り 給 はぬ 人の- 今日は か、 る 所へ 入らせ 給" 事の 不思議 さ.^」 とて、 一 苜の歌 を 奉る。 …… や、 あって、 中 

將梶原 を 召して、 「さても たに 今の 歌の 主 は 如何なる 者ぞ、 やさしう も 仕った る もの かな 一と，〕 HI へば、 景時畏 つて. £• しける は、 一^ は 未だ 

知ろ しめされ 候 はず や。 あれ こそ 八 島の 大臣 殿 (宗 盛) の、 未だ 當國の 守に て 渡らせ 給 ひし 時、 召 され 參 つて 9$ 愛 候 ひしに、 老母 を 

これに 留め置き、 常 は 暇 を 申しし かど も、 賜ら ざり ければ、 頃 は 三月の 始めにて もや 候 ひけむ、 

いかに せむ 都の 春 も 倍し け れど 、 馴れし ぁづ ま の 花や 散る らむ 

とい ふ 名歌 仕り、 暇 を 賜って 罷り 下り 候 ひし、 海道 一 の 名人に て 候」 とぞ 申しけ る G 

と あるに 據 つた。 

【槪 評】 諺に も 一 熊 野 松風、 米の 飯」 といって、 人口に 膾灸 した 曲で， 夙く 金 春 g 竹 も 歌舞 髓腦記 に. M 漦花 風と して 擧 げ、 「乂 心底 切なる と 

ころ 强カ體 か」 とい ひ、 拾 玉 得 花に も 「幽玄、 上 果.」 として 擧 げてゐ ろので ある。 まことに 現行 曲 二；. n 數十 S- の 秀れた 作-て、 前 家 

物語の 一 揷話を 本と して、 これ だけの 大作 を 見せた の は 作者の 手柄で ある。 

まづ 人物の 性格 を 見る と、 ヮキ宗 盛に ついては、 入に 對 する 思 ひやり がなくて 我意 を 通す、 しかし 情の こもった 湫を 見て は 痛く 感^す 

る、 我儘な そして 風流な 平家 公達の 風格が よく 現れて 居り、 シテ熊 野に ついては、 夫 命に 反抗す る ことの 出来な、 老母の 事 を 思って 忘 

れる 事の 出来ない、 弱い 優しい 性情が よく 描かれて ゐ ろ。 文に 現れた 老母の 情 懐 も？ お 者の 泯を 誘-;. に 十分な ものが ある。 その 脚色 は、 シ 

テ中入 はない が、 場面 は宗 盛の 館と 淸水境 内と 二 段に 分れて ゐて、 この 二 場面 を サシ謠 • 上 歌 及び a ンギ から 成る 道行 を 以て 結びつけて 


ゐ るので ある。 この やうな 長い 道行 はパ兼 平〕 や 〔盛 久〕 やその 他に もい くら か 例 は あるが、 これほど 美しい 情の こもった 文 は 他に な い。 

クセ はさ ほどで もない が、 中 舞から 「なうな う 俄かに 村雨の して」 とー轉 する あたり、 イロ への 所謂 「短册 の 段」 など- M に 面白い 工夫で あ 

る。 〔松風〕 は 美文 "て あるが、 脚色 はや、 冗漫に 流れて ゐ る。 これ は 文章が 美しくて、 局面の 推移が 滑， かで ある。 秀れた 作で あると 思 ふ。 


【I】 


〇 平の宗 盛— 洁 盛の 二 男、 

累進して 內大 E 從 1 位と な 

つたが、 元 曆ニ年 二月 西 海 

で 子洁宗 と共に 源氏に 生 捕 

られ、 後 近 江國篠 原で 斬ら 

れ た。 

〇 池 田の 宿— 遠 江 國磐田 郡 

池 田 村。 もとは 天龍川 西岸 

の宿驛 であつ た。 

〇 長— 長者の 略。 多くの 遊 

女 を 抱 へ て 旅客に 接せし め 

る 宿屋の 女. 王 人。 

〇 熊 野— 平家物語に は >  宗 

盛の 妾と なつ たの は、 宿の 

長 煎 野の 娘 侍從と ある。 

〇 いた はり— 病氣 e  . 


1： 1 1 

名乘 笛に て、 ヮ キ平宗 盛、 風 折 烏 帻子， 着附厚 根 ，單 狩 衣 • 白 

大口  • 腰 帶* 扇の 装束  >  ヮ キヅレ 太刀 持.、 着附 無地 熨斗！ n> 素 

袍 上下 ，扇* 小刀の 装束に て 太刀 を 持ち、 舞桌に 入リ、 ヮキ 

は 眞屮に 立ち、 (ヮ キグ レ は 仕手 柱 先にて 下に 居リ. } . 

ヮキ 「これ は 平の 宗盛 なり。 さ て も 遠 江の 國池田 

しゅく ちゃう  ゆや  .7  ひ う  みやこ  i  ^  お 

の 宿の 長 をば 熊 野と 申し 候) 久しく 都に 留め置 

きて 候が。 老母の いた はりと て 度々 暇 を. { 乙 ひ 候 

へ ども： こ の 春ば かりの f 化 見の 友と 思 ひ 留め^ 

きて 候 

とい ひて トモに 向 ひ、 

ヮキ 「いかに 誰か ある 

ヮ？ レー 御前に 候 

ヮ キ 「熊 野來 りて あらば 此方 へ 申し 候 へ 

かしこま 

ヮキダ レ 「田 ^ つ て M 


【 -】 


IS5S ば 初め 京都 平宗 盛の^で、 ヮ キ平宗 盛、 ヮ- 

\ レ 太刀. as を隨へ て 登場、 館の I 室に ある 想で、 


宗盛 「自分 は 平宗 盛-てす。 さ て f お 汀國池 m 

の 宿の 長者 を 熊 野と いふが、 これ を 都に 

連れ 歸 つて、 永い 問.：！： 分 の 手許 に 留めて 

置いた の， てす C ところが、 この間から そ 

の 老母が 病氣 であると いふので、 度々 暇 

を くれと いふ 3 だが、 せめて この 春の 花 

見の 相手に したいと 思って、 許さない-て 

留めて 置く の， てす」 

ミ見物 人に 寧 件の 概略 を 紹介し、 さて 太刀 持の 從 

者に 向つ て、 

宗盛 「おい 誰か ゐ ないか」 


從者 「はい、 お前に 居ります」 

宗盛 「熊 野が 来たならば、 こちらへ 

く， TV い」 

從者 「畏 りました」 


つて 


0 


【二】 


〇 夢の しき— 花 S 散リ 

a い 春 は >  花 见の爲 に 寸時 

,,;> 怙 しまれる と の 意に、 餘 

八 叩の 少ぃ 老母の^ に^ 野 を 

p へ ようと 心の-急がれる ^13 

を 兼ねた。 


〇 朝 餌— 假 作の 人名。 


◎ この 程の— この 逍行 〔砧〕 

の と 同文" 

〇 日 も 添 ひて— H 數を經 て 

一口 も 一は 紐に いひ かけた 衣 

の 緣認。 

〇 夢 も 數添ふ —宿 で 結 ぶ 夢 

夢 を 結ぶ 沾の數 が 次 S に 加 

つて" 


【二】 


ヮ キ は 脇 座 へ 行きて 宋几 にか、 リ>  トモ は 地 *|  ^ 前に 下に 

K る。 

次第の 咪子 にて、 ッレ 朝^、 而迚而 ，t や^ 帶， 襟 赤 • ^附招 

班 綠着 流の 装束に て 文 を 懐中して 出で 常^に 立ち、 太 小 

前の 方に 向き、 

ッ レ 次き. 夢 の 間^ H し き 春 なれ や。 夢 の しき^ 

なれ ゃ哎 く^ 花 を 尋ねん 

地 • 取 にお 面 に 向き、 

i ほ ti ふみ  くに いけ ズ  しゅく ちゃう iJ や  ふ つち 

ッ レサ シ 『これ は 遠 江の 國池 田の 宿。 長者の 御內に 

仕 へ 申す。 朝顔と 申す^ にて 候。 _ さても 熊 W 久 

しく 都に 御 入り 候が。 こ の 老母の 御いた はり 

たび /、 ひふ おん のぼ  さら 亡ん くだ 

とて" 度々 人 を 御上せ 候 へ ども： 皮に 狗ドり も 

なく 候 程に。 こ の 度 は 朝顔が 御迎 ひに 上り 候 

ッレ近 行 一-こ の^の。 旅の 衣の rn も 添 ひ て： 旅の 衣 

の H: も 添 ひて。 幾 夕暮の 宿なら ん。 夢 も 數添ふ 

假枕。 明かし 蕃ら し てお もな く。 都に 早く 着き 

にナり 都に 早く 遣き にけ り 
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【二】 

錁_« の ！  ^は變 つ て、 ^江 S 池 E の 想で、 ッ レ S 

s!s「 春の 花 は 散り 易い もので、 ^'の ii. て 

も：^ して ゐ ると. すぐ 散って しま ふ。 

そんな 無常な^-を 思 ふ と氣 が氣. てな い , 

1 刻 も 急 いで 都 へ 上り ませう」 

次第 つて、 旅 * 念ぐ 心抹 を 述ぺ、 

「私 は^江 國池 m の^の 長者の. 2： に 仆 

へで ゐ ろ剁顔 と 巾す 女. てす e さ て 熊 さ 

ま は 永い 間 都に お出でになって、 先達 來 

« 御が 御 病氣 だからと 屮 して. ^々使の 

人 を 都に 上せた のです が， 丁 问ぉ歸 りに 

もな ちない ので、 この度 は 私が ぉ迎 へに 

上る のです」 

./.- 見物人に.： 《, し弒介 * し、 

「この間から 國を 出て  >  旅の 日 數も次 

第に 加 はり、 タ暮 毎に 旅のお て假寢 のお > 

を 結ん. て >  幾 H か 明かし 暮らして ゐ るう 

ちに、 いつの 間に やら 都に 着きました」 

./J いって ゐ る^に W に いに 想で、 掰！ «は 京 sa.t 


〇 御內— お 家。 


〇 それ それ I 取次の 者 を 呼 

ぶので ある。 

【三】 


〇 草木 は 雨露の— 本朝 文 梓 

源 順の 賦にー 草樹 ijc 吿, 一雨 露 

之 恩 1 J 

〇 養 ひ 得て は— 和漢 郎^^ 

紀長& 雄の 詩句 「養 得 自爲 一一 

花 父母 T 洗來寧 辨ニ藥 君臣 こ 

を 引 い た。 

〇 心 もとな や— 氣 がか リな 

こと だ C 


「明かし 暮らして 程 もな く  二 と 右の 方に 向き 二！ 一一 足 出で また 

もとに 歸リ て 都に 着きた る 心。 逍行濟 みて 正面 に 向き、 

ッ レ 「急ぎ 候 程に。 これ はは や 都に 着きて 候。 これ 

なる 御 內が熊 野の 御 入り 候 所に て ありげ に 候" 

ま づ ま づ 案內を 申さば やと 思 ひ 候 

橋懸 一 の 松へ 出で 幕に 向 ひ、 

ッレ 「いか に案內 申し 候。 池 田 の 宿よ り 朝顔が 參 

りて 候 それ それ 御 申し 候へ 

とい ひ て後兑 座に くつ ろぐ。 

【三】 

ァシラ ヒの囉 子に て、 シ テ熊 野、 面 若 女 ふ，^ 帶， 襟 白. 着附 

摺箔 • 唐 織 着 流 • 扇の 装束に て樯懸 三の 松へ 出で H "面に， M き、 

シ テ サ シ 『草木 は 雨露 の 惠み。 養 ひ 得 て は 花 の 父母 

たり"^ んゃ 人間に 於 て を や" あら 御 心 もとな 


や 何とか 御 入り 候らん 

ッレ この間に 一 の 松へ 出で， 

ッ レー 池 田の 宿より 朝顏 が. 


一り 


■ 


めづら 


テ 「なに 朝頦と 申す か あら 珍し や： さ て 銜痛は 


S 旅 を 急ぎ ましたの V- 、意外に も 早く 

都に 着きました。 このお 邸が 熊 野 さまの 

お出でになる 所ら しい、 まづ 案内 を賴み 

ませう 一 

幕の 方が 膝 野の^の 門口の 想で、 幕に 向 ひ、 

朝顔 「もうしお 頓み 致します e 池 田の 宿 か 

ら 朝顔が 參 りました。 どうぞお 取次 下さ 

いませ 1 

【三】 

掭懸が 熊 野の 住む 一 室の 想で、 シチ熊 野 こ 、 に S 

て、 

熊 野 「菜 は 雨 や 露の 惠み によ つ て 生長 

し、 花 はまた これに 育てられて 咲き出る 

ので あるから、 從っ て 雨露 は 花に とって 

父母 同樣な 大切な ものな のです。 まして 

人間 は どの 位兩親 の 御 恩 を 受けて ゐ るか 

分らない のです C その 大切な 母上 は どの 

やうな 御 容態で せう。 あ X 氣が かりな こ 

と-てす」 

-A-6S  一  I をい つて 母の 病氣を 案じて ゐ る。 - 一-こ へ钥 

顔ば 取次 を賴ん たのた VI、 内から 答がない ので、 

一 一度 蔡 * かけて、 

朝顔 「池 田の 宿から 朝 顏が參 りました - 

熊 野 始めて その S に氣ゲ ついて、 

雜野 「なに、 朝顔が 来たと いふの か、 お、 


IE: 


マ r 


ん 


Ola うずる — la ん とする の 

一 昔 

〇 笑止 や— 困った こと だ。 


【四】 


り は M と 御 入り ある ぞ 

もつ  ：！？  おん に  おん ふ A  つ I らん 

ッレ 「以ての外に 御 入り 候^ こ れ に 御文の 候 御 g 

候 へ 

と い ひながら 懷ょ リ文を 出し ン テ に 渡す。 シ テ文 を受： 取り、 

うれ  おん ふ- 1： NS 

シテ- あら 嬉し やま づま づ 御文 を n ^うずる にて 

せう レ  おん ふ ふ  たの 

候。 (文 を披 きて 見) あら 笑止 や。 こ の 御文の やう も賴 

み少ぅ 見えて 候 

おん に 

ッ レ 「さやう に 御 入り 1 

え  みう が ほ  つ  t&  また  ふみ 

シテ 「こ の 上 は 朝顔 を も 連れ て參 り。 又 こ の 文 を 

も 御 目に かけ て。 狗暇を 申さう ずるに て ある ぞ 

^方へ おり 候へ 

【四】  ，， 

とい ひて 文を卷 きて 左手に 持ち、 ッレと 入 转リて 舞 裏に 入 

り、 常 座に 立ち ト モに向 ひ、 (ッレ は シテの 後に 立つ) 

シーア 「誰か 渡り 候 

ヮキヅ レ 立ち 舞 臺 の眞屮 に 出で、 


ヮ キヅレ 「 


おん •£ 


誰に て 渡り 候ぞ。 や。 熊 野の 御參り に て 


  一二  二  w  二  —  _ 

珍しい。 して、 母上の 御 病^ は. との やう 

な 御 容態 ぢ や」 

靱顔 「 ひどく お 惡ぅノ  J ざいます。 こ X にお 

手紙が ございます。 御货 なさい ませ 」 

ミ 手紙 を 胩 野に 渡す o 

能 野 「あ 、嬉しい、 では まづ お 手紙 を拜見 

しませう」 

•/J 手紙 を 披 いて ！寸 見て、 

菔野 「あ 、困った こと だ。 このお 手紙の 御 

文面で も、 心配な 御 {谷 態に 思 はれろ が… 

:. 一. 

執 顔- • さ やう-て ございます， 一 

「こ の 上 は 朝 顏をも 連れて 參り、 また 

この 手紙 を もお 目に かけて、 お 暇 を 願 ひ 

ませう。 さあ こちら へ お出で I 


【四】 

舞 _s ば ft 初の 通り 宗 盛の 5S で、 雜野 は钥； » を れ 

て »菘 に 人り、 

膝 野つ どなた か お出でで-， r さい ませう か」 


從 どなたです。 や あ、 熊 野 さまが お出 


〇 朝 額に 文 を 上せ— 朝 額に 

託して 文 を 送る。 

〇 便た う— 不都合な、 憚ら 

れる こと-. - 

0 そと— 1 寸。 

〇 見參— お 目に かける C 

◎ 甘 泉 殿の I 以下 「書き 留 

む」 まで を 〔文の 段〕 と いふ。 

〇 甘 泉 殿の 春の 夜の I 平家 

物語 卷十 維 盛 人 水の 事に 

一， かの 驪山宮 の 秋の 夕の 契 

リも終 に は 心 を碎く 端と な 

リ、 甘 泉 殿の 生前 の 恩 も 終 

りなき にし も あらず、 松 子 

梅 生 生涯の 恨み ぁリ」 廿泉 

殿 は漢武 帝が^ 夫人と 住ん 

だ 所 〔花 筐〕 參照" 驪山宮 は 

唐 玄宗が 楊 貴 妃 と遊樂 した 

所 〔楊 貴妃〕 參 照。 

熊 


シテ 「わら はが 參 りたる 由 御 申し 候 へ 

ヮ キヅヒ 、い 得 申し- 宾。 (ヮ キ？ 前に 出で 辭 儀して) C か に 争 

し 上げ 候。 熊 野 の 御參 りに て 候 

ヮ キー. 此方へ 来れと 申し 候へ 

かしこ **  こなた  亡ん まゐ 

ヮキグ ヒ畏っ て 候： 8 中へ 出 一 3 此方へ 御 參り候 へ 

ヮ キヅレ 元の 座に つく。 シテ 少し 進みて 下に 居リ、 (ッレ 仕 

手 柱 先に 下に 居る) 

シテー い か に 申し上げ 候" 老母の 痛 はり 以ての ル 

に 候と て： こ の 度 は 朝顔に 文 を 上せて 候。 便な 

う 候へ ども そと 見參に 入れ 1 ベ し (と眞 中に 進みて 

下に 居る) 

なに .1 る さ i  ふみ  y ふ .J 'ふ  A 

ヮ キー 何と 古里よりの 文と 候 や。 見る まで もな し 

それにて 高らかに 讀み候 へ 

シ テ 文を披 きて、 

かん せん でん  はる  よ  5 め こ * ろ ^た  はし  り 

シ テ 『甘 泉 殿 の 春の 夜の 夢。 心 を碎く 端と なり-： 驪 


でに なった のです か」 

熊 野- 私が 參 


從者 承知し ました」 

宗 盛の 前に 出で、 

從者 「申し上げます。 熊 野が お出-て になり 

ました」 

宗盛 一. こちら へ 參れと い つ て くれ」 

從著， 畏 りました。 (熊 野に) こちら へ お出で 

なされ」 

熊野宗 盛の 前に 出て、 

熊 野 【申し上げます： 老母の 病氣が 非常に 

重い さう で ございまして、 この度 は朝顏 

に 手紙 を 持た せて 都に 上せまして ご ざ い 

ます。 恐れ 人り ますが、 一 寸ぉ 目に かけ 

たう ございます」 


宗盛 「なにと 申す e 故鄕 から 手紙が 来たと 

いふの か、 自分が 讀 むまで もない、 お前 

がそ こ で 高 い 聲で 讀ん. て閗か せ よ 」 

熊 野 文を披 いて、 

能野「 —— 

『漢 の 武帝は 李 夫人 と 甘 泉 殿で 春 の 夜の 
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lit 


野 


に 原く あ 〇 た 
も樂 ほリ老 ' 
見 平 しとい 

ゆの きいぬ 

。 母 君 へ れ 
の か ば ば 
歌な い さ 
0  I よら 
伊古 い ぬ 
勢 今よ 別 
物 集 見れ 

YF- ま の 


W い ゆや 結ばれ た が、 やが て は ^別な 

さ れて、 その ±> お 殿も^ し い 思 出 の M 

となり、 唐の. W 宗は 楊れ^ と^ 山 おで 

秋の 夜の バを 眺め >  いつまても 變らな 

いやう にと 契り を 結ばれた が、 やがて 

はこれ も^に 別れて おしま ひに なった 

のです。 末 の 教卞て ある^ 迦如 

来で さ へ 生死の 運命 は お免れ に な る - J 

とが 出來 なかった のて す。 まして 自分 

達 はいつ 死ぬ こと やら ほんと に 分らな 

いの. てす。 この 前、 二  =: の に. S. し 逸 

つた やうに、 何 か 知ら、 この 春が あぶ 

なくて、 ^をと つた 朽木 櫻の やうな こ 

の 身 は， 今 年 だけの 泰をも 待たない 

..て， 枯れて しま ひさう， て、 心細くて、 

>  J の 年寄りが わが -卞 に も迮 ふ ことが 出 

來 ないかと 思 ふと、 ^に啊 ぶば かり 悲 

し い の-てす C どうかな るべ くなら ば" 

よい やうに 巾し にげて、 g: くのお 暇 を 

M 戴して、 もう 一 度^を 見 せ て ド さ 

い。 さう-てなくて さ へ , 親子の 緣 はこ 

の ^ 限りで あ るのに、 この 現^で さ .： 

親に 添 ひ 遂： けない. て は、 孝行の 德にも 

W れ ませう。 どう 力く れん ヽも 私の 

命の ある 內 に、 もう 一 皮 顔 を；： ^せて. 卜 

さい。 —！ 

老い ぬれば さらぬ 別れの ありと い へ 

ば、 いよいよ 見 まく ほしき おかな 

(別お して ゐる •、、 、な つかしくて 會 ひた いもの 

が、 珐に年 *ミ る w  、死 别ミ いふ 通れ！ i い S れが 

あるの 一.，.、、 &.、 あなたに 4n ひたくて たまらない) 


〇 末^: 一  代敎. 王 ー お代^ S 

の敎 主、 釋迦 如來。 

〇 锭 f 法則。 


〇 朽木樱 ー 老 S 身を喩 へ た 

〇 老の梵 —同じく 老の身 を 

喩 へ て 、 逸 の 字音 「 あ う 一 を 

重ねて！  9\  ；と けた。 

〇 疾 に — 逢 ふ こ と も. M 一く と 

い ひかけ た" - 


〇 親子 は 一 世— 法苑珠 林-: ハ 

十 一 に 一 父母 之 恩 云 何 可レ報 

…； 一 世 之 恩尙復 難レ報 -親 

子の 椽は  一 ^、小、 おは ニ賣、 

^從は 一一 と^じ、 りれ てゐ 


山 & の 秋の 夜の 月 終り なき にし も あらず。 术世 

一 代 あ 主の 如来 も。 生死 の^をば 遁れ給 はず。 

す  zvr- らぎ  ころ **-c*  - ごふ  なに 

過ぎに し 二月の 顷 申しし 如く。 何と やらん こ の 

** る  とし ふ  i ゥ  ，、ち Vv 、ゥ ことし  はな 

春 は。 年 古り 增る朽 木樱。 今年ば かり の 花 を だ 

に： 待ち もやせ じと 心^き C 老 の E C 一 ふ お も棍 

に^' ぶば かりなり。 ただ 饮>〔 るべ く は よき やう に 

屮し暫 しの 御 暇 を 賜 はり て。 今 一 度 ま みえお 

はしませ^ さなき だに 親子 は 一 世の中な るに。 

M じ 世に だに 添 ひ^はず は。 孝行に もはづ 

ふべ し。 ただ 返す返す も 命の 內に今 一 度。 

らせ たくこ そ 候へ とよ。 老い ぬ れば さらぬ。 別 

れの ありと い へば。 いよ いよ 見 まく ほしき 君 か 

ふ & こと  おも  で  なふだ  か  / 

なと。 古言まで も 思 ひ 出の S 、ながら nil き留む 

と 文 を 誠み 終リ て、 次の 地上 歜に文 を卷き て 力： 脇に く： 後 

見 文 を 引く。 ッ レシ テの 後へ 行き 下に： W る" 

<，た  £ う 

«h^. そ もこ のおと 中す は。 そ もこの 歌と 申す 


〇^ 原 S 業 平 ー 平 城 天皇の 

皇子 阿保 親王み 第五 子， 兄 

行 平と 共に. 原の 姓 を 賜 ひ 

右近 衞中將 となった e  ^勢 

物語の 主人公" 〔杜 若〕 〔雲 

林院〕 参照。 

〇 朝—. 朝廷。 

〇 長 岡— 山城- 國乙訓 郡， 奈 

良から 平安京 へ 奐 都の 間、 

暫く 都で あ つ た 地。 

〇 さらぬ 別れ ？— 古今 集 

原 業 平の 返歜レ 「世の中に さ 

らぬ 別れ の なく もがな 千代 

もと 祈る 人の子 のた め I 

【五】 


〇 玉の緒— 命。 

〇 ながき 別れと— 新 古今 集 

藤 原 知 家の 歌に 「これ もま 

た 長き 別れと なリゃ せむ 暮 

を 待つ ベ き 命なら ねば」 


は-在 原の 業 平の： その 身 は 朝に 隙な きを。 長 岡 

に 住み 給 ふ 老母の 詠め る 歌な り。 さて こ そ 業 平 

も。 さら ぬ^れ の な くもが な。 千代 もと 祈る 子 

の爲と 詠みし 事 こ そ、 あはれ なれ 詠みし 事 こ そ 

あはれ なれ 

【五】 

いま  おんに ii  たま  みづ *4  ，、だ 

シテ 『今 はか やうに 候 へ ば。 御 暇 を 賜 はり。 東に 下 

り 候べ し 

ヮ キ 「老母の 痛 はり は さ る 事な れど もさり なが 

ら。 この 春ば かり の 花見の 友。 いかで か 見捨て 

給 ふべき 

おん こふ ほ  おそ  はな  はる 

シテ 『御言 葉 を か へ せば 恐れ なれ ども。 花 は 春 あ 

らば 今に 限る ベ からず。 これ は あだなる 玉の^ 

の。 ながき 別れと なり や せ ん。 ただ 御 暇 を 賜 は 

り へ 

ヮキ 「い や い やさ やうに 心 親き。 身に 任せて は 叶 


とい ふ 古 欲まで 思 ひ 出されて、 涙な が 

ら にこの 文 を 書き 留め ます』 

ミ 母の 手紙な 護み 上ぐ o 

さて、 この 『老い ぬれば』 とい ふ 歌 は、 

在 原 業 平が 朝廷に 出仕して 忙しくて、 

母 を 見舞 ふ險 のなかった 時に、 長 岡に 

住んで 居られた 老母が 詠まれた 歌-て、 

それで、 業 平 も、 

一一-世れ 中に さらぬ 別れの なく もがな、 千 

代 もと 祈る 人の子の ため』 

(子？、 も は 母上； i 千年 も 萬 年 も 生きて 下さる やう 

に- /.- お祈りして ゐ るので すから、 その子の S に、 

世 .3 屮に 死別"、. - いふ やうな 二-、. -か なけれ ゆよ ぃミ 

祈ります) 

と 詠まれた のであった。 實に 親子の 情 

愛が 察せ られ て、 あはれ な - J と. て ある。 

【五 1 

熊 野 一， 今 はこの や うな 次第で ノ  ； ざ い ます か 

ら、 お 暇 を 頂戴して、 東へ 歸 りたう ござ 

います」 

宗盛 一老 母の 病 氣は氣 の 毒. て は あるが、 し 

かし そなた はこの 春の 大事な 花 党の 相手 

であるのに、 どうして.！： 分 を 見捨てて 歸 

る こと. 力 出来ます 力」 

能 野 「口答 へ を 申し上げて 恐れ 人 ります 

が、 花 は 春， て あれば >  いつでも 咲く もの 

.て. 今年に 限りません が、 こちら は 果敢 

ない 人の 命で、 永の 別れと なって しま ふ 

かも 知れない ので ございます」 

宗盛 一. いや ノ\、 ならぬ。 その やうに 心 弱 

一一 一-: w  S 


さ； 


〇 牛 飼 車寄せよ— 牛 飼 は 車 

を 引く 牛 を 御す る 男.. - 牛 飼 

よ 車 を 持つ て來 いとの 意. - 


〇 思 ひ の 家 I 思 ひの 「ひ」 を 

火に いひ かけ、 牛の 緣で火 

宅の 意 を 兼ねた C 火宅の こ 

と 〔葵上〕 の 語釋參 ■ 照。 

DEW i£  id 命り 43  、  JB10 

心 の 進まな ぃ喷 へと した。 

【六】 

〇 名 も淸き 水の —名 も淸 き 

^水 寺と いふ の を^き 水と 

字 を 分け、 古今 集涛 原深茭 

父の 馱 一花 散れる 水の まに 

まに とめ くれば 山に も 春 は 

なくな リ にけ リ」 を 引いた o 

〇 とめ くれば I もとめ 來れ 

ば。 

〇 音 羽の 山— 京都 i 山、 涛 

水 寺の ある 山- 


こ i- ろ さ  よな &  ど. ゥ レゃ 

ふま じ。 いかに も 心 を 慰め の。 花見の 車 同^- に 

て。 『ともに 心 を 慰まん と 

ラ し かひ く 6ft よ 

地上 歌 『牛 飼 車寄せよ とて 

ヮ キ 「いかに 誰か ある 

ヮキヅ レ 「御ュ g に 喷 

ヮキ 「こなたへ 車 を 立て 候へ 

ヮキヅ レ 「畏っ て 候 

後 ET  ^の 作物 を 脇 H=- 面に 出す C 

地 『牛 飼 車寄せ よと て J これ も 思 ひの 家の 內。 は 

おんに  す *  こ-ろ ^  A し 

や 御出でと 勸 むれ ど。 心 は 先に 行きかぬ る 足 

弱 車の 力なき 花見な りけ り 

一. はや 御出でと 勸 むれ ど」 に、 ヮキ. ヮキ ヅレ？ ンテ • ッレ とも 

に 立ち、 シテ は 車 の 內に 入り、 ッレは その後に、 ヮキ は se 屮 

t- ヅレは その後に ッ レと竝 びて 立 


へ 出で 苹の 外 に竝 び、 

つ。 同車に て 花見に 出づる 態- 


【六】 


シーア 『名 も淸 き。 水の まに まに とめ 

か は  おと P  や 、ら 

地 『川 は 音 羽の。 山樱 


、ま 
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く 勝手 をさせる こと は 出来ない C 是非と 

も^ 晴らしに、 花兑^ に 一 緒に 粱 つ て、 

1 一人で 心 を 慰めよう」 

といって、 

宗盛 「牛 飼、 車の 用意 をせ よ」 


とい ひつけ、 法華經 に 所 li 牛 率， て 火宅 

を 出る やうに、 宗盛は 車に 乘り、 從者 

が 熊 野に 『もはやお 出かけで ございま 

すぞ』 と乘 車を勸 める が、 熊 野 は氣が 

進まず、 足 も 弱々 と 運び かねながら > 

是非な く 花見に 出かける の. て ある C 

宗盛 .、.- 胙^: ^に；！ て 花 兄に 出かける 懋 で、 

ば宗盛 の航 かに， ^水 效*: まで 次笫 に 稗 後して 

行く。  の 外 へ 出る 0 雜 野ば 東 山の 方な 眺め 

て、 

【穴】 

熊 好ー\\： も淸ら かな 流水 麵！ W の 方 へと >  贺 

茂 川の 流れに 沿うて 行く と、 河 は 水 昔が 

^く、 音 羽 山 に は樱 が^き^れ て ゐ る。 


〇 東路— 關 東。 遠 江の 方 を 

指す。 

〇 春 前に 雨あって— 百聯抄 

解の 詩句 一春 前 有 レ雨花 開 早 

秋 後無レ 霜葉珞 を 引いた 

〇 山 外に 山あって —同じく 

百聯抄 解の 詩句に 一山 外 有 

レ 山山 不レ盡 、路中 多 レ路路 無 

レ窮 」 

〇 山 靑く山 白く— 同書に 

「山靑 ^白雲 來去， 人 樂人愁 

酒 有無」 

〇 誰か いひし— 和漢 朗詠 集 

菅 原文 時の 詩句 一 誰 言 春色 

從レ東 到 一 を 引き、 東 山と 續 

けた。 

〇 色めく 花 衣—^ やかな 花 

見 衣" 

〇 雲 かと 見えて— 遠方から 

見れば た ビ 雲の やうで ある 

が、  <- 重 櫻 も 一 重 楔.. p ある 

と の 意。 

OT- 重 — 奢 , 重 一 重 を 承 

けて 數を 重ねた。 

【七】 

〇 河原お もて —賀茂 川 の 岸 

〇 車 大路 —五條 橋の 東、 大 

和 大路。 上の 一， 急ぐ」 は 車の 

緣 語" 

〇 六波羅 I 大和 大路の 東、 

六 波羅蜜 寺 e 空 也 上人の 創 

建、 本尊 は 上人 作 S 十 一 面 

觀音。 

•〇 地蔵 堂— 今 は 堂が なく、 


ぁづ 4t ぢ  ひがし やま 

シテ 『東路 とても 東 山せ め て。 そなたの なつかし 

p( と 右の 方 を 遠く 眺めて し をリ) 

しゅん ザん あめ  はな ひら  はや  しう 

地サシ 『春 前に 雨あって 花の 開く る こ と 早し。 秋 

一 ご  しも  らく え ふ おそ  さん i  やま  や t つ 

後に 霜な うして 落葉 遲し。 山 外に 山あって 山盡 

きず。 路中 に 道 多う し て 道 窮まり な し 

シ テ 『山 靑く山 白く して 雲來 去す 

地 『人樂 しみ 人愁 ふ。 これ 皆 世上の 有 樣 なり 

地下 歌 『誰か いひし 春の 色。 げに のどかな る 東 山。 

上 歌 『四き 五條の 橋の 上。 四條 五條の 橋の 上。 老若 

たん によ さ せん tj ひ いろ  はな 一 ごろ も そで  つら  ゆ  £ 

男女 貴賤 都鄙。 色め く 花 衣 袖 を 列ね て 行く末の。 

雲 かと 見えて 八重 一 重。 咬く 九重の 花盛り 名に 

負 ふ 春の、 けしき かな 名に 負 ふ 春の けしき かな 

【七】 -  、- V  i 

地 D ン ギ 『河原 おもて を 過ぎ行け ば： 急ぐ 心の 程 も 

くるまお ほ ち  ろく は ら  ぢ V.J- つ だ-つ  ふ  ^が 

なく。 車 大路 や 六波羅 の。 地藏 堂よ と 伏し 拜む 

シテ 『觀音 も 同座 あり。 闡提 救世の。 方便 あらたに 

0 


それにしても、 わが 故 鄕の關 柬が東 山の 

方 だと 思 ふと、 同じ 方角 だと 思 ふだけ で 

も、 あの方が なつかしい。 詩の 句に、 

『春先に 雨が 降って、 花 はいつ もより 早 

く 咲き、 秋に はまた い つ ま. て も 霜が 降 

ら ないで、 紅 紫が 長く 殘 つて ゐる C 

『山の 向 ふに はまた 山が 績 いて、 どこ ま 

で 行っても 盡き ないし、 その 山路に は 

い く ら も 道が あ つて、 どこまで 行つ て 

も 道の 盡きる ことがない C 

『山っ^-きの 空に、 靑雲ゃ 白雲が 往き来 

して ゐる。 人間が 或は 樂 しみ 或は^ し 

むの も- 丁-度 あの 雲の 往き来す る やう 

な もの だ』 

などと いふ 飼が あるが  さう//. \ -、 詩 

の 句に また —— 

『誰 やらが 春の 趣 はま づ 東の 方から 来る 

といった』  — 

と あるが、 ほんと に 東 山の 景色 はの どか 

な こと だ。  

お、、 四條ゃ 五條の 橋の 上に は、 年 をと 

つた 人 も 若い 人 も、 男 も 女 も、 貴い 人 も 

賤 しい 者 も、 誰も 彼 も、 美しい 春着 を 着 

飾つ て、 うち 繽 いて 花見に 出かける こと， - 

そして、 あの 向 ふの 方に は、 U の やうに、 

八 甫櫻ゃ 一 重 櫻が 咲き揃って、 さすが 都 

の 春 景色 は實に 美し い ことです」 

VJ 思ば f- 美し い 春 景色に 見 •/.- れて _s=l* い ふ。 

【七】 

車 は 次第に 進んで 行く o 

車の 進み は 早くて、 やがて 賀茂 河原 を 

三 二 四 七 


地^尊 は觀音 と 一 堂に 安置 

す。 もとは 地藏堂 が 有名で 

あ つ たと 見える。 

〇^^— ー阀投 Ice hantika 

の 略 >  不成 佛と譯 す。 大悲 

の菩瞎 が 衆^ 濟^ の^に 殊 

. 史^ 槃に 入らな いもの、 大 

悲阑讼 と いふ C 卽ち觑 昔が 

救^ の 方せ と し r>  "y と な 

るので ある C 

〇 たらち ね— 母。 

〇 白玉の， I 命 は 知らず を 白 

玉に、 玉の緒 を 愛. W に いひ 

かけた C 

〇 愛お 5 寺 —愛れ 念佛寺 、 

一 に 六道 珍皇 寺と いふ" 小 

むはみ^ 建 >  本^ 丈 六彌陀 

如來- 六 波雜の 東に ある。 

〇.！ ハ逍 S 辻— 念佛 寺の 門前 

六& 一は 地 餓鬼， 畜せ .修 

羅* 人間 • 天の 六の 世界。 

〇 冥途に？^ ふ— 小 野 篁が 念 

佛 寺から 冥途に 迎 つたと い 

ふ 傳說が ある。 

〇 鳥 部 山— 古くから 火葬場 

とせられた 所。 六 波羅蜜 寺 

の 南 来。 

〇1- の 末— 春霞 を 火^の 撖 

か と 恐れる ので ある。 

〇 聲も旅 雁の —-殍 も R と い 

ひかけ、 和^ 朗詠 第 劉：. 儿^ 

の 詩句 「北 斗 S 前^ 一 旅^ T 

南樓 =： 下^, 一 寒 衣 1 _ を 引い 

た C 


たらち ね を 守り 給 へ や 

す al  たの  いのち  レら たま  おた 

地 げ にや 守り の 末す ぐに。 賴む命 は 白玉の。 愛 

.5  て. ゥ  す  ろく だ-つ  つじ 

宕の 寺もう ち 過ぎぬ。 六道の 辻と かや 

シテ 『げ に 恐ろ しゃこ の逍 は。 冥途に 通 ふなる. も 

の を. 、しぼ そ 鳥 部 山 C と 右？ 方 を Q0 

けむり  すゑ  うす がす  こ么  ひよ がん  よこ 

S の 末も滩 む。 聲も旅 雁 の 横た は る 

£ く と  ほし  く .0 

シーア 『北 斗の 星の 曇りな き 

地- 「御 法の 花 も 開くなる 

きゃラ だく だう 

シテ 『經書 堂 はこれ かとよ 「と 左の 方 を 見) 

たづ  こ す  た ふ  す  ゆ 

地 『そのたら ちね を尋 ぬなる。 子 安 の を 過ぎ行 

ナ、 ま 

£る  ひ 4t ゆ  I  J4t  つ 

シテ 『春の 隙 行く 駒の 造 

地 『はや^も なく これ ぞこ の 

シ テ 『車 宿り (と 右の 下 を 見) 

む **  はなぐ. 0 ま  ころも はり ま がた しか 

地). 馬^め。 こ こより 花 屯-おり ゐ の衣播 1^5r 飾 


 一一 二； z 八  

通って、 問 もな く 大和 大路に. 出る と、 

熊 野 は 

痛& 「こ、 が 六 波羅蜜 寺 の 地藏堂 だ」 

といって 伏し 拜み、 

g 野 「お >f こ  >- に は^^^:: も 御；； I： ^^ズ す 

の だ。 衆^ 濟 度の 方便に g 提 とおなり 遊 

ばす 大悲 の觀 界 様、 どうか あらた かな 御 

利益 を以 て、 母の 錄命 をお 守り ドさ いま 

す to- うに」 (ミ斫 る) 

まことに、 觀 の 御 守 IS によって、 母 

の 果敢な い 命が 助かる やうに と 念じ て 

ゐ ろうち に、 もはや 愛 .W 念 W 寺 も汕り 

& ぎた。 こ、 は 六道の 辻と 呼ばれろ 所 

である。 

能 野 「お、 恐ろしい こと だ、 六道の 辻と い 

へば、 冥途へ 通 ふ 途の名 だ。 お、 心細い 

こと だ。 向 ふに は 火 報 場の 烏 部 山が 見え 

る。 あの 煙の 薄 K んだ 空に は、 雁が 悲し 

げな聲 を 立て て： 迎 つ て 行く わ。 雁の 行く 

北と い へば、 あそこが ありがたい 北 斗 堂 

で … … はやこれ が 法 華經の 功德の あらた 

かな 經 W 堂な のか」 

かう して W を 思 ふ 情に 滿 されな が ら、 

子 安 の 塔 を 過ぎ て 行き 、 

熊^^の 進みが 早くて、 はやこ >- が 涛水 

の ホ^り だ， この^^め で 花 兑ポを 降り 


〇 北^の せ I 北^. 堂に い ひ 

かけた。 堂 は 妙 & 菩薩 を祀 

リ、 六道 G 東に あった。 

〇 御 法 5 花 も— 法 華 經を和 

らげ、 櫻の 花と 竝べ て 「も」 

とい ひ、 經書 堂と 績 けた。 

〇 經書 堂—^ 光院 C 俗稱。 

涛水寺 西 門 前の =1 年 坂に あ 

る o 

〇 子 安の 塔 —泰產 寺。 子 安 

地蔵と も いふ" 三年 坂に あ 

る。 . 

〇 春の 隙 行く 駒 I 人生の 極 

めて 短い 喩へ。 ^子に 「人 

生 II. 天地 之 間 T 若 II 白 駒 之 過 p 

隙、 忽然 而去 - 

〇 車 宿り、 馬 留め— 淸水西 

門前に あつ た。 

〇 花 車— 花見 車。 

〇 おり ゐの 衣— 車よ リ下リ 

て 居る を 衣 を 織る に、 衣 を 

張る を播 磨に いひ かけた。 

〇 飾 磨 の 徒歩 路- 


磨 郡から 褐と いふ 染物を 出 

すので、 徒歩 路に いひ かけ 

た 

〇涛 水の— 徒歩に て來 ると 

いひ 力け た。 

【八】 


i  かち Jn きょ ふづ  ほとけ  おん まへ  ねん じゅ  はわ 

磨の 徒歩 路淸 水の。 佛の 御前に。 念誦し て 母の 

き せい  まう 

祈誓 を 申さん 

「ここよ リ花 車」 と 一 同車よ リ 下りた る 心に て 後へ 下リ、 ヮ 

キ は 脇. i!、 ヮ キヅレ は 地謠座 前、 シ テ は 眞屮、 ッ レは その後 

に 行きて 一同 下に： り、 シテは 正面に， M きて 合掌す e この間 

に 後見 作物 を 引く C 

【八】  L 

ヮ き いかに 誰か ある 

ヮキ グレー. 御前に 候 

ヮ キ 「熊 野 は いづく にある ぞ 

い 4*  ふ だ-つ  - ご 53 

ヮキ グレー 未だ 御堂に 御座 候 

ヮキ 「何とて 遲な はりた る ぞ C 急いで こなた へ と 

申し^ へ 

-だ しこま  あ-で が ほ  **- つ 

ヮキグ ヒ畏っ て 候。 (ッレ り 前へ 出で) い か に 朝顔に 申 

はな  -、 -t しゅ えん  はじ  いそ 

し 候。 はや 花の もと の 御酒 宴の 始まりて 候" ュ 

おん ま ゐ  おん こと  よし ^ほ 

い で 御參り あれとの 御 事 にて 候ぶ」 の 由 仰せら 


. 候へ 


0 


て 徒 步で淸 水の 佛 前に 參り、 母上の 爲 I. 

お祈りし ませう， 一 

J_sa は^ 水の 垸 内ミ なり、 宗 盛，. -熊野 も 車 を 降り 

賂野 は钗 佛 前へ * り、 宗 盛ば^に 酒- 5S?IE, 


【八】 

宗盛 「お い 誰か」 

從著. "はいお 前に 居ります」 

宗 盛-, 熊 野 は 何 處にゐ るの だ 一 

從者 「 ま 6 だ 御堂 に お 出-て. て ... J ざ います」 

宗盛 「なぜ その やうに 遲 いの だ、 急いで こ 

ちら へ 来る やうに 申せ - 

從者 「畏 りました C  (朝顔に) 朝顏 どの、 も は 

や 花の 下で 御洒 宴が 始ま つたの "てす。 す 

ぐ お出でに なるやう にとの 仰せ-てす。 熊 

K さまに さう W しゃつ て 下さ い I 


ミニ 四 九 


0 


O^-XH  ク nJA -。 


〇 思 ひ 内に あれば— 孟子、 

吿子 下に 「淳 于究 曰， 思 有 1ー 

於 内 T 必形ニ 於 外 こ 


0 花 前に 蝶 舞 ふ IWI 聯抄解 

の 詩句 一花 前 蝶 舞紛々 雪、 

柳 上お 飛片々 金」 を 引いた。 


ッ レ 「、し 曰ぽ 申 し 赏。 (ヮ キダ レ： 兀の^ に » リ、 ッ レシ テの 前へ 出 

3 いかに 申し 候。 はや 花の もとの 御洒. ¥ の 始ま 

いそ  おん ま， Q  おん こ，.』 

り て 候。 急 い で 御參 り あれとの 御 事 にて 候 

なに  -.- し 5 えん  はじ  f 

シーア 「何と は や 御酒 宴 の 始まりた る と 申す か 

ッ レ 「さん 候 

ま Id  * 

シ テ 「 さ ら ばム簽 ら うず るに て 侯 

ッレは 笛. 1! 前へ 行きて 下に 0W リ、 シテ は 常 座 に 立ちて 右の 

方を兑 渡し、 

シ テ 「な う なう 皆 々 近う 御 參り候 へ 。 あら 面白 の 

花や 候。 今 を 盛りと 見えて 候に。 何と て 御す 

など を も 遊 ばされ 侯 はぬ ぞ C と ヮキの 方へ.， M き) 

シ テク" 『げ にや 思ひ內 にあれば。 色 外に 顯る 

と謠 ひながら 眞中 へ 行き 下に リ、 

地 『よしやよ しなき 世の 習 ひ。 歎きても 又 餘りぁ 


シ テ 


サシ 『花 前に 蝶 舞 ふ紛々 たる 雪 


使 W 「承知 致しました。 砀& の 所へ. 行き 龍 野 

さま、 もはや 花の 下. て御洒 おが 始まり ま 

して、 すぐお 出で になろ やうに との 仰せ 

でございます」 

0^ 何-てす つて、 も は や 御 おが 始ま つ 

たとい ふ. のか」 

钥 S 「さやう でございます | 

賄 &.' それ. て は參 り ませう， 一 

條^ は 酒宴の » へ來 て、 

嗨好 「もうし 皆钹、 もっと 近う お^りな さ 

いませ。 お、 ほんと に 面白い $ ^色-て ご 

ざいます こと。 今が 丁度 眞 盛りの やうで 

J ざ い ます の に - 何故 iw. はは 御卽吟 など 

も 遊ばさな いの-て ございます」 

•/J いったが、 心の中の 悲しみな 成 ぜャに は ゐられ 

ないで、 

賄& 「ほんと に 心の中に 悲し い 思 ひが ある 

と， 然 その 心 持が 外に 現れる もの だ。 

でも、 これ も 是非の ない 浮世の 習 はしで， 

いかに 歎いても 致し方の ない こと だ」 

./J 獨 1 一 =1 をい つて、 .31 ら 心 な W まし、 

能 野 「 —— 

『花の 前に 舞 ひ 戯れる 蝶の 姿 は、 ちらち 


〇 花 は 流水に 隨 つて— 以下 

「聲 の 至る こと 理 し」 まで 詩 

句で あらう が 出 所 未詳。 

〇 涛水 寺の 鐘の 聲— 以下 平 

家 物語 卷 頭の 「祇園 精舍 の 

鐘の 聲、 諸行無常の 響 あり、 

娑 It 雙樹の 花 9 色、 盛者 必 

衰の理 を あら はす | を 本と 

して 緩った。 

〇 祇園 耩舍— 須達 長者が 釋 

尊說 法の 爲に 寄進した 西 天 

竺祗樹 給 孤 獨圃の 寺。 

0 諸行無常 I 四句偈 「諸行 

無常、 是生 滅法 >  生滅 滅已 > 

寂滅 爲樂」 の 第一 句。 諸行 

は 一 切の 現象。 

〇 地主 權現— ^水 寺 境内の 

社。 〔E 村〕 参照 e 

〇 娑雜 雙樹— 跋投河 3 邊に 

あ リ 、釋尊 こ  >- で 入滅の 時、 

この 樹林 昔 枯れて 白色に 變 

じたと いふ C 

〇 半ば は 雲に— 世の中 を 牛 

ばに、 山の 上半が 雲に 隱れ 

て 見えぬ 意 を 鷲 の 冠詞の 

「上 見ぬ」 に いひ かけた。 

〇 驚のお 山— 釋迦が 法華經 

を說 いた 山。 靈驚山 C 

〇 名 を 殘す寺 は— 下 河原 に 

あった 桂 橋 寺の 山號 を黨： 意 

山と い つ たから、 か- ゥ綏っ 

た o 

〇 桂の 橋 柱 I 寺の 名 を 承け 

て、 橋 柱、 柱 立ち、 立ち 出 


りう， JV: つ -っ ぐ；) へんぺん  きん はな ，り う すゐ  したが 

地 『柳 上に 鶯 飛ぶ 片々 たる 金。 花 は 流水に 隨っ て 

香の 來る こと 疾し。 鐘 は 寒 雲 を 隔てて 霧の 至る 

こと 遲し 

せい す- G じ  かね  二 ゑ ,き をん しゃう じ や  しょ 

地 ク セ 『淸水 寺 の 鐘の 聲。 祇園 精舍を あら はし。 諸 

行 無常の 聲 やらん。 祉主權 現 の 花の 色。 娑羅雙 

しゅ  ことわ， り  しや-つじ や ひつめつ  よ  なら 

樹の 理 なり。 生者必滅の 世の 習 ひ。 げ にため し 

ある 粧ひ。 佛も 元は 捨 て し 世の。 半ば は 雲に 上 

A  わし  や **  た  のこ  てら  か つら  はし はし た 

見えぬ。 鷲のお 山の 名を殘 す。 寺 は 桂の 橋 柱。 立 

い  みね  <6 はな  はつ！ TJ くら  ぎ -, でん ほ やしし も が 

ち 出で て峯の 雲。 花や あらぬ 初 櫻の 紙 園 林 下 河 

原 

「立ち 出で て峯 の-雲」 と シ テ 立ち. 謠に 合せて 舞 ふ。 

シテ 『南 を遙 かに 眺 むれば 

だい ひ おう ーゾ  うすが すみ ゆ や _ ごん ゆん  うつ  & な 

地 『大悲 擁護 の 薄 霞 J 熊 野權現 の 移り ま す 御名 も 

おな  いま ケ ** の  いな り  や 41  うす も ふ ぢ  あ， で  X 

同じ 今 熊 野。 稻 荷の 山の 薄紅 葉 の。 靑 かりし 葉 

あき また はな  よろ  きょ &づ  たの  たの  はる 

の 秋 又 花の 春は淸 水の。 ただ 賴め賴 もしき 春 も 


らと^ の 散る やうで あり、 柳の 枝に 飛 

び 交 ふ 鶯の姿 は、 黄金の 片を 飛ばす や 

うだ。 

『花 は 流れに 散り 浮かん， て、 早くから よ 

い 香を傳 へ、 夕 暮の鐘 は 雲に 隔てられ 

て >  その 聲 が.： 谷 易に 聞え て來 ない。 か 

うして 早くから 遲 くまで 春を樂 しむ こ 

とが 出来る』 

VJSG? を吟 じ、 更に、 

『淸水 寺の 鐘の 聲 は、 祇園 精舍の それの 

やうに 諸行の 無常 を 傅へ、 地主 權 現の 

花 は、 娑羅 雙樹の それの やうに 生者 必 

滅の 理を敎 へて ゐる。 まことに 世上 1 

切の 事 必滅 を 免れない もので、 釋迦如 

來 もこの 理を觀 じて 世 をお 捨て にな 

り、 靈鷺 山で 說法を 遊ばした の である。 

そ の 霞 鷲 山 の 名 を わが 國に殘 したの が 

靈鷲山 桂 橋 寺で ある。 今 この 寺に 立つ 

て あたり を 見る と、 山に は 雲 か 花 か 見 

分けが つかない やうな 趣で、 初 櫻が 咲 

き 匂うて 居り、 近くに は 祇園 林 や 下 河 

原が 眺められ、 また 遙か 南の 方 を 見る 

と、 薄霞 のた なびいた あたりに、 大慈 

大 悲を以 て 衆生 を 擁護し^ ふ 熊 野 灌^ 

を勸 請した、 御名 も 御 本社と 同じ 今 熊 

野が 拜 せられ >  同じ 南の 方に 『资 かり 

しょり 思 ひそめて き』 と 歌に 詠まれた 

稻荷 山の 簿紅 薬が 昆； 狭され る C ほんと 

に 『たに 頓 めしめ ぢが 原の さし も 草、 

われ 世の中に あらん 限り は』 と 御 誓願 

遊ばされた、 淸水觀 音の 春 景色 は、 花 

三 二 五 一 


で と總 けた。 

o 峯 2  .ぉ| 立 ち 出で て 見る 

と いひ かけた 

〇 花や あらぬ II 雲の 如く 见 

える の は 花 か、 さラ でな い 

〇 疵阈 林— 祇阖八 坂 神社の 

ol^w: 原 —紙 園の 南、 ^水 

〇 大悲 擁^の— 平^ 物お^ 

£?#ヒ1 の條に 「大^ 掩護の 

は 熊 野. E にたな びき I と 

あるに 據 つた e 

「せ； 野 根 現— 紀^！: 來牟 ^ 

郡に ある。 

〇 今 能 野— 三 十！ 11 間 堂 ゆ 東 

の， 願に よ つ て應 保- 兀 ^ '勸 

ずした。 

つ稻 荷の 山— ぬ 水の 南、 紀 

&郡稻 荷 神社の ある 山。 

〇 靑かリ し 葉の— 十 U 今著閗 

集の 歌- 時雨す る稻 荷の 山 

の もみ ぢ 葉の あ をかリ しょ 

リ a ひそめて き」 を 借りた。 

〇 ただ 賴め —新 古今 集^ 水 

敉ー せの 御.. ぶ - なほ 弒 めしめ 

ぢが原 の さし も 草 われ 世 の 

屮 にあらん 限り は」 を 引 い 

〇 千 々 の— 花の 千 々に^き 

亂れる 意に、 老ほを S ふ 心 

の 千々 に亂れ る 意 を 合め た 

【九】 

〇 山の 名の 1 音 羽 山 • -: 風 山 

の 名 g 如く- 一昔 を 立て 崩 を 

火いて、 花 を 雪と 散らす と 

いふ 意。 


千々 の 花盛り 

と 舞 ひて 常 m に 立ち、 

【九】 t な f  t なし はな f 

シテ 『山の 名の。 音 羽 嵐 の 花の 雪 

地 『深き 靑 を。 人 や 知る 「と^ に て S を 酌む 形 を し) 

シーア 「わら はお^に 參り 候べ し： と ヮキの 前へ 行き) 

ヮキ 「いかに 熊 野 一. さし 舞 ひ 候へ 

地 『II き 情 を。 人 や 知る 

と し を りなが 、り 樯懸 へ 行き 、 舞桌 に歸リ て、 

¥ 舞〕 

を 舞 ひて、 脇 正面 に.. M き、 

シ テ 「な うなう 俄か に 村雨の して 花の 故り 候 は 

こ (と ヮキ へ， M く ) 


力 


ヮ キーげ にげに 村雨の 降り 來 つて 花 を 故ら し 候 

よ 

シ テ 『あ ら 、レ なの. t?Z 雨 やな 春雨の 广と € へ 行きて k を" 

上げ) 


一 一一 ニ^ニ 

の眞 盛りで、 赏に^ しい 眺め だ』 

ミ いふ « ^の m» を a つ て 鋒 ひ、 

【九】 

g 野 「一 Kn 羽 山 • -ぱ 山と いふ 山の 名の やう 

に、 大きな： W をた てて 嵐が 吹く、 花が S 

の やうに 散って 行く。 それにつ けても、 

私 は^い 歎きに 沈んで ゐ るの だが、 ^も 

私 の 心 持 を 察 して くれる もの はない 」 

.、J!W プ 悲しみに W された が、 また りれ. L て、 

膝 野 「私が お 酌 を 致し ま せ う 」 

•t 宗 盛に 酌 をす る。 

宗盛 「お い 熊 野、 一 つ 舞 を 舞つ て はどう だ- 

0^ 誰も 人の 心 を 察する ものが な い 一 

-、. - いつ て、 

〔中 舞〕 

な 舞 ふ。 * の 中 ：5S 一..、 俄雨：； 降る- 

^-もうし、  俄かに 村雨が 降って 來て、 

花 を 散らします" これ はまた どうした^ 

で ございませ. う」 

いかにも 村雨が 降って 來て、 花 を 散 

ら すな あ」 


ffi&l あ 、察しの ない 村：. 1 だ  一 J と II 

S ^雨の 降る は 淚か樱 花、 散る を怙 しま 

ぬ 人し なければ』 


〇 深き 愔を— 深い 物 思 ひ を 

誰も 知らな いとい ふ 意 C 深 

き は 雪の 緣語。 

〇 心なの— 心なき、 思 ひや 

リ のない" 

〇 春雨の 降る は 淚か櫻 花 I 

古今 集 大伴黑 主の 歌。 下句 

- 散る を |E しまぬ 人し なけ 

れ ば」 


〇 言葉の 種 —和歌" 

〇 いかに せん 都の 春 も 惜し 

けれど 馴れし 柬の 花や 散る 

らん— 平家. 物語に 載す C 解 

說參 都の 春を宗 盛の、 

柬の花 を 母の 喩 へと したの 

である C 


〇 なかなか の 事—. 然リと い 

ふ 意。 


〇 御 利 牛；-1 衆生 を 利益し 給 

J こ と C 


地 『降る は 臭 か (と 面 を 伏せて 左へ 廼 H0。# 'る ま か楼 

花。 散る を 惜しまぬ。 人 や ある 

と 散る 花 を 扇に 受 くる 形 をし、 右手に てし をりながら 右 へ 

廻リ眞 中に 出て 下に 居リ、 

7  o へ〕 

に 扇 をた 、みて、 左 抉よ リ 短 册を 出し 扇を擎 の 心 にて 一行 

に^ を 書き下し、 よく 見て、 短册を 扇に のせて ヮキの 前に 出 

で 短册を 渡し、 眞中 へ 歸り 下に 居る。 【短册 の 段】。 ヮキ 短册を 

取上げて、 


ヮキ 「由 ありげ なる 言葉の 種取り 上げ 見れば。 『い 

&ゃこ  はる  を 

かに せん。 都の 春 も 惜し けれど 

シーア 『馴れし 東の 花や 散る らん (としをる) 

ヮキ 「げ に 道理な り あはれ なり" は や はや 暇^ら 

あづま くだ 

する ぞ 東に 下り 候 へ 

おんに tj**  I-V ふら ふ 

シ テ 「な^」 と^^- 

ヮ キー なかなか の 事 とくとく 下り 給 ふべ しハ とい ひ 

て 短 册を左 抉に 入る) 

シーア 『あら 嬉し やた ふと やな" こ 


觀 音の 御 利 生 


(この 花時に 春雨の 降る のば-或は 樓の& るの *ss 

しんで 泣く 展 なので あらう か、 誰でも » の R るの 

を 惜しまない 人 はない のた から、 空 も IS じ ゃラに 

惜しんで 泣く ので あらう) ./V 吟 じて、 


〔イロへ〕 

に. 一 首の 歌を 思 ひ 浮かん た 心で、 短 册に漱 を 認め 

宗 盛に 渡す。 宗盛 短册を 手に-取つ て、 

宗盛 「何だか わけの ありさうな 歌 だ C 取り 

上げて 見る と  

『いかにせ ん 都の 春 も 惜し けれど … … 』 

./J 上句 を 譲む.、」、 賄 野. かその 筏 をつ い 一,、 

熊 野 『 …… 馴れし 東の 花や 散る らん』 

(都の 春 II あなたのお S —— A- 離れる の も 惜し 

いが、 馴れ 親しん た 東国の 花  母の 命  が こ 

の やうに 改り はしない か- t 案ぜられます o あ. - 5J 

ラ すれ はよ いので ございませ ラ) WHS む o 

宗盛一 いかにも 尤も だ、 氣の 毒な こと. た。 

すぐ 暇 を やる ぞ C 早く^ 國へ歸 るが よか 

らう」 

熊 野 一； え  >1、 お 暇 を 賜 はるので ございます 

力」 

宗@ 「さう だ、 早く 歸られ よ」 


熊 野 「お X 嬉しい ことで ございます。 あり 


〇 本 綿附の 鳥— 鵜 2 異名" 

御 暇と 言 ふとい ひかけ 

が 鳴く と镜 けた。 

〇cr か 鳴く  1^ の 枕詞。 

0 逢坂の 關 i 京都 か、 り 近 江 

へ 出る 國境 にある。 

〇 花 を a 捨 つる 雁が ね— 古 

今 集 伊勢の 歌に 「春霞 立 つ 

を兑 すてて 行く 雁 は 花な き 

里に 住み やなら へる」 

〇 それ は 越路— ^は 北へ 


〔考 異〕 

諸 流 (五 流〕 


なり c と 正面に 合掌 w。 これまで なり や 嬉し やな 

地」 - これまで なり や 嬉し やな。 かくて 都に お供せ 

ば。 ま たも や 御意 の變 るべき ただこの ままに お 

^と ハと 立ち〉。 木綿 附の 鳥が 鳴く 東^ さし て^く 

道の S 座へ 行き：)。 やがて らふ 逢坂の c 止 面へ 出で y 

關の戶 ざし も 心して。 明け 行く 跡の 山 見えて？ 

見上げ：^ 花 を見捨 つる 雁が ね の それ は越路 われ 

は r  (角へ 行き)。 東に 歸る 名殘 かな 東に 歸る 名殘 

力な 

と 左 へ 廻り 常應 に て留 拍子 を 踏む。 


 ミニ ガ  

がたい こ とで -- 一 ざ い ます。 - J れも 觀世 

の 御利益-て ノ  - ざ い ます 」 ( ミ * 水 a  n$ 

み) 

賄 g- それで はお 暇 致し ませう、 あ > おし 

いこと. た」 かう して また 御館まで お供 を 

したならば、 またもや 御意の 變る ことが 

あって は大變 だ。 このま、 お £ 致し ませ 

う」 

W2S やうに いひ、 

宗盛 に 暇 を ゆし て 、 ^路 さし て 歸 つ て 

行く^ 中、 迮坂 山で く 休む と、 關守 

も 孝心 に 感じ て すぐ 戶 を 開け て くれる 

ので あるが、 「花 を 見捨て て 都 を 去る 睢 

は 北 越の 方へ 行く ので、 .：：： 分 は それと 

は 方角の 違った 柬へ 行く ので あるが、 

自分 も 问 じ やうに 都 を兌扮 て てむ くこ 

とだ」 と、 さすがに 名 殘を怙 しむの. て 

ある 

0^,  ^江へ 院 る 想で： 


【一】 ヮキ 「熊 野來 りて あら (下懸 暇の 事 を 申さ) ば 此方へ 屮 し 候へ …… 【二】 ッレ 「さても 熊お 久しく …： 更に 御下リ もな く  C 下懸池 m の 

宿の 長 をば 熊 野と. m- し 候 C 宗 盛の 卿に 召し 置かれ 給 ひ。 久しく 御 下り も 候 はぬ 處 に。 老 ゆの 御^ はリ 以て の 外に 御入リ 〕 候 W に …… r 「急 

ぎ 候 程 に …； 御內 が 能； ^,51  御 - ^候 所 にで^ げ —に攸 (下 懸ナ シ ) …… 〔三】 シ チ -「^| の ト 「は I 朝弒 おも 述^^. ！^，こ叫ぉ や j ぃ(下 懸 こ 


れを上 の) 御 目 にかけ …… 屮 さう ずる に て ある ぞ此カ へ來リ 候へ (下 懸攸 ) 

翳老 a- の 方より 文 を 上せて 候 程に。 これ を そと 御：：：： にかけ たう 候) ヮキ 「w 


；】 シチ 「いかに 巾し ト： け攸 …： そと 參に 人れ 候べ し (下 

.見 るまで もな しそれ て髙ら か に躋み 候へ (下 膝 さらば 


諸共に 讀み 候べ し) ：… 【九】 シチ 「わら はお 酌に …… 地 一保き^ を 人 や 知る (下懸 1 っ閗 しめされ 候へ。 ヮキ 「何と 1 っ飮 めと 候 や。 さら 

ば 舞 を 御 舞 ひ 候へ。 シテ 「何と 舞 を 舞へ と 候 や。 "キ 「なかなかの 事) 

古謠本 (光悅 本〕 

【1】 ヮキ 「これ は 平の 宗盛 …… 留め置きて 候^, (光 又此程 は) 老母の ：： 花^の 友と 思 ひ (光い また 都に) ：… 【二】 ッ レゃン 一 これ は ：.：■ 

^|輮 (光ナ シ〕 老母の 御いた は リ^, P (光に て 候 程に) ：… S (光ナ シ) 御 下リも …… ッレ 「(光 あら 嬉し や) 急ぎ 候 程に これ はは や (光ナ 

シ〕 …； 所に て ありげ に 候 (光 程に) ま づまづ …… 【三】 ッレ 「池 田の 宿よ リ (光 ナシ) 朝顔が (光是 迄) 參リて 候。 シテ 「なに 朝顔と .：：. さ 

て (光く：) …； ッレ 「以て の 外に 輒 入い (光 ことなる 御 事 もな く〕 候 …： シチ 「この 上 は ：••： 御 H にかけ て (光と もく に ：} 御 暇 を …… 

【四】 ヮキヅ レ 「誰に て 渡り 候ぞ (光ナ シ) や 熊 野の …… ヮ I キヅレ 「心得 申^ 「一.，.. 熊 の 御，！^, に (光 ヮ キー 何と 遊お 來リ たると. E- か。 トモ 

「さん 候) ヮキ 「此方 ヘ^^  (光ナ シ) と …… シ テ 「いかに 申し上げ 候 老^み 痛 は り …： 朝 額 に 文 を 上せ て 候 (光 又 故鄕ょ リ あさか ほ を 上せて 0 

S はリ もっての 外に 候へ は。 いそき くた るへ きょし の ほせて 候 ほと に-」 槿を も；！^ まて つれて 參リて 候。 ちか ふ參候 へ C  乂古 よ リ文を 

の ほせて 候 y 便な う 候へ ども  ヮキ 「何と 古里より …… (光 某) 兌る まで も ：.： 【五】 ヮ キー^^-ゆ 劍 1^,^  (光赏 々^は) さる 事 なれ ど 

もさ リ ながら (光よ も 別の 子細 は あらし) こ の 春 …… 【六】 地下 歌 誰か い W (光つ〕 し 春の 色 …； 【八】 ヮキ f 何とて 退な はリ たる ぞ 

(光ナ シ ，.} 急 い で ：.：. ヮキゾ レ 「畏 つ て 候い かに 朝顔に 申し 候 (光 何とて 遊屋は 退く 御参り 候 そ〕 はや ...，： その 由 仰せられ (光 御. S.) 候へ。 ッレ 

r 心得 5- し 候 ...... 御洒 宴の 始まりて 候 (光に 何とて 通く 御参り 候 そ〕 急いで …； 【九】 ヮキ 「げ にげに 村雨の ：••： 花 を 散らし 俟^ (光 そや 

… … ヮキ 「げに (光现 な リ) 道 理 な り あゆ 叫^  (光 ナシ) …； シテ 「あら 嬉し や (光 ナシ) た ふと や (光嬉 しゃ〕 な 


熊 野  コ 二 一五^ 


野 


夜 ^贫我  三 二  K 七 


夜 討 曾 我 


觀 (寶春 


喜 ) 


解 說 


画】 

【入物】 


四 番目 

前 ッ レ 

團 三 郞、 

後ッレ 


二 段 劇 能 

き 我十阒 

同 鬼 王、 

古屋 五郎、 


前シテ 曾 我 五 郞、 前 ッ レ 

狂言 大藤 内、 同 狩 場の 者、 

同 御所 五郎丸、 同 (立 衆) 

曾 我 五 郎 


軍兵 (二人)、 後シテ 

〔所】 駿河國 富士 裾野 

【時】 建 久四年 五月 

【異 稱】 〔打 入 曾 我〕 ともい つた。 

【作者】 作者未詳。 蔭凉軒 日 錄に寛 正 六 年 九月 廿 七日 春 日 祭禮の 能に 〔打 

入 曾 我〕 を 演じた と ある C 

【i】 曾 我 兄弟 は賴 朝が 關東八 箇國の 諸 侍 を 集めて、 富士の 裾野で 卷 

狩 をした の を 幸 ひに、 諸 侍の 中に 紛れて 父の 敵ェ藤 祐經を 討た うと、 

圑 三郎、 鬼 王の 兄弟 を從 へて、 富士の 裾野へ 出かけた が、 亡き 跡の 母 

の 歎き を 思 ひやって >  團三郞 兄弟に 形見の 品 を 持たせて、 故 鄕へ歸 す 


はリ 


J とした。 画三郞 兄弟 は 

I き 認め、 五郎 は W 


J 鎏ん で、 曾 我へ 歸る事 


十^ は 文 をず. 


ま さび- ifi<%  6  ,1 ：  - so 三！ tift-i-.3  く！ G.  く, 3*  es  - 

お を 取り出して、 ..U^Htii^ 

>M 四. s  Li-ll 一 ラ 7 


,10 担んだ が、 S 說き 伏せられて しまった- 

t は 泣く 泣く 曾 我へ 歸 つて 行った 〜gl の 占 匿 

5   3..P  -  I し て お^  ^  -lh 


旣 


ョ f  I  、 浥 f  $ ち： swra 郞に *! 六 ナブ， レ 1 、 

い、 s.^vd^ 丸 力 ^y- を 


ソ 適した 爲 に、 後 力 


ri  ーノ られ、 終に 多勢の 者に 繩を かけら 


斬り 殺した が、 御所 五郎ち 


二し、 將 軍の 乂刖 


： 立てられた 


【出典】 


の 第一 段 は、 曾 我物 語卷 九 


. 鬼 王道 一一 一郎 曾 我へ 歸 りし 事 


、第二  S 同じ 卷 の-五 § 捕らる 


事」 _」 據っ たもので あらう 力 


作者の 新しく 構想した^ 力 多 

た 史實 を抄錄 して 參考 とすれば 

建 

御標 


u+s-  ds- 一二 f -ニ 1; 

その 8 も 殆ど -t_」l つて ゐな 


, ら、 こ 


は 物語 


久四年 五 廿 八日 癸 巳、 ぺ雨 


降、 日中 以後 薺、 子尅 故 _ 


-I 郞 I 法師 孫子、 曾 我 十 i, 

- >   j  ^«H"  ば 


殺， -戮ェ 藤 左衞門 尉祐經 S 有 


ー備前國住 人吉 媒宮王 藤- 


つ. ci^-r=-3 ンミ I  E 

；內者 一依 レ與 -ー于 平氏 家人 懒ほ 太？. 


1- f  $i、  0^^i 依レ之 諸人 i 雖レ不 

去廿 I 一 t 領ー 蒙、 I 一一 此 由ー 祐成兄 I ー父敏 一之 由^ぉ馬^ 愛甲 小 次 


の I を 引く こと を差控 へ、 safe さ 

同 £邠 時宗. 致-; 推-一 參 于富士 野^. ま 

ま 爲，.£ 厶被 nl-之處、 煢祐 

き 終 一 合沾 談話 之 處、 向 被 レ殊也 


經&- 申 無 レ誤之 由 一之 間 

爱 祐經. 王 藤 

レ知 二子 細 一 


內？ 交會 一之 遊女、 l^H^l-l, ず祐 I ー多以 被レ疵 所レ f  d  ぶ I- 被レ討 

.rm  $f0^-Fii. 千 I 成 者 合 は^^ 


宿 恃之辈 皆 悉走出 


力- nn ラ 》f 

郎者、 差 U 御前 ー奔參 

大見小 平 次 一 II 


白杆 A 郎、 ssiuh^ii 


將軍 取，. 御 铋ー欲 = 令 レ向レ 之ぎ- r 


大見小 平 ffl 00fff  、 lis ヒ.： ：•：. 比 兄弟 者 l-=g^5i  、 き Is 

中レ矢 墜レ命 S0^l  3ff  T 

レ^ d- レ/ ノ p レ  ， -.3 タノ iVf  .7   ：  •• - 、」Jtf<  ASTn 

伺 n 祐終之 ffi 一  如-影 之 隨で形 云 


： 場 一 不 


供 之 W 

卅日乙 未…… 又祐成 時宗 最" 


後事 等、 ま 書 狀等於 母 之 許殳、 


被 I- 之處、 幼稚 以来 欲レ度 一一 父 敵 ー督 


趣、 ^1 11^ 


【槪 評】 本 曲 は 〔小袖 曾 我〕 の 後 を 承け て 、 曾 我傳說 の 結局 を 取扱 つた もの であ るが 、その 主 眼. て ある 兄弟 討 入 の 場面 を 外 し て 、 そ の 前後 

を 題材と したの は、 思 ひ 切った そして 巧みな 構想で ある。 第一 段の 形見 送り は 、物語に も あはれ に 描かれて ゐ るが、 本 曲の 方が、 兄弟の 

生^ を 描く 點に 於ても、 團三郞 兄弟の 衷情 を 描く 點に 於ても、 遙 かに 物語より は鮮 かで ある。 第 1 1 段に 於て、 十郎を 舞臺に 登場せ しめな 

い-て 陰に まわし、 五郎 をして 一， 十郞 殿十郞 殿-と 兄 を 索め しめる の も、 あはれ であるが >  十番 斬の 代表と して、 古屋 五郎と いふ 剛勇 無雙 

の 者を假 作した の も、 巧妙な 手法で ある。 間狂言に 大藤內 を 出して  >  討 人の 樣を 陰から 描いた の も、 上手な 考案で ある C とにかく 本 曲 は 

夢幻 能 を本證 とした 能樂 としての 演奏 價値 は、 必 すし もさ ほど 高い ものと はい へない が、 劇 能、 戲 曲の 制作 法と して は、 十分に 工夫した 

ものと いふべ きで あ らう C  1 1 曾 我物の 謠曲 として は、 なほこの 後に 續 くも の に 〔禪師 曾 我〕 が あ る。 


【二  .  ？ 

〇 その 名 も 高き— 富士山 の 

名高 いやう に、 名高 い 御 狩 

と いふ 意。 

〇 御 狩— 賴 朝の 富士の 卷狞 

卷狩は 建 久四年 W 月 八日 駿 

河 國駿東 郡藍澤 の 原の 狩に 

始ま リ、 十五 日富士 郡富士 

野に 移った。 兄弟の 夜 討 は 

その 二十 八日で ある。 解說 

參 照。 

〇 曾 我の 十郞 I 伊東祐親の 

孫、 劝名 一 萬。 その 五 歳の 

時 父 河 津三郎 祐泰を ェ藤祐 

經に討 たれ、 後 母の 再緣し 

た 曾我祐 信に 養 はれて、 そ 

の 姓 を 胃し、 十郞祐 成と 名 

乘 つた。 この 時年廿 二。 

〇 わが 君— 將 軍源賴 朝。 

〇* 八 箇國— 足柄關 以まハ 

相 摸， 武藏 • 安 &3, 上 總. 下總 

常 陸 • 上野 .下 野の 八 箇國。 


【 次第の 嬅子 にて、 ッ レ曾我 十郞、 侍 烏帽子 • 襟淺黄 • 着附段 厚 

板. 掛直垂 • 白 大口， 腰帶. .扇* 小刀の 装束に て 文 を 懐中し 3 矢 

を 持ち、 シテ曾 我 五郎、 ^烏 W 子， 襟 花色. 着 附段厚 根 *掛^1 

垂. 白 大口  • 腰 帶 .扇. 小刀の 装束に て 守 を 懷屮し 弓矢 を 持ち、 

ッ レ 圑三郞 及び 鬼 王、 襟萠黃 • 着附 無地 熨斗 Q> 素袍 上下 .扇* 

小刀の 装束に てゝ 舞臺に 入 リ向合 ひて、 

ひァ (四 人) 次第 『そ の 名 も 高き 富 士の嶺 の。 その 名 も 

高き 富士 の嶺 の。 御 狩 に いざや 出で うよ 

地 取に 十郞は 正面に 向き、 

十 郞「 こ れ は 曾き の 十 郞祐成 にて 候。 さても わが 

君 東 八 { 固國 の 諸 侍 を 集め。 富士 の 卷狩を さ せ ら 

れ睽 間。 我等 冗 弟 も 人 竝に罷 り 出 で。 唯今 富士 


【I】 


第 一 段 

舞经 ば 初め 相投 H 贫我 で、 ッレ甘 我 十 »、 

五郎、 ッ レ從 *c 圃三郎 及， ひ 鬼 王 登場。 


テ弟 


夜 討贫我 


四 人 「有名な 富士山の 御 狩に さあ 出かけよ 

う」 

.A- 次第 を謠っ て 目的 * 述ぺ、 

十郎 「自分 は 曾 我 十郞祐 成です C さて わが 

將軍 家に は關 東八箇 國の武 士達を 集め 

て、 富士の 裾野で 卷狩 をな される ので、 

自分 達 兄弟 も人竝 の 武士 と 同じ やうに 仲 

間 入り をしょう と 思って、 これから 急い 

三 II. 艽九 


夜 討 首 我 


〇 卷狩— 獵 5| を 園み、 獸を 

その 中に 近 ひ 込めて， 狞リ 

とる こと。 

〇 富^の 裾野— 富 士 の西楚 

富士郡 2 井出 *祌 野の 邊。 

〇 い つ 歸 る ベ き 古里 I 死 を 

決して 故鄕を 出た ので ある 

〇洱 根の 雪— 坑 根に 雪の か 

か つ たやう に 見える の は。 

卯ハ花 はう つぎの 花で 色が 

白 , o 

〇"呔 き 散る 花の 名^— 卯の 

花 は^; おに 吹く もので、 そ 

の^ いて 散る のが^の 花の 

お 後で あると いふ 意 を、 故 

鄕の 名残に いひ かけ、 又 花 

の 如く 散リ 行く 命の 名殘を 

も 、，l  >z 

0 わが 足枘 や— 心の 急ぐ 爲 

に >  わが 足ながら 逍を 遠く 

感ず る と い ふ 意 を 足 柄 山 に 

いひ かけた。 足 柄 山 は扣投 • 

駿 河の！： 境に ある。 

C 時 致—^!: お T 郞の弟 五郞 

父 を 失った のが 一 11 歳、 夜 討 

したの が 二十歳の 時で あつ 

た o 

〇 慕 を 御 打た せ— 假； W に ^ 

を 張り 廻す の である。 


の 裾野 へ とュぎ 候 

と、, ひて、 シテ， ッ 


四 人 向 合 ひ. 


マレ アサ シ 『今日 出で てい っ録 るべき 古里と。 思 へ ば 

なほ もい とどし く 

ユ上 5 名 殘を殘 すわが^ の。 名 殘を殘 すわが 宿 

かき ね  ゆ？  う  はな  さ  ち  よ £  な 

の。 垣根の 雪 は 卯の花の。 咬き 散る 花の 名^ ぞ 

と 。わが 足 柄 や 遠 かり し。； M  土の 裾野に^ きに 

け り 富士 の 据野 に ^き にけ り 

ッ レ 十郞 「わが 足 柄 や 遠かリ し」 と 正面に 向きて 先へ 出で、 

またもと に S リてゝ 一 同 {:E  士の 裾野に 着きた る 心。 上 歌濟み 

て 十郞は 正面 に 向き、 

十郞 「まぎ 候 程に。 これ はは や 富士の 裾野に て 候。 

ふき むね し >  i ころ  Ar、  お.^  U 

？郎 にに かに^ 致。 然る ベ き 所に 慕 を 御 打た せ 

候へ 

ん郎 つ て 候 

とい ひて 十郞は 脇^に ー仃き て 弓矢 を 下に 置き床 几 にか、 る。 

他 の ！ー 一入 は 後兑哝 にくつ ろぎ、 丑 郞は弓 矢 を 置きて 舞 事-の 

！ e 屮 に 出で 下に 居る。 


ミニ 六 〇  

で 富士の 裾野へ 出かけろ のです」 

./ j  a 物 A- に a  , し糾 4? をし、 

四 人 「今日 出て しま へ ば、 も， つ い つ な鄕 へ 

歸る ことか、 その 見込の ない、 最後の 門 

出 だと 思 ふと、 一 籽 わが 家に 名殘が W し 

まれろ こと だ。 今 わが 家の 頃 根に^の や 

うに 咲いて ゐろ この 卯の花の、 ^いて や 

がて 散る のが、 春の 花の 最後で ある やう 

に、 S 分 達の 命 もこれ がお 後 だと 思 へ 

ば、 さすがに 足の 運び も 鈍りが ちで あろ 

が、 それでも 足 柄 山 を 越えて 進んで 行く 

うちに、 富 上の 裾野に 着いた」 

.t いって ゐる 問に、 錄_« は恍抶 して、 駁 Isswk 

の^ 妤ミ たる o 

十郞 「迢を 急 い だ の で、 もう - J  >- がお 士 の 

裾野 だ。 (だ郞 に) おい 時 致、 都 介の よい 所 

に 假屋を 作らせて おくれ」 


K 郞 「畏 りました」 

やがて 幕が 張りよ はさ. jj -、  ！： S こ-に 落ち- 

想で、 


〇 打ち 並べた る 幕— 關東諸 

侍の 假屋 をい ふ e 曾 我物 語 

に 「總 じて 上下の 屋形 g 數、 

十 萬 八 千 軒 軒 をなら ベ て 小 

埒を やり、 甍を竝 ベ て 打ち 

たりけ り 一 


〇 あらまし— 豫定。 計 畫_: 


〇 片時 I 暂 くの 時間。 

〇 祐經— ェ藤 左衞門 尉。 父 

祐繼 から 相續 すべき 領地 を 

祐 親に 横領せ、 りれ たと 恨み 

祐親を 狙って その子 河津三 

郎を 射た ので ある。 今は敏 

朝の 寵臣と な つて ゐる。 

〇 いつをい つまで— 何時と 

いふ あてもなく、 のび./.,^ 

に o 

〇 ながら へ I 生き延びる o 

一 〇 御靛 —仰せ。 長上 の詞を 

一 , 、 o 

レ ュ 

〇 夜 討が け I 夜 討に かける 


【二】  £*.. むね いま rrJ  おん こ i 

十郞 「いかに 時 致。 今に 始めぬ 御 事 なれ ども ^ わが 

君の 御 威光の めでた さは 候〕 打ち 竝べ たる 慕の 

うち  め  おどろ  あり さま 

內？ 脇 正面 を 見渡し. ：}。 目 を 驚か し た る有樣 にて 笑。 

お ほ  ひと  な.？ 4  われ ら き やう だい  まく  うち 

かほ どに 多き 人の 中に。 我等 兄弟が 慕の 內 ほど 

もの さ び た る は 候 ま じ 

五郎 「さん 候 今に 始めぬ 君の 御 威光に て 候。 さて 

かの あらまし は 候 

十郞 「あらまし と は 何事に て候ぞ 

おんな さけ  われ ら  へんし  わす  こ と 

五郎-あら 御 情な や。 我等 は 片時 も 忘る る 事 はな 

すけ つね  こと ITJ ふら ふ 

く 候。 かの 祐經が 事 候よ 

十郞 「げ にげに 某 も 忘る る 事 はなく 候。 さてい つ 

をい つまで ながら へ. 候べき。 ともかくも 然るべ 

き やうに 御 定め 候 へ 

五郎 「御 誌の 如く。 いつをい つと か 定め 候べき。 今 

にや よ うち  もの  う 

夜夜 討が けに かの 者 を 討た うずる にて 院 


夜 討 曾 我 


【二】 

十 S 「ねい 時 致、 今に 始まった 事で はない 

が、 將軍 家の 御 咸光は 大した もの だな あ。 

ず ら りと 竝んだ  >  この 澤 山な 立派な 假屋、 

驚かされ るば かりだ。 これほど 多勢な 人 

の 中て、 自分 達 兄弟の 假屋 ほど 寂しい も 

の は、 外に ある ま い 一 


「さう です、 將軍 家の 御 咸光は いつも 

ながら 大した ものです。 ところ. て、 例の 

計畫 は ど うな さるので す」 

十郎 「計畫 とい ふの は、 何の 事 だ」 . 

五郎 「あ  >  情ない C 私 は 一 寸の間 だって 忘 

れる ことはありません。 あの 祐經を 討つ 

こと-て すよ」 , 

十 S 「なる 程、 その 事なら ば 自分 も 忘れた 

こと はない の だ。 就て はかう して 何時と 

いふ あても なしに、 ぐづ/ \> 生き延びて 

は ゐられ ない。 お前よ いやう に 定めて く 

ラ. IV 」 

兀 W 仰せの： 迎り、 何時と いふ あても なし 

にぐ づノ \ して は ゐられ ません C 今夜、 

夜 討に して、 あれ を 討って しま ひませ う」 

ni 二 六 i 


お 

餘 

我 


郞 郎 大の 〇 
と と 石從鬼 
ああ 寺 者 王 

る リ 本 c  、 

°  ^ '  mm 
t&\>[.=. -ミ 
布字郞 郎 
本本 ' I 
I こ に 

は は 我 我 
m. 丹 物 兄 

rr        cii- ざ' 


十郞 「それが 然るべ う 候。 さ ら ば それに 御 定め 候 

へ G や。 思 ひ 出 だした る 事の 候。 我等 故鄕を 出で 

し 時。 母に か く とも 申さず 候 程に」 御数き ある 

べき 事。 これの み 心に かかり 候 IT 鬼 王 か圑三 

郞か。 兄弟に 一 人形 見の 物 を 持たせ。 古里へ 歸 

さう ずるに て员 

五郎ー げ にこれ は 尤もに て 候 さりながら。 一人 歸 

れと 申し 候 は ば 。定め てと かく 中し 候べ し。 た 

だ 二人ともに 御歸 しあれ かしと 存じ 候 

十郞ー 尤もに て 候。 さ ら ば 一 一人と もに 此方 へ 參れ 

と 御 申し 候 へ 

かし 二 4t 

丑郞 「畏っ て. 笑 

五郎 立ちて 常^に 出で、 後 a 座の 方に 向き、 

【三】  - , 

一， -郞 「いかに 團三郞 一鬼 王 こなた へ 參り候 へ 

かしこま 

き 一 「畏っ て 候 


十 S 「それが よから う。 それで はさう 定め 

ませう。  お、、 思 ひ 出した ことがあ 

る。 自分 達が 故鄉を 出た 時、 母上に かや 

うか やうと も 申し上げて S かなかった か 

ら、 自分 達が 死んだ 後、 さぞお 歎きに な 

る だら うと、 こればかりが；^ にか V る。 

鬼 王 か 圑三郞 か、 彼等 兄め の 巾の 一 人に、 

自分 達の 形見の 物 を 持たせて、 故鄉へ 歸 

す こと にしよ、 つ」 

SK「 いかにも これ は 御尤も-てす C しかし 

兄弟の 中に 一 人に 歸れ とい へば、 きっと 

かれこれと 文句 を 申し ませう。 一 擀 のこ 

と、 二人ともお 歸 しになる のがよ から 5 

と 思 ひます」 

十 a 「尤も だ。 それで は 二人とも こちらへ 

來る やうに いってお くれ」 


冗 S「SK りました」 

【三】 

五 it 「お い 圃三郎 と 鬼.^、 こちら へ お出. て. 

園 三 「畏 りました」 


〇 承引— 承諾。 

0 今めかしき— 今更め 

〇 御意— 思 召。 仰せ。 


〇 痛 はしく— 氣の 毒で ある 


五郎 舞 辜 ：3 眞 中へ 歸： 

もに 下に り、 


團ー 一一 郞* 鬼 王 脇 正面に 竝. び、 一 1ー 人と 


五郎 「圑 三郞 兄弟 これ へ參り て 候 T いひて 地謠座 前へ 

行き 下に 居る) 

. I  だん y ぶ -.? つ おに わう  たし  き  なん in き や うだい 

十郞 「いかに 圑三郞 。鬼 王 も 確かに 聞け。 汝 兄弟に 

ま-つ  こと  しょ-ついん  t たしょ-ついん 

申す ベ き 事 を 承 弓すべき か。 叉 承引す まじき か 

まっすぐ  う 

眞 直に 申し 候へ 

圑ー 一一-これ は 今めかしき 御 読に て 候。 何 象に て も 

候 へ 御意 を 背く 事 は ある まじく 候 

うれ  しよ-ついん 

十郎 「あら 嬉し や。 さて は 承引すべき か 

團ミ 「畏っ て 候。 何事 も御靛 をば 背き 申す まじ 


く 


十郞- この 上 は 委しく 語り 候べ し。 さ て も 我等が 

おや  かたき  こと  け つね  こん にや よ うち  う 

親の 敵の 事。 かの 祐經を 今夜 夜 討が けに 討つ ベ 

き やう だい むな  ふる さと  はわ な ひ 

きなり。 兄弟 空 しくなる ならば。 古里 の 母 歎き 

た i  こと あ t  いた  ほ ど  かた A  しな Ar\ 

給 はん 事。 餘 りに 痛 はしく 候 程に。 形見の 品々 を 
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五 ¥ 團三郎 兄弟 を こ \ へ 速れ て來 まし 

た」 

十 ® 「おい 團 三郞、 鬼 王 もよ く §1 け。 今お 

前 達 兄弟に いふ ことがあ るが、 承知 をす 

るか、 それとも 承知し ないか、 はっきり 

といへ」 

圑 三-.. これ は 又 今更 改まった 仰せで ござ い 

ます 力 どの やうな こと. てあらう とも、 

仰せに 背き は 致しません」 

十 s 「お 、嬉しい、 それで は 承知して くれ 

る 力」 

國 一一： r 畏 りました C どの やうな こと. てあら 

うと も、 仰せに 背きますまい」 

十 W それ. て は 委しい 話 をす るが、 自分 達 

の 親の 歒、 あの 祐經を 今夜 夜 討に して 討 

つ て しま ふの だ C それにつ い て 、 自分 達 

兄弟が 死んだならば >  さぞ 故鄕の 母上が 

お 歎きな さる だら うと、 餘り にお 氣の毒 

に 思 ふので、 形見の 品々 を 持って、 二人 

ニー  ニニ ハ =1 
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〇5W る まじ い — 歸る まじき 

の 音便。 


〇 ふ つ つ と —. か っリと C 斷 


持ちて。 二人ながら 古里へ 歸り 候へ 

g 一一  1 「こ れ は 忍 ひも 寄らぬ 御 読に て 候 もの かな。 

ぎよ ,  ぎよ い  とし つき ほう こう 

御^も 御意に こそより 候へ。 こ の 年月 奉公 中し 

お， P だい じ  まつ さき  うちじにつ かまつ  ため 

候 も： こ の 御大 事に 眞先 かけて 討死 仕るべき 爲 

なに  -ご ぢ やう  VJ  おい 

にて こ そ 候 へ 。 何と 御 誌 候と も。 こ の 儀に 於て 

は 罷り 歸る まじく 候。 S 王へ 而を 向 け； 鬼 王 さ や う 

に て はなき か 

こと もつ と  か  かへ  こと 

免 王 「なかなかの 事 尤もに て 候。 罷り 歸る事 は あ 

る まじく 赞 

十郎 「何と ® る まじ い と， すか 

團 一一 一 「ふ つ つと 罷り 歸る まじく^ 

十郎 「こ れ は不 mil なる 事 を 申す もの かな。 さて 

こそ：^ 前に 言葉 を 固めて 候に。 さて はふつつ と 

歸る まじき か 

圑三 「さん 宾 


 三  一- --, £  

とも 故 鄉へ歸 つてく れい j 

■ 三 「これ は 意外な - j と を 仰 せ られ ます。 

いかに 仰せつ けと. E- しても、 ^により ま 

す。 この 永い 年月 御舉. 公致した の も、 こ 

の 御大 切な 場 介に、 眞 先に 立って 討死 致 

したい 爲 でございます C 何と 仰せられ ま 

すと も、 この^だ け はお 受け 出來 ません、 

歸る こと は 出来ません。 (鬼^に」 な あ 鬼 王 

さう-て はな 、力」 


鬼 ft? 「さう. てす、 尤も. てす。 歸る こと は 出 

來 ません」 

十 SS 「何 だと、 歸れ ない とい ふの か」 

觀ョ 「斷 じて 歸れ ません」 

卜郎 「これ は變. な こと を. E. す もの だ。 かや 

うな 寫を屮 し はしない かと 懸念して、 先 

程 堅い 約^ をした のに、 それで はどう あ 

つ て も歸ら ない のか」 

圃 ：0 さう. てす」 


〇 不思議なる I 奇怪な。 不 

都合な。 


〇 言葉 を 固め— 堅 

する。. 念 を 押す C 

〇 しかと I 確か に „ 


-約朿 を 


十郎 「汝は 不思議な る 者に て 候。 (五郎に) なう 五郞 

殿 あれ を 御歸し 候へ 

かし- X.  な に  まか  か へ 

五郎 「畏っ て睽。 CWI 一一に ：} や あ 何と て 罷り 歸る まじ 

ま- r-  ま. 3  お ぼ  め 

いと は 申す ぞ。 さやう に 申さう ずると 思し召し 

て こ そ。 始めより 言葉 を 固め て 仰せられ 候に？ 

立ち ヾ 何とて 歸る まじい と は 申す ぞ C しかと 3- 

る まじき か C と阒 一一 一郎に 詰め寄る) 

かしこ **  おん A6- つ 

鬼 HK 圑 三に X まづ田 W つたる と 御 申し 院 へ 

かしこま 

圑 郎に y 田ズ つて 候 

五郎 「しかと.^! ら  >ゥ 、する か 

團 三 一. 罷り 歸 らうず るに て 候 

五郎 「おうそれ にて こ そ院 へ ズ 千 郞に辭 儀して.) 罷り 歸 

らうず-ると 申し 候 

十郞 (圑 一一 一に リ 「何と 歸 らうず ると 申す か 

團三 「さん 臉 
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十 S 'お前 は 不都合な 者 だ。 (だ * に) ねい 五 

郞殿、 あれ を歸 してお くれ」 

五郎 「畏 りました C  (囿ー 一； SS に) お い 何故 歸ら 

ない とい ふの だ C その やうな 事 を 申し は 

しない か と 御 懸念 になって， 始め か ら念 

を 押して 仰し やった のに、 何故 歸ら ない 

と 申す の だ。 き つ と 歸らな いの か」 

"/J 圑三 W に 詰め寄る。 鬼 王 その 嚴 -g に 恐れて、 國 

一-き、 

鬼 王 「とにかく、 畏 りました と 申し上げな 

さい」 

圃三 (五郎に )ー| 田 おりました」 

五郎 「きっと 歸 るか」 

h 三 r 歸り ませう」 

五郎 「お V それでこそ よいの だ C  (十 s に) 歸 

ります と 申しました」 


十 ® 「なに、 歸 らうと 申す か」 

囿三 「はい」 

一一 一二，； ハ五 


^^曾 我  三 二 六 六 
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〇 敬 ふ ものに 從ふは 君臣の 

蹬 I 君の 敬 ふ 所に 從ふ のが 

臣 としての 禮 である、 兄弟 

の 敬 ふ 母の 爲を思 ふ の が汝 

等の 臣 として の禮 であると 

いふ 意 か 。曾 我物 語に は 「 い 

か に 未練な り、 君臣の 鎞も 

だし 難 けれども、 心に 從ふ 

を 以て 孝行と せリ、 その上 

終に 添 ひ果っ まじき 身な. れ 

ば、 名殘 惜しき 事盡 くべ き 

にあらず C 急ぎ 出で 候 へ 」 

と ある C 

〇 生々 世々 I 死んだ 後の 來 

世の その 次の ずっと 後の 來 

世まで G 

〇 不覺 の淚— 武士と して 淚 

を 出すまい としても、 覺ぇ 

ず 知らず 出る 溟。 

【四】 

〇 樊噜— 漢の 高祖の 臣。 武 

勇の 勝れた 入。 

〇 母の 衣 を着替 へ し. —こ の 

傳說の 出 所 未詳。 

〇 弓 取— 武士。 

〇 母 衣— 鎧の 背に 負うて 敵 

の 後 矢 を 防ぐ、 五 幅 ほどの 

布帛で 作った 囊狀の もの。 


レ »ら  なに  こと  つか まつ 

五郎 「ああ 暫く 二 これ は 何とした る 事 を 仕り 候ぞ 

atil い もの ^へ 

十郞 「や あ 兄弟 の 者歸す ま じ き ぞ歸 すま じ き ぞ 

五郞 大小 前に 行きて 下に 居リ、 團ョ郞 • 鬼 王、 十 郞に辭 儀。 

こ、 ろ  しづ  き  I- ん にや  ところ 

十郞 -まづ まづ 心を靜 めて 聞き 候へ。 今夜 こ の 所 

に て 祐經を 討ち。 我等 兄^ 空し く な らば。 さ て 

古里に まします 母に は 誰か かくと 申すべき ぞ。 

うや も もの  し 匸ーご  くん しん  れい  まう 

『敬 ふ 者に 從ふ は。 君臣の 禮と 申すな り。 これ を 

聞かず は 生々 世々。 永き 世まで の 勘當と 

地上 歌 『かきくどき 宣 へ ば。 かきくどき 宣 へ ば。 鬼 

王圑 三郞。 さらば 形見 を 賜 は らんと。 い ふ聲の 

ド よりも。 不覺 の、 房せ き あ へ ず 人と もし をる) 

次の クリに W 郞 もとの 座に 歸リ、 阒ー 一一郎 • 鬼 王 肩 を 直す。 

【四】  . ， 

地クリ 『それ 人の 形見 を 贈り し 例に は。 かの 唐土 

の樊噜 が。 母の 衣 を着替 へ し は。 永き 世まで の 

ためし 

力 や 

いまた- n- てい  ゆ A と り  i  X 

十郞サ シ 『今當 代 の 弓 取の。 母 衣と はこれ を名づ け 
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五郎 「お k 一寸 待て- これ は 何とい ふ 事 を 

する の だ」 

十 a 「や あ 兄弟の 者、 歸 さない ぞ、 歸 さな 

I  _v」 

經 一一郎 • 鬼 王！ ©チ まひ を 正す。 

十 sir ま づ心を 落ちつけ て 聞いて くれ。 今 

夜 この 所で 祐經を 討って、 自分 達 兄弟が 

死んで しまへば、 故鄕 にお 出-てになる 母 

上へ は、 誰が この 事 を 申し上げ るの だ。 

『主の 敬 ふ 者に 從ふ のが 君臣の 禮 である』 

とい はれて ゐ るの だ。 この 事 をよ く 酌み 

分けて くれ。 聞かなければ、 死んだ 後 ま 

でも、 い つ ま. て も 勘當 する ぞ」 

と、 言葉 を盡 してい はれる ので、 鬼 王 

も 團三郞 も、 

翅 お 「それで は 、形見 の お 品 を 戴き ませう」 

とい ふやい はず に 、 われ 知らす 落ち 來 

る 涙が 止まな い ので ある。 

【四】 

十 郎「 一 體 人が 形見 を 嵴 つた 先例. て は、 か 

の 支那の 樊嗜が 母から； 默 いた 衣 を i へ 

て、 形見に 贈った のが、 後世 ま-ての 例と 

なった もので、 今の 世に 武士が 着ける 母 

衣と いふの は、 この 『母の 衣』 とい ふ 意味 

からつ けられた 名な の だ。 自分 達 の やう 

三 二 六 七 
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〇 我等 が賤 しき 身 を In 分 

達 兄弟の 如き 賤し い 者 を 焚 

喰に 比べ るの は 不相應 であ 

るとの せ思0  . 

〇 我等 を 隔てぬ 習 ひ 1 親子 

ハ^ 愛に お 賤の別 はな い。 


〇 今 はの^— お 後の 際， 


〇 水 欤の跡 I 手跡、 筆跡。 

〇 老少 不ぉ —* <  3 死 は ポ齡 

の W 序に よらな い。 白 氏 文 

集に 「浮せ 都如レ 夢、 老少 亦 

何殊 I 覜心 略；^ 集に 「世人 

之 愚 也、 於, 一 老少不定 之 境 T 

成 ニ千秽 ^歲之 *M 」 

〇 飛 花 落葉— 無常 s 喩へ。 

正 徹の寄 花 述懐 和歌 之 序に 

「それ 飛 花落^の^ 秋 は 盛 

者 必袞の こ の 世を觀 じ」 

〇 肌の 守—^ 身 につけて ゐ 

る- JTO 

〇 形见は 人の 亡き 跡の I 古 

今集讀 人知、 りず の 歌に 「形 

見 こそ 今 は あだなれ これな 

く. は^ S る \ 時 も あらまし も 

の を 一 


たり 

地 『然れ ば 我， が賤 しき 身 を。 譬ふ ベ きに は あら 

ね ども。 恩愛の ぎりの。 あはれ さは。 我等 を：！ て 

ぬ。 習 ひなり 

地クセ 『さる 程に 兄弟。 文 こ ま ご ま と 書き を さめ 

(十郞 懐より 文 を 出し)。 こ 丄 ませ 成が (阒 一一 一郎へ 向き ま 

とき  か  it み  もじき  -っす  かた & 

の 時に 書く 文の。 文字 消え て- S  くと も。 形^に 

御 S 候へ。 $： 人の 形見に は。 手跡に 勝る もの あ 

ら じ。 水莖 の 跡 をば _心 にかけ て 弔 ひ 給へ。 老少。 

不定と 聞く 時 は 若き 命も赖 まれず 老い たる も 

のこ  よ  なら  ひ くわ らく え i  こ li わり 

殘る 世の 習 ひ §ー1郎千郞 の 前へ 行 さ。 飛 花 落葉の .现 

と 田 5 し 召されよ？ 十郞き 一一郎に 文 を 渡す S その 寺 時敌 

はだ  まもり  i  い 

も。 肌の 守 を 取り出 だし S 郎 懐より 守 を 出し： T これ は 

むね  かた &  ご らん  かた A  ひと 

時 致が (• と 鬼 王へ 向き)。 形見に 御覽 候へ 。形見 は 人の 

亡き 跡の。 思 ひの 種と 申せ ども。 せ め て 慰む^: 


に ニー-: へ 八  

な賤 しい 者 を、 樊 t» に比べる の は、 ^り 

に不 似合な ことで は あるが、 親子 恩愛の 

情 は、 誰でも 變り のない もの だ」 

かくて、 兄弟 は 母へ の 文 を 細々 と 詳し 

く 書き終 つ て 、 

十 a 「これ は： s 成が：^ 期の 時に 書きました 

文， て、 文字が 消え消えで 郯く、 兑 にくう 

ございませ、 つと も、 形見と して 御 卜さ 

い e 人の 形見に は、 手跡 ほどよい もの は 

ございますまい。 どうぞ この 文 をお 心に 

おかけ 下さいまして、 私の 亡き 跡 を 御！： 

向 下さい ませ。 ^の 諺に も 『老少不定』 と 

中し まして、 年若い 者. て も 長生きす るに 

限らず、 年老った 者が 却って 後に 殘 ると 

いふの が この^の お はし. て *<  J ざ い ます。 

この ft の 中 は、 花の 散り 葉の 散る やうな 

無常な もの だとお 思ひド さ い 」 

7J 陬 三 郞 へ 母 へ の 富 傅 *- 述べ て 文 を* す。 

その 時、 時 致 も 肌の 守 を 取り出して、 

K 郎 「これ は 時 致の 形兑 として 御 卜 J 

い。 形見 は 却って 死んだ 人 を 思 ひ 出させ 

る漱き の 種-て あると は 申します が、 又 一 

面せ めても の 慰めと なる もので.. こざい ま 

すから、 この 守 をお 身に つけて、 時 致が 

お 侧にゐ る ものと お 思 ひ 下さい」 


ora- 上 に 添 ひ 申した ると— 

守 を 母上 g 御身に つけて、 

時 致が お 側に ゐる とお 思 ひ 

下さ い。 

〇 その 主 を守佛 の 1 今 ま で 

その 主 時 致 を 守った 守佛の 

觀世音 よと い ふ 意。 

〇 この 世の 緣 なくと— 討死 

して、 こ の 世に 緣が なくと 


〇 諸行無常と— 平家物語 卷 

頭の 「祇園 精舍の 鐘の 聲諸 

行 無常の 響 ぁリ」 に據 つた。 

諸行 は 一 切の 現象。 

〇 文の 干ぬ 間に— この 歌の 

出 所 未詳 

〇 思 ひ 白雲の —思 ひ 知らる 

とい ひかけ た e 


【問】 


ひなれば。 時 致 は 母上に 添 ひ 申した ると 思し 召 

、ま  ねし  4* も ぼと け くわん ザ おん 

せ。 今まで は その 主 を T 守 を 見て S 守佛 の 颧^ 1 音 i 

王 五郎の 前へ 出で ：}。 こ の 世の 緣 なくと 來世 をば 助け 

へ ；： U (と 五郎 A 王に 守 を 渡す) 

すで  ひ  いり やひ 

十郎 『旣 にこ の 日 も 入相の 

かね  こ- 01 A\  しょぎ やう む じ やう  つ  わた 

地 『鐘 も はや 聲々 に。 諸行無常と 吿げ 渡る。 さら 

ばよ 急げ 急げ 使。 淚を。 文に 卷き 籠め て その ま 

ま やる C 團 一一 一郎 i 王立ち せきに 入る リ。 文の 干ぬ 間にと。 詠 

ぜし 人の 心まで。 今更 思 ひ 白雲の。 かかる や 富 

土の 裾野より。 曾 我に 歸れば 兄弟 すごすごと 跡 

を 見送りて 泣きて 氣田 まる、 あはれ さよ 泣きて 留 

まる あはれ さよ 

十郞 郎 「曾 我に 歸れば 兄弟 は」 と 立ち 常 座へ 行きて、 圑 三 

郞. 鬼 王 を 見送 リ、 右の 方に 向きて し をリ、 直して 中 入。 

【s】 早 鼓， の 離 子に て、 狂言 ォモ大 藤內、 烏帻子 • 着附白 練， 下 袴 • 脚半の 装束に て 赤地 鏠笵を 被" 

と 尺八 を 手に 持ちて、 慕よ リ鼷け 出で ながら、 

ォモ 「かなし やく。 助けてく れいく 


鬼 王に 母への S  $ ベ、 守 を 戴いて、 

五 SI 「今まで は その 持主 をお 守り 下さ つ た 

守 佛の觀 一 W 樣、 もはや この 世に 緣が なく 

なっても、 どうか 来世 往生の 出来る やう 

にお 助け 下さい」 

w いって、 守 を 鬼 王に 渡す。 

十 S 「もはや、 夕暮の 鐘が 『 一 切の ものが 

すべて 無常. て ある』 と吿げ 知らせる やう 

に 響いて ゐる。 . て は、 別れよう。 急い， て 

行け。 歌に 『潢を 封 じこめ て その ま k 逡 

る この 手紙の、 その 濡れた のが 乾かない 

前に、 早く 先方へ 渡して くれ』 と 詠まれ 

た 心 持まで、 今更 思 ひ 知られる こと だ」 

かくて， 團三郎 兄弟が 富 土の 裾野から、 

曾 我 へ 歸 ると、 十郞 兄弟 は 跡 を見逡 つ 

て、 涙ながら 留まった の は、 あはれ な 

ことで ある。 


女帶 
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三 二 六 九 


夜 5-a 會  J* 


=11 一七 O 


〇 胸が たくめ い て 1 胸に 烈 

しく 動悸が して C 


〇 赤 渾山— 伊豆 國田方 郡。 

〇M 越の 矢 Isfs しに 飛ん 

で來た 矢。 

〇 螳螂が 斧 を 以て— 文選 ra: 

十四に 「欲 f, 以 -1 雎鄉之 斧 1 

^中 降^ 之^ 上」 縱蜩 はかま 

き リ蟲、 降^ は 勢 ひよく 走 

る 車。 

〇 大藤內 —吉備 ^おの 神 

主。 往镞 内、 下- 藤 .S とも 書 


狂言 アド 狩 場の 者、 范附^ ^斗！！！： *狂言 上下 .小 刀の^^に て、 大藤內 の 後よ リ H け 出で、 

ァ ド 「- れは： 1:$ で 御座る ぞ 

ォ モ 「許して くれい く 

とい ひなが ら 舞-: お の ぉ；屮 へ 出で、 

それ-.; -し 

アド 「某で 御座る。 まづ 何とな された 

ォモ 「なに 某ぢ や。 そなた は 何として 來た 

アド 「今夜 は 狩 場の 廻りで ござる が C 餘 りこな たが 取り 亂 した 體ぢ やによ つて C それ故に これまで 來 

てこ さる 

ォ モ 「ようこそ 來て くれた。 胸が たくめ いて 物が いはれ ぬ 

アド 「殊の外 取り 亂 した 找子ぢ や。 ま づ帶を 締めさせられい • 

ォ モ 「手が 震うて 締める 事が ならぬ 

ァ ド 「某が 締めて 進ぜ ませう 

ォ モ 「締めて くれさし め 

アド 「心^ました。 (火 藤. 2の帶 を 締めて ) 一 ^とよう ござる。 まづ ：！： と 致した 寧で ご. さる 5 て 

ォモ 「別の 事で もない が 曾 我 兄弟の 事よ  . 

アド 「曾 我 兄弟が：！： としました 

ォ モ 「父 河 津の三 郞祐泰 は 赤涔山 S 狩 くらにて。 尾 越 S 矢に おって 死なれた を。 に 藤ん^ 門祐經 こそ 

親の 敵 なれと 思うて。 つけ 玑 ふと e 心し « せ。 ^經殿 S いはる、 は。 某 を 曾 我 兄弟が つけ 肌 ふ。 もし 

もの 事が あるならば 賴む とい はれた によって。 某 も氣に 入ら- リと 思うて。 御^ 遣 ひ あられまい C た 

とへ 兄弟 S 者が 犯うたり とも。 檔螂. か 斧 を 以て 降車に， M ふが 如し。 その上 この 火 藤 がお 侧にゐ る 


〇 夜前 I 前夜、 昨夜。 


〇 い と う し や — いとし や 

(氣の 毒な こと だ) の延 音。 


〇 南無 一一 一 寳—： ffi しく 驚いた 

時の 詞。 


から は。 指 もさ、 する こと は ござらぬ という たれば。 某 をも賴 もしい 者ぢ やとあって。 お 側 を 離さ 

れ なんだ。 さりながら 祐經 殿に も餘程 心に か、 つたと 見えて。 この 程 は 夜な く寢 間を替 へられた。 

^ー刚 も 大酒で 謠 ひさ V めき。 前後 も 知らす 伏し たれば。 何者が 手引 をした か。 かの 兄弟が 忍び 人つ 

たと 思し 召せ。 まづ 兄弟の 者が 松明 を 振り立てて。 祐經 殿の 寢 間へ 忍び入り 。あゆみの 板 を どぶ. く 

と 踏み鳴らし。 いかに 祐經 起き 上れく とい ひたれば。 さすが 祐 經殿ぢ や。 心得た といって 立ち上 

らんと し 給ふ處 を。 兄祐 成が はったりと 斬りつ ける と。 弟の 時 致が はったり くと 斬りつ けて。 い 

とうしゃ 咋 日まで も 今日まで も。 ェ 藤左衞 門祐經 とい はれた 人が。 どこが 頭 やら 足 やら 手 も 足 もな 

きものに なられた 

アド 「これ はいかな 事 

ォ モ 「某 も 日頃 賴 まれた はこ ゝ ぢ やと 思うて。 枕 刀 をお つ 取って C と 尺八 を 振 上ぐ) 

アド 「申し それ は 何で ござる 

ォモ (尺八に 氣 づき) 「誠に 宵に 吹いた n< 八ぢゃ 

ァ ド 「刀と：： < 八と 取り 違 ふとい ふ 事が あ る もので ござ る か 

ォ モ 「それ を 知る 程なら ば この やうに 取り 亂し はせ ぬ。 さりながら 某 はよ い 言葉 を番 うて 逃け た わ。 

今夜の 夜 討 は 曾 我 兄弟 ぢゃ。 後日に あらが ひ 給 ふな。 その 證據 には大 藤. ZZ これに あると いひ たれば。 

憎い 奴ぢ やといって 追つ 驅 ける 程に。 やうく これまで 逃 ゆ 延びた わ 

ァ ド 「それ はよう こそ いは せられた 

ォモ 「さて 某 も隨分 足早に 逃け たれ ども。 背中が ひい や. s  くと して 氣 味が 惡ぃ。 若し 斬れて はない 

か 見て くれさし め 

アド 「心得ました。 (背中 を 見て) 南無 三寶 
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〇 新田の 四郞— 忠常。 伢 豆 

の 人、 贫我 兄弟と 親族で、 

曾 我物 語に 「一河の しるし 

に：： i じく は、 忠 常が 手に か 

けて、 後 H に勸赏 に 行 はれ 

給 はば、 御邊の 奉公と 田-. 3 ひ 

給へ」 といって 戰ひ、 「親し 

き 者の 手に か  らん は 本意 

ぞ かし」 と い つて 討 たれた 

と ある o 

〇 物 思 ふ 春の 花 盛リ— 散リ 

散りの 序 C 

【六】 


〇 打 物— 打ち 鍛 へた 武器。 

刀 刀な ど C 

〇 鍔 もと— 刀の 身の 鍔 を つ 

け た邊を い ふ。 

〇 物々 し— 大層ら し い。 

0 手竝— 手ぎ は。 腕 まへ。 


〇 御內 方— 赖 朝の 近臣。 

G 古屋 五郎 I この 名、 曾 我 

物お に は 見えな い。 


たる ぞ や。 十郞 殿十郞 殿。 何とて お 返事 はな き 

ぞ十郞 殿 (と 5, 2き) 。宵に 新田の 四 郞と戰 ひ 給 ひ 

し が C と： 止 面 へ 向き ：}。 さて は はや 討 たれ 給 ひ たるよ 

な C- と 面 を 伏せ ：}。  口  *3 しタ。 死な、 ま骸を ー听 とこ そ 

おも  もの おも  はる  はな y ^  ち  ぢ 

思 ひしに。 『物 思 ふ 春の 花盛り。 散り散り になつ 

てこ こかし こ に。 骸を さらさん 無念 やな？ 松明 を 

捨てて 拍子 を跻 む. } 

【穴】 み.  ひ 

地に m 『味方の 勢 は これ を 見て。 味方の 勢 はこれ 

- つち もの  つ £J  とき むね  め 

を 見て。 打 物の。 鍔 もとく つ ろ げ時致 を： Z がけ 

VJ かかり ナり (とッ レー 同 太刀 を拔 きて 五郞 へ 向く 

五郎 『あら 物々 しゃお のれ 等よ ハと 拍子 を 1 "み) 

地 『あら 物 々しゃお の れ 等よ £s へ 人 ふ。 前に 手竝 

は。 知る らん もの をと 太刀 取り直し。 立った る氣 

しき ほ  ひと 

色譽 めぬ 人 こそな かり けれ 〈と ほ屮 に 立 3。 かかり 

ふころ  & うち がた  ふるや  らう 

ける 處に。 かかりけ る處 に。 御內 方の 古屋 五郞。 
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…… 十郞 殿、 十郞股 (ミ兄 * 擦し)，。 どうして 

お 返事がない のです e 十郞 殿。 宵に 新田 

四郞 とお 戰ひ になった が、 今お 返^の な 

いところ を 見る と、 お 討 たれに なった の 

だな。 あ、 口惜しい こと だ。 死ぬ 時には 

死骸 を 1 つ 所に してと 思って ゐ たのに、 

かれこれし 一」 ゐろ うちに" 散る 花の やう 

に 散り散り になって、 あちらこちらと 違 

つた 所で 骸 を 爆す ことと なった のか。 あ 

ぁ殘 念な こと だ」 

【た】 

將： m 側の 取 勢 はこれ を 見て、 刀の 鍔 も 

と をく つ ろげ、 時 致 を；： W がけ て 斬 つ て 

か、 つた。 


五 a 「なに を贵様 達が 大辩 らしい。 おれの 

腕前 は 先程 見 たで あ らうが」 

と、 太刀 を 取り^して、 つつ 立った a 

ましい 姿、 誰 一人 譽 めない もの はな か 

つた。 

かう して ゐる處 へ、 將 軍の 近お 古屋五 

郞が 剛^な 樊嘧の 怒った 時の やうな 恐 

ろしい^ ひで、 智謀の 秀れた 張 良の や 


〇 張 良— 漢 9 高祖の 臣。 樊 

噌が 剛勇で あつ た の に對し 

この 人 は 智謀に 勝れて ゐた 

〔張 良〕 參照。 

〇 鎬を削 リ— 鎬は 刀の 刃と 

背との 間にある 高 い 所。 そ 

れを 削リ合 ふ ほど 烈しく 斬 

9^0.^ こと a 


〇 御所の 五郎丸，！ 曾 我物 語 

に 「五郎丸と て 御 寮に 召 仕 

はる &童 ぁリ、 之 は 京の 者 

たリ しが、 敎 山に 住して 十 

六の 年 師 匠の 敵 を 討ち、 在 

京 叶 はで 東國に 下り こ 

の 君に 參 りたり しが、 究竟 

の 荒馬 乘の 剛の者、 七十 五 

人が 力 を 持ちけ リ」 こ  >- の 

御所 は賴朝 9 館 をい ふ。 御 

殿附の 五郎丸と いふ 意。 

〇 御前— 賴 朝の 御前。 

〇 鎧の 袖 を 解き— 鎧の 袖 も 

腰 まわ リ の i: 十摺も 取リ 拾て 

鎧の 胴 だけ を 着て。 

〇 薄 衣 引き 被き— 鎧の 上に 

薄 衣 を 着て、 女と 見せかけ。 

〇 唐戸— 竪 横の 棧に入 子 板 

を 張った 二 枚の 開き戸 C 

〇 遝槻 弓の —運の 盡 きを 槻 

n? にい ひかけ た" 


樊噜 が。 怒り をな し 張 良が 祕術 を盡し つつ。 五 

郞が 面に、 斬つ て かかる 郞と 古屋切 S  。時 致 も。 

ふる や  らう  ね  ^ ち  しのぎ  けづ  レ H 

古屋 五郎が 拔ぃ たる 太刀の。 鎬を 削り。 暫 しが 

程 は。 戰 ひしが。 何とか 靳 りけん 古 屋五郞 は 二つ 

にな つ てぞ 見えたり け る c 古 展 斬られて 切 戶ょリ 入る)。 

かかりけ る處 に。 かかりけ る處 に。 御所の 五郞 

**る つ- ザん  い  はだ  よろ ひ 

丸 御前に 入れた て かな はじ も の を と 肌に は 鎧 

の。 袖 を 解き。 草摺 輕げ に。 ざ つ くと 投げ かけ 上 

うす ぎぬ ひ  かづ  から と  わき  ** 

に は 薄 衣 引き 被き。 唐戶の 脇に ぞ待 ちかけ たる 

•  五郎丸 「御前に 入れた て. 一 と 正面 先にて 齚 倦し >  脇^に て 白 

鍊薄衣 を 被ぎ て 立つ。 

〔力 ケリ〕 

五郞 敵 を 索む る 仕 科 をし  • 

い <l  is む ね  うん つき ゅ& 

五 郞 『ム 「 は 時 致 も 基槻弓 の 

地 『今 は 寺 致 も 運槻弓 の Q 郎丸 五郎の 後へ 廻り ：}。 力 も 

お  t こ ii  ぢょ  ゆ だん  とほ  す-ご 

落ちて。 眞、 の女ぞ と汕斷 して 通る を。 やり 過し 
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, うに 色々 と祕 術を盡 して、 五郎に 向つ 

て 斬つ て か V つ た。 時 致 も、 古屋 五郎 

の拔 いた 太刀と、 太刀の 鎬が 削れる ば 

かりに 簿鬪 したが、 暫くして ゐる 間に、 

五郎が どうして 斬りつ けた もの か、 古 

屋 五郎 は眞 二つ に 斬り 割ら れ てし まつ 

た。 


かう して ゐる處 へ、 また 御所の 五郎丸 

が將 軍の 御前へ 人れ て はならない と- 

肌 に 着け て ゐた鏜 の、 袖 を 解き 草摺 を 

ざつく と 投げ捨て、 輕々 と鏜の 胴ば か 

り を 着て >  その上に 女の 薄 衣 を かぶつ 

て、 唐戸の 脇に 立って、 五郎 を 待ち 伏 

せて ゐた。 


〔力 ケリ〕 

に、 五郎箪 兵 を斩り まくって、 將 * の 許へ S 人し 

よう vj する 樣を 示した が、 

今 は 時 致 も 運の 盡きた 悲し さに は、 戰 

ひに 疲れて 力 も 弱り、 五郎丸が 薄 衣 を 

かぶって ゐ るの を、 ほんとの 女 だと 油 

斷 して、 通り過ぎよう とすると、 五郞 

三 二 七 五 


夜 討 曾 我 


〇 押し 竝べ i 五郎丸 2 身 を 

五郎 3 身に 竝べ て。 


o わ だが み— 鎧の 胴の 名所 

押 付の 板から 镜 いて、 前の 

胸板 を 釣る、 左右の 兩 肩に 

常る 所。 

〇 千 筋の 繩！ 幾 筋 もの 繩。 

G かけ まく も — 繩 を かける 

を 言葉 にかけ る 意の かけ ま 

くもに いひ かけた。 

〇 めでた けれ —將 軍の 御前 

を； した もの であるから、 

その 捕 はれた の を 「めでた 

し」 といった ので ある。 下 

懸 では 「ゆ X しけれ -と謠 ふ 


押し： a ベ むん ずと. a めば (とお 郞丸 H 附柱 近くに て 薄 衣 

を脫ぎ 五郞を 後よ リ捉 ふ) 

なに もの 

五郎 『おのれ は 何者 ぞ 

_*w しょ  らう まる 

W 郞丸 『御所の 五郎丸  . 

もの /\  つか 

地 『あら 物 々しと わ だ がみ 摑ん で。 えい やえい や 

く  とき むね .っ •、  i ころ  し i.1 

と 組み ころんで。 時 致 上に なりけ る處を 、下より 

えい やと 又 押し返し。 その 時 大勢お り 重なって。 

千 筋の 繩を。 かけ まく も。 忝くも。 君の 御前に。 

追つ 立て 行く こそ。 めでた けれ 

「千 筋の 繩を」 と 立 衆 二人 五郎に 繩を かけ 幕へ 送り込み、 艽 

郞丸常 座に て^ 拍子 を 踏む C 


〔考 異〕 

諸 流 (五 流) 

【  一 〕 s 人 上 歌 「名残 を 残す …… K き 散る^ (资 下懸 風) の&ハ 资下懸 行方) ぞ と- 

(下懸 ゆ \ し) けれ 

この 外。 た ビ詞の 異同 は少 くないが、 大意に は變 りない。 

古謠本 (元 綠八年 本) 
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丸 はこれ を やり 過して から、 五郎に 押 

し竝ん で、 ぐっと 糾 みつ いたので、 

樣は 何者 だ」 

WW 丸 「御所の 五郎丸 だ」 

「何 を 大奸ら しい」  • 

と、 五郎が 五郎丸の 兜の わ だが みを摑 

んで、 えい やえい やと 組み ころがって、 

五郎が 上に なった の を、 五郎丸が また 

下から えい やと 押し返した。 その 時 多 

• 勢の ものが 霜な りあって、 五 郞に娥 筋 

もの 繩を かけ、 忝くも 將 ：4 の 御前に^ 

つ 立 て て 行 つたの は、 めでた いこと で 

ある。 


【六】 地 一， あら 物々 し … ： 近つ 立て 行く こそ 


十郞 「これ は 曾 我の ；… 我等 兄，， 弟 (元ナ シ) 人竝に ；… 【二】 「あら 御愦 なや (元 候) …； 十 sr 尤もに て險 さら „H ；… 此方へ S; 


と徇 申し (元 召) 候 へ 【一一 一】 五郎 「いかに 圑三郎 鬼 王 こなた (元 御前) へ參り 候へ •：•： 五部 r 畏 つ て 候 .：：. しかと 歸る まじ： 5^ (元 ひ) か ：：： 

十郎 「ああ (元ナ シ) 暂 くこれ は ：：： 十 m 「や あ 兄弟の 者歸 すま じき ぞ歸 すま じき ぞ (元 ナ シ) 【四】 地ク リー-それ 人の 形^ を  水き 世 ま 

での 例か^ (元な H0 【六】 地 「—あ ら物々 しゃお ^IFr (元 ナ シ) 前に 手竝は ：：： 
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士 口野^- 觀 (寶春 剛) 


【能 柄】 三番 目 一段 劇 能 

【人物】 ヮキ 佐 藤 忠信、 狂言 衆徒 (二人、 シテ 靜 御前 

【所】 大和 國 吉野山 

【 時 】 鎌 倉 初期 (三月) 

【異 稱】 〔芳 野靜〕 又は 〔芳野 閑〕 とも 書く。 

【作者】 能 本 作者 註文に 世 阿彌の 作、 二百 十 番謠目 錄に觀 阿彌の 作と 

す。 花傳書 に 觀阿彌 が 得意 に 演じた といって ゐる 〔靜の 舞の 能〕 、能 作 

書に 女體の 例と して 擧げ、 世子 六十 以後. S. 樂談 儀に 井 阿彌の 作と し 

てゐる 〔靜〕 は 本 曲の こと. てあらう か。 

【梗概】 源 義經が 吉野山 を 落ちた 時、 佐 藤 忠信 は靜 御前と 謀 を 廻らし 

て、 まづ 忠信 は 都 道 者を裝 うて 衆徒 集會の 席へ 立ち 人り、 「頼 朝義經 

の 不和 は 解ける らしい の. て、 これまで 義經を 苦しめて ゐた 都の 人々 

は 先非 を悔 い てゐ る」 と い つ て 衆徒 を 欺き、 やが てまた 靜 御前が 出て 

来て、 法樂の 舞 を 舞 ひ、 義經の 忠節 を說 い て 、 親 朝 の 心 も 解け るで あ 


吉野靜 
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_ 】 


らうと いったの. て、 衆徒 i は靜の 舞に 見 俊れ 或 は義 經の武 

【lp" き；； 經 ITyh 

p  -=  t ザ レ， TV, レ.^  ^にて あ-つて し， p も その， お にポ 却 ぉ- 一し^- 5  - - ヒ： up:  TM  ,s  -igj  、-ー 

から SFi す f 1 f  つて 方 ち&こ U 、/^  知れて 都に 護送され るので ある。 忠ぉが 義經を 山 

7  4:^l^i^t 径 に^まって^ 矢 を 射た こと は 、〔^は-一の 解 說こ挚 -ナヒ fc, うこ、^ 己- ,,--1 

ゐ ない。 本 曲 は 作者の 新しく 構想した 所が 多い。 ト」 の 解 fF/ やう」 I 記に 記されて ゐるカ こ 3 し f§ つて は 

SE  fi 生. 金剛の 三流で は、 本文に 揭 げたやう に、 11 能と なって ゐて、 「さても 靜 はお 信が そ  ：、 、 

つ どう い ふ！ をした の か 明らか. てない が、 金 春流( 喜 多 流-て 最近 I とした もの も). 5 ビ のれ ト：； t い r t  . 、 

a て 衆徒を 欺く 謹 をす る  一 I つて、 「忠信と i」 が 明らか^-つ て^ k^uyhu:: 

觀謙三 匿 第一 f 略してし まった もの. てあらう。 さて この 曲の if  ひ""^^ 

くの て ある 力 その 方法 はかなり 覺 束ない もの-て、 現に 謹 記に 據れ ば、 靜は こさ 舞 を 舞った. l/、y;J,7„ 力：^ て;^ を 欺 

"ra"^ は 初め t この， 分 を 明かして、 忠信の I 者と 共に、 I との？"； sxi Hrt^l ゐ；： 

{SE 1 く  as々 し，， ネ坩 の^ 味 は 力う した！： 色の 上で. H なく、，. こ订^ o 華、.^. g ビニー  -  r  F  、 

であるが、 さぅ した I でも、 ョ入淨づ- え もつ 51 b  f をして 恍论 として 時 を 忘れし める 美しい 舞に あるの 

力 is て も 〔二人き の？ もっと §! いやう に 思 はれる。 古作の やう-て は あるが、 秀れた 曲と も f れ ない。 


【二 


【I】 


舞 S は 大和^ 吉 W 山 巾、 杯-宫 衆徒 二人 場、 S 

p#<",v- 很 して ゐ, 0O そこ へ ヮキ佐 藤お；： 人つ 

て來 たので、 衆徒の ； 人が これ * 咎める w、 


名乘 笛に て、 ヮキ佐 藤 忠信、 着附段 熨斗 》".掛 素袍， 白 大口  • 

腰帶 •：？ の裝來 にて 男 笠 を 被リて 名乘座 に 出 で、 笠 を 化 ど 

て、 

ヮキ 「こお sn 殿の 御 c に。 i 忠信に 5。 さ 一」 もセ lss^。  ^suli 

衆徒 4 り 候に よは 夜 こ sm を 御 問き 候。 I 懇ひ sm に殘 m れ との I。 ほ矢 取って 

と 存じ C 某 一人 この 山に 留まりて 候。 又 承り 候へば。 火靈に 泶會 の ある m 巾し i。 蜃 
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吉野靜  =1 二八 1 


吉野^ 


〇 都 道 は 多勢 迚れ 

立 つ て祌 社佛閣 に參 Si する 

旅人。 都 近 者 は その 都から 

出た もの。 

〇 衆會 I 衆徒の 集會。 

◎ さて は 都人に て— 以下^ 

言詞、 謠 本に 從 ふ。 この 狂 

言詞、 光悅 本に は 載せな い e 

〇 判せ —源 義經。 義 經は撿 

非違 使 判官であった。 

0 上 は 御 一 體— 賴朝 は義經 

と 兄弟 一 體の屮 であるの を 

いふ" 上 は 赖朝を 指す。 - 

〇 御^ち— 「落つ I は 逃げの 

びる こと。 


〇 常 山— こ の 山、 吉野山 の 

寺。 

〇 宿坊— 參詣 人^ 泊 の 爲 に 

設けられた 佾坊 e 


アド 「何が さて それが よから う 

ヮキ この間に 大小 前に 出で、 男 笠 を被リ たるま 、下に 3W る。 ォ 

ォ モ 「いや これに 何者 やら 出た。 尋ねて 見よう (と 二人とも 立ち 

わらん づ 

_s 座敷 へ 案 2： もな く C 濡れ 草鞋に て 出られ 候ぞ 

&ゃ こだつ じャ  レゅ S  おん In レ？  ぞん 

ヮキ 「これ は 都 道 者に て 候〕 衆會の 御座 敷と も 亦 

、  つ- めん 

せず 候。 御免 あらう ずるに て 候 

狂言 (ォモ ) 「さて は 都人に て 候 か OJ; 判官 殿の 御行 方 をば 何と. E- 

し 候ぞ 

ヮキ- 上 は 御  一 ^なれば。 終に は 御中 直らせ 給 ふ 

上 し ま. つ 

べき 由 申し 候 

狂言 「さて いか やうに て 御 落ち ありた ると 申し 候 


モ これ を！ ^て、 

ヮキの 前に 出で〕 いかに 方々。 こ^ 泶^ 


ヮ キー 十 


^とこ そ 承つ てお へ 


狂言 「十一 一騎なら ば 追つ かけ 討ち 留め. s さう 

しはら  き  まう  よ  せ い  き  き 

ゥキ 「暫く" 十一 一騎と 申す とも。 餘の 勢百騎 二百 騎 

むこ  まつ  ふや こ もの たラ y ん 

にも 向 ふべ し。 かやう に 申す は 都の 者。 當山を 

信じ 參る上 は。 い か にも 御寺 も 宿坊 も。 難なく 

おはし ませ かしと-思へ ばか やうに 申すな り。 


忠ほ私 は 都から 出て 來た 近 者 な の で す 

が、 こゝ が 衆徒 御畲 合のお 席 だと も 存じ 

なかった のです。 どうぞお 免し 下さい」 

衆徒 「すると、 そなた は 都の 人な のか C 都 

では 判官 殿の 將來 のこと を、 どの やうに 

取沙汰して ゐ るかね」 

忠^ 「何と い つ て も、 頼 朝 公と は 御兄弟の 

御 間柄な の だから、 結局 は 御 仲^り を 遊 

ばす だら う と^し て ゐ ます」 

衆 a 「ところ. て、 判 〔1: 殿 はこの 山 を どの位 

の 人數， てお 逃け になった とい ふ^だ.；：」 

忠；！ 5 「十一 1 人 だと：^: つ てゐ ます」 

衆徒 「十二 人位なら ば、 これから： おっかけ 

て 討ち取らう」 

忠信 「いやお 待ちな され。 十二 人と いって 

も、 外の 人達に 比べれば、 ほ 人に も 二 •；；：； 

人に も當 る强ぃ 人達な のです e …… 私が 

この やうに 御 i お：： する わけ は、 都の 者が 

遙々 こ の 古 醉山を ^仰して 麥 ります 以上 

は、 どうか このお 寺に もお 宿坊に も 何の 

お^りも ないやう にと お祈りして， それ 


〇 御 はから ひ ぞ吉野 山— 然 

る ベ く 御 取 計ら ひになる が 

よしを 吉野 山に いひ かけ、 

よしなきの 序と した C 

〇 よしな き— 役 にも 立た な 


◎ つうわ いく— こ の 句 は 

謠本 にな い e 

【ョ 

京の 白拍子 磯禪 M の 

女。 義經の 妾と なリ、 常に 

これに 隨從 したが、 大物 沛 

で 別れて 吉野 山に K み 迷 ひ 

捕 はれて 鎌 倉に 送られた が 

後免され て 京で 餘生を 送つ 

た。 〔船 辨慶〕 〔二 尺静〕 參照。 

〇 忠信— 佐 藤 莊司元 治の 子 

繼 信の 弟" 義經の 忠臣で、 

義經吉 野 落の 時、 後 に^ま 

つて 防 矢 を 射、 大衆 を 驚か 

した e 後 京都に 上リ、 糟 谷お 

秀 のおと 戰 つて， H 匁した。 

年廿 六。 〔忠信〕 〔攝 待〕 參照。 

〇 法樂の 舞— 神佛に 奉納す 

る 舞-」 

〇 下向 逍— 祌佛 を參^ して 

〇 逍せ ばき 事 I 世間に 額 出 

しの 出来な い 窮屈な 境遇。 

賴 朝の 追討 を 受けて ゐるこ 

と を いふ" 


『こ の 上 は ともかくも 

おん  よし の や i 

地上 5 御 はら かひ ぞ吉野 山。 御 は から ひ ぞ吉野 

山。 よしなき 申し 事。 洩れ 聞え なば 判官の。 後の 

お そ  おん に，^ つ 

とがめ も 恐ろし や 御 暇 申し 候 はん 御 暇 申し 候 

はん 

「御 暇 申し 候 はし-と ヮキ. 狂言、 三人と も 立ち、 ヮキは 脇. Siii 

に 行き 笠を脫 ぎて 下に 居リ、 狂言 は、 

ォ，： ^「つ う b い./ \ - 


【二】 


と いひながら， 慕に 入る。 

ァシラ ヒの雠 子に て、 シテ靜 御前、 面 若 女 赏帶 .静 烏帻 

子。 襟 白. 着附 摺箔. 長 綃*緋 大口 • 腰 帶， 扇の 装束に て 橋懸ー 

の 松に 出で、 

シテ 『さても 靜は 忠信が。 その 契約 を 違 へ じと。 舞 

の裝束 ひき つ くろ ひ。 忠信 遲 しと 待ち 居たり 

と ひな がら 舞 祭 に 人る。 ヮキ 立ちて シテに 向 ひ、 

ふや こで う じ- P  よふ らく  ** ひ  よし-つけ 

ヮキ 「これ は 都 道 者に て 候が。 法樂の 舞の 由 承り。 

& かう だう  わす  ** ひ  よじ  たら 

下向 道 を 忘れ て 候。 はや はや 舞 を 始め 給 ふべ し 

ふや こ ひと  ？  は-つぐわん おん ふち 

シテ 『都 のん と 聞けば なつ か しゃ。 判官 御 道せば 


士  口 野 1|E 


. てこの やうに 申す のです。 

御忠吿 する だけ は 致し ましたが、 この 上 

は 如何 やうに なさらう とも、 あなた 方士！ 1 

野 山の 方々 のお 考へ 一 つてす。 ：：•• い 

や、 つまらない 事 を 申し上げて、 この や 

うな 事が 人に 知れたならば、 後で 判官 殿 

のお 咎め を 受ける か 知れない、 恐ろしい 

こと だ。 一刻も早くお 暇し ませう」 

いって、 衆徒 V.- 別れて 出かける ffio 


【二】 

シ テ S 御前 登場。 

さて、 靜 御前 は 忠^との 約束 を 違 へ て 

はならない と、 舞裝柬 をつ けて、 忠^ 

の 来る のが 遲 いこと だと >  待ち かねて 

ゐた。 

- お：： S は £1 御前 み- 兑 て 、 

忠^ 「私 は 都の 道 者な の. てす が、 こ、 で 法 

樂の 舞が あると いふ こと を：！： つて、 歸る 

の も 忘れて、 お待ちして ゐ るの. てす。 ど 

うか 早く 舞 をお 始め 下さい」 

靜 「お \ 都の 方と 伺へば、 おなつか しう 存 

せられます。 判官 樣に は 今 世間 狭 い 思 ひ 

三 二八 一一 一 


吉 野 靜 


〇 人々 先非 を 悔い— これ ま 

で 義經を 迫害して ゐた 者が 

その 非 を さと リ 後悔して。 


〇 心得 給へ— 仕度し 給へ。 

〇 言葉 多き 者 は 品 少なし— 

諺。 童子 敎に 「語 多 者 品少、 

老狗如 レ吠レ 友」 品 は 品位、 

品格。 

〇 なかなか I 却って。 

◎ 怪しめて— 刊行 會 本に は 

「怪しみて 一と ある。 

〇 それと か 三 吉 野の— 義經 

方の 者と 看破ら れんと いふ 

の を I 一 一吉 野に いひ かけ、 吉 

野の 脇 手 明祌を 「かって」 

(少しもの 意) にい ひかけ た 

膨手明 祌は吉 野 七 曲 坂に あ 

る。 〔嵐 山〕 參照。 

〇靜 かに 離せ— 靜の字 を 重 

ねた a 

〇 衆徒 も 時刻 や— 衆徒 も靜 

の 舞に 见 惚れて 思 はず 昨 刻 

を 過す であらう。 

〇 御代 も^が 舞— 御代 も靜 

か に 治まる と い ひかけ た。 


き 事。 世上の 聞え 如何なる ぞ。 都人 こ そ 知る ベ 

けれ 

ヮキ 「终に は 御中 直らせ 仏？ ふ ベ しと。 聞く より 人 

びと せん ぴ  く  ふな くお- V  **- つ 

人 先非 を 悔いて。 『皆々 畏れ 申すな り 

シ テ 『さ て は 嬉し や 委しく も。 知らせ 給 ふか、 都人 

ヮキ 「あまりに 事 延び 時 移りぬ。 『心得 給へ 舞の 袖 

こと £4 亡 ほ  もの  しな すく 

シテ 『げ になう 言葉 多き 者 は 品 少なし。 かやう に 

われ ら こと  は す  ひと  あや 

我等 言の葉 過ぎば。 なかなか 人 も 怪しめ て。 も 

しも それと か三吉 野の。 か つ て 知らすな 

シテ 5 『靜 かに 蠊せ や。 靜が 舞に 

地 『衆徒 も 時刻 や。 移す らん 

シテ 『神 こ そ 納受 まし ますら め 

地 『げ にこ の：^ 代 も- 靜が 舞？ キ 下に は リ) 

〔イロへ〕 

を 舞 ひて 大小 前に 立ち、 


 ミニべ 四  

をして いらっしゃ るので すが、 世間. て は 

どの やうな 評判 を 立てて ゐ ます。 都の 方 

ならば 御存じで せう e どうぞお 敎 へ 下さ 

い」 

忠； 5 「結局 は 御兄弟お 仲 K り 遊ば すだ らう 

とい ふこと なの. て、 これ を ^ いた 人々 は 

判 殿 をお 苦しめし たこと を 後悔 し て 、 

皆 畏れ 入って ゐ るので す」 

ミ おに 答へ る 態で 衆 お 5.- かす。 

ほ 「お^-お； II しい。 よく 委しく お知らせ 下 

さいました」 

忠信-意外な 長 しゃべり-て、 時刻が 過ぎ ま 

した。 さあ 舞の 仕度 をして 下さい」 

g 'いかにも、 世の 格言 に も 『官^ 數 の 多 

い^の は氣 品が 少ぃ』 と 申します。 この 

やうに 、私達が 餘り にしゃべ り 過ぎ て は、 

却つ て 人 も 怪しんで， 成 は 判 {：： 機の 一 味 

ではない かと 兑て とる かも 知れません。 

氣ど られ て はなり ま せ んぞ。 

さあ、 ^かに 舞の 雠子 をして 下さい。 靜 

かに 長々 と 舞って 居れば、 衆徒 もこの 舞 

に 見とれて、 思 はず 時刻 を 過して しま ひ 

ませう から」 - 

<、J 忠 估 に 注 葸を し、 

^「御代 も靜 かになる やうに との 祈り を 

こめて、 この 靜が舞 を 舞 へ ば、 祌樣 もき 

つ と 願 ひ をお S き 入れ 下さる ことで せ 

5  -  (  •、.- いって) 

〔イロへ〕 

を 舞 ふ。 


【三】 

〇 祌は正 頭に 宿リ— 諺 

義 經記卷 六、 静 の法樂 舞の 

條に ー祌は 正直の 頭に 宿リ 

給 ふなれば、 かくて 空し か 

らん 事 も 恐れ あり、 舞まで 

なくと も、 法 樂の事 は 苦し 

かる まじ」 

〇 わが 君— 義經。 

〇 量 時 I 梶原平 =r 賴 朝の 

權臣。 そ の 子 景季の こと、 

〔瓶〕 に 作らる。 

o れ. J4— 起原、 原 0。 

a 渡邊— 攝 津國、 今の 大阪 

市 夭 滿 橋の 迻と いふ。 義經 

が仄島 へ 赴く 時 船出した 所 

〇 流る る 水に 滿 潮の— 海に 

注ぐ 川 水 に 潮が 滿ち 寄せて 

くると. '水が 逆流す る ので、 

逆艢の 序と した。 

〇 逆 維— 船 を 逆行せ しめ 得 

る やう、 維 を 艫と 舳 とに 向 

八：； せに 立てる こと。 渡迻を 

船出しょう とした 時、 梶原 

が 烈風 を 避ける 爲に逆 維 を 

立てようと いったの を、 義 

經が 斥けて、 景時等 を 後に 

残して 八 島に 渡つ た こと を 

いふ。 平家物語 卷十 一 に詳 

しく 見 ゆ。 

〇 浮 舟の— 楫に いひ かけて 

梶 原の 枕詞と した。 

〇 順義— 義理に 適った こと 

逆 維に 對 して 順の 字 を用ゐ 

た C 


【三】 


シ テ サ シ 『然 るに かの 判官 は - 神道 を 重ん じ 朝家 を 

敬 乙 

地 『偏に 忠勤 を 柚んで てつ 私の 心 更にな し 

シテ 『人 はきし 申す とも 

地 『神 は 正直の 頭に 宿り 給 ふなれば。 靜が 舞の 袖 

しほら  まも  た 森 • 

に。 暫くう つりお はし まし： わが 君 を 守り 給へ 

と C- シ テ 下に 居て 合掌〕。 祈る ぞ あはれ なりけ る 

シテ 立ち 次の 謠に 合せて 舞 ふ。 (舞 クセ) 

地クセ 『抑 も景 時が。 そ の 讒言の 水上 を。 忍 へ ば 渡 

なべ  な «-  みづ  みち じほ  さか ろ た  -っき ぶお 

逯ゃ。 流る る 水に 満潮の。 逆艢 立てん と 浮 舟の。 

梶 原が 申し 事。 よも 順義 にて 候 は じ。 さ れ ば 義 

つね  を-で  ふよし の  か &  ちか  t こ i 

經は。 すぐに 修めし 三吉 野の。 神の 誓 ひの 眞ぁ 

より とも  きこ  め  なほ  ぎ けい しっせつ  ちよく 

ら ば。 賴朝も 聞 し 召し。 直され 義經。 執 節 の 勅 を 

う  らく や-つ  せい なん  おん こく 

受け。 洛 陽の 西南 は こ れ分國 となる ベ し。 さあら 

たう ざ^  しゅ i こと f  さん らく  ？ え かつ がう  おん そで 

ば當山 の 。 衆徒 悉く 參洛 し。 歸依渴 仰 の 御 袖に。 


吉 野 靜 


【三】 

薛 「かの 判宜樣 は 神 を 崇め 朝廷 を 敬 ひ、 ひ 

た すら 忠勤 を 勵ん， て、 少しも 私心 私慾の 

ない 人で ございます。 だから、 たと へ、 

惡 人が 讒言 を 致しましても、 神樣は 正直 

の 者 をお 守り. 下さる ので ござ います か 

ら、 きっと この 私心の ない 判 樣 をお 守 

り 下さる ことと 存じ ま 13、 どうか 祌樣 > 

今 私の 舞 ひます る この 舞 袖に の り 移つ 

て、 わが 君 判官 樣を お守り 下さい ませ」 

と  >  舞 ひながら も、 判官の 安穏 を 祈る 

靜の 心根 は あはれ. て ある。 (靜は 更に 舞 ひ 

つ ♦. 'けて) 

0, 一  體、 景 時が 判官 樣を 讒言した 動機 を 

申せば、 かの 大阪 の渡邊 から 八 島へ 船出 

を 遊ばす 時、 梶 原が 臆病 に も 『烈風 だか 

ら、 逆艢を 立てて 進まう』 と 申しました 

の を、 判官 樣が お斥けに なった ことから 

起った の. てす が、 まさか この やうな 逆 恨 

み をして 讒言 致す も の を 正義と は 申せ ま 

すまい。 これに 反して、 判贷樣 は 身 を 正 

直にお 修めに なった のです から、 正直な 

者 をお 守りに なるとい ふ神樣 の 御 誓約が 

眞實. てあるなら ば、 神 樣の御 加護に よつ 

て、 賴朝公 もお 考へ 直しに なり、 地方 鎭 

撫の 勅命 をも拜 して、 賴朝 公が 關柬 をお 

治めになる のに 對し、 判せ 樣は夭 下 を 分 

けて、 都より WI 南の 諸國 をお 治めになる 

ことと なり ませう。 さう すれば、 この 士ロ 

野 は當然 判せ 採の 御領 地， てす から、 山の 

衆徒 達 も 皆 京都に 上 つ て 判官 樣の 御機嫌 

を 伺 ひ、 判官 機から 吉野 山を歸 依し 信仰 


五 


古 野 0 


〇 すぐに 修めし —正^に 修 

めた 身 を三吉 野に いひ かけ 

た." 

〇 祌の， ひ— 正 を 守リ給 

"と 、 、い J な- r お C 

〇 執 節— 持沛。 地方 を鑕め 

る ベ き 任命 C 光悅 本に は 「し 

つてき」 と ある C 

〇 分國— 赖 朝と！： を 分け て 

領 する こと。 

〇 參洛— 都に 參る こと。 義 

0 へ 仍 候す る^^ 

っ歸 依お 仰 — 婶 ％ -を信 、いす 

る こと e 

〇 御 科 は 候 はじ —娘 朝から 

の^め は あるまい。 

〇 片阀^ 尾^^ 1 討ち^め 

難し を；！：：！： に いひ かけた。 

片！： は 八郎弘 常、 ^尾 は 十 

郞櫂頭 兼^、  ^尾 は 三郎經 

いづれ も義經 3 忠臣。 

〇 賤ゃ賤 賤の苧 環 綠リ 返し 

昔 を 今にな すよ しもが な — 

義經 記卷六 「靜 若お ベ峤 へ 

參詣の 事」 に 靜の謠 つた 和 

歌。 伢勢 物語の 歌、 初 句 「古 

の j と あるの を かへ て用ゐ 

たので ある C こ の 歌は赏 は 

嫌 倉で 謠 つた のであって、 

義弒 記に 據れ ば、 吉野 では 

「ぁリ のす さみ のにく き だ 

に」 と いふ 今 樣を謠 つ たの 


^み をいだ き 給 ふべ しあな かしこ。 不忠な し 給 

ふな 御 科 は 候 はじ 

シ テ 『但し 衆徒 中 に。 な ほ，. 食り^ う し て 

地 『進みて 追つ かけ^ ふと も。 その 名閗ゅ る 人 々 

.7  ij-  ま. つ  ナ  かた ，vy 念し を わしの を  た のぶ 

を。 討ち 留め 申さん は。 片岡增 尾鷲笔 さて。 忠は 


は筻 びな き。 親お ハぞ よん 々 に。 ぎお 針 ら れ ^ 

ふなと。 is れ ばげ に は 衆徒 中に。 進む 人 こそな 

かり けれ 

とクセ を 舞 ひ 上げて 常 座に 立ち、 

【四】 

シテ 『賤 ゃ賤 

〔序 舞〕 (义？ 舞) 

を 舞 ひ、 引 績き次 9 謠に 合せて 舞 ふ。 

シ テ ワカ 『賤 ゃ賤 。賤の ケ環。 ず 返 し 

む^し いま  あ i  ま..)  おも しろ 

¥ 昔 を 今に。 なすよ しもが な。 餘 りに 舞の。 面白 

じ こく  うつ  す *  ま た  **. つ 

さに" 時^ を 移して 進まぬ も ありけ り。 又は 判 

ぐわん  ぶ い-つ  お tV  よし つね  おと  ま-つ  せん 

官の 武勇に 恐れて よし 義經 を ば。 落し 申せ と、 お 


./1 
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遊ばす 印と して、 山の 御 寄進 をお 受け 

なさる ことで せ 5。 あ \ 恐れ多い ことで 

す。 輕 卒な考 へから， 判お 樣に 不忠の^ 

舞 をな さって はいけ ません よ。 今 判官 樣 

をお 討ちに ならなくても、 ^朝 公のお^ 

め は ござ いますまい。 

^は 衆徒の 中には、 判官 樣を なほ 灤く恨 

む 人が あ つて、 進 んで判 货 樣を； お つ かけ 

討た うとす る 人 も あるか も 知 れ ません 

が、 あの 武名の 高い 人達 を 討ち 留める こ 

と は.；^: H^. てはありません ぞ。 例へば、 片 

岡、 1, ^は 佐 嗨 忠^な と， い 

づれも 勝れた 武士です ぞ。 さう した 人達 

に 防 矢 を 射られて、 わが 身 をお 誤りに な 

つ てはいけ ま せんぞ」 

と 舞 ひながら も、 かう 語り^かせ たの 

で、 衆徒の 中から 誰 一人 進んで 判 を 

迫 はう と 進み出る ものはなかった。 

【四】 

群 『しづ やし づ賤の をだまき 繰り返し、 せ 

を 今にな すよ しもが な』 

(賤 しい 女の 卷く  a の苧絲 *- 雄る やうに、 今の 世な 

昔の やうに 綠り 返して す 術^ あれ はよ いが) 

和 欲み- * ひ、 

〔序 舞〕 

を雎ふ o 

かう した、 靜の 舞が 餘 りに 面白いた め 

に、 思 はす 舞に 兑惚れ て 時刻 を 過し、 

討 手に 進まない もの も あり、 又 判官の 

武 IS に 恐れ をな し て 、「義 經を 逃が し た 

方が よ い 」 と 相談す る 衆徒 も あり、 oi 


である c 

〇 よし 義經 を， IT. 

を ねた C 


一の 音 


〇 心^か に— 靜の名 を 合 ま 

せた e 


議を加 ふる 衆徒 も ありけ り。 さる ほ どに" 時 移 

つ て。 主君 も 今 は 忠信が。 はかり ことにて 難な 

はる  おと  まう  こ. -ろ しづ  ，*、 わん じ や. つじ ゆ  ふや こ 

く遙 かに。 落し 申しつ。 心靜 かに 願 成就し て 都 

へ とて こそ。 歸り けれ 

と 舞 ひ 納めて 常 座に て 袖 を か へし 留 拍子 を跻む C 


局 誰 一 人 判官の 討 手に 向 ふ もの はな か 

つた) 

そのうちに、 時刻 は 過ぎて 行って、 主 

君 判官 は 忠信の 計略に よつ て 、無事に 

遠く まで 逃げ のびる ことが 出来た の 

で、 靜も 願望の 成就した こと を 喜び、 

安心して 都へ 歸 つて 行った。 


〔考 異〕 

諸 流 (觀寳 # 剛) 

金 ！^^^本 文の 前に 左の 一段 を 加 ふ。 

(ヮキ 次 薪 『定めな き 世の なかなかに。 定めな き 世の なかなかに 憂き 事ゃ賴 みなる らん。 サシ 『げ にやた と へ て も 憂き は變ら ぬお ひとて。 そ 

の 古 は 見 原の。 天子の 御身な リ しか ども。 大友の 王子に 襲 はれて。 吉 野の 宮を 出で 給 ひ。 山野に 迷 ひ 給 ふと かや。 痛 はしゃ 判 {R も。 

世の 讒言の 喑れ やらで。 雲も奧 ある 吉野 山^れ 家ながら 置きかぬ る。 御身 9 ほどこ そ 悲し けれ。 さる にても わが^ は。 いづく の國 如何 

なる 所に かお はすらん と。 覺 束な くも そなたの 空 を。 上 歌 『一 11 吉 野の ® のうちの 花の 瀧。 霞のう ちの 花の 瀧。 珞ち 行く 方 は 白. 裳の。 誰に 

吉 野の 奧 やらん わが 身の 爲は 恨めし や C 隔てし もの を 君と わが。 心 一 つの 二道 を暫し はた どる 迷 ひかな 暫し はた どる 迷 ひかな。 「や。 こ 

れ に渡リ 候は靜 御前に て 御 入リ候 か。 -ンチ 「さて 忠信 は 何とて この 山に は^ま リ給 ふぞ。 ヮキ 「さん 候 わが^ この 山 を 御開き 候に。 防ぎ 矢 

射よ との 御^。  p ソ 取っての 面目と 存じ。 一人 この. W に^ま リて 候。 さて 靜は 何とな リ給 ふべき。 『返す返す 御 痛 はしう こそ 候へ。 シテ 『さ 

れば こそ もろこしの C 吉 野の 山に こもる とも。 後れ じと こそ 思 ひしに。 女の 身と て はかなく も。 拾て 殘 さるる 三吉 野の。 山野に 迷 ひ 里 

に 忍びて e 今まで かうて 侍ら ふ。 ヮ. *. 一  あら 夥しの 螺鐘 の 音 や 候。 聞し 召され 候 へ。 大講 堂に is つ て 夥しう 螺 鐘の音の 間え 候。 立ち 越え 

聞いて 參リ 候べ し C いかに あれなる 逍 行き 人。 大 講堂に 當 つて 夥しう 螺 鐘の音の 候 は 何事に て 候ぞ。 シ 力？，， \- 何 わが 君 をお つかけ 申す 

べきとの 集 會の螺 鐘と 申す か。 いかに 申し 候" 人に 尋ねて 眩へば。 わが^ をお つかけ. S- すべきとの 集 食の 螺 鐘と 屮 し 候。 シテー あら 悲し 
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舞、 候、 や， 
ひ、 は * さ、 
候、 に、 て、 
は、 ず、 何、 
ば * る、 と、 
。 時、 候、 
定、 0 ベ、 
め * わ * き * 
て、 が *  0 
なリ" ヮ、 

！ "御、 ネ、 

兄、 き、 

fe、 弟、 つ、 

よ、 の、 と 、 

い 御、 物、 

ひ 屮、 を、 

？  &、 案、 
"じ、 

；、 あ、 出、 
ハ る、 だ、 
由、 し、 
申、 た、 
し * る * 
候、 事、 


> し * 候、 


そ、 某、 
の 》 は、 
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い Y  へ i  、し。 f  、あ、 を^ 

！  I  .  J  J  I  3  I  ^ 「  一 l さ ft- うに 与釗シ 一 多. フ，、 い，，， に，，，，，，、,，，，，，，  - f  ^  「、な 芽^. ^を^ 3- 

い、、、、、 、、、 ： ： ：  , lai を； し わ カ^ を 御、 レ #扒 こい を〕 1 い-ひ パ、 r,  rr: 、、、、、、、、、つ も 

1 たらん 者 あらば。 御身-は 气と、 なつ 給：^、 き。 、ヮ や、、 、： や、 い, ^.v-vwr^ 、さ、 ば、 や、 と、.？^ . ンテ 「もし その 巾に f お 

ほぶ f  ^ ぶ £&v;5。 お^^ n3)？：Af  & ま f お 

ひき リ つつ 藩 は。^^ K^r" 。^^  ^に^  ； ベ；^ ぺ八 1 欲 i ひ"^ ぶお ぶ 

古謠本 (光悅 本)  ナ f  - おて r ば ン i は そのまま。 I 手の 御 、前、にが つけぶ ず、 の^^つけ〃 

〔一】 ヮキ 「これ は 都逍者 ；… 御免 あらう ずるに て te-  ^ffyt=,\  ，>，，，， 

") て 候へ。 ヮキ 「暫く (光ぎ ：：： 思へば fetntm 『て— 候ぞ。 光^^::: ヮキ 「十二？ こそ^  (光 

「、こ、 れ、 は、 都 U 者 •••：• 1( 光、 し、 つ、 I、 の g へま^お お 5 舞お^^  . 【二】 ヮキ 

(御ぉめ候；) .：.： ^4i^i^hMM^J^^ 

(光ん) 【ミ】 地 「偏に (光 S 忠 f 袖んで て 私ら (光、 か 、へい、 み) 更 こぶし 入お^^ fv...: 地-モリ 光 もや) 納受 まします ら^ 

「抑 も 景時 •：：• §  (光、 し 、つつき) の勅を受 ナ ：.：• 「^き さ严 なし^ 1( 光ナ、 シ、) ：..： わ ま (光 震) をす 給へ と ：：： ？セ 

リ ことにて (光ぶ 難なく 資光^ ？っ ：：.. I, ，に (光大 庭き さに .：•： ^hf 
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吉野 天人 觀 


〔能 柄】 

【人物】 

【所】 

〔時 】 

【作者】 


兌 

角  ^0 

三番 目 複式 夢幻 能 

ヮキ 都の 者、 ヮ キッレ 都の 者 (二人)、 前シテ 

女 (天 人)， 狂 言 里 人 (吉 野 山 祌〕、 後シテ 天人 

大和 國 吉野山 

春 (三 月) 

能 本 作者 註文に は 觀世小 次郎、 二  P 十 番謠目 錄には 日 吉安淸 の 

作と す。 演 能の 古記 錄は 見當ら ない。 

都の 人々 が 吉野山 の 花見 に 出かけ て 、 山 深く 分け入る と 、 美し 

い 女性が 一 人出て 来て、 言 紫 を かけ、 都人と 共に 同じ 木蔭で 花を赏 

し- 口が 暮れ かけても、 なほ 歸 らうと もしない ので、 都人が これ を怪 

しむと、 女 は、 「自分 は眞は 天人. て ある。 信心せられ るなら ば、 今宵、 

昔 天子の 釵覽に 入れ 奉った 五節の 舞 を 見せよう」 といって 消え失せ 

る。 やがて 夜になる と、 虚空に 音 樂が閗 え、 花が 降り 下って、 夭 人が 

現れ 出で、 舞 を 舞つ て、 春 を 賞し 御代 をた 、 へ た 後、 花の 雲に 乘 つて 

1 1 1 1  一一  ニズ九 
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消え失せる。  - 

【出典】 典據 とい ふべき ほどの もの もない」 

【槪 評】 花やかな 美しい 春の 曲で ある。 しかした^ それだけで、 11 じく 春の 曲. て ある 〔嵐 山〕 の やうな 剛健な 趣 を 持って ゐ」， s いし、 また い：：； 丄 

保 山〕 の やうな 優雅な 内容 も 持つ てゐ ない。 極めて あっさりした 輕ぃ 曲で ある。 ヮキ が、 〔嵐 山〕 は 勅使、 〔佐 保 山〕 は 藤^ 俊 家で あるのに 對 

し、 この 曲 は 市井の 都人で ある ことによ つても、 その 輕黨が 察せられる。 從 つて 演能 上の 取扱 も- 前 二 曲が 脇能で あるのに 對し、 こ 

三番 目 を 本格と し、 脇能 を 略式と して ゐ るので ある。 その 文章 も、 初 同 は 〔右近〕 の 文 を 殆ど その ま k 採り、 後段 は 〔羽 に據 つて^り > 

五節の 舞 も 〔國 栖〕 に晴 示せられ てゐる やうで ある。 構想 も 行文 も莊 重な もので ない が、 しかし 全體を 極めて 輕 やかに 取扱った ところに、 

春の 曲に ふさ はしい 祝言が 味 はれる ので ある。 

【I】 

前 段 

US は 初め 京都で、 リキ 都の W ；、 ヮ キヅレ じく 

都の 男： ： 人 •/.- 迚れ 立つ て 癸 場 o 

男 「櫻の 花が 咲き 亂れて 雲の やうに 见 え 

る 所 を目當 にして、 吉 野の 山奥へ ffi^ に 

行かう」 . 

W 次第 を Sf つて、 旅の：！ 》 的 を 述べ 、 

き— 私 は 都に 住んで みる 者です。 さて、 私 

は 春になる と、 あちらこちら" 花 兑に出 

歩く のです が、 殊に 嵐 山の 千 本の 樱は： W 

年缺 かさず 見に 行く のです。 ところで、 

この 千 本 の 櫻 は吉野 の樱の 種 を 移し 械ぁ. 


〇 花 の ® 路を— 古今 奥 序に 

「吉野 山 の 櫻 は 人 麻 K: が 心 

に は 雲 かと 2 みなん 覺 えけ 

る - 

ひ吉 野— 大和 國吉野 郡吉野 

山。 

〇 都 方 I 都。 都の 郊外と い 

ふ 意で はな い。 

〇 千 本の 櫻— 京都の 巾 

の 櫻 C 嵐 山の 櫻が 吉 野の 一 

n 千 本の 櫻 を 移植した もの 

であると いふ こと、 〔嵐 山〕 

に 作らる C 


後^、 丸 輪に 櫻の 立 木 を 立てた る 作物 を 正面 先に 出す。 

次第の « 子に て、 ヮキ 都の 者、 着附段 熨斗！：；：. 素袍 上下，： I* 

小刀の^ 來、 ヮ キグレ 都の 者 二人、 着附 無地 熨斗；；：： • 素袍上 . 

下 ，扇* 小刀の 装束に て 舞 祭に 人 リ向合 ひ、 

r ゾ 1 次第 『花の 雲路 をし るべ に て。 花の 雲路 をし 

よし の おく たづ 

るべ にて。 吉 野の 奥 を 尋ねん 

地： 取 に ヮ キは 正面に 向き、 

みやこが た すま ひ  もの 

ゥキ 「これ は 都 方に 住居す る 者に て 候。 さても わ 

れ春 になり 候へば。 ここ かしこの 花 を 一 見 仕り 

. Li.  ち もと  さくら  とし Ar\  なが  ち も と 

候 中に も 千 本の 樱を 年々 に 眺め 院。 この 千 本 


〇 和 州.— 大和 國。 


〇 花 心— 花 を 思 ふ 心。 花に 

浮き立 つ 心。 

〇 深綠— 色香に 染まる こと 

カぽ いと いひ. 3 けた 

〇 絲捻リ かけて I 古今 集佾 

正 遍昭の 歌 「淺 綠絲 よりか 

けて rtr 露 を 玉に もぬける 卷 

の 柳 か」 に據 つた。 

〇 花色— 花の 色。 

〇 氣色 立つ I 際立って 美し 

く 見える C 


0 尾 上 II こ 、では 嶺に對 し 

て 麓 を い ふ o- 


【二】 


の樱 は。 三吉 野の 種取りし 花と 承り 及び 候 間- 

若き 人 々 を も 伴 ひ。 こ の 度 は 和 州に 下向 仕り 候 

とい ひて、 ヮキ *ヮ キヅレ 向 合 ひ. 

道行 『この 春 はまに 櫻の 花 心。 殊に 櫻の 花 心： 

色香に 染む や 深綠。 絲 捻り かけて 青柳の 露も亂 

るる 春雨の。 夜 降りけ るか 花色の 朝 じめ りして 

氣色 立つ。 吉 野の 山に 着きに けり 吉 野の 山に 着 

きに けり 

ヮキ 「夜 降リ ける か 花色の」 と 正面に 向きて 先へ 出で、 また 

もとに 歸 リて吉 野に 着きた る 心。 道行 濟 みて 正面に 向き、 

いそ  ほど  よし の や ** ゥ 

ヮキ 「急ぎ 候 程に d こ れ はは ゃ吉 野の 山に 着きて 

つ 一 らん •  &ぉ をの へ  はな  お,、 

候。 御覽候 へ 嶺も尾 上 も 花に て 候。 なほな ほ 奥 

^く 分け入らば やと 思 ひ 候 

ヮキヅ レ 「然るべ ぅ險 


【二】 


とい ひて 脇 座の 方へ 行き か、 る。 

シ テ女、 面 *=.髮，笾帶， 襟 白 • 着 附摺箔 • 唐 綠着流 • 扇の 装束に 

て 幕より 出で ながら、 


たもの だと 開きました の-て、 若い 人達 を 

逋れ て、 今度 は その 大和の 方へ 出掛ける 

のです」 

^物 人に.！： M 己 规 介 をし、 

男 「今年の 春 は、 櫻の 花が 殊に 色 も 香 も 勝 

れて みて >  わけても、 あの 絲を 捻った や 

うだと いはれ てゐる W 柳の 枝に 露の 玉 を 

降り 置く 春雨が、 昨夜 降った 爲か、 花の 

色が 朝露に しめって、 際立って 突し く 見 

える、 この 吉野 山に 着いた」 

VJ 花 を 眺めなが^ 旅 * して ゐ る- フ ちに 士  C 野に » い 

た 想で、 舞 S は 大和 國士" 野 山 ミた る。 


男 「道 を 急 いだので、 思 ひの 外 早く 吉野 の 

山に 着きました。 (迷の 男に) 御覽 なさい、 

山の頂 も 麓の 方 も. 一面の 花です。 もっと 

奥深く 登って 行き ませう」 

w 連れ立 つ て 山上 へ 登 つ て 行く！ 


【二】 


吉野 夭 人 


そこ へ- シチ 夫人が 里 女の 姿 をして 癸 gs.o 


三 二 九 


吉 野天 人 


〇 や ごとな き— やん ごとな 

き， 碧い。 


〇 さながら— すべ て、 終 口。 

〇 花の 友人 は 他生の 緣 I； 牛 

家 物語 卷： 三 「少將 都が へ リ 

の 事」 に 「花の 下の 半 n の 客 

W の 前の 一夜の 友、 旅人が 

一村 雨 S 過ぎ行く に、 一樹 

の 藤に 立ち寄 リて、 別る 、 

名残 も W しき ぞ かし」 と あ 

る に據 つた。 

〇觅 もせぬ 人 や— 以下 「 い 

ざい ざ 訓れて 眺めん」 まで 

〔右近〕 の 上 歌と 殆ど 同文。 

〔右近〕 の 文 を 借りた ので あ 


シ テ (呼 掛 y な うなう あ れなる 人 々 は 何事 を 仰せ 

S ぞ 

ヮキ脇 座に 立ちて、 (ヮ キヅ レは その 次に 下に 居る〕 

ヮキ 「さん 候 これ は 都の 者に て 候が。 この 三吉野 

はな  うけた は およ  はじ  やま  わ  い 

の 花 を 承り 及び。 始め て こ の 山に 分け入りて 

. 候" 又 見 申せ ば や ごとな き 御 姿なる が。 この 山 

中に 入らせぎ ふ は。 她 何なる 人に て 渡り 候ぞ 

シテ 「こ れ はこの あたりに 住む 者なる が。 春 立つ 

や As  ひ  おく  はな  とも  さ ん にや 

山に 日 を 送り。 さなが ら花を 友と して。 山野に 

暮らす、 ま，^ りなり (と 常^に 立 つ) 

ヮキ 『げ にげに 花の 友人 は。 他生の 緣 とい ひなが 

ら。 我等 も 同じ その 心 

ところ  や * 一  ぢ 

シテ 『所 も 山路の 

ヮキ 『友 なれ や 

地上 見 もせぬ 人 や 花の 友。 見 もせぬ 人 や 花の 


 ミニ 九 二   

女 「もうし もし、 そこ へ いらっしゃる 方々 

は 何 をい つて いらっしゃる のです」 


男 「はい、 私共 は 都の 者です が、 この 吉野 

の 花の こと を 11 いて、 今度 始めて この 山 

に 登って 來 たのです。 ところ. て、 ぉ見受 

けす ると  >  あなた は资 いお 姿の 方です が， 

その やうな^い 方で ありながら、 この や 

うな 山中へ お出でにな るの は、 一 K どう 

い ふ 方で いらっしゃる のです」 

女 「私 はこの 邊に 伐んで ゐる もの ，て ご ざ 

いますが、 春の 山に 日 を 過し、 一 日中 花 

を， nn 分の 友の やうに して、 虾山. て 暮らし 

てゐる だけの 者で ございます」 

1— なる 程、 花見 友達 は 前世からの ^綠だ 

と 申します が、 私達 も あなたと 问じ心 持 

の 者， て …… 」 

女 「さう い ふ 方と、 所 も 同じ こ の 山で お：； n 

にか、 るの は …… 」 

男 「いや 全くよ いお 友 だち. てす」 

女 「これ ま. てお 會 ひした こと もな い 方と 


野 
天 
人 


さ 


〇 るな 〇 のの め 女つ の 後姬中 〇 
羽 上 ど/』、 解で 奉が た み に に 丑^: 
袖 衣の 忌說^ っ灭 。行 は 舞の 節 
I  。祌 の參1 "た 降 こ は 御 は 日の 
夭 事 衣 照ュ舞 つのせ 卽せ常 舞 
人 に I いぶに て 舞ら 位し 寧 I 
の 祭祌 ^始夭 はれ 後め 殿 昔 
羽 官嘗 とま 武吉 るの 給で 每 

衣 舞會 に o る 天 野 こ 大ぅ五 年 

の 人 新 g と 蛊 山と 嘗た人 十 
袖 の嘗 = い をに と會 舞の 一 
。 着會 钯ふ慰 天な に "舞 月 


友。 知る も 知らぬ も 花の 蔭に。 相宿り して 諸人 

の (と 正面に 出で〕。 い つ しか 馴れて 花 衣の。 袖觸れ 

て 木の もとに。 立ち寄り いざや 眺めん ハと 開き、 げ 

にや 花の もとに S へ 行き)。 歸ら ん こと を 忘る る 

び けい  はな ごころ な  そ 

は (左へ 廻 》0。 美景に よりて 花 心。 馴れ 馴れ初め て 

眺めん いざい ざ 馴れて 眺めん？ 常 座に 立 S 

ヮキは 地上 歌の 初めに 下に 居 リ> 

【三】 

ヮキ 「い か に 申すべき 事の 候。 かやう に 家路 を 忘 

れ花を 眺め 給 ふ こと。 いよ いよ 不審に こ そ 候 へ 

ふ しん おんこ とわり いま  なに  つ-  4*こと 

シ テ 「げに 御 不審 は 御理。 今 は 何 を か 包む ベ きに 具 

はわれ は 天人なる が。 花に 引かれて 來り たり。 

今宵 は こ こ に 旅 居し て。 信心 を 致し 給 ふなら ば。 

いにしへ  せち  まひ を ふ  ころも ^ そで  がへ  つき 

その 古 の 五節の 舞。 小 忌の 衣の 羽 袖 を 返し。 月 

の 夜 遊 を 見せ 申さん。 『暫く こ こ に 待ち 給 へ と 

(ヮキ へ 詰め) 


お 花見 友達と なり、 知って ゐる方 も 知ら 

ない 人 も， みんな 1 緒に 同じ 花の木 蔭に 

休んで、 いつの 間に かみんな 仲よ く 馴れ 

親しんで、 さあ 御 一緒に 木蔭に 立ち寄つ 

て、 花 を 眺め ませう」 

ほんと に 『花見に 行って 家に 歸る こと を 

忘れ. る の は、 その 景色が 餘り に 美しい か 

らだ』 とい ふ 詩が あります やうに、 皆漾 

とお 近し く 願って、 時 を 忘れ て 花見 を 致 

しませう」 

.= 一緒に 花 を 眺め て^の 移る の も氣づ かない ffio 

【三】 

男 「お 伺 ひした い のです が、 と 申す の は > 

この やうに 家へ 歸る こと を も 忘れて、 花 

を 眺めて いらっしゃろ 事が、 憨.、 不審に 

思 はれて ならない のです」 

女 「いかにも 御 不審 は 御尤もです。 今 は 何 

を隱 しませう、 私 はほんと は 天人な ので 

すが、 花の 面白さに 心 を 引かれて、 こ k 

へ來 たのです。 今晚 はこ、 に 滞在して、 

よく 御 信心な さったならば、 あの 昔の 五 

節の 舞、 II 小 忌 衣の 袖 を飜す 月夜の 遊 

樂を お見せし ませう。 暫く こ V にお 待ち 

なさい。 —— 


〇 相宿 リ— 宿」 同じ 花の 

藤に！ る こ と を い ふ。 


〇 花の 下に 1 和漢 朗詠 集 白 

樂 天の 詩句 「花 下 忘 レ歸因 一一 

0S 橼 前勸レ 醉是卷 風」 を 

TO レ た 


吉野 天人 


〇 迦陵頻 伽— 梵^  Kalavin 

ka 妙 音^と 譏す。 雪山 (又 

は 铋樂) に楛 む^ 蘼の 


◎ 本 他 を 一一 一番 H 物と して 浈 

ずる 時 は、 前ジ テ屮 人に 來 

序な く、 脇能と してせ ずる 

^は 來序 にて 屮人。 

【問】 

◎ 間狂言 は 一一 一番 H に は E- 人 

(長上 下の 装束) であるが、 

本 害の 底本に は 脇能の 「山 

の 神 1 の詞を 記して ゐ るの 

で、 これに 從 つた。 


地上 欲 『夕 映 匂 ふ 花の 蔭。 夕 映 匂 ふ 花の 蔭。 月の 皮 

遊 を 待ち 給 へ 。 少女の 姿 現 し て。 必ず こ こ に來 

らんと。 !一 陵頻 伽の 聲ば かりまに 残りて 、おせ 

にけ り 雲に 殘 りて 失せに けり 

と 右 へ 廻りて 常 座に て 開き、 (來 序の 蛾 子に て〕 巾 入。 


 1 ニニ 九 £   

この 夕日に 照り映えた 花の木 践. て、 月夜 

の 遊樂の 始まる の をお 待ちなさい。 天女 

の 姿 を 現して、 きっと こ、 へ來 ませう か 

ら」 

と ， 迦陵頻 伽 の や うな 妙お. て い ふ^た 

け は 雲の 中ながら II えて、 姿 は 見えな 

くな つてし まった。 


【問】 末社 來 序の 蛾 子に て、 狂言 山 2 祌、 而^^ • 末社 頭巾 • ^附ぽ 权 .捣 水 衣 脚半 • 脾帶 小刀の 

装束に て名乘 座に 出で、 

狂言 「かやう に 候 者 は。 吉野 山に 住む 山の 神に て 候。 唯今 これに 出 づる事 餘の侬 にあら す。 さても わ 

が 住む 吉野山 は。 天下に 隱れ なき 花の 名所に て 候 問。 花の 盛り は 4- すに 及ばす。 梢々 は. II^S 棚引 

いたる に 異ならす。 散り 方に なり 候ても 雪 か 花 かと 疑 はれ。 見事 さ 巾す も 憑かに 御座 候に より。^ 

賤群ま をな し 見物 仕り 候。 中に も 千 本の 樱と 申す は。 B れ なき 名木に て 候へば。 上界 S 天人； 大降り。 

この 花の 梢 を 宿りと して。 花に 戲れ 眺め 居られ 候處 に。 諸人 さやう- と は 夢にも 知らす C 女性の 

身と して 家居 を 忘れ 花に 眺め 入り 給 ふこと。 近^ 不^な りと 巾せば。 われ はこれ 上界 S 天人なる が。 

この 花の 色香に 愛でて 天上の 事 を 忘れたり さりながら。 今宵 はこ、 に 旅： K して 信心 W な し^はば。 

花に 戯れ。 往昔 五節の 舞に。 小 忌 衣の 羽 袖 を 返せし。 月の 夜 遊 を 奏せん とて。 少女 は 天に^ り 給 ふ。 

誠に 不思議なる 事に て 候。 かやう に 奇特なる 事に て 候 問。 我等 も a 物 致さう と^じて これまで 出て 

候。 何かと 中す. 2： に。 異香薰 じ昔樂 聞え。 た V ならぬ 氣色 になり 巾して 候。 々心み 靜 めて 拜ま れ 

候へ。 その 分 心^ 候へ く 

と い ひて 引く C 


【ョ】 


〇 いひ も あ へ ねば— いひ も 

あへ ぬに。 謠 曲で は 常に か 

うい ふい ひ 方 を して ゐ る。 

〇 和 琴— 七絃の 琴。 

〇 笙— 數管を 合せた、 竪に 

して 吹く 笛。 

〇 蓽篥— 笛 9 1 種。 

〇 羯鼓— 腰に つけて 打つ 鼓 

〇 絲竹— 絃 と^の 樂器。 

〇 撫でし 巌も— 佛說 に、 劫 

LC いふ 長久の 時間 を說 いて 

天人が 百年に 一 度づ っ來て 

四十 里 四方の 厳 を柔ぃ 羽衣 

で 撫で、 終に その 烧が 撩リ 

減り 盡 してし まふ 時が 來て 

も、 一 劫 はな ほ盡 きないと 

いふ。 この 佛說 に據 つて 詠 

ん だ 拾 造 集 読 人知らず の 歌 

「君が代 は 天の羽衣 まれに 

きて 撫づ とも 盡 きぬ 巌 なら 

なん」 を 引いた。 

〇 上な き— こ の 上な き C 

〇 天つ 風— 古今 集佾 正！！ 昭 

の 歌 「天つ 風雲の 通 ひ路吹 


【四 J ふ し ぎ  こ く-つ  亡ん が,、 き 二  い *- や-つくん  よな ふ 

ヮキ 『不思議 や 虚空に 音樂 聞え。 異香薰 じて 花 降 

れり 

地 『これ 治まれる 御代と かや 

出端 (脇能に は 下端) の瞵 子に て、 後ジテ 天人、 面せ 

帶 .夭冠， 着 附摺箔 • 長 絹 .鏠 箔腰卷 (脇能 には緋 大口) • 腰 帶. 

扇の 装束に て橋懸 一 の 松 へ 出で、  . 

挫-い ひも あ へ ねば 雲の上。 い ひも あ へ ねば 雲の 

び は こ- i わ ごんし やう ひ * ゥ "？ しゃ-つ ご かつ こ  いと ナ c  こ ゑ す 

上。 琵琶 琴 和 琴 笙蓽榘 。鉦 鼓羯 鼓ゃ絲 竹の。 聲澄 

わた  はる $  みま  をと め  は そで  .fl へ 

み 渡る。 春風の。 天つ 少女の 羽 袖 を 返 し (と 舞 まに 

入 リ)。 花に 戲れ。 舞 ふ と か や (と I にて 開き) 

〔中 舞〕 

を 舞 ひ、 引續き 次の 謠に 合せて 舞 ふ。 

地 『少. 女 は 幾度 ir が 代 を j 少女 は 幾度 君 が 代 を。 

撫でし 巖も盡 きせぬ や。 春の 花の。 ぎに 舞 ひ 遊 

び。 飛び 上り 飛び 下る" げ にも 上な き 君の 惠み。 

を t  くに  あ **  ケザ :6  かよ  ぢ ふ  ふ 

治ま る國 の。 天つ 風。 雲の 通 ひ 路 吹き iF つ る や - 


吉. 野 天 人 


【ョ 

後 段 

男 「これ は 不思議 だ、 .S 中に 昔樂 が閗 え、 

靈 妙な 香が して 花が 降って くる。 これ..： 

實に めでたい 泰平の 御代 だ 」 


後ジテ 天女 s»o 

都の 男が かう いふ やい はずに、 雲の上 

に 琵琶 .f 和 琴. 笙 .S 篥. 鉦 鼓 i 鼓な 

ど 管 絃の音 樂の聲 が 澄み 殺り、 天女 は 

輕 やかな 袖 を 春風に 飜 して、 花に： 戯れ 

ながら 舞 ふので ある。 


〔中 舞 〕 

かう して、 天女 は 幾度 撫でても 擦り 盡 

きる ことのない 巖の やうに 限りの ない 

大御代 をた \ へて、 春の 花の 稍に 飛び 

あがったり 飛び下り たりし て. 舞 ひ 遊 

ぶ。 まことに、 この 上 もない わが 大君 

の 御恩惠 御仁 政の 餘光を 以て、 空 吹く 

風 も 天女の 雲へ の 通 ひ路を 吹き 閉ぢ 


.  古 ^  I； 太 人 

"とおよ 少女の 姿赞 しと ビ  一一 i:rt^5、：、 

おむ」 を 引いた。 

〇 う つろ ふ I 色の 褪せる こ 

と 花の 散る 意。 


4 女の 姿。 §1 る 春 の 。 霞 もた な び く ョ ^ の 

吉野 の 山 櫻う つろ ふ  ，1  - . 


と^えし が。 又^く 船の。 

雲に 乘り。 又^く 花の。 雲に 乘 

ずぞ なりに ける 

^座に て 袖 を 返して^ 拍子 を^む。 


り て 行方 も 知ら 


て ァ女は 暫くの 問 こ x に 留まって 

たが 春 IS のた なびき 渡る き^の^ 

の ^るかと 忠 ふと また^く 花り お； J 

乘 つて、 行方 知れずに 消え失せ てし 

つたり 


〔考 異〕 

古謠本 OSSMII 年 本) 

【一】 ワ^れ は 都 方 ：：： I-i^i^i  ,  . 

ヮキ 「急ぎ 候 …：. 「I 二ヮキ r ご ジ 故义貞 ナシ) 和めに …：. ヮキ 善- このお は ...... 色香 こぶ^: 7ぃ、5 だお 

！! ふし f  s-ws;fii! を 


觀 (寳 春剛 喜) 


【能 柄〕 二番目 複式 夢幻 能 

【人物】 ヮキ 旅僧、 前 シ テ 老 翁 (源 頓 政の 靈)、 狂 言 

所の 者、 後シテ 源賴政 

【所】 山城 國 宇治 平等 院 

【時】 五月 廿 六日 

【異 稱】 古く 〔源 三位〕 又は 〔源 三位 賴政〕 ともい つた" 

【作者】 世子 六十 以後 申樂談 儀に 世 阿彌の 作と し、 能 本 作者 註文、 二百 

十番謠 目錄も 同様に 記す。 能 作 書に 軍體の 例に この 名 を 舉げ、 禪 竹の 

歌舞 髓腦 記に 軍體、 寵漦花 風、 拔群蹬 として 本 曲を擧 げてゐ る。 演能 

の 古記 錄は 見當ら ない が、 言 經卿記 文 祿四年 四月 一 日に 註釋 のこと が 

見えて ゐる。 

【梗概】 諸 國遊歷 の 僧が 京都から 奈良 へ 行く 途次、 宇治に 立ち寄つ て あ 

たりの 風光 を 眺めて ゐ ると、 一 人の 老翁が 出て 來て、 僧に 言葉 を 掛け、 

僧の 尊ね るが ま、 に 宇治の 名所 舊跡 を敎 へ た 後、 僭 を 誘つ て 平等 院 へ 


0  政 


一一 ニー 九 七 


賴 政  三 二 九 八 


來て、 扇の 芝 を 示して、 ® 政 はこの 所で 自害した ので あつ て、 宛 も 今日は その 命 H であろ と 語り、 自分が その 幽^で あろとう ち 明けて 消 

え 失せる。 僧が こ \ て讀經 して 假寢 して ゐ ると、 その 夢に、 |g 政が 甲.： Er を 着けて 現れ 出. て、 治 承の s、 高 倉 {3 に勸め 奉って 平家の！ Is を 

企て、 事^れて、 この 宇治で 平家と 對戰 したが、 味方に 利が なく、 終に こ、. て辭 世の ー苜を 造して 自^した と 語り、 なほ も 2,11: を？？ う 

て、 扇の 芝の 草 蔭に 消え失せる。 

【出典〕 大 II 平家： 物語 卷 四に 據っ たも の で， そ の 主要な 部分 を 抄出 すれば、 

さる 程に 宮は 宇治と 寺との 間にて、 六 度まで 御 落馬 ありけ り。 これ は 去ん ぬる 夜御寢 なら ざり し 故な りと て . 宇治橋： 一一 間引き 放し、 

平等 院に 入れ 傘り、 暫く 御 休息 ありけ り。 六 波羅に は、 「す はや 宮 こそ 南都に 落ちさせ 給 ふなれ、 おっかけて 討ち^れ や 一 とて ：：： そ 

の 勢 一 一 萬 八千餘 騎木幡 山う ち 越え て 、 宇治橋 のつ めに ぞぉ し 寄せた る 」 敵 乎等院 にと 見て ければ、 鬨を 作る - J と 三 個 度な り。 宮 の 御 方 

にも： g じう 鬨をぞ 合せた る。 …… 平家の 方の 佧 大將上 總守忠 淸大將 軍の 御前に 參り 「あれ 御 ぉ眞 へ、 橋の 上の 戰 手，， たう：^。 今 は 川 を 

渡すべき にて 候が、 折 ふし 五月雨の 頃 水 まさって 候へば、 渡さば. 馬 人 多く 亡び 候 ひなむ、 淀 丄 口 へや 向 ふべき、 また 河內路 へや 囘る 

べき、 いか^せむ」 と. ra- しければ、 下野 國の 住人 足 利の 又 太 郞忠綱 生年 十七 a: にて ありけ るが、 進み出で て …… @； 先に こそうち 入れた 

れ e …； 足 利大音 聲を あげて、 「弱き 馬 をば 下手に 立てよ、 强き馬 をば 上手に なせ， 馬の足の 及ばう 程 は 手綱 を くれて 歩ませよ ：… 」 と 

投 てて、 三百 餘驕 一 騎を 流さ-す、 向の 岸へ さつ と ぞうち 上げた る (椅合 威の き 

…； こ、 に 伊賀. 伊勢 兩國 の官兵 等、 馬 筏お し 破られて、 六 百 餘騎 こそ 流れ たれ。 …； その 中に 緋緘の 鎧 着た る 武者： 人、 網 代に 流れ 

か、 りて、 浮きぬ 沈みぬ ゆられけ る を、 伊豆守 (仲 綱〕 見 給 ひて、 かく ぞ詠じ 給 ひける。 

伊勢 武者 はみ な 緋緘の 鎧 着て、 宇治の 網 代に か \ り ぬる かな  - 

…… 源 三位 入道 は 七十に 餘 つて 軍して、 弓手の 滕ロを 射させ、 痛手 なれば、 心靜 かに 自害せ むと て 平等 院の 門 の內へ 引き返く 處に、 … 

…次男 源大 夫の 判官 兼 綱 は …… 平家の 兵 ども 十四 五騎 落ち 雷な つて、 遂に 兼 綱 を 討つ てけ り。 ^豆 守 仲 綱 もさん ざん に戰 ひ" 痛手 あま 

た 負うて、 平等 院の釣 殿に て 自害して けり。 …… 三位 入道 …… 西に 向 ひて 手 を 合せ、 高 聲に十 念 L 口へ 給 ひて、 最後の UK 紫ぞ あはれ なる、 

塊 木の 花咲く こと もなかり しに、 みのなる はて ぞ悲 しかりけ る 

、 」 れを 最後の 言葉 にて、 太刀の 先 を 腹に 突き 立 て 、 う つ ぶし ざまに 賞 か つ て ぞ失 せ られ ける ccis の 御 後 の 事) 


著名な 「扇の 芝」 のこと は 平家物語 諸 本 に兑 えない。 應 永の 頃 この やうな 傳說が あ つた もの か、 或 は謠曲 作者 の 創案した もの か。 

；: 槪評〕 本 曲は應 永年間の 古作で、 〔朝 長〕 〔實 盛〕 と 合 はせ て 三 修羅と 呼ばれ、 特に 位の 重い ものと して 取拔 はれて ゐ るので ある。 なる 程 > 

この 曲 は、 その 主人公が 老將 である こと、 しかも 武骨 ー邊の 人.. て はなく 優に やさしい 歌人で もあった こと、 その 場所が 都 近い 名所で ある 

こと 等、 普通の 修羅 物と 同列に 取扱 ふことの 出来ない 要件 を 幾つかと 持って ゐ るので、 この 演奏者 は武將 としての 雄々 しさと、 歌人と 

しての 優し さと、 老人と しての 寂し さと、 そして 所に ふさ はしい 花やか さと、 かう した 樣々 の 錯綜した 情趣 を 按配 統合して、 底知れぬ 味 

ひ を 表現し なければ ならな い ので ある。 こ の 曲の 面白味 はかう した 所に あるので あるが、 その 詞章 を 見る と， 前段で、 宇治の 名所 舊跡を 

語り合った 後、 殊更 舞臺を 平等 院に 改めて- 賴政敗 死の 事 を 述べた 上、 後段で は、 クセと 語と ニ節續 けて、 官軍の 樣を餘 りに も 委しく 語 

つて ゐ るので ある。 脚色が や \ 冗漫に 流れた 嫌 ひが あるので ある。 しかし > かう した 缺點 ゆとりの ある 所に、 主演者の 藝カを 思 ふが ま >- 

に發 揮す る 自由が 與 へ られて あるの-てあつ て、 一 讀 冗漫の 如くに 見られる その 詞章 も、 なほ 讀み 返して 見る と、 前後よ く 連絡して ゐて、 

〔知 章〕 の やうに 少しも 重複し て ゐな い。 そこに 脚色 行文の 苦心が 窺 はれて 、 結局 凡作と 見なす ことが 出来な い の-て ある C 


ヨ 

〇 洛陽 —京都。 周の 都が 济 

陽に あつたので、 日本の 都 

を 唐 風に かう い ひ 習 はした 

ので ある。 

〇 南都— 奈良。 京都の 南に 

赏 るから， かう いった C 

o 天雲の— 「いかづち」 「 い 

ほリ」 など 「 い」 に 冠す る 枕 

na。 

さ £ 

〇 稻 荷の 社— 山城 國紀伊 郡 

京都の 柬南稻 荷 山に ぁリ、 

和 銅 年中の 創建、 倉 

を祀 る。 〔小鋇 冶〕 參 § 

〇 深 草— 紀伊 郡、 稻荷 山の 

南。 


賴 


【二 


名乘 笛に て、 ヮキ 旅^、 角 帻子， 着附 無地 熨斗？ 水 衣 • 腰帶. 

扇 • 数珠の 装束に て 出で、 名乘 座に 立ち、 


ヮ キー こ れ は諸國 一 見の 儈 にて 候。 われ こ の 程 は 

都に 候 ひ て。 欲 陽の 寺社 殘 りなく 拜み 廻り て 候。 

又 これより 南都に 參 らば やと 思 ひ 候 

あ ** ぐ も  いな ，リ  やしろ ふ  をが 

ヮキ I 『天雲の。 稻 荷の 社 伏し 拜み。 稻 荷の 社 伏 

し拜 み。 なほ 行 く 末 は 深 草 や。 木幡の i を 今 越 

政  I i 


【I】 


前 段 

Is は 初め 京 f 


キ旅惽 登場。 


憎 「私 は 諸國を 遊歷し て ゐる佾 です。 私 は 

この間う ち は 京都に 居って、 都の 神社 怫 

閣を 殘らす 參拜 して 廻りました。 そして 

これから 奈 良へ 參 らう と 思 ふ のです」 

ミ^物人に自に親介なし、 

憎 「 稻 荷のお 社に 參拜し て 、それ か ら深草 

を 過ぎ、 木 幡の關 を 越え、 伏 見の 澤 W を 

眺め、 その 川の 流れに 沿うて 行く うちに、 

一一 ニー 九九 


〇 木 幡の關 —同 郡 伏 i 山の 

诋面、 木幡 山の 麓に あった。 

八， 關 山と い ふ。 

〇 伏 見の^ ra—M 郡、 伏^ 

町の 南の？ t 地。 その 南部に 

；：; -拉 池が ある。 


〇 宇治 の 里— 宇治 郡 宇治 村 

久世都 宇治 町の 邊 一 帶を い 

〇 遠の 里— 遠くに 兑ぇ 渡る 

里。 宇^ 町の 彼方 G チ^ 橋 

の^ 北) を 匂 はせ た" 


【二】 


政 I  —  . 

えて。 伏 兒の澤 田 見え 渡る 水の 水上 尋ね 來て。 

宇治の 里に も、 着きに けり 宇治の 里に も^きに 

ナ り 

一 伏 兑の渾 E 见ぇ 渡る」 と 右の 方に 向きて 二三 足 出で またも 

とに 歸リて 宇治に 着きた る 心。 舞^の 巾 に 出で 正面に， M 

きて、 

ヮキ 『げ に ゃ遠國 にて 聞き及び にし 宇治の 里。 「山 

たかよ たが  yp さと はし け しき A どころ お ほ めい しょ 

の 姿 川の 流れ。 『遠の 里 橋の 氣^^ 见所 多き 名所 

かな。 「あはれ 里人の 來り 候へ かし 

とい ひて 脇. iid に 行き か、 る。 

シテ 老翁、 而朝倉 尉 • 尉 髮. 襟淺黄 • ^附 無地 熨斗 =, 茶鲑水 

衣 • 腰！ の^ 來に て^よ リ出 でながら、 


【二】 


シ テ (呼 掛〕 「なうな う 御 曾 は 句 事 を 仰せ 赞ぞ 

ヮ キ 脇 座 に 立ちて、 


ヮキ 「こ れ はこの 所 始めて 一 見の 者に て 候。 この 

宇治の 里に 於て。 名所 舊跡殘 り なく 御敎 へ 候 へ 

シヌ听 に は iH み 候へ ども。 骁 しき-: ナ 治の 里人な 


 三 三 〇0  

宇治の 里に 着いた」  - 

.A- 旅程 を^ ぺてゐ る^に 旅 は 進ん た 想で、 麵_« は 

山城 S 代 W の &:•、.- たる "- 佾ば あたり ssjtt な 眺め 


像， さすが 遠國 に： S つた 時から^ に 11 い 

てゐ たこの 宇治の 里。 山の 姿と いひ、 川 

の 流れと いひ、 f おく 兑波 される 村里と い 

ひ、 宇治橋の 様子え いひ、 兑 所の 多い 名所 

だ。 あ 、 誰か 里人が 來 て くれる と よ い が 」 

ぐ. -si 人 を 待って ゐる 0 

【二】 

シ チ源賴 政の 港、 * 翁の 姿 をして 登 *o 

龙翁 「もうし もし、 お は M を いってい ら 


佾-私 はこの 所へ 始めて 見物に 來た 者で 

す。 この 宇治の 里の 名所 葡跡 を殘ら ず敎 

へ て 下さい」 

老翁 「 - 」 の お 治 の 里に は 住 ん で^り ます も 


〇 い さ 白波の— い さ 知らず 

と いひ かけた C 

〇 宇治の 川— 久世、 宇治 二 

郡の 間 を 流れる" 上流 は 近 

江の 勢 田 川で、 下 は 木津川 

となる o 

〇 舟と 橋— 宇治の 柴舟、 宇 

治^ はと もに 著名で ある。 

〇 勸學院 の 雀 は 蒙 求 を 囀る 

—「門前の 小佾 は 習 はぬ 經 

を讀む - と 同じ 意の 諺。 こ 

の 語 平 康賴の 寶物集 上に も 

見 ゆ。 勸學院 は 藤 原 冬嗣の 

創立した 同族の 爲の學 校。 

蒙 求 は 唐 3 李瀚の 撰んだ 書 

で、 童子の 讀物 とす。 

〇 御 心 にくう— 御 心 ゆか し 

〇 喜 撰 法師— 古 今 集 序に 

「宇治山 の 僧 喜 撰」 と ある 六 

歌仙の 一 人。 橘 諸兄の 後で、 

良碓の 子。 

〇 住みけ る 庵— 無名 抄 に 

ニニ 室 戸の 奧 二十 餘町 ばか 

リ 山中 へ 人リ て、 宇治山の 

喜 撰が 住みけ る 跡 ぁリ」 今 

喜 撰嶽と いふ。 

(しヅ ^T*  /  —— i つ 力 し レ g 

〇 わが 庵 は 都の 巽し かぞ住 

む 世 を 宇治山と 人 は いふな 

リ— 古今 集雜 下に ある C 

〇 尉 I. 老人 C 丈 人 (杖 を つ 

く 人) の 意。 

〇 掼の島 —宇治 町 小 倉 村の 

北、 宇治川と ぉ椋 池との 間 

にある C 

親 


れば。 名所と も舊 跡と も C 『いさ 白波の 宇治の 川 

に 。舟と 橋と はありながら。 渡り かねた る 世の 

な？ x  す  めい しょ ？ 7 せ.？ なに  こた  ま- r- 

中に。 住む ばかりな る 名所 舊跡。 何 とか 答へ 申す 

、、/ き 广 と舞臺 に 入り 常 座に 立つ) 

ヮキ 「いやさ やうに は 承り 候 へ ども。 勸學院 の 雀 

は 蒙 求 を 囀る とい へり。 所の 人に てまし ませば 

御 心 にくう こそ 候へ： まづ 喜 撰 法師が 住みけ る 

庵 は いづく の 程に て候ぞ 

だい し  こふ  たづ  き せん ほつ 

シテ 「されば こそ 大事の 事 をお 尋ね あれ 1 吾 撰 法 

師が庵 は。 『わが 庵 は 都の 巽し かそ 住む。 「世 を 宇 

ぢ やま  ひ-. -  ひ. j  あるじ 

治山と 人 はいふな り。 『人 は いふなり とこ そ。 主 

だに も 申し 1 へ 。尉 は 知らず 候 

t た  ひと むら  さと  み  まき  し ふら ふ 

ヮキ 「又 あれに 一 村の 里の 見え 候 は 稹の島 候 か 

(と 右の 方 を 見て 問 ふ) 

シテ 「さん 候稹の 島と も 申し？ 右の 方へ 向きり。 又 宇治 

政 


のの、 賤 しい S 人の ことです から、 どれ 

が 名所 やら 葡 跡 やら も 知ら-す、 宇治川に 

は 舟 や 橋が あっても、 私自身 は 世の中 を 

渡り かねて ゐる >  ほんの 生きて ゐる とい 

ふば かりの 身上です から、 名所 舊跡 をお 

尋ねな されても、 何とお 答 へ して よい や 

ら、 お 答 へ も 出来な い 次第. てす」 

僧 「いや その やうに いはれ る けれど、 諺に 

も 『勸學 院の雀 は 藥 求 を 囀る』 などと い つ 

て、 その 場所に 居れば、 自然と 覺 える も 

のです。 あなた はこの 名所の 人な の だか 

ら、 さぞ 色々 御存じ だら うと ゆかしく 思 

はれる のです。 まづ 第一 に、 喜 撰 法. 師の 

住んだ 庵 は どの 邊 にある のです」 

*J 翁 「それ そ の やうに むづ かしい 事 をお 尋 

ねになる。 喜 撰 法師の 庵 は II 

『わが 庵 は 都の 巽し かぞ 住む， 世 を 宇治 

山と 人 はいん なり』 

(-H 分の 庵 は 都の 東南に あ つ て、 これ この や ラに住 

んでゐ るので ある 0 それた のに 世 M の 人 は 口うる 

さく、 世 を «- し-/ JS つて 字 治山に 眩れ たのた な で 

ミ^ を 立てて ゐる) . 

と 詠ん. て、 喜 撰 法. IftI 身で さ へ 『^問の 

人が い ふ』 と 他人 事に いって ゐ るの です。 

だ か ら 勿論 私 は 知りません」 

僧 「又 あそこに 一 かたまりの 村里が 見え 

ますが、 あれ は K の 島です か」 

宠翁， さう です、 棋の島 ともい ひ、 又 宇治 

一 一一 s  i 


am 


〇 橘の 小鳥が feF— 宇治 榕の 

西 詰、 梏姬 社の ある 邊。 〔俘 

舟〕 參照。 

〇 慧 心の 佾 都の I 朝：； 1 山に 

ある^ 心院を いふ。 ^心 は 

比. 欲 山 横 川の 一 源 信の こ 

とで、 往生 要 集 等 を 著し、 

寛仁 元年 七十 六で 寂す。 〔草 

蕺〕 〔仲 光〕 參照。 

〇 名に も 似ず— 朝 口と いふ 

名 に も 似ず C 

〇 朝：：： 山— 宇治川の 束 岸。 

〇 山吹の 濑— 夫木抄 鳥羽院 

御製 一， 秋風の 山吹の 濑 のお 

波に ぬ る 夜よ そなる 宇治 の 

橋姬」 など 詠まれて ゐ るが、 

今 所.^ 不明。 

〇 雪 さし 下す— 雪 を 舟の 上 

に 載せて 川下 へ 下る。 こ の 

雪 は 月光の 形界 である。 

〇 島 小舟— 柴 小舟の 誤リ。 

金^で は柴 小舟と 謠 つて ゐ 

る o 

〇 是非 を 分かぬ— 俊 劣 を つ 

けられな い、 すべ て 秀れた 

眺めで ある。 

【三】 

〇 平等 院— 宇治橋の 西岸 南 

二 町 許の 所に ある。 もと 源 

融 の別莊 であった の を、 永 


政   

か は し i  つ 

の 河. 1? とも 申すな りハ とヮキ へ 向く し 

み  こ じ ま  さき 

ヮキ 『これに 見えた る 小島が 崎 は？ 脇 正面に^ き」 

た  たち. * な  こ じ **  3 き 

シテ 「名に 橘の 小島が 崎 ハと脇 正面に ゆき) 

ヮキ 『{1: ひに 見えた る 寺 は^ ^面に .so。 いかさま 

11 心の 僧都の。 御 法を說 きし 寺 候な 

シテ 『な うなう 旅人。 あれ 御 ^ぜ よ？. S 方 上 

を 見〕 

シ テ上？ 名に も 似ず。 月 こ そ^ づ れ 朝日 山 

地 『月 こ そ 出 づ れ 朝日 山。 山吹の 瀨に^ 兌え て。 

雪 さ し 下す 鳥 小舟 (： 正而 へ 出で y 山 も W も (と乂 渡し〕。 

おぼろ おぼろと して 是非 を 分かぬ 氣色 かな ハと 

遠く 见 や. o。 げ にや 名に し 負 ふ。 都に 近き 宇治 の 里 

il,J  Arp  めい レょ 

^きしに 勝る、 名所 かな 聞きし に 勝る 名所 かな 

(と 左へ 廻りて 常 座に 立つ)  , 

【三】  ， 

*4- つ  ところ び や. つどう ゐ ん  t.r-  A てら 

シテ 「い か に 申し 候。 こ の听に 平等 院と 申す 御寺 
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の 河 島と もい ひます」 

植 「こちらに 見え る 小さな 崎 は …… 」 

老翁 「有名 な 橘 の 小島が 崎です 」 

愤 「向 ふに 見える 寺 は、 成程^ 心： £ 都が怫 

法を說 かれた 寺" てすな」 

龙 翁 「もしく 旅の 方、 あれ を 御^な さ い。 

あの 朝日 山から、 朝日と いふ «前 には^- 

S 合な 月が 出ました。 そして 山吹の 瀨に 

月影が さ し て 、川 を 下 つ て 行く 柴 小舟 は、 

月の 光で 雪 を鉞 せて ゐる やうです。 .PS 

山 も 川 もお ぼろな 月影に 包まれて、 どれ 

もこれ も 優り 劣りの ない 眺めです」 


佾 「いかにも、 さすが 都 近くの 有名な 宇治 

の 里 だけあって、 ^に閗 いた 以上な、 |« 

に 結構な 名所， てす」 

【三】 

*! 翁 「もうし、 この 听に 平等 院と いふお 寺 


承 七 年 藤原賴 逝が 寺と した 

そ の 佛^ を 鳳凰 堂と い. he 


〇 釣 殿— 川の 流れに 突き出 

した、 釣 をす る ことの 出來 

る 建物。 


〇 宮 軍— 高倉宫 以仁 王 を 奉 

じて 賴 政の. ^ した 戰。 

〇 源 ni 位賴 政— 多田滿 仲の 

後、 兵庳頭 仲 政の 子。 宇治で 

自 匁した 時 年 七十 五。 近衞 

天皇の 御 時 帝 を 悩まし 奉つ 

た 怪物 を 射殺した こと 〔鹅〕 

に 作らる。 

賴 


の 候 を 御 覽ぜら れて候 か 

ヮキ 「不^来 內の *- に て 候 程に。 お だ 見ず 候御敎 

へ 候へ 

シテ 「こ， r よ，^ へ 御 出-て 院 へ (と 二  II！ 足 出で 正面に 向きて)。 こ 

び やう どう a ん  ii2 

れ こ そ 平等 院 にて 候へ 。 (右の 方 を 近く 見て) 又 これな 

つり どの  ま-つ  おも しろ  ところ  ご 

る は 釣 殿と 申して。 面白き 所に て 候 よくよく 御 

覽 候へ 

おも しろ  ところ  また 

ヮキ 「げ にげに 面白き 所に て^。 ハ 正面の 方を兑 5 又 こ 

れ なる 芝 を 見れば。 扇の 如く 取り 殘 されて 候 は。 

なに  まう  こと 

何と 申した る 事に て候ぞ (と- ンテ へ 向く リ 

ざ ふら ふ  し S  ものがたり  かた  き 

シテ 「さん 候 この 芝に つ い て 物語の 候 語つ て 聞 

か 45】 中し虔 ベ し。 (眞 屮に 出で 下にお リ、 ヮキも 下に 居て) 

むだし  と ころ みやいく さ  げん y ん A より tp  ^ せん 

昔 こ の 所に 宮 軍の ありし にノ源 三位 賴政 合戰に 

ま  た i  ふ ころ あ ふ ざ  し  ■ じ がい  は  た ** 

うち 負け 給 ひ。 こ の 所に 扇 を 敷き 自害し 果て 給 

ひぬ。 されば 名將の 古跡な れば とて。 扇の 形に 

政 


があります が、 御覽 になり ました か」 

僧 「全く 土地の 案内 を 知らな いのです か 

ら、 まだ 見ません。 敎 へて 下さい」 

* 翁 「 では、 こちらへ お出でな さ い 」 

も やがて 平等 院へ 案内した 想で、 舞 _» は 平等 院 

-AI なり、 

「これが 平等 院， てす。 それから これが 

釣 殿と いって 面白 い 所です。 よ く 御^な 

さい」 

佾 「いかにも 面白い所です。 それから 又 こ 

の 芝 を 見る と、 扇の やうな 形に 取り 殘し 

てあります が、 これ は どつ したわけ なの 

です」 

老翁 「 はい、 この 芝に つい て は お 話が あり， 

ます。 お聞かせ 致し ませう (S くつろい 2。 

昔 この 所. て 高 倉 宮 樣が 戰爭を 遊ば し た 

時、 宮 方の 源 三位 頼 政が 戰爭 にお 負けに 

なって、 この 所に 扇 を 下に 敷いて、 自害 

をして お果てに なった のです。 それで、 

名 將の舊 跡 だとい ふので、 扉の 形に 芝 を 

取り 殘 して、 今でも 扇の 芝と いって ゐる 

三 =10111 


〇 文武に 名 を し— 賴政は 

歌に も秀 れてゐ て、 詞花集 

以下の 勅撰集に S 十九 首 採 

られ てゐる o- 

〇 行人 征^の— 往來の 旅人 

ゃ驛^ の 行って しまつ た 後 

の 如く、 誰も 氣 に^めな い。 


〇 月 も 日 も 今日— この 戰は 

治 承 四 年 五月 廿 六日。 

〇 屮宿— 宇治 は 京都から 奈 

良 へ 行く^の 中 宿と な つ て 

ゐた。 源氏 推 本の 卷に 「宇 

治の わた リの 御中 宿」 現世 

は-; ハ^に 輪廻す る 衆生の 中 

{伯 の やうな ものであるから 

「夢の 浮世の」 と 冠した の で 

ある C 

〇 宇治の 橋 守— 古今 集讀人 

不知の 歌 一千 早ぶ る 宇治の 

橋 守 なれ をし ぞ あはれ と は 

思 ふ 年の 經 ぬれば」 を借リ 

た C 

〇 うち 渡す 遠方 人に I 古今 

集 旋頭歌 「うち 渡す 遠方 人 

に 物申す われ、 その そこに 

白く^ ける は 何の 花ぞ も」 

を 估り た。 遠方 人 は 遠方 か 

らの 旅^ ヮキを 指す C 


政 

恥り 殘 して。 今に 扇の 芝と 申し 候 

ヮキ 『痛 は しゃさし も 文武に 名 を 得し 人 なれ ど 

も。 跡 は 草 露 の 近 のべと なって。 行人 征馬 の 行 

くへ の 如し。 あら 痛 はしゃ 候 

おん とむら  ふや 

シテ 「げ によく 御 弔 ひ 候 もの かな。 しかも その 宮 

^"の 月 も 日 も 今日に {:H り て 候 はいかに 

ヮ キ 「何と そ の 宮軍 の 月 も 曰 も. 4マ 曰に り た る 

h ふら ふ 

と 候 や  • 

シテ 『か や うに 申せば われながら" よそに は あら 

ずぎ 人 の。 i 早の 枕の 露の 世に。 姿見え んと來 り 

たり" 現と な 思 ひ 給 ひそと よ 

ゆめ -っき ^  な だ やど 

地上 歌 一 「夢の 浮世の 中 宿 の っンテ 立ち)。 夢の 浮世の 中 

-っ S  はし も り ふし  ヽ  .3 い  なみ 

宿 の (常 座 へ 行き)。 宇治 の 橋 守 年 を經 て。 老の波 も 

わた  ^ち か^ ぴ と  4* つ  より *t さ 

うち 渡す 遠方 人に ハ と 立ち 歸 =0 、もの 申す われ 赖政 

が 幽霊と 名 乘りも あへ ず、 失せに けり 名 乘りも 
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の， てす」 

，あ  > -ぉ氣 の^な こ とだ。 あの やうに 文 

武兩 道に 秀れた 有名な 人， てあつた のに、 

道ば たの 草の 露の やうに 采 敢 なく 消えて 

しま はれて、 ^を 往来す る 旅人 や 馬の 行 

つてし まった 後の やうに、 誰も^に 留め 

る ものがない の だ。 あ X ぉ氣 の^な こと 

だ l(w 闻 向す 1 

* 翁 「お \ よく 御；^ 向なさい ました。 不思 

議な ことに、 その 宮 軍の あつたの は、 月 

も 日 も 丁度 今月 今日 な の "てす よ 」 

播 「何-てす て。 その 宮軍 のあった のが、 今 

月 今日に 當 ると いふの. てす か」 

鬼 翁 「この やうに お話して ゐ ると、 n 分な 

がら 他人 事と 思 はれ なくなつ て來 まし 

た。 實は 旅の 方の 假寢の 夢に 姿 を 見せよ 

うと 思って 來 たのです。 これ を 現と お 思 

ひに なって はいけ ません よ。 宇治と い へ 

ば、 都から 奈 良へ 行く 者の 中 宿と なる 所 

で、 丁度 この 娑婆 は 衆生 生死の 中 宿の や 

うな ものです。 私 は その 宇治に 長い 年月 

を 過した 老人. て、 かう して 遠方の 人に 物 

をい つて ゐる私 は、^ 政の 幽鈸 なの， てす」 

と、 名 乘るゃ 否や、 消え失せて しまつ 

た" 


あへ ず 失せに けり 

と 右へ 廻りて 常 座に て 正面へ 開き、 静かに 中 入 C  I 

【問】 狂言 所の 者. 着附 縞 熨斗 H> 狂言 上下 • 腰 帶* 扇の 装束に て名乘 座に 出で、 

すま ひ  4 たり 

狂言 「かやう に 候 者 は。 宇治の 里に 住居す る 者に て 候。 今日は 平等 院の邊 へ 出で。 心 を 慰め 申さば や 

と存 する。 (ヮキ を 見て) いや これに 見駟れ 申さぬ 御佾の 御座 候が。 いづく より いづ 方へ 御 通りな され 

候へば。 こ^に は 休らうて 御座 候ぞ 

ヮキ 「これ は遠國 方より 出で たる 僧に て 候。 御身 はこの 逯の 人に て 渡り 候 か 

狂言 「なかく この 邊の 者に て 候 

ヮキ 「さやう に 候 はばま づ 近う 御 入り 候へ。 尋ねた き 事 s 候 

狂言 「畏 つ て 候。 (舞臺 の眞 中に 出で 下に 居て) さて 御 尋ねな された きと は。 いか やうな る 御 川 に て候ぞ 

ヮキ 「思 ひも 寄らぬ 申し 事に て 候へ ども。 扇の 芝の 謂れ 宫 軍の 樣體。 御^じに 於て は 語って 御 聞かせ 

候 へ 

狂言 「これ は 思 ひも 寄らぬ 事 を 仰せ 候 もの かな。 我等 もこの 邊には 住居 仕り 候へ ども。 さやう の事委 

しく は 存ぜす 候 さりながら。 始めて 御 目に か、 り 御 尋ねな され 候 もの を。 何とも 存ぜ ぬと 申す もい 

か Y にて 候へ ば。 凡そ 承り 及びた る 通り 御物 語り. S- さ- フ する にて 候 

ヮ キ 「近頃に て 候 

狂言 「さる 程に この 所に 於て 宮軍 s 御座 ありた る 様 體は。 源 三位 賴 政の 御子 息。 伊豆守 仲 綱の 御 持ち 

ありた る 木の 下 鹿 毛と いふ 名馬 を。 宗盛 御所 望 候へ ども。 仲 綱 同心な く 候 を： 賴政御 異^あって。 

かの 馬 を 上 ゆ 給 ふに。 初め 所望の 折 は 上 ゆ もせで。 今 この 馬 を 贈る こと 満足に なしと て。 その 馬 を 

鬣 を 切って 仲 綱と 鐵嬈 させ。 御厩に 立て 袷 ふ。 賴攻仲 綱 口惜しく 思し召し。 宮に御 謀叛 を 勸め給 ひ。 
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〇 

t 四】 

〇 思 ひ 寄る ベ の— 思 ひ 寄る 

を 寄る ベ の 波 (寄リ くる 波) 

に いひ かけた。 

〇 波枕— 水 邊で寢 る こと。 

〇 片 敷きて— 片袖を 下にし 

て. M る こと。 扇の 芝の 上で 

假寢 する 意 e 

ョ】 

〇 血 は涿 鹿の 河と な つ て I 

戰の 激しく 死傷の 夥し い 形 

容.？ 涿鹿は 支那 黄 帝が 蛩尤 

と戰 つた 所。 

〇 世 を 宇治川の— 世 を 憂し 

と いひ かけた e 

〇 網 代— 川濑 に 網の やうに 

竹 を 編み 列ね、 その はてに 

餐を あてて 魚 を 捕る もの。 

宇治の 名物。 

〇 あら 閻浮戀 し や— 波 荒し 

を 感動の 「あら」 に いひ かけ 

た。 閻 俘は须 彌四洲 9 一  閻 

俘 提の 略、 鞞 じて 娑婆の 意 

に用ゐ る。 

〇 伊勢 武者 は 緋絨の 鎧 着 

て 宇治の 網 代に かか リ ける 

かな— 平家物語 「宮 の御最 

期の 事」 に賴 政の 子 仲 網の 

詠んだ 歌。 平家 方 伊賀 伢勢 

の 武士の^の 緋械を 氷 魚に 

見立てて 嗤 つた ので ある。 

〇 うたかた— 泡沐。 泡 を あ 

はれに いひ かけた。 

〇 蝸牛の 角の 爭ひ— 愚かな 

賴 


とい ひて 狂言 は 引く。 

【四】  ミ き V れい ..り i  -X  ii 

ヮキ 「さて は賴政 の 幽靈假 に 現れ。 わ れ に 言葉 を 

交 はしける ぞゃ 1" いざや 御 跡 弔 はんと" 上 S 待き 

お、 s  vi  なみまくら  ふぎ は ち rj 

『思 ひ 寄る ベ の 波枕。 思 ひ 寄る ベの 波枕。 汀 も 近 

に は  あ ふ ぎ  し &  かたし  ゆめ  ち ぎ  ま 

しこの 庭の 扇の 芝を片 敷きて。 夢の 契り を、 待 

たう よ 夢 の 契り を 待た うよ  、 

ー萆 の- i 子に て、 後ジ テ源賴 政、 面賴政 .賴 政 頭巾. 金緞鉢 

卷* 襟 白淺黄 • 着附 無色 厚板， 法被 • 半切 • 腰帶 ，扇* 太刀の 裝朿 

にて 出で 常 座に 立ち、 

後ジ テ 『血 は 1 鹿 の 河と なって。 紅 波楣を 流し。 白 

じん ほね  くだ  よ  .7  ； ^ が は  み じろ  たみ  えん 、ぶ. 

^骨 を碎 く。 世 を 宇治川 の 網 代 の 波。 あら 閻浮 

p しゃ ハと 右の 方 をせ 返 リて面 を 伏せ)。 伊勢 武者 は (と 正面 

に 直し)。 皆緋絨 の 鎧 着て。 宇治の 網 代に。 かかり 

ける か な (と 二足つ め)。 うたかたの。 あはれ はかな 

き 世の中に 

くわ f  つの  あらそ 

地 『蝸牛の 角の。 爭 ひも 

政 


【SI】 

後 段 

僧 「さて は 頼 政の 幽 露が 假に 現れて 来て、 

自分に 言葉 を 交 はした のであった。 さあ 

その 御囘向 をしょう。 かう 思 ひついて、 

波のう ち 寄せる 水邊、 水際に 近い この- M 

の 扇の 芝の 上で、 假 .1 をして、 約 ^通り 

夢で 會 ふの を 待た う」 

w いつ て HS 寢 して ゐる 3.;。 

【五】 

後 ジテ源 賴抆、 佾の萝 に 現れ- 0 想で 登 »=- 


頼 政 「死傷した 者の 血で 戰場は 河の やうに 

なり、 血の 波が 榍をも 流し、 なほ も 鋭い 

匁が 骨 をう ち碎 くの だ。 その 辛い 情ない 

と 思つ た 宇治川の 網 代に 打ち か & る 波。 

今 は あの 娑婆が 戀し い こ とだ。 . I 

『伊勢 武者 は 皆 緋緘の 鎧 着て、 宇治の 網 

. 代に か X りけ るかな』 

(排練 Ola*- 着た 平家 方の 伊势 武者が、 氷 魚の やう 

に 宇治の n 代に 引つ か  >  つて ゐる) 

と 嘲った が、 思へば、 泡沫の やうな あは 

れな 世の中で、 小 ぜり合 ひ をした の は > 

蝸牛の 角の 爭 ひの やうな、 實に 果敢ない 

三 三 〇 七 


截 

小ぜ H- あ ひの 喩へ。 白 氏 文 

m4= 六 に _ 蝸牛 角 一 何 

事 こ 


〇 紅 は 園 生に 搲 ゑても— こ 

の 句 〔安宅〕 にも ある。 義經 

記 二に 「壁に 邛 おに 口と い 

ふこと ぁリ、 紅は闽 半； に植 

ゑても 隱れ なし」 


〇 五十 K 轉の 功力— 法華經 

を 次から 次 へと いひ 傳 へて 

五十人 H に 及んでも、 其 功 

力の 衰 へない こと。 法華經 

隨 喜功德 品に 「若 人 於 こ 法 

會 一得 レ簡 = 是綞典 T 乃至 於 - 

1 ，§ せ E レ他說 、如 レ^^ 

轉敎至 こ 於 第五 十 づ奴 後人 狻 

ヒ I」 

〇^1 逍— M 轉し たもので な 

く、  M 接鸫 义を鸱 II する こ 


政   

シテ 『はかな かりけ る。 心 かな。 「あ ら 尊の 御 事 や 

(と ヮキへ S き)) なほな ほ 御 經讀み 給 へ 

D ふしぎ  ほった い  A  かつ ち-つ  たい  おんき や- r 

ヮキ I 不思議 やな 法體の 身に て 甲冑 を帶 し。 御經 

讀 めと 承 る は。 いかさま きつる 源 三位の。 そ 

の幽靈 にて まします か 

シテ 「げ にや 紅 は 園 生に 植 ゑても 隱れ なしに 名乘 

らぬ さきに C 「赖 政と 御 S ずる こそ 恥 かし けれ。 

ただただ 御經 請み 給へ 

おんこ-ろ やす  お ぼ  め  てん でん  ,、 りき  じャ. つ 

ヮ キ 『御 心安く 思 し 召せ。 五 十展轉 の 功力 だ に。 成 

佛 まさに 疑 ひなし。 まして や これ は 直 道に 

シテ 『弔 ひなせ る 法の 力 

ヮキ 『合 ひに 合 ひたり 所の 名 も 

シ テ 『平等 院の庭 の 面 (脇： 止 面の 下を兑 廻し) 

おも  い 

ヮキ a 思 ひ 出で たり 

シテ 『弗 在世に. 


一一 一 ：1!〇 八 II  ,  —I 

愚かな ことであった (ミ いって W にお ひ) C あ 

ぁ實 に- « い ありがたい 事です。 どうぞ も 

つと 御經を 讚んで 下さい」 

W 「これ は 不思^ だ」 入逍姿 に^ HZ を 着 

て、 御 經を讀 めと いはれ るの は、 成 Si 光 

程 伺った、 源 三位 ® 政の 幽 HT ていら つし 

やる び- てす 力 し 

弒政 「いかにも 『紅花 は 色んな 草の 巾に 

ゑて 置いても、 すぐ 知られる； I とい ふ 諺 

の 通り、 この 仁 體を兑 てと つて、 まだ.： ：！ 

分， のお 乘ら ない 前に、 S 政 だとお 分りに 

なる の は 恥 かしい 次第です e どうか 是非 

お 終 をお 讚み 下さい」 

滑 「御 安心なさい ませ。 このお 終の 功德の 

力に よれば、 次々 へ いひ へて 行って、 

第五 十番 UI に 常る 人. て さ へ 確かに 成 W す 

る ことが 出來 るの. てす。 まして、 今 は 私 

が 直々 にお 經を俾 へ るので すから 」 

®K 「御^ 向 下さ つ た功德 の 力に よって… 

:•」 

滑 「殊に こ k は 所の^: も怫 の御敎 へに ふ 

さはし い …… 」 . 

頼 政 「平等 院と い ふ 所で ：.：. お V こ の 庭 を 

兌て、 賴^ 御作 命の 時 御說法 遊ばした 笾 


〇 佛の說 きし 法の 場— 平等 

院を釋 迦が法 華 經を說 いた 

靈驚 山に 兑 立てた ので ある 

〇 平等 大 佛の 智慧の 差 

別の ない こと。 これに 寺の 

名 を 合め た。 

〇 功力に 賴 政が —功徳の 力 

に 親る を 人名に いひ かけた 

國 

〇H 果の 有樣— 戰讲 をした 

惡 H の 報いで、 修羅道に 墮 

ちて 苦しむ 有樣。 

〇 治 承の 夏の ©I 治 承 四 年 

K お。 

〇 高 倉 の 宫— 後白河 天皇 第 

二 皇子 以仁 王。 この 戰 ひに 

流れ矢に 中って 薨じ 給うた 

御 年 一一 一十 e 名 も 高し を 高 倉 

に いひ かけた の である。 

0 雲居の よそに I 都の 外に 

〇 近江路 や— 憂き 時に 逢 ふ 

と いひ かけた" 

〇 三 井寺— 近 江 國滋賀 郡、 

園 城 寺。 


〇 關の柬 —關は 逢坂 關。 

〇 音 羽の 山— 山城 國 宇治 郡 

山 科に ぁリ、 逢坂 山の 峯績 

きで ある C 

〇 山 科— 逢坂の 西。 


地上 歌 『佛 の說 きし 法の 場。 佛の說 きし 法の 場。 こ 

こぞ 平等 大慧 の。 功力に 賴 政が。 佛紮を 得ん ぞ 

ありがたき 

シテ ハク は 傩 を かきむべき。 こ れ は塑！ S 


政。 執、 4 の 波に 浮き 沈む。 a 果 の.^ 樣 現すな り 

(と 左 へ 迥 M0 

そら 亡  ぢ しょ ラ  なつころ  _ ごむ ほん  す ， 

地サ シー 「抑 も 治 承 の 夏の 頃。 よしなき 御 謀叛 を勸 

ま-つ  な  た？ -  くら ふや ラち くも -0  あり やけ 

め 申し。 名 も 高 倉の 宮の內 。雲居の よ そ に 有 明 

の 月の 都 を 忍び 出で て 

と眞 中に 出で 床几 にか、 リ、 

シーア 『憂き 時し もに。 近 江路ゃ . 

地 『三 井寺 さして 落ち 給 ふ 

(居 クセ) 

へい け  とき めぐ  す ** ん ぎ 

地クセ 『さる ほどに。 平家 は 時 を 廻ら さず。 數萬騎 

つ はもの  せき ひがし つか  ？  f わ  やま っゾ 

の 兵 を。 關の 東に 遣 はすと。 聞く や 音 羽の 山續 

や AI しな  さと ち^  こ わ ii  せき 

く. (と 少し 右へ 向き)。 山 科 の 里 近き。 木 噃の關 を、 よ 


あり さ ft みら は 


鷲 山 を 思 ひ 出しました e 確かに こ  >- は 寺 

の 名の 通り、 佛の 平等な 大 智慧の 功德に 

浴す る 所で、 その 功德の 力に よって、 こ 

の 頼 政が 成佛 する ことの 出来る の-は， あ 

りが たいこと です」 

【穴】 

親政 「今 は 何を隱 さう。 自分 は 源； 一一 位 親政 

で、 執着の 念から 迷妄に 浮沈して ゐ るの 

です。 今惡 業の 報いに 苦しむ ことと なつ 

た 次第 を 話し ませう。 

さて、 治 承 四 年 夏の ST つまらない 御 謀 

叛 をお 勸め ゆし 上げて、 その 結 3iT 有名 

な 高 倉宮 は 御殿 を 外にして  >  五月の 下：？ 

都 を 人に 忍んで お出 ましに なり、 辛い 思 

ひ をして、 近 江の 三 井寺へ 向って お逃げ 

になった のです。 —— 


政 


ところが、 平家の 方から、 すぐさま 數度 

騎の兵 を 逢坂 山の 柬に遣 はした とい ふ 事 

が 知れた ので、 また 音 羽 山 を 越えて、 山 

續き VW 科の 里の 方へ 出て、 近くの 木幡 

の 關をも 避けて 1 誠に 人生 は 辛い 旅 だと 

I1J 三 〇 九 


0 


政 


〇 寺と 宇治との I 三 井寺と 

宇治との。 

〇 關路の 駒の— 隙 もな くの 

序。 


〇 宇治橋 s 屮の間 I 宇治橋 

の屮 程の 橋 根 を 引き 外して 

敵の 渡れな いやう にす るの 

である。 

〇 下 は 川 波 上に 立つ も— 樯 

の 下に は 白い 川 波が 立ち、 

^の 上に も 同じ 白色の 源氏 

の旃を 靡かして。 

【七】 

〇 南北の 岸- 1 源氏 は 南、 平 

家 は 北。 

〇 矢叫びの 一昔 I 矢 を 放つ 聲 

〇 波に たぐへ て— 波の 一昔と 

一 緒に なって。 

〇 行 桁— 橋の 長さに そった 

0 倚 井の ほ 妙 • 一 來 法師— 

共に III 井寺から 艇 政に 從っ 

て 來た勇 僧。 


し や 


そに 見て？ 右の 中程 を s。 こ こぞ 憂き 世の 旅、 い 宇 

5 口の 川浪问 うち 度 り (と H„: 面に K して 拍子 を路 み)。 大和^? 

い- V 

さして 急ぎ し に 

てら  う ぢ  あ ひだ 

シテ 『寺と 宇治との 間にて 

せき ぢ  こ i  ひ **  みや  ど  ご •. ？、 

地」 關路 の 駒の 隙 もな く。 宮は六 度まで 御 落馬に 

ゎづら  たま  うき  よ ぎよ しん 

て ffi はせ 給 ひけり。 これ は 前の 夜御寢 ならざる 

故な りと て。 平等 院 にし て。 暫く 御座 を 構へ つ 

つ 宇治橋 の 中の 間、 引き離 し？ おにて 形 を 示し S 下 

ま^ r*^  (卞 を兑： T 上に 立つ も S を 左 一 屑に 寄せて 上 を WO  。共 

に 白旗 を 靡かして 寄す る 敵 を 待ち ゐ たり (-と 正面 

をし つ かと 望む) 


【七】 

シ 


ゆん ベい つ はもの -o ぢ が は  たん ぼ，、 きし 

テ (5「 さる ほどに 源平の 兵； 宇治 川の 南北の 岸 

の *  とき  ころ！ やさけ  おと な& 

にう ち 臨み。 鬨の聲 矢叫びの 音。 波に たぐ へ て 

おび ii* はし  ゆき ^ た  へだ  た * こ  & かた  つ *  -0 

夥し。 橋の 行 桁 を 隔てて 戰ふ。 『味方に は 筒井の 

じ や-つめ. つ  いち らい ほつ し かたき & かた  C  おどろ 

淨妙。 「 一 來 法師 y 敵 味方の 目 を 驚か す。 かくて 


 三  一一 1 1 〇  

思 ひながら、 宇治橋 を^って、. 大和の 方 

へ 急いで 行った のです が、 その？ r 一一； 井 

寺と 宇治との 間で、 高 食 {a は絕ぇ ii もな 

いほ ど、 六 度まで 馬から お^ちに なった 

のです。 これ は 前夜お 寢み になら なかつ 

た爲 であると いふので、 平等 院に gi くの 

御座所 を 設け、 宇治橋の 中程の 橋 板 をと 

り 外して， 敵の 彼れ ないやう にし、 橋の 

下に- HI い 川 波の 立つ やうに、 橋の 上に わ 

が 源氏の 白旗 を縻 かして、 攻め寄せ てく 

る 敵 を 待ち 構 へ てゐ たのです」 


【七】 

賴政 「かう して. ゐる 間に、 源平の 兩軍は 宇 

治 川の 南北の 岸に 對 W して、 閲 の^, 矢 

叫びの 普、 それに 川の 波音まで がー 緒に 

なって、 大きな 瞇ぎを し て 、 橋 を隔 て て 

戰 ひあった のです。 ごの 戰 ひに、 味方で 

は 井の^ 妙 • 一  來法. 師が^ して、 歒 

も 味方 も： TC を 鵜 か せ て ゐ たのです。 


〇 左右た う —雜 作な く、 容 

易に。 

〇 田 原の 又 太 郞忠綱 I 俵 藤 

太の 後で、 下野の 住人 足 利 

太郎俊 綱の 子。 この 時 年 十 

七 e 


〇M— 機の こ と- 


〇 下知— 指圖。 


〇 下手に 立て— 弱 

流へ やって。 

〇 弓喾— 弓の 兩端、 

ける 所。 


馬 を 下 


弦 を か 


平家 の 大勢。 橋 は 引 いたり 水 は 高し T 少し 右 へ 引 

なん じよ  だ い が  K> ラ  わた 

so 『さすが 1 所 の 大河 なれ ば。 「左右な う 渡す 

ところ  た わら  ** た た ら た. *- つな • 

べき やう もなか つ し處に 4 田 原の 又 太 郞忠綱 

と名乘 つて。 「宇治川の 先陣 われな りと。 『名乘 り 

も あ へ ず 三百 餘騎？ K 面 を 見廻と 

くつ J£4&  そろ  か は みづ  す こ  む 

地 『鑣を 揃 へ 川 水に。 少しもた めら は ず。 群 れゐ 

る 群 鳥の 翅を竝 ぶる 羽音 も かく やと (拍子 を路 みリ、 

白波に。 ざつ ざつ と ハ形を 示し S うち 入れ て。 浮き 

ぬ 沈みぬ 渡しけ り 

た *、 つな つ はもの  &ぢ  いは 

シーア 『忠 綱。 兵 を。 下知して 曰く 

地 『水の 逆 卷く所 をば。 岩 ありと 知る ベ し。 弱き 

むま  したで  た  つよ  &づ  ふせ  なが 

馬 をば 下手に 立 て て。 强 きに 水 を。 防がせよ。 流 

れん 武者に は弓喾 を 取らせ。 互に 力 を 合 はすべ 

しと。 唯一 人の。 下知に よって。 さばかり の 大河 

なれ ども 一 騎も 流れず 此方の 岸に (と 橋 懸を兑 渡しつ 

政 


平家の 大勢の 軍 は、 橋の 橋 板 は 外され、 

水蒿は 高く  、流れ の 急な 大河で あ る の ， て、 

容易 に は 渡 る こと も出來 さう に 見えな か 

つたと ころ 、『自分 は 田 原 又 太郞忠 綱で あ 

る』 『宇治川 の 先陣 は 自分が 立 て る の であ 

る』 と 名 乘るゃ 否や、 三百 餘騎の 軍勢が 

馬 の 轡を揃 へて、 この や うな 川 水を少 し 

も躊踡 せ ず、 群れ集ま つて ゐ る 群 鳥が 翅 

を竝 ベた 時の 羽 昔が この や う. て あ らう か 

と 思 はれる 昔 を 立てて、 白波に ざつ ざつ 

と 飛び 入って、 浮いたり 沈んだり しなが 

ら、 渡って くるので す。 — 


その 時、 忠綱は 部下の 軍勢に、 『水の 逆卷 

く 所 に は 岩が ある の だか ら氣を つけよ。 

弱い 馬 は 下流の 方に やり、 強い 馬 を 上流 

にやって 水の 急な流れ を 防がせよ。 水に 

流れさうな 武士 に は 弓箬を 持た せ て 引き 

寄せ- お 互に 力 を 合 はせ て 渡って 行け』 

と指阖 をす る。 その 唯一 人の 指阖 によつ 

て、 あれほどの 大河. て あるのに、 唯の 一 

人 も 水に 流されないで， 全部う ち 揃って 

こちらの 北岸に、 鬨の聲 を 擧げて 上って 
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政 

をめ い て 上れば 味方の 勢 は。 われながら S み も 

ためず (と 立ちて 正面 先へ 出で： T 半 町ば かり。 S えずし 

さって c 後へ 下リ ：}。 切 先 を 揃へ て (と 太刀 を拔 き： >。 ここ 

を 最期と 戰 うたり？ 切る 形 をし ン。 さ る 程に 入り 亂 

れ。 われもわれもと 戰 へ ば (と * へ 廻リ) 

シテ 『賴 政が 頼みつ る 

地 『兄弟の 者 も 討 たれければ 

シ テ 『ム r は 何 を か 期す ベ き と 

た， - ひふ 4*- ぢ  ら-つ む しゃ 

地 『唯一 筋に 老 武者の 

ンテ 『これまでと S ひ て (と 太刀 を 拾て. - 

地 『これまでと 忍 ひて 平等 院の 庭の 面 £ 面へ 出で リ。 

し 4J  ラ へ  あ ふぎ  し  よろ ひね 

こ れ なる 芝の 上に？ 下 を s。 扇 をう ち 敷き 鎧脫 

ぎ捨 て 座を耝 みて c と 安 坐 し w。 刀を拔 きな がら S を 

刀の 心に て no。 さすが 名 を 得し その 身と て 

シテ 『堙 木の。 花^く こと もなかり しに。 身の なる 
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来たので、 味方の 軍势 はわれ 知らす 踏み 

留まる ことが 出來 ない-て、 半 町ば かり 思 

はず 知らす 後に 退き、 刀の 切 先 を 揃へ て、 

これ を 最期と 必死に 戰っ たの. てす。 I 

かくして、 兩^ 入り 亂れ て、 われ も われ 

もと 戰 つて ゐる 問に、 ，31 分 の^みに して 

ゐた、 わが 子 仲 綱 • 兼 綱 兄 あ も 討 たれて 

しまったので、 もう 今 は 何 を：：； 常て に 生 

きる 甲斐 もない と、 老 武者の 一徹に、 か 

う あきらめて しまって、 平等 院の 庭、 こ 

の 芝の 上に 扇 を 敷き、 鏜を脫 ぎ 拾 て て 坐 

り、 刀を拔 きながら、 さすが 歌の 名人と 

いはれ たもので あるから、 —— 


『埤 木の 花^く こと もなかり しに、 身の 

なろ はて は あ は れな りけ り』 


〇 他生 の 種の 緣— 前世から 

の 宿緣。 前の 花に 對 して 種 

の 字 を 出した ので ある。 

0 扇の 芝の— 今 逢 ふと い ひ 

かけた。 


まて ま" あ ，H 化な り ナりハ と 面 を 伏せ) 

地 一 「哪 RP- ひ 仏？ へ ^^曰よ (と 片膝 立てて ヮキ へ 向き )0  2K 一 初な 

がら これ とても？ 立ちて 左へ 廻 リレ。 他生の 種の 緣に 

いま あ ふぎ し は  ,、 さ  か&  かへ  う 

今。 扇の 芝の 草の 蔭に？ 扇 を 投げ、 歸る とて 失せ 

にけ り 立ち 歸る とて 失せに けり 

と 右 膝 を つ きて 袖 を 被ぎ、 立ちて 右へ 廻 リ常座 にて 留 拍子 

を 踏む。 


(自分 は埋 木の やうに 、花の くやうな 得 si; 時代 

もなかった のに、 あはれ た： S 期ケ遂 6 る こ 7JW な 

つた) 

(と辭 世 の 歌 を 造して. yss したので す)。 

^0, どうぞ 御： 向 下さ い。 假 初ながら 

今 かう してお 逢 ひする の も、 前世からの 

宿緣 です」 

といって、 扇の 一之の 草 蔭に 歸る やうに 

見えて、 消え失せて しまった e 


. け 《- (^ヮ キ 「急ぎ 保 程に これ はは や C 宇治の 里に 着きて 候。 あら 


r 考 異」 

諸 流 C- 五 流)  II 

【 一 】 ヮキ 道行 「天雲の …… 木 幡の關 を 今 越え (春剛 よそに 見) て ；… 着 

面白の 所 や 候。 心靜 かに 一 見せば やと 思 ひ 候 (喜 モ 春-一 略 同ジ) 【四〕 ヮキ I 一 I さ I て I ゅ賴^ の幽 震…… いざや 御 跡 弔 はんと 剛ナ シ) 

【： 五】 後ジテ 「血 は涿 鹿の …： 曲—m 骨 を ， (寳 下懸ナ シ) 

古謠本 (光悅 本) 

〔一〕 ヮキ 道行 「天雲の ：：： 木 幡の關 を (光 打す き) て …… 【一一 一〕 ヮキ 「やゆ 案內の 事に て 候 程に (光ナ シ) 未だ …… シテ 「こなた へ 御 

出で 候 へ (光ナ シ) これ こそ 平绦院 にて (光 御 入) 候へ …… 釣 殿と 5- して 面白き (光 隱れ なき) 所に て 候 ；… ヮキ 「げ にげに (光 あら〕 面白き 

(光の) 所！ TP. (光 や) 候 (光な ふ) 乂 これなる …… 扇の^. (光な りに) 取り 殘 されて 候 (光 是) は 何と 申した る 事 (光 謂) にて …… シチ 「さん 候 

今日に (光 あ ひ) 赏リて 候 は いかに (光ナ ン) 

r 七】 シテ語 「さる ほど 


されば 名將の 古跡 なれば とて 扇の 形に 取リ 残して (光ナ シし …… シテ 「げ によく 御 弔 ひ. 

【五〕 ヮキ 「不思議 やた …… 御經 (光 を) 讀 めと 承る は 


ヮキ 「何と その 宮 軍の HJ も 日 も (光ナ シ) 今日に 

に (光 かくて. 3 源平 3i ハ (光ナ シ) …… 


賴 

政 


ョ 


弱 法師 觀 (寶 春剛 ち 


问從 ネ、 シテ  一一 j 伎： ffi 


【能 柄〕 四番 S 一段 劇 能 

【人： 物〕 ヮキ 萵安： 迎 俊， 狂言 

丸 

【所】 攝津國 夭 王 寺 

【時〕 二月 

【異 稱〕 題名 は 普通 「よろ ぼ ふし. 一とい ふが、 謠の 本文で は 「よろ ぼし」 と 

いひ、 題名 も 古く は 「よろ ぼし」 ともい つた。 

【作者〕 能 本 作者 註文、 二；. n 十番 謠目錄 ともに^ 阿彌の 作と す」 つ 六 

十 以後 申 樂談儀 に 「よろ ぼしの くせ 舞 >  そこし やうね はくせ 舞 也」 とい 

ひ、 禪 竹の 五 音 三曲 集に^ 曲 第二 若？ i 體曲 味せ 味の 例と して， 本 曲の 

【二】 シテサ シ 「 それ 鴛鴦の 衾の 下に は」 から シテ上 歌の 終り 「いざ 立ち 

寄りて 拜 まん」 まで を擧 ぐ。 (現行 曲との 異同 は考 異に 揭ぐ〕 。看 IM 御お 

に 永 享四年 三月 十五 日演 能の ことが 見えて ゐる。 

【梗概】 河内 國高 安の 左 衞門尉 通 俊 は、 人の 讒言 を 信じて、 一 子 俊德丸 


3- お  >s- 

Is お n 
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を 追 ひ S したが、 さすが 不便に 思って、 その 二 世 安樂の 爲に、 夭 王 寺-て 一七 日の 施行 をした。 俊 德丸は 悲しみの 餘 りお =と なり、 今 は 弱 

法師と t 名せられ る 乞食に 落ちぶれて、 施行 を 受ける 仲間に 立ち交り、 夭 王 寺の 曲舞 を謠 ふ。 ー迎佼 はこれ を兑 て、 わが 子で ある ことにお 

づ、 たが、 人 0 を俾 つて、 それとなく 日 想 觀を拜 ませる と、 俊 德丸は 感興に * じて、 = にこ そ 兌え ね 心に 映ず る 浦々 の 風光 を赏 して 狂 ひ 

舞 ふ 。そのうちに 夜 も 更け 人々 も 立ち去つ たので、 通佼は 父-て ある こと をお 乘り 明かして" 萵 安へ 迎れ て歸 る。 

1^ 家出して 窗=1 となった 說 話に、 今昔 物語 卷四 「狗 孥羅 太子 抉 レ眼依 こ 法力 一^ レ眼 語」 が あるが、 本 曲の 典據 とい ふ ほどの もので はな 

、。吉 田 東 伍 博 土 は、 太平 記卷五 「！ 人道 弄 M 田樂ー 並鬪犬 事」 に 「拍子 を替 へて 歌 ふ聲を 聞けば、 夭 王 寺の やうれ ぼし を兑ば やと ぞ はや 

しける」 と ある 「やうれ ぼし」 は 弱 法師の 訛. て、 田 樂に旣 に 弱 法師と いふ 狂 ひ 物が あつたの であると いって 居られる。 屮樂談 m にも 前^の 

通り、 j 法師つ. は、 底 性根 は 曲舞-て あると い つ てゐ るが、 本 曲の 曲舞が 弱 法師 を謠 つた もので なく、 天 王 寺の 來歷を 語つ てみ ろと こ 

ろ を 見る と、 天 王 寺に 集まる 弱 法師 達が この 寺の 曲舞 を謠 つた もので あらう か。 兎に角、 當時夭 王 寺で は 弱 法師が 一 つの 名物で あつたの 

で- これ を 主にして 親子 再 會物を 脚色した ので あらう。  - f 

【概評】 本 曲の 脚色と 類似した 曲 を 他に 求める と、 人の 讒言に よって 父から 追放せられ たものに 〔雲雀 山〕 が あり. 齊= となって 丁し ももの 

こ 〔sbi が あり、 僧と なって：. i 藝を 演じて ゐる わが 子に K 會 する ものに 〔花 パ〕 が ある。 本 曲 を それらに 比べろ と、 家庭 悲劇と して は 〔雲 

雀 山〕 ほど 深刻で なく、 盲人と して は 〔蟬 丸〕 ほど 哀痛で なく、 ：1 藝 として は 〔花 月〕 ほど M 快で ない。 一 曲の 構想と して は、 人の 識言、 父 

の 後悔、 子の 盲目- 曲舞、 日 想觀- 物 狂な ど 種々 の 要素 を 含んで ゐ るに 拘らず 、その 脚色、 父子の 劇的お 藤 は 誠に 淡々 とした もの. て ある 

が、 主人公の 格 取扱 に 於て 特異な ものが ある。 、工人 公俊 德丸は 少年で ある。 そして 父に 捨てられて となった 可憐 见. て ある。 し 力 

し 梅が 香に 心 留める 雅情を 失つ てゐな い。 日想觀 を拜ん で、 浦々 の 景致を 心に 思 ひ 浮かべ ろ 風流 者. て ある。 運命の 不幸 兒 では あろが、 そ 

の 間から 悟り を 開き？ おた、 悟った とはいっても 靜 寂に 沈んで しま ふので はなくて、 風雅に うち 興ずる、 寂しくて やさしい 性格な ので ある 

かう した ft 格の 感得 に 、 本 曲 の 特異な 興趣が 求め られる やうに 思 ふの であ る。 


I 】 


名乘 笛に て、 ヮキ高 安通 俊、 沿附 斗 =• 尜袍 上下 • お- 

刀の 装束に て 出で 名乘 座に 立ち、 狂言 從 者、 ^附^ 熨斗： 


【二 


US- は aj^g. 太： 十 寺で、 " キな V- ん •sn は 迪佼， 

一  H 從 *? 隨 へ て 登«0 


〇 高 安 の 里 I 河內國 屮河內 

郡、 今 南北 中の  一二 村に 分る。 

大阪市から 約 一一 一里 束 南の 地 

〇 左衞 門の 尉^ 佼.— 假 作の 

人名。 

〇 さる 人 ー 或 人。 繼$ と 解 

せられる C 

〇 不便— かわ いさう。 

〇lr 世 安樂— 現世 安穏、 後 

〇 天 王 寺— 大阪市 荒 陵の 來 

の 丘上に ある g; 天 王 寺。 も 

と聖德 太子が 持 國* ^長 *廣 

n> 多 間の 四天王に 祈って、 

物 部 守屋を 誅伐 せられた 報 

恩に、 難 波 玉 造の 岸に 創建 

し^ひ、 推 古 天皇 元年 今の 

地に 遷 された もの e 

〇 施行 を 引き I 施行 は 人に 

物 を 施して 善根 を 猜む 行 

法。 引く は與 へる こと。 


狂言 上下 • 腰 帶 ，扇. 小刀の 装束に て 太刀 を 持ちて ヮ キの 後に 

從ひ、 


ヮキ 「かやう に 候 者 は。 河 內の國 高 安の 里に。 左 衞 

門の 尉 通 俊と 申す 者に て 候〕 さても 某 子 を 一 人 

6  ひと  ぎん げん  くれ  お  うしな 

持ちて 候 を，^ さる 人の 識言 により 暮に追 ひ 失 ひ 

み i  ふ びん  ほど  せ あん らく  てん 

て 候。 餘 りに 不便に 候 程に。 二世 安樂の ため 天 

王 寺に て 一 七日 施行 を 引き 候。 今日 も 施行 を 引 

夕ん 

かせば やと 存じ 候 

と いひて 眞屮 へ 出で 狂 一一 ほに 向 ひ、 

ヮキ 「いかに 誰か ある 

狂言 (辭 儀して) 「御前に 候 

ヮキ 「今日 满參 にて ある 間。 猶々 施行 を 引き 候へ 

狂言 「畏 つて 候 . 

ヮ キ脇哝 へ 行きて 下に 居り、 狂言 は名乘 座に 立ちて、 

狂言 「皆々 承り 候へ C 左衞 門の 尉 通 俊 殿の 施行 は 今日 満^に て 

候ぞ C 急いで 罷り出で 施行 を 受け 候へ。 その 分 心得 候へ く 

や 

と いひて 地謠座 前に 坐す C 


通 俊 「私 は 河内 國高安 の 里に 住 ん. てゐ る 左 

衞門尉 通 伎と いふ 者です。 さて 私 は 子 を 

一人 持って ゐ たのです が、 或 人の 讒言 を 

仿 じて、 夕暮に 人知れず 追 ひ 出して しま 

つたので す。 しかし、 思へば 餘り 可哀想 

な の で、 その子が 現世で は 安穩に 暮らし、 

後世で は極樂 往生の 出来る や うに 祈つ 

て、 天 王 寺で 七日 間の 施し をして ゐ るの 

です。 今日 も 施し物 を やらせようと 思 ひ 

ます」 

W 見物人に .E 已 漪 介 をし、 從 * に 人々 に 施し *- す 

る やうに V」 いひつ ける 0 


お. P 


|  = 一  1 七 


弱 法師 


【二】 

〇 出入の— ^3= で叨暮 の w 

の 出入 も 知らな いと の 意。 

〇 底 ひなく— そこ へ (退き 

方) 無くの 轉。 どこまでも 

際^な く。 

〇 鴛鴦の 衾 S 下に は —以下 

「波 を隔 つる 愁へ あり」 まで 

〔站〕 にも 同じ 文が ある。 そ 

の 出 所 は 未詳。 もと 夫婦の 

戀 愛を喩 へた ものであるの 

を、 こ 、では 親子 2 愛愦の 

瑜 ( とした- 

〇 比 ；=— ひらめ 魚" 

〇 心 ぁリ釵 —こ、 では 愛欲 

の ある 意。 

〇 有 爲の身 Ira; 緣 によ つ て 

生じた、 諸现 象に 支配せ、 り 

れる 身。 

〇 流れて は 妹 背の 山 s 中に 

珞っ る— 古今 集讀 人知らず 

の 歌」 下句 「吉 野の 川の よ 

しゃ 世の 屮」 妹 背の 山は紀 

^國 那贺 郡に ある。 

〇 思 ひも 果てぬ I 右の 歌の 

やうに あきらめ きれな い。 

〇 生 を も か へぬ この 世よ リ 

—死んだ 後の 來 世まで もな 

く、 まだ 死なぬ 內か ら。 

〇 中 有の 道— 死んだ 後、 未 

だ 次 の ^を 受けな い 間。 中 

ほ e 觀世 以外 は 「屮 有の 闍」 

と謠 ふ" 

〇 心の 闍— 迷 ひの 心を喩 へ 

た^ e 後 撰 ぬせ の 歌 


一 聲の蛾 子に て、 シ テ俊德 丸、 面 弱 法師 *黑顼*圼| 地 鉢 卷*^ 

淺黄， 着附 無色 鏠箔， ^水 衣 • 腰帶， お の 装束に て、 お 杖 をつ 

きながら 嵇懸に 出で、 三の 松に て^ 面に 向き、 

シテ i 『出ん の。 月 を 見 ざれば 明^の ノ； 仪の境 を。 

え ぞ きらぬ 。一一 句 『難 波 の 海の 底 ひなく。 深き 忍 ひ 

を" 人 や 知る 

ゑん の-つ ふす ** し 仁  た •  ^  亡" 、 

シ テサシ 『それ 鴛鴦の 衾の 下に は。 立ち去る m.? ひ を 

悲しみ。 比：：：： の 枕の 上に は 波を隔 つる 愁ひ あり。 

況んゃ 心 あり 顔なる。 人間 有爲の 身と なり て。 

1 き 月 の 流れて は。 妹 背 の 山の 中に 落つ る。 

吉 野の 川の よしや 世と 思 ひも 果てぬ 心 かな。 淺 

まし や 前世に 誰 を か 厭 ひけん。 今 又 人の 讒言に 

より。 不孝の 罪に 沈む 故。 思 ひの 淚 かき 曇り。 盲 

目と さへ なり 果てて。 生 を も か へぬ。 この 世よ 

り。 中 有の 道に。 迷 ふなり ハ と-?, 一 伏せ) 

シテ下 欲 『もとより も、.： j の閽 はありぬ ベ し J 上 歌 『傅 


【二】 

シチ通 俊の 子 俊ぬ 丸、 .wn«WM^S»o 

俊抵 「目が 兑 えないで、 月の出 人 も 兌る こ 

とが 出来な いの. て、 いつ 夜が 明ける やら 1 

いつ 日が 暮れる やら、 夜の 境 nz も 分らな 

いの だ。 かう して P 分 は 離 波の 海の やう 

な 限り もない^ い 歎きに 沈ん， てゐ るの だ 

が、 誰も この 心 持 を 知って くれる もの は 

ない の だ。 

夫.；！ 親子 の 愛怙は 如何な ろ ものに でも あ 

ろ も の で 、然^ は 夫^ 共お を して ゐて も、 

別れる 時の 淋し さ を 思って 悲しみ、 ひら 

め は 夫婦 竝ん でお てゐて も、 波の 爲に隔 

てられ はしない かと 心配す るので ある。 

烏 や 魚-て さ へ もこの ー迎 りな の だから、 ま 

し. て 愛欲の 情の ある、 gig に 支 K せられ 

てゐる 人間の 身に 生まれた ものが、 親子 

の 情 をせ か れ て 、 辛 い 年月 を 過し て ゐ て 

-ェ、  

『流れて は 妹 背の 山の 中に 落つ る >  0 

の 川の よしや^の 中』 

(吉野 川の 流れが、 妹 山. w 山の 中へ^ ちて W てる 

■ やうに、 人 ^ 男女の 問 も、 いつも 睦まじい s-^ か 

りで はない のた o しかし それ も W の 中の！ P はしで、 

是非ない こ ミ た) 

などと いふ やうに、 あっさりと あきらめ 

てし まふ わけに はいかな いの だ C あ、 わ 

ねながら 淺 ましい こと だ。 W 分 は 前^-て 

誰 を 厭 ひ 嫌った S に、 この やうな 報い を 

受ける ことと なった ので あらう。 今人の 

讒言に よって、 不孝の 罪に 沈み、 悲しみ 

の 一 嵌に： S は つて、 終に は. iEEHE にさ へ な 


に 「人の 親の 心は阇 にあら 

ね ども 子 を 思 ふ 道に 迷 ひぬ 

るかな」 

〇 一 行の 果羅の 旅 I 唐の 高 

0 一  行阿闍 梨が 果 I 維 國に流 

され、 闇 穴 道に 入った 時、 

九曜 星に 照らされ たとい ふ 

故事、 委しく は 本 m の 末に 

記す。 果搽國 は 火搽國 とも 

書く。 西域に あった 國と い 

〇 九 嗞の曼 茶緙— 日 U: 火水 

木金土の 七お 及び 雜喉、 計 

都の ニ虽の 九曜歷 とこれ に 

屬 する 神 像 を 描いた 佛畫 o 

曼荼羅 は 梵語 Mandala で 、 

闾輪 具足と 譯す。 佛の 種々 

相 を 描いた もの。 

〇 末世— 釋迦が 入滅して 佛 

法の 衰 へた 時代。 

〇 佛法 最初の— 天 王 寺 はわ 

が 國 の佛 法の 流布した 最初 

の 寺で ある。 

〇 石の 鳥居— 西 門外に あり 

永 仁 二 年釋忍 性の 建造した 

もの。 

【三】 

〇 時 正の 日— ft 夜の 時間の 

等し い 日で 、陰暦 二月  日 > 

彼岸の 中日 C こ の 日 天 王 寺 

の 西 門から 拜む 入日の 方角 

が 正に 極 樂に當 ると いふの 

- 、 古來こ 、 に參拜 する 人 


で 

が 多く、 彼岸 會. 

起 つた ものと も 


れ から 


へ 聞く。 かの 一 行の 采羅の 旅) かの 一 行の^ 羅 

みん けつ *だ う  ち **M  < え-つ  まん だ ら  くわ ラ みやう か，、 

の 旅 。闇 穴 道の 巷に も。 九曜の 曼荼羅 の 光明。 赫 

奕と して 行末 を 照らし 給 ひける と かや (と 舞 *: に 

進み y 今 も 末世と いひながら。 さすが 名に 負 ふこ 

てら  ぶつ はふ さい しょ  てん の-;' じ  いし 

の 寺の (仕手 柱 を 行き 越し)。 佛法 最初 の 天 王 寺の 石の 

鳥居 こ こなれ や (と 杖の 先にて 仕手 柱 を 探り 赏て r 立ち寄 

て拜 まんい ざ 立ち寄りて 拜 まん 


り 


【三】 


と 常 座に 立つ。 ヮキ 立ちて 正面に 向、 


>さら ぎ じ しゃ. 


ヮキ 『頃 は 一 一月 時 正の 日。 誠に 時 もの どかなる。 曰 

え  あまね  /.J せん  に は  せ ぎ や -V  す * 

を 得て 遍き 貴賤の 場に。 施行 をな して 勸め けり 

シテ 「げ にあり が た き 御利益。 法界 無邊 の 御 慈悲 

ぞと。 is を 接いで 群集す る (とーー 足つ め) 

ヮキ 「や (と. シテを 見て ：}。 これに 出で たる 乞み 人 は。 い 

かさま 例の 弱 法師よ な 

シテ 「又 我等に 名 をつ け て。 皆 弱 法師と 仰せ ある 


TS  お fi. 


つてし まつ て - まだ. 死なな い 前 か ら、 生 

きながら にして 中 有の 道に 迷つ てゐ るの 

だ。 

いや 人 は 盲目と ならないでも  >  迷 ひの 心、 

心の 闇 は あるの だ。 しかし， 話 に^け 

ば >  かの 一 行 阿 闍梨は 流されて 果羅國 に 

赴き、 眞唁な 闇 穴 道に 入った が、 九曜の 

佛 達が 赫 奕た る 光明 を 放って、 その 行 先 

をお 照らしに なった とい ふこと だ (- 、- いひ 

ながら 寺に 近づき)。 末世と いひながら、 今-て 

も 佛德の 盛んな 有名な このお 寺、 佛 法の 

最初に 行 はれた 天 王 寺の、 石の 鳥居 はこ 

こらしい。 さあ 傍へ 行って 拜 まう」 

VJ いって 寺に 人る o 

【三】 

通 俊 「今日は 二月 彼岸の 中日、 折よ く. S も 

晴れ渡った のどかな 日 だから、 貴い 人 も 

賤し い 者 も 皆 集まって 來る。 . その 群集し 

てゐる 所で- 人々 に 施し をす るの だ」 

俊徳 「お \ ありがたい 怫の 御利益， はてし 

もな い 鹿 大な佛 の お 慈悲 を 仰いで >  引き 

も きらず うち 續 いて、 人々 が 寄り集まつ 

てく る こと だ」 

V」 俊 德丸も 群集の SF 所に 人る。 父 通 これな 見 

て、 

通 俊 「や あ、 こ \ へ 出て 來た 乞炱 は、 なる 

程 例の 弱 法. 師 だな」 

俊德 「皆 の 人が 私達に あだ 名 を つ け て 弱 法 


九 


弱 
法 
師 


觀の語 釋參 照。 

〇 日 を 得て— 善い 日に迕 ひ 

畢 て o- 

〇 利益— 衆生 を 利益す る惠 

み C 

〇 法界 無迻— 法界 は 事现物 

心すべ ての 世界 C 無 迻は限 

度の ない こと。 觀世 以外 は 

一. 法界 無緣」 と謠 ふ。 

〇 乞丐 人.， I 乞食。 もの 貰 ひ。 

〇 弱 法師 I よろ ぼ ふ 法師の 

f。 よろ として 步く盲 

目 又は 老衰の 乞食 坊主 を 罵 

つ て いふ 普通名詞" 

〇 足弱 車— 車輪 3 弱い 通み 

の 退い 車。 

〇 片輪— 車の 片輪 を 不具者 

のかた はに いひ かけた。 

〇 心 ぁリげ に— 風雅な 心 が 

ちる らし く  C 

〇 うたて やな— 雅惜 のな い 

興 ざめ た こと だ。 

〇 難 波津の 春なら ば— 古今 

集 序に 「難 波津 に^く や こ 

の 花 冬籠り 今 を^べ と^く 

や この 花」 と あるから 殊 

に 難 波で は 梅な どと 斷らず 

とも、 單 にこの 花と い へば 

よいと い ふ 意。 

〇 梅花 を 折って— 和漢 朗詠 

集 橘 在 列の 詩句 「折 n 梅花 一 

而揷レ 頭、 二月 之 雪落レ 衣」 

を 引いた。 二  H; の 雪 は 梅の 

it  メ ら C 


A  *r つ もく  あし i^di  叶 

ぞゃ。 『げ にも こ の 身 は 盲目の。 足弱 車の 片輪な 

VI ろ ぼし  な  たも 

がら。 よろめき ありけば 弱 法師と) 名づ け 給 ふ 

は 理 なり 

ヮキ 「げ に い ひきつる 言の葉まで もつ 心 ありげ に 

聞 ゆる ぞゃ。 ま づまづ 施行 を 受け 給 へ 

シテ 「あら ありがた や 候。 や C. と 大小 前 9 方へ. M き r 花の 

香の 聞え 候。 い かさま こ の 花 散りが たにな り 候 

>w  (と 見 上ぐ) 

ヮキ 「おうこれ な る歡の 梅の 花が。 弱 法師が 袖に 

散り かかる ぞ とよ 

シテ- うたて やな 難 波津の 春なら ば。 た だ こ の 花 

とこ そ 仰せ あ る べきに。 『今 は 春逯も 半ば ぞか 

し。 梅花 を 折つ て 頭に 揷し は さ まざれ ども。 一 一 

ゆつ  ゆき  ころも お  おも しろ  はな  に ほ 

月の 雪 は 衣に 落つ。 あら 面白の 花の 匂 ひやな 

ヮキ 『げ に こ の 花 を 袖に 受 くれば。 花 もさながら 


師と仰し やる こと だ。 しかし なる 程.：； n 

分 は 盲目で、 片輪の 足弱 単の やうに、 足 

の 運びの 惡ぃ 不具者で、 よろくと して 

歩く の だから、 弱 法師と 名 づ けられる の 

も 尤もな こと だ」 

通 俊 「お、 この 男 は、 1 寸 いふ 言葉まで が、 

普通 の 乞^ と は 違 つ て  >  風雅な 心が あり 

さう に 思 はれる こと だ。 それ は 兎に角、 

まあ 施 し をお 受け なさい」 

俊 @ 「ありが たう \ J ざ い ます ( ミ 通 俊の 前に 3 

かけて)。 おや、 花の香が する。 なる 程 この 

花が 散り 出して 來 たの だな」 

通 俊 「お >-、 この 垣根の 梅の 花が 弱 法師の 

衣の 袖に 散り か \ つたわ」 

俊德 「まあ 無風 流な。 他所なら ば 兎に： wi、 

、 J の 難 波 て は、 梅な どと はい はず、 た 

だ單に この 花と 仰し やれば よい もの を。 

今 は 丁度 春の 眞 盛り だ。 別段 古詩の 句の 

やうに わざく 梅花の 枝 を 折つ て 頭に 揷 

し はしない の だけれ ど、 二月の llf 11 落 

花が 衣に 散り か、 る" お、 而.. ni いよい 匂 

ひだ」 

通 俊 「いかにも この 花 を 袖 に 受け れば 、 花 


〇 花 もさながら— 落花 も 米 

錢と 同様 施行の 一 となる 0 

〇 なかなか の こと— 然 リ と 

いふ 意の 時代 語。 

〇 草木 n 土一中 险經 にあ リ 

とい ふ 四句偈 文つ 一 佛成 道、 

觀見 法界、 草木 國土， 悉^ 

成佛 I 

〇 御 法 も 施行— 米錢の 施行 

ではなく、 佛の 逍を敎 へ 施 

す こと。 


〇 梅^,! 梅 襲の 衣の 意で は 

な い。 木 葉 衣な どと 同じ 用 

法で、 梅の 花の 散リ か、 つ 

た 衣 をい ふ e 張る にい ひか 

けて 春の 序と した" 

〇 なに はの 事 か— 後拾遗 集 

宫 木の 歌 「津 の國 のな に は 

の 事 か 法なら ぬ 遊び 戯れ ま 

でと こ そ 聞け」 を 引 い た 0 

〇 誓 ひ の 網— 苦 海 に 溺れる 

衆生 を 救 ふ佛の 誓願 を 網に 

喩 へ た 語。 

〇 盲龜— 法 華 經妙莊 餱王本 

事 品に 「佛難 レ得レ 値、 如 一一 優 

曇 波羅華 T 又如ョ 一 眼之龜 

値 二 浮 木孔こ 不遇な Inn の 

身 を盲龜 に比べ て 引いた の 

である e  . 


施行 ぞ とよ 

シ テ 「な かな かのこ と 草木 國土。 悉皆 御 法 も 施行 

なれば 

ヮキ 『皆 成 佛の大 慈悲に 

シテ 『洩れ じと 施行に 連なりて 

ヮキ 『手 を 合 はせ 

シテ 『袖 を 廣げて 

と シ テ水 衣の 左 袖 を 右手に て 持ち 添 ふ。 ヮ キ扇を 開き、 次の 

地上 歌に かけて シテの 前へ 行き 施 行の 心に て 扇に て シテの 

袖の 上へ あげ、 脇 座に 歸リ 下に 居る。 (狂言 も 施行す) 

地上 5 花 を さへ。 受 くる 施行の 色々 に。 受く る 施 

に ほ  き  むめ ごろ も  はる 

行の 色々 に？ ンテ袖 をぬ と。 匂ひ來 にけ り 梅 衣の。 春 

なれ や？ や： ハ足 前へ 出で レ。 なに は の 事 か 法なら ぬ。 

あ -V  たはむ  ま  -Ti  ちか  ちみ  6 

遊び 戲れ 舞ひ謠 ふ。 誓 ひの 網に は洩る まじき。 

なじ は  うみ  たの  まう き 

^波の^ ぞ滇 もしき (とず： 面 を 見る、.^。 げ にや 盲龜 

の 我等 ま で (大小 前へ 向き y 見る 心地す る 梅が 枝の 


も 施しの 一 つと なる の だ」 

俊 ほ 「 そ の 通りで す。 草 も 木 もす ベ ての も 

のが、 佛の 施し を 受ける もの. て 」 

通 俊 「皆佛 の 大 慈悲 によつ て 成佛す る の だ 

 」. 

俊德 「私 も そ の 慈悲 に 洩れな いやう に と 思 

つて、 施し を 受ける 仲間に 入り、 手 を 合 

はせ 袖 を廣げ て、 色々 の 施し、 梅の 花 を 

さへ 受ける のです。 —— 


お、 >  よい 香が 匂って くる。 梅の 花が 衣 

に 散り か \ る 春の 眞 盛り だ。 すべての 事、 

何事で も佛 法に 適 はない もの はなく， 私 

達の 遊び 戯れ 舞ひ謠 ふこと までが、 佛の 

御 趣旨に 適って、 その 御 濟度を 受ける 

ことが 出來 るので あらう。 この やうな 廣 

大 な御惠 みは ほんと に賴 もしい こと だ。 

經 文に、 佛の敎 へに 逢 ひがたい ことの 喩 

へに 引かれた 肓龜 と同樣 な、 盲目の 私達 

にも、 佛の御 光に よって、 梅の 花が 見え 


w  fcf la- 

ts な & 


【四】 

〇 佛 nl 釋迦を 日輪に 喩 へ 

た 語。 

〇 慈筇 I 彌勒 菩薩。 

〇 三會— 今 都 率の 內院 にあ 

る彌勒 菩薩が 釋迦入 减後五 

十六 傥七千 ie?; 中して この 世 

に 現れ、 衆 や： 濟^ の爲に 行 

ふ =1 度の 法會。 

〇 中 H— 前佛 (釋迦 ) が 死ん 

で後佛 (彌勒 ) の现れ るまで 

の 時期。 

o 心 を 延ば へ. —「延ば へ 」 は 

延べの 延言。 心 を 延べ 樂し 

ませる こと C 

〇 上宫 太子— 聖德 太子。 皇 

居の 南の 上宮に 住み 給うた 

ので 上宮 とも S- す e 推 古 天 

皇の皇 太子と なリ K 機 を ffi 

政して、 II 政 を 革新し 佛敎 

を與 降し 給うた。 

〇^ws 姿 を— 佛敎に R 對 

した 物 部 方の 柿^ 男女 二百 

七十 一一 一人 を敎 化して 佾 尼と 

なし 給う たこと をい ふ。 

〇 金堂— 一 寺の 本@ を 安置 

する 本堂。 

0 如意 翰 —六觀 音の 一 、 如 

怠輪觑 音。 如意 輪を轉 じて 

衆生に 福 德を投 ける リ 

〇 救世 觑音— 世間 苦 を 救 ふ 

觀世昔 。 救世 は觀音 の汎稱 

で. ある.. - 


r*: を g く 、お。 花の 春の のどけ さは 難 波の 法に よも 

洩れ じ 難 波の 法に よも 洩れ じ 

と 舞^のお 〈中に 出で 下に^る。 

【四】  ；、 ん  . 

地クリ 『そ れ 佛日西 天の 雲に 隱 れ。 慈 尊の 出世 遙 

かに。 三 會の曉 。未だな り 

シテ サン 『然るに こ の 中間に 於て。 何と 心 を 延ば へ 

地 『ここによ つ て上宮 太子。 國家を 改め 萬 民を敎 

ぶつ はふ る J  よ  あまね めぐ  ひろ  たも 

へ。 佛法 流布の 世と なし て。 普く 惠みを 弘め袷 

シ テ 『然れ ば 當寺を fr^ 立 あ つ て 

地」. 始め てば 尼の 姿を顯 し。 四 ^ 王 寺と。 名 づけ 

たも 

給ュ 

(居 クセ) 

地クセ 『金堂の 御本尊 は 。 如 ® 輪 の 佛像。 救 世觀 昔 


ろ やうな 心 持が すろ こと だ。 こ. の 花盛り 

の、 のどかな^ の やうな 怫 法の 惠 みに は、 

誰も 洩れ はしない だら う」 

【四】 

倥^ 丸 は佛德 なた  >  へ て、 次の やうな ふ。 

倥 前 怫の釋 迦如來 は 夕日の 雲に 隠れる 

やうに 入滅な され、 後佛の 彌勒^ 蕨が こ 

の^に 现れ て、 龍華樹 下で n 一度の 法會を 

なさる の は、 まだ/ \- 遠い 未來 のこと だ。 

我々 はこの 前怫 と後怫 との 問、 佛 のない 

時代に 生まれた の" て あるから、 何に よつ 

て 心 を 延ばし 樂 しませろ こと が 出来よ 

そこ. て， 聖德 太子が これ を 濟ふ爲 に、 0 

家の 政 を 改革し、 萬 民に 敎へを 垂れ、 佛 

法の 行 はれる 世の中と して、 普く 佛の惠 

み を お 弘め 遊ばした の ，て あ る。 

卽ち この 寺 を 御 建立に なって、 始めて^ 

及び 尼を镊 き： これ を 四天王 寺と お 名づ 

けにな つた。 —— 


の 御 本堂の 御 本 筏 は如总 ^觀 昔で、 ま 


〇 震且— 支那。 

〇 思 禪師— 支那 天台 s 第二 

龃南 岳の禁 思 禪師。 太子 を 

こ の 禪師の 御 再生と する こ 

と 元 享釋書 等に 见 ゆ。 

〇 出 離の 佛像— 本尊 如意 輸 

觀 音が 百濟國 から 渡來 した 

こと を いふ-' 

〇 日 域 I 日本.」 

〇 御作 リの 品々— 逑 ^の材 

^をい ふ。 

ひ 赤 栴檀— 香水の 一 種。 法 

華經 分別 功德 品に 「以 11 赤栴 

檀 一 作 11 諸宫殿 こ 

〇 塔婆— 塔。 五重の塔 を さ 

〇 金寶— 塔 8 屋上に 飾る 金 

色の 九輪の 意で あらう e 

〇 閻浮檀 金— 閻浮樹 の 下の 

河から 出る 沙八. T 最上 の 金 C 

閻浮は 印度に ある 木の 名。 

植は 河， の 意。 

〇 萬 代に I 後 拾 遣 集 辨の乳 

母の 歌 「萬 代 をす める 齙井 

の 水 やさ は 富の 小川の 流れ 

なる らん」 を 借りた。 龜井 

の 水 は 齊 蔵の 南に ぁリ、 白 

石 玉 出水 又は 影 向の 永と も 

い t? 

〇 水上-— 佛 法の 起原 を いふ 

〇 西 天 —西方 天竺。 

〇 無熱 池— 阿缛達 池。 大雪 

山の 北に ぁリ、 金銀 等を以 

て 岸と なし、 洁凉水 を 出す 

と い ふ 想像 上 の 池 C 


s, んじ や- 


5.: ん 


とも 申す とか。 太子の 御前 生。 震旦 國 の 思禪師 

にて。 渡らせ 給 ふ 故な り。 出 離の 佛 像に 應じ つ 

い 4* にち ,0 き  い に  .ぶ つ は- A さい しょ  2 ミ ，*- ん  ぁ ら よ 

つ。 今日 域に 至る まで。 佛法 最初の 御木 尊と。 顯 

れ給ふ 御 威光 の 。 眞な るかな や 末世 相應の 御 誓 

ひ。 然るに C 當寺 の佛閣 の。 御 恨り の 品々 も：. HI 

栴檀 の 靈木 に て- 塔婆 の 金 寳に至 るまで。 岡^ 

檀 金なる とか や 

シ テ 『萬 代に。 すめる 龜 井の 水まで も 

みた だみ きょ  さい てん  むねつ ち  ち する  う 

5 氷 上 淸き西 天の。 無熱 池の。 池 水 を 受け つ ぎ 

て。 流れ 久しき 代々 まで も 五 g の 人間 を 導きて" 

濟 度の 船 を も 寄す るな る c 杖 を 持ちて 立ち：.。 難 波の 

て- ゥ  ^ねこ S!  こと うら く  ひ ％  き  もまね 

寺の 鐘の 聲 S を 伏せ て 異浦 々 に 響き 來て。 普 

き 誓 ひ 満潮の。 おし 照る 海山 も 皆 成佛の 姿な り 

ヮ キ 立ちて 疋 面に 向 き、 

S し ぎ  もの  ふ 

あら 不思議 や。 こ れ なる 者 を よくよく c: 儿候 


【五】 

ヮ キ「 


た 救世 觀ー W とも 申す ので ある。 聖德 太子 

の 御前 生が 支那の 思禪. 1 で >  生 を か へて 

この 日本に お渡りに なった の-て あろから 

また 御本尊 もこれ に應 じて、 その 本國の 

P 濟國を 離れ て， B 本に 渡り、 わが 阀怫法 

の 最初に 行 はれた この 寺の 御木 尊と して 

ぉ顯れ になり、 御咸光 をお 放ちに なった 

もので、 まことに その 御 誓願 は 末 に 相 

應 した K にあり が たい ものな ので ある" 

この やうな 次第 V、 この 寺の 佛殿 建築の 

材木 も 赤 栴檀と い ふ靈木 を用ゐ られ、 五 

重 塔の 金の 寶 輪まで、 結構な 閻浮檀 金で 

作られた もの だと い ふこと である。 それ 

から >  いついつまでも 變 りなく 澄んで ゐ 

る龜 井の 水 も、 その 水源 は 西 天竺の 無熱 

池の 淸ら かな 水から 發し たもので、 その 

流れの 絕 えない やうに、 いつの 時代 ま. て 

も 五 濁に 惡 化して 行く 人間 を 導き 濟っ て 

極樂の 彼岸に 渡される ので ある。 なほ 又 

天 王 寺の 鐘の 聲は遠 い 他所の 浦々 へまで 

も 響き渡って、 怫の 誓願の 普く 敁 いこと 

を 示し、 潮の 寄せる 難 波の 海 も 山 もす ベ 

て が 成佛 の 姿 を .. ポ し て ゐ るの であ る』 

-/JSSI ふ-" 通 俊 はこれ *-B いて ゐて、 

【五】 

通 俊 「これ は 不思議 だ C この 者 をよ く 見る 


P3  ilf  ..s 


〇 五？ si 人間の 身心に 起る 

哲^ 1- • 化洪 •  S お • 衆 や P-  • 

八 叩^ I の ^ つ の惡 い 事。 

〇 濟 度の 船— 佛が 衆毕： を濟 

つ て ^樂の 彼岸に 渡す こと 

を 舟に 喩 へ た； fie 

〇 難 波の 寺— 王 寺の 別名 

〇 苦き 誓 ひ— 鐘 の 善く？ 

渡る を佛 2 恵み によ そへ、 

その 滿ち 渡る を滿 湖に い ひ 

かけた e 

〇 おし 照る— 離 波の 枕詞で 

あるの を W に 難 波の^に 川 

ゐた a 

【五】 

〇 日 想觀— 觑 無量 壽經 に- 

釋^ が^ &希 夫人に： 往 

生 を 願 ふ ものの 修行と し て 

敎 へたと いふ 十六 觀 法の 初 

觀で、 西に 向って 正坐し 日 

沒の相 狀を觀 て、 t: 土を觀 

想す る こと" 

◦ 心 あてなる I 入：：；！ の 方角 

を あて 推 にあへ てと い ふ 

意-〕 


〇；w 樂の柬 門 —天 王 寺 两1: 

の犁德 太子 自筆と 傳 へて ゐ 

る 額に 「釋迦 如 來轉法 輪 返、 

常： W 樂土^ 門屮 心」 などと 

ぁリ、 灭王 寺の 西 il は： W 樂 

の來 1： と相對 すと いはれ て 

ゐる C 


へ ば。 某が 追 ひ 失 ひし 子に て 候 は い か に、" 思 ひ 

の餘 りに 盲目と なりて 候。 あら 不便と^ へ て 候 

もの かな。 人目 も さすが に^ へ ば。 ，; 仪に 入り て 

某 と名乘 り。 高 安へ 迚 れて歸 らば やと 存じ 候 

この間に シテ の 仕手 K 先 へ 出る を见 かけて、 

ヮキ 「や あいかに 日 想觀を 拜み候 へ 

シ テ 「げ に げ に 日想觀 の 時節な る ベ し (と ヮ キ へ 向き)。 

なれば そなたと ばかり (少し 面 へ 出 3。 『、い あ 

てなる 曰に 向 ひて as 方へ， M き 下に W リ y 東門 を拜 

み 南無 阿 彌陀佛 (と  <缺さ 

と- つ もん  いよ  さい もん いし  と り 

ヮキ 「なに 東門と は 謂れな や。 こ こ は. Cil 石の，：^ 

居よ 

こ の 間に シ テ 立ちて 常 座 へ 行き、 

シテ 「あら^か や 天 王 寺の。 西 門 を 出で て極樂 の： 

東門に，： 1： ふ は 僻 i か 

ヮキ 『げ にげに さぞと 難 波の 寺の。 西 門 を かづる 
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と， 自 分 が^ひ 出した 子で あつ. た。 これ 

には^いた。 悲し さの^り WH となった 

の だ、 お、 可哀想に ひどく 瘦せ衰 へた も 

の だ。 今す ぐ 名 乘 つ て は外閗 にも か、 は 

ろから、 夜に なつてから >  .3 分 だとお * 

つて、 高 安へ 速れ て歸り ませう」 

£00  *• いふ。 俊^ 丸 は-さや 5 な 事 W  * 知 6 や 立 

ち 去 C- う -/J する V. -、 通 ffiiig.* ひ S めて、 

通 俊 「おい、 入日 をお 拜 みなさい」 

俊 e 「いかにも 入日の 時刻で せう。 の 

こと， てす から、 方 も よ く は 分 ら ない が" 

あて 推 量に、 入日 は そちら だら うと 思 ふ 

方に 向いて、 柬 門を拜 み、 南無 M 彌陀怫 

を へ ませう」 (ミ 合掌す る) 

通 俊 「なんだ と- 柬 門と は 分らない こと を 

いふ。 こ X は 西 門の 石の. お；！ S だよ」 


俊徳 「あなた こそ 分らない こと を 仰し や 

る。 夭 王 寺の 西 門 を 出て， 極樂 の^ 門に 

向 ふとい ふの が、 Si 違 ひで せう か」 

通 俊 「いかにも その： 迎り、 天 王 寺の W 門 > 


弱 
法 
師 


0 阿字 門 —阿 は 梵^ W 十二 

字 ® の 第一 で、 佛 門で 最も 

尊ぶ 文字。 阿字 門 は 最も 大 

切な 門と い ふ 意。 

〇 彌陀の 御國— 阿彌陀 如来 

の 御國、 接樂淨 土。 


〇 入日の 影 も 舞 ふ I 時 正の 

日に は 曰 輪が 廻轉 しながら 

沒 すると いふの を 舞 ふ と い 

つたので ある" 

【穴】 


〇 難 波 江に— 疑 ひもな L と 

いひ かけた。 

〇 江 月 照らし— 唐の 永嘉大 

師 (玄覺 ) の證 道歌 「江 Mg:: 

松風 吹、 永 夜淸. W 何 所 レ爲」 

を 引いた。 


0 住吉の 松の^よ リ眺 むれ 

ば U" 珞ち か か る 淡路島 山— 

源 三位 賴 政の 歌。 家集に は 

第二 句 「松の木 間よ リ」 と あ 


石の 鳥居 

シテ 『阿字 門に 入って 

ヮキ 『阿字 門 を 出づる 

シーア 『彌陀 の 御 W も 

ヮキ 『極 # の 

シテ 『衆 門に。 向 ふ 難 波の 西の 海 

地 『入日の 影 も。 舞 ふと かや 

【た-  おも しろ  まう も，、  ，さ  よろ 

シーア 「あら 面白 やわれ 盲目と なら ざり し 前 は。 弱 

法師が 常に I ^馴れし 境界 なれば。 『なに 疑 ひも 難 

& 江に。 に 月 照 ら し 松風 吹き。 永 夜の 淸宵 何の 

なすと ころ ぞゃ？ 拍子 を K み〕 

〔イロへ〕 

を 舞 ひて 常 座に 立ち、 

すみ よし  まつ  ひま  たが 

シテ ワカ 『住吉 のつ 松の 隙より。 眺 むれば 

と謠 ひ、 次の 謠に 合せて 舞 ふ。 (物 狂) 

つき お  あは ぢ しま やま 

地 r 月 落ち かかる。 淡路島 山 と 


石の 鳥： W を 出れば …； 」 

俊德 「やがて 最も 贵ぃ 門、 極樂の 東門に 入 

る ことと なる のでして  」 

通 俊-. この 世に 於け る 最も 貴い 門、 天 王 寺 

の 西 門 を 出れば …… 」 

俊 IT その ま 、 阿 彌陀. s 來 の 御 阈極樂 茚 土 

の 東門に 向 ふこと となる のでして、 あの 

極樂の 方、 難 波の 西の 海の かなたで は、 

入 日 も極樂 の 姿 をう つして、 舞 を 舞 つ て 

ゐ るの. て. す」 

【六】 

俊 @ 「あ >- 面白い こと だ。 この あたり は 私 

がま だ 盲目と ならなかった 前に は、 いつ 

も 見馴れて ゐた 所な ので， はっきりと 知 

つて ゐ るの だが、 難 波 江に 月影が 映 じ 1 

松風が 吹き 渡る、 春の 夜長の 淸ら かな景 

を 眺め て は、 何の 邪念 も 起り は しないの 

だ」 

〔イロへ〕 

風光 を 賞して 舞 ひ、 物 狂 ほしい 心挂 になって、 

俊德 「歌に —— 

『住吉 の 松の 隙より 眺 むれば、 月 落ち か 

かる 淡路島 山』 

(住吉 の 岸の 松の木の 冏 から 遠くな 眺め 渡す •、.- 、淡 

路岛の あたりへ 月が 人り か -' つて ゐる) 

と 詠まれて ゐ るが、 それ は 月の 入る 樣を 


3? お 

〇 詠めし は 月影の— 右の 欲 

は H: の 入る景 を 詠んだ の で 

あるが、 今 見る の は 入日の 

量で あると の 意。 

.o  0 リも波 の.， |& リ もな き 

を 波に、 波の 泡 を 淡路に い 

ひかけ た」 

〇 桉島— 淡路岛 S 海邊 に あ 

る 岩 島。 

〇 須磨 • 明 石— 须磨は « 律 

國武^ 郡、 叨石 は播. 明 

〇 紀 5 海 ー 紀 伊の 海。 

〇 滿 = 靑山— 荧蘗山 斷際磾 

師の傳 心 法耍に 「心外 無法 > 

ぜ；=^ 山」 

〇見 るぞ とよ—  ！ H に は兑ぇ 

な いが、 心に は 見える、 ぞリ 

〇 致景— 風景。 

◦ さ こ そと 夕 波 の— さ こ そ 

美し からん と 言 ふ を 夕 波に 

波の 没む を 住 古 に いひ かけ 

た C 

〇 住吉， ISI 维國^ 成 郡、 今 

大阪市に 入る t 

〇 ^ を^て — i%  s 季節に 迮 

つて e 

〇^ 香 山— 草 香、 日 下と も 

書く。 河 內國屮 河 內郡生 駒 

山の 北。 〔康 刈〕 參照。 

〇 畏枘の 橋— 捣律國 西 成 郡 

今の ^峪村 にあった。 

〇 徒らに— 橋の 根 を いひ か 

けた e 

〇 行き 合 ひの -新 古今 集 住 


シテ 『詠めし は 月^の 

地 『詠めし は 月影の。 今 は 入日 や 落ち かかる らん。 

じつ さう くわん  くも  な A  あは ぢ ゑ じ t す t  6 か し 

日 想^ なれば： ぶり も 波の。 淡路^,:： IT 须磨明 石。 

紀の 海まで も。 兒 えたり 見えたり 。満目 靑山は d 

、いに あり 

シーア 『おう。 見る そとよ 見る ぞ と よ 

地」" さて 難 波の 浦の 致景 の數々 

みな ふ  ゆ ふ な A  す& よし  t つ かゆ 

シテ 『南 はさ こそと 夕 波の。 住 吉の松 影 

，東の 方 は 時 を 得て 

シテ 『春の 綠の& 香 山 

地」. 北 は いづく 

シテ 『難 波なる 

地 『長柄の 橋の 徒らに かなた" こなたと ありく 程 

に-盲目の 悲し さは。 贵賤の 人に 行き あ ひ のハ = 

附《 の 方へ つか/、 と；：；： き)  >  轉び H ひ 難 波 江 の (た らくと 
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詠んだ ものであるが、 今 は 夕日が 入り か 

からう として ゐ るので あらう。 n 想 卵-に 

入日 をた ^目で 見る ので はない、 心で 見 

るので あろから， 自分の やうな In 目の 者 

にも、 少しの：^ り もな く >  ^しい 讓繒 

岛 も、 須^ も 明 石 も、 紀 伊の 海まで もよ 

く 見える の だ。 すべての 風光が 皆 心の中 

に 描き出され るの だ C 

ぉ& よく 見える、 よく 見える。 

この. 難 波の 浦 か ら 見渡さ れ る 景色 の數々 

を舉 げれ ば、 

南に は 評判の 高い、 タ 波の 岸 邊に； S ち 寄 

せろ 住士  2 の 松が あり、  . 

^の 方に は 、今 丁度 # の 季節の ことと て、 

綠の 濃い 草 香 山が あり， 

さて 又 北の方に は、 難 波の 長柄の 橋が あ 

つたが、 それ は 徒らに 朽ち 采 てて しまつ 

たの だ。 

そして.： m 分 も 徒らに あちら や こちら へ と 

歩き まわ るう ち に 、 盲目 の 悲し さ に は、 

S い 方ゃ賤 しい 人に 突き 當っ て は こ ろ 

び、 足 もとが よろ/ \ として ゐ ろので > 

いかにも あ れが ほんとの I ^法師 だ と 人が 


吉明 神の 祌詠 「夜 や 寒き 衣 

、 

や 薄き かた そぎの 行 合 の ま 

より 霜 や くらむ」 によ リ、 

まろびと 績 けた。 

〇 足 もとは I 難 波 江の 蘆と 

いひ かけた。 

〇 更に— 仝く。 決して。 

【七】 


〇 あらぬ 方— 父の ゐな い 方 


下 リ杖を 捨てて 安 坐)。 足 もとはよ ろよ ろ と (杖 を 探りて 立 

ち ニー 11 足下り)。 げ にも 眞の弱 法師と て。 人 は 笑 ひ 給 

ふぞ や。 思へば 恥 かしゃな 今 は 狂 ひ 候 はじ 今よ 

りま更 こ な はじ (と 兩手を 打 合して 下に 居る) 


【七】 


ヮキ シテに 句 きて- 


しづ 


地口 ンギ 『今 はは や。 夜 も 更け 人も靜 まりぬ： 如何 

なる 人の 采 やらん。 その 名 を 名 乘り耠 へ や 

シテ 『思 ひ よらず や 誰 なれば。 わが 古 を^: ひ 給 ふ。 

たか やす  ？ぶ  しゅん と く まる  はて 

高 安 の 里な りし。 俊德丸 が 果なり 

地 『さ て は 嬉し やわれ こそ は。 父 高 安 の 通 俊よ 

みち とし  ち *  おんこ ゑ  き 

シテ 『そ も 通 俊 はわが 父の。 その 御聲と 聞く より 

も 

地 『胸う ち 騒ぎ あきれつ つ 

シテ 『こ は}| かとて (と 杖 を 探リて 立ち) 

地 『俊德 は。 親ながら 恥 かしと てあらぬ 方へ 逃げ 


お 笑 ひに なろ の だ。 思へば 恥 かしい こと 

だ。 もうこれ から は 狂 ひますまい" これ 

から は 決して 狂 ひますまい」 

wi つて 坐る 0 


【七】 

通 俊 「今 はもう 夜 も 更け 、 人 も $： 歸 つ て し 

まって、 誰に 遠慮す る こと も いらない" 

一 體 そなた はどうい ふ 人の たれの 果なの 

だ、 名 をお 名乘 りなさい」 

俊 ほ 「これ は 思 ひがけない、 どなた なれば 

私の 素性 をお 尋ね 下さる のです。 私 はも 

と 高 安 の 里 に 住んだ 俊德丸 の なれの 果， て 

俊德 「やはり さう であった か、 お、 嬉し い。 

自分 は 父の 高 安 の 通佼だ よ 」 

倥德 「え > -、 通 俊と 仰し やる と、 私の 父上 

の …… 」 

と、 父上の 御 鑌と閗 くや 否や、 餘 りの 

意外 さに、 胸 もどき どきして、 

通 俊 「 、 ^ れ は 夢-て あ らう か。 わが 親な が ら 

この やうな 姿 を 見られて 恥 かしい」 

と、 俊 德丸は 父 を 避けて 逃げ て 行く と、 


彔 おは 


- 1  ^Ifl;;;:; ^行 あ。 (乂は 追 ひっき 手 fi:: て 

3  、 包む-何も 篇 一 ) ワ^ a ひて シチ a  f か 包む f 波, の 

% おれい。 i を か、 難 ；， , し こ S いへ 行きて S ひ)。 g けぬ さ 

I やと S じ 音 を ま f たこみ の | 錄 もし ー仪 ま-きれ に r， 

^f^lii^r  I  ひ りおに、^ りけ り 高 安の 里に 

リ r  一  きに と 誘 ひて^ 安の 1^ 

歸り けり 


； ^これき ひかけ、 その？ ^て- 

i「 何を？1 する こと f ろ も リ " にお 

と  >夭| の 銃が ¥1 一 へ i 

くな つた くらやみに おれて 

I 「さ ISS けない 前 & らう， 一 

と、 わが 子 を 述れて 高 安の £5 

た。 


I  ,  II ^rnsvi.i 受け 參、 りせ 攸はス ) や 3. 

〔3 ンテ 「：^FS" たや 想，. ヌ タ 


けり  1: 、 に J 、ヮキ 

\ 仁？ なへ 歸る 心に て^ (入 

「明" "pi 心— 

「高 安の Ei に^り I」 

ん 扇して 留 t 
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付 己 

S31 こ- 10 

〇 一 行の 杲羅の 旅 I 平家物語 卷ニ 「一行 阿闍 梨の 事」 に、 「昔 唐土の 一行 阿闍梨 は玄宗 皇帝の 御 持 僧に てお はしける が、 玄宗の 后揚貴 如に 

名 を 立ち 給へ り。 昔 も 今 も、 大國 も小國 も、 人の 口の さがな さは、 跡 方 もな き 事な リ しか ども、 その 疑 ひに よって 果羅國 に 流され させ 

給 ふ 。件の 國へは 三 つの 道 ぁリ、 翰 地道と て 御幸 道、 幽 地道と て雜 人の 通 ふ逍、 閤穴 道と て 重科の 者 を 遣 はす 逍な リ。 されば かの 一行 阿 

闍 梨は大 犯の 人 なれば とて、 闇 穴 道へ ぞ遣 はされ ける。 七日 七夜が 間、 月日の 光 も 見ず して 行く 所な リ C 冥々 として 人 もな く、 江 沛に前 

^迷 ひ、 森々 として 山 深し、 たビ澗 谷に 鳥の 一 聲 ばか リ にて、 苔の 濡衣 ほし あ へず、 無赏の 罪に よって、 遠 流の 重科 を 蒙り 給 ふ 事 を， 天 

■ 道 憐み給 ひて、 九 曜の象 を 現じつ つ、 一行 阿 闍梨を 守り 給 ふ。 時に 一行 右の 指 をく ひ 切 リ>  左の 袂に九 曜の象 をう つされ けリ。 和^ 兩朝 

に 眞言 の 本尊た る 九曜の 曼荼羅 ご れなリ C 
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角  B 

【能 柄】 五番 目 複式 劇 能 

【人物〕 ヮキ 法 性坊、 前シテ "W 公の 靈、 狂言 法性坊 

從者、 後シテ 雷神 cfe "公の 怨靈) 

【所〕 前段 近 江國比 ©山>  後段 京都 御所 

【時】 平安 初期 (八月) . 

【異 稱】 賨生 流で は 〔來 殿〕、 金剛 流で は 〔妻 戶〕 とい ふ。 

【作者】 作者未詳。 演 能に 關 する 古記 錄も 見當ら ない。 

【梗 槪〕 比敦山 延曆寺 の 座主 法性坊 尊意 僧正が 仁王 會を 執行し てゐ ると 

夜更けて >  营 公の 靈が 訪れ、 在世 當 時の 師恩 を 謝し、 機々 うち 解けて 

語り合った 後、 「自分 は 雷と なって 内裏に 飛び入り、 自分に 辛く 當っ た 

公鄉 殿上人 を 蹴 殺さう と 思 ふ。 その 時：^ 正 を 召される. てあらう が、 決 

して 參內 せられるな」 とい ふ。 僧正が 「  一 二度まで は參 るまい が、 一二 

度に も 及べば 參ら なければ ならない 」 と 答 へ ると、 .KH 公 は 怒って >  本尊 

に 供 へ てあつた 柘榴を 嚙み碎 いて、 妻戶に 吐き かけ、 火焰を 起した が、 


電 


:1ー 
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僧正 は洒 k の 印 を 結んで これ を 消し止め、 菅 公の 靈は 煙に 紛れて 消え失せる。 やがて、^ 正が 召されて 紫^殿に ^内す ると， せ 公の へ 

ノは 雷神と なつで 現れ 、僧正 を 避けながら、 内裏の 彼方此方に 物凄く 鳴り 轟いた が、 千 手 陀羅尼の 功力に よって >  その 成 力 も 沒 へた 上 >  帝 

から 天滿大 自在 夭 神と 贈 を 賜 はった ので、 怨靈 も. 死後の 恩. M を拜 謝して、 黑 雲に 乘っ て { 仝に 上って 行った。 

【出典】 ■ 太平 記 卷 十一 一、 「大內 裏 造營 事附 聖廟 御 事」 に、 

抑 も かの 天滿 天神と 申す は、 風月の 本 主、 文 道の 大祖 たり。 …； その 始め を 申せば、 管 原 宰相 公是善 卿の 南^に、 五六 逮ば かりなる 小 

兒の 容顔 美麗な ろが、 前栽の 花 を 詠 じて 、唯一 人立ち 給へ り。 ^相-公 怪しと 見 給 ひて、 「君 は いづれ の 所の 人、 誰が 家の 男に てお はし ま 

すぞ」 と 問 ひ 給 ふに、 「われ は 父 もな く 母 もな し 、願 はく は 相 公 を 親と せんと 思 ひ 侍るな り」 と 仰せられければ、 相 公 嬉しく 思しお して、 

手づ からかき 懐き 举 りて 、鴛鴦の 衾の 下に、 恩愛の 莠育を 事と して はごく み^り、 御名 を^ 少 將とぞ 中し ける。 

…； 同年(营 公 薨去の 延喜 三年 ：} 夏の 末に、 延唇寺 第 十三の 座主 法 性坊镎 意贈佾 正、 四 明 山の 上、 十 ii の 床の 前に 觀パを おい し， 心 水 を 

淸め おはしけ るに、 持佛堂 の 妻戶を ほと くと 敲く 音し け れば、 押し 開きて 見跄 ふに、 過ぎぬ ろ. 1= 筑 紫に て 正しく^ 逝 し^ひぬ と え 

し 管 丞相 こて ぞ 御座し ける。 佾正 怪しく 思して、 「まづ 此方へ 御 入り 候へ」 と 誘 ひ 奉り、 「さても 御寧 は、 過ぎに し 二月 二十 五 U に筑紫 

にて 御 隱れ候 ひぬ と糙 かに 承りし かば" 悲歎の 泯を 袖に かけて、 後生 菩提の 御 善 をのみ 巾し：^ り候處 に、 少しも 替らぬ 元の 御 形に 

て 御 入 候へば、 夢幻の 間辨へ 難く こそ 覺ぇて 候へ」 と .5. されければ、 ^丞相 御顔に はらく と こぼれて か、 りけ ろ 御^ を 押し 拭 はせ 

給 ひて、 「われ 朝廷の 臣 となって、 夭 下 を 安から しめん^に、 暫く 人間に 下 生す る處 に、 君 時 平 公が 讒を御 許 好あって、 終に 無 の 罪に 

沈められ ぬる 事、 瞋 恚の焰 劫火より 盛んな り。 これによ つて 五雜の 形は壞 ると 雖 も， 一 靈の祌 は 明かに して 夭 に 在り。 今 大小 神祇 梵 

夭 帝釋四 王の 許 を？ おて、 その 恨 を 報ぜん 爲に、 九重の 帝關に 近づき、 われに つら かりし 侯は讒 者 を 一 々に 蹴 殺さん と存 ずるな り。 その 

時 定めて 山門に 仰せて、 摁持 法驗を 致さるべし。 たと ひ勅設 ありと 雖も、 ffl 構へ て參內 あるべ からす」 と 仰せられければ、 倂^ の 口く、 

「貴方と 愚 僭と 師資の 義淺 からすと 雖も、 君と おと 上下の 禮尙 深 し。 勅 請の 旨 一 往辭し 巾す と雖 も、 度々 に 及ばば いか-て か 參. 2： 化ら. て 候 

べき 1 と 申されけ るに、 管 丞相 御氣色 俄かに 損じて、 御前に ありけ ろ 柘榴を 取って かみ 拖き、 持佛^ の^ P に 颯と 吹き かけさ せ^ひけ 

れば、 柘榴の 核 猛火と なって、 妻 戶に烘 えつき ける を、 佾. m 少しも 騷 がず、 烘 ゆる 火に 向 ひ 籠 水の 印 を 結ばれければ、 猛火 忽ちに 消え 

て、 妻戶は 半ば 焦げた るば かりなり。 この 妻戶 今に 傳 はって 山門に 在りと ぞ 承る。 その後^ 丞相 座席 を 立って、 夭に^ら せ 給 ふと 兌 


年 寺 〇 限す 〇 建の 武山近 〇= 
七 第 法 つる 座 し镞 天上 江 比 U 
十 十 性 て 僧 主 た 護 泉 の 山 報 
歳三坊 用 職 I 寺 と の 延城山 
で 代 I ゐ。 一 c し 勅 暦の 延 
寂の 名 る 後山 天て 願寺兩 » 
す 座 は こ 世の 合傳に は國寺 
。主 尊 と は 寺宗敎 ょ延に I 
e 意 と 延 務の大 リ 曆跨比 \ 
天 。な曆 を本師 、七る 敏 ' 
慶延 っ寺總 山の 王 年 山山 ； 
三 暦 た に理 。創 城桓 。は 


えければ、 やがて 雷 内裏の 上に 鳴^ 落ち 鳴り 騰 つて >  高 天 も 地に 落ち 大地 も 裂く るが 如し。 一人 百官 身 を 縮め 魂 を 消し 給 ふ" …… 法 性 

坊の贈 僧正 を 召さる。 一 兩 度まで は辭退 申されけ るが、 勅宣 三度に 及びければ、 力なく 下洛 し： 給 ひけろ に …… ：ls 正 參內し 給 ふより、 雨 

止み 風靜 まりて、 神の 忿りも 忽ちに 宥 まり 給 ひぬ と 見えければ >  僧正 敦感 に預 つて 登山し 給 ふ。 …… 祌葸尙 も 御 納受な かりけ りと 驚き 

思し召して、 一 條院 より 正 一 位 太 政 大臣の 官位 を 賜 はらせ 給 ふ。 勅使 安樂 寺に 下つ て、 詔書 を讀み 上げけ る 時、 天に 聲 あって、 一 首 

の 詩 聞え たり。 

昨爲 -1 北闕蒙 レ悲士  r 今 作 コ西都 雪 レ恥尸 t 生 恨 死歡其 我奈、 今 須ヨ望 足 護 二 皇基 一 

その後より は、 神の 驕り も靜 まり、 國 土も隱 かなり。 

と あるに 據 つた G 

【概評】 題材 は前褐 太平 記の 記事 を その ま、 採つ たもので、 作者の 見解で 新しく 構想した 點 はな いが、 師弟 情誼の 描寫 が原據 より は 數段深 

く n- つ 鮮やかで ある。 脚色の 形式 も 類型 を 離れた 自由な ものであるが、 手際よ く 滑 かに 纏められて ゐる。 作の 內容 はとに かく、 その 脚 

色 行文 は餘り 拙い ものと は 思 はれない。 II 賨 生 流で は、 德川 時代， その 有力な ろ 保護者 加 賀前田 侯が 营 公の 後 V あろので、 その 祖祌を 

雷電と する こと を 憚って  >  後段 を 全く 作り か へ、 題名 も 〔來 殿〕 と 書き かへ た。 考異參 照。 

ヮキ法 性坊、 角帽 子 • 着附 無地 熨キ H, 茶 鮭 水 衣， 腰帶 .扇* 數 

珠の 装束に て舞臺 に 人 USK 巾に 立ち" 

ひ えい さん えん りゃくじ  ^ す  ほつ しやう つ  りつ し そ-ひじ やう 

ヮ キ サ シ 『比 叙 山 延曆寺 の 座主。 法性坊 の 律師 僧正 

にて 候 e 「さても われ !K 下の 御祈禱 のた め。 百 座 

の &摩 を 焚き 候が。 今日 満參 に て 候 程に。 や が 

て 仁王 會を 執り行 はば やと 存じ 候 


前 K 

舞虽 は^江 Ms 延 ほ 寺。 t キ^ 性坊せ 

法 性 「私 は比釵 山延曆 寺の 座主、 法^ 坊 筏 

意佾 正. てす。 さて 私 は 夭 下 泰平の 御 祈 踪 

の爲、 百 座の 護摩 を 焚 い てゐ たのです が、 

今日は 丁度 滿了 となろ ので、 これ か.. T 仁 

王會を 執行した い と 思 ふので す」 

_w 見物人に .y 己 維介 をし、 


， 

〇 俾師^ 王— ともに^ お。 

^^^も 高く、 律； 1 は佾都 

の 次位。 尊 怠 は大 僧都に 進 

み、 死後 佾正を 贈られた。 

^師と いふの は を かしい。 

或は^ 意 僧正の 誤り か。 

〇 百 座の 謹 摩— 護摩 は密& 

修法の 一 で、 火 を 焚いて 佛 

に 祈る 法。 百 座 はこれ を 百 

度 行 ふこと。 

〇 滿參— 百囘の 修法の 滿了 

〇 仁王 會— 仁王 護國 般若 經 

を 講 說 する 法 會 C 

〇 あらたなる I あらた かな 

〇 影 も 日吉の I 惠み の 丧 き 

を HI 影に あへ、 日吉 にい ひ 

かけた C 日 吉は比 敫山笾 近 

江 國滋贺 郡 坂 本 村に ある 日 

吉祌 社、 卽 ち 山王植 現。 

〇 誓 ひぞ深 き I 祌佛 の 誓 願 

の 深き を^ 琶 湖の 深き に い 

ひ 力け た 

〇 さ ざ 波 寄す る— 千載 ％^ 

原顯 家の 欲に 「； W 影 は 消え 

ぬ 氷と 見えながら さ ビ 波 寄 

する の 53 波」 

〇 比 叙の 御嶽の I 玉 葉 集 源 

惠の淤 に を 祈る わが 立 

つ 杣の峯 嗬れて 心より 澄む 

秋の 夜 3  H:  J 

〇| 一一  上 山— 近 江 國野州 郡に 

ぁリ、 山の 形が 富士 に似て 

ゐる。 ^の 士と 见 ると い 

ひかけた" 

【二】 

〇 佛法 最初の 御寺— 日本に 

おて 天台宗の 開け 始めた 寺 

であるから いふ C 


電  

と いひて 脇哝 へ 行き 床几に か リ、 

ヮ キサシ 『げ にや 惠みも あらたなる。 影 も 日 吉の年 

古り て。 誓ひぞ 深き 湖の。 さ ざ 波 寄す る 汀の 月 

ヮキ上 歌 『名に しお ふ。 比 叙の 御嶽の 秋 なれ や。 比 

つき  くま  た どころ ふや こ  ふ 

叙の 御 緣 の 秋 なれ や。 月は隈 なき 名所の 都の W 

じ  & かみ やま のり  ともしび  か o みき 

士と三 上 山。 法の 燈 火お の づ から。 影 明らけ き 

惠み こそ。 人 を 洩らさぬ、 誓 ひなれ 人 を 泱らさ 

ぬ |ー| ひなれ 

【二】 

ヮキ上 歌の！ I に 1 シテ苷 公の 靈、 面灭祌 色 鉢卷。 襟淺 

黃* 着附 無地 熨 や：；：：， 水 衣 • 腰 帶. 扇の 装^に て橋懸 一 の 松に 

出で、 

シ テサシ 『ありがた や この 山 は。 往古より 佛法 最初 

おん てら  かり そ め  ち ぐう  たな 

の 御寺な り。 げ にや 假 初の 値遇 も 空 し か ら ず。 わ 

が 立つ 杣に 冥加 あらせて と。 望み を 叶 へ 給へ と 

** ん ゥん ご はふ  れつ  *? つ もん  ふびら た、 

て。 滿山 護法 一 列し。 中 門の 扉を敲 きけ り 

ヮ キ 「II 更に 軒 白 し。 月 はさせ ども 柴 の 戶を。 敲く 


法 性 「まことに 怫の御 患み の あらた かなこ 

と は 日の 光の やうで、 山 轮には 日 吉明祌 

が 古く か ら なされ、 その 御利益の 深 

いこと は、 あの 琵琶湖の やう だ。 お、、 

さう い へば、 さ^ 钗 のうち 寄せろ 湖畔に 

月が 照り 映って ゐる。 

さすが 比 叙 山の 秋 I 色 だけあって、 月 は 

隈なく あたりの 名所々々 に g-: り敉 り、 都 

. の富士 と 呼ばれる 三 上 山 も 眺められる こ 

とだ。 かう して 比^の 法燈は 明らかに^ 

いて、 佛は 一 人 も 洩らさず、 すべての 者 

に惠 みを與 へ ようと 御脊約 遊ばす の だ」 

佛德 を た , へ てゐ る。 

【二】 

その 問に、 シテ菅 公の 茶 s^swo 

菅公 「あ >1 ありがた いこと だ。 この 比：^ 山 

はわが 國に 始め て佛法 の m けた 古い お 寺 

だ。 そのお 寺に.；！ W 分も假 初ながら 御綠故 

があった ので、 また こ \ へ來る ことと な 

つた。 ；… どうか 御 怫の御 加^に よって、 

私 の^み をお 叶 へ 下さい ませ」 

と、 滿 山の 護法 神に 1 禮 して、 中 門の 

扉を敲 いた。 

法 性 「夜 は； 史け て 、月の 光-て 軒 も 白く 見え 


〇 假 初の 値遇— や： 前 師弟の 

關 係であった こと を 指す。 

〇 わが 立つ 杣 に—. 新 古今 集 

傳敎 大師が 比敏 山に 根本 中 

堂 を 建てた 時の 歌 「阿耨 多 

羅 一一 一 藐 一二 菩 挞の佛 たちわが 

立つ 杣に 冥加 あらせ 給へ」 

を or- レた 

〇 護法— 佛法を 守護す る 善 

〇 一列— 辭 解に 1 1禮 の 誤 

リで、 滿山 蜜. £ に 1 しと 

の 意で あらう と いふ C 

〇 深更に 軒. H し— 和漢 朗詠 

集 紀長谷 雄の 詩句 「空 夜 窓 

埜度 後、 深更 軒 白 H: 明初」 

を K> レた 

〇 月 はさせ ど も—  ： « の さ し 

入る を 戸 を さすに いひ かけ 

た C 

〇 丞相— 大臣の 唐 名。 こ 、 

で は 右大臣 菅原 道眞。 

〇 心騷ぎ てお ぼ つかな— 餘 

リ の 驚きに 心が 亂れ て、 よ 

く 見定められな い。 

〇 明け やすき— 夜の 叨くを 

戶の 開く に いひ かけた。 

〇 夕月 の —— 此方 へ と 言 ふ と 

いひ かけた e  • 

〇 影 珍し や —月影 を 人の 面 

影に レ む 力け た。 

〇 客人の 稀に— 「まれ」 の 音 

を 重ねた。 


べき 人も覺 えぬ に。 如何なる 松の 風 やらん。 『あ 

ら 不思議の 事 やな 

S  うち  •  こ ゑ  あや  ひと  ふが 

シテ 「聞けば 內 にも わが 聲を。 怪し め 人の 咎 むる 

ぞと。 『重ねて 扉を敲 きけ り 

あま  二， y  ふしぎ  もの  ひま 

ヮ キ 『餘り の 事の 不思議 さ に。 物の 隙より よくよ 

，c  J し ぎ  しょうじゃ-つ 

く 見れば。 これ は 不思議 や 丞相に てまし ます ぞ 

や。 心 騒ぎて お ぼ つ かな 

ころ  いま  あ  つきひ 

シテ 「頃し も 今 は 明け やすき。 月に 引かれて こ の 

庵の。 『樞 を敲 けば 內 よりも 

ヮキ 『不思議 やさて は 丞相 か。 はや 此方へ と 

ゆ ふづき 

シテ 『夕月の 

地 『影 ^ し や 客.^ の (シテ 舞 辜-に 入り 莨屮に 坐し ヮキも 來几を 

外して 向 合 ひ 下に 居る)。 影 珍 し や 客人の。 稀に 逢 ふ § 

ゆめ  こ * ち  こと  i 

は。 なかなか 夢の 心地して。 いひ や る 言の葉 も 

しゃ-つ にん  しょ ラじ やう  こ * ろと  も tVA た. C よ  5 れ 

なし。 上人 も 丞相 も。 心 解けて 物語。 世に 嬉しげ 


る。 かう して 月 は 内へ さし 入る が、 今頃 

戶を敲 く 人が あらう とも 思 は れな いの 

に、 どうした ことで あらう。 松風の 音 か 

知らん。 不思議な こと だ」 

菅 公 「樣子 を 聞いて ゐ ると、 內の 人が 自分 

の 聲を 聞き咎め て ゐ ろぞ」 

といって、 また 扉を敲 いた C 

法 性 「餘り 不思議 だから、 物の 隙間から 龍 

いて 見る と、 これ は 不思議 だ、 管 丞相が 

立って 居られる の だ。 餘り にも 意外な こ 

とで- よくも 見定められない」 

菅 公 「今 は 夜 も 明け方に な つ た 月の 光に 誘 

はれて， この 庵へ 来たので す」 

と 戶を敲 くと、 庵の 內か らも * 

法 性 「 ， J れ は K. 思議 だ。 や は り营 丞相 だ つ 

たのです か、 どうぞ こちら へ 」 

といつ てノ 庵へ 諳 じ 人れ ) 

法 性 「これ はお 珍しい お 客人 だ。 たまさか 

に 逢 ふと、 嬉し さの 餘り、 却って 夢の や 

うな 心地が して、 何とい ふ 言 紫 も 出な 

と 

と、 上人 も 管 丞相もう ち 解けて 話し合 

はれ、 いかにも 嬉し さう に お見えにな 

つた。 あ \ これが 亡靈 との 對 面で なく、 


P1L 


電 


'山' 


世 〇 の o 
と 師 '^三 
い 弟義悌 


に 見え 給 ふ。 あはれ 同じ 世の。 逢瀨と こ れ をお 

はめ ゃ逢瀨 と、 これ を 思 はめ や 

【三】  -- 

おんみ  つくし  **  たま  よしう け； i ま は 

ヮ キ-さ て 御身 は筑 紫に て 果て 給 ひたる 由 承 り 

l^g に。 色々 に 弔 ひ 申して 候が 届き 候 やらん 

シテ- なかなかの 事 御 弔 ひ 悉 く屆 きて ありがた 

もき  お.^  らう え ふ  かぜ  ち  やす 

う 笑〕 サ シ 『炎に 後る る 老葉は 風な きに 散り 易く。 

愁ひを 弔 ふ 淚は問 はざる に ま づ 落つ。 されば お 

き は 師弟の 約 

ヮキ 『切なる は主從 

むつ ま  おや こ  ちぎ 

シーア 『睦 しき は 親子の 契りな り 

お 『これ を三悌 とい ふと かや 

シテ 『中に も 眞實の 志 の 深き 事 は。 師弟 三世に 若 

く はなし 

地下 歌 『忝 しゃ 師の 御影 をば いか で 踏む ベ き 

(居 クセ) 


同じ この 世に 生きて ゐて、 會 ふので あ 

つたなら ば、 どんなに お" しい ことで あ 

らう。 

【三】 

一 一人 はな ほ 誌 を 3i け て、 

法 性 「ところで、 あなたが 筑紫 でお てに 

なった とい ふ 率 を 伺った ので、 色々 と 御 

向 致し ましたが、 そちらへ 屈き ました 

でせ うか」 

营公 「はい、 御：！ 向 はすつ かりこ ちらへ 屆 

きまして， ■ ありがたう ございました。 そ 

れ に つけ て も、 『秋の 末まで 枯れ 殘 つた 老 

寧お、 風が 吹かな く て も 散り；^ いやう に、 

悲しい 時に お 兌 舞 を 受ける と、 まだ 見舞 

の詞を 聞かない 前に 涙が 落ちる』 のです。 

まことに 貴 いのは 肺 弟の 契約 v-:.::」 

法 性 「 情 の 切 a な の は 卞從 の 問 柄で あり. . . 

:•」 

菅 公 「仲の 睦し い の は 親子の 關 係で ；… 」 

體 「この gm、 、下 .從>  親子の 情誼 を 11 ー梯 

と 申します な.」 

"、警 合 ひ、 

荇 公 「その 中で も， E 資 の 志の 深い 點. て は、 

師弟 三世の 契りに 上越す もの ほ ありませ 

ん。 師恩 は實 にあり がたい もので、 肺の 

御影な ど 踏む ことの 出來る もので はあり 

ません。 —— 


〇 あはれ 同じ 世 の— 逍 は 

既に 故人で あるから かう い 

つた。， 

〇 思 はめ や— 思 はれな いで 

は、 「心 解けて 物語」 云々 の 

句と 照應 しな い。 「思 はば. 

や」 の誤リ であらう。 

【三】 

〇 筑紫 にて I 道 眞は延 喜 111 

年 筑前國 太宰府で 薨 じた。 

〇 なかなか の 事— 然 りと い 

ふ 意 の 時代 語。 

〇 秋に 後る る老葉 は— 詩句 

らしい が 出 所 未詳。 


—師弟、 主従、 親子 

一 ー1 世 I、 王 從の緣 は 三 

ふの を轉 用した。 


0 師の 御影 をば— 敎誡铕 俵 

に 「若 隨レ師 行、 不 レ^ー ー咬 笑 T 

k- レ レ がー isll 衬去可 一 一七 

尺 こ 童子 敎に 「弟子 去 七 尺、 

師影不 レ可レ 踏」 


◎ その 昔 は —— 刊行 會 本に 

は 「その 時 は」 と ある C 

〇 父 もな く 母 もな く— 逍眞 

は 五六 歳の 頃 菅原是 善に 拾 

ひ 養 はれた の だと 傳 へ られ 

た" 太平 記 聖脔の 御 事に 「わ 

れは父 もな く 母 もな し、 願 

はく は 相 公 を 親と せん」 

〇 菅相公 I 参議 菅原是 善。 

〇 有 明月の— 契り ありと い 

む 力け. た 

o おぼろけ に I 「おぼろげ 

ならず」 と ありた い。 

〇 勸學の 室に 人り— 學 問の 

爲に法 性坊に 師事した こと 

をい ふ e 勸 學は學 校の 勸學 

院の 意で はな い。 

〇 風月の 窓— 詩想 を 養 ひ 詩 

文 を 作る 所 C 

〇 月 を 招き I 南史、 南齊の 

江泌が 月の 光で 讀書 した 故 

〇 螢を 集め I 晉書、 晉の車 

胤が 蝥の 光で 讀 書した 故事 

〇 夏蟲 の 心のう ち も— 螢 の 

身の 明らかな 意に、 學 間の 

道の 明らかな 意 を 兼ねた。 

〇 筆の 林— 詩文の 數多 いこ 

と を いふ G 

〇 言葉の 泉.— 詩想の 豊かな 

こと を いふ C 

〇 荒き 風に も あてじ— 大切 

に 寵愛す る喩 へ e 

〇 一 字 千金— 師恩の 廣大な 


地ク セ 『幼 かりし そ の 昔 は。 父 もな く 母 もな く。 行 

へし  &  くわん しゃ ラ こ.？' やしな  おやこ 

方 も 知らぬ 身なり し を。 菅相 公の 養 ひに。 親子 

の 契りい つ の 間に。 有 明月の お ぼろけ に。 憐み 

育て 給 ふこ と眞 の 親の 如くな り。 さ て勸學 の 室 

い  そうじゃ-つ  たの  たてま つ  ふ ひつ  まど  つ き  まね 

に 入り 儈正を 頼み 奉り。 風月の 窓に 月 を 招き。 

螢を 集め 夏蟲 の。 心のう ち も 明らかに 

シテ 『筆の も 枝^り 

こ と は  いづ &っ  ぶん びつ  ^ん の-つし やう にん  よろこ 

地 『言葉 の 泉盡き も せ ず。 文筆 の 堪能 上人 も。 悅 

お ぼ  あら  か卞-  I  おんこ、 ろざし  い t 

び 思しめ し。 荒き 風に も あて じ と 御 志 の 今 ま 

でも j 一字千金 なりい かで か 忘れ 申すべき 

【四】  ？， . ぶ 

シ テ 「わ れ この 世に ての 望み は 叶 はず。 死し て の 

後 梵天 帝 釋の御 憐みを 蒙り： 鳴る 雷と なり 內裏 

とい  -っ  うん かく  け 二ろ 

に 飛び入り。 われ に 憂 かり し 雲 客 を 蹴 殺す ベ し。 

とき そ うじ やう  め  おんま. 0 

その 時 儈正を 召され 候べ し。 かま へ て 御 參り候 

な 


私 は 幼少の 時、 父 もなければ 母 もな く、 

行末 どうなる ことか 分らない 身上で あつ 

たの を、 菅原是 善 公に 養 はれ、 いつの 間 

にか 深い 親子の 契り を 得て、 6； 實の 親の 

やうに、 一 方なら. す 寵愛して、 御奏育 して 

下さった のです。 それから 學 問の 道に 入 

つて、 僧正 をお 賴り 申し上げる ことと な 

り、 S 雪の 功 を 積んで、 風雅な 心 を 養 ひ、 

學問 の 道 を 明か に し 、詩文 も數 多く 作り、 

豐 かな 詩想 を 持つ やうに なりました。 か 

うして 文筆に 達した の を、 上人 はお 悅び 

になって、 荒い 風に も あてない ばかりに 

御 寵愛 下さった 1 その 御 親切、 一字千金 

にも 値 ひする 師恩 をお 忘れす る 害 もない 

のであります」 

菅 公 「私 はこの 世での 黛み が 遂げ られ なか 

つたので、 死んだ 後、 梵天王， 帝釋 天の 

お 憐みを 受けて、 鳴る 雷と なり、 これ か 

ち 御所に 飛び 人って、 自分に 辛く 當 つた 

公卿 殿上人 を 蹴 殺さう と 思 ふので す。 そ 

の 時 御所 から 御祈禱 のために 僧正 をお 

しにな り ませう が、 決して 參內 なされて 

はいけ ません よ」 


雷 


電 


雷 

喩へ。 明 銜往來 に 「一字 千 

金、 德 馨難レ 忘」 その 註に 「人 

學 -1ー宇1 以二 千金 1 可レ報 也」 

s】 

<P 望み は 叶 は 5! .S— 「望み は 

叶 ひ て 候」 とも 謠ふ。 

〇 梵天 I 色 界初禪 天の 大梵 

夭 王。 佛 法の 守護神。 

〇 帝釋 lis 彌 山の 顶. 上仞利 

天の 主。 佛法歸 依の 人 を 護 

る o 

〇 われに 憂 かリ し—  ^. -前， U 

分に 辛く 赏 つた。 

〇 雲 客— 公卿 殿上人。 


〇浙ス 戶 —雨^きの 戶。 


〇 洒 水の 印— 水 を 注いで 火 

を 消す 怠 味の 行 法。 印 は 手 

指で 種々 の 形 を 造る 行 法。 

0 鑀 字の 明— 啼 緙曰駄 都 Is 

と 大口 如來に 歸依 す る 真言 

鎖 は 大日 如來の 意、 明 は； e 

言。 手で 印 を 結び 口に 眞言 

を唱 へる ので ある。 


I お 

ヮキ 「たと ひ宣旨 はありと いふと も。 一 二度まで 

は參る まじ 

ちょくし たび く かさ  たら 

シテ 「い や 勅使 度々 重なると も。 かま へ て 參り給 

ふなよ 

ヮキ- 王土に 住める こ の 身 なれば。 勅使 三度に 及 

うん だい まう 

ぶなら ば。 いかで か參內 申さ ざらん 

シテ 『その 時 丞相 姿 俄かに 變り 鬼の 她し 

i み， む  おん 46 へ  ざくろ  -- ,1  タ 

ヮキ 『をり ふし 本尊の 御前に。 拓棍を 手 向け 置き 

たる を 

地 『お つ 取つ て 嗨み碎 き C シテ HS きて 立ち ：}。 おつ 取つ 

て 嚙み碎 き C 拍子 を K みリ 。妻戸に くわ つ と (" 附：^ に S 

き LS ねて 见込 み.)。 吐き か け 拾 へ ばぢ §| 忽ち 火お と 

な つ て 扉にば つ とぞ 燃え 上る？ 突立ち て兑 込み)。 &曰 

正御覽 じて (ヮキ 立ち リ。 騷ぐ氣 色 もまし まさず？ キ 

しゃ する  いん  むす  ん じ  & やう 

下に 居 リ)。 洒 水の 印 を 結んで C 印 を； T ひ)。 鑀 字の 明 を。 


法 性 一." た と ひ宣旨 が 下っても、 

は參內 します ま い」 


二度まで 


菅公 「 い や 勅使 を 度 々逍 はされ て も、 決し 

て參內 なされて はいけ ません」 

法 性 「天子の 御國に 住んで ゐる 以上 は、 勅 

使 を 三度 も 遣 はされ、 ば、 參. 2： しない わ 

けに はいきません」 

かう いふと、 管 丞相の 姿が 俄かに 變っ 

て 鬼の やうに なった。 そして 折から 本 

尊の 御前に 柘權を 供 へ てあつた の を 取 

つて、 嚼み碎 き、 g き 戶に くわつ と 吐 

きか けられる と、 柘櫓は 忽ちに 火焰と 

なって、 扉にば つと 燃え 上った。 


^正 はこれ を御覽 になった が、 とり 騷 

ぐ漾子 もな く 落ちつき 拂 つて、 水 を 注 

ぐ 印形 を 結び、 大日 如来に 祈る 呪文 を 

唱 へ られ ると、 火炤は 消えて しまった。 

そして 菅 丞相 は その 煙の 中に 隠れて、 


【問】 


の SS- 語な しに も。 


〇 讒言 力なく— 讒言に 

致し方な く。 


唱へ 給へ ば 火 悠は消 ゆる 。煙の 內に。 立ち ii れ 

し、 r つじ やう  ゆく へし  う  たも 

丞相 は。 行方 も 知らず、 失せ 耠ふ。 行方 も 知らず 

失せ 給 ふ 

シ テ 「錢 字の 明 を」 と 右 へ 迥リ て眞中 へ 出で、 「火 烙は消 ゆる」 

と 小 廻りし、 「行方 も 知らず」 と 墓へ 走リ 入る。 ヮ キも績 いて 

屮入。  - 

【間】 狂言 法 性 坊從者  >  着附段 熨斗 0> 長上 下 • 腰 帶 小刀の 装束に て 名乗 座に 出で、 

狂言 「かやう に 候 者 は。 法 性坊に 仕へ. E. す 者に て 候。 さても 僧正 は 天下の 御祈禱 のた め。 七日の 護摩 

を 焚き 給ふ處 に。 不思議なる 事の 候。 筑紫 にて 果て 給 ひし 菅 丞相 御出であって。 妻戶を ほと くと 

敲き給 ふ 間。 僧正 は 何者 ぞと 思し召し 妻戶を 明け 給 ふに。 菅 丞相に て 御座 候 間。 その 時佾正 御身 は 

筑紫 にて 某て 給 ひたる に。 何とて これへ 來り給 ふ.； てと 御 申し 候へば。 その 時菅 丞相。 われ 濁れる 

世に 生まれ。 無實の 讒言 力なく。 筑 紫まで 流されし 無念の 散 ぜん 爲。 梵天に 祈誓せ し處。 法號 降り 

下り 候閒。 雷と なって 內 裏へ 行くならば。 定めて 儈 正に 御出であって 御祈禱 あれとの 勑使 あるべし。 

われと 師弟の 契約 淺 からねば。 たと へば 如何なる 勑使 なりと も。 必す 御出で 候な。 この 事 を 御斷り 

の爲參 りに りと 宣 へば。 僧正の 仰せに は 。尤もの 御 事な り。 さりながら 當 山と a- す は。 天子の 御 祈 

禱所 なり C 然れ ども かやう に 承る 上 は。 勅使 二度まで は參る まじ。 勑使 三度に 及びな ば。 普 天の下 

率土の 內。 いづれ 王土に あらす とい ふ 事なければ。 さの みはい か V と 仰せ 候へば。 その 時菅 丞相の 

御 氣色變 り。 われ 恨みの 程 を 見せん とて。 佛 前に ありし 柘榴を おつ 取って。 はらく と嗨み 給へば。 

火焰 となって 燃え 上る。 僧正 御覽 じて。 洒 水の 印の 結んで かけ。 鎪字の 明 を 誦せられ しかば。 火焰 

は その ま/消え失せぬ。 菅 丞相 は その 煙に 紛れ。 雷電 黑雪 み-棚引かせ。 £ 裏に 行き 惡事 をな し^ふ。 


行き方 も 見えず に 消え て し ま はれた。 

-ン テ营 公の 莬 滑え 失せる 想で^ ST  t キ法 性坊， 

「お- 13 寺 の 場」 がお つたの  一，.、 《: 場 o 


雷 


電 


II 一  三 =1 九 


雷 


四 o 


【五】 


〇紫{ お 殿— 內裹の H=: 殿。 

0 昝門品 —法 華 餒卷第 八、 

觀世音 菩薩 普 門 品 第 ニヤ 五 


〇 紅蓮の 闍— 紅蓮 地^の 閤 

紅蓮 地铽 はへ 寒 地獄の 第 

七， 


案 S 如く 倂ず： へ勑使 立って。 御祈禱 あれとの 御 事な り。 佾正も 初めは 遲滯 巾され 候へ ども ノ勑忡 皮 

度に 及び 候閒。 この 上 は 是非に 及ばす 御出で あるべき と^ 御 事な り。 ゅ= 々御供の 川^ ii" 候へ。 こ 

の 分 心得 候へ く 

と い ひて 引く。 

【五】  • 

後：^、 一  ぉっ：ぉ を 脇^と 脇 正面と に 出す e 

後 ヮキ法 怍坊、 金 入 角 W 子。^ 附小挤 子 • 紫 水 衣 *c 火口  .掛 

跻。 腰帶 数珠の 装束に て 出で >  脇 ^ 一  疊« の 上に 坐し、 

そ-つじ やう  し しん でん  ざ  じゅ す 

後ヮキ 『さ て も 佾正は 紫宸殿に 坐し。 數珠 さらさ 

ら とおし 揉んで。 普 門 品を唱 へ ければ 

地 『さ しも 黑雲 吹き 塞 がり。 闇の 夜の 如くなる 內 

裏" 俄かに 嗬れて 明々 と あり 

ヮキ 「さ れ ば こそ 何程の 事の あるべき ぞと。 汕斷 

しける 處に 

地 『不思議 や 虚空 に f 雲 覆 ひ。 不思議 ゃ虛空 に ^ 

雲 覆 ひ。 稻妻 四方に 閃き 渡 つ て。 內% は 紅蓮の 

やみ  やま  だい り  こ く-つ さかのば 

闇の如く。山もくづれ。內^^は虛空に遡るかと。 

震動 ひまな く 鳴 神の。 雷の 姿 は： 現れたり 


【五】 

後 K 

舞崧は 京都 御所で、 一 EfsM が 二つ W てゐる 。脇 » 

にある のが 紫宸殿、 脇 ：4„:ss 方 は 殿の 想で あ 

らラ a 

钱ゾキ 法 性 坊は勅 S によつ て * 内し た 8^0 

さ て 、 法^ 坊^; 止- は 紫お 殿 に 坐って、 

數珠を さらく とおし 揉み、 法 难經^ 

SZ 品を唱 へる と- 今まで あれほど 黑雲 

が 吹き 塞がり、 闇の 夜の やうであった 

御所が、 俄かに 晴れ渡って、 あかく 

として 来た。 

法 性 「やはり 思って ゐた： 迎り だ。 なに 大し 

た 事の あらう 喾 はない」 

と汕斷 して ゐ ると、 不思議に も、 空に 

は黑 雲が 覆 ひ 、 m 妻が 四方に g き 渡 つ 

て、 御所の 內は 紅述地 はの 闇の やうに 

眞晴 になつ て 、山 もく づれ、 御所 も 空 

へ 引き上げられ るかと 思 ふば かり、 絕 

え 間なく^ ひ 動いて、 やがて 鳴 神、 雷 

神の 姿が 现れ た。 


【六】 


〇 率土 四海の 內— 詩 經小雅 

「普 天 之 下 英レ非 n 王土  T 率土 

之 濱莫レ 非 二王 臣. 1」 に據 つた 


〇 內 恩外忠 —内 は 佛敎、 外 

は懦敎 C 佛恩を 報じ 君忠を 

致す こと C 

〇 威儀 未練— 养ぃ行 ひが 不 

足で ある C 

〇 けしから ず— 不都合 であ 


【穴】 


地謠の 間に、 後ジテ 雷祌、 面 顰. 赤 頭 • 襟钳 • 着 附色入 厚 根 • 法 

被 • 半切 ，腰帶 の裝朿 にて、 打 杖 を 持ち 熨 牛；：： を 被き て 出で、 

常 座に 立ち、 「現れた リ」 と 熨斗 n を 脫ぎ捨 つ C ヮ キシテ に 向 

ひ、 


_ そラじ やうい； -づち 


そつ i 


雷 


ヮキ 「その 時儈正 雷に 向 ひて 申す やう。 率土 四海 

うち  ゎラ ど  こふ  いは  くわん しょう 

の內は 王土に あらず とい ふ 事な し。 況ん ゃ菅丞 

じ や-?? の ふ  くん のん かう む しん か  ない おん ゆ 

相 昨日まで は。 君恩 を 蒙る 臣下 ぞ か し。 內恩外 

ちう .0 き ふ れん  しづ  たま 

忠の 威儀 未練な り靜 まり 給へ。 あらけ しか ら 

ず や 笑 

後 ビア 『あら 愚か ゃ儈正 よ。 われ を 見放し 給 ふ 1 

は。 僧正な りと も 恐る まじ。 われに 憂 か り し 雲 

客に 

地 忍 ひ 知らせん 人々 よ。 思 ひ 知らせん 人々 とて。 

小 龍 を 引き連れて。 黑 雲に うち 乘 りて (角へ 行き ヾ 

內 裏の 四方 を 鳴り ま はれば ハ 左へ ®y 大小 前にて 小廻リ 

いな び りい な づ i  でんく わう しき  ひらめ わた  ぎょくたい あよ. S 

し S 稻光稻 妻の。 電光 頻り に 閃き 渡り。 玉 體危く 

電 


【六】 


後ジテ 4a 紳 場 o 


その 時 >  僭 正 は 雷神に 向って、 

法 性 「この 國土は 海の 涯ま でも 锊 天子の 御 

國. てあつて、 この 内に 住む 者は呰 大御惠 

に 浴して ゐ るので ある。 殊に 管 丞相 はつ 

い 昨日 まで 天子 の 御 恩寵 を 厚う して ゐた 

臣下な の だ e 內には 佛恩を 報じ、 外に は 

忠誠 を 致さなければ ならな いのに、 その 

心掛が 不十分です ぞ。 ぉ靜ま りなさい。 

不都合です ぞ」 

雷神 「 お \ 愚な 事 を いはれ る。 佾 正まで 自 

分 をお 見棄 てに なった 以上 は、 僧正 て あ 

ら うと 恐れ はし ま せんぞ。 さあ 自分に 辛 

く當 つ た 公卿 殿上人 に 思 ひ 知ら せ て やら 

う」 

と" 雷神 は 小 龍 を 引き連れて、 黑雲に 

うち 乘り、 御所の あちらこちらへ 鳴り 

廻る と、 稻光. 稻 妻が 頻りに 閃き 渡つ 

て、 天子の 玉體 さへ 御危く お見えにな 

つたのに、 僭 正の 居られる 所 だけ は、 

. 雷が 恐れて 鳴らなかった の は、 實に不 

思議な こと-て ある。 


 雷 I 

〇 弘徽 殿— 涛凉 殿の 北 隣、 

女御 9 おはす 後宮。 

〇沾 ^殿— 主 上 常 の 御^所 

紫宸殿の 西北に 當る。 

〇 梨壶— 昭 陽舍。 內 裏五舍 

の 一で、 女官の 居所。 紫 {ぉ 

殿の ま 北に 赏る。 庭に 梨 を 

植 ゑら れた。 

〇 梅壶— 凝 華舍。 同じく S 

舍の 一、 弘徽 殿の 西北に あ 

リ、 庭に 紅白の 梅を植 ゑら 

れた。 

ひ  おまし 

〇 晝の 問 —書の 御座。 沾 is 

殿の 内、、： 土 上.^ 間の 御 痰 所。 

〇 夜 の 御殿—！^ 凉殿 の 内、 

主上 夜の 御お 所 e 

〇 千 手陀緙 尼— 千 手 千限觀 

世 音 菩薩 廣大 圓滿無 礙大悲 

心 陀羅尼の 略。 千手觀 音に 

祈る 經文。 

〇 滿て— 滿 たせの 約 >  讀み 

終る 意。 

〇 雷鳴 の 壶— 梅壺 の 北に あ 

る 襲 芳舍の 異稱。 

〇 こらへ ず— 我 SST か 出來な 

い。 雷神が 鳴の 壶にも 居 

た ん まらず と の fE^。 

〇 荒海の 障子 —沽^ 殿の 获 

の戶の 前の 鹿 腐 に ある 銜立 

障子。 荒海の 濱で 手長 足 長 

の 者が 魚 を 捕る 粉 を 描いて 

ある。 雷神の 力が 衰 へ て こ 

れ.^ リ內へ 入る ことが 出來 

ない ので ある。 


鼋 


四 二 


そ-つじ や- 


見え さ せ 給 ふが。 不思議 や 偕 正の へ ヮキ へつ かくと 

寄 =0。 お はする 所 を 雷 恐れ て 鳴ら ざり ける こそ 

化 (と 脇 正面の 裹に上 リ袖を 被き て 下に 居 =0。 七 糸お^ 

そ うじ やう  こう ？ でん  かふ なり 

に儈正 あ れ ば (ヮ キ 立ち 脇 正面へ 行く： T 弘徽 殿に 神 鳴 

す る (と 立ちて 拍子 を跻み ：}。 弘徵 殿に 移り 給 へ ば淸凉 


^ん い； >づ ちな 


殿に 雷鳥る (と ヮキと 反對に 脇座煢 に 飛 上リて 拍子 を^み〕。 W 

凉 殿に 移り 給 へ ば梨壶 梅壶 (脇 正面杂 に 飛 上リ常 叱に 飛 

ひる  i よる  おと ク  ゆ  ち が  めぐ 

下リ： >。 晝 の 間 夜の 御殿 を。 行き 違 ひ 廻り あ ひて c と 

ヮキ にっき 廻り ) 0 われ 劣ら じと、 祈る は份 日正嗚 る は 

いかづち  も •  お 

雷 (ヮキ ず シ テ £子路 み y 揉み あ ひ 揉み あ ひ 追つ か 

け 追つ かけ 互の 勢 ひ譬へ ん方 なく 恐ろ しかり 

サる 有樣 か.^  (と ヮキを 脇 座に 追 込みて 橋懸 にて 袖 被き 下に W 

せん じ 3 だらに  &  たよ  か & なり  っ^ 

J  。千 手 陀羅尼 を滿て 給へば。 雷鳴の 壺に もこ 

ら へ ず c と 立ち 海の 障子 を 隔て qis へ 人 "：}。 これ 

まで なれ やゆる し 給へ。^ 法 祕密の 法 味に预 か 


そ し て 、 佾 正が 紫お 殿 に K ら れ ると、 

0 は 臥徽 殿で ぬり >  ^^が 弘徵殿 に 移 

られ ると、 流凉 殿で -££ が^る。 |3 正が 

また 淸凉 殿に 移られる と、 おは 梨壺で 

鳴り、 かう して^ は 梅- 1、 或は 浚の 御 

座、 或は 夜の 御殿と >  佾 正と 神と は 

行き 違ったり 廻り 合ったり して、 佾正 

が 祈れば、^ はこれ に 劣らず 鳴り渡り、 

互に 揉み合 ひ， 追つ かけ 合って、 その 

兩 方の 勢 ひ は iU やう もない 恐ろしい 

有樣- てあつた。 


しかし、 佾 正が 千 手 陀羅尼 を み 終ら 

れ ると- さすが の 雷神 も 威力が 衰 へ て 、 

雷鳴の 壷に も 居た > まらず、 荒海の 隙 

子に 隔てられながら、 

W 神 「もう 吸り 驢 ぎません. どうぞお ゆる 
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文閗勅 〇 も 神 太 を をつ 年 〇密〇 
はえ 使 生 の 號政安 つて 八 天 の 間 
解て をき と を 大樂 け 社 月 滿 法 法 
說來 賜て 思 も臣 寺た 殿味大 を 祕 

にた はの ひ 天 をに c を 洒 自閉密 

揭 詩つ 恨 誤 皇贈遣 一 建 安在 き の 
げ のた みっか リは條 て 行 天 味 法 
た 句 時 I たら 給し 天 、が 神 ふ 味 
。 。 '安の 賜う 、皇 こ祌 i こ I 
そ天樂 ではた 正 がの 託延 と 眞 
のよ 寺 あつの 一 勅 祌に喜 。言 
仝り にる たで 位 使 號ょ五 秘 


善 卿の 第一 11 子な り。 一 さても われ 延朝 元年に。 大富 天神の 祌號を 賜 はる。 その 君恩の 惠みを 普く。 『道 ある 御代の。 ぁリが たさよ。 地 『その 

時 虚空に 膂絃閗 え。 その 時 虚空に 昝絃 聞え。 祌 さび 渡れる 折から なれば 舞曲 を 奏して。 舞 ひ 遊ぶ。 早 舞。 地 『風雅の 舞曲 も 時 過ぎて。 風 

雅の 舞曲 も 時 過ぎて。 光 を 四方に 天滿 てる。 神靈北 野に 移らせ 耠 ふ。 げ にあり がた ゃ祌と 君。 國 土 安 仝 長久と： 幾千 代まで も榮 うる 箱 

の。 幾千 代まで も榮 うる 春の。 神の 末 こそ C 久し けれ) 

古謠本 (元 祿八年 本) 

〔=1】 クセ 「幼 かりし そ I ゆ lie 元當 時) は .：•： 【四】 ヮキ 「われ この 世に ての (元 ナシ〕 望み は 叶^^ (元 ひて 險) …… 【六】 地 一 a ひ， s ら 


り 帝 は 天滿大 自在。 天神と 贈官 を。 菅丞 相に 下 

されけ れ ば 9 に 居て 正面に 辭儀ヾ S しゃ 生きての^ 

み (と 立ち) 。死しての 悅び これまでな りやこ れ ま 

で とて S 懸へ 行き T 黑雲 にう ち乘っ て 虚空 に 上ら 

せ 給 ひけり 

と乘リ 込み 飛び 廻り 袖 を 被き て^む-」 


し 下さ い。 祕密 «; 言の ありがた い 御 法 を 

伺った 上、 帝から 蒈 丞相へ 天滿大 自在 天 

神と お贈り 賜 はった のです から、 實に嬉 

しう ございます。 生前 は 恨めしく 思った 

が、 死後 この 悅びを 得ました。 ではお 暇 

します」 

といって >  黑 雲に うち 乘 つて >  空に 上 

つてし ま はれた。 


〔考 異〕 

諸 流 (觀 寳剛 喜) 

喜 は觀と 略 同じで あるが、 寳生 は、 〔四： J. ヒア 「われ この 世に， g …一 以下 シテ 「その 時 丞相 姿 俄かに 變リ 鬼の 如し」 まで を、 (シ テ 「さて U 

われ 無實の 罪 を 蒙る 事。 偏に 時 平の 讒奏と 思 へば。 恨み は 今によ も盡 きじ。 ヮキ 「げ にげに 仰せ は 理なリ と。 いふよ リ 早く 色 か はリ) と改 

め、 後段 〔五】 以下 は 全く 左の 通リ 作り 替 へた。 

o キ 『猶も 奇特 を 松 梅の。 ^も 奇特 を 松 梅の。 色香 妙なる 音 樂の。 閗 ゆる 事 ぞぁリ がた き閗 ゆる 事ぞ ぁリ がた き。 後ジチ 『抑 もこれ は。 f 


？  雹  ョ 三 p  P 

，  ほ  llllm  ； 


せん 入々 よ ；… 千 手 (元の) 陀羅尼 を 


■c  i: つ i、  A 

#  4Ji  SZ 觀 (寳剛 立つ 


羅生門 


解 說 

【能 柄】 五番 目 二 段 劇 能 

【人物】 前ヮ キッレ 源^ 光、 前ヮ キッレ 保 unru 光. 季 

武， 公 時， 前ヮキ 渡邊 綱、 狂言 綱の 從者、 後 

ヮキ 渡邊 綱、 後シテ 鬼神 

【所】 第一 段 京都 賴光 館、 第二 段 n 羅化門 

【時〕 平安 盛期 春 (二 月) 

【異 稱】 〔綱〕 ともい ふ。  . 

【作者】 能 本 作者 註文、 二百 十番 謠目錄 ともに 觀世小 次郞の 作と す。 言 

繼鄉 記に 天文 元年 四月 二十 九日 演 能の ことが 見えて ゐる。 

【梗概】 源賴 光は大 江山の 鬼神 を 平らげた 後、 常に 保 昌，貞 光 ，季武 .綱* 

公 時 等の 勇士 を 集めて ゐ たが、 今宵 も、 春雨の 降りつ ^く 徒然に、 こ 

れらの 武士に 酒を勸 めて >  何 か 珍しい 話 はない かと 尋ねる. と、 保昌 

が、 近頃 羅生門に 鬼神が 住んで ゐ るとの 噂が あると い ふ。 綱 は 間き^ 

めて、 さやうな 事の ある 害がない と保昌 をた しなめ る。 互にい ひ^つ 
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Ill  0 生 門  il 三 三^ 六  

て、 結局 綱 は 人々 の 引き留め るの も聽か ず、 頼 光から 證據の 札 を 貰って、 羅生門へ 檢 分に 行く。 その 夜の 明け方， 綱 はた^ 一騎 羅生門へ 

來て、 礼 を 壇上に 立てて 歸 らうと すると、 鬼神が 兜の 婭を つかんで 引き留める。 さて こそと 綱 は 太刀 を 祓いて.^ 祌 と^り 八：； ひ、 鬼 祌の片 

腕 をう ち 落した ので、 鬼祌は 恐れて 空へ 逃げ 上り、 綱 は 武^ i を 轟かした。 

【出典】. 平家物語 劍の卷 に、 〔鐵 輪〕 の 解 說に擧 げた、 熟 公 柳の 女が 嫉妬の 餘り、 中 K 船の 社に 丑の刻 詣 をして 鬼女と なった 事 を 記して、 

その 比、 攝津守 頼 光の 內に、 綱 • 公 時， 貪 道 • 末武 とて 四 天 を 仕 はれけ り。 中に も 綱 は 四天王の 隨 一 なり。 武^ g の *w とい ふ 所に て 

生れたり ければ、 美田 源 次と ぞ 申しけ る。 一 條大宮 なる 所に 頼 光 聊か ffli* ありければ、 綱 を 使者に 逍 はさる。 夜陰に 及びければ、 鬚 切 

を 佩かせ 馬に 乘 りて ぞ遣 はしける。 彼處に 行き 尋ね > 問答して 歸 りけ ろに、 一條 堀川の 屍 橋 を 渡りけ る 時 >  ^のつ めに 齢 二十 餘と 見え 

う * ゥ きせ 

たる 女の、 膚は雰 の 如くに て、 誠に 姿 優な りけ るが、 紅梅の. 打 着に 守 懸け、 佩帶の 袖に 經 持ちて、 人 も 具せ ず、 た^ 獨 り 南へ 向 ひて ぞ 

行きけ る。 綱 は 橋の 西の つめ を 過ぎけ る を、 はた/ \ と 叩きつ i 「や、 何 地へ おはす る 人ぞ、 我等 は 五條 わたりに 侍り、 頻りに 夜更け 

て 恐ろし、 送りて 給 ひなん や」 と 馴れく しげに 申しければ、 綱 は 急ぎ 馬より 飛び下り、 「御馬に 召され 候へ」 とい ひければ、 「悅 しく こ 

そ」 とい ふ 間に、 綱 は 近く 歩みより て、 女房 を搔 抱きて、 馬に 打乘 せて、 堀川の 東の つめ を 南の 方へ 行きけ るに ：•：• やがて 殿し かりし 

姿を替 へ て、 恐ろしげ なる 鬼に なりて， 「 いざわが 行く 所 は 愛宕山 ぞ」 とい ふま、 に、 綱が 髻を摑 みて 提げて、 乾の 方へ ぞ 飛び 行きけ 

る。 綱 は 少しも 騷 がず、 件の 鬚 切 を さっと 拔 き、. S ざまに 鬼が 手 を ふっと 切る。 綱 は 北渺の 社の 廻廊 の^の 上に どうと 落つ。 鬼 は 手 を 

切られながら， 愛宕へ ぞ 光り 行く。 

と あるに 據っ たもので、 この 戾 橋の 鬼女 を 羅生門の 鬼 Li 代 へ たの は、 羅生門 は 今昔 物語 卷ー 一十 四 「玄象 琵琶 爲レ鬼 被レ取 語」 その他に 腿 -- ^ 

の栖 として 傳 へ ら れてゐ ろの を 取り合 はせ たもの. てあらう。  - 

【槪 評】 この 曲の 原據、 平家物語の 記事で は、 綱 は 一時 戾 橋の 鬼女に 誑される ので あるが、 それ を、 酒宴の 場の 言葉 爭 ひから、 1 つに は 君 

の 御爲と 思って、 堂々 と 眞偽撿 分に 出かける ことと したの は、 作者の よ い 働き. てあつた」 第 一 1 段の 鬼神 返 治 は 勿 論杂 壯 であるが、 殊に 第 

一 段酒实 の 場に は、 武士の 面目が 躍如と して ゐて、 誠に 爽快な 感を與 へて ゐる。 謠曲 はすべ て シテを 中心とした もの-て あるのに、 本 曲で 

に 大部分 ヮキ. ヮキヅ レの 演奏と なって ゐ るの は 珍しい こと-て ある。 


【 I 】 


Q 花の 都— 花 は^の 花と 都 

の 美 稱と兩 意 を 兼ねた。 

〇 風 も 音せ ぬ— 太平の 相。 

王充の 論銜に 「太平 之 世、 

五日 一風、 十 口 一  雨、 風不 

レ鳴 レ條」 

〇 源の 賴光— 源滿 仲の 子。 

圓融 • 花 山 • 一  條丄 |1條.後 一 

條の五 朝に 仕へ、 左 馬權頭 

正 四 位下に 昇った e 武勇 を 

以て 閗 えた 人 。〔大 江山〕 〔土 

蜘蛛〕 参照。 

〇 丹州大 江山 I 賴 光が 保 昌 

等と 共に 丹 波 丹 後の 國 境に 

ある 大 江山の 鬼祌を 退治し 

た こと 〔大 江山〕 に 作、 りる" 

〇 良 光、 季武、 綱、 公 時— 

所調賴 光の 四天王、 碓井离 

光 • 卜 部 季武， 渡邊綱 • 坂 田 

公 時。 ^光 は 諸 書に 定逍と 

ある。 綱 は 源融の 玄孫、 敦 

の 子。 

〇 參會— 會合。 

OE: 海の 安危 は— 和漢 朗詠 

集白樂 天百鍊 鏡の 詩句 「四 

海 安危 照 n 孥內 T 百 王理亂 

懸ニ 心中 こ 百 王 は 諸侯。 天 

下 諸侯 S 安危 治亂を 見る こ 

と 鏡の 如き 聖 天子の 御代 を 

祝った ので ある。 

〇 久方の —空の 枕詞。 御影 

は 久しと いひ かけた。 


羅 ■ 生 


【I】 

第 一 段 

ヮキヅ レ S5S 賴光、 ヮキゾ レ保昌 • 貞光 • 季 武 . 公 

時、 ヮキ 渡^ 網、 登場 o 網 以下 保昌筝 は 主人 賴光 

の 招き を 受けて、 その 館に 集まる 想で、 

ff| 「天下 泰平で， 花の 都の 春 景色が 實 

に のどかな こと だ」 

ミ^ 第 を 謠 つて 御代 s 泰平み-祝 ひ、 頼 光 は、 

頼 光 「自分 は源賴 光です。 さて 先達 丹波國 

大 江山の 鬼神 を 退治した 後 は、 いつも 良 

光. 季武. 綱 人ム時 な どの 人達と 寄り集ま 

つて ゐる こと だが、 殊に この頃 は 晴れ n 

もな く 春雨が 降り 續 いて 氣づ まり だか 

ら>  今日は この 人達に 酒 を 飲ませようと 

思 ふので す」 

•/J 見物人に.；： 《r し雜介 をし、 

頼 光 「大君の 御咸德 によって、 天下の 危難 

も 忽ちに 平らげられ、 國 の亂れ もた やす 

く 治まる の は、 ほんと にあり がたい こと 

だ」 

く. -S 言 を いふ。 網 • 保昌等 は、 

§ 「御 恵みの 深い 大 君の 御稜 威に よ つ 
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【 I 】 

次第の 皤子 にて、 ヮキヅ レ源賴 光、 黑風折 烏帽子 • 着 附 厚板， 

畏？ 白大 口 • 腰帶 • 扇* 小刀の 装束に て 金 札 を 懐中し、 ヮ キ 

グ レ 保 EI.X 光 .季 武人 ム時、 侍 烏帽子. 着 附厚根 *掛 直垂. 白大 

腰帶 ，扇. 小. 刀の 裝朿、 ヮキ渡 邊辋、 保 負 光 等と 同樣 

の 装束に て 舞 _壶 に 人 リ向合 ひ、 . 

駕. v# お 次第 『治まる 花の 都と て。 治まる 花 の 都と 

て 風 も 音せ ぬ 春べ かな 

地 取に 賴光は 正面に 向き、 (その他の 者 は 下に： W リ) 

賴光 「 これ は 源の 賴 光と はわが 事な り。 さ て も 丹 

しう お ほ え やま  ？ じん した^  かた さ だ ふつ すゑ たげ 

州大 江山の 鬼神 を從 へしより この 方。 貞 光季 武 

綱 公 時。 この 人 々と 日夜 朝 暮參會 申し 候" 殊更 

こ の 程 は 晴れ間 も 見えぬ 春雨に て 候 程に 。酒 を 

す .  * ん 

勸 めばやと 存じ 候 

賴 光サシ 『ありがた や 四海の 安危 は 掌の 中に 照ら 

はく わう  り らん  こ * ろ  うち  か 

し。 百 王の 理亂は 心の中に 懸けたり 

と謠 ひながら 向 合 ひ、 (ヮ キ* ヮ キヅレ 立ち) 

上 歌 『曰 S* り なき。 君の 御影 は 久方の" 君の 御 


I  *1 門 


〇 七 つの 道—^ 海 • ま 山 • 北 

陛* 山^, 山 陽. 南海 • 四海の 

七逍。 以下、 八洲、 九重と 

數宇を 重ねて 文の あやとし 

たじ 

〇 八洲— 日本の 別名。 

〇 九重 I 帝都。 


【二】 

〇 面々 —各々 方 、皆の 人達。 


〇 今 口 も 暮れぬ と— 拾遗 第 

讀 人知らず の 歌に 「山寺の 

入相の 鎵の難 毎に 今日も^ 

れ ぬと 閉くぞ 悲しき」 新 古 

今 集 和 泉 式部 8 歌に 「暮れ 

ぬ め リ 幾日 を かくて 過ぎぬ 

らん 入相の鐘の ？ ぐと 

して」 

〇 つくづくと^: の ながめの 

{K しき はし 9 ぶに 障 ふ 軒の 

玉 水— 新 古今 集 大佾正 行璲 

の 歌。 鐘 をつ くと いひ かけ 

て こ の 歌 を 引 いた 「ながめ」 

は 長雨と 眺めと を 兼ねた。 

「しのぶ」 は 軒に 生える 忍 草 

〇 とりどり— それ，， ？。 盃 

を-取 リと いひ かけた。 


..II 


影 は 久方の。 空ぞ の どけき 春雨の。 苦 も靜 かに 

& ャこぢ  な1  き。  す" 一  し&  な ふ  おと 

都路 の。 七つ の 道 も 末す ぐに。 八洲の 波 も 音せ 

ぬ 九重の 春ぞ、 久しき 九重の 春ぞ 久しき 

賴光 「ベ 洲の波 も 音せ ぬ」 と 正面に 向きて 先へ 出で またもと 

へ 歸リ、 「九重の 春ぞ 久しき」 と謠 ひながら 一 同 脇 咴 の 方 へ 行 

き、 賴光は 脇^ にて 床几に か、 リ、 他の ヮキ ヅレは その 次に 

順々 に 坐し- ヮキ は名乘 痰に 坐す。 

【二】  めんく 

親 光つ ハ，^ に 面々 (と ヮキ へ 向き ヮキ賴 光に 辭依〜 さした る 

興 も 候 は ね ど も。 こ の 春雨の 昨日 今日。 晴れ間 

も 見えぬ つれづれに。 『今日 も 幕れ ぬと 吿げ渡 

る。 聲も 寂しき 入相の鐘 

よ &  さ & 

地上 歌 『つくづくと 。春の ながめの 寂しき は。 春 の 

ながめ の 寂しき は C ヮキ右 の 方へ 向き ヾ しのぶに 傳ふ 

(と见 や =0。 軒の 玉 水 音す ごく。 ひとり ながむ る 夕 

と もな  か. 1 一  もろ び と 

まぐれ S を 開き 7 伴 ひ 語ら ふ 諸人に OS を £ みて 立ち：/」 

御酒 を勸め て 盃 を C 賴 光へ 酌 をし ヾ とりどり なれ や 


  ：ー 一  ！ニ  m 八  

て、 夭下靜 謐、. S もの どかで， 降る 春雨の 

音まで が靜 かで、 都の 町々 はい ふまで も 

なく、 日本 全國、 國の 端々 まで も 御仁 政 

の 行き 亘 つた、 誠に^ かなめで たい ^だ 」 

し 合 ひながら © 光の g に 着いた ほで、 0.0^ 

g 光の-; g./J なる o 


【二】 

S 光 「いや 各々 方、 別段 これと いふ 催し も 

な いの だが、 この 頃释 雨が 降り つに いて、 

昨 H も 今 n: も 晴れ 問が 兌えず、 何の 所在 

もな し、 そこへ 入相の 鏡が、 『また 今； n も 

暮れて しまった』 と 響き渡 つて、. ぼしい 

思 ひ をさせる の だ。 かう いふ^ 雨の 降り 

績く 時、 つく と 寂 しく 感じられ るの 

は、 軒の 忍 草 を傳っ て 落ちる 雨水の： W で、 

この やうな も. の湊ぃ タ暮、 li り ぼんやり 

して ゐ ろの もつ まらない から、 一つ 一緒 

に 話し合つ て、 洒 でも 飲まう かと 思つ て、 

お招きし たわけ だ。 全く、 御 H: 樣素 一 本 

の 武士が うち 解けて 洒盛 をす るの は、 倫 

快 だからな」 


〇 梓弓 ー 「や. 1 の 枕詞に 用ゐ 

た o 

01 つなる I 一  筋な。 1 徹 

な。 


〇 心の そこ ひたく —心の 分 

け 隔てな く。 

〇 つれづれと— 源氏物語 帚 

木の 卷に 「つれづれと 降 B 

基ら してし め や かなる 宵の 

雨に」 と ある を 引 いた。 

〇 雨 夜 5 物語 I 帚 木の 卷に 

雨 夜の 徒然に 源氏が 頭中將 

右 馬頭 等と 女の 品定め をし 

たの をい ふ。 

〇 しなじな— 種々 樣々。 雨 

夜の 物語に 女の 等級 を 品評 

したの を 承け て 「しなじな」 

といった ので ある。 

〇 深き 紅— 洒に醉 うて 顔の 

赤くな つたこと をい ふ。 

置 


梓弓 SEE に 酌 をと 。やた け 心の 一 つなる C 名乘 座へ 歸 

まじ  たの  .iiK  しゅ えん 

30 つ はもの の 交 はり 賴 みある 中の 酒宴 かな ハ と 

下に 居て 扇 をた、 む，.； 

0W クセ D 

地クセ 『田 5 ふ、. ：" の そこ ひなく。 ただう ち 解け て つ 

ふ  <  よ ひ  あめ  み 4* よ 

れ づ れ と。 降り 暮ら し た る 宵 の 雨。 これ ぞ雨夜 

の 物語 

賴光 『しな じな 言葉 の 花 も唉き 

に ほ  ふ ？i くれな _Q  おもて  ひとごころ へだ  た？ * 

地 『句 ひ も 深き 紅に。 面 もめで て 人心。 隔てぬ 中 

の戲れ は。 面白 や 諸共に。 近く 居 寄り て 語らん 

(と ヮ キ眞 中に 出て 下に 居る) 

【三】 

あま  さ &  よ  ほど  A な /\ ち こ 

賴光 (ヮ キ に) 「餘り に 寂しき 夜に て 候 程に。 皆々 近 

i  亡ん もの がた 

う 寄って 御物 語り 候へ 

かしこ **  お ほ  ほど 

ヮ キ 「田 冗 つ て 繁 (と賴 光に 辭儀 T 仰 t にて 笑 程 に C と 保 HS 

へ 向き)。 皆 々 近う. §: 參り候 へ 


羅生門 


賴 光-. かう して、 心に 思 ふが ま.^ を 分け 隔 

て なくう ち 解け て 話し合 ふの は、 それが 

しと/ \> と 雨の 降りっ^-く 夕暮 なの だか 

ら 、 1 寸 源氏物語 の 雨 夜の 品定 とい ふ感 

じ 力す る わ」 

頼せ， いや 全く、 かう して 話の 花 を 咲かせ、 

酒に 醉 うて は 顏を 赤く し、 心^きな く 遊 

ぶの は >  に 面白い もの だ。 さあ 皆、 も 

つ と 近く 寄つ て 話さ うぢ やない か」 


B 

頼 光 「實に 寂し い 夜 だ。 さあ 皆 近う 寄つ て、 

色々 面白い 話 を 聞かせて くれ - 

銅 「畏 りました - 

保 昌筝に 向 ひ、 

網 「各 々方、 御主の 仰せ だ か ら 御遠齄 に 及 

ぶまい。 さあ もっと 近くお 寄りな され」 

|  く M^- る？ 

三 三 ra 九 


PAH 


〇 九條— 京都^ 端の^ £ に 

通ず る逝リ C 

〇 羅生門— 正しく は搽 城門 

光悅 本に も羅狨 門と ある。 

京都 外郭の 正南に^ けられ 

た 門。 朱 雀： i の 南端に ぁリ、 

北端の 泶 雀 門 と相對 する。 

京都の 規模 は 餘リに 宏大で 

こ の邊は 人家の 少ぃ 淋し い 

所で あつ た。 

〇 保 CS— 藤 原致忠 の 子で， 

丹 後 • 大和 .掭津 守に 歴任し 

た。 赏は賴 光の 家臣で ない 

〔大 江山〕 に は 家臣と して ゐ 

な い。 

〇 筋な き亊 1 條现に 適 はぬ 

こと。 つま、.：' ない こと C 

〇 土 も 木 も— 太平 記 十六、 

日本 朝敵の 事、 紀朝 雄の 歌 

「草 も 木 も わが 大君の 圃な 

れば いづく か 鬼の 住家なる 

べき」 を 引いた。 

〇 粗忽— 輕卒。 


賴光 「いかに 申し 候。 こ の^ 珍しき 事 はなく 候 か 

y ふら ふ  一 ごろ ふ し ぎ  こと  ** ラ  で- リ 

S り さん 候 この 顷 不思議なる 事 を 申し 候。 九條 

の 羅生門に 鬼神の 住んで。 暮 るれば 人の 通らぬ 

上し  まラ 

由 を 申し 候 

ヮキ 「いかに 保昌" 筋な き 事な 宣 ひそ。 さすがに 羅 

生 門 は。 都の 南門な ら ず や。 土 も 木 も わが 大君 

の國 なれば。 い づくか 鬼の 宿と 定め ん と^く 時 

は" たと ひ 鬼神の 住めば と て 住ますべき にも あ 

らず。 かかる 粗忽なる 窜を 仰せ 候ぞ 

保，， リ. さて は 某 僞りを 申す と 思し召し 候 か。 こ の 

事 世上 に^れなければ 中すな り。 まこと 不審に 

思し 召さば。 今夜 にても あれ かの 門に 御出で あ 

つ て。 眞か僞 りか 御覽 候へ 

それがし ま ゐ  もの  JH ぼ  め 

ヮキ 「さて は 某參る まじき 者と 思し 召され 候 か。 

その 儀に て 候 はば。 ゲ夜か の 門に 行き。 ほか 偽 


5.3  1 1  

s 光-. どう だ、 近 何 か 珍しい こと はない 

力」 

保 il さやう. て ございます。 この £ ^小^^ 

な^が ございます。 九條の 羅生門に.^ 祌 

が 住んで、 恐ろしい ので、 日が錄 れ 、ば 

人が 通 らな いとの 事で-、 J ざ い ます 」 

綱-, これ 保昌、 馬鹿な こと をい はるな。 羅 

生 門と い へば 都の 南門で はない か。 古歌 

にも T 土 も术も わが 大君の 阈 なれば、 い 

づくか 鬼の 宿と 定めん』 と 申す ではない 

か C. ^とひ 鬼神が 住まう としたと ころで、 

住まして なる もの か。 その やうな 輕卒な 

こと をい はれる もので はない わ」 


保昌 「それで は、 ，11 分 をう そ をい ふ ものと 

でも 思 はれる のか。 この 事 は 世間に 知れ 

渡った 話 だから 申す の だ。 さう だ、 不審 

に 思 はれるならば、 早速 今夜の うちにで 

も、 あの 羅^門へ 行って、 うそ かほん と 

か、 兑て 來られ ろが よい わ. 一 

網 「何ぢ やと、 それで は，：：！： 分が よう 參るま 

いと 思って 居られる のか。 それならば、 

早速 今夜 あの 門へ 行って、 うそ かほん と 


〇 しるし— 證據の 品。 

〇 ささ へ— 抑へ 止める。 


〇 野心— 不快の 心と いふ ほ 

ど の 意。 


〇 ^奥の 安達が 原— 人の 心 

を 見る と いひ かけ、 拾遗集 

平 兼 盛の 歌 「i! 奥の 安達が 

原の 黑 探に 鬼 こもれり と閗 

く はまこと か 一 を 引いた。 

安達原 は 岩代國 安達太良 山 

の 麓 〔安達^〕 參照 C 


りか を 見 候べ し。 しるし を 賜 はり 候 へ 

『満座の 輩 一 同に。 これ は無& とさ さへ け 


り 


ヮキ 「いや 保 昌に對 し 野心 はな けれども。 一 つ は 

きふ  おんため  た  まう 

君の 御爲 なれば？ 敏 光に 辭き 4 しるし を 賜べ と 申 

しけり 

賴光 「げ にげに 綱が 申す 如く。 一  つ は 君の 御爲な 

れば。 しるし を 立てて 歸 るべ しと S 巾よ リ佥札 を 取 

出し： >。 『礼 を 取り^で 賜び けれ ば？ ヮ キ へ 差 出す) 

綱 上 歌 『綱 はしる し を 賜 はり て (と賴 光の 前に 出て 金 札 を 

受取り) 

_,| ザん た 

地 『綱 はしる し を 賜 はり て？ is 'へ 下り y 御前 を 立 

つて 出で ける が (と 仕手 へ 行き r 立 ち歸り 方々 は 

(と ヮキダ レ へ 振 返 H0 。人の、.： b を 壁 奥の (と 脇 座の 上 を 見上げ)。 

安達が 原に あらね ども。 こもれる 鬼を從 へ ず は。 


か、 見て 来よう。 何なりと 證據 にす る 品 

を 下さい」 

これ を 聞いて、 光 等 その 座に 居 合 は 

せた 者が 皆、 

I ネ それ はつ まらない こと だ」 

と 留めた C 

0, い や 保 昌に對 し て 別段 意 地 を 持つ の 

ではない が、 その. 實否 を檢 べるのが、 一 

つに はわが 大君の 御爲 だから， 是非 證據 

にす る 品 を 下さ い」 

といった。 

賴 光-いかにも 綱の いふ やうに、 一つに は 

わが 大君の 御爲 だから、 證據を 立てて 歸 

る 力よ 力ら う _ 

といって、 札 を 取り出し て 綱に 與 へ ら 

れ ると、 綱 はこの 證據の 品 を 戴いて、 

賴 光の 御前 を 退いた が、 また 立ち 歸っ 

て 来て、 


綱 「各々 方、 私の 心 を！^ て 下さい C こ  >- は 

陸 奥の 安達原で はない が、 この 都の 内に 

鬼が 籠って ゐ ると 聞いた からに は、 これ 

を 討ち 平らげない 以上 は， 二度と お 目に 

か ありますまい。 ではお 暇 致します」 


羅生門 


三 三 五 


〇 梓弓— 引きの 序。 

〇 やた け 心 —矢 を いひ かけ 

た G 


【問】 


〇 聊爾 なる— 釉忽 な。 輕卒 

な o 


§乂 また V に SEE へさし y 面 を 向く る 事 あら じ C ヮ 一 と、 一度い ひ 出して は 後へ引かない 武 

士の 1 途な心 は、 勇ましい ものである。 

i これまで なり や 梓弓 (賴 光に 手 をつ き )0 引  一 US きに 赴く  i  ： ： 

き はか へ さじ 武士の^と 立 5。 やた け心ぞ 、恐ろし 

き やた け、 し ぞ ゆしろ しき 

と 舞^ 先へ 行き 右へ 廻リ、 早 鼓に て屮 入。 賴光 以下 ヮキヅ レ 

一 同も績 いて^に 人る。 

ョ】 早 鼓に て、 狂言 »の 從者、 着 附^ 熨斗 上下 • 脚半 • 腰帶 の裝^ にて 杖 をつ きて 出で、 名乘 

お-.. - 立ち、 

狂言 「かやう に 候 者 は。 渡邊の 綱の 御 h に 仕へ 申す 者に て 候。 唯今 これへ 出る 亊餘の 依に あらす。 さ 

つ はもの 

て も賴光 雨中 S 徒然の 餘り。 兵 を 集め 給 ひ 御酒 婪の なされ。 仰せ 出さる、 様 は。 都に 於て 何事 か 珍 

しき 事 や あると 御 尋ね 候へば。 そ S 時 保昌& され 候 は。 この 程 京 i の咄を 承り 候へば。 柬 寺の 羅生 

門に 鬼神 住んで。 日暮れば 人 を 通さぬ. E 御 巾し 候へば。 糗 うだる 人 申さる、 は。 御前に て聊爾 なる 

事 を 御 申し 候 もの かな。 たと へ 鬼神の 住めば とて。 方々 我等の これに 居て 住ませて 置くべき か。 日 

の 本の C にさへ 置く まじき に。 殊更 都の 內には 思 ひも 寄らす。 近 喊聊爾 を 御 巾し 候と。 苦々 しく. £■ 

されし かば。 保昌さ て は 某 御前 に て 無き 事 を 申す と 思し 召す か。 唯今 にても 羅牛： 門へ 御出であって。 

眞か僞 りか 御覽 候へ と. & されし かば。 賴ぅ だる 人。 さて は 某參る まじき 荞 と御覽 じさ やうに 御 巾し 

候 か 。今更 保昌に 遺恨 はな けれども。 一つ は 君の 御爲 なり。 fl 生 門へ 參り 様子 を 見 申すべし。 しる 

し を 賜 はり 候へ と 御. &し 候へば。 満座 S 人々 も 一同に。 これ は 無 川と 申され けれども。 轵光は 綱の 

心中 尤もと 思し召し。 しるしの 札 を 賜 はり 唉閒。 撗ぅだ る 人 唯へ 「より 羅生門へ 御出で 候。 なん ほう 


【四】 


〇 假 初の— 一時の、 當 座の。 

〇 物の 具 ilgr 

〇 肩に かけ— 趙を 着る こと 

〇 同じ 乇 9 兜— 宅 は絨の 

糸 ぁヅ. 条 糸 丄 LEL. ^ゾ糸 

で 辍ぢた 兜 C 

〇 重代の —先龃 から 代々 傳 

は つ て來 た。 

〇 たけなる 馬— たけの 高 い 

馬。 

〇 舍人— こ 、では 馬の 口 取 

の 如き 下人。 

〇 二 條大宫 ー 京都の 西北 部 

である C 

〇 南 がしら に —馬 の 頭 を 南 

こ. §- ナて C 


荒け なき 口論に て 候。 誠に 天下に 丘ハ 多し と雖 も。 賴 光の 御 に 綱 保吕貞 光季 武 この 四 人 は。 隱れも 

なき 兵に て 候。 さる 間糗 光も賴 もしく 思し 召す 御 事に て 候。 (脇 正面に 向き) や あく 何と. &す ぞ。 御 

供 はいらす た V 獨り 御出でと. a. すか。 それ は 一段の 事ぢゃ (と 正面に 底し〕。 總 じて さやう の 所へ 行け 

ば。 肝 を 消す 事が あると 申す によって。 これ は 幸 ひな 事 ぢゃ。 さりながら もし 御 尋ね も あらば。 こ 

れ まで 參 りたる 由 御 申しあって 給 はり 候へ。 その 分 心得 候へ く 

とい ひ て 幕に 入る。 

後見、 ー疊臺 を 大小 前に 出し、 引 廻 を 掛けた る 小 宮を臺 の 

右側に 載す。 

一 萆の離 子に て、 後ヮ キ渡邊 網、 黑頭 • 鍬 形. 白 鉢 卷. 着附厚 

板 • 法被 • 半切 • 腰帶 • 太刀の 装束に て 金 札を懷 中し、 鞭 を 持ち 

て 橋懸に 出で 一 の 松に 立ち、 
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キ 『さ て も 渡 邊の綱 は。 ただ 假 初の 口論に よ 

鬼神の 姿 を 見ん ため に。 物の 具 取つ て 肩に 

かけ。 同じ 毛の 兜の 緒 をし め。 重代の 太刀 を 佩 

き 

むま  の  とねり 

地 『たけなる 馬に うち 乘っ て？  一二 一一 足 出 3。 八 古人 を 

つ  た^-  さ  しゅくしょ  い  で- フ お ほ 

も 連れず 唯一 騎 ハと 元 S リヾ 宿所 を 出で て ニ條大 

宮を。 南が しらに 歩ませけ りハと 二足つ めリ 


【四】 


第二 段 

後 ワキ^ 綱、 武装 へ て^ 場。 


さて、 渡邊綱 はた V 一  寸 した 口論の 結 

果、 鬼神の 姿 を 見る ために、 鎧 を 身に 

つけ、 これと同じ 色の 絨絲の 兜の 緒 を 

しめ、 先祖 傳來の 銘刀 を 佩き、 逞しい 

大きな 馬に 乘 つて、 馬の 口 取な ども 連 

れず、 た に 一 騎で家 を 出で、 一 一條 大宮 

を 南へ とって 進んで 行った。 


羅生門 


羅生門 


〇is- 寺 I 大宮の 西、 八條の 

南に ある 眞言 宗總 本山 金 光 

明 I： 天 王 敎王護 11 寺。 

〇 九條 おもて— 九條： 迎リ。 


〇婭— 兜の 鉢の 左右 及び 後 

に 垂れて、 頸 を 被 ふ もの。 

〇 す はや— 驚いた 時に 發す 

る 感動詞。 


地上 歌 『春雨の。 音 も頻り に更 くる あ の c と 拍子 を 踏み r 

音 も 頻りに 更 くる 夜の。 鐘 も 聞 ゆる 曉 に。 東 寺 

の 前 をう ち 過ぎ て (と 舞な： に 人り ヾ 九條 おもてに う 

つ て 出で に 立ち y 羅生門 を 昆^ せ ば c 作物へ^ 

ものす さ i  みめ お  に はふ 

きヾ 勿 凄 し く 雨 落 ち て (一-止 0 に 出 で 上 を M)。 我 かに 吹 

か ザ  お. U  こま  す *  .M かい" 4  k 

きくる 風の 一昔 に。 駒 もま ま .す (物 をう ち)。 .Ini? 靳. 5 

し。 身ぶ る ひして こ そ 立 つ たり けれ ( と 鞭 をう ちて 名 

乗 座に 立つ〕 

地 『その 馬 を。 乘り はなし (と 右足 を 上げお よ "下 リる形 

をして 鞭 を扮て y その 時 馬 を。 乘り はなし。 羅生門の。 

石 壇に 上り c と  一 に 上り y しるしの 札 を。 取り出 

だんじ や- r- た  お  かへ 

だし C と金-札 を 作物の 中に 人れ/壇上に 立て 置き 歸 らん 

とする に。 後より 兜 の^を 摑んで 引き留めけ れ 

ば (後見 ヮキ の 黑頭を 引-y す はや 鬼神と. 太刀 拔き恃 

つ て c 太刀 を拔き y- 斬らん とする に？； を 斬 "y ずり た 


春雨の しと/ \ と 降りしき^ © 夜中に 

家 を 出て、 -1 の 鐘の^る^^ 寺の 前 を 

過ぎ、 九條 通りへ 出て、 羅生門 を兑渡 

すと、 雨 はもの^ く 降り、 風 も 俄かに 

烈しく 吹 い て來 て、 馬 は 進まず、 た ビ 

高 嘶きして、 身 S ひ をして >  立ちす く 

んだ。 

ミ BS 生 門へ 着いた 態で、 舞 _« ば弒 4e!> なり、 羅 

^門 の 作物が 出て ゐ る。 


その 時、 綱は瑪 を 飛び降りて >  羅^門 

の 石 壇に あがり、 證據の 札 を 取り出し、 

壇の 上に 立て 谡 いて 歸 らうと すると、 

後から 兜 の^を 摑んで 引き留める もの 

が あるので へ 「さて は.^ 祌 だな」 と、 太 

刀を拔 いて 斬らう としたが、 兜に 手 を 

かけられ たので、 綱 は 思 はず 兜の 緒 を 

引きちぎって、 壇： から 飛び下りた。 
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つ を，， シテ^ を 下 リ，) 。飛び違 ひち やうと 斬る、 斬られ 

てきみ つ く を OS に 形 をし ヾ拂 ふ劎に 腕う ち 落さ 

れ、 ひるむ と 見えし がわき っぢ にの ぼり： 虛空を 

さして。 あがりけ る を (と シテ手 を 斬、 りれ て^に 走り 入 リ)。 

^ひ t 仃け ども ilfi ひハヮ キ靈£ ひ行ミ 時節 を 

待ら て CIS へ J7y 又 取るべし と S へ 上 =0。 呼ば は 

こる 一  き】  おに ほ  ヽ £  ：  ノ O お^- 

る聲 も。 かすかに 聞 ゆる 鬼 M よりも ひ f マリり S 

ろし かりし。 綱 は 名 を こ そ。 あげに けれ 

と 太刀 を かたげて 名乘^ にて ^拍子 を K むリ 


〇 ひるむ— 氣 力が くじける 

よわる o 

〇 わきつ ぢ— 脇 築 土。 門の 

脇の 土塀。 

〇 ゆ 怖 を 待ちて— 鬼神の 詞 


0 かすかに 聞 ゆる— 鬼の 聲 

の 幽かに 閗 ゆる を 昔に M ゆ 

る 名高き との 意に いひ かけ 

た o 
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て 来たが、 裥. はこれ を拂 つて その 腕 を 

うち 落す と、 鬼神 は 一寸た. f ろく や、 つ 

に 見えた が、 忽ち 門 脇の. H 射に 上り、 

g を さして 飛び 上って 行った ので、 辆 

はこれ を 逍ひ驅 けたが、 鬼神 は黑^ に 

^を 掩ひ隱 して、 

鬼神 「よし また 時機 を 窺って、 取り返して 

やる ぞ」 

と 叫ぶ 聲 だけが 豳か に えて , 姿 は 消 

え 失せて しまった。 

シ ノア 鬼神 黑 S に 身 を隧す 想で 退場。 

かう して、 有名な 鬼神よりも なほ 恐ろ 

しい 力 を 持った 波邊綱 は、 勇名 を 夭 下 

に 揚げた のであった。 

ワキ^、 功名な^て て 退掛。 
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龍 虎觀 (喜) 


〔能 柄】 五番 0 複式 夢幻 能 

〔人物】 ヮキ 入唐 僧、 ヮ キッレ 從佾 (一一 人：)、 前 シ テ 

携 翁 (虎〕 、前 ッレ 樵 夫， 狂 言 仙人， 後ッレ 

龍、 後シテ 虎 

【所】 支那 

【時】 春 (無〗 季) 

【作者】 能 本 作者 註文、 二百 十番 謠目錄 ともに 觀世小 次郞の 作と す。 

【梗概】 日本 國中 を殘ら す遊歷 した 僧が、 更に 入唐 渡 夭して 佛法 流布 

の 跡 を 尋ねようと 志して、 筑前博 多から 便船に 乘 つて 支那に 渡る と， 

かなたの 竹林の 上に 黑 雲が 覆 ひか、 つて >  そら 恐ろしい 氣色 なので， 

折から 山 を 下りて 來た樵 翁に 「これ はどうし たこと. てあらう」 と 尋ね 

る。 すると- 樵 翁 は、 「あれ は 龍 虎が 戰 ふので ある」 といって、 龍 虎と 

もに 勢 ひの 盛んな 位の 高い もので あ ると い ふ 例證 を擧げ て 語り、 「も 

つ と 近く へ 行 つ て御覽 なさ い 」 と勸め て 、 自分 は 谷 陰 へ 下って 行く。 


虎 


六 〇 


僧は敎 へ られ たま、 に、 竹林の 近くへ 來 ると > 果して 山の頂に 黑 雲が 起つ て 金 龍が 降り、 竹林の 巌 洞から は 虎が 出て ^風 を 吹き出し、 龍 

虎 fis つ 盛んな 爭ひを 見せた 後、 龍 は 雲 中に 昇り、 虎 はまた 巖 洞に 歸る。 

【出典〕 龍 虎相搏 っ古阖 から 思 ひついて、 作者の 創作した もので あらう、 典據 とい ふべき ほどの もの は见 常らない C 

〔概評〕 虎 溪三笑 阖に據 つて 作った 〔三 笑〕 とともに、 畫題を 謡曲の 題材に 移した もの .て あらう。 そして 〔三 笑〕 が 常に 三人 鼎座 談笑の 脔を 

見る やうな、 靜 かな 和やか な 場面 を 作つ てゐ るのに 對し、 本 曲の 後段 は ど の 場面 を 切 りと つて 兌ても、 13 ましい 恐ろしい ^懷 虎擊 の ^を 

見る 感じ を與 へて ゐ ろので ある。 兩 曲と も畫 題に 據 つた 曲に ふさ はしい 畫 趣の 深い ものであるが、 〔三 笑〕 が靜 的で、 あまりに も 蜇 に 近い 

のに 比べて、 これ は 動的で ある だけ、 戲曲 らしい 變 化に 富んで ゐ るので ある C 龍 虎と もに 勢 ひの 盛んな ものであるから、 本 他 は 略 脇能と 

しても 取扱 はれて ゐる。  • 


【一】 


〇 法の 遒 にと— 法に 乘リを 

舍 ませ、 佛法 修行の 道と、 旅 

行の 道と を 兼ねて 緩った。 


【二 

次第の 離 子に て、 ヮキ 入唐^、  幅 子 • 涪附小 格子 • 能 水 衣. 

白 大口 • 腰 帶 数珠の 装束、 ヮキヅ レ從佾 一！ 人、 角 帽子， 

着附 無地 熨斗 縐水衣 ，白 大 口  • 腰帶， 数珠 の 装束に て 舞 

辜： に 入 リ向合 ひ、 

"キゾ1 次第 『法の 道に と 思 ひ 立つ。 法 の^に と 忍 ひ 

立つ。 波路 遙 けき 船路 かな 

地 取に ヮキは 正面に 向き、 

しょ こく  けん  そ-つ  じゃくねん  i5 

ヮき これ は諸國 一 見の 僧に て 候 一 われ 若年の 時 

よりも。 諸國 修行の 志 あるに より。 日の 本 をば 

のこ  み めぐ  またうけ たま； i  およ  ぶつ は； - る ふ 

殘らず 見廻り て 候】 又 承 り 及び たる 佛法 流布 


【I 】 


前 K 

舞 S は 初め 筑前 W 多で、 

^ケ隨 へ て^ #o 


キ人； w^、 リキヅ い 從 


Mr 佛 S の 修行 は 末 の ^ い 容易な ことで 

ない が、 その 爲に 出掛けようと 思 ふ 支那 • 

印度 へ の 船旅. も、 行 先の 貧に 遠 い こ とだ 」 

.A-次第を謠 つて、 船旅の 心： » な S. 一べ 、 

傦，. 私 は 諸國を 遊歴し てゐる 傲です が、 年 

の 若い 時から、 諸國へ 行脚 修行す る こと 

を 心掛けて ゐ たので ハ もはや わが 日本 國 

は殘ら ず 見廻って しまったの-てす。 それ 

で、 今度 は、 話に 閗 いて ゐた佛 法の 弘通 


〇 入唐 渡 夭— 支那に 行き 印 

度に 渡る こと C 

〇 博 多の 律 —统前 n、 今 福 

岡 市に 入る C 支那と 交^す 

る 要港で あつ た C 


0 大の原 八十 島 かけて— 風 

雅集小 野 簦の歌 「わたの 原 

ん 十 島. か けて 漕ぎ出で ぬと 

人に は吿げ よ 海 士の釣 舟」 

を nr- レた 

〇 不知火の 1 筑 紫の 枕詞り 

末 も 知らぬ と いひ かけた。 

〇 雲の 波. —波の 如き 雲。 ^ 

と 海と 相 接して ゐ るの をい 

つた。 


〇 行進 安穩— 旅 中 無事。 


〇江© 浦 を 隔て て— 和漢 朗 

詠 集 橘 直 幹の 詩句 「江 霞隔 

レ沛 人^ 遠、 湖水 述レ 天雁點 

を 引いた 

龍 


の 跡 を 尋ね。 入唐 渡 天の 望み あつ て。 この間 は 

九州 博 多の 津に 候處 に" よ き 便船の 候 間" こ の 

春 思 ひ 立ち 渡 唐 仕り 候 

とい ひて ヮキ ヅレ と 向 合 ひ、 

み 4*  はら や そ し *1  こ  い 

r ゾ1 道行 『天の原-八十 島 かけて 漕ぎ出 づ る、 - 八 十 

ふ な ぢ す么 しらね い  つ ,、 

島 かけて 漕ぎ出 づ る。 船路の 末 も 不知火の： 筑 

紫 を 跡に なし はてて。 行く へ に續く 雲の 波 霞 を 

分く る 海原に。 又 山 見え て 程 もな く。 はや 唐土 

に 1 きに けり はや 唐土に 着きに けり 

ヮ キ 「又 山 見えて 程 もな く」 と 正面に 向きて 先へ 出で またも 

と へ 歸リて 唐土に 着きた る 心。 道行 濟 みて 正面に 向き、 

うれ  y ふら ふ はる ぐ  f  ぶつ じん .3 ん 

ヮキ- あら 嬉し や 候" 遙 々と^-ひしに。 佛 神の 御 加 

一 ご  . かう ^ん もん のん  ふ はんつつ が  と たう 

護 もや あり けん。 行進 安穏に 布帆恙 もな く 渡 唐 

つか ft つ  こ , ろ しづ  ij ころ <\  けん  ん 

仕りて 候。 心！^ かに 所々 を 一 見せば やと 存じ 

こラ y. うら  へだ  じん ねん とほ  こ すゐ て 人 

候。 げに や江 霞 浦 を 隔てて 人煙 遠し。 湖水 天に 

連なって 雁點遙 かなり 。眺め やる 遠山 もとの 群 

虎 


した 古跡 を 尋ねる 爲に、 支那 .印 度へ 行き 

たいと 思って、 先達 來 九州の 博 多 港に 居 

りました ところ、 丁度 都合の よい 船. つ い 

でが あつたので、 この 春 思 ひ 立って 支那 

へ 渡る のです」 

ミ 見物人に 自己 雜介 をし、 

滑 「廣 々とした 海に 船出して、 幾つ も 幾つ 

も 島 を 通り過ぎ、 筑 紫の 方 を 遠く 跡に 距 

てて しまって、 どこ だか 見當 もっかない 

船路 を 進み、 なほ もさと 水と 相 接して ゐ 

る 霞の 中 を 漕ぎ 分けて 行って >  海の かな 

たに 又 山が 見え 出して 來 たと 思 ふと、 間 

もな く 支那に 着いた」 

W 船旅の 樣を述 ベて ゐる 問に、 やがて 支那に 着い 

た 想で、 舞 躉 は 支 * ミ なる。 佾 は上陴 した 想で、 


憎 「あ \ 嬉し い こと だ。 大變 遠い 所 だと 思 

つ て ゐた の に 、 神 佛の御 加護 を 賜 は つ た 

せ いても あらう、 道中 無事、 船路の 障り も 

なく 支那に 渡った。 ゆっくりと、 あちら こ 

ちら 見物し ませう- VA- あたりの 景色な 眺めて) C 

ほんと に、 詩の 句に 『浦に は 霞が たち こ 

めて、 人里 をな ほ 一 層 遠く 距 てて 居り、 

海の 水 は 空と i して、 雁が 遙か 遠い 空 


官 


〇tti 山の 崖 道 r 

〇 山人- 1 樵 夫。 


【二】 


〇 折 を 得 て —時節 を 得 て 、 

花 吹く^ となって。 花 を 折 

る 心 を 兼ねた e 


〇 五 铱蒼 々として —和漢 朗 

詠 集苷 原文 時の 詩句  一^ お 

お々 S 往來、 但憐 大应萬 株 

梅. 一 を 引いた。 丑 嶺は大 应* 

山。 大 .M 萬 株 梅 は、 英 州の 

司 冠であった 人が 大. M-M に 

数十 株の 枸を植 ゑた ので 梅 

の 名. 所と な つたの をい ふ。 


竹の。 霞 こめた る 面白さよ パ 右の 方に 向き リ又 これな 

そ わ づた  や ** びと  きた  もの  **  めい しょ 

る 蛆傳ひ を 山人の 來り 候) こ の 者 を 待ち 名所 を 

も 尋ねば やと 存じ 候 (とッ レ へ， M く) 

ヮキヅ レ 「然るべ う 候 

とい ひて ー问 脇^の 方へ 行き、 順次 竝 びて 下に， is る。 

【二】 

一 萆の蛾 子に て、 シテ樵 翁 >  面 笑 尉 ，尉 髮. 襟 淺 黄. ^附 無地 

熨^.  =  • 茶 能 水お • 腰 帶 の装來 にて 柴を负 ひ 杖 をつ き、 ッ 

レ 樵 夫、 直面 • 襟 赤， 着附 無地 熨斗 =• 淺黃鎪 水 衣 • 腰帶， お の 

装束 にて、 ッ レを 先に 立てて 橋懸 に 出で、 ッ レーの 松、 シテ 

三の 松に て 向 合 ひ、 

お 1 聲 『折 を 得 て." 春の 薪に さす 花の。 匂 ひ を ぎ 

や まお ろし 

ぶ。 山蒽 


ッ レ. H  H 面-. J  JH- 、 


レ 『/^ 


谷 の 下庵遙 々 と J けお" ひ. へお に 遠き。 洮め か 


な 


と^ひて 舞^に 入リ、 ッ レ は 3g 中、 シ テ は 常. ^に 立ち、 

シ テ サ シ 『五嶺 蒼 々とし て！ ^往来す。 た だ憐む 大庾 

お 株の 梅。 n な) 『梢 も 殊に 色 深き。 お蔭に^ 


に點々 として 飛んで 行く』 と 詠まれた 通 

りの 景色 だ。 …… お. ^遠くの 山の 跪の 竹 

藪に 霞の たちこめて ゐ るの が貲に 面白い 

…… 又 こちら を兑 ると、 崖傳 ひに 木 樵が 

やってくる。 あの^が こ V へく るの を 待 

つて ゐて、 名所な ども^ね ませう」 

-、. 座へ 行って、 木 Sj の あるの を 待って ゐ，. -so 

【二】 


シテ木 Si の^人、 W に «ケ ねって、 ッレ $ おい^ 

夫.、. - * に 山から 下りて くる 態で «  *o 


t#, 丁度 花の 咲く 春な ので、 薪に 花の 一 

枝 を さして、 山から 下りて くると、 山お. 

ろしの 風が 花の 匂 ひ を 蓮んで くれる やう 

だ」 

樵 夫 「遙か 向 ふの、 谷の 下の 家が K に 包ま 

れて ゐる樣 は、 遠くから 兑て、 ほんと に 

面白い 眺めです」 

is 「詩 の 句に 『ど の 山 もど の 山も靑 々 と 

して、 その 頂に は 雲が 往き来し て ゐ るが、 

大證 の 何 萬 本 も あ る 梅が 殊 に而. S い』 

とい はれて ゐろ が、 ® 際 花の 色 も 際立つ 

て 美しい 木蔭に 立ち寄る と、 風雅な 心の 


虎 


〇 心なき 身に もー 風 赖な心 

のない 者に も。 新 古今 集 西 

行 法師の 「心なき 身に も あ 

はれ は 知られけ リ^ 立つ 渾 

の 秋の タ暮ー の詞を 借りた 

力 

0 あはれ は有叨 の— 雅趣 は 

あり を 有 明に いひ かけた。 

古今 集 壬 生 忠岑の 一， 有 明の 

つれな く 見えし 別れより あ 

か つきば かり 憂き もの はな 

し 一 を惜 りた か。 

•〇 知ん ぬ I 知りぬ の 撥音 便 

〇 見る度に.— 續 千載 集 藤 原 

成實の 歌 「よし さらば 淚 に 

* れ 見る度に 變る 鏡の 影 も 

はづ かし」 に據 つた か。 

〇 ます 鏡— 眞澄鏡 C 變リ方 

カ^" すと いひ かけた & 

〇 う つ る 月日 は— 影の 映る 

を W 日の 過ぎ 移る と いひ か 

けた。 

〇 昨日 は 少年— 唐の 許渾、 

秋思の 詩 一 高歌 一 曲 掩 一一 叨 

鏡 1 e:nl 少年 今 .GTSM を 引 

いた t 

〇^ の 光に あたれ ども— 古 

今 集 文 屋康秀 の 歌 「^の 日 

の 光に あたる われ なれ ど 頭 

の 雪と なる ぞ わびしき』 に 

據 つた" 

〇 柴取 リて— 業 を して を柴 

にい ひかけ た。 

【III】 

〇 沙門— 僧侶。 


れば 心なき。 身に も あはれ は 有 明の。 つれな き 

命ながら へ て、 又 廻り 逢 ふ 春べ かな。 誠に 知ん 

おい  ふ ザ いす,、 な  力 ひ -p£ 

ぬ老 も。 風情 少き。 有樣を 

つ レア 上 欲 『見る度に。 變る姿 やます 鏡。 變る姿 やます 

鏡。 うつる 月日 は 程 もな く。 昨日 は 少年 今日 白 

頭の 雪と の み。 積り 積り て老が 身の。 春の 光に 

P  し a と  かへ  や i ぢ 

あたれ ども。 わびし き 業を柴 取り て。 歸る 山路 

の、 苦し さよ 歸る 山路の 苦し さよ 

一. わびしき 業 を 柴取リ て，」 と、 シテ • ッレ入 替リ、 シ テは眞 

屮>  ッレは 脇 正面に 立つ。 ヮキ 立ちて シテに 向 ひ、 

やま びと . たづ  まう  こと 

いかに こ れ なる 山人に 尋ね 申すべき 事の 


隱 

ヮ キー 


シ テ 「不思議 や な 見馴れ 申さぬ 御 姿な り。 いかさ 

まこれ は 入唐の 沙門に て 御座 候な 

ヮキ 「げ によ く 御覽じ て 候 も のかな。 われ 曰の 本 

よりこ の國に 渡り。 佛法 流布の 古跡 を 尋ね。 こ 


ない ものに も， 雅趣 を^ ふこと が 出来る 

の だ。 かう して、 自分 達 も 生きが ひもな 

い 命ながら * 生きながら へ て 来て、 又 こ 

の 面白い 春 景色に 廻り 逢った こと だ。 

さう いへば >  年寄りと い ふ もの は 風情の 

少 いもの だとい ふこと に、 今更 氣が つい 

たこと だ。 鏡 を 見る 度 毎に、 姿 は 月日と 

共に 變 つて 行く もので、 つい 昨日 少年で 

あった ものが、 今日は 早 白髮の 老人と な • 

つて、 春の 光に 當 つても、 頭の 1$ の 解け 

る 時 は 来ない の： た。 かう して、 樂 しい 箬 

の 春に も、 しがない 仕事 をして、 柴 をと 

つて、 險 しい 山路 を歸 つて 行く の は、 實 

に 苦し い こと だ」 

いひながら、 佾の 休んで ゐる^  くへ * る。 

【三】 

憎 「申し、 こ、 な 木 樵に お尋ねし たいの だ 


|_, こ れは 不思議 だ、 見馴れな ぃ樣子 の 

方 だが、 成程、 あなた は 支那へ 渡つ て い 

らっしゃつ たお 坊 さまですな」 

憎 「お  >- よくお 分りに なった もの だ。 私 は 

日本から この 國へ 渡って、 佛 法の ^がつ 

た 古跡 を 尋ね、 それから 更に 印度へ 渡り 


によて 〇 の な 佛 〇 國 〇 しひ 〇 

る と 始 Off&O 

だ 〇 
。すお 

喩 と 佛 心 遙ぃ道 は に ん i たか 夕 

こ 次 ま 佛裁立 

への 道せ か 意 を て擬の 

リナ 

と 第つ 法ち ち 

は 

た— 意 を よに と 外しへ 國 

、夜 

。にて； ^を 出 

し 

語 。わ 胸 遠 、に はた 1 

Ji  1 

JR   、漸 立で 

や 

c 胸が の い 天 求 あ の 空 

を委 

方 支 1 ち 給 

の 心 月意竺 めら で ° 

呼 し 

に THT  /M*  t  ― ァ、 
に 7S\>  W に、 ひ 

おの 1 とへ て じあ 天 

び く 

傳か 法い し 

の 

は屮心 。の も 1 る竺 

起 言 

は らがひ | 

毒 

心に を 道效徒 ° を 

す ふ 

つ 日印 か 衣 

な 

を 求 W の 果 ら S 

料 と 

て 本 度け の 

月め ゐ リが に の 

と い 

く へに た緣 

と 

れ より 渡 天の 志 あるに より。 遙々 思 ひ 立ちて 候 

シテ 「さ て は 渡お の御爲 かや。 昔 は^きつ 近き 世 

に は。 ありがた かりけ る 御 事 かな 

いた  はる <\  ゆ,、 へ  ふ ほ  セび ごろ も 

ッ レ 『げに 痛 はしゃ 遙々 と。 行方 も 遠き 旅 衣の 

シテー 立ち 出で 給 ひ し 日の 本の。 佛法 東漸 を 振り 

捨てて 

ヮキ 『去り 來し 法の 跡 遠き 

シーア 『昔 語 を 今更に 

ヮキ 『誰か^ しく 

シテ 『夕月夜 

ほし  くに  ゆ  ，、も 

地上 5 星 の國 にと 行く 雲の。 星の 國 にと 行 く^ 

ひとごころ こころ  むね  つ き 

の〕 はてし は あら じ& 心。 心せよ 胸の 月： よその 

光 を 尋ねても。 何に か はせん In! の あたり。 見る 

を：^ ぬる、 はかな さよ 見る を尋 ぬる はかな さよ 

ッ レ 地上 歌の 初めに 沆^ 前に 行きて 下に 居る。 


たいと 思った ので， ^い 所 を 思 ひ 立って 

来たの だ」 

§s 「それで は 印度 へ お渡りになる 爲に こ 

ちらへ お出でにな つたので すか。 昔 はさ 

うい ふ 奇特な 方が あつたと いふ こと だが 

今の 世に は 珍し い ありがた い こと-てす」 

桷夭 「行 先の 遠い 旅に お出に なって、 さぞ 

おつらかった ことで せう」 

桷翁 「あなたのお 立ちに なった 日本 こそ、 

佛法 の 次第に 進んで 行く 東方 の 國 V- ある 

のに、 それ を 振り捨てて …… 」 

愤 「遠い昔の 佛 法の 古跡 を 尋ねて 來 たの 

です」 

稱翁 「 今更 そ の やう な 昔話 を … … 」 

佾 「誰か 委しく 敎 へ て くれる もの が な い 

；て. せう か」 

i?- いえ、 誰が 委しく いふ ことが 出來ま 

せう。 それに、 印度へ 行かう と^へば、 大 

變な 道のりです。 それよりも 第 一 、佛造 を 

外に 求めよう とする の は >  はてしの ない 

つまらな いこと. て、 よく わが 胸に 手を當 

てて 悟らなければ 駄 nr てす。 よその 光 を 

尋ねても、 何の 役に立ち ませう。 眼の 前 

に 見える もの を 棄て& はいて、 外に 尋ね 求 

める の は架敢 ない 淺 はかな こと. てす」 


【四】 


〇 さながら —すべ て. 

に C 

〇 氣 疎き— 「キ ョ オト 

謠ふ。 恐ろし い。 


キ」 と 


【四】  S も しろ おん こた 

ヮキ 「かかる 面白き 御 答 へ こ そ 候 はね" まづま づ 

たづ  ** ラ  こと  ふ  わた  さん だ  けしき 

尋ね 申し たき 事 の 候 • 、見え 渡り たる 山河の 氣色。 

いづれ も 妙なる 眺め のうち にズ 正面の 方に 向き) あ 

れに 霞め る 遠山 も との。 向 ひに 見えた る 竹林に。 

に は  ： も  お ほ  か^す さ i  ふ  お 

俄かに 雲 のうち 掩ひ。 風 凄し く 吹き 落ち て。 さ 

ながら 氣疎 きその 氣色。 これ は 如何なる 事 やら 

ん (とシ テ へ 向く) 


シ テ 「 


げに 卸不蕃 ま, 理。 GS 方 を 遠く 見て ：> あ の ほ 林 


の 巖洞は 虎の 栖 にて 候 を。 向 ひに 見えた る 高山 

より。 常々 雲の 掩ひ つ つ。 龍 虎の 戰ひ ある もの 

を (と ヮ キ へ 向く) 

•1 しぎ  こと  ？  おと  き 

ヮキ 『不思議の 事 を 聞く もの かな。 音に 聞き し を 

目の あたり。 龍 虎の 爭ふ そ の 有 樣を： 今 見る 事 

の 不思議 さよ 

シ テ 「畜類 なれ ども かくの 如く。 そ の 勢 ひ を あら 

虎  I  I 


【四】 

橫 「これ は實 に面甴 いお 答 へ だ。 しかし そ 

れは 兎に角、 まづ お尋ねしたい 事が ある 

のです。 こ >- から 見渡した 景色- 山 も 河 

も 皆 面白い 勝れた 眺めです が、 その 中 • て 

も >  あそこの、 霞み 渡った 遠くの 山の 麓 

の、 向 ふに 見える 竹 藪に 俄かに 雲が 覆 ひ 

か \ つ て>  風が もの 凄く 吹き、 あたり 一 

面大變 恐ろしい 樣 子に 見える が、 あれ は 

一 體 どうした ことなので せう」 


£ 翁 r 成程、 變 にお 思 ひになる の は 御尤も 

です。 あの 竹 藪の 岩穴 は 虎の 栖 なのです 

が、 向 ふの 方に 見えます 高山から、 始終 

黑 雲が 覆 ひか X つ て 来て、 龍と 虎との 戰 

ひが あるので す I 


份 「これ は 不思議な こと を 伺 ふ ものです。 

人の 話に 開いて ゐた龍 虎の 爭ひ を、 今 眼 

の 前に 見る と は、 實に 不思議な ことです - 


搾 翁 「龍 虎 は 畜類-て すが、 この やうに それ 

三 三 六 五 


:.- し 


白樂 天の 詩句 「蝸牛 角 上^ 一一 

何事 T 石火 光 屮寄ニ 此身こ 

に據 つた。 


【五】 


〇 金 龍— 金色の 龍。 傳燈錄 

に 「現 一 大^ 跑ぉ發 成 祌^ 

勅 山： ls」 太平 記 卷サ四 天 龍 

寺 建立 事に も 見 ゆ" 

〇 雲 を 穿ち— 易 經乾卦 文 言 

に， 「雲 從レ， 龍、 風從レ 虎」 


お  „ 

はして 

ヮキ 『何 を かさの み 

あら rV 

シテ 『爭 ひの 

地上？ 蝸牛の 角の 上に して。 は かな や 何事 を。 爭 

ひ は 人の 身 も" 變ら ぬ も の を 世の中の。 習 ひな 

ればゃ 畜 類の。 戰ふ こと も， 理ゃ戰 ふ こ と も理 

や 

と シ テ舞辜 ： の眞中 へ 行き 下に 居り 柴を 下す。 ヮキは 地上 歌 

の 初めに 下に 居る。 

なほ ( りょうこ  た * か  みり lr>$  く は  おん もの ¥- た 

猶々 龍 虎の 戰ひ の有樣 委しく 御物 語り 候 

へ 

レゃ う  う  もの  み  .0 せい  もら そ 

地クリ 『それ 生 を 受 く る 者。 その 身の 威勢 を爭ふ 

こと-人 問 以て こ れ に 同じ。 必ず 龍 虎に 限る ベ 

力らず 

シ テ サ シ 『然れ ば 金 龍 雲 を 穿ち。 猛虎 深山に 風 を 起 


【五】 

ヮ キ 「 


ぞれ その 勢 ひ を：： 小し て 戰 ふの . てす」 

佾 「どうして， その やうに g 'ひな ど をす る 

ので あらう」 • 

i&; 爭ひ箏 とい ふ もの は、 いづれ にして 

も S 牛が 角 を 突き 合 ふやうな、 果敢な い 

つ まらな い ことな のです が、 さう した^ 

ひ 事の 人間に も 誰に も あるの が、 世の中 

の 習 はしと いふ もの-てせ うから、 畜類が 

戰 ふの も 無理の ない ことです」 


【五】 

き.. 龍 虎の 戰ふ 様子 を もつ と 委し 

て 下さい」 


話し 


禅：翁「 す ベ て 生類が 、 その 身の 成 15 を競爭 

する の は、 人 II もす ベて 同じ こ とで 、 必 

ず し も 龍 虎 に 限った こと はない のです。 


ところで、 金色の 龍が 雲 を 作り、 强ぃ虎 

が if 山に 風 を 起す さま は >  いづれ も その 

勢 ひの 實に 盛んな もので、 お 互の 成 勢 


〇 龍 虎の 紋— 天子の 禮 服に 

は 龍の 模樣を 織り、 袞龍の 

御衣と 申す。 虎 は 添 へ 字で 

ある— 

〇 龍 顔— 史， 記 高祖 紀に 「高 

祖爲レ 人隆準 而龍笾 ！ 

〇 龍 駕— 屈 原 S 九 歌に 「龍 

駕兮帝 服、 聊 翔遊兮 周章」 

太平 記卷 一一 一 に 「龍駕 を 廻ら 

して 六 波锥へ 成し 進 o せ 

ん」 


〇 內 の 潢 き— 竹 の 中空 を 心 

の^ S いの に 見立てた。 

〇 羅漢に 仕へ— 羅漢 は小乘 

の 悟リを 得た 者。 虎 は 十六 

羅^の-; ハ番 ：= 跋陀羅 尊者の 

愛獸。 

〇ra 睚.— 豐干 禪師、 寒 山、 

拾得 >  虎の 熟睡して ゐる圆 

を 世に 四睡 とい ふ。 

〇 龍吟 ずれば— 易疏に 「龍 

吟則 景雲 出、 虎 嘯 則 谷風 生 一 

淮南 子に も 「虎 喊而 谷風 至、 

龍舉而 景雲 屬」 

〇 和國の 物語— 日本 國 へ の 

土産話の 意で あらう C 


せい  もら， て 


？ぃづ れも勢 ひ 妙に して. 互の 勢を爭 ふこと 畜 

る&  いへ ど C ら. 0 た^  :J9  ,0  す  りようこ  もん 

類と 雖も 位高く。 雲居に 住めば 龍 虎の 紋 

シーア 『帝の 御衣に もこれ を 織り 

地 『殊に 天子の 御顏を 龍顏と 申し 御乘物 を。 龍駕 

とも 又。 名 づけたり 

(居 クセ) 

地クセ 『さて 又 虎 はかり そめに。：^ むもぞ 里の 道 

しめて。 住家と 定む とか。 もと よ り 竹 は 直にし 

て。 內の淸 きを わが 友と。 賴 むぞ尋 の影淸 く。  * 

の、 &ち  し  ら かん  っ^  たて ** つ  た  す, 0 

らぬ 法の 道 を 知る。 羅漢に 仕へ 奉る。 又は 四睡 

の 一 つに も。 あら はれけ ると 聞く もの を。 龍吟 

ずれ ば 雲 起り。 虎 嘯けば 風 生ずと。 聞き しも 目 

の あたり 見る こそ 不思議な り けれ 

わ こく  ものがた， リ 

シーア 『これ ぞ和國 の 物語 

地 『委しくな ほ も 見 給 はば。 こ の 山陰の 诅 傳ひ。 


爭ひ をす ろ 態度が、 畜類ながら も 實に堂 

堂た る ものです。 そして 龍 は 位の 高い も 

ので， 雲の 中に 住んで ゐ るので、 この 龍 

の 模漾を 天子の 御衣に も 織り、 殊に 天子 

の 御顔 を 龍 顔と 申し上げ、 天子の 御乘物 

を龍駕 とも 申し上げる のです。 —— . 


それから 又、 虎 は 一 寸住 むにしても、 千 

里の 道 を 往き来す る 所に 住家 を 定める と 

いふ ことです。 そして 竹は眞 直な、 中の 

淸ら かなもので あるので、 これ を わが 友 

として、 その 廣々 とした 清らかな 所に 住 

み、 曇りの ない 佛道を 心掛けて， 羅漢に 

お 仕 へ し、 又 四 睡圖の 四睡の 一 としても 

描かれて ゐる とい ふこと. てす。 その 虎 や 

龍の、 『龍が 鳴けば 雲が 起り 1 虎が 吼 える 

と 風が 起る』 と い ふ 文句 通りな 光景 を 眼 

の 前に 見る の は、 實に 不思議な ことです。 

これ こそ 日本へ のよ いお 土產 話に なり ま 

せう。 もっと 委しく 御覽 になり たいなら 

ば、 こ の 山陰 を 崖 傳 ひに 行 つ て 、 あの 竹 

藪の こちら 側の 巖 陰に 立ち寄って、 から 

だを隱 して 御覽 なさ い。 …… お \ もう 夕 


虎 


ハ七 


〇 夕 も— 兑給 へ と 言 ふ と 

いひ かけた。 

〇 結ふ柴 の— これ も 言 ふ を 

紡 ふに いひ かけた。 


虎 


=1  一一 I 六 ん 


【g】 


n も 傾いて 來 ました。 では、 お © しませ 


といって、 ^ねた 柴を 屑に 负ひ、 遠い 

谷の 下道 を わが 家 へさして 下つ て 行つ 

た。 

S! 翁、 ^夭、 谷 陰の わが 家に B る 想で、 W 翁 は 竹 

一 gs 中に 人- Co 


竹の 林の こなたな る。 巖の 陰に 立ち寄りて。 身 

を 隱し见 4! へ と。 夕日 も 傾きぬ 暇屮 さんと 結 ふ 

柴の。 薪 を 肩に うちかけ て" 谷 の 下^ 逸 々 と。 家 

路を さして、 下りけ り 家路 を さして 下りけ り 

シ テ 「夕 EW も倾 きぬ」 と 西の方 橋懸 を；！^ ゃリ、 ^して 柴をれ 

ひ 杖 を 持ちて 立ち 、一谷の 下道」 と 右へ 廻り 正面に 開き 杖 をす 

て  >  來 序の 嗨 子に て 巾 入。 ッ レも績 いて 入る。 

末社 來 序の * 子に て、 狂き "仙人， W 乂德. 仙人.； §巾. ^附ぉ 板 .秘 水お. 括 袴. 脚 牛 • 腰帶 の裝來 にて 

名乘 座に 出で、 

シテ 「かやう に 候^ は。 この 國の 傍に 住む 仙人に て 候。 こゝに 面白き 事 S 候。 龍 虎. S 戰 ひの 候が。 人 

問 S 威勢 を 乎 ふに 少しも 變る 事な く 候。 いづれ も餘の 畜類に 變り勢 ひ强き ものに て。 金 龍 雲 を 穿ち 

て 猛虎 深山に 風み-起 すと 巾し。 誠に 位高き もの なれば。 天子の 御衣に も 雪 龍 を 蛾り つけ。 又 天子の 

御乘物 を龍駕 と. m. す。 又 虎 は 千里 を驅 くる 竹林に 住みて。 竹 を 友と 仕り 候。 總 じて 竹は尜 直 にして 

内の 淸きも S なれば。 竹 S 林に 住み 佛 法の 明らかなる 事 を も 知り。 羅漢の W に 交 はり 四睡 のうちに 

も 入る。 誠に 龍 虎の 二つ は 春の 花 秋の s の 如くに して。 いづれ 勝負 はなき ものと 巾し 候。 されば 龍 

吟 すれば 雪 起り。 虎 嘯けば 風な 生す とも 申し 候へば。 戰 ひの 勝^ ある まじく 候。 (脇 ^面へ， M き) いや 

漸く 戰 ひの 時刻に ならん。 風 吹き 雪 起り 恐ろしき 體 になり て 候。 皆々 罷り出で^ 物 仕り 候へ。 その 

分 心得 へ く  . 

とい ひて 引く。  -^】— 

後^、 ー疊^ を 大小 前に 出し >  竹林の 作物 (山の 作物の： ^根  後 段 


六】 


〇® 葉 蒙 籠と して I 和漢 朗 

詠 集白樂 天の 竹の 詩句 「湮 

草 蒙 籠侵レ 夜色、 風 校 蕭颯欲 

レ秋 聲」^ 葉は綠 滴る 竹の 葉 

荣籠は 葉が 茂って 小咭 いこ 

と。 夜 を 侵す は晝も 夜の や 

うに 音い こと。 風 校 は 虱 に 

吹かれる 枝。 蕭颯 はさら さ 

らと 一昔の する こと。 


【七】 


及び 左右に 生 笹を附 く) に 引 廻 を 掛け て そ 2 上に 置く。 後ジ 

テ虎、 面 獅子 口 • 白 頭 • 虎の 立 物 • 金 地 鉢 卷* 襟 花色 • 谙附厚 根 • 

法被 • 半切， 腰帶の 装束に て、 作物の 内に 坐し 居る。 

ヮ キ 立ちて 作物べ 向き、 

ふ しぎ  や t びと  ^し  やま ぢ 

ヮキ 『さ て も 不思議 や 山人の。 敎へ のま まに 山路 

を^け C  ^* を I！ か に 見渡せば。 煙 葉 蒙 籠と し 

て 夜の 色 を 侵す。 風枝蕭 颯とし て。 秋の 聲 より 

す さまし や 

Ms ね  ，、もお こ 

地上 歌 『あれ あれ 嶺 より 雲 起り。 あれ あれ 嶺 より 

-I  .%  あめ  おと たる S いな づ ** てん ち 

雲 起り。 俄かに 降り くる 雨の 音。 鳴 祌稻妻 天地 

に 輝く 光りの うちに。 現れ 出づ る。 金 龍の 勢 ひ。 遙 

かによ そめ も 肝 を 消し。 身の 毛 もよ だ つ。 ばか 

り， 4.H り 

地上 歌の 間に、 後ヅレ 龍、 面黑髭 • 赤 頭 • 龍の 立 物 • 赤地 鉢卷， 

着 附厚根 • 法被 • 半切 • 腰帶の 装束に て 打 杖 を 持ち、 無地 熨斗 

B を 被ぎ て 橋懸に 出で 一 の 松に 立つ。 

【七】  ！ 

くろ くも ちく  h- ん  お ほ  ： 1 

地 f かくて 黑雲 竹林 に 覆 ひ。 かくて 黑雲 竹林に 覆 

ひ ハツ レ被 衣を脫 ぎて 舞袅に 入リ. )。 覆 ひ かかる と 見え つ 

虎 


佾は 先程 SMi 翁に 敎へ にれ た 通り、 竹. おの 近くの 

岩 陰へ 來た ®o 舞 S に は 竹 藪の 作物が S てゐる 0 


憎 「實に 不思議な こと だ。 木 樵が 敎 へ てく 

れた 通りに、 山路 を 分けて こ  >- まで 来て、 

遠くの 竹 藪 を兑渙 すと、 綠 滴る 竹の 葉が 

生 ひ 茂って、 晝. て も 夜の やうに 暗く、 竹 

の 枝 はさら./ \. と嗚 つて、 秋風より もな 

ほ もの 寂しい こと だ。 II 

あれく、 山の頂から 雲が 起って、 俄か 

に 雨が 降り、 雷、 電が 天地に 閃き 輝く。 

その 光の 中から 現れて 來た あの 金 龍の 恐 

ろしい 勢 ひ。 ずっと 離れた この 所から 兑 

てゐて も、 肝が つぶれ 身の 毛が よだつば 

力り だ」 

後ヅレ 龍が ^場す so 


【七】 


かう し て 、 黑：！ f が 竹 截に覆 ひか \ つた 

と 思 ふと * 竹 藪の 中の 岩穴に 籠って ゐ 

HlnH ハ九 


鬪ぁ子 〇 
の る 资虎 
形 か迅亂 
衩らリ 
に 、虎戰 
用 文亂鬪 
ゐ字 入の 
た iffi と 術 
& りい^ 
虎 ふ に 
の の > 
猛 が獅 


，虎 1 _  一一 一一 I 一七 〇 


. ちく りん  がん ij- リ  こも  4& 

るが (！ 下に-き 作物へ 向 き)。 竹林の 巖 洞に 籠れる 虎 

の (作物の 引 f, 下し)。 現れ 出づれ ばず 屋の g より!！ 

風 を 吹き出 だし ゥンテ 左 袖 を 返し、 一 方に 雲 を J 吹き 

返し (竹 杖 を 持ちて 作物 を 飛 出で)。 敵 を 追風に 夢 ひ g5。 

お, v  け しき 

恐ろし かりけ る。 氣色 かな C と シテ常 旅に て 小 廻リ、 ッ レ 

も 飛 返る) 

地 『かかりけ る處 に。 かかりけ る處 に、 金 龍 雲より 

おり 下って ハツ レ 立上り 飛び？。。  をず らんと き 

<  ひ りよ ラ た * か  ひ ** 

んで かかり o ンテ. ッレ 互に 打遗ひ リ。 飛 龍の 戰ひ。 隙 も 

なし 


シテと ッレ、 シテは 竹 杖、 ッレは 打 杖 を 以て 互に 打ち i ひ、 

龍 虎 相 搏っ樣 を 示し、 

後 ビア 『もとより 虎 亂の勢 ひ猛く 

と 拍子 を^み、 引 綾き、 シテ • ッレ次 9 謠に 合せて 仕 科し 

地 『も と よ り 虎亂の 勢ひ猛 く。 左 も 右 も。 劎の如 


た 虎が 現れ 出た。 

ほジテ 虎、 作物の 竹林から 現れ & る。 

そして 岩屋の 中から 烈し い 風 を 吹き出 

し て 、 龍の 起した 雲 を 一 方 へ 吹き返し 

て、 追手の 風に 乘 じて、 敵の 龍 を 勇ま 

しく 攻め寄せて 行く さま は、 實に 恐ろ 

しい 勢 ひで ある。 


さう して ゐ ると、 金 龍が 雲から 下りて 

來て、 猛虎 を 取らう と、 飛んで か、 り、 

晚 g もな く 飛び まわる。 


〔舞 働〕 

に ^虎 相摁っ い «を 示す。 


もとより 虎 は 勢 ひの 盛んな ものである 

から、 左 も 右 も劎の やうに 竹の 枝 を 折 


0 惡風— 烈し い 風 = 


〇 惡虎— 猛虎 


くに 竹 枝 を 折つ て。 金 龍に か か れ ば。 惡 虎を卷 

かんと。 覆 ひか かる を 背けて 追つ つめ 食 はんと 

きんりよ-つ くら ゐ ■  tt る  のぼ  - f 

すれば。 金 龍 雲居に 遙 かに 上れば 9 レ 幕に 入る： T 惡 

虎 は 勢ひ巖 に 上りつ テ辜： に 飛 上りて 慕 を 見や H0O 遙か 

み おく  V ねん  いき ほ  はら  また ちく 

に 見送り 無念の 勢 ひ あた り を拂ひ (飛 下 =0。 又 竹 

, ぎに 飛び 歸り ^廻 あ。 又 竹林に。 飛び S つ て 2 へ 

廻り)。 そ のま ま j 威 同に。 & りに けり 

と 常 座に て 飛 返リて 下に 居リ、 K に 立ちて 留 拍子 を 踏む。 


つて >  金 龍に 斬り か、 つて 行く と >  金 

龍 は 猛虎 を卷 かう と 思って、 その上に 

覆 ひか \ るが、 猛虎 はこれ を 外して 追 

ひ 詰め、 食 ひ 取らう とする ので >  金 龍 

は 空 高く 逃げ 昇 つてし ま ふ。 猛虎ば 勢 

ひ 强く巖 の 上に 上り、 金 龍の 空に 昇る 

のを遙 かに 見送って、 いかにも 殘念さ 

うな 樣子 • てあつた が、 又 竹截の 中に 飛 

び歸 つて I その ま X 岩穴の 中に 入つ 

た。 

後ヅ レ韶、 空に 昇る 想で まづ ！«: 場、 後ジテ 虎、 歲 

洞に 人る 態で 退場 o 


〔考 異〕 

諸 流 S 喜) 

殆ど 仝く 同じで ある。 

古謠本 (元 祿ん年 本) 

〔 1 〕 ヮキ 「^^(元 か 樣に候 者) は諸圃 1 見の 日の (元ナ シ〕 本 をば .：•： よき 便船， ゆ (元ナ シ〕 候 間 …… 【二〕 シテ 一整 「折 を 得て .：.： 匂 

ひ を 運ぶ 山 M (元 あらし) 【六〕 地 「かか リ ける 處に …； 飛 龍の 戰ひ隙 もな M (元 けれ 共〕 ほジ テ 「もとよ リ虎亂 の lilwl^ (元 ナ シ) 


虎 


虎 


輪 藏觀 

Mr  き 

角  0 

【能 柄】 脇能 複式 夢幻 能 

【人物】 ヮキ 太宰府 僧、 ヮ キッレ 從； ^(一一  人)、 狂 言 

門前の 者、 前ッレ 老 翁 (火 天 V 狂 言 末社 福 

部の 神、 後シテ 傅 大士、 子方 *-^、 子方 

普 成、 後ッレ 火 天 

【所】 京都 北 野天 神 

【時〕 (無季) 

【作者〕 能 本 作者 註文、 二；. n 十番謠 目錄^ もに 觀世彌 次郞の 作と す。 

【梗 槪】 筑前 太宰府の 僧が 京都に 上り、 北 野天 神に 參詣 して、 輪 藏を拜 

んでゐ ると、 その 守護神 火 天が 老翁の 姿で 現れ 出で、 輪藏の 謂れ を說 

き- 僧の 乞 ふま、！ に、 五 千 餘卷の 經文を 一夜のう ちに 拜 ませる こと を 

約束して 消え失せる。 その 月夜、 紫雲が たなびき 靈 香が 薰り滿 ちて" 

法華經 守護神の 御厨 子から、 傅 大士が 普 建 • 普 成の 一 一 童子 を 伴って 現 

れ 出. て、 釋迦 一 代說 法の 經箱を 悉く 僧に 與 へ て、 樂を舞 ふと、 やがて 

天上から 火 天が 天降って 来て、 偕 を 輪藏に 誘って、 經文を 悉く 轉讀せ 
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しめる。 

【出典】 見當ら ない。 作者の 創作した もの. てあらう か。 

【槪 評】 綸藏 とい ふ 珍しい もの を 題材と した 曲で、 實演 を觀て も、 輪 藏に擬 へ た 特異な 作物 をぐ るく と 廻す の は- 目新しい 興味 を 起させ 

るので あるが、 登場人物の 取扱 ひ 方に ついては、 考慮が 足りなかった やうに 思 はれる。 第一 に 同じ やうに 五 千 餘卷の 御經を 守護す ろ、 妙 

經の 守護神. て ある、 傅 大士と 火 天と をシテ 及び ッ レ として 併 列 させた のが 拙い。 古謠 本で はこの シテと ッレと を 反 封に して ゐ るが、 それ 

によれば、 シテは 前後 兩 段に 出る が、 傅大士 は憨、 、力の 弱い ものと なり、 現行 曲の やうに すれば、 役柄の 輕重が 逆にな つて、 いづれ にし 

ても兩 立し 難い ものである。 龍神と 天女と を併演 させる^ 同 樣な考 へで、 かう した 脚色 を 試みた ものと すれば、 淺^の 譏り を 免れない. て 

あらう。 第二に、 この ヮキを 上人と いって、 傅 大士も 火 天 も 非常に 尊敬して ゐ るが、 菩薩 天神から^ 敬せられ る佾 として は- 餘り にも 

名で ある。 前段に： 「御身 父母の 胎内 を 出で しょり この 方、 五戒 を亂 さず 慈悲 を 起し、 佛道 修行し 給 ふこと、 その 功旣 に、 年 久し」 とはい 

はれて ゐ るが、 これ だけの 消極的な 修行 だけ-て は、 未だ 高僧と して 承認す るに 足りない。 要するに、 シテ もッレ もヮキ も、 輕袁の 正衡を 

失った ものと いはなければ ならない と 思 ふ。 本 曲 はめで たい 曲 柄と して 脇能と して 取扱って はゐ るが、 佛敎奥 味の 甚し いもので あるか 

ら、 〔翁〕 附に は用ゐ ない。 


【 I 】 


〇诋 に 残る 法— 

起った 佛 法が 來 

の本國 では 旣に 

の 日本に 殘リ傳 

の をい ふ。 


:€ 方 印度に 

漸 して、 そ 

亡び、 柬方 

はって ゐる 


I 】 


-大宮 の 


後見、 ー疊臺 を 大小 前に 出し、 上に 引 廻 を かけた 

作物 を 置き、 輪蔵の 作物 を E 附柱 近くに g  く. - 

次第の 離 子に て、 ヮキ 太宰府 佾、 角 精子 • 着 附小 格子 • 水 

白 大口  • 腰 帶 数珠の 装束、 ヮキヅ レ從^  二人、 角 tt 子. 着 

附 無地 熨斗 n, 鎪水衣 • 白 大口  • 腰帶 *扇. 数珠の 装束に て 舞^ 

に 入 リ向合 ひ、 

次第 『東に 殘る 法の 道。 東に 殘る 法の 道。 § は 

^し  たの 

I へ あま パ 


【こ 


»_s は 初め 筑前 太宰府で 

ヅ レ從 佾を随 へ て^ 垛 o 


キ 太宰^" sw、 


憎 「佛 法 發祥の 地 两 方 印度で は旣に 亡び 

てし まって、 東方の 16 本に 傳へ殘 つて ゐ 

る この 御 敎へを 受けて、 泣に 迷 はない や 

うにし よう 一 


〇 宰府 I 太宰府の 略。 菅原 

近 US の 廟所 安樂 寺の 所在地 


〇 洛陽— 京都 を 唐 風に 呼ん 

だ稱。 洛陽 はもと 支那 古代 

の 都の 名。 

〇 北 野の 天滿 天神 —京都の 

北 野 神社 e 菅原道 眞を祀 る。 

今 宫幣中 社。 〔老松〕 參照。 

〇 赏社 I 太宰府 天 滿宫。 


〇 筑紫舟 I 九州 路の 舟。 

〇 法 2 爲— 舟に 乘リを 法に 

いひ かけた。 


〇 難 波の 浦 —今の 大阪。 

〇 日 も 重なれば I 衣の 緣語 

紐 を 日 もに い ひかけ た。 重 

なる も 衣の 緣語。 


地 取 に ヮ キは 正面に 向き、 

ちく ザん さい ふ  きょ 11? つ そう 

ヮ t これ は筑 前の 宰府に 居住の 儈 にて 候。 われ 

じゃくねん む？ 1し  ぶつ はふ しゅぎ やう  こ * ろ V.J しあ さ 

若年の 昔より。 佛法 修行 の志淺 から ず 候 へ ど 

&ゃこ  &  ほど  ら,、 やう  じ しゃ  £ゐ  こ. こ 

も。 未だ 都 を 見ず 候 程に。 洛 陽の 寺社に 參り。 殊 

きた の  てん まん てん じん  たう しゃ ご  たい おん こと 

に は 北 野の 天满 天神 は。 當社御 一 體の御 事 なれ 

ば。 參詣 申さ ん と 唯今 思 ひ 立ちて 候 

とい ひて ヮキ ヅレ と 向 合 ひ、 

つく し ぶね のり  ため  おも  た 

『 , ノ  t 道行 『筑紫 舟。 法の 爲 にと 思 ひ 立つ。 法の 爲 に 

くも っゾ  あ 念  はら い  ひ かゆ 

と 思 ひ 立つ。 雲 路に續 く 天の原。 出づる 日影の 

程 もな く。 默 波の 浦に 着きし かば。 これより や 

たび ごろ も ひ  かさ  ほど  &やこ はや  0 

が て 旅 衣。 日 も 重な れ ば 程 もな く 都に 早く、  0 

き ケ 一 けり 都に 早く^ 目き にけ り 

ヮ キ 「難 波の 浦に 着きし かば」 と 正面に 向きて 先 へ 出で、 ま 

たもと に歸リ て 都に 着き た る 心。 道行 濟 みて 正面に 向き、 

いそ  ほど  fl つ  き；； の 

ヮキ- 急ぎ 候 程に。 都に 着きて 候。 これより 北 野に 

參 らば やと 思 ひ 候 


ミ 次第 を謠 つて 佛^ 修 行 の 心 梓 M ベ 、 

憎 「私 は筑 前の 太宰府に 住んで ゐ る佾で 

す。 私 は 年の 若い 頃から 佛法 修行に 熱心 

だった のです が、 まだ 都へ 行った ことが 

ない ので、 京都の 神社 佛閣 に參詣 し、 殊 

に 北 野の 天 滿天祌 は - J ち ら の 太宰府 夭滿 

宫と 同じ 御神體 だから、 是非 參詣 したい 

と 思って、 今度 上京 を 思 ひ 立 つたので 

す」 

•、J 見物人に 6r し邾 介み-し、 

憎 「佛法 修行の 爲と思 つ て 、 筑前か ら 舟に 

乘り、 廣々 とした 海に 出て、 幾 曰か 過し 

てゐ るう ちに、 間もなく 難 波の 浦に 蕾い 

たので. そこから また 陸路 の 旅 を鑌け て 、 

日 を 過して 行く うちに、 もはや 都に 着い 

た」 

さ 旅程 を 述べ てゐ るう ちに 旅 は 進ん た 態で、 00 

は 京都 •/」 な- 00 


僮， 道中 を 急いだ ので、 もはや 都に 着 

た。 これから 北 野天 神に 參詣 しませう 
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士 出の 〇 渡 衆 〇〇 もの 藏ー 〇 
の し囘 輪す 生 濟大の 三 經代釋 
考 を轉藏 こ を 度^で 藏 はに 迦 
案 便 式 1 と 救 1  1  、お 大說ー 
し 利害 轉 。つや 支卽气 "藏法 代 
たに 架 輪 て死那 ち律經 しの 
もす0 藏 械の 0 —ム のた 硗 
のる 一の 樂苦 切^ 略 一糸 S 

。^切 略 の 海 經を '切 1 
icm  。 彼に 。藏 大の釋 
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〇 綠緣の 手に 觸れ— 佛緣を 

結ぶ 爲に、 輪： 威に 手 を觸れ 

させて。 

〇 傅大士  I 姓 は 傅、 名 は 翕， 

字 は 玄風。 佛道を 修め、 梁 

武 帝に 金剛 經を 講じ、 自ら 

雙 樹林 下赏來 解脫善 慧大士 

と號 した。 陳の大 建 元年 七 

十二 歳で 卒 e 輪藏を 創案し 

た の で、 その 中に 像 を祀ら 

4i てゐる e 

〇 普 建 普 成— 傅 大士の 二子 

母 は 劉 氏。 元祿本 (間 語に 

も) には^ 成 を 並 i! 文と す。 

〇 現受 無比 樂— 現世で は 無 

比の 快樂を 受け、 後世で は 

淸淨 土卽ち 極樂に 生まれる 

と の 意。 

【二】 


〇 おろかの. I： 辻濶 な。 

〇 朝夕 白雲の— 朝夕 知リ居 

ると いひ かけた。 


め結緣 の。 手に 觸れ緣 を 結ばせ ん と の。 御 神の 

誓ひぞ あり が た き (と 下に K て 合き。 南無 や 傅 ^士 

普 建 普 成。 現受 無比 i 後生 淸淨土 


【二】 


と謠 ひて 手 を 直し 立ちて 脇 座 へ 行き か 、 る。 

ッレ 老翁、 面 小牛 尉 • 尉髮， 襟淺黃 • 着附小 格子 • 茶 桂 水 衣， 腰 

帶 .扇 の 装束 にて 幕よ リ出 でながら、 

ッ レ 「な う なう あれなる 御儈。 御身 は筑 前の 宰府 

より 來り給 ひて 候 か 

ヮ キ 脇 座 に 立ちて ッレに 向 ひ、 

ふ レ ぎ  &やこ はじ  けん  .6 の  い ふ  もの 

ヮキ 「不思議 やな 都 始め て 一 見の 者 を。 宰府の 者 

と は 何とて 見知り 耠 ふらん 

ッレ 「あらおろ かの 仰せ やな) そなた は 知ろ しめ 

みさ S ふ しら *-、 も  まよ  の， り  とも 

されず とも。 われ は 朝夕 白雲の。 迷 はぬ 法の 友 

人 なれば。 など か は 知らで 候べき - 

ヮキ 「これ は 不思議の 御 事 かな。 さてさて かやう 

に 承 る。 御身 は 如何なる 人 やらん 

蔵 


て 極樂へ 導く 爲に、 この 一 切經を 輪藏に 

納めて、 これに 手 を 觸れる ことによって、 

佛緣を 結ばせようと 思し 召す、 この 祌樣 

の 御利益 は實 にあり がたい こと だ。 …… 

どうか 傅 大士竝 に 普 建 普 成 章： 子、 現世に 

於て はこの 上 もない 快樂を 得、 来世で は 

極樂淨 土に 生まれる ことが 出來 ます やう 


に」 


【二】 


J 合掌す。 


そこ へ 、 前ヅ レ火 天が^ 翁の 姿ケ裝 うて 登場 o 

^翁 「もし/ \- 、そこ に 居られる お M さま、 

あなた は筑 前の 太宰府 か ら お出て になつ 

たの. てす 力」 

佾 「これ は 不思議 だ。 都 へ 始め て 見物に 來 

たもので、 顏 見知り もな い の に、 太宰府の 

者 だと は、 どうして 御存じな のでせ う」 

* 翁 「これ は 迂濶な 事 を 仰し やる。 あなた 

が 御存じなくても、 私 は 朝夕 知合に なつ 

てゐる もので、 私 はもと く 迷 ひの ない 

佛 道の 友な のです から、 知らない^ I はな 

いのです」 

憎 一. これ は 不思議な こと を 仰し やる。 一 體 

その やうな 事 を 仰し やる あなた は >  どう 

いふ 方な のです」 

三 一一 一七 七 


〇 五 千 餘卷— 一切 經の 卷數 

唐の 智 昇が 大蔵 經を W 千 四 

十八 卷に 整頓した。 

〇 十二 夭 —地 天、 日 天、 K 

沙門 天、 風 天、 水 天、 羅刹 

夭、 梵天，， H 天、 伊 舍那天 

帝釋 天、 火灭、 炎 魔 H<。 

〇 火 天— 十二 天の 一。 火祌 

の 形 を 示現した もので、 靑 

平に 乘リ、 滿身火 W に 包ま 

る o 

〇 天 部 ー— 天界に 住む ものの 


〇隨喜 沿 仰 I 隨喜は 他人 の 

善 を わ が 善 の 如くに 喜ぶ こ 

と。 涡 仰は渴 い た 者が 水. を 

望む 如くに 仰ぎ 慕 ふ こと。 

〇 三界 唯 一 心— 華厳 終 十 地 

品に 「111 界 所有 唯 是 一 心 ー自 

行 略記に 「夫 三界 唯 一 心、 心 

外 無 11 別法 T 心佛及 衆生、 是 

三 無差別」 三界 は 欲界， 色 

界 • 無色 界で、 衆生の 生死 

輪廻す る 迷界。 

〇 北の 宮尻— 北野祌 社。 北 

ょリ 北辰、 北 返よ リ天滿 つ 

空 を 出した。 

〇 北 K— 北 秘 星。 

〇 天滿っ S— 空に 一面に あ 

る 星。 天 滿 の祌號 をき か せ、 

星の 廻る を 輪；. i の 廻る に い 

o 力け たし 

【三】 


ッ レ 「今 は 何 を か 包む ベ き。 五 千餘卷 の 御經 を。 晝 

や  しゅ つ I  たて. ** つ  てん  うち  くわ てん 

夜に 守護し 奉る。 十二 天の そ の 中に。 火 天 こ れ 

き た 

まで 来りたり 

ヮキ 『そ も 火 天と は：：： の あた り。 天 部 を^み 屮す 

ことよと。 感淚 肝に 銘 じつ つ 現と も 更に 辨 へ ず 

ッ レ 『こなた も 御身の 貴 さに 

ヮキ 『隨喜 渴^' 

ッレ 『樣々 に 

地上き- 說き 置きし 。 御 法の 花 も 色々 に o キ 下に^る)。 

御 法 の 花 も 色 々に。 敎へ は 多き 道 な が ら。 悟り 

は" 一 っぞ 胸の 月。 曇ら じ や 三界 唯 丁 心の 外なら 

ところ きた  ふや ゐ  ほく しん  -? .-ー  み *1 &  ほし  めぐ 

じ。 所 は 北の 宮居。 北辰 は 動かず。 天満 つ 星の 廻 

るなる。 輪藏を 開きて。 靜 かに 拜み 給へ や 

【三】  , t$ 

ヮキ 「あら ありがたの 御 事 や。 五 千餘卷 の御經 を。 

-ー 夜に 拜 ませお はし ませ 


 一 I 一三 七 八    

宠翁 「今 ほ 何を隱 さう、 五 千 餘卷の 一 切經 

を夜誉 となく 御 守護. S. しあげ て ゐる、 十 

1 一天の 1 である 火 夭が こ^-まで やって 來 

たのです」 

憎 「 1 體火 夭と は ，：：• 天 の 祌樣を 目 の あ 

たり 拜 むと は。 た 丈 ありがた 淚 にくれ る 

ばかり _ て、 夢 だか 規 だか、 全く 分り ませ 

ん」 

*| 翁 「いや、 私 も あなたが ^ ぃ高佾 だから * 

敬つ てこ、 へ來 たのです」 

僧 「私 はた^/ \- ありがたくて  >  漦く 信心 

する ばかりて す」 

f t「 佛 のぉ說 きになつ た 結構な 終 文 は 種. 

種樣々 あって、 佛の御 敎へは 色々 道の 多 

いもので すが、 真の 悟り は た^わが 心 1 

つ にある のです。 悟りの 心 を 以て 觀れ ば、 

欲界. 色界. 無 &界、 す ベての 迷 ひの 世界 

も わが 心より 外に はない のです。 それに 

しても、 この 北 野のお 社 は 京都の 北に あ 

つ て .譬 へ ば 北極星 は 少しも 勁 かな いで、 

多くの 星が その 周圍を 廻る やうに、 ぐる 

ぐると まわる、 このお 社の^ 硗を いて、 

よくお 拜 みなさい」 

【三】 

憎 「あ  >- ありがた い ことです。 どうそ 五 千 

餘卷の 一 切經 をー晚 のうちに 拜 ませて 下 

さい ませ」 


〇 お ほけ なき— 不相應 な u 

〇 五戒 I 殺生、 偷盗、 邪娃、 

妄語. • 飮 洒 を 犯さない と の 

佛 法の 戒律。 


〇 その 身 は 俗 體なリ と い へ 

ども— 傅 大士は 居士で 剃髮 

はしな か つ た。 


〇 心筑 紫の I 心盡 しと い ひ 

力け た， 

〇 北 S 宮寺— 北 野 神宮 寺。 

社の 南に あ リ觀世 音 を 本尊 

として ゐた。 宮寺は 祌佛^ 

沿、 兩部習 合の 社 をい ふ。 

輪 


くわん おんき や. - 


ッ レー 五 千餘卷 の御經 を。 一 夜に お 儈の拜 まんと 

は。 お ほけ なき 御 事 なれ ども さりながら。 『御身 

父母の 胎內を 出で しょり こ の 方。 五戒 を亂 さず 

慈悲 を 起し。 佛道 修行し 給 ふ こ と 

と 一 疊 * の 前に 行きて 下に^り、 

こう すで  ふし ひさ 

地 『その 功旣 に。 年 久し 

ッ レ サ シ 『然るに こ の 御經に 於て。 大 唐よりも 渡さ 

し し 

地 『傅 大士普 建 普 成と て 一 その 身 は俗體 なり と い 

へ ども。 この 三人の 如！： なれば。 かの 御 經に値 

遇 の緣。 深き 心の。 隙 もな く。 晝夜 に經 を。 守護 

し 給 ふ 

(居 クセ) 

のち ひ  もと  わた  のり  ふね  う *e- な& ぢ 

地クセ 『そ の 後日の 本に。 渡りし 法の 舟の 內。 波路 

遙 かに 漕がれ 來し。 心筑 紫の はてよ り も。 佛法 

ii. つ び 一ん  &ゃこ  きた  みャ でら 

東漸の。 都の 北の 宮 寺に 

藏 


老翁 「五 千餘卷 のお 經を 一 晚 のうちに 拜み 

たいと は、 お 僧に 分 不相應 な 望みで は あ 

るが、 あなた は 母の 胎內を 出て 以来、 佛 

のお 戒めに なつ た 五戒 を 犯す ことなく、 

慈悲の 心 を 起して、 佛道を 修行せられ、 

旣に 長い 年月 功德を 積ま れ たの だ か ら 、 

ぉ拜 ませし ませう。 - 1 


さて、 この 一 切經を 支那から 波され たの 

は、 傅 大士. 普 建. 普 成と いふ 人で、 この 

人達 は 剃髮し ない 俗體の 居士で あつたの 

です が、 三人と もどう したわけ か、 この 

1 切 經と漦 い 御因緣 があって、 夜 も 誉 も、 

絕間 なくお 經を 守護せられ たのです。 I 


その後， 支那から 日本へ 渡ろ につけても、 

遠 い 海路 を 渡 つてく る 途中、 隨分 心を盡 

された のです が、 佛法は 次第に 東方に 移 

つて 行く とい ふ 大勢に つれて、 筑 前から 

また 都 の 北 野 神宮 寺に お納めに なること 

となった のです。 

三 三 七 九 


輪 


〇 上人 —太宰^ s 付 を 指す 


〇 行 道 S 利益— 行逍は 誠^ 

しながら 佛 像の 周阇を めぐ 

リ 步く佛 法の 儀式" 利益 は 

その 功徳.」 こ 、 では 輪蔵の 

周圍 を行逍 する ので ある。 


【問】 


=1 三仄 0 


C 狩 rs! お- 

S 參照 „ 


その 當 時から 兌れば， 今 はまた なほ i 暦 

末世と なった わけです が、 お 上人 は 例の 

少 ぃ高德 のお 方 だから >  この 輪蔵と 佛緣 

を 結んだ 功德を 仰いで、 今後よ く 衆 化 を 

濟度 なされ ませ。 私 も 姿 を か へ て、 きつ 

とこ.^ へ 来て， 行 S の 功德を 致し ま せ 


とい ふかと 思 ふと 消え失せて しまった。 


ッレ 『納め 給 ひし 昔より 

地 『今 末の世と いひながら。 類 ひ 稀なる 上人の 結 

緣の利 盆 仰ぎ つ つ。 衆生 を濟 度し 給へ。 われ も 

姿 を 改め て？ W 立ち、 必ず こ こ に來り つ つ 行^ 

の 利益？ 立 ちて 右へ S 岂 、なさん とい ふかと^ えて 

失せに けり。 いふかと 兒 えて 失せに けり 

と 常 座に て 正面 へ 開き、 來 序の- 1 子に て屮入 e 

【問】 末社 來 序の 蠏子 にて、 狂言 末社 神、 面 登 髭 • 末社 顼 巾 • 着 附厚权 .槌 水 衣 • 括 袴 • 脚半 • 腰帶 の裝朿 に 

て名乘 U に 出で、 

狂言 「かやう に 候 者 は。 北 野 S 末社 福 部の 神に て 候。 さる 程に 常 社の 古 は。 延葚の R 下お 丞相に てお 

はします。 卽 ち^ 丞相と 申す は。 凡人に あらね ども。 泶生濟 度の 御 方便に て假に 人間と 顯れ。 智慧 

才覺 人に 勝れ 袷 ふ 故。 時 平の 讒言に より。 筑紫 安樂 寺に 流され 給 ふ。 その後 梵天に 祈り 給 ひ。 い Is. ど 

なって 都に 上り。 讒奏の 輩 を 平らけ。 今 は 北 野の 天满 せ" と 顯れ給 ひ。 靈驗 あらたに 御 ^候。 さる^ 

に筑紫 太宰府に 不思議の 沙門の 候が。 氏神と 常 社と は 御ー體 なれば。 唯今^ 社へ 御參詣 にて。 輪狨 

を拜 まんとの 御 事な り。 この 輪狨と 巾す は。 釋迦 一代 s 铋&: 五 千卷を 船め 置き 給 ふ。 この 御經と 巾 

す は。 月氏國 より 震旦に 渡りし を。 傅大十 .#n 文 普 建と. E- す 人。 泶牛； を佛 道に 引き入れん 爲。 わが 朝 

に 渡し。 始めは 筑紫 安樂 寺へ 納め 袷 ふが。 かほ ど 妙なる 御^ を 田舍に 置く はいか V なりと て。 都に 

上せ この 所に 納め 袷 ふ。 さて 又 かの 御 方 は。 佛の志 深く 殊勝なる 御 方 なれば。 二 衆 子に §： せっけ 一 


輪 


玉 〇 櫃 〇〇 う あ 〇 
"二  &御 妙レ、 ヘレ、 

〇 

あ 

後" 

童 闳經 ふぬ ひ 

ら 

夜 

子 子 1 いに も 

た 

1     1 妙 ひ ° あ 

今 

普 佛 法方謠 へ' 

あ 

建 像 蓮 を 曲ね 

ら 

午 

と を 華し でば 

た 

普 安 餒ては 1 
成 置 。ゐ 常い 

0 し るに ひ 

か 

四 

時 

た ° かも 

切^ を拜 ません との 御 事に て 候 間。 この 分 心得 候へ く 

とい ひて 引く o 

『s 

つき くま  ご や  かね こ S す  わた  シ-む ふし 

ヮキ 『月 は 隈な き 後 夜 の 鐘 0 聲 澄み渡 る 折節 に 

地 『不思議 ゃ異、 香 薰じ つ つ。 音樂 聞え 紫雲た なび 

く絕 間より。 花 降り 下る ぞ あらたなる。 い ひも 

あへ ねば 妙經の OS 作物へ 向き)。 い ひも あ へ ねば 

しゅ _*w じん  ふづし  とびら  たち はう  ひら 

妙經 の。 守護神の 御厨 子の 扉 は 忽ち 四方へ 開け 


り 


て。 傅 大士ニ 童子 現れた 

【五】 

後見 一. 傅 大士ニ 童子 現れたり」 に 宫の引 廻 を 下す。 シ テ傅大 

士、 面 皺 尉 • 白 垂， 輪蔵 «子， 金 入 鉢 卷* 襟淺黃 • 着附 無色 厚板. 

白 袷 狩 衣 • 茶 地 半切 .掛 絡 • 腰 帶. 唐阒 扇の 装束に て、 作物の 中 

に 床几に か \リ 居り、 その 左右に、 子方 普 建 • 普 成>  黑頭 • 

黑鉢卷 • 襟 赤. 着 附鏠箔 • 箱 入水 衣 • 腰 帶. 扇の 装束に て 坐す。 

シテ 『釋迦 一 代の。 御 法の 御 箱 

地 『釋迦 一 代の 御 法の 御 箱 を か の 上， 人に 05 一 i 人 

經筘を 持って 作物 を 出で)。 悉く 嵐ハへ ん と。 |曰 建 | 曰 成の。 

一 一童子に 持たせ.、 上人の 御前に さし 置き 給 へ ば 


【四】 

後 段 

佾「 月が 隈な く 照 つて、 明 方の 鐘の 聲が澄 

み 渡る 折から、 不思議に も， 靈 妙な 香が 

薰り滿 ち、 一 靑樂が 聞え、 紫雲が たなび い 

て >  そ の 絕間か ら 花が 降り 下って くる。 

實 にあら たかな こと だ 一 

と、 いふ やい はず に , 法 華經の 守護神 

を 安置 し た 御厨 子 の 扉が 急 に 四方に 開 

い て  >  傅大士 と 普 建 • 普 成の 1 1 童子が 

現れ 出た。 

【五】 


シテ陴 大士、 子方 普！ |~. 普 成、 作物の 中から 現れ 

出る 0 


大士 「釋迦 如来 御 一 代の 經文を 入れた 御 箱 

を、 この 上人に 皆與 へ よう」 

といって >  普 建 • 普 成の 一 一 童子に 經箱 

を 持たせて、 上人のお 前にお 置かせに 

なる。 


蔵 


O か の御經 を讀！ i し 拾へば 

—太宰府の^ が^ 鸫 する の 

である C 


〇 善哉 I 褒めた- - へ る 時に 

發 する？ ic 傅 大士が いふの 

である G 


【穴】 


と 子方 綞 筘を ヮキの 前に 置きて 1 恭祭の 雨^へ 行きて 立つ。 

ヮキ 右の 方？ ー卷を 取リて 戴く。 (樂に 經卷を 下に 置く) 

シ テ 『博大 上 も を 立 つ て (と 鹿^; 杖 をつ きて 作物 を 出で) 

地 『傅 大士座 を 立 つて。 竹 杖に すが り。 膝 を か が 

め て (下にお =0。 上人 を 禮し？ キへ面 を 下げ ：}。 か の 御 

,.f  どく じゅ  たま  び- ん ざい 

經を (仲び て 節 を 見 ：}。 讀 誦し 耠 へ ば 善哉 なれ や g をつ 

きて 立ち)。 善哉 なれと。 夜 遊 を 奏し て 舞 ひ 給 ふ ハと蔓 

の 前へ 歸リ ) 

〔樂〕  . 

子方 二人、 樂の初 K まで シ テと相 舞して、 c§ をた 、 み ながら 

地謠座 前へ 行き 下に^る。 

^いづれ も 妙なる 舞の 袖。 いづれ も 妙なる 舞の 

袖。 月 も 照り 添 ふ。 奮 間より。 天き の 姿 は 隱れも 

*?  くだ 

なく。 天降る こそ。 ありがた けれ 

と 幕の 方 を^、 次の 早 笛に 子方の 前へ 行きて 床几に か >- る。 

aKm にて >  後 グレ火 天、 面 天神 • 黑垂 • 輪 冠 (火 焰を 戴く >佥 

緞鉢卷 • 襟 花色 • 着 付 段 厚板 • 法被 • 半切， 腰帶？ 装束に て 打 杖 

を 持ち 橋懸 一 の 松へ 出で、 


【穴】 


そして 傅 大士は 座 を 立って、 竹 杖に す 

がりながら 前に 出て >  膝 をか^ めて 上 

人に 敬禮 をせられ、 上人が 經文を H 誦 

せられろ と、/ お、^ に 結構な こと だ』 

といって、 夜の 舞樂 を^せられ る C 


〔樂〕 

を W 大士が 喜んで 舞 ふ。 普！ S  • 普 成の 二 «- 子 も 1 

鋩に 舞 ふ。 

いづれ も 誠に 美しい 舞 ひ 振りで、 パも 

照り 添 ふやう に 思 はれる 折し も、 その 

雲間 か ら夭 人が 姿 を は つ きり 現して 、 

天降って 來られ たの は、 K にあり がた 

いこと であろ。 


後ヅ レ火天 


！ It 

藏 


披 ひ に 

見に 轉ミ 


〇 かけ まく も- 1 輪蔵に 手 を 

かける を、 言葉に かけて い 

ふ 意の かけ まく もに いひ か 

けた。 

〇 迥リ 廻る や HI 月の —輪蔵 

の 廻る を 日月の 空 を 廻る に 

日月の 光の 曇らぬ を 御 法の 

光の 曇ら ぬに いひ かけた。 


〇 轉貍— 轉讀に 同じ。 經文 

を迎讀 しない で、 經卷の 初 

中 後を少 しづ っ讀 むこと。 


火 天 「自分 は釋迦 如来 御 一 代の 御說 法大藏 

經を 守護す る 神で、 十二 天神の 一 人で あ 

る 火 夭が 姿 を 現 したの で あ る 」 

と、 火 天が 忽ちに 空から 天降つ て來て > 

間もなく 上人の 前に 現れ 出て， 上人に 

向って、 

火 天 「佛緣 を 結ぶ 爲に、 輪蔵の 周圍を めぐ 

つて >  行 道の 功德 をお 積みなさい」 

と、 傅大士 等と ともに 傍へ 立ち寄り、 

上人 を 誘って" 輪 藏に手 を かけ、 「お X 

ありがた いこと だ」 とい ひながら、 互 

に 輪藏を 押し 廻らす と、 その 廻り 廻る 

さまが、 宛 も 日月の 光が 空 を 廻る やう 

で、 まことに 佛 法の 曇りの ない 光 は あ 

ら たかな ことで ある。 


〔舞 働〕 

に 火 天 ぼな ほ 自分 一 人で 輪蔵み- i~ し、 

火 天と いへば、 法 華經の 守護神で ある 

から、 一 夜の 間に 轉讀の 儀式に よって、 

上人に 經文を 全部 見させ， その後、 童 

子 達が それぐ 經卷の 御 箱 を 持 つ て 、 


後 ダレ 『抑 もこれ は。 釋迦 一 代の 藏經の 守護神。 十 

二 天の そのうちに。 火 天の 姿 を。 現すな り 

\、 わ てんた ちま  みま くだ 

地 『火 天 忽ち 天降り。 火 天 忽ち 天降り？ 舞 に 入 リリ。 

ほど  もく  ^ん  みら^ *  &  しゃ-ひにん  む^ 

程なく 目前に 現れ 出で て にて 開き W  。上人に 向 

すな は けち えん  ぎ やう だ う り r 

ひ (ヮキ に 向 ひ 下 リ)。 卽 ち結緣 の。 行 道の 利益。 め 

ぐらし 給へ とおのお の 立ち寄り o キを 始め 一同 立 

3, 上人 を 誘 ひ。 輪藏に 御手 を かけ まく も (ッ レ輪 

藏に手 を かけて 廻し ヾ 恭 し と。 互に 押し 廻り。 廻り 廻 

る や 日月の 光。 曇らぬ 御 法の。 あらた さよ 

「忝し と」 と、 ヮキ： ン テ， 子方 • 子方 *ッ レ と續 いて 輪藏を 1 

廻リ し、 それ^ \ 元の 座に 歸る。 ッ レ は 輪藏を 廻りて 常 座 へ 

行き、  -. 

〔舞 働〕 

め. フ き やう  しゅ ご じん 

ッレ 『これ はこれ 妙經の 守護神 なれば (と 拍子 を 踏 さ 

地 『これ はこれ 妙經の 守護神 なれば。 夜の 間 

經の 儀式 を あら はし？ 下に 特立ち ヾ 上人 悉 く 


0 


〇 と リどリ に —それ.. ^、に 

御筘を 手に 取りと い ひかけ 

た C 


〇 雲居— 天。 

〇 七齊莊 厳の 瑠璃の 座— 周 

鬧を 七寳で 飾り立てた、 

璃で 作つ た^ 牀。 垛樂淨 土 

をい ふ。 觀 無量 壽經に 「上 

有 11 金剛 七 寶金幢 T 擎 ：璀璃 

地 こ七资 の 稗 類は經 文に よ 

つて 種々 異 つて ゐる。 


の その後お のおの 御 箱 を とりどりに 孚方 立ち 經筘 

を^の 上に 載せて 下に 居り)。 造 か の 神前に ¥j び 仏？"。  W 

5,1 いじ ともな  しん ザん  つ  お 

大士伴 ひ Q テ立 ちて 作物 前 へ 行き リ。 祌前 に 積み 置きい 

よ い ょ當 社？ レ 立ち： )0 當 寺の 佛法 。繁昌の 靈 I を。 

崇め 給 へ と 上人 に敎 へ？ ッ レワ キへ開 さ。 天 部 は 

ゐ  た. -*  は-つ しゃ •："- ごん 

居に あがらせ 給へば ハツ レ 慕へ 走リ 込み リ。 七 寶莊嚴 の 

增璃 の. M の 上 に (？ ンテ 子方 を 伴 ひて 橋懸へ 行き)。 傅大士 

二人の 童子 を 伴 ひ 傅大士 二人の 童子 を 伴 ひ。 歸 

り 給 ふぞ。 ありがたき 

と 一 の松邊 にて 留 拍子 を 踏む。 


神前に 運ばれる。 そして 傅 大士が これ 

を 連れて、 神前に 積み重ねられる。 す 

ると， 

火 天 一， かう して. この 宮寺は い よ/ \ -佛法 

の 繁昌す る^ 地で あるから、 よく^ 敬な 

さい」 

と 上人に 敎 へ て >  火 天 は 夭に あが つ て 

しま はれる と >  傅大士 はまた 二 童子 を 

連れ て 、 七戰て 飾り 立 て た 顼璃 の m 牀、 

極 樂淨土 へ ぉ歸 りに なった。 K にあり 

がたい ことで ある。 


〔考 異〕 

古 m 本 (元 祿八年 本) 

【一〕 ヮキ 「これ は筑 前の …… 未だ 都 を 見ず 候 程に (元此 度) 洛 陽の …； ヮキ 「急ぎ 候 程に (元是 はは や) 都に …… ヮ キサシ 「ありがた や …… 傅 

大士^ (元 普 文 普 建. 以下 之 一一 準ズ J 現受 無比 樂 …… 【二】 ジ (元 シテ 以下 之 S ズ) 「なうな う あれなる 御佾 御が (元 ナシ) は …… ッレ 

っ^ H 元 ナシ) おろかの 仰せ や W (元 ナシ) 【一 1 一】 ヮキ 「あ、 りぁリ がた の 御 事 や (元 候) ；… ッレ 「五 千 餘卷の 御經を 一 」t に^^ (元 御身) の 


IS  .H ま 觀 (寶 春剛 ち 


^  一一お 


【能 柄】 

〔人物】 

【所〕 

〔時〕 

SB 

【作者】 


同從 者、 シテ 關淸次 


籠 太鼓 


四 番目 一段 劇 能 

ヮキ 松 浦 何某、 狂言 

の 髩 

肥前國 松 浦 

(無き 

〔弄 太鼓〕 とも 書いた" 

能 本 作者 註文、 一 一 百 十番 謠目錄 ともに 世 阿彌の 作と す。 飯 尾 宅 

御成 記に 寬正七 年 二月 廿 五日 演能 のこと、 言經卿 記に 文 祿四年 三月 

廿 七日 註 釋 のこと が 見えて ゐる。 

S 九州 松 浦の 何某 は、 その 召使の 關淸 次が 他鄉の 者と 口論して 

これ を 殺して しまった 爲、 入牢 させて 置いた ところ、 一 夜淸次 は牢を 

破って 遁げ てし まった" それで、， 身代りと し て 淸次 の 妻を牢 に 入れ、 

夫の ありか を 乱した が、 女 は、 「たと へ 夫の ありか を 知って ゐて も， こ 

れを 告げ る こと は 出来な い、 まし て 全く 知らな い の だから、 答 へられ 

i  i 國 五 


籠 太鼓 
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よう 害がない 一とい つて >  實を 告げない。 そして 夫 を戀ひ 慕って 心が 亂れ、 牢 にかけ て ある 鼓 を 打って 舞 ひ 狂った。 松 浦 もこの 樣を兑 て 

憐れに 思 ひ、 終に 夫婦と もに 赦す といった ので、 女 は 始めて 夫の ありか を 明かし、 夫 を 尋ね 歸 つて、 睦 しい 一生 を 送ったり 

【出典】 或は かう した 巷 說が傳 はって ゐ たの. てな からう かと 思 ふが、 文献に は 見當ら ない。 

【概評】 謠 曲の 狂女 物 は 大抵 女が わが 子 を 慕って 狂亂 に， S るので あるが、 中には 〔花 筐〕 〔班 女〕 など、 夫 を 戀凝 する 曲 も 二三あって、 澳ゃ 

かな 情緒 を 描いて ゐ るので あるが、 それら は 懸隔の 甚 しい 夫を戀 慕す る、 優しい 弱さが ある だけであって、 妻と して 内助の 功 を 立てろ と 

いった やうな 凛と した 所 はない。 た^ 本 曲の シテ は脫獄 した 夫の 身代りと なって 入牢の 苦しみ を 受け ながら も、 夫の 身 を 思って > 苦難に 

堪 へる。 しかしながら 戀 慕の 情に 思ひ餘 つて 狂亂 する。 ヮキは その 優しい 心根に 同情して、 女 自身の 苦難 を 免れし める 一 方、 その 夫の あ 

りか を白狀 させよう とする。 女は斷 じて これ を 受けつ けない。 そして 夫 を 思 ふ 狂態 は 愈.、 募って 行く。 ヮキ をして 終に 全く 惻隠の情に 

堪 へられな くさせて しま ふ。 かくて 夫の 罪 を 救 ふとい ふ、 謠 曲に 描かれた 女性の 中で 最も 優しい 強さ を 持って ゐろ もので あろ。 脚色 は 

純 世話物と して、 韻文の 少ぃ、 や k 散漫に 陷 つた 嫌 ひがない ではない が、 シテ の^ 格描寫 に 於て これ を 償って 十分な 成功 を 兌せ て おろ 

と 田 3 ふ。 


〇 松 浦の 何某— 松 浦 S 領主 

何某。 松 沛は肥 前 國松沛 郡。 

〇 關の沾 次— 假 作の 名で あ 

らラ e 

〇 念な う I 心 を 用ゐる ほど 

もな く、 易々 と。 

〇 科 人— 罪人。 


【二 

後^、 籠屋の 作物 を 大小 前に 出す。 

名乘 笛に て、 ヮ キ松沛 何某、 梨 打 烏帽子， 白 鉢 卷， 着 附厚权 • 

畏^^ 上下 .込 大口  *扇. 小刀の 装束に て、 狂言 從者 (着 附^ 

熨斗 狂言 上下 • 腰 帶 .|^の 裝朿) に 太刀 を 持たせて 舞^に 

出で、 中に 立ち、 

ヮキ- これ は 九州 松 浦の 何某に て 候。 さても 某 召 

つか  せき  せいじ  £  .7  もの た がう  もの  こ. つ ろん 

し 使 ひ 候 關の洁 次と 申す 者。 他鄕の 者と 口論し。 

念な う 敵 をば 討って 險。 さりながら 科 人の 事に 


【二 


舞 经は肥 前 W 松 浦で、 

随 へて 登垛 0 


-松 8« 某、 狂 ___asf*_ 


松 浦 「私 は 九州 松 浦の 何某. てす。 さて 私の 

召し使って ゐろ 家来の 關淸 次と いふ 者 

が、 他所の 済と ロ咹 瞭 をして >  々と 相 

手 を 殺して しまった のです。 相手に 勝つ 

たと はいへ、 人 を 殺した 罪人な の. て、 す 


◎ やがて— 刊行 會 本に はな 

〇 籠 者 させ— 入牢 者と する 

入獄させる。 古來 「牢」 の 字 

を 忌んで 籠 又は 弄の 字 を 用 

ゐた。 現行 本に 牢の 字に 改 

めた の は、 さか しら ごとで 

あらう。 

〇 大 剛の者— 非常に 力の 强 

い 者" 


_0>畏 つて 候— 以下 狂言 詞、 

刊行 會 本に はない が、 檎本 

(元祿 本に もしに は ある。 

a さても，/ \-— 以下 「申し 

上げう I まで 检本 にもない。 


〇 言語 道斷— 言葉で いひ 表 

しゃう もな い 驚き 呆れた 時 

に發 する 語。 環 珞經の 「言 

語道斷 心行 所滅」 から 出た 


て 候 間。 やがて 籠 者 させ て 候。 かの 者大 剛の者 

に て 候 間。 I* の 事 かたく 申し つ けば やと 存じ 候 

とい ひて、 狂言. に 向 ひ、 

ヮキ 「いかに 誰か ある 

狂言 (膝 を つ きて S 御前に 候 

ヮキ 「か の 者大 剛の者に て ある 間。 番の事 かたく 

つかまつ 

仕 り 候 へ 

狂言 「畏っ て 候 

ヮキは 脇 座に 行きて 下に 居る。 狂言 仕手 柱 先に 立ち、 

それ. A し 

狂言 「さても く 淸次は 由な き 口論し。 その 身 は 入 籠し。 某 ま 

でに 苦勞を かける。 さりながら 日頃 心安う 致した 者 なれば。 

かやう の 時分に 世話 を 致さねば ならぬ 事に て 候。 (作 物に 向 ひ) 

なう く淸 次。 湯 も 茶 も 嫌 か。 何なりと も 川の 事が あるなら 

ば 某に いはしめ。 淸 次々々。 (作物の 中 をと くと 见 5 南無 三寶。 

淸 次が 籠 を 破って 拔 けて 候。 これ はま づ 捨てて は 置かれぬ。 

申し 上 ゆう。 (ヮ キに齚 儀して) いかに 巾し 上け 候。 淸次が 今夜 

籠 を 破り 拔 けて 候 

ヮキ 「何と 淸 次が 籠より 拔 けたる と 申す か。 言語 


ぐ さま 竿へ 入れました) しかし あの 男 は 

大變 力の 強い 者です から， 厳重に 番をす 

る やうに いひつ けようと 思 ひます」 

-/.- 見物人に. 0 已湖 介して、 件の 槪 略み-報告し、 

從 者に 向 ひ、 

松 浦 「おい 誰か」 

從者 「 は い 」 

松 浦 「あの 男 は 非常に 力の 強い 男 だから、 

厳重に 番をする やうに」 

從 *5 「畏 りました」 

從者 は牢 s へ 行って、 SS 次に 詞を かけた が 返^ が 

ない ので、 不審に S つて 中み-見る VJ、 清 次が： S な 

い。 ^いて 松 浦の 前へ 出て、 


籠 太鼓 


從者 「申し上げます。 淸 次が 今夜 牢を 破つ 

て拔け 出しました」 

松 浦 「何 だと- 清 次が 年から 拔け 出した と 

111  一 I 一  八 七 
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◎ やれく  一  K の 事— 以下 

狂言 詞、 檢本 にもない。 


【二】 


〇 先綠リ な^— 先 を 案じ 過 

した こと。 取 越苦勞 C 


道斷の 事。 さて こそ 以前より かたく 中し つけて 

ゆ だん つ； is つ 

あるに。 さやう に油斷 仕りて ある ぞ。 さて かの 

ちの  二 

者の 子 はなき か 

狂言 「いや 子 はなく 候 

つ 》* 

ヮキ 「妻 はなき か 

狂言 「それ は 御座 候 

ヮキ 「さあら ば 急いで その 女 を 連れて来り 候 へ 

狂言 「畏 つて 候。 (. 名乘 座に て) やれく 一段の 事に て 候。 急ぎ 淸 

次が 妻み-召して 參 らう。 (橋懸 へ 行き 一 の 松に て 慕に 向 ひ) いかに 

こ S 内に 淸次が 妻 S 渡り 候 か。 松沛 殿の 御召しに て 候。 御參 


り ま > 

【二】 


シ テ洁次 妻、 面 深 井 翥帶， 襟淺黃 • 着附 摺箔， 無色 唐 織 着 

流 •！：§ の裝來 にて 慕より 出で なが ら、 


シテ 「科 人 を 召し 籠 めら れ候上 は d 女まで の 御 罪 

く  V  あ **  おんな さけ 

科 は餘り に 御 情なう こ そ 候 へ 

狂言 「さてく 先 繰りな 事 をお しゃる。 左樣 ではない。 何やら 

尋ねさ せらる 、事が あるとの^ にて 候。 急ぎ 御參り 候へ 
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いふの か C これ は 驚いた e だから、 先程 

から、 厳しく 恭を する やうに いひつ けて 

遛 いたのに、 どうして その やうに：^ を 

したの だ。  ところ. て、 あの 男に 子 ど 

も はな、 力」 

從者 「いえ， 子ども は ございません」 

松 滞 「妻 はない か」 

從者 「それ は ございます」 

松 《T それならば、 急いで その 女 を 述れて 

来い」 

從 *? 「畏 りました」 

w いって、 祸 次の 宅へ l!;: き、 その^な^ ぴ 出す。 


【二】 


-テ JW 次の 


女 「罪人 を 〔牛 へお 入れに なった 上に、 女 ま 

でお 罰しになる の は、 餘 りお 情なう ござ 

います」 

從者 「 い や はや 取 越 He 勢な * を いはつし や 

る。 呼 ひ 出した の は、 その やうな わけで は 

ない。 何やらお 尋ねな さる ことがあ ると 
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〇 あ 、わけなき— 荒々 し い。 

〇 無慙 —罪 を 犯して 恥ぢな 

い こと。 韓 じて 玆 酷な こ と 

111 轉 して 氣の# に 思 ふ こと 


【三】 


◎ 何事 を 致す ぞ— 檢 本に は 

「何事 を 申す ぞ」 

◎ そのの さげなる によって 

^次 を も 籠よ リ遁 いて ある 

ぞ— 檢 本に はない。 元祿本 

• 刊行 命 本に 從ふ。 

〇 のさげ— 野者氣 で、 野 者 

は 野-仏者， 敎養 のない 者、 

簿^ 鹿 者の 怠で あらう G 

〇 鼓— 昔 支那で 時 を 報ずる 

の に 鼓 を 川ゐ、 わが 做で も 

これに 酞 つた。 


ヮ キ 「この 女 を 能 者せ させ 候 へ 

狂言 「畏 つて 唉。 (シテ の 後よ リ手を 添へ) お立ち やれ C と 作物へ 述 

れ 行く) 

地 『今 の 女 を 引き立 て て。 急ぎ 籠 者 になす べしと。 

さも あらけ なき 人心。 情なし と は 忍 へ ども 殺，^: 

とが  のが  え  む..、  ほど  ； 3 ぎん 

の 科 を遁れ 得ぬ。 報い の 程 ぞ無慙 なる 報い の^ 

ぞ無 敷なる 

ヮ キ 作物の 方へ 二三 足 出で、 シ テ を牢に 入れた る 心に て 脇 

斑に 歸リ、 狂言 シ テを 作物の 内に 入れ、 太刀に 手 を かけて、 

【三】  j 

狂言 「やい お 主が 夫の 淸次 こそ 油斷 して 拔か いたれ。 女な りと 

も油斷 はせ ぬぞ 

ヮキ OS 一"  5 「や あいかに 汝は 女に 向 ひ 何事 を 致す 

ぞ。 そのの さげなる によ つ て。 淸次を も 籠より 

迥 いて ある ぞ。 所詮 今より は 鼓 を かけて。 一時 

づ つ 時 を 打って $ を 仕り 候へ 

狂言 「畏 つて 候。 (立ちて 名乘^ に 出 3 やれく 一  段の 事 を 仰せ 

出されて 候。 急いで 太鼓 を 打って 番を 致さう "(後見 座へ 行き 羯 


松 9- すぐ 竿へ 入れて しまへ」 

とい ふ 荒々 しい 人心。 女 はさす がに 情 

ない と 思った が、 人 を 殺した 罪の 報い 

は 遁れろ ことが 出來 ない。 誠に 可哀想 

な ことで ある。 

松 浦の 從 次の 妻を 牢へ 人れ て、 


【三】 

從著 1 やい、 お前の ゆ 主の 淸次 は、 こちら 

が油斷 して、 拔 けられて しまったが、 今 

度 は 相手が 女で も、 汕 斷し はしない ぞー 

./J 刀に 手 を かけて « す。 松 流 はこれ を 見て、 

松 浦 「これく、 お前 は 女に 向って 何とい 

ふ 事 をす ろの W 。さう い ふ遨 馬鹿 だから、 

淸次を 竿から 遁 してし まった の だ。 これ 

か ら は 鼓 を 牢屋 にかけ て、 1 時間 毎に 時 

の 知らせ を 打って、 そして^ をし ろ」 

從者 「畏 りました」 - 

vj いって、 牢^に 鼓 を かけ 、「これなら ゆ よい」 - 一一 

安心し て^る o 


〇 思ひ內 にあれば 1 孟子 吿 

子 下に 「淳 于髡 曰、 思 有 二 於 

內 1 必ぁ 二お ダニ 

〇 包め ども 袖に たまらぬ. B 

玉 は ー 古今 集 安倍^ 行 の 歌 

下句 「入 を 見ぬ 目の 淚なリ 

けり」 

◎ いや 言語 道斷 —以下 次の 

「さん 候 一まで の 狂言 詞、 檢 

本に 記す。 

〇 やがて— そ のま-^ すぐ 


〇 不便 や —可哀想な こと だ 


鼓 を 持ち 來リ〕 まづ 太鼓 を 釣らう (と 作物 9 柱に かけ )o 最初よりか 

やうに 太鼓 を 打って 番を 致したならば。 淸 次 をも拔 かすまい 

もの を。 殘 念な 事 を 致した。 これで 一 段と ようござる。 さら 

ば 打た -フ。 どん 一 つよ (と 鼓 を 打ち )o どん 二つよ 。どん 三つよ。 

どん 七つ。 どん 八つ。 どん 九つ。 どん 十 を。 一 つ 打ち 過した。 

, J れは 明日の 足 じに 致さう と存 する。 さらばち と 休ま、 ソ 

と いひて 作物の 側に 安 坐す。 

シ テサシ 『げ にや 思ひ內 にあれば" 色 は 外に ぞ 見え 

つらん。 包め ども。 袖に たまらぬ 白玉 は。 人 を 見 

ぬ 目の 溴 かな 

狂 一一 a 「かしまし や 。籠の 女-かくどき 言 を 申す によつ て。 寢ら る ， 

事で はない。 (立ちて シテを 見) いや 言語 道斷籠 中の 女が 狂氣に 

なりて 候。 やがて この 由 を 申さう する にて 候。 (ヮ キの 前に 出で 

膝 をつ きて， 3 いかに. 申し 上け 候。 li 中の 女が 以ての外 狂氣 仕り 

ヮキ 「これ は眞 にて あるか 

狂言 「さん 候 

ヮキ 「あら 不更ゃ 立ち 越え 見う ずるに て 赏 
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女 「ほんと に該に い ふ 通り、 心の中に 思 ふ 

ことがあれば、 自然 外に 現れる ものら し 

い。 夫に 逢へ ない 悲し さは、 どう 我慢し 

て も 我慢が しきれず、 袖-て 隱す >  J とが 出 

來 ない ばかり、 涙が 溢れ出る こと だ」 

夫 を 戀ひ慕 ひ、 喚き 叫んで 狂 ふ。 (« は 松浦ケ 玖 

く  «? の 佯狂で ある) 

從 者| あ. /やかまし いこと だ。 竿の 女が く 

ど，/ \- と 愚痴 言 をい ふの. て、 やかましく 

て寢る こと も 出来ない。 (女 *- 見て) これ は 

驚いた リ牢 の 女が 氣違 ひに なった 。早速 御 

卞 人に 申し上げよう。 (松 浦に > 申し上げ ま 

す。 牢の 女が 大變な 氣違ひ になり ました 」 

松 浦 「それ はほんと か」 

從者 「 さ うで \  j ざ い ます 」 

松 浦 「あ & 可哀想な > J とだ。 牢屋 へ 行って 

見て やらう」 

一一 1=1 九 i 
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〇 人の 心の 花なら ば I 古今 

集 小 野 小町の 歌に 「色 見え 

でう つろ ふ もの は 世 の 中の 

人の 心の 花に ぞぁリ ける 一 

と ある やうに、 人の 心が 花 

であると すれば、 風の 爲に 

も 狂 ふとの 意。 

〇^ 老 同穴— 共 に畏 生きし 

て 死後 は： S じ 穴に 埋められ 

ようとい ふ 夫婦の 契リ。 保 

元 物語 法^ 崩御の 條に 「偕 

老 同穴の 御 契り 淺 から ざり 

し 法皇 も 一 

〇 逍せ ばき I 世間 狭い。 

〇 僻事— 现に 外れた 事。 


狂言 「 一 目御覽 あれ かしと^ じ 候。 (作物の 前へ 行き) や あく 松 

沛殿 S 御出でに て 候閒。 i 船の 逄を 立ち退き 候へ く  (とい ひて 

引く) 

ヮキ 立ちて 作物 へ 二三 足 出で、 

ヮキ 「や あいかに. 女 U 何故 さやう に狂氣 して ある 


ぞ 


なに 一  き や-つき 


シテ 「何故 狂氣 する ぞ と 承 る； 『人の 心の 花なら 

ば。 風の 狂ず る 故 も あるべ し。 况ん ゃ你老 同穴 

と。 契り し 夫 も 行方 知らで。 殘る身 ま で も 道せ 

ばき。 なほ 安 か ら ぬ 籠の 中" 思 ひの 闇の せん 方 

もの  くる  ひが こと 

なさに。 物に 狂 ふ は 僻事 か 

をつ と わか  ろう しゃ  A も  ひと かた 

ヮ キーげ にげに 夫の 別れ 籠 者の 思 ひ。 一方ならぬ 

&  な ゆ  もの  くる  ことわり 

身の 歡 きに。 物に 狂 ふ は 理 なり さりながら。 い 

つま  あり どころ  し  よと 

づ くに 夫の 在所 を。 知らせば やがて 呼び 取つ て。 

汝は 籠より 出 だすべ し眞 直に 申し 候 へ 

シテ 「これ は 仰せと も覺 えぬ もの かな。 た と ひ 夫 


三 三 九 二 


，いつ て牢 B へ 行 *-、 


松 浦 「おいこれ 女- なぜ その やうに 氣が狂 

つたの だ」 

女 「なぜ 氣が 狂った と 仰し やろ の. て ご ざ 

います か。 歌に 詠まれた やうに、 人の 心 

が 花であるなら ば、 風の 爲に でも 狂 ひま 

せう。 まして- 友， H 髮と 契りあった 夫の 

行かが 分らない-て、 あとに 殘 された もの 

が 世間 狭い 思 ひ をして ゐる 上に、 苦しい 

牢に 入れられて、 悲し さに 心が 6 暗にな 

つて、 慰める すべ もなければ、 氣の狂 ふ 

のも當 り前ぢ やありません か。 これが 無 

理 でせ うか」 

松 》 いかにも^に 別れた 上に 牢に 入れら 

れた 悲し さ。 一 通り. てない 不 仕 合に、 氣 

の 狂 ふの も 尤も だ。 しかし 一 や 主の ありか 

は どこな の だ。 それ を 知らしたならば， 

すぐ 淸次を 呼び寄せ て 、 お前 は牢か ら出 

してやらう。 正直に い へ 」 

女つ これ は 分らな い 事 を 仰し や います。 た 


〇 雨の 夜の— 詞花集 僧都 覺 

雅の歌 一 影 見えぬ 君 は 雨 夜 

の 月 なれ や 出 でても 人に 知 

られざ リけリ 一 を惜 リ て 

牢 から 出ない ことと 夫に 逢 

はれない こ と を 雨 夜の 月に 

喩 へ 、 K を盡 きぬ にい ひか 

けた。 

〇 西樓に H 落ちて— 和漢 朗 

詠集菅 原文 時の 詩句 ー西樓 

瑢花間 曲、 屮殿燈 殘竹裏 

萆】 を 引いて、 花 間 を 時の 

0 ぃ喩 へ に、 殘燈を 夫と 別 

れた 身の 喩へ に用ゐ た。 

〇 影— 姿。 燈火 S 緣語。 


の 在所 を 知り たれば と て。 あら はし 夫 を 失 ふ ベ 

う へ つ みり どころ  ゆめう つ *  し 

きか。 その上 夫の 在所 を 0 夢現に も 知ら ぬ もの 

を 

ヮキ 『優しき 女の いひ 事 かなと (： 作物へ 行き.) 丄手づ か 

ら籠 の 戶を 開き？」 戶を 開き.)。 はやこれ まで ぞ疾く 

qw- 、てよ (と 二三 足下る) 

シテ 「御 志 はありが たけれ ども。 夫に 代れる こ の 

身 なれば。 こ の 籠の 內 をば 出 づ まじ や。 『これ こ 

そ 形見よ な つかし や (；と 居 立 3 

地 『無慙 やわが 夫の。 身に 代りた る 籠の 內。 出づ 

あめ  よつ  な -ご り  かな 

まじ や 雨の 夜の。 盡 きぬ 名殘ぞ 悲しき (としを リ )。 

せい ろ-つ  つきお  はな  あ ひだ  そ  は  ちぎ 

西 樓に月 落ちて。 花の 間 も 添 ひ 果てぬ。 契り ぞ 

うす i もしび  のこ  か 6 

薄き 燈火 の 。 殘り てこが る る 影 は づ かしき わが 

身 か -v よ (と 面 を 伏す) 


ヮキこ の 間に 脇 座に 歸リて 立ち- 
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とひ 夫の ありか を 知って ゐた ところで， 

それ をば らして、 夫 を 殺す やうな 事が 出 

來 ませう か。 その上、 夫の ありか を まる 

で 知らないの ですから >  中し 上げられる 

害 がありません 一 

松 滞 「お  >- 優しい 事 をい ふ 女 だ」 

といって、 自分-て 竿の 戶を 開け て , 

松 滞 「もうよ い、 許す から 早く 出て 行け」 


女-御 親切 は あ りが たう ご ざ い ますが、 夫 

の 身代りに なった の. て ございま すから、 

この 竿の 內を 出ますまい。 これが 夫の 形 

見です。 あ 危なっかしい。 —— 

いとしい わが 夫の 身代りに 入った.： 牛から 

外へ 出ますまい。 出ない といへば、 雨 夜 

の 月の やうに、 逢 ふことの 出来ない 夫の 

事が 傅 ばれて、 この 上 もな く 悲しい こと 

だ。 ほんの 短い 間 さへ 添 ひ 遂げる ことが 

出来ず、 夫婦の 緣が 薄くて、 あとに 唯 一 

人殘 されて、 夫 を 思 ひ 焦がれて やつれ^ 

てた この 姿、 ほんと に 恥 かしい こと. た- 

ミ狂ひ 泣く o 

三 =1 九 一一 一 
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〇 亂 るる は 柳の— 心 の亂れ 

を髮の 亂れに いひ かけ、 黑 

髮を 柳に 喩 へ て い ひ惯 はし 

てゐ るので、 柳 5 髮と い つ 

て 春雨 を 呼び出し、 更に 奍 

雨 を^に 喩 へ た。 

〇 春雨の 涙に— 古今 集大伴 

黑 主の 歌 「春雨の 降る は泯 

か 櫻 花 故る を W しまぬ 人し 

なければ 」 に據 つた。 

〇 時 守— 時の 鼓 を 打つ 番人 

〇 相圆 の 鼓— 時 を 知らせ る 

鼓。 

〇 異國 にも— 支那で も 時の 

鼓 を 打 つ た 例が あるとの 窓 

蘇 來坡の 詩に 「長夜 默坐數 二 

更鼓こ 

〇 時 守の 打ちます— ず I 葉 第 

卷十 一 に 「時 守の 打ち 鳴す 

鼓よ み 見れば 時にはな りぬ 

逢 はなく も あやし j と ある 

を 少し 變 へて 引いた。 


キ 「言語 道斷 かかる 優しき^ こ そ 候 はね" こ の 

上 は 夫婦と もに 助く る ぞ疾く 出で 候 へ 

シテ 「かほ どに 淸ま しま さ ば。 始めよりか く菱き 

目 を 見せ 給 ふ ベ き か。 『さる にても わが 夫 はい 

づく にある やらん。 なう 心が 亂れ さむら ふぞゃ 

と 右-一；^ を 脫 ぎて 作物 を 出で、 

シテ i 『亂 るる は。 柳の 髮か 春雨の ハと眞 中へ 出 3 

地 『淚に 咽ぶ。 心 かな 

常 座に て 作物の 羯鼓を 見て ヮ キに向 ひ、 

シテ 「なうな う こ れ なる 鼓 は 何の 爲に 懸けられ 

て候ぞ 

とき もり  とき  し  6 ひづ  つ ふ 

ヮキ 「あれ こそ 時 守の 時 を 知る 相圖の 鼓よ 

おも しろ  い こ *..  ためし 

シーア 「面白し 面白し。 異國 にも さる^: あり。 かやう 

に 鼓 を 懸けて 時 を 守りし 事 も あり。 その 心 を 得 

ふる  うた  ふき .9  つ こ 31  ？  とき 

て 古き 歌に。 『時 守の 打ちます 鼓聲 聞けば。 時に 

はなり ぬ。 君は邋 くて C と 前へ 出 3 
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【s】 

松 浦 に 感じ入った" この やうな 優しい 

こと はない。 この 上 は 夫婦と も 助けて や 

ろぞ、 早く 出て 行け」 

女 「その やうに お 情深い 方で あつ たなら 

ば、、 始めから この やうな 辛い U にお 逍は 

せに なろ 害 はありまん。 (今のお 言 ^はは 

じられ ません) それにしても、 わが 夫 は 

どこに いらっしゃる のか 知ら >  あ \ 氣が 

狂 ふ」 

VJ^i & になって 牢^な 出で、 

女 「心 はこの 髮の やうに 亂れ、 淚は 春雨の 

やうに 流れ出る こと だ」 

-II い つて， 牢； S にかけ た 鼓な 見 て、 

女 「もうしこ、 にある 鼓 は 何の^ にかけ 

て あるので す」 

松 浦 「あれ は 時 を 知ら せ る 番人が 時刻 を 知 

ら せる 爲の鼓 なの だ」 

女 「これ は 面 Q い C 支那に もさう い ふ 例が 

あります。 この やうに 鼓 を かけて、 時 を 

知らせた 例が あります。 この 心 持 を 採り 

人れ た 古歌に 11 

『時 守の 打ちます 鼓璲閒 けば、 時にはな 

りぬ 君は邋 くて』 

(時の 番人のお 打ちになる 鼓の. せ を！ K へ て ほく ミ、 

約束の^ s? に はなった が、 S しい 君 は 遲< てまた 

見えない) 

とあります が、 それでも 通くても 戀 しい 


〇 音に 立てて— 萆を 出して 

人の 泣く を鶯の 鳴く に い ひ 

〇 靑 葉の 竹— 胬の緣 で 出し 

次の 娥 皇女 英の 故事 を 呼び 

起す 料と した。 

〇 娥 皇女 英— 堯 2  二人の 女 

で、 共に 舜の 后。 舜 2 崩 じ 

た 事を悲 しんで 楚國湘 江 

广 今の 湖南 省) の邊で 死んだ 

すると そ の 溟 が 竹に か. >- つ 

て、 湘 浦の 竹 は 皆 斑に な つ 

た とい ふ。 和漢 朗詠 集張讀 

の 句に _ 竹 斑 ニ湘浦 T 雲 凝 二 

鼓 瑟之蹤 こ 

〇 諫鼓荅 むす— 和漢 朗詠 集 

大江音 人の 詩句 _ 刑鞔 蒲朽 

螢空 去、 諫鼓苔 深 鳥 不レ驚 j 

に據 つた e 諫鼓は 天子 を諫 

める 鼓で、 堯の 時に これ を 

行った が、 天下 泰平で その 

W がなかった ので、 苔が 生 

えたとの 故事 を いふ C 

〇 現 もな や— 鼓 を 打つ と い 

ひかけ た。 狂亂 して 正氣が 

ない の をい ふ。 

〇 時 ふりて— 時が 過ぎて。 

〇 六 つ I 今の 午後 六 時。 

〇 五 つ I 今の 午後へ 時。 偽 

リと 「 い 一の 音 を 重ねた。 

〇 妻 琴— 夫 を いひ かけた。 

〇 引き離れ— 引き は彈 きに 

いひ かけた 琴の 緣語。 

〇 忍び音— 妻が 聲を抑 へ て 


地」. 遲 くも 君が。 來ん まで ぞ (と 常 座へ 下リ) 

〔力 ケリ〕 

シテ 「なう この 鼓 を 打つ て 心が 慰みた う 候 

ヮ キー . 易き 間 の 事い かやう に も 打 つて， 慰め 候へ 

つ *> ふ  こ- 0ー  ね  た 

シ テ 一 聲 『鼓 の 聲も 音 に 立てて C- と 作物へ 行き 扇 に て „竭 鼓 を 

屯ち) 

地 『鳴く 鶯 の 靑葉 の 惟 C 脇 正面 を a) 

シテ 『湘 浦の 甫ゃ。 娥 皇女 英 (と 前へ 出で) 

地 『諫鼓 苔 むすこ の 鼓 (-右 へ 週リて 作物へ 向 ひ) 

シ テ 『現 もな やなな つ わし や (と 作物の 柱に もたれて し を 

地上 1 鼓の 架 も 時 ふり て。 鼓の 聲も時 ふりて。 日 

も 西 山に. 頃けば S 懸 2 方 を 见 や =00 支の 空 も お づ く 

へ 八つの 鼓 打た うよ ハ 拍子 I さ。 五つの 鼓は僞 りの 

ハ汜 先 へ 出で： T 契り あだな る 妻 琴 の C 兩手を 寄せ ：}。 引き 

はな  しの 

離れ い づく にか OS 手 を 引分けて 面 を 遣 ひ }。 わ が 如く 忍 


人が 来て さへ 


-ば よいの だが」 


〔力 ケリ〕 

に 夫み-! «ひ 慕って 狂 ふ樣を 示し、 

女-もうし >  この 鼓 を 打って 氣を 紛らした 

うご ざいます」 

松 滞 「お X、 易い こと だ C 好きな だけ 打つ 

て、 氣を 晴らす がよ からう」 

女 「鼓の * も 音 高く、 わが 泣く  U も 昔 高 

く、 思 ふ 存分 泣き ませう e 夫戀 しい 思 ひに 

は、 支那の 娥 皇女 英も， 湘 浦の 浦で 歎き 

死に、 靑 葉の 竹 を 斑に 染めた とか。 I 

御代 太平の この 鼓、 打つ につけても 正氣 

なぐ、 夫の 事が なつかしい。 —— 


時 は 次第 に 過ぎ て 行き、 日 も 西 山 に 傾い 

て、 夜の 時刻に 近づいた。 六つの 鼓 を 打 

ちませ う。 

五つと い へば 偽りの、 あだな 契りの 仲と 

なり、 夫婦別れて しまったが、 夫 は どこ. て 

どの やうに、 忍び 隱れて ござる やら。 夫 

の ありかの 知れぬ やう、 私の 忍び泣く や 

うに、 音 も靜 かに. 打ち ませう C 四つと い へ 
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泣く 意に、 夫が 世 間 に 忍び 

ほれる 意 を 兼ねた。 

〇 や はら や はら— 靜 かに。 

〇 四つ— 今 3 午後 十 時。 世 

の 中と 「よ」 の 香 を 重ねた。 


〇 九つ— 今の 午後 十二時。 

◎ なりたり や— 刊行 會 本に 

、 

は 「なりたる や」 と ある o 

〇 面影に 立 つ— まぼろしに 

見える。 

〇 二世— 現世と 來 世と 兼ね 

た 夫婦の 契リ。 


【五】 

〇 詉！ S ん幡— ともに 武神。 

諷 訪 神社 も 八幡お も 肥 前 n 

長 15- 市に ある C 

〇 御 知 兌— 御 照覽に 同じ。 

祌に誓 ひ を 立てる 詞。 


び 音の や は らゃ はら 打た うよ や や はら や は 

ら打 たう ょハ 左へ 廻りて 翔 鼓 を 打ち S 四つ の 鼓 は 世の 

中に 面へ 向き y 四つの 鼓 は 世の中に。 戀と いふ 

事 も C 脇 座へ 出 3。 恨みと い ふ 事 もな き 習 ひなら ば 

ひとり t は& はじ (： 右へ 廻りて ぉ屮へ 出で) 

シテ 『九つの 

地 『九 つ の ハ正先 へ 出で リ。 夜半に もな りたり や。 あら 

戀 しわが 夫の。 面影に 立ちたり S を 造 ひ)。 ぎし や 

せめてげ に。 身代りに 立ちて こそ は 二世の かひ 

も あ る ベ けれ ハ 右へ 廻りて 作物へ， M きリ。 こ の 籠 出づる 

こ ii  ろう 

事 あら じ？ 内 へ 入 リ尸を 締め：^ なつかし のこ の 籠 や。 

あらな つかしの こ の 籠 ハ と 平 坐して し をる) 

s】  、 X.  -  '  tv  、 " 

うへ  す  **  *^/T  つ； ちけん  *"-っ ふ 

ヮキ 「こ の 上 は諷訪 八幡 も 御 知見 あれ。 夫婦と も 

に 助く るぞ はや 疾く 出で 候 へ 

うへ  おんに つ は 

シ テ 「げ に こ の 上 はされば と て 1 御 M り はよ も あ 
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ば^の 中に、 戀も 恨み もないならば、 ひ 

とり 悲しい 思 ひして、 歎く こと も ある ま 

いに。 歎きのう ちに 九つの、 はや 夜半 ど 

き ともなった。 . — 


あ、 戀し いわが 夫、 夫の 影が 眼に 浮かぶ。 

せめての ことに. せ 代りに、 妻が.： 牛 屋に入 

つて こそ， 二世 を 契った かひ も あろ、 思 

へば 嬉しい この 牢屋、 この 牢屋 をば 出 ま 

すまい、 あ k なつかし いこの 牢屋」 

./J;K を 慕つ て 謠 ひ 狂 ふ o 


【五】 

松 S 「このう へ はう そ 偽り はない、 諫訪八 

幡も御 照覽 あれ、 夫婦と も 確かに 助けて 

やる ぞ。 早く 出て 行け」 

女 は正氣 になって、 

女 「もはや この 上 は、 まさかお 欺きに なり 


〇 宰府— 钪前國 の 太宰府。 


〇 いしく も— いみ じく も。 

殊勝に も、 感心に も C 

〇 助け舟— 罪 を赦す こと を 

佛の 弘誓の 舟に 擬へ たので 

ある C 


〇 松 浦 の 川— 唐津 川と も い 

ふ 。待つ とい ひかけ た。 

0 彼の 國— 西方 極樂淨 土。 


〇 彌陀 誓願— 阿 彌陀 如来が 

衆生 を 救って 極 樂へ迎 へと 

る と の 誓願。 


〇 末 久に松 滞の— 夫婦の 行 

末 を 末 久し い 松の 榮 えに 喩 

へ て 松 浦に いひ かけた C 

〇 二世の 緣— 夫婦の 緣。 川 

の緣語 瀨に いひ かけた。 


まこと  つま  あり どころ ちく  ^ん  さい ふ  し  ひ. y 

ら じ。 眞は 夫の 在所。 筑 前の 宰府に 知る 人 あれ 

ば。 そなた へ 行きて ゃ赏 らん 

かぐ  ft う  こ ふ し 

ヮキ 『いしく も隱 さず 申したり-」 一 しかも 今 fe- はわ 

が 親の。 十三 やに 當り たれば" 『科 あり とても 助 

け 舟の 

シテ 『松 浦の 川 や 西の 海 

ヮキ 『彼の 國 近き 

ご く らく 

シテ 『極樂 の (と 立ち〕 

地 『彌陀 誓 霧 の 誓 ひか や？ 作物 を 出 3。 科 を 助く る 

憐 みの あら ありがたの 御 慈悲 や (と眞 中に 坐して ヮキ 

へ 合掌) 

地 C キリ ¥ やがて 時日 を 移さず や が て 時日 を 移さ 

ず C- と 立ち： >  。隱れ し 夫 を 尋ねつつ。 もとの 如くに 歸 

むす  ちぎ  すゑ ひさ  4* つら  か は  せ 

りゐ て： 結ぶ 契り の末久 に。 松 浦の 川 や 二世の 

緣。 げ に あり が たき、 心 かなげ に ありがたき 心 


ますまい から 申し上げ ますが、 ほんと は 

夫の ありか は、 筑 前の 太宰府に 知. るべ が 

あります から、 そち らへ 行った の でノ  J ざ 

いませう. 一 

杉 浦 「お \ よく 感心に 隱 さないで いった。 

今年 は 丁度 自分の 親の 十三 年に 當 るの だ 

から、. 罪が あ つ て も 助け て や らう j 
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女 一 ありがたい お助けで ございます。 この 

松 浦 川から は、 極樂の 彼岸へ 渡る の も、 

近い やうに 思 はれます が、 私に とって は、 

唯今 の お 言葉 , J そ極樂 の 阿彌陀 如来 の お 

慈悲. て ございます。 罪 をお 助け 下さる 憐 

み 深いお 慈悲 >  ほんと にあり がた うご ざ 

います」 

女 は その ま \ 時刻 を も 移さず、 隱れて 

ゐた夫 を 尋ね 探して、 もとの やうに 故 

鄕に歸 り、 この 松 浦て 幾久しく 二世の 

契り を 結んだ。 まことに ありがたい 心 

掛 である。 

f 二三 九セ 
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力な 


と 常 座に て 留 拍子 を 踏む" 


〔考 異〕 

諸 流 (五 流) 

、、、、、、、 

【 一 1 ヮキ 「これ は 九州 松 浦の …… さても 某 召し使 ひ 候 (下^が 知行の うちに.^ 

，，，，，， 

くる ぞ (下 懸偽リ と 思 ふ か)… 

古謠本 (元 祿八年 本) 

【三】 ヮキ 「優しき 女の いひ 事 ^^(元 や) み手づ から …… 【四】 地 「淚に 咽ぶ 心 かな (元 


【四】 ヮ キー 一一 H 語 泣斷 かかる 俊し き ：.：. 夫^と もに 助 

リ 「な^, この つ I て 心が 敏 I みたう 候 i 一易き 間^ 事い かやう にも 打って 慰め 候 へ (- 下懸ナ シ) 


へ ) 


井 筒 


觀 (寳春 

一！ ぎ 


喜) 


【能 柄】 三番 目 複式 夢幻 能 

【人物】 ヮキ 旅僧、 前シテ 里 女 (有 常の 

女 の 靈)、 狂 言 櫟 本の 者， 後シテ 

紀有常 の 女 

【所】 大和 國 石 上 在 原 寺 

【時〕 秋 (九 月：) 

〔作者】 能 本 作者 註文 >  二！ c 十番 謠目錄 ともに 世阿彌 

の 作と し- 世子 六十 以後 申 樂談儀 LT 「 井筒 道 盛な ど 

すぐなる 能 也」 とい ふ。 金春禪 竹の 五 音 三曲 集に 幽支 第一 、心詞 幽玄 曲 味の 例に  >  本 曲の 〔二〕 シ テサシ 「さなき だに _ から シテ上 敬の 終 

り 「何の 昔に か覺 めて まし」 まで を擧 げてゐ る。 (現行 曲-. 秋の 夜の」 の のがに と ある 外 同じ)。 演 能の 古記 錄は見 當らな いが、 言 經卿記 文祿 

四 年 三月 卅 日の 條 に註釋 のこと が 見えて ゐる。 

【i】 諸 國遊歷 の 僭が 奈 良から 初 瀨へ參 る 途次、 石 上の 在 原 寺に 立ち寄って、 在 原 業 平と 紀有 常の 女 夫婦の 舊跡を 弔って ゐ ると ころへ、 

一 人の 女性が 來 て、 古塚に 花 水 を 手 向ける ので、 怪しんで 詞を かける と >  女 は 業 平の 塚で あらう から 弔 ふの-て あると 答へ、 なほ 尋ねられ 

るが ま k に、 伊勢 物語の、 「風 吹けば. 一の 歌、 「筒井筒」 の 歌な どの 物語 をし、 實は 私が その 有 常の 女-て、 筒井筒の 女と もい はれた ので ある 


井 


0 


111 =1 九九 


三 woo 

1 ^  ^ — ^ I, .  n,i0i$i<,  ，s ん. て 舞 を 

— I ご. ： そして その 夜、 植の 夢に、 有 常の f f  ，资 めて しまった。 從 つて 為 

とうち 明けて、 井筒の 陰&れ てし を， つかしが るう ちに、 夜が ほの. ほのと 明け i 

$ ひ、 わが 姿を 井戶の 水に 映して 擎の I を" 

舞む ノっこ j 

の 女の 姿が 見えな くな つてし まつ：'  ； ,£ もこ 心. ちかよして あり けれと、 與 

1 本 II 二十 ："も 、井！ is び！、  ！!^ u^li かく 

i わたら ひそ ^Mu こ^ を こそと 思 ひで、 親の あはす る を li 

. よこの 女 を こそ 得め と£む -> 

なむ、  え.、 二す， I  (i ぎ) にけ らしな 妹 見ざる 間に 

|井筒に かけし まろ 力た け ？ 

女 力へ し  ト： ： rvls  u.-fei,£> あぐべき  ： 、- 4，0ま 、二、 もろともに- *  - 力 力 

一.！ てて や dp"-  — 

£、 --コぉ、 いとよう けさう L 一  i 

*i こ クー，.？ N  V  ト ゝ 二 INg.Q' . っ^ 3 

Itsn^, 夜半 に や 君-力 ひと り^^  t  1, に - r  U  9 ニナり。  • 

風 吹け は 沖つ 白 t 口  ^ ひて、 河 5 も を さく 通 はすな さ t 

と f けろ を！モ 限ソ の" ほ 公-; ついて. は、 飄 沖の 勢 if も ，」！： 一とい ふより 下、 いよく 業 平の， 

から 出た i る。 し る 人の子と 書くべき や-つなし。 0!lf( . 

業 平 は 阿保 親王の 男 田舍 わたら .  I- て あ • はない の. て あ 

一に あら ts たり。 そ i ほ I 平と 同年 f 親交の あった 友て そ。 女 幼 

、つて f  、殊に 紀有 常の 女に つ、 て. は 力  . 


業 平の 朝 は 紀の有 常が むすめに 住みけ る を、 恨む こと ありて、 しばし の 間、 晝は來 て 夕され ば歸 りの みしければ、 よみて 遣し ける。 

と詞 書して、 二人の 贈答 歌 を 載せて 居り、 二人の 間に 戀の あつたの は事實 であるから、 謠曲 製作 以前から、 この 物語 を 業 平と 紀有 常の 女 

との 事と して 傳へ て 居り、 謠曲 作者 は その 傳說 に從 つて 脚色した もので あらう。 

：槪 評】 幼な 友達の 友愛が やがて 戀 愛に 成長して 行って > それが 滯 りなく とり 結ばれ、 その後、 男の 方に 一 寸 した あだし 心が 出た が、 女の 

思 ひや りのある 情の 深い 良淑に よって、 男の 心 を 完全に とり 房す とい ふ、 澄みき つた もの 靜 かな 秋の 夜に ふさ はしい 和やかな！ S 語で あ 

る e 謠曲 作者 はかう した 心 持-て、 この 題材 を 取扱って ゐ るので ある。 シテの 性格に ついても、 さほど 重々 しく は 取扱って ゐな いが、 暖か 

い 氣品を 持た せて ゐる。 I 杨 語で は あるが、 この 女性に は腹獄 の 苦を與 へて ゐ ない C 脚色 も 普通 の 複式 能 の 定型に 從 つて ゐて、 別段 省略 

したと ころもな いが、 尾鰭 もない C 文章 は 大部分 伊勢 物語の 原文に 從 つて ゐ るが、 街學 的な 痕跡 はない C しんみり とした、 淸ら かな、 美 

しい 曲 柄で ある。 


【二 


〇 南都 七 堂— 奈 良七大 寺。 

卽ち 柬大寺 • 興 福 寺 • 元 興 寺 

大安 寺 • 藥師寺 • 西大寺 • 法 

隆寺。 

〇 初瀨— 大和 國 磯城 郡の 長 

谷 寺。 元 正 天皇 養老 五 年の 

草創で、 本尊 は 十 一 面觀世 

音。 

〇 在^ 寺— 大和 國山邊 郡 山 

邊村 にあった とい ふ e 玉 葉 

集爲 子の 歌に 「形ば かリそ 

の 名残と て 在 原の 昔の 跡 を 

見る もな つかし /今 そ の 古 

趾の傳 へて ゐる ものに、 石 

上の 在 原 山 光明寺と 布^の 

良 峰 山 石 上 寺と 二 ある" 

井 


【 I 】 

後見、 井筒の 右 隅に 薄 をつ けたる 作物 を 正面 先に 出す C 

名乘 笛に て、 ヮキ 旅僧、 角 帽子 • 着附 無地 熨斗 H*^ 水 衣， 腰 

帶 .扇. 數珠 の 製 束に て 名乘座 に 出で、 

しょ こ,、 けん  そう  ほど 

ヮキ" こ れ は諸國 一 見の 僧に て 候。 われ こ の^は 

なん i  だ-つ  また  はつ せ  まも 

南都 七 堂に 參 りて 候。 又 これより 初 瀨に參 らば 

* ん  てら  ひふ  たづ 

やと 存じ 候 d ハ 作物へ， M き〕 これなる 寺 を 人に 尋ねて 

候 へ ば。 お 原 寺と か や i. し 候 程 に。 立ち寄り 一 

n 几せ、 まやと 甲 i ひ 院 


舞臺 の 眞中 へ 行き 作物に ,M き 、 


筒 


【二 

舞 _© は 初め 奈 良で、 ヮキ 旅^ ^場。 

憎 「私 は諸國 を遊歷 して ゐる 僧-てす。 こ の 

間う ちは奈 良七大 寺に 參詣 して、 又 これ 

から 初瀨 へ 參詣 しょうと 思 ふので す」 

.、.- 見物人に 自已弒 介 をし、 や ジて在 原 寺に <« いた 

想で、 舞 S は 大和 W 石 上、 お 原 寺 どなり、 

佾 「こ k の 寺 を 人に 尋ねる と、 在 原 寺 だと 

いふ ことなので、 これから 立ち寄って 兑 

ようと HS ひます」 

佾は在 原 寺に 人つ て、 

ニ一 四 〇 一 


〇 梁 平— 平 城 天皇の 皇子 阿 

保 親王の 第：. f: 男， 兄 行 平と 

共に 在 原の 姓 を 賜 ひ、 左 近.. 

衞屮將 に 上リ、 元 慶四年 W 

十六 歳で 薨 じた。 著名な^ 

人で、 伢勢 物語 は 主として 

この 人の こと を 記す。 

〇 紀の有 常— 紀名 虎の子、 

從 s: 位下 阆防桓 守。 元慶元 

年 六十 I 一一 歳で 卒す e その 娘 

の こと は解說 にい ふ。 

〇 石の 上— 今山迻 村の 大字 

〇 風 吹けば— この 歌、 後に 

出る。 

〇 龍 田 山— 大和 國生駒 郡。 

波立つ を 山の 名に いひ かけ 

た ので ある。 

〇 常な き 世 — はかな い 無常 

な こ 9 世。 有 常の 常 を 承け 

て 緩った。 

〇 妹 背 を かけて— 夫婦と も 

こ o 

【二】 

〇 阅伽— 梵 Argha 水と 

譁す。 佛に供 へ る^: 水 を い 

〇 さなき だ に— さう でな く 

て も。 人 H の 稀で ない 所で 

も。 

〇 更け 過ぎて— 夜更け、 時 

過ぎて。 

o 月 も 傾く— 軒も佝 くと い 

ひかけ た。 

〇 忘れて 過ぎし I 草の 緣で 


；- じしへ なり ひ-. 


ヮキ 『さ て はこ の 在 原 寺 は。 古 業 平 紀の有 常の 息 

S よ ふう ふ す  たま  い そ  かみ  か f ふ 

女。 夫婦 住み 袷 ひし 石の 上なる ベ し。 風 吹けば 

沖つ 白波 龍 田 山と まじ けん も。 こ の 所に ての こ 

となる ベ し 

ヮキ下 歌 『昔 語の 跡訪へ ばへ と ち) 。その 業 平の 友 

き  あ.；： "つね  つね  よ  いもせ 

とせし。 紀の有 常の 常な き 世。 妹 背 を か け て (と 

な C) 、弔 はん 妹 背 を かけて 弔 はん 

と謠ひ て^ 座 へ 行きて 下に 居る。 

【二】 

次第の- 1 子に て、 シテ里 女、 而若 女*签. 签帶 • 襟 白 • 笾附箔 • 

唐 織 着 流の 装束に て、 木 葉 を 入れた る 水 櫛 を 持ちて 出で、 常 

座に 立ちて 大小 前の 方に 向き、 

シ テ 次第 『曉 ご との 閼 伽の 水。 曉 ごとの 閼 伽の 水。 

つき  こ * ろ  す 

m? も、 しゃ まま すら/^ 

地 取に 正而に 向き、 

もの さ & あき よ ひとめ ** れ 

シ テサシ 『さなき だに 物の 寂しき 秋の 夜の： 人目 稀 

なる 古寺の。 庭の 松風 更け 過ぎ て。 月 も 倾く軒 

£4  くう わす  す  いにしへ  しの  が ほ 

端の 草。 忘れて 過ぎし 古 を。 忍ぶ 新に てい つま 


.  一  |!£〇 二  

ほ 「この 在 原 寺 は、 昔 在 原 業 平と 紀^: おの 

女との 夫婦が 住まれた 石 上と いふ 所-て あ 

らう。 『風 吹けば 沖つ &波龍 田 山』 と、 有 

i€ の 女が 歌 を 詠んだ の も、 この 所で あ ら 

う e かう い ふ箭 物語 の 跡 を 訪ねた の だ 

から、 その 業 平と、 業 平の 友の 紀有 常の 

女-て、 業 平の 妻と なった 人と、 この 夫婦 

の 後世 を 弔 はう」 

•、」<S?K 婦の W に囘 向す る。 


【二】 

-ン チ紀冇 常の 女の s、 里 女の 姿を 装う c、 供花ミ 

水柿ミ み-持って 登 ®o 

女 「毎朝 こ V へ來 て、 佛に 御供へ する 水 を 

汲む 每に、 この 水に 映る U; を见 ると、 私 

の 心 も 月 の やう に 澄み 淸 まり ませう。 

秋の 夜と いふ.^ の は、 この や、 つな 所でな 

くても 寂しい もの だが、 まして こ、 は 人 

通り もめった にない 古寺で、 寺の 庭に 吹 

き 渡る 松風 ももの 凄く、 夜が 更けて 行く 

に從 つて、 月 も 西に P, いて 行く、 この 軒 

の 傾いた 古寺の 氣色を 見て ゐ ると、 忘れ 

てゐた 昔の事が 思 ひ 出される が、 何の 待 


忘 草 • 忍 草に かけて、 忘れ 

て、 ■ 忍ぶ 顔と いったの であ 

る G 

〇 1 筋に —- ひたすら。 絲の 

緣語。 

〇 佛の 御手の 絲— 佛が絲 を 

引く やうに 衆生 を極樂 へ 引 

き 導く こと をい ふ。 榮華物 

語鹤 林に 「御堂 殿御 臨終の 

時、 御手に は 彌陀如 來の御 

手の 絲を 引か させ 給 ひて」 

〇 御 誓び— 佛 9 衆生 を濟度 

利益し 給 ふ 誓願。 

〇 有 明の 行方 は— 夜 明 方の 

月の 行く の は、 極樂淨 土と 

同じ 西方で あると の 意。 

〇 嵐 は いづく と も— 嵐 の 方 

角 を 定めず に 吹き 廻る の を 

人生の 定まらぬ 意 にい ひか 

けた。 


【三】 


〇 なまめ ける— 優美な。 

o 板 井— 板で 圍 つた 井戸。 

〇 掬び あげ— 汲み上げ" 

〇 花 水 —手 向の 花 を 入れる 

水。 


〇 本願— 寺 を 建立した 願主 


井 


ま  こと  なに - に I  まも o 

でか 待つ 事な く てながら へ ん。 げに 何事 も- ^ 

で  ひと  のこ  よ  なか 

出の。 人に は殘 る。 世の中 かな 

,  ひふ すち  たの ほとけ  ふ て 

シテ下 歌 『ただ い つと なく 一 筋に 賴む佛 の 御手の 

い と ふちび  たま  の-り  こ ゑ  まよ  て  ぷも 

絲 導き 給へ 法の 聲 。上塗. 迷 ひ を も。 照らさせ 給 ふ 

御 誓 ひ。 照らさせ 給 ふ 御 誓 ひ。 げ にも と 見え て 

みり ゃォ  ゆ くへ  にし  や **  なが  よも  あき 

有 明の。 行方 は 西の 山 なれ ど 眺め は 四方の 秋の 

空 。松の it のみ 聞 ゆれ ども。 嵐 は いづく とも。 定 

よ  9 ゆ-ごころ なに  お i  さ 

めな き 世の 夢 心。 何の 音に か覺め てまし： 何の 

音に か覺 めて まし 

「定めな き 世の」 と謠 ひながら 正面 先へ 行き、 下に 居て 木 葉 

を 置き 合掌して、 常 座へ 歸る。 ヮキ これ を 見て、 

ヮキ 「われ こ の 寺に 休ら ひ。 心 を 澄ます 折節。 い と 

-- よしやう に は  いた &  むす  はな A づ 

なまめ ける 女性。 庭の 板 井 を 掬び あげ 花 水と し。 

つか  i か う  けしきみ  たも  い 力 

これなる 塚に 囘 向の 氣色 見え 給 ふ は。 如何なる 

ひ i 

人 て てまし ます ぞ 

あたり  す  もの  てら  ^んケ わん 

シテ 「これ はこ の邊に 住む 者な り。 こ の 寺の 本願 

简 


つ 甲斐 もない のに、 いつまで 生き 永ら へ 

てゐる こと. て， あら * ゥ。 ほんと に 入 間と い 

ふ もの は、 何 かにつ けて 思 出が 殘 つて、 

執着の 心の 離れ 難い ものです。 

い や，/ \そ の やうな 迷 ひ の 心 を 起さす、 

た^ 絕 えず 一 心に 佛の御 導き をお 願 ひし 

ませう c  ffli は 我々 の 迷 ひ を 照らして や 

ら、 つと 仰し やる e あの 有 明月の 行方 を 見 

て も、 極樂淨 土の 西方へ 向って ゐ るので 

す。 けれども、 今 見る 秋の 空に は、 た^ 松 

吹く 風の 音が 聞え るば かりで、 その 嵐が 

どこと 方角 を 定めずに 吹き 廻す やう に、 

我々 の 人世 は ほんと に 定め 難い もので 

す。 そして 秋の 夜の 夢 は 嵐の 音に 覺めも 

しょ、 つが、 迷 ひの 夢を覺 まして くれる も 

の はない のです」 

ミ獨 言 を いひながら、 墓前に 花み-手 向ける。 

【三】 

僧ば この 里 女の. 樣 子な 見て、 

憎 「私が こ の 寺に 休ん. て怫を 念じ てゐる 

と、 大層 優美な 女が、 庭の 井 戶水を 汲み 

h. ナて、 共ち の 水と し、 この 壤に囘 向し 

て ゐる やう だが、 一 體 あなた はどう い ふ 

人な のです」 

女 「私 はこの 邊に 住んで ゐる 者で ござ い 

三 四 〇|11 


并 


〇^Q しるし— 墓 じる し = 


〇 故 ある— 緣 故の ある。 

〇 昔 男— 伊勢 物語 は每段 

「 昔 男 ありけ り」 と いふ 句で 

始ま つ て 居リ、 その 主人公 

はすべ て 業 平で あると 解 さ 

れてゐ たので、 業 平 を その 

當 時から 昔 男と 呼んだ やう 

に い ひ 做した 9 である。 


〇 遠く 粱 平の— 遠くな リと 

いひ かけた C 


筒    .  

在 原の 業 平 は _ 世に 名 を^め し 人な り。 されば 

その 跡の しるし もこれ なる 嫁の 陰 やらん (と 面 を 

伏 S 。わ はら も 委しく は 知らず 候 へ ども" 花 水 を 

た む  おん なと  とむら  A£ 

手 向け 御 跡 を 弔 ひ 參らせ 候 

ヮ キーげ にげに 業 平の 御 事 は。 世に 名 を^め しん 

なり さりながら： 今は遙 かに 遠き 世の。 昔 語 の 

跡なる を。 し かも 女性の 御身と して。 かやう に 

ふ むら た， も  あ" わら なり ひら  ゆ-一 

弔 ひ 給 ふ こと。 その 在 原の 業 平に」 『い かさま 故 

a ん ふ 

ある 御身 やらん 

シテ 「故 ある 身 かと 問 はせ 給 ふ。 その 業 平 は そ の 

さき  むだし を. *J こ  A  、念 

^たに も。 昔 男と いはれ し 身の。 ましで や 今 は 

遠き 世に。 故 も ゆかり も あるべ からず 

ヮキ 『尤も 仰せ はさる 事 なれ ども。 こ こ は 昔の舊 

せき 

跡に て 

シテ 『主 こそ 遠く 業 平の 


ます。 この 寺の 閒站 在 ^業- 个は名 を 後^ 

に殘 した 方. て、 この 塚の 陰が その 墓 じる 

しで ございませう。 私 も 委しい^-は^: じ 

ません が、 花や 水 を 手 向けて、 その 御跻 

をお 弔 ひ 屮 し 上げて ゐ るので ございま 

す」 

^いかにも 業 平 は 名 を 後世に 殘 した te! 

い 人です。 しかし、 今 はも はや 時代 も 遠 

く 距 つた 昔 物語の 人で あるのに、 殊に あ 

なた は 女の 方で あるのに、 かう してお 弔 

ひになる の は、 定めし 在 原 業 平と 綠 故の 

ある 方-てせ う | 


女 「緣 故の ある 者 かとお 尋ねに な ります 

が、 業 平 は その 在世 當時. て さ へ 昔 男と い 

はれた 人で ございま すのに、 まして 時代 

も 遠く 距 つた 今日、 私に 何の 綠も ゆかり 

も あらう 答 が / さいません」 

愤 「なる 程、 あなたの 仰し やる の は 一, 

尤もて すが、 こ は 昔の W: 跡で も ありま 

す 力ら  」  - 

女 「その 人 は 遠い昔の 人と なって しま は 

れ たのです が ；… 」 


〇 跡 は殘リ て— 業 平の 住ん 

だ舊 跡は殘 つて。 


〇 名ば かり は— 名 だけ は殘 

つて、 今 も 寺の 名に ぁリを 

在 原に いひ かけた。 前揭爲 

子の 歌 を借リ たので あらう 


〇 草茫 々として —白 氏 文集 

に 「草茫 々土 蒼々、 驪山脚 

下 秦皇墓 I 


【0】 


〇 年經て こ こに 石の 上— こ 

こ に 居る を 石の 上に いひ か 

け た t 

〇 古リ にし 里 も— 古今 集 布 

S 今 道の 歌 「日の 光 やぶし 

わかねば 石の 上古 リ にし 里 

に 花も^ きけ リ I を借リ た，. - 

井 


ヮキ 『跡 は殘 りて さすがに 未だ 

シーア 『聞え は 朽ちぬ 世 語 を 

ヮキ 『語れば 今 も. 

むかし ^とこ 

シテ 『昔 男の 

地上 歌 『名ば かり は。 在 原 寺の 跡 古り て。 在 原 寺の 

跡 古り て。 松 も 老いた る 塚の 草。 こ れ こ そそれ 

た  ろと  ひと むら すき  ほ  い 

よ 亡き 跡の？ 少し 出 3。 一 村 薄の 穗に 出づる はい 

な ^り  くさ はう く  つゆ しん /  \ ふる づ^ 

つ の 名殘な るらん。 草茫 々とし て 露 深 々 と古權 

の (と 下 を 見 r ま ことなる かな 古の。 跡な つかしき 

氣色 かな 跡な つ かしき 氣色 かな？ 下リ てし をる. > 

【四】 

なほ く なり ひら おん こと く は  おん も の がた 

ヮ キ 「猶 々業 平の 御 事 委しく 御物 語り 候 へ 

シ テ 舞#- の 眞中 に 出で て 下に 居り、 

むかし あり わら  ちうじ やう とし へ  いそ  か&  ふ 

地クリ 『昔 在 原の 中將。 年經 てこ こに 石の 上。 古り 

にし 里 も 花の 春つ 月 も 秋と て。 住みぎ ひしに 


シ テ 


简 


サ シー 「そ の 頃 は 紀の有 常が 娘と 契り。 妹 背 の 心 


憎 「その 名 は 後の世に 殘 つて、 今に 至る ま 

で絕 えずい ひ へ ら れてゐ るので すから 


女 「いかにも 世 に 語り 傅 へ られ て 、 昔 男 の 

名 は 今 だに 殘 つて ゐ ます けれど、 その 舊 

跡の 在 原 寺 はこの やうに 古くな つて、 松 

も 老い、 草 も 生 ひ 茂って ゐる この 塚が、 

僅かに その しるしに 殘 つて ゐ るので ござ 

います。 この 塚に 生えて ゐる薄 一 むら は、 

いつの 世の 名殘で ございませう。 ほんと 

に、 この 草茫々 と 生 ひ 茂り、 露の 一面に 

置いて ゐる塚 を 見ます と、 昔な つかしい 

心 持が する ので ございます」 


【四】 

僧 「業 平の こと を、 もっと 委しく お話し 下 

さい」 

里 女 はくつ ろいで、 

女 「昔、 左 近 衞中將 在 原 業 平 は、 永年 この 

石 上に 春の 花 秋の 月 を 眺め て 暮ら して e 

られ たので ございま すが、 その 頃 は紀有 

常の 女と 契り を 結び、 夫婦の 仲 も 睦まじ 

111 四 〇 五 


•1:1 

〇 高 安の 里— 河内 國中 河內 

郡 高 安山の 楚。 

〇 知る 人 1 心 を 知る 人、 戀 

<。 

〇 二道— 有 常の 女の 許と、 

河 內國高 安の 里と。 

〇 風 吹けば 沖つ 白波 龍 田 山 

夜半 にや 君が ひと リ 行く ら 

ん— 伊勢 物語の 歌。 解說參 

照 el, 風 吹けば 沖 つ 白波」 は、 

白波の 立つ を 龍 S に いひ か 

けた 序詞。 

〇 お ぼ つかな み の— 覺朿な 

し を 波に、 波の 寄る を 夜に 

いひ かけた e 

〇 行方 を 思 ふ 心 遂げて —男 

の 行 先 を 思 ひや リ 案じた 親 

切の 心が 通じて。 

〇 よその 契リ— 高 安の 女と 

の 契り。 

vf} カオ カオ — ^.t/\ 

〇 うたかたの— 情 知る 欲 を 

うたかた (泡沫 ソに、 泡 を あ 

はれに いひ かけた。 

〇 うな ゐ子— 幼い 子。 うな 

ゐは 子どもの 垂髮。 

〇 心の 水 も 底 ひなく— 水の 

はてしなくぶ ハ やう-.. -、 ,^ 

の 底に も 隔てな くと の 意。 

〇 う つ る 月日 も— 水に 影の 

うつる を、 月日の 過ぎ 移る 

にい ひかけ た。 

〇 おとなし く— 大人ら しく 

〇 恥ぢが はしく I お 互に 恥 


简 

淺 から ざり しに 

地 『又 河 內の國 高 安の 里に。 知 る 人 ありて ニ^ 

に。 忍びて 通 ひ 給 ひしに 

かぞ ふ  おき  しら なみ たつ た やま 

シ テ 『風 吹けば 沖 つ 白波 龍 田 山 

地 『夜半に や 君が ひとり 行く らんと お ぼ つかな 

みのよ るの 道。 行方 を 思ぷ心 遂げ て よ その 契り 

はかれ がれな り 

シテ 『げ に淸 知る。 うたかたの 


地 『あはれ を 述べし も。 理な 


り 


(居 クセ) 

地クセ 『昔 こ の國 に" 住む 人の ありけ るが。 宿を竝 

か ど  £ へ ゐ づっ  よ  こ  it- だち かた 

ベて 門の 前。 井筒に 寄りて うな ゐ 子の。 友達 語 

ら ひて。 互に 影 を 水鏡。 面 を 鼓 ベ 袖 を か け。 _ 心 の 

水 も 底 ひなく。 う つ る 月日 も 重なりて" おとな 

しく 恥ぢが はしく。 互に 今 はなり にけ り。 その 
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か つ たのです が、 又 河内 ^ 高 安と い ふ m 

に戀 人が 出来て、 ニ逍 かけて、 高 安の 方 

へ も 忍ん. て 通 はれた ので ございました。 

ところが、 有 常の 女が —— 

『風 吹けば 沖つ 白波 龍 田 山、 夜半に や 君 

が ひとり 行く らん』 

(あの そら 恐ろしい？ S5 山の あたり を、 わが 夫ば 夜 

中に ひ 7J り 越えて It かれ S こ.、. -た らう、 -V うか 御 

無^で ある やうに) 

と 歌 を 詠んで、 夫の 行 先 を 案じた 親切な 

心が 夫に 通じて、 その後 は 外の 女との 奥 

り は 殆どな くな つ たので ござ い ます。 

ほんと に、 あはれ を 述べた 歌 は、 人に 情 

を 知らせる もの. て ございま 寸。 —— 


さて、 昔 この 大和^に 住んで ゐた 人で、 

隣 同志の 幼い 子が、 門の 前の 井戸側に 锊 

りか V つて 友達 遊び をし、 井戶の 水に 顔 

を竝 ベて 映し、 井戶 側に 袖 を かけたり し 

て 、心 の 分け隔て なく 遊ん， てゐ ましたが、 

次第に 年月が た つ て、. 大人ら しくな つ て、 

お 互に 恥 かしくな り、 一 緒に 遊ばな くな 

りました-」 しかし、 その後、 この- !:! 意の あ 


か IJ く 田； J ふ 意- 

〇 まめ 男— 眞情 の ある 男リ 

伊勢 物^に ffl ゐられ た 語。 

〇 言葉の 露の 玉章— 手紙。 

言葉よ リ 葉の 露、 露の 玉、 

玉章と いひ かけて 行った。 

〇 心の 花— 和歌。 花の 緣で 

色 添 ひて と いった。 

〇 筒井筒 井筒に かけし まろ 

がた け 生 ひに けらし な 妹 見 

ざる 間に— 俘 勢 物^、 男の 

歌。 「言ろ」 は 第 一 人 稱の代 

名詞。 

〇 くらべ こし 振 分 髮も肩 過 

ぎぬ 君なら ずして 誰か あぐ 

べき— 伊勢 物語、 女の 歌。 

「誰か I は 誰に か、 誰の ため 

にと い ふ 意 。「あぐ I は 人妻 

として 結 髮の粧 ひ をす る こ 

と 

【五】 


〇 戀衣— 衣 を 着る を紀に い 

ひかけ た e 

〇 い ざ 白波 の— い さ 知らず 

を 白波に いひ かけて、 前 出 

「風 吹けば 一の 歌詞 を 借リて 

夜半に と續 けた。 

〇 色に ぞ出づ る， I 龍 田 山 は 

杠 葉の 名所で あるから、 名 

を 表す 意を舍 めて、 紅葉の 

色づ くと い ひ、 杠 葉の 木 を 

紀に いひ かけた。 


後 か の まめ 男。 言葉の 露の 玉章の。 心の 花 も 色 

添 ひて 

つつ. 0 づっ -0 づっ 

シテ 『筒井筒。 井筒に かけし まろが たけ 

地 『生 ひに けらし な。 妹 見ざる 間にと 詠みて 贈り 

ほど.  ときをん な  ふり わけ がる  す 

ける 程に。 その 時 女 も くらべ こし 振 分 髮も肩 過 

ぎぬ。 君なら ずして。 誰か あぐべき と 互に 詠み 

ゆ ゑ  0 »  & づっ ^んな  きこ  あり つね 

し 故 なれ や。 筒井筒の 女と も。 聞え し は 有 常が。 


むすめ  i- る 


井 


娘の 古き 名なる べし 

【五】 

地 n ン ギ 『げ に や 古り に し 物語。 聞け ば 妙な る 有 樣 

の。 あやし ゃ名乘 りお はし ませ 

こ ひごろ も き  あり つね むすめ 

シテ 『まこと はわれ は戀 衣。 紀の有 常が 娘と も。 い 

しら fea たつ た やま よ わ  まざ  き 仁 

さ 白波の 蘢田山 夜半に 紛れて 來 りたり 

地 『不思議 やさ て は 龍 田 山。 色に ぞ出づ る もみ ぢ 

i の 

き あり つね むすめ 

シーア 『紀の 有 常が 娘と も 

筒 


る 男が 女に 手紙 を 贈り、 歌 を 詠んで I 

IT 筒井筒 井筒に かけし まろが たけ、 生 ひ 

にけ らしな 妹 見ざる 間に』 

(御 1 筘 に井戶 端で 遊んで ゐた ® はまた 小さ か つ 

た 私 も、 あなた W お 會 ひしない うちに、 随分 大き 

くな りました) 

といって やります と、 女 も  

『くら ベ > 」 し 振分髮 も； Is ぎ ぬ， 君なら 

ずして 誰か あぐべき』 

(あなた ミ髮の 長さ を 比べあって ゐ ました 私の 振 

分 盤 も、 今ば 肩より 下まで さがる ほ .3J 長くな り ま 

■ した。 しかし あなた-以外の 人の «« に は、 この 髮を 

結， a 上 5" よう .t 思 ひません) 

と 返歌 致しました。 この 女が 卽ち紀 有 常 

の 女で、 それで 有 常の 女の こと を简 井筒 

の 女と も 申した の-て ご * さい ませう」 

【五】 

憎 「大賡 結構な 昔話 を 伺つ て、 ありがたう 

ございました。 それにつ けても、 あなた 

の御樣 子が 不思議で すが、 ど、 つかお 名前 

を 仰し やつ て 下さい. 一 

女 「私 は實 はこの 戀 物語の 紀有常 の 女で 

；… 夜に 紛れ て參 つた の で V  J ざ い ます」 

值 これ は 不思議 だ-」 それで は、 あなた は 

ほんと は紀有 常の 女-て ；… 」 
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ま 


o いふ や 注 連 維の I 首 ふ を 

給 ふに かけて、 注 述繩と い 

ひ、 その 緣で 長き と 横け た" - 

〇 契りし 年 は 筒井^— 契つ 

た 年 は 「 つ -」 (十九 歳) と い 

ひかけ た C 「つ 乂」 は as は 十 

であるが、 十九と 用ゐ 誤る 

やうに なった，" 


【間】 

〇 櫟本— 山 邊郡石 上 村 (今 

の山迻 村) に 隣接した 所。 

こ の 地に 柿 本 寺 人 丸 塚が あ 


女 「井筒の 女と いはれ たの も >  お 恥 かしな 

がら 私の ことで ございます C 契り を 結ん 

だの は、 十九の 時で …… J 

といって、 井^の 陰に ほれて しまった。 
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地 『又は 井筒の 女と も 

シテ 『恥 かしながら われな りと 

地」 い ふ や 注述繩 の 長 きよを (-と シ テ 立ち リ。， 契り し 年 

つ *  tO づっ, 0 づっ  ケ ゆ  かく 

は 筒井筒 井筒の 陰に 12 れ け り 井筒の 陰 に^れ 

「井筒の 陰に」 と 常 座 にて 腰 を 少し 折 リて隱 る 、心 持 を 示し、 

a して 靜か に 中 入。 

【問】 狂言 櫟 本の 者、 着 附段钹 ヰ Hv.4t 上下 • 腰帶 小刀の 装 來 にて 出で、 名 来^に 立ちて、 

い ちの もと すま ひ  それがし 

狂言 「かやう に 候 者 は。 和州櫟 木に 住居す る にて 候。 某 宿願の 子細あって。 さ. 原 +;寸 へお も i 仕. "候" 

今日 も參 らば やと^す る，，) (ヮキ を 兑て) いや これに 見馴れ. 5 'さぬ 御佾の 御^ 候が。 いづく よりいつ ガ 

へ 御 通りな され 候へば。 これに は 木ら うて 御座 候ぞ 

ヮキ 「これ は 一 所不 住の 佾 にて 候。 御身 はこの 邊の 人に て 渡り 候 か 

狂 言 「なかく こ W 逡の考 にて 候 

ヮ キ 「さ. やうに て 候 はばま づ 近う 御 人り 候 へ C 尋ねた き 事の 候  . 

狂言 「畏 つて：^。 (舞 臺の眞 中へ 出で 下に 居て ゾ さて 御 尋ねな された きと は。 いか やうなる 御 川に て 候ぞ 

ヮキ 「思 ひも 寄らぬ. &し蓽 にて 候へ ども。 古 業 平 紀の有 常の 娘 夫婦の 御 事に つき。 樣々 の 子細 あろべ 

し 。御存じに 於て は 語って 御 聞かせ 候へ  . 

狂言 「これ は 思 ひも 寄らぬ 事 を 仰せ 候 もの かな。 我等 もこの 邊に 住居 仕り 候へ ども C さやう のポ 委し 

く^ 存ぜす 候 さりな-から。 始めて 御：！ n にか ゝり御 尋ねな され 候 もの を。 II： とも^ ぜ ぬと 巾す もい か 


がに て奐  >  ば。 凡そ 承り 及びた る 通り 御物； ほり 申さう する にて 诶 

ヮ キ 「斤) 露つ 一 て <K 

狂言 「さる 程に 在 原の 業 平と 申した る 御 方 は。 阿保 親王の 末の 御子に て 御座 ありた ると 申す。 卽ちこ 

の 所に 住ま はせ 給 ふが。 その 頃 紀の有 常と 巾す 御 方の 御 息女の 御座 ありし が。 業 平常に 伴 ひ 給 ひ。 

これなる 井筒に 立ち寄り。 影 をう つして 御遊 ありし が。 おとなしく なり 耠 ひて は。 互に 恥ぢが はし 

く 思して。 出 會ひ給 ふこ ともなく 候に。 ある 時 業 平の 方より。 歌 を 詠みて 息女の 方へ 贈らる。 その 

御 歌 は。 筒井筒 井筒に かけし まろが たけ。 生 ひに けらし な 妹 見-さる まに。 かやう に 遊ばしければ？ 

息女の 御 返歌に。 くらべ こし 振 分 髪 も 肩 過ぎぬ。 君なら すして 誰か あぐべき と。 かや -フ に 御 返耿ぁ 

つて。 程なく 夫婦の 語ら ひなし 給 ひ。 御 契り 淺 からす ありた ると. &す。 又 その 頃 業 平 は 高 安の 里に 

と ある 女と 契り 給 ひて。 高 安へ 通 ひ 給 ふに。 息女 は 嫉み給 ふ 心 もな く。 高 安へ 通 ひ 給 ふ 折節 は。 機 

嫌よ くして 出で立た せ 給 ふ閒。 業 平 不審に 思し召し。 もし 二心 や あると E 心し 召し。 河 內へ通 ひ 給 ふ 

風情に て。 庭なる 一村の 薄の 蔭に 立ち寄り。 内 の體 を御覽 あるに。 息女 はいつ よりも：^ しく 出で立 

ち。 香 を 焚き 花 を 供へ。 綠に 出で て 高 安の 方 を御覽 じ。 一首の 歌に。 虱 吹けば 沖つ 白波 龍 m 山。 夜 

半に や 君が ひとり 行く らんと 詠み 給 ひ。 いかにも あ v つきな き體 にて 奧へ御 入り 候 を。 業 平御覽 じて。 

さて は 二心な きもの をと。 河内 通 ひ を 留まり 給 ひたる と 申す が。 また その後 息女 も 業 平 も。 { 仝し く 

なり 袷 ふに より。 その 跡に 寺 を 建て。 在 原 寺と 名 づけ. &し 候。 まづ 我等の 承り 及びた る はかくの 如 

くにて 御座 候が。 何と 思し召し 御 尋ねな され 候ぞ。 近頃 不審に 存じ 候 

ヮキ 「懇に 御物 語り 候 もの かな。 尋ね 申す も餘の 儀に あらす。 御身 以前に いづく ともなく 女性 一 人來 

られ。 これなる 板 井 を 掬び 花 を 淸め香 を 焚き。 あれなる 塚に 囘向 なし 申され 候 程に。 いかなる 事ぞ 

と ts- ね 候へば。 業 平 紀の有 常が 息女の 御 事。 唯今 御物 語りの 如く 懇に 語り。 何と やらん 身の上の や 
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【六】 

〇 昔 を 返す 衣手に ー 古今 集 

小 野 小町の 歌 一 いとせ めて 

戀 しき^-は うば 玉の 夜の 衣 

を 返して ぞ ぬる」 に據 つて 

緩った 

【七】 

〇 あだな リと 名に こそ 立て 

れ櫻花 年に 稀なる 人 も 待ち 

けリ— 伊勢 物語に 「年 © 訪 

れざリ し 人の 櫻の 盛 リに見 

に來リ ければ、 あるじ I と詞 

書して 載せた 歌 e 古今 集に 

も讀 人知、 りず として 收む。 

〇 人 待つ 女— この 名 〔杜 お〕 

にも！^ ゆ。 有 常の 娘の 異名 

とする の は、 .Jiffl 作者の 假 

Jt -。 


S 


うに 申され。 井筒の 邊 にて 姿 を 見失うて 候よ  - 

狂言 「さて は 御 息女の 御 亡 心 現れ 給 ひたる と 存じ 候 間。 暫く 御 逗留あって。 業 平 夬婦の 御 跡 御^ ひ あ 

れ かしと 存じ 候 

ヮキ 「我等 もさ やうに 存じ 候 間。 暫く 逗留 申し。 ありがたき 御 經を讀 誦し。 かの 御 跡 を 懇に巾 ひ. E- さ 

ラ. & '  5  一  J て 资 

狂言 「御 逗留に て 候 はば。 重ねて 御用 仰せ 候へ 

ヮ キ 「賴み 候べ し 

狂言 「、： inlw 申して 宾 

と いひて 狂言 は 引く C 

【穴】  、 

ヮキ上 歌 OS) 『更け 行く や。 在 原 寺の 夜の 月。 在 原 

む f* し  ^ へ  ころもで  ゆめ ま  かり 

寺の 夜の 月。 昔 を 返す 衣手に。 夢 待ち そ へ て假 

まくら こけ  むしろ  ふ 

枕。 苔の 筵に、 臥しに けり 苔の 筵に 臥しに けり 

【七】 

一？ 1 9* 子に て、 後 ジテ紀 有 常の 女 >  面 若 女 ，鲎，1^帶， 初 冠 • 

卷纓追 懸* 襟 白 • 着附摺 箔*紫 長 絹 • 鏠箔腰 卷* 牍帶 • 扇の 装朿 

C てぷで ".bp 座 こ 立ち、 

な  た  i  くら は な とし  まれ 

後ジテ 『あだなり と 名に こそ 立てれ 櫻 花。 年に 稀 

なる 人 も 待ちけ り パヮキ に 向ひリ かやう に 詠みし も 

われ なれば。 人 待つ 女と もい はれし なり。 われ 


後 段 

月 も 更け て 來た漦 夜、 旅 13 は 在 寺て、 

昔 物語 の 夢を見 ようと、 衣 を 裏返 し に 

し、 苔の 筵に 假枕 をして 寢た e 


【七】 


後ジ チ紀有 常の 女、 旅 « の^に 現れ る 心 一，.、 登 *,、 


女 「 —— 

『あだなり と 名に こそ 立てれ 樱 花、 年に 

稀なる 人 も 待ちけ り』 

(樓 の 花 は 吹 V./J  II もな く改 つてし まふ も ので、 賴 

み碓 いあ^な ものた •、.- い * れてゐ ますが、 私 は そ 

の 被の 花のお で、 一 年に一度 逢 ふか j? ははぬ か 分 

ら ない 珍しい 人に 逢 ふこ- きが出来ました) 

と い - か 歌 を 詠 ん. たの も、 私. て *、 ざ い ます 


〇 眞弓槻 弓— 半の 序。 ^勢 

物語の 歌に 「 1 & 弓 asn:- 槻 弓 

年 を經て わがせ しが ごとう 

る はし. み せよ - 

〇 直 衣 I 公卿の 平服に 用ゐ 

、りれ た 裝朿の 名。 

〇 移 リ舞— 人に 眞 似て 舞 ふ 

舞 

〇 雪 を 廻らす I 舞容の 美し 

い 形容。 


〇 月 や あらぬ—^ 勢 物語の 

歌 「月 や あらぬ 春 や 昔の 春 

ならぬ わが 身 一 つ はもと の 

身に して」 を 指す。 こ の 歌 

古今 集に も 梁 平の 詠と して 

載す 


〇 見み えし— 見、 

相會 つた。 


見せし ( 


井 


筒井筒の 昔より。 眞弓槻 弓 年を經 て。 今 は 亡き 

世に 業 平の。 形見の 直 衣。 身に 觸れ て。 恥 かしゃ。 

む H し を ふこ うつ  まひ 

昔 男に 移り 舞 

ゆき  めぐ  はな- そ で 

地 『雪 を 廻らす。 花の 袖 

〔序 舞〕 

舞 ひ 上げて 仕手 柱 先に 立ち、 

シテ ワカ 『ここ に來 て。 昔ぞ 返す。 在 原の 

これより 謠に 合せて 舞 ふ。 

地 『寺 井に 澄め る。 月ぞ さやけ き。 月ぞ さやけ き 

つき  はる  むかし なが  ころ 

シテ 『月 や あらぬ。 春 や 昔と 詠めし も。 いつ の頃ぞ 

つつ ゐ づっ 

や。 筒井筒 

ゐ づっ 

地 『筒井筒。 井筒に かけし 

シテ 『まろが たけ 

地 『生 ひに けらし な 

シ テ 『老 いてけ るぞ P 

地 『さながら 見み えし。 昔 男の。 冠 直 衣 は。 女と も 


ので， 人 待つ 女と もい はれた の. て ござい 

ます。 私が 幼い 時 か ら 永い 年月 馴れ 親ん 

だ 業 平、 今 は 亡 くな つた その 業 平の 形見 

の 直 衣 を 身に 着けて、 お 恥 かしながら、 

昔の 業 平に 眞 似て 舞 を 舞って お見せし ま 

せう」 

その 舞 姿の 美しい こと。 

〔序 舞〕 

有 常の 女、 業 平の 舞に 铤へ て 舞 ふ。 

女 「この 在 原 寺に 來て、 昔の事 を 思 ひ 出し 

てゐ ると、 月 も 澄み渡って 明らかな こと 

でございます。 月と い へば、 業 平が、 

『月 や あらぬ 春 や 昔の 春なら ぬ、 わが 身 

一 つ はもとの 身に して』 

とお 詠みに なった の は、 いつの 頃の こと 

で ございま したでせ う。 その 業 平 は、 

『筒井筒 井筒に かけし まろが たけ、 生 ひ 

にけ らし な 妹 見 ざ る 間 に 』 

とお 詠みに なり ましたが、 それ も 遠い昔 

になり ました」 

VJ 井戶 にわが 姿 を 映して、 


女 「 丁度 あ の 時の やうに、 水に 姿 を 映して 


1:1 叫 


井 


〇 亡^ 魄遂 I 死んだ 女の 嗍 

遝。 

〇 凋める 花の— 古今 ffi.li に 

「在 原 業 平 は その 心 あま リ 

て 言葉 足らず、 ^める 花の 

色なくて 句 ひ 残れ るが 如 

し」 と ある に據 つた C 

〇 殘リて 在 原の I 殘リて あ 

り を 在 原に いひ かけた。 

〇 芭燕 葉の— 古寺の 寂しい 

拔 を形界 して、 葉の 破れる 

を 夢の 破れる に い ひかけ 

た o 


見えず。 男な りけ り-業 平の 面影？ 井ね の 前へ 行きお 

にて 薄 を かき 分け 井の 中 を 兑) 

シテ 『見れば なつかし や 

地 『われながらな つかし や (と 後へ た、 り/、 と 下リ： >。 亡 

き魄靈 の 姿 は 凋める 花の へ. と 右 へ 廻リヾ 色な うて 匂 

ひ (左 袖を卷 きて 腰 を 折り y 殘 りて 在 原の 寺 の 鐘 も ほ 

の. ぼのと C と 立ちて 鍾を §きヾ 明 くれ ば 古寺 の 松風 や 

芭蕉 葉の 夢 も。 まれて^ めに けり 夢 は 破れ 明け 

こナり 

「明 くれば 古寺の」 と 常^ へ 行きて 脇哝， 上 を 「叨 けにけ 

リ」 と^ 拍子 を 踏む。 


 三 ™:  一二   

見る と、 荣 平の 冠 直 衣 を 藩た- 〕 の^は、 

女と は！^ えない、 全くの a 姿-て、 業 平の 

面影 その ま、. て、 見れば なつかしい、 わ 

れ なが ら B し い 心地が します」 

とい ふうちに、 女の 幽靈は 花の 凋んで 

句 ひだけ 殘 つて ゐる やうに、 おぼろに 

なって、 やがて 在 原 寺の 明 方の 鐘が 鳴 

り、 夜 も ほの < ^と 明ける と、 この 寂 

し い 古寺で 見 て ゐた旅 S の ^も覺 め て 

しまったの である。 


〔考 異〕 

諸 流 (五 流) 

1" ど相逮 がな い" 

古謠本 (光悅 本〕 

【 一 】 ヮキ 「これ は諸國 一 見の 


. 初 瀨に參 らば やと^ U, (光 E:) ひ) 候 【四】 ヮキ 叫^ W  ^牛の 御^ * しく 御物： fi リ攸へ (光 ナシ) 
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解  ^ 

【能 柄】 四 • 五 番目 二 段 劇 能 

【人物】 ヮキ 三條吉 次、 ヮ キッレ 弟吉 六、 子方 牛 若 

丸、 狂言 早 打、 前シテ 烏 帽子屋 亭主、 前ッレ 

同 妻 (鎌 田正淸 妹)、 狂言 宿屋 亭、 H ；、 狂言 熊 坂 輩 

ドの者 (三人，)、 後シテ 熊 坂 長範、 後ッレ 熊 坂 輩 

下 の 者 (多 5 

【所】 第一 段 近江國 鏡の 宿 第二 段 美濃阈 赤 坂 

【時】 平家 時代 A 九月) 

【作者〕 二百 十番謠 目錄に 宮壻の 作と す。 看 聞 御 記に 永 享四年 三月 十四 

日 仙 洞 御所で 演じた と ある 〔九郎 判 {B 東 下向〕 は 本 曲の ことで あらう 

力 

【梗概】 三 條の吉 次 信 高が 弟 吉六を 連れて、 奥州 へ 下らう とすると、 鞍 

馬 山 を脫れ 出た 牛 若 丸が 呼び留めて、 一 行に 加 へ て 貰 ふこと となった。 

やがて 近江國 鏡の 宿まで 來 ると、 都から 牛 若 を 捕へ よとの 觸れ がま は 
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 .  ^   ,  、  J ミー 5 して 下ら， つと 考へ、 と あろ |ー十屋| ねて、 i§iL 

つたので、 牛 若 は 急いで 髮を 切り 烏帽子 を霄て ま 〔  if の 代金と して 一刀 を與へ た^§1 

屋が 喜ん. てこれ を 妻に 見せる と、 i」 めぐ u、「 のさめ ると s。  iliijh 

ら 守刀を 與 へられき となった が、 この^^ つて ゐろと、熊坂| が I や を！ れて、 iwt 

素性！ 明けて、 その i し お：^^;^ り 伏せて しま ふ。 

奪. はう と 襲った が、 牛 若 丸 はた 二人て こ tf ま， -t, び  も 見 も」 ゐる が、 それに は、 

【ト $ili^H^MHP^ 「この I へれして 下れ 

I 奥州の 金 商人 裏と いふ 者、 京 上りの 次に. は f^  .^  ^細な し」 と 観して、 ni^ll?. 

II、  ii^HHSP^  I て 後、 iij^u^ 

鴛を 出， てて、 f 遙 かに 田 |2|"は""」？び，ニ 年 忍びて おはしけ るが、 葡 入に 勝れて、 U たち！ を、 ま 

取り出し、 ひたと 蕾け て 打 出， て 給へば …… 黄 f パ厂蕷 き- ：  . 

しめ 給 ふこと、 凡夫の 態と も t さりし かば….，.  これより は遙 かに 委しく、  I 討ち も 裏の 旅宿& つた^^ 

と ある だけで、 I 討ちの 場所 も 本 曲と は違 つて ゐる iuiy も I 人 まあって、 0H  (お： i 宿に 種 人る 

つの-て あるが、 その 場所 は 議の赤 坂で はなく、 近 江 ij-^y^iLI) 。卽ち 本 他 はお S まとした？ あ 

2)、  H?HH^  in<  .11 討ちの 場所 も M じく、  ^ 

らうが、 新しく 創作した 所の 多い もの， て ある。 た iihu^  るが、 その いづれ が 先. て ある かは明 かにし 難い。 ^ 

田 正淸の 妹の 事 も I に 記して き、 本 曲と 母子 i した 〔熊坂〕 は 本 曲 以後の もの-てあら-つ。 お 

舞曲の 方が 先 かと も 思 はれ るが、 81 出す さと s， さ 本き f 

の 解說參 照。  . 1^ う、 つ こもの を 一 つ に 結びつけた もの. て ある。 傳說ま 人. 公た な名 

【概評】 一 一 つ の 籠 傳說を 一 つ iuHU^  f  in  II 

. 丸 は 千 方と して 前後の ニ玟に 通じて ゐるカ 厳 仲く H  ^ブ るンブ I  t   .  lull 1 US. 1. . 


缺點 である C 戲曲 として 〔鉢 木〕 の やうな まとまり を 持って ゐな いので ある。 しかしながら、 著名な 傳說 を舞臺 化した ものと して は- ， 

客に 相當の 興味 を與 へて ゐ る。 かう した 興味本位の ものと して は、 頗る 變 化に 富んだ- 1 同一人物 でない 別な 狂言 を 三度まで 出して ゐ 

るの は 外に 例がない II 、そして 筋の 蓮び の 滑 かな、 よい 出來榮 え-て ある C 現在 物、 劇 能の 一 つに この やうな 曲の ある こと は- 決して 惡 


ことで ない と S3 ふ。 


【I】 

〇 末 も 東の i こ の 次第、 〔隅 

m 川〕 のと ほ ^同文 C  〔隅 田 

川〕 の は、 末 句 「遙々 の 心 

かな. 一 

〇 日 も遙々 と— 日 も は银、 

遙々 は 張る にい ひかけ た 衣 

の 緣語。 


〇  一！ 一條の 吉次— 義 餒記卷 一 

に 「その 顷 一一 一條に 大福 長者 

あり、 その 名 を 吉次信 高と 

ぞ 申しけ る。 每年奧 州に 下 

る 金 商人な り」 と ある。 

〇 數の寳 —數 多くの 財物 U 

o 吉六 —こ の 名、 義轾 記に 

は 見えな い。 

0 高 荷 I 高く 裰み 上げた 荷 

物。 


〇 やがて— その ま 、。早速 C 


次第 3 雉子に て、 ヮキ 一一 一條 吉次 、着附 K 熨斗目， 掛素袍 *白大 

口  • 腠帶 • 扇の 装束に て 笠 を 被リ、 ヮ キヅ レ弟吉 六、 着附 無地 

熨斗 H. 素袍 上下 • 小刀 ，扇 9 装束に て  >  舞^に 人リ ，M 合 ひ、 

r  二  I 『末 も 東の 旅 衣。 末 も 東の 旅 衣 i も^^ 

いそ 

と 奢 くら ん 

地-取に ヮキは 笠を脫 ぎて 正面に 向き- 

ヮき これ は 三 條の吉 次 信 高に て 候。 われ この 程 

r^-  i{jvb も I；  f  >  i  ともな  た い i ぁづ 

數の寳 を 集め。 弟に て 候 吉六を 伴 ひ。 唯今 東へ 

下り 候 

とい ひて ヮキ ヅレ に 向 ひ * 

きち  i- か 二  》c- つ  あづま  くだ 

ヮキ- い か に吉六 ニ咼荷 ども を 集め 東へ 下らう ず 

るに て 笑 

い さいこ-ろえ まう  おん た 

ヮキ ダレー 委細 心得 申し 候。 やがて 御 立ち あらう ず 
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【二 

第 一 段 

舞 臺は 初め 京都で，、 ヮキ 三條吉 次、 ひキヅ レ弟吉 

六ミ 共に 登場。 

こ 人 「行 先の 遠い 東國の 旅に 出かける の だ 

から、 これから 長い 日數 のか、 る ことと 

思 ふと、 自然 氣ぜ はしく 感じられる こと 

だ」 

ぐ. - 次第 を謠っ て、 ST 旅 S 心抟 を^べ 、 

吉次 「私 は 三 條の吉 次 信 高. てす。 私 はこの 

間から 澤 山な 財物 を 買 ひ 集めた ので、 弟 

の 吉六を 連れて、 これから 柬國へ 下る の 

です」 

-/J  a 物 人に 自己 雜介 をし、 


吉次 「お ぃ吉 六、 大きな 荷物 を 寄せ集めて. 

東國 へ 下らう」 

吉. k 「皆 心得て 仕度 を 整 へ て谡 きました" 

I 一一  四  一 iS 
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【二】 


〇 勘 常 —勘 罪 赏 罰 から 轉じ 

たおで、 ^父師 など か、 り緣 

を 切って 追 ひ 出される こ 

と o 

〇 ただ —是非。 


るに て險 

とい ひて 脇 座 に 行き か  る。 

【一一」 子方 牛 若 丸、 襟 赤 • 着 附厚枳 • 長 耥， 白 大口 • 腰 帶 の ^束に 

て 慕よ リ出 でながら、 

t び びと お，、 おん くだ 

子方 「な うなう あれなる 旋人。 奥へ 御 下り 候 はば 

御^ 中し 候 はん 

ヮ キ 脇 座 に 立ちて、 

やす  6 ひだ おん こ i  おんす Vl た  ,« まう 

ヮキ 「易き 間の 御 事に て 候へ ども。 御 姿 を 見 申せ 

ば。 師匠の 手 を 離れ 給 ひたる 人と 見え 申して 候 

ほど  おも  よ  こと 

程に。 思 ひも 寄らぬ 事に て 候 

子方 こ の 問に 舞^に 入リ 常陁に 立ちて、 

子方 「い やわれ に は 父 もな く 母 もな し。 師匠の 勘 

た れ ば。 『た だ 伴 ひて 行き 給 へ 

ヮキ 『こ の 上 は辭返 申す に 及ばず して。 こ の 御笠 

を參ら すれば ハ と 笠 を 子方に 渡す リ 

子方 『牛 若 この 笠お つ 取つ て。 今日 ぞ 始め て 憂き 

旅 こ (と 笠 を 被り：) 


當蒙 


 一一  1 ^ 一  六   I  — 

早速 御 出立なさい」 

-/J いつ て 京 * &文 する 0 

【二】 

子方 牛 若 丸 »s»o 吉次 ひ S めて、 

牛 若 「おういお い、 そこ へ 行く 旅の 方、 

奥へ お下りになる のなら ば、 私も^れ て 

行って 下さい」 

吉次 「 お 易い 御 すが、 お 姿 を 見る のに、 

師匠の 許 を 逝げ 出して 来た 方 だと 思 はれ 

ますから、 とてもお 述れ する わけに は參 

りません」 


牛 若 「いや 私に は 父 もなければ 母 もな く、 

そ の 上 師^に 勘當せ られて しまったの だ 

から、 是非 速れ て 行って 下さい」 

吉次 「それなら ばお 斷 りする にも 及びます 

まい」 

といって、 お 笠 を 牛 若に 上げる と、 牛 

若 は それ を 取って、 

牛 若 「いよいよ 今日 始めて 辛い 旅に 出かけ 

る ことと なった。 そして、 粟 W 口から 松 

坂、 四の^ 河原と 通って、 逢坂 關へ來 た 


〇 粟田口— 山城 國 愛お 都、 

山城 名勝 志に 「從 Hill 條白川 

橋 東 T 迄 n 山際 T 號ニ 粟田口 T 

^二 江 州 大津驛 こ 憂き n に 

逢 ふと いひ かけた。 

〇 松 坂-— 粟田口  S 柬、 蹴 上 

〇 四の 宫 河原— 松 坂の 東、 

愛お 郡 山 科 村の 内。 

〇 逢坂 S 關— 山城 近 江の 國 

境に ある。 

〇 駒の 後に 立ちて— 吉 次の 

乘馬 5 後に 從 つてと い ふ 

意。 拾遺 集 紀貫之 5 歌 「逢 

坂の 關の洁 水に 影 見えて 今 

や 引 くらむ 望月の 駒」 によ 

つ て 「關路 の 駒」 と いったの 

である e 

〇 藁屋の 床の 古— 〔蝉 丸〕 に 

作られた、 延喜 帝の 皇子 蝉 

丸が 逢坂 山に 捨て られ たと 

いふ 傳說を い ふ e 

〇 粟津の 原— 近 江 國滋賀 郡 

義仲 2 討死した 所。 思 ひ 合 

はす を 粟 律に いひ かけた。 

〇 駒 もと どろに— 風雅 集 平 

兼 盛の 欲に 「貢物 絕 えず 供 

ふ る東路 の 勢 田の 長 橋 音 も 

と 1- ろに- 

〇 勢 田の 長 橋— 琵琶の 湖 尻 

勢 田 川に 架けた 橋。 その 夕 

照 は 近 江 八景の 一 。 

〇 野路— 瀨田 村の ま 北、 栗 

太 郡老上 村の 字。 


地下 歌 『粟田口 松 坂 や。 四の 宮 河原 逢坂の。 關路の 

こま  あと  た  *? びと  しう じラ 

駒の 後に 立ちて。 い つし か 商人の 主從 となる ぞ 

悲しき Of 方し を =0。 上 歌 『藁 屋の 床の 古。 藁 屋の床 

ふや こ  ほ？ -  .7  す. -* ひ  い ** おら  あは 

の 古。 都の 外の 憂き 住居。 さ こ そ はと 今 思 ひ 粟 

づ  ら  す  一 j4t  丄  4 & 

津の原 をう ち 過ぎて。 駒 もと どろと 踏み鳴らし。 

* 一  た  なが H レ  わた  の ぢ  ゆ ふ つゆ もろ や **  し^ ほ 

勢 田の 長撟 うち 渡り。 野路の 夕 露 守 山の。 下葉 

色 照る 日の 影 も 傾く に 向 ふ 夕月夜。 鏡の 宿に 着 

きに けり 鏡の 宿に 着きに けり 

「駒 もと どろと 踏み鳴らし」 とヮキ 先に 立ちて、 ヮキ グレ. 子 

方の 順に 舞 辜： を 左へ 大廻リ して、 ヮキ は眞中 (ヮキ ヅレは そ 

の 後) 子方 は 仕手 柱 先 正面に 出で て 向 合 ひ、 上敬濟 みて ヮキ 

は 下-面に 向き、 

ヮキ 「急ぎ 候 程に。 鏡の 宿に 着きて 候。 of 方 5 こ の 

i ころ おんに やす 

听に 御休み あらう ずるに て 候 


【三】 


とい ひて、 ヮキ， ヮキヅ レは離 子方の 後、 子方 は 後見 座に く 

つ ろぐ。 

狂 一 百 早 打、 着附縞 熨斗 I？ 狂言 上下. 脚半 • 腰 帶 ，扇* 小刀の 裝 

束に て 竹 杖 を つき、 


が、 かう して 吉 次の 馬の 後に ついて、 い 

つの 間に やら 商人の 家来と なって しまつ 

たの は 悲しい こと だ。  * 

この 逢坂 關 とい へば、 昔蟬 丸が 都から 追 

ひ 出されて、 こ、 の 藁屋. て 辛い 住居 をな 

された の だが、 それが どんなにお 辛い こ 

と， てあつた らうと、 自 分の 今の 身上から 

推してお 察し せられる こと だ。 …； その 

うちに 粟津原 を 通り過ぎて、 馬の 踏む 足 

昔 のどん どん と 高く 鳴る 勢 田 の 長 撟を渡 

つて、 夕 露の か、 ろ 野路 を 通り、 日の 光 

で 木々 の 下葉まで 色 美しく 照って ゐる守 

山 を 過ぎて、 日が 西に 傾いて 夕月の 出た 

頃、 この 鏡の 宿に 着いた」 

逍 中の 景毪を 眺めながら 行く うちに、 旅 K は 進 

んた 想で、 舞 _s は. 近 江 « 接の 宿 ミ なる 0 


士 n 次 (牛 若に) 「道 を 急いだ ので、 もう 鏡の 宿 

に 着きました。 こ k でお 休みなさい」 


I  E 休息の 想0 


【三】 
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そこへ 狂 首 早 打が 來て、 「牛 若 を 召し捕 へ よ」 ミ « 
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〇 夕 露 I 野-おの 緣で 出し、 

守 山 を 呼び出す 料と した。 

〇 守 山— 近 江 國野洲 郡 の 宿 

〇 下葉 色 照る— 古今 集 紀赏 

之の 歌 「白露 も 時雨 も いた 

くもる 山 は 下葉 残らず 色づ 

きに けリ」 に據 つた C 

〇 夕月夜— 影 を 鎵に見 立 

てて 鏡の 宿 を 呼び 起した。 

〇 鏡の 宿— 蒲 生 郡 鏡 山村。 

平 治 物語 卷 三 「牛 若 奥州 下 

向の 事」 に はこ、 で 元服し 

たと あるが、 義綞 記に はこ 

こ で 强盜を 討 つ たと ある。 

解說參 照。 

【三】 

〇 早 打— ！t を鼷 けて な 報す 

る 使者。 

〇 髮 を切リ I 童髮を 切って 

大人 姿と なる こ と。 

〇 來男— 俊 美な 京 男に 對し 

て、 E 舍 びた 關ま 3mR 姿 を 

V ュ 

〇 やつし て— 見す ぼら し い 

姿に 變 へ て C 


狂言 「なう 忙し やく 

と いひたがら 名 乘咴に 出で、 

狂言 「かやう に 候 者 は。 六 波 羅の早 打に て 候。 この 宿の 面々 承 

り 候へ。 籙 朝の 御子 牛 若 丸。 鞍馬の 寺に 御座 ありし が。 奥， へ 

御 下りの 由 平家 聞し 召し。 急 ざ 召し 柿って 出す もの あらば。 

望み を御卟 へ あるべき との 御 事な り。 皆々 その 分 心 » 候 へ 心 

と いひて 引く。 

子方 早 打の 詞を 聞きて 仕手 柱 先へ 出で、 

子方 「唯今の 早 打 を よくよく 聞き 候 へ ば。 我等が 

身の上に て 候。 こ の ままに て は 叶 ふま じ。 きぎ 

髪 を 切り 烏帽子 を 着。 『東男に 身 を やつ して。 下 

らば やと 思 ひ 候 

とい ひて 橋懸ー の 松へ 出で 慕に 向 ひ、 

. , 1  5 ち もんない まう 

子 カー いかに この 內へ 案內 申し 候 

シ テ烏 帽子屋 亭主、 直面 • 襟淺黃 • 迨附 a^; 斗 =• 素 袍ト下 • 

扇 • 小刀の 装束に て 幕よ リ 出で > 

シーア 一 誰に て 渡り 候ぞ 


巾 若 「今の 急使の いって ゐ るの をよ く ^ く 

と、 私の^ 上に 關 した^ 题 なの だ。 あ X 

いふ 觸れが 出た 以上 は、 このま、， て は 居 

られ まい。 急いで 髮を 切って 烏 W 子 を 被 

り、 田舍 臭い 東國 男の や、 つに 姿を^して、 

^國に 下ろ ことにし ませう」 

•/J 獨言な いって、 鳥權子 SS へ 行き、 

牛 若 「申し， お みします」 


-ンテ 烏^子 13ゃ主««。 

亭主 「どなたで ござ い ます 


〇 明！！； 折りて— 侍 烏 W 子 は 

一種の 折 烏 W 子で、 折る と 

は 烏帽子の 頂 を 折って、 侍 

烏帽子 を る こ と。 


〇 何番—^ 帽子 の 大小に よ 

つて、 一番、 二番、 ！1 一番な 

どと レ？ j 

〇 左折一頂 を 左に 折った 侍 

烏帽子。 これが 源氏の 吉例 

である こと は、 後に 述べ て 

ゐる o 


〇 子細— 事情。 


子方 「烏帽子 の 所望 に參り て 候 

シテ 「何と 烏帽子の 御所 望と 候 や。 夜中の 事に て 

まど  i5 やうに ち * ゲ  *S_Q 

^^に。 明日 折り て參ら せう ずるに て 候 

子方 「急ぎの 旅に て 候 程に。 今宵 折り て 給 はり 候 

へ 

シテ 「さらば 折り て參ら せう ずるに て 候。 ま づ 此 

方へ 御 入り 候へ 

二人とも 舞 辜-に 入リ、 子方 は 地謠座 前、 シ テ は眞 巾に 下に W 

シ テ-さ て. # 帽子 は 何番に 折り 候べ き 

子方 「三番の 左折に 折り て^ はり 候 へ 

シテ- これ は 仰せに て 候 へ ども。 そ れ は 源 家の 時 

にこ そ。^ は 平家 一 撫の 世に て 候 程に。 左折 は 

思 ひも 寄らぬ 事に て 候 


子方 「仰 を は 尤もに て睽 へ ども" 思 ふ 子細の 候 間 


JG 


ち 


崔听り て饥？ まり M へ 


烏 精子 折 


平 若 「烏 W 子が 欲しくて 來 たのです」 

亭主 「 え. >- 、 烏帽子が 御 入 W だと 仰し や る 

のです か、 今日はもう 夜の こと. たから、 

明： u 作つ て 進ぜ ませう」 

牛 若 「急ぎの 旅 だから、 今晚作 つ て 下さ. 


亭主 「それで は 作って あげ ませう" V- は、 

どうぞ こちら へ お 人り 下さ い」 

./」 二人 ミも舞 S に 人り、 從 つて 舞 _« ば 烏 sre 子^の 

一 室-、 j なる。 

；や主 「ところ. て、 Its- 十 は 何番に 作り ませ 

う」 

牛 若 「三番の 左折に して 下さい」 

亭主 「折角の 御 注文です が、 左折 は 源氏の 

盛んな 頃なら ば 兎に角、 今 は 平家が 天下 

を 支配して ゐる 時勢な のです から、 左折 

なんどに なさる もの ぢゃ ございません」 

牛 若 「御尤もで すが、 少し 考 へ が あろので 

すから、 是非 左折 に 作つ て 下 さ い 」 

亭主 「小さ い 方の- 」 とだから 構 ひます ま 

い" では 左折に 作って 進ぜ ませう」 

./Jit  子 を 作りな？ -ら、 

一一 1 n 一九 


^お 子 折 


>ャぬ 例— め でた い 先例 r 


〇 11 一條^ 丸 I 京都市の 內。 

〇 八幡 太 郞義家 I 源 賴義の 

長子で、 石^水べ 峤の社 前 

で 元服した ので、 ^幡 太郞 

といった。 永承屮 父に 從っ 

て 安倍^: 任 を 討ち、 康平五 

ハ牛逑 にこれ を滅 した C 功に 

よ つて 出 羽 守と なる。 天 仁 

元年 六十 八で 卒す。 

〇安侪5 贞任— 安侪弒 の 

長子。 父の 代 か、 り^ 奥 を 押 

颔 して ゐ たが、 弒義， 義家 

に 討 たれた。 

〇 宗任— ね 任の 弟、 

〇 左折の^  W 子 を 折らせ、 り 

れ— 盛衰 記卷 二十 二 大太郞 

烏帽子 事に 「源氏 5 先祖 八 

幡殿は 左 烏 W 子 を 着 給 ひし 

より、 ？： W 家 代 々 の 大將： 承.^ 

折の 子なる に、 今 流人 

^人 の 身な が、 り これ を请る 

こそ ぁリ がた けれ」 

〇 なのめ に I 斜なら ず、 格 

別に。 

〇 御代に 出 羽の— 御代に 出 

ると いひ かけた.' 


シテ 「幼き 人の 御き にて 候 程に d 折り て參ら せ う 

ずるに て 候" こ の 左折の， s:| 帽子に つ い て。 嘉例 

め で た き 物語 の 候 語 つて 聞かせ 申さう ずるに 

て 候 

子方 「さらば 御物 語り 候 へ 

シ テ Qi) 一  さても 某が 先祖に て 候 者 は。 もとは：； * 條 

烏 丸に 候 ひ しょな。 い で その 頃 は 八幡 太郞義 

いへ も ベ  さ だ た-つ むね たう  〜 つ, 0  £{ つ  ほど  みやこ 

家。 安倍の 贞任^ 任 を 御 追 罰 あつ て。 gi なく 都 

に 御 上洛 あり。 某が 先祖に て 候 者に。 この 左折 

の 烏帽子 を 折ら せられ。. 君に 御 出仕 ありし 時。 

帝な の め に 思し召し。 その 時の 御 恩賞に。 奥^ 

奧の國 を 賜 はって 候。 我等 も 又 そ の 如く。 嘉例 

めでたき.. il^ 子 折に て 候へば。 『この ft£ 子 を 

め  ほど  & よ 

召されて 程なく 御代に 

地 『出 羽の is 守 か。 陸 * の國の 守に かなら せ^ 


 一一 一 £ニ〇  

I 「この 左折の iw£ 子に つ いて は、 先例 

のめで たいお 話が あるので す" ぉ閱 かせ 

致し ませう」 


牛 若 I それ-て はお 話し 下さ い し 

|「 一 體 私の 先 SS とい ふの は、 もとは^ 

の 三條烏 丸に 居た のです よ。 さう. てす、 

丁 M その 、八幡 太郞^ 家が 安倍の 良 任 • 

宗任を 御 征伐に なって、 間もなく 都へ お 

歸り になり、 私の 先祖の 者に この 左折の 

ilm 子 をお 作らせに なり、 それ を 箭て參 

內 なさろ と、 大胖 帝の 御^に 叶って、 そ 

の 時の 御 傲ぶ に^ を^ は つたので 


私 も その子 孫で、 先祀； 1 ほ なめてたい i.T 

精子 作りな の. てす から、 この. Irw 子 をお 

召しに なって 、間 もな く 御 出世 な さ れて、 

出 羽 守と か 陸 奥 守と かにお なりに なろ や 

うな 御幸 運が 向いて 來た 時： は、 さう だ、 

あの^が せお 祝 ひ を. S. し 上げ た.：：.？ W 千： S 


[,L1 


〇 仕 〇 
引合 御 


はん 御^ 報 あ つ て。 世に出で 耠 はん 時。 祝 ij 曰 申 

ゑ ぼし り  め  ひきで もの た 

しし 烏帽子 折と。 召されて めでたう 引出物 賜ば 

た i  なじ ごと  むかし  おんね ぼし 

せ 給へ や。 あはれ 何事 も。 昔な り け り 御 烏帽子 

ひだり をり  う y  i ん ベい りゃう？ -  はんじゃう はな  むめ 

の 左折の その 盛り。 源平 兩 家の 繁昌 花なら ば 梅 

と 櫻 木。 四季なら ば 春秋 月 雪 の 眺め いづれ そと。 

爭 ひしに やい つ の 間に。 保 元の そ の 以後 は。 平 

家 一 統の。 世と なりぬ るぞ 悲しき。 よし それと 

て も 報い あらば。 世變 り時來 り。 折 知る 烏帽子 

_TJ  くら はな <p  ころ  **  た t 

櫻の 花、 唉 かん 頃 を 待ち 給へ 

シーア 『かやう に 祝 ひつ つ (と 立ち) 

ほど  ゑ ぼし ^  た  はな 

地 『程なく & 帽子 折り 立て て c 後見 座へ 行き S 花やか 

に 三色 組の 烏帽子 懸緖 取り出 だ し (小 子 を 持 

ちて 正面へ 出で)。 氣 高く 結 ひす まし 召されて 御^ 候 

へ とて Of 方に 烏帽子 を 着せ リ。 ぉ髮の 上に うち 置き 立 

ち 退きて 見れば 2 一一 一足 下 リ)。 あ つ ばれ 御 器量 や ハ子 


だとお 召しに なって、 めでたい 引出物 を 

下さい ませよ.."  

あ >, 思へば、 何も彼も 昔の 夢と なり まし 

た。 この 左折の 烏 W 子の 盛んに 召された 

頃 は、 源氏と 平家と が 相 竝んで 御 繁昌な 

され、 花.. て 中せば 梅と 樱、 四季で. E' せば 

春と^^、 眺めで 申せば 月と 雰、 いづれ 勝 

り 劣り の な ぃ御咸 勢. て あ つ た のです が、 

いつの 間に やら 競爭 となって、 保 元の 亂 

よりこの 方と いふ もの は、 平家が 天下 を 

統一 すろ 時勢と なって しまったの は、 悲 

しい ことです。 いや/.、、 たと へ 1 時 は 

零落な されても、 また./. \ 善い 御 運に 向 

いて 来たなら ば、 時勢 も變 化して、 春が 

來て 烏帽子 櫻が^ くやう に、 御 繁昌な さ 

る ことで せう から、 その 時機 をお 待ちな 

さい ませ」 

と、 この やうに 祝 ひながら、 間もなく 

爲£ 子 を 作り上げて、 花やかな 三色で 

組んだ 爲 憎 子の 懸緒を 取り出して、 品 

よくこれ を 結んで、 

亭主 「 さあ 召し て 御覽な さい ませ」 

と、 おつむりの 上に 狨 せて、 少し 下つ 

て 見て、 

亭主 「お、 實に 立派な 御 器量 だ e これ こそ 


果報— 善果 苒報、 

出物 I 贈り物。 


〇 せひし にや—^ 秋 H 雪の 

，ひ を 源； 牛の^-ひ に韓 じた 

〇 保 元— 保 元 2 亂 I この 時 

源義朝 は 平洁盛 と 共 に膨を 

得た が、 敵方と な つ た父爲 

義 及び 弟 達 は 悉く 誅せ 、り 

れ、 次で 平 治 2 亂に義 朝 も 

淸 盛に 敗れた。 

〇 報い あら ば I 前 世 で 善 を 

なした 報いに よって、 幸 ひ 

を 得る 時が 來れ ば。 

〇 折 知る— 花の K くべ き 時 

節 を辨へ 知る。 折 烏 W 子に 

いひ かけた。 

〇 烏帽子 櫻— 櫻の 名で あら 

う。 〔元服 曾 我〕 に 「^く © の 

抝時 めく 折に 着て、 子 

櫻の 花 を 見ん」 

On 一色 組の I 白赤靑 の 一一 一色 

を 交 へ て 組んだ 組紐 を い ふ 

〇懸 緒— 烏 嵴子を 頃に かけ 

て 結ぶ 紐」 
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【四】 

〇 日本  一—！；. 取 上と いふ 意に 

用ゐ 慣れた # 代言 葉。 


〇 代リ— 代金 _ 


たいしゃ， 


方へ 扇极 ひ)。 これ ぞ弓 矢の、 大將と 申す とも 不足よ 

も あら じ (と 莨 中に て 下に 居る) 

§  -, つ * ん にち えぼし じあ t 

シテ 「日本一 烏帽子が 似合 ひ 申して 候 

かたな 

子方 「 さらば この 刀 を參ら せう ずるに て 候 ？ 懷" 

ょリ刀 を-取 出して さし 出す) 

シテ 「い や いや 烏帽子の 代り は 定まりて 候 程に。 

甲 3 ひも 寄らず 候 

子方た だ 御 取り 候 へ 

シテ 「さらば 5| はらう ずるに て 院 (と 子方の 前へ 行きて 

つま  もの  よろこ 

刀 を 戴き)。 さ こそ 妻に て 候 者の 悅び候 はん 

と橋懸  一 2 松へ 行き^に， 2ひ> 

シーア 「いかに 渡り 候 か 

ッ レ烏 W 子 厘 妻、 而俅井 *签* ^帶 • 襟 朽葉 色 • 造 附褶箔 • ^綠 

着 流の 装束に て 慕より 出で、 

ッレ 「何事に て候ぞ 

シ テ 「幼き 人 の 子の 御& 望と 仰せ 候 程に。 折 


武門の 大將 と. 2. しても、 少しの-小足 もな 

い 御 立派な 御器设 だ」 

y-成^する。 

【四】 

亭主 「dl 帽子 が この 上 もな く よく 似合 ひ ま 

した」 

牛荐. "それで は、 ぉ禮 にこの 刀 を 上げ ませ 

う」 

亭主 「 い え/、. 滅相な c  .:LTg 子 の 代金 は ほ 

んの使 かな、 定まった ものです から、 こ 

の やうな 結 構な お 品な ど、 存じ も 寄らぬ 

こ. と. てす」 

牛 若 「是非-取って 下さい」 

亭主 「 それ. ては^ 戴 致し ませう つ、. -刀 *戴 きて 

さ ぞ妻が 悅 ぶこと で ございませう」 

ミ^ を 呼ぶ 心挂 e 株お へ 行 さ、 


亭主 「おうい」 • 

ッ レ烏棺 子 の 

ST 何です」 

亭主 「小さ い 人が.： 子が 欲しい と 仰し や 


〇 なんぼう I いかほど。 非 

常に。 


〇 野 間の 內海 I 尾 張 國知多 

郡の 南岸。 今 野 間 村と 內海 

町と に 分る。 源義 朝が 長 田 

忠 致に 殺された 所。 

〇 鎌 田 兵 衞正涛 —義 朝の 家 

臣。 主と 共に 殺された。 

〇 妹 1 正淸 の 妹が 烏 W 子屋 

の 妻と な つて ゐ たとい ふこ 

と、 幸 若 舞曲の 「烏帽子 折」 

も 本 曲と 同ェ。 

〇 常 磐 腹に は 一 1 一男— 義 朝の 

子の 中で、 常 磐の 腹から 生 

まれた もの の 第一 一 一番の 子。 

兄 は 今 若と 乙 若。 

〇 頭の 殿 I 左. 馬頭 殿 e 義朝 

を 指す。 

〇 腰の物— 腰に さす もの、 

刀 C 


りて 參ら せて 候へば。 この 刀 を 賜 はり て 候。 な 

ん ぼう 見事なる 代りにて はなき か。 よくよく 見 

候へ 

と 刀 を ッレに 渡す C ッレ 手に 取りて 見て し をる。 

シテ 「あら 不思議 や。 か やうの 事 をば 天の 與 ふる 

こと  おも  た **  らく ろ. 0  なに 

事と は 思 ひ 給 はで。 さめざめと 落溴は 何事 に て 

睽ぞ 

はづ  ** う  こと  は 

ッレ 『恥 かしゃ 申さん とすれば 言の葉よ り。 まづ 

先 だつ は淚 なり。？ ドキ) 今 は 何 を か 包むべき。 こ 

^  ^  うつ ス  は  たま  か *4 だ ひやう ゑ まさきよ 

れは野 間の 內海 にて 果て 給 ひし。 鎌 田 兵 衞正淸 

いも •。 と  3 ふき^  f  たん うし わか ご む  たま 

の 妹な り。 常 磐 腹に は 三男。 牛 若 子 生まれさせ 給 

かき かう  との  おん こし  もの  おん まもりがたな 

ひし 時 頭の 殿より こ の 御 腰の物 を。 御 守 刀に 

1^  た/*  おんつ かひ  ** う 

とて 參ら させ 給 ひし。 その 御 使 をば。 わら は 申 

して さむら ふなり。 痛 はしゃ 世が 世に てまし ま 

o  うめ  & 

さば 力く 憂き目 をば 見 まじき もの を。 あら あさ 


烏 幘子折 


つたので、 作って あげたら、 この 刀 を 下 

さった の だ。 實に 見事な 烏帽子 代-て はな 

い 力。 よく 御覽」 

V」 刀 を 妻に 渡す。 妻 これ を 手に 珉 つて 見て、 さめ 

y め-、」； avo 


亭主 「これ は變 だ。 この やうな 結構な もの 

が 手に入つ たの を、 天の 與へ とも 思 はな 

いで、 さめ/ と 泣く の は、 どうした こ 

となの だ」 

妻.' お 恥 かしい こと-て すが、 お話しようと 

思っても、 言葉より 先に 涙に くれてし ま 

ふので す。 今 は 何を隱 しませう。 私 は實は 

野 間 の 内海で お果てに なつ た 鎌 W 兵衞正 

淸の 妹な のです。 以前、 常 磐 腹の 御 三男 

牛若樣 がお 生まれに なった 時、 頭の 殿 (義 

朝) から、 この 御 刀 を 牛 若 樣の御 守 刀に お 

與へ になった、 その お 使 を 私が 致し た の 

です。 …… あ k ぉ氣の 毒な、 世が 世で あ 

つたならば、 こんな 辛い 目に 遭 ふこと も 

なかった でせ うのに、 あ X あさまし いこ 

とです」 


三 四 二三 
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o 言語 逍斷 —いひ やう もな 

く 驚き： 木れ た に發 する 語 

〇 しかと —確か に。 


〇 こんねん だう— 古 年 刀の 

一昔 便で、 古刀と いふ 意 そ 

れを この 刀の 名稱の やうに 

W ゐ たの であらう (伊勢 は 

丈^ 

〇 鞍^の 寺— 京都 Q 北、 

山城 國 愛お 郡 鞍馬 山に ある 

寺。 〔鞍馬： 大狗〕 参照。 


〇 おこ と I そなた- 


まし や 笑 (としをる) 

シテ 「何と 鎌 田 兵 衞正淸 の 妹と 仰せ 候 か 

y ふら ふ 

ッレ 「さん 候 

- ごん  一 J だ. つ だん  ふしつき -V  ぃ** 

シテ 一. 言語 道斷。 こ の 年月 添 ひ參ら すれ ども。 今な 

ら では 承らず 候。 さて こ の 御 腰の物 をし かと 見 

知り 申されて 候 か 

ッレ 「こんねん だう と 申す 御 腰の物に て 候 

ぅナ たま は およ  おん こし  もの 

シ テ 「げ にげ に 承り 及びた る 御 腰 の 物に て 候。 さ 

て は 鞍馬の 寺に 御座 候 ひし。 牛^ 右 殿に て 御座 候 

お  おんこし  もの  ま- 0 

な。 さあら ば 追 つっき この 御 腰 の 物 を 參らせ 候 

べし〕 おこと も 渡り 候へ 

シ テ*ッ レ舞奉 -に 入り 子方 (こ の 間に 立つ) を 見て > 

シ テ 「や-未だ こ れ に 御座 候よ？ シ テ はお 中、 ッレは 脇 正 

をん な  おん 

面、 子方 は その 場に 下に 居り)。 こ れ に 女の 候が。 この 御 

こし  もの  I* し  よし まう  ほど  め  あ 

攒 の 物 を 見知りた る 由 申し 候 程に。 召し上げら 


 一一 一   

亭主 「何 だと、 縑 W 兵 ^正 淸の妹 だと 仰し 

やる のです か」 

«T はい」 

I 「これ は觫 いた』 永い 年 パ述れ 添って 

來 たのに、 今 始めて 伺 ふので す。 ところ 

で、 この 御 刀 は 確かに 兑资 えが あるの _ て 

す 力」 

奮 • こんねん だ、 つと いふお 刀です」 

亭主 「成程、 私 も 話に 伺つ てゐ たお 刀です。 

すると、 あの方 は 鞍 の 寺に お出-て にな 

つた や 若殿で いらっしゃ るの だな。 それ 

ならば 迫つつ いて、 この 刀 を 差し上げよ 

う。 あなた も お出でなさい」 

二人ば 牛 若の 跡 を 追つ かける 想で 舞 _» に 人り、 + 

若の 出かける て、 

I 「お、、 まだ こ乂 にい らっしゃった」 

•/J 夫婦 VJ も 牛 若の 前に £ て、 

亭主 「こ >1 に 居ります 女が、 このお 刀に 見 

覺 えが あると 申します から、 どうぞお 耵 

り 上げ 下さ いませ」 


〇 行方 も 知らぬ— 素性 も 分 

らな い C 


〇 少人 I 稚 兒。 


〇 御 R: の 程の— 眼識の 銳ぃ 

こと をい ふ o 


〇 あこ や S 前— 假 作の 人名 

こ の 名、 舞曲に も 見えない。 


〇 身の なる 果ての 牛 若 I 憂 

し を 牛 若に いひ かけた。 


【五】 


れて給 はり 候へ 

子方 『不思議 やな 行方 も 知らぬ 田舍 人の。 われに 

情の 深き ぞゃ 

ひと たが  3 る  くら **  せう じん うし わか 

"レア 『人 違 へなら ばお 許し あれ。 鞍馬の 少人牛 若 

ぎふ  A たて さつ 

君と。 見 奉りて 候な り 

子方 『げ に 今 思 ひ 出 だ したり。 もし 正淸 が ゆかり 

もの 

の 者 か 

あん め  ほど  か だ いもうと 

ッレ 『御 目の 程の かしこ さよ。 わら はは 鎌 田が 妹 

子方 『あこ やの 前 か 

ッレ 『さん 候 

子方 『げ に 知る は理 われ こ そ は 

地 『身の なる 采 ての 牛 若 丸。 人が ひもな き 今の 身 

を。 語れ ば主從 と。 知ら る る事ぞ 不思議な る 

【五】 

しののめ あ ゆ 

地。 ンギ 『まや 東雲 も 明け けば QK とも 立ち リ。 はや 


烏 精子 折 


牛 若 「これ は 不思議 だ、 素性 も 知らない W 

舍の 人が、 自分に 大層 親切に して くれる 

力」 

！ 一人 「 もしお 人 違 へ であ つたならば、 御免 

し 下 さ いませ。 あな た樣を 鞍馬 の 稚兒の 

牛 若君と お見上げ 申した ので ご ざ い ま 

す」 

牛 若 「成程、 今 思 ひ 出した。 もしゃ 正淸の 

緣 故の 者で はない か」 

妻； まあお 目の お 高い ことで ございます。 

私 は 鎌 田の 妹の …… 」 

牛 若 「あこ やの 前 か」 

妻— さやう. て ございま 寸」 

牛 若 「成程 それで は 知って ゐる の は 尤も 

だ。 自分 は 牛 若 丸の なれの 架て なの だ" 

人と 生まれた 甲斐 もな いかうした 今の 身 

上ながら、 話し合って 見る と、 主從 だと 

いふ ことが 分った の は實に 不 思議な - 」 と 

だ」 

【五】 

牛 若：， もはや 夜 も 明けて 來て、 東雲の 空と 

一一 一四 二  S 


m 
子 
if 


u 

O し 

り 

〇 ひ 〇 て 時 〇て〇 た麼 あ 褐 〇 

けい リ 

ホ 

亦 

身 笑 

おか 恨る 勢 身 ま»^ 

レ 1' こ つ 《f>.  ^ 

TZ 

し 

と 设 

な 

はけみ との をる1 ft 

、 た に ^ 

C ゆ- SL 

'  1 

い の 

し 

なた とい 爲ば c に 

祸^； の 染の 

CT つ 

个 

TV  LCI 

ひ w\ 

1 

む . 1  "、 レ m 變 

どで め 1 

る 

破 

か 1 

止 

け 衣 怠^ 衣 る 
1 の。 落 1  1 

徒 、 た播 

鏡 | 

郡 

け や 

む 

步 旅 布 磨 

の 影 

の 

た つ 

を 

御緣 し淞時 

に を の國 

m が 

宿 

o れ 

餞 語て 氏 勢 

い し、 名 飾 

に b 

it 

は 

な 

別 裏 身衰 に 

ひ て 港 磨 

い つ 

て 

0 を を微 つ 

か を 地 郡 

ひ る 

た 

V 拾の れ 

け 飾 では 

か と 

東雲 も 明け 行けば。 月 も 名殘の 影う つる！ S の 宿 

を 立ち 出づる 

ヮキ *ヮ キヅレ この 間 に 脇 斑 に 出で て 立つ。 

.な 『痛 はしの 御 事 や。 さし も 名高き 御身の。 商人 

と 伴 ひて： 旅 を 飾 磨の、^ 歩 跣 足 ほ も あて られ 

.0 ん .<  ザい 

ぬ. 風 ぷ 円 (としをる) 

子方 『時代に 變る習 ひとて。 世の 爲身を ば捨 衣。 恨 

みと 更に 思 はじ 

シテ 『東路 のお はなむけと 思し 召され 候へ とて 

地 『こ の 御 腰の物 を强 ひて 參らせ 上げけ れ ば？ 

シテ 子方に 刀 を 渡し)。 力な しとて 受け取り われ 若し 

も。 世に出 づ ならば。 忍 ひ 知るべし さら ばと て 

商人と 伴 ひ 憂き 旅に。 やつれ はてた る 美 濃の 國 

赤 坂の 宿に 着きに けり 赤 坂の {5 におき にけ り 

シテ 一田^ ひ 知るべし さらばと て 一と 子方と 別れた る、 いに て屮 

入。 ッレ 給い て^に 入る。 ヮキ • ヮキグ レ *子 方 旅 を 進む る 


なった から、 名殘 惜しい が、 

を 出立し よ 5 _ 


了 J  28 の 宿 


二人-まあお 氣 の^な こと だ" あの やうな 

御身 分の 高い 方が 商人と 迚れ 立って、 ^ 

歩跌 足て 旅を游 ばす" = も あてられない 

おいた はしい お 姿 だ」 

牛， 時勢に つれて 變 つて 行く のが 世の中 

の 習 はしで、 源氏の 衰微した 爲に、 かう 

して 零落す るの も、 ，zn 分 は 少しも 恨めし 

く. は 思って ゐな いの だ」 

i 「東 へ お下りになります 御戗 別と おし 

召し 下さい ませ」 

といって、 このお 刀 を 無理 に さ し k. げ 

ると、 

牛 若 「それ-て は 是非がない- 

とこれ を 受け取って、 

牛 若 「もし；^ に. 出ろ こと もあった ならば、 

體 をしょう」 それで はお 別れしょう」 

と、 牛 若 は 商人と 迚れ 立って、 辛い 旅 

にや つれてし まって、 やがて 突 濃！： 赤 

坂の 宿に 着いた。 . 

牛 若 等は獒 ぬへ：.：；： つた 想で、 *B* 替り、 烏 5S 子 


心に て舞« を 大廻リ して、 子方 は 後見 座に くつろぎ、 ヮキ • 

ヮキヅ レは 「赤 坂の 宿に 着きに けリ」 と舞毫 にて 向 合 ふ。 

ヮキ 正面に.^ きて、 

【穴】 

い -V  ほど  あか ゥか  しゅく  つ 

ヮ キ 一. 急ぎ 候 程 に。 赤 K の 宿に 着き て 睽スヮ キグレ に i> 

きち  ところ やど  と 

いかに 吉六。 この 所に 宿 を 取り 候へ 

ヮキ ダレ-田 K つ て險 

ヮキヅ レ 仕手 柱 際に 出で 橋 懸に向 ひ、 

ヮキヅ レ 「いか にこの. 2： へ 案内 し 候 

狂言 宿屋 亭主、 着附 K 熨斗 =>畏 上下 • 腰帶 ，扇* 小刀の 装束 

にて 橋懸 一 の 松に 立ち、 

狂言 「案内と は 誰に て 渡り 候ぞ。 いや 吉六 殿に て 候 か。 御 下向 

めでたう 候 

ヮキグ レ 「唯今 下向 .& して 候。 いつもの 如く 宿 を 貸して 給 はり 

^ へ 

狂言 「易き 御 事に て 候。 先 かう く 御 通り 候へ 

ヮキ • ヮ キヅレ 脇哝 へ 行き て 下に： リ、 isn は 名乘哝 に 立 ち 

て、 

狂言 「や あく それ は 誠 か眞實 か。 それ は 苦々 しい 事ぢ や。 こ 

の 由 申さう C  (ヮキ の 前へ 出で 下に 居て) いか に 申し 候。 今夜 御： S 

り 候 を 所の惡 しき 者 ども 聞きつ け。 夜 討 を かけ 5 する 由 .& し 


第二 段 

舞 Is は 美 濃 « 赤 坂の 宿。 

吉次 「道 を 急いだ ので、 赤 坂の 宿に 着いた。 

おい 吉六、 こ.^ て 宿屋 を 取って くれ： 一 

吉六 r 畏り ました」 

S 宿； 31 を 求めて、 舞 SS は その 宿 の 一室 S な 50 

ミころ が、 ^言 宿：！ S 亭主 "か 「今夜 盗賊が 雜っ て , 

るら しい」 -/.- 知らせる。 
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烏 帻子折 


〇=s^ 非を辨 へ ず I どう すれ 

ばよ いか、 分別が つかない。 


〇 面々— 各々 方。 あなた 方。 


〇 談合— 相談。 

〇 面に 立たん— 正面に 先立 

つ て 向って 來る。 

〇 や はか— いかで か。 


〇 物の 典して— 武裝 して. 

〇 大手— 敵 を 防ぐ 表口。 


候。 御用 心 候 へ 

と い ひて 切 戶ょリ 引く C 

ヮキ 「これ は 何と 仕り 候べき 

ヮ キグレ 「我等 も 是非 を f へず 候 

子方 常哝に 出で、 

めんく なに .--i お ほ 

子方 「面々 は 何事 を W せ 候ぞ？ お 巾に 出で 下に 扱る) 

ヮキ 「さん 候 我等 こ の 所に 泊り 候 を。 こ の あたり 

の 惡黨 ども 聞き つ け。 今夜 夜 討 に 討た うず る 由 

** う  ほど  だん かふ つか *i ゥ 

申し 候 程に。 さやう の 談合 仕 り 候 

お ほ ザい  おもて  た  つ はもの 

子方 たと ひ 大勢 あり とても。 面に 立たん 兵 を。 五 

十騎 ばかり 斬り 伏すならば。 や はか 返かぬ は 

赏 ま じ 

ヮキ 「こ れ は賴 もしき 事 を 仰せ 候 もの かな。^ 化 

たの 

賴み候 

めんく  ものぐ  i  た *t  お ほて 

子方 「面々 は 物の 具して 待ち 給へ。 『われ は 大手に 

,.F ふ べしと 立ち) 


吉き 


一一 一 BUK 


；は どうした もの だ らう - 


吉六 「私 も、 どう すれば よい か、 分別が つ 

きません」 

牛 あなた 方 は 何 をい つてい らっしゃる 

のです」 

吉次 「はい、 私達が この 所に.； S りました の 

を、 この 邊の 惡然 どもが II きつけて、 今 

夜夜 討に 討ち 寄せる とい ふこと なので、 

それで、 この やうに 相談 をして ゐ るの. て 

す」 

牛， な！ 

うと も 

T15iss-.il-  • 


r たと へ 多势で 押し^せて 来よ 

正面に 先立って くろ もの を、 五 

"り 斬り 伏せたならば >  大丈夫 引 


き^くで せう」 

吉. ：. 、「これ は 心丈夫な こと を 仰し やる。 そ 

れ ではす つ かりお 願 ひ 致します」 


牛 ，あなた 方 は 武裝し て、 こ、 でお 待ち 

なさい。 私 は 大手へ 出掛け ませう」 


〇 夕 も 過ぎて— 向 ふ ベ しと 

言 ふとい ひかけ た C 

〇 鞍馬 山— 喑 くなる と い ひ 

かけた e 

〇 あら はし 衣の I 術 を 現す 

とい ひかけ、 衣の 緣語棲 を 

妻戶に いひ かけた" 

〇 妻戶 I 引き戸。 

〇 沖つ 白波— 沖 つ は 白波の 

序 C 白波 は 後漢黃 巾の 賊が 

西 河の 白波 谷から 起った 故 

事から 出た、 盗賊の 異名。 


【間】 


といって、 もはや 夕刻 も 過ぎて、 あた 

り 一面 唁く なった 頃、 

牛 若 「鞍馬 山-て 長い 年月 8: した 兵法 の 祕 

術を顯 すの は 今 だ」 

と 、 引戶 を 開け て 、盜賊 の 押し寄せ てく 

るの を、 今や 遲 しと 待ち 構へ てゐ た。 


地 『夕 も 過ぎて 鞍馬 山 (子方 立ち)。 夕 も 過ぎ て 鞍馬 

山。 年月 習 ひし 兵法の 術 を 今 こそ は。 あら は し 

衣の 妻戶 を？ 正面に 出で リ。 開き て 沖つ i 波 の 打ち 

入る を遲 しと 待ち 居たり 打ち 入る を遲 しと 待 

ち 居たり 

と 右へ 廻 リて常 座 にて 慕 3 方 を 兌 込み、 ^して 脇^ へ 行き 

て くつろぎ、 烏帽子， 長 紹を脫 ぎ、 ね 鉢 卷* モギ ドウになる。 

ヮキ. ヮ キヅレ は 地 謠 の 初めに 切！；；' ょリ 引く  C 

【問】 早 鼓に て、 狂言 熊 坂の 輩 下 三人、 ォモは 燕 尾 頭巾.^ 掛け *谙附 厚 根 • 厚板壶 折， 括 袴 • 脚半 • 腰 帶 ，扇* 

小刀の 装束に て 長刀 を 持ち、 アド は 烏 帻子* 上 頭 掛， 着附大 ^熨斗 掛素袍 • 括 袴 * 脚^ • 腰帶 •Iw. 小 

刀の 装束、 二 の アド は 着附縞 熨斗 H> 括 袴 • 脚半 • 腰 帶. 扇の 装束に て 松明 を 持ち、 

ォ モ 「續 け-/ \\  /\ 

お 「心得た くく 

と いひながら 舞 辜： へ 出で、 

ォ モ 「柯 と續 いたか 

二人 「まんまと 續 いた 

ォ モ 「さて そち 達 は 今夜の 樣 子み-知って 核いた か。 伹し 知らいで 繽 いたか 

アド 「子細 は 知らね ども。 そなたが 繽け くと いふに よって。 それ 故績 いた 

ォモ 「これ はいかな 事。 それならば 子細 をい うて 聞かせう。 まづ 都に 三條 のお ロ次吉 六と て 金 を 商 ふ 者 

の。 高 荷 を 造り 奧へ 下る を。 賴 うだ 人 御存じ ありて。 都 を 出る 時より 目附 をつ けて 置かれた が。 今 
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【七】 


〇 寄せ かけて I 盗賊の 白波 

を 海の 白波に よそ へ て 殺つ 

た C 


〇 內の虱 ばし 早い か— 家內 

の 勢 ひが 手强 い か C 虱 を 力 

とい ふ 意の 盜賊 の隱 語と し 

て 用ゐた e 
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ォモ 「これく 氣を 確かに 持て。 く。 某 は 後 詰の 者 を 觸れぅ 程に。 そなた は 手 負 を 連れて 〔仃 てく れい 

アド 「心得た。 疵は淺 い。 氣を 確かにせ い ノ\ 

二 アド 「あ 、 死ぬ る わいく 

と いひながら、 一 の アド の 肩に か 、リて 幕に 入る C ォ モ名乘 座に 立ちて、 

ふ ら 

ォモ 「皆々 御 聞き 候へ。 先手の 者 は 皆々 仕損じて 候。 その上 磨 針 太 郞も討 たれて 候 間。 後 詰の 輩 出 

でら、 


【七】 


宾\ 。 その 分 心得 候へ /\ 

とい ひ て 慕に 入る。 

一 聲の镞 子に て、 後 ジテ熊 坂 長範、 面長 靈鏢 兑， 長範 頭巾 *金 

地 鉢 卷. 襟 紺 • 着附 無色 厚板 • 法被 • 半切 • 金 緞癯 • 腰帶の 装束 

にて 大 太刀 を 持ち、 後ヅレ 能！ 坂の 輩 下 多勢、 白 鉢 卷， 着附厚 

板 • 白 大口の 装束 (內、 火 振 一人 側 次 を 着る) にて、 ニー 二人 は 

松明 を 持ち、 一人 は 長刀 を 持ちて 出で、 一同 橋懸 に立竝 び、 

^ 一  き. 寄せ かけて" 打つ 白波の 音 高く。 鬨を作 

つ て。 騷ぎ けり 

わか もの 

後ジテ 「いかに 若者 ども 

後ヅ レー 御、 こ 候ハ 一 同 下に 居る〕 

シテ 一大 手が くわ つ と 開けた る は- 內の 風ば し 早 

ゝ i 

I 力 


ダレーさん 候 內の風 早くして。 或は 討 たれ。 又は 重 


【七】 
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後ジテ 賄 坂 長範、 後ゾ レ S* 下の 者 多^な 引 連れ 一 

登場。 


一波が 岸に 打ち寄せる やうに、 大きな 

聲で鬨 を 作って、 我 々盗賊が 打ち寄せて 

行く の だ」 

,11 い つ て士  n 次の 宿の 前へ 來る o 

i お い 若者 ども」 

重な 輩 下の 者 (火 振) が 前に &て、 

？ 「はい」 

藤 坂 一 表口が からりと 開いて ゐ るが、 敵の 

勢 ひカ强 いの 力」 

8* 下 r さう です。 敵の勢 ひが 強くて、 味方 

三 四  一一！ =1 
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〇 投松叨 —敵の 樣子を 探る 

爲に內 へ 投げ込む 松明 リ 


〇 磨 針太郎 I 間狂言 二の ァ 

ド に 出て ゐる。 こ の 名 〔熊 

坂〕 にも 出て ゐる G 

〇 火 振の 親方— 松明 を振リ 

照らして 打ち 入る 一 隊の隊 

長 e 


〇 えいえ い— 口惜しくて 發 

する 歎聲 G 

0 まさう 1^ らラ C 

〇 曲者— 尋常で な い 者。 し 

た- * 力 者 


〇 手勢— WEf の 部隊。 


手 負 ひたる と 申し 候 

シテ- 不思議 やな 內に は吉 次兄^な ら では ある 

なに もの 

まじき が。 さて 何者か ある 

ッ レ-投 松明の 影より 見 候 へ ば。 年の 程 十二 三ば 

かりな る 幼き 者-小 太刀に て靳 つて 廻り 候 は。 

さながら 蝶 鳥の 如くなる 由 申し 候 

シテー さて 磨 針 太郞兄 * は 

ッレ- これ は 火^の 親方と し て-  一 ^に靳 つて 入 

りし を： 例の 小男 渡り合 ひ。 兄^ の 者の 細 竹 を： 

ただ 一 打に 打ち落し たる 由 申し 候 

なに  もの きャ うだ い  よ  もの 

シテ 「えいえい 何と 何と。 か の 者 兄^ は 餘の者 五 

十 騎百騎 に はま さう ずる も の を」 『ああ 斬つ た 

き やつ  くせ もの 

り 斬ったり-彼奴 は 曲 物よ 

ッレ 「一 ：M 瀨の 四郞は こ れを 見て。 <5r 夜の 夜 討惡し 

かりなん とや 思 ひけん。 手勢 七十 騎に て^い て 


一一 一 £  ：  二  £  

の 者が 討^した り^^ を负 つたり したと 

の 事 * てす 」 

膝 坂. 變 だな」 この. 2： には士 2 次兄 弟の 外に， 

は 誰も 居ない 答 だが、 一 ffi 誰が ゐ るの だ」 

s_f 下 「松明 を 投げた 光で 見ます と、 ^の g: 

十二 三ば かりの 小さな 子が 小 太ガで 斬り 

通る のです が、 その 平 業 はまろ で 蝶 か 鳥 

の やう だと い ふこと です」 

膝 坂-して、 •！： 針太郞 兄め はどうした- 

S* 下 「これ は 火 振の 隊長と なって、 第 一 番 

に 斬り 込んで 行った のです が、 例の 小 S 

が 斬り 合って、 兄弟の 者の 細 m をた^ 一 

打に 打ち落し たとの 事です」 

S お 「え 、忌々 しい、 何 だと」 あの^ 針 兄 

弟 は 外の 者の 五十人に も 百 人に も 當ろ强 

い 男 だのに、 よくも 斬った もの だ.」 そい 

っは餘 程の した、 か 者だぞ 」 

* 下 「髙瀨 の四郞 はこの 樣 子を兑 て、 今夜 

の 夜 討 は 具合が 惡 いと 思った のでせ う、 

.u 分の 部下 七十 人 を 引 述れて 逃げ て歸り 


〇 松明の 占 手— 松明 を 投げ 

込んで、 その 燃え 續 くの を 

吉、 消える の を 2： とした 勝 

負の 占 ひ C 

〇 一 の 松明 I 第 1 番に 投げ 

込んだ 松明 e 


〇 さてよ な — さ て は 負け 

極ま つたよ な C 


0 たまる ま じ 1 M. へ ら . 

い、 對抗し 得られ ま い- 


歸 りて 候 

> やつ  いま  はじ  おくび やう もの  たい まつ  うら で 

シ テー 彼奴 は 今に 始め ぬ 臆病者。 さて 松明の 占 手 

はいかに 

ッレ 「 一 の 松^ は 斬つ て 落し。 二の 松明 は 踏み^ 

し。 三 は * つて 投げ返して 候が。 三 つ が 三つな 

がら 消え て 候 

シテー それ こそ 大事よ。 それ 松明の 占 手と いっぱ。 

一 の 松明 は 軍神。 二 の 松明 は 時の 運。 三 は 我等 

が 命な るに。 三つが 三つな が ら消ゅ るなら ば。 

今夜 の 夜 討 は さてよ な (と 膝 を 打つ リ 

ぢ やう - ごと  おに ^ふ 

ッ レー 御 読の 如く" こ の ままに て は鬼祌 にても た 

まる まじく 候。 ただ 返い て 御 歸り候 へ 

ぬす  いのち  ひ 

シテ 一げ にげに 盜みも 命の ありて こそ。 いざお 一い 

て歸 らう 

ッ ヒ 尤もに て 候 
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ました」 

熊 坂 「 5 ん、 あいつ は 昔 からの 臆病者 だ。 

ところで、 松明て 占った 結果 はどう だ」 


at: トー 第 一 番の 松明 は 斬り 落され、 第一 一番 

の 松明 は 踏み消され、 第 三番の 松明 は 取 

つて 投げ返され、 結局 三つが 三つながら 

消えて しま ひました I 

熊 S  >  j れ は 大變だ C  一  K 松明 の 占 ひとい 

ふ もの は、 第一 番の 松明で は 軍神の 御 加 

護が あるか どうか、 第 二番の 松明で は そ 

の 時の 運が どう" て あるか、 第 三番の 松明 

で は 自分 達 の 命 に 別條が ないか どうか を 

占 ふ ものて あるのに、 三つが 三つながら 

消えた のて は、 今夜の 夜 討 はとても 駄 a 

だな」 

葷下 「w せの 通り、 このま \て はたと へ 味 

方が 鬼神 V あ つても、 叶 ひますまい。 是 

非 退いて ぉ歸 りなさい」 

§, さう だ、 盜み も 命が あ つて こ そ 意味 

が あるの だ e さあ^い て歸 らう」 

5* ドー. 御尤も-てす」 

三 四 三 M 
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〇 熊 坂の 畏嵇— 假作？ 人名 

〔熊 坂〕 の 解說參 照。 

〇 面 を 向く ベ きぞ II 間 に 

颜 出しが ならな い C 


【八】 

〇 物々 し や— 仰山、 りし いひ 

相手 を 嘲った 詞。 

〇 手竝 I 腕前。 

〇 八幡 も 御 知 a あれ— 武神 

八幡 大 菩薩 も 御照覽 あれ。 

武士の 誓詞。 


シ テ「 い や 熊 坂 の 長範 が。 今夜 の 夜 討 を 仕拟じ て。 

いづく に 面 を 向く ベ き ぞ」 『ただ 攻め入れ や 若 

者 どもと- 大ー 1^1 上げて 呼、 ま はりけ り c とッ レ へ あし、 り 

ひ、 ッ レー 立 上 リ) 

ri レ /鬨 を^って 。斬つ て 入りけ り 


と 樯懸を 一 廻. - 

子方 立ちて、 


て 入 替リ、 シテは 幕 際にて 床几に か、 る- 


【八】 

地 『あら 物々 しゃお のれ 等よ？ 子方 W 子 を蹐み y あら 

物々 しゃお のれ 等よ。 さきに 手 並 は 知りつ らん。 

それ にも 懲りず おち 入る か (. と ^中へ 出 3。 八憐も 

御 匁 見 あれ 一 人 も 助けて やら じ もの をと 小口 

に 立って ぞ待 ちかけ たる 

- ペ幡も 御 知見 あれ 一と 下に て辭 儀し， 立ちて 橋 懸に向 ひ、 

太刀 を 拔き靳 をす てて、 

〔力 ケリ〕 

に 子方- ッレ と樣々 に 切 組みて >  一人一人 斬り 殺す。 

地 、ぎ 坂 の長範 六十 三つ テ床儿 を 離れ v 熊 坂 の 長範 


^  M  一  た、  

I 「いやく、 熊 坂 長範が 今夜の 夜 討 を 

仕損じた とあって は、 世 問 に 顔出しが 出 

來 ない。 どう あっても 攻め 人れ、 さあ 若 

者 ども， 一 

と、 大きな 聲で わめき 立てた」 

そして 一 同 は 鬨の聲 を 作つ て、 內へ斬 

り 込んだ。 


【八】 

牛 若 「貴樣 達が 生意氣 な、 何 を大释 らしい 

事 をす る の だ。 先程 おれの 腕前 は 分 つ た 

だら うに、 それに も 懲りない-て 討ち入る 

のか e  A 幡大 菩薩 も 御 照 MM 一 下さい、 一入 

も 助けて やらな ぃぞ」 

と、 小口に 立って、 敵 を 待ち受けた。 


〔力 ケリ〕 

に 牛 若、 熊 坂の^ 下 -t 断り 合って、 向って くる 

を皆斩 り投 してし まふ o 

能 坂 「熊 坂 長範は 今年 六十 三に なつ た の だ 


〇 鐵屐— 鐵で 作った 下駄。 


〇 を ほど リ步 み— 躍 リ步み 

の延 音で、 調子に 乘 つて 運 

ぶ步き 方。 


〇 はかば かしゃ— 殊勝ら し 

、 o 

レ 

〇 めだれ 額なる I 弱 い 者 い 

ぢめ をす る 卑怯な と いふ 意 

こ の 語 〔安宅〕 にも ある C 

〇 さそく をつ か つ て L1 さ 

そく」 は 左 足 か-  〔熊 坂.〕 

に 「熊 坂 左 足 を 踏み 鐵壁 

も 徹れと 突く 長刀 を」 と あ 


〇 十 方 斬— 以下 「花 重ね」 ま 

で、 いづれ も 斬 合の 樣を い 

つ た！ 

oil 一つ 頭 I 刀の 切 先" 

〇 鎬を 削って— 鎬は 刀の 匁 

と 背と の 間にある 高 い 所。 

それ を 削リ合 ふ 程の 激戰を 

い J 

〇 御曹子— 部屋住みの 公達 

牛 若 を いふ。 


六十 三。 今宵 最後 の 夜 討 せん と S* へ 進み W  。鐵屐 を 

踏ん 脫ぎ 捨て 五 尺 三寸の (形 をと。 大 太刀 を 。する 

りと 拔ぃ てうち. か，^ げ (太刀 を拔き 放して かたげ)。 を ま 

あゆ  あ S  い  あり 4- 、& 

どり 步 みに ゆらり ゆらり と 歩み 出で た る 有樣 

ま (と 拍子 を 踏みて 舞 祭に 入 リ)。 如 可な る 天魔 鬼 冲も面 

をむ く ベ き 樣ぞ なき (と 常拖 にて 太刀 かざして 開く〕 

地 『あら はかば かしゃ 盜&ょ (. と 子方 拍子 を 踏み y あら 

はかば かしゃ 盜 人よ。 めだれ 顏 なる 夜 討 はする 

とも われに は 叶 はじ も の をと て (と 太刀 を 振 上げ： >。 

す Z.J  *^  き  さか 

隙間 あらせず 斬つ て かかる？ グ テ の 前 へ 出 3。 能お 

お ほ だち っ^  くせ もの 

も大 太刀 遣 ひの 曲者 なれば。 さそく をつ かつ て 

じつ はう ぎり  はつ は-つ is ら  こしぐ る ft は に ふ 

十 方 靳ハと シ テ 子方 切 組み： >。 八方 拂 ひや 腰 車。 破^ の 

か へ  かぎ  つ るぎ ふ  しし  よ  t-A  V 

返し-風 まくり。 劎 降らし や 獅子の 齒 がみ。 紅葉 

がさ  はな ーケ b  ふ  がしら  ひ  い  しのぎけ づ 

重ね 0 花 重ね 三つ 頭より 火 を 出 だして。 鎬を削 

た * か  ひじ. ゆつ  ？、  お ほ だ ち  お んざ うし  こ 

つ て戰 ひしが ノ祕術 を 盡す大 太刀 も 御曹子の 小 
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が、 いよ/ \今 夜 最後の 夜 討 をして やら 

う」 

と 鐵- て 作った 足駄 を脫ぎ 捨て、 五 尺 三 

寸の大 太刀 をす るりと 拔 いて、 肩に か 

つぎ、 ど しんど しんと、 調子をとって 

步き 出した 樣は、 實に 恐ろしくて、 ど 

の やうな 天魔 • 鬼 神で もまと もに 顏を 

向ける こ とが 出来な い だ ら うと 思 は れ 

る 勢 ひ-てあつた。 

牛 若-何 だ、 その 尤もらしい ざま は。 弱い 

者 いぢめ の as な 夜 討 は 出来ても、 この 

おれに は 叶 ふまい」 


と、 隙 間もなく 熊 坂へ 斬つ て か k る U 

熊 坂も大 太刀 遣 ひ のした.^ か 者， て ある. 

から、 左足 を 使って 身 構 へ を 外し、 或は 

十 方 斬、 或は 八方 拂ひ、 或は 腰 車， 破^ 

の 返し .風 まくり .劎 降らし • 獅子の 齒 

がみ *杠 紫 重ね *花 雷ね などと、 千變萬 

化、 色々 に 斬り 合って、 刀の 切 先から 

火花 を 放ち、 刀の 鎬も 削られる ばかり、 

烈しく 戰 つたが、 祕 術を盡 して 斬り ま 

くる 大 太刀 も、 牛 若 丸の 小 太刀に 斬り 

一一 一 w 一一 一七 
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〇 打 物 業— 匁 物での 斬リ合 

ひ e 打 物 は 鑄 物に 對 して 打 

ち^ へ た鐵 をい ふ C 


〇 諸膝— 兩膝 e 


〔考 異〕 

諸 流 (溉齊 剛弃リ 


太刀に 斬り 立て られ受 太刀に な つて ぞ見 え た 

りナる 

と 切 組みて、 シテは 安 坐、 子方 は橋懸 一の 松に 立つ。 

-っち もの わざ  かの 

地 『打 物 業に て 叶 ふま じ。 打 物 尨に て 叶 ふ ま じ。 

く .  ちから しょうぶ  たちな  す 

a んで 力の 勝負 せんとて 太刀 投げ捨てて (と シテ 

太刀 を 捨て)。 大手 を 廣げて 飛ん で かかる を？ 兩手廣 

そ む  もろ ひざ な たま 

げて 子方の 方へ 行き)。 北 E けて 諸膝 雍ぎ給 へ ばハ 子方 シ テの 

き  皋* ろ 

裾 を拂ひ r 斬ら れて かっぱと 轉 びけ るが c シ テ佛 倒れ y 

起き 上らん とて つ つ 立つ 處を 匕 典 向よりも (シテ 立 

ちて 幕へ 行く を 子方 斬リ つけ r 割りつ けられて。 I」 んと 

、e  •、.** さか  * ウ^ 一  ,7. 

見えつ ろ 熊 坂の 長 範もー 一 つ になつ てぞ 失せに 

ナる 


シ テ 「 一 人と 見えつ る」 と 膝つ きて ぽ に 慕に 入り、 子方 は 常 

哝に^ リ 太刀 を かたげて ^拍子 を 踏む." 


 ； 一一  m 一 一一  八  

立てられて、 次第に 受 太刀 U. なって 來 

たやう である。 


賄 坂 「刀-ての 斬り 八" ひ. て は 叶 は ないやう 

だ。 とつ 組ん-て、 カづ くで 勝负 をき めて 

やらう」 

と、 熊 坂 は 太刀 を 投げ捨てて、 ：ゅ^ を 

廣げて 牛 若に 飛んで か、 つたが、 牛 若 

はこれ を 外 し て 、 熊 坂 の 兩膝を 斬 つ た 

の. て、 熊 坂 は 斬られて ころんだ が、 や 

がて 起き 上ら 5 とする の を、 牛^が ほ 

ず-面から 斬り 下した の. て、 今まで 一 人 

であった 辔の熊 坂 長 範もー 一 つ に 割られ 

て 死んで しまった e 


【一】 ヮ秦 「f 艰 の ；… HI 々と.？ らん (寳剛 e 心 かな) ：.：. I ぎ 候程 に：： リ この 所に 御休み あらう： J こ^ (齊ナ 

【一一 一】 シテー 何と 烏帽子の 御 所望 と 候 や ： ：： 子な-きの 旅に て 「に 折リて 給はリ 候へ (： 寳ナ. ご シテ 「K 易、 き、 間、 の V と.， -I て … 

【四】 ッレ 「恥 かしゃ まんと ：：： 先 だつ g なり (g ナ シ〕 ••：： て s^sssss^s 刚ナ シ 一 

【七】 ッレ 「高瀬の 四郞 はこれ を 見て .：：. シ テ 「彼奴 は 今に 始めぬ 臆 (剛 ナ シン 

古謠本 

元祿 以前の 古謠 本、 未だ 索め 得な い。 
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馬 觀 S 剛 喜) 


舟  11.15 

〔能 柄〕 脇能 複式 夢幻 能 

【人物】 ヮ キ 當 今 勅使、 ヮ キ ッ レ ：！： 從^ (：ー 一  人)、 ； IS シ 

テ 老 翁 (天 照 大 神)、 前 ッ レ 姥 ( 月 讀 尊)、 狂 言 

蓬萊 島の 鬼 (二三 人)、 後シテ 夭 照大 神、 後ッレ 

天鈿女 命、 後ッレ 手 力 雄 命 

t 所〕 伊勢 國 齋宮 

【時〕 節分 

〔作者】 作者 及び 演能 に 關す る 古記 錄は見 當らな い e 

SB 時の帝 (刊行 會本 及び 寶 生. 金剛. 喜 多の 諸 流， て は淳仁 天皇〕 に 

仕へ 奉る 臣下が 勅命 を 奉じて 伊勢 參宮に 旅立ち、 やがて 齋宮に 着い 

た t 折し も 今夜 は 節分-て、 この 所で 繪馬を 掛ける 行事が あるの-て、 そ 

の樣を 見ようと 逗留して ゐ ると、 老人 夫婦が 出て 來て、 雨の 占 方 を 示 

す黑： i 馬と、 日照りの 占 方 を 示す 白 潜 馬と、 互に 掛け 爭 つたが、 結局 

萬 民 快樂の きにしようと いって、 二つ の繪馬 を 褂け竝 ベ、 自分 達 は 伊 


き 柱の 神が 夫婦と 現れ 來 たの. て あると いつ i え 5? -., 】   hhl ( ^  

影 向して、 肖ら 舞 を 奏し ま、 又 かの 天 岩戸の 故事、 —S 女 力  1;^ る r 月光 力 約いて、 天 I 祌が S 女 八 I 力 雄 命 I へて 

hi, 天地 は 二度 明らかに のどかな 春と な H ^して lii り、 sii 

r ず】 &の 夜、 伊雾 ¥繪馬を 掛けた こと は、 隱 f こ、 

繪馬齋 & にあり、 每歳 元日、 雞嗚 にかくる 古例 あり： 

伊勢 參か： ：^: 所陶 命；； に も、 

SS に 小？ り 、十二月 三十 曰 霧 f か 4 例な り， 

後 椿に かける 馬 を 奉りし 事の 例に なれる にゃあらん. 

又、 碧山 B 錄に、 

mi  f 路 人相 傳曰、 Ti 除 レ霞レ 新、 而 f  1 1 と マ . 

si.- せ、 f  u  t?  ，  、  ffi,dl  ^!=ィ レ^ー；"？； ^掛 r と 也、 玄ぼ， 亡、 -71  

：醫. 悔 f&i 今鷺鷺 也、： 小 レ^レ I 登 之 f 一。  着 ご si.i 仏 sr、ml 大水- S 

力と と あり、 かう した 行事が 古くから あって、 謠曲作 f この 

てあらう。  ftf£ とし n^isi^ 本 曲 を 脚ち たち 

〔概評〕 前段に は 五穀 議囊 快樂の 泰平 

も 規模の 最も 雄大な ものである。 脚色の 工夫か^ 7: 、"起 f  Af べき 天 岩 戶の祌 f 描いた、 祌 一 

謹 層 |、| 旦 つて 脚：："；： い Hj^lii 與へ、 後！，ァ中 舞： 


.1 ぎ 十二月 晦曰 I あ？、 驚 f し を、 SS 儀， C の 


【I】 


後^、  一^^ に 小お の 作物 を 大小 前に 出す。 

次第の 蛾 子に て、 ヮキ常 今 勅 K 、た Sis5 一  ト 

板 v,-*- お •Ik—  . ！.  烏帽子 • 上 頭 掛. ぉ附ぉ 

}  -Jytt 人" .败1 でお の裝 ヮキグ レぉ者 一一 入、 7  ^ 

と间 樣の 蟹に て 5- に 入リ、 向 合 ひて、 き ァ ヮキ 


【I】 


舞 初め 京都で、 

へ て 登場 o 


キ 勅^、 ヮキヅ レ從 ケ随 


0 伊勢の 宮居 I 伊勢大神宮 


◎ts 今に 仕へ 奉る I 以下 

「下向 仕り 候 一 まで、 刊行 會 

本に は 「大 炊の 帝 (淳仁 天 

皇) に 仕へ 奉る 臣下な リ C 偖 

も 我が君 伊勢大神宮 を 信じ 

給 ひ-、 數の 御寶を 捧げ 給 ふ。 

其 勅 を 蒙リ" 唯今 伊勢 參宮 

仕 候 1 と ある.. - 

〇 風 は 上なる I 風 は 梢の 上 

を 吹く と いふ 意で、 松の 序 

とした C 

〇 松 本— 近 江 國滋賀 郡、 大 

津の 東部。 

〇 粟津 野— 同 都、 馬場から 

勢 田 へ 至る 迄。 

〇勢 田の 長 橋— 粟田 郡瀨田 

村、 琵琶湖 尻に 架けた 橋。 

〇 野路、 篠原 I 同 郡、 瀨 E 

村の 東。 

〇 赍宮 —$: 勢 國氣多 郡に あ 

り、 大神宮に 奉仕し 給ふ皇 

女の 御 1W 所。 今 こ の 古蹟の 

地 を饋宫 村と いふ。 

〇^- 馬 —神社 佛閣 等に 奉納 

する 馬の 畫の 顇。 もと 神馬 

を献 ずる 代リに 奉納した も 

ので ある。 
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r 匸 次第 『治めし ままに 世 を 守る。 治め し ままに 

世 を 守る。 伊勢 の 宮居 に 參 ら ん 


次第 三遍 返しの 後、 

リ) 


キは 正面に 向き、 ("ヮ キヅレ は 下に & 


そも亡  たう y ん  つ？, たて i つ しん だ 

ヮ キ- 抑 もこれ は當 今に 仕 へ 奉 る 臣下な り。 さ て 

もこ の 度 伊勢 兩宮 へ。 數の 御寳を 奉らせ 耠 ふに 

より。 勅使と して 唯今 勢 州へ 下向 仕り 候 

とい ひて、 ヮ キヅレ (立ち) と 向 合 ひ、 

道行 『風 は 上なる 松 本 や。 風 は 上なる 松 本 や。 

雲雀 落ち 來る粟 It 野の。 草の 茂み を 分け 越えて。 

勢 田の 長 橋う ち 渡り 野路 篠 原の 草枕" 夢 も 一 夜 

の、 旅寢 かな 夢 も 一 夜の 旅寢 かな 

ヮ キ 「勢 田の 長 橋う ち 渡リ. 一 と 正面に 向きて 先へ 出で、 また 

もとへ 歸リ、 逍行濟 み て ヮキは 正面に 向き、 

ヮキ 「急ぎ 候 程に； こ れ はは や 勢 州 齋宮に 着きて 

候" 今夜 は 節分に て。 こ の 所に 繪馬 を掛 くると 

申し 候 間。 今夜 は こ の 所に 逗留し。 槍 馬 を 掛く 


勅使 一. わが 國を お開きに なって、 それより 

この 方、 代々 の 御 治世^お 守りになる 伊 

勢 大神宮に ぉ參 りしょう」 

£ 次第 を 謠 つて 旅の H 的 を 速べ、 


勅使 「自分 は 今上陛下 にお 仕へ 申して ゐる 

臣下です- さ て こ の 度 伊勢 內宮 外宮 へ 色 

色の 御 費 物 を 御 献進遷 ばす ので、 その 勅 

使と して、 これから 伊勢 國へ 下る のです」 

•、.- 見物人 に 自己紹介 を L . 

勅使 「梢の 上 を 風の そよ 吹く 松 本 や、 雲雀 

の 高く 飛 んで は 落ち る 粟津 野 の 草深い 所 

など を 通り >  勢 田の 長 橋 を 渡り * 野路 篠 

原の あたりに 一 夜 寢て、 旅を續 けて 行つ 

た」 

"、.- 旅 «を逮 ベて ゐるラ ちに、 勅使 は 伊 へ 巷いた 

想で、 舞 »- は伊势 #宮.ヒ なり、 宮の g が &て& 


勅使 一道 を 急いだ の. て、 思 ひの 外 早く 伊勢 

國の 齋宮に 着いた。 今夜 は 丁度 節分で、 

この 所に 搶馬を 掛ける とい ふ こ とだか 

ら、 今晚 はこ、 に 泊って、 ！ SS 馬 を 掛ける 

もの を 見 ませう」 

II 一四 四 III 
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s, 今夜 は—. 刊行 會本 に は 

—今宵 は -と ある。 


【二】 


〇 あらたまの I 春の 枕詞。 

〇^ に 心 を 若草の I- 春に な 

つ て 心 を 若が へ らすを 若草 

に いひ かけた." 

〇 去年と や いはん— 古今 集 

在 原 元方の 歌 一年の 内に 春 

は來 にけ り 一 年 を 去年と や 

い はん 今年と や いはん 二 を 

弓. >  た 

〇 馬 を 華 山の 野に 放ち— 書 

鸫 に周武 王の 盛 德を稱 へ て 

一 歸 II 馬子 華 山 之 陽 T 放 二 牛 

于桃林 之 野 一 | と ある を 引い 

た。 干戈 を歛 めて 農に 歸す 

る 太平の 樣を いふ。 

〇 かしこき 世— 聖 天子の 御 

〇 時に ひかれて I 時世に つ 

れ て。 

〇 濱の ほ 〈砂 を數 へ て も— 古 

今 第^ 人知らず の 歌 一 わた 


もの  ぶ  *A 

る 者 を 見ば やと 存じ R 


ヮ キヅレ 「尤も 然る ベ う：^ 

とい ひて、 ヮキは 脇. iir ヮキ ヅレは その 次に 行きて 下に 居 

る o 

眞ー 聲の雜 子に て、 シテ 老翁、 而 小牛 尉， 尉 髮* 襟淺黄 • 涪附 

小 格子. 茶 桂 水 衣. 白 大口. 腰帶 •ESS 装束に て 白 紛馬を 持ち、 

ッ レ姥、 面姥， 姥髮 ，蠶 帶， 襟 朽葉 • 着 附 無色 摺箔 • 無色 唐綠， 

淺黃餽 水 衣 2 裝束 にて 黑繪馬 を 持ち、 ッレを 先に 立てて 捣 

懸に 出で、 ッレは 一の 松、 シテは II！  3 松に て 向 合 ひ、 

な i 『あらたま の。 春に 心 を 若草の。 神 も 久し 

き。 惠 みかな 

正面の 方に 向きて、 

ッ レ 一一 句 『霞 も 雲 も 立つ 春 を。 ぉ_ レス， ひ) 『去年と やい 

はん。 年の 暮 


ァ シ 

立ち. 


ヒ の 雠 子に て 舞^に 入り、 ッ レ は眞 中. シ テは 常. に 


むま  くわ さん  の  はな  - つし  た. ゥ り ふ  つな 

シ テサシ 『それ 馬 を 華 山の 野に 放ち。 牛 を 桃 林に槃 

ぐ こと。 . ひ ス向合 ひ) 『皆 聖人 のぎ かな。 それ はかし 

こき 世の 習 ひ。 時に ひ かれて 四方の 海の。 濱の 


一の 所に； £ む &)- 


シチ H<SH< 神の！ sw、  * 翁の 姿？ HiBS* -抹 ち、 

ヅ レ H.. 請せ の 紳$、 姥 .3姿 で i£sw を： SSC て 登 * 

S 「年 も 改ま つて 春に なれば. 人の 心 も.：： Z 

然若々 しくなる の-てあら うが、 それにつ 

けても、 年 久しい 神のお 惠 みは^に あり 

かた い こと だ」 

姥 「雲 も 霞 もはや 春ら しくな つて >  今 は 去 

年と いった 方が よい やら、 新年と いった 

方が よい やら 分らない、 ほんと にの どか 

な 年の暮 です こと」 

翁 「經書 に、 『世 を 泰平に して、 これ ま. て戰 

爭に 使つ た 牛馬 を、 馬 は 華 山の 野に 放ち、 

牛 は 桃 林に 繫ぐ』 とい ふ ことがあ るが、 

それ は^に 支那 上代の 話 だけ で はなく、 

いつの 聖夭 子の 御代 も 问 じこと. て、 现に 

唯今の 大御代 も 天下 泰平で >  誠に ありが 

た い こと だ e ど、 つかわが 大君の 御代が— 

『わた つ み の濱の 砂を數 へつ k  、君が 


つ みの 濱の眞 砂を數 へ つ 

君が 千年の あり 數 にせん 

を 引いた。 


〇 千 早ぶ る— 祌の 枕詞。 

〇 久方の IIK の 枕詞。 年久 

しとい ひかけ た，. - 

〇 天津日嗣 —皇位の 御繼承 

〇 あ リし惠 み— 祌 代の 惠み 


【三】 


眞 砂を數 へ て も。 君が 千年の あ る數 を、 - たと へ 

て もな ほ ありがた や 

ち わ や  か， C よ  ？  ひ, P かた  あ ** ゥ 

ュ下歌 『千 早ぶ る 神代 を 聞けば 久方の is 天津 

日嗣の 代々 ふりて。 天津日嗣の 代々 ふりて。 人 

皇 末代の 子孫まで ありし 惠みを 受け 繼 ぎて。 治 

A よ  ら  およ  A ふ  あお 

まる 御代の われ 等まで。 及ばぬ 君 を 仰ぎつ つ。 

よる ひる つか  I！ て ** つ 

夜晝 仕へ 奉る 夜晝 仕へ 奉る 

「及ばぬ 君 を 仰ぎ つ つ」 と謠 ひながら、 シテ とッレ と 入 替リ、 

シ テ は 屮 に * ッレは 脇 正面に 立つ。 ヮキ 立ちて シテ に， M 

ひ、 

【三】 

ヮキ 「いかに これなる 人々 に尋 ぬべき 事の 候 

こなた  こと  なに 一 ビ i 

シテ 「此方の 事に て 候 か 何事に て候ぞ 

こん にや  4 ころ  ろ! ま  か  まう 

ヮキ 「今夜 は こ の 所に 输馬 を掛 くると 申し 候 は 

眞 にて 候 か 

！ 3 ふら ふすな は  ら  a!  *^  か 

シテ 「さん 候卽 ちわれ 等が 繪馬を 掛け 候よ 

ヮキ 「それ は 何の 謂れに よ つ て * けられ 候ぞ 

0 


千年の あり 數 にせん』 

(^邊 の 砂が 敉へ きれない やうに、 わが 大^の 御^ 

命 も 限りの ないや ラ にお 1 ^りしょう) 

とい ふ 歌の やうに、 幾久しく 御榮ぇ 遊ば 

す やうに お祈りして、 限りなく 感謝し よ 

う。 

遠 い 神代に 皇位 を 御繼承 遊ばして より- J 

の 方、， 非常に 長い 年月 を經 たこと だが、 

人皇 の、 ずつ と 後代 の 御子 孫まで、 神代 

の 御惠み をお 受け 難ぎ 遊ばして、 それで 

天下 泰平に うち 治まり、 下々 の 私達まで 

が 大君の 御恩澤 を 仰ぐ ことの 出來る の 

は、 誠に ありがた いこと で、 かう して 每日 

每夜 ありが た く宮仕 へして ゐる こと だ」 

【三】 

勅使 は老 天婦を 見て、 

勅使 「もうし、 あなた 方に お尋ねし ます」 

翁 「私の 事.. てす か、 何の 御 S です」 

勅使 「今夜 は この 所に 繪馬を 掛け るの だと 

閗 いたが、 それ はほんと です か」 

翁 「さう です。 私達が その 繪馬を 掛ける の 

です」 

勅 徙「 それ はどう い ふわけ でお 掛けになる 

のです」 

一一 1 四 四 五 


〇 愚 癡—^ 现の 分らな い こ 

ic 

〇 お 3 毛に ょリ叨 年の 日 を 

相し— 白拚 馬で あれば 旱天 

であ リ、 黑拚 馬で あれば 雨 

が 多 いと 判斷 する ので ある 

〇 よみ ぢ の 黑 S— 勇み ある 

代 をよ みぢに いひ かけた。 

よみぶ は 夜道で >  夜道の 咭 

きとい ひかけ て mi の 枕詞 

としたの である。 

〇 耕作 S 道の^なる を— 耕 

作の 逍の ひたすらに 隆んに 

なるとの 意に、 歌め かさず 

率^な のがよ いと の 怠 を 含 

めた e 

〇 力 を も 入れず して— 古今 

集 序 「力 を も 入れず して 天 

地 を f! かし、 ；：； に！： えぬ 鬼 

祌をも あはれ と 思 はせ、 男 

女の 屮をも 和、 りげ、 猛 きも 

のの ふの 心 を も 慰む る は 歌 

なリ」 を 引いた" - 

o  <-  0 を さきと して 1 4C 今 

集 序に 「人の 世と な リて須 

佐の 男の 尊より ぞ三 十文字 

餘リ 1 文字 は 詠みけ る 1 と 

ある 「^雲 立つ 出 雲 八重垣 

妻 ごめ にん 重 IS 作る その 八 

重 垣 を」 の 御 欲 を 指す" 

〇 天 ぎる 雪の —古 今 第 誠 人 

知らず 3 欲 「梅の 花 それと 

も：^ えず 久方の 天ぎ る 雪の 

なべ て 降れれば - を 指す。 




シテ 「これ は た だ 一 切 衆生 の 愚痴. i 智 なる を 象 

り。 馬の 毛に よ り 明年の in を 相し。 又 雨 滋き年 

を も 心 べき ためにて 候 

ヮ キ 『さ て さ て 今夜 は她 何な る 繪馬を 掛け。 明年 

の 日 を 相し 給 ふ 

ちか  ひと  *0 め つゆ 

ッレ 『誓 ひ はい づ れ も 等 しけれ ども」 「ま づ 雨露 の 

惠みを 受け。 民の 心も^ みある。 よ みぢ の黑の 

繪馬を 掛け。 『國土 i:: 一 かにな すべきな り 

シテ 「哲く 候。 耕作の 道の 直なる を こ そ、 神虚も 

悅び ぎふべ けれ。 まづ こ の 尉が 檢馬を 掛け。 民 

を悅 ばせば やと 思 ひ 候 

ッレ 『さ や うに 謂れ を 宣 はば。 此方 も： 史に 劣る ま 

じ 二 力 を も 入れず して 。天地 を 動かし 目に 見ぬ 

鬼神の.' 猛き心 を 和らぐ る」 『歌 は 八 -ま を さ き と 

して 。天ぎ る 雪の なべて 降る-これ 等 は い かで 


一 一一 四 四 六 

翁 「それ は 人間と いふ もの はすべ て 愚か 

な 無智な 事理の 分らない もの だから、 馬 

の 毛色に よって、 明年の H<;MH; 、合 を 占 ひ、 

雨の 多い 年に は 又 その を さ せ る S で 

す」 

勅使 「して、 今夜 はどう い ふ^ 馬 を 掛け て . 

來 年の 天氣 具合 をお 占 ひになる のです」 

鍵 「祌 の御惠 みは いづれ も變り はな い の 

です が、 まづ 第一 に、 雨^の 惠みを 受け 

て * 民 も 勇み 喜ぶ やうに 1 よみ ぢの黑 の 

繪馬を 掛けて、 この 阀士 を^ かにしたい 

と 思 ふので す」 

翁つ 一 寸 お待ちなさい。 (そなた は よみ ぢ 

の黑 のな どと 歌め かしい、 ひれ くれた 詞 

をい はれる が)、 耕作 は 素 K なのが 神の 思 

召に も 叶 ふの" てす。 まづ 第一 に 私が^ 馬 

を 掛け て 、 民 を悅ば せて や らう」 

姥 「その やうに 瑰 is を 仰 しゃるなら、 私の 

方に もこれ に 劣らぬ 理由が あります。 歌 

と い ふ もの は 力 を も 人れ ない. て 1K 地 を 動 

かし. S に 見えない 鬼神の 恐ろしい 心 を 

も 和らげ る功德 の あろ もの で 『八 雲 立 つ 』 

の 歌 を 初め として、 『天ぎ る 雪 3 なべて 降 

る』 の 歌に せよ、 ^は.：！ を 降らし、 小トは 


「天ぎ る - は 空の 霞み 曇る こ 

と o 

〇 これ 等 はいかで —雲 は 雨 

を 降、 りす もので あり、 雪 は 

!>• 年の 兆で あるから， 上 の 

H 歌 はと もに 耕作 を 助ける 

歌で あるとの 意。 

〇 隙 行く 駒— 時の 速く 過ぎ 

去る 喷に用 rQ る 語で あるが 

こ I で は 隙 ど つ て埒の あか 

な い 意に 用ゐた C 


〇 雨 を も 降らし— 姥の 掛け 

る黑 ぃ拚 馬の 占。 

〇 日 を も 待ちて— 翁の 掛け 

る 白 ぃ输 馬の 占。 


〇 かけ まく も I 口 にかけ て 

申 す も。 御 惠みを かけと い 

ひかけ た e 

〇 神お：— こ ゝ では 神社の 意 


谦ふ ベ き 

た-かひ あら. v  ひ S ゆ  こま  ゆ 

シテ 「かくしも 互に 爭 はば。 隙 行く 駒の 道行か じ」 


『いざや 二 つ の 繪馬を 掛けて 。萬 民樂 しむ 世と 

なさん 

ッレ 『げ にい はれたり この 程 は。 一 つ 掛けた る^ 

馬 なれ ども 

ことし はじ  ふた  か  あめ  ふ 

シテ 『今年 始めて 二つ 掛けて。 雨 を も 降らし 

ッ レ 『日 を も 待ちて 

じん &んけ らく 

シーア 『人民 快樂の 

ッレ 『御 惠みを 

地 『かけ まく も かたじけな や。 これ を ぞ賴む 神 垣 

に。 繪馬は 掛けたり や。 國土豐 かにな さうよ 

「かけ まく も かたじけな や」 と、 シテ • ッレ 作物 の 前へ 行き、 

シ テ は 作物の 左の 方に、 ッ レ は 右の 方に 拚馬を 掛け、 シ テ は 

常 座に 行きて 立ち、 ッ レ は 笛 座 前に 下に 居る。 (ヮ キも 下に 

居る ゾ 

0 


豐 年の 兆と なる もので、 かう いふ 歌は少 

しも 嫌 ふこと はな いぢゃありません か」 

翁 「いや、 この やうに お 互に いひ 爭っ てゐ 

て は.、 た^ 時が 移る ばかり だ。 さあ 二つ 

の ；！ 馬 を 掛け て ， 天 下 萬 民す ベ て が樂し 

む 世と しょう」 

姥 「ほんと にさう で ございました。 こ れま 

では 縉馬を 一 つ だけ 掛け て ゐた のです が 


翁 「今年 は 始め て 二つ 掛け て 、 雨 を も 降ら 

さう I  . 

姥-. 日 も 照ります やうに  」 

翁-かう して、 人民が 安樂の 御 惠みを 受け 

る やうに、 神に お祈りして ノ 51 馬 を 掛け、 

國 土を豐 かにしょう」 

*、J 一  1 人.、. -も 作物 s 宮に ！BSS を かける。 
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【四】 

〇 賀茂 S 御 あれ— 山城 U 愛 

お 郡お 茂 神社の E! 月屮 酉の 

日の 祭。 御 あれ は祌 のお 生 

まれに なった 日で、 祭日。 

〇 ひ をり の 日— 五 H: 五日 左 

近衞合 人、 六日 右近 衞< も 

人が 大内^ 場で 競^ K 射す 

る 日。 これ を贺茂 祭の 競^ 

に 紡び つけた e 

〇 御隨 身— 大. せに 隨從 する 

近 衞合人 e 

〇 色めく 轵 5— 隨 身の 裝來 

の 花やかな 意と、 駒に つけ 

た 紙の 色めく と を 兼ねて 用 

ゐ た。 

〇 駒 くらべ I 競^。 

〇 掛け て や さしく ii えし は 

—紛^ を かける、 競^の^ 

の I ける、 などと 「かける」 

と いふ 詞を 用ゐる もの の 中 

で、 優しい ことに 川 ゐる場 

合 はと いふ 意。 

〇 松風の 上の 藤 波— 松の 枝 

にか、 つた 藤の 花。 藤 波 は 

藤の 花 を 波に 喩 へた 語。 

〇 尾 上の 花に 咲き 添 へ て— 

山に か、 つた 白雲が 美し い 

花の やうに 見える との^ リ 

^上 は 山の Js。 

〇^^ 遍昭 は— 古今 集 序 

「佾正 遍昭は 歌の 樣は 得た 

れども まこと 少し，. - たと 

へ ば拚 にかけ る 女 を 见 て、 
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二人 は な 掛けて、 「かけて」 w いふ.！ gi に 綠 の,？ 

る詞 ねて、 次の やう 〃おな 謠 ふ- 

翁 「  

『賀 茂の 祭の 競馬の 日、 

これ を 物 兑の隨 せ は 

いと 花やかに^^ し、 

幣を かけた る兢 SiT は 

列 を つらねて 驅け出 だす。 

言 紫に かけて^ しく、 

g ゆる もの は、 小 風 吹く 

松に か &れる 藤の 花。  . 

花に まじりて 山の端に 

たなびき か k る 白雲 も 

優なる ものに 数 ふべ し C 

. 槠正 遍昭が 詠み 欲 は、 

歌の 形 はよ けれども、 

誠の 心少 くて、 

^へ て い へば 綃に 描け る 

遊女の 姿に 目 をと めて、 

あだし 心 を 徒らに 

励 かす^; に 似た るな り。 

この 遍昭が 詠み 歌に、 

「淺 綠絲 よりかけ て」 とい ふが あり。 

驅け 行く 駒 を 盤ぐ とも、 

槃 ぎがた き は 人心。 

二道 かけて 通 ふ をば 

恨み はすれ ど、 戀心 

いとせ めくれば うば 玉の 

夢に 逢 ふさ へ 忍ばる る』 

•A-Jf つて 勅使に おひ、 

翁，： liml を 掛け るの は >  こ れ まて 人：：： を 忍 


3】 かも  <  ,<  ひ 

地上き 賀 茂の 御 あれ の ひ をり の in  。賀 茂の 御 あ 

ひ をり の：：！。 これ を 物 Lw: に 御 隨身ハ と 右へ 向き > 

く 紙の 四手つ けて 掛けなら ベた る 駒 くら 

ベ？ 正面へ 出で r 掛け て やさしく 聞え し は 松 虱の 

上の 藤 波 g へ 廻リ) 。尾 上の 花に 咬き 添へ て ぉ呢 へ 

行 さ。 たなびく 白雲 又 掛けて 色 をます なり 

と ヮキへ 向きて 開き、 眞中 へ 行きて 下に 居る o( 居ク セ) 

地ク セ 『僧正 遍昭 は。 歌の 樣は 得た れ ども 誠 少し 

たと へ ば。 繪に 描け る 遊女の 姿に めでて 徒らに： 

心 を 動かす は。 淺綠絲 よりかけ て 槃ぐ駒 は 一 一道 

かけて な かな か 恨みし は。 戀路の そら 情。 逢 ふ 

ゆめ  た まくら 

さへ 夢の 手枕 

しの  こよ ひ 

シテ 『忍ぶ 今宵の あら はれて 

地 『言葉 を か はすこの 上 は。 何 を か 包む ベ きわれ 

ら  いせ  ふた はしら ふうふ  ゆん  た  い 

等 は 伊勢の 一 一 柱。 夫婦と 現じ 立ち 出づ る (と シ テ. 


徒らに 心 を 動かす が 如し」 

を 引いた。 僧正 遍昭は 六 歌 

仙の 一人。 俗名 良峯 宗貞。 

仁 明 夭 皇の 崩御 を 悲しんで 

出家し、 花 山元 慶 寺の 座主 

とな つた。 寬平ニ 年 寂、 年 

七十 六。 

〇 淺綠絲 ょリ かけて— 古今 

集 僧正 遍昭の 歌 「淺 綠絲ょ 

リ かけて 白露 を 玉に もぬけ 

る^め 柳 か」 を 引いた。 、も 

を 動かす は淺 しとい ひかけ 

て 遍眧の 歌 を 引いた。 

〇 槃ぐ駒 は— 「蜘蛛 のい に 

荒れた る 駒 は 盤ぐ とも ニ逍 

かくる 人は镇 まじ I とい ふ 

古歌に 據 つた。 こ の 歌 〔鐵 

輪〕 にも 见ゅ。 

〇 二道 かけて— 一人の 男が 

二人の 女 を 愛する を いふ。 

繪^ を 二 つかけ る 事から こ 

の詞を 出し、 二 柱 を 呼び 起 

す 料と した C 

〇 戀路 の そら 愦— 仇な 戀 に 

深い 思 ひ を かける こと，. - 

〇 忍ぶ 今. W の あら はれて— 

忍ぶ 戀が 顯れ ると の 意 を、 

綺馬を かける こ と は 常 は 人 

n を 忍 ぶ ので ある が 今宵 

は その 樣をも 示し、 詞を交 

はすとの 意に いひ かけた。 

〇 伊勢の 二 柱— 內宮 外宮の 

事 を 申し、 從 つて 天照大神 

と 登 受大祌 であるべ きで あ 


ん でして ゐ たので あるが、 今夜 は その 樣 

を 示し、 詞 まで 交 はした ので あるから、 何 

も隱 さ. すに いはう が、 .U 分 達 は實は 伊勢 

の 二 柱の 神が 夫婦と して 现れ 出た の だ。 

よく 信ずる がよ からう。 信ずれば 疑 ひも 

なく、 夜明け 頃、 大神宮に 待つ て ゐて會 は 

う」 

といって、 老夫婦 は 夜に 紛れ て 消え て 

しまった。 

シテ. ッ レ 滑え 失せる 態で^ 場" 


ッ ゾ 立ち， }。 信ずべ し $ー 口 ぜば疑 ひ 波の 川 竹の ゥンテ せ-ぼ 

へ 行 あ。 夜 も 明け 行かば 內外 にて C ヮキ へさし， } 。待ち 

得て まみえ 申さん と 夜半に 紛れて、 失せに けり 

夜半に 紛れて 失せに けり 

と 正面へ 開き、 來序の 蛾 子に て 中 入。 ッ レも鑌 いて 中 入 e 

【は】 狂言 蓬萊島 2 鬼 ニー！ 一人、 面武惡 • 鬼 頭巾 • 着 附 厚板 根^ 折 *括 袴 • 脚半 • 腰 帶 ，ns の 装束に て、 ォモは 

槌を かたげ、 一同 橋懸に 立ち 竝び、 

ォモ 『ありがた や。 立 衆 『ありがた や。 治まる 御代の しるしと て。 蓬萊の 島よりも。 鬼 こそ^で てこの 

君に。 寳 物を捧 ゆん や。 寳 物を捧 けんや 

ォ モ. 「皆々 かう 渡り 候 へ 

アド r 、：： -导 て 候 

と 1 同舞臺 に 入リ、 

ォ モ 「定めて 子細 を 聞いた であらう 

アド 「いや 聞かぬ ほどに 語らし め 

ォモ 「まづ めでたい 子細と いふ は。 大 炊の 御門 常せ 2 を 御 信仰あって。 右大臣 公 能 御參宫 なされ。 齋宫 

に 御着あった 處に。 大神宮へ 節分の 夜。 繪馬掛 くる 者 を御覽 あるべし とて。 神前に 御通^ ありし を。 

二 柱の 御 神 嬉しく^し 召し。 假に 老人と 顯れ 御言 葉 を 交 はし 給 ふ。 大臣 殿 仰せに は。 當 社に 綺馬 を 

掛 くる 事 は 。如何なる 子細 ぞと御 尋ね 候へば。 さん 候繪 馬を掛 くる 事 は。 天道より 雨露の 惠 みを以 

て。 その 年の 草木の 善 惡を與 へ 袷 ふを辨 へす。 人間の あさましき 迷 ひに より。 雨 多き 年 は 黑き繪 


は 
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—— 粉 

るが、 こ、 では 日祌 (天 照 

大祌) と =: 祌 (月 讚 命) と 

し、 =! こ の 二 柱 を 夫婦 祌と 

して 作った ので ある。 

〇 疑 ひ 波の 竹の— 疑 ひな 

し、 波の 川、 川 竹、 竹の節、 

夜も叨 けと いひ 綺 けた。 

〇 内外— 內 官>  外宫。 

【は】 


馬 


I 一一  四 HJO 


【五】 

〇 雲 は 萬 里に 歛まリ て I 詩 

人 玉 屑 四 一， 千里 好 山 雲 乍歛、 

一 樓 明お 雨 初 1" 」 を いひ か 

へ て 月の 序と した。 この 詩 

句 〔羽衣〕 にも 见ゅ。 

〇 月讀の 明祌— 害 紀 に據れ 

ば、 伊 弗 ^祌が 右の 眼 をお 

洗 ひに なった 時お 生まれに 

なった 祌。 H 界 主宰の 祌で、 

社 は 内- W 七 別お の  一 C 

〇 秋 ほ 島の 大楝 梁— 秋^島 

は 日本の M; 稱。 大楝梁 はや：： 

位に ある も？、 統冶 者。 

〇 地祌 五代の 祖— 天照大神 

忍 穂^^ • ^々杵 @. ^火々 


を 掛け。 雨 少き年 は 白き 繪馬を 掛け。 来年の 善恶を 知らせん が爲 なりと 御物お あ， い： 乂^ ^御 巾し 

に は。 されば 當宮の 御成 光； 止しく まし まさば。 日 もよ き 程に 照らし。 雨 もよ き 程に, る やう-二ん さ 

れて 然るべ しと 御 e. し唉 へば。 二 柱の 御 神の 御 返答に。 天地 始まりて よりこの 方。 ある^は あろ や 

うになくて は 叶 ひがたし さりながら。 かや 5 に 承る 上 は。 今より は黑 白の 二つの 繪葛 をと もに 掛け。 

懇に 知らせ 申すべし との 御 事な り。 か、 る めでたき 折から なれば。 寶物 をう ち 出 だし。 君に 搾に. E- 

さう と 思 ふが。 何 と あらう ぞ 

アド 「これ は 一 段に て 候。 されば 急ぎう ち 出 ださう 

ォ モ 『蓬萊 の 島なる。 く。 鬼の もつ 寶は。 隱れ蓑 に隱れ 笠。 打 出の 小槌。 諸領無 £ 上 無 E 氏國 

にうつつ たり or 一  段と めでたい。 ,  >  ちらへ 渡らし めく 

ァ ド 「、い at"  _  /\ 

と いひて 森に 入る C 

後見、 作物の 拚馬を 引く。 

出端の 孅子 にて、 後ヅレ 天鈿女 命、 面逑面 • 黑垂 • 天 冠 • 襟 赤 • 

涪附摺 箔. 紫 長 船 *緋 大口 • 腰 帶 2 裝來、 後ジテ 天照大神、 ：€ 

签帶 • 襟 白 • 着附 &綾. 白 單狩衣 .緋 大口 • 腰 帶 の ^ 

朿>  後 ヅレ手 力 雄 命、 而 一一 一口 月， 黑 透 冠 • 襟 ，#• ^附 厚板， 

法被， 牛 切 • 腰帶. 扇の 装束に て 出で、 捣懸に 立ち 竝び、 


【五】 


1 1I * 


地^ は 萬 里に 歛 まり て。 月 讀の明 神の。 御影の 

尊容 を 照らし。 出で 給 ふ 

につ ほ ん あき つ しま  だい £ うむ やう ぢ じん  だい 

後 ジテー 「わ れ は 日 木 秋津島の 大 棟梁) 地 神 五代の 


【五】 


後 段 

後ジテ 天照大神、 後ヅ レ天钿 女 命 ノ後ゾ レ手カ 雄 

命 * 睫へ て 


空に は 一 點の雲 もな く、 月躋祌 がその 

御 姿た ろ 月光 を g-: ら し て 出現し 給 ふ。 


大 #  .:n 分 は n 本の 統治者 >  地祌 五代の 祀 


出 兌 u • 鹧铌草 葺不合 尊 を 

地祌 五代と 申す。 天照大神 

は卽 ちその 始祖に おはす。 

〇 和 光利 物— 和 光は佛 菩薩 

が 本来の 德光を 和らげて こ 

の 濁世に 現れる こと C 利 物 

は 萬 物 を 利益す る こ と C 

〇 御裳灌 川— 伊勢 内宮 の 神 

域 を 流れる 五十鈴川の 別名 


〇 しどろ に 木綿 w 手の— 神 

ゆ 

坑 をし どろに 結 ふ を 木綿に 

いひ かけた G しどろ は亂れ 

た 探。 木綿 四手 は 格の 皮 か 

ら 作った 布 又は 紙の 御幣 リ 

【六】 

〇 昔 天の岩戸に 閉ぢ 籠り-— 

天照大神が 素盞嗚 尊の 亂行 

を 愤リ耠 ひ 天お 戶 にお 陰れ 

になった 爲、 天下が 常 閥と 

なった ので、 ^百 萬の 神 達 

が愁へ 惑うて、 色々 と大神 

を 慰め 奉リ、 殊に 天 鈿女命 

が 面白く 舞 を 舞 はれる と、 

大祌は 少しお 戸 を 開 いて 御 

覽 になった >  その 隙に 手 力 

雄 命が 大祌の 御手 を 取って 

出し 奉リ、 こ \ に 二度 天下 

が 明らかにな つたと いふ 祌 

話" 古事記 • 日本 寄 紀 に 見 

ゆ o 


そ あ ** てる "51 ほんが， C 

祖 U 天照大神 

地 『聊 ^种 物 は 御裳灌 川の。 和 光利 物 は 御 裳 濯 川 

ふづ  けた  な&  つ- i  ちか  こ 

の： 水 を 蹴 立つ る 波の 如し。 され ど も 誓 ひは虚 

|ェ に 満ち 來る 五色の 雲 も。 輝き 出づ る。 日 神の 御 

姿。 ありがた や 

と 天女 (天鈿 女 命) • シ テ舞^ に 入リ、 天女 は馆^ 前にて 床几 

にか &り、 シテは 常 座に 立ち、 カ祌 (手 力 雄 命) は 一 の 松に 進 

みて 床几に か、 る。 

ところ  さい くう  な  ふ 

シ テ 『听 は 齋 {呂 の 名に 古り し (と 拍子 を 踏み) 

地 『所 は 齋宮の 名に 古り し ？ 正面に 出で)。 神 垣し ど 

ゆ ふしで  しん たい あら は たも 

ろに 木綿 四手の。 あら はに 神體 現れ 給 ふ (と 右 S 

リ)。 ありがた や 

〔中 舞〕 (シテ 舞 ふ) 

む？ i し あ *i  いは と  と  こも 

シ テ 『昔= 天の岩戸に 閉ぢ 籠り て 

地 『天の岩戸に 閉ぢ 籠りて。 惡神を 懲らしめ 奉ら 

じつ &っ ふた  A かゆ  かく  r  J 

ん とて、 日月 一 一 つ の 御 を隱し (と兩 袖に て 額を掩 ひ) 


先、 天照大神 である。 一 切 衆生 を 利益す 

る こと、 この 御 裳 濯 川の 水 を 蹴立てる 波 

の やうで あらう」 

と 仰せられて、 空に は 五色の 雲が 輝き 

渡って、 日の 大祌の 御 出現 遊ばされた 

の は、 實 にあり がたい ことで ある。 


こ \ は齋宮 として 昔 有名な 所であった 

が、 旣に 年が 經 つて >  祌垣も a れ がち 

になって ゐる ところへ、 大祌の 御 神 £3 

が 明らかに 御 出現に なった の は、 實に 

勿體 ない ありが たいこ とで あ る。 

〔中 舞〕 

大神 〃舞な お 舞 ひになる 想 o 

【六】 

大紳ば 神代の^ なお 一； 小し に-な る 想で、 

大紳 「自分 は 昔 天の岩戸に 閉ぢ 籠り >  悪神 

をお 懲らしし ようと 思って、 日の 光 月の 

光二つ とも 隱し、 世 の 中 を眞暗 にした が、 

神々 はいつ まで も この 世の くら や みで あ- 

る  こと を 歎いて、  どうにかして.； IW 分の 機 

ニー  四 五一 


拚 
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〇 荒ぶ る —神の 枕詞。 いつ 

まで か あらんと い ひ かけ 

た o 

〇 御 心と る や— 大祌の 御 機 

镟を， ^る 怠と、 榊 葉 を 手に 

取リ 持つ 意と を 兼ねた。 

〇 靑， 和 幣. m 和 幣— 和幣 は^ 

の美稱 で、 その 麻で 作った 

もの を^ 和幣- 穀皮 で綠っ 

たもの を..： n 和^と いふ。 古 

事 記に 「於 一一 下抆 T 取 n 垂白 

丹 寸手啻 丹寸手 I 而」 

〇 韓祌— 祌樂 の： g 名" 琼神 

と は大年 神の 御子の 名から 

出た 名。 

〇 催お 樂 I 祌 樂の餘 興に^ 

せられた 十； I 代の^ | ひ 物。 

〇 千 早ぶ る— 祌の 枕詞。 祌 

樂 歌の 文句 を 謠 ひ 初めた 意 


〇 おもて も— 古 語 拾 遣に 

「iwn 此時 T 上天 初喑、 衆俱 

相 nr 而比 c 明白， 伸レ手 歌 

舞、 相與稱 曰、 阿波 禮、 阿 

那於茂 志 M: 一 

〇 手 力 雄の 命— お 戸の 脇に 

隠れて ゐて、 大 神の 御手 を 

取り 奉った 祌 e いつまで 岩 

戶を 立て S かんと いひ かけ 

た C 


常 蘭の^ I のさて い つ まで か (作物の 昴 を 開きて 内に 入リ f 

荒ぶ る 祌々。 これ を歡き て い かに も 御 心" とる 

ゃ桥 葉の.' 靑 和幣。 白 和， 色々 樣々 に謠 ふ神樂 

の 韓神催 馬 ir 千 早ぶ る 

兩ヅレ 「常 閬 の 世の」 に 立ち、 夭 女 は 脇 座、 力 神 は 常 にて 

「これ を歡 きて」 と 向 合 ひ、 「色々 様々 に」 と 力 祌は後 兌^に く 

つ ろぎ て榊抆 (四手つ け) を 持ちて 常 座に 平 坐し、 天女 は 笛 

M 前に くつろぎ 幣を 持ちて 常^ へ 出で. 

〔神 樂〕 (灭女 舞 ひ) 

|E を 拾て て 挤 呢 前へ 行 さ 、 祌樂济 みて 力 神 立ち、 

画〕 (力 神 舞 ひ) 

おも しろ 

シ テ 『面白 P  (兩ッ レ 作物へ 向く) 

地 『おもて 白 やと 覺 えず 岩戶を 少し 開いて (シア^ 3 

を 少し 開 *0。 感じぎ へ ば。 い つ まで 岩 戶を手 力 雄 


の 命 は 引き 開け 御衣の 袂に す が り？ カ祌 作物の 前 

に 下 S て シ テ 袖に 兩手を かけ)。 引き連れ 現れ 出 で 給 ふ 

みり さ t  t ため づら  かふ み tV  ぷも しろ 

有樣 (シテ 作物 を 出で)。 又 珍しき 神 遊びの。 面. {:! かり 


嫌 をと らうと 思 ひ、 榊^に 资ゃ 白の 幣を 

つけて、 色々 の 歌、 祌樂の 轅祌ゃ 催 馬 樂 

等を讅 つたので ある」 

後ダ レ天細 女 命、 


天女 『千 早ぶ る. 

-t 謠 つて、 


-』 


•〔 神樂〕 

を 舞 ひ、 次で 钹ゾ レ手カ 雄 命、 

〔急 舞〕 

を 舞 ひ、 ：大岩 戶脇 れ の 神代 の^を 一： 小 さ れ so 

火 神 「お k 面白い こと だ」 

と、 われ 知らず 天岩戶 を 少し いてお 

悅び になる と >  いつ まても 岩戶 を閉ぢ 

て 置いて はならない と  >  手 力 雄 命が 岩 

戶を 引き 開け 、 大祌 の 御衣 に ® つて、 

お 迚れ 出し 巾し あげた 有樣。 


の 珍しい 祌 遊びの 面白かった 事 をお 


〇 高 天の原— 祌 話に 神々 の 

レ *TJ すと IV  *^  9 


し を C. 兩 ダレ を 見)。 思しめ し 忘れず 高 天の原に 神と 

あめ つち  たび ひら  * でさ  こくど 

どま つ て (正面に 出で y 天地 一 一度 開け 治まり 國土も 

豐 かに 月日の 光の。 のどけ き 春 こ そ。 久し けれ 

と 常 座に て留 拍子 を 踏み、 シ テ .夭 女 • カ祌 9 順にて 幕に 入 


忘れに ならず、 高天原に お留まり にな 

り、 それより 以来、 天地 は 二度 明らか 

になり、 國 土も豐 かに、 月日の 光 もの 

どかに、 天下 泰平の 春の 幾久しく 績く 

の は、 誠にめ でたい ことで ある。 

天照大神 以下 退場 e 


〔考 異〕 

諸 流 (觀 寳剛 喜) 

【 一 】 ヮキ 「そもそも これ は赏 今に 仕 へ 奉る 臣下 (寶 剛喜大 炊の 帝の 左大臣 (剛は 右大臣 喜 はナ シ；) 公 能と はわが 事) な： 


馬 
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【能 柄】 三 • 四番ロ 複式 夢幻 能 

【人物】 ヮ キ 下 京 の 男、 ヮ キッレ 2( 二 入)、 前 シ テ 

老翁 (在 原 業平靈 y 狂言 所の 者 >  後シテ 在 原 

業 平 

【所〕 山城 國 大 原野 

【時〕 春 (三 月) 

【作者】 能 本 作者 註文 二 fn 十番 謠目錄 ともに 金春禪 竹の 作と す。 毛 端 

私 珍書  >  禪鳳習 道目錄 など にも この 曲名が 出 てゐ る。 蔭 凉軒日 錄宽正 

六 年 九月 廿 七日 春 日 社 祭 禮に竹 田 太夫の 演じた 〔小 原 花見〕 は 本 曲の 

ことで あらう。 言 經卿記 文 祿四年 三月 三十日の 條に本 曲註釋 のこと 

が 見えて ゐる。 

【梗概】 京都 下 京の 人々 が 誘 ひ 合 はせ て 、 大 原野 へ 樱 狩に 行く と、 年寄 

つた 老翁が 花の 枝 を かざし さも 花やかな 樣子 をして >  群集の 中に 立 

ち 交 つて ゐ るの-て、 詞を かける と、 老翁 は 古歌 を 引 いて 戲れ、 一， 大原ゃ 
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小 鹽の山 も 今日 こそ は」 とい ふ 菜 平の 歌 を 思 ひ 出したり して、 うち 興じて ゐ たが、 やがて 夕暮 になる と、 S の 中に 消え失せて しまった。 

花見の 人々 は、 今の 老翁 は 業 平の 假の 姿で あらう と 察して、 花の木 蔭で なほ も 奇特 を 待って ゐ ると、 * して 椠 平が せながら の鸯て 現れ 

出. て、 昔 を 傯んで 歌 をうた ひ 舞 を 舞った 後、 また 夢の やうに 消え去る。 

【出典】， 伊勢 物語 第 七十 六 段に、 

昔 ニ條の 后の まだ 東宮の 御 息 所と 申しけ る 時- 氏神に まう で炝 ひける に、 近衞づ かさに さ ぶら ひける 翁、 人々 に祿 たま はるつ いでに、 

御 車より たま はりて、 詠みて 奉りけ る。 

大原ゃ 小 鹽の山 も 今日 こそ は、 神代 の こと を 思 ひ出づ らめ 

と あり、 古今 集に もこの 歌 を 業 平の 詠と して、 

一 一條の 后の まだ 東宮の 御 息 所と. S. しける 時に、 大 原野に まう で 給 ひける 日よ める 

と詞 書して ゐる。 そして これ を 業 平が 一 一條 后との 古事 を 詠んだ ものと 解釋 する 俗 說が行 はれて ゐた ので、 謠曲 作者 はこれ を 骨子と し、 

小鹽 山の 櫻 花 を 背景と して、 業 平の 歌 物語 を 一 篇の 戯曲に 脚色した ものである。 

【概 胖〕 まことに 優 魔 典雅な 曲で ある。 主人公 は 男性で あるが、 修羅道に 苦しむ 一?r てはなくて、 樱花 g 漫の 中に 序 舞 を 舞 ふ ^ 公子で あ 

る。 題材 は戀 物語で あるが、 邪 姪 の 妄執 を 描く のではなくて、 歌舞 菩薩の 影 向 を 仰ぐ ので ある。 氣 品と 優美と を 兼ね- M へた 曲で ある。 

類 曲に 〔雲 林院〕 が あるが、 その 伊勢 物語に 卽 して ゐ るのに 對 して、 これ は 寧ろ 春の 景を 主にした ところに 特色 を 示して ゐる。 


【二 


〇 花に うつろ ふ嶺の 雲— 花 

の 色が 雲に 美しく 映 じて ゐ 

. るの をい ふ。 

〇 かかる や I® が-おに か - 

る. と、 花に のみ 心の か る 

と、 雨 方に 兼ねて 用 ゐた。 


【一】 

櫻の 立 木 を 正面 先に 出す。 

次第の 雠子 にて、 ヮキ下 京の 男- 翁 附段弒 斗 H> 素袍 上下 • 

小刀 • 扇の裝 束、 ヮキヅ レ同下 京の 男 二人、 ヮ キ同樣 の裝朿 

にて 舞 * に 入り 向 合 ひ、 

次第 『花に うつろ ふ嶺の 繁 花に う つ ろふ嶺 

の 雲 かかる や， 、いなる らん 


【 一 


せ .S 

舞 5 は 初めお 都下 京で、 ヮキ花 兑叨、 

じく 花見 與 を 作つ て 孖；*0 


-キヅ 


男 「あの 小 邇 山の 雲に 樱 花の 映った 突し 

い 景色が、 すっかり 氣に 入って しまった」 

ミ 次第 つて 存の絷 を ぺ、 


〇 下 京— 京都市の 四倐： 迎以 

南。 

〇 大 原野— 山城 國乙訓 郡に 

ある。 こ の 地に 大 原野 神社 

卽ち 小鹽明 神が ある。 仁叨 

天 皇嘉祥 =1 年 藤 原 冬 嗣 が 參 

拜の 便宜の 爲に、 奈 良の 春 

日 明 祌を勸 請した もの。 間 

狂言 參 照。 

〇 いづく は あれ ど— 花の 名 

所 は どこ どこ と絮多 ある が 

〇 所から— 桓武 天皇が 大原 

野の 附近 長 岡に 奠都 遊ばさ 

れた ことがあ るので、 -所か 

らー とい ひ、 又 都と つ^け 

た o 

〇 名に し 負へ る— 花の 都と 

いふ 名の 通リ に。 

〇 木綿 花— 木綿 (挤) で 造つ 

た 造花で 神に 供 へ る もの。 

盛リと 言 ふとい ひかけ て、 

手 向の 序と した" 

〇 手 向の 袖— 祌 に參詣 する 

人々 の 袖。 古今 集 素性 法師 

の 歌 「手 向に は っヾリ の 袖 

も 切る ベ きに 紅葉に 飽 ける 

祌 やか へ さん」 に據 つた。 

〇 神 も 交 はる 塵の 世— 和 光 

同 塵 (佛が 衆生 濟 度の 爲に 

德光を 和らげて 世 塵に 交 は 

る こと) の 意 を借リ て、 神 

も 人 問と 同じ やう に 櫻 花 を 

赏し耠 ふと いったの である 


地 取に ヮ キは 正面に 向き、 

もの  しもぎ やう へん  すよ ひ  もの 

ヮ キ-: か や うに 候 者 は。 下 京邊に 住居す る 者に て 

お ほ はら の  はな い. 1*  さ？,  よし-つけた ** は  ^よ 

候。 さても 大 原野の 花。 今 を 盛りなる 由 承 り 及 

び 候 間。 若き 人 々を 伴 ひ 申 し。 唯今 大原山 へ と 

いそ 

奄 ぎ：! 4 

おも しろ  と 二ろ  ** な  >1_5ゃ こ 

ヮ キサシ 『面白 や いづく は あれ ど 所から 。花 も 都の 

名に し 負へ る。 大原 山の 花 櫻 

と謠 ひながら ヮ キヅレ と 向 合 ひ、 

上 歌 『今 を 盛りと 木綿 花の。 今 を 盛りと 木綿 

花の。 手 向の 袖 も 一 入に。 色 添 ふ 春の 時 を 得て。 

神 も 交 はる 塵の 世の。 花や 心に、 任す らん 花や 

、しに 任す らん 

ヮキ 「祌も 交 はる 塵の 世の」 と 正面に 向きて 先へ 出で、 また 

もと へ歸リ て大原 山に 着きた る 心。 上 歌濟 みて ヮ キは 正面 

に 向 き 、 

ヮ キ 「急ぎ 候稈 にこれ はは ゃ大原 山に 着きて 候。 心靜 かに 花 を 

眺めう する にて 候 

鹽 


男 「私 は 下 京邊に 住んで ゐる 者です。 さて 

大 原野の 櫻が、 今が 眞 盛り だと 聞き まし 

たの • て、 若い 人達 を述れ て、 これから 大 

原野へ 急いで 行かう と 思 ふので す」 

./J 見物人に 自己 弒介 をし、 


男 「花の 盛り は どこも こ \ も 面白 いもの 

では あるが、 殊に 花の 都と いはれ てゐる 

だけあって、 舊都大 原 山 は 櫻が 今 IK 盛り 

だとい ふので、 小 鹽明神 へ 參詣 かたぐ 

来る 花見の 人達 は、 皆 美しい 裝ひを 凝ら 

して 春を樂 しみ、 神樣 までが この 俗界に 

降って、 花 をお 樂 しみに なるやう だ」 

-/J いって ゐる うちに、 大原. H に 着いた 態で、 舞 _s 

は大 IK 山 -、J なる 0 
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【二】 


〇 しをりして IT しをリ j は 

水の 抆を 折って 地に 立て、 

リ^ を 迷 はぬ しるしと す 

る ことで あるが、 こ、 では 

單に 「手 折って」 とい ふ 意。 

〇 かざしの 袖 IT か ざ し 」 は 

頭に 挿して 飾リ とする こと 

袖 はかざし の緣で 出した だ 

けで ある。 

〇 年 ふれば 齡は 老いぬ しか 

は あれ ど 花 をし 见れば もの 

思 ひもな し— 十；： 今 ％ 藤^.^ 

Has の 欲。 

O.H 雪 を I 知らる 、 を 白雪 

にい ひかけ、 白雪 を 白髮の 

喩へ とした。 

〇 光に あたる 卷の 日の— 古 

今 集 文^ 康 秀の耿 「^の 日 

の 光に あたる われな れど顼 

の 雪と なる ぞ わびしき」 を 

借リた C 

〇 散リ もせ H -I 〔鞍 ST 大狗〕 

に 引いて ゐる 「今日：！^ ず は 

^しから まし 花 盛 リ^き も 

残らず 散リも 始めず」 に據 

つ た ので あらう。 こ の 欲 拾 

葉抄 にお 賴 卿の 詠と い ふ。 

〇 情の^— 風雅な 心。 


ヮ キグレ 「^^る へ -フ疾 

と い ひて 脇 斑 へ 行き 下に HI5 る。 

【二】 

一^の 離 子に て、 シテ 老翁、 面 朝 倉 尉 .尉 髮， 襟 ^黄 As 附無 

地 熨ヰ目 • 茶鋅 水^. 媵帶 • 扇の 装束に て 櫻の 枝 を かたげて 出 

で 常 U に 立ち、 

シテ 一き-しをりして。 花 を かざしの 袖ながら- 老 

き  レ ひと-^ 

木の 柴と。 人 や^ん 

櫻の 抆を おろして、 

シ テサシ 『年 ふれば 齢 は 老いぬ しか は あれ ど。 花 を 

し见れ ば もの H 心 ひも。 なしと 詠みし も 身の上に。 

今 白雪 を 戴く まで。 光に あ た る卷 の rn の。 のど 

けき 御代の. £ なれ や 

シ テ上 S 散り も せ ず。 吹き も 残らぬ 花盛り。 ^き 

も 残らぬ 花盛り。 四方の けしき も. 一 しほに。 句 

ひ 満ち 色に 添 ふ。 情の 逍に誘 は る る" 老な 厭 ひ 

そ、 花 心、 老な 厭 ひそ 花 心 

「四方の けしき も 一 しほに」 と 右の 方に 向きて 二 一 一一 足 出で つ 老 

な 厭 ひそ」 と 正面 に^す。 ヮキ 立ちて シテに 向 ひ、 
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【二】 


-チ在！»*！ 平い w、 で 翁の 5 ケ裝ラ て 


翁 「花の 枝 を 折って、 この やうに 頭に かざ 

して ゐ るの だが >  .H 分の やうな 老人に は 

不 似合 • て， 外の 人に は柴 をのせ て ゐるゃ 

うに 见 えろ こと だら う。 

古人が I 

『年 ふれば 齢 は 老いぬ しか は あれ ど， 花 

をし 兑れば もの 思 ひもな し』 

(年月が 經 つて * 人ミ はなつ た が、 花な a て もる 

.11， 心が の？、 かにな つて、 何の 心配，" ない) 

と 詠んだ 心 持 も、 その^ になった 今の 

自分に はよ く 了解が 出來 るの だ】 それに 

しても， この やうに 白髮の 老人に なって 

も、 のどかな 赛 を樂 しむ ことの 出來 るの 

は、 ゆ： 代の ^物-て ありがた いこと だ。 

散り もせ. す^き も 殘らぬ この 花の^ 盛り 

の：： 京 色、 匂 ひまで が 一 際 勝れて ゐる やう 

に 思 はれる (-、 .-sn? いひ )"- こ の而， ：！ さに 誘 

はれて、 風雅な 心 持 V やって 來 たの だか 

ら、 老人 だからといって 嫌 はずに、 仲^ 

に 入れて 下さい」 

•、< 多 1WG 花； a 衆 s 中へ 人って 來た 

ヮ キ花見 ffi: ば この * 人 を 見て、 


【三】 


〇 心なき— 愦の道 を 知らぬ 

風雅な 心の な つ 

〇 姿 こそ 山の かせきに I 古 

今 集 兼 藝ぉ師 の 歌に 「形 こ 

そみ 山が くれの 朽木 なれ 心 

は 花に なさば なりなん」 拾 

葉 抄には 夫 木 抄紀友 則の 歌 

として 「姿 こそ 山の かせき 

に 似た リ とも 心 は 花に なさ 

ばなら め や」 を 引いて ゐる 

が、 見 赏らな い 。「かせき」 は 

鹿〕 

〇埋 木の— 世に 埋れ てゐる 

身で は あるが、 心まで は朽 

ち 果てて ゐな いと Q 意。 懷 

千載 集菝原 冬； 牛の 歌に 「わ 

が戀 はみ 山が くれの 塊 木の 

朽ち はてぬ とも 人に 知られ 

じ」 

〇 色 を も 香 を も— 古今 集紀 

友 則の 歌 「君なら で 誰に か 

見せん 梅 3 花色 を も 香 を も 

知る 人. ぞ 知る」 を 引き、 人 

の 心 を も 知らな いで 問 ひ 給 

ふなと い つ た。 

〇 いふに 及ばぬ— 言葉に い 

ひ 現せな い。 

ん 


【三】 ふ し ぎ  き せん くん じゅ  な だ  こと  とし 

ヮキ 「不思議 やな 貴賤 群集の そ の 中に。 殊に 年た 

けたる 老人 花の 枝 を かざし。 さも 花やかに 見え 

たも  たも 

給 ふ は。 そ も いづく より 來り 給ふぞ 

おも  き せん  たが  こと 4$ 

シテ 「思 ひ よらず や 貴賤の 中に〕 わき て 言葉 を か 

け 給 ふ は。 さも 心なき 山賤 の。 身に も 應ぜぬ 花 

好き ぞと。 お 笑 ひ あるか 人々 よ。 『姿 こそ 山の か 

せきに 似たり とも： 、いは 花に なら ば こ そ。 なさ 

ばなら め や 心からに 

地 『を かしと こ そ は御覽 ずらめ。 よしや こ の 身 は 

埋 木の 朽ち は。 果てしな や 心の。 色 も 香 も 知る 

ひと  し  i  た& 

人ぞ 知らず な 問 はせ 給 ひそ 

おも しろ  たは； J  まこと  はら た  たよ 

ヮ キ 「あら 面白 の戲れ や な。 よも 眞には 腹 立 て 給 

はじ。 い かさま 故 ある 心 言葉の。 奧ゅ か し きを 

か た  た *-* 

吾り 哈 へ 

11:11  S 

シテ 「何と 語らん 花盛り。 い ふ に 及ばぬ けしき を 


【三】 

男 「これ は 不思議 だ。 この 多勢の 花見の 人 

達の 中で も 殊に 年 をと つた 老人が、 花の 

枝 を 頭に 揷 して、 いかにも 花やかな 様子 

をして 居られる が、 一 體 あなた は 何處か 

らお 出で になった のです」 

翁 「意外な ことに、 こ の 多勢の 人の 中 か 

ら、 特に 私に 向つ て 言葉 をお かけになる 

が、 それ はいかに も 情 知らぬ 賤 しい 者が、 

不 似合な 花見 をす ると 思って、 お 笑 ひに 

なる のです か。 成程 この 姿 は 山の 鹿に 似 

てもゐ ませう が、 自分の 心 持！ つで、 花 

やかな 心 持に ならう と 思へば、 なれない 

もので もありません。 外兑に は を かしい 

とお 思 ひに なり ませう が、 たと ひこの 身 

は 塊 木の やうに なつ て も、 心まで 朽ち 果 

て はしない のです。 人の ほんとの 心 持 を 

知らないで、 その やうな 事 をお 尋ねな さ 

る もので は ございません」 

男 「面白い 冗談 を 仰し やる 方 だ。 私のお 尋 

ねした 事 を、 よも や 心からお 腹 立てに な 

つたので は ございますまい。 今の 風雅な 

お 話 振りが い かに も 奥床しく 思 はれま 

す。 どうぞ もっとお 話し 下さい」 

翁 一 何ともい ひやう がな いぢ や あ り ませ 

三 四 五 九 


〇 う つろ ふ 影 も— 花の 色の 

映 じた 美しい 影が 多い とい 

ふ のを大 原に いひ かけた。 

〇 大原ゃ 小镀 5 山の— 後 撰 

集紀貫 之の 歌 「大原 や 小鹽 

の 山の 小 松原 はや 木 高 かれ 

千代の 影 見ん」 を 引いた。 

〇 家樱 I 山 櫻に 對 して^に 

移し 桢 ゑた 櫻 を い ふ。 


〇 あかね さす— 日の 枕詞。 

〇 日 も 紅の— 日 も 森る と い 

ひかけ た e 


〇 へ 重 九重の 1 盛リの 花が 

•® 設の 如く 八 靈 九重に 吹き 

匂 ふとい ふの を 九重の 都に 

いひ かけた" 

〇 都逡 はなべ て 錦と なリに 

けり I 下句 「櫻 を 折らぬ 人 

したければ - で、 藤 原定家 

の家蕖 拾遗愚 草の 歌。 


〇 大^ や 小 鞭の 山 も—^ 勢 

物お、 古今 第に 收 めた.^ 原 

業 平の. 欺。 解說參 照。 


ば。 いかが は 思 ひ 給 ふらん 

ヮキ 『げ にげに 妙なる 梢の 化" う つ ろ ふ 影 も大原 

や 

を しほ やき こ まつ はら  けむ かす ふ とほ やま y くら 

シテ 「小鹽 の 山の 小 松が 原より 。煙る 霞の 遠山 撄 

ヮキ 『里 は 軒端の 家 櫻 

シテ 『句 ふや 窓 の 梅 も 咬き 

ヮキ 『あかね さす 日 も 紅の 

シテ 『霞 か 

ヮ キ「 


. .ー 力 

シテ 『八重 

こ * のへ 

ヮキ 『九重の 

地 ト-歌 『都邊 は。 なべ て 錦と なりに けり。 なべ て 錦 

さ くら * ザ  ひふ  は なごろ も 

となりに けり。 樱を 折ら ぬ 人し な き。 花 衣き に 

けりな。 時 も 日 も 月も彌 生-あ ひ にあ ふ 眺め か 

な： け にや 大原 や。 小 鹽の山 も 今 = こそ は 神代 
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んか。 この 花盛り は 言 紫に はい ひ 表せな 

い 美しい 景色 ぢ やありません か。 一 體ぁ 

なた はどうお 思 ひになります」 

w「 い や 御尤もです。 あの W の 色の ^り 映 

えた 法 色 は^に よ いもの， てす」 

翁 「小鹽 山 の 小 松原から 煙の やうに おん 

で 見える 遠山 櫻の 景色と いひ …… 」 

® 「人家に ある 家 櫻と 巾し …； 」 

翁 「窓 の 梅 もお き 匂う てゐ ますし  」 


K 「日 も 紅に 照り映えて ゐ ますし  」 

翁 「雲 か 霞 の やうに、 樱 花が Am 九^ に ，w 

きおうて ゐる 都の 景色 は、 全く 錦の やう 

です。 その美し い 景色に 誘 はれて、 花 を 

手 折らない 人 はなく、 皆 美しい 藩 物 を^ 

飾って 居ります。 時 は 三月、 全く. 5. し 分 

のない 時候 _て>  今 H の大原 山の 景色 を 見 

て は、 ほんと に祌 代の^ さへ 想像され る 

のです」 


【四】  . 

〇 大 原野の 行幸— 伊勢 物^ 

に 「昔 ニ條の 后の まだ 鬼. K 

の 御，；： ^所と. S- しける 時- 氏 

祌に諧 で铪 ひける に」 と あ 

る を 指す C 從 つて 行幸と い 

ふ の は穩 かで ない。 

〇 在 原の 梁 平—： 牛 城 天皇の 

皇子 阿保 親王の 第 五子。 和 

歌の 名人。 供勢 物語 はこ の 

人の ほ 叙 傅の 如く い ひ傳 へ 

、りれ、 ニ倏 后との isw 話 もま 

ことし やかに 傳へ られた の 

である C 

〇 后— ニ條 后、 藤 原 高 子。 

〇 神代の 事と は— 前 出の 歌 

を、 表に は 藤 原 氏の 子孫が 

一 m 宮 の 御 息 所と し て 榮ぇ洽 

ふの を 見て、 氏神^: 日 明祌 

も祌 代の 事 を 思ひ屮 z される 

であらう と 祝 ひ、 裏に は 二 

條 后と 梁 平と 契リを 結んだ 

の 事 を 思 ひ 出して 下さ い 

との t を 含めた もの と解釋 

したので ある。 

〇 名 殘小鹽 の— 名殘 惜しと 

いひ かけた a 

〇 山 深み— 契リ淺 からぬ を 

承け て 深みと い つ た。 

〇 のぼ リ ての 世— 昔の 世。 

のぼ リては 山の 緣^。 

〇 昔 男— 伊勢 物語 は 毎 段 

「昔 男 あ リけリ - と 書き出し 

てゐ るので、 昔 男 を粱平 の 

異名の 如くに 解した C 


も 思 ひ、 知られ けれ。 神代 も 思 ひ 知られ けれ 

【四】  <  . 1 

ヮ キー. かか る 面白き 人に 參りぁ ひて 候 もの かな。 

おん とも ま-つ  はな  たが 

こ のま ま 御供 申し。 花 を も 眺め うずる にて 候。 

又 唯今 の す 葉の 末に。 『大原 や 小 鹽の山 も 今日 

こそ は。 「神代の 事 も 忍 ひ 出づら め。 今 所から 面 

白う 候。 これ は 如何なる 人の 御詠歌に て候ぞ 

シテ 「事 あたらしき 問 ひ 事 かな) この 大 原野の 行 

幸に。 在 原の 業 平 供奉し 給 ひし 時。 忝くも 后の 

おん こと  おも  い  か， ひ よ  こと  ；  5 

御 事 を 思 ひ 出で て。 神代の 事と は 詠みし となり 

ま-つ  お- V  みめ つち 

一 「申す につけて わ れ ながら。 そら 恐ろし や 天地 

の。； I の 御代より 人の 身の。 妹 背の 道は淺 から 

ぬ 

シ テ 次の 上 歌に 大小 前へ 行きて 下に 居リ、 櫻 3 枝 を 置く G ヮ 

キも 下に 居る。 

地上 5 名 殘小鹽 の I 深み。 名 殘小鹽 の 山 深み。 の 

よ  ものがたり かた  む？ 1 し をと こ 

ぼり ての 世の 物語。 語る も 昔 男" あはれ ふりぬ 


【四】 

男 「實に 面白い 方に お出 會ひ 中した こと 

だ。 これから お供して、 御 一緒に 花見 を 

しませう」 

-ー>. これより 花見 をしながら 詰し 合 ふ 心 持で、 

男 「唯今、 小鹽 山の 景色 を 見 て は 神代 の 事 

が 想像され ると. I 

『大原 や 小 鹽の山 も 今日 こそ は、 神代の 

事 も 思 ひ 出づら め』 

とい ふ 歌の心 を 仰し やった が、 場所柄 赏 

に 面白い ことと 思 ひました】 1體 この 歌 

は 誰が 詠まれた ものです」 

翁 「今更ら し いお 尋ねです が、 これ はニ條 

の 后が この 大 原野へ お成りに なった 時， 

在 原 業 平が お供 をして， 后との 御^り を 

思 ひ 出して T 祌 代の 事』 S のき と 詠んだ 

のです。 この やうな 事 を 申す と、 われな 

が ら そ ら 恐ろしい 氣が し ますが 、 夫婦 の 

情と いふ もの は、 夭 地の 開けた 始め， 神 

代から 今に 至る まゼ變 りの ない、 漦 いも 

のです。 II 

かう してお 話 をして ゐ ると、 お別れす る 

のが 惜しい 氣 がします。 いや 古い 昔話、 

名 も 昔 男 とい はれた 業 平の 昔話 をして ゐ 


、 


鹽 
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， 


【五】 

〇 しばふる 人—： 源氏物語 榊 

の卷の 「こ 3 も かの もに 怪 

II きしば ふる 人 ども 第 まリ 

て」 から 出た 語。 そ の 語 

意に ついては、 木^な ど搔 

き 集める 賤男、 皺の ある 老 

人、 しばぶ きする 人な ど 諸 

說 あって 一定し ない C 

〇 姿に 恥ぢ ぬ— 老人の 身 を 

も恥ぢ ず、 花^の 仲 に 加 

はるをい ふ.. - 

〇 老牋 る や と— せ 今 集 源 常 

の 歌 「菊の 笠に 縫 ふて ふ 梅 

の 花 折リて かざさん 老牋る 

やと」 の 梅 を 櫻の 事に か { 

て 引い た。 

〇 この も かの も I こなた、 

かなた e 

〇 花 5 なが え—  ^ の 轅を花 

の S 枝に いひ かけた C 

〇 よろ ぼひ さ ぞ ら ひ— 洒 に 

醉 つてよ ろめ きさまよ ひ。 

〇 天 も 花に ゃ醉 へる— 和漢 

朗詠^お^ の 句に 「^ 

之暮 月、 月 之 一 一 一朝、 夭 醉ー ー4, 

花 T 桃李 盛 也」 この 句 〔5 

村〕 にも ゆ C 

〇 かげろ ふ 人— 影 の やうに 

^く 消えて 行く 人。 


0 

る 身の程 歎きても。 かひな かりけ り 数き て も、 

かひ ぞ なかり ける 

【五】  -. 

地。 ンギ 『げ に山賤 のさし もげに。 Jy はふる \ と 見 

ゆるに も。 心 ありけ る 姿 かな 

こ * ろし  み  すがた は  はなと も 

シ テ 『心 知ら れば とても 身の。 姿に 恥ぢ ぬ 花の 友 

に 馴れて さら ば 交ら ん (と 花 を かたげて 立 ち) 

** じ  4* じ  おい び- y  こ-ろ わかき  はな  えに 

地 『交れ や 交れ 老人の。 心 若木の 花の 枝 

シ テ 『老隱 る やと かざさん ？常陁 へ 行き) 

地 『かざしの 祁を 引き 引かれ) この も かの もの 蔭 

ごとに (前へ 出で) 

シテ 『貴賤の 花見 

地 『輿 車の。 花の ながえ を かざし つれ て (と 左へ 大迥 

リ し^。 よ ろ ぼひ さぞら ひとり どり に 廻る 盃 の： 

天 も 花に ゃ醉へ るらん 紅 うづむ 夕 霞； かげろ ふ 

人の 面影 ありと：：： やん つ つ、 失せに けり ありと： W 


 ！ー  一  ハニ   

ると， 古い #3 の 市が 思 ひ 出される のです 

が、 過ぎ去 つ た 今：！； 1 いくら M い て も 致し 

方の ない ことです」 

【五】 

坊「 一 寸 お見かけした 所 は、 賤 しい 老人の 

やう だが、 いかに も 風雅な 心 の 方 • て すね 一 

翁 「私の 心 持が お分り 下 さ れば 、老人の 身 

を も恥ぢ ず、 花見 友達の 親しい 仲 問 に 人 

れ て！；： ひませ う。 おおい 人の 仲 ii に 人つ 

て 若い 氣持 になり、 若木の 花 を かざして、 

老 が隱れ ろか どうか、 試して 兌 ませう」 


といって、 袖 を 引き つ 引かれつ して > 

かなた こなた、 多勢の 花兑 ポの屮 を、 

花兑 酒に 舴 うて、 よろくしながら 縫 

つて 弗いた。 かう して、 天 も 花に 酧ぅ 

たやう に、. 夕 餒 の 紅くな つた ST この 

老人 は 影の 消える が やうに、 いつの 間 

にか 見え なくなって しまった。 

前ジ テ龙翁 滑え 失せる 括で 


【問】 


〇 本 地— 本體。 常に は垂跡 

化 現せられ た 祌佛の 本體を 

いふが、 こ \ では 祌體、 本 

社の 意 C 

〇 卷 日の 明祌 I 奈良 に あ 

リ、 その 祭神 四 座の 1、 天 

兒 屋根 命 は 藤 原 氏 の 祖先 

祌。 〔采 女〕 〔^日 龍祌〕 參 

照 G 

〇 閑院の 左大臣 夂. 一嗣 I 祌祇 

正宗に 「人皇 五十 四 代 仁 明 

帝嘉祥 一一 一年、 爲 II 王城 守護 T 

閑 院左府 冬 嗣申ニ 沙汰 T 勸ニ 

請 之 こ。 又 云 ふ 「和 州 春 日 社 

遠 こ 帝闕 T 后妃 夫人 有, 一 參詣 

之 便 一 故、 移 一一 于大 原野 こ 


えつ つ 失せに けり 

と 常 座に て 花 を 捨て、 靜 かに 中 入" 

【問】 狂言 所の 者、 涪附 K 熨斗 CH. 長 上下 • 腰帶 •！； ^小刀の 裝束 にて 名乘^ に 出で、 

みたり す S ひ  A ほ はら ャ *4 

狂言 「力 やうに 候 者 は。 この 邊に 住居す る 者に て 候。 今日は 大原山 s 邊へ 出で。 心 を 慰めば やと^す 

る。 (ヮキ を 見て) いや これに 見馴れ 申さぬ 御 方の 御座 候が。 いづ 方より 御出でな され 候- ぞ 

ヮキ 「f ) れは下 京邊に 住居す る 者に て 候。 御身 はこの 邊 S 、- i て 渡り 奐か 

狂言 「なか-/ \-f  〕 の邊の 者に て 候 

ヮ キ 「さやう にて 候 はばま づ 近う 御 入り 候 へ。 尋ね 申した き 事の 候 

狂言 「畏 つて 候 o  ( 舞臺 の眞 中に 出で 下に 居て) さて 御尋 ねな された きと は。 いか やうなる 御 川に て 候. ぞ 

ヮキ 「思 ひも よらぬ 申し 事に て 候へ ども 。古 この 所に 於て。 在 原 業 平の 御 事に つき 様々 子細 あ. るべ し o 

御存じに 於て は 語って 御 聞かせ 候へ 

狂言 「これ は 思 ひも ぶらぬ 事 を 承り 候 もの かな。 我等 もこの 邊に 住居 仕り 候へ ども。 左様の 事 委しく 

は 存ぜす 候 さりながら。 初めて 御 目に か ゝり御 tsl- ねな され 候 もの を。 何とも 存ぜ ぬと 申す もい か V 

にて 候 へ ば。 凡そ 承り 及びた る 通り 御物 語り 申さう する にて 候 

ヮ キ r\yll  - て 喉 

狂言 「まづ この 大 原野に 於て 小 鹽の明 神と 申す は。 本 地 春 日の 犬 明 神に て 御座 候 U その子 細 は。 閑院 

の 左大臣 冬嗣 は。 藤 原 氏に て 御座 候 間。 春 日 大明神 を 御 信仰に て 候へ ども。 南郤 まで は 程遠き とて。 

勅 を 請けて 嘉祥 三年 正月 三日に。 この 所へ 御勸請 あり。 卽ち藤 原 氏の 御祖の 神と 崇め 申し 候。 四月 

卯の 日 十 一 月 子の 日 御 神事の 御座 候。 又 人皇 五十 五代 文德 天皇の 御宇。 仁壽 元年 辛 未の 年。 二月に 

始めて 臨時の 祭 を 執行 申し 候。 又 二 條の后 も 藤 原 氏に て 御座 候に より。 この 大 原野へ 行 業 
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〇 御 婢衣— 女官のお であら 

う。 他の 人々 に は 女せ の 服 

を 賜 はった が、 粱 平に は 后 

の 御衣 を 賜 は つ た ので あ 


【穴】 

〇 和 光の 影に 梁 平の— 業 平 

を 祌佛の 如くに 考 へ、 その 

德光を 和らげて こ の 世に 影 

向 するとい つたので ある。 

光の 影、 影に なり、 業 平と 

いひ かけた。 


10  I  ミ 1： ハ M.  

平 も 御供な りしが。 この 所に て 供奉 S 人 々に，」 御 婢衣を 参らせられ しに。 ：！： と 思し； 5； し！^ やらん。 

業 平へ は 御衣 を參ら せられた ると 申す。 その 時 業 平の 御 歌に。 大原 ゃ小邇 S 山 も 今 U こそ は。 祌代 

の 事 も 思 ひ 出づら めと。 かやう に 詠み 給 ふ。 下心 は。 ^未だ 上 童に て 御座 ありし 時。 業 平へ 御 心 を 

通 はし 袷 ふに より。 その 昔 をい はんとて。 神代の 事と 詠み 給 ひたる と 巾す。 又 在 原の 業 平 を。 大原 

の 明 神に 祝 ひたる とも 承り 候。 まづ 我等の 承り 及びた る はかくの 如くに て 候が。 何 と 思しお し 御 尊 

ねな され 候ぞ。 近^ 不審に^ じ 候 

ヮキ 「懇に 御物 語り 候 もの かな。 尋ね す も餘の 儀に あらす。 御身 以前に 老人 一  <： 花 S 枝 を かざし 

来られ 候 程に。 卽ち 言笫を か はして 候へば。 色々 十； 3 歌な ど 詠まれ。 業 平の 御 事を懇 に^り。 とや 

らん 由 あり ゆにて。 その ま、 姿を见 失うて 候よ 

狂言 「これ は 奇特なる 事 を 承り 候 もの かな。 さて は 疑 ふ 所 もな き當 社明祌 現れ 給 ひ。 御 一 K 葉 を か はし 

給 ひたる と^じ 候。 さやう に 候 はば。 暫く この 所に 御座 候て。 重ねて 奇特 を御覽 あれ かしと^: じ 候 

ヮキ 「近頃 不思議なる 事に て 候 程に。 花の木 蔭に 候 ひて。 重ねて 奇特 を 見う する にて 候 

狂言 「御用の 事 候 はば 重ねて 仰せ 候 へ 

ヮ キ 「賴み 候べ し 

狂言 「、い 唇 申して 候  - 

とい ひて 狂言 は 引く c 

【六. -  【穴 1 

^ ふ し ぎ いま らう じん  びと  ふ i  -  後 K 

ヮ キ 「不思議 や 今の 老人の。 ただ 人な ら ず 兌え つ ，に不 思議な こと. た-どうも 今の 老人 

るが。 さ て は 小き の；！： 化の 古姊。 和お の 影に 業 は 1 の 人-て はない あつたが、 さて は 

i き え- し * じ や.， ゥ、 ど a  7  小遯 の^ 話の 主人公 菜 平が 本地佛 菩^の 

平の。 花に 映 じて 衆生 濟 度の 4 姿 現し 耠ぶぞ と 一 姿 を 代へ、 花に 紛れて 衆生 を 救 はんが 爲 


〇 たまさか I. 稀な こと C 露 

の 玉 を 承け、 玉の 緣で 光と 

續 けた C 

〇 妙なる 法— 花 心の 花 を 承 

け、 妙法 蓮華 經に逝 はせ た。 

【七】 


〇 月 や あらぬ 春 や 昔の 春な 

、りぬ. I 古今 集 右に 業 平の 歌 

下句 「わが 身 1 つ はもと の 

身 こし C 一 


〇 や ごと た き— 胄 い e 車の 

輻と い ひかけ た。 


上 歌 CS5 思 ひの 露 もた まさかの) 思 ひ の 露 

ひかり ふ  はな ごころ たへ  のり &ち 

もた ま さ か の。 光 を 貝る も 花 心.、 妙なる 法の 道 

の ベ に。 なほ も 奇特 を 待ち 居たり なほ も 奇特 を 

待ち 居たり 

【七】 

後見、 花 車 を 脇 正面に 出す。 

一 聲の嗨 子に て、 後 ジテ在 原 業 平、 面 中 將* 初 冠 • 金 緞鉢卷 • 

襟 白 • 着附 赤地 鏠箔 ，單 狩 衣 • 指貫， 込 大口  • 腰 帶 ，扇， 眞太 刀の 

裝朿 にて 出で、 車の 內に 入リ、 

後ジテ i 『月 や あらぬ 。春 や 昔の 春なら ぬ。 わが 身 

ぞ もと の-、 身 も 知ら じ 

ヮ キー 「不思議 やな 今まで は. - 立つ とも 知らぬ 花見 

ぐろ 4t  ひ.. J  お AJ たり-で ま  ； 5 

車の" や ごと なき 人の 御 有 樣。 これ は 如何なる 

事 やらん 

シ テ 『げ にや 及ばぬ 雲の上。 花の 姿 はよ も 知 ら じ， - 

か&  £  ものがたり すがたみら は 

- あり し 神代 の 物語 C 『姿 現す ばかりな り 

おん こと  た しゃ ラ えん  く 

ヮキ 『あら ありがたの 御 事 や。 他生の 緣は 朽ち も 


に、 姿 をお 現しに なった の だ」 

かう 思って、 花見 男 はこの 珍しい 樣を 

見る ことの 出来た の も- 法華經 の功德 

による ものと、 御 經を讀 誦して、 なほ 

も 奇蹟の 現れる の を 待つ てゐた C 

【七】 

後ジ テ在原 業 平 登場。 


業 平 「月 も 春 も 昔ながら の 姿で あるが， .ZI 

分 だけ は 昔に 變る 姿と な つ て しま つ た J 

男 「これ は 不思議 だ、 今まで はこん な 花見 

車の あった ことに も氣 がっかなかった の 

に、 この 花見 車に 貴い 方のお 見えになる 

の は- どうした 事で せう」 

業 平 「いかにも、 そなた 達の 思 ひも 及ばぬ 

貴人の 姿 は、 よも や 誰 だか 分るまい。 先 

程 話 をした 昔話. の 主人が 姿 を 現し て 出た 

の だ」 

男つ >  J れ は實 に ありが たいこ とです。 前世 
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〇 今 口 來ずは 明 口 は 雪と ぞ 

降リ なまし— 古今 集 在 原 業 

平の 歌。 下句 「消えず は あ 

、 

りと も 花と！：^ まし や | 

〇$: 白雲の 上人— 花 も 雪 も 

呰 白雲の 如くに 见 える を 雲 

の 上人 (殿上人) に いひ かけ 

た G 

〇 樱か ざしの I 新 古今 集 山 

部 赤 人の 歌 「百 敷の 大宮人 

は 暇 あれ や 櫻 かざして 今日 

も 甚ら しつ」 に據 つた。 

【八】 

o.$ 1 刻 値 千金— 蘇お 坡 

の 詩句 「春^ 1 刻 値 千金、 

花 有 一 1 浩香 一月 有レ 陰」 を 引 い 

た o 

〇 思 ふこと いはで ただに や 

止みぬべき われに 等しき 人 

しなければ— 供勢 物語の 歌 

但原歌 第 四 句 「われと 等し 

き 」 

os^ ひ 內ょリ —詩經 に 「思 

有 ニ於內 T 必形ニ 於 外 こ 


せで 

シーア 『契りし 人 も樣々 に 

ヮキ 『思 ひ ぞ出づ る 

シテ 『花 も 今 

地上 敬 『今日.^ ず は 明日 は 雪と ぞ 降りな ま し。 明 

日 は 雪と ぞ 降りな まし。 消え ず は ありと。 花と 

見 まし やと 詠ぜ し に。 今 は さなが ら花も 雪 も。 

皆 白雲の 上人の 樱。 かざしの 袖 ふれて 花見 車、 

暮 るるより 月の、 花よ 待た うよ 

「花见 車 碁る るよ リ」 と 革 を 出で 大小 前へ 行く。 後見 車 を 引 

【八】 

地ク "『それ 春宵 一 刻 値 千金。 花に 淸香 月に 陰。 惜 

しまるべき は ただこ の 時な り 

シテ サシ& 甲^-ふ こと いはで ただに や 止みぬべき 

地 『われに 等しき 1 しなければ。 と は 思 へ ども 人 

知れぬ。 心の 色 はおの づ から S ひ內 より 言 の 葉 


 三 ra; 六 六  

からの 栴緣 があって * お = にかいる こと 

が出來 るので ございませう」 

菜 平 「宿緣 とい へば、 .：= 分が 綠 あって 契り 

を 結んだ 人の 事が、 あれ や これ やと 思 ひ 

出される の だが、 それ はさて K き、 今 こ 

の 花 を 見 て 思 ひ 出す の は 、 —— 

『今日 來す は 明日 は 雪と ぞ 降りな ま し ， 

消えず はありと 花と 見 まし や』 

(今 B 花！ a に來 なか つたなら は、 花 は ffi- の やうに お 

つてし まふ こ.、. -た らう o ほん.、. "の ^：ミ は 速って、 

花の こ •/」 たから S えてし まばない たらう が、 K つ 

た 後で は 、花- /.- して 面 .a  く 眺める こ- /.- が s 來 * い) 

と 詠 ん だが 、 今 は 丁度 そ の 通りの 花盛り 

で、 ® か 雲 かと 見紛ふ 景色 だ。 さあ この 

殿上人 も 花 兑埤を 降りて、 月の出る の を 

待ち、 月夜の 花兑 をしょう」 

【八】 

^平 「春の 宵 は- m にょい もので、 花に はよ 

い 匂 ひが あり、 月に は淸ぃ 影が あり、 ぽ 

に 一 刻 千金の 値 打が ある。 このよい 折 は 

寸時 を も 惜しん-て 樂 しみたい もの だ。 私 

化- W も  

『思 ふこと いはで た^に や 止みぬ ベ き、 

われに 等しき 人し なければ』 

(自分 •、.- 全く 同じ考 へ の 人 はない のた から、.！：；； 分の 

思 ふ^をい つた ミころ で • 、雄.，， 分つ てば くれない- 

た ノ默 つて ゐ よう) 

と 詠 んで 、 赏 際さ う 思 つて ゐ るので は あ 

るが、 人知れ す 心の 內に思 ふ^を 忍び あ 


〇 春 日 野 3 若紫の すリ 衣— 

伊勢 物語の 歌。 下句 「しの 

ぶの 亂れ 限リ 知られず」 若 

紫 は 紫 草の 若葉。 す リ衣は 

その 若葉の 汁で 模様 を摺っ 

た 衣。 しのぶ は 岩 代 國信夫 

郡に ぁリ、 しのぶ 摺 の名產 

地 C 亂れ は摺り 方の 亂れと 

心の 亂れと を 兼ねて い ふ。 

上句から 「しのぶの」 まで は 

亂れの 序。 

〇 膀 奥の 忍ぶ も ぢずリ 誰 ゆ 

ゑ亂 れんと 思 ふわれ ならな 

くに I 古今 集 源融の 歌。 但 

し 原 歌の 第三 句 「誰 ゆ ゑに」 

伊勢 物語に も 前 揭の歌 ひ 次 

に 出て ゐ るので、 この 二つ 

を 男女 If 钤 歌の 如くに 取 做 

した C 

〇 紫の 色に 染み— 戀に 僮れ 

る 意。 前の 歌の 若紫 を 承け 

た o 

〇 唐衣 着つ つ 馴れに し 妻し 

あれば 逸々 來ぬ る 旅 をし ぞ 

思 ふ 1 古今 集 (伊勢 物語に 

も) 在原粱 平の 歌。 

〇 い さ 白雲の— 以下 い さ 知 

らず、 白雲、 雲の くだ リ、 

下 リ月、 月の 都、 都の 東 山、 

m の涯、 はてしなと 順次い 

ひかけ た。 

〇 くだ リ 月— 十-五日 以後の 
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の。 露 しなじなに 洩れけ るぞゃ 

これよ リ謠に 合せて 舞 ふ o( 舞ク セ) 

地クセ 『春 日 野の。. 若紫 の すり 衣： しのぶの 亂れ。 

かぎ  し  えい  みちの く  しの 

限り 知らず もと 詠ぜ しに。 陸 奥の 忍ぶ もぢ ずり 

誰 ゅゑ亂 れんと 思 ふ。 われな ら なくに と。 詠み 

む-.? でき  いろ  そ  か  また  からころ.. 15 

しも 紫 の 色に 染み 香に めでし なり。 又は 唐衣。 

き  な  つ •**  はる AV き  t び 

着つつ 馴れに し 妻し あれば。 遙々 來 ぬる、 淤を 

おら  こ. -ろ  おく  しら ,、 も  づ き 

し ぞ思ぷ 心 の 奥まで は。 い さ 白雲 のく だり 月の 

都 なれ や 東 山。 これ もまた 東の はてしなの 人の 

こ * ろ 

、いや 

シ テ 『武藏 野 は。 今日はな 燒き そ 若草 の 

地 『つま も こもれり われ もまた こもる 心 は大原 

をし ほ  つ Z  かよ  ぢ  ゆく へ  亡な  ご ひぐ- で  わす 

や。 小 鹽に續 く 通ひ路 の。 行方 は 同じ 戀 草の。 忘 

れ め や 今 も 名 は 昔 男 ぞと人 も い ふ 

と 舞 ひ 上げて 大小 前に 立ち、 

鹽  ,  — 


へず、 色々 歌に 詠んだ ことで ある。 例べ 

-ま  

『春 日 © の 若紫の すり 衣、 しのぶの gg れ 

限り 知らず も』 

(限り もな く 想し い S ひなして ゐ ます) 

と 詠んで 来たのに 對 して、 

『陸 奥の 忍ぶ もぢ すり 誰 ゆ ゑに、 蓟 れん 

と 思 ふわれ ならな くに』 

(私ば 外の 人の ほに は 少しも 思 ひ亂れ M しま せ ん 

が、 た あなたみ- 戀 しく 思 ふ はかりに 心が 亂れて 

e ります) 

と 詠んだ の も、 戀 心が 現れて 歌と なった 

の だ。 又 例へば、 —— 

『唐衣 着つ \ 馴れに し 妻し あれば、 遙々 

來 ぬる 旅 をし ぞ思 ふ』  . 

(馴れ 親しんで ゐた SK を 京に 殘 して 來 たので、 遠い 

旅に 出て 心細く 思 ふ) 

と 詠んだ の も、 心の底の 思 ひ が 自然 歌 に 

現れた の だ。 いや 人の 心と いふ もの は、 

どこまで 思 ひ 込んでも、 果てしの ない も 

の だ。 II 

『武藏 野 は 今日はな 燒きそ 若草の、 つま 

もこ もれり われ もこ もれり』 

(この 武葳 に 失 婦で碟 つて ゐる のた から、 今 = は 

箪を燒 いて くれるな) 

とも 詠まれた が、 人の 思 ひ は 色々 あるが、 

結局 落ち行く 先は戀 心で、 昔戀に 亂れた 

ことが 今 だに 忘れられ-す、 人 も 自分の こ 

と を 昔 男と いってい ひ傳 へて ゐ るの だ」 

三 四 六 七 


ん 

〇 武藏野 は 今 Ht はな 燒 きそ 

若草の I 下句 「つま もこ も 

れリ われ もこ もれ リ」 ^勢 

物お に は ニ倐 后、 古今 集に 

は 初 句 「^口野 は _  ^人知 

らず とし て 記す C 

〇大 原 や— 思 ふ 心の 多い 

(深い) を大原 にい ひかけ た 

〇 戀革— 戀 しく 思 ふ 稀。 忘 

草に かけて 忘れめ やと 績け 

た o 

【九】 


〇 夢か现 か， I 古今 集 業 平と 

女の 贈答 歌、 女 「君 や こし 

われ や 行き けん 思 ほ え ず 夢 

か 现か寢 て かさめて か」。 梁 

平 「かき くらす 心の 閻にま 

どひに き 夢現と は 世人 定め 

よ」 を 引いて、 ヮキ が^ 現 

に 業 平 を 見た. s を い ふ。 

〔考 異〕 

諸 流 (五 流) 

著し い 異同 はな い 


【九】 


HIS 六ん 


テ 『昔 かな 

國 

ン テ ヮ 力 『昔 かな。 花 も 所 も。 月 も 春 

引 綾き 次の 謠に 合せて 舞 ふ。 

地」 ■ ありし 御幸 を 

シテ 『花 も 忘れ じ 

地 『花 も 忘れぬ 

こころ  を しほ 

シテ 『心 や 小鹽の 

やま かぜ ふ  ふだ  ち  ち  まよ  こ 

地 『山風 吹き 亂れ、 散らせ や 散らせ。 散り 迷 ふ 木の 

3,、 ら ；. す  s め ラっ * 

もとながら) まどろ めば。 樱に 結べ る 夢 か^か 

よ ひと 定めよ。 夢 か现か よ ひ と 定めよ。 疲てか 

さ  はな  よ  つき もけ ぼの はな  のこ 

覺 めて か。 春の 夜の 月。 曙の 花に や。 殘 るらん 

と 常 魔に て S3 拍子 を跻 む" 


【さ 


〔序 舞〕 

菜 平、 *: の^を K つて 舞 ふ。 

2. 「思 ひ 出 の^い 花 も 所 も、 月 も * も、 

遠い昔の^ となった。 しかし、 あの ニ條 

后が 小搜 山へ お成りに なった 時の こ と 

は、 いつまでもく 忘れられな いの だ。 

それ につれ て 、 花 も 忘れら れな いの だ、 

いや 何もかも 忘れられな いの だ」 

花兑 5R 達が、 山風の 吹く につれ て、 樱 

. 花の 散り^れる 木の 下 蔭に お て ゐ る 

と、 この やうな 菜 平の 姿 を、^ か现 か、 

寢て ゐて见 たの か、 ^めた 眼に 兌た の 

か、 た^ 朧 にこの やうな 姿 を 見て ゐた 

と^ふう ちに、 その 姿 は 消えて しまつ 

て、 春の 夜の 月 は 白ん. て 行き、 た^-明 

方の 空に 樱 花が 匂つ てゐろ の で あ つ 

た - . 


古謠本 (光悅 本) 

〔一】 ヮキ 「かやう に 候 …… 住居す |( 光 仕) る 者に て 候 …… 【三〕 ヮ キー 不田 S-— な (光 さても 大 原野の 花) 貴賤 群集の その 巾に …… さも 花 

やかに 見え 耠ふは (光た るよ そ ほひ。 心ぁリ ける けしき 哉) そ も いづく ょリ  ヮキ 「あら 面白の  腹 立 P, (光ち) 給 はじ いかさま (光殊 

に) 故 ある …… 【四】 シテ 「事 あたらしき 問 ひ 事 かなこ の大 原野の (光さん 候い にし へ こ の 所に) 行幸 5, (光の ぁリし 時) 农 原の 業 平 供奉 

し 給 ひし (光 か) …… 妹 背の 道は淺 から 5, (光す) 【六】 ヮキ 「不思議 や 今の 老人の ただ 人なら ず 見え つるが (光ナ シ) さて は 小鹽の …… 
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0  き 觀 (寳剛 さ 

氣  さが 

【能 柄】 三番 目 複式 夢幻 能 

【人物〕 ヮキ 都の 男、 ヮ キッレ 都の 男 (二 人 ひ、 前 シ テ 

里 女 (老 女 の 靈)、 狂 言 山 下の 者、 後シテ 老女 

【所〕 信濃國 姨捨山 

〔時〕 八月 十五夜 

【異 稱〕 金 剛 • 喜 多 の 一 一 流で は 〔伯母 棄〕 又 は 〔伯母 捨〕 と 書く 。 

【作者】 能 本 作者 註文、 一 一 百十番 謠目錄 ともに 世 阿彌の 作と す。 世子 六 

十 以後 申 樂談儀 後人 加筆の 項に 永 正 十 一 年 十月 卄 八日 南都 雨 喜びの 

能に 本 曲 を 演じた こと、 言 經卿記 文 祿四年 四月 一 日の 條に 註鐸 のこと 

が 見えて ゐる。 

【s^〕 都 の 男が 中秋 の 名月 を 眺め ようと 志して、 遙々 信濃國 に 下 り姨 

捨 山に 登る と、 一 人の 里 女が 現れ 出て 言葉 を かけ、 「わが 心 慰め かねつ 

更科 や」 と 歌 を 詠んだ 老女の 舊跡 はこ、 であると 敎 へ 、 都の 人で ある 

ならば、 今宵の 月と 共に 再び 現れて 夜 遊 を 慰めようと い ひ、 自分が 昔 

三 g: 七 一  ， 


姨 捨  =lm 七 二 


この 山に 捨てられた 老女で あると 仄かして 消え去る。 やがて 月が 出る と、 果して，； n 衣の 老女が 现れ て、 月に 關 係の ある 怫^ を 委しく 語 

り、 月下に 舞の 袂を飜 したが、 次第に 鹧方 になろ と、 旅人 は 歸り去 て， 老女 一人 淋しく 山に 殘 された」 

【出典】 姨捨 の傳說 は、 もと 古今 集；！ 上に、 題 知らず、 讀 人知らず として、 

わが 心 慰め かねつ 更科 や、 姨捨 山に 照る 月 を兑て 

と あるの を、 大和 物語に 潤色して、 

信 濃國更 科と い ふ 所に 男 住みけ り。 若き 時に 親 は 死にければ、 伯母なん 親の 如くに 若く よりあ ひ 添 ひて あるに、 こ の 妻の 心い と 心 S き 

事 多くて、 この 姑の 老いか^-まり 居た る を 常に 恺 みつ \ 、男に もこの 伯母の み 心の さがな く惡 しき 事 を 言 ひ^かせければ、 昔の 如くに 

も あらず、 疎なる 事 多く、 この 伯母の ために なりゆき けり C この 伯母い といたう 老いて ニ^に て Kg たり。 これ を 摘 この 嫁 所せ がりて、 

今まで 死なぬ 事と 思 ひて、 よからぬ 事 をい ひつ \、 「もてい まして、^ き 山に 捨てた うび よ」 とのみ S めければ、 めら れ 佗びて、 さし 

てんと 思 ひなり、 月の いと 明き 夜、 「Ii どもい ざ 給へ、 寺に 尊き 業す ろな ろ 見せ 奉らん」 と 言 ひけ. れば、 限りなく 喜びて 負 はれに けり〕 

高き 山の 麓に 住みければ、 その 山に 遙々 と 入りて、 高き 山の 嶺の 下り 來べ くも あらぬ に きて 逃げて 來ぬ。 「や、」 といへ ど 答へ もせ 

, て、 家に 来て 思 ひ 居ろ に、 言 ひ 腹立ちて かくしつれ ど、 年 比 親の ごと 赛 ひつ、 あ ひ 添 ひに ければ、 いと 悲しく^ えけ り。 この 山の 峽ょ 

り 月 もい と 限りなく 明くて 出で たろ を 眺めて、 夜 一 夜い も 寢られ ず 悲しく おぼえければ、 かく 詠みたり ける。 

わが 心 慰め かねつ さらしな や、 姨捨 山に 照る 月 を兑て 

と 詠みて なん、 又往 きて 迎へ もて 来に ける。 それより 後なん 姨捨 山と いひけ る。 

と 記して ゐる のが 最初-て、 今昔 物語 卷 三十 「信 澧阔 姨母宑 山 語」 にも 同 樣の事 を 記して ゐる。 しかし この 二 書で は、 甥が 欲 を 詠んで 伯母 

を 再び 連れ 歸ろ ことと なって ゐ ろが、 俊 頼の 無名 抄に は、 

信 濃 阈更科 の 郡に 姨捨 山と いふ あり。 昔 人の 姪 を 子に し て 年来 赛 ひけ ろが、 母の をば 年老いて むつ かしかり けれげ 、八パ 十五夜の 月の 

隈 なかり ける に、 この 母 をば 山に すかし 登せ て歸 りけ り。 唯一 人山の 頂に ゐて、 夜もすがら 月 を 兌て よみけ る 歌な り。 

と 記して ゐる。 卽ち本 曲 はこれ を參 酌した ものと 思 はれる。 

【槪 評】 八月 十五夜、 明月の 皎々 と 照り 渡った 中で、 山 深く 捨てられた 老女が 白衣 を まとうて、 靜 かな 舞 を 舞 ふので ある。 殆ど^ 痴は 洩ら 


して ゐ ない、 た^-世の中 を あきらめ 悟って 佛說を 述べる だけで ある" まことに さびく とした 冷えた る 曲で ある。 せ 阿彌の 所謂 幽玄の 

極致 よ. この あたりに あるので あら- 「と 思 はれる 曲で ある。 


【I】 


〇 月. の 名 近 き— 名 月 八： WJ 十 

五 夜に 近いとの 意。 

〇 姨捨山 —信 濃 國更級 郡に 

ある 山。 但し その 山の 所在 

について は 異說が ぁリ、 鹽 

,で は つせ や i 

崎 村の 小畏谷 山の 轉訛 であ 

らうと もい ふ，" 今昔 物語に 

は 「姨捨 山 其 前 は 冠 山と 云 

ひける。 山の 形 冠の 巾 子に 

似た リ I とい，/"。 

〇 更 科の 月-— 姨拾 山の 月。 

更 科， 或は 更級 とも 書く。 


〇 中 宿— 旅の 途中の 宿。 


姨 


【 次第の 離 子に て、 ヮキ 都の 男、 翁附段 熨斗 0> 素袍 上下 ，腰 

帶 .扇* 小刀の 装束に て 笠 を 被リ、 ヮ キグレ 都の 男 二人、 ヮキ 

と 15 樣の裝 束 (着附 は 無地 熨斗 H0 にて 舞 臺に入 リ向合 ひて、 

つき  た ちか  あき 

rvl 次第 『月 の 名 近き 秋な れゃ。 月の 名 近き 秋な 

$ すて t  たづ 

れゃ。 姨捨山 を 尋ねん 

地 取に ヮ キは 笠を脫 ぎて 正面に 向き、 

もの  ふや こが^  す- * ひ つ^まつ もの 

ヮキ 「かやう に！^ 者 は。 都 方に 住居 仕る 者に て 候。 

いま  さら しな  つき  A  ほど  みき おも  た 

われ 未だ 更 科の 月 を 見ず 候 程に。 この 秋思 ひ 立 

S すて や i  いそ 

ち 姨捨山 へ と 急ぎ 候 

とい ひて 笠 を 被リヮ キヅレ と 向 合 ひ、 

ほど  し !i び &  かりき.. ゝら 

"キゾぃ 道行 『こ の 程の。 暫し t 居の 假枕。 暫し旅 居の 

** た |i  い  やど  あ  0 

假枕。 又 立ち 出 づる中 宿の。 明かし 暮ら して 行 

ほど  た  お  さら しな  を すて やま  つ 

く 程に y こ こ ぞ 名に 負 ふ更科 や。 姨捨 山に 着き 

にけ り姨捨 山に 着きに けり 

捡 


【 一 1 


初め 京都で、 ヮキ 都の 男、 

都 G 男な 炸っ て 登場 o 


キヅ レ H じノ 


男 「お 、はや 八月 十五夜に 近い 秋と なつ 

た、 姨捨 山へ 見物に 行かう」 

次第 を謠 つて 旅 GU 的 を 述べ、 


男 「私 は 都の 方に 住んで ゐる 者です が、 私 

はま だ更 科姨捨 山の 月 を 見た こ とがな い 

の-て、 この 秋 見物に 姨捨 山へ 行かう と 思 

ふので す」 

•/J 見物人に 自己 « 介 を し、 

男 「都 を 出て、 この間 中 旅の 宿に 暫く 假寢 

の 夢 を 結んで は、 また その 宿 を出發 し、 

かう して 道中の 宿 を 明かし 暮らして 行く 

うちに、 名高い 更 科の 姨捨 山に 着いた」 

ミ旅« を 述べて ゐる うちに 旅 は 進ん た 想で、 *_« 

は 4? 港 國姨捨 山.、. - なる。 

111 四 七 三 


姨 

； f    %        i     K や K    %          %  I 

さ， てお が： , f ?  5  ^  ^  ^  ,  I  i  ^  , 

^ ヮ                掛^ シ とり 一て し U と く^てと こ 

んキ          g  iU テ いひし て 中 い ナ つ ^ 正 に r 
%i 脇 すで 'こ 印 ひひ。 み ^  ?] 'こ ひ 十き 面歸 X- 

\^  m       な ； ± て ズ— で 里" f 出 て き 程 'こ y  ^ 

ic う 慈气脇 今:： と ^わで、 b:    1: 向て^ 

"立        ソょ  一^  ^？； 田？ の 4l 、ヮし 0 き狨 ^ 

れ ち な '？.    I          'X      ?K 空 ！   ^         ；候こ 、 や ？ 

け て             - 出 )1: 行の ひ A 姨^                  れ 山 ご 

は、 つで き H つ Jfa もお す レ は に ふ 

都 ま あおで き s  ，fe  ；ま ^  ？ 

2. れ、 1  ^ 眺 され ま K    ^    s  ^ 

，の       な あめて ナ 來さ fi 拚 お I 
るき ば 候 く。 て お >'J     4 1 

b           人？    m と ， 里" れ i き 濟て 

か。 は ^ 忍？ か に ば し、 5    ？  5 

始' i-          何 ff     f ひさ 隈1 に ヮ 1 ヮ m! 

め               事 i'      1 候 ま な f       ；                 - で、 
て               を や              こき 平 し： H                 1 ま 

こ               き S              ^  ^  ^       %                 1  \ 
の               せ                      ゆ ほの 力、 

捨 

e           て玄         - ここつ 雲 程 員 
は           V も シ" ミ ,b と. $  J  g 私 都 

い                 h             テ            刀 にて 突な 力' 力 i の 
、               つ L       t 忘 休 あしい 平 力、^ 

私          し ^     *       s ん らい。 ら う ま 

は               やし '亡           るて う 月 こ 力 >  した 
都                る、 f           照、 と 夜の て' て^ 
の                の そ £               今 忠 の 空、 姨ミ 

者 . て' こ^        せ ひ ：§： に 涯 ^  s 

て'           ごの 孕          の や 色 遙も山 ま 
す         ざ 旅 S        パら、 かな^^ 

力'：           いの ず          ^ れ さ 溢い 夾て 

、         ま方ミ        眺る ぞく^ さ、  . 
始         す は I         め 。力、 まに 兑 
め         し 何 S         まどして' はる 
て              を                せう m 浪 一 > 
こ             い               うれしみ 點 、 

、              つ                し、 い 澳の成 

om こ ら今姨 〇 

〇 

く  o 

• 五 〇 

桂說 にず 集捨ゎ 

在 

あ 面 

夜 秋 

° の 

の參は と雜 山が 

所 

る 白 

木 照姨 し 上に 心 

で お 

半 

1  ° の てに 照 慰 

姨 

あ ら 

ば 

H 詠 出題る め 

を 

ら ん 

ひゝ ？ Tt.  -7*  4"fl  H_  A、 

レン        pj;\  U  744  />  73 ゝ 

ノ  •> 

0 ら 

緣 とゐら をね 

て 

秋 

で しるず 見つ 

た 

ん 

出 て 歌 讀て更 
し 出 。人 1 科 

所 

A. 

面 

月 

た す こ 知 古 や 

白 

十 
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と 二ろ きた  おん ふ  す  ひと 

所に 來り て 候。 さてさて 御身 は いづく に 住む 人 

ぞ 

シテ 「こ れ はこ の更 科の 里に 住む 者に て 候。 今日 

は 名に 負 ふ 秋の 半ば。 暮る る を 急ぐ 月の 名の。 

殊に ^ り 添 ふ 天の原。 隈 なき 四方の 氣色 かな。 

いかに 今宵の 月の 面白 からん ずらん 

ヮ キー さて は 更 科の 人に てまし ま すか や。 さて さ 

s にしへ， で ほ すて  ざい しょ  ほど 

て 古姨捨 の。 在所 は いづく の 程に て候ぞ 

シ テ こ の 間に 舞萘に 入 リて常 座に 立ち、 

$ すて やま  あと  i  たも  こ * ろえ 

シテ 「姨捨 山の なき 跡と。 問 はせ 給 ふ は 心得ぬ。 『わ 

こ、 ろた ぐ さ  さら しな  ,Vfi すて やま  て  つき  & 

が 心 慰め か ね っ更科 や" 「姨^ 山に 照る 月 を 見 

てと。 まぜし 人の 跡なら ば。 こ れ に 小高き 桂の 

き  か 6  む y し  ^fj すて  な  も と 

木の" 蔭 こそ 昔の 姨捨 の。 その 亡き 跡 にて 候へ 

とよ  . 

ヮキ 『さて はこの 木の 蔭に して。 捨て置かれ に し 


へ參 つたので す。 して、 あなた は 何處に 

お住みになる 方な のです」 

女 「私 はこの 更 科の 里に 住んで ゐる もの 

でございます。 今日は 名高い 中秋 で、 日 

も 早く 暮れて、 十五夜の 名月が 照り 輝き、 

0 1, 面 晴れ渡 つ て 雲 一つない、 何とい ふ 

美しい 景色で せう。 ほんと に 今宵の 月 は 

ど ん なに 面白 い こと-て ございませう」 

男 「さ て は、 あなた は こ の 更 科の 人 だ つ た 

のです か e それで はお 伺， ひします が、 昔 

姨を 捨て た 所 は どの 邊 です か 」 

女 「姨捨 山の 姨を 捨てた 跡と お尋ね に な 

るの は、 餘り 不鍈な 仰せの やうに 思 はれ 

ますが、 —— 

『わが 心 慰め かねつ 更科 や、 姨捨 山に 照 

る 月 を 見て』 

(この 姨捨 山に 照る 刀を見 る V」 、もの 悲しくな つて 

來て、 私の 心な 慰める こ ./J が W 來な い) 

と い ふ 歌 を 詠 んだ人 の 亡き 跡なら ば、 こ 

の 小高い 桂の 木の 蔭が それで ご ざ い ま 

す。 それが 昔 捨てられた 姨の 亡くなった 

跡で ございま すよ」 

男 「さ て は この 木の 蔭が 捨て I はかれた 人 


〇 土中に 坝れ草 ー 身 を 土中 

に 塊む を 塊 革に、 草 を 刈る 

を、 似の 世に いひ かけた。 


〇 秋の 心— 秋 2 寂し い 感じ 

〇 綠も 殘リて I 松 や 桂な ど 

は 常 磐 樹で綠 の 色 を 残して 

ゐ るとの 意。 

〇 一 重 山— 姨捨山 十 三景の 

1 で、 地藏峠 をい ふと。 1 

重 を 紅葉の 染め 方の 薄い お 

に いひ かけ、 薄 霧 を 呼び出 

した C 

〇 浚し く— 淋しく もの 凄い 

こ と o 

〇 雲つ きて— 雲が なく 空 が 

^れ 渡って。 

【I 一一】 


捨 

ひと  *0 と 

人の 跡の 

シテ 「そのまま 土中に 埋れ 草。 假 なる 世と て 今 は 

はや ， 

ヮキ 『昔 語に なりし 人の。 猶 執心 や 遺り けん 

シ テ 『亡き 跡まで も 何と やらん 

ヮキ 『物す さましき こ の g の 

シテ u 風 も 身に しむ 

あき  こ * ろ 

ヮキ 『秋の 心 

地上 i 今と て も。 慰め かねつ 更科 や。 慰め かねつ 

を a すて や i  ゆ ふ ぐれ  まつ  かつら  き 

更科 や。 姨捨山 の 夕 幕に。 松 も 桂 もま じる 木 の 。 

歡も银 りて 秋の 葉の はや 色 づくか 一 重 山。 薄 霧 

た  わ 1-  かぜす さま  C6  さ &  やま  け 

も 立ち 渡り。 風 凄し く 雲つ き て 寂しき 山の、 氣 

し 5 

^かな 寂しき 山の 氣色 かな 

【三】 - び  -- t も 

シーア 「旅人 は いづく より 來り 給ふぞ 

い ザん  i う ふや こ もの  さら 

ヮキ 「されば 以前 も 申す 如く。 都の 者に て 候が。 更 
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の 亡き 跻で すか」 

女 「姨は そ の ま 土中に 塊め られ て 、 人生 

無 使、 今 はは や 昔纽 S となって しまったの 

でございます」 

男 「それ. て も さぞ 今 もな ほ 執心が 殘 つて 

ゐる ことで せう」 

女 「さう-て *,  J ざ い ます。 死んだ 後まで、 一 J 

の邊は 何となく もの^くて、 身に 泌む秋 

風まで が 淋し い 感じ を 誘 ふ ので ござい ま 

す。 そして、 今にな つても 心 を 慰める こ 

之 も 出来ず、 こ の姨扮 山の 夕暮 の^ 色 は、 

松 や 桂な ど の 木 は 綠の色 を殘し て ゐ ます 

が、 その外の 木 は 秋 紫に なって、 はや 少 

しづつ 色づ いて 來 まして、 瑰 、ci は 一 面に 

たちこめ、 風 はも の^く 吹き^り、 そし 

て 空に は 雲と て はなく、 ほんと に 寂しい 

こと-て ございます」 


S 

女 「旅の 方 は どちらから お出でに なった 

ので ございます」 

男 「先 も 申しました やうに、 私 は 都の 者 
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J け たま は  およ 


科の 月 を 承り 及び。 始めて この 所に 來り て 候 

よ 

A?- こ ひ.. J 

シ テ 「さ て は 都の 人に てまし ます かや。 さあら ば 

わら はも 月と ともに。 現れ 出で て ぎ 人の。 夜 遊 

を 慰め 申すべし  . 

ヮキ 「そ もや 夜 遊 を 慰め ん と は。 御身 は.^ 何なる 

人 やらん 

シーア 「まこと はわれ は更 科の ネ 

ヮキ 『さて 今 は 又 いづ 方に 

シーア 『住みかと いはん はこ の 山の 

ヮキ r 名に し 負 ひたる 

* で は すて 

シテ 『姨捨 の 

地上？ それと いはん も 恥 かしゃ？ 面 伏せ 弋 それと 

いはん も 恥 かしゃ。 その 古 も 捨てられて。 唯 ひ 

やま  つき  な  あき しふ 

とりこ の 山に？ 少し 出 3。 すむ 月の 名の 秋 毎に 執 


です が 更 科の 月が 而. H いとい ふこと を 

閗 いて、 始めて こ、 へ來 たの. てす」 

女 「それで は 都の 方で いらっしゃ るので 

すか。 それ v-は、 私 もこの H; の 出る 頃に 

こ \ へ 出て 參 つて、 旅の 方の 夜のお 遊び 

をお 慰めし ませう」 

男 「何と 仰し やる、 夜の 遊び を 慰めようと 

は、 I 體 あなた はどう い ふ 方な のです」 

女 「私 はほんと は更 科の 者で ；… 」 


男 「して、 今 は 又何處 に お^みて . 


女 「住みかと 申せば、 この 山の、 あの 名高 

ぃ姨捨 の、 その 姨で …； と屮 すの もお 恥 

かしい 次第で ございます。 亚 ビ. M に 捨て 

られ て、 たヾ獨 りこの 山に 住みました も 

のの、 中秋 十五夜の 月毎に 昔の ことが 思 

はれて、 執心が 離れません。 その 迷 ひ を 

晴らした いと 思って、 今お こ& へ 出て 來 

たので ございます | 


お 

す 
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〇 執心の^ I この 世に^す 

心の 迷 ひ。 月の 緣で n を^ 

らす とい つ た。 

〇 夕 谘の— 夕^の 1" くな つ 

た 物 蔭。 いふ を 夕と いひ か 

けた." 

【！ I】 


とい ふや、 夕^の 木践 にかき 消す やう 

に 去って しまったし 

前ジ テ s 女 佾ぇ火 せる S で：？，： 


心の 闈を 晴らさん と。 今苻 現れ 出で たりと。 夕 

薩の 木の もとに かき 消す やうに、 失せに けり か 

き^::; す やうに 夫せ にナり 

と 右 へ 廻リて 《吊 座に て 開き、 靜 かに 屮入。 

f 問】 狂言 山 下の 者、 着附段 熨斗 21>畏 上下 • 腰 帶 小刀の 装^に て名乘 ^に 出で、 

狂言 「かやう に 候 者 は。 この 山の 麓に 住居す る 者に て 候。 今夜 は 明月 なれば 山へ 登り。 ；；：； を 眺めば や 

と^じ 候。 (ヮキ を^て) いや これに！ ^馴れぬ 御 方の 御座 候が。 いづく よりい. つ 方へ 御 通り 候へば。 月 

に 眺め 入りて 御 入り 候. ぞ 

ヮキ 「, ：- れは都 方の 者に て 候。 さて 御身 はこの 人に て 渡り 候 か- 

狂言 「なかく こ s 邊の 希に て 候 

ヮ キ 「さやう に 候 はばま づ 近う © 入り 候 へ 。 尋ねた き 事の 候 

狂言 「畏 つ て 候。 (舞. 辜； の眞 中に 出で 下に 居て) さて 御尋 ねな された きと は。 如何 やうな ろ 御 ffl に て 候. ぞ 

ヮキ 「思 ひも 寄らぬ. S- し 事に て 候へ ども。 この 更 科の 月 を 賞翫の 事。 又姨捨 山の 子細。 御存じに 於て 

は 語って 御 聞かせ 候へ  - 

狂言 「これ は 思 ひも 寄らぬ 事 を 承り 候 もの かな。 我等 もこの 逯に 住居 仕り 候へ ども。 左 igs 卞ゃ H しく 

は^ぜす 候 さりながら。 始めて 御 目に か、 り 御 尋ねな され 候 寧 を。 何 とも^: ぜ ぬと 巾す もい か V に 

て 候へば。 凡そ 承り 及びた る 逝り 御物お り 巾 さう する にて 候  - 

ヮ キ 「近..^ つ ； て 喉 

狂言 「さる 程に 姨^ 出と す 子細 は： 十：： この 在 听に和 S の彥 長と. E. す 者の 御 应攸 ひしが。 ^き ゆ に兩 


〇 合點 せず— 承知し な い 

聞き入れな い。 

〇 數年 S 恩— 多年の 恩 C 


親に 後れ。 伯 S の 養育に て 人と 成り 候が。 妻 を 語ら ひて よりこの 伯母 を 憎み C それに 色々 讒赏 しけ 

れ ども。 彥長 更に 合點 せす 候。 然れ ども 餘 りに 强 くい はれ。 數 年の 恩 を 忘れ。 今の 執緣に ひかれ。 

或 時 伯母に 申す やう。 この 山の 邊に 尊き 御佛の 坐して 御 入り 候。 いざや 供して 拜 せんとて。 この 山 

に 連れ 來り。 と ある 所に 捨て置き。 山 を 見れば 月 は 晴れて 隈なく 候 間。 迎 へに 行かん と^じ-^ へど 

も。 女の 心さが しく 候閒。 思 ひながら 行き 過ぐ る 程に〕 伯母 は 空しくなり 執心 石と なり 申して 候。 

その後 彥長 尋ね 來り。 これ を 見て 恐ろしく 思 ひ。 出家 仕りた ると 申す。 それより この 山 を 伯母 捨山 

と し 候。 卽ち 麓の 在所 を も 伯母 捨の 在所と も 申し 候。 その 昔 は更科 山と. S. したる けに 候。 まづ我 

等の 承りた る はかくの 如くに て 候が。 何と 思し召し 御 尋ねな され 候. ぞ" 近頃 不審に 存じ 候 

ヮキ 「懇に 御物 語り 候 もの かな。 尋ね 申す も餘の 俊に あらす。 最前 も 巾し し 如く。 これ は 都 方の 者に 

て 候が。 この 更 科の 事 を 承り 及び。 月 を^ん とて わざと 來 りて 候。 最前 月 待つ 頃に。 いづく ともな 

く 老女 一人 來られ 。伯母 捨 山の 古歌な ど を 詠まれ。 月の 夜 遊 を 慰めん と 申され 候 程に。 いかなる 人 

ぞと 13!: ねて 候へば。 古は更 科の 者。 今 はこの 姨捨 山に 住む 者なる が。 執心の 闇 を 晴らさん 爲。 今宵 

現れ 出で たりと いひ も あ へ す。 これなる 植木の 蔭に て 姿 を 失うて 候よ 

狂言 「これ は 奇特なる 事 を 仰せ 候 もの かな。 さて は 疑 ふ 所 もな き 伯母の 執心 現れ 出で。 御 1 百椠を 交 は 

された ると 存じ 候 。左様に 候 はば 暫く この 所に 御座 候て。 ありがたき 御 經をも 御讃誦 なされ。 かの 

伯母の 跡 を 懇に御 弔 ひ ありて。 重ねて 奇特 を御覽 あれ かしと 存じ 候 

ヮキ 「我等 も 左様に 存じ 候 間。 月 を も 眺め 心 を 澄まし。 重ねて 奇特 を 見う すろ にて 候 

狂言 「又 御 ffl の 事 候 はば。 重ねて 仰せ 候へ 

ヮキ 「賴み 候べ し 

狂言 r 、： " # 申して 候 


4J 
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【四】 

〇 いづく の 秋 も 隔てな き— 

秋 は何處 でも 變リ なく。 

〇 夜もすがら IT 詩 など を 

吟 ぜん」 とい ふ 句が 省かれ 

てゐ るので ある。 

〇 三 五 夜屮の 新月の 色— 和 

漢 朗詠 集. n 樂； 太の 詩句 「三 

五 夜屮新 =： 色、 二 千 &; 外 故 

人心 | を 引いた。 一一 一 五 夜 は 

八 HJ 十五夜。 新 は 今 空に 

出初めた 月。 故人 は 友人。 

【五】 

〇 明けば 又 秋 2 半ば も 過ぎ 

ぬべ し— 新 勅 攒第鹧 た 家 

の 歌。 下句 「かたぶく 月 の 

惜しき の みか は」 

〇 名 を 望 WS— 類 ひなき 名 

を 持 つ を 絷 おに いひ かけた 

紫 月 は 十. 五 夜の 月。 宗 砌述 

欲の 發 句に 一た r ひなき 名 

を 紫 HJ の 今^かな」 

〇^ しだに も覺 えぬ ほど— 

これまで これほど 咭れ 渡つ 

た 月 は 見た ことがない と 思 

はれる ほど。 

〇 あまりに 堪へ ぬ— たまら 

な いほ ど 面 お く 思 はれる。 

〇 昔と だに も— 昔 捨て、 りれ 

た 夜と HI じ =： と は 思 はれな 

〇 白衣の 女人— お宮に.. H お 

の灭 女が ゐ るとの 傳說 によ 


舍 


【四】 


と いひて 狂言 は 引. 


"キ^ 上 敬 (待 謠) 『夕 陰 過ぐ る 月影の。 夕 陰 過ぐ る 月 

影の。 は や 出で そめて 面白 や^ 迅 の 空 も隈な く 

あき  へ V.  こ * ろ  す  よ 

て。 い づ くの 秋も隔 て な き/心 も 泣み て 夜 もす 

がら ニニ 五 夜中の 新月の 色。 二 千里の 外の 故人 

こ , ろ 

の 心 

【五】 

1 獰の雠 子に て、 後ジテ 老女、 面姥， 姥髮， 签帶 • 涪附 招^ • 

c 地長弒 .由 大 口  • 腰帶 ，扇 の 装 来に て 舞^ に入リ 常哝に 立ち、 

後ジテ 『あら 面白の 折から やな。 あら 面白の 折 か 

あ  ** た あき  な H  す  こよ ひ 

らゃ。 明けば 又 秋の 年ば も 過ぎぬ ベ し。 今 街の 

月の 惜しき のみ か は。 さなき だに 秋 W ちかね て 

類 ひなき-名 を 望月の^ し だ にも。. 養えぬ ほど 

a  を は すて や *♦  あき  つき  た  こ * ろ 

に隈 もな き姨捨 山の 秋の 月。 あまりに 堪へ ぬ 心 

とや。 昔と だに も 思 はぬ ぞゃ 

ヮキ 『不思議 やな はや 更け 過ぐ る 月の 夜に。 白衣 

によ にん もら は  た.. o  to め  うつ * 

の 女人 現れ 給 ふ は。 夢 か 現 かお ぼっかな 


I  ーーー£へ〇 

【四】 

後 段 

0 々暮時 も 過ぎて、 はや 月が 出初めた。 

あ^-面白い、 見 波す 限り 空に は 少しの 雲 

もな く、 中秋の名月 は どこまでも 澄み 波 

つて、 ほんと に .UI 分の 心まで もす つきり 

する。 一 夜中 詩-て も吟 じて 樂 しまう。 

『三 五 夜中 新月の 色、 二 千里の 外の 故人 

の 心』 

(八月 十五夜の、 今 出初めた： Hi の 面白い こ •、.-、 この 

澄み渡った ぶ を見 てゐ るミ、 二 千里 も 拒 つた 通く 

にゐる 友達 パ懷 しく 思ひ& される) ミ^な 吟 

じる o 

【五】 

後ジ テ * 女、 ヮ キ の 夢に 現れる 心 一 vsflswo 

姨 I あ、 ほんと に 面白い 時 だ。 —— 

『明け ば乂 秋の 半ば も 過ぎ ぬ ベ し , 今 W 

の 月の 惜しき のみ か は』 

(この 一夜が 明けれ は、 秋 も 半分 通 V- てし まふの た 

ミ思 ふ.、」、 今 WS 月 を 徒. りに a 通す こ- 1 が - 0^ 

しい 5» 持が する) 

と 古歌に 詠まれた やうに、 いつだつて、 

秋 は^ち f おしく 思 はれる のに、 殊に 今^ 

は、 類 ひの ない 中秋の名月で、 これまで 

見た ことが な. いと 思 はれる ほど 晴れ渡つ 

た、 この 姨捨 山の 月の-: さ、 何ともい 

ひやう のない たまらない 琉持 だ。 ほんと 

に 肚 曰 見た と 同じ 月 だ と は 思 はれない」 

s 「これ は不 E^i だ、 はや 時 も： 史 けて 来た 

この 月の 夜に、 白衣 ケ^た 女^が お見え 

になる が、 これ は 自分が 夢を見て ゐ るの 

だら うか、 或は^^ なの だら うか、 何 だ 

かわけ が 分らない」 


つて、 白衣の 語 を 出した。 

〔羽衣〕 参照。 

〇 夕暮 に— 夢と はな どや い 

、 

ふ を 夕と いひ 力け た。 

〇 何 を か つ つ み耠 ふらん— 

何 め 御 遠慮 がい リ ませう。 

〇 昔に 歸る— 昔の ことが 眼 

の 前に 思 ひ 俘べ られ る。 

OHJ の 友人 —月見の 友達。 

〇 まど ゐ-— 一座に 居 鼓ぶ こ 

と。 . 

〇 花に 起き 臥す— 秋草の 花 

の 上に 起きた リ 臥した リし 

て 遊ぶ ま i に、 袖が せ I- の 露 

で 濡れて ゐる 意。 起き を 露 

の 置く に いひ かけた。 

〇 色々 の 夜 遊の 人— 露 を 置 

く 草に 色々 あると の 意 を 夜 

遊の 人 が 色 々あるとの 意に 

いひ かけた。 

〇 い つ 馴れ初めて— い つ の 

間に 親しくな つた か、 夢の 

やうで ある C 

〇 盛リふ けたる 女郎花の— 

花の 盛リの 過ぎた 女郎花 を 

女 盛リの 過ぎた 老女に 喩へ 

て いふ e 

〇 草 衣 —女郎花 をう けて い 

〇 しほ たれて I 衣の 萎えし 

をれ る こと。 

〇 面を更 科の— 弒を 人に さ 


ゆめ  S ふ 4- れ  あら は  い  おい  す^た はづ 

シテ 「夢と はな どや 夕暮 に。 現れ 出で し老の 姿。 恥 

かしながら 來 りたり 

なに  たも  と ころ ^は すて 

ヲキ 『何 を かつ つみ 給 ふらん。 もと より 所 も姨捨 

の 

らう ぢょ  す  どころ 

シテ 『山 は 老女が 住み所の 

む^し  かへ  あき  よ 

ヮキ 『昔に 歸る 秋の 夜の 

つき  ふ も びと 

シテ 『月の 友人 まど ゐ して 

ヮ キ^ 早 を 敷き 

シーア 『花に 起き 臥す 袖の露の 

いろ /\  や いう  ひと  な I  そ 

お 『さも 色々 の 夜 遊の 人に。 い つ 馴れ初め てう 

つ つな や 

さ か  ぢょ らう くわ 

地上 5 まり ふけた る 女郎花の。 盛り ふけた る 女 

V  、さ ごろ も  む \ し  す 

郞 花の。 草 衣し ほ たれて？ 正面へ 出 31 曰 だに 捨て 

ほど  &  し  また すて  やま  い 

られし 程の 身 を 知らで： 又 姨捨の 山に 出で てハ向 

ふ を 見や リ )0 面 を更 科の C 月に 見 ゆる も 恥 かしゃ (と 

拾 


姨 「ど う し て 夢 だな ど と 仰し やる の です、 

夕暮ぉ 目に か  >  つた 私が、 お 恥 かしな が 

ら老の 姿 を 現して、 出て 參 つたので ござ 

います」 

男 「あ >! さう です か、 それならば 恥 かしい 

などと 御 遠慮に 及びません、 この 所 は 勿 

論 名 も 姨捨と 呼ばれた、 あなたの 住家で 


嫂 いかにも この 山 は姨の 住家で ござ い 

ます 力  」 

男 「秋の 夜の 月 を 見る と、 昔の ことが 低ば 

れ ます」 

姨ー. かう して 月見の 方と 御 一緒にな つて、 

草を搏 代り に 敷いて、 草花の 上 に 起きた 

り寢 たりして 草の 露に 濡れながら、 面白 

く 御 1 緖に 月夜 を 過す …… まあいつ の 間 

に、 この やうに 月兑の 方々 とお 親しくな 

つたの か、 ほんと に 夢の やうで ございま 

す」 

姨 「まあ 私の やうな、 盛りの 過ぎた 女郎花 

の やうな 婆が、 しほ たれた 着物 を 着て、 

昔 さへ 捨てられた 身の程 を 忘れて、 又し 

て もこ の姨捨 山に 出て 來て、 顏を さらし、 

月の 光で 人に 見られる の は、 ほんと に 恥 

かしい ことで ございます。  いや/ \- 

I 一一  w 八 一 


ら すを更 科に いひ かけた。 

〇 月に 見 ゆる— 月影で 見ら 

れる。 

〇 よしや —氣を 取り直す 意 

の發 語。 

〇 思 ひ 草 —女郎花、 露 革な 

どの 異名に W ゐられ る 語。 

「E=3 はじゃ」 の a の 昔 を 重ね 

た C 

ofl に そみ て —=- に 心 を染 

めて。 

【穴】 

〇 興に ひかれて 來り— 晉の 

王子 猷が 雪晴れて =： 沾き 夜 

小舟に 乘 つて 戴 安逍を 訪ね 

たが、 その 門まで 來て 引返 

したので、 人が その 故 を尋 

ねる と T 乘レ興 而來、 與 II- 而 

反、 何 必見 二 安逍 一耶」 と 答 

へ たと いふ 故事に 據る。 

〇 1 輪滿 てる^ 光の 影— 賈 

鳥の 詩 「圑々 離 一一 海 崎 T 冉々 

出 nlnffiT 此夜 一 輪滿、 ^光 

何 虚無」 を 引いた。 一 輪 は 

w、  J^^; は ：！ ゆ 逸 の 山。 

〇 諸佛 2 御喾 ひ— 三^のお 

佛が衆 や； を济^ 利 益 す る 誓 

〇 超 世の 悲願— 世に 勝れた 

慈悲の 誓願 e 阿彌陀 佛の誓 

願 を いふ。 無量 壽！！ 重 誓 S 

偶に 「我 建 - 超 世 願 こ 

「彼 鶴 光 £ 無量 照,, 十方國 t 


会 

而を 伏せ〕。 よ し や 何事 も 夢 の 世の。 なかなか いは 

じ 田め は じ や (と *i に 立ち 7 思 ひ 草花に めで 月に そ 

み て： ^ばん (と 上 を 見 上ぐ) 

、 シテ 次の クリに 大小 前へ 行き、 

地クリ 『げ にや 興に ひかれ て來 り。 興盡 きて 歸り 

しも。 今の 折 かと 知ら れ た る。 今宵の 空の 氣色 

力な 

レグ  つき  など ころ  さら しな 

シ テサシ 『然るに 月の 名所。 いづく は あれ ど 更科ゃ 

地 『姨捨 山 の * りな き。 一 き 満 て る淸光 の 影。 0 

圑 として 海嶠を 離る 

シテ 『然れ ば 諸 佛の御 誓 ひ 

しようれ つ  てう せ  ひ ぐわん みまね か & ふ 

地」 いづれ 勝 劣な けれども 超 世の 悲願 普き 影。 彌 

だ くわう みやう 

陀 光明に。 しく はなし 

シ テ 次の 謠に 合せて 舞 ふ 。( 舞ク セ) 

ず まぎ る 程に。 三 光 西に 行く こと は。 衆生 をし 

て 西方に。 勸め 入れん がた め と か や。 月 はかの 
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構 はない、 何れ この 世 は^の 世， だ、 

もい はず 思 はない 方が、 却ってい  >- 。た 

だ 花 をめ で 月 を 眺めて 遊び ませう - 


【穴】 

姨 「ほんと に、^ の 人が 月夜の 興に 乘 じて 

友 を 訪ねに 出かけ、 また その 月夜の 興に 

ひかされる ま、、 その 友に は^: はないで 

歸 つたと いふ 話が あります が、 それ はき 

つ と 今宵の やうな 景色-て あ つたこと. て ご 

ざい ませう。 

それ は ともあれ、 月の 名所 は あちら こち 

ら幾 つもあります が、 この：.^ 科の 姨松山 

の 月の 面白さ、 ^りの ない 淸ら かな 月が 

丸々 として 山 を 離れ て 上って 行く 而. H さ 

さう 中せば、 § の 御 慈悲 は、 いづれ 勝 

り 劣りはありません けれど、 骨-に 勝れた 

慈悲 を與 へ よ. うと 御齊 S 遊ばされた 阿 彌 

陀如來 の 光明に 上越す も の は ございませ 

ん。 それ. て、 日月 星の 三つの 光が 西の 空 

へ 進んで 行く の も、 衆生に 西方^ 土へ 行 

くやう ぉ勸 めになる 爲だ とか 伺って 居り 

ます。 殊に 月 —— 勢 至 菩薩 は、 この 阿彌 

陀如來 の 右の 脇士" て、 ぉ綠の 衆生 をお^ 


無レ所 n 障礙 T 是故號 u 阿彌 

陀こ 

0111 光 |«>月* 星の 一 一一 を い 

ふ。 白 虎 通に 「天 有 ニー 一一 光 T 

口 月 星」 

〇 衆生 をして— 舊本 「衆生 

應 して 一 と ある は 「を」 を 長 

く 謠ふ爲 に 文字 を 誤った の 

であらう。 今 改訂 本に 從ふ C 

0H5 はかの 如来の 右の 脇士 

として— 阿彌陀 如来の 右の 

脇士 (本尊の 脇に 立つ 大士) 

は 勢 至 菩薩で、 戳經に 「觀 

世 音 • 大勢 至 是ニ 大士侍 11 立 

左右 こまた 「想 一一 1 一 大勢 至菩 

薩像坐 二 右 華 座 こと ある。 月 

を 勢 主 菩薩と する こと は、 

天地 本 起經に 「阿 彌陀佛 遣 こ 

應 聲吉； 二 菩薩 1 爲 一一 日月 T 

應 聲是觀 音、 吉祥 是勢 主」 

と ぁリ、 〔羽衣〕 にも 「南無 歸 

命 HJK 子 本 地 大勢 至， 一 と い 

〇 有緣を 殊に 導き— 有跺は 

有緣の 衆生で、 佛と 因緣の 

ある 者 を いふ。 觀經に 「舉 

身 光明 照 II 十方國 1 作 11 紫 金 

色 T 有緣 衆生 呰悉 得レ 見」 

〇 天上の 力 II 以下 こ の 節の 

語釋、 本 曲の 末に 記す。 


如來の 右の 脇士 と し て。 有緣を 殊に 導き。 


さ 


っ&  かろ  てんじゃう  ちから .7  ゆ ゑ  だいせいし 

罪 を輕ん ずる 天上の 力 を 得る 故に。 大勢 至と は 

號す とか。 k 冠の 間に。 花の 光 かか やき。 玉の 臺 

か- 1*  /\  4.i はう  t やう ど  あら は  ぎょくじ ゆ ろう  かぞ  おと 

の數々 に。 他方の 淨土を 現す。 玉 珠樓の 風 の 音 

絲 竹の 調め とり どり に" 心 引かる る 方 も あり。 

はち 色々 に 咬き まじる。 寳の 池の ほ とりに。 立 

つや S 木の 花 散り て。 芬芳 しきりに 亂れ たり 

シーア 『IJ 陵頻 伽の 類 ひなき 

こ ゑ  もろ とも  <  じ やぐ あう む  お. さ へづ 

地 『聲 をた ぐ へ て 諸共に。 孔雀 鸚鵡の。 同じく 囀 

る 鳥のお のづ から。 光 も 影 もお しなめ て。 至ら 

ぬ隈 もなければ 無邊 光と は 名 づけたり。 然れど 

うん つ  とき  かゆ ふ  ft た  とき  か か 

も 雲 月の。 ある 時 は 影 満ち、 又 ある 時 は 影缺く 

る。 有 爲轉變 の、 世の中の 定め のな きを 示すな 


り 


拾 


とクセ を 舞 ひ 上げ， 


きになり、 重い罪 科 をも輕 めて 下さる、 

無上の 力 をお 持ちに なって ゐ るので、 大 

勢 至と 申す の だと いふ こ とで *- j ざ い ま 

す C そして この 菩薩の 天 冠に は、 玉の 花 

が 光り輝き、 その 花に はまた 玉の 臺がぁ 

つて、 その 臺には 西方 以外の 十 方 世界の 

淨土. を 現して 居ります。 そして、 この 珠 

玉の 樓閣 では、 風の 音 も 管 終の 調べ を奏 

して、 それみ \ 人の 心 を 引きつけ、 又 紅 

蓮 白蓮が 色と り，.^ に 咲き まじり、 費の 

池の 邊には 費の 並木が 立ち 竝ん. てゐ て、 

そこへ 花が 散って、 かんばしい 薰 りが 滿 

ちくて 居り、 極 91 の 迦陵頻 伽が 妙な 

る 昔 樂を 奏でる と、 それに ® 似て 孔雀 や 

鸚鶴も 同じ やうに 囀り、 かう して 御 光の 

至らぬ 隈 もない ので、 勢 至 菩薩の こと を 

別名 無邊光 II 限り の な い 光と も 巾す の 

でございます。 しかし、 その^ 間の 月が、 

或 時 は 滿ち或 時は缺 ける とい ふの は、 ^ 

の 現象 は 移り 變 つて、 この 世の中 は 無常 

であると いふ こ と をお 示しになる ので ご 

ざいます」 


一一 一四 八 三 


姨 


【七】 


〇 露の ra—^ か 2S-Ii。 露 

はすの 緣.. " 

〇 なかなか 何し に 現れて— 

何と 思って こ  >- に 現れて、 

胡蝶の 遊び をした か、 今 は 

却って 恨めしい。 

〇 胡蝶の 遊び— 高麗 樂 胡蝶 

舞の 窓に、 莊闳が 夢に 胡蝶 

となった とい ふ 故事 を 含め 

ていふ。 

〇 返せ s>-— 袖を飜 すに、 昔 

の 時 を 呼び返す 意 を 兼ねて 


〇^ 浮— 生前の 娑婆 世界。 

0 あさま I- 朝 問と 叨ら さま 

と铱 ねて いふ。 


I 七】 む？ 4 しこ ひ  や い-つ  ぞで 

シテ 『昔戀 しき 夜 遊の 袖 

羅 

を 舞 ひ、 引續き 次の 謠に 合せて 舞 ふ。 

シ テ ワカ 『わが 心) 慰め かねつ。 更科ゃ 

,でほ すて やま  て  つき  み 

地 『姨捨 山に 照る 月 を 見て 照る 月 を 見て 

シテ 『月に 馴れ。 花に 戲 るる 秋草の。 露の間に 

地 『露の間に。 なかなか 何し に 現れて。 胡蝶の 遊 

び 

シーア 『戲 るる 舞の 袖 

き 返せ や 返せ 

む？ I し  あき 

シテ 『昔の 秋 を 

地 『思 ひ 出で た る 妄執 の 心。 やる 方 もな き。 今宵 の 

みき か ザみ  こ ひ  む ft し しの 

秋風。 身にしみ じみと。 戀 しき は；^。 忍ばし き は 

えん ぶ  あ/. j  ti  おも  * で  よ  すで 

閻浮 の。 秋よ 友よ と。 思 ひ 居れば。 夜 も旣に し ら 

しらと はや あさまに もな り ぬれば。 われも^え 
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【七】 

炔 「お 、 せ の^が なつか しくお ひ 出 さ れ 

ます。 月夜の 舞， て も 致し ませう」 

C 序 舞〕 

*; を 把んで 4K を 舞 ひ、 

0. —— 

『わが 心 慰め かねつ 更科 や、 姨捨 山に 照 

る H: を兑 て』 

ミ 欲って 舞 ひつ ，、け- 0O 

s_ ぁ、私としたことが、 パ を 眺め 秋れ， の 

花 をめ でて、 時の 移る の も 知らずに ゐた 

こと だ。 この 位なら ば现 れて來 なければ 

よかった" この やうな はかない 短い 時 n 

だのに、 何を樂 まう と 思って、 胡蝶の 舞 

など をして、 ^うつ V の 時 を 過した ので 

あらう。 

あ >- 昔が 戀 しい、 昔が とり 返したい、 北；： 

の 事 を 思 ひ 出す と、 迷 ひの 心の 晴れる 術 

もない。 今^の 秋風が 身に 泌み ぐと 感 

じられ るに つ. けても、 ^が 戀 しい、 婆 婆 

がな つかしい。 秋が 戀し い 、 友が 戀し い 

：… と S3 つて ゐる うちに、 はや 夜 も 白々 

とあかる くな つてく ろと、 私の 姿 は 人に 

見え なくなり、 旅 入は歸 つてし まふ。 ！ 


〇 昔 こそ あらめ— 昔 も 捨て 

られ たが、 今 又 旅人に 見捨 

て られ てとの 意。 


ず 旅人 も歸る あとに ハヮキ 立ちて 慕に 入る) 

シーア 『ひとり 捨てられて 老女が？ キを 见ゃリ てし をリ： > 

；. 1 ァし  . いよ  ,$ すて や. -* 

地 『昔 こ そ あらめ 今 も 又姨捨 山と ぞ なりに ける。 

姨捨 山と なりに けり 


と 常. M にて 開き、 拍子 を 踏まず して む * 


そして 結局.： n! 分獨り 後に 殘 されて， 昔捨 

てられた と 同じ やうに、 今 も 又姨捨 山と 

してし ま はれた」 

•、J 悲しむ さまで 場。 


〔考 異〕 

諸 流 (觀 资剛 喜) 

【 一 〕 ヮキ 次第 「月の 名 近き. 


. ^捨山 を 尋ねん (剛 喜に 急がん)。 ^やうに 候 者 は…… 姨拾山 へ と^ぎ^ (刚 これは^ 奧信 夫の 何某に て 候 U 


が^つ^ に 候 ひ Y 洛 陽の 名所 舊跡 一見 仕りて 候。 これよ リ 北陸 道に か， -り善 光寺に 參リ。 秋の 半ばの 折に 逢 ひて 候お に。 承" 


及びた る姨拾 山に 上リ W を 眺めば やと 思 ひ 候) 011】 シテ 「夢と はな どや ：… 恥 かしながら 來 リたリ (剛 ヮキ 「さて は 現の 夕 基に。 ぁリっ 

一 - --、、、、、、、、、、、.*、、、  、、、、*、、、、、、、  、、、、、、、、  、、、、、、、 

いやいて まし まさば 。一 かほ ど隈 なき 月の 夜 遊の 友人と ならせ 給へ とよ シテ 一げ にや 夜 遊の 月と もに。 ^^心 は殘れ ども C 老の姿 は 恥 かし 

や〕 

古謠本 (光悅 本)   

〔一】 ヮキ 次第 「月の 名 近き … … 姨拾山 を 尋^^ (光に 急かむ ：}。 かや-つに 候 者 は 都 方， に 住お 化，^ (光の) 者に て 候 われ 未だ. 史 科の =- (光祯 ぉ山ソ 

を …； 姨捨山 へ と 急ぎ (光 ^^い； & ^^5- い^い^ 0 候 …… 拾 山 C 光我此 所：) に來て 見れば ；… 萵里 5 空 も 隔「 (光§ なく… 

•: 【二】 ヮキ 「さし^ これ は 都の  いづく に 住む 人ぞ (光 ふしき やな 山路 も 見えぬ かたよ リも。 女性 一 人顯れ て。 われに 言葉 を 力け 

い わ ハ^。  .Ip^^^p"" い ^ャ やし。 シ テ つ 光 わら は) はこの 更 科の 者 にて 候 (光 者なる か) ；… ヮキ 「さて は更 科の …… さ 

て さ て 古 C 光 i 、及 ビ、 るリ 姨拾 の 在所 は  ン テ 「姨捨 山 の 亡き 跡と …； 詠ぜ じ C 光な か めし： K の 跡なら ば …… 〔三】 シ テーバ 光 扭々) 旅人 

± いづ く ょリ C 光、 い、 つ ^^、へ り來リ 給 ふ ハ 光ぎ ゾ "い^ ぞ ヮ キ「 ^ ば^ 前 も 中， 3^<： 光 さ ん候是 は 都 の 者に て 俟が更 科の 月 を 承り 及び 
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 姨 扮  I   一 — 

(光 ナシソ …； 來 りて 候よ (光ナ シン 〔五】 ヮキ 「不思議 やな はや 更け 過ぐ る (光 影 もて リ そふ) 月の &に …； 【六】 シ チサ. ン 「然^ (光 

れは) W の …… 【七】 シテ 「昔戀 しき 夜 遊の 袖 (光地 「月に とかへ す。 袂 かな) 

付 で 

1115 

〇 天上の 力— 無上の 力 を 書き誤つ たので あ、 りう。 觀鸫に 「以 ニ智禁 光一 普 f 一切 T 令 i 二  =1 塗 一 ほ 中 無上 力 h  二 此^！ 一名 二 火 5: 一」 と 

ある." 

. 〇 天 冠— 觀經に 「此 菩薩 天 冠、 有 一 一 五 百 寶華二 々* 華、 有, l:.f? 百寳ニ 々祭 中、 十 方^ 佛、 S; 妙國 土^ 畏 之^、  於レ 巾现」 と あるに 垅 つた。 

〇 他方の 淨土— 彌陀 の 西方 掙土 以外 の 十 方諸佛 の 土。 

〇 玉珠樓 I 珠玉の 如く 美し い 樓閣。 これよ リ天 冠に あら はれた^ 土の 樂 しみ をい ふ。 

〇 心 引かる る— 絲の緣 で 引く と いった。 

〇 はち 色々 に— はち は 「はちす」 (蓮) を 略した もので、 恐らく 傳へ 誤った の. であ 、りう。 

〇资 の 池—！^ 土に ある 八功德 池。 七 齊ょリ 成リ、 水中に 紅遝白 涎が^ き 匂 ふとい ふ。 

〇 立つ や 並木の， I 木 S 立つ と 波の 起つ と を 兼ねて いふ。 並木 は 七重 行樹と いって、 七 资の樹 が 七^に 械樂 を鸫 ると 俾ふ。 

〇芬芳 —かんばしい 黧リ C 

〇 迦陵頻 伽— 械樂に 居る.： ハ 稀の 鳥の 一 で、 妙聲鳥 又は 妙 音 鳥と いひ、 妙なる 音 樂を赛 す。 

〇 たぐ へ て— 眞 似して。 

〇 孔雀 .鹦 踏— これ も： W 樂六 おの 内。 以上 II 一 稀と 白 鳅1.舍 利 命 を 械樂の 六お とす。  . 

〇 おの づ から— 鳥の 尾と いひ かけた。 

〇 無邊 光— 大勢 至 菩薩の 異名。 -被經 に 「但 見-一 此 菩薩 大 毛孔 光 T 卽化 ，ー 十 方 無^ 諸佛^ 妙光叨 故號ニ 此菩陈 一名-一 無迻 光- 一 

〇@ 月— 雲間 の =;。 

〇 有 爲轉變 —諸 現象の 變 化して 常住し ない こと。 有爲は 2 綠 によって や； じる 諸现 象。 
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【能 柄】 四 番目 複式 夢幻 能 

【人物】 ヮキ 松 浦 佾、 J_g シテ 老翁 (小 野賴 

風 の 靈)、 狂 言 山 下の 者、 後シ テ 

小野賴 風、 後ッレ 頓 風の 妻 

【所〕 山城 國 男 山 

【時】 秋 (八 月) 

【異 稱】 〔賴 風〕 ともい つた。 

【作者】 能 本 作者 註文 に は 世 阿 彌の 作、 二 10 十番 謠目錄 

に は 龜阿彌 の 作と す。 粟田口 勸 進猿樂 記に 永 正 二 年 四月 十六 日 〔頓 風〕 を 演じた こと、 言經卿 記に 文 祿四年 三月 三十日 本 曲 を註釋 した 73 

とが 見えて ゐる。 

§ 九州 松 浦 潟の 僧が 都 見物に 出で立ち、 やがて 男 山の 麓に 来る。 折から 秋の ことと て 千草の 花の 咲き 亂れ てゐる 中に、 殊に 女郎花の 

一際 美しく 咲いて ゐ るの を 見て、 一 本 折り 取らう とすると- 一人の 老翁が 現れ 出て これ を 留める。 そして 互に 古歌 を 引いて いひ 爭 つた 

後、 老翁 は 僧 を 石 清水 八幡に 案內 し、 又 男 塚 • 女 塚を敎 へて、 自分が その 男 塚の 主 小野賴 風で あると 吿げて 消え去る。 佾 がその 跡 を 弔つ 

てゐ ると、 やがて 賴風 とその 妻の 亡靈が 現れ 出て、 賴 風と 契り を 結んだ 都の 女が 男の 中絶え を K んで放 生 川に 身 を 投げ、 その 亡魂が 女 


解 說 
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郞花 となった こと、 頼 風 も その 心根 を 憐ん- て 女の 跡 を.； S ひ、 かくて 男 塚. 女^に 築き こめられ たこと を 語り、 今 邪 怦の忠 鬼 にしめられて 

ゐる樣 を 示して、 |S の 囘向を 乞 ふ。 

【出典】 古今 集の 序に、 

S 山の 昔 を 思 ひ 出で、 女郎花の 一時 をく ねる にも、 歌 をい ひて ぞ なぐさめ ける。 

と ある を 骨子と して、 能 作 書に いは ゆる、 名所 舊 跡に 事寄せた 作り 能 を 構想した ものである。 ^鹽 草に、 

平 城 天皇の 御 時、 小 野 頼 風と いふ 人、 S 山に 化み けり。 京の 女と 契りし のち、 かの 女 八幡へ 尋ね 行きて、 頼 風が こと を^ ふ。 家なる 

もの 答へ ていふ、 「この 程 はじめた る 女房 まします が、 そこへ 行き 給 ふ」 と 答 ふ。 この 女 怨めしく 思 ひて、 八幡の 川の 端に 山吹^ね の 

衣ぬ ぎ 捨てて、 身 を 投げ 死にけ り。 その 衣 朽ちて 女郎花 生 ひ 出て たるな り。 

と あるが、 この 書 は謠： M 以後の もので、 本 曲から 出た 傳說を 記した ものに 過ぎない。 

【槪 評】 〔通 小町〕 〔定 家〕 〔船橋〕 などと 同漾 I 男女 邪 緩の 妄執 を 描いた 曲で あるが、 この 事 は キリに" 少しば かり 寧ろ 唐突に 述べて ゐる だけ 

で、 類 曲 中、 呵責の 程度の 最も 輕 いものと いふべき-てあらう。 第二 節に 古歌 を 多く 引いて ゐ ろの は、 本 仙 創作の 動機が 那邊 にあった か 

を 察せし める だけで、 別段 ゎづら はしい 感じ を 起さし めない が、 第三 節に 男 山 < 幡の緣 起を說 いて ゐ るの は、 この 仙 柄 に は餘り 似合 は 

しい 感を與 へない。 後段 第 六. 七 節 は 本 曲の 主 想， て、 叙述 も 甚だ^ かに 行って ゐる。 


〇 松^ 抝— 肥前國 班^ 潸の 

總ぉ： 


【I 】 

名乘 笛に て、 ヮキ松 沛^、  ^^子 As 附. i 地^ 斗 =>:S 水お • 

腰帶 数珠 の 裝朿 に て 舞^ に 入 リ名乘 旅 に 立ち、 

ヮキ | これ は 九州 松 浦 潟より^ 5 でた る 僧に て 候。 

いま  みやこ  ふ  ほど  あき おも  た  &ゃこ 

われ 未だ 都 を 見ず 候 程に。 こ の 秋思 ひ 立ち 都に 

のぼ 

上り K 


【一】 

舞 憂 は 初め 九州 松^ SS で、 ヮキ 九州 松沛 S の佾 S 

，私 は 九州の 松 浦 潟から 出て 來 た^て 

す。 私 はま だ 都 を；^ たこと がない ので、 

この 秋思 ひ 立って 都に」 

w 見物人 に.；； n, し糾介 を， し , 


〇 不知火の—. 筑紫 S 枕詞。 

末 を 知らぬ と いひ かけた。 


〇 山 崎 I 攝津國 三 島 郡に あ 

り、 淀川 を 隔てて 男 山 を 望 

む。 

〇 石淸水 八幡宮 —山城 國辍 

喜 都 男 山に ある e  ^觀 元年 

行 敎和尙 が 宇佐 八幡 を勸請 

した 宫 で、 應神 天皇 *祌 功^ 

1!5* 玉依姬 の 三 座を祀 る。 

〇 わが 國 の 宇佐 の 宮— 宇佐 

八 幡^ は 嵐 i, 前國 宇佐 郡 宇佐 

にある。 今官幣 大社。 ヮ キ 

の 出生地と 同じ 九州で ある 

から、 わが 國 のとい つた。 


〇 野草 花 を帶び I 詩句ら し 

い. r  所 未 sst。 


ヮキ 道行 『住み 馴れし。 松 浦の 里 を 立 ち 出で て。 松 

浦の 里 を 立ち 出で て。 末 不知火の 筑紫 潟い つし 

か 後に 遠ざかる。 旅の 道 こそ， 遙 かなれ 旅の 道 

こそ 遙 かなれ 

「末 不知火の」 と 右の 方に 向きて 二  =1 足 出で、 またもと に歸 

リて 旅の 心 を 示し、 道行 濟 みて 正面に 向き、 

ヮキ 「急ぎ 候 程に。 こ れ はは や 津の國 山 崎と かや 

申し 候。 GS 方に 向き ：} 向 ひに 拜 まれ させ 給 ふ は。 

いは し r< づ はち まん ぐう  っー -rj  \、 じ  う さ  みや 

石淸水 八 幡宮 に て 御座 候。 わが 國の 宇佐 の宮と 

御 一 體 なれば。 參 らば やと 思 ひ 候。 ハ 正面の 方に 向 

き) 又 こ れ な る 野邊に 女郎花の 今 を 盛り と^き 

亂れ て 候。 立ち寄り 眺めば やと 存じ 候 

と いひて 舞 * の眞 中に 出で、 

ヮキ 『さ て も 男 山麓の 野 邊に來 て 見れば。 千草の 

花 盛ん に し て。 色 を 飾り 露 を 含みて" 蟲の音 ま 

こ * ろ  が ほ  や さう はな  お  しょく きん  つら 

、、て も 心 あり 顏 なり。 野草 花を帶 びて 蜀錦 を述 ね。 


憎 「住み 馴れた 松 浦 潟 を出發 し、 筑紫潟 を 

次第 に 遠ざか つて >  か う した 長旅 をす る 

と， いかにも 枭 ての 知られない 遠々 しい 

氣持 がする」 

V」 旅の 心抹 み- 謠 つ てゐる う ちに、 舞 S は a* W 山 

崎ミ なる 0 


女 ま 7^? 


憎 「旅 を 急いだ ので， はやこ \ は 攝律國 山 

崎と か い ふ 所です。 向 ふに 拜 まれる のが、 

石淸水 八幡宮， てす。 この 宫 はわが 九州の 

宇佐 八幡宮と 御 一 體 だから、 參詣 しませ 

う」 

V」 男 山の！ S へ來た 想で、 

ほ 「お X この 野原に は 女郎 花が 今 を 盛り 

と 咲き 亂れ てゐ る。 あそこ へ 行って 眺め 

ませう し 

w いって 野 » に 近寄った 想で 

憎 「さてく この 男 山の 麓の 野に 来て 兑 

ると、 色々 の 草の 花盛りで、 みな 露 を 含 

ん. て 色と り- 5,\> に 面白く、 草の 間に^く 

蟲の 音まで が、 いかにも 風雅な 趣-て ある。 

こ の 草花の 美し い こと は 恰も 蜀 江の 錦 を 

=1 四ん 九 


女郎花 


0 古歌に も 詠まれた る— 後 

に 引いて ゐる 古今 集 布留 今 

逍の歌 「女郎花 憂し と 見つ 

っぞ 行き 過ぐ る 男 山に し 立 

てリと a へ ば 一 を 指す。 

〇 家づと I 家 への 土産。 


【二】 


〇 花の 色 は 蒸せる 粟の 如し 

—本朝 文粹卷 一 源 順 の 詠 ,ー 

女郎花 I 詩に 「花色 如 11 蒸 粟 f 

俗 呼 ほ 一一 女 郎 T  レ名歧 欲 

レ 契- 1 倂老 T 恐惡ニ 衰翁酋 似 

で 霜」 (和漢 朗詠 集に も收 む) 

を 引いた。 

〇 多 かる 花に— 古今 集 小 野 

良材の 歌 一 女郎花 多 かる 野 

逮 に宿リ せば あやなく あだ 

の 名 を やた ちなん」 を 借り、 

種々 花 2 多い の に、 何故 女 

郎 花の 一 本 を 手 折る かとの 

意に 用ゐ た。 


桂林 雨を拂 つ て 松風 を 調む。 「こ の 男 山の 女郞 

花 は。 古歌に も 詠ま れ た る 名^な り。 これ も 一 

つ は 家づ となれば。 花 一 本 を 手 折らん と。 こ の 

女郎花 のほとりに 立ち寄れば 

と 脇 座へ 行く。 

シ テ 老翁、 面朝盒 尉 • 尉 髮. 襟淺 黄，^ 附小 格子 *茶 桂 水 衣， 腰 

帶， 扇の 装束に て 慕よ リ出 でながら、 

シテ (呼き 「なう その 花な 折り 給 ひそ。 花の 色 は 蒸 

せる 粟の 如し。 俗 呼ばつ て女郞 とす。 戲れに 名 

を 問 い て だに 偕老 を 契る とい へ り C 「ま してや 

これ は 男 山の。 名 を 得て 吹け る 女郎花の。 多 か 

る 花に とり わき て。 など 情なく 手 折り 給 ふ。 あ 

ら 心なの 旅人 やな 

ヮキ 「さ て^. 身 は 如何な る 人に てまし ませば。 こ 

れ ほど 吹き 亂れ たる 女郎花 をば 惜しみ 給ふぞ 

シテ 「惜しみ 申す こそ 理 なれ" こ の野逡 の 花守に 
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おべ たやう であり * 向 ふの 林から 訪れて 

くろ 風の 昔 は 琴を彈 いて ゐろ や- 「だ。 そ 

の 中-て も >  S 山の 女郎花と い へば、 古^ 

にも 詠まれた 名 草 "て、 故鄉 へのよ ぃ土麁 

だから >  一本 折り 取らう」 

といって >  女郎花の もと へ 立ち 捋る。 

【二】 

佾が將 に 女 a 花ケ折 o つ. /.- する.、. -、 シテ *- お 5 

は 小 のま) が 登 » して、 

翁 「もうし、 その 花 をお 折りな さるな。 そ 

の 女郎花と いふ 花 は、 昔の 人に 『花の 色 

は 蒸した 粟の やうに 贺 fe. て^しく、 俗に 

女郎と 名づ けられて ゐ る。 その 名前に 

れて、 この 花と 偕老の 契り を 結ばう』 な 

どと いはれ たもので す C 殊にこ^-は 男 山 

で、 女郎花に は 特別 の緣 故が あ つ て ^ い 

てゐ るのに、 外の 花が 澤山 あるの を 取り 

もしない-て、 何故 情の 心 もな く 女郎花 を 

折らう とせられる のです" ほんと に考の 

ない 旅人 だ」 

1 K あなた はどう い ふ 方 なれば、 こ の 

やうに 澤 山吹 いてる ろ 女郎花 を ぉ惜 し み 

な 5 る に - てす 」 

翁 「惜しむ のが あたり ま へ . てす。 私 はこの 


o かの 菅原 の 神木 に も I 新 

古今 集 神祇に 「建久 二 年の 

春の 頃、 筑 紫へ 罷リ ける も 

の の、 安樂 寺の 梅 を 折りて 

侍リ ける 夜の 夢に 見えけ る 

となん 】 と詞 書して、 「情な 

く 折る 人つ らし わが 宿の あ 

る じ 忘れぬ 梅の 立 枝 を」 と 

ある をい ふ。 安樂 寺 は菅原 

道 眞の廟 所、 祌木は そこ に 

ある 飛 梅 をい ふ。 〔老松〕 參 

照 o 

〇 折リ とらば 手ぶ さに 穢る 

立てながら =ー 世の 佛に花 奉 

る— 後 撰 集 僧正 遍昭 の歌リ 

但し 原 歌の 初 句 「折り つれ 

ば - と ある。 手ぶ さは 手、 

三世の 佛は 過去 現在 未來三 

世の 諸佛。 

〇 僧正 遍昭— 俗名 良 峯宗貞 

左近衞 少將藏 人頭と なった 

が、 仁 明 天皇の 崩御 を 悲し 

んで 出家し 遍眧と いった。 

K 欲 仙の  一 AO 

〇 名に めでて 折れる ばか リ 

ぞ 女郎花— 古今 集 僧正 遍昭 

の 歌 C 下句 「われ 落ちに き 

と 人に 語るな」 


て鲩 


サ 


ヮキ- たと ひ 花守 にても まし ませ。 御覽 候へ 出家 

の 身 なれば。 佛に手 向と 思しめ し-一 本 御 許し 候 

へ かし 

シ テ この間 に 舞^ に 入 リ常座 に 立ちて、 

しゅっけ  おん &  ほふけ た むけ お i 

シテ 「げ にげに 出家の 御身 なれば。 佛に手 向と 思 

ふ ベ けれど。 か の菅 原の 神木に もがら で 手 向け 

よ と" そ の 外 古き 歌 に も-」 『折り と ら ば 手 ぶ さ に 

けが  た  ふよ  ほ丄け  はなたて **っ 

穢る 立てながら。 - 三世の 佛に花 奉るな どと 候 

へ ば。 殊更 出家の 御身に こそ) なほ し も 惜しみ 

!H ベ けれ 

ヮ キー さやう に 古き 歌 を 引かば。 何と て儈 正遍昭 

は。 名に めでて 折れる ばかり ぞ女郞 花と は 詠み 

給 ひける ぞ 

シテ- い やされば こそ われ 落ちに きと 入に 語る 


女郎花 


野の花 守です」 

佾 「たと ひ 花守で お出でな さらう と、 私 は 

御覽の 通りの 出家， てす から  >  佛. への 手 向 

と 思って >  1 本お 與へ V さい」 


翁 「なる 程、 御 出家の 事 なれば、 佛に手 向 

けたいと お 思 ひな さるの は 御尤もです 

が、 あの 皆 原 天神 も、 神木の 飛 梅 を 手 折 

ら ないで、 その ま \ 手 向けに せよ とお 詠 

みなされ、 その外 古歌に も、 —— 

『折りと らば 手ぶ さに 穢る 立てながら、 

三世の 佛に花 翁る』 

(この美し い 花 *- 折って お供へ しょう w すれ S 、折 

る 手で 穢れる 恐れが あるか^、 折らないで、 この 

儘で、 諸佛 にお 供へ 致します) 

とも 詠まれて あるので すから、 御 出家 は 

殊更 折 るの をお 惜しみ 下さ る 箬 だと 思 ひ 

ます」 

4S 「その やうに 古歌 をお 引きな さるが、 そ 

れ ならば、 佾正 遍昭は 何故 『名に めでて 

折れる ばかり ぞ』 (女 S 花.、. - いふ 名前が 面白い の 

で、 折った までた) と 詠まれた の. てす」 

翁 「 い やく、 佾正 遍昭は 女郎花 を 折つ た 

の をよ くないと 思へば こそ 『われ 落ちに 

ミ 四 九 i 


女郎花 


〇 忍ぶ の摺 衣— 忍び 隱すを 

お 夫に いひ かけ、 摺衣を 着 

飾る 心で 女郎と 拔 けた。 信 

夫 は 岩代國 にあ リ忍摺 の 名 

產地 e 

〇 摺衣— ^を摺 つて その 汁 

で 模樣を 染めた 衣。 

〇 女郎と 契る^ の 枕— 前 

源 順 3 詩句 及び 撩後 拾遗集 

安藝の 欲 _ 女郎花よ るな つ 

かしく 匂 ふかな 草の 袂もか 

はすば かリ に」 に據 つた。 

〇 女郎花 憂し と 見つつ ぞ行 

き 過ぐ る 男 山に し 立て リと 

思 へ ば— 古今 集 布^ 今逍の 

狭。 

〇 なまめ き 立て る— 古今 集 

佾正遍 眧の欲 一秋の 野に な 

まめき 立て る 女郎花 あな か 

しが まし 花 も 1 時」 を 引 い 

た，" 

〇 う しろめた く や— 古今 集 

兼覽 王の 歌 一 女郎花 うしろ 

めた くも 見 ゆる かな 荒れた 

る掊に ひと リ 立てれば」 を 

5  .> た 

〇 誰 偕老 を 契り—. 前揭、 源 

顺の 句。 

〇 邯！ #の 假 枕—^ 國の 璲 生 

と いふ 者が 楚國邯 1# の旅沾 

で 枕 を借リ て 眠リ、 粟 飯 一 

炊の 間に 五十 年の 榮 華の 夢 

を兑 たと い ふ 故事 を 指す。 

こ の 事 〔邯 r#〕 に 作らる t 


なと。 深く 忍ぶ の摺 衣の 。女郎と 契る 草の 枕^。 

ならべ しまで は 疑 ひなければ。 その 御^ へ を 引 

き 給 は ば。 出家 の 身に て は 御 誤り 

ヮキ 『か やうに 聞 けば 戲れ ながら。 色香に めづる 

は た ごころ  ** う  いと y へ 

花 心。 _ とかく 申す によし ぞな き-) ^申し て歸る 

と て： 『もと 來し 道に 行き 過ぐ る C 止： € へ 二 兄 出づ〕 

やさ  ころ  こか  し 

シテ 「お う 優しく も 所の 古歌 をば 知 ろしめ した 

を A なめし-つ  &  ゆ  す  * で こと や t 

り 二 「女郎花 憂し と 兌つ っぞ 行き 過ぐ る。 男 山に 

し 立てり と 忍 へ ば 

地下 i 優し の^人 や。 花 は 主 ある 女郎花」 よし 知 

る 人の 名に めでて。 ゆるし 中すな り 一 本 折らせ 

^ へ や？ ヮキ へさ，^。 ト： 敬 『なまめ き 立てる 女郎花。 

なまめ き 立てる 女郎花- うしろめ たく や 甲；； - ふら 

ん 。女郎と 書け る 花の 名に 誰 偕老 を 契り けん。 

かの 邯鄲 の假 枕。 夢 は 五十の あはれ 世の ためし 


一一 1£ 九 二 

きと 人に 語るな』 (わしが はま. "込ん た.、. -人 にい 

ふな) と 深く 隱 したの-てす。 とにかく、 そ 

の 名に 戯れて、 女郎と 奨る といった のに 

違 ひない の だから、 この 耿を^ へに お 引 

きな さるの は、 御 出家と して 御 心得 遨ひ 

でせ う」 

せ 「さう 仰し やれば、 戯れと はいへ、 色香 

をめ-てると いふ ことにな つて、 かれこれ 

申す も 詮ない こと-てす。 ではお 暇して 歸 

り ませう 。もと 來た逍 を 行き過ぎ ませう」 

翁；. お \ これ は 風流な、 この^ 山に つい 

ての W 歌 を 御 承知です な e —— 

『女郎 し と 見つつ ぞ行き 過ぐ る 、 S 

山に し 立てり と 思へば』 

(この 女 a 花は荬 しい 花た が、 ffl? 山に 立. つて ゐ るの 

み-見れ £5、 夫 を抹 つて ゐる ので あにう から、 S! 念 

ながに 見通して！.；；： かう) 

とい ふ 歌 を。 ほんと にお 佾 はやさし いお 

方 だ。 いかにも この 女郎花 は 主 ある 花で 

すが、 いえ 構 ひません、 優しい 御お^ が 

嬉しい から ノ さし 上げ ませう、 一本お 折 

り 下さい。 いや この 女郎花 は、 なまめ か 

しい 姿で 立って ゐ ますが、 淋しい 酐にゐ 

て は、 不安心に も 思 ふこと. てせ う。 女郞 

とい ふ 名に 戯れて、 友， n: 髮 の^り を^ぶ 

といつ た 人 もあります。 さう い へ ば、 こ 

の 花の 粟 色から 思 ひ 出した ことです が、 

邯鄹の 枕に 五十 年の 榮花 を^み たとい ふ 

こと もほんと. てせ うかしら」 


【三】 


〇 和 光 5  *— 和 光！ W 咴 の 意 

祌佛が 衆 ル.： 濟改 の^に 光 

を^ら げ て世瘦 に..； 父 はリ、 

衆生と 緣を 結ぶ こ と C 

0 うろく づ .1 魚類 C 

〇^ ける を 放つ— 毎年 八 

十： .p:  = にこ の -へ幡 山 下の 放 

^川に を 放つ 神事 を い ふ 

この 事 〔放 生 川〕 に 作らる。 

〇 男. E 榮ゅ く逍— 古今 集 請 

入 知らず の 欲 「今 こそ あれ 

われ も #3 は 山榮 ゆく 時 も 

ぁリ こし もの を ；を 借リ た-. - 

O 神 5 御幸 祌舆？ 渡御。 


も眞、 な る べし やた めし も眞な るべ しゃ 

S  ....  、 

ヮき こ の 4- 邊の 女郎花に 眺め 入りて。 未だ 八幡 

ぐう まゐ 

宮に參 らず候 

じょ ラ  ^ .» いま さんじ やう  もの  や わた 

シテこ の 尉 こそ ま 今 山上す る 者に て 候へ。 八嗜 

へ の 御 道し るべ 巾し 候べ し こ なた へ 御 人り 候 

へ 

シテ • ヮキと もに 舞桌 の眞屮 に 出 で 正面に.. M きて、 

ヮキ 『聞きし に 超え て 貴く あり が た かりけ る^ 

地 かな 

さん Sb  じん か のき  な. b 

シテ 『山 下の 人家 軒 を竝べ 

^ (向 合 ひ X 和 光 の ぎ も 濁 江 の -) 沖 水 に かむ うろ 

くづ は- げに も 生 ける を 放つ かと 、深 き 誓 ひ も あ 

めぐ  しゅ  一と こやま ^  X  A ち 

ら たにて。 惠 みぞ 繁き男 山- 榮 ゆく 道の ありが 

たさよ (と^ひて 正面に し〕 

地下き. 頃 は 八月 半ばの： II。 神の 御幸なる お 旅所 


.TA 切+ィ 


【三】 

償 ー貲 は 私 はこ の 女郎花 を 眺め 人って、 ま 

だ 八幡お へ ぉ參 りしな いで^る のです」 

翁-, こ. の 老人 もこれ から 山 h する 所です C 

丁度よ い 所て す、 私が 御 案内し ませう。 

こちらへ お出-て なさ い - 

八幡 おの 神前に sa れ 立 つて 行った^ で、 は 八 

條. >"的.、，- なる o 

，これ は 評判に 11 いて ゐ たのに もまし 

て 、 結構な ありが た ぃ祌 境です な 」 


翁-山 下 に は あ の や， つ に 人 家が 立ち 竝び、 

神： 一？ を 琉れろ あの 川に は、 生きた 魚 を 放 

つ 放 生會と 巾す 儀式が 行 はれ、 神 德のぁ 

ら たか な 神 樣. て、 神 の 御惠み によつ て 、 

世の中の 愈、、 榮 えて； 仃 くの は、 誠に あり 

力たい こと * てす」 


といって 二人 は、 八月 十五： n 神輿の 渡 

コー S 九 三  I 
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〇 久方の 月の. 桂 2 男 山— 續 

古今 集 卜 部 兼 直の 歌。 下句 

、 、 

- さやけ き 影 は 所から かも」 

久方の は：^ の 枕詞： W み 

名 を 桂男と いふので、 桂の 

男 山と 狨け た。 

〇 日 も かげろ ふ の —紅葉の 

色、 月の 光で 日光 も かげる 

程 光 を 失 ふと いひ かけて、 

石の 枕詞 「かげろ ふ の 」 に轉 

じた。 

of.fi の 衣—^ の 衣 e 苔 は 石 

の き 10 

〇三 つ の 抉 I 一一 一  衣卽ち 袈裟 

大和 國大 安寺 2 行敎 和- 3： が 

禽觀 元年 宇. £  \嘴 に參^ し 

た 節、 その 衣に 阿 彌陀ー I 一尊 

の 影が 映 じた 邈夢 を兑 て 、 

男 山に 八幡 を 勸 ti したと い 

ふ 故事 (今昔 物^に 見 ゆ) を 

いふ。 夫木抄 衣笠 内大臣の 

跃に 「石洁 水す み はじめけ 

ん月 影の 三 つ の 衣に 影 ぞう 

っリ し」 

〇 しるしの 宮— 御 祌體勸 請 

の宮。 へ 幡御垂 跡の しるし 

であるから、 行敎和 W の袈 

裟を宮 に 納めて 勸 請 したと 

V ユ 

〇 祌宫寺 ー 祌 社に 附 ® した 

寺。 

〇 鳩の^— 男 山 S 別名。 

O  HI 千 世界- 1=1 千大千 世界 

の 略。 一 切 世界の 意。 


を 尺し ¥ み (と 二人とも 下に 居て 合掌)" 上 歌 『久方 CTn:: の 

かつら をと こやま 

桂の 男 山。 (二人 立ち ヮキは 脇 成に 歸リ) 。月の 化 の 男 山。 

さ やけき 影 は 所から？ シテ 右の 方 をれ 廻し リ。 紅葉 も 

照り 添 ひて 日 も かげろ ふの 石淸 水。 苔 の 衣 も 妙 

なり や。 三つ の袂に 影う つ る へ歸 リマし るし 


の 宮を納 むなる。 法の 神宮 寺 ありがた かりし お 

地 かな。 巌 松^って。 山 聳え 谷 廻りて 諸 木 枝 を 

迚 ねたり？ 见上 げ见 下し v 鳩の S 越し 來て 見れば 

c: と正而 先へ 出て 见 上げ ：}。 三千世界 もよ そな らず 千里 

も 同じ 月の 夜の？」 S し〕。 朱の 玉垣 御戶 代の。 錦 か 

け まく も。 忝し と 伏し 拜 む？ 常 呢に歸 る) 

【四】  、-. -、.  ご y 

シーア 一 これ こそ -,; ：沾水 八幡宮に て 御座 候 へよ く 

おん のが  ひ  く  亡ん に AJ*rr つ 

よく 御 拜み候 へ J はや 日の^れ て 候 へ ば 御暇屮 

し^ ベ し (と 右へ ©リ歸 る 心) 

を& なめし  まう  こと  をと こやま 

ヮキ 「なうな う 女郎花と 申す 事 は。 こ の 男 山に つ 


御せられ るお 旅所 を拜 し、 

あたりの IR 色 を 見て、 

翁 「場所柄と て、 この 男 山で は 月の 光も淸 

く、 紅 紫の 色 も 一人 濃く、 日の^ さに も 

勝る ばかりで、 この 石淸水 はほんと に 結 

構な 所. てす。 それから あの 彌陀 ：ーせ の：^ 

影のお 映り 遊ばされた 袈裟 を收 めた 御せ； I 

を 納めた 祌宮寺 も、 誠に ありがたい^ 地 

です。 山の 岩根に は 松が 箨ぇ、 Sjf から 谷 へ 

かけて、 色々 な 木の 枝が 生 ひ： 紫って ゐる。 


かう して 娘の 嶺へ 來て兑 ると、 全^界が 

一眸の 中に 集まって ゐて， 隈なく おらす 

月の 光が、 赤い^ 垣に 映えた 祌々 しさ、 

ほんと にこの 山に 縱麼 まします 神樣 は、 

あり 力た い ことて す」 

と拜 する。 

【四】 

翁 「これが 石淸水 八幡宮です e よく 御拜な 

さい" はや 日 も 暮れた から、 私 はこれ-て 

お^します」 


佾 「もうし、 この 女郎花 は S 山と. と 


假 〇 

後 塚 あ 女 許 〇 

や 〇; 

さ掛申 〇〇 い o 借 月 白 〇 

j 乍 小 

のとる 郎リ男 

ラ何1 ■ 

- く す か 御 ひ 朱 V 色樂千 

名 野 

假 い を 花 志 嫁 

の と 

L え け 曰 ゝ の 
こ もり /  *  Ji ゝ り 

*■ 、モ 田 

で の 

託 ふ 女 塚 水 女 

な も 

い 忝 ま 代け 玉 

0  二の も 

あ 賴 

で 。嫁が 町 嫁 

い な 

ひいく  | た 垣 

千 詩 同 

ら 風 

あ も 、あの | 

程 や 

力 》     c も 神 &  | 

里 句 じ 

ら 1 

る と 右り 東男 
、よに 、の 山 

梦 1 

け 御 1 前 月 

外 つ 1 

い 何 

た戶 口の 夜 
e 帳に 御 の 

故 S 和 

曲 

り あそ 田の 

た と 

人 五 漢 

作 

謠る のの 南 

と も 

にか 戶 明 

心夜朗 

者 

曲 を 左 中 十 

の い 

錦 け 帳 き 

し 中 詠 

の 

以 男 に に 町 

意 ひ 

をて" と 

を 新 集 

きたる 謂れに て 候 か 

シーア 「あら 何ともな や (と ヮキへ 向き )。 前に 女郎花の 

古歌 を 引いて。 戲れを 申し 候 も 徒 事に て 候。. 女 

なめし  A* う  を とこやま  いは 

郞 花と 申す こそ。 男 山に つきた る 謂れに て 候へ。 

T  ふもと  >ふ こづ をん なづ ズ  ふ  ま-つ 

又 この 山の 麓に つ 男 塚 女 塚と て 候 を 見せ 申し 候 

おん に 

べし。 こなたへ 御 入り 候へ 

シテ 正面へ 二三 足 出で、 ヮキも 少し 出づ" シテ 正面の 方に 向 

气 

シテー こ れ なる は 男 塚 ズ目附 柱の 方に 向き リ又 こなたな 

る は 女 塚 ズヮキ へ 向 さ こ の 男 塚女弒 につ い て女郞 

花の 謂れ も 候" これ は 夫 象の 人の 土^-にて 候 

ぶラ ふ  ひと  ,、 に  ぶで つじ  い 

ヮキ- さて その 夫婦の 人の 國は い づく。 名字 は 如 

何なる 人 やらん 

シテ- 女 は 都の 人。 男 は こ の 八幡 山に 4 小 野の 賴 


地上 歌 『^かしゃ 古 を (ヮキ 元の 麼に 歸リ リ。 語る もさす 


花 


關 係が あるので す」 

翁 「 - 」 おは 驚き 人 つ た 。 今更 そ の やうな 事 

をお 尋ねな さる やうで は、 先程から 古歌 

を 引 い て 戲れ を. m- した こと も 無意義で あ 

つた。 女郎花 は 勿論 この 男 山と ％ ぃ關係 

が あるので す。 なほ 又 この 山の 麓に、 男 

塚 • 女 塚と 申す のがあります から、 お見せ 

しませう。 こちらへ お出でな され」 

VJ いつて、 山の 麓へ 下りた 心で、 


翁- これが 男 塚-て 、又 こちらに あるの が 女 

塚です。 この 男 塚 • 女 塚に ついて、 女郎 

花の 物語 もあります e これ はもと 夫婦の 

人 を 埋めた 塚です」 

僧-して、 その 夫婦 は どこの 國の 人で、 名 

字 は 何と 申します」 

翁 「女 は 都の 人， て、 男 はこの 八幡 山に 住む 

小野賴 風と いった 人て す。 いや、 この や 

うな 昔話 をす るの はお 恥 かしい が、 と 申 

して、 お話しなければ、 誰も その 亡き 跡 

を 弔って くれる 人 もな し …… 資は 私が 賴 

一一 一 四 九 五 


女郎花 


=ー 四 九 六 


〇 思 ひ賴返 の —思 ひ 寄る を 

敏^に， ^の 吹く を 更け 行 

くに いひ かけた。 


がな り。 申さ ね ば 又な き 跡 を。 誰か^に も^ I ひ 喊 

の。 たより を 思ひ賴 風の。 更け 行く 月に 木隠れ 

て 夢の 如くに、 失せに けり 夢の 如くに 失せに け 


といって、 更け； 仃く 月の 木^に^ の や 

に 消え失せて しまった" 

j も.^ s:ol する o 


つ 方より 御 出 


シ テ 「水 隱れ て」 と 右 へ 廻 リて常 應 に て 開き、 靜 かに 屮人 、 

【問】 狂 t  口山 下の 者、 涪附段 熨斗 ！：《• 長 上下 • 腰帶 小刀の 装^に て^ に 出で、 

狂 マ 「かやう に 候 者 は。 八幡 S.E 下に 住居す る^に て 候。 承り 候へば。 ^郞花 S 盛" 

參り て 見 申 さば や と^す る。 (ヮキ を て) いや これに Z ^馴れ. S- さ ぬ 御 佾 S 御座 候が。 

でな され 候ぞ 

ヮキ 「これ は 九州 松沛 潟より 出で たる 僧に て 候。 御身 は- ) の^- S 人に て 渡" M  ノ 

江 J 「なか/ \ この 邊 S 者に て 候 

ヮ キ 「さやう にて fe5 はばま. つ 近- ソ御 人り：^ へ C 尋ねた き 事 S 候 

^ r, 「畏 つ て 候。 (舞 ：>- の as 巾 に 出で 下に W て. }さ て御尋 ねな された きと は C いか やうなる 御 川 に て 候ぞ 

ヮキ 「思 ひも 寄らぬ 申 し 事に て 候へ ど も 。古 この 所に 於 て。 賴風火 ^  s 御 I に つ き^ 々 ， 十 細 あ るべ し。 

御存じに 於 て は 語 つ て 御 聞 か せ 候 一， 

狂言 「これ は 思 ひも よらぬ 事 を 承り 候 もの かな。 我等. o この 邊には 住居 仕り 候へ ども。 左找 の^ 委し 

く は 存ぜす 候 さりながら。 初めてお 目に か 、り 御 尋ねな され 候 事 を。 何とも^! ぜ ぬと 中す もい か V 

にて 候 へ ば。 凡そ 承り 及 ひたる 通り 御物^り. S- さう する にて 候 

ヮ キ 「近頃 こ て 候 


狂言 「さる 程に ^郞花 S 子細と 申す はつ 古 この 八幡に。 小 野 S 賴臌と 中す 御 方の 御座 ありし が。 訴訟 3 

事 候うて つ 永々 御 在京な され 候が。 と ある 女と 契り 給 ひ。 この 所へ 御 下向の 時 御 申し 候 は 。後より 

迎 へみ-参ら する 問 C 御 下向 候へ と 御 約束な されし が。 賴臌 はよ ろづ 暇な き 御身 なれば。 左 樣の事 を 

忘れ 給 ひ。 御 音 づれ もな く 候閒： かの 女 尋ねて 來り。 その 由 申し 候に。 折節 賴 風に 山上に 御座 あり 

て。 御 留守 S 事 なれば。 .2: よりあら けなく 返事 を 申す 間。 さて は賴 風の 御 心變り 行きたり。 この 上 

は 都に 歸 りても せんなし とて。 放 生 川へ 身み- 投け 空しくなり 袷 ひて 候。 あたりの 者 ども 驚き 騷 ざ。 

取り 上け 申 マ 折節。 賴臌 山上より 御歸り あり C 立ち寄り 御覽 あるに： 都に て 契り 給 ひし 御 方 なれば。 

先非 を 悔い 袷へ ど 返らぬ 御 事 なれ ど C その ま ゝ野逡 S 土中に 築き 込み。 女 塚と 申し 候。 又賴^ も 程 

なく 空しくな. s 給 ふ 間。 同じく 塚に 築き 込み C 男 塚と 申し 候 C 又 女郎花と 申す は。 かの 女性の 身 を 

投 ゆし 時 。山吹色の 衣 を 召されし を： その ま、 土中に 築き 込み 候が C その上より 生 ひ 出で たる 草な 

れば" 女郎花と 申して。 この 山の 名 草に て 候。 まづ 我等の 承り 及びた る はかく S 如くに て 候が C 何 

と 思 し 召し 御尋 ねな さ れ候. ぞ。 近頃 不審に 存じ 候 

ヮキ 「懇に 御物 語り 候 もの かな。 尋ね 申す も餘の 儀に あらす。 御身 以^に いづく ともなく 老人 一 人來 

られ候 程に。 卽ち 言葉 を 交 はして 候へば。 色々 古歌な どみ-詠まれ。 男 塚 女 塚を敎 へ。 賴風 夫婦の 御 

事 を 身の上の やうに 申され。 その ま、 姿 を 見失うて 候 

狂言 「これ は 奇特なる 事 を 承り 候 もの かな。 總じ てこの. E 下に。 左様の 老人 は 御座な く 候が。 さて は 

賴風 S. 御 亡 心 現れ 給 ひ。 御言 葉 を か はし 給 ふと 存じ 候 間。 暂 くこの 所に 御 逗留 あ り。 重ね て 奇特 を 

御覽 あれ かしと 存じ 候 

ヮキ 「近頃 不思議なる 事に て 候 程に。 暂く 逗留 申し。 ありがたき 御經 を讀 誦し。 かの 御 跡を懇 に^ ひ. 

申さう， ずるに て 候 

女郎花  I  ^九 七 


女. E- 花 


三 四 九ん 


【五】 

〇 牝 鹿の角の— 新 古今 ％柿 

本人 丸 5 缺 「夏野 行く 牡鹿 

の 角の 束の間 も 忘れず 思 へ 

いもが 心 を」 を 引き， 束 を 

塚に いひ かけた。 

〇 出 離 生死— や： 死の 迷界を 

脫 離して、 速 かに 菩投 を證 

得せよ と の 意。 

S 


〇 曠野 人 稀な り— 九 相 詩 

_ 野外 人 稀 何物 有、 ^レ 屍猛 

K- レ.！ H レ .ー  を： y  .* た 


〇- つら 紫 か 9 葉の— 恨む 

を 紫に いひ かけ >  恨む の緣 

で^と 續 けた" 莴の葉 は 風 

に衷 返り 易い から うらみ 

ると 繚け © はした 語。 


狂言 「，一 退 留 にて：^ はば 重ねて^: 川仰 せ：^ へ 

ヮ キ 「糢み 候べ し 

狂言 「、い^ 申して 疾 

と いひて 狂言 は 引く C 

【五】 

ひ i よふ  .* しケ  つの  つ f-  く  3 

ヮ キト； 歌 (待き 『 | 夜 臥す。 牡鹿の 角の 塚 の^.。 牡鹿 

か 6  ふ  f こん  4 むろ のり  こ ゑ 

の 角の 塚の 草 蔭より 見えし 亡魂 を。 弔 ふ 法の聲 

立 て て。 OS へ 向き合？ て：) 南無 幽霊 出 離ぎ 死 & 

#!n 提 (と い ひて 直す) 

出端の * 子に て、 後ジテ 小野賴 風、 而邯 ^男.黑龜. 金緞鉢 

卷* 風 折 烏 帻子* 襟 白 • 着附 厚板 *單 狩 衣 • 白 大口， 腰 帶* 扇の 装 

朿、 後 グレ賴 風の 妻、 面述面 黎帶， 襟 赤 • 着附 摺箔， 色 入 

唐綠着 流の 装束に て、 ッレを 先に 立てて 出で、 ッレは 直に 舞 

^に 入りて 常 座に 立ち、 シテは 樯懸ー の 松に S まリ て、 

くわう や ひ. £  t れ  こ ふん  また なん 

後ジテ 『おう 嚷 野人 稀な り。 わが 古墳なら で 又 何 

もの 

物ぞ 

か 4* ね あら- V まう じう  きん  あた 

後 ダレ 『屍 を爭 ふ猛獸 は。 禁ずる に 能 はず 

シテ 『なつかし や。^ けば 昔の 秋の 風 

ッレ 『うら 紫 か 葛の 葉の 


【五】 

後 段 

旅^ はこ k に 一夜. 貼て、 かの 塚の i 

から 現れ 出た 亡魂 を 弔 はう と、 誦經し 

て、 

佾 一， II 『南無 幽靈、 生死 を 出 離して、 B 

に 菩提 を證 せよ』 

,「幽*8ょ、 生死の 迷界ケ «れ て、 逨 かに 成 佛 せよ) 

ミ^ 弒す る o 

【六】 

旅 W が して、 B 寢 して ゐス -ミ、 その 梦に、 W 

ジテ小 » 弒 風、 後 >  レ钳 W の .ぉジ 現れ 出る 想で 2 

賴 S_T おうこの 廣ぃ 原に 往來 する 入と て 

はなく、 わが 古墳の 外に 何物 もない」 

琴 その 塚 も、 猛 iS がわれ 一 と爭 つて 來 

て、 屍 を 喰. ひ 散らす の をと める こと は 出 

來 ません し …… 」 

賴 A 「あ 危なっかしい。 g けば 昔の わが 妻 

の IT た」 

0: いえ、 あなたに はお 恨みが ある だけで 

す」 


〇 歸 らば 連れよ —娑婆に 歸 

らば 連れて行 けと 5 意。 ^ 

の 葉の 裏返る と いひ かけた 

〇 妹 背の 波 I 波は歸 るの 緣 

で 出し、 下の^え を 呼び出 

す 料と した C 

〇 消えに し 魂の I 魂 を 玉に 

玉の緒 を 女郎花に いひ かけ 

た o 

〇 花の 夫婦— 花やかな 夫婦 

女郎花に 通 はせ た e 


〇 人 ま— 人の 往來 Q 絡え 間 

男の 暂く通 つ て來 なか つた 

こと をい； 5  。 


〇 放 生 川— 男 山の 麓 を 流れ 

る 川，. - 


〇 あ へ なき—. はかな. 


り 


シーア 『歸 らば 速れ よ 。妹 背の 波 

き  たま  ^みなめ し はな  ふう ふ  あら は 

地 『消え にし 魂の。 女郎花" 花の 夫婦 は 現れた 

(と シ テ常 座、 ッレ 大小 前へ 行き ヾ あら ありがたの。 嘲 法 

な (と ヮ キ へ 合掌) 

ヮキ 『影の 如くに 亡魂の。 現れ 給 ふ 不思議 さよ 

ッ レ 『わ ら はは 都に 住みし 者。 かの 賴 風に 契り を 

こめし に 

す こ  ちぎ  ひと  まこと  おも 

シテ 「少し 契りの さはり ある。 人 ま を 3 具と 思 ひけ 

る 力 

ッ レ 『が 心 の はかな さは。 都 を獨り あく がれ 出で 

て _ 猶も 恨みの 思 ひ 深き。 放 生 川に 身を投 ぐる 

と謠 ひながら ッ レ 正面 先へ 行き 下に 居て 投身の 心 を 示し、 立 

ちて ヮキの 上に 行きて 下に 居る。 

シテ 「賴風 これ を 聞き つ けて。 驚き 騷ぎ 行き 見れ 

ば？ 正面 先へ 出で ：}。 『あ へ なき 死骸ば かりなり？ し を 

リ ながら 常 座に 歸リ) 


女 郎 花 


® 風 「いや 夫婦 だ、 娑婆 へ 歸 るの ならば、 

連れ立って 行かう」 ， 

./J いって、 佾の 前に 現れ、 

" 一人 「亡くなった 女郎花の 夫婦が 現れて 來 

ました C ありがた いお 經 でございます」 

佾 「影の やうに、 幽靈の 現れて 来たの は、 

實に 不思議な こと だ」 

私 は 都に 住んで ゐた 者で、 あの 頼 風と 

契り を 結んだ の -てノ  J ざ い ますが … … 」 

賴 風-暫く 差 支が あって 行かな かった の 

を、 もう 全く 緣の絕 えた ものの やうに 思 

ひ 込んで …… 」 

妻 「淺 はかな 女心に、 都 を IS りう かれ 出 

て、 漦く 恨めしう 思 ひ、 この 放 生 川に 身 

を 投げました」 


賴風ー 私 はこれ を いて 驚き 騷ぎ、 行って 

見る と、 もはや 果敢ない 死骸と なって ゐ 

たの" て、 泣きの 淚_ て 死骸 を 取り上げて、 

この 麓の 土中に 塊め ました。 すると、 そ 

三 四 九九 


女郎花 


soo 


0仃ド？ 决も —女郎花？ 葉に 

K  く^を 女の 袖 s  ^に： a 立 

てた ので ある。 

〇 蔑 之 ；-紀 氏。 ^醐 ：4<〔.に喷 

ハ欲 人」 古今^ 撰者の 一 人 

で、 その^の， 者。 〔蟥. 迪〕 

〔草子 * 小町〕 參 照。 

〇 男 山の 昔 を— 古今 集の 序 

に- 男 山の 北 3 を 思 ひ 出で、 女 

郞花の 一 時 をく ねる にも > 

缺を いひて. ぞ なぐ さ め け 

る と ある をい ふ-. - 4^ も 

文の - 男 山の 昔， - と は 前^ 

_ 八， こそ あれ われ も 昔 は ーめ 

歌に ついてい つたの を、 こ 

こ では^ 之が 男 塚 女 塚の i.:; 

0 を 思 ひ 起して い つた もの 

の やうに 附^ して ゐ る-」 

【七】 


〇む ざん I 無慙。 ^を 犯し 

て慰ぢ な いこと >  韓 じて 氣 

の 毒な. こ と。 


ッレ 『泣く 泣く 死骸 を 取り上げて。 こ の 山 木の 土 

中に 籠め しに 

シテ 「その 塚より 女郎花 一 本 生 ひ 出で たり。 賴風 

心に 忍 ふやう" 「さて はわが おの 。女郎花に なり 

ける よと。 なほ 花色 もな つ かしく。 草の 块もゎ 

が 袖 も。 露觸れ そめ て 立ち寄れば。 こ の 花 恨み 

たる 氣色 にて。 夫の 寄れ ば 靡き！^ き 又。 立 ち ^1 

けば もと の 如し 

地 『こ こに よつ て 貫 之 も。 男 山の £：：: を 忍つ てえ 郞 

花の 一時 を = くねる と 書きし 水莖の あとの 世 ま 

でもな つ かしゃ C としをる ：} 

シ テ 次の^に 合せて 舞 ふ。 (舞ク セ) 

【七】  . 

地クセ 『賴風 そ の 時に。 かの あはれ さ を 思 ひとり。 

むざん やな われ 故に。 よしなき 水の 泡と 消えて 

い たづ  ふ  ひとへ  るが  し 

徒ら なる 身と なる も。^ にわが^: ぞ かし。 若 か 


の 塚から 女郎花が 一 本^: えて^ ました。 

さ て はわが^ が 女郎花に なった 7 だと 思 

つて、 やはりな つかしく 思 はれ、 この 草 

に く 露 を 女の 袂の^ と 思 ひ、 わが 袖と 

觫れ合 はさ、 つと、 その 草の もと へ 立ち寄 

ると、 花 は 恨めし さう なほ子 をして、 .Z: 

分が 近寄る と 返き 離れ， .U 分が 立ち^く 

と、 またもとの や、 つになります。 この 樣 

な こと を 中して ゐ ますと >  かの 赏 之が、 

男 山の 昔 を 思 ひ 出して 1 女郎花が 一 寸す 

ねて 見せる』 と 書いた ことまで 傯 ばれて、 

なつかしい のです」 


【七】 

親 風| その 時、 私 は^の 心 持 を 察し， あ > - 

W 哀 想な こと をした。 來敢 ない. せ を 水に 

投げて 死ん. てし まつ， たの も、 全く.：：： 分の 

罪 だ。 一層の こと、..： H 分 もこの 世 を 菜て 

て、 同じ 冥途へ 行か- 「と 決心して、 また 


〇 同じ 道 I 同じ 冥途。 


【八】 

〇 閻浮— 閼浮 松の 略 C この 

も C 

〇 邪 姹の惡 鬼 I 邪姹 2 惡業 

を 責め立て る 鬼 ■」 

〇 劎. の 山— 往生 要 集に 「又 

復 獄卒 取 ー1 地獄 人 I 置, 一刀 葉 

林 T ほ n 彼樹頭 I 有,； 好 端正 餱 

飾 婦女 T 如，， 是見 巳卽上 u 彼 

樹？ 樹葉如 レ刀割 二 其 身 肉 T 

次 割 二 其 筋 T 如 レ是劈 II 割 一 

切處 T 已得 .iz 樹、 已見こ 彼 

婦女 I 復在二 於， 地 T 以，， 欲 W 

限 一 上 II 看 罪人 一 作 二 如レ是 言 f 

念 レ汝因 緣我到 ニ此處 T 汝今 

何故 不 ii 來近 p 我、 何 不レ抱 

レ我、 罪人 見已 欲心 熾 盛、 次 

第 復下ノ 刀 葉向レ 上、 利 如 一一 

剃刀 T 如 レ前遍 割 n 一  切身 命 T 

旣到レ 地 已而彼 婦女 復在 n 樹 

頭 T 罪人 a 巳 而復上 ^ 樹 

〇 劎の 枝の— 金 葉 集 和 泉 式 

部の 歌に- 地獄の 铕に、 劎の 

枝に 人の 貫かれた る を 見て 

よめる 」 と詞 書して 「 あさま 

しゃ 劎の 枝の 撓 むまで こ は 

何のみ の なれるな るらん」 

と あるに 慷 つた C 


じ. 孚 世に 住まぬ までと 同じ 道に ならん とて 

シテ 『II 餐ぃ て こ の 川に 身 を 投げ て (と 正面 先にて 下に 居 

地 『ともに 土中に 籠め しょ り 女 塚に 對 し て (と 立 

また ^こ. y やま 4*- つ  つ.？ -  ねし  *6 ぼろし 

ち)、 又 男 山と 申すな り その 塚 はこれ、 主 はわれ 幻 

ながら 來 りたり。 跡 弔 ひて たび 給へ 跡 弔 ひて た 

.0^ めロ  /  (と 脇 正面に てヮキ へ 向き〕 

【八】 

地 『あら 閣#。 戀 しゃ (と 袖に て 面 を拖 ひながら 常 座へ 行き) 

I： カケリ 〕 

地 (キリ) 『邪姹 の f 鬼 は。 身 を 責め て。 邪 娃の惡 鬼 

ねん りき  & ち  つ る ざ 

は 身 を 責め て。 その 念力の。 道 もさ か しき 劎の 

山の。 上に 戀 しき。 人 は 見えたり 嬉し やとて。 行 

き の ぼ れば。 劎は身 を 通し 磐石 は 骨を碎 く、 こ 

は そ もい かに 恐ろし や。 劎の桉 の。 撓 むまで。 如 

何なる 罪の。 なれる はて ぞゃ。 よしな かりけ る。 


女の 後を慕って， この 川に 身 を 投げ、. 同 

じく 土中に 埋められ たので >  女 塚に 對し 

て， こちら を 男 山と も 申す の-てす。 その 

塚 はこれ で、 その 塚の 主 は 私， て、 幻^ 姿 

"て 現れて 來 たのです。 どうぞ 後世 を 弔つ 

て 下さい - 


【八】 

铕風 1,* め 


この 世が なつかし 


女郎花 


〔カケ リ〕 

に その 心挂 み-示し、 

敏風 「死んだ 後 は、 邪姹の 悪業の 爲に、 惡 

鬼に 身 を 責められて， 險 しい 劎の 山の 上 

に、 戀 しい 人の^が 見える、 あ、 嬉しい 

と 思って、 女 を 思 ひ 込んだ 力で >  その 山 

へ 登って 行く と、 劎は身 を 刺し通し、 磐 

石-て 身を碎 くの. てす e 何とい ふ 恐ろしい 

こと. てせ う e 紉ハ 枝に 刺し通され るまで 

の  >  恐ろしい 罪^ 報い を 受けた のです。 

思へば、 女郎花が ちょっと すねて 見せる 

とい ふの も、 つまらない 夢. てした。 でも > 


を iff リて -V を：^: ン Ag マ frr 

樂の 蓮華^の^ に^ リ 做し 

た。 


女. B  ィ 

花の 一 時 を" 、 . 


，夢 ぞ女 ，ぉサ 


匕。 


逑も 同じく 花， てす か^、 緣のぁ 

の 蓮 i に 生まれら 


,1 I  ；  一  る ものと して 

,  r  、ね， -で 、うご ヒメ 4? れる f つに 成佛 させて 下さ L 

の齡 に。 浮かめ てた び 給 へ 罪 を^ 力めて ズ P ザ 一 ォる、 やい つて i 

へ 「露 S や」 と f  、行きて ヮ 5 案し、 直して 留 拍子 を 

•  ひ。 


〔考 異〕 

者巟 (五 流)  .. 

-1  一 ，  I 

著し い 異同 はな い  , 、 

、、、、、、  、「】"  り- H やと 

古る 本 (光悅 本)  、  i."  ic …宇佐の^ I と 御 1 體 なれば (にて 御座^ ぼと f)：、：、 

He  f  、  ，3ハに ノ  a,,  >  i  ^  ヮ キー 「ヶ 3  w  =t に •  •  • ： ジ ,t  ,1 f   STXTSV 1 1- ぃソ S 可 なる 

，二 ヮキ 「こし ±九3- …； この 秋 广 光度〕 S ひ 立ち  f  「 、&、 、、ゾ to*ti …… ヮキ 「さて 御身" (光 そ もし. 91 

【一】 ヮキ 一 こ れ". ？チ  _  、  rill シテ- なう (光^ \>) そ ゾ. P  ： .. 

さても 色 を 飾 ^含み in; げ： rl ベ けれど (光い) ：.：• シテ 「いやされば こバ •：： .U 

人 なれば これほど 咲 &き (光お ほき」 ：：： ' Hlstlc シテ 「この 尉 こそ SK. 光 ナシ〕 山-する…. 

f  :::  g  ^Juus^5 I ら 何ともな や， 「徒 ゴて 

【四】 シきれ き i 水 ：.：. SS^UU-^MU :.:  ？ fi き 乂  (光 ナシ) ：：： ヮキ 「さて その：. 

IV ゃ篇 (光お と， す、 こ、そ？？、 に、 つ 、きたる 

(光 名 を はなに あ f )  • 


【時】 神代 (無季) 


【作者】 能 本 作者 註文、 二百 十番 謠目錄 ともに 觀世小 次郞の 作と す。 蔭 凉軒日 錄に寬 正 六 年 九月 二十 七日 春 日 祭に 觀世大 夫の 演じた とま- 

る  〔出 雲 十 柄〕 は 本 曲 の  >  」 とで あらう か C 

【梗概】 素盞嗚 尊が 出雲國 へお 降りに なった ところ、 ある 疎屋の 内で、 老人 夫婦が 一人の 少女 を 中に 置いて 泣いて ゐ るので その 事情 を 

お尋ねに なると、 「私 ども は 手 摩 現 • 脚 摩 乳、 少女 は奇稻 田姬と 申す 者です が、 簸の 川上に 棲む 大蛇が 年々 わが 娘 を 取り、 今 また 最後に 殘 

つたこの 子 を 取らう として ゐ るので す. 一とお 答へ した。 尊 はこれ を憐 み、 姬を われに 得させよ とお 約束に なって、 八 艘の洒 船 を 川上に 浮 

 1  ！ r  ^  I  一二 五 〇 コー 


大 


蛇 


一一 Is 四 


かべ させ、 姬の姿 を これにう つして、 大蛇 を 欺き 辞 はせ ようとお 計りに なった-」 おして 大蛇 はこれ を 飲み 千して 醉ひ 伏した の-て、 はは 

十 握 ？ 弒を拔 い てこれ を 平らげ、 そ の 尾に あった 劎を 叢雲の 劎 とお 名 づけに なつ たに 

〔出典】 ^潔 €.な の 大蛇 返 治 は^: 名な 神話で、 古事記， 日本書紀 ともに 詳しくお して ゐ るが、 本 曲 は^として^ 紀に摅 つた ものと 思 はれる 

から、， その 文 を 抄出す ると、 

是時、 素盞 嗚尊自 レ天而 降-一到 於 出 雲 國簸之 川上 T 時 ョ 川上 有 n 啼 哭之聲 T 故尋 レ聲、 覔往 者、 有 = 二 老公 與，； 老婆 T 中間 &二 少女 T 撫 

而哭 之、 素 盞嗚尊 問 S, 汝等誰 也、 何爲哭 之如レ 此耶、 對曰、 吾是國 神、 號 I： 脚 摩 乳 T 我妻號 I 一手 摩 乳 T 此 童女 是吾兒 也、 號 ：ぉ 稻 m 姬？ 

所，： 以哭 I 者、 往時 吾兒有 コ八箇 少女 T 毎 レ年爲 コ 八 岐大她 所 C 吞、 今此少 童且臨 レ被レ 吞、 無レ由 - 脫免 T 故以 哀傷， 素 盞@然 勅 曰、 若然 者、 

汝當 以，， 女卡レ 吾耶、 對曰、 隨レ 勅^ 矣、 故 素 議嗚尊 立 化 n 奇稻 姬 I 爲 n 湯 渚 爪 櫛 T 而挿 1: 於 御. M 乃 使 >: 脚 縻乳手 摩 乳 T If -1 八 II 酒 T 幷作 二 

IS 展八 間？ 各 置-二  ロ槽 T 而盛レ 酒 以待之 也， 至 レ期果 有 n 大她 T 頭 尾 各 有 n 八岐？ 眼 如- 1 赤酸醬 T 松柏 半ビ 於せ 上 T 而 蔓； 延於八 &八谷 之 

間 T 及 二 至 SWT 頭 各 一 槽飮醉 而睡、 時素盞 鳴^ 乃拔ニ 所レ帶 十握紉 T 寸斬 1 ー其她 T 至 レ尾劎 刃 少缺、 故 割， 1 裂 其 尾 i 視之、 ニ劎？ 此 

所謂 草薙劎 也。 

一書 曰、 本名 天 叢雲 劎， 蓋 大她所 レ居之 上 常 有. n 雲氣 T 故以名 ®、 至 二日 本武 皇子 一 改レ名 曰ー 一草 薙劍？ 

【概評】 素盞鳴 尊の 仁慈 勇猛 兩 面を說 いた、 著名な わが 神代 說話を 題材と した もので、 本 曲と 同じ 作者の 手に 成った 〔干 〈井〕 と 竝び稱 せら 

るべき 曲 柄で ある。 同じ 材料 を 取扱った 〔源 太夫〕 が 日本 武綠の 御 事^と 結びつけ、 佛說 を附會 して、 胸 色の 混 維 を屮： じて ゐ るのに 比べ 

て、 本 曲 は 祌話を 原形の ま k 忠寶に 二 段 劇 能に 脚色して、 爽快な 感を與 へて ゐる。 题材 の^: 質 上、 叙^文 はや  >多 いが、 〔玉 井〕 より は遙 

かに 滑 かに 戯曲と しての 體裁を 整へ てゐる C 神話 を 脚色した ものと して、 上乘の 作と いひ？ 1 よう。 


1 


【 I 】 


後見， 引 廻 を かけた る^ 屋の 作物 を 太 小 前に 出す。 シ テ手摩 

乳、 面 小尉. 尉髮. 着附小 格子. 水 衣. 膀帶豳 の 装束、 ッ レ 脚縻 乳、 

面 姥*姥髮， ^帶 • お 附摺箔 •： ^板 着 流， 水 衣の 装束、 子方 奇稻 

E 姬、^ 帶，^ 附摺箔 *麼綠 ^流 の 装束に て その内に W る。 


C  I 1 


第 一 段 

麵臺は 初め SK や 

*5 を随へ て^ 場" 


ヮキヅ レの從 


〇 始めて 旅に 行く 雲の— 旅 

に 行く を 雲の 行く に いひ か 

け、 雲の 收 まる を國の 治ま 

るに いひ かけ、 雲の 字に 出 

雲の 意 を？ i はせ た C 

〇 供 弗諾— わが 國土を 生み 

辁 うた 男 神" 

〇 混沌 未 分に 分れし より— 

混沌 はまろ かれと 訓 む。 天 

地が 1 かたま リ になって ゐ 

て、 分れて ゐ なか つ た の が、 

二 つ に 分れた 時から と いふ 

意" 日本書紀に 一 古 天地 未 

レ 剖， 陰陽 不レ 分、 渾沌 如 こ 

B  | 」 

〇 新羅の 國に 天降り— 新羅 

は 今の 朝鮮， 三韓の 一 "素 

盞嗚 尊が 新羅 へお 降リに 

なった こと は >  書紀の 一 書 

に 一 素 盞嗚尊 所行 無狀、 故 

お 神科以 二 千 咴置戶 ？而遂 逐 

之 、是 時、 素^^^ 帥, 一 其 子 

艽 十猛祌 T 降 I 一到 於 新 Si 國 T 

展>1 晉尸茂 梨 之 處！. 乃 興 言 

曰、 此地吾 不レ欲 JSI, 燈ニ 

坡土 一作 レ舟， 乘之東 渡， 到 一一 

出 雲國簸 川ト： 所在 鳥 上 之 

3^ 一  - と ある I 

〇 思 ひ 立 つ— 立 つ は 裁つ と 

じ昏で >  衣の 象 語。 

〇 あしたの 原 I 大和 國^ 下 

郡に ある-」 旅立 つ 朝と い ひ 

かけて 地名 を 文飾に 用ゐた 

ので ある C 

^11 


次第の 蛾 子に て、 ヮキ 素^ 鳴 尊、 唐 冠 • 色 鉢 卷* 着 附厚根 

被 ..0 尺 口 • 腰 帶. 扇の 装束、 ヮキヅ レ從者 二人、 洞 烏帽子 • 

着 附厚根 • 狩 衣 • 白 大口  • 腰 帶. 扇の 装束に て 舞 * に 入 リ向合 

ひて、 


-キ》 


1 次第 『始め て 旅に 行く 雲の 始め て 旅に 行 


く 


雲の 治まる 國を 尋ねん 

地 取に ヮキは 正面に 向き、 C1 ッ レは 下に 居リソ 

ヮ キー 抑 もこ れは伊 羿諾の 御子 象^ 嗚 の^と は 

わが 事な り 

ヮキ • ヮキヅ レ广立 ち) 向 向 ひ て 、 

r 乙 『それ 治まれる 國の 始め-^ 沌未 分に 分れ 

しょり。 新 1 の國に 天降り。 それより やがて 旅 

ごろ も 

衣の 

r-^ 道行 『思 ひ 立つ あしたの 原も遙 々と。 あした 

の 原も遙 々と。 ^えて 漕がる る はに ふ の 小舟 の 

棹の さして 猻。 行く へ の 波 も 八 象 立 つ 。 出 雲 の 

國に 着きに けり 出 雲の 國に 着きに けり 

蛇 


「始めて 旅に 出て、 出 雲の 方.. 太平の 國 

へ 行かう」 

ミ次 第み- 謠 つ - 旅の 目的 を 述べ 、 


せ 「. 31 分 は 伊弊認 神の 御子^ 盞 嗚 神で あ 

る」 

ミ UJ 物 人に.； H;u 邾介 をし， 

せ-, 自分 はこの 太平の HI 本の 國の 出来る 

始め， まだ 天地が 一 かたまりであった も 

のが、 天地の 二つに 分れた 時から， 新羅 

の國に 天降った が、 それから すぐと， ま 

た 旅な 思 ひ 立ち、 朝 こ k を 出て、 遙か遠 

くに 見えて ゐ たかなた へ、 粘土， て 作った 

舟に 乘り、 波が^ の やうに 重なり 立って 

ゐる 大海 を 漕いで 來て >  こ^-出 雲の 國に 

着いた」 

ミ 旅の 垅 を 謠っ てゐ う ち に 、 atln にお 着きに な 

つた 想で、 舞 »_-. ぶ 出！ の 川上 w なる. - 


1S0 五 


〇 はに ふの 小舟一. 「はに ふ - 

は坡 生。 前 褐害紀 の 一 書に 

「以 ニ坡土 1 作レ舟 - と ある を 

指す。 

〇 水馴 柿— 水に 浸った 棹。 

椏 を さす を：：： 指す にい ひか 

けた a 

〇 八 雲 立つ— 波が. 雲の 如く 

赏 なり 立つ とい ひかけ て、 

出 雲の 枕詞 「八 雲 立つ」 を 出 

した C 

【二】 

〇 ながら へ て 生ける を 今 は 

歡く か な， -續 ね^^ 他..〕. 小 行 

經の歜 。下句 「憂き は 命の 

、 、 、 

とがなら ね ども」 

〇 身 は老鵝 21* は 老いた 

りと いふ を老 K に いひ かけ 

鶴の 昔、 昔に 立てて と いひ 

綾け た。 鵝は子 を 愛する も 

のの 例に 引かれる の で 出し 

たのて ある。 

〇 見る か ら に 块ぞ濡 るる 機 

花— 綺 古今 集 藤 原お 龃の欤 

この 下句 「空より 外 3 露 や 

おくらん - 原 欲 は、 樱花を 

見る につけても、 抉 の^れ 

るの は、 空から 降りる. 露の 

外に、 悲しみ の淚が これ を 

滞らす 爲 であらう と の 意。 

【三】 


せ 

ヮ キ 「行く へ の 波 も 八^ 立 つ 一 と 正面に 向きて， 先 へ 出で また 

もと へ歸 リ出© に^きた る 心。 ^行 濟 みて 正面に 向き、 

ヮ キ 「急ぎ 候 程に 出 雪の 國に着 きて 候。 暫く 休ら ひ W 方 S お & 

を 眺めば やと 思 ひ 候 

ヮ キグレ 「尤も 然 る V う 廣 

と いひて 脇 座に 着く。 

シ テ引廻 を かけた る 作物の 內 にて、 

シ テサシ 『ながら へ て 生ける をケは 歎く かな。 憂き 

は 命の 科なら ず。 と は 思 へ ども 思 ひ 子の。 別れ 

しと  よ  なら  われら ふ-つ ふ  力ぎ  ，0  お 

を 慕 ふ 世の 習 ひ。 我等 夫婦に 限らめ や) 身は老 


=1 五 〇-: ハ 


【二】 


鹤のー f 曰に 立てて。 泣く より^: の。 事ぞ なき 

地下 歌！ 「見 るから に；^: ぞ濡 るる 櫻 花。 上 歌 『や より^: 

お  つゆ  A  いふ けな A どり 

にぽく 露の。 空より 外に 置く 露の。 身 は 幼 S 

二  さそ  あらし か f  は ゆ  か は かふ 

子 を。 誘 ふ 嵐 は 風よりも 烈しき も の を 川上の。 

^ろち  ため  うしな  こ  わ^ 

大蛇の 爲に失 はん子の 別れ をば。 いかに せん子 

の 別れ をば いかに せん 


【三】 

ヮキ 「わ 


この 阈に來 り つ つ。 I： 方の 景色 を眺む 


【二】 


教 S- は waffle 手 *a の * で、 シ チ^ at 孔、 ？ レ脚 

摩 乳、 子方な^ もに わ：；. 家に K る 想で、 

IT に ほり 

この やうに 長生き はした が、 今 は卞 

きて ゐる ことが 却って 悲しい。 この^: は 

辛い もの だ.： m 分 だけ が 辛 い の では な い 、 

と は 心得て ゐる けれど、 可愛い わがやと 

の 別れ を 悲しむ の は， 世^ 一般 のん：^ て、 

自分 達 夫^だ け で は あるまい。 それ だの 

に、 この やうな 年寄り になつ て、 わが 子 に 

離れ て は、 子 を 思 ふ 情に 引かされて、 た ^ 

泣く より 外 はない の だ。 櫻の 花の 散る の 

を 見る につけても， たド お から 降りる 露 

の爲 ばかり， てない、 悲しみの 泯 の^に 袖 

が 濡れる の だ。 露と いへば、 人の せ は 露 

の やうな 架敢 ない もので、 幼 い 子供で も， 

あの世へ 誘 はれて 行く の は， 花の 散る よ 

り もな ほ 脆い ものであるのに、 その 短い 

1 生の 終る の も 待たないで、 大蛇の 爲に 

殺されて しま ふと は C あ、 どうして この 

子に 別れる ことが 出來 よう」 

【三】 

桊 が * 入， k 婦の 泣く の ケ お ra さに なった 想 

で、 

せ 「 自分が こ の 國へ來 て、 あたりの：^ S を 


〇 柴の戶 の— 柴の戶 の 明く 

を 日の 明け 暮に いひ かけた 

〇 久方の— 天の 枕詞。 


〇 木綿 TO: 手の— 何と いふと 

言 ひかけ、 木綿で 作った 幣 

が辆 などに 掛かる を、 斯か 

る 泣く 音に いひ かけた。 

〇 恥 かし の— 恥 かし を 山城 

國乙訓 郡の 羽 束 師の杜 に、 

杜 を漏リ にい ひかけ た。 


〇 おし 明け方の！ 

押し開けと いひ か 

古今 集 藤 原 良經の 

戸 を おし 明け方 の 

祌 代の U: の 影ぞ錢 

引き、 尊の 御 姿 を 

奉った。 


柴の戸 を 

けて、 新 

欲 「天の 

雲間よ リ 

れる」 を 

月 に 货 へ 


大 


る處 に。 こ こに 怪しき jf 屋の內 に。 いみ じ く 帝 

哭 する 聲 あり。 これ は 如何なる 神 やらん 

ふ  ひと  し は  と  あけ くれ な 

シテ 『われなら で 訪ふ人 もな き 柴の戶 の。 明暮泣 

く 音 を 今更に。 尋ね 耠ふは 誰 やらん 

たれ  し  ひさかた  あめ  くだ  かふ 

ヮキ 『誰と も 知ら じ 久方の。 天より 降る 神なる が。 

こ の國 始めて 見 そな はし。 ここに 尋ねて 來 りた 


り 


シテ 『そ もや 天より 降り ま す」 神と は 何と 木綿 四 

手の。 かかる 泣く 音 は 恥 かしの。 もりけ る 事よ 

いかに せん 

ゆに  つ- た 5  はや くす V- た みら は  いは 

ヮキ 一一 何 を か 包み 耠 ふらん。 早々 姿 を 現して。 謂れ 

を 語り 給 ふべ し 

シテ 『仰せに 從ひ 夫婦と もに。 歎き を と め て柴の 

戶を 

地上 歌 『お し 明け方の 雲間より (作物の 引 廻 を 下す：^ お 


眺めて ゐ ると、 こ  > の 粗末な 家の 中で、 

ひどく 泣く 聲 がする が、 これ はどうい ふ 

神-てあらう」 

手 摩 この 家，. へ は 誰も 尋ねて く る 者 は な 

く、 たに 自 分 達 だけ で 泣き暮 らして ゐる 

のに、 今頃お 尋ねになる の は、 一 體誰だ 

らう」 

神 「誰でもない、 天から降りて 來た祌 で、 

この 國を 始めて 見て、 こ、 へ 尋ねて 來た 

の だ」 


手 摩 「これ はく I 天から お降りに なった 

神樣と は。 まあ 何と 申し ませう、 この や 

うな 泣き 聲 がお 耳に 入って >  ほんと にお 

恥 かしい C どうし ませう」 

神 「いや 何もお 隱 しになる こと はない "さ 

あ 早く 出て 來て、 その わけ をお 話しな さ 

い」 

素盞嗚 尊の 仰せに 從ひ、 夫婦と も 泣き 

止んで、 柴の戶 を 開けて 出て くろと、 

神の 御 姿の 尊い こと- 朝 夜明け 方の 雲 

間 か ら 漏れ 出た 月 の やうに 、淸く 揮く、 

實に ありがた いお 姿で あ る " 

三ガ •〇 七  — 


大 


【0】 

〇 第 四の 御子— 書紀 に、 諾 

册ニ 尊が 國土 山川 をお 生み 

になった 後、 天下 之 主 者 を 

やまん と 思し召して 第一 

に 大日 窭贵 (天照大神)、 第 

二 に：^！ t、 第三に 蛭 ST 第 

W に 素^ 嗚尊を 千- み 給う た 

と ある に據る C 

(ノ 极の國 とこ の國— 极ハ國 

は 地下、 黄泉の 意、 とこの 

-t こよ 

1! は 常世 國 の^で、 夜の 國 

の 意。 

〇 いまし 達— 汝 等。 

〇 國の^ 祌— 國津 神の 訛。 

こ の國 土に 住む 祌。 天つ 神 

に對 して いふ C 

G 手 摩 乳— 少女の 手 を 撫で 

てゐた 故の 名 C 記紀に は 妻 

ノ  /V- と す 

〇 脚 縻乳. —少女の 足 を 撫で 

てゐた 故の 名 e 記紀に は 翁 

の 名と す e 


I せ  

し 叫け.^ の^ 問より" 神代の 月の 影淸 く。 尊の 

御 姿。 あら ありがたの a 色 やな。 か くて 夫婦の 

老人。 中に 少女 をす ゑ 置き。 歡き 悲しむ 心樣の 

こ * ろ. bi  け しき 

心許なき 氣色 かな 心許なき 氣色 かな 

【四】  、 、  -ん  . ：. 、 V 

ヮき いかに 夫婦の 老人。 われ はこれ 伢^^ 

肌の 第 四の 御子 素鑾嗚 の 神な りぶ」 れ ども 如何 

なる 故に や 御 憎まれ を 蒙り。 旣に 根の！； とこ の 

國に 赴く。 い ま し 達 は^ 何なる 神ぞ。 少女 を撫 

でて 啼哭 する 事。 そ も 何の 歎き ぞゃ 

シ テク リ 『その 時 答へ て 申さく。 奴 はこれ この！： の 

つ か A 

5： 神な り 

地 『名 は 手 摩 乳 妻の 名 は" 脚 摩 乳と 申す 夫婦な り 

シ テ サ シ 『然るに こ の 少女 は こ れ わ が 子な りこ 名 を 

くし いな だ びめ  f 

ば奇稻 田姬と 申す 

な >  to ゑ  でき  こ やたり  >i 

地 『かやう に 歎く その 故 は。 先に わが 子 八 人の 少 


 ーー一 A〇. へ  

か. 「して、 老人 夫婦が 少女 を 中に 置い 

て， 歎， き^しむ 樣 は、 に氣 がかり な 

様子であった e 


【ヨ 

せ 「老人 夫婦よ， .H 分 は 仆^^ i  .  ^弊册 の 

神の 第 四の 御子の、 * 盞 S: だが、 どう 

したわけ か、 祌 のお^ しみ を 蒙って、 も 

はや 夜：^ 國へ 行かう とすろ ところ だ" 一 

體ぉ 前た ち は ど、 つい ふ祌だ C そして、 小ノ 

女 を撫. て て 泣 い て ゐ るの は、 どうした わ 

けなの だ」 

その 時^^ 乳が お 答へ 申す に は、 


$ 私 はこの 阀 に 住む 祌. て.. こ ざ いまし 

て、 名 は 手^ i?? と 中し、 妻 は S ま 乳と 申 

します" そして この 少女 は 私の 子で、 名 

を奇稻 田姬と 中し ます" —— 

私 どもが この や-つに 歎いて 居ります わけ 

は， 前に は 私 どもの 子供が 娘 八 人あった 


〇 婊の 川. —今の 斐 伊川で、 

船 i か、 り發 して 宍逍 湖に 

入る。 


〇 湯津 の 爪 櫛 —湯^ は 五 否 

箇の義 で、 齒の密 に つまつ 

て ゐる 鄉" 

〇 とリ なして 1 形 を 變 へ 

て。 稻 E 姬を 櫛に 化して。 

〇 その まま 治まる 國 津祌— 

， 

その ま & 治まる 國を國 $f; 神 

にい ひかけ た。 

〇 立 つ や ベ 雲の— 「立 つ 」 を 

柱 を 立つ と 雲の 立つ とに 兼 

ねて 用ゐ た" 

〇 八重垣 造る 言の葉. —古事 

記に 見えた る 素盞嗚 尊の 祌 

詠 「八 雲 立つ 出 雲へ 重 垣 妻 

ごみに 八重垣つ くる そのべ 

重 垣 を I を 指す。 

〇 三十 一 文字の 詠歌の 始め 

—古今 集 序に、 和歌の 起原 

を 述べ て 「あらがね の 土に 

して は、 素盞嗚 @ ょリぞ 起 

り ける 一 と ある C 

【五】 

〇 御 方便 ー 御手 

大 


女 あり。 年毎に 簸 の 川上の 大蛇に 吞 まれ ズ，. 又 

こ の姬 取られん とす。 免る によし なしと いふ 

c: 居 クセ) 

地 クセー 「その 時 素 盞嗚 詔り して 宣 はく。 げに 理 や 

老人 の 歎く 心 を憐み の。 惠 み ぞ 深き 川上 の。 大 

蛇 を從 へ 治まる 國 となす ベ し 少女 を わ れ にた 

た i  の iii  ら 5 じん  A えつ  いろ  ヒも 

び 給へ と。 宣 へ ば 老人 は。 喜 悅の色 をな し 給 ふ 

シテ 『則ち 少女 を 奉る 

地 『やがて 尊 は 稻田姬 の。 湯 津の爪 櫛と りなし て 

鬢づら にさし 恰ふ。 その ま ま 治まる 國津 神。 こ 

、ひャ -0  ふ iiii しら た  や くも  つま  やへ 

こに 宮居の 二 柱。 立つ や 八 雲の 妻と もに。 八重 

垣 造る 言の葉の。 三十 一 文字の 詠歌の 始めなる 

べし 

【五】 

み - >i のり 

地？ ノギ 『げ にあり が たき 詔。 げ にあり が たき 詔。 

さて や 大蛇 を從 へん その 御 方便 如何な らん 

0 


ので ございま すが" 每年 毎年、 簸の 川上 

の 大蛇に^ まれて， 今 もまた この 姬 をと 

られ ようとして、 免れろ 術がない ので ご 

ざいます」 

とい ふ。 その 時 素 盞鳴 尊が 仰せ ら れ る 

こ. ま、 

き いがに も 尤も だ e 年寄り の 歎く のが 可 

哀想 だから I 自分が 情 を かけて  > そ の 川上 

の 大蛇 を 退治して >  この 國を 安お にして 

やらう。 だから， その 少女 を 自分に くれ」 

かう 仰せられ たの で、 老人 は大に 喜び、 

則ち この 姬を 尊に 奉った。 柒盞鳴 筏 は 

すぐに、 奇稻 田姬の 姿を樹 の^な 櫛の 

形に 變 へて、 髮 にお 挿しに なった。 

かう して、 神 はこの 儘 この 國の祌 とし 

て 御 支配 遊ばされ、 宮殿 をお 作りに な 

つて、 夫婦の 契り をお 結び になった" 

その 時の 御 歌 >  、 

『八 雲 立つ 出 雲 八重垣 妻と もに 八^ S. 作 

る その 八重垣 を』 

が 我が 阈 三十 一 文字の 和歌の 始め， て あ 

る C 

【五】 

手 誠に ありがたい 仰せ-て ございます。 

ところで >  大蛇 を 御 退治 遊ばす のに は、 

どう い ふ 御手 段 をお 用ゐ 遊ばす ので ござ 

います」 

一一 一 五 〇 九 


〇 白 aM 弓— 兼ねて 知らる を 

.msKr りに いひ かけ、 「りの 矢 

を や しぼりに いひ かけた。 

〇へ しぼりの 洒— 幾度 も糟 

をし ぼり-取 つ た 精^。 

0 さすき —桟敷。 書 紀に假 

艘と 記す C 


【ョ 


〇 祌 門が 5! —級 川 郡に あ 


蛇  

ヮキ 『畜類の 心 も かね て 白 眞弓八 しぼりの 酒 を 

取り合 はせ。 さすき 八 間 を 結 ひ S き 酒 船に 酒 を 

たた へ ん 

地 『さて や 八 艘の酒 船 を。 簸の 川上に 浮かめ つ つ 

ヮキ 『少女の 姿う つさん と 

ゆ ふべ くも なみけ； J り  た  ひか は かふ  いな だ びめ 

地 『夕の 雲の 波 煙 も 立つ ゃ簸の 川上に。 稻田姬 を 

伴 ひ 上らせ 耠 ふ ありがた や 上らせ 給 ふ ありが 

たや 


 三 五 一 〇  

な に 、 畜生 の あさ ましい 心 はよ く 分つ 

て ゐる。 大蛇 を 欺く 爲に、 よく 絞った 稱 

酒 を 取り合 はせ、 八 間の 淺敬を 作って 1 

この 洒を 一 杯 盛る の だ」 


手 摩.， それで は、 八 艘の洒 船 を簸の 川上へ 

お浮かめ になり まして …… 」 

神 「それに 少女 の 姿 を 映さう と^ ふの だ」 

と 仰せられ て 、 夕容 ま 煙 の 立ち # つ て 

ゐる簸 の 川上へ、 ^稱 E 姬を ぉ迚れ に 

なって お上りに なった。 

ヮ キ 索^ ^神、 子方^- 姬； siffllo «? いて シ テ手 

ッ レ脚 »乳^ ^垛。 


と ヮ キ 子方 を 先に 立 てて 屮入。 シテ *ッ レ も 綾 いて 森に 入る。 

【£】 末社 來 序の 雠子 にて、 狂言 木 葉の 精、 面 鼻 引， 末社 頭巾 • 着 附厚权 ，铋 水 衣 *括 松. 脚 卞* 腰 帶， おの ^東 

にて 名乘 座に 出で、 

狂言 「かやう に 候^ は。 出 雪の 國ぎ 門が 嶽の木 築の 精に て 候。 さても 素 蓋 鳴の 尊。 この 國に 天降" 給 

ふに。 簸 S 川上に て啼哭 する 聲 聞え しかば。 怪しみ 給ひ釗 りて 御覽 あるに。^ 人 夫婦の 中に 美しき 姬 

を 抱きて。 歎き 悲しみ 候 間。 子細い かにと 尋ね 給へば。 老人 3. す やう。 われ は 手^ 乳 脚 i& 乳と 巾し 

て 夫婦の^な り。 この 姬は稻 出姬と 巾して。 わが 姬な るが。 この 所に 大蛇の あ"。 年々^!? を 供へ 

申し 候 。當年 はこの 姬が番 に^り 候 間。 かやう に 歎くな りと. S- す。 尊 聞し 召し。 さあら ば この 姬を 

われに 與 へよ。 火 蛇の 難 を 救 ふべ しと 宣 へば。 夫婦 は 悦び 參ら すべし と 中す。 その^^ 火 蛇の «體 

を 御^ね 唉に。 まづ七 尾 七 谷 ふさがって。 ^は 一 つ 頭 は 八つ 御座 あると 巾す。 ^の 御 謀 にて。 大き 


〇 光 散る I 光 を 放って e: 方 

を 昭-: ら す。 


〇 八 雲 立つ 出 雲 八重お •— 祌 

詠 を 引いて 「妻と もに 一の 序 

とした o 

〇 鳥 上の 嶽— 簸の 川上、 船 


大 


【穴】 


【六】 


ほ 


第二 段 

-キ素 .续唣尊、 子方 奇稻 田姬ケ 作って 登場 o 


なる 酒 船 を 八つ 御 さ、 せ あり。 その 中へ 酒 をた、 へ。 その上に 棚 を かき。 稻出姬 を 置き 給 はば。 姬 

の 姿 酒 船に うつるべし。 然れば 大蛇 牛 贄は酒 船に ありと 心得て。 酒 を飮む ほどに く。 八つ 頭に て 

酒を飮 み。 納 むる 胴. は 一 つなれば。 正體 なく 醉ひ 伏すべし。 その 時 尊劎を 持って、」 御 退治 あるべき 

との 御 事な り。 心 あらん 人 は 尊に 力 を 添へ 候へ。 その 分 心得 候へ く 

とい ひ て 引く。 

後見、 藁 屋の 作物 を 引き、 洒 船の 作物 を 出す。 

一 聲の雕 子に て、 後 子方 稻田 姬、 ヮキヅ レ舆舁 二人 (着附 厚 

根. 白 大口 • 腰帶. 扇の 装束) に 舆をさ >- せ、 後ヮ キ 素盞嗚 尊、 

前の 装束の 大口 を 牛 切に 改め 劎. 鞭 を 持ちて 子方の 後よ リ出 

で、 舞 褰に 入り、 

t 『光 散る。 玉の 御輿 を 先立て て。 尊 は 馬上に 

威儀 をな し。 簸の 川上に と。 急ぎけ り 

ヮキ 『抑 もこれ は。 伊 羿諾伊 羿册 の 御 や 素盞鳴 の 

神な り。 簸の 川上の 大蛇 を從 r ぼ 土豐 かにな 

すべ きなり 

地 『八 雲 立つ 出 雲 八重垣 妻と もに" 出 雲 八重垣 妻 

ともに。 鳥 上の 嶽に うち 上り： 簸の 川上 はこれ 

や び  きし た^  あらし  た ，ひ  こ么 A\  す, P ま 

なれ や。 山 聳え 岸 高く。 嵐 も 波も聲 々に。 もの 凄 


ヮキヅ 


四方に 光 を 放 つば か り 鉞く玉 の 御輿 に 

奇稻 田姬を 載せ、 これ を 先に 立てて、 

素盞嗚 尊 は 威風 堂 々馬に ぉ乘 りに なり 

簸の 川上 へ とお 急ぎに なった。 

尊 「自分 は 伊 弊 諾. 伊^ 册の祌 の 御子 ^ 

§ である。 今敏の 川上の 大蛇 を； ^治し 

て" この 國土 を安穩 富裕 に し ようと 思 ふ 

の だ」 

と， 妃奇 稻田姬 と共に 鳥上嶽 にお 上り 

になる。 これ ぞ簸の 川の 水源， て、 山 は 

高く 聳え、 川岸 は 漦 く、 山の 嵐 も 川の 

波 も 打 亂れて 烈しい 音を立て、 いかに 

ももの 凄い 有樣 である。 その 岸に^ 稻 


蛇 


三 五 


大 


【七】 


0 松柏 背に 生 ひ 伏して— 大 

蛇の^に 松柏の 木が 生えて 

枝が 垂れ 伏して ゐる こと を 

いふ。 この 句 害 紀に見 ゆ。 

解說參 

〇 あかがち —害 に 赤 酸 锊 

と ぁリ、 赤 なほ 、づき を 


〇 十捤 3 祌劍— 长 ぃ劍 - つ 

か」 は 指 m 本 並べ た 畏さを 


蛇 _ 

じき 川岸に。 稻 ffl 姬を。 一 人す ゑ 奉り。 波間に^ 

かめる 洒 船に。 御影 をう つ し 給へ ば。 尊 は 馬よ 

り 'り 立ちて。 岸に 上つ て 密かに 出づ る 大蛇 を 

待ち ゐ たり 出づる 大蛇 を 待ち ゐ たり 


【七】 


と 脇 座に 行きて 立 つ。 

早 笛に て、 後ジ テ八岐 大蛇、 而 &；! 髭 *赤顼， 色鉢卷 ，龍. 着附 

厚 权. 法被 • 半切 • 腰帶の 裝來 にて 打 杖 を 持ちて 出づ C 


W 姬を た^ 1 人お 邇き になって、 川の 

波 g に^かべ た；. S 船に、 姬 のお 姿 をう 

つす やうに し、 ぉ盞鳴 は 御.：：： せ は 馬 か 

ら 下りて- 岸に お上りに なり、 ^かに 

大蛇の 出て くるの をお 待ちに なって い 


【七】 


地 h 川風 暗く 水渦卷 き。 川風 陪 く 水 ^卷 き。 ^は 

地に 落ち 波立ち 上り。 山河 も 崩れ^ 動し て。. S 

れ出づ る 大蛇の 勢 ひ 年經る 角に は 雲^か かり。 

松柏 背に 生 ひ 伏して。 眼 はさながら あかがち の。 

光 を 放ち 角 を 振り立て さも 恐 ろしき。 勢 ひなれ 

ども さすが 心 は 畜類 の。 船に うつろ ふ 徇^ を： 人 n 


まんと 頭 を 船に 落し 入れて 醉ひ 伏した る こそ 

恐ろし けれ 

ヮキ 『尊 は 十 握の：^: ^を 拔き恃 ち 


後ジ テ八岐 大蛇せ ao 

川風が 物 はく 吹きす さび、 水 は 荒く 渦 

卷き、 雲 は 地に 落ち、 波 は 立ち上り， 

山 も 河 も 崩れん ばかり^り 森いて， 现 

れ 出た 大蛇の 恐ろしい 势ひ" 年 を經た 

その M は^ 高く の 中に 獰ぇ， その 

^に は 松 や 柏 が 生 ひ繁っ て 枝 を 垂れ、 

0 は 宛 も 赤 ほ、 づきの やうな 形 をし て 

光 を 放 つて ゐる 。そし て M を 振り立て 

て ゐろ樣 は、 如 何にも 恐ろしい 勢 ひ. て 

あ るが 、流石 は 心 は^ 生 の あさまし さ 、 

船に 映る 姬の 御紊を 見て、 まことの 人 

と 思 ひ、 なまう として^ を 船に 落し 人 

れ， ^ひ 倒れた^ は、 赏に 恐ろしい も 

のであった。 

索 講 鳴 律 は 長 ぃ祌劎 をお 拔 きになつ 

て、 ^くの 岸から お下りに なると， 大 

蛇 は 狨 き 怒った が、 ^洒 に^ ひ 倒れた 

^に 飛行.：：： 在の 神通力 を 失って、 山河 


說 れ叢大 〇 
參 たつ 蛇 叢 
照 もて の 雲 

0 のゐ 住の 

でたん 劎 
'あ の だ 卜 
る で 所甞 
と 、 に 紀 
い 名 常の 

ふづに 一 

。け 雲 書 
m ら お に 


〇： 迎カ— 祌 通力" 飛行.；：；； 在 

の 不可思議 力" 


o 祌— 素^ 嗚@。 


とこれ よ リヮキ • シ テ 切 組。 

地 『尊 は 十 握の 神 劎を拔 き 持ち 遙 かの 岸より 下 

り 給へ ば 大蛇 は 驚き 怒り をな せ ども S 酒に 醉 

ひ 伏し 通力 失せて。 山河に 身 を 投げ 漂 ひ 廻る を 

神劎を 振り上げ 斬り 耠 へば 。斬られて その 尾 は 

くも  & こと  4*  お ほ  i  ちが  4* 

雲 をう がち。 尊を卷 かんと 覆へば 飛び違 ひ。 卷 

きつけば 斬り 拂ひ 廻れば 廻る。 互の 勢 ひ 神 は 威 

くわう  ちから あら は  だい じ や  き  ふ  たち ま  >^ 

光の 力 を顯し 大蛇 を 斬り 伏せ 忽ちに。 その 尾に 

あり し劎 をと つ て。 叢雲 の劎と は。 名づ け たり 

と シ テは 斬り 伏せられ たる 態に て 切 戸 ょリ： ^き- ヮ キ名乘 

^にて^ 拍子 を跻 む。 


の 間にせ を 投げて ぐったり として ゐ 

る。 これ を 眼が けて. 尊が 神劎を 振り 

上げお 斬りに なると、 大蛇 は 斬られな 

がら その 尾 を さ 高く 上げて 祌を卷 き つ 

けようと 覆 ひかぶ せる。 神 は 飛び越え 

てこれ をお 避けになる、 またも 大蛇が 

卷 きついて くると、 祌 はこれ を 斬り 拂 

つてお しま ひになる。 大蛇が ぐるく 

廻る と、 神 は それに つれて 廻って ぉ戰 

ひに なり、 暫くの ^は、 ： 九に 物^い 勢 

ひでお 戰ひ になった が、 神は咸 光の 力 

を顯 して、 忽ち に 大蛇 を 斬り ふ せ て お 

しま ひに なった。 

そして こ の 尾に あった 劎を お取り出し 

になり、 これ を 叢雲の 劎 とお 名 づけに 

なった ので ある。 
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